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白 河口 戰記 

第 一  - 

明治 元年 五月  .  ^ 

日 大總 督府、 東 山道 總督岩 倉 具 定ヲ奧 州 征討 白 河口 總督、 副 總督岩 倉 具 經ヲ園 總督ト "貧 ス。  -  一 

日 iB 軍、 賊共ヲ 泉 田驛ニ 破ル。  一一 

日 督麻、 黑羽藩 ニ命シ テ、 其 藩 兵 ヲ旗驛 一一 出サ シ ム、 尋テ 白坂驛 一一 移ス。  一一 一 

日 賊兵、 旗驛ヲ is ス、 官軍 討 テ之ヲ 郤ク。  一一 一 

日 賊 兵、 白 河 城 二 迫ル、 官軍 小 田 川、 本 沼 一 一 驛ニ迎 へ 討 テ之ヲ 破ル。  

日 賊兵、 白 河 城 及 ヒ 白坂驛 ヲ襲フ 、官軍 力戦 シテ之 ヲ郤ク C  1 

日 賊 tir 再 ヒ白河 城 ヲ襲フ 、官軍 迎へ 討 テ之ヲ 破ル。  二 

大總 督府、 土 佐 藩兵ノ 宇都 宫 一一 在 ル者ヲ シ テ， 白 河 一一 赴援セ シ ム 〇 黑羽藩 後軍 モ亦、 白坂驛 一一 至 ル。  一四 

日 東 山道 總督 參諜板 垣 正 形、 宇都 宮城 ヨリ 進 テ白河 二 至 ル。  一 1" 

日 總督、 書 ヲ諸軍 一一 下シ、 總督ノ 任 ヲ受ク ルヲ 告ケ、 且諸 軍ラ獎 勵ス。  一 五 

六 月   一, - 

日 宫 軍、 贼兵ト 泉田驛 二. 戰フ、 日暮交 綏ス。   ョ 

日 薩長 土 三 藩 ノ旗號 ヲ以テ 、本道 官軍 ノ旗 號ト 定ム。  ,  一七 

土 佐 藩 後軍、 白 河 一一 至ル C  一七 

日 大總 督府、 牧野 茂 敬 ヲ軍監 ト爲シ 、白 河口  二 赴 力 シ ム"  一七 

日 大總 督府、 白 河口 總督岩 倉 具定、 副 總督岩 倉 具 經ノ請 ヲ聽シ 、拉 二 之ヲ 罷ム：  一八 

M 摩 藩 後軍、 白 河 二 至ル。  一八 
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大 總督ー 付、 大壞、 古：^、 宇都 宮、 西 大路、 烏 山、 黑羽、 大田原 七 藩、  及 ヒ蔗野 雄 之 助 ヲシテ 、白 河口 官軍 

ノ辎 重ヲ 拿ラ シ メ  、佐 野 藩 ヲシテ 之 ヲ助ケ シム、 尋テ大 垣藩ヲ 罷ム。  

大 總督； 、奥 羽 追討 總督鷲 尾 隆聚ヲ 參謀ト 爲シ、 白 河口 一一 赴 力 シ ム 0 東 山道 總督府 參謀板 垣 正 形、 # 

地 知 正 治 ヲ參謀 補助 トぉシ 、隆聚 一一 屬セ シ ム。  

43? 兵、 白， H- 城 及 ヒ な 坂驛 ヲ襲フ 、官軍 迎 へ 討 テ之ラ ぉク  

第 二 

參謀鹫 尾 隆聚、 来京ラ 發ス。  

に S 身府、 長 門潘化 ハヲ白 河 二 差遣 ス 〇 長 門 藩 兵 白 河 二 至ル。  一 

參謀鷲 尾 隆聚、 白 河 二 至 ル。  

.i- お S 府、 館 林 藩 兵ヲシ テ 藤野驛 ヲ守ラ シ ム〇參 謀、 之ヲ 白坂驛 二 移シ、 大垣藩 兵ト倶 二 之ヲ警 守 

官軍 援ヲ大 總督府 二 請フ、 大總督 府令シ テ、 平 潟 口 官軍 ノ至ル ヲ待タ シ ム〇 平 潟 口 官軍 平 潟 二 至 ル 

〇 參諜 補助 扳垣正 形、 兵ヲ 率.？ 白 河 ヲ發シ 、棚 食 城 一一 薄ル 〇 阿部 正 靜ノ父 正 外、 城 ヲ燒キ テ須营 

川驛ニ 逃レ、 餘 賊悉ク 漠ュ。  

參諜、 館 林 藩共ノ 白坂驛 ニ在ル 者ヲシ テ、 金山 驛ヲ 守ラ シ ム。  - 

棚 < ぉノ 官軍、 兵 ヲ分テ 釜 之子驛 二 至ル、 賊兵戰 ハ ス シ テ 遁走 ス。  一 

賊兵、 白 河 城 ヲ襲フ 、官軍 討 テ之ヲ 郤ク。   一 

一。 El,^ 資生、 書ヲ上 リテ、 共 ヲ出シ 、王事 一一 勤メ ン コ トヲ 請フ、 參謀、 之 ヲ聽シ 、其 兵 ヲ本營 一一 屬ス。 …： . 

朝 ま、 Jill 肴 ヲ諸軍 二 赐フ、 參 謀之ヲ 頒ッ。  

棚 食及ヒ 金山 驛ノ 官軍、 賊兵ヲ 河原 田、 二子 塚 等 諸 村 一一 破リ、 進 テ白河 一一 至リ、 兵 ラ收メ テ還ル 〇-- 

田 川、 大田 川、 矢 吹 等 諸 驛ノ賊 、皆 風ヲ望 テ遠ク 遁ル。  

月  I 


ささ 壳 ^天 蓋 至 至 吾 g  >^  ^ 


朔 U 參謀、 黑羽藩 ヲシテ 、假 一一 棚 及ヒ淺 川、 搞、 釜 之 子等 ノ地 ヲ管セ シム。  

賊兵、 白 河 城 ヲ襲フ 、官軍 討 テ之ヲ 卻ク。  

四 日 大總 督府、 彥根藩 兵 ヲ白河 一一 差遣 ス 0 參 謀命シ テ、 大垣藩 兵 一一 代リ、 白 坂驛ヲ 警守セ シ ム。  

第 一一 一 

九 U 大總 督府、 參謀鷲 尾隆聚 ヲ奧羽 追討 白 河口 總督ト 爲ス。  

大 總督府 、諸 軍 ヲ戒テ 、嚴 一一 虚掠ヲ 禁ス。  

十五 n 賊丘ハ 、白 河 城 ヲ襲フ 、官軍 迎へ討 テ之ヲ 郤ク。 ……  

十六 日 賊兵、 淺川村 ヲ襲フ 、棚 倉ノ 官軍、 釜 之 子驛ノ 官軍 ト共 二、 討 テ之ヲ 破ル。  

ト七 U 大總 督府、 書ヲ下 シテ、 慮 野 雄 之 助 ノカヲ 王事 一一 効セシ ヲ賞ス 〇 督府之 ヲ雄之 助 一一 傳へ、 且 之ヲ獎 

ト 八日 大 IS 一藩 後軍、 白 河 ュ至ル C  

卄 二  U 總野鎭 撫府- 壬 生 藩 兵 ラシ テ蘆野 驛ヲ守 ラシ ム 〇 督府 之ヲ 白坂驛 一一 移シ、 且彥根 藩兵ノ 白坂驛 一一 在ル 

者ヲ签 之子驛 一一 、館 林 藩兵ノ 金山 驛 一一 在 ル者ヲ 棚 倉 二 移シ、 蘆 野 雄 之 助ヲシ テ 蘆野驛 ヲ守ラ シム。 ：： 

賊 兵、 釜 之 子驛ヲ 襲フ、 官軍 討 テ之ヲ 郤ク。  

廿 四日 督府、 白 河 ロノ 諸軍ヲ 警戒 シ、 其 守備 ヲ嚴 一一 セ シム。  

督府、 平 潟 口 官軍 一一 約シ、 倶 一一 三春 城 ヲ攻メ ン トス 〇 參謀 補助 板 垣 正 形、 薩摩 以下 八 藩 兵 ヲ率乂 棚 

贫ヲ 發シ、 三春 ニ向フ 〇 白 河ノ宫 軍、 兵 ヲ小田 川、 大田川 一 ー驛 二 出シ、 之 力 聲援ラ ナス。  

賊 兵、 再ヒ凝 之子驛 二 迫ル 、官軍 阿武隈川 二 迎 へ 討 テ之ヲ 郤ク。  

廿五 n 大總 督府、 肥 前 藩 兵 ヲ白河 二 差遣 ス。  

廿 六日 督府、 忍 藩 兵 ノ白河 一一 在 ル者ヲ シテ、 白 坂 驛ヲ警 守 セシム 、壬 生 藩 兵 ノ白坂 驛ニ在 ル者ラ 、蘆 野驛ノ 

警守ー f  。  

官軍、 進テ 三春 城 一一 薄 ル 、秋 田 映季、 城ラ致 シ テ 軍門 一一 降 ル 〇 映季ヲ シテ、 假 一一 城邑 ヲ管 シ 、 後命ヲ 
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きタ シメ、 且兵ヲ 出シテ 自効セ シ ム 〇 平 潟 口 參謀渡 邊淸、 三春 ニ來 會ス。  

七 曰 兩道ノ 官軍、 丘ハヲ 分チテ 賊兵ヲ 小濱驛 一一 破リ、 糖澤 村、 本宮驛 テ奪フ 0 松平賴 升、 罪 ヲ謝シ テ降ヲ 乞 

フ、 in 軍 乃チ守 山 二人 ル。  

s# 野 鎭無府 、古，^ 藩 兵 ヲシ テ 慮野驛 ラ守ラ シ ム 〇 藩 兵 蓆野驛 一一 至リ、 書 ヲ督府 一一 上 リテ、 之ヲ 具申 ス 

土 佐 藩 後軍、 白 河 二 至ル。  

第 四 

廿八 日 大總 督附、 多久茂 族ヲ白 河口 總督府 參謀ト 爲シ、 肥 前 藩 兵ヲ率 ヰテ、 之-一 赴 カシム。  

大總 督衧、 紀伊藩 兵 ヲ白河 二 差遣 ス、 〇 督 府命シ テ白 坂驛ヲ 警守セ シ メ  、 忍 藩兵ノ 白坂驛 二 在 ル者 

ヲ、 白 ts-  ニ移ス 〇 忍藩ヲ シ テ兵ヲ 白 河 二 出シ、 前軍 ト同ク 之ヲ警 守セ シ ム。  

*^"兵、三斗小屋村傍近ヲ焚掠 ス 、黑 羽、 烏 山 一 一藩 兵 ヲ出シ テ之 一一 備 フ 〇 督府、 更 一一 古河 藩 兵 ノー 盧野驛 

二 在 ル者ヲ シテ、 緩急 之ヲ 應援セ シ ム。  

白河ノ 官軍、 賊兵ヲ 上 羽太、 虫 笠 等 諸 村 二 破リ、 追 テ高助 村 二 至ル。  

賊兵、 本 宮驛ヲ 襲フ、 is 軍迎 へ 討 テ之ヲ 擊破リ 、追テ 仁 井田 村 一一 至ル 〇 官軍、 賊兵ヲ 高 倉お 一一 破ル。 ： 

ナ九 m 火 總督府 、尾 張 藩 共 ヲ白河 一一 差遣 ス 〇 督 府命シ テ蘆 野驛ヲ 警守セ シム。  

三春 及ヒ 本 宮驛ノ 官軍、 一 一本松 城 一一 迫 ル 〇 丹 羽 長國、 米澤 一一 走リ、 老臣 丹 羽 富穀、 城 ヲ火キ テ自盡 ス 

〇 板 貧勝尙 モ 、亦 福 島 城 ヲ棄テ 、米澤 二 逃ル。  

八 月 

朔 曰 督； 付、 尾 張 藩兵ノ 簾野驛 一一 在ル 者ヲシ テ、 簽之 子驛ヲ 警守セ シ メ  、彥根 藩 兵ノ釜 之子驛 一一 在 ル者ヲ 

s^p  一 5 ス。  

. 大村藩 後軍、 三春 二 至ル。  

三 MM 伊達 慶邦、 上 杉 齊憲ノ  iR 位 ヲ截キ 、之ヲ 討ス。  

督府 、古河 藩 兵 ノ 蔵野驛 ニ在ル 者ヲ罷 歸ス。  


-  ~ -  ~ >  O  CD    CD   CD  CD    O    CD    O  A»  や 
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五 日 賊丘ハ 、郡 山 驛傍近 ラ刹掠 ス〇 督府大 村 藩兵ノ 三春 二 在 ル者ヲ シテ之 ヲ討タ シ ム。  

督麻、 備前藩 兵 ノニ本 松 二 在 ル者ヲ シテ、 三春 ヲ警守 セシメ 尋テ守 山 二 移ス。  

六 日 督府、 尾 張、 彥根、 土 佐 三 藩 兵 ノ釜之 子、 石 川、 白 河 等 一一 在 ル者ヲ シテ、 須賀川 驛ヲ警 守シ、 一 一本松 ノ 

諸 軍 一一 應援セ シメ、 薩 摩 藩 兵 ノ白河 ニ在ル 者ヲシ テ、 三 藩 兵 二 應援セ シ ム。  

七 日 大總 督府、 薩摩 以下 五 藩 兵ノ、 平 潟 口 ヨリ 三春 二 至 リシ 者ヲ、 白 河口 ノ宫軍 二 屬セシ ム〇 大總 督府、 

平 潟 口、 白 河口 兩道ノ 諸 軍-一 令シ、 速 一一 會津 ヲ討セ シ ム。  

督府、 令 シーア、 兵 I 火 二種 ル者ハ 、本年 ノ 田租 ラ冤シ 、官軍 ノ 使役 ニ供ス ル者ハ 、其 半ヲ 蠲ク。  

一 一本松 ノ  iB 軍、 須賀川 驛ヲ狗 へ 、將 一一 白 河 一一 至ラ ン トス、 〇 督府、 令シ テ、 軍ヲ 三本 松 一一 返サ シ ム。 …-: 

八 日 督府、 守 山 藩 一一 命 シテ、 谷 田 川、 -笹川 等七士 一村 ヲ管セ シメ、 備前藩 兵 ノ守山 一一 在 ル者ヲ 磐 城 平 ニ移ス 

第 五 

九 日大 總督府 、白 河 口 總督鷲 尾隆聚 ヲ 罷 メ  、參謀 正 親 町 公董 ヲ以テ 之-一代へ、 小 代 淸八ヲ 參謀 補助 ト 爲シ、 

公萤 ニ屬セ シ ム。  

督府、 彥根、 忍、 館 林、 黑羽四 藩 兵 ノ須賀 川驛、 一 一本松 一一 在 ル者ヲ 白 河 一一 移シ、 嚴 二 之ヲ警 守セ シ ム 。-… 

^ 日 賊兵、 今 泉 村 ヲ襲フ 、官軍 討 テ之ヲ 郤ク。  

十 三 日 督府、 參謀 伊地知 正 治 ヲシテ 二 本 松-一 赴 力 シメ、 薩摩、 長 門、 土 佐 三 藩 兵ノ白 河-一 在 ル者ヲ 、二 本 松 

- sm  %,  0  

十四日 督府、 賊兵、 本 宮驛ヲ 焚 掠ス、 〇 督府、 土 佐 藩 兵 ノニ本 松-一 在ル者 ヲシテ 之ヲ守 ラシ メ、 三春 藩 二 命 

シ テ， 兵 ヲ本驛 二 出サシ ム。  

十五 日 參謀 多久茂 族、 白 河 二 至ル。  

十 六 日 督府、 肥 前 藩 兵 ヲシテ 白 河 ヲ警守 セシメ 、彥 根、 忍、 大垣三 藩 兵 ノ白河 二 在 ル者ヲ 福 島 及ヒ本 宮驛ニ 

差遣 ス 〇 忍 藩 兵 ヲ シ テ 、更 二 白 河 ヲ 警守 セ シ ム。  

賊兵 下手 渡 ラ陷ル 、督府 、柳 河 藩兵ノ 本宮驛 ニ在ル 者ヲシ テ赴キ 擊タシ ム 〇 柳 河 藩 兵、 下手 渡 藩 兵 
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ト很ニ  、賊丘 ハヲ月 立 村 二 破ル。  ニー  一 

十七 日 總督正 親 W 公萤、 束京ヲ 發ス。  ニー 一一 

賊兵、 福 島 城 二 據リ、 更ニ 大擧シ テー 一本松 二 逼ル宫 軍 迎へ討 テ之ヲ 破リ、 追テ八 町目驛 一一 至ル。  二 1- 

蘧野雄 之 助、 書 ヲ督ー 肘 二 上リ、 米 三百 苞ヲ 借ン コ トヲ 請フ。  二八 

肥-; g 藩 後軍、 白 河 二 至ル。  二 九 

日 勅使 平 松 時 厚、 .R 河-一至 リ 、勅旨 ヲ傳へ テ諸軍 ヲ犒ヒ 、且 庶民 ヲ虛 使ス ル コ ト勿 ラシ ム。  ，  二 九 

日 總督、 未タ至 ラサル ヲ以テ 、鷲 尾 隆聚、 假 ニ總督 ノ事ヲ 攝知ス 〇 隆聚、 白 河 ヲ發シ 、守 山 二 至ル。  ニニ 

日. 鷲 尾 隆聚、 三春 二 至ル、 秋 田 映季迎 謁ス。  一 一一 一一 


督府、 大擧シ テ 若松 城 ヲ攻メ ン トス、 乃チ 諸軍ヲ 部署 ス〇參 謀 伊地知 正 治、 板 垣 正形ヲ シ テ 薩摩以 

下 六 藩 兵ヲ率 ヰ、 石 筵 口 ヨリ、 館 林、 黑羽ー 一藩 兵ヲ シテ三 斗 小屋 口 ヨリ、 尾 張 以下 四 藩兵ヲ シテ勢 至 

堂 口 ヨリ、 備前藩 兵 ヲシテ 若松 及 ヒー 一本松 ニ向ハ シム 〇 參謀多 久茂 族、 勢 至 堂 口 二 赴 キテ、 肥 前 藩 

兵 ヲ督シ 、山 田 恒長、 白 河 一 一 在リ テ假, 一 參謀ノ 事 ヲ執ル 〇 守 山 藩 兵 ラシ テ封內 及 ヒ假營 ノ地ヲ 警守 

セ シ ム 〇 一 一本松 ノ 官軍、 賊 丘ハヲ 山人、 橫川、 熱 海 三 村 二 破ル。  

第 六 

廿 一 日 大總 督府、 安藝、 肥 前、 中津、 今 治、 人 吉五藩 兵 ヲシテ 、今 市 驛及ヒ 日光 山 ヲ警守 セシム 、督府 命 シテ、 

藤 原 ロヨ リ 若松 一一 赴カシ ム 〇 督府、 阿波 藩兵ノ 三春 一一 在 ル者ヲ 川股驛 一一 、壬 生 藩 兵 ノ 蘆野驛 一一 在 ル 

者 ヲ白河 -ー 移ス 〇 白 河、 烏 山 一 一藩 ヲシ テ、 兵 ヲ白河 一一 出サ シ ム 〇 大總督 府、 薩摩、 宇都 宮ー 一藩 丘 ハヲシ 


テ、 藤 原 口 ヨリ 若松 ニ向ハ シメ、 中 村 利 秋 ヲ軍監 ト爲シ 、之 ヲ督セ シ ム。  一 憂 

石 筵 ロノ in 軍、 贼丘 ハヲ、 一 ハ 本道 ヨリ 石 筵 村 及 ヒ保奈 利峠ヲ 進攻 シ、 マ タ猿岩 ノ險ヲ 奪取 ス 〇 中 山 

口  ノ 官軍、 石 筵 ロノ 軍 二 合ス。  一 一 尹 

廿 二日 石 筵 ロノ 宫 軍、 進テ猪 苗代 二 至ル、 賊兵、 龜城 ヲ火キ テ遁ル 〇 官軍、 猪 苗代 一一 陴シ、 マタ 賊ヲ戶 口川 

一一 波ル 0  IS 一一 一 


忍 藩 後軍、 白 河 二 至ル。  

廿 三 日 松平容 保、 瀧 澤驛ニ 出陣 シ、 其軍ヲ 督勵ス 〇 石 筵 ロノ 官軍、 容保ヲ 破リテ 若松 城 一一 迫リ、 其 東北 ノ外 

郭 ラ奪フ 〇 大總督 府軍監 牧野 茂 敬 戦死 ス 〇 松 平定 敬、 若松 ヨリ 米澤 一一 逃ル。  

三 斗 小 ill ロノ 官軍、 賊兵ヲ 那須、 小 谷、 板 室 三 村 二 破リ、 三 斗 小屋 一一 至ル。  

賊兵、 小^ 村ヲ 焚 掠 ス 、川 股驛 ノ 官軍、 討 テ之ヲ 郤ク。  

第 七 

廿 四日 總督 、白：！：  二 至 ル。… ：  

官軍、 若松 城ノ 外郭 二 火 ヲ放チ 、退テ 其 東北 諸 口 ヲ扼シ 、長 圍ヲ 築キ、 以テ 諸路ノ 官軍 ノ到ル ヲ俟ッ 

〇 勢 至 堂 ロノ 賊兵、 城 中二 入ル。  

三 斗 小屋 ロノ 宫 軍、 進テ 大峠ヲ 取ル。  

廿 五 日、 總督、 三春 二 赴 カン トシ、 白 河 ヲ發ス 、參謀 補助 小 代 淸八ヲ 留メテ 、白 河 城ヲ守 ラシ ム。  

藤 原 ロノ 官軍、 賊兵ヲ 橫川村 二 擊ッ、 克 タス シテ退 ク。  

若松 城外 ノ賊、 湯 本、 越後、 * 澤諸ロ ヨリ 進テ、 城 中 一一 入 ラン トス 、官軍 要擊シ テ、 越後、 米澤兩 ロノ 

兵 ヲ破ル 〇 湯 本 ロノ 賊、 遂 二 城 中 一一 入 ル 〇 勢至堂 ロノ 官軍、 及 ヒ備前 藩 兵、 若松 二 至ル。  

廿 六日 總督、 三春 城-一到 ル、 鷲 尾 隆聚、 乃 チ其攝 知 ヲ觯キ 、尋テ 東京 ニ還ル 〇 督府、 三 上 藩 兵 ノ從衞 ヲ罷メ 

テ、 隆聚 ニ屬セ シ メ  、阿波 藩 兵 ヲ以テ 之 二 代フ。  

督府、 諸 軍ヲ戒 飾シ、 諸 ロノ 出入 ヲ畿 察セ シ ム。  

. 官軍、 若松 城 ノ 東南、 大窪 山、 小 田 山 等 要衝 ノ地ヲ 奪 ヒ 、城 中 ヲ砲 射ス。  

三 斗 小屋 ロノ 官軍、 賊兵ヲ 中 峠 及 ヒ野際 村 一一 擊破 ル。  

賊兵掛 ffl 村ヲ 却掠ス 〇 阿波、 中 村、 下手 渡 三 藩 ノ兵討 テ之ヲ 破ル。  

卄 八日 藤 原 ロノ 官軍、 賊兵 ヲ橫川 村-一 破リ、 追蹒シ テ糸澤 村-一至 ル 〇 賊兵大 田 原 附近 テ焚 掠ス、 本 藩兵ヲ 

發シ テ之ヲ 掃 攘シ、 進 テ橫川 村 二 至リ、 安藝 藩 兵 二 屬ス。  
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廿九曰 督府、 肥 前、 忍 川、 越、 烏 山、 壬 生 五 藩 兵 ノ白河 一一 在 ル者ヲ 分テ、 原、 赤 井、 勢 至 堂 等 諸驛 一一 差遣 ス。 …； 

藤 原 口  ノ 官軍、 贼兵 ラ 髙野村 一一 破リ、 田 島 村 一一 至 ル 〇 大總督 府軍監 中 村 利 秋、 來會 ス。  

若松 城內 ノ賊、 大擧シ テ 融通 寺 町、 柱 林 寺 町、 越後 等 諸 口  二 突出 ス、 城外 ノ賊 モ、 飯 寺村ョ リ來リ 侵 

ス 、官軍、 カ戰 之テハ 如ク。  

晦 日 藤 原 ロノ 官軍、 賊兵ヲ 松 山 二 破リ、 追 攝シテ 大内村 二 至ル。  

是 月 督府、 三春 藩 テシテ 、假ニ 糠澤、 小濱等 二十 九 村 ヲ管セ シム。  

第 八 

九  月 

朔 日 督府、 彥根、 柳 川 二 藩 兵 ノニ本 松 二 在 ル者ヲ 、分テ 若松 二 赴 カシム。  

藤！ g  口  ノ  軍、 賊兵 ヲ 火玉 嶺 二 破 ル 0  

潢 E 藩主 溝 口 直景、 橫田 ヲ棄テ 、會津 一一 走ル 〇 直景、 松 平賴升 - 一因 リテ 降ヲ乞 フ 、督府 、謹愼 ヲ 命シ、 

功 ヲ立テ 罪 ヲ贖ハ シ ム。  

二 日 督府、 守 山 藩 ヲシテ 、兵 ヲニ本 松 ニ出サ シム。  

藤 原 ロノ 軍、 賊兵ヲ 橡澤村 一一 破リ、 關 山村 ノ險ヲ 攻ム、 利ァ ラス シ テ返ク 〇 三 斗 小屋 ロノ 官軍、 進 

テ 大內村 二 至 リ 、藤 原 ロノ 軍 二 合ス。  

三 日 藤 原 ロノ 宫 軍、 賊 兵ヲ關 山村 一一 破リ、 追 攝シテ 本 鄕村ー 一至 ル。  

日 藤 原 ロノ 官軍、 進テ 若松 城 一一 藩ル。  

越後 口 官軍、 進テ天 星、 片門等 諸 村 二 至 ル 〇 若松 ノ宫 軍、 兵ヲ 分テ、 贼兵 ヲ高久 坂、 下 塔 寺諸驛 二 破 

リ、 進ン テ船渡 林ノ背 ヲ衝ク 〇 兩道ノ  iB 軍、 始メ テ聲 息ヲ 通ス。  

六 日 藤 原 口 官軍、 賊兵ヲ 柳 町、 本 鄕等諸 村 二 擊チ、 輜重ヲ 迎フ。  

土 佐 藩 兵、 書 ヲ米澤 藩主 上 杉齊憲 一一 贈 リテ、 其歸順 ヲ勤ム 〇 齊憲、 其臣 大國賴 隣、 市 川 忠恕 等ヲ 軍門 

二 遣 シ 、降 ヲ乞フ 、督苻 、速 二 歸順ノ 實效ヲ 立 テ シ ム 〇 越後 口 官軍、 米澤 -ー 薄ル、 齊憲、 城ヲ致 シ テ 軍 
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日 督府、 若松 ノ諸軍 ヲ戒飾 シテ、 濫ニ 役夫 ヲ 使用 シ、 貸物ヲ 各地 二 運搬 ス ルヲ 禁ス。  

&中！ 1^、 其 別邑長 沼驛、 賊中 一一 陷 ル ヲ以テ 、兵 ヲ白河 一一 出 シ進止 ヲ取ル 、督府 、命シ テ、 長 沼 驛ヲ警 守 

セ シ ム 〇 督府、 府中 藩 二 命シ、 丘 ハヲ福 良、 原、 赤 井 三驛ニ 差遣 シ、 肥 前、 忍、 壬 生 三 藩 兵ト倶 ニ之ヲ 守 

テ シ ム 〇 督府 更命シ テ、 福 良、 原 一 ー驛ノ 兵ヲ勢 至堂驛 二 移ス。  

P 督府、 尾 張 藩 兵 ノ 若松 二 在 ル者ヲ 、白 河、 原、 三代 一 ニ驛ニ 差遣 ス。  

若松 城外 ノ賊、 飯 寺 村 ヲ襲フ 、官軍 迎へ討 テ之ヲ 破ル。  

日 總督、 明 H ヲ以テ 一 一本松 二 赴 カン トス、 秋 田映季 一一 命 シテ、 其 封疆ヲ 嚴守セ シム。  

日 總督、 三春 ヲ發シ 、二 木 松 二 至ル。  

若松 城外 ノ賊、 北方、 高 田 等 二分 據シ、 城 內ト犄 角シテ 官軍 ヲ担ム 〇 仍テ越 後口 官軍、 一 ハ 北方 二 赴 

キ、、 一 、ノ 高 田 一一 向フ 〇 越後 口 軍 監藤村 紫朗、 三宮義 胤、 若松 一一 至ル 〇 督府、 本道 ノ諸惠 一一 令シ テ、 其 

守 地 ヲ分タ シ ム〇大 垣、 新田 一 一藩 兵、 若松 二 至 ル。  

丹 羽 長國、 其 臣日野 和美ヲ 軍門 二 遣シ 、備前 藩 兵 一一 因 リテ、 謝罪 降 ヲ乞フ 、督府 、謹 愼ヲ命 シ、 藩 丘ハヲ 

シテ 歸順ノ 實效ヲ 立テシ ム 〇 督府、 守 山 藩兵ヲ シ テ、 長岡ヲ 監守 セシメ  、其 臣隸 二  ロ俸ラ 給ス。  

日 大總 督府、 斥候 及 ヒ高松 藩 兵ヲ、 二 本 松 二 差遣 ス。  

日 督 、諸 軍ヲ 部署 シ、 明日 ヲ以テ 若松 城 ヲ攻メ シ ム、 期 二 至リ雨 ノ爲、 果 サス。  

日 大總 督府、 姊川榮 藏ヲ、 白 河口 總督 府參謀 補助 ト爲 ス。  

督府、 賊兵、 三 斗 小屋 村 一一 突出 ノ虞ァ ルヲ 以テ、 尾 張 藩 兵 ノ白河 一一 在 ル者ヲ 、越 堀驛 一一 遣シ、 黑羽藩 

一一 應援セ シム 〇 三春 藩ヲシ テ、 兵 ヲ中山 ロニ 出サシ ム、 藩 兵進テ 若松 一一 至ル。  

日 諸路ノ 官軍、 相 合シテ 若松 城 ヲ攻メ 、遂 二 西南 ノ 外郭 ヲ 奪フ。  

日 督府、 白河ノ 諸軍ヲ 警戒 シ、 贼兵ノ 突出 ニ備へ シ ム 〇 鹽川 ノ賊、 猪 苗代 二進 出 ノ虞ァ ルヲ 以テ、 大村 
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藩兵ノ 若松 二 在ル者 ヲ遣シ テ、 之 ヲ守ラ シ ム 。-  一一 S 三 

官軍、 賊丘 ハヲ靑 木、 新星 等 諸 村 一一 擊ッ、 利 アラス、 高 ノ賊、 亦タ飯 寺ヲ撗 衝ス。  一一 

上 杉 齋憲、 使ヲ 同盟 諸 藩 一一 馳セ テ、 其歸順 ヲ勸ム 〇 松 平定 敬、 小 笠 原 長 行、 竹 中 重阁、 大 島純彰 等、 福 

島 城 ヲ 棄テ、 仙臺 二 逃 ル 〇 板 倉勝尙 、罪 ヲ謝シ 、降ラ 乞フ、 督府、 命 シ テ 兵 ヲ 桑 折 二 出 サシム 〇 參謀 

渡 邊淸、 福お？ 城 二 入リ、 尋テー 一本松 二 還ル。  一 3 八 

第 十 

十六 日 若松 及ヒ 越後 ロノ 賊徒、 田 島 村 傍 近 一一 逃走 シ、 又 三 斗 小屋 村ヲ 焚掠ス 〇 督府、 館 林 藩兵ノ 若松 二 在 

ル者ヲ 分テ、 白 河 一一 赴 力 シメ、 黑羽、 大田原 一 一藩 丘ハヲ 髓歸シ テ、 其 封疆ヲ 警守セ シ ム 〇 中津、 今 治、 人 

吉三 藩兵ヲ 日光 二 班シ、 之ヲ備 へ シ ム。  一一 五 七 

參謀、 越後 口 官軍 ノ米澤 一一 在ル者 一一 移激シ テ 若松 一一 夾援セ シ ム 〇 薩摩、 安藝、 土 佐、 小 倉、 新發 S 五 

藩 兵、 米澤藩 共ト很 二  、若松 二 至 ル。  一一 天 

I 七日 舊 幕府 逋賊、 下 總铫子 浦 二 漂 到シ、 陸奧 ニ逃ル 〇 大總督 府、 總、 常、 野 諸 藩 二 令シ、 之 ヲ辑铺 セシメ 、又 

之ヲ 本道 總督 二 移 li ス 〇 督府之 ヲ白河 ノ諸軍  一一 .； ^告シ 、諸 ロノ 謖察 ヲ嚴 一一 セ シ ム。  一 W 九 

大總 督府參 謀、 移牒 シ テ 、若松 城陷 ル ノ 後、 會津 ノ 民政 及 ヒ鎭撫 ノ事ヲ 、越後 口 總督府 一一 委ス ルヲ 告ク。  一一 六 0 

官軍、 再 ヒ 賊兵 ヲ靑 木、 一 堪等諸 村 二 破 ル 〇 若松 城 南方 ノ圍、 始メテ 合ス。  一一 六 一 

上 山 藩主 松 平信 庸、 及ヒ 山形 藩 留守 ノ 老臣 水 野 三 郞右衞 門、 書ヲ 軍門 一一 上リ テ降ヲ た乙フ 〇 督府、 信 

庸及ヒ山形藩主謀^!^ ュ謹愼 ヲ命シ 、藩 兵ラ シ テ 歸順ノ 功績 ヲ奏セ シ ム。  EM 

十八 日 阿部 正靜、 織 田 信敏、 書ヲ 軍門 二 上 リテ、 降ヲ 乞フ、 尋テ正 靜ノ萵 祖父 正 備モ亦 降ル、 督府、 竝 ニ謹愼 

ヲ命シ 、藩 兵ヲ シテ功 ヲ立テ 罪 ヲ贖ハ シ ム。  一一 七 一 

十九 日 督府、 尾 張 藩 兵 ノ白河 一一 在 ル者ヲ シテ、 再ヒ 若松 二 赴 カシム。  一一 七 六 

二十日 總督、 岩 倉 勝 尙ザ召 兒シ、 命 シテ本 藩 二 謹愼セ シメ、 假ニ 城邑ヲ 管シ、 藩 兵ヲシ テ歸順 ノ實効 ヲ立テ 

シ ム C  0 


ggessgg^5    S  ^ 金お お 


松平容 保、 其臣 手代 木 勝 任、 秋 月 胤 永 等ヲ遣 シ 、米 澤藩兵 一一 因 リテ降 ヲ乞フ 〇 督府、 容保及 ヒ 其 子 喜 

德ニ 命シ、 廿ー 一日 ヲ以テ 城 ヲ致シ 、軍門 二 詣リテ 降 禮ヲ執 ラシ ム。  

廿 一 日 督府、 諸 軍 二 令 シテ、 賊兵 來襲ヲ 除クノ 外、 其 攻擊ヲ 止ム。  

督府、 壬 生 藩 丘 ハノ白 河 二 在 ル者ヲ シ テ、 今市驛 一一 赴援セ シ ム。  -  

第 十 一 

廿 二日 督府、 ニ會 議所ラ 若松 二 設ケ、 各藩 一人 ヲ出シ 、之 ヲ會セ シム。  

督府、 尾 張 藩兵ノ 越堀驛 ニ在ル 者ヲシ テ、 慮 野 驛ヲ警 守セ シム。  

松平容 保、 其 子 喜德、 城 ヲ致シ テ 軍門 一一 詣リ、 謝罪 降ヲ乞 フ 、其 臣豐野 長修、 梶原 景武等 モ、 書 ヲ上リ 

テ罪 ヲ待ッ 〇 督府、 容保 父子 ヲ、 城外 妙國寺 一一 幽シ、 佐 土 原 藩兵ヲ シ テ之ヲ 監守 セ シ メ  、其 兵器 ヲ收 

ム 〇 容保 ノ臣隸 、及ヒ 舊 幕府 諸 藩 逋逃兵 ヲ猪 苗代、 體川 一一 禁錮 シ 、薩 摩、 尾 張、 彥根、 大村 四藩ヲ シ テ 

. ^3ヲ^セシム。  

廿三 日 督府、 會津ノ 餘賊、 猶大內 、田 島 等 諸 村 二分 據スル ヲ以テ 、若松 ノ 諸軍ヲ 警戒 シ、 其 守備 ヲ嚴 ニセシ 

ム 〇 賊徒 橫川村 傍 近 一一 出没 ス ルヲ以 テ、 宇都 宫藩兵 ノ 若松 一一 在 ル者ヲ 罷歸 シ 、其 封疆ヲ 警守 セ シム。 

廿 四日 督府、 若松 城ヲ 收ム。  

督府 、薩摩 藩 兵 ヲ分テ 、之ヲ ii 歸ス。  

督府、 令シテ 若松 傍 近亡賴 ノ徒ノ 民家 ヲ^ 掠ス ル者ヲ 柿 拿、 若クハ 刎首セ シ ム。  

廿 六日 總督、 若松 二 赴 カン トシ、 二 本 松ヲ發 シテ、 本 宮驛ニ 至ル。  

若松 ノ  i ほ 軍、 大 S  、田 島 一 一村 ヲ狗 へ、 賊兵ヲ 鹽川ニ 禁錮 シ、 其 兵器 ヲ收 ム。  

廿 七日 總督、 三 城 潟 村 二 至ル、 大田 原、 阿波、 彥根、 黑羽藩 兵、 賊兵 ヲ片腐 田、 佐 良 土 二 村-一 破ル。  

廿 八日 總督、 及ヒ 越後 口 參謀西 園 寺 公望、 若松 二 至ル、 倶ニ 城中ヲ 檢ス。  

大 總督府 、移牒 シ テ 毛布 ヲ 征討 兵士 一一  賜 ソノ朝 命 ヲ傳フ 、督府 之 ヲ諸軍 二 布告 ス。  

督府、 安藝、 宇都 宫ー 一藩 兵ノ 若松 二 在 ル者ヲ 、藤 原 口  二 差遣 シ、 黑羽、 大田原 一 一藩 兵 ト俱ニ  、三 斗 小屋 
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村及ヒ 五十里 ロノ 殘賊ヲ 捜索 シ、 且潢川 村 傍近ヲ 扼守セ シ ム。  

廿 九日 大總 督府、 奧羽諸 藩主 ノ 東京 護送、 藩 地 謹慎 ノ區處 ヲ定メ 、之ヲ 白 河、 平^ 兩道 ノ總督 一一 令ス。 ： 

督府、 薩摩 以下 五 藩 兵ノ松 平容保 父子、 及 ヒ會津 降 人 藍 守 ヲ罷ム 〇 佐 土 原 藩 兵ヲ上 山、 山形 一一 、薩摩 

以下 六 藩 兵、 備前 以下 四 藩 兵ヲ 一 一本松 一一 差遣 シ 、仙臺 及ヒ莊 征討 ノ宫軍 一一 應援 セシム 〇 參媒板 形 

正 形ヲシ テ、 之 ヲ督セ シム 〇 斥候隊 及 ヒ備前 以下 六 藩 兵 ノニ本 松 二 在 ル者ヲ シ テ、 福 島 二 赴 カシム 

〇f 澤藩兵 ノ福島 一一 在 ル者ヲ 、苗猎 代 一一 移シ、 會津 降人ヲ 監守 セ シム 〇 更命シ テ薩摩 以下 六 藩兵ノ 

仙臺 進軍 ヲ止メ  、一 一本松 二 駐屯 セ シ ム。  

是 月 督府、 三春 藩 ヲシテ 、拱 田、 大倉等 七 村 ヲ管セ シム。  •  

十  月 

朔 日 總督、 福 島 二 赴 カン トシ、 苦 松ヲ發 シテ、 三 城 潟 村 二 至ル。  

督府、 三春 藩 兵ヲシ テ、 松 平容保 父子 ヲ 監守 セ シ ム、 ts- テ之ヲ 罷ム。  

二 日 總督、 橫川村 二 至ル。  

三 日 總督、 1 一本松 二 至ル。  

督府、 備前、 彥根 一 一藩 兵 ノ福島 ニ在ル 者ヲ、 瀕上驛 一一 差遣 シ、 tsl- テ白石 一一 赴カシ ム 〇 福 島 藩 兵 ノ桑折 

驛ニ在 ル者ヲ 、庭 坂 村 二 移ス。  

四 日 總督、 福 島 二 至 ル、 參謀 伊地知 正 治、 渡 邊淸、 多 久茂族 等、 前後 來候 ス。  

督府、 福 島藩ヲ シ テ、 藩士 杉 澤覺右 衞門ヲ 保管 セ シ ム。  

六 日 督府、 薩摩 以下 六 藩 兵 ノ 一 一本松 二 在 ル者ヲ 、ビア、 盛 岡 征討 ノ 官軍 二 應援 セシム 〇 長 門 藩兵ヲ 桑折驛 

二  、備前 以下 四 藩 兵 ヲ 白石驛 二 差遣 シ、 更 一一 紀伊藩 兵 ヲ 、二 本 松 二 駐屯 セシム 〇 軍令 ヲ諸軍 ニ頒ッ 

〇 盛 岡 平定 二 就 クヲ以 テ 、薩 摩以 下 五 藩兵ノ 進軍 ヲ止 ム。  

丹 羽 長國、 書 ヲ上リ 、藩 兵 ヲ白石 進擊ノ 官軍 一一 屬セ シメ ン コト ヲ請フ 〇 督府、 聽サス 、藩 兵 ノ福島 及 

ヒ 佐 if 村 等 一一 在 ル者 ヲ撤歸 シ 、本 藩 一一 謹慎 セ シ メ  、其 兵器 ヲ收ム 


七 B 督府、 三春 藩兵ヲ 川俣驛 二 差遣 シ テ、 阿波 藩 兵 二 代ラ シ メ  、下手 渡 藩兵ラ シ テ、 之 二 應援セ シ ム。  一一 一一 一 0 

K 倉 勝尙ノ 家臣、 東京 一一 在ル 者、 平 潟 口 總督ノ 軍門 一一 來奔シ 、功 ヲ立テ 三 勝 尙ノ罪 ヲ贖ハ ント 謀ル、 

總督之 ヲ督府 一一 交付 ス 〇 督府、 其狀ヲ 詰問 シ 、命 シ テ本藩 二 謹愼セ シム、 尋テ之 ヲ釋ス C  一一 一一 一 一 

第 十二 

八 H 大總 督府ノ 令ラ傳 へ、 薩摩、 長 門、 彥根、 土 佐、 大垣五 藩兵ヲ シーア、 東京 二 凱 還 セシム 、督府 、諸 藩兵ノ 

戰功ヲ 賞シ、 酒眷ラ 賜ヒ， 且大 總督府 ノ令ヲ 傳へテ 藩兵ヲ 班ス。 ：.  一一 一一 一 四 

督府、 長 沼、 三代、 原 三驛ヲ 除クノ 外、 各處ノ 警備 兵 ラ撤ス 〇 府中 藩 兵 一一 長沼驛 ヲ守ラ シメ、 尾 張 以下 

六 藩 兵 ノ白河 ニ在ル 者ヲシ テ、 交番、 三代、 原 二 驛ヲ警 守セ シ ム。  憂 七 

督舒、 長 門、 大垣ー 一藩 兵ヲシ テ、 舊幕麻 及ヒ諸 藩逋逃 兵ノ猎 苗代 一一 在 ル者ヲ 、東京 一一 監送セ シム。  達 七 

喊兵 水戶成 ヲ襲フ 〇 督府、 守 山 藩 ノ請ヲ 聽シ、 藩 兵ノ福 島、 1 一本松 二 在 ル者ヲ 罷歸シ テ之 一一 備へ シ ム。  臺八 

九 日 備前 以下 四 藩 兵、 進 テ白石 一一 至 ル、 伊達 慶邦、 城 ヲ致シ テ、 平 潟 口 總督ノ 軍門 二 降ル 〇 四 藩 兵、 白 石 

城 ヲ攻ム Q  憂 九 

I 日 督府、 紀伊藩 兵 ノー 一本松 二 在 ル者ヲ 二 本 松 ニ移シ 、本 營ヲ 警守セ シム。  一一 一一 一一 九 

T 一  日 督府、 令シテ 征討 諸 軍 ヲ班ス 、白 河及ヒ 三代 原 驛ノ諸 軍ハ之 ヲ留ム 〇 驛路閬 噎スル ヲ以テ 、凱旋 諸 

軍ヲ シ テ、 輜重ヲ 各地 二 留メ シ ム。  に  璧ォ 

督府、 尾 張 藩 共ノ 蘆野驛 ニ在ル 者ヲシ テ、 白 河 ヲ警守 セシム 。  一一 一四 一一 一 

M 三 曰 督府、 丹 羽 長國、 阿部 正靜、 及ヒ 正靜ノ 高祖父 正備 一一 命シ、 東京 一一 至リ、 謹 愼シテ 命ヲ待 タシム 〇大 

村、 佐 土 原 一 一藩 共ヲシ テ、 之ヲ監 送セシ ム 〇 正靜ノ 兵器 ヲ收メ  、長 國ノ 兵器 ト共 一一 尾 張、 紀 伊一 一藩 二 

付シ テ 、東京 一一 護送 セシ ム 〇 督府、 更命シ テ其 護送 ヲ止メ 、三春、 福 島、 守 山 三 藩ヲシ テ 監守 セシ ム。  1© 一 

T '四日 督府、 諸軍ヲ 撤還ス ルヲ 以テ、 三春 以下 三 藩 二 令シ、 嚴ニ其 封 疆及ヒ 假管ノ 地ヲ警 守セシ ム。  一一 西セ 

督苻、 福 島 藩 ヲ シ テ、 藩 土 杉澤覺 右衞門 ヲ 東京 二 檻 送 セシメ  、備 前 藩丘ハ ヲシテ 、之 ラ監セ シム。  通-, ノ 

卜 .一、 P 守 山 ，共、 伊香 驛ニ 至リ、 水戶 平定 スト 聞キ、 兵 ヲニ本 松-一 返シ、 書ヲ 上リテ 進.^ チ取ル * 命 シテ福 
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一一  至ラ シ ム C  

T 七日 督府、 高 松 藩 兵ヲシ テ、 福 島 藩 重臣^ 川 勝 達、 小 笠 原 藤 吉ヲ、 東京 一一 監送 セシ ム。  

T 八日 總督、 福 S ヲ 發シテ 凱旋 シ、 二 本 松 一一 至ル 〇 參誰多 久茂族 之 ニ從フ 〇參 謀 伊地知 正 治、 板 垣 正 形、 渡 

邊淸等 先 發ス。  

ム t 謀^ 地 知 H4 治、 東京 二 至 ル 、大總 督府、 其 戰勞ヲ 慰 賞 シテ、 之ヲ 罷ム。  

卞 九日 總督、 本 iH 驛ニ 至ル。  

督府、 三代、 原 一 ー驛ソ 警備 丘ハヲ 撒シ、 之 ヲ白河 一一 移ス。  

督府、 肥 前 藩 兵ヲシ テ、 松 平容保 父子、 其 重臣 內藤信 節 等 五 人ヲ、 東京 二 監送セ シム。  

守.^ 藩、 書 ヲ督府 二 上 リテ、 其監ス ル所 ノー 一本松 藩 ノ銑器 ヲ借ン コ トヲ 請フ、 之ヲ 聽ス。  

二十日 總督、 須 賀川驛 二 至 ル。  

廿 一 日 總督、 白 河 二 至ル。  

甘 二日 總督、 白 河ヲ 發ス。  

廿 三 日 總督、 佐 久山驛 二 至ル。  

督府、 板 倉勝尙 二 命シ、 東京 二 至リ、 謹慎 シ テ命 ヲ待タ シ ム。  ：  

廿 四日 督府、 令 シテ、 白河ノ 諸軍ヲ 班ス。  

廿 九日 總督正 親 町 公董、 凱ヲ 東京 城-一 奏ス、 詔 シテ其 功 ヲ賞シ 、物 ヲ賜フ 、參謀 板 垣 正 形、 渡邊淸 以下、 賞 賜 

差ァリ 〇li 摩、 尾 張 以下 諸 藩 兵、 前後 東京 二 凱 至ス、 慰勞 シ テ之ヲ 解 還 ス 〇 大總督 府モ亦 諸 藩 共 ヲ 

慰勞 シ、 隊長 等 ニ物ヲ 賜フ。  


三朔         廿 ir 廿 廿 廿 二 十 十 十         十 十 十 

九 八 四 ニー  十 九 八 七         六 一 

曰 曰 七  曰 曰 曰 曰 曰 曰 曰 曰 曰  曰 曰 B 


火 總督府 參謀正 親 町 公 董ラ奧 羽 追討 總督、 木梨恒 準、 渡邊 淸ヲ參 謀ト爲 シ、 海路 ヨリ 兵ヲ 平？ g  - ー出ス T 

は 軍， 江戶ヲ 發ス。  

軍、 平 潟 二 至リ、 丘 ハラ 部署 シテ諸 口 ラ阨ス C  

參謀、 中 村雜主 相馬季 胤、 磐 城 平 藩主 安藤 信 勇、 湯 長 谷 藩主. 2： 藤 政 養、 泉 藩主 本 多 忠紀ノ 老臣 ヲ、 平 

一一  召ス、 應セ Ko  

糸メ 謀、 三 邦、 飛维ー 一 艦 ヲ铫子 港 二 遣シ、 備前、 柳 河 一 一藩 ノ兵ヲ 迎フ。  

i に 軍、 贼ヲ關 西 二 破ル。  

ipn 軍、 賊ト植 田 二 戰フ。  

贼共、 笠 問 藩 管地ノ 守兵 ヲ 逐フ。  

備前、 柳； n 一 一藩 兵、 跳 子 港 ヲ發シ 、平 潟 一一 至ル。  

備前 兵、 關出 二 陴シ、 大島ヲ 巡邏 シ、 贼 ノ哨騎 一 名 ヲ擒ニ ス 〇 德川脫 兵 大代 鉞三郞 、薩軍 二 降ル。 …： 

官軍、 賊ト添 野 一一 戰フ。  

IP- 軍、 賊ヲ 八幡 山 二 破ル。  

官軍、 泉 ヲ取リ 、新 K 坂砲臺 ヲ拔ク 〇 賊艦來 テ平潟 ヲ襲フ 、少時 引 還ル。  

宫 軍、 湯 長ハ， 城 ヲ拔キ 、進 テ磐城 平 ヲ攻メ 、マ タ中ノ 作 ノ賊ヲ 破リ、 其 蓮糧船 ヲ奪フ 〇 賊艦、 復平潟 

ヲ Sil フ。  ：  

笠 間 藩 丘ハ、 平 潟 二 至ル。  

月 

宵 軍、 磐 城 平 ヲ攻ム 、克タ ス シ テ 返ク。  

火 總督府 、參謀 四 條隆謌 ヲ 仙臺 追討 總督 ト 爲ス。  

M 丘ハ、 藥王寺 ヲ龔フ 、笠 閒藩ノ 守 丘 ハ退テ 八 壁村ヲ 保ッ。  

參謀河 田 景與、 平 潟 二 至ル。  
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大總 督府、 奧羽 追討 總督正 親 町 公董ヲ 罷ム。  

4* 丘、、 BiS 本 ノ邏所 ヲ壟フ 、官軍 討 テ之ヲ ^ク  

fl. 馬季 胤、 城 平 ノ急ヲ 聞キ、 兵 ヲ出シ テ之ヲ 援ク。  

內藩政 養 家臣、 備前 藩ノ營 一一 詣テ、 政 養、 賊ノ 脅迫 ス ル所ト ナルヲ 閉仏ス  

降 摩 藩 兵、 平 潟 二 至ル。  … 

官軍、 七 本松ノ 砲臺ヲ 拔ク：   「一 

官軍、 賊兵ヲ 沼ノ內 二 破ル。  

因幡 藩 後軍、 小名 濱ニ 至ル。  "  •  

仙臺 藩主 伊達 慶邦ノ 子 宗敦、 出 テ駒峯 一一 陣ス 〇 相馬季 E 、原 町 一一 進軍 ス。  

官軍 平城ヲ 拔ク。  に 

官軍、 賊ヲ四 倉 二 討 テ之ヲ 破. ル。  

諸隊ヲ 部署 シ、 磐 城 平ヲ分 守ス。  ， ：… I；  r 

參謀、 諸 軍 二 令シ、 厳 一一 其 Is^ ヲ 戒飭シ 又贼ノ 器械 錢穀ヲ 獲 ル者 ハ 、直 ュ 之 ヲ器制 會 ま. 


一局 二 申 


告セ シ ム C  

郡 山 藩 兵、 平 潟 二 至リ、 本道 ノ輜 重ヲ 掌ル。  

參謀、 進軍 ノ條 令ヲ、 諸 隊長 ュ 頒ッ。  

參謀、 令 シ テ 、兵士  ノ ト1 掠 ヲ申禁 ス。  

總督四 條隆謌 、小名 濱ニ 至ル。  

筑前、 安藝、 長 門、 久留 米、 岩 國五藩 兵、 前後 亦來 リ屬ス  、\,^ZT,a,,-:  < 

一 B 軍、 兵 ヲ分テ 海道 ヨリ 中 村 城 - 一向 ヒ、 前 隊、 久ノ濱 ニ陴ス 9rs ハ、 其 哨兵 ラ末耪 村 ニ篛フ 

海道 ノ 官軍、 賊兵ヲ 廣野驛 二 破ル。  

參謀渡 邊淸、 山道 ヨリ 三春 城 一一 向フ。  
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日  曰 曰 曰 曰 曰 曰 ノ乂月 曰 曰 曰  曰  曰 


筑前 及ヒ津 ノー 一藩 兵、 小名 濱 ニ至ル C  

賊 兵、 廣野驛 チ侵ス 、宫軍 討 テ之テ 郤ク。  .：. 

林 忠崇、 人 nj- 寧 等、 會津 二 入ル。  

第 二 

山道 ノ宜 軍、 賊兵ヲ 新 町 二 破ル。  

賊兵、 廣野 ヲ侵ス 、官軍、 逆へ 討 テ 之 ヲ破リ 、其 砲臺 ヲ 奪フ。  

本 多 忠紀、 內蔽政 養、 仙臺 二 至 ル。  

山道 ノ 官軍、 三春 城 二 入ル。  -、  

海道 ノ i い 軍 、賊兵 ヲ手岡 原 二 破ル。  

海道 ノ官 軍、 賊兵ヲ 新 山、 浪江ニ 擊ッ。  

肥 後 藩 兵、 平 潟 二 至ル。  -  

月 

海道 ノ宫 軍、 浪江テ 拔ク、 伊達 宗敦、 岩 沼 二 奔リ、 相 馬 季齓、 中 村 二 歸ル。  

仙臺 兵、 相 馬季胤 二 說 キ、 之ヲ 仙臺 二 移 サン トス 、季 胤、 從 ハス。  

^達慶 邦、 米澤 藩主 上 杉齊憲 ノ宫位 ヲ擄キ 、之ヲ 討ス。  

督府、 令シ テ、 沿道 人民 ノ 兵火 ーー罹ル者ハ 、本年ノ田租<^免シ、，賊ノ掠劫 二 遇 フ者ハ 、其 半ヲ 蠲ク。 ：• 

總督、 進 テ浪江 ニ陣ス 〇 相 馬 季亂、 書 ヲ轅門 二 上リ、 降 ヲ乞フ 〇 仙 、米 諸 兵、 風 ヲ聞テ 先 遁ル。  

督府、 相 馬 季亂ノ 降 ヲ聽シ 、諸 軍ヲ 部署 シ テ、 中 村 城 二 入 ラン トス。  

總督、 諸 軍 ヲ 率 ヰ テ中村 城 一一 入 ル 〇 相 馬季齓 二 令 シ 、參 謀ノ 指揮 ヲ奉セ シメ、 且藩兵 ヲ以テ 仙臺追 

討ノ 嚮導 ト爲ス ：  -  

中 村 藩 兵、 賊兵 ヲ黑木 一一 破ル。  -  

督府、 相 馬 季齓ノ 父 充胤ヲ シテ 、寺院-一 謹愼セ シム"  
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賊丘ハ 、椎 木口  ニ來 侵ス、 i::nwf 討 テ之ラ 郤ク。  S 一一 セ 

勅使 平 松 時 厚、 中 村 一一 至リ、 勅旨 テ傳 へ テ諸軍 ラ犒ヒ 、且 人民 ヲ 虐使 ス ル コ ト勿ラ シ ム C  S 一一 八 

督 、諸 軍ヲ 部署 シ、 明日 ヲ以テ 駒ケ峯 ヲ攻メ シ ム C  S 一 一九 

賊、 復來 侵ス、 之 ヲ大坪 二 破ル。  Si 一 iQ 

海道 ノ  {R 軍、 駒嶺ヲ 拔ク。  3 き 

相 季齓、 書 ヲ督府 二 上リ、 藩 兵 ヲ以テ 官軍 ノ 嚮導 ヲ爲シ 、其 カヲ効 サン コト ヲ請フ 〇 季 書ヲ伊 

達麼邦 二 遺リ テ 歸順ヲ 勸ム。  四 一一 一六 

第 三 

督府、 兵 ヲ駒ケ 峯ノ四 近 一一 配布 シ、 一 日 全軍 ヲ休 息ス。  ：  四 一一 冗 

督府 、 相 馬 藩 僧慈隆 ノ、 カラ 藩 事 一一 盡スヲ 賞シ、 命シテ 治下 ノ 人民 ヲ 誘導 セ シム。  SSO 

大總 督府、 仙臺 追討 總督四 條隆謌 ヲ 、 奧羽 追討 平 潟ロ總 督ト爲 ス 〇 山道 分遣 ノ 諸 藩 兵 ヲ-- 白 川 ロノ 

軍 一一 屬セ シム a  § 

官軍、 這坂ノ 賊壘ヲ 焚ク。  ：  

賊兵、 玉 野 村ヲ壟 ウテ 之ヲ 焚ク。  "  SSI 

笠 間 藩 兵、 磐 城 平 二 至ル。  SSI 

賊兵、 駒 ケ峯ヲ 侵ス、 官軍 討 テ之ヲ 郤ク。  一 

ft 藩 第一 一軍、 中 村 二 至ル。  

大洲藩 兵、 中 村 二 至ル。  

賊兵、 大擧 シ テ 、駒 ケ峯、 曹善堂 等 諸 所 一一 來襲 ス 、官軍 討 テ之ヲ 破ル：  四 

督府 、 相 馬季亂 ノ 謹愼 ヲ 釋ク。  四 四 九 

督府、 令シ テ、 破 敏ラ各 口  二 設ケ、 諸 藩 各 一 人 テ出シ テ、 其 役 ニ董セ シ ム 〇 行軍、 戰兵百 人 二  、役夫 廿 

人ヲ 洽スル ヲ令 ス。  望0 
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六 五 四 三 二 朔 卄卄 廿 

九 八 七 


卄 二日 督府 、戦地 「一 掲示 シテ、 人民 ヲ招 撫ス  

館 林 藩 丘ハ、 中 村 二 至ル。  

廿三 日 督府、 各 國ノ諸 軍 二 令シ、 其 進退 使 番ノ傳 令ヲ待 タシム C  

山 臺人鷲 尾 右源太、 肥 後 藩ノ營 ニ詣リ テ、 歸順 ノ方ラ 請求 ス。  

廿 五日 督府、 安藝 藩軍監 伊藤 源 助ヲ、 諸 藩兵ノ 軍監ト 爲ス。  

賊 IIT 掛 田村ヲ 掠 ス〇督 、中 村 藩兵ヲ シテ、 白 川口 官軍 ノ 川俣驛 二 ァ ル者ヲ 援赴セ シ ム。  

督府、 相 馬 藩士 藤 田 叉 右 衞門ヲ シ テ、 秋 田、 南部 一 一藩 二 使 セシム 、道路 梗塞 二 ョゾテ 、行ヲ 果サス 、還 

リテ 其狀ヲ 上ル。  -  

官軍、 賊兵ヲ 掛田村 二 破ル。  

植木 武揚、 諸 軍艦 ヲ率 ヰテ、 悉ク 仙臺海 二 至ル。  

相 lil 季胤、 書ヲ督 府.. 二 上リ、 寛 典 ニ處セ ン コ トヲ 請フ。  

賊兵、 連日、 笹酊、 玉 野 等 ヲ侵ス 、官軍、 討 テ之ヲ 郤ク。  

伊達 麼邦、 使 ヲ 肥 後 藩 ノ營ニ 遣シ、 情ヲ陣 シテ、 歸順ラ 請フ。  

月 

大總 督浙參 謀、 宇 和 島 藩 ノ請ヲ 聽シ、 使臣 ヲ仙臺 一一 遣スヲ 報ス。  

林 忠崇、 人 見 寧 等、 會津 ヲ去リ テ仙臺 二 至 ル。  

ム t 謀、 書ヲ大 總督府 二 致シ、 彈藥及 軍資 ノ 支給 ヲ 請フ。  

親 兵 第三 大隊、 中 村 二  、佐 倉 藩 兵、 平 潟 二 至ル。  

白 川口 參謀、 書ヲ 本道 參謀 二 致シ、 長 門、 館 林 一 一藩 兵 ヲ得テ 、若松 ロノ 援ト 爲サ ン ト請フ 、本道 參謀、 

f0^o  ,  ,  。  

督府、 中 村 藩兵ヲ シ テ、 川 俣驛ノ 官軍 ラ 赴援セ シ ム。  -  … 

筑前藩 第一 一軍、 中 村 一一 至ル。  
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日 督府、 館 林 藩 兵 ヲシテ 、背 谷 ロー 一  赴援セ シム：  一 

日 督府、 ^達慶 邦、 歸 順ノ實 未タ擧 ラサ ルヲ 以テ、 諸 軍 ザ 部署 シ、 明日 ヲ以 テ旗卷 ヲ攻メ ン トス 〇 徵兵 

隊ヲ シテ、 駒ケ 峯 ヲ 守 ラ シメ、 駒ケ 峯 守備 ノ 館 林 藩 4、 ヲ 黑木 一一 移 ス 〇 筑前藩 兵 ヲシテ 原 ロラ守 ラシ ム ( 

日 官軍、 旗 卷ヲ攻 メテ、 之ヲ 拔ク。  

日 {B 軍、 賊ヲ進 剿 シテ、 筆甫ニ 至ル。  

日 督麻、 令 シ テ 、賊屍 ヲ 合瘗 セシメ  、慘虐 ノ行ヲ 爲スヲ 林-ルス。  

^達慶 邦、 各 國ノ兵 ヲ斂メ  、將 一一 哀請 スル所 アラント ス 〇 督府、 諸 軍 二 令 シ テ、 其 進 討 ヲ 止ム。  

肥 後 藩 後軍、 平 潟 二 至ル。  

日 伊遶鹿 邦、 霄ヲ督 府ニ上 リテ、 降 ヲ乞フ C  

日 督府參 謀、 伊達 慶邦 ノ 使臣 ヲ延兒 シ 、其 降ヲ受 ケ 、慶 邦、 宗教 一一 命 シ 、 百 一 館 一一 詣 テ降 禮ヲ執 ラシ ム 〇 一 

督. 肘 叉令シ テ、 砲 銃 彈藥ヲ 收聚シ 、且諸 客 兵 ヲ 虛分セ シ ム，〕  一 

日 督府 、 仙臺 降伏 ヲ 布告 シ 、諸 軍 ヲ 警戒 シテ 不虞 一一 備フ 〇 諸 軍 ノ 進 守 ヲ 部署 シ、 前 鋒、 二十日 ヲ 以テ亘 

館 一一 入ーフ シ ムっ  1 

督府、 令 シテ、 仙 臺境內 戰地收 獲 ノ禁ヲ 解ク。  

薩摩藩 後軍、 中 村 二 至ル。  

日 督附、 再ヒ前 鋒兵ヲ 部署 シ、 薩兵ヲ 駒ケ峯 一一 赴 力 シメ、 官軍 ノ靑 葉、 筆甫 一一 在ル ヲ撤シ 、中 村及ヒ „ 

其封疆 ヲ守ラ シ ム。  

日 督府、 因幡 藩 兵 ヲシテ 、中 村城ヲ 管守セ シム。  

仙臺 兵、 植本 武揚ノ 軍-一 投ス ル者 ァリ、 督府參 謀、 平 潟、 磐 城 平 海 ロノ 使番 一一 牒シ、 其 守ヲ嚴 一一 セ シ ム。 

筑前藩 後軍、 中 村 ニ至ル G  

日 前 鋒 兵、 中村ヲ 發ス。  一 


^^^免^   g  ^  ^  ^   S  g  S  g 1 


廿  一 U  鋒 兵、 一旦 館 二人 ル。  

大總 督府、 移檄シ テ、 德川氏 脫艦漂 到 ノ狀ヲ 報シ、 逋逃ヲ 逮铺セ シ ム。  

廿 二日 督府、 ^達 宗敦ヲ 中 村 城 一一 召シ、 暴徒 ノ擧 動ヲ責 問シ、 仙臺 一一 歸リ、 父 慶邦ト 力 ヲ戮セ 、之ヲ 鎭輯セ シ ム- 

前 鋒丘ハ 、亘館 二次 ス 〇 參謀、 諸隊 一一 令シ、 各 一 一人 ヲ擇ヒ 、仙 臺ノ銑 砲 彈藥領 收ノ事 ヲ掌ラ シ ム。  

入^;1公現親王、會、米、仙ノ間ニ流寓ス〇親王謝表ラ督府 二 上 リテ、 罪ヲ 待ッ。  

廿 四日 5- 達 S 邦、 直 館 二 詣リ、 罪ヲ 軍門 ニ謝ス 〇 參謀、 命 ヲ傳へ テ其封 ヲ收メ  、兵器 ヲ籍シ 、權 一一 老臣 ヲシ 

テ 民事 ヲ管 セシム 0  

伊達 慶邦 ノ 家臣、 書 ヲ督府 一一 上リ 、官軍 供 張、 及 ヒ降禮 ノ目ヲ 禀請 ス。  

本 多 忠紀、 內藤攻 養、 安藤信正、 書 ヲ督府 二 上 リテ、 降ヲ 乞フ。  

由：！： ロ參 謀、 移^ シ テ 、板 倉 勝 達、 織 田信敏 降伏 ノ狀ヲ 報ス。  

廿 五日 伊達 慶邦ノ 家臣、 書 ラ督府 一一 上リ、 支 封 田 村 邦樂、 來謁 セント スルヲ 以テ、 秋 田 口 官軍 ノ進 伐ヲ 止メ、 

越 河、 白 石 守兵、 其舊 ニ仍 ラン コトヲ 請フ。  

牧野 忠訓ノ 家臣、 書 ヲ督府 一一 上リ、 忠訓、 米澤 一一 詣リ テ罪ヲ 待チ、 家眷及 ヒ 臣隸、 仙臺 一一 屛居 スル ラ禀ス 

g:e  口  « 謀、 移牒 シテ、 會津 降伏 ノ狀ヲ 報ス。  

廿 六日 前 鋒 兵、 岩 沼 二 至ル。  

W 幡藩 後軍、 中 村 二 至ル。  

廿 七日 前 鋒、 岩 沼-一次 シ、 仙 臺ノ鈇 器 ヲ收ム 〇 參謀 、本 多 忠紀、 內藤政 養、 安藤 鶴 翁 ノ降ヲ 受ケ、 命シ テ仙臺 

城下 二 屛居シ 、罪 ヲ待タ シ ム。  

督府 、椎 木、 大場、 原签ノ 哨兵 ヲ馓 ス。  

阿部 正靜、 白 河口 官軍 一一 降 ル 〇 正靜、 書 ラ督府 一一 上リ、 其家眷 以下、 仙、 米ノ間 二 寄寓 ス ル ヲ禀ス 。  

廿 八日 前 鋒 兵、 仙臺ー 一入 ル、 乃 城 ヲ收メ 、老臣 ヲシテ 權ニ之 ヲ管守 セシム 〇 令ヲ傳 へテ、 客 兵ノ死 一等 ラ宥ス n 

督府、 令シ テ、 相 馬 藩 ノ靑葉 守兵 ヲ撒 ス。… ：  
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廿 九日 大總 督府參 謀、 諸 路總督 二 移牒 シテ、 松 平容保 以下、 罪 犯處分 ノ目ヲ 令ス。  き 一一 

督府、 津 藩兵ヲ シ テ、 公 現 親王 ヲ守 衞セ シ ム。  一一 

參謀、 書 ヲ 大 總督府 一一 上リ、 仙臺城 ヲ收 メシ狀 ヲ報ス 〇 參謀又 之 ヲ 白 川 ロ參謀 一一 職 知シ、 兼 テ 南部 

ノ 向背 ヲ 問フ。  g 一一 

第二 軍、 岩 沼 二 至ル。  き： 一一 

十  月 

朔 日 總督四 條隆謌 、中 村 城ヲ發 シテ、 亘館ニ 向フ。  き 3 

津藩拔 軍、 中 村 二 至ル。  SI 

二 日 總督、 亘館 ニ至ル 〇 因幡、 津ニ藩 兵、 及ヒ親 兵ヲ遣 シテ、 先 仙 臺ニ入 ラシ ム。  

督府、 令シ テ、 仙臺城 通行 門 以外 ノ諸門 ヲ鎖シ 、宫 丘ハノ 城中ヲ 遊觀ス ルヲ林 T、c  Ms 

三 日 00  、 軍 ヲ 5 石 BS  二進 メント ス 、 前鋒參 謀 ノ請ニ ヨリ 遂 二百 一 館 二次 ス。  S. 

鋒參 謀、 筑前藩 兵ヲシ テ、 仙臺 城中ノ 督府ヲ 警衞セ シ ム。  き 六 

林 忠崇、 仙臺 二 依 テ 、謝狀 ヲ前鋒 ノ營ニ 上リ、 罪ヲ 乞フ、 命 シテ、 謹 愼シテ 命 ヲ待タ ジム。  き 六 

南部 利剛ノ 老臣、 書 ヲ督府 一一 上リ、 四 境 官軍 ノ進伐 テ止メ  、利 剛歸 順ノ地 ヲ爲サ ン ト請フ 〇 督府 、之 

ヲ盛 岡ロ參 謀 二 報ス。  き 八 

板 倉勝已 家臣 ノ 東京 ニ在ル 者、 本 路筑前 潘ノ軍 二 來奔シ 、切 テ立テ 、勝 已ノ罪 ヲ贖ハ ン コ トヲ. 謀ル . 

〇 勝 巳， 白 河 口 官軍 二 降 ル 、督府 、白 河 口  二 移牒 シ テ 、其 徒 七 ト六人 ヲ 送致 ス。  き 九 

四 日 前鋒參 謀、 書 ヲ督府 二 致シ、 七日 仙臺 二人 ラン コ トラ 請 フ、 督府、 令 シテ、 六日 仙臺 二人 ラシ ム。  五 二 

督府、 水戶城 警報 ァ ルラ 以テ、 笠 間 藩 兵 ヲ遣シ * 之 ヲ討セ シ ム。  W 一三 

伊達 慶邦、 父子、 總督ヲ 岩 沼 ニ迎へ ント ス 〇K 邦 病 ァリ、 宗敦ヲ シ テ、 代ラ -ン メンコ トヲ 禀請 シ、 又 

其 支族 田 村邦榮 ノ爲 二、 進 止 ヲ取ル 。：ノ  1- 一 m 

五 日 總督、 一旦 館 ラ發シ 、岩 沼 ニ至ル 〇 伊達 宗敦、 迎 謁ス。  六 


as:  31. 35：    i:    3u    :S  i:   :i:   ZBl 36：   ^  Zfil 3u   55：    3B1 35u 

t/q  [rq  [rq    [/q     ―  ^z:^  ~ -  - ~~ •  ~ -  — ■  ~ -  ~ -  "~ -  ~ • 
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前鋒卷 謀、 林 忠崇ヲ 召 DC- シ、 命 シ テ仙臺 城下 二 屛居セ シ メ  、仙臺 老臣 ヲ シ テ之 ラ監セ シ ム。  

第 

日 總督、 仙臺城 ニ入ル C  

督府、 令シテ 、官兵 ノ 創痍 者 ヲ 橫濱 一一 護送 ス。  

日 大總 督府、 移牒 シテ、 征討 兵士  二 毛布 ヲ賜フ ノ、 朝命ヲ 傳フ。  

督府、 仙臺 老臣 ノ 本 城 管 守 ヲ 罷ム。  

日 督 、館 林 藩 共 ラシ テ、 岩 沼 館 ヲ守ラ シ ム。  

R 督府、 本 多 忠紀、 内藤攻 養、 安藤 鶴 翁 一一 命シ 、東京 一一 詣テ罪 ヲ待タ シ ム"  

督附 、仙臺 藩 一一 令 シ テ 、複本 武揚等 ヲ招 撫ス、 服セス 〇 督府 、 薩摩及 ヒ津 藩兵ヲ シ テ 、 武揚等 ザ 石卷 

港 一一 討タ シ ム 、武 揚等旣 一一 遁 ル 〇 武揚、 去 一一 臨テ、 書 ヲ督府 一一 上リ 、蝦夷 二 赴 ク ノ由 ヲ陳ス 。  

曰 大總 督府、 移牒 シ テ、 仙臺及 ヒ 流寓諸 藩主 、客 兵 等 ノ 處分サ 督促 ス。  

P 總督 、相 馬季胤 ヲ仙臺 一一 召シ、 朝 旨 ヲ傳へ テ、 其 封ヲ復 マ、：  

督 、人せ rK ム^ 親王、 及 ヒ 仙臺首 謀臣 诅木成 行 以下 五人ヲ 東京 一一 護送 ス。  

仙 M_ 家臣、 書 ヲ督府 二 上リ、 今 神、 今 泉ノ鹽 田、 舊 一一 仍テ其 業 一一 就 力 ン コ ト ヲ請フ C  

日 督府、 林 忠崇、 及 ヒ東叙 山執當 覺王院 篛觀、 龍王 院堯 忍ノ死 一 等 ヲ宥シ 、東京 二 詣テ罪 ヲ待タ シ ム 〇 

仙 臺諸客 丘 ハノ降 ヲ容シ 、諸 藩 丘 ハヲシ テ、 之ヲ 東京 二 護送 セ シ ム。  

督府、 仙靈 藩ヲシ テ、 軍艦 ノ數ヲ 錄進セ シ ム。  ,  

日 安藝 藩 後軍、 一旦 館 二 至ル。  

白 川 ロ參 謀、 督府 一一 移 驟シテ 、本 軍ノ 凱旋 ラ 報ス。  

日 久留米 藩 後軍、 磐 城 平 二 至ル。  

H 本 多 忠紀、 .2: 藤攻 養、 安藤信正、 千住驛 二 至 ル 〇 欠 總督府 、令 シ テ 、忠 紀ラ 岡 崎 藩 -ー 、政 養ヲ 延岡藩 二  、 

信正ヲ 安藤 信 勇 ニ付シ テ、 之 ザ 幽ス。  ，  


復 
古 


十 
m 

H 
次 


四 


七 


相 馬 季齓、 書 テ督府 二 上リ、 軍資金 一 萬兩ヲ 獻シ、 及 ヒ抗敵 死者 ノ罪ヲ 着 シ、 弔祭 テ行ハ ン コトヲ 請 

フ、 ラ^ス"  

1:" 二日 大總 督府、 移牒 シテ、 伊達 慶邦 及ヒ 宗敦ヲ 東京-一 護送 シ、 且本路 ノ軍ヲ 班 セシム つ  

^  H 日 督府、 ^達 慶邦及 ヒ宗敦 二 命シ、 東京 二 詣リテ 、罪 ヲ待タ シム。  •  

I 四日 大總 督府、 令 シテ、 佐 倉 藩兵ヲ 撤歸セ シ ム C  

可 七日 大總 督府、 仙靈藩 臣但木 成 行 等ヲ、 宇 和 島 藩 二 幽ス。  

m 日 總督、 四 條隆謌 、仙 臺ヲ 發シテ 凱旋 ス。  

I  一  H 

二 日 公 現 親王、 千 住 驛ニ至 ル〇大 總督府 、朝 命 ヲ傳へ テ、 之ヲ 京師 二 護送 シ、 伏 宮邸ニ 幽ス。  

七 日 林 忠崇、 束 京 二 至 ル〇大 總督府 、令 シテ 之ヲ、 津 藩邸 二 幽ス C  

M 日 達慶 邦及ヒ 宗敦、 _ ^京 一 一至 リ、 芝、 良 源院ニ 屏居ス C  

十四日 總督四 條隆謌 、凱ヲ 東京 城 二 奏 ス 、詔 シ テ其功 ヲ賞 シ ，物 ヲ 賜 フ 〇 參謀及 ヒ 諸 藩 兵 、 前後 凱旋 ス 、 賞 

賜 各 差 ァリ。  

越後 口 戰記 (一) 

第 一 

明治 元年 六月 

十四日 軍務 官 知事 嘉彰 親王 ラ會津 征討 越後 口 總督、 三等 陸軍 將西園 寺 公望、 壬 生 基 修ヲ參 謀、 楠 田 英世ヲ 

副參 謀、 土 倉 正彥、 荒 尾 成 章、 松 平 正直 ラ軍 監ト爲 ス 〇 軍務 宫 判事 吉井德 春、 小 軍 監三宮 義齓、 宫川 

長 春、 小 監察 片岡利 和、 芳野 親義等 1\ー  二 屬ス。  

廿 一 日 督府、 軍令 ヲ諸軍 二 頒ッ。  

廿 二日 總督、 嘉彰 親王、 親 兵、 徵丘ハ 及 ヒ明石 以下 七 雜兵ヲ 率ヰテ 陛辭ス 〇 天皇、 親王 ヲ小 御所 ニ延見 シテ、 


五 四 三 二 


朔 


廿 廿廿 
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ささ ささ さ 

tril t/a  ~~ » 


六 六 

S  S  ^ 


八 


天 S    E  ？ 


七 曰 

A 日 

九 日 

曰 


曰 

曰 


帛 旗節 刀ヲ 賜ヒ、 且其 軍， 觀ル、 參糧 i 修 以下， i 差ァリ 0 親王、 宜秋門 3 リ出ス 謹啓 

行シ、 大津驛 一一 至ル。  

- ni*. き 勿 m ぷ 11 ほほ. i, 

總督、 氣比祌 社 ， 一 參 詣シ、 且諸軍 ノ操練 ヲ今濱 村ニ觀 ル〇 武田正 生 ノ墓ヲ 弔シ、 香華 料ヲ 賜フ。 …；. 

笔 M 園 寺 I、 高 E  5 シ、 囊征 I 後 nlllsB 、山 I 朋、 騰使 |監岩^^ 

む！ま土ぉ分テ、出|^以柬、越ロ 一一  至 ル各處 一一 據？ シ ム、 奧羽北越 ノ諸 f 亦 Mr 以愚東 棟；^ 

i  二  0 ル 要衝 -ー 分據シ テ、 裏ト 對壘ス 〇 官軍、 賊兵ヲ 一 之 貝 等諸 村 二 破リ、 進テ 橡尾驛 二  .5: 克 

K シ テ退ク 0  

第 二   

き 謀 西 園 寺 公望、 移テ 柏崎驛 二次 ス。  

賊兵、 大黑、 筒 場 等 諸 村 ヲ襲フ 、官軍、 迎へ討 テ之ヲ 郤ク，   . 

賊兵、 阿彌陀 瀨村ラ 俊ス、 官軍、 討 テ之ヲ 卻ク。  し：：。" 

匕 〔撫 P 總督 四條隆 平、 高 田 一一 在リテ 民政 ヲ掌ル 〇 隆 平移テ 柏" 蚧驛 二次 ス  ：： 

^itr^ 賀 ヲ發セ ン トシ、 海路 ノ兵ハ 、看 自ラ之 ヲ率ヒ 、陸路 ノ軍ハ 、軍監 土 I 彥 ヲシテ 之 

rp,.: ン さ 陸路 霞ヲ 戒飾シ テ、 法令 ヲ I セ シ さ 沿線 各驛 一一 令シ テ、 傳遞 ヲ措セ シ ム ：M 

官軍、 賊兵ヲ 薬師 山 二 討ッ。  

參 l^ugl 有 明 ノ請ヲ 聽シテ 、參謀 ヲ罷メ 、前 原 一 誠 ヲ：^ テ之 ニ代フ  

總督、 將 二 敦賀 ヲ發セ ン ト ス ，大風 雨 ノ爲メ  二 果サ ス 〇 陸路 諸 軍ヲ シ テ 先發セ シ ム。  

官軍、 戚兵 Z ヲ、 柹木、 藤卷、 ffl  口 等 諸 村 及ヒ陣 ケ峯ニ 破ル。  •  
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十 十 

五 四 


十 十 


十 十 九 八 
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六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 
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九九 九 八 八 ノ" V 八 七 七 六 


賊軍、 軍令 ヲ定メ  、之 ヲ各隊 一一 頒ッっ  

日 總督、 敦賀ヲ 發スっ  ,: 

宫軍、 賊兵ヲ 日 浦 村 二 破ル。  

日 參謀西 園 寺 公望 や 移 テ長岡 二 次 ス 。  •  

日 總督、 今町驛 二 至 ル 、榊 原 政 敬 奉迎 シ 、藩 兵 ヲ出シ テ、 行 營ヲ警 守 ス 。  

日 總督、 今 町驛ラ 發シ、 高 田 二 至ル。  

賊丘 ハ、！ i 訪山ヲ 夜襲 ス 、官軍、 迎へ討 テ之ヲ 破ル。  

日 總督、 副 參謀楠 田 英世等 ヲ戰地 二 差遣 ス 〇酒>#： チ從兵 一一 賜テ、 航海 ノ勞ヲ 慰ス。  

諸藩會 議所ヲ 關原驛 二 設ケ、 軍事 ヲ議ス 〇 會議所 ヲ長岡 一一 移スヌ  

日 官軍、 賊兵テ 和 欲 浦 村 一一 討ッ、 克タ ス シテ退 ク〇贼 兵、 方丈 山、 陣 ケ峯ヲ 襲フ、 {::2軍 迎へ討 テ之ラ 破ル。 

日 督 W  、舉謀 壬 生 甚修 等ラ各 病院-一 遣シ、 創痍 靑ラ 慰問 シ、 砂糖 ヲ フ 〇 北 征ノ旨 趣ヲ旁 V？ く 土まヲ 

i^o  い  

軍 監土倉 正彥、 陸路 諸 軍 ヲ督シ テ 岩瀨驛 一一 至ル 〇 正彥. 總督ノ 越後 二 至 ル ヲ聞キ 、海路 高 田 二  ク。 

日 安藏藩 兵、 今 町驛ニ 至ル。  

日 總督、 柏崎驛 -ー 至ル、 北陸 道鎭撫 副總督 四條隆 平、 參謀西 園 寺 公望 等來 謁ス。  

總督、 手書 ヲ 諸 藩 兵 二 下 シーア、 北征ノ 旨趣ヲ 諭告 シ、 勗メシ ムルニ 成功 ヲ以 テス。  

督府、 出征 諸藩ヲ シ テ、 兵員 及ヒ其 屯所 ヲ錄 上セ シム。  

越 前 藩 兵、 長 岡 二 至 ル 、督府 、之 ヲ與板 口、 出 雪 崎 口  二 差遣 ス。  

賊兵、 秭木、 荷 頃 一 一村 ヲ襲フ 、官軍 討 テ之ヲ 都ク。  

日 參謀壬 生 基修、 長 岡-一至 リ、 勅旨 ヲ傳へ テ諸藩 兵 ヲ犒ヒ 、且其 創痍 ヲ者慰 ス。  

督府、 朝 旨ヲ諸 軍-一 傳へ テ、 庶民 ヲ 虐使 ス ル コ ト勿 ラシ ム。  

督府、 鯨波 村民 ノ 兵燹  一一 g 唯 リシ 者ヲ賑 血ス。  


さ お さ さ 
二お S 六 


六 六 六 五 五 


賊兵、 久田村 ヲ攻ム 、官軍、 討 テ之ヲ 郤ク。  "、一一 一一 

十七 日 總督、 參謀黑 ffl 淸隆、 及 ヒ山縣 有 朋ノ戰 勞ヲ慰 賞シ、 勗シ ム ル 二 成功 ヲ以 テス。  六 一一 一一 一 

督府、 親 兵 及ヒ 出征 諸 藩 ラシ テ、 創痍 ノ 病院 二 在ル者 ヲ錄上 て シ ム。  ；、 一一 一一 一 

督府、 令 シテ、 從 兵ヲ戒 飭ス。  さ S 

贼兵、 久田村 ヲ俊ス 、官軍、 迎 へ 討 テ之ヲ 破ル。  一一 五 

小 溶 藩 共、 柏 崎驛ニ 至ル。  

十八 日 督府、 理匦ヲ 軍門 一一 置キ、 庶民 ノ訴 狀ヲ 受ク。  

督府、 小 濱藩丘 ハヲ出 雪 崎 二 差遣 ス。  

十九 口 督 W 、二 正則 ヲ小 監察 ト爲シ 、出 雲崎驛 一一 差遣 ス。 


二十 曰 福^?-^-、足守、三日0::、小野、小松五-藩兵、柏崎驛-ー至ル、徵兵及ヒ明石、高鍋ー ー|?バ、亦至ル。  

廿 一 日 新發田 藩主 溝 口 直 正、 賊兵ノ I 脅 ス所ト ナリテ 之 一一 應ス 〇 直 正使 ヲ督 府ノ 軍門 一一 遣シ、 宵 軍ヲ迎 へテ、 

賊徒 ヲ討タ ン コ ト ヲ請フ 〇 督府、 山 口 顯義、 本 田 親雄ラ 海軍 參謀兼 陸軍 參諜、 監察 使 府軍監 岩 村 高 

俊 ヲ督府 軍監ト 爲シ、 海路 新發田 一一 赴 力 シム 〇 小簞監 三 宮義齓 、宫川 長 春、 小 監察 片岡利 和、 芳野親 

義 ヲ軍監 ト爲シ 、親 兵 ヲ 出 雪 崎 一一 、 足 守 以下 四 藩 兵 ヲ 關原驛 二 差遣 ス。  

督府、 钣山 藩-一命 シ、 千 曲 川 傍 近ヲ警 守シ、 行旅 ヲ誘 祭セ シム 0 關門ヲ 桑 名 川 村 一一 設ク。  

攝津、 丁 卯 一 一 艦、 能 登 七 尾 港 ヨリ 柏 崎 港 二 至ル、 汽船 三 隻モ亦 至ル。  

廿 二日 督府、 加賀、 大聖 寺、 富 山 三藩ヲ 命シテ 軍需 ヲ運 輪セ シ ム。  

廿 三 日 軍務 宫 副知事 心得 久我通 久ヲ、 東北 遊 擊軍將 ト爲シ 、議定 ノ事ヲ 兼 知シ、 奧羽鎭 撫總督 九 條道孝 等 


ト俱 一一 、賊徒 ヲ 戡定セ シ メ  、權 判事 船 越衞、 池 田 種德ラ 副參謀 ト爲ス 〇 衞 、種 德改メ テ 麥謀ト 爲ス。  さ 一一 一 

被督、 安藝 以下 六 藩 ノ 隊長 等ヲ召 シ テ 、 軍令 ヲ頒 ッ 〇 參謀黑 田 淸隆、 海軍 參謀兼 陸軍 參謀山 田顯義 

等 s?^ 、  丁 卯 二 艦及 ヒ 汽船^隻 一一 塔 シ テ 、柏 崎 港 ヲ 發 シ 、新 發田 -i ク。  塞 一一 

軍、 贼兵ヲ 赤^ 村 ニ破ル C  


彼 古記 第 十三 册 CE 次  一， し， 
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六 
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廿 四日 


，重臣 本 多 興 之輔、 藩兵ヲ 率斗テ 


朝廷、 松 平 茂昭ニ 命シ、 兵テ 率キテ 越後 一一 赴カセ シ ム 〇 茂 昭病ァ 

拍 崎 一一 至ル、 督ー 付、 之 ヲ出雲 崎 口 一一  差遣 ス。  3  -  :i 

一：， 將 一明" 以テ、 海軍 ト 特角 シ 、賊 fi セ ン トシ、 部署 一 ブ定ム 〇l、lf 陷" ス參 1 

S 寺 1  塞、 軍 4  メテ I 驛及ヒ 妙|諸 村 二  Is 賊兵、 I  口、 出 I  口  S? ノ侵官 . 

軍、 討 テ之ヲ 卻ク。  

第 EI  ……  

廿 五日 督府、 饋餉ノ 費 額 ラ定メ 、之 ヲ各驛 二 布告 ス  一.， 1, 、g- , トークつ 白，, ^ニナ 

^つ I、 柏 tl 二 到ル、 參薩 義修、 副 I 椅田英 世、 丘ハヲ f テ關 |£  of 

兵 ニ乏シ キ、 ヲ以テ 、衆 皆、 本 營ーブ 高 田 二 移 サン コ トヲ 請フ、 總督 府肯セ ス、， ：…… 一 ；… 一 M チ. 賛 T へ コ 

^籠 田淸隆等 、松 ケ謹 一一 至 ル、 溝 口 直 正、 老臣 ヲ遣 ハ シ テ、 之ヲ迎 へ、 功ヲ 立テ、 f 3麼 ？，、 、 

ム！ 隆！ 導 ト爲ス 〇參謀 、兵ヲ 分テ、 新發 田 二、 雷 一一、 神 谷 內村等 ニ向ハ シム 〇 直 正 兵 

ヲ發シ テ、 其 封 彊ヲ扼 守ス。  

官軍、 賊兵ラ 赤 咎村ニ 夜襲 ス"  ，：：，、- , 

攝律、 丁 卯 一 一 艦、 新 潟 港 一一 至 ル、 英國 商粕ー S 、港 中 一一 碇泊 ス 、まシ テ之ヲ 返去セ 

廿 六日 諸 軍 中 訛 言 百出、 人心 疑懼 ヲ懷ク 〇 總督、 令ヲ下 シテ、 嚴 ニ之ヲ 戒飭ス  

松 ケ崎ノ 官軍、 賊兵ヲ 木 所 村 一一 破リ、 進擊シ テ 沼垂驛 一一 至 ル。  

新 發田ノ 官軍、 書 ヲ村上 老臣 一一 贈リ テ 向背 ヲ問フ 〇 老臣 廣瀨単 太. 隶 

ク、 老臣 皆出テ 、外 二 在ルヲ 以テ、 姑 ク其請 ヲ竣ク セン コ トヲ請 フヌ 

關原 地方 ノ宫 軍、 妙 見、 大島 、横 下、 六日 市 等 諸 村 ラへ刀 據シ、 長 岡 傍 近 ■ 

攝津艦 新 潟 港 二 至リ、 新 潟 ノ賊ト 戰フ。 ……  ：. 

t 兵、 土ケ 谷、 浦瀨、 橡窪等 諸 村 ヲ襲フ 、 官軍 利ァ 


？ 上リ テ" 


ラ ス， 


半 藏金村 二 退 守 ス 〇 森 立 と蚱 及 ヒ 荷 頃 等 諸 村 


ノ 官軍 モ 、退 テ 半藏金 ヲ 保ス。 …… ，  

賊兵、 村 田 村 ラ襲フ 、官軍 討 テ之ヲ 卻ク。  

廿 七日 北陸 道鎭 撫副總 督四條 隆平ヲ 罷ム。  •  

諸 軍往々 庶民 ヲ 虐使 ス ルヲ 以テ、 督府、 令シ テ 之ヲ戒 飭ス。  

長 岡 役、 官軍、 多ク 兵器 ヲ喪フ ラ以テ 、督府 、書 ヲ加賀 藩 ニ致シ テ、 銃器 彈藥ラ 供給 セ シ ム。  

新發田 ノ 官軍、 新 發田藩 兵 ヲ 先鋒 ト爲 シ 、賊兵 ヲ 水 原、 笹岡ー ー驛ニ 破ル。  

妙 見 ノ 官軍、 賊兵 ヲ 十日 町村 一一 討ッ 〇 半藏金 ノ 官軍、 兵 ヲ 分 テ 、妙 ロニ 進ム。  

攝# 艦、 復タ新 潟 ノ賊ト 襲フ、 丁 卯 艦 亦 來援シ 、砲戰 夜半 二 至ル。  

賊兵 、 栗 山澤村 ヲ襲フ 、官軍、 討 テ之テ 卻ク：  

廿 八日 新 發田ノ 官軍、 新發田 藩兵ヲ 先鋒 ト爲シ 、米澤 ロー 一向 ヒ、 加治驛 ニ至ル 〇 三日 市 藩主 柳 澤德忠 、新發 

田 藩 ハ 二 因 リテ、 降 ヲ乞フ 、督府 、命 シテ藩 兵 ヲ出シ 、實効 ヲ奏セ シム。  

参謀 壬 生 基修、 關原驛 ヲ發シ 、柏 崎驛 二 歸ル。  -  

賊兵、 村 田 村 ヲ襲フ 、宫 軍、 迎 へ 討 テ之ヲ 卻ク。  

第 五 

廿 九日 參謀前 原 一誠 ヲ罷ム 〇 督府、 一誠 ヲシテ 本營ニ 駐在 セシ ム。  

妙見ノ 官軍、 大島、 横 下、 川 袋、 半 藏金ノ 宫軍ト 共 二  、進 テ長岡 城 二 蒲リ、 遂 一一 之ヲ囘 復ス。  ： 

沼垂ノ 官軍、 海軍 ト椅角 シーア、 新 潟 ヲ奪フ 〇 荷 蘭人 ス ネル、 新 潟 一一 在 リテ、 兵 器彈藥 ヲ奧 越ノ賊 一一 資 

給ス 〇 スネ ル、 窮困シ テ哀ヲ 乞フ、 之ヲ 放ッ。  

松 ケ畸ノ 官軍、 賊兵 ヲ荻島 村 二 破ル。  

朝 命、 岩 國藩ラ シ テ 、兵ヲ 越後 二 出サ シ ム 〇 藩 兵、 柏崎驛 一一 至 ル 、督府 、之 ヲ 出 雪 崎 及 ヒ 新 潟 一一 差遣 ス 。 

松平定敬、淺川驛チ去リテ、會津_^^|松 二 赴ク。  

是 e: 舊新潟 奉行 田 中 光儀、 賊兵 ノ脅ス 所 トナリ 、本 廳ノ 事務 ヲ 米澤人 一一 交附 シ テ去ル 〇 米 澤人、 仙臺、 會 
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津、 莊内、 一 一本  <ム 人 等ト俱 一一 廳務 ヲ管ス 〇 仙臺、 會 津等ノ 老臣 連署 シ テ、 書 一 ブ撗濱 駐在 各國 領事 二 贈 

リ 、奥 羽 越 諸 藩 聯合 シ テ 奸兇ヲ 掃蕩 ス ル ヲ告ケ 、又 使 ヲ江戶 一一 遣 シ テ 、き 幕府 海軍 ヲ招ク つ  

舊 幕府、 米國ョ リ 購賣ス ル所ノ 軍艦、 潢濱港 - 一到 ル、 神奈川 裁判所、 之ヲ 交收セ ン トス、 米國 公使、 肯 

セス 〇 仙臺、 會津、 米澤、 莊内人 等 新 潟 二 會シテ 、本 艦 ノ交收 ヲ謀リ 、又 新 潟港チ 開キテ 互市 場ト爲 

サ ン トス、 事 皆行ハ レ ス：  

第 六 

八 月 

朔 日 東北 遊擊 軍將久 我通久 "京師 ヲ發ス C  

溝 口 直 正、 本營ニ 至リ、 總督 ニ謁シ 罪 ヲ謝ス 、總督 、之 ヲ聽シ 、且逨 二 歸順セ シヲ 賞ス。  

出 雪 崎 口、 與板 ロノ 賊、 皆 守 ヲ棄テ 遁逃ス 、官軍 追擊シ テ、 彌彥、 地藏 驛 一一 至 ル。  

長岡ノ 官軍、 大面驛 ニ至ル 〇 新 發田藩 兵 ノ賊 中二 在ル 者、 降ヲ 軍門 二 乞 フ 、命 シ テ 見附 驛 二 謹愼 シ 、 

後 命 ヲ俟タ シム 〇 新發田 藩 兵 テ以テ 先鋒 ト爲シ 、功 ヲ立テ 、罪 ヲ贖ハ シ ム 〇 橡尾ノ 官軍、 進 テ藉咎 

文納、 長澤等 諸村ヲ 取ル。  

保田ノ 官軍、 賊兵ヲ 赤 坂 山 及 ヒ 草 水 村 二 破 ルレ  

新潟ノ 官軍、 兵 ヲ分テ 大野、 彌彥ー ー驛 二進 ム、 賊兵、 旣 一一 遁逃ス C  

二 日 溝 口 直 正、 督府 一一 就 キテ、 藩兵ノ 東京 一一 在 ル者ヲ 罷歸セ ン コト ヲ請フ 〇 督府、 書ヲ大 總督府  一一 

テ、 直 正歸順 ノ狀ヲ 報シ、 藩兵ヲ 罷歸セ ン コトヲ 請フ。  

彌彥ノ 官軍、 進 テ三根 山 二 迫ル、 牧野 忠泰、 寺院 二 屛居シ 、書ヲ 軍門 二 上 リテ、 罪 ヲ謝ス  

大面ノ 官軍、 賊兵ヲ 大崎驛 及 ヒ田島 村 等 ニ破ル 〇 今町ノ 官軍、 三條驛 一一 入ル。  

復 古 記 第 十三 册 目次 終 


復古 外 記 稿本 

mrs.-  rr 獎己 ^  自明 治 元年 五月 十.？^ 日 

匚 00.  #  -  至 同 六月 十二 日 

是 ヨリ 先、 會津兵 及ヒ舊 幕府 逋實ノ 徒 等、 白 河 城 ヲ陷ル 、旣 一一 シ テ東 山道 總督 府參謀 伊地知 正 治、 薩摩、 長 門、 大垣、 忍 四 藩 

兵 ヲ督シ テ之ヲ 克復 ス、 一 J 划 f  、日 賊退テ 仙臺、 會津、 棚 倉 等諸路 二 分 據シ、 以テ 官軍 ノ 衝路ヲ 扼ス、 官軍 亦 兵 テ分テ 之 二 備 

へ 、相 持 シテ戰 ハサ ル コ ト殆上 一旬、 此時 ニ當リ 仙臺、 一 一本松、 棚 食、 中 村、 三春、 福 島 、守 山 等 ノ丘ハ 、前後 賊軍 一一 來リ 加リ、 其 

兵 凡 四千 五 百 許 人 二 至ル、 而シテ 官軍 僅 二 六 百 五十 餘人 二 過 キス、 衆寡 敵 セス、 因リ テ援ヲ 大總督 二 乞フ、 5I，SM% 

1 藩 是 二 至リ. K 總督府 、柬 山道 總督 ヲ 更メテ 、白 河 ロ總 督ト爲 シ 、尋 テ 應 援兵 ヲ發遺 スト 云フ G 

明治 元年 I、 五月 十九 日、 大總 督府、 東 山道 總督岩 倉具定 1^1??$、 視ヲ 以テ、 奥 羽 征討 白 河口 總督 

ト爲シ 、副 總督岩 倉 具經ま t|5S  、仍之 二 副ス。 

岩 倉大夫 

m 山道 總督被 免、 奧羽 征討 白 川 D 總督被 仰 付 候 事 #,5 滅定 卵歷観 

〇  . 

-岩 重 八 千 丸 

東 山道 副 總督被 免 、奥 羽 征討 白 川 a 副 總督被 仰 付 候 事 ノま倉 城 經则歴 鶴 

〇 東 山道 總督府 日記-一 云、 五 0: 二十 二日、 st， 兩 公子 、兄 改メ奧 征討 總督- 一 被 ，付 候 事。 

復古 外 記 ^«河ロ戰記 第一 明治 元年 五月 十九 日  一 


復 古 外. 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 五月 廿 In  二  ； 

但、 兵馬 ノ權竝 金穀等 ハ 大總督 府之命 一一 從ヒ 候テ、 一 道督 府之權 ニ非ス Q  一 

〇 按スル 二、 一 一人 遂ニ任 二 赴 クヲ果 サス、 六月 七日 ニ至リ テ之ヲ 罷ム、 參看ス へ シ。  - 

二十 一日、 官軍、 賊兵ヲ 泉 田驛ニ 破ル。  . 

〇 大現藩 記-一 云、 五月 廿 一日 九ッ時 過、 采女 正人數 斥候隊 爲 巡邏、 仙臺 街道 泉 田 宿 迄罷越 候處、 左 之 山手 ヨリ 賊砲發 致 シ候ー 

ュ付、 當手 ヨリ モ發 砲、 山手 ノ方迄 追々 進擊 之處、 賊 敗走、 小 田 川 宿 左 山手 迄 追討 仕、 七 ッ時頃 人 數引揚 申 候。  1 

〇 東 山道 戰記 s£ 狱、 二 云、 五月 朔日、 直 車 進 テ白河 城ヲ乘 取リ、 其後ハ 同所 一一 滯陣 致シ、 遠ク 奧羽ノ 形勢 ラ察ス ル ニノ 

奧羽ノ 諸 藩 半 ハハ會 藩 一 I 與寧ン 、却テ 官軍 へ 迫 ルノ色 有リ、 中 一一 モ 仙臺、 一 一本松、 棚 倉 等 ノ藩ハ 、頻リ 一一 共 ラ出シ テ須賀 川 

矢 吹、 旗 石山、 金山、 牧之 2： 等 一一 陣シ 、近日 白 河 へ 可 迫 ノ勢ヲ ナ シ、 次第 二 丘 ハハ馳 加 ヮリ、 五月 末 二 至テ ハ 、 右 藩々 ノ兵 最早 

白！ E 一  里餘 一一 押丧、 近鄉 所在 賊陴ナ ラサ ル ハ 無ク、 幾 萬ノ兵 トモ 難 量 候 也、 而 ルー 一夜 ハ山々 一一 篝火ヲ 焚キ、 官 シ透 モア 

ラハ忽 チ襲フ ノ勢ヒ 也、 宵 軍 ハ白河 二 在テ、 嘗テ 防禦 ノ策ヲ 施シ、 四方 ノロ々 二番 兵ラ可 出ト、 三 藩 m 一  11^ ゃ鬮 ラ採リ 

候處、 k. は 1 黑 川口 ハ 藤 兵 -ー 當リ、 旗 口、 石 川口 ハ 長 兵 一一 當リ、 忍 兵ト共 一一 出番 ス、 湯 本 口、 大谷 地口、 根 田 口 及 白 坂 驛ハ吾 藩 

二 當リ候 事故、 各晝夜 ヲ 不厭 出番 ス、 去レ 共宫兵 ノ數ハ i„ ^妙 クシ テ 、賊兵 ノ 多 キ 二 ハ 匹 シ難ク 候 事故、 先立 テ 降 兵 ヨリ 江戸 

大總督 へ 申 シテ、 加 兵 ノ赣ラ 乞 候 由ナレ 共、 江戶 一一 於 テモ在 府ノ兵 ノ练キ 事歟、 但シ 出兵 多 方 一一 シ テ當. 方 迄 一一 不 及事歟 力 

丘ハハ 一人 モ不來 候 間、 只 此上ハ 三 藩ノ兵 ヲ以テ 、必ス 衆 賊ヲ劫 シ候ハ ント、 各 奮 テ相待 候 也、 然ルニ 本 K 廿ー 日朝 ヨリ、 吾一 

藩ノ 斥候兵 五 人、 根 田 ロノ 泉 田 村へ 至 リ候處 、賊ノ 斥候 一一 行 逢 候 間、 卽時 一一 發砲シ テ早ク 引返 シ、 夫 ヨリ 一 小隊 ヲ操 出シ 候； 

處、 贼モ赤 二 小隊 計 リ操出 シ來リ 、泉 田 村 ノ西ノ 小山-一 於テ、 暫ク小 銑 ヲ以テ 打 合 候、 此時賊 兵 次第 一一 背へ 引退 キ候 閒、 吾一 

に S テ進ミ 行， 賊ノ 後口 ヨリ 打 立 候處、 賊ハ悉 ク逃行 候、 依 之、 吾兵 《小 田 川 手前 -ーテ 兵 ラ纏メ 、黄昏 歸陴 一一 及ヒ候 也。 一 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 五月 廿 一 日、 細 谷 十 太夫 羅隊仙 %戰 地 斥候 ノ タメ 巡邏 致 候處、 大田川 M、14 パリ 二 テ宫 軍勢 ョ リ發砲 二 及 一 

ヒ、 卜 太夫 進 テ戰爭 、片倉 小 十 郞家來 一 小 除 應援繰 出烈戰 二相 成、 官軍 四 五 人手 負 引揚ン トス ル、 猶 モ進ン テ砲發 致候處 1 


大田川 へ 放火、 白 河 關門迄 引揚候 二 付、 此方 一一 テ モ 引揚申 候。 

二十 二日、 督府、 黑羽 藩- 1 命 シテ、 兵 ヲ旗驛 二 出 サシム 、翌日、 藩 兵 I ル旗驛 二 至ル、 尋テ 之ヲ白 

坂驛 二 移シ、 大垣藩 兵ト俱 二 之 ヲ守ラ シ ム 。 

〇 黑羽藩 記 二 云、 五月 廿ー 一日 朝 第 八 字、 白 川口 官軍 參諜 ヨリ 飛 微至ル 、我 藩 兵 至急 奥州 旗 宿 へ 出張 ス ヘシ ト、 卽チ 隊長 五 s: 

女 三左衞 門、 軍 監大沼 渉、 安藤 小 太郞、 步兵三 小隊、 砲 一 門ヲ 準備 シ、 午後 第一 字 治 兵 シテ競 ヒ進ム コ ト六 里、 追分 村 一一 到ル、 

我領界 也、 此 ヨリ 旗 宿ヲ距 ルコトー 一里、 未タ 地理 ヲ嗜ン セ ス、 且ッ賊 巡邏 線内ナ ル ヲ以テ 、先 ッ此 一一 軍ヲ 止メテ 諸道へ 番兵 

ヲ出ス 、同廿 三日 旗 宿 一一 入 ル 、地形 甚 不利 也、 嚴 二 戒備ヲ ナス 、同廿 四日、 今夕 陣ヲ白 坂 二 移ス、 大垣藩 兵ト共 一一 此ラ 戌ル。 

二十四日、 賊兵 旗驛ヲ 侵ス、 官軍 擊 テ之ヲ 郤ク。 

〇 黑羽藩 記-一 云、 五月 廿 三日、 我 藩 共 旗 宿 一一 入ル、 廿 四日 黎明、 追分 村 一一 方テ頻 一一 砲聲ヲ 聞ク、 焰烟騰 リ漲ル 、是 一一 於 テ急ニ 

一 一番、 三番 ノ 小隊 ヲ 出シテ 追分 二 反 リ向ハ シム、 一 番 小隊 斥候 及 大砲 ノ隊ヲ 留テ旗 宿 ヲ戌ル 、旣 一一 シテ叉 旗宿ノ 前面 ヨリ 

贼兵襲 來ル、 我微勢 ナルヲ 以テ、 喇叭手 ヲ右ノ 山 ニ登ラ シメ、 虛聲 ヲ鳴ラ シ テ戰フ 、賊遂 二 敗走 ス、 之ヲ 追フコ トニ 十 町 許 

-ー シテ 還ル、 先キ 一一 追分-一向 フノ軍 至レハ 、則贼 去ル、 以爲フ ニ賊ノ 追分 ヲ襲シ ハ 、 我 軍 ノ旗宿 ニ轉セ シヲ知 ラサ. ル也、 若 

シ 追分 一一 ァ ラ ハ甚危 カリ シ也、 是 日 、白 川 ョ リ 薩、 長 ノ 應援來 ル 、賊退 ク ト聞テ 歸ル。 

〇 阿部 正 功 家 記 一一 云、 丑 月 五日、 純義隊 II、 ノ 隊長 渡 邊綱之 助 三 小隊 ヲ率ヒ テ棚倉 二 來ル、 六日 ヨリ 中 村 藩 隊長 志賀 一二 

左 衞門三 小隊、 仙 藩 隊長 佐 藤 宫内四 小 除、 會藩 隊長 木 村 兵 庫三 小隊、 一 一本松 藩 隊長 高 根 三 右 衞門四 小隊、 白 石 片倉小 十郞家 

臣 隊長 某 スま 一 一 小 除 ヲ率ヒ テ來ル 、皆 我 藩 應援ノ 兵 ナリ、 廿日、 各藩 ノ 援兵 ヲ 分ッテ 一 一 トナシ 、其 一 仙 藩、 會藩、 中 村 藩、 

純 ⑩除合 シ テ九 小隊、 我 藩 一 大隊 家老 平 田彈右 衞門ラ シ テ之 二 長タ ラ シ メ 、各藩 合併 シ テ 金山 二 出陣 ス、 叉 其 一 仙 藩、 會藩、 

一 一本松 藩、 白 石 兵合シ テ九 小隊、 我 藩 一 大隊 中老 恒屋甚 兵衞ヲ シテ之 一一 長タ ラ シメ、 各藩 合併 シテ釜 之 子 一一 出陴ス 、廿 三日 

復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 五月 廿ニ  .廿 四日  三 
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夜、 金山 ノ兵 II お ヲ分チ 、間道 ヲ經テ 、廿 M 曰 黎明、 兩軍 ノ屯營 追分 村 ヲ襲フ 、一 モ應砲 ナシ、 火 ヲ放テ 丘ハヲ 收ム。 

一 一 十五 日、 贼兵白 河 城 二逼ル 、官軍 小 田 川、 本 沼 一 一 驛ニ邀 へ 、擊テ 之 ヲ破ル 。 

〇_JI_ 摩 藩 K 應 出軍 戰状 二 云、 本 一 一番 隊、 四 番隊白 川 へ 宿 陴ス、 五月 一 一十 五日、 鳥 峯邊諸 所 賊兵屯 维之由 二 付、 地形 旁 探索 ィ 

タ シ 度トノ 由、 長、 大垣ー 一 拾 人餘ッ 、 、我 一 一番 小 除、 四番 小隊、 非番 前 二 付 半隊、 小 田川驛 二 押出 候虚、 仙 藩 百人餘 屯集ィ タ シ 

及 一 戰、 賊 敗走 シ、 驛中ヲ 燒拂- 、夕 景白河 二 歸陣ス 、手 負 一 ー人0に|隨»嶋«^^"-  J 

〇 長 門 藩 戊已征 戰紀略 一一 云、 五月 廿 五日、 賊白川 -ー 逼ル ノ報ァ リ、 1 一番 隊 巡邏 シ テ根田 通 リ小田 川 一一 到 ル、 賊百許 屯集ス , 

擊テ之 ヲ破リ 、村 家ヲ 放火 シ テ返ル 、三番 隊ハ鹿 島 口 ヨリ 本 沼-一向 フ、 賊五 六十、 冀樹中 一一 埋伏シ 、急-一起 テ我ラ 擊ッ、 我 兵 

僅 一 一十 許 人、 相戰フ コ 卜 一 時餘、 贼衆益 加ル、 遂 一一 奮闘 突入、 家 ヲ火シ 、賊ヲ 追フテ 返ル、 賊 ラ噎ス コト 十五 六、 我 兵 死 一 人、 

北 野 I 一  んっ岡 八 

武 , 你  一 ノ 十吉 

〇大 お-藩 記 一一 云、 五月 廿 五日、 薩、 長 藩 及 ヒ弊藩 斥候隊、 仙臺 街道 巡邏 之處、 小 田 川 宿 先キ化 地藏邊 山上 ヨリ 賊發砲 候 二 付、 

右三 藩 ヨリ モ同樣 進撃、 大田川 宿 先 迄 追 込、 賊散亂 致シ、 八ッ時 以前 人 數引揚 申 候、 弊 藩 手 負 一 人 oli& トー 一 

〇 松 平 忠敬家 記 -ー 云、 五月 廿 五日 九 時 頃 ヨリ 、奥州 元 村 大和 田 邊賊兵 寄 來リ、 大垣藩 -ー テ戰鬪 有 之、 夕八ッ 半時 過、 彌戰勢 

烈敷、 右 -ー 付 持 場々々 總兵繰 出 シ候處 、暫有 之 賊逃去 候 -ー 付 引取 候。  ， 

〇 伊地知 正 治 日記- 1 云、，.； -月廿 五日 六 字 ヨリ、 爲 斥候 一 一番、 四番 半隊ッ 、 、長 州、 大垣 半隊ッ 、、奥州 街道 押 行 候處、 小 田 川 

ト 大田川 ノ 間 二 賊徒 俄 - 一起 リ、 戰ノ 注進 有 之 故、 爲應援 一 一番、 四番 殘半隊 ッ 、 繰 出 ス 、賊徒 敗走、 大田 川宿燒 失。 

〇 東 山道 戰記 二 云、 五月 廿 五日 午後、 斥候 ト シテ薩 一 分隊、 吾 藩 一 小隊、 凡テ 六十 人餘、 根 田 口、 大田川 迄至リ 候虚、 大田川 

ノ 手前 七 八丁  二 シ テ賊共 一一 行 逢 候 間、 卽時 二 發砲 シ テ打合 候處、 賊 ハ 忽チ逃 出シ候 間、 官兵急 一一 追討 テ大田 川ノ北 迄至リ 

.^^#北、、前5^〕 尸 難 料 tiK 間、 夕陽 引返 シ候、 此 日長 兵ノ 斥候 モ石川 ロノ 本沼邊 へ 至リ 候處、 賊兵百 五十人 計 居 合 候 由 一一 テ、 發 

砲シ テ悉ク 追 拂じ候 也、 依 テ大田 川 二 テ 東方 二 砲聲 ヲ聽シ ハ 、定 テ右ノ 音ナラ ン歟。 


〇 仙臺藩 記-一 云、 五 e: 廿 五日、 細 谷 十 太夫 斥候 巡邏 致 候處、 蹈瀨ト 大田川 ノ間ー ーッ坂 ト申處 -ー テ、 官軍 方 斥候 ト討合 、官軍 

兩三 人手 負 ト相見 候處、 速 二 引 揚中候 、傷 一 人 cfJJ ハ、 

0 丹 羽 長 裕家記 一一 云、 五月 十八 日、 各藩 集議シ テ 陣所ヲ 定ム、 我 藩、 會兵ー 一 小隊 1 口 シ、 隨 雄お g_ -ハ |« 議赖、 矢 吹 左 面 二 進軍 

ノ事ヲ 決ス、 同廿 五日、 泉 崎 一一 陣ス 、我 兵、 颜雜ぃ ⑩赚械 個 lis 、、內 會兵， SIfJ-  二 合 シ テ本沼 一一 進 ム 、 西軍ノ 斥候隊 ラ出 

ス 一一 會シテ 砲戰ス 、須臾 一一 シ テ 分ル、 傷 一 人 。截耻 離^ 

二十 六日、 賊兵、 路ヲ分 テ白河 城、 及ヒ白 坂驛ヲ 襲フ、 官軍 力 戰シテ 之 ヲ卻ク Q 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 五月 廿 六日 早朝、 會、 仙臺、 棚 倉、 一 一本松 等 ノ人數 、白 川 城 四方 ョ リ寄 來リ、 卽 見張 番所 ョ リ相 圆之大 

砲 打 ナ ラ シ 、當番 ノ 官軍 直 二 繰 出ス、 二番 隊ハ 東京 街道 ヲ守 ル、 左 ニ大沼 ァリ、 沼 ノ橋ヲ 長 兵 守 ル 、賊頻 二 攻擊 ス 、左 半隊左 

ヨリ 掛リ、 一 番 分隊 ハ右 ヨリ 掛テ 援兵 ヲ ナス、 賊敗レ テ棚倉 ヲサシ テ逃ル 、追 打シ、 十二 字 頃 堅 場所へ 引揚 タリ、 手 負 三人、 

f  2{11藝 、セ fesE り贿 五番、 六番 之兩隊 ハ ^番ナ レ ハ 、 大勢 寄來 ル難^ ノ 場所 へ 援兵 スル トノ 策略 ナ レ 尸 、 六番隊 ハ 仙臺街 

道 ノ應援 トシ テ 出兵 ス 、賊徒 白 川 四方 ノ山 岡-一 乘リ、 叉ハ 沿道 ヲ越 害來 ル 、官軍 是 一一 應 シ テ 要地 一一 據リ 待懸 ル 、當隊 ハ 半隊 

シ テ 、右 半隊 、ノ 金 正 寺 t ぼ t い 蘭?" i おき！ 3 ひ 贿場 f 、 岡へ 差 向フ、 左半隊 ハ大垣 固メ、 富 士見岡 援兵 ト シ テ 仙臺 街道 左右 ノ 

岡へ 出張 ス、 然ル 一一 賊徒 遠方 ヨリ 打戀 ルト. -へ トモ、 味方 ヨリ ハ銃發 セス、 敵へ 近寄 リ發 射-一 及ヒ、 當隊 右半隊 ハ 神速 二 

進撃 シ テ 、金 正 寺 岡 中央 迄 責付候 得 共、 各藩 之人數 ハ 勿論、 我 藩各隊 之人數 モ 未續、 纖半隊 ヲ 以 十倍 之 敏 二 應シ 候、 夫 ヨリ 

我 藩 五番 隊 一 分隊 ヲ 援兵 一一 乞 フ 、左 候テ 共 一一 攻擊 イタ シ 候 得 共、 賊 ハ 金 正 寺 岡峯之 要地 二 テ 、 味方 ヲ 眼下 一一 見テ互 一一 烈戰 

ス、 折 柄 丘 ハ具隊 援兵-一 續 テ少シ パ 人數 モ增シ テ進擊 イタ シ候處 、遂 一一 右 岡 之 賊徒 追 落シ、 ゾ レ ョ リ 追討 候處、 散々 一一 敗走 

ス、 爱カシ n 一一  打捨候 死骸 餘程 御座 候、 左半隊 ハ仙臺 街道 之 賊徒 悉ク打 散シ、 根 田 宿 迄 追 打 致シ、 丘 ハヲ集 引 揚ル、 戰死 一 人、 

禱細 手 § 一人、 f  ^iJsgA 山 fes 货 五番 隊ー 一番 分隊 ハ 六番隊 一 分隊 ト合シ 、金 勝 寺 山 之 賊ヲ迎 擊相戰 候 得 共、 賊大共 二 テ 

復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 五月 廿 六日  五 
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甚及 苦戰候 付、 三番 分隊 ラ以 應援ト シ 、間道 之 嶮ヲ越 潢撃ス 、依 之、 賊途 ヲ失ヒ 敗走 ス、 四番 分隊 ハ 大垣固 場 奥州 街道 之應 

援 トシ テ、 左 之 方 山手 ヨリ 進テ贼 ヲ擊、 一番 分隊 ハ 同藩 固 場 之 湯 本街道 ノ應援 トシ テ、 賊ト 阿武隈川 ヲ中 一一 シ テ相戰 候處、 

4*u ヲ越， 津 liT 道ノ 方へ 致 散亂候 付、 一 里 計 有 之 候 米 村 迄 追 搫ス、 此日、 賊ヲ討 取 事 三拾餘 級、 三番 分隊 ハ再長 州 爲應援 棚 

<£: 道 マ テ相進 候處、 賊已 二 及 敗走 候 付、 人數不 殘曳揚 候、 此時 大槪ー 一字 比ナリ 、戦死 一 人、 脑， 1、 千 手 負 一 一人。 £ い」 W 魏^ I 

郞、 二人 後 

§i!J, 征戰紀 略 一一 云、 五月 廿 六日、 我 兵 棚 倉、 鹿 島 兩道ヲ 守ル、 朝 五 字 後、 贼來 攻ム、 城下 八道 一 時 戰始マ リ、 砲聲 激烈 萬 雷 

ノ 如シ、 1 倉 ロ賊 一手 ハ 本道 ヨリ 來リ、 一 ハ大沼 脇 ヨリ 三 砲門 ヲ以テ 烈シク 來擊ッ 、我 二番 隊 左手 ヨリ 賊ノ 大砲 隊ラ 擊ッ、 

サ i 兵 右 ヨリス、 賊支 へ ス、 砲 ヲ捨テ 走ル、 我 兵 進 テ统隊 一一 當リ、 一 小 時 間 之ヲ走 ラス、 鹿 島 ロハ 賊兵 一 一大 隊餘、 我 三番 隊之 二 

5.€ル 、戰尤 モ苦ム 、一 一番 隊 ヨリ 砲手 ヲ出シ テ之ヲ 援ク、 十一 一字 頃 戰甚急 ナリ、 是時 大雨 注クカ 如ク、 銃 多 ク發セ ス ま 兵勢ヲ 

得テ 突戰シ 、攀終 -ー 賊ヲ 退ク、 我 兵死 一 人、 S 脚 鬼 慯四 人。 ほ A 郎 ％ 

〇 松 平 忠敬家 記 二 云、 五月 廿 六日 曉六 ッ時、 賊兵數 千 靈來、 九 ケ所之 口 ョ リ攻人 候 手段 一一 モ 可 有 之 趣 報知 有 之 候 直樣弊 

f 忠^.、：？^-:;:7、持場々 々 へ 無 油 斷禦備 手配 リ及 候處、 棚 倉 道、 白阪 間道、 大沼道 へ 賊兵押 寄、 弊 藩 持 場 棚 倉 道 ハ 右手 之 山 へ 依、 

據 山嶺 森林 處々 ョ リ砲 彈烈敷 打出シ 、山間 之 人家 致 放火、 追々 致 衝突 進撃 候 一一 付、 長 藩 拉弊藩 合 兵 -ーテ 、一 時餘 リ處々 二 テ 

戰爭、 朝 四 ッ時過 ヨリ 別 テ賊勢 織-一 シテ、 殆ト及 苦戰、 撒 兵 一一 布衍 シ 、野戦 小 銑 ヲ以嚴 敷 防戦 致 候 一一 付、 賊兵勢 盡キ、 チづ時 

頃ョ リ追々 致 敗走 候 付、 尙致 追討 候處、 白阪 間道 ヨリ 左手 林 藪へ 賊兵埋 伏 有 之 候-一 付、 一 時 餘リ及 砲 戰候處 薩 藩 右手 ヨリ 

黃矢ヲ 入レ、 後口 ヲ遮斷 、此方 ョ リ モ致 進撃 候處、 終 一一 賊丘ハ 敗走、 飽迄モ 致 追討 候、 此日 之戰爭 當手モ 甚苦戰 一一 候 得 共、 賊兵 

死 慯數多 可 有 之、 味方 ニモ 怪我人 四 五 人 モ有之 候、 戰爭 時限、 朝六ッ 半時 前 ヨリ 夕七ッ 半時 過 ニ到テ 相.^ ム、 同日、 長 州 三 

番隊持 場 石 川 道、 弊 藩 第一 一 分隊 星 野 淸右衞 門 隊長 -ー テ 出兵、 棚 倉 道 同 樣苦戰 多、 且 遮蔽物 無 之 地 利 不宜、 賊 ハ山嶮 森お 寺 二 

お リ砲發 、味方 甚睢^  二 付、 長 藩 隊長 稱崎賴 三 初 三 四 人、 弊 藩 第 四 分隊 澤田甚 五 左衞門 引率、 爲應援 山 越 -ー 相 廻リ、 橫擊致 


候 手段 之處、 山林 一一 障 リ矢石 掛リ兼 候 一一 付、 猶贼之 後口 へ 廻 リ砲發 致 候處、 敲ヲ 味方 ト思ヒ 候 哉、 兩 三人 山上 へ 登リ來 候處、 

.B  二 テ討 取リ、 猶頻リ - 一打 立 候處、 賊兵遂 二 散亂致 候。 

〇 大垣藩 記 一一 云、 五月 廿 六日、 弊藩阁 場仙臺 口、 鼓 街道 湯 本 口 へ 、五 ッ時過 賊徒 襲ヒキ タル、 仙臺ロ ハ 仙臺、 會津兩 道 ヨリ 山 

ヲ越 へ 、平 押 一一 進來リ 、大小 砲頻 一一 打 出 申 候、 當手 ョ リモ同 樣烈敷 進擊、 歩兵 ヲ包ミ 険處、 賊軍 大崩ト 相 成 散々 一一 敗走 仕 候、 

且又 湯 本 ロハ^ 場 正面、 鼓 左右 ノ 山手 ヨリ 賊 砲銑頻 二 打懸候 二 せ、 薩藩ト 合 兵、 大小 砲 猛烈 打 立 奮 進 候處、 三方 之賊兵 追々 

村ノ 方へ 散 亂仕候 二 付、 追討 仕、 七 ッ時過 人 數引揚 申 候、 弊 藩 手 負 五 人。 難き^ 機 5娜% 林 隊£ 『松お 雌、 ー 

弊 藩 分隊 人數、 兼 テ白坂 宿へ 出張 之處、 同日 五 ッ時過 賊襲來 、宿 西 之 方 ヨリ 頻リ 二 打掛候 二 付、 黑羽藩 ト合丘 ハ烈敷 相戰、 賊山 

, . -. <L ヒ， ら；、 二、. nni ナヒ、 しノ： i,ai  V 义 llr^te- 、& 三、、 統 隊長 洒 井元 之 丞、 统隊ぉ だ、、。 统隊高 撟彌忠 太、 加納せ 

手 之 力へ 散 亂仕候 伙之 追討 仕 九ッ 過 人 數弓揚 申 II-  藩 死 三. S 樹岡網 兵衞、 瀨吉與 作、 -^, ノ 兵衞、 河 井周藏 S 一川 木 L 

之 進、 畏谷川 總吉， 

久保 E 万 之 助、  I  . 

〇 黑羽藩 記 一一 云、 五月 卄 四日、 我 軍陣 ヲ白坂 二 移ス、 廿六 日朝 第 七 字、 賊兵 白阪驛 ノ東シ 天王山 緣林中 ヨリ 頻リ 二 砲ヲ發 

我 軍半ハ 朝赛セ ス、 大 二 驚 テ大垣 藩ト共 二 出 テ之ラ 担ク、 賊已 二 驛ロ之 土 城 二 來シ、 砲 銃 ヲ亂發 シ火ヲ 放ッ、 炎驛 中ヲ蔽 

フ 、我 軍； m 激. K 砲 '發シ 、. ^共 煙火 ヲ俊シ テ 衝突 シ、 土城ヲ 奪 却 ス 、賊 山上 二 退ク、 是ヲ尾 シ テ 山上 二 攀上 ル 、賊 ノ 山上 二 ァ 

ル秆、 又 能 ク戰フ 、我 軍 死戰、 上 一字 頃 一一 至リ、 賊 天王山 ノ利地 ラ棄テ 、旗 宿ノ 方へ 敗走 ス 、我 軍モ亦 疲羸ス ル ヲ以テ 追擎ヲ 

^  メ  、諸方 ノ 要害 一一 番兵 ーブ 置 テ 凱旋 ス 、是 日、 同時 贼白川 ヲ襲フ 、守兵 擊テ 此ヲ走 ラス、 賊ノ 軍監 ヲ獲、 其 行李 中 書 ァ リ 、今 

"..E 阪 ニ來ル ノ賊ハ 、棚 倉 一 一 小隊、 會津ー 一 小隊、 中 村 一 小隊、 曰 砲 一 一門、 外 一一 純義 一 小隊 ヲ伏 スト 云々、 今 曰 不意 ノ戰爭 、若 

シ 彼-一智 略 ァラハ 我軍生路 ナシ、 |、| 討死 一 人 負 六 人、 4JBS;J 讓 SIIAf 鵾 

平. tl 後藤 奥 胜 ^1"次5？  t&^^^h.  一  《>_=- 

SR 助 一 一 入後遂 - 一死 ス、 B ハ rw=al5T  ニメ 

〇 伊地知 正 治 日記-一 云、 五月 廿 六日、 今朝 七 字 ヨリ 金 正寺閒 道、 會津 街道、 石 川 街道、 棚 倉 街道、 湯 本 其 外 山中 ョ リ 賊徒 數千 

態來候 付、 大垣之 爲應援 五番、 六番、 山上 之賊ヲ 追拂、 數. I- 人 打取、 1 一番 ハ江戶 街道 之 左 山手 之賊 追拂、 大砲 三 挺 分捕、 臼砲 

復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 五月 廿 六日  七 


復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 五月 廿 六日  ァ 

隊 ハ 湯 本街道 之賊ヲ 大砲 一一 テ 追拂、 四番隊 ハ 原 街道 口  ノ當 番ナレ トモ、 此方 ノ^ メ場 一一 ハ賊 ョセ來 ラス、 御 兵 具方隊 ハ 爲 

長 州 之 應援、 金 正 寺 街道 ノ 賊徒 追拂、 總勢三 字-一 凱陣。 

〇 伊集院 兼寬 掘 f 、 手記 二 云、 五月 廿六 日 拂曉、 砲 聲白川 四方 二 起リ、 報知 未到 ラ ス、 故 二直 二 斥候 ヲシ テ戰狀 ヲ見セ シ ム 

ル 二 、忽 歸來、 大垣兵 之 持 場 、奥州 湯 本之兩 街道 及 ヒ金勝 寺 山、 棚 倉 、江戸 之 諸道 ヨリ 大擧襲 來シ、 戰甚烈 敷、 故 -ー 五 之貳番 

分隊 ト六 之豐番 分隊 ト合シ 、帝-勝 寺 山 二 戰ト雖 、贼 大兵 二 シテ 衆寡 不敏、 大 一一 苦戦 二 及フラ 以テ、 五之三 番 分隊 ヲ應援 トナ 

シ 、險ヲ 胃 シ賊之 左翼 一一 出 テ撗擊 進 戰ス、 賊遂 一一 漠散ス 、同 四番隊 尸 大垣持 場 之 奥州 街道 之 應援ト シ テ、 山手 ョ リ賊之 左翼 

ラ擊ッ 、同一 番 分隊 ハ？， I 本街道 之 應援ト シテ、 阿武隈川 ヲ隔テ 、相 戰フ、 已 一一 シテ賊 山手 之 方 へ 退 カン トス ルノ勢 ァリ、 我 

丘ハ機 一一 乘シ進 擊ス、 賊大 一一 潰散ス 、追 擊シ テ米村 一一 到 リ歸ル 、此 里數ハ 里餘 也、 然 シ テ 三番 分隊 ハ 、 再 長 州 持 場 之應援 トシ 

テ 棚 倉 街道 一一 到レハ 、賊. 已 二 退 走 ス 、仍テ 直 二 歸營ス 、此時 午後 一 一時 ナリ、 賊兵 一 萬餘ト 想像 セ リ。 

〇 東 山道 戰記 一一 云、 五月 廿 六日 黎明、 白 川 東ノ方 一一 テ號砲 一 聲聞 へ 候閒、 長 兵 ノ持場 へ 賊 襲來セ シ ト察シ 居候 處、 又 吾 藩 持 

場 ノ根田 口、 大ハ 4: 地口 へ モ襲ヒ 來リ候 間、 乃 チ號礙 ヲ響カ シ、 先ッ 番兵 ョ リ 打懸ケ 候處、 賊ハ殊 ノ外ノ 大勢 二 テ、 次第 二 近 

ク進ミ 來リ、 大小 砲 ヲ以テ 打 立 候、 然ル ュ叉湯 本 口 へ モ壟來 致シ、 金 生 寺 山 ノ贼ト 共 二 吾藩ノ 胸壁へ 向ッテ 頻ニ發 砲攻懸 

リ候閗 、兵 ヲ不殘 三方へ 繰 出シ、 防 戰ノ術 ヲ盡シ 候 得 共、 三 路ノ敵 二、 吾 藩ノ练 兵而已 二 テ ハ必 ス難戰 二 可 及ト、 急 一一 薩ノ 

本營 へ馳テ 援兵 ヲ乞ヒ 入レ、 夫ョ リ兵ラ 山々 へ 進 メテ、 賊ノ 正面 ョ リ打立 候、 此時遙 力 二 南方 一 里計リ 二 シテ、 黑烟俄 一一 立 

上 リ 候閒、 是定テ 白阪驛 へ モ襲來 セシナ ラント 被 察 候 也 、然 ル處、 薩ノ 隊長 野津七 左衞門 一 小隊 ヲ 率 ヒ テ 應援 一一 來 ラレ 候 

間、 大 一一 カヲ得 候處、 右薩 兵直チ 一一 金 生 寺 山へ 向ヒ、 麓ノ方 ヨリ 打登リ 候、 此時叉 湯 本 ロノ 吾藩モ 阿武隈川 ヲ 渉ッテ 進ミ來 

リ、 1 後ョ リ攻立 候閒、 山上 ノ賊ハ 忽チ逃 出シ、 大 谷地 ノ 方へ 引退 キ候、 依 之、 暫ク追 打 致シ、 叉 根 田 ロノ 方へ 進ミ 行候處 *- 

此處ノ 賊モ： ^へ 不得、 又 小 田川ノ 方へ 述行 候、 然 ル 一一 櫻岡ノ 山上 へ 據リ候 賊ハ、 永ク 留テ不 返、 猶發砲 シテ有 之 候 間、 薩及 

吾 藩 北-、 火 一一 奮テ進 I, 仃候處 、未ノ 時漸ク 逃出シ 、三 路ノ敵 ハ全ク 追退ケ 候、 然ル 二 長 丘 ハノ持 場 畑 口、 石 川口 モ共 ニ賊 兵襲ヒ 


シ ナレ 、、： ^ク： SJ 戰 ニ及ヒ シ由ニ テ、 悉ク追 退ケ候 也、 此日襲 來ノ賊 ハ凡テ 四千 五 百 人計ノ 由、 打取 ノ賊ハ 百 夕 1 人、 此日、 

賊屍ヲ 一 々撿ス ル 一 1、 會兵、 仙 兵 及 舊幕步 兵 等 有 之 中、 多 クハ仙 臺兵ニ シテ、 陴服 左右 ノ袖印 二 白木 綿 ノ竪筋 ヲ縫ヒ 附ケ有 

之、 又懷中 ヲ見ル 一一 、軍令 狀樣 ノ寫書 所持 致シ 候、 其 文意 ハ 、今度 白 川 ヲ攻立 候 一一 付 テハ、 必ス 落城 一一 可 及 候 ハ ン 、其 節 市中 

ニ入ル 共、 敵ノ ft 物 ハ棄有 ルモ難 料 候 間、 必 卒爾 二 不可 食 候 也、 又 白 川城ハ 一 日 二 ハ難攻 落候ハ ンナレ 共、 二日、 三日 ト日 

ヲ， テ攻 立候ハ 、 、必ス 落城 一一 及 ヒ候ハ ン杯、 種々 書付 ケ有之 候閒、 明日 モ亦引 續テ襲 來可致 ト各覺 悟致シ 居候 也。 

同日、 白 坂へ モ賊兵 三百 人 計 襲ヒ來 リ候處 * 同所 ハ 吾 藩 二 小隊、 黑羽兵 凡テ百 八十 人計リ 二 テ備へ 居候 處、 此朝 皆々 熟睡 シ 

テ有之 候 間、 賊ノ砲 聲ラ聽 ト均シ ク起出 テ驛ノ 東西へ 配ッ テ防キ 候、 然ル 二 賊ハ早 ャ谓內 へ モ 立入發 砲、 烈シク 打 立 候 間、 

iB-if, 殆ン ト難戰 二 及 ヒ候得 共、 應援ノ 兵モ無 之、 殊ニ 白 川 ノ方モ 黑煙立 上、 頻 二 砲 聲ノ聽 へ 候 事故、 最早 必死 ト ナツ テ及奮 

戰候處 、賊 ハ漸々 引退 キ、 四方へ 追々 迸 行 候 間、 官 兵暫ク 追討 致シ、 未ノ時 一一 ハ 兵 ヲ纏メ 候、 此日、 同所 討 取 ノ賊ハ 十四 人。 

〇 東 山 新聞 ^11、  二 云、 五月 廿六曰 早天、 白 川 城 ノ東ノ 方 二 當ッテ 、合 圖ノ 大砲 發ット 均 シク、 賊兵 大勢 押 寄 來リ、 先ッ 

東方 棚 食 口、 石 川口 ラ手始 トシ テ、 西北 ノ方 ハ仙臺 口、 會津 口、 金 生 寺 山 西南 ノ方ハ 湯 本 口、 黑 川口、 總テ 街道 小路へ 兵ヲ分 

ケテ、 餘サ シ洩サ シト 攻寄ッ 、 、積 日 設シ策 暑ヲ今 一 擧ニ施 シテ、 暫時 ニ城モ 攻落ス へ キ 大小 砲ノ其 聲ハ、 サ ナカラ 天地 モ 

崩ル、 コ トク、 ァ ハ ャ此城 只今 陷入ル へ ク 殆ント 危ゥク 見へ タ ル 二、 此時 iB 軍 鳴ヲ靜 メ侬然 トシ テ騷 カス、 自若 トシ テ不 

動、 隊伍 ラ正シ テ待タ ルハ、 大敏ト 見テ恐 レサ ル眞 ノ驍兵 ト云ッ へ キカ、 夫 ヨリ 城外 ノ 小山々 々 へ 不殘 分隊 撒 兵 イタ シ、 大 

小 砲ヲ斑 一一 配 ッテ、 群 ル敏ヲ 間近 ク引 寄セ、 祖ヒ打 二 ソ打伏 セケル 、依 テ敏 兵進ム コ ト能ハ ス、 先 二進 ミシ丘 ハ共ハ 、次第 二 

後へ引 退ク、 去レ 共、 敵ハ 大勢 ノ事 ナレ ハ、 其 名 ヲャ惜 ミケン 、先 陴引ケ ハニ陴 進ミ、 二 陴引ケ ハ三陴 進ム、 暫シカ 程 ハ人替 

人替、 命 ヲ惜マ ス戰ヒ ケル、 官軍 次第 二進 ミ出テ 、山間 ノ 樹木 ヲ小循 二 取ッテ 出没 自在 二 防 戰ス、 敵ハ少 シ色メ キ立テ 次第 

一一 後へ引 退ク、 此時總 方ノ持 口、 大ヒ 二進 ンテ敵 ヲ包ン テ打モ 有リ、 或 ハ橫ヲ 打 モ有リ 、種々 樣々 二 打 ナヤ マシ ケレハ あ 

軍 忽チ大 崩レト ナツ テ、 後ヲ モ見ス シテ逃 去リ、 各 一 三 一里 ッ 、逃 延ヒ ケル、 官軍 追フテ 進ミシ 力、 長 追 無益 トにハ ヲ纏メ  、申 

復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 五月 廿 六日  ブ 


復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治： 兀年五 サ六 口 


〇 


下リ 一一 不 殘兵ヲ 引揚ケ ル。 

0  本 f 四 小隊 

i 仙 せ<^  口 會津ロ  、<^ 

お =5i 本 口 白坂驛 J-.^R- 

黑羽 白坂驛  三 小隊 

賊軍 

棚 〈q  口 

仙 躉 口 

會举ロ 

湯 本 口 


長 

忍 


湖 倉 口 

石 川口 

畑 宿 口 


.m 坂驛 

0 仙 姿 藩 記 


仙^ 兵 棚 倉『11^^ 

舍津兵  一 

仙 泰 兵 二 本 松 兵 

步 兵會 津丘ハ 

會 *^ 兵 米 澤丘邀 

新撰 組  一 

仙 兵 掘 倉 丘 „| 

會津兵 


新 紐 


三百 人餘 

三千 人餘 

五 百人餘 

三百 人餘 


石 川口 

金 生 寺 山 

黑 川 口 


仙 塞 兵 

<P 律 兵 

仙 S 兵 

會 津 j4 


1 百人餘 

一 百人餘 


云、 五月 廿 六日、 列藩 兵 ヲ分テ 白 川 總攻ス 


二 本 松 兵 

步 兵 

湯 本 口 之 兵 過 ル 

合 四千 丘 百人餘 

，小 田 川 ヨリ 七 曲 ト申處 へ 、前夜 ョ リ 番兵 等 相 出 置、 拂曉、 本道 口 


へ 大砲 釜 石榮治 ||: 白 川 關門ラ 目的 二 發砲ス 、芝 多賛 一二郎 山手 ヲ 押へ、 m 中 總左衞 門 羅漢 山 jK?.-  二 向ヒ、 片倉小 十 

郞家來 富 山 ヨリ 討 人 ノ手害 ヲ合セ 、細 谷 十 太夫、 會藩 合併、 先鋒 進テ發 砲、 宵 軍 方 ヨリ 連發、 雨注 ヲ凌 キ烈戰 一一 及 候虛、 

追 々苦戦 -ー 相 成、 會藩 井深 守 之 進激戰 應援之 手遲々 、十字 頃 -ー 至 リ先勢 崩 レ 立、 根 田 町 へ 引 揚ル、 宵 軍 追撃、 大松澤 掃 部 之 W 

人代テ 引受 防戰 スト 雖モ、 應援無 之、 死慯 多分 二 有 之、 勝利 ノ 目的 無 之 引揚、 七 曲 ト申處 相固メ 候、 .m 川 西北 金 正 寺 山 へ 中 

島 丘 ハ衞之 助、 會藩 望月 新 平等 合併、 拂曉 ヨリ 發砲、 先 勢 討 入、 會兵 頗ル盡 力、 無 一 一 無 三 -ー責 上リ、 十字 頃 金 正 寺 山ヲ乘 取、 官 

軍ヲ追 散シ、 猶モ進 テ發砲 ノ處、 一 一本松 藩 ノ持ロ 破 レ候由 報知 一一 付、 少シク 猶豫致 居候 處、 本道 口 根 E 迄 引揚タ ル 一一 侬テ、 

官軍 金 正 寺ノ後 ヲ絕ン ト ス ル勢ヒ 相 S ^候る、 潢合 ョ リノ 進擊甚 敷、 會藩 隊長 望月 新 平、 同國 辰次郞 ヲ始ト シ テ 死傷 多分 

二  、トー utys4E 、- お 反ト. RSM 乙 Ilsi5.*i^、. ヒ，， ^ん. k 士菊地 誠 之 助、 浩水和 泉 之 助、 菊嘟 丘；，， 大 jl5 武きト 九 人。 f ほ懒^ 

一一 札 出 十二. sr!^ ノ 敗走 .^^阪ト申虔迄3拔申傾 _^  治、 伊藤 席 之 助、 E 中 兵衞、 大沼 寬左衞 門、 金子 久作 お- -ノゾ 秀之助 

朝食 半右衞 門、 石 E 駒 之丞、 舟 山傳之 助， 遠 藤 莲藏、 野 世 連藏、 靑木 文治、 芝多赞 三郎、 a 澤右 

衞門、 伊藤 千代 治、 永 g ば 小 ra: 郎， 鹿 乂養之 進、 米山與 一 郎 、根 木 兵馬， 柳 生 鐵藏， 農兵 四 名、 


〇 丹 羽 長裕家 記-一 云、 五月 廿 六日、 我 兵 關和久 二 轉陴シ 、白 川 攻ロヲ 議ス、 嚮キ二 奥州 街道 右ハ 仙、 會ノ 兵、 ヲ以テ 進^ シ、 左 

ハセ、 棚、 會及ヒ f ハラ 進 メテ白 川 ヲ拔ン n トヲ 約シ、 本日 拂曉發 向ス、 合戰坂 b  A 小隊、 ff 一  I 隊 丘い iglll?^ に 一 ^ーー  ss> 

I  ロト 小隊、 KJSI^Iilsi ま轉ー S 聽 S 纏 ぉ衞 I  口 三 小隊、？ 1 隊郷 擁航, 

SIS 、渾 同所 先鋒 一 一 小隊、 大和 S 一  ^^^>^nlli 一  小隊、 蟹、 是 一一 於テ 我兵| 瞻 

攻 や 前夜 潜 力 二進 テ搦目 山 二 陴シ、 諸 隊發砲 ノ機ヲ 計リ、 午前 九 時 鹿 島陴營 Ms 所 西- ニ向テ 大砲 ヲ發シ 、大ヒ 二 奮 戰ス、 時 

二 櫻 、大. 兩 ロノ 共、 同 シク山 王 山 ノ麓ト 二進 ミ、 又 タ鹿島 二 砲 銃 ヲ發ス 、敵 兵 之 二 應シテ 鹿島ノ 胸壁 一一 據リ合 發激鬪 

ス、 上 t- 一一  大和 ffl  口 ヨリ 進 ム處ノ 我 力 大砲 隊、 -§§(1渾敏 ノ 胸壁 ヲ組 擊シ、 if ヲ以テ 猛發激 射ス、 彼レ 胸壁 一一 堪 ュ. ル能ハ ス、 

斬 次 退 軍 ノ 色ァリ 、我 兵 之 一一 乘 シ テ 大小 砲銃ヲ 連發 シ テ 、奮 進 鹿 島 一一 入 ラント 欲ス 、此日 暴 雨 ァ リ 、彈 藥爲 メ 一一  沾濕 シ テ 砲 

發意 ノ 如クナ ラス 、且 各隊巳 一一 退 クノ報 ァリ、 巳 ムヲ得 スシテ 午後 一一 一時 休戰 ス 、此役 ャ 西 軍 苦戰、 白 川 一一 貯フ 所ノ 兵粮 器械、 

半 ハ白坂 二 送 ルト？ 、本 藩 死 二人 ci:5lsl，、 、  - 

〇 阿部 正 功 家 記 一一 云、 五月 廿 六日、 東軍 白 川 一一 進 擊ス、 此日 拂曉、 金山 ン兵進 ン テ合 戰阪及 ヒ 十文字 村 二 戰フ、 其 兵 ラ分ッ 

テ白阪 ノ屯營 テ擊ッ 、釜 之 子ノ兵 進 ンテ溺 村及ヒ 同村 ノ 山中 二 戰フ、 諸隊 彈藥ッ カス、 合 戰阪、 白 坂 ノ兩所 ニ火ヲ 

、： 、、^、#CI 太 田 反 i5n、 统士林 仲 作、 li、o 统士小 隊長 宮崎射 太夫、 銃 士岡村 錦 太、 大澤源 次 

放テ共 ヲ收ム 、此日 我 藩 死 四 人、^:^ 煎^卵、 反&. 翻 g 飼：^ g 、傷 1 人 ¥ 加 藤 唯 助、 家 臣投 本 時 太 郎-銃 卒岩田 泰吉、 

offll 誠 胤 家 記 一一 云、 五月 廿六 曰、 白阪 驛ノ敏 ヲ討ン コトヲ 計リ、 我 藩 羽根 田 永淸ノ 一  小隊、 會、 棚 ノ兵ト 合シ、 午後 士 一時、 

金山 ヲ發シ 、潜 一一 兵ラ白 阪ノ東 山ノ手 一一 布キ、 午前 七 時 頃、 不意 一一 鯨波 ヲ揚ケ 、大小 砲ヲ連 發ス、 敵 狼狠、 暫時 應ス ル能 ハス、 

較 アツ テ應 砲數刻 -ー 及フ、 敵少ク 挫折 ノ色 ァリ、 我 兵 進 テ驛内 一一 迫リ、 民家 一 ニー 一軒 一一 火 ラ放ッ 、互-一 死傷 多ク、 我兵尤 勞ス、 

• え -i  二 帝レ、 vt- 一 、、统 士佐藤 四兵衞 KraT、o 軍 司 多々 部 藤藏直 、戰士 佐 ま|5 

且戰ヒ 且退キ ニ歸ル 死 二人 1^.5^ ぜ卒卯 招、 偽四ノ 吾一 信、 统士高 玉務、 志 費 源 三郞、 

二十 七日、 喊兵、 再 ヒ白河 城 ヲ襲フ 、官軍 邀へ擊 テ之ヲ 破ル、 翌日、 賊兵復 至ル、 之ヲ擊 卻ク。 
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〇 慶應 出軍 戰狀 -ー 云、 五月 廿七 日 、奥州 街道 襲 來模樣 二 付、 大垣 ョ リ 持 場人少 二 シ テ應援 相談 付、 本 府四番 隊半隊 繰 出 候處、 

襲來 様子 モ無 之、 奧州 街道 巡邏 ト シテ、 追分 之 邊迄出 候處、 山 徑テ越 襲 來候付 、伏兵 ヲ儲ケ 討へ キ 一一 诀シ 居候 處、 大垣ノ 兵 

本道 二 顯 レ 、出 策 空 敷ナリ テ戰ラ 初、 亦 金 勝 寺 山手 一一 襲 來ノ賊 兵 ハ 、一 一番 小隊 二 追撃 セラ レテ、 大 谷地 村 迄 貴落シ 、 四番小 

隊 モ 共 一一 合 シ テ追 躡尾擊 シ 、賊 大敗 シ 、終 二 昏暝 一一 及テ歸 陴ス、 二番 隊ハ 非番 前 一一 テ、 兵具隊 ト 共 一一 大垣 之應援 ト シ テ 金 勝 

寺 山 一一 出ッ、 三 ケ所ニ 開 キ谷ヲ 隔テ砲 發ス、 其 折 四 番隊、 大垣勢 本道 ヨリ 進 テ賊ラ 突ク、 一 一番 險モ進 擊ス、 土 州 兵 續テ 來ル、 

双方 ヨリ 攻擊賊 敗ス、 會津 街道 大 谷地 村 ト云フ ニ暫シ 足ヲ止 メテ支 へ タリ、 三方 ョ リ卷テ 打ッ、 コ タ へ ス シテ 又敗ス 、火ヲ 

放 テ夜人 過 白 川 へ 引揚 タリ、 手 負 一 x'ms^^^w 夫 ヨリ 賊 四方 ヲ圍、 饞 ニ江戶 一 街道 ヲ洩ス 、侬 之、 大垣、 忍 之 兵ヲ 芦野 

白阪 二 分チ、 往來 ヲ通シ 、守備 前 ノ如シ 、然 共、 今日 土 州 兵 四百 人 計 著 陴シテ 、湯 本、 金 勝 寺 テ守ル 、故 二 官軍 大 二 休息 ス ル 

事ヲ 得、 然共、 日々 壟來テ 四方 砲聲ノ 絕ル事 ナシ、 官軍 縫 一 千 ナリ。 

〇 戊已徑 戰紀 略-一 云、 五月 廿七 曰、 賊丘 ハー 大隊 許 棚 倉 口 ヲ攻ム 、一 一番 隊邀擊 テ之ヲ 破ル、 鹿 島ロ賊 二道 來リ 攻ム、 三番 隊之 

ヲ破ル 、土 藩 共 一 一 小除應 援ス、 賊ノ僵 尸三ァ リ。 

〇 山 内 豐範家 記 一一 云、 A 月廿 七日 午 十二時、 前軍 白 川 一一 著ス、 未タ小 憇ヲ不 得， 賊兵已 - 一長 兵 ノ信地 一一 迫ル、 長 人 來リ我 兵 

ヲ請フ 、刖 十四 番除 長桑津 一 兵 衞及ー 一番 隊ヲ 出ス、 伴權 太夫 監之、 秋 澤淸吉 副 之、 我 兵 新 一一 來リ、 未タ 地理 ヲ諳 セス、 長人ノ 

求メ  -ー  應シ、 卽チ ニ隊ヲ 左右 二 別チ、 十四 番隊ハ 阿武隈川 一一 傍ヒ 田島邊 一一 向フ、 伴權 太夫 監之、 一 一番 隊ハ秋 澤淸吉 率 之、 石 

川口  n 趣ク、 兩道ノ 兵 分布 進擊ス 、賊遠 ク逃ル 、十四 番 隊賊ノ 砲臺ヲ 毀チ、 賊巢ノ 民屋ヲ 放火 ス、 一 一番 隊亦迫 擊數十 丁、 瞎時 

一 一道 ノ兵共 二 本營ニ 歸ル、 已 二 シテ賊 又 來ル、 薩 人來リ 援兵 ヲ請フ 、於 是、 十 一 番除長 平 尾 左 金 吾 及 砲隊西 山榮等 出張 ス、 

安岡 覺之助 監之、 金 正 寺 山 二 到ル、 賊兵 前峰ョ リ發 射ス、 我 兵 薩兵ト 共 二 應戰ス 、然レ トモ 距離 甚タ 遠キ ヲ以テ 、十一 一番 除 

ヲシテ 金 正 寺 山 ヲ守ラ 令メ、 砲隊ハ 小銳テ 以テ、 薩兵ト 共 二 山 ヲ廻リ 、進 テ賊ノ 逃ル、 ヲ追 擊シ、 賊營ヲ 放火 シ、 夜 二更 歸 

陴ス、 是レヲ 我 兵 白川ノ 第一 役 トス C 


〇 松 平 忠敬家 記 二 云、 五月 廿 七日 朝四ッ 半時 頃 ヨリ 、賊兵 寄來候 -ー 付、 弊 藩 兵隊 棚 倉 口 持 場 繰 出 候處、 賊ノ 斥候 參リ 候-一 付、 

直 様 打 散 シ 申 候、 其 外 石 川 道 ノ 方、 會津ロ  ノ方モ 戰爭有 之 、暮六 ッ 時 過 迄、 砲聲强 ク 相響キ 申 候。 

〇 大珥藩 記 -ー 云、 五月 廿 七日 八ッ 半時 過、 亦復賊 襲來、 仙臺ロ ハ 會津 街道 右 之 山手 ョ リ 賊進擊 二 付、 薩藩ト 合 兵 防戦 候處、 

遂 一一 贼 敗走、 大 谷地 村 向フ迄 追討 仕 候、 湯 本 口 ハ 固 場 右 一山 手 ヨリ 賊打出 候 一一 付、 薩、 土 藩ト合 兵戰爭 一一 及ヒ 候處、 是叉賊 

敗走、 大ハ 4： 地 村 左 山手 迄 追討 仕、 兩手共 黄昏 頃 人 數引揚 申 候、 弊 藩 手 負 一 人 0111、 

〇^ 地 知 正 治 日記 二 云、 五月 廿 七日 ト 一 字 過 -ー 、大垣 ョ リ ml 木 街道 山手 之 方、 竝金勝 寺 間道 邊 へ 賊徒 相 見 候 付、 援兵 差出吳 

候 樣申來 、一 ： 番隊、 足輕隊 二 テ山々 取 切、 一一 一字 頃 ョ リ 砲戰之 折、 四番 隊拉大 垣人數 右手 之 方 ョ リ 打掛、 一勢 二 攻寄セ 、會津 街 

i 大ち地 村 迄 追 落ス、 時  一一 土 州 人 數爲當 地 應援四 小隊 位 著 一一 付、 追々 我 應援之 兵 ト出會 、倶々 賊徒 追拂、 在家 一一 火 ヲ掛、 大 

砲 一 梃 分 柿、 打取 ハ 不知 其數 、八. 字 過 キ凱陣 、手 負 三人. f ま olf 松 gJIP 

〇 伊繁 院兼寬 手記-一 云、 五月 廿 七日、 賊再ヒ 來テ白 川 四方 ヲ、 圍ミ、 攻擊最 急 ナリ、 因 テ應援 トシ テ金勝 寺 山 一一 向フ 時、 適 土 

州 兵 四百 計 著 陴シ、 直 二 共 ニ戰ハ ン ト乞、 衆 長途 之勞ヲ 察シ之 ヲ.^ ；ム、 已ニ シテ 賊漸ク 潰散ス トイへ トモ、 賊 四方 ヲ 圍ミ、 

稍セ^：；久之狀 ヌ示 シ 、繙 二 江戶 一 街道 之便ァ ル 而已、 故 二 四方 砲 聲之絕 ル ナ シ 、因 テ大 垣、 忍 兩藩之 共 ヲ シ テ 芦野、 白阪 一一 分 

チ、 江戶 往復 之 便ヲナ シ、 且守禦 二 備 フ 、新著 之 土 州 兵 ハ 湯 本、 金 勝 寺 之 兩道ヲ 守 ル 、然共 總兵纔 二 一  千 餘ナリ ト雖、 稍 休息 

スルヲ タリ 、小戰 連 日ナリ 、然共 我 兵 之 白 川 ニ來シ ヨリ 、降雨 甚多 ク 、天 晴刖 賊曉天 ヨリ 來リ 、兩 則不來 ヲ以 テ例ト ナス、 

故 二 兩刖諸 兵 稍 安堵 之 情 アル モノ、 如シ。 

〇 東 山道 戟記, 一 云、 五月： i: 七日、 官軍 白 川 二 於 テ專ラ 防戰ノ 策ヲ囘 ラシ、 城外 四方 ノ 山上 一一 ハ 要地 ヲ相 シテ 胸壁 ヲ築キ 、今 

日 モ贼ノ 襲來セ ハ悉ク 討拂ハ ント、 各 奮 テ相待 候、 然レ 共、 吾 藩 持 場 ノ義ハ 賊ノ衝 タル 大谷 地口、 根 田 口 及 湯 本 ロノ 三路 二 

有 之 候閒、 警戒 最 モ 間ヲ不 得、 昨日 戰勞ノ 兵 ヲ以テ 、夜 モ 引鑌テ 番兵 二 出シ、 身心 已ニ 疲レ 候コト 故、 今 日 ノ壟來 、若 シ 烈 ク 

i リ候ハ 、 、甚 難戰 一一 及 ヒ候ハ ン ト、 密ニ颦 テ相待 候處、 曉ョ リ已ノ 時 過 一一 至 テモ、 賊兵 敢テ不 攻來、 惟大 谷地、 根 田 等ノ山 
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上 ニ持シテ在ノミ、是定テ昨日ノ大敗ニ隨シ候^|^歟、然ル處、已時下、土州丘ハ五小隊、野州路ョ リ到著致シ候間、大 ユカ ヲ得 

候、 此土 lb: ハ ハ 囊 一一 日光、 今^ ノ邊 一一 備テ有 之 候處、 .E 川 城 ハ 賊 兵襲來 シテ甚 難 戰ノ趣 聞 取、 晝夜 兼行 シ テ來リ シ由 也、 然 ル 

ニ午ノ  東方, 一 於 テ號砲 一 聲 聞へ 候 間、 又 長 兵ノ持 場へ 襲 來セシ 哉ト察 居候 處、 又 吾 藩 持 場へ モ押寄 來リ、 咋日ノ 如ク三 

路 ノロ々 ョ リ攻懸 リ候閒 、號 砲ト共 一一 番兵 ヨリ 打戀ケ 候テ、 早速 薩ノ 本營へ 援兵 ヲ乞ヒ 候、 直-一 一 一 小隊 歟馳 來リ、 吾 墨 毎 二 

兵 ヲ配シ テ被備 候、 去レ 共、 賊兵 今日 ノ懸リ ハ甚手 弱 クシ テ、 一向 二進 不來、 只 山 角或ハ 樹木 ノ循ニ 據リテ 、遠 失 二 擊立候 

而已 也、 依 之、 薩兵恢 へ不得 シテ、 頻 一一 進 テ賊ノ 據リ候 山々 へ 、腹背 ヨリ 迫 テ打立 候處、 賊ハ是 一一 恐怖 致シ候 哉、 何 レモ 大谷 

地 、根田及^1<村 ノ 方 へ 逃 去 候 間、 暫 ク 追擊 シ テ 、 日 暮頃共 ヲ收 テ歸陣 -ー 及 候、 偖 長 兵 ノ持 場ハ、 石 川口へ 多ク 靈來致 シ 険由 

二 テ、 卽時 二  土 兵 加 ッテ防 キ候處 、土 兵ハ大 一一 奮 テ滅陴 へ 突入、 散々 ニ擊立 候閒、 賊ハ 大崩ニ 成テ逃 出シ、 暫時 二 凱歌 ヲ唱 

へ 候 也、 此 日各路 ノ 賊兵 人員 ハ咋日 ノ如シ 上 14、 討取ハ 我 持 場 二 テ 七 人、 長 兵 ノ持 場ハ記 スル能 ハス。 

〇 丹 羽 長 裕家記 一一 云、 五月 一 一 卜 七 曰、 我 兵， ffir, 田 仙、 會、 棚 一一 合 シ テ十 小隊、 垣途 ヨリ 進ム 、會兵 先鋒 タリ、 先 ッ鹿島 ノ陴營 

- f  ffy^/  クラへ イシ 

ヲ擊ッ 、敵 兵 之 二 應ス、 關和久 ノ丘ハ §g、 進軍、 阿武隈川 ヲ隔テ 、應 援ス、 東軍 利 アラス、 午後 兵 ヲ引ク 、彼レ 進テ雙 石ニ來 

リ、 其 村 家 ヲ燒ク 、我 兵 一 小隊、 IKffep 胸壁 一一 據リ 砲發、 之レヲ 防ク、 彼刖チ 退ク。 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 五月 廿 八日 六 字、 棚 倉 口 賊來攻 ム 、斥候隊 迎戰 、本隊 之 ヲ援ケ テ賊 ザ破リ 、追撃 新 合度邨 ヲ 放火 ス 、賊 

伏 尸 五 ァリ、 一 子 賊叉來 リ戰フ 、擊テ 之 ヲ卻ク 、八 字賊叉 來ル、 又 之 ヲ破ル 、是日 鹿 島 ロモ賊 ト戰フ コト 三度、 皆 之ヲ走 ラス- 

〇 松 平忠敬 家 記 二 云、 五月 廿 八日 朝五ッ 半時 過 ヨリ、 棚 倉 口 へ 賊兵 凡百 人程モ 松林 之 中 へ 散 蔓致發 砲 候 -ー 付、 長 藩 竝弊藩 

番兵 -ー テ不取 敢及砲 戰候處 、白阪 間道、 大沼 山番 兵 ヨリ モ橫 擊致シ 、賊徒 打拂申 候。 

〇 阿部 正 功 家 記 二 云、 五月 廿 八日、 金山 ノ兵， 白 川口 合戰阪 二進 擊利ナ クシ テ兵ヲ 收ム、 签 之子ノ  パモ 亦進ン テ溺山 ュ 抵ル、 

機 ヲ失シ テ戰ヲ 交へ ス、 此日我 藩 死 二人。 雌 flwg、 

〇 是 ヨリ 先、 大總督 、土 佐 藩兵ノ 宇都 宮 一一 在 ル者ヲ シテ、 白 河 一一 赴援セ シム、 是日、 前軍！^ ハ 


ス、 白 河 二 至 ル 、黑羽 藩 後軍お モ 亦 白坂驛 ニ至ル 。i 内 I", 読 

二十 九日、 是 ョ リ先、 東 山道 總督府 參謀板 垣 正 形 II ぢ 宇都 宮城 二 在リ、 是日、 進 テ白河 二 至 

レ 0 山內繩 3； 

ノ 範家 記 

晦日、 總督、 書 ヲ諸軍 一一 下 シテ、 總督ノ 任ヲ受 クル ヲ吿 ケ、 且之ヲ 獎勵 ス 。 

是迄予 等 弱齢 不才 ノ身 ヲ以、 幸 一一 不辱 大任 條、 足下 始諸 軍士 之功勞 一一 賴リ 辱存 候、 然處、 今般 大總 督宮御 命 ヲ以テ 、東 山道 

總督職 被 免、 改メ 奧羽 征討 總督被 仰 付 候、 尤 一 度 ハ 兵權 返上 可 致 旨 御沙汰 -ー 付、 向後 ハ 直 二 大總督 府之御 指揮 -ー 從ヒ、 

爲國 家愈勉 勵可抽 忠勤 樣所冀 候、 此段諸 隊長 及 ヒ戰士 へ 可 相 達 候 也。 

五月  八 千 丸 

、  具  定 

伊地知 正 治 殿 各 迎 

一 n  H 三爾 a ス大 S 藩 記 

戶田 三彌ぁ 土 持 左 平 太 手記 

〇 按 スルー 一 、本書、 蓋 各藩 隊長 一一 贈リ シナリ 、今薩 摩、 大垣 r 一藩 ノ外、 皆 之 ヲ佚ス C 

〇 東 山道 總督府 日記-一 云、 五月 三十日、 野 州 出張 藩々 へ 、赤松 護 之 介爲御 使、 東 山道 督府被 .i- 、奧羽 總督職 被 仰 付 候 御 直 

書持參 ナリ。  - 

六月 朔日、 官軍、 賊兵ト 泉田驛 II 戰フ、 日 暮六乂 緩ス。 

〇 戊 巳 征戰紀 略 一一 云、 六月 朔日、 三番 隊 二十 人 根 田邨ヲ 巡邏 シ 、泉 田 二 至 ラン トス、 贼 路ヲ夾 ン テ 壘ス、 其 小勢 ナ ル ヲ偵ヒ 

進 テ戰ヲ 挑ム、 賊俄 一一 加 ハリ戰 甚苦ム 、將退 力 ン トス、 薩、 土、 垣 ノ兵來 リ援フ 、我 兵 叉 進 戰フ、 賊益 多シ、 遂 一一 退 キ歸ル 、我 

復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 五月 廿九 • 晦日 丄ハ 朔日  一 五 


復古 外 記 白 河口 截記 第一 明治 元年 六 H 朔日  一六 

.1 一 ん 二お 械役松 g 一  r^cs^^^_^^ 

.^  一  ノ  藏、 1  ーノ 兵士 福 島 一 私 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 六 s: 朔日、 長 兵 少人數 一一 テ， 田邊 へ 巡邏 ト シ テ差 越、 仙、 會 ノ賊ョ リ 取掛ラ レ 、援兵 申 來リ、 兵 具隊早 

速 根 田 迄 駆 付 候處、 勢 S 大垣勢 最早 引 揚ノ所 へ 行 逢ヒ、 我 除 適應援 - ー來リ 候-一 付， 一 戰ヲ途 ケ度段 申 人レ、 長 州 ハ右ノ 山 

へな 1- リ、 土れ ハ I 面、 此隊 ハ左ノ 山へ 登 リ候處 、長 州ノ登 候右ノ 山へ、 賊勢取 登 リ討掛 、追々 贼ハ 三方 ノ山ラ 取 切リ、 味方 及 

難儀、 本 營へ此 隊坂ロ 直 之丞ヲ 以テ、 援兵 申 遣 候 得 共、 深入不 致、 早速 引 揚候樣 申 來リ、 夫 ヨリ 繰 引 二 引揚候 二 付、 賊ノ 死傷 

相 分リ不 申、 味方 長、 大現等 へ 卽死手 負 四 五 人 有 之 ノ ミニ テ、 七ッ 半 過 歸營。 

〇 山 S 豐範家 記 一一 云、 六月 朔日、 白 川 湯 本街道、 我兵ノ 信地タ ルヲ 以テ、 始メテ 胸壁 ヲ築ク 、此ノ 日、 越 堀 一一 アリシ 砲 隊亦來 

著ス、 き 一 一大 垣ノ守 地仙臺 街道 二 當テ砲 聲ァリ 、我 六番除 十餘名 斥候 トシ テ出ッ 、大 垣官兵 苦戦、 薩、 長 援之六 番隊亦 共 二 

本道 正面 二 常 ル 、贼 前山 並 二 右ノ山 ヨリ 頻 一一 下射ス 、我 兵 地形 甚 タ 惡 シ ク 、彈 藥亦殆 ント 盡ク、 操引ラ 以テ 歸陴 ス 、 賊仙臺 

街道 根田ノ 人家 ヲ 放火 ス。 

〇 大 K 藩 記 -ー 云、 六月 朔日 九ッ時 頃、 長 藩 斥候隊 爲 巡邏、 仙臺 街道 泉 田宿邊 へ 罷越 候處、 同所 山中 ョ リ 賊及發 砲、 戰 ¥  二 相 

成険 由、 援兵 之 儀 彼 藩 ヨリ 申 越、 早速 薩、 長 S 弊 藩人數 繰出シ 、烈 敷戰爭 之處、 何分 彼 ハ 胸壁 一一 據リ相 防、 殊 一一 黄昏 一一 モ 相 成 

、义 ぉ矣、 さ i-t- - 、、統 隊, 八 口重 太 ：，# l,vo 銃隊 多代廣 1 一一郎、 

候 間 双 力 人數. L コぁ申 候 弊 藩 死- 1ゾ 郎、 市 川 痛吉、 „ 7 鹿 野 德次郎  I 

〇 東 山道 戰記 一一 云、 六月 朔日、 長 兵 半 小隊、 吾 藩 一 小隊 斥候 ト シ テ 白川ヲ 出、 根 田 ロヲ先 へ 押 行 候處、 賊ハ 山上 ョ リ其 小勢 

ナ ル ヲ見テ 、忽チ 兵 ヲ根田 へ 出シ テ官兵 一一 當リ候 間、 吾 ヨリ モ發 砲シ テ 暫時 打 合 候處、 賊 ハ退キ 候閒、 泉 田 村 迄 追 行 候、 然 

ル 二 其邊ノ 地形 甚不 〔且 、兩胺 ヨリ 夾ン テ擊 立候ハ 、 、可 逃 路モ無 之 候 間、 俄 二 兵ヲ制 シテ其 進ムヲ 止メ、 丘 ハヲ收 テ退カ ン ト 

致 シ候處 へ、 出 上 ノ賊、 殊 ノ外ノ 大勢 二 テ打テ 下リ、 巳 二 引 包ム可 キ勢ヒ 一一 相 成 候 間、 宫兵大 二 遽テ走 リ出シ 、遂 二 一  散 二 

逃歸リ 候、 此日 ハ思ノ 外 ノ難戰 -ー シテ、 官軍 不慮 ノ敗ヲ 取 候 也。 

〇 束 山 新聞 一一 云、 官軍 奥州 白 川 城 二 ヨリ テ、 暫 ク此處 二 滯陣セ シ 二  、賊徒 ハ 官軍 ノ 小勢 ナルヲ 侮リ、 五月 廿 六日、 廿 七日 ト 


兩 日、. K ヒ 一一 攻ル トイへ トモ、 宵 軍 防 戰烈敷 シテ、 遂 二 白 川へ 撃 入ルコ ト能ハ ス、 却 テ兵ヲ 損 シケレ ハ、 賊 兵：；^ ヒ 二 愤ルト 

^モ、 如， S 'ト モスへ キヨ フナク 、大勢 近 境ヲ取 卷テ只 城上ヲ 睨ムノ ミナ リ、 然ル 二 六月 朔日、 宫軍ノ  ョ リ長 州、 大垣ノ 兵 

六.：'、 計リ、 胺 サ邊 へ 斥候 ト シ テ出ケ ルカ、 賊ハ 山上 ョ リ是ヲ 見テ、 其 小勢 ナ ルヲ 侮テ、 引 包 ン テ撃タ ン ト シ、 忽 チ兵ヲ 

操 出シケ ル、 兩軍根 田 村 一一 テ 行進 セ シカ ハ 、大ヒ 一一 奮テ 打合ヒ シ 二  、敵ハ 力 へ ッ テ亂レ 立、 泉 田 サシテ 引退 ク、 ョ ッテ宫 軍 

追ヒ 行キシ 一一 、賊ハ 此事ヲ 小 田 川 ノ屯營 へ報シ ケ ル故、 俄 一一 大勢 ヲ操 出シ、 小山々 々 へ 兵ヲ 配ッテ 、官軍 ヲ 兩方ョ リ 夾ミ、 

引包ン テ打タ ン トス、 其氣 色顯然 トシ テ へ ケレ ハ 、忽 官軍 追 ヒ打ヲ 制シ、 手早 ク此處 ヲ引上 ケル、 然ル 二 敵 ハ思フ 圖ニ引 

え J ミ、 一 人モ殘 ラス 打タ ン トセ シニ、 ハ ャ宫 軍ノ 退キケ ル ュ へ 、手 箸ハ案 二相 逢 シテ、 空シク 山々 ラ 引返 キケ ル、 去レ トモ 

今日 ノ戰 爭ハ 、宵 軍ノ退 キロ 難儀 二 シテ、 今少シ 通力 リセ ハ 、旣 ニ賊 計-一 モ陷ッ テ大ヒ 二死 傷 モ有ル へ キナラ ン 、官軍 六十 

人餘、 長 半 小隊、 垣 一 小隊、 賊軍 1 一 百 人餘、 會津 兵、 仙臺 兵。 

〇 仙 臺藩記 -ー 云、 六月 朔日、 白 川 屯集ノ 官軍 一 ー百餘 人、 泉 田 ト申處 へ 進軍 發砲、 仙、 會 合併 七 曲阪迄 進軍、 八 字 頃 討 合、 午後 

三 字 烈戰ト 相 成、 官軍 方 根 田 酊迄引 揚ケ、 町家 へ 放火、 退ン トス ルへ 追 詰 發砲ス 、官軍 白 川 迄 引 揚ル、 慯ー 一人 offl^ ハ、 

ニ日、藤、長、土三藩ノ旗號ヲ以テ、本道官軍ノ旗號ト定厶。i(wilか^^ 

〇 山 €： 豐範家 記-一 云、 六月 二日、 先是、 各藩 旗 號區々 二 シテ、 識別 シ難 ヲ以テ 相議、 薩、 長、 土 三 藩 ノ旗號 ラ以テ 、白 川口 宫兵 

ノ旗號 ト定メ  、十日 毎-ニニ 旗ヲ輪 換ス、 各藩 皆 同シ。 

〇 淺野長 勳家記 一一 云 、毎月 四日 迄ハ 之 中黑ヲ 用、 五日 ヨリ 十四日 迄 土 之 中白ヲ 用、 十五 日ョ リ廿 四日 迄 長 之 隅違ヲ 用、 始 

終： 九 之 日 -ー 於 テ替リ 、薩、 長、 土 之 循環 相用ル 規則。 

〇 土 佐 藩 後軍？？？、 力 白 河 二 至 ル 。§fl 

四日、大總督府、牧野茂敬ほ§、ス初〇小.^立佐1|:|？ ヲ以テ 軍監ト 爲シ、 白 河口  二 赴 カシム。 

很古外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 六月 二  • 四日  一七 


復古 外 記 白 河口 戰記 笫ー 明治 元年 六月 七 • 九日  一八 

小 笠 原 唯 八 

奥州 白 川口 爲軍監 可 致 出張 候 事 OSI 

七日、 大總 督府、 白 河口 總督岩 倉 具定、 副 總督岩 倉 具 經ノ請 ヲ聽シ 、並 一一 之ヲ 罷ム。 

岩 倉大夫 

白 川口 總督願 之 通 被 免 候 事。 但、 當分 可爲大 監察 使、 一一 一條 左 大將之 附屬候 事。 I 倉 § 定&歴 ii 

〇 

岩 倉 八 千 丸 

白 川 ロ副 總督、 願 之 通 被 免 候 事。， き 賤經肺 

〇 東 山道 總督府 日記 一一 云、 六月 六日、 奧羽總 督御辭 表、 大 總督府 へ 御 差 出 之 事、 是 ハ 不得已 御情實 二 困テ ナリ、 

同 八日ま^、 曰 辭職被 閬盒候 事、 

同 十日 大島贤 司爲御 使、 白 川城竝 日光 山 へ 總督辭 職 被 聞 召 候 趣、 御 直 書 諸 兵隊 へ 賜フ。 

〇 薩摩藩 後軍 ？ や 千 白 河 二 至ル。 §11 

九日、 大總 督府、 大垣、 古河、 宇都 宮、 西 大路、 烏 山、 黑羽、 大田原 七 藩 及 ヒ蘆野 某 s^islsft 百 I、 

二 命 シテ、 白 河口 官軍 ノ輜 重ヲ掌 ラシ メ、 佐 野 藩 ヲシテ 之 ヲ助ケ シム、 大垣藩 之 ヲ辭ス 、乃チ 

之ヲ 罷ム。 

大 垣 西 大^ 宇都 宮 古 河 

右、 白 W 口 出張 諸 藩 之 兵食 賄 方 被 仰 付 候 事。 但、 四 藩 申 合 可 相 勤 候 事。 


J、  ,J 大 垣 藩 記 

丄  1 ノ， 月 1^ ぉ忠. K 家 _s 


〇 


大 


亘 

1- 


嘆願 之 趣 モ有之 候- 1 付、 大總督 府附會 計、 白 川口 兵 <K 取扱 方 被 免候樣 御沙汰 候 事。 


六 月 十 


曰 


大垣 

藩 記 


〇 


各 通 大久保 三九郞 

大田 原銼丸 

右、 白 川口 人夫 繰 出 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

但、 -.1:1 野 雄 之 助、 大田原 1^ 丸、 大關泰 次郞へ モ同樣 被 仰 付 候 間、 各藩 申 合、 精々 盡カ可 致 候 事 


ブ HIL 泰チ 6; 

魔 野 雄 之 助 


六月 十 


曰 


大 久保忠 順、 大田原 

勝淸家 記、 黑羽藩 記 


〇 但書 人名、 互 一一 用フ。 

〇  . 

佐 野 藩 

白 川口 出張-一 相 成 居候 官軍、 人馬 繰出シ 方、 大關泰 次郞、 大久保 三 九郞、 大 田原娃 丸、 芦野 雄 之 助へ 被 仰 付 有 之 候、 就テ ハ 

前條 四家ョ リ差圖 次第、 人馬 繰 出 シ方可 相 勤 旨 御沙汰 候 事。 

六月 廿 三 曰 難 I 


〇 七月 十一 一日 達 書 

各 通 大田原 姓 丸 

復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 六月 九日 


大久保 三九郞 

一 九 


復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 六月 九日 

大關 泰次郞 芦 

白 W 口人 夫 繰 出 シ方被 仰 付 置 候處、 以來隨 地理 人馬 舟 車 ヲ以運 轉無差 支、 精々 取 計 候樣更 二 被 

づ 1^ 征總骨 記、 大久保 

七 月 忠順家 記、 mi 羽 藩 記 

〇 東征 總督記 -ー 云、 右 白 川口 出張 各藩 へ 相 達 候樣、 伊地知、 板お- へ 相 達。 

〇 七 E: 七 E 古河 藩 上申書 

覺、 


隊長 小 杉 多 門 

小者 百 十四 人 


右 ハ 、白 川口 兵食 方 御用 相 勤 候 名前 之 通 御座 候、 以上 CI^M 

〇 西 大路 藩 上申書 

白 川口 出兵 人數 書、 


隊長 田 中 善 左衞門 

足輕 ト七人 

七十 一 人 


二  0 

野 雄 之 助 

§; 付 候 事。 


士分 六十 二人 


士分 十八 人 

小者 三十 六 人 


總人 數合テ 

七 e: 七 日 讀關^ 

-  Ills  E.  一 llln 

〇 土 持 左 平 太 手記-一 云、 七月 廿 一 日、 今般 督府 ヨリ 會計 方、 兵食 方、 人馬 方 被 仰 付、 會； 7^ ハ西 大路 鼓 古河、 宇都 宮ノ三 藩へ 

被 S. 付 候、 且 人馬 方ハ声 野、 大田 原、 烏 山 藩へ 被 仰 付、 人馬 給 銀 、兵食 賦、 左 ノ條々 御 規定 相 成 候 事、 

一白 米 六合 相 4 一へ 一 一 金壹朱 菜 代 一 銀 雜用 但、 三 口金 二 朱ッ、 相 渡 候 事、 

一夜 食料 銀 二.^ 五分 宛  ー乘馬 一匹 一日 ノ 飼料 二 拾 二.^ 


1 人馬 夫爱 人-一へ あ 貳朱ト 、草鞋 限 一一 シテ貳 百 疋ノ定 候 得 共、 當分先 貳百文 宛 相 渡ル、 左ス レ ハ馬 ノ處未 分、 追テ 可相定 哉。 

十日、 大總 督府、 奥 羽 追討 總督鷲 尾隆聚 I、 ヲ以テ 參謀ト 爲シ、 白 河口 一一 赴 力 シメ、 翌日、 東 山 

道 總督府 參謀板 垣 正 形、 伊地知 正 治 If 、參謀 補助 ト爲シ 、隆聚 一一 屬セ シム。 

.  鷲 尾侍從 

大總督 府參謀 被 仰 付、 奧羽 追討 白 川口 出張 可 有 之 被 仰 付 候 事 CIns&J&i 

〇 十三 日、 隆聚 東京 ヲ發 ス， 麥看ス へ シ。  . 

〇 十 一 日 板 坂 正 形 へ 達 書 

東 山道 總督麻 參謀被 仰 付 置 候處被 免、 大總督 府參謀 補助 被 仰 付、 白 川口 出張 各 兵隊 驅引可 致 旨、 御沙汰 候 事。 W ぼ ^ 正 I 

〇 卜 四日 同上 再達嘗 

鷲 尾 侍 從奧羽 追討 白 川口 出張 被 仰 付 候 間、 同人 指禪 一一 從ヒ、 當役ヲ 以テ可 相 勤 旨 御沙汰 候 事。 W ほ fc^l 

〇 正 治へ ノ宣達 寄 ハ之ヲ 佚ス、 按ス ル 一一 、奥 羽 追討 日記 一一 六月 一 不 三日、 隆聚白 川常宣 寺へ 著陣、 卽刻參 謀 伊地知 正 治、 

板 お-退 助 御 招 一一 テ 、御沙汰 書 御 渡 二 相 成 候 事 トァリ 、蓋シ 正形ト 同一 ノ命ァ リシナ リ、 叉 八 月 以後 ノ移 文、 二人 ノ手二 出 

テシ 者、 皆 單ニ參 謀 ト署シ 、山 内 豐範家 記、 亦 伊地知、 板 垣 兩參謀 云々 ノ文ァ リ、 是 一一 由テ之 ヲ觀レ ハ 、一 一人 後更メ テ參謀 

ニ任セ シナリ 0 

〇 附録 三條 

.  島 村 左傳次 . 

白 川口 出張 中、 御 使 番役被 仰 付、 軍監 牧野 群 馬 承リ 合、 諸事 勤 仕 可 致 旨 被 仰 付 候 事。 

\  ^  t  L ョ奧羽 追 

ブ月 4 プ 日 討 =1 記 
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〇 

三 浦 淸太郞 

右 御 使 番役被 仰 付、 鷲 尾 侍 從へ隨 從可致 旨、 被 仰 出 候 事。  , 

七， 月 六 i  i 

〇 奥 羽 追討 日記-一 云、 六月 二十 五日 已ノ 刻、 山縣 小太郞 大總督 府ニ於 テ寡君 、聚 附屬御 使 番役被 仰 付、 白 川當著 

之 事 C 

十二 日、 贼兵、 路ヲ分 チ白河 城、 及ヒ白 坂驛ヲ 襲フ、 官軍 邀へ撃 テ之ヲ 卻ク。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 六月 士 一日 未明 ヨリ、 會、 仙、 一 一本松、 棚 倉等ノ 賊徒 八方 ヨリ 壟來 イタ シ、 一 番砲除 之 儀ハ、 初 ヨリ 石 

川 街道 M:  メ場受 持 二 テ、 致 番兵 居候 處、 右 同 刻、 賊徒 四方 ヨリ 押來致 砲發候 付、 大砲 之儀ハ 本道 へ 押 防戰、 一 番遊擊 隊モ同 

樣、 組 擊四番 除、 御 兵 具隊 ハ 左右 へ 相 開キ、 組 擊统砲 烈數打 立 候處、 終 -ー 賊軍 敗走、 追討 候處、 諸 所 へ 逃散 リ候 付、 八ッ 時分、 

總勢 曳揚、 四 番隊石 川 街道 當番 -ーテ 、一 一番 分隊 鹿 島 番兵 所 へ 相 固 居候 處、 當 朝六ッ 半時 比、 砲 聲相聞 得、 關山之 方 へ 斥候 差 

出 候 得 共、 壟 來之樣 子 無 之、 五 ッ 比 相 成、 石 川、 本 沼 之兩道 ョ リ 、賊兵 千人餘 急速 二 押 寄、 徵岳 ノ 出 手 -ー 押 登リ、 一 一番 分隊 山 

手 防戰ス ル 2 一一、 四番 本隊 續來テ 鹿 島 ヲ守リ 、三番 分隊 搦村 山上 ヨリ 繞リテ 、賊 ノ橫合 二 組 擊シテ 、本道 二 突出 ス、 一 番遊 

擊 正面 二 テ戰、 贼 大敗 シ、 本 沼之邊 二 テ追擊 ス、 日 午 歸營、 手 負 三人、 f# だ ハ 1^ 丘 ハ具隊 ハ 搦村 へ 走 向 ヒ候處 、本道 二 

ハ 一 一本松、 棚 倉、 會津等 ノ賊、 此方 ノ 遊撃隊 S 四番 隊ト戰 居候 處、 我隊ハ 一 一手 二 成、 一 手 ハ川手 ヨリ 櫻ケ閥 ノ賊ヲ 打拂、 一 手 

ハ 溺村ノ 山へ 取 登リ、 賊 ノ後ョ リ打立 候處、 本道 ノ 味方 鯨聲ヲ 發シ 二 時 二 追 掛ケ、 賊散々 一一 賊走シ 、此所 一一 テ會藩 猪口 源 

吾、 棚 倉 藩 川勝彌 一 郞、 仙臺 何某 等 ヲ始ト シテ 、賊ノ 斃ル者 算ナシ 、我 隊卽死 一 人、 § 子 手 負 一 人、 fl 賓六 番隊原 街道 堅メ 

ノ當番 一一 テ 御座 候 處、 朝 五ッ過 比、 賊徒 遙 二見 ュ ル間 アツ テ、 向 之 方 十五 六 町隔タ ル岡ノ 上 二 出ル、 又 下へ モ見ュ ル間、 近 


ク 寄ルヲ 4?.- ケ ル 二  、湯 本街道 土 州 兵、 川ヲ隔 テ戰爭 始メ、 互 二 發射ス 、然ル 二 當隊ハ 當番之 事ナレ ハ 、 一 分隊 ヲ殘 シテ、 三分 

隊ヲ 繰出シ テ是ニ 常ル、 賊兵 大小 銃砲 ヲ岡之 上、 松 之 蔭 等 ヨリ 烈數打 懸ル、 敲 三百 人 計ト 見得 タリ、 間 合 近寄 候處、 直ニ大 

包 打 ル、 當隊 激發シ テ祌速 二進 擊ス レ ハ 、大砲 一 一 發モ打 事 ァタハ ス、 賊兵 次第々々 一一 敗走 ス、 一 里餘リ 追討 シテ 兵ヲ 引揚、 

堅ク相 守リ 候、 戰死ー 一人、 舰魏 g 飾、 > 長 手 負 一 人、 雄 W 、田 三番 隊、 仙臺 街道 大垣兵 持 場 應援卜 シテ繰 出ス、 賊 山岳 ヲ f 防戰 

ス ル ヲ攻擊 シテ、 其ノ 山-一 攀 躋ル、 賊防キ 兼、 其 山 ヲ去テ 後 ノ山ニ 憑ル、 亦 防守ス ルコ ト能ハ ス、 散々 二 遁逃ス ルヲ、 會津街 

道. K 谷地 村 迄 尾擊、 义仙臺 街道 根 田 村 ヲ指テ 追討 シ タル 兵 モア リ、 故 一一 方 ヲ轉シ テ根田 一 1 進ミ相 合ス、 贼山^ 野瑭 一一 埋伏 

防 1、 或ハ 山岳 ヨリ 稠敷發 放、 我 除 富 戰シテ 、山 趾等ノ 賊ヲ追 ヒ散シ 、叉 山岳 ノ疊壁 ヲ碎ン ト、 兵ヲー ーッ 二分 チ攻 擊ス、 賊拒 

戰スレ トモ 遂ニ 敗レ、 壁 ヲ棄テ 落 去ス、 其ノ 賊營ヲ 放火 シ、 一 字 頃凱陣 C 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 六月 十一 一日、 賊 七道 來リ侵 ス、 此時鹿 島 口 ハ 薩 兵之ヲ 守リ、 我 一 一 中隊 獨リ棚 倉 口 一一  當 レ リ、 賊ー 一大 險 

許、 三 手 二分 レ來ル 、我 兵 五六 一一 分レ、 前後 二 出没 シ之ヲ 撃ッ、 賊砲 一 門、 小銃 十五 六、 僵尸八 九 ヲ弃テ 走ル、 追 蹈擒獲 ァリ、 

a 一  に C 溝 都 千吉、 後 

i ヌ犓 ース 遂ー 一死 ス、 

〇 山 内璺範 家 記 一一 云、 六月 十一 一日 平明、 棚 倉 街道 ニ當リ 大砲 四 五 聲ス、 暫クァ リ我信 地金 金 正 寺 山 ヨリ 賊ノ 壟來ヲ 報ス、 輙 

チ高星 左 丘 ハ衞、 三 原 鬼 彌太赴 之、 此ノ日 山 ヲ守ル 者 十 五番 隊長 山地 忠七、 十六 番 隊長 若 屋讓助 ナリ、 續テ大 石 彌太郞 一 一番 隊 

並 二 斷金隊 半隊ヲ 監シ、 是レ 二 向フ、 距離 甚タ 遠ク、 賊 彈達ス ル甚タ 稀 ナリ、 我 兵 僅 二 應發ス ルノミ 、高屋 、三 原 等 轉テ湯 本 

口  ニ向フ 、當處 ハ 五番 隊長 宮 畸 合 助、 砲 隊長 北 村長 兵衞守 之、 徒監 桑原 介 馬 斷金隊 半 隊ヲ率 ヒ 赴 之、 賊 米村ノ 民家 及 ヒ 山林 

二 ソヒ發 射ス、 北 村長 兵 衞直チ ニ應 之、 四 番除谷 神 兵衞、 八 番隊吉 松 速 之 助、 十四 番隊 桑津ー 兵衞 等、 亦 齋ヲ麥 田 二 散布 シ、 

進 テ賊ニ 迫ル、 賊勢頗 ル沮ム 、金 正 寺 山 一一 向 フ六番 半隊、 一 一番 隊、 一 番隊、 士 一番 除及ヒ 守兵 十五 番隊、 十六 番隊ト 同 ク進擊 

シ、 各處 一一 奮 戰ス、 山 下 ノ贼モ 亦 走ル、 追 擊賊ヲ 殺 ス不少 、遂- 一大 谷地 村ノ 賊營ヲ 放火 ス、 湯 本道-一向 フ四番 隊ハ、 砲 除ト共 

二 奮撃 シ、 北 ルヲ逐 ヒ上柏 野 二 至リ、 贼營 ヲ火ス * 同處左 ニ向プ 十四 番隊並 二十 一 番隊、 亦 追 擊シテ 熊 倉 村 二 至ル、 祖ハ乂 江 

復古 外 記 白 河口 戰記 第一 明治 元年 六月 十二 日  二三 
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可成、 初 メ米村 ノ賊ラ 破リ、 西山ノ 砲聲止 マサル ヲ見テ 、斷 金隊及 八番隊 ノ 分 t ハ ヲ 合 シ 、娀ノ 背後 二 出テ 、火 ヲ 村落 二 放ッ、 

賊顧テ 砲 臺ヲ捨 テ走ル 、一一 一番 隊 、 五番 隊亦來 リ、 齊ク追 擊スル コト凡 ソ里許 二 シテ、 兵 ヲ收テ 凱旋 ス、 時 ニ已ニ トニ 時ヲ過 

ク 、此日 、賊 四面 攻擊、 各藩 ノ 信 地皆戰 テ悉 ク勝 之。 

〇 松 平 忠敬家 記 一一 云、 六月 十一 一日 朝六ッ 半時 前、 賊方 二 テ砲聲 相 聞 候 間、 斥候 差 出 候處、 賊兵 ハ 兼テ 夜中 ヨリ 近 村 へ 繰 出 居、 

常 手 持 場 棚 倉 道邊、 右 之 方 白 坂 閒道大 沼 ヨリ 左 之 方、 森林 之中ョ リ棚食 へ 懸ケ、 賊兵凡 四 五 百 人 計リ埋 伏、 又 棚 倉 道 ヨリ 旌 

旗 押 立、 大隊 一一 テ寄 來リ、 左手 ノ山 へ 登 リ烈敷 砲 發致シ 候 一一 付、 弊 藩 番兵 僅 拾 人 一一 テ 防禦、 格外 苦戰及 砲撃 候處、 追々 人數 

繰 出 シ候得 共、 暫時 之 間、 右 番兵 計リ 一一 テ 大勢 引受、 寳-ー 苦戦 - 一有 之 候、 追々 賊之 登リ候 山へ 登リ、 隊長 平野 皆 雄、 奧 平內藏 

太初、 丘 ハ隊貳 拾 人 程 二 テ賊ヲ 追 致 衝突 候處， 賊致 敗走 候 二 付、 一 ト先ッ 番兵 所 へ 引取 候處、 叉々 賊相 趣キ候 二 付、 隊長 黑屋 

精 一 郞、 大砲 方 安井 金 吾、 酒 井 善 三郞致 進擊、 晝九ッ 時 S (引取 申 候、 賊討取 一 人。 

〇k 坑藩記 -ー 云、 六月 十二 日朝 五 字、 白 川 城 四方 口々 へ 賊兵共 襲 來致シ 、采女 正 人数 持 場仙臺 口、 竝會津 口、 右兩道 山々 ョ 

リ頻 -1 擊懸リ 候 -ー 付、 烈敷 防戦、 且 進撃 致 シ候處 、追々 賊山々 へ 散亂、 仙臺 街道 ハ薩 藩、 弊 藩、 會津 街道 ハ薩、 土 藩 ト合兵 追 

寸士、 1 -,w,u  、-、 お. ^、\4, 良 i  、統 隊，^ 村 泣 M 允、 川峪志 津右衞 門" 安藤 木 夬郎、 一一 一輪 降 太 

fa 一 一，.. マ は A^..Jf  ^ 弓 f  ノノ 郞、 岡峙末 太郞、 廣渾乙 四 郎、 銃卒 桑原 重吉、 夫卒ー 人、 

白坂^? 一  分隊 之 人數、 同日 八 字 S っ黑 川口 ョ リ 賊進來 、大小 砲烈敷 打懸候 -ー 付、 黑羽 藩ト合 兵、 同樣 防戦、 且進擊 仕 候處、 賊 

山手 之 方 へ 散亂、 训進擊 仕、 十一 一字 頃、 人 數引揚 申 候、 手 負 一 人。 |§|、 

〇 黑羽潘 記 二 云、 六月. H 一  日朝 卯 中 刻 頃、 西 原、 黑 川口 ヨリ 賊兵五 4-.^ 程、 白阪 1： 場 へ 向 龍來及 砲戰、 尙追々 賊兵相 加リ、 凡 

一 一 百 人餘ニ 祁 成、 頻 双方 靳= 及 砲戰、 侬之、 味方 三方 ヨリ 進撃 仕、 午 時 二 至リ、 遂 二 勝利、 因テ 八町餘 追討、 太 垣 藩、 當家 二 テ敏 

一 人 討 取。 

〇 東 山道 戰記ニ 云、 六月 十二 日辰ノ 時、 叉 東方 一一 於 テ號砲  一 |ま響 キ候 間、 必長丘 ハノ持 場へ 襲 來セシ 哉 ト存シ 候處、 又 吾 藩 持 

場 及 薩 、土ノ 持 場ノ湯 木、 石川ノ 方へ モ賊 兵火 二 壟 ヒ來リ 、頻ニ 發砲攻 立 候、 然ル 二 此奠ノ 日、 黑 川口、 湯 本 ロハ 土 北ハ持 二相 


成、 石 川口、 金 生 寺 山 ハ ^兵 持 一一 相 成 候 二 付、 右 等 ノロ 々 ハ 烈敷防 戰相成 候 也、 吾 藩 ハ 兩路 、チ^. -  ノ 胸壁へ 兵 ヲ配シ 、發 

砲シ テ防キ 候、 然 ルニ此 日モ賊 丘ハノ 懸リ 至テ 手弱ク シ テ 、敢テ 吾 方 へ ハ進ミ 不來、 只 遠 合 ヨリ 打懸 ル而已 ナリ、 此 時薩、 土 

ノ 援丘ハ 一 小隊 ッ、 吾 持 口 へ來 ラレ 候處、 各 敵 ノ遲キ ヲ憤リ 、急 二 左右 ヨリ 進 ミ行キ 候 間、 吾 藩モ急 二進 テ賊ノ 據リ候 山 腰 

へ 迫 リ候處 > 賊ハ 忽チ逃 出シ、 追々 二 散リ行 候、 然ル處 、爱ニ 一  ッノ 小山 有 之、 此山ハ 樹木 茂リ、 且 山容 獨立 二 シテ、 他ノ山 

ト ハ 少シ 離テ有 之、 此山 一一 賊兵四 4- 人 餘モ競 ヒ 登リ、 切 二 發砲 シ テ有之 候處、 諸 山ノ賊 ハ已 ニ亂レ テ逃去 ト雖モ 、少シ モ 不 

知シ テへ S モ 發砲シ テ有之 候 間、 吾 藩 正面 ヨリ 打 向 ヒ候處 、土 兵ハ左 ヨリ 突入、 it 兵ハ右 ヨリ 廻テ 山背 ヨリ 打 立 候閒、 賊兵逃 

ル 、 不能、 可憐 此 四十 餘人、 釆かク 同所 二 討 取 候、 右ヲ 能々 視撿ス レ ハ 、皆 仙臺兵 也、 夫 ヨリ 各 路ノ持 口 ラ觀ス ル 二、 賊ハ 皆々 

敗走 シテ、 早 ャ遠ク 引退 候、 此曰白 河へ 來リ候 賊ハ、 四千 餘人ノ 由、 討取ハ 百 六十 一 一人、 f  5^11  人 白 % 

同日、 白 坂へ モ賊丘 ハー 一 百 人 餘壟ヒ 來リ、 驛 ノ兩腋 ヨリ 攻立候 由ナレ 共、 吾 藩 及 黑羽兵 トモ、 前日 ノ 周章 ヲ取シ ヨリ 以後 ハ、 

警戒 最 モ 嚴重 二 シ テ 、終 二 少 モ 不惰候 間、 今 m ハ侬然 トシ テ 不驚、 皆 暴 壁 二 據テ 發砲致 シ、 敲ノ勢 ヒ稍衰 へ 候 ヲ見テ 、忽 チ 

壘， ヲ脫 出シテ 突入 候 間、 賊ハ 散々 一一 逃 去 候 也。 

〇 東 山 新聞 一一 云、 六月 十二 日 早天、 白 川 城ノ東 二 當テ號 砲 一 聲響 クト均 シク、 又々 賊 兵襲來 イタ シ、 棚 倉 口、 石 川口、 仙臺 口- 

會津 口、 帝-生 寺 山、 本 口、 黑 川口 へ ト 四方 八路へ 兵ヲ分 ケテ、 透モ有 ラセ ス押寄 ケル、 此時 宫軍ィ ツモ ノコ トク、 臺場 胸壁 

ハ. &  ニ及ハ ス、 小山々々 へ vij ハヲ配 ッテ、 敲ノ 間近 ク來ル ヲ待テ 組ヒ擊 ニ打タ ン トス、 敵ハ 先度 ノ 敗軍 二手 コリ ヲナシ テ、 今 

度ハ 容易 二進 ミ得ス 、只 遠方 ョリ臺 場ヲ目 懸ケ、 大小 砲ノ 矢種 ヲ惜マ ス雨 ノコ トク 二 打 カク ルノミ 一一 シテ、 曾テ 間近 ク進 

ミヨ ラス 、總方 矢 i ラ費ス ノ ミナ リ、 此時 官軍 此氣ヲ 察シ、 斯クテ ハ事 ノ果サ ラマ シト、 直 二進 ンテ 敵へ 當リ、 無 一 一 無 三 二 

突懇ケ シカハ 、敵ハ 忽 チ散亂 シ テ 思 ヒ々々 二 逃 行 グ ルカ 、此時 仙臺兵 一 隊 、會津 口 ナル 小山へ 登リ、 白 川 近 ク進ミ 寄、 必死 

ト ナツ テ 打合ヒ シ 一一 、賊兵 追々 負 色 二 ナリ、 皆々 後へ引 退キ ケ レ 共、 此 兵計リ ハ斯ク トモ 知 ラス 、尤此 山 ハ 東南 二 離 レテ聳 

へ タリ シカハ 、味方 ノ 進退 へ更 二見へ ス、 只 砲聲ノ 聞へ ケ ル故、 味方 ハ猶モ 進ミ行 キシナ ラン 杯ト、 泰然 トシ テ在 リケ ルカ- 
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官軍 勇ン テ 追討 イタ シ、 山々 ヲ追ヒ 行 ク處ニ  、此 山計リ ハ敵モ 退ス、 只 イツ マ テモ： W へ 居 故、 官軍 大 二 不審 ヲナシ 、此敵 

ハ 何國ノ 兵力 ハ 知ラネ トモ、 賊ニ ハ似 氣ナキ 振舞 カナ、 去ラ ハ盡ク 打取 吳ン ト 三方 ヨリ 引 包ミ、 右 ヨリ li 州、 左 ヨリ 土 州、 

正面 ヨリ 大垣ト 、思 フ儘ニ 中二 取 卷キ、 先ッ 正面 ヨリ 攻立 ケレ ハ、 仙臺兵 ハ大ヒ 一一 驚キ、 周章 テゥシ 口へ 逃ケン トス レハ、 

薩兵 ハヤ ク モウ シロ ラ斷 截リ、 筒先 下リ 二 打力 ケ タリ、 仙臺丘 ハイ ョ 々々恐 レ ヲナシ テ右ノ 谷間へ 逃ン トス レハ、 土 兵橫ョ 

リ突カ ケシカ ハ 、進退 爱ニ極 マ ッテ、 哀ム へ シ仙兵 四十 餘人、 此所 二 オイ テ 一人 モ殘 ラス 打タ レケル 、夫 ヨリ 諸道 ノ持ロ ハ 

思 ヒ々々 二 追討 イタ シ、 未ノ刻 二 允ハヲ 纏メ、 凱歌 ヲ唱へ テ引揚 ケル、 官軍 千 三百 人餘。 

長 


，賴 g  一 if 一番 git 1 番大璁 

石 川口 


土 

T 當ロ 

仙臺ロ 


^  二番 n 一番 四《  一  《.K^ き」、ぼ、^5^- 

^ 五 恭六番 遊 擎兵具 臼砲 台-ノ^eス々も 

八 小 除 遊撃 大砲 合 ral 百人餘 


湖 倉 口 

畑 宿 口 


二番， ！> 包 

三番 づ vfl 


畑 宿 口  二 小隊 

仙 « 兵 津 兵 

中 村 兵 棚 倉 兵 

會津兵 仙 辜； 兵 

一 二  # 兵 

金 生 寺 山 n 麟；！ 仙蹇兵 

遊 擊 諸道 


合 百人餘 

三百 人餘 

千人餘 

五 百人餘 

合 千人餘 


垣 

黑 

石 


川 口 


仙臺ロ 

き 津 口 

白坂驛 

羽 白坂驛 

會 津 丘； 

二 本 松 丘 i 

會 津 丘 


t  3 售 湾 ぶ 

會涛ロ  1；®  0 も； 


湯 本 口  I  ， お 


五 小隊 大砲 

二 小隊 大砲 

二 小隊 

仙臺兵 
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〇 仙 臺藩記 二 云、 六月 十一 一 日、 列藩 兵 ヲ分テ 白 川ヲ總 攻ス、 本道 口 會津、 一 一本松 合併、 左 ハ 仙臺、 會津 合併 一一 テ 進軍、 細 谷 十 

太夫、 4^ 松 澤掃部 之 助、 白 川 入口 愛宕山 迄 攻上リ 、西 手中 島 共衞之 助、 會津福 島 合併、 大 谷地 村 ヨリ 攻入 リ發 砲、 石 切 山ノ官 

軍 ヲ討拂 、盆 進テ發 砲ス、 東 手 棚 倉 道 金山 口 ョ リ 佐藤宫 内、 會津、 棚 倉、 相 馬 合併、 合戰阪 ト申處 ヨリ 討 入、 町 裏 胸壁 近迫テ 

發砲 及、 最早 一 擧 一一 攻入ン ト 相 見 候處、 合 戰阪ノ 手 敗走、 官軍 追 擊烈ク 、死傷 多分 一一 相 出、 引 揚ルト 官軍 本道へ 一 倍シ、 西 手 

石 切 山 へ 向タ ル 兵隊、 本道 ノ橫合 へ 討 テ出ル ノ機會 ヲ失シ 、却 テ引揚 侯 故、 本道 一 方大 苦戰、 一 一本松 勢崩レ 立、 會藩 隊長 戰 


死、. 邓-田 山 へ 引 揚候處 、官軍 一 一手 二分 レ テ進擊 至急、 和 田 山 二 テ死慯 多分、 七 曲阪上 マ テ引揚 候處、 官軍 和 田 山 二 上リ、 陴屋 

陴星ヲ 燒拂候 故、. K 松 澤掃部 之 助手、 小 栗 大三郞 、平 田 小 四郞、 精兵 僅 四十 四 人、 左右 ヨリ 進 ミ烈ク 發砲攻 立 候處、 官軍 引揚、 

終 一一 和 田い ヲ守 返、 會藩應 援入代 テ和田 山 一一 陣ス 、黄昏 敗 兵 ヲ小田 川 及 矢 吹 迄 引揚申 候、 白 川 兩手野 州 羽太 ト申處 ァリ、 大 

立 目、 武藏、 會津、 一 一本松 合併、 拂曉米 村 ト申處 迄 連 軍 砲戰、 然 ル 一一 大谷 地口 敗 レ テ 、 官軍 當手ノ 後ヲ斷 ン トス ル故、 急 一一 羽 

^ へ 1„1^ 方跌、 卜 一 下 顷 二 至リ大 苦戰、 會 ノ 隊長 相 馬 太郞ヲ 始メー 一十 餘人ノ 死傷、 一 一本松 藩 十 餘人戰 死 二 及、 大敗 引揚 候、 

ゾ <■ 弓. fepfl- ハレが， がー もま 5.^ ま 內ゲ朝 之^ 佐 藤 音 冶、 武田文 之 進-山 口 左右 平、 ぉ子膨 助、 香 川 力、 甲 E 龍 之 pr 木 村， U 治、 本內 

死 六十 人、 き紘£^?^&^^^£3%き？&^、8&太、佐§ぉ丞、佐藤顺治、高權利平、佐讓治、小野傳右衞門、 

5,也リマ>、^.、，2^.^£5.、<守.ゼ久逢、ト京直台、靑木千代松、千葉彌左衞門、石田嘉吉、小澤榮藏>高橋喜代藏.、高橋新五郎、西ほ淋1|-、、古，.^1！ 

-&、.^^、  |85§%§|?§、£き、5^ミロ卢£|甜ブ~藤£べ川名利吉、|市右衞門、墓千£， 櫻井£#、ま5ゅ。： 

ト/ ね i5.TaAJ 力 i 之 助 >**六|,  -  ,  ：  VG 隊長 宮？ t 莊七郞 、小隊 長 渡邊秀 三郎、 统士服 部 龍 之 進、 佐 藤 辰 一一 一郎 丹 野彌右 們。. ^ 

M^^^^M^^m^^  - 十五 人 iSi 一一 一 娘け が ¥1、 小 f 治、 高 橋甚之 助、 石 母 田 林 治、 菊 池 八 郎佐久 間 勇 之 助 今 

付お S  > 小"；^ 右衞 門、 梅 森 菊 之丞、 後藤 善 之 助  >  佐 々木 勘 之，、^ 田 ||  .j; -、， 山^ 

稱 門、 顧^、  ゆ 3.^、 輔治、 忠七、 後遂 一一 死ス、 €s 一一 一名、 雑兵 一 名 

〇 丹 羽 長 裕家記 一一 云、 六月 十一 一日、 我 兵、. 11;, 田 丘 f 仙 兵、 會兵、 棚 兵 一一 合 シ テ鹿島 口 一一  進軍 ス 、 我 先雙石 ノ山 一一 傍ヒ、 各隊ノ 

出ルヲ 待ッ、 |陴營1 似： ヨリ 休 戰ノ報 ァリ、 ，；^ 碓丘 ハヲ引 カント？ レハ、 則チ I 頻 リニ 聞 

ュ i テ合 戟阪ー ii 應援ス 、各 除 叉 タ砲擊 ノ形狀 ァリ、 垂 一隊 ヲ 分配 シ、 一隊 ハ溺 目-一進、 て、 ニ除ハ 近傍 山上 一一 登リ、 均シ 

ク營ヲ 砲 擊ス、 細倉ノ 兵 S 似い 來リ應 援ス、 時 一一 關和久 陣營ノ l、s 纖續 If I きま 會兵ニ 小 除 櫻岡 一一 進ミ 、別 一一 我 

,, 、、原註、 隊長 丹 羽 右近、 奧野彥 兵 き， ヒ、 一 ート象  一二 ロシ、 本？？ 5 ヲ經 阿武 稷 リノ 右一 一 傍フテ 進擊應 援ス、 會兵徵 岡 ヲ燒キ 盆 マ ス 進ム、 

ヌ，、 擎峰 金左衞 門、 三 小隊、 .  rx.x  i«  BI 

彼レ 大砲 ヲ連發 シーア、 大 一一 激戰ス 、仙ノ 隊長、 聽郞 f 會ノ 隊長 服 i? 彈 丸一 一中 テ幾ル 、彼 レ大ヒ 一一 奮フ、 我 兵撓マ ス奮 

闘數 時、 是 一一 於テ我 一 小隊、 顧 HJI- 會兵 一 小隊»赃市小-^&チ 二 阿武 喂川 右岸 ノ li ヨリ 進 ヲ敵陴 歸麟、 車屋 ヲ取リ 、物 i 將 

ナ 二 鹿 島 一一 人 ラン トス、 彼レ更 一一 搦目 ヲ襲ヒ 、棚 兵 忽チ清 ュ 、是 ョ リ敵兵 前後 一一 迫リ 、東軍 頗 ル苦戰 ス 、我 兵 互 一一 救援、 代 ル 

- ま 4- す^.! お 4^、 ト休き 丘 ハ衞、 吉 w。 し 、、軍 目靑山 甚 五右衞 門、 統士 阿部 川 介八郞 相 田 友 

代ル殿シテ本營ニ歸ル、此役本藩死五人、概針麵^?田ナ^.王、，#佐軍# 傷 九 人 S 進 ほ 城 E 力、 鈴 f 之 介、 銃 卒吉井 金蔵、 土  i 
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衞門， 手 卯 三郎， 司 ョ：？ J  、、原註、 統士隊 長大 谷 鳴 海 信 古、 统卒 隊長 靑山 》^ 右 衞門正 き-、 ト 原註、. R 川領， ヲき ノテ くノ  J  二  itM ス 、 

fn、s ハ、 同 曰 我 r ノ 叙>合ニ小隊、軍0:丹弱舍人明誰、副軍《:高橋文：，十政舉、會^ 追原我兵ノ陣所、 ヲ？ ーフゎ 山 二進 軍フ 

會兵 先ッ砲 發ス、 我 丘ハ之 一一 從フ 、敲 兵進テ 堀川 一一 烈戰 ス 、其 際 我丘ハ 大砲 ヲ連 發ス、 彼レ 爲メ- 一狼 狠ス、 我レ之 レヲ追 テ川ヲ 

渡リ、 大ヒ 一一 進 擊ス、 時 二 f ハ 一 小隊、 杉山ノ 北面 一一 進テ撗 擊ス、 我 兵 if 小大 鳴 頗ル苦 戰ス、 分 除 P  、ー靑 小山 ~右 來 テ應援 

シ、 將サ 二 新田 ヲ燒キ 、杉 山 ノ兵ヲ 夾擊セ ン トス、 時 一一 會兵 敗走 ス、 彼 レ專ラ 我 兵 二 迫ル、 遂 一一 防 ク能ハ ス、 午後 五 時 休 戰ス、 

七殳. 入 本 R 丹羽舍 人、 统士田 島 一 复， „-_vo 司令 士丹 羽、 王 馬、 統士西 崎 多 助、 极來八 之 進、 大森剛 太 郞> 毛 利 熊 次郞、 杉村弘 之丞、 

ネ機タ ニー ソ 郞兵衞 、銃 卒齊藤 孫吉、 §プソ 銃 卒渡邊 和 介、 靑山 伊右衞 門、 手 新 右衛門、 銃士遠 藤单之 介、 华之 介後遂 一一 死ス 

〇 阿部 正 功 家 記 一一 云、 六月 十一 一日、 東軍 又 白 川 ヲ攻ム 、金山 ノ丘ハ 合戦 坂 及 十 文 守 大沼村 一一 進ミ、 釜 之 子ノ兵 嫋村及 其 山中 二 

進 £  、諸隊 共 二 大 二 葡戰 シ テ 、數敵 ヲ退 クルト 雖 トモ、 利ラ逞 スルラ 得ス、 遂ニ兵 ヲ收ム 、此 日、 釜 之子ノ 兵 仙 藩 小隊 長 佐 伯 

勇 三郞、 會藩 小隊 長 猪 P 源 吾等 戰死 ス 、其 他 各藩 死傷 多 シ 、我 藩 死 卜 五 人、 脑 妊き fsHllffcfos 尊刚 一一 1 ^翻， 

祭 次 郞、： 友 一一 一郎， 藥 方屮， お 仲 助、 統卒野 口 傳左衞 J^al^hq  統卒 小隊 長洒井 六右衞 門、 副 軍 目 井口 熊 五郎、 銃 士大原 磯之 丞、 富加须 

門 ノ牛贺 金右衞 1： 、石 川 金 八、 iKE 八十 吉、 農兵 二人、 i^^TG  ノ 半彌、 吉 £ 繁次郞 、石 崎 松 五郎、 小 河市藏 、富渾 元， お郞、 務川又 一郎、 志 

村 兵 一 、武川 平 ：九 郎、 渡邊 一一 一次 

郞、 统卒茂 木榮之 助、 €兵 一 人、 

〇 相 馬 誠 胤 家 記 一一 云、 六月 十二 日、 白 川 總攻ノ 報告 ァリ、 黎明、 關 山ノ號 砲. パ發ヲ 期 トナシ 、各藩 道 ヲ分テ 進ム、 我 藩 大沼ロ 

二 向フ、 敵 月見、 月 待 ノ兩出 頂 一一 胸壁 ヲ 構へ 、僅-一 應砲ス ルノミ 、故 一一 分隊 布 列、 進テ 山麓 一一 逼リ挑 戰ス、 敵 兵漸ク 加リ， 四 

\t 砲 ヲ以テ 射 擊ス、 我 兵 大小 砲 ラ以テ 攻擊、 尤苦戰 ス偶會 兵 來援ク 、時 二 仙、 棚ノ兵 合戰阪 一一 進ミ 戰ト雖 トモ、 死傷 多ク、 遂 

二 丘 ハラ 引 テ走ル 、敵 尾 シ來リ 、我 歸路 ヲ絕ン トス、 止ヲ得 ス退テ 八幡 山 二 至ル、 敲敢 テ慕ハ ス、 各藩 ト共 二 兵 ヲ歛テ 金山 一一 

ス、 跌 1 、。お 卒佐藤 

フ f  , ソ 傳左衞 門、 

〇扳<15 勝 達 家 記 一一 云、 闺 四月 廿 八日、 福 島 藩 兵隊 一 一 小隊 程、 棚會 應援ト シ テ操 出シ、 五月 廿 六日、 新 城 村 ョ リ 町屋村 へ 轉陣、 

增見村 ヲ本營 トス、 六月 卜 一 一日、 仙 藩、 會藩 人數共 一一 外面 村 ヨリ 大 谷地 村 へ 操 出シ、 石 切 山 逢 一一 テ 砲戰、 金 勝 寺 山 之 前山 乘 

取、 討死 手 負 有 之、 午 半 刻 頃、 外面 村 へ 引揚、 夫 ョ リ 矢吹驛 へ 引取 宿陣、 同廿 九日 引揚、 翌 七月 朔日福 島 へ 歸陴。 


復古 外 記 稿本 

] J  J  ^  3  二  自明 治 元年 六 m: 十三 日 

白 河口  SJ^  ^  二 至 同 七月 四日 

六月 十三 曰、 參謀鷲 尾隆聚 東京 ヲ 發 ス 、阿波 藩 兵 y 之 一一 屬ス。 

〇 東征 總督記 二 云、 六月 卜 四日 tilt?" 九ッ時 後、 鷲 尾 卿 竝阿州 藩警衞 隨從ニ テ 、奥州 白 川口 へ 出張 之 事。 - 

〇 鷲 尾 隆聚家 記 -ー 云、 六月 十日、 以參謀 白 川口 出張 可 有 之 旨 被 仰 付、 十三 日 御 出馬 之 事。 

〇 峰 須賀茂 韶家記 二 云、 六月 十一 一 日、 隊長 蜂 須賀美 作、 梯津守 上田 甚五 右衞 門、 奥州 白 川口 爲應援 出張 可 致 旨 被 仰 付 候 事、 

但、 に ハ隊人 數五百 名 之 事、 同 十三 日、 右兵 員 ヲ以、 鷲 尾 侍 從殿奧 州 白 川口 應援 總督御 出張 -ー 付、 途中 御 守 衞被仰 付 候 事。 

〇 稻田邦 植從軍 事蹟 一一 云、 六月 十三 日、 鷲 尾 殿 白 川 表 御 出張 -ー 付、 道中 取締 ト シテ、 士分 五 人 隨從被 仰 付、 津田直 之 進、 南 

軍曹、 加 集 之 進、 尾 方恒之 進、 井出 虎 助罷越 候。 

二十 二 日、 是 ョ リ先、 大總 督府、 長 門 藩 兵 4、 中 ヲ白河 二 差遣 ス、 是曰、 白 河 二 至ル。 まま 兼 

二十 三 日、 參謀鷲 尾 隆聚白 河 二 抵ル。 ー 

〇. 驚 尾 隆聚奧 羽 追討 日記 -ー 云、 六 0:  二十 三日、 暴 雨、 午刻、 白 川常宣 寺へ 著陴 

〇 山 内 豐範家 記 二 云、 六月 廿 三日、 鷲 尾 公 白 河 二 著 陣 ス、 各藩 兵ヲ出 シテ之 ヲ白阪 二 迎フ、 我 藩 乃 チ九番 隊長 山 田 喜 久馬ヲ 

遣ル。 

〇 土 持 左 平 太 |§ 、手記 -ー 云、 六月 廿 三日、 鷲 尾 殿 江戶ョ リ御著 陣 、阿 州人數 四百 五 拾 人 御供。 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第二 明治 元年 六月 二十四日  ーーー〇 

〇 是 ヨリ 先、 大總 督府、 館 林 藩 兵 に、 小 ヲ シ テ 蘆 野 驛ヲ守 ラシ ム， 是日、 參謀之 ヲ 白坂驛 一一 移シ、 

大垣藩 兵ト倶 一一 之ヲ 警守セ シム。 

其 藩 人數之 儀、 早々 白 坂 迄 繰 込、 大垣藩 申談， 彼 地 警衞候 様、 鷲 尾 殿御 沙汰 -ー 付、 依 テ此段 申 人 候 也。 

六月 廿 三日  白 川 出張 參謀輔 助 板 垣 退 助 

伊地知 正 治 

館 林 藩 役薩人 衆； g 關繩 

二十 四 曰、 是 ヨリ 先、 官軍 援ヲ大 總督府 一一 乞フ、 時 一一 大總 督府、 海路 兵 ヲ平潟 口 一一 出シ、 白河ノ 

官軍、 棚 倉 ヲ取ル ヲ俟チ 、謀 ヲ合ヒ テ仙臺 、三春、 二 本 松、 福 島 等 ヲ擊タ シム、 因リテ 本道 ノ 官軍 

二 令 シテ、 海路 ノ軍ノ 到 ルヲ俟 タシ厶 、旣 二シテ 海路 ノ 軍 平 潟 一一 到ル、 是日、 參謀 補助 板 垣 正 

形、 薩摩、 長 門、 土 佐、 忍、 大垣五 藩 兵 ヲ率ヰ テ白河 ヲ發シ 、棚 倉 二 向フ、 黑羽 藩兵ノ 白坂驛 一一 在 

ル者モ 亦 之 一一 赴ク 、賊 兵、 關山、 鄕戶、 金山 等諸處 一一 分拒ス 、官軍 之 ヲ破リ 、進 テ棚倉 城 一一 薄ル、 

阿部 正靜賴 f  、食 會津 二 在リ、 其 父 正 外 i¥fp 保 城 ヲ火キ テ須 賀川驛 二 逃 ル 、餘賊 悉ク澄 ュ 、翌 

日、 官軍 使ヲ 遣 シ テ、 之 ヲ平潟 口 官軍 二 報ス。 

薩州池 上 四 郞左衞 門 長 州 百 村 發 藏 

土 州 安岡 覺之助 大垣 田 付 兵 助 

出府 建言 之 次第 委細 被 聞 召 候、 然 一一 督府之 計算 一一 於テハ 、海陸 進軍、 平 潟 一一 上陸、 泉、 平等 ヲ降シ 、白 川 城 ヨリ 棚 倉 ヲ屠ル 


ヲ待チ 、然 シテ後 仙藩ヲ 攻擊ス ルノ 機-一 當リ、 諜ヲ合 テ三舂 、一 一本松、 福 島 ノ諸藩 一一 及フ ノ^ ヲ以テ 、旣 一一 今日 品 海 ヨリ 兵 

隊ラ 操出シ タリ、 白 川城ハ 不日 丁 M ヲ遣ス へ シ、 猶京攝 ヨリ 出張/兵隊 著府之 上、 追々 援兵 ヲモ 出ス へ シ、 夫 迄之處 各藩 兵 

士、 蓄銳 固守 相 待 可 申 候 事。 

六 月  大 總督府 參  課 

大斑藩 記 

〇 達 書 ノ日ヲ 佚ス。 

〇 山 内豐範 家 記 二 云 、六月、 始メ我 兵 ノ白川 二 入 ルャ、 曰， 坐 シテ白 河 ヲ守ル 、徒 二 自ラ蹙 マ ル而 巳、 不如、 棚 倉 ヲ取テ 相應援 

セン ニハ 、乃チ 之 ラ薩、 長 一一 議ス、 兩藩 曰、 兵 不足 ナリ、 寧 口 後援 ノ至ル ヲ待ン 、於是 、各藩 各 一 人 ヲ出シ 、丘 ハヲ 江戶ニ 乞フ、 

l§、%%fl 瀾 曰、 今 一千 ノ兵 ァラハ 、直チ 二 進擊ノ 策ヲ爲 ン 、軍務 官報 曰、 旣 二 兵ヲ 海路 ヨリ 平 潟 一一 送リ、 平 潟、 棚 食 、三春、 

一 一木 松 ヲ攻メ ン トス、 其 時 白河ノ 兵、 海軍 ヨリ 一 千 ノ兵ヲ 取リ、 海陸 牒シ 合セ、 仙臺、 米澤、 庄内ヲ 伐チ、 會 ヲシテ 孤立 セ シ 

メ、 然ル後 之 ヲ計レ 、只 陸路 亦 少シク 兵 ヲ送ル ヘシ ト。  ■ 、 

〇 

主上 盆 御機嫌 克恐悅 奉存候 ，彌御 安全 珍重 存候、 抑廿 三日 午 剥 過、 白 川 へ 無事 著 仕、 早速 御沙汰 書 伊地知、 板 垣 等 へ 相 渡 

候處、 畏 御請 -1 候、 將又 昨朝 ョ リ 暴 雨、 此機 一一 乘 シ 棚 倉 ヲ 屠 リ度旨 申出 候 一一 付、 今 曉人數 繰出シ 候 間、 此段申 上 候 也。 

六月 二十四日 

追テ、 白 川口 ハ 固 ク相守 居候 閒、 御 安 意 願 入 候 也 Q 

鷲 尾侍從 

大 總督府 參謀 御中 難關 M 

〇 書中 、所謂 御沙汰 書ハ、 十 一 日、 板 垣 正 形、 伊地 正 治 ヲ參謀 補助-一任 ス ルノ宣 達書ヲ 指ス。 
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自奧州 棚 倉 尺 書 呈上 仕 候、 先 以各樣 盆 御 壯勇御 在職 可 被 成 珍重 之 御 儀奉存 候、 陣ハ 一 咋廿 三日、 鷲 尾 卿 白 川 御 著 - ーテ、 大 

總督附 御 軍議 之 次第 モ拜承 仕 候、 同廿 四日 黎明、 白 川 ヲ發シ 棚 倉 表へ 進撃、 一 ト手ハ 畑 宿 通、 一 ト手ハ 本街道、 二手 一一 出ル 

畑- M 通 二 進 候 ハ 薩藩百 五六 十 計、 土 州 藩 百 人餘、 黑羽藩 八十 人 計、 本街道 -ー 進 候 者 ハ 薩藩百 五六 十 人 計、 長 藩 百 人餘、 土 州 

藩 百 人餘、 大 お-藩 一 小隊、 忍 藩 一 一 小隊、 總計七 百餘、 其 外 ハ 白 川 二 留ル、 本街道 一一 テ ハ 賊處々 臺場等 ヲ設ケ 、防禦 等 モ致候 得 

北、、 官軍 颇 ル 猛烈 進擎、 誠 一一 朽木ヲ 摧ク如 一一 テ 愉快 之 事 一一 御座 候、 第一 一字 之 頃、 棚 倉 落城 、尤城 尸 贼自燒 シ テ 亡 去 申 候、 各藩 

死；. a モ少々 有 之 a. 候、 追々 其 藩 ヨリ 御 届 二 可 及 候閒相 略、 右 之 次第 大 總督宫 監察 使 卿 へ 言上 之 儀、 可 然樣御 取 計 被 下 度 

奉 願 候、 早々 閣 筆。 

六 d: 廿 五日  棚 倉在陴 牧野 群 馬 

大 總督府 li 御中 舰!? f 1 

〇 奧羽 追討 曰 記  > 一 云、 六月 廿三 曰、 板 垣 退 助 麥陴、 右 言上 仕 候 一一 ハ 、暴 雨 一一 乘シ棚 倉 テ屠リ 渡 趣 二 付、 早速 御 承知 軍議 決定、 

廿 四日 未明 ヨリ 人 數繰出 シ樣候 被 仰 付 候 事。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 六月 廿三 曰、 鷲 尾 殿御 著陴 一一 相 成、 土 州、 阿 州ノ兵 モ著陴 イタ シ、 過 曰 海手ョ リ應援 ノ丘ハ 、小名 濱へ廻 

船ノ 報知 有 之 候 得 共、 爾後 攻擊ノ 模樣更 二 不相 分、 棚 A お、 三春、 一 一本松 城 ハ 海手ョ リ 攻撃 ス ルノ 軍議、 江 戶大總 督府御 決定 

也 ト 、夫 迄 ハ 白 川 之 兵 擧動致 へ 力 ラサル ノ 御沙汰 ァ リケレ 共、 棚 倉 城 ヲ拔テ 海道 ヲ開キ 、合 シ テ 諸方 攻撃 一時 一一 诀 セント、 

白川ノ 軍議 诀定 シテ、 同廿 四日 黎明、 白川發 軍、 貳番 小隊、 兵 具隊、 土 州、 黑羽ノ 兵、 關山ノ 右手 ヨリ 金山 宿ノ橫 合一 ー出ン 卜 

シ テ、 黃泉阪 ヲ過テ 右 一一 分 レ 、本道 四番、 六 番隊、 土 州、 長 州、 大垣 兵隊、 我四番 小隊 先鋒 ト シ テ 進 ム 、 關 山麓 ヲ過ル 時、 山上 

ノ屯共 砲 统ヲ以 防禦 ス レ トモ、 不顧疾 行、 應擊セ スシテ 新 鄕戶村 一一 オイ テ戰ヲ 初ム、 暂時モ 防戰ス ル事 不能、 敗兵ヲ 追擊シ 

テ 4J- 山 ノ宿ニ 到 レハ、 砲臺 ヲ設ケ 防戰ス トイへ トモ、 一 時 支コト 不能、 須臾 二 シテ砲 臺貳ケ 所 ラ拔キ 、叉 軍 ヲ進テ 、棚 倉 城 


ヲ巨 n トニ 里餘 一一 シテ閒 道 ヲ通リ 、我 藩各隊 城背ヲ 攻撃 セント、 軍ヲ 分チテ 進撃 ス、 城 中 防戰ス ルコト 不能、 S 燒シテ 落 去 

ス、 斤シモ 霖雨 之節ナ レハ、 六 里餘ノ 泥路ニ シ テ 、寸時 モ兵ヲ 停コト ヲ不得 シテ、 漸々 晝八ッ 半 頃 二 著ス、 城外 一一 ォヒテ 小 

,1 ヲ 追撃 シテ陣 ヲ此ニ 滯ム、 兵 具 隊ハ旗 宿へ ノ 先鋒-一 テ、 旗 宿 ヨリ 黑羽 人数 ト合シ 相進ミ候 處、 相 馬、 棚 倉 等 ノ賊、 不 

戰シテ 逃 ケ隱レ 、番澤 へ 至 リ候處 、早 本道 ヨリ 此藩ノ 四番、 六 番隊、 臺場ヲ 破 リ候處 二 テ、 是 ヨリ 黑羽ヲ 案 內„. ^；^  一^ 彌 j 藩 >f 

テ 間道 ヨリ 棚贫ノ 裏手 ヲ討 破リ、 城 中へ 討 入 候、 夫 ヨリ 海 手 之 軍 二 報告 シテ、 棚 倉 一一 滯陣ス 、手 負 プノ 肝 付 半左衞 門、 竹 原 

半 兵衞、 種子 島. 之 助、 湯 之 

£|八 已 r§lm;f 、六月 廿 四日、 官軍 白 川 ヨリ 棚 倉城 ヲ攻ン トス、 我 三番 隊、 四番 隊、, 州、 大垣、 黑羽、 忍 兵- ハ 本道 ヨリ、 

^=、.，n  、關 山ノ右 番澤道 ヨリ 進ム、 賊關 山ノ頂 一一 砲ヲ備 へ、 鄕戶邨 一一 壘ヲ 築キ、 我ヲ迎 擊ッ、 我 兵 勇進、 本道 ノ砲 臺ヲ奪 

フ 、戎敗 レ 、僵尸 七 八 ヲ捨テ 走 ル 、追撃 金山 宿 二 至 ル 、賊松 杉 二 蔭 シ 出没 拒戰 ス 、官軍 突撃 直 二 金山 宿 ヲ取ル 、賊ハ 仙臺、 會 

津、 相，， -朋， 倉、 德川合 八 百 餘ナリ 、コレ ヨリ 兩道 一一 分 レ 進 ム 、賊 諸處 一一 抗 ® ス 、皆 之 ヲ破リ 、城外 一 一十 丁 許 一一 逼 ル 、 货 一士  1 

テ守ル 、我 軍 攻撃 猛進 城下 一一 突入 ス 、賊 驚駭、 火 ヲ城中 二 放チ、 水戶、 會津兩 道 二 走 ル 、官軍 城 一一 入 ル 、我 兵 慯三ノ 山中 正 之 

逛-椅 井 安右衛門， 安 

SKSyiK  二 云、 六月 廿 三日、 當是 時、 海軍 已 一一 平 潟 二 著スル ノ報ァ リ、 且鷲尾 公 亦 巳 一一 白 河 二 人リ、 阿 兵繼テ 來ノ報 

ヲ專、 是曰 大風 雨、 板 垣 退 助、 我 險長ヲ 會シ議 曰、 阿 兵 未 タ著セ スト 雖モ、 明 曰 必ス來 ラン、 今 曰 風雨、 頗ル 好機 t タリ、 須ク 

棚 M ヲ伐フ へ シ、 時 巳 二 午前 九 時 頃 ナリ、 高 星 佐兵衞 曰、 時已 一一 後レ タリ、 明朝 ヲ期ス ル 如何、 乃チ行 テ薩營 一一 謀 ラ令ム 、伊 

地 知 亦 巳 一一 其議ヲ 發セリ 、打 節 稱奇亦 云、 時已 一一 後レ タリ、 遂ニ 明日 ラ期ス 、於是 板 垣薩營 一一 至リ、 伊地知 二 會曰、 頃 敏陣 

二 臨テ其 地理 ヲ見ル 二、 棚 食 街道 ノ賊、 關山、 番下 ソ誤 、ノー 一ヶ所 二 兵ヲ備 ヘリ、 若シ關 山ヲ攻 ムレ ハ、 啻ニ 士卒 ヲ損ス 

ル 而已ナ ラス、 勝 亦 一 曰ラ 空クス へ シ、 且ッ棚 倉 城 必ス嚴 守 セン、 若 カス、 關山 一一 抗セス 、直-一番 下 ヲ衝キ 、棚 倉 ヲ襲ハ 、 

關山ノ 賊顧テ 漠ン、 伊地知 曰、 余意 亦 如此、 且曰、 白 坂 ニ在ル 所, 黑羽 兵、 能 ク旗宿 ノ地ヲ 諳ス、 之ュ 各藩 ノ兵ヲ 併セ、 關山 
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ヲ挾ン テ兩麓 ヨリ 進 ムヲ佳 トス 、議乃 チ決ス 、同廿 四日 曉五 時、 官軍 白 河 ヲ發ス 、薩 丘ハ四 中隊、 長 兵 四 中隊、 大垣 一 小隊.' 忍 

兵 一 小隊、 我 兵ハ乃 チ斷金 隊ヲ合 シテ九 小隊 及 砲 一 分隊ナリ、四番隊、六番隊、.^番隊、十五番除並 二 砲隊、 本道 ヨリ 進ミ、 

媳督扳 填 退 助、 大 監察 片 岡健吉 、小 監察 安岡 覺之 助及督 府軍監 牧野 群 馬 亦 本道 ヨリス、 1 一番 隊、 三番 隊、 九 番隊、 十三 番隊旗 

宿 ヨリス、 大 監察 伴權 太夫 監之、 小 監察 別 府彥九 郎等 副 之、 旗 宿 ヨリ 關山ノ 南 一一 出テ 金山 一一 向フ、 而シ テ 斷金隊 土人 ヲ率 ヒ、 

分レテ 兩道 ノ 嚮導 タ リ 、黑羽 兵 ノ白坂 一一 アル 者 亦 旗 宿 ヨリス 、本道 兵 巳 一一 山麓 ニ到ル 頃、 賊 山上 ヨリ 大砲 ラ發 射ス ，{R 軍不 

顧シテ 進ム、 番下ノ 贼支ル 不能、 放火 シ テ走ル 、追 テ金 山-一至 ル 、驛端 二 胸壁 ヲ築キ 防戰ス 、諸 藩齊 ク 進擊 ス 、賊又 潰 へ 走ル、 

四番 除、 十五 番隊追 テ粱森 一一 至リ、 午钣シ 、別 軍ノ至 ル ヲ待テ 全軍 兩道 一一 分 レ 、齊ク 進 ミ逆川 二 到ル、 賊 又砲臺 一一 據リ發 射 

ス、 我 軍 奪 之， 午後 一 一時、 棚 倉 城 一一 達ス、 賊已 - 一城 ヲ 燒キ遁 逃ス、 此役ャ 官軍 頗ル其 不意 一一 出ッ、 賊狼 狠出ッ ル處ヲ 不知、 而 

シテ ilm 兵ノ 軍議 悉ク 機會 二 適ス、 此夕諸 藩 ト信地 ヲ約ス 、我 兵 乃 チ水戶 街道 ヲ守ル 、白 河 在 陴ノ諸 兵モ、 賊ノ 或ゥぼ ヲ突ン 

ヲ慮リ 戒嚴俟 之、 賊遂 一一 來ラ ス 、同廿 五日、 棚 倉城已 一一 官兵ノ 有ト成 ルャ、 佐久山 出夫卒 木工 三郞 ノ能ク 地理 ヲ諳ス ル ヲ以 

テ 、潜行 シ テ平潟 ノ 官軍 - 一通 セ令ム 、時 一一 官軍 猶未タ 棚 倉 ノ 落城 ヲ 不知、 棚 倉 及 泉、 湯 長 谷 ノ 諸道 一一 備へ、 進撃 ノ 議未诀 セ 

ス、 於 是棚倉 ロノ 共備ヲ 撒シ、 廿 七日 ヲ以テ 泉、 湯 長 谷 一一 進發 セリト 云。 

〇 松 平 忠敬家 記 一一 云、 六月 廿 四日 三 字、 白； 1： 進軍 一 一手 一一 分レ 、薩、 長、 大坂、 弊 藩 本道 ョ リ進、 關 山麓 鄉戶村 -ー 於テ賊 砲臺ヲ 

設ケ、 凡百 人 程備居 防戰、 關 山上 ヨリ 大砲 兩三發 打 候 得 共、 暫時 二 打 拂候處 、賊 死骸 七 八 人、 其 儘 捨置逃 去、 夫 ヨリ 直 様 本道 

進軍、 金山 宿 手前 ョ リ三 手-一分 レ、 本 左右、 薩、 長、 土、 大垣、 弊 藩、 黑羽打 交 進撃、 金山 宿 砲臺ョ リ賊 大小 砲 ヲ打懸 ケ候得 共、 

暫時 一一 追拂、 金山 宿乘 取、 賊兵ハ 仙臺、 會津、 相 馬、 棚 倉 兵 一一 テ 都合 五六 百 人 程 力 ト被察 候、 夫ョ リ叉 々進撃、 薩、 大垣、 黑羽 

尸 間迢ョ リ進ミ 、棚 倉 城 手前 松原 一一 テ賊 砲臺ヲ 築キ、 左右 一一 伏 丘 ハラ 置キ、 賊 ヨリ 打 出 候 得 共、 是叉 暫時 二 追拂、 棚 倉 城下 口 

ョ リ乘 入、 關 門前 ョ リ 大砲 三 發打懸 ケ候處 、棚 倉 城 C 外 賊自ラ 放火、 十 時 頃贼兵 散亂、 水戶、 會津兩 道 ヲ指逃 去 候。 

〇 大垣藩 記 二 云、 六月 廿 四日、 薩、 長、 土、 忍、 黑羽拉 弊 藩 人數分 除、 棚 倉 城 へ 出兵、. 途中 關山 ヨリ 賊及 砲發候 二 付、 味方 ョ リ 


モ w 應シ 候處、 賊忽 散亂仕 候、 夫 ヨリ 追々 押 寄 候處、 賊ハ右 以前 城下 -ー火 ヲ掛ケ 、無 一 支 モ逃去 申 候、 依 之、 晝 十一 一字 頃、 容 

易-一 棚 倉 城 乘取申 候。 

〇 黑羽藩 記 二 云、 六月 廿 四日 曉第七 時、 弊 藩 ノ人數 白 坂驛發 足、 旗 宿 一一 至 リ藏、 土兩藩 二 相 合シ、 中 野 村 一一 至リ 候處、 邑中賊 

八十 人 餘屯集 仕 居候 間、 大砲 打掛 候處、 不戰シ テス 近 去 候 一一 付、 番澤 二 進入 仕 候、 然ル處 、薩、 長、 土、 大垣、 忍 之 諸 藩 白 河 ヨリ 

進ミ、 巳 一一 邑中ノ 賊ヲ擊 敗リ、 賊火ヲ 放 テ逃去 候 間、 總軍 金山 邑 一一 相 向， 棚 倉、 仙臺、 一 一本松 ノ人數 四百 人、 番澤ノ 砲 聲ニ驚 

キ逃去 候 一一 付、 總軍 金山 村 一一 進入 仕 候、 合隊 シ テ棚倉 一一 向 ヒ 、進テ 下 羽原邑 一一 至リ、 11 及 弊藩ノ 人數、 本道 ヨリ 分レ テ問道 

ョ リ進擎ィタ シ候處、大砲六門、山閒故路狹泥深ク行軍甚難^^、 漸 一一 シテ棚 倉 へ 至リ 候處、 最早 先鋒 已 一一 棚 倉 へ 進入 相 成， 

僅-一 砲發 イタ シ、 賊方城 ノ內外 一一 火ヲ掛 退散 候、 依 之、 不戰シ テ棚倉 一一 進入。 

〇 蜂須 賀茂韶 家譜 -1 云、 六月 廿 四日、 藤 原 隆聚分 諸 軍 擊破關 山、 金山 等 諸賊、 欲 進取 棚 倉、 使 上田 友 泰守原 街道、 土 佐 兵 守 

湯 本街道、 以備 之。 

〇 土 持 左 平 太 手記 二 云、 六月 廿四 曰、 今 曉天白 河 ヲ發シ 、棚 倉 城 テ拔ン ト議シ 、第一 一番 隊. 四 六 一 一番、 大砲 隊、 臼砲 隊、 兵 具隊" 

其 他 長、 土、 大垣、 黑羽、 忍 出兵、 斯テ其 道 棚 倉 街道 续ノ 宿トノ 双方 一一 別レ、 戰列ヲ 定メ、 始關山 ノ麓ヲ 越 ス路- 一 テ、 賊徒 關山 

絕頂 ヨリ 大砲 五六 發打出 シケレ トモ、 遠 W 二 シテ 一 發モ 用ヲ不 成サ、 行軍 猶 突進、 中途 金山 宿 一一 テ砲臺 ヲ築キ 待 設ケタ ル 

體ニテ 、一旦 ハ 防禦 セシカ トモ 、火勢 突進 ム 、猛 勢攻寄 ルャ 戰慄シ テ 退散、 悉ク追 打 シ テ終 一一 棚 倉 城 へ 突入 タル、 最早 開城 

ハ勿 論、 賊 ヨリ 城市 一一 火 ヲ掛ケ 、主人 豐後 守ハ 五六 人ノ 供廻リ 一一 テ、 仙 臺ノ方 差シテ 落城 也、 依テ 米穀 刀 銃 分 肺、 卽時 ュ味 

方 ノ人數 相圓、 城市 ニ宿陴 休息 ス、 但白河 ヨリ 六 里進擊 也、 賊 首級 打取 拾 五。 

〇 束 山道 戰記ニ 云、 官軍 白 河 城 二 籠リ、 永ク 同所-一 滞陴セ シ 一一、 賊軍 モ亦 容易 二 不攻來 、後 二 ハ賊モ 壘壁ヲ 築 キテ、 却テ防 

禦ノ 策. ヲ施シ 、只 山上 一一 陴ス ル而已 也、 依 之、 官軍 ハ根田 口山 上 ニ於テ 折々 試 發等有 之、 其 勇 怯 ノ異ナ ル可想 也、^ ル 二 山ハ 

e:  二十 三日、 鷲 尾 殿 江戸 表 ヨリ 到 著致サ レ、 警衞ト シテ阿 州 藩 一 大隊 入 來リ候 間、 最早 白 河 守 保 ノ兵ハ 餘リ有 リト、 き 時 一一 

復古 外 記 白 河口 戰記 第二 明治 元年 六月 二十四日  三 •  チ" 


復古 外 記 白 河口 戰記 第二 明治 元年 六月 二十四日  ，.  三 六 

軍議 ヲ決 シーア、 明 曰 ハ棚倉 へ 可 討 入 也ト、 其 用意 ヲ促シ 候、 偖 一 一十 四 曰 曉寅ノ 時、 白 河 ラ起テ 棚 倉 城へ 進發 ニ及ヒ 候、 先鋒 

ハ土兵 一一 シテ、 薩、 長、 忍 及 吾 藩 一 小隊 等、 凡テ 兵員 八 百 人餘、 各 奮 テ進ミ 行 候、 然ル 一一 黎明、 關山下 ノ厚鄕 戶ト云 所 一一 テ戰 

二. S リ候處 、戎ハ 其近鄕 所在 一一 陸續ト シテ有 之 ト雖モ 、皆 一 戰 一一 モ不 及、 砲聲ヲ 聞ト均 シク逃 出シ、 皆々 東方 棚倉ノ 方へ 馳 

行 候、 依 之、 道筋 番澤、 金山 共 一人 モ支ル 者 無ク、 午 時 三守驛 へ 達シ候 也、 然ル處 、黑羽 藩 モ白阪 ヨリ 來リ 合セ、 是 ヨリ 棚 倉 

へ 一 一里 畔ノ道 g 故、 暫 ク憩ヒ 兵粮 ヲ遣ヒ 杯 シテ有 \ ー處、 此時棚 倉 ト覺へ テ黑煙 立 上リ候 故、 是ハ若 シ平潟 濱ノ宫 軍 來テ吾 

ニ先ン シ候^ 歟、 或 ハ 賊ョ リ自燒 シテ落 行 候 者歟、 甚 不審 一一 被存候 間、 官軍 忽チ 足ヲ 早メ、 急 一一 進 テ棚倉 一一 至リ 候處、 賊 ハ 

や 5 ク 逃行テ 一 人 モ不居 合、 亦 黑煙モ 自燒ノ 火-一 テ有之 候 間、 何 ノ事モ 無 ク靜ニ 落城 二及ヒ 候、 依 之、 官軍 燒殘 リノ 家々 へ 立 

\、iy ハ四 外/ 肖 兵 ヲ出シ テ終 二 休息 二 及 候 也、 此 日 道筋 ノ 賊軍 ハ凡テ 六 百 人 餘有之 シ 由、 討 取 ハ十 三人。 

〇 東 山 新聞 二 云 、官軍 奥州 白 河 城 一一 據リ、 數 日此處 二 滯陴シ テ 、江戸 ヨリ 後 詰 ノ來ル ヲ待テ 、早ク 奧羽ヲ 討鎮メ ン トス、 六 

弓 上旬， 一至 ッテ ハ 、大軍 江 城 ヲ雷發 シテ、 陸地 ヨリ 白 河口、 越後 口 へ ト進ミ 、軍艦 二 テハ松 島濱、 平 潟濱へ ト廻リ 、不日 二奧 

羽 ヲ攻立 ン トス 、此事 追々 白 河 城 へ 聞へ ケレ ハ、 白 河 滞 陴ノ兵 共 ヽノ 奮然 トシ テ 大 ヒ 二 勇ミ 、然 ラハ 最早 此比 ハ 軍艦 平潟濱 

へ 著 セシナ ラン、 サスレ ハウ 力々々 此處 二 居テ、 手 弱 キ寄手 ニ當ラ ン ヨリ ハ 、直チ ニ是 ヨリ 棚 倉 城へ 押 寄セ、 俱 ユカ ヲ井セ 

、ノ ャト、 六月 廿 四日 曉天、 iB 軍欠ヒ 二 白 河 城 ヲ發シ 、棚 倉 サシテ 進 發ス、 其 勢總テ 八百餘 人、 除 伍ヲ備 へテ押 行キケ ル、 此程 

ハ白； 5- ヲ取 卷キ、 在々 處々 ニ陣ヲ 取テ、 アタリ ハ寸地 モ敵ナ ラサル ハナ シ、 中二 モ此棚 倉 道ハ、 敵モ 一城 ノ要 道ナ レハ、 

關山、 番澤、 金山 三 守へ 所々 二 臺場ヲ 築キ、 大勢 構へ テ待ケ ル ュ へ 、輙 ク破ル へ シ トモ 見へ ス、 難儀 ノ道ト ソ思ハ レケ ル、 今 

日 先 f.  土 州 二 シテ、 續テ薩 、長 押行ケ ルカ、 白 河 城 ヲ離ル 、事 二 里 ハカ リニ シテ關 山 有リ、 先ッ此 山ノ麓 ヨリ 臺場ヲ 目掛ケ 

テ 打力 ケ タリ、 抑 此關山 ト申ス ハ、 南奧 第一 ノ高^  二 シテ、 其サ マ獨 立シテ 半天 ニ聳 へ、 續ケル 小山 ハ左 右二 並 ヒテ、 阿武隈 

白 川 ノー ーッ ノ流レ ハ 、潺々 溶々 ト シテ山 腰ヲ環 レリ、 是 天險ノ 要地 ナ レ ハ 、敵モ 大勢 守リ居 テ嚴シ ク 防戰ス へ キ箸ナ ル 二  、 

左ハ無 クシ テ大ヒ 二 騷キ、 發砲 ノ音ラ 聞クト 均シク 大勢 一 度 一一 亂レ 立、 後ヲ モ見ス シテ 逃出シ タリ、 去レ トモ 大勢 ノ敲ナ 


レ 、ノ  、隗ヲ 知ッタ ル者共 ナル歟 、百 人計リ ハ踏留 マツ テ 必死 ト ナツ テ防 戰シ、 暫シカ 程ハ恢 へケレ トモ、 亂 レ立タ ヌ 癖ナレ 

ハ 、皆 散々 二 逃行ケ ル 、仍 テ難ナ ク關山 ヲ乘越 へ 、夫 ョ リ番澤 、金山 ニ至ル 二、 是 一一 モ 大勢 コ モル トイへ トモ 、關山 破 レ テ逃 

來ル 味.： T, ト俱ュ 、隨病 ニ誘ハ レテ 大崩レ ト ナツ テ 逃出シ タリ、 官軍 進ンテ 押行シ 一一、 處々 二 臺場ヲ 築キ、 胸墻砲 墩ハ有 リナ 

カラ、 隹 打棄テ 逃亍シ ハ世ニ 淺猿シ キ物笑 ヒナ レ 、官軍 追々 棚 倉 サシテ 四 五 里 ノ程モ 進ミシ 一一、 支 ル敵ノ 無キュ へ -ー、 其 日 

九ッき 二 三 守 村 二 著 ニケリ、 是 ヨリ 棚 倉へ ハニ里 計 リナ レハ 、爱 二 テ 皆々 兵粮 ヲ遣 ヒ、 暫シ息 ヲソ休 メケル 、此時 棚 倉 城 ノ 

方 一一 當ッ テ大ヒ 二 火 ノ手ノ 上 リグレ ハ、 衆 軍 一同 不審 ヲナ シ、 是ハソ モイ カナ ル火 ソャ、 若 又 平 潟ノ兵 上陸 シーア、 今日 棚 倉 

城へ 押 寄テ、 嗜ニ 我等 ノ先 ラ懸ケ シ歟、 去 ラス ハ敵防 キ難キ ヲ察シ 、自 ラ燒テ 逃行シ 力、 何 二 モセョ 吉兆 ナリ、 ィサ ャ是ョ 

リ押 テ見ハ ャト、 衆 軍 一度 二 此處ヲ 立テ、 ニ里餘 リノ 行程 ヲ揉ニ 揉 ンテ馳 セ行シ 力、 八 ッ時比 一一 テ棚倉 際へ ヒタ押 ニコ ソ 

押お |S タ リ、 去レ トモ 敵ハ 發砲ヲ モナ サス、 更ニ 防戰ノ 氣色モ 見へ ス 、又 人有リ トモ 見へ サルニ ヨリ、 直 二進 ンテ 城門 亍ま -, 

城 中ノ氣 色ヲ窺 フ處ニ 、是全 ク空城 二 シーア、 敵 ハ此城 守 リ難キ ヲ察シ 、自ラ 放火 シテ 落行タ ル 二 テ、 別 二 謀 ノ有リ トモ 見へ 

ス、 只 寂寥 タ ル計 ナリ、 餘 リノ 事 一一 興 醒テ、 衆 軍大ヒ 二 ハ ッミヲ 落シ、 アキ レ果 テソ立 タリ ケル、 然ル 二 棚 倉 城ノ享 内 ヨリ 

商家 藩邸-一至 ルマ テ、 過半 燒テ 失セケ ルカ、 其 2: 殘 リシ 家々 へ 思ヒ々 々二 立 人テ、 其夜ハ 四方 二 哨兵 ヲ出シ 、心靜 力 二 休息 

ス、 官軍 八 百 人餘、 薩三 小隊、 長 一 一 小隊、 土 八 小隊、 忍 一 一 小隊、 垣 一 小隊、 黑羽ー 一 小隊、 賊軍 六 百 人餘、 會百 人、 仙 一 一 百 人、 棚 兵 

二百 人、 中 村 二百 人。 

〇 阿部 正 功 ft ツ 家 記 一一 云、 六月 十五 曰、 西軍ノ 軍艦 磐 城 海 二 來リ、 平 潟 一一 上陸 ス、 故-一 金山 ロノ 兵 仙 藩 二 小隊、 中 村 藩 一 

小隊、 純 義除ー 一 小隊 ヲ分チ 、及 棚 倉 城 守衞ノ 兵、 我 藩 一 一 小隊 ヲ以テ 中 山嶺、 御 齋所嶺 一一 遣リ、 此 兩道ヲ 防禦 セ シム、 是 一一 於テ 

^|^ヲ三春、仙臺等 一一 馳セ、 又 援兵 ヲ乞フ 、來 ラス、 廿四曰 拂曉、 西 軍 大擧、 金山 口 一一 來ル、 我 藩 巳 一一 各藩 ノ兵 ヲ以チ 合併 シ、 金 

出ヲ 本營ト シ 、白 河 道 鄕戶、 中 野兩所 一一 備 フ 、此日 西 軍兩路 一一 分 レ 進撃、 鄕戶 - 一迫 ルコト 最 モ 急、 我 兵 防戰勉 ムト雖 トモ、 支 

ュ ル能ハ ス シテ 番澤ニ 退ク、 於是、 金山 本 營ノ兵 ヲ拂テ 進ム、 敵 敗 兵 二 混 シ來ル 、故 二 彼我 辨ス ル能ハ ス、 敵數歩 二 迫リ防 
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戰太タ 苦ム、 番澤モ 亦 敗 レ退テ 、松原 ノ 胸壁 ラ保ス 、砲 擊死慯 ァリ、 會藩 隊長 木 村 兵 庫彈丸 ノ爲ニ 斃ル、 此時純 義隊小 松 村 

二 ァ リ、 戰ヲ交 へ ス、 機 ヲ失ス 、中 野ノ防 戰モ亦 敗レ、 兩路 ノ敲兵 一一 聚シテ 番澤ニ 火 チ放チ 、我 右二 遶リテ 松原 ヲ潢 擊ス、 衆 

寡 敵 シ難ク 、殘兵 ヲ率ヒ テ且戰 且退キ 、逆 川 村 一一 至 テ僅カ ニ備ヲ 設ク、 敏モ亦 敢テ進 マ ス、 暫時 ァリテ 又 激戰ス 、此 時彈藥 

殆ト 盡キ、 三藩ノ 援兵 巳 -ー 去リ、 寡兵 支ュ ル能ハ ス、 一 軍 擧テ死 テ決ス 、然リ ト雖、 城兵 寡 一一 シテ苦 戰察ス へ シ、 遂- 一兵 ヲ收 

テ 成下ュ 退ク、 此日， # 之 子 ノ兵モ 南方 一一 當テ 砲聲ヲ 聞キ、 本道 一一 戰爭ァ ルヲ 知ル、 直 二 間道 ヲ進ン テ敬ヲ 橫擊セ ント、 南 一一 

向テ疾 馳ス、 而シ テ社川 暴 漲 進ムヲ 得ス、 於是、 棚 倉ノ急 ヲ援ン ト> 川 一一 沿 テ又東 一一 馳ス、 此時兩 軍 金山 口 ヲ破テ 、熊 坂越ノ 

間道 ヲ經テ 、棚 倉城ノ 西南 一一 迫リテ 發砲頻 リナ リ、 我 藩 奮戦 防禦 術 ヲ盡ス ト雖ト モ、 四方 出兵 ノ故ヲ 以テ、 城 中 兵 寡ク、 城 

モ亦 堅固 ナ ラス、 不得止 自燒シ テ逃ル 、此時 金山 ノ兵 城下 二 及フ、 城旣 二 破レテ 猛火 漫延シ 、却 テ敵ノ 逆擊ス ル處ト ナル、 

因 テ山望 ヲ越テ 石 川 一一 退ク、 又签 之子ノ 兵、 疾馳 堀ノ內 村ノ境 一一 到ル、 棚 倉 二 方 テ烟談 天 一一 騰ルヲ 見ル、 且 落城 ノ 報知 ヲ聽 

, 、~、ij  、じ、.. 义， r-nl  、： wiEli 1 、、 统卒小 除 長 本 多 九 左 衞門、 大砲 士 伍長 奥 原 一 、 銃 士三澤 錦八郎 "彈藥 方內儀 *^ 助： i 

ク 於是 兵ヲ收 テ石パ ニ退ク 我 藩 死 十 一 人 大， § 士上^ 源 八、 统卒村 田 磯吉、 小 林 庄次郎 -武川 子 之吉、 農兵 竹 次 郞、, I- 内 新吉、 § 

一 、、统 士  E 代 

一 ノ 金 三 ゆ.  , 

又 云 五月 三日、 阿部 養浩 家族 ヲ携テ 、舊領 鋅衝村 一一 避ク、 三日、 美 作 守會津 - 一往 テ 軍事 ヲ議ス 、六月 廿 四日 葆眞城 ヲ逃レ 、須 

賀川 一一 至リ， 敗 兵 ヲ聚メ  、廿六 日 同所 ヲ發シ 、領分 伊達 郡 保 原 村 二 宿陣ス 、廿五 日 養 浩鋅衝 村 ヲ發シ 、廿 六日 會津 二 走ル、 同 

日 美 作 守 會津テ 出 テ保原 一一 宿 陴ス、 家族 藩 中 皆 保 原 一一 移ル、 八月 三日 複眞僅 力 ニ兩 三人 ヲ從 へ、 領分 奥州 山野 邊 二 移住、 同 

日 美 作 守 兵隊 ヲ保原 二 殘 シ テ白石 一一 入 ル、 次 テ仙臺 一一 行 ク、 十六 日 養 浩護衞 兵隊 ヲ殘シ 、會 津ヲ 出、 米澤ョ リ 上 飯 坂 村ヲ經 

テ、 仙臺ニ 行ク 0 

〇 仙 臺藩記 二 云、 六月 十七 曰、 棚 倉 藩 井口 助 次郞、 乘附銑 三 郞早追 ヲ以、 常 州 平 潟へ 、藤、 長、 大村ノ 軍艦 三艘著 岸、 奧州關 田 

迄 八 百餘人 押出 候 由、 斥候 報告 有 之 候 間、 棚 倉 へ 應援人 數增相 成 度 旨申來 候、 廿 四日、 棚 倉 應援ト シ テ仙潘 佐 藤 宮內、 會津、 

相 &?、 棚 倉合并 一一 テ、 白 河口 ヲ押テ 屯 集罷在 候處、 宫 軍 拂曉白 河 ヨリ 討テ 出、 棚 倉 ヲ進擊 、各藩 番兵 報知 後レ、 03 前日 ノ 大雨 


-1 テ u<i 水、 急 テ通ル 事相 成 兼、 其 上人 數少ニ テ防戰 難 叶、 棚 倉 迄 引 揚候處 、官軍 城-一迫 リ、 前後 ヨリ 進擊、 城主 退 城 抓 

1^1 故、 各 5、 城 中 及 市中 共 K? 、死 t 人、 siiis 震 sf 麵ー礓 門、 き 人。？ i 

sffl 馬 誠 Hi 家 記 二 云、 六月 廿 四日、 别日 ヨリ 暴風 甚雨、 我 兵 稍 守備 ヲ惰ル 、敵機 二 乘シ、 鄕戶、 小 松及ヒ 社、 仁 井田 等ノ 戌兵ヲ 

破リ、 關山 一一 及フ、 我 丘 i 戰、 不叶シ テ退ク 、敵 進テ中 野、 番澤 一一 逼リ、 且旗宿 ノ敵モ 亦 襲 來リ夾 擊ス、 我 兵 支 ヒ難ク 遂ニ敗 

迅速 金山 一一 逼ル、 我 藩 松 本 威 重、 羽根 田 永 淸ノニ 小隊 ヲ 同所 北 裏 一一 進メ  、殘兵 ヲ西臺 場 一一 進メ、 仙、 會、 棚ト共 一一 防戦 

スト 雖 トモ、 敲已 -ー驛 £ 一一  迫り 民家 ラ 放火 ス、 i ヲ得ス 、兵 ヲ梁淼 二 引テ报 戰ス、 且退キ 且戰ヒ 、遂 一一 堤 村 一一 至 テ戌ル 、敲已 

二 逆 川ラ越 へ 棚 倉 二 沿ル、 城 兵 其 保 ッへカ ラサル ヲ計リ 、自ラ 城 ヲ燒テ 走ル、 我兵モ 亦退テ 石川驛 一一 至 テ殘兵 ヲ待ッ 、各 

藩モ 亦來リ 會ス、 議シテ 曰、 今日 ノ 瓦解、 兵最モ 散亂、 再 戰ヲ謀 ル能ハ ス、 空ク 潰兵ヲ 以テ爱 ニ担ン ヨリ、 寧 口 一  タ ヒ兵ヲ 各 

I  二 收メ、 更 一一 後擧ヲ圖 ラ ント、 相 分 レ テ去ル 、死 一一 一人、 は鐧 ，傷  一 AOB^  I 

〇 丹 羽 長 裕家記 一一 云、 六月 二十四日、 西 軍 金山 ヲ經テ 、棚 倉 一一 侵入 スルノ 形 狀ァリ 、因テ 棚兵盡 トク 引テ 城下 ヲ守カ 本日 

午前 九 時、 敵兵田島 一一 襲來 ノ報ァ - ， 我 ii 援ノ 爲メ、  ま 3 ぃ錯？ I、 其 I  二 登 テ將サ 一一 之 レ ヲ擊タ 

ン トス、 彼レ進 マス 、近傍 別 一一 丘 ハヲ配 ルノ形 況ァリ 、砲發 シ テ 其擧動 ヲ探ル 、應砲 ナシ、 少シク アツ テ 棚 倉 方面 黑煙 天ラ抹 

ス、 斥候 ヲシ テ動靜 ラ窺ハ シ ム、棚〈ぉ1^ンテ落城シ、西軍遂ーー之レ ヲ取ル、是レ ヨリ 敵 兵 前後-一迫 マ ル、 故-一 棚 倉 應援ノ 兵 

標： 三及ヒ 仙、 會ノ 兵ま^ でァ盡 トク 關和久 二 轉陴ス 、我レ 其兵ヲ 河原 田 二分 チ、 簽之 子ヲ警 衞ス。 

一 十五 日、 參謀、 館 林 藩兵ノ 白坂驛 二 在 ル者ヲ シ テ 、金山 驛 ヲ守ラ シ ム 。 

昨 m  、官軍 棚 食 表 へ 進發 二 テ 、賊徒 不殘追 落 候處、 中途 金山 驛 \ー  儀、 掛念之 場所 二 有 之 候 -ー 付、 其 藩 之人數 早々 繰 出、 右 金山 

驛迄 出軍 可 被 致 旨、 鷲 尾 殿御 沙汰 候 事。 

辰 六月 卄 五日  、 白 川 出張 參 謀 補助 
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館 林 藩 隊長 

〇 棚倉ノ 官軍、 兵 ヲ分テ 釜 之子驛 一一 至ル、 賊兵風 ヲ望テ 先 遁ル。 

麼應 出軍 戰狀 二 云、 六月 二  I 五日、 棚 倉 ヨリ 三 里 南 一一 當リ、 签 之子ト 云ファ リ、 賊屯集 之 由 聞へ 、依 テ四字 摘 二 テ 二番 隊、 六 

番隊、 t: ハ具隊 、長、 土、. K 垣、 黑 羽勢ト 出兵 ス. 其勢ヒ 二 恐怖 ス ルャ、 總テ 落去テ 一 人モ居 ラス、 カラ 無ク、 賊營 -1 火ヲ掛 ケテ、 

空 ク棚 倉へ 引揚 タリ。 

〇 山 内 豐範家 記 一一 云、 六 s 廿五曰 早朝、 薩、 長、 垣ト共 一一、 我 一 一番、 九番、 土 二番 隊、 斷 金隊ヲ 嚮導 トシ 棚 食 ヲ發ス 、伴權 太夫 

監之、 別府彥 九郞副 之， 兵 ヲ兩道 二分 ケ釜之 子 一一 至レハ 、賊已 一一 遁逃 シ 、復 一 兵 ラ不旯 、乃 チ賊營 ヲ火シ 、淺川 一一 至リ、 村內 

ヲ 檢視シ テ歸ル 0 

〇 大 15 一藩 記 二 云、 六月 卄 五日、 釜 之子邊 -ー 賊潜 居ノ由 二 付、 薩、 長、 土、 忍、 黑羽 ® 弊 藩人數 、分隊 進撃 追 散 候。 

〇 土 持 左 平 太 手記 二 云、 六月 廿五曰 六 時 ヨリ、 六 番隊、 一 一番、 四 番隊、 大砲、 臼砲、 兵 具隊、 土、 大垣、 黑羽、 長 藩 一 同 手配 シ、 釜 

之 子 へ 賊 屯集ノ 趣- 1 付 進軍 ノ處、 賊 最早 退散 跡 一一 テ 一 人 モ不殘 居、 侬テ彼 力 陣屋 ヲ燒拂 、同日 兵 ヲ棚倉 町へ 曳揚ル 、各藩 滯 

陣 ナリ。 

〇 東 山 新聞 一一 云、 六月 廿 五日 早天、 官軍 一 一 百 人餘、 棚 倉 城 ヲ立テ 釜 之 子 指 シテ進 發ス、 此釜之 子 ト申ス ハ榊原 式部 大輔 采邑 

二 シテ、*源^|  <1? 一 1^ 少シノ 人数 在リケ ルカ、 今度 賊徒 ニ壓蔽 セラ レテ、 心ナ ラス モ彼レ 二 隨ヒ、 此日 環々 タ ル 課役 ヲ兼テ - 

兵粮 杯 ヲ助ケ シカ， キ ノフ棚 食 街道 ノ破レ シ時、 大勢 此處へ 逃込シ 力.、 ケサハ 咋日 ノ疲レ ニヤ、 マ タ 熟睡 シテ 有リケ ル處 へ 

官軍 トツ ト打 入テ、 鬨 ノ聲ヲ 揚レケ ハ 、大ヒ 二 周章 狼 狠シテ 、蜘ノ 子 ラ散ス 力 コ トク、 我 先 一一 ト逃行 ケル。 

〇賊 兵、 路 ヲ分テ 白 河 城 ヲ襲フ 、官軍 擊 テ之ヲ 卻ク。 

〇 奧羽追 討 日記 二 云、 六月 一 一十 五日、 金 生 寺 口 小戰、 卯 ノ刻ョ リ至 辰ノ半 刻、 賊 敗走。 


〇 戊已征 戰紀略 二 云、 六月 二 4" 五日、 一 一番 隊白川 ヲ守ル 、賊三 道 來攻ム 、兵 ヲ分テ 拒 之。 

〇 峰 須賀茂 韶家記 二 云、 弊 藩 人数 之 内、 原 街道 口 持 場 警衞罷 在 候處、 六月 廿五 日曉ョ リ、 金 正 寺 口 一一  相 當リ砲 聲相聞 候 -ー 付、 

司令 士  -ー  兵隊 相 添 斥候 指 出 候處、 土 州 藩、 賊兵 ト砲戰 二 及 居候 二 付、 同藩 申 合， 暫時 砲戰仕 候處、 無 程賊兵 退散 仕 候 故、 人數 

引揚. &候、 尤 山林 之 儀 故、 賊之 多少 死傷 之 儀 難 相 分 御座 候、 並 今朝 七 時 頃、 持 場 原 街道 口 小 田 新田 近邊 へ 賊兵少 々相 化 へ 候 

趣、 斥候 之 者 申出 候 二 付、 兼 テ手箸 之 通 空砲 相 發候處 、賊兵 其 儘 退散 仕、 襲 來等モ 無 御座 候。 

〇 山 内豐範 家 記 二 云、 六月 廿 五日、 賊白河 ヲ襲フ 、我 信 地金 正 寺 山 ヨリ 一 番隊 分テ、 斥候 ヲ前峯 二 出シ、 互ニ發 射ス、 八番、 

十 一 番、 4-1: 番隊 亦續テ 進ム、 賊 左右 ノ林中 ヨリ 發射ス 、我 兵 分布 シテ之 ヲ防ク 、大 垣亦應 之、 暫時 二 シ テ賊 走ル、 追擊大 谷- 

地 村  ニ至ル  、贼ノ 一  隊金正 寺 村民 家 二 來リ、 近 ク卜四 番半隊 山上 ヨリ 下 射シ走 之ス、 湯 本 口  ノ信地 亦 斥候 ヲま村 山上 一一 出 

シ、 卡ー 一番 之レ 二 續ク、 賊ノ斥 兵 僅 二 出 沒シテ 我 隙 ヲ窺フ 、我 カ備 へ ノ堅 キヲ知 ルャ、 敢テ來 リ侵セ ス。 5^ 指 tij^gf 者 W 

大 監察 高屋左 兵衞、 半 大隊 長 龃父江 可成 -ー シ テ、 小 監察 秋 澤淸吉 、三 原 

兎 彌太剠 之、 爾後 阿 兵 代 テ金正 寺 山 ヲ守リ 、我 兵 / 守 地 湯 本道 ノ ミ、， 

〇 大現藩 記 二 云、 六月 廿 六日 51t,l、 朝 六 字 頃、 采女正 人 數持場 會津ロ へ 賊少、 々襲來 、彼ョ リ放砲 候 二 付、 暫時 戰爭 仕、 土 

州 藩 ト合兵 -ー テ大 谷地 村 向 迄 追討 仕、 九 字 頃 人 數引揚 申 候。 

〇 東 山道 戰記 一一 云、 六月 一 一十 五日、 賊軍 大 谷地、 根 田 ノ兩道 ョ リ白河 城 へ 襲来 一一 及ヒ 候、 此朝 ハ 吾 藩 一一 於テ モ 必定 來擊可 致 

ト覺悟 有 之 候閒、 號礮 一 聲放發 一一 及 ヒ 、卽時 一一 兵 ヲ操出 シ テ 、賊ノ 近寄 ヲ 相 待 候、 去 レ共賊 ハ例ノ 近付 ク事 ヲセス * 只 遠矢 

ヲ以テ 懸ルノ ミ^、 此 時薩ノ 援兵 馳來リ 候 間、 吾 藩モ共 二進 ミ行、 却 テ賊陴 へ 近 ク押寄 候處、 賊ハ忽 チ是ヲ 見テ、 皆々 元ノ 

陣へ逃 行 候、 此日湯 本 口 へ モ賊兵 大勢 來リ候 由 一一 テ、 土 兵 ヨリ 悉ク打 散シ、 猶尾擊 シテニ 里 許モ追 行候ト ノ事 也、 又 金 生 寺 

山へ モ少々 襲來セ シ處、 此山 ハ咋日 ヨリ 阿兵ノ 持-一 相 成、 右兵 ョ リ 大小 砲 ヲ烈敷 打 立 候處、 是モ亦 手 答 へ 無 ク散行 候 由 也、 

偖 此日ノ 贼兵ハ 、總テ 曩ノ日 トハ數 寡ク、 大凡 五 百 人 モ有之 シ歟、 討 取 ハ吾持 場 二 テ ハ 一 人 モ無シ 、他 持 ロノ 有無 ハ記ス ル 

能ハ ス、 土 共 二 テハ少 シク討 取 候 由 也。  、 
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〇 東 山 新聞 一一 云、. In 河 城 二 籠 リタ ル 官軍、 六月 廿 四日 曉天、 白 河 城 ヲ發シ 棚倉サ シ テ 進發ス 、 其 勢總テ 八百餘 人、 然 ルニ此 

程 白 河 城 ヲ取 卷キ、 餘多ノ 贼 軍對陣 セシモ 、是等 ノ釁ノ 有 ルへキ ヲ察シ 、首 ヲ伸シ テ待居 タル ナレハ 、今日 必此虚 二 乘シ押 

寄乘 ラ ン ハ 必定 ナ リト、 {:z 軍 各 共ヲ配 ッテ、 此日 終日 待懸タ リシ 二、 日 暮ル、 迄 手モ出 サス、 都 ヲ何ノ 氣色モ 無ク、 將ニ此 

機ヲ 失へ ルハ怯 弱ノ程 コソ哀 レナ レ、 明レハ 廿 五日、 早天 ヨリ 賊兵 大勢 押 寄 來リ、 兩道 s#l ザ ヨリ 攻懸 リケ ル、 官軍 兼 

テ待 設ケ、 咋日ョ リシ テ備へ タ レ ハ 、砲臺 胸壁 云モサ ラナ リ、 其 外多ク ノ峯々 へ モ殘 ラス 兵ヲ 配備 シテ、 敵ヲ 間近 ク引 寄ハ 

ャト、 a ヲ コ ラ シ テ待懸 タリ、 サ レ ト モ 今日 寄タ リ シ ハ 、釁隙 ヲ襲フ ノ約 有ル故 二、 止ム事 ヲ得ス シ テ來レ ルナ レハ、 中々 

斤} クハ進 ミヨ ラス 、只 遠矢 ニソ 打力 ケ、 ル、 仍テ 官軍 大 ヒニ 怒リ、 去 ラハ是 ヨリ 攻懸 ラント、 衆 軍 一度 二 鬨ーブ 作リ、 烈風 ノ 

如ク進 ミケレ ハ、 敵 ハ大ヒ ニ亂レ 立、 一 泳へ モナ クシ テ 逃散 ケル、 去レ トモ 城 中小 勢ナレ ハ、 敲ノ 奇計 モ量リ 難ク、 長 追 無 

用 ト制シ 止メ、 早 クモ兵 ヲ引揚 ケル、 官軍 四百 餘人、 土 三 小隊、 阿 一 一 小隊、 垣 一 一 小隊， 賊軍 五 百 人、 會兵， 仙 兵。 

ニ十六日、福原资生|ま§|^ーラ^^ゃ21^書ヲ上リテ兵ヲ出シ、王事ーー勤メ ンコト ヲ請フ 、參 謀之ヲ 

聽シ、 其 兵；^ >L ヲ本營 一一. 屬ス。 

口上 覺、 

領内 近邊 賊徒 追々 遠 引退 候 -ー 付 、何卒 僅 計 之人數 タリ 共、 白 川口 へ 出兵 被 仰 付 可 被 下 儀 奉 願 候、 何卒 趣意 相 立 候 樣御取 

計 被 下 度 奉 願 候、 以上。 

辰 六月 廿 六日  福 原內匠 

奧羽 追討 日記 


爲御本 營附屬 白 川口 出兵 被 仰 付 候、 乍 去兼テ 小身 之 事 -ー モ候 得ハ、 人 數之儀 ハ 何程 二 テ モ 不苦 候條、 藩 力 不費弊 様 可 取 

計 旨、 驚 尾 殿御 沙汰 候 事。 

辰 六月 廿 六日  白 川 出張 . 參諜 補助 

〇大 總督府 へ e. 報 

作 山 領主 福 原 S 匠 儀、 多 日 官軍 へ 盡カ不 淺段ハ 追々 申 上 候 通 -ー 御座 候、 然 ル處、 近日 賊徒 追々 領分 tiw へ 遠ク 引退 候 二 

付テ ハ 、何卒 僅 計 之人數 タリ 共、 白 川 へ 出兵 被 仰 付 度、 別紙 社 卞之通 願 出 候 二 付、 鷲 尾 殿 へ 相 伺、 御 本 營附屬 之 役 相 

勤 候 樣申渡 シ 候閒、 此段 御屆. &上 候、 以上。 

辰 六月 廿 六日  白 川 出張 參諜 補助 

奧羽 追討 日記 

〇 福 原資 生 家臣 上申書  、 

福 原 内 匠家來 高 橋  屯 同 福 原 政 次 部 

右 ハ 先達 御 本 營附屬 被 仰 付 候 -ー 付、 右之兩 人， 人數十 三士 引 連 參著致 候、 以上。 

七月 五 日？ 關， 

二十 九日、 朝廷、 酒肴 ヲ諸軍 一一 賜フ、 是日、 參 謀之ヲ 頭ッ。 

〇 奧羽 追討 日記 一一 云、 六月 廿 八日、 白 川口 出張 之 諸 藩 一統へ、 從 朝廷 スルメ 百 把、 酒 十五 石 被 下 候、 右 一一 付 藩々 召 一一 應シ、 

出仕 之 人名 左 之 通リ、 

薩州平 田 九十 郞外 ニー  人 長 州 j4、 ヲ 

土 州高屋 兵 衞 大垣 戸田 五 郞左衞 門 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第二 明治 元年 六月 二十 九日 

忍 藩奧平 


四 四 

田 中 金 右衞門 


太  黑 1^ 

阿州梯  津守 

右 之 外、 彥根、 館 林 ハ 41- 山、 棚 倉 等 へ 出に ハ致 居候 二 付、 此段御 召 二 相 成 候 事、 

一 下 九日 朝 モー ヨリ 被 下 候暢、 酒、 今日 御 分配 二相 成 候處、 酒 甚少々 宛 二 當リ候 間、 十 石御增 -ー相 成、 左 之 通 御 配分 之 事、 但 

ノ、  -  ,1ョ 蓋 二十 五ナ； 0 

シ TTI 石 ノ  sfT う , 


覺- 


暢十 一 把 酒 二 石 六 斗 九 升 

同 十 把 同一 一石 五斗 九 升 

同 八 把 同 二 石 〇 六 升 

同一 把 同一 斗 二 升 

右 ハ白川 滯陣之 分、 

ダ千七 百 五十六 人 

暢四把 酒 八 斗 九 升 

右白阪 滯陣、 

暢四把 酒 九 斗 八 升 

右 金山 出張、 

二 口 ダニ 千 〇 十 人 

右歸 一人前 一枚 四 分， 酒 七 合 四 勺餘、 

棚 倉 出軍 之 分， 


藏州 三百 六！ 四 人 

土 州 三百 五十人 

大垣 二百 七十 九 人 

會計 兵食 方 


大垣 百 二十 一人 

館 林 百 三十 三人 


同 四 把 同 八 斗 八 升 

同 4- 四 把 同 三 石 七 斗 

同 四 把 同 九 斗 三 升 


長 州 百 二十 人 

阿 州 五 百 人 

忍 藩 百 二十 六 人 


酒 二 石 八 斗 一升 薩 三百 五十 七 人  同一 石 九 斗 七 升 長 二百 五十人 

同同斷  土  二百 五十人  同 三 +九升  彥 一 小 除 

同 五斗 五 升  大垣 七十 人  同 八 や 六 升  忍 百 十 人 

同一 石 二 斗 二 升 黑羽 百 五十 五 人  同 二 斗  兵 食 方 

ダニ 百 六十 七 人 

右 之 外 、鰻 四十 把、 但シ酒 萵十石 ナリ、 一 人前 七 合 八勺餘 二 當ル、 

總 人数 ダ 三千 二百 七十 七 人。  - 

〇 山 S 豐範家 記 一一 云、 六月 廿 九日、 督府 、酒 看 ヲ賜ヒ 、諸隊 ヲ 慰勞 ス 。 

〇 棚 倉、 及ヒ 金山 驛ノ 官軍、 兵ヲ 分チ、 賊兵ヲ 河原 田、 二子 操 一 一村 二 破リ、 轉シ テ深仁 田、 關 和 

久、 本 沼 等 諸 村 ヲ攻ム 、賊兵 支へ ス潰 H 走ル、 官軍 進 テ白河 二 至リ、 兵 ヲ收メ テ還ル 、小 K 川、 

大田 川、 矢 吹 等 諸 驛ノ賊 、皆 風ヲ望 テ遠ク 遁ル。 

〇 麼應 出軍 戰狀 -ー 云、 六月 一 一十 八日、 我 兵 具隊： 黑羽藩 ト棚倉 ヨリ 分隊 二 テ、 白 川 郡 堤 村ト申 所へ 致 轉陴、 番兵 所ノ 地理 見 

トシ テ 差越ノ 所、 釜 之 子へ 會戰 篛來、 民 屋ヲ劫 ャカシ 候 段 注進 一一 付、 早速 繰 出シ、 黑 羽勢モ 追々 驅來リ 、若 栗、 新田 ト申 所ョ 

リ我隊 チ三ッ 二分 ケ、 引 包ミ鎏 殺ノ策 二 テ押寄 セ候處 、早 逃 ケ去リ 候 跡 二 テ、 賊ハ白 河 郡 河原 田 村へ 致 宿陴、 緩 半道 位ノ由 

承リ、 黑羽勢 申 合、 六 七 人 斥候 ト シ テ 河原 田 村 ノ南ノ 岡へ 登 リ候處 、賊ノ 陣ハ川 ヲ隔、 眼下 十一 一三 町 計 二 テ、 如何 二 モ 大砲 

打揚 一一 立 ク、 翌廿 九日 曉三字 頃、 我 兵 具 隊竝黑 羽 三 小隊、 大砲 一 一門、 館 林 一 小隊 繰 出シ、 河原 田ノ 南、 成 岡 ノ上ニ 黑羽ノ 大砲 

1 一門 ヲ備 へ、 館 林 一 小隊 ヲ狙擊 トシ、 鉄隊ヲ 進メテ 川端 二 伏セ、 曉霧 ノ晴ヲ 待テ、 大砲 ヲ六發 打 込ミ、 疑 隊ハ是 ヲ相圖 二 鯨 

It ヲ發 シ、. 阿武隈川 ヲ押 渡リ、 河原 田ヲ 一 マクリ 二 討 破リ、 進テ 二子 塚 村 二 討 人、 致 放火、 五ッ 時分、 叉岡ノ 上へ 引揚、 夫ョ 

復古 外 記 白 河口 戰記 第二 明治 元年 六月 二十 九日  四 五 


復古 外 記 白 河 ni 戰記 第二 明治 元年 六月 二十 九日  四 六 

リ白 川迄ノ 通路 ヲ破ン トテ 所々 一一 テ相 戰ヒ、 殊 一一 我 隊ノ 斥候 田 中 藤 太郞外 一一 一 一人 ハ、 深 仁田ョ リ戰ヲ 始メ、 賊ヲ追 ヒ掛ケ 、 

阿武隈 ヲ涉リ 、遙 一一 關和久 へ 追 込、 賊營 一一 放火シ、其儘川ノ北^?1ヲ進ミ、 本沼 一一 テハ縫 八 人 一一 テ仙 臺共ノ 一  小隊 ヲ追 散シ、 

本隊 ハ外ー 一藩 ト 新地 山筋ヲ 相 進ミ、 阿武隈 ノ 双方 白 川 迄、 三 里カ閒 打破 リ、 通路 相 開ケ、 夫 ヨリ 諸民大 一一 歡ヒ、 白 川へ 歸ル 

者 夥シ、 此 日ノ戰 ヒ賊大 二 狼狠、 關和久 、本 沼、 大田川 其 外 諸 所ノ賊 共逃ケ 立、 宫軍ノ 追 フソト 心得、 矢吹驛 一一 テハ 味方 打 二 

相 成、 己 力 陴ニ致 放火、 須賀川 二 モタ マラス、 仙臺 道へ 逃 ケ走リ 候 段、 跡 以生柿 候 者、 我隊 中二 テ相咄 申 候。 

〇BI 羽 藩 記 二 云、 六月 廿 八日、 我 藩、 薩 一 小隊 ト同ク 守 ヲ堤村 二 移ス、 同廿 九日、 河原 田 村 近傍 二 賊 五六 百人ァ ル ヲ聞テ 、曉 

第三 字、 堤 村 ヲ發シ 签之子 村 ヲ過ク 、館 林ノ兵 ト合テ 阿武隈川 一一 到ル、 陰 霧 一一 乘シ、 歩兵 川岸 一一 散布 ス、 賊返 リ襲ハ 、誘擊 

セ ン ト擬ス 、霧 ノ晴ル ヲ待テ 、山上 ヨリ 大砲 六發、 歩兵 吶喊シ テ川ヲ 渡ル、 賊狼 狠驟躪 シテ、 一 一子 塚、 寺 山 一一 火 ヲ放テ 走ル、 

館林ノ 兵ヲシ テ. E 上ノ 大砲 ヲ護セ シメ、 我 丘ハ尾 擊シテ 二子 塚 二 到ル、 又 石 川 ヨリ 白 河 二 至 ルノ道 ラ開カ ン爲メ  、我 一 一 小隊、 

薩ー 小隊 ト共 二 蕪 S 村 新地 山 二 向フ、 賊ヲ 見ス、 輒 關和久 二 到 テ砲戰 少時、 賊 民家 二 火シテ 走ル、 遂 二 近 村處々 ノ賊ヲ 一掃 

シ、 白 河 二 到 テ歸ル 、此 夜、 敗 賊走テ 矢吹驛 二 入ル、 守兵 誤テ 官軍 至ルト 爲シ、 火 ヲ放テ 亂走ス 、小 田 川、 大田 川ノ賊 モ亦處 

々 ノ火ヲ 望 丄變 惧シテ 走ル、 此時 ニ至テ 賊地ノ 民、 來テ款 ヲ通ス ル モ ノ多シ 、官軍 破忤 ノ勢ヲ 爲ス。 

〇 秋 元 典 朝家 記 二 云、 六月 廿 八日 、奥州 金山 表へ 出兵 罷在候 五 小隊 ノ 内、 林 將曹、 村 山 直衞何 レモ 組 下 召 連、 釜 之 子 村邊巡 

邏仕 候、 明朝 河原 田 村へ 賊屯集 罷在候 間 打 入 可 申 旨、 薩州 隊長 川路 正 之 進方ョ リ談 一一 付、 刖其 夜四ッ 時、 勢 揃ヲ相 約シ、 藏 

州 五十人 程、 黑羽 大砲 一 一門、 銃隊 六十 人 程、 弊 藩ハ林 將曹、 村 山 直衞隊 五十人 程-一 テ進 擊シ、 曉霧 ノ晴ル 、 ヲ待チ 、先ッ 大砲 

三發打 込、 直 様 小銃 ヲ以テ 打 入 候處、 賊大 一一 敗軍 一一 及 ヒ散亂 致 候、 夫 ヨリ 右 村へ 火 ヲ放チ 、其 外 三 ケ所致 放火、 三 藩 一 同 白 

河 迄 引揚、 委細 御 屆申ヒ 歸陴ス 、其 節 賊六人 打取 候。 

〇 東 山道 戰記 二 云、 六月 廿 九日、 官兵 關和久 へ 討 入 リシ 二  、此處 尸 一 一本松 ノ兵 大勢 二 テ備へ 有 之、 官兵ノ 至 ルザ 聞テ 不戰シ 

テ逃出 シ、^ 其邊屯 集ノ賊 兵モ、 是ヲ聞 テ又各 逃 出シ、 終 一一 不可 生 ニ至リ 候、 然ル 一一 右關 和久ョ リノ 路ハ、 大田川 或 ハ矢吹 


へ モ總キ 居候 間、 根 田、 小 m 川邊 二 テ ハ 、お ノ由ヲ 聞 テ歸路 ヲ絕タ レ ン歟ト 、俄 一一 恐怖 シテ、 一 夜ノ內 二 逃 行シ者 也、 ^ ト云 

フ可キ 也、 此日 ヨリ 白 河周圍 ニ對陴 セシ賊 兵、 皆々 遠ク逃 去テ、 近鄕ニ ハ 一人 モ無之 相 成 候 事。 

〇 束 山 新聞 -1 云、 六月 廿 九日、 iR 軍 釜 之 子 村 へ 押 寄、 尙モ 追討 シテ關 和久宿 へ モ衝入 リシ-一 、此處 ハ 又 一 一本松 ノ兵七 小隊 備 

へ テ 有リケ ルカ、 此音ラ 聞 テ大ヒ 一一 恐レ、 戰ハ ス シテ迸 行 ケル、 去 ハ此事 四方 二 聞へ テ、 白 河城ノ 寄手ノ 内へ モ仰々 シクソ 

告 タリ ケ ル、 只サ へ 此 比後レ ヲ取テ 、頻リ 二 官軍 ヲ恐ル 、所 へ 、此 事ヲ 閬ャィ ナヤ、 歸路 ヲ絕レ ン歟ノ 瘡心ヲ 生シ、 暮方ョ 

リ小田 川、 泉 崎、 大田川 等、 數ケ所 へ 備 へ シ賊兵 共 ハ 、我 先 二 ト コ ソ逃 行ケル 、其 歸路 一一 於テ、 仙 兵 ノウ チ ョ リ矢 吹宿ヲ 放火 

シテ、 郡 山 迄 モ返キ ケリ。  - 

〇 丹 羽 長 裕家記 二 云、 六月 一 一十 九日、 西 軍曉霧 ニ乘シ テ 阿武隈川 ヲ渡リ 、河原 田陴營 二 迫テ砲 發ス、 急遽 支 ュル能 ハス、 我 

に 、原註、 根 一 11 右衞 門、 土屋 く  二 文レ、 卩ん ノー.々 原註、 丹 羽 右近、 奧野彥 お f  Ss5r ゝ、. \  ,- myr  、  I  \  I  a,^ai,  I 

/右 衞門箫 藤 彌次兵 衞隊、 ナヒ  一一^ フ P 禾 クン^ 兵衞、 潷：^ 金左衞 門隊げ 1^ テ應 S フ 彼し 旣ニ 退ク 是レ ヨリ 關和久 河 

-r":!;  ノ者象 Ig-! ！〕 我 兵 テ Jasfrr  二 專率ス 、土  £乂、. ^赛 -t^  ニー、 。統士 南部 權之丞 、渡邊 

お f 緣 a ヒ仙、 會ノ 兵、 3 フ - ー賴 M: フ 丘^ ネ键 三ノ新 介、 軍 醫桐生 玄贯、 

〇 仙？ 》梵 藩 記 一一 云、 六月 廿九 日、 白 河口 出先 仙 藩參謀 增田歴 治、 泉 田 志 摩、 會藩辰 野 源 左衞門 ヲ始、 列藩 小 田 川 陣屋 -ー 集會、 棚 

<1? 敗 レ テ後、 白 河 ョ リ 東海岸 迄 引 通、 官軍 勢 充満、 近！ g 海陸 兩道 ョ リ 數千ノ 官軍 繰込ノ 事-一 相 聞、 且 七曲ノ 胸壁 ハ白 河へ 直 

徑一 一十 丁 程 一 1 テ、 朝暮ノ 進退 討入ノ 機密 モ 自然 漏レ候 姿、 又 守 山、 三春へ 兵隊 繰 入 置 候 得 共、 阿武隈川 ヲ隔テ 至急 ノ應 援モ 

如何、 侬之、 七 曲 及 小 田 川、 矢 吹三ケ 所共不 殘引揚 へ シト 軍議 一 決、 其 夜 矢 吹驛ヲ 嬈拂、 f  一.？ fgiv テ陣ナ 所 リト、 須賀川 へ 下テ 

屯维致 候。 

七月 朔日、 參謀、 黑羽藩 一一 命シ テ 、假 二 棚 倉 及 ヒ 淺川、 稿、 釜 之 子等 ノ地ヲ 赞セ シ 厶 。 

大 0^ 泰次 へ 

棚 〈お 放近邊 領分 、當時 取締 可 被 致 候樣、 鷲 尾 殿御 沙汰 候 事。 

辰 七月 朔  ，  白 川 出張 參 謀 補助 

m 古 外 記 白 河口 戰記 第二 明治 元年 七月 朔日  四 七 


復古 外 記 白 河口 戰記 第二 明治 元年 七 朔日  は，' 

奥 羽 追討 日記 

黑 羽 藩 記 

oi  . 大關 泰次郞 

t^u  、高、^ 子 三 f: 屋、 當時 K 締可被 致 旨、 鷲 尾 殿御 沙汰 候 事。  . 

j ナ g  - 1  一 S  白 川口 出張 參諜 補助 

黑羽藩 記 

〇賊 丘へ 、曉ニ 乘シテ 白 河 城 ヲ襲フ 、官軍 撃 テ之ヲ 卻ク。 

〇 垂出 i お 二 云、 六月 廿 四日、 一 一番、 四番、 六番、 其 外 長 州、 土 州、 大 i 合 一 千 計、 棚 倉城| 撃 謹 軍 重、 I テ伺、 

二 千 計 ノ.： パテ 以、 七 S 朔日 早天、 阿 州 固 居候 原 街道 S  土 州 同 斷之湯 本街道へ 襲来、 砲 聲烈敷 相 閬得候 付、 爲應援 下 新田 村ョ 

リ相 進、 賊ヲ潢 擊ス、 賊川ヲ 中二 シ 暫時 ハ 相 支 候 得 共、 終 二 及 敗走 候 付、 三 里 計 有 之 候 鶴 生 村 迄 追撃 イタ シ、 一 番隊 へ 致 交 

代 、人数^ 揚候、 此日賊 之 五 拾 餘級ヲ 得 タリ、 戰死 一 人。^ 

〇 戊已征 戰记略 二 云、 七 e: 朔 日、 賊兩道 白 川 ヲ攻ム 、我 兵分テ 报之。 

〇 蜂須賀 3 匿 記 二 云、 七 H 朔日曉 四 字 比、 湯 本 口 募 藩 人數之 内、 持 場 原 街道 口へ 賊徒 多勢 議候ニ 付、 暫ク砲 戰仕候 得 

北、、..^ 丘、 益 但ー宾 故、 砲隊樺 出劇戰 二 相 及 居候 内、 薩 藩、 土 藩 進撃 二 相 及 手 害 申 合、 五 字頃ョ リ 進撃 仕 候處、 賊兵支 兼 退色 相 見 

^  二  、兵隊 分配 仕、 一 手 ハ 正面 野 山 へ 攀上リ 、一手 ハ i 、一手 ハ土藩 ト同手 二 相 成 進撃 仕、 賊兵 敗走 一一 相 及、 羽太 村、 熊 

村、 i 讓追擊 仕 候處、 費 民家 へ 放火 仕、 退散 -ー 相 及 候 故、 八 字 頃 兵隊 相 纏、 持 場 へ 引揚申 候、 弊 藩人數 之內、 手 I 人 

モ K 御座、 喊ー 一人 切捨、 其 餘打留 候 者 モ有之 様相 見 へ 候 得 共、 多少 不分明。 

豐範家 記 一一 云、 七月 朔日 黎明、 賊兵又 白 河 ヲ襲フ 、我 信 地 湯 本 口、 米 村、 長 山 及 田間ノ 叢林 中 ヨリ 襲 來ス、 本日 ノ 守兵 

十一 一番 隊古 天， U ョ リ進ミ 、砲 除 ハ 直 一一 臺場ョ リ應 之、 一 番隊、 八 番隊、 十 一 番隊、 十一 一番 除、 十六 番隊 相續テ 進ム、 祖父-,^ 


可成 之ヲ 指揮 シ、 高 星 左 兵衞監 之、 秋澤、 三 原 副 之、 賊兵 散布 發射シ 、彈 丸雨ノ 如シ、 一 番 隊長 山 ノ賊テ 撗擊シ 、八番 、十 一 番、 

十五 番隊 米村ノ 正面 二進 ム 、士 一番 隊亦古 天神 山 ヲ下リ 、正面 ョ リ田間 ノ賊ニ 當ル、 八番、 十六 番叉 轉シ テ 撗ニ擊 之、 五番 

隊、 砲隊、 齊武隊 亦 相續テ 進ム、 賊兵 走ん、 我 兵 米 村 一一 至リ、 二手 二分 レ、 gl、 街道 尸 砲隊及 五番 隊、 十六 番隊向 之、 八 番隊、 

十四 番隊 、ノ 妙 見 山 一一 上 リ賊ト 挑ム、 長 山 及 田 間 ノ賊、 原 街道 ヲ指テ 敗走 ス、 我 一 番隊、 薩兵、 阿 兵ト共 一一 逐之、 熊 倉 村 一一 到ル、 

上 M 妙 見 山 ノ賊、 砲臺ニ 據リ防 戰シ、 猶未タ 退 カス、 五番 隊直 二進 テ之ニ 迫ル、 一 番隊亦 川 ヲ越テ 砲臺ヲ 奪ヒ、 下 羽太 村ヲ 

嬈ク、 山上 ノ賊 顧ミテ 走ル、 下 羽太 村ノ 川岸 各所 ノ砲隊 、亦 守ル 不能、 盡ク 遁ル、 午後 一 一時 白 河 一一 凱旋 ス C 

〇 伊集院 兼寬 手記 二 云、 六月 廿四 曰、 追々 各藩 共增 加セシ -ー ョ リ、 我 一 一番、 四番、 六 番之三 小隊 並 長 州、 土 州、 大垣之 兵 都合 

一 千 計、 棚贫城 攻撃 之 策 相 诀シ、 進テ棚 倉-一向 フ、 賊之テ 察シ、 凡 ニ千餘 之丘ハ ヲ以テ 、七月 朔曰 早天、 (，敷 f 持 場 之 原 街道 並 土 

州 持 場 之 湯 本街道 へ 壟來、 砲 聲甚熾 ナリ、 故 二 直 一一 應援 トシ テ下 新田 村 ヨリ 相 進、 賊之 右翼 二 出、 距里甚 近シ、 因テ 一 齊統 

ラ發ス 、賊 狼狽 シ忽チ 潰走 ス ル ラ以、 追 擊テ鶴 生 村 二 到 リ歸ル 、道程 三 里 計 ナリ、 此日敏 首 若干 ラ得 タリ。 

〇 東 山道 戰記 一一 云、 七月 朔日曉 天、 大 谷地 ロノ 賊兵、 吾 藩 持 口 へ 向ッテ 發砲シ テ襲 ヒ來リ 候閒、 番兵 一一 テ是ラ 打 立、 卽チ號 

砲 ヲ放テ 本隊 ラ聚メ 候處、 程 無ク吾 本隊 及薩、 土ノ 援兵 モ馳 來リ、 共 一一 挺進 一一 及 候、 叉 阿 兵 モ金正 寺 山 ヨリ 打 懸ケ、 各進テ 

逆 衝ス、 此時 賊ハ暫 モ不； ^得、 忽チ大 谷地 ノ陴へ 引返 シ、 叉大 谷地 二 モ 留リ不 得、 牧ノ. E  、勢 至 堂ノ 方へ 逃 行 候、 又 湯 本 口 へ 

モ 贼 共 多分 襲 ヒ 來候 由、 然 レ 共 土丘ハ 一 擊 二 追拂 ヒ 、尙 羽太 邊 へ モ 尾擊 シ テ 、此處 ノ 賊巢 ヲ 突破 テ 凱旋 二 及シ 也、 此 日、 襲来 

ノ成ハ 大谷 地口、 湯 本 ロノ 兩道而 巳 二 シテ、 根 田 ロノ 賊ハ 咋夜已 一一 引退 キ シ由、 故 ニ此 ロハ 只不 得止シ テ來 レリ ト相 見へ、 

竟 二 戰態 ヲ 不爲 シ テ 、早 ク 引返 候 也。 

〇 東 山 新聞 二 云、 會津 口、 湯 本 口 寄 手 ノ賊ハ 、仙臺 ロノ 退 キシ事 ヲ聞テ 、倶ニ 退 力 ン ト思ヒ シカ、 徒 二 退 力 ン モ 甲斐 ナシト 

ャ、 七 GZ: 朔 日朝 マ タ 仄培キ 一一 、山々 へ 登リ、 會兵 多ク大 谷地 邊 ヨリ 砲發、 頻リ 一一 押 寄 來ル、 仍チ 官軍 備ヲ 立テ、 閒近ク 來ルヲ 

上寸ケ ルカ、 數度ノ 敗北 二手 コ リシ テ、 中々 近ク ハ 寄來ラ ス 、去ラ ハ ト テ， 官軍 ヨリ 進出 テ、 烈敷 賊軍 ヲ打 立ケ レ ハ 、 皆 散々 二 

復古 外 記 白 河口 戰記 第二 明治 元年 七月 朔日  四 力 


復古 外 記 E 河口 戰記 第二 明治 元年 七月 四日  五 〇 

亂レ 立テ、 我 先 一一 ト逃行 ケル、 官軍 少シ 追討 シテ、 早ク白 河へ 引揚ケ ル、 去レ ハ 此賊モ 亦、 此 夜中 山上 一一 篝火ヲ 焚テ、 翌ー 一日 

曉 マテ ニ會津 口、 湯 本 ロノ 陣々 ハ 、 一人 モ不殘 逃歸リ ケル。 

〇 仙臺藩 記-一 云、 七月 朔日、 大立目 武藏、 細 谷 十 太夫、 會津、 一 一本松 合併 白 河 西 手 ヨリ 繰 込、 十 太夫 ハ白河 天神 町裏ノ 胸壁 ラ 

目的 二 進テ發 砲、 武藏ハ 元 天神 |§ 西 白、 ノ 胸壁 へ 向 ヒ發砲 烈戰、 阿武隈川 ヲ 渡テ攻 入、 元 天祌ノ 胸壁 ヲ乘 取、 官軍 敗走、 立 

石山 ト申處 へ 引退、 十 太夫 ハ 城 裏 W 通 馬 除 土 居 際迄攻 入、 1 一本松 藩 立 石山 之 麓 迄進テ 、官軍 ヲ追 散、 然 ル 二 本道 口、 咋夜矢 

吹 ノ陣營 ヲ去テ 引揚タ ル 報知 ヲ聞、 白 河 城 迄攻擊 二  、ノ 應援ノ 手 無 テ不叶 故、 十一 一字 頃、 一 先 那原西 へ引揚 ヘクト シ 候處、 

官軍 方 追擊烈 敷、 又々 蹈留リ 戰爭、 此時 死傷 多分 -ー 相 出、 黄昏 相 引 二 相 成、 羽 鳥 村 ト申處 へ 引揚申 候、 死 三人 nj!^ ハ、 慯四 人- 

f  ク右ロ  ノ人數 追々 引揚 "本道 口 須賀川 へ 合併 致 候。 

0 丹 羽 長 裕家記 二 云、 セ itn 、我 兵、 親婦、 feji 但 ハぉ  1: 仙. r|i リー ー會兵 If 一 一一 合テ、 將サ 二 白 河 ヲ襲ハ ン トス、 

我 一 小隊 g|3 円^ 伊 夜半潜 力 二 進發シ テ 堀川 二 宿陴シ 、白 河 城 ノ 用水 ヲ絕ッ 、別 二 一  隊 |1  、お 谷 ハ 火ヲ 下 新田 二 放テ、 仙、 

會ノ兵 一一 合 セン トス、 中道 天 巳 二 明ケテ 果ス能 ハス、 遂 二 兵 ヲ中山 一一 旋ラ シ、 仙、 會 二 合ス 仙、 會巳 二 砲 發ス、 我 兵 直進 之 レ 

一一 從フ、 砲戰數 時、 其 際 仙 兵彈藥 盡ク、 故 二 退ク、 會兵 隊長 川 重慯ヲ 受ク、 故 二 潰ュ、 彼レ之 ニ乘シ テ奮進 ス 、 我 兵 

S;K- 谷 苦 戰支ュ ル能ハ ス、 時 二 堀川 ノ 兵き g 門 靑隊汕 伊來リ 援ク、 爲メ  二 兵 ヲ收メ テ歸ル 、此 役、 本 藩 死 二人、 膽 ss-r 

复 HI、o 司令 士祌 谷莊 蔵、 銃 士靑砥 孫 

P 匹ソ 太夫、 八 木 右文、 夫卒 一 人、 

四日、 是ョ リ先、 大總 督府、 彥根藩 兵 せ ハ；； ？ 、力 ヲ白河 二 差 遺ス、 尋テ 至ル、 是曰、 參謀命 シ テ 大 垣 

藩 兵 一一 代リ、 白 坂驛ヲ 警守セ シム。 


右、 白 坂驛警 衞大垣 藩兵ト 交代 被 仰 付 候條、 相 當之人 數可被 差 出 旨、 鷲 尾 殿御 沙汰 候 事。 

辰 七月 四日  白 川 出張 參 謀 補助 

奧羽 追討 日記 

復古 外 記 白 河 n 戰記 第二 終  . 

十九 年 十二 e: 二十 五日 掌 記 豐 原資 淸 纂 


很古外 記 白 河口 戰記 第二 明治 元年 七 H 四日 


復古 外 記 白 河口 戰記 第一 一一 明治 元年 七月 九， 十五 日  五 二 

復古 外 記 稿本 


自明 治 元年 七月 九 日 

至 同  二十 七日 


白 河口 戰記 第三 

七月 九日、 大總 督府、 參謀鷲 尾 隆聚ヲ 以テ、 奥 羽 追討 白 河口 總督ト 爲ス。 

鷲 尾侍從 

奧羽 追討 白 川口 總督被 仰 出 候 事。  - 

ご ョま征 總督記 

七 月 « 尾隆 聚事鎮 

〇 諸 軍 中、 鹵掠ヲ 行フ者 アル ヲ以 テ、 大 總督府 、令 シ テ 之 ヲ戒 飭ス。 

〇大 總督府 達 書 

去ル廿 四日、 棚 倉 落城 之 節、 各藩 之 内、 敦レ之 藩 二 候 哉、 市中 或 ハ 農家 へ 立 入、 金銀 其 外衣 服 等 奪取 候 徒 モ有之 趣 相 聞 如何 

之 事 候、 兼テ被 仰 出 候 御 ケ條モ 有 之 事故、 向後 屹度 取締 可 申 旨 被 仰 出 候 事。 M る i 

〇 東征 總督記 二 云、 七月 九日、 右. a 川口 出張 各藩 へ 相 達 候樣、 伊地知、 板 垣 へ 相 達。 

〇 奧羽 追討 日記 -ー 云、 七月 十六 日、 伊地知 正 治 參營- 先般 棚 倉 城 征討 之 節、 兵士 等民屋 二 入、 種々 掠奪 等 有 之 候 趣 -ー 付、 急 

度 取締 可 致 旨、 大 總督府 ヨリ 參謀 伊地知、 板垣兩 人へ 御沙汰-一 付、 其 趣 棚 倉 方へ ハ 勿論、 當地 、ヲ 在陴 之隊々 へ モ爲念 

相 達 可 申 旨 相 何 候處、 可 然旨御 答 有 之 候 事。 

十五 日、 賊兵、 白 河 城 ヲ襲フ 、官軍 邀へ擊 テ之ヲ 卻ク。 


〇 奥 羽 追討 曰 記 -1 云、 七月 十 rf- 日、 雨、 朝 六 時 頃 ヨリ、 仙臺 街道 ヨリ 賊兵 襲來。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 七月 十五 日、 仙、 會賊 、奥州 白 川、 大垣固 場 へ 襲來、 本府 三番 隊 援兵 トシ テ、 七 字 頃 繰出シ ケレハ 、旣- 一 

賊 其場ヲ 引退 キ シ 一一 ヨリ、 除 ヲニッ 一一 分ケ、 一 手 ハ仙臺 街道、 一 手 ハ會津 街道 ト各押 寄ル、 仙臺 街道 ノ方ハ 、我 隊ノ 斥候兵、 

1 番隊半 隊ト共 二 先 二進 ミ、 賊、 泉 田 村 ノ臺場 二 憑 リ防戰 スルヲ 攻擊、 我隊 一 手ハ、 右手 ノ山ヲ ッタヒ 、橫擊 ノ策ニ テ進ミ 

シ 力 、斥候 等、 泉田ノ 臺場ヲ 擊破リ 追討 ス ル 一一 出合 シ テ 、小 田 川 村 迄 追撃 ス 、 五番 隊モ石 川口 ョ リ小田 川 手前 一一 衝出、 是亦 

合ス、 會津 街道へ 進ミ シ 一手 ハ、 賊 山岳 ラ扼シ 防戰ス ルヲ追 落シ、 大 谷地 村 ヨリ 五六 町 許 尾 擊ス、 兩手ノ 兵倶ニ 十一 一字 頃 凱 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 七月 十五 日、 賊叉白 河ヲ攻 ム 、官軍 之 テ拒ム 、戰甚 劇 ナリ、 我 兵 分 テ之ヲ 救フ。 

〇 峰 須賀茂 韶家記 -ー 云、 七月 十五 日 辰ノ刻 頃、 金 正 寺 山 弊 藩 持 場 へ 賊兵押 寄、 大小 砲 打懸候 -ー 付、 早速 防戦、 向山 迄 進軍 仕 

候處、 賊軍 山 ハ，^ 一一  潛伏 砲發仕 ナカラ、 悉ク 敗走 退散 一一 相 及 ヒ 、尤 雨中 之 山路、 存 儘進擊 相調不 申、 半 ハ 人數大 谷地 村 近邊、 半 

ハ 人數大 谷地 村 迄追擊 仕、 午刻 頃 人 數引揚 申 候。 

〇 山 內豐範 家 記 一一 云、 七月 十五 日、 賊丘ハ 白 河、 大垣 ノ信 地、 仙臺、 會津 兩道ョ リ襲來 ス 、薩、 長 兵 ヲ出シ テ援 之、 我 亦 五番、 十 

四番各 半隊ヲ 出シ應 之、 秋澤 淸吉監 之、 追分 一一 到レハ 仙臺道 ノ賊、 旣 -1 大垣 及薩、 長兵ノ 追擊ス ル處ト ナル、 我兩隊 會津道 

二進 ム、 贼 山上 ノ 叢林 中 ョ リ發 射ス、 我 兵 之 二 當ル、 賊峰 ヲ陟. リ、 金 正 寺 山ノ北 ニ出ン トス、 兩隊亦 山 ヲ攀チ 之ヲ尾 擊ス、 阿 

兵 亦 出テ應 之、 賊盡ク 遁ル、 午 十一 一時 歸營 ス。 

〇 大ぉ • 藩 記-一 云、 七月 十五 日朝 六 字 頃、 采女正 人數持 場へ、 仙臺、 會津兩 街道 ヨリ 賊篛來 、大小 砲頻リ 一一 打掛候 一一 付、 烈敷防 

戰仕 候處、 賊 山手 之 方へ 散亂及 敗走 候、 仙臺 街道 ハ薩藩 ト合兵 小 田 川 宿 迄、 會津 街道 ハ薩、 長、 土 藩ト合 兵、 大 谷地 村 先 迄 追 

討 仕 、十一 一字 頃 人 數引揚 中 候、 弊 藩 死 一 人、 親 I 職 f 三人 。雜 I ，廣！ f 乙 之 四 助郞^ 田 

〇 伊集院 兼寬 手記 二 云、 七月 十五 日 早天、 賊兵大 垣 持 場 之 奥州 街道-一 來迫ル 、我 兵 石 川 街道 警衞 之當番 タリ ト雖、 一 番遊擊 

復古 外 記 白 河口 戰記 第一 一一 明治 元年 七月 十五 日  五一 一一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第三 明治 元年 七月 十五 日  五 四 

隊ト 交弋シ 、關和 久村之 間道 ヲ經、 賊之 左翼 一一 出、 埋伏 シ テ賊兵 退 クヲ 待ッ、 旣ニシ テ大垣 兵 及 ヒ 我 一 番、 三番 之兩隊 15 

鈴 木條、 正面 一一 向 テ奮戰 ス 、故 -1 賊兵漸 ク退ク 、因 テ小田 川驛之 山手 一一 進ミ 、兵 ヲ伏セ 、賊兵 之 歸路ヲ 絕、 於是、 前後 之 敵 狼 

^  ^  V  一- 

狠シ、 器械 彈藥 等悉ク 打捨散 亂ス、 此日 五十 餘級ヲ 得 タリ、 生 柿 三人 ナリ、 午後 二 時 三十 分 白 河 一一 歸 陴ス。 

〇 東 山道 戦記 ュ 云、 七月 十五 日、 賊兵 大擧シ テ白河 へ 襲來致 シ候、 此 朝霧 深ク シ テ咫 》<ヲ 不分、 故 ニ賊ハ 根 田、 大 谷地 邊 二 

持 シテ、 急 一一 ハ 不攻來 候、 吾 藩 ハ忽チ 兵 ヲ配リ 、薩、 長、 土 等へ 右ヲ 報知 一一 及ヒ 候、 然 ル處， 薩野津 七 左 衞門ー 小隊 ヲ率 ヒ來 

リ、間^ヲ進テ成ノ背後^3^.^村ノ方 へ 行カ レ候、 右 ハ賊ノ 逃 ルヲ埃 テ擊取 可 申 トノ事 也、 依 之、 吾藩ハ 十分 一一 時 ヲ移シ 、ばノ 

ノ來 ルヲ望 居候 處、 辰ノ時 過、 霧 漸ク霽 懸リ、 賊ハ 追々 進來 候、 因テ 吾藩ョ リ賊 ノ簇ル 中へ 大礮ー 發放チ 候處、 程 能 右ノ頭 

上 二 於 テ雷破 シ 候 間、 聊 快ヲ覺 へ 候 也、 此時 又薩、 長 及 土 兵 共 援兵 トシ テ馳 來リ、 循 一一 モ據 ラス 頻 一一 進ミ行 候、 右ハ 此頃戰 

ヒ無シ テ、 連 曰 ノ欝- 一 窮シ候 故歟、 今 曰 其 戟鋒可 見 候、 然ル處 、賊ハ 雨 ノ如ク 發砲シ テ 暫ク： » へ 候 得 共、 豈當ン ャ、 忽 チ亂レ 

テ逃懸 リ候閒 、三 藩 及 吾 藩共大 二 進 テ打立 候處、 竟 一一 狼 狼 シ テ根田 或 ハ 大 谷地 等 ノ 方へ 逃 行 候閒、 一 里 餘追擊 致シ、 午ノ時 

兩道 共引揚 候、 然 ル ニ曩ノ 野津隊 ハ、 泉 崎 ヨリ 小 田 川 ノ邊へ 廻リ、 折節 賊ノ歸 路ヲ衝 候處、 賊 ハ又大 二 恐 愕シテ 、巖角 或 ハ 

荆棘ヲ モ不擇 逃 行 候、 又此處 一一 テ少ク 打取 モ有 之、 五 人生 柿テ、 未ノ 時歸陴 ニ及ハ レ候、 此日來 リ候賊 ハ五百 人餘ノ 由、 屍 

ハ 二十^ 人. 13^ 之シ 也、 此日ノ 賊ハ皆 新手 ノ兵 一一 テ、 大ニ 奮テ來 リシ 由 也、 何ント ナレハ 先頃 中、 大軍 ヲ以テ 度々 攻城 一一 及フ 

ト雖モ 、遂 ニ功ノ 不成コ ト 尸 、其 衆 ノ怯惰 ナル故 也 ト憤リ 、今日 ハ 必可攻 落ト曰 テ來リ シ由 也。 

〇 東 山 新聞 一一 云、 七月 十五 日、 早天 ヨリ 賊軍 多 ク白河 城 ヲ龔ヒ シ事 有リ、 去レ ハ 此兵モ 亦會、 仙等ノ 兵ナレ トモ、 先日 白 河 

寄手ノ 兵ノ. 五 度 ノ戰ヒ 二 利 非 ラス シテ、 其 散々 二 敗北 セ シヲ 憤リ、 此度兵 ヲ入換 へ テ、 新手 ノ兵ニ テ來 リシナ リ、 ョッテ 

？ 一一  兵ヲ配 テ仙臺 口、 會津 ロノ 兩道ョ リ、 小山 ラ 越へ テ押寄 來ル、 此時 官軍 大ヒ 一一 勇ミ、 根 田 村、 大 谷地 村ノ賊 一一 向 ッテ、 

近 ク來ラ ハ組ヒ 打 一一 セ ン ト形ヲ 躱シテ 待 カケタ リ、 叉 薩ー小 除 II、、 五 間道 ョ リ進ミ 、泉 崎 村ノ林 中ヲ潜 ッテ、 賊 ノ歸路 

ヲ絕ン トス、 手配 リ粗調 ヒケリ 、此朝 ハ霧深 クシ テ咫 a< ヲ分タ ス、 漸々 八 字 比 二 至 ッテ晴 一一 ケリ、 此時根 田 山ノ麓 ヲ見レ ハ- 


减兵未 タ踟蹰 シテ、 一 ッノ祠 前 一一 簇 リツ 、、霧 ノ晴ル 、ラ 待チ シ 一一 似 タリ、 官軍 是ヲ 見テ、 味方 ノ 山上 臺場ョ リ シ テ 大砲 一 一 

發 カケ 、 レ ハ 、組 ヒ違ハ ス、 祠前 ノ賊ノ 頭上 一一 於 テ兩ッ トモ 發シ ケレ ハ 、賊 ハ是 二 テ忽チ 亂レ、 皆々 山 谷へ 逃込ミ ケリ、 

せ 軍透サ ス 突入 テ 、根 田 山上 へ 追 拂ヒ、 ナテ 泉田モ 追討 ケル、 ョッテ 賊軍 大 ヒ-ー 崩レ、 小 田 川 サシテ 引退 キ、 猶此處 二 モ t 

リ得ス 、何國 マテ モト 逃行ケ ルカ、 此 時忽チ 伏兵 0, 起リ、 賊ノ撗 合 ヨリ 衝ケ レハ、 大ヒ 一一 亂レテ 狼 組 廻リ、 皆 山々 へ 逃 

登リ、 散々 二 ナツ テ逃行 ケル、 此時薩 手 ハ 贼五 人生 铺リ、 靜 二 兵 ヲ纏メ ッ、 白 河サシ テ歸リ ケル、 叉大 谷地 山上 ノ賊兵 ハ 、 

根田ノ ヒ始 ルト均 シク、 追々 間近 ク 進ミ來 レ ハ 、官軍 得タ リト現 レ出テ 、左右 ノ山ョ リ 夾擊シ テ、 皆 散々 二 打散ラ シケリ * 

仙 臺ロ薩 一 小隊、 垣 一 一 小隊、 會津ロ 長 一 小隊、 土 半 小隊、 垣 三 小隊 、賊軍 五 百 人餘、 死 一 不五 人、 生 柿 五 人。 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 七月 十五 日、 坂英 力、 眞田喜 平 太 等 軍制 ヲ嚴 正シ、 白河ヲ ー擧 一一 攻取ン ト 各藩へ 布告、 前夜 ョ リ兵ヲ 諸道 

へ 配リ. 拂曉ョ り 戰爭、 本道 口 大松澤 掃 部 之輔、 會藩 合併 一 一大 隊餘、 新 城 口中 島 兵衞之 介、 關和久 ロト 申 處鼓棚 倉 口  i 栄 I 主 

税 へ 會藩辰 野 源 左 衞門等 合併、 總手 一 同 進擊、 先 勢 根 田 町人 口 一一  テ討 合、 總軍 苦戰、 前日 ョ リノ 大雨 惡路 一一 テ 、進撃 難儀 ノ 

處 へ 、官軍 勢 潢合ノ 山手 一一 潛伏ト 相 見、 後ョ リ發 砲、 會藩 先手 崩 レ立ト 、官軍 追撃、 大 苦戦、 眞田喜 平 太、 增田歴 治 兵 勢ヲ勵 

シ指 f ト雖モ 、前後 ョ リ發 砲、 進退 極リ、 死傷 モ 多分 一一 相 出、 鏡 沼 ト申處 へ 引揚申 候、 死 十七 人、 錄 /わ 石戶. .yi ^二  1 崎ョ I 赃 2 

お E^ljf. 左 辯 『、加， 一 馬、 今 野 宵 冶、 香 m 齊、 中 川 省 吾、 木 村 五左衞 一 卜 、。小隊 長 黑澤右 仲、 統士 撗澤文 一 郎、 古山 英， 輔> 、後藤， ザ 治; i^, ぼ 

^、dlf&r 郞 ぉ米吉 お iirl ハ^ TS1 名、 售 一千 人 曰 曰 之 進、 小 柳 小 次郞、 菅原勘 之 助、 大友喜 十郞、 齋藤權 平 荒 

虎吉、 栗 野 養 之 助、 鈴 木 長吉、 內田富 治、 八 卷勝右 

衞門、 長澤寬 太郎、 寬太 郎後遂 -ー 死 ス 、農兵 五名、 

十六 日、 是 ヨリ 先、 棚倉ノ 官軍、 兵 ヲ分テ 淺川村 ヲ守ル 、是 日、 賊兵來 リ襲フ 、官軍 之ヲ 邀へ擊 

ッ、 旣 ニシテ ハ金之 子驛ノ 官軍、 來テ其 背 ヲ衝ク 、賊兵 潰 ヱ 走ル。 

〇 井伊 直憲家 記-一 云、 七月 十六 日 未明、 弊 藩人數 分隊 出張 爲致置 候淺川 表、 東北 之 方 ヨリ 賊徒 凡 千 人 計 襲來候 二 付、 互 二 大 

. ^砲 ヲ以テ 及 戰爭、 終 二  土 州 藩 及 ヒ弊藩 共、 賊徒 屯 在 致 居候 山上 へ 攀上リ 追擊致 候處、 賊徒 敗走 散亂候 一一 付、 午 半 刻 頃え 戰 

復古 外 記 白 河口 戰記 第三 明治 元年 七月 十六 日  五 五 
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〇 山 內豐範 家 記 二 云、 七月 一 一日、 我 三番 隊、 九 番隊拉 砲 一 分 除、 彥根 兵ト共 二 棚 倉 ヲ發シ 、淺川 二 出ッ、 卜 五日、 賊淺 川ヲ壟 

フノ報 ァリ、 十 三番 隊長 西 山榮赴 之、 安岡 覺 之助監 之、 十六 日朝 六 時 頃、 石 川 以北 ノ賊來 リ淺川 ヲ襲フ 、我 三番 險、 九 番隊、 

十 三番 除 及 彥兵直 -ー 應之、 大 監察 片岡健 吉監 之、 小 監察 安岡 覺之 助、 大石彌 太郞副 之、 接戰 少時 一一 シ テ、 薩兵 竝黑羽 兵ノ签 

之 子 ニ屯ス ル モノ、 亦 砲聲ラ 聞キ、 來援ク 、賊村 ヲ距ル 四 丁餘、 城 山 ト稱ス ル 地-一登 リ、 大砲三門 ヲ 配列 シ烈シ ク發 射ス、 我 

兵、 彥丘ハ ト山ヲ 攀シ擊 之、 賊遂 -ー 支へ ス、 賊叉 山麓 ョ リ淺 川口 二 出テ、 漸ク彥 兵 ノ持場 二 迫ル、 薩、 黑羽ノ 兵 分 レテ其 ノ潢ヲ 

擊ッ、 賊兵盡 ク走ル 、時 -1 大雨 盆ヲ傾 ケリ、 午 十一 一時 全軍 歸營 ス、 賊ノ將 一一 淺川 一一 迫 ルヲ聞 クャ、 砲 隊長 北 村長 兵衞拉 二 一 一 

番隊棚 倉 ヲ發シ 、淺川 二 向フ、 途中 戰ヒ巳 二  了ルヲ 以テ、 一 一番 隊ハ棚 倉 二 返シ、 砲隊竟 ニ淺川 二 達ス。  • 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 七月 十六 日 未明 ョ リ、 淺川 表土 州 鼓 彥根ノ 陴へ賊 襲來、 大小 砲 ノ響キ 、追々 棚倉ノ 方へ 詰 寄 候 勢 二相 

聞へ、 勿論 斥候 注進 モ有 之、 態ト 寡兵 ヲ以テ 討 破 ントノ 事 二 テ、 我 兵 具 隊六拾 人、 黑羽除 三十 人、 都合 百 人、 五ッ 時分 签之子 

繰出シ 、賊ノ 後へ 廻 リ相窺 候處、 賊ハ 淺川ノ 古城 竝西手 ノ山迄 一 面 二 乘リ、 土 州竝彥 根ノ陣 ラ^ 下 二見 ォ 口 シ 發砲ノ 處ヲ、 

山 影 ヨリ 不意 二進 ミ出、 西 山 二 登 リ 居候 會賊 ヲヒタ 打 一一 追 散シ、 進 テ川ヲ 押渉リ 、古城 ノ賊 モ悉ク 致 追撃、 九 ッ 時分 淺川驛 

へ 引 揚歸陴 仕 候、 此日手 負 一 一人。 颜旅 い 

〇黑 羽 藩 記 一一 云、 七月 十六 日、 曉六 時頃ョ リ、 淺川ノ 方 ニ當リ 砲聲頻 二 相 聞 候 間、 斥候 差 出 候處、 彥根、 土 佐 ノ戌所 淺川村 一一、 

贼千餘 人 龍來候 模様、 依 之、 薩州藩 拉弊藩 申 合、 都合 百人爲 援兵、 速 二 签之子 村 繰出シ 、下野 出 島村ョ リ社川 へ 和 掛候處 、折 

節 洪水 二 テ甚 難儀、 辛シ テ人數 押 渡シ、 賊ノ 形勢 ヲ窺 候處、 淺川邑 ヨリ 四 丁 餘相隔 、城 山 ト唱、 大木 茂リ 居、 至テ ノ 要地 へ 賊 

多 人 數取リ 登リ、 出 上 ヨリ 三ケ 所、 大砲三門 伏 置 嚴敷發 砲、 尙又 山麓 ョ リ淺川 村 入口、 彥藩備 場へ 追々 相 迫 リ打掛 候 二 侬テ、 

薩藩拉 弊 藩 人数 夫々 分配、 賊ノ 橫合拉 裏手 ノ方 ヨリ 頻 一一 打掛、 暫時 及 戰爭、 然ル 內賊兵 敗走 仕 候 * 因 ヲ少グ 追 打、 午刻 二 至 

リ總軍 引揚、 侬之、 兩藩人 數淺川 村 二 繰 込、 暫時 休息、 夕 七 時 過、 签之子 村 へ 歸陴仕 候、 且弊藩 二 テ賊兵 四 人 討 取 申 候。 


〇 土 持 左 平 太 手記 二 云、 七 0: 十六 日、 淺川村 へ 土 州 拉彥根 二 小隊 番兵 相 成 候處、 未明 ヨリ 賊淺川 へ 襲來、 彥、 土 血 戰シ、 旣 二 

持 場へ 切入 ラ ル 場合、 兵 具 方隊、 黑羽ー 一隊、 守 地 釜 之 子睥星 ヨリ 進軍 シ始、 斥候 ヲ出シ 伺 フ處、 土、 彥兩藩 苦 戰ノ體 二 テ、 釜 

之 子 ヨリ 山 ヲ越シ 、敵ノ 後口 ヲ廻 リテ、 忽然 トシ テ敵ノ 裏 ヲ打ッ 事尤烈 シク、 右往左往 ニ散亂 スルヲ 追擊 ス、 斯テ 此處堤 村 

山ノ表ロ^^ーリ故、山岳絕所ヲ登ル、又下リテ淺川ヲ渉ル時、満水ニ テ至テ 難儀 セ シ由、 未 刻 頃 二 ハ、 賊追散 ラシ テ總 勢淺川 

ヨリ 引ク、 土、 彥ハ淺 川 一一 宿陴、 黑羽ト 兵具隊 ハ 签之子 へ 返 ス 、又當 日 ヨリ 彥藩ー 小隊、 重 テ淺川 へ 繰 込 ム 、大垣 モ签之 子 へ 

一 小隊 同斷、 官軍 大勝 利 ナリ。 

〇 東 山 新聞 二 云、 棚 倉 城 ハ 六月 廿 四日 官軍 ノ爲 一一 攻落サ レ 、城主 阿部 豐後ハ 逃 去テ、 兵卒 皆々 四方 へ 散シ、 一 ト先當 城 尸 平 

定ニ 及フ、 然リ ト雖、 敗賊 所々 二 寄 リ聚リ 、厦 民家 ヲ 劫掠 シ、 日 二 金銀 米 粟 ヲ貪ル 、始メ 五 人 十 人 計 リツ 、 ナ リシ 力、 後 二 ハ 

數 百ノ黨 ヲナシ 、近日^ I ヲ 取返サ ン ノ勢 ヒナ リ、 依テ 官軍 ノウ チヨ リ シ テ、 棚 倉 四方 ノ近鄉 へ ハ 守 リノ 兵ラ 備へケ ルカ 

七月 十六 日 -1 至 ッテ、 同 シ近鄕 ナル淺 川 トイ フ處 へ、 賊兵多 ク襲ヒ 來リ、 ー擧 一一 此處 ヲ攻破 ラント セシ事 有リ、 此時淺 川 二 

ハ 土、 彥ノ 兵隊 二 テ 守リケ ルカ、 多 クノ賊 兵 寄 ルト均 シク、 大小 砲 ヲ以テ 烈シク 打 立、 防戰サ マ サ マ 二手 術 ヲ盡シ 、時 移ル 

マテ 防 クト雖 、今日 敲ハ 大勢 ュ シテ、 マタ 必死 ト ナツ テ來 リシ 事ナ レ ハ 、其 鋒 先 ハ當リ 難ク、 旣ニ 危クモ 見へ シ處 へ、 又此 

アタリ ナル釜 之 子 二 居 シ薩ノ 兵具隊 ヨリ シ テ 、此砲 聲ヲ聞 ッケ、 柯 事ノ出 來シャ ラント 馳 著テ來 リシ 力、 今 血戦 ノ 最中 ナ 

ルュ へ、 直 二 敲ノ ゥシ 口  ノ方ョ リ小銑 ラ以テ 打立ケ レ ハ 、是 一一 テ敵 ハ忽チ 崩レ、 討ル 、者 ハ數 多ク、 皆 散々 二 逃 行 ケリ、 是 

ョ リ後ハ 、此棚 倉 城ノ敗 兵、 再 ヒ此邊 二足 ヲ留メ ス、 皆々 北方へ 落行キ シト ナリ、 賊死ー 一十 餘人。 

〇 仙臺藩 記-一 云、 七月 十六 日、 鹽森主 税棚食 屯集ノ 官軍 ヲ進擊 、三春、 一 一本松、 會津、 棚 倉 ノ兵ヲ 合併 、奥州 石 川 郡 淺川古 館 

山ョ リ 進テ淺 リノ 度 ヲ隔テ 砲 戰ス、 釜 之子ト 申所ョ リ 官軍 會津 ノ兵ヲ 破リ、 淺川ノ 後一 一 出 ルト、 三春 藩 中途 一一 シ テ 反覆 ス、 

颇ル 苦戰， ー及ヒ 、各藩 共 支ル能 ハ ス 、死傷 多分 一一 相出引揚中候、死十六人、|5麟驗#丘^5"ま^^きーーき%1?小£^#太菊 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第三 明治： 兀年 七月 十七 日  五八 

m 伊德ノ 3S 山 源 三 郞>卒 半田 林 蔵、 佐 藤 兵左衞 |\  >o銃士熊E雅樂之允>^I美{Kl左衞門、主藤恒f^-郞>鈴木淸十郎>氷 

門、 千 葉 利 平、 阿部 秀 太夫、 石 川 源吉、 僕 一 名、 f  ノノ 尾 吉十郞 、中 村 霧 助、 藤 愛之助、 阿部 助 治、 助 治後遂 一一 死ス、 

0 丹 sg^ 記 二 云、 七月 十六 日、 我 兵 、想 雄^ MKS!^ 仙.^ ハ 、想 隠い ー會兵 i§ リー- 二 合 シテ淺 川 ヲ伐ッ 、終 

ョ，^ テ お、 Amu ァラ . 、、へ， s»y  一一  i 、チ， ズム、 七殳 k.:!^- 昜ヒ 、c 统卒權 隊長 澤崎 金左衞 門、 旗 監須賀 源 蔵、 銃 士佐久 

曰 テ： W 會禾 アラス 遂ニ兵 ヲ收ム 役 本：^ 偽七ノ 間 脇 次郞、 田 中 乙 次、 a 卒國分 仙 之 介-夫 卒 二人、 

十七 日、 是 ヨリ 先、 大總 督府、 書 ヲ 下シテ 蘆 野 某 12  ノカヲ 王事 二 効 セシヲ 賞ス、 是日、 督府之 

ヲ 某ニ傳 へ、 且 之ヲ獎 勵ス。  . 

〇 十日 達 書 

蘆 野 雄 之 助. 

先般 以來、 白 川口 進撃 之 節、 人馬 多分 二 差 出、 不 一 方 盡カ之 趣 達 御聽、 神妙 二 被爲 思 食 候、 猶此上 敬 懷\ 一士 氣不相 弛、 彌 

勉働勤 勞可有 之 旨 御沙汰 候 事。 

慶應四 戊辰 年 七月  大總 督府參  謀 

東 征 總 督 

奧羽 追討 日記 

〇 本日 達 書 

先般 以來、 官軍 御用 懇篤-一 被 致 盡カ候 趣、 大總督 府へ被 達 御聽、 別紙 if 、ヲ 御 感狀被 下 置 候條、 彌 可被抽 忠勤 旨 

御沙汰 候 事。 

慶應四 戊辰 年 七 n:  白 川口 總督^ 執  . 事 

蘆 野 雄 \ー  助 蘭關 M 

〇奧 羽 追討 日記 n 云、 七月 十七 日 十 一 字 頃、 蘆 野 雄 之 助 麥陣. ，右 先般 以來 勤勞 -! 付、 大 總督府 ョ リ御 感狀被 下 候 -ー 付、 當 

營へ御 召、 仍テ 參營。 


十 八日、 大 垣 藩 後軍 白 河- i ル。 I 龍  • 

二士 一日、 是 ヨリ 先、 總野鎭 撫府、 壬 生 藩 兵お ヲシ テ、 蘆野驛 ヲ守ラ シ 厶 、是 曰、 督 府之ヲ 白^ 

^二 移シ、 之ヲ 警守セ シメ、 彦根 藩兵ノ 白坂驛 一一 在 ル者ヲ 釜 之子驛 一一、 館 林 藩兵ノ 金山 驟 一一 在 

ル者ヲ 棚 倉 二移シ 、蘆 野 某 I な ヲシテ 蘆 野 驛ヲ守 ラシ ム。 

壬 生 藩 隊長 中 

其 港 声 野-一 滞在 之 人數、 白阪 へ 繰 込、 來廿 四日 ョ リ 彥藩ト 交代、 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

七 B 廿ニ日  白 川口 總督府 執事 

H  P  i  _  奧羽 追討 日記 

鳥居 忠文家 記 

.〇 

- 彥根藩 隊長  中 

其 藩 白 坂 警衞之 人数、 釜 子 驛迄繰 上ケ、 來 ル廿 四日 ョ リ薩 州、 黑羽人 數ト致 交代、 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

七 trr  二十 二日  白 川口 總督府 執  事 

J  f  二  4  奧羽 追討 日記 

井伊 直 憲家記 

r  館 林 藩 隊  長 へ 

其 藩 金山 表 滞在 之 人數、 棚 倉 城下へ 繰 揚ケ、 來ル廿 四日 ヨリ、 彼 地 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

ヒ 廿 二日  白 川口 總督府 執  事 

奧羽 追討 日記 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十四日  六 〇 

〇 

慮 野 雄 之 助 家 來 中へ 

其 表 警衞忍 藩 人數、 白 川 驟迄御 繰 上ケ相 成、 就テ ハ時會 故 M 鼠  一； Jll-f  - 跡 警衞之 儀 ハ於其 家中 申談、 不都合 無 之 様 可 相 勤 旨 

御沙汰 候 事。 

七月 廿 二日  白 川口 總督府 執  事 

奧羽 追討 日記 

〇 鳥居 忠文家 記 -ー 云、 六 月 十七 日、 下總野 鎮撫 府軍監 ョ リ當藩 撰 兵 一 一 小隊、 館 林藩ト 交代、 當國蘆 野 へ 出張 候 様 達 有 之、 十 

九日 隊長 小 笠 原 甚三郞 、大 渾齋、 小島 欽橘、 目 付 井狩 平 太、 輜重 奉行、 斥膀、 軍醫、 鼓手、 小吏、 夫 卒總計 百 三十 四 人、 壬 生ヲ發 

シ、 一 王 二日 廣野 二 著陴、 口々 持 揚ヲ定 警衞ス 、七月 廿ー 一日、 右ノ 御沙汰 つ 曰 f、  ニ依テ 當所ヲ 出發、 奧白阪 一一 著陣、 廿 四日、 

彥藩ト 代テ警 衞ス、 持 口 多ク且 敵地 二 近. 依 テ伺ノ 上 兵 ヲ增。 

〇 賊兵、 釜 之 子 驛ヲ襲 フ 、官軍 擊 テ之ヲ 卻ク。 

〇 山 內豐範 家 記 一一 云、 七月 廿ー 一日、 賊釜之 子 ヲ襲フ 、薩 * 大垣、 黑羽ノ 兵、 逆戰走 之。 . 

二十 四 曰、 督府、 白河ノ 諸軍ヲ 警戒 シテ、 其 守備 ヲ嚴, 一 セ シ厶。 

當地警 衞之諸 藩、 多 日 暴露 之 功勞、 片紙 二 難盡 候、 然ル處 、近日 賊徒 少敷擊 退 之 姿 -ー 候 得 共、 根據 程近 ク、 出沒 不可 測 之 形勢 

相 聞 へ 候 間、 尙又 探索 巡邏 等 警備 無 懈怠 樣可 致、 指揮 旨 御沙汰 候 事。 

七月 廿 四日  白 川口 總督府 執  事 

薩州藩 長 州 藩 土 州 藩 阿 州 藩 

忍 藩 大垣藩 黑羽藩 御 役人 中 ぼ 羽 sfl  . 


〇 奥 羽 追討 日記 二 云、 當 地£』| 、ヲ 兵隊 中 二 モ、 彼是 粗暴 之 者ナキ 二 シ モ 不在 趣 二 付、 御沙汰 書。 

〇 是 ョ リ先、 平 潟 口 官軍 鸭 ；； |?、 一一 約シ、 俱 -1 三春 城 fl 麟淳 ヲ攻メ ン トス、 是曰、 參謀 補助 板 垣 

正 形、 薩摩、 長 門、 彥根、 土 佐、 忍、 大垣、 館 林、 黑羽八 藩 兵 ヲ率ヰ テ棚倉 ヲ發シ 、之 二 向フ、 聲言 

ス 、須 賀川驛 二 赴ク ト 、白 河ノ 官軍 モ 亦 兵 ヲ小田 川、 大田川 一 ー驛 一一 出シテ 、之 レ カ聲援 ヲ爲ス 。 

一 箪致 啓上 候、 愈 御壯健 一一 奉職 奉 欣喜 候、 然 ハ弊藩 ヨリ 平 潟へ 遣 シ候 者、 咋日歸 著 候處、 彼 之 地 存之外 一一 運 ヒ 不申、 委細 ハ 

別紙 之 通 二 御座 候、 右 二 付、 吟味 致シ 候-一 ハ 、海軍 ヲ不待 シテ、 白 川 之手ョ リ僅 一一 丘 ハヲ繰 出シ、 ス カ川ヲ衝キ、當方1〈;^ヲ ョ 

リ 三春 ヲ拔キ 候 事ハ、 實 二 心安 キ事 -1 ハ 候 得 共、 三春 ヲ取リ 候 以上、 海軍 一 一本松 へ 懸リ不 申 候 尸 、 、此 ヨリ 進擊 ハ 出 來不申 

候、 足ヲ 三春 一一 留ル 様相 成 也、 深 ク敏地 二 足 ヲ留ル ヨリ、 寧 海軍 之 泉、 平等 ヲ 平定 致ス ヲ相 待チ、 謀 ヲ合シ テ 三春、 一 一本松 へ 

憑ル方 上策 ナル へ シ、 尙 弊藩ョ リ 兵隊 之 者兩人 計、 一 咋々 日 彼 地へ 差遣 シ タリ、 咋 晚ハ歸 ル積リ 二 候處、 未タ歸 リ不申 候、 

何レ 今日 ハ 歸可 申、 此者歸 著 次第、 各藩 ョ リー 人ッ、 、彼此 示談 之 爲メ、 彼 地 へ 差遣 ス含 一一 御座 候、 猶 先生 御 尊慮 有 之 候 へ 

ハ 御 申 越 被 下 度 候、 先 ハ 右 計 得 貴意 度、 匆々 如此 -ー 御座 候、 頓首。 

七月 朔日  板 垣 退 助 

伊地知 正 治-お  - 

〇 別紙 

1 六月 廿 六日 七 ッ時、 淺川村 出足、 塚 本 村 ヨリ 伯脊村 へ 出 候 所、 仲 山 三 里 竝日部 邊四ケ 所 之 賊徒、 棚 倉 落城 之 左右 ヲ閬、 向 

ヲ逃去 候 二 行 逢、 不安 事 一一 思ヒ、 其邊 山中 二 潜伏 イタ シ、 伯耆村 百姓 平 七 郞ト申 者 ヲ賴ミ 、道案内 等 相賴、 夜中 山ヲク 、 

リシ サハ 村へ 出 候處、 官軍 御 固 之 關門有 之、 備前樣 御警衞 一一 付、 委細 申 上 候處、 御 案内 等 御 出シ被 下、 關田 ト申處 -ー 隊長 

雀 部 八 郞ト申 人 居候 テ、 是 二 モ逢、 夫 ト平潟 へ マ イリ、 參謀 御兩人 へ 御 目 -ー 懸リ直 一一 申 上 候、 皆々 樣大 一一 御 感稱被 成 候、 
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〇 戊已征 戰紀略 二 云、 七月 廿四 Hn  二番、 四番隊 71 州、 彥根、 大 垣兵ト 棚倉ヲ 發ス。 

〇 井伊 直憲家 記-一 云、 七月 廿四 曰、 進軍 順序、 先鋒 彥根、 館 林、 一 ；陴 1 州、 三陴長 州、 四陴土 州、 五陣大 垣、 六陣 忍、 黑羽。 

〇 松 平 中 5 敬 家 記 二 云、 七月 廿四 日朝 第五 時、 御 軍議 之 通黑羽 藩、 弊 藩 殿 リ被仰 付、 棚 倉 表出 兵、 石 川 表 著陣、 翌廿 五日 同所 出 

發、 蓬 m 村へ 著陴。 

〇 秋 元 興 朝家 記 二 云、 弊潘 兵隊 三春 進撃 之 一 小隊、 四 斤 砲 一 門 ヲ携へ 、七月 一 一十 四日 朝 第五 字、 棚 倉 進發、 於 淺川驛 彥藩ト 

軍 ヲ合セ 、石 川 村へ 著、 同一 一十 五日 同所 出發、 田 母 神 へ 著。 

〇 土 持 左 平 太 手記 二 云、 七月 卄四 1? 一 一字 ョ リ、 棚 倉 進軍、 菟番隊 、四番 除、 六番 除、 兵具隊 ，貳番 大砲 隊、 臼砲 打 手、 壹番 大砲 隊、 

其 他 長， 大垣、 土、 彥、 館 林、 黑羽、 忍 藩 兵 一 同行 列、 石 川 迄 突進、 同所へ 宿 陴ス、 但 三春 進撃 一一 候 得 共、 衆 一一 示シ ヲ須賀 川ト唱 

フ、 廿五 日、 石 川 ヨリ 蓬 田 陴所ヲ 襲フ、 石川ョ リヨ モ キ 田へ 武里 半、 同所 二 テ軍 評シ、 先鋒 一一 付 一 一番、 四番、 六番、 大砲、 臼砲、 

兵 具 隊ト、 彥藩、 館 林 一 一藩 ハ ョ モキ 田ョ リ田母 神 村 迄 繰 出ス、 ョ モ キ田ョ リタ モカ ミ村 迄凡貳 里半ト 云、 十一 一字 ョ リヨ モキ 

田 ョ り 繰出シ 、未 刻 過 田 母 神 村 へ 著。 

〇 東. E 道戰記 一一 云、 七月 一 一十 四日、 ioE 軍 棚 倉 ヲ立テ 三春 城 へ 發向 一一 及ヒ 候、 右 ハ 今度 岩 城 平ノ宫 軍ト相 謀リ、 兩軍 同日 二 立 

テ、 左右 ヨリ 三春、 一 ： 本 松 ヲ夾擊 可 致、 明 後一 "一十 六曰ハ 三春 へ 可 討 入ノ約 一一 有 之 候。 

〇 

棚  在陴之 面々、 平 潟 廻リ之 官軍 ト致手 合、 三春 守 山 へ 進軍 二 付、 此方 ョ リ モ爲聲 援近驛 迄 人 數差出 候 致 契約 候 間、 明廿 五 

日 九字ョ リ、 各藩 非番 險之央 ヲ以、 大垣堅 場之邊 -ー 相 揃、 左 之 順序 一一 隨ヒ 仙臺 街道 へ 出張 可 有 之 候、 乍 去、 孤軍 ヲ以テ 重 地 

ニ入リ 候儀ハ 可爲 無用 候 間、 當所ト 應援之 勢 ヒ不相 離 場所 迄 二 テ、 形勢 次第 速 二 凱 陴可有 之 候 事。 

一大 垣 ニ薩州 三 阿 州 四 長 州 五 土 州 六 忍 藩 

右之通、次第可相{寸^^也。 


辰 七月 ニト 四日  白 川口 總督 

奧羽 追討 日， 記、 蜂須賀 

茂韶家 記、 大 S 藩 記 

〇 奥 羽 追討 日記 -ー 云、 七月 廿 m 日、 伊 他 知 正 治、 明： n 之 軍議 -ー 參上、 彌明： n ハ 棚 食 勢： 平 潟 方 之 人數ト 會シ、 守 山、 三春 等 進 

0  二 可 及 手 笤诀定 、就テ ハ 當地 If  、ヲ 人數之 進退 ハ 、右 之 通 御沙汰 二 相 成 候 事。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 七月 廿 四日、 棚 食 へ 致 進軍 居候 諸 隊ト、 岩 城 平 へ 致 上陸 居候 隊ト 合シ 、 守 山、 三春 ヲ可攻 之 策 相诀シ 

候 付、 爲聲援 奥州 街道 須賀川 之 賊ラ係 引 吳樣掛 合 有 之 候 付、 長、 土、 垣、 阿 藩 之 兵 都合 五 百計 可 繰 出、 評議 相 決 シ候 付、 去ル 

五月 朔 日 生 铺置候 仙 藩 木 梨 市 郞右衞 門 一人 テ歸シ 、進軍 ノ形ヲ 須賀 川ノ賊 一一 示 シ 、 右 五 百計 之 兵ヲ 繰出シ 、 小 田 川 驛迄相 

進 候處、 賊 果シテ 斥候 差 出 候せ、 一 人ヲ討 取、 餘ハ悉 追 散シ、 暮 時分 人數不 殘引揚 候。 

〇^ 奥 院兼寬 手記 一一 云、 七月 廿 四日、 先是、 白 河 ヨリ 兵 ヲ分チ 棚 會城ヲ 屠リ、 同所 へ 致 屯 集 居候 諸 隊ト、 新 一一 岩 城 平 へ 致 上 

陸 居候 諸隊ト 合シ、 守 山、 三春 へ 進撃 之 策 相 決シ、 我 白 河 滯陣之 諸 隊ヲ以 テ奧州 街道 へ 進軍、 遙 二 應援ヲ ナスへ キノ 約ァ リ、 

仍 テ長、 土  、大 垣、 阿 州 之 諸 藩ト議 シ 、兵 凡 五 百 人餘、 白： E 之營 ヲ發シ 進軍 ス 、先是 、五月 朔日、 白 河 攻撃 之 日、 牛； 擒 ス ル 處 M 

仙" M 藩 木 梨 市 郞右衞 門 二 詭 シ 、明日 仙臺 へ 進軍 ス 、汝 平定 之 後軍 門 -ー 來ラハ 罪 ヲ冤ス へ シ ト、 大 一一 進軍 之 勢ラ示 シ 、人馬 等 

之 用意 二 著手セ シ ム、 然シ テ市 郞右衞 門へ 金 若干 ヲ與へ テ歸 ラシ メ、 本日 早天、 白 河 ヲ發シ テ小 田川驛 ニ到レ 、ノ  、須 賀川驛 

之賊 兵果シ テ 斥候 ヲ出シ 、我 斥候 ヲ見テ 退去 セ ン トス、 適 銃ヲ發 シテ賊 * 人 ヲ斃ス 、賊守 禦ヲ嚴 二 シ、 我 進擊ニ 備フ、 日暮 

二 及テ白 ：！： 一一  歸營 ス。  - 

〇 城兵、 再ヒ 釜 之子驛 一一 逼 ル 、官軍 阿武隈川 二 邀へ擊 テ之ヲ 卻ク。 

〇 井伊 直 憲家記 二 云、 七月 廿 四日， 弊 藩固メ 場所 签之 子驛 へ 賊襲來 候樣子 一一 付、 直 一一 阿武隈川 邊 へ 出張 手配 致 シ候處 、九 ッ 

半時 頃、 賊兵四 五 百 人 押 寄頻リ 一一 發砲、 一 且川 中央 迄 一一」 進 來候處 、大小 砲 ヲ以テ 擊退ケ 、薄暮 止戰仕 候、 手 負 一 一人。 isiss 

4ii 衞門、 靑 木十郞  お W- お It 

次 隊中川 喜 多郞、  ，. 

復古 外 記 e 河口 戰記 第三 明治 元年 七月 二十四日  六 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第三 明治 元年 七月 二十 五， 二十 六日  六 六 

二十 五 曰、 大總 督府、 肥 前 藩 兵 ヲ白河 二 差遣 ス。 5§1 

二十 六日、 督府、 忍 藩 兵 ノ白河 一一 在 ル者ヲ シテ、 白 坂驛ヲ 警守セ シメ、 壬 生 藩 兵 ノ白坂 驛ニ在 

ル者ヲ 蘆野驛 一一 移 ス。 

忍 藩 隊 長 中へ 

其 藩 人 數江戶 口 警衞被 免、 今日 ヨリ {E 阪驛警 衞壬生 藩 人數ト 交代、 同所 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

七 月  白 川口 總督府 執 


〇 


其 藩 人數、 從 今日 蘆野驛 -ー 繰揚、 同所 警衞可 有 1\h.n 御沙汰 候 事。 

慶應四 戊 K 七月 廿六ロ 


壬 生 藩 隊 


白 川口 總督府 執 


長 


事 

奥 羽 追討 日記 

筹 

鳥居 忠文家 記 


〇 忠文家 記 一一 云 、藤 野 近傍、 賊徒 出沒不 止、 七月 廿 六日、 右ノ 御沙汰 ァリ、 八月 二日 廣野 一一 引揚、 同 驛ヲ警 衞ス。  一 

〇 官軍、 進テ 三春 城 二 薄 ル 、秋 田映季 gtsst 城ヲ 致シテ 軍門 二 出降ル 、翌日、 命 シテ假 二 城邑 

ヲ管シ 、後 命 ヲ待タ シメ、 且兵ヲ 出 シテ自 効 セシム 、平 潟 口 參謀 渡邊淸 III 州で モ 亦薩 摩、 

備前、 チ柳 河、 5^5 ヒ大 村、 s§、 千 佐 土 原お-小 五 藩 兵ヲ率 ネテ、 賊兵ヲ 仁 井町 一一 破リ、 三春-一 來會ー 


今般、 奧羽御 追討 之爲 官軍 御 差 向、 旣 二 弊邑 へ 御 參著相 成 候處、 當家 ハ素 ヨリ 朝 命 違 奉 之 儀 聊動無 御座 候處、 兼テ 小邑 

微力 一一 テ大 國ノ閒 一一 罷在、 勢 ヒ不得 止 次第、 私 初家來 一 統 幾重 一一 モ恐 入奉存 候、 依 之、 居城 幷 領地 人民 共 差 上、 菩提 所 二 相 

退、 家來 一 同 謹 愼罷在 申 候、 右 等 之 事情 御 憐察被 成 下 、寛大 之 奉 蒙 御沙汰 度、 此段宜 御 執 成 被 下 候樣奉 歎願 候、 以上。 

慶應四 戊辰 年 七月  秋 田 万 之 助 

映 季ぉ 

奧羽 追討 日記 

〇 二. f- 八日、 板 垣 正 形 ヨリ 伊地知 正 治へ 贈ル 書、  秋 レ李家 i 

，陳ハ 去ル廿 四日、 棚 倉 ヲ發シ 石 川 二 著、 廿 五日 蓬 田 泊、 廿 六日 當地 inf  、ヲ 著、 秋 田 万 之 助 後見 秋 田 主稅、 途中 二 官軍 ヲ迎 

へ 降伏 謝罪、 卽日 居城 請 取、 万 之 助 二 ハ 寺院 へ 立 退 謹愼罷 在、 棚 倉 進發ョ リ爱 -ー 至 迄 一 丸ヲ 不發、 誠 二 幸 之 事 - 一 御座 候、 海 

軍 之 方 ハ 聊之違 二 テ 、廿 七日 當地著 一一 相 成 申 候、 途中 仁 井町 一一 於テ 小 戰爭有 之 候 得 共、 暫時 二 シ テ 追 打 候 趣 二 御座 候。 5^ 肺 

將府  .  O0 

日誌 

〇 

當月廿 四日 三 字 棚 倉 進軍、 十字 石 川 へ 著、 翌廿 五日 三 字 一 一 點石川 ヲ發シ 、蓬 田 へ 十字 前著 ス、 當所 在家 少ク、 總勢宿 陣難相 

成、 彥根、 館 林、 我 兵 ト三藩 直 -1 蓬 田 ヲ發シ 、田 母 神 へ 一 字 頃 著、 是 一一 宿ス、 今日 平 城 ョ リノ 進軍 モ、 新田 へ 宿陴 之害ノ 由、 土 

藩 ヨリ 途中 一一 テ聞 及、 空 ク蓬田 へ 引返 シ候 跡、 彼方 ョ リ 書面 ヲ以蓬 田 へ 申來候 趣、 平 城 ョ リノ 人數、 上 三 坂 並 上 一 萱迄 進軍 

致 候 得 共、 遠路 ュ へ 明日 三春 へ 進撃 ノ處、 如何 可 有 之 哉、 何分 都合 次第 會軍 致度ト ノ事 一一 付、 此方 ョ リ申答 候 一一 ハ、 此方 二 

於テ ハ 最早 御 約束 ノ通蓬 田 迄 進軍 致 居候 一一 付、 其 御 方 一一 不相 構、 明日 三春 へ 攻城 可 致 旨 返答、 土州ョ リ申 越ス、 同廿 六日 ョ 

リ、 蓬 田 へ 宿 陴ノ土 州、 長 州、 大垣、 黑羽、 忍 尸 同所 一 一字 二 發足、 田 母 神 へ 五 字 前 一一 著、 我 藩 S 彥根、 館 林 一一 ハ 田 母 神 ヲ五字 一一 

發シ、 三春へ 進撃、 右 之 土 州、 長 州 其 外 モ同斷 、途中 追々 三春 ヨリ 迎ト シテ 出掛 居、 一 人 モ敵對 致 候 者モ無 之、 殊之外 恭順、 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 111 明治 元年 七月 二十 六日  六 七 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 111 明治 元年 七月 二十 六日  六 八 

歎願 書 差 出 申 候 故、 主 秋 田 万 之 助 御 處置之 處ハ、 參謀ョ リ 申越タ ル害、 別 二 不申越 候、 以上。 

辰 七月 廿 八日  三春 滯陣 本  營 

.  白 川 滞陣 木 營 請將赚 

〇 按 スル- 一 • 本條、 蓋薩人 ノ書柬 一一 係ル。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 七月 廿六 曰、 我 軍 三春へ 繰 込ミ、 城主 秋 田 万 之 助 直 一一 降伏、 城 ヲ出テ 官軍 ヲ迎フ 、總 勢當所 - 一宿 陴ス。 

〇 戊 已征戰 紀略ニ 云、 七月 廿 六日、 三春 城 ヲ攻ン トス、 三春 降ル。 

〇 井伊 直憲家 記-一 云、 七月 廿 六日 拂曉、 弊 藩 先手 分隊 田 母祌村 出發、 三春へ 進軍 仕 候處、 開城 降伏 相 成 候 間、 同夜 先鋒 館 林、 

弊 藩人數 二 テ城 受取 申 候、 其 節殘賊 散亂致 候、 生 柿 六 人。 

〇 山 內豐範 家 記 二 云、 七月 六日、 三春 藩數 人、 長 藩 一一 依リ 歸順ヲ 乞フ、 長 藩 扳垣カ 參謀タ ルヲ以 テ來リ 報ス、 乃 讒之テ 三春 

二 歸ス、 廿 六日 三 字、 我 兵 蓬 田 ヲ發シ 、田 母 神 二 小憇 待、 旦中津 川 村 二 至 テ兵兩 道 二分 レ、 本道 ハ彥藩 斥候 ト シ、 間道 ハ長兵 

前軍 トシ、 我 兵 之 二 繼ク、 午 十一 一時、 三春 城 二 近 クコト 半里 許、 城主 秋 田 万 之 助、 叔ハ乂 秋 田 主 税出テ 參謀板 垣ヲ迎 へ、 降伏 ノ 

狀ラ 陣シ、 歎願 書ヲ出 セリ、 兩道ノ 兵悉ク 三春 二 人ル、 城主 万 之 助 寺院 二 退隱シ 、 土地 人民 器械 一 切 簿籍ヲ 具 シテ、 之ヲ官 

軍 一一 出 セリ、 一 且悉ク 之 ヲ收メ 、彥 丘ハヲ シテ城 ヲ守ラ 令メ， 然ル後 チ再ヒ 之 ヲ万之 助 一一 預ケ、 叉其ノ 入城 ヲ許ス 、出兵 ヲ乞 

フ、 敢テ 不聽、 海軍 亦 同ョ. ^三春 一一 著スル ノ約ナ レ 卜 モ、 聊カ通 延セリ 、會、 仙 等ノ贼 兵、 昨朝 迄 三春 一一 在陣ノ 所、 海軍 ノ進擊 

ラ聞キ 、擧テ 仁 井町 一一 出ッ、 棚 倉ノ宫 兵、 直 一一 蓬 田、 中津川 ヲ經テ 三春 ラ襲フ ハ 、尤 賊ノ 不慮 處ナ リ。 

〇 松 平 忠敬家 記 二 云、 七月 廿 六日 曉 第一 一時、 蓬 田 村 出發、 秋 田 万 之 助 降伏 二 付、 總軍 三春 城下 へ 乘入。 

〇 大垣藩 記-一 云、 七月 廿 六日 曉ー 一字、 各藩 蓬田發 足、 三春へ 進撃 之處、 城主 降伏 之 趣 一一 テ、 士商共 一 向 騒擾 之 樣子モ 無 之、 口 

口 之 關門等 警衞モ 有 之、 夕方 諸 藩 隊長 一 人 宛 城 中 へ 繰 込、 無 故障 引渡 相 成、 同夜 同所 二 宿陴。 

〇 秋 元 興 朝家 記 一一 云、 弊 藩 兵隊、 七月 一 一十 六日 田 母 神 出發、 追々 進軍 之處、 三春 開城 降伏 一一 テ、 抗ス ル者無 之、 然 レ トモ 城 F 


近傍 二 ハ 、仙 藩 其 他 ノ諸賊 屯 集 之 趣 二 付、 直 一一 城下 二 迫、 各藩 斥候隊 ト共 二 賊營ヲ 衝ク、 贼不戰 シ テ 走ル、 依 テ其儘 城 中 へ 

乘入、 彥根、 弊 藩兩手 二 テ城 受取、 其 儘 守衞。 

〇 黑羽藩 記 二 云、 七月 廿 六日、 我 軍 三春-一 進入、 秋 田 氏 降伏、 軍監大 沼涉、 安藤 小 太 郞出テ 城テ請 取。 

〇 土 持 左 平 太 手記 一一 云、 七月 廿 六日 五 字 ヨリ 田 母 神 村 繰 出ス、 土、 長、 大垣、 館 林， 忍 藩 ハ蓬田 陣屋 ヨリー 一字 繰 出ス、 田 母 神 

一一 テ人數 ヲ纏メ 、一列-一 先鋒 彥根、 一 一番、 四番、 六番ョ リ順々 繰 出シ、 大垣、 長、 土倶 一一 進軍- 小 荷駄 ヲ戰隊 跡 一一 繰 付、 製作 方 

荷 其 跡 二 押 ス 、總備 跡 一一 館 林、 忍 一 一藩 輜重隊 トナル 、斯テ 三春 城下 二 至ル、 賊徒 作 日 ヨリ 今 未明 一一 掛ケ、 守 山陴所 へ 繰 出 セ 

シ跡ニ テ、 漸 五六 人 潜伏 ノ者召 捕 首級 ス、 斯テ 三春 城 一 戰 一一 不及 シテ 降伏 ス、 城主 ヲ始其 藩 中途 一一 出迎テ 官軍 一一 謝罪 ス、 依 

テ參謀 等 彼是 評議 二 テ、 同夜 各隊 城下町 二 宿 陣ス。 

〇 東 山道 戰記 一一 云、 七月 一 不 四日、 官軍 棚 倉 城 ヲ立テ 三春 城へ 發向 ニ及ヒ 候、 然ル 一一 曩ノ 日、 三春 城主 ヨリ 密使 ヲ夫 卒ノ中 

-ー雜 へ、 棚 倉へ 來テ 降伏 ノ籙ヲ 乞 入 候 間、 參謀方 一一 於 テ預メ 許容-一 相 成 候 由、 然レ共 信 僞ノ程 難 計 候 間、 半ハ 攻城 ノ意 二 シ 

テ進ミ 行 候、 猪 一 一十 六日 三春へ 近 ク到リ 候處、 已 一一 城外へ 重臣 及 兵卒 ノ者出 テ迎へ 候 間、 各 城下 - 一至 リ候處 、又 城主 モ出テ 

官兵ニ 一  禮シ、 參謀方 一一 向テ 何事 歟慇 慇ニ述 ラレ 候、 之 二 由 テ其夕 各藩 隊長 一人 ッ、 、城 請 取 トシ テ城 中へ 立 入、 器械 等悉 

ク儉シ テ、 夜襲 等 ヲ戒メ 置、 各市 中 二 入テ 休憩 一一 及ヒ 候、 咋日 迄、 三春 城内へ 仙、 會ノ兵 三百 人 モ加リ 居候 得 共、 岩 城 平ノ官 

軍 討 テ出ル 由 報知 有 之 候 間、 乃チ 仙、 會ノ兵 一 一 百 人餘、 當城ヲ 出 テ舟引 村 二 至リ、 其邊ノ 大河 二 テ 防禦 一一 及ヒ 候、 故 二 今日 

ハ 殘リ僅 八 九 卜 人 一一 不過候 間 、官軍 至 ル ヲ聞テ 皆 怖 テ逃去 候 由 也、 因テ 今日 ノ 降伏 ハ 少モ妨 無 之 候、 右 之 春 ノ賊類 一一 陷入 

ラサ リシ ハ 、 一 時ノ 僥倖 二 出ルト 雖モ、 多クハ 官軍 ノ兩道 ヨリ 夾擊 セシ 一一 因 テノ故 ト察セ ラレ 候、 何ン トナ. レ ハ若シ ion 軍 

兩逍 ヨリ 不 迫候ハ 、、仙、 會ノ兵 ハ舟引 一一 不出 シテ、 當城ニ 於テ必 ス防戰 ニ及ハ ン、 若 シ當城 一一 於 テ防戰 一一 及 ヒ侯ハ 、、 

王師 前 一一 在リ、 満腹-一 降伏 ヲ欲 スト 雖モ、 何 ソ逆迹 ノ顯ル 、 ヲ覆ハ ン、 實 一一 亦 官軍 ノ 赛ナル 哉。 

〇 秋 田 映 季家記 一一 云、 七月、 奧羽 各藩 ョ リ 疑心 彌以相 迫リ候 ュ へ 、藩士  ノ內、 殊 二 勤王 有志 ノ者秋 田 宮人、 同悴 主計、 其 他 申 
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談シ、 密 一一 棚 倉宫 軍ノ御 陣營ニ 潜行 致シ、 國難 危急 ノ情 實ヲ述 へ、 勤王 無 他 志趣ヲ 申出 候、 然 ル處、 奧羽ノ 疑心 如斯ュ へ 、執 

政ノ 機密 ハ 親子 ノ間 ト雖モ 容易 二 漏シカ タキ 場合 ュ へ、 一 藩區々 ノ 論議、 彼是 正邪 相唱、 甚以 f 、；心 憂慮 仕 候、 

七月 廿六 z: 黎明 、官軍 蓬 田 ヨリ 進入 ノ 報知 有 之 ト等シ ク 、 秋 田 万 之 助 名代 叔父 秋 田 主税並 重臣 有志 ノ者 共、 途中 一一 出迎申 

候、 然ル 一一 仙 藩、 一 一本松 等ノ 兵、 城下-一 止宿 有 之 候處、 當朝守 山 境 赤 沼 村へ 出張 致シ 、官軍 繰込ト 引違ヒ 一一 相 成 候テ、 聊殘居 

候 兵食 方ノ者 共、 忽 チ散亂 遁走 二 及、 少々 進擊 候へ トモ、 戰闘程 ノ儀モ 無 之、 官軍 不殘繰 込 申 候、 秋 田 万 之 助 鼓 家族 共、 菩提 

所 二 引取、 開城 ノ 上、 同盟 ノ段 謝罪 歎願 仕、 城 地 ハ 彥根藩 へ 相 渡、 廣瀨村 へ 出張 ノ 兵士 謹慎 被 仰 付、 官軍 ハ 藩士 星 敷 其 外 町 

家 へ 宿陴 二 相 成 申 候。 

〇 映季 家譜 一一 云、 叔父 秋 田主税 季春、 映季 幼稚 タ ル 一一 依テ 、後見 トシ テ國政 ヲ行フ 、七月 廿 六日、 映季 ニ代リ 官軍 ヲ迎へ 、勤 

王 他 志ナキ ヲ陣へ 、退テ 歎願 書 ヲ呈シ 、以テ 諸事 ヲ 指揮 ス。 

〇 歎願 書 

今般、 主人 萬 之 助 儀 謝罪 歎願 書 差 上 候處、 家老 共役 場 二 罷 在候テ ハ 奉對 天朝 恐 入 奉存候 1 一 付、 諸 役場 政事 向金穀 等總テ 

差 上、 在住 謹慎 罷在 候樣 仕度 奉存 候、 此段 何分 御 執 成 被 成 下、 宜御指 禪奉願 候、 以上。 

七 月  秋 田 万 之 助 家 老 共 

奧羽近 討 日記 

秋 田 映 季家記 

〇 映 季家記 又 云、 七月 廿 六日、 重臣 共 ョ リ右 書面 差 出 候處、 在住 不及 謹愼、 金穀等 モ 不及指 上、 政事 取扱 候 樣御演 達 有 之 候 

廿 七日、 秋 田 季春 並 重臣、 参謀 本 營へ御 呼 出、 御 達 左 之 通、 

歎願 之 趣 被 成 御 承知、 万 之 助 幼年 中、 殊 二 小國 微力 無據 次第、 追テ 御沙汰 迄、 城 地 S 兵器 人民 共 御 預ケ被 差 置 候、 依 之、 出 

兵 申達 候 間、 其 功 相 立 候 様、 尤 一 小隊 -ー テ宜旨 口 達 二 付、 卽時 出兵。 


〇 二 卜 八日 三春へ 達 書 

謹愼 中、 藩 兵 擧テ當 城内 外 警衞被 仰 付 候 事。 

奧羽 總督府 參  謀 

三春 藩 記 

〇 三春 藩 記 -ー 云、 七月 廿 八日、 右 之 通 御 達、 右 二 付警衞 夫々 二 指 配 候 事。 

〇i.K ス ル 二  、八月 七 B  二 至リ、 鎮將府 映季ノ 城邑ラ 復シ、 之ヲ 東京 二 召 ス事ハ 、本 記ニ詳 カナリ。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 外 城 番兵 一 番隊、 私領 一 番隊、 本府九 番隊、 十 一 番隊、 十一 一番 隊、 三番 大砲 隊、 備前柳 河、 大村、 佐 土 原 

等、 三ず 進撃 二 付、 七月 一 一十 四 曰、 磐 城 平 城下 繰 出、 中 寺 ト申處 へ 著陴、 翌一 一十 五日、 同所 繰 出、 上 三阪へ 一 泊、 同一 一十 六日 曉 

じッ寺 分、 上三阪 陣繰出 候處、 仁 井町 ト申處 へ 臺場ラ 築キ、 賊屯集 致、 右 仁 井町 五六 丁 計 手前 ヨリ 大小 砲 打 合、 九 番隊ハ 

右 之 山手へ 繰 入 攻撃 致シ候 付、 賊兵逃 去 候 ヲ追ッ ケ餘多 討 取、 五ッ 半時 分悉ク 追拂、 ソ レ ヨリ 兵ヲ相 纏、 上大越 マテ 兵ヲ推 

致， --C4t  、翌ー 不七： U 未明、 同所 繰 出、 三春 へ 進撃 候處、 早 降伏 二 テ、 棚 倉 口 ョ リノ 官軍 モ繰 入相 成 居候 付、 當所 へ 宿陣。 

〇 岡 U  ，記-一 云、 七月 廿 三日、 於 磐 城 平 城、 三春 ヨリー 一本松 攻撃 之 御 達 有 之、 同廿 四日、 諸 藩 一 同 進發、 合戶 宿へ 一 泊、 同廿 

五日 上 三 坂へ 一 泊、 同廿 六日 和名 田 通 進軍 爲大 斥候、 當藩 一 小隊、 薩藩 五六 名ト 併合 二 テ、 八ッ 作へ 馳向 候處、 贼兵 據險要 

防禦 致シ候 一一 せ 、攻撃 二 相 及 候 折 柄、 當藩 前軍、 薩藩 諸共 相 進ミ、 左右 ヨリ 夾擊、 遂 一一 追 崩シ、 尙又仁 井町 假砲臺 一一 テ相支 候 

二 付、 是 又追拂 ヒ 申 候、 引 續キ當 藩 本 軍 尸 田 原 井 通 進撃、 仁 井町 二 テ合隊 、午後 直 一一 三春 攻擊之 手配 一一 テ、 一 一手 - 一分 レニ 手 

ハ 一 小隊 計、 薩藩、 佐 土 原藩ト 併合、 廣 瀨通リ へ 向ヒ、 一 手ハ柳 河、 大村 兩藩ト 併合 一一 テ、 浮 金 通リ相 進ミ、 柳 橋 一一 宿 陴致シ 

候虛、 三春 藩旣 二 歸順之 趣 申出、 Mi 下大へ 一 一一  同せ 七日、 城下 へ 繰 込、 整列 之 上 城 地 點撿仕 候。 

〇 島 津忠寬 家 記 一一 云、 七月 廿 四日、 於 磐 城 平 一 番砲隊 、同 鉄 除、 四番 銑隊、 三春 城 攻撃 之 命 ヲ受、 各藩 兵隊 路ヲ 分テ 進發ス 、 

佐 土 原 兵隊 合戶へ 陴シ、 賊ヲ 探索 ス ル 一一、 贼悉ク 仁 井町へ 屯シ、 逆 戰ノ趣 報知 ァリ、 仍 テ同廿 六日 曉 一 字 進發、 上三阪 一一 テ 
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薩、 備、 大村ノ 兵-一 會シ、 直 二 仁 井町へ 向フ、 未 タ町ニ 至 ラサ ル 一一 、賊 砲臺ヲ 設ケ防 戰フ、 砲隊ハ 各藩 ト 本道 ヨリ 進撃、 鉉隊 

ハ 大道 ノ左 一一 當ル 險山ヲ 越へ 、賊 ノ 背後 ヲ突ク 、賊 敗走、 直 二 廣 瀨通リ へ 進撃、 賊所 々險要 一一 據リ 防戰 スト 雖モ、 悉 ク之ラ 

敢リ、 尾擊ス ル コト 十三 里、 此夜大 越 村へ 陣ス、 然ル 二三 春藩歸 順、 同廿 七日 薩丘 ハト 三春 城下へ 陴ス。 

〇 渡邊淸 事蹟 二 云、 七月 廿五 曰、 扳垣返 助 ハ田封 神 二 ァリ、 淸ハ获 庭-一 ァリ、 于時 三春 屯 集 ノ賊、 城 ヲ出ル 五 里、 仁 井町 一一 陴 

シ テ我 一一 備フ、 廿六 曰、 我 兵 ヲ進メ 之 ト戰フ 、返 助 俄 二 令 ラ改メ  、須賀 川 ヲ捨、 三春 二 突入 ス、 三春 忽チ 降伏 ス、 仁 井町 ノ賊 

敗走 シ、 三春 -ー歸 レハ官 旗-一城-一満 ッ、 賊大- 一驚 キ、 狼 S 行 所ヲ知 ラス、 廿七 曰、 兩道ノ 丘ハヲ 三春 一一 合ス。 

〇 山. 2： 豐範家 記 又 云、 七月 廿六 日、 仁 井町 出張 ノ賊、 海軍 ト戰テ 敗北 シ 、松澤 一一 在リ、 將 一一 三春 一一 走 リ返ラ ン トス ル ノ報ァ 

リ、 同 廿七曰 午前 一 一時 頃、 兵ヲ 三春 城 大手 門外 一一 會シ、 海軍 ト挾ン テ敗賊 ヲ擊ン トス、 我 一 一、 三 合隊、 小 笠 原謙吉 四、 六合 隊、 

、，^:.1:1:^、折、原註、先是、ニ番隊、六番隊隊長重创ヲ 以テ、長官ヲ袂ク、赏時死|,45其ノ 也病兵多ク、 一 家ノ 人 ，」， ， ， 

.r  frf 員甚 タ 少 シ 、故 -ー 只 其 ノ隊 名存シ 、合幷 シテ Tf  ？ ス ぶ VI  Ii5 稱445|^1 一一 俊へ、 f ハ ト 共 二 松澤 一一 至 ル 、小監 

察別府 大石監 之、 薩共 本道 ヨリ シ、 我北ハ 間道 ヨリス、 賊已 -1 三春 ノ 落城 ヲ 傳聞セ ルャ、 道 ヲ轉シ テニ本 松ノ方 一一 落 去ス、 白 

岩、 鞭 崎、 糠澤等 二 於 テ殘賊 ト小戰 スト 雖モ 、賊皆 敗走 ス、 午前 十 一 時 頃 歸營ス 、火 監察 伴權 太夫 等亦發 スト 雖モ 、戰 ヒニ不 

及途ョ リ歸ル 、此 日、 海軍、 薩 、備 前、 大村、 柳 河、 佐 土 原 ノ丘ハ 、悉 ク三舂 一一 達ス。 

〇 丹 羽 長， 裕家記 二 云、 七月 二十 六 暴曉、 西 軍 四方 ヨリ 來リ、 仁 井町 Isi ヲ砲 擊ス、 我 兵 報 PIS- お 

gssfesig 翻 聽 1 斯ニ宿 陣ス、 顏べ¥ 速力-一 大小 砲銃 ヲ配テ 之レヲ 防ク、 衆 I リ難 シ、 

援ヲ 待ッ、 豈圖 ラン ャ、 同藩 今朝 開城 シテ竊 力 一一 西 軍 ヲ容ル 、是ー 一 於 テ我丘 ハ向フ 所ラ知 ラス、 悉 トク 除 伍 ラ^シ テ去ル 、比 

, 化 .t^^ 人、：! せ.？. if ゆ 蔵、： S ャ大内 源 七、 鈴 木喜惣 太、 si に。 统卒 隊長 平 島 孫左衛 門、 统士靑 力 七 九  - 

あ 一 J  ノ 大谷 與兵衞 家長、 鈴木洁 次郎、 夫卒 一人、 傷 i 人 翁、 小川 又 市、 g:si©#5s:.r5、  . 

〇 板 倉 勝 達 家 記 一一 云， 七月 卜 七日、 三春 秋 田 万 之 助 殿 使者 大山 鍵 次 郞早追 二 テ來リ 、急 ヲ告乞 援兵、 福 島 軍事 局 二 於 テ相議 

シ、 福 島 藩 共隊ニ 小隊 出 之、 同 廿曰繰 出シ、 八丁 目驛ー 一泊 ス、 同 廿ー曰 本 宮驛- 一宿 陴、 I 雜、 ノー  一 ii テレ  リシ、、 同廿三 

曰、 仙 藩、 會藩、 一 一本松 藩、 福 島 藩 合議. 以テ 三春 藩ヲ 責メ、 其 義觯テ 同 廿四曰 各藩 之 兵 三春 城下-一 繰 入ル、 翌廿五 3、 各， 軍 


議、 持 口 左 之通定 之、 蓬 田 村 へ 仙 藩 森 主稅、 布施 備前、 仁 井町 村 へ 會 藩大忤 主計、 櫻井彌 一 右衞 門、 三春 藩 松 井 庄左衞 門、 矢 

m 川 村 へ 一 一本松 藩 大谷與 兵衞、 赤 沼 村 へ 福島藩^^川增太郞、同廿六日軍議之通、 三春 城下 早天 -1 人數繰 出シ、 福 島 藩 之 兵、 

輜重之 都合 一一 因リ、 卯 半 刻 二 及ヒ、 已 二 繰出セ シ時、 城 中 三 鼓 之 鼓聲響 渡リ、 市中 之 動 搖夥シ "此時 軍事 掛藤 川秀 成、 三春 藩 

中 村 匡、 湊訓兩 人 一一 城門 之 前 一一 逢フ、 問 之 b 、敵軍 國境 一一 迫ル、 故 一一 市中 老幼 ヲシ テ 立退シ ム ル 報告 ナリ、 秀成 曰、 事 急ナラ 

ハ我藩 兵 ヲシテ 向 之、 兩士 曰、 自藩 防禦 之、 貴 藩 約ノ如 クセョ ト、 旣ニ シテ 城下 ヲ去 ルコ ト 一 里餘、 荒 井村 二 至テニ 本松ノ 

兵 上田 淸左衞 門 一一 逢、 其 手 ト合テ 小 休ス、 時 二 一 一本松 ノ立殘 者 兩三輩 駆 付、 ニー 春 之 變心ヲ 告ク、 則チ 斥候 ヲ以テ 探 之 レ ハ 、 

其 言 ノ如シ 、故 兩藩議 曰、 兵 ヲ返シ 討 之、 然ト モ守山 屯 集 ノ兵ハ 東西 未タ不 分、 且赤 沼-一 ハ 三春 ノ 番兵 ァリ、 前後 敵 ヲ受テ 

如何 セ ン、 議シ テ 間道 ラ取リ 、兩藩 之 兵 ヲ本宮 ロノ 渡船 ヲ取テ 渡シ、 郡山驛 二 會ス、 我 藩 ノ輜重 ヲ赤沼 ニ出シ ヌ、 水 野 政淳、 

依 之、 赤 沼 一一 行ク、 幸 二 シテ仙 藩 布施 備前、 我 藩 杉澤、 藤 川 ノ兩士  二 逢フ、 則 輜重ヲ シテ守 山 ロノ 渡 舟 ヲ取リ 、郡 山 二 送ル、 

後チ 布施 曰、 三春 ノ 番兵 村裡ニ 有リ、 討 之 而シテ 行 乎、 政淳答 曰、 之 力 備ヲ爲 シテ藩 內之變 心 ヲ說キ 、敵セ ハ乃チ 討 之、 今ャ 

偶然 タ ル モ ノ有 ンャ、 彼必 不知、 而シテ 討之モ 不仁 ナリ、 布施 日、 善シ、 乃 兵 ヲ警メ 行 テ而シ テ其實 ヲ告レ ハ、 果シテ 不知、 

騒然々 ル情 ヲ現ハ ス、 故 ナク彼 力 關門ヲ 通リ、 守 山 ロノ 渡船 ヲ取テ 兵 ヲ渡シ 、郡 山へ 著シ、 乃 仙 藩、 一 一本松、 福 島 之 兵 ヲ集テ 

議ス、 秀成 曰、 一 一本松 ノ急ハ 元 ヨリ 然リ、 我 藩 ノ急ハ 次 之、 敵 若 シ路ラ 川 侯 二 取 ラハ、 福島ノ 危急 爱ニ 逼ル、 然ラハ 兵 ヲ引テ 

以テ 其閒ヲ 守禦セ ン 、皆 然リ ト ス 、卽時 兵 ラ引テ 夜半 本宮驛 二 至ル、 一 一本松 ノ 守兵 有リ、 其 藩 軍事 係ョ リ夜明 迄 之閒、 强テ 

警備 之 賴ァリ 、辭ス ル 不能 シテ同 驛ヲ 守ル、 同廿 七日 早天 二 本 宮驛ヲ 發シ、 淸 水町驛 一一 兵 ヲ止メ 、福 島 之 評決 ヲ受ク 、然シ 

テ川俣 口中 山村 へ 發ス ルノ令 ァリ、 翌廿 八日 進發ノ 手配 ヲ整 へ 候處、 福 島 へ 引 揚之令 有リ、 未 刻 過 福 島 城 中 二 著 陴ス。 

二十 七日、 兩道ノ 官軍、 旣ニ 三春 一 1 會ス、 是日、 兵ヲ 分チ、 一 ハ 賊兵ヲ 小濱驛 一一 破 リ、 一 ハ糠澤 

村、 及ヒ 本 宮驛. ヲ 取 ル 、 須 賀川驛 ノ賊、 風 ヲ望テ 潰 H 走ル、 松平賴 升； 1^^ 良 頭 封ぶ が $4 モ 亦罪ヲ 謝 シ 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十 七日  七 四 

降 ヲ乞フ 、官軍 乃 チ守山 二 入ル。 

〇 毛 利 元 德家記 二 云 、七月 廿七 日朝 九 字 頃、 三春 出軍、 小濱 一一 差 向 ヒ 、賊兵 ラ追拂 、其 夜當驛 宿陣。 

〇 麼應 出軍 戰狀 二 云、 七月 廿 七日、 一 一本松 境小濱 ト云處 へ、 長 州 兵隊 苦 戰之由 申來、 應援ト シテー 一番 砲隊、 兵 具 隊半隊 、曰 砲 

隊、 七ッ 時分 三春 出兵、 途中 一一 テ長州 兵隊、 小 濱驛賊 逃 去 候 儀 一一 テ、 歸陴之 所 へ 行掛、 同所 一一 テ 評議 ヲ替、 又 候 長 藩 モ小濱 之 

樣 引返 シ、 其 夜 ハ 當驛 番兵、 市中 巡邏 一一 夜 ヲ明シ 候、 同日 一 一本松 領本宮 へ 賊徒 相 見得、 土、 彥藩出 勢 候 一一 付、 十一 番隊、 十一 一 

番隊、 爲應 援五ッ 時分 三春 城下 繰 出、 進軍 ノ 途中、 一 一里 計 手前 ョ リ砲聲 相 聞 得 候 付、 甌足ニ テ 阿武隈川 十 丁 程 手前 ヨリ 野路 

越 テ馳付 候處、 川 越 -ー 賊ハ小 松 山ヲ循 一一 取、 右 兩藩ト 砲 戰之央 へ撗合 ヨリ 砲發 相 及 候處、 暫時 ノ 間-一 落 去リ候 付、 致 追打賦 

二 テ瀨踏 イタ シ候處 、殊之 外深瀨 一一 テ難越 御座 候 付、 右兩 藩へ 差任セ 置、 一 三 一町 位モ 本街道へ 立 房リ、 阿武隈川 ヲ舟 一一 テ渡、 

本宮町 へ 立 寄、 折角 兵粮 共 仕 候 間 -ー 、土 藩 苦 戰之段 聞 得 候 付、 早速 繰 出、 町迦 ヨリ 裏路 へ 廻リ、 田皇 へ 繰出シ 、苦戦 之 場所 へ 

又々 撗合 ヨリ 進撃、 十五 六 町 モ致追 打 膀處、 賊兵 散々 逃 去リ候 付、 夫成捨 置、 兵 ヲ相圓 、本宮 へ 引接 申 候、 須賀 川之賊 歸路ヲ 

絕 レ 、廿六 日 ヨリ 廿 七日-一 懸、 大 二 狼狠 シ 四方へ 散 亂ス。 

〇 松 平 忠敬家 記 -ー 云、 七月 廿 七日、 本 宫宿打 入 之 先鋒、 黑羽並 弊 藩 へ 被 仰 付、 十 一 時 三春 進發 斥候 差 出 候處、 阿武隈川 手前 

ョ リ川ヲ 隔打合 候 趣、 本隊 へ 注進、 直 二 同所 へ 人數 手配 砲發仕 候、 然 ル處、 土州ハ 間道 ョ リ 川端 迄 相 進 候 間、 則 相 進 及戰爭 

候へ トモ、 右川 渡 兼 候 付、 諸藩ョ リ兩 三人 ッ 、川 ヲ游 越シ、 船ヲ奪 人數打 渡、 本宮 宿ヲ乘 取、 土 州、 黑羽、 弊 藩 一 同進擊 仕、 賊 

兵 一 一 百 人 程 半道 餘リ致 追討 候處、 賊兵郡 山邊へ 敗走 仕 候。 

〇 黑羽藩 記 一一 云、 七月 廿 七日、 我 藩 及 忍 藩 先鋒 ト爲 テ本宮 二 向、 道程 五 里 二 シ テ 阿武隈川 二 到 ル 、賊、 堡ヲ前 岸 -1 築テ 待ッ、 

川 流漫々 ト シテ舟 筏 ナシ、 人々 切齒ス レ ト モ濟ル ヲ得ス 、我 小隊 長 渡 邊福之 進、 盆 子 四 郞自ラ 水 ヲ泅キ 、前 岸ノ舟 ヲ奪ン ト 

ス、 賊 視テ頻 一一 組 擊ス、 土藩ノ 隊長 尋ヒテ 水 二 入ル、 统カニ 中 テ死ス 、是 一一 於テ我 大砲 ヲ連 發シ、 賊ヲ シ テ我 泅者ラ 擊得サ 

ラ シム、 一 一士 遂ニ舟 一 艘ラ奪 テ歸ル 、全軍 水 ヲ濟テ 本 一呂 ヲ取ル 、忍 藩ト同 クニ 本 松 口 ヲ守ル 賊兵生 3^ 四 人、 討 取 十 一 人。 


〇uh 豐範家 記-一 云、 七月 廿 七日 午 十一 一時、 我 七、 九 合隊、 山 田 喜 久馬十 番隊、 一 一川 元 助 十 三番、 西 山 榮及砲 隊長 北 村長 兵衞 

井-一 斷金隊 に、 ® 一 、忍、 館 林、 黑羽、 彥根 ト同ク 三春 ヲ發シ 、本 宮驛 一一 向フ、 忍、 黑羽 先鋒 タリ、 我 兵 之 一一 續ク、 進テ 阿武隈川 二 

及フ 比。. *s 亂、 f ァ船 一一 乘 ラン トス、 我 兵 擊テ之 ヲ殲ス 、賊又 川 ラ隔テ 防 戰ス、 諸 軍 直 二進 ミ、 衆 皆 船 ヲ爭フ 、或 ハ泅シ 前 

岸 一一 耋シ、 贼船 ヲ奪フ 、賊大 二 潰走 ス、 此 日 斷金隊 能 ク 地理 ヲ諳 スルヲ 以テ、 間道 ョ リ 阿武隈川 二 達ス、 本隊 ノ 長 美 正 貫 一 

郞 中流-一 シ テ丸 ニ中テ 死ス、 軍遂 一一 本宫ヲ 取ル。 

〇 井伊 直憲家 記-一 云、 七月 廿 七日 午刻、 土 州 三 小隊、 大垣ー 一 小隊、 忍 一 小隊、 館 林 一 小隊 半、 黑羽三 小隊、 彥根三 小隊 等、 順列 

三春 ヲ發シ 、將ニ 本 宮ニ著 セント スルニ  、阿武隈川 渡船 無 之 、蓋 シ 賊徒 悉 ク之ヲ 破リ、 之 ヲ奪ヒ 置 ケリ、 稍 ク搜リ 求 メテ三 

艘ヲ 夸ァ、 追々 渡 川スレ トモ、 輜重 多ク、 夜モ 三更 半 一一 及フ、 然レ 共 無難 一一 本宮 一一 達シ、 此夜兹 一一 宿陴 ス 。 

〇 火 現 藩， で 二 云、 七月 廿ヒ 日 t 一字、 本宮 へ 爲進擊 各藩 三春 出發、 途中 糠澤村 賊徒 屯 集、 各藩 斥候隊 二 テ忽 追拂、 弊 藩人數 

之 儘 ハ 後軍 二 濯 在、 右 へ ハ 相當リ 不申 候、 同日 同所 宿陣。  、 

.〇 秋 元 興 朝家 記 二 云、 七月 一 不 七日、 本宮宿 討 入 二 付、 彥根、 弊 藩 後 押 可 致 旨 御 達 二 付、 諸 隊ノ押 トシ、 夕 一 一字 頃 三春 出發、 

然 ルー ー賊ハ 猎 S 一一  在テ、 阿武隈川 ヲ隔發 砲 ス 、味方 先鋒 忍、 黑羽兩 藩 勇進 追撃、 後 押ノ兩 藩續テ 阿武 喂川 一一 至ル、 賊徒 舟ラ 

尤メ、 僅  一一 一 ニノ 小舟 ヲ以 渡ロヲ 往返 ス 、故 二 各藩 ノ 輜重 山積 紛雜殊 二 甚 シ 、依 テ彥藩 ト議シ 、兵ヲ 岸 上 二 纏メ、 各藩 ノ輜 

重 ヲ護シ 、夜 十一 一字 過漸 ク本宫 宿 二 至ル、 然處、 賊徒 近傍 二 在テ 胸壁 ラ連ネ 有 之 二 付、 夜中 最戒嚴 可 致、 持 口 ハ 會 津ロ兩 道、 

郡 g  ロー  道、 彥藩ト 共-一守 ル へ キ旨 參媒衆 ヨリ 被 相 達 候 一一 付、 卽チ右 藩 ト議ヲ 定メ、 弊 藩 郡 山ロラ 受取、 野營ヲ 張テ守 之。 

〇 三春 藩 記 一一 云、 七月 廿 七日、 本宫ロ へ 出兵 候樣、 參謀扳 垣 退 助 殿御 達 二 付、 一 小隊 繰 出シ、 土 藩 -ー 併合 仕、 阿武隈川 ラ挟ミ 

賊ヲ擊 退、 本宫 一一 止宿。 

〇 東 山道 戰記 一一 云、 七月 一 一十 七日、 三春 在 陣 ノ 官軍、 同所 ヲ立テ 本 宮驛へ 襲撃 一一 及ヒ 候、 此日、 岩 城平ノ 官軍 到 著 0: 一 候 間 

一 一道 ノ兵 總テー 一千 五 百人餘 二 相 成 候、 其 兵 II 州、 備州及 柳 河、 大村、 佐 土 原 等 也、 巳 一一 木宫 一一 至 レハ、 驛ノ東 一一 阿武隈川 ァリ 

復古 外 記 白 河口 戰記 第三 明治 元年 七月 二十 七日  七 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第一 II 明治 元年 七月 二十 七日  七 六 

テ 、舟 筏 等 都 テ贼方 へ 奪 ヒ 取 候 間、 可 渡 ノ術無 之候處 、薩、 土 ヨリ 四 五 人ッ、 河 中へ 飛 入 テ向ノ 岸へ 上リ、 夫 ヨリ 諸方 捜索 

シテ、 漸ク 小舟 一 一艘 求 メ來リ 候 間、 右 ノー 一艘 二 テ諸 軍渡ル コトヲ 得 候、 尋テ 本官へ 打 入 候處、 同所 二 ハ會、 山 a ヒー 一本松 ノ 

兵少 シ計リ 居ルノ ミナ レ ハ、 僅 ニ發砲 シテ追 退ケ、 三十 人 計ヲ生 柿テ、 忽チ此 處ハ乘 取 候、 之 二 因テ、 其 夜 四方へ 番兵 ヲ出 

シテ 、夜襲 ヲ 可警ト 、東方 阿武隈川 通リ ハ 藤 藩 一一 テ持シ 、西方 田 畦 ノ間ハ 吾 藩 一一 テ持シ 、南方 江戶 街道 ハ 彥根、 館 林兩藩 二 

テ持シ 、北方 仙臺 街道 ハ 土 藩 持 シ候 也。 

〇 東 山 新聞 二 云、 七月 廿 七日、 官軍 奥州 三春 城 ヲ發シ 、近 キ邊リ ナ ル本 宮驛 へ 烈風 ノ コ ト ク押 寄セケ ルカ、 今日 海軍 到著シ 

テ、 兩道 ノ丘ハ 合併 シテ其 勢 總テニ 千 五 百 人、 我 先 二 トコ ソ進ミ ケリ、 此本 1 呂 トイへ ル所 ハー 一本松 ノ 領分 一一 シテ、 南北 町ノ長 

サ廿 丁餘、 戶數ハ 總テニ 千 軒モ有 リテ、 商家 軒ヲ 連ネテ 衣食 ヲ鬻ク 、鄙-! ハ稀 ナル里 ナリケ ルカ、 賊 ハー 一本松 ノ兵多 ク守リ 

居リ、 其 他會、 仙ノ丘 ハモ 僅 計 リ居シ 由 也、 旣ニ 官軍 本宮 一一 馳著、 一 擧ニ討 入 ラント セシ 二、 驛ノ 入口 東ノ方 一一 阿ま畏 リノ 

レ有 リテ、 舟 後モ有 ラサ レ ハ輙 ク渡ル へ キヨ フ モナ ク、 只 川向フ ノ敵ノ 方へ 小 统少シ 打力 クル ノ ミナ リ、 然ル 二 薩、 土ノ兵 

隊 ノウ チヨ リ四 五人ッ 、立 出テ、 此河 中へ 飛 入テ、 難 ナク向 フ-ノ 岸へ 渡リ著 ケリ、 夫 ヨリ 岸ノ上 一一 ァ カリ、 舟ャァ ラント ァ 

チコ チラ 搜ス ゥチ、 漸々 舟 一 一艘 求 メ來リ 、此方 ノ 岸へ 漕 付ケレ ハ、 是 二 テ 官軍 渡 ル事ヲ 得テ、 本宮へ トツ ト討入 ケリ、 キノ 

フ 迄ハ賊 兵此處 ニニ 百 人 モ居シ 由ナレ トモ、 ケフハ 僅 七 八十 人 居ルノ ミナ レ ハ、 何條コ レ 一一. 當 ル事ヲ 51- ン ャ、 皆 散々 ニ洮 一 

行 ケル、 其 内 三十 人 計 リノ 弱 兵 有 ッテ、 ゥ ロタ へ 廻 ッテ逃 ル事サ へ得サ リシ カハ 、皆 生 怖 テ切棄 シトソ 、官軍 東 山道 兵 千、、 

ii  、長、 土、 彥、 館 林、 大垣. 海軍 兵 千 五 百 人、 薩、 備、 柳 河、 大村、 佐 土 原。 

0 丹 家 記 一一 云、 七月 二十 七日 早曉、 西 軍 三春 ヲ發シ 、潜 力 二 糠澤ま 臓、、 封上內 ノー 一 teyfl ^ゆに 力 ラ襲 擊ス、 我 兵损瞧 、ミ細 ，長 や 

賺 l¥s 無， 副 之 軍 助 nsitMSMS や 斯 一一 宿 陴ス、 i 支 ュ ル 一一 遑 マ アラス 、大 -ー 敗績 ス、 此役死 一 一士 ハ人、 ms^ 

夫、 If 松 太夫、 木 礎 滿次郞 、一 1 一浦 治 部右衞 門、 池田傳 兵衞， 笠 間 市 之 進>1«羽來坊ノ近藤^右衞『、山岡紋太、 

栗 生庄司 和 田悦蔵 城 I 兵衞、 長 岡 與ミ郎 、一一 一澤 十 次郞、 玉 木實、 岩 本 、岡 村 S 謝、 Isss" 田 tSI  一  _SSST1r 尾お 

MsssiB -一  糠澤 ヲ敗テ 、高木 -ー i 撃：^ 放火 ス、 我 兵 四 小 除 ^s^s^t 本宮ヲ 


fe 目 副 下 
十 石 軍 之 


gi 西 阿 、武守 衞ス、 本日 巳 二 仁井町||;^^"舆 ノ 敗報 ヲ聞キ 、未タ 糠澤ノ 敗報 ヲ聞 カス、 是ニ 於 テ糠澤 應援ノ 事 ヲ議シ 、卽今 

出 發ス、 隊長 大谷鳴 海先ッ 阿武隈川 ヲ渡リ 、靑山 伊 右 衞門之 レ 一一 從フ、 全隊 川 ヲ渡テ 高木 一一 到 ル、 少ク アツ テ 兵隊 向ヒ來 や 

以爲 へ ラ ク 樽升彌 五左衛門 除、 糠澤 ヲ引キ 去リ來 ルト、 近ッケ ハ 則 チ皆敲 ナリ、 三春 兵 嚮導 シ テ、 同村 高木 寺 二 入 リ忽チ 砲 

發ス、 我 兵 舊戰之 レー ー應 スト 雖 トモ、 彼 レ巳ー 一地 ノ利ヲ 得、 我 力 隊列 未タ整 ハス 、遂ニ 敗ラ ル 、兵員 或 ハ 路傍 二 迷ヒ、 或ハ水 

中ヲ： 水ク、 泳 テ溺ル 、 者 ァリ、 迷テ彈 丸一 ブ負フ 者 ァリ、 全隊 悉 トク 散 亂ス、 敲兵 追ヒ來 テ本宮 ニ迫ラ ン トス、 守 衞ノ除 長 丹 

羽 主 膳、 上田 淸左衞 門 砲發、 川 ヲ隔テ 、戰 フ數 時、 衆寡 當リ 難ク、 午後 一 時 兵 ヲ引ク 、彼 レ遂 ニ本宮 一一 入 ル、 昨夜 隊長 丹 羽 右 

近、丹羽傳十郞、封内 ノ急ヲ聞キ 、小作田，徵』^^ほ賀ヲ 發シ 、本日 午後 一 一時 高 倉- 二 到 ル 、敵 兵已 二 本 宮ニ入 ルノ報 ァリ、 隊 

ヲ聞テ 、號 令ノ出 ルヲ待 タス、 奮 進 突出 之レ 二 當ル、 此時西 軍 本宫ニ 充満 ス、 遂 二 之 レヲ敗 ル能ハ ス、 此日死 一 不 三人、 

田總兵 新、 銃士 三谷甚 太夫- 關少 介、 寺 西 安左衛門、 安增 角右衞 門、 中村彌 一 兵衞、 山 本官 治、 齋藤义 十郞、 竹、 村： 左衞 門、、 f ハゃ! i^;; 

iw^sls^s^-y  js^ 杉桥^^-丞 统1齋藤宗太、藤田幸吉，中澤伊您治、巾村藤松、齋藤貞吉、遠藤常吉 高野忠次郎 夫卒三人 

, 1、o 统士奥 田 誠 之 進， 大石 兵右衞 門、 桑原 守 人、 竹 村 譲、 高橋德 治、.^ 島 ー^ 吉、 竹 

一 ーノ 中榮 助、 榮 助後遂 - 一死 ス、 统卒 渡邊和 介、 坂 下 與吉、 今 泉 幸藏、 夫卒 二人 

〇 山 內豐範 家 記-一 云、 七 s: 六日、 守 山 藩 家老 太 田 仁 郞左衞 門外 一 名、 淺川 ニ來リ 歸順ヲ 乞フ。 

〇 渡邊淸 事蹟 一一 云、 七月 廿 七日、 兩道 ノ兵ラ 三春-一 合シ、 又兵ヲ 出シテ 阿武隈川 東 一一 陴ス、 須賀川 ノ 賊戰 ハ スシテ 走ル、 守 

山 亦 降 ル 、 初 守 山藩擧 テ カラ 朝廷 二  0 サン ト欲ス 、然レ トモ 藩 小 カ微自 ヲ 振起 スル能 ハサ ルヲ 以テ、 窃ニ 款ヲ板 垣 退 助 二 

通ス、 是ニ 於テ、 卽日兵 ラ出シ テ大ニ 勤ム。 

〇 松 平 喜德? M、 家 記 二 云、 弊 藩 守 山 陴星之 儀ハ、 奧羽 列藩 ヨリ 不 一 方 疑惑 ラ受ケ 、種々 難事 ヲ申 掛ケ ラレ 候へ 共、 兼々 心 

掛ケ 居候 動 王 一 途相貫 キ度罷 在 候處、 七 0: 廿 五日、 Jits^、 官兵 追々 三春 表へ 御 進 二相 成 候-一 付、 兼テ 御差圖 御座 候 通、 

直 二 同所 へ 重臣 出頭、 參謀衆 へ 御 打 合 セ 仕、 同廿七 日、 柳 河、 大村兩 藩 人數、 守 山 表 へ 繰 リ込相 成 候 二 付、 弊 藩人數 合併、 同 

廿 九日、 郡 山、 笹川、 須賀川 三 所 へ 出兵 仕 候處、 賊徒 退散 致 シ候ニ 付、 右 最寄リ 鎮撫 致シ、 守 山 表へ 引 揚ケ申 候。 

復古 外 記 白 河口 戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十 七日  七 七 


復古 外 記 白 河口 戰記 第三 明治 元年 七月 二十 七日  七 八 

〇 是 ヨリ 先、 總野鎭 撫府、 古河 藩兵ヲ シ テ蘆 野驛ヲ 警守セ シ 厶、 是日、 藩 兵 ^ 外 蘆野驛 一一 至ル、 

因リ テ書ヲ 督府 一一 上リ テ之ヲ 申ス。 

覺、 

牧田尠 解 由 

小隊 附屬 役々 淺賀羽 馬 之 助 靑 山  榮 福 田 藤 七 

千賀 吉五郞 岩 崎 勇 之 助 

大砲 差圖役 長 尾 斧次郞 

右、 蘆 野宿 へ 出張 之 儀 御 達 御座 候 -ー 付、 今日 同所 へ 小隊 人 數召連 到 著 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

七月 廿 七日  土 井 大炊頭 h 牧田勘 解 由 

奧羽 追討 日記 

〇 土 佐 藩 後軍お a 河-一至 ル。 


復古 外 記 白 河口 戰記 第三 終 

十九 年 十二月 十五 日 掌 記豐 原資 淸蟇 


復 
古 
外 

禾 同 
本 


n  ^  S  fi^  自明 治 元年 七月 二十 パ日 

口  ®^ 1 一一 成 身 匹  至 同 八月 八日 

七月 二十 八 曰、 大總 督府、 多 久茂族 |丘ヲハ 簡？ 蒸 ヲ以テ 、白 河口 總督府 參謀ト 爲シ、 肥 前 

藩 兵ヲ率 ヰテ之 一一 赴 カシム。 

多 久 與 兵 衞 

.n 川口 出張 之 肥 前 兵隊 致 引率、 鷲 尾 侍 從參謀 被 仰 付 候 事。 

づ a,^ 征總督 記  I 

,^ 月奧羽 追討 日記 

〇 

別紙 if 、ヲ之 通、 於 當府被 仰 付 候條、 鷲 尾侍從 殿へ 被 御 申 上 候樣致 度、 此段 申入 候 也。 

七月 廿 八日  大 總督府 下 參 謀 

伊地知 正 治 ゑ 

板 垣 退 助 蟲圆 g 

〇 是 ヨリ 先、 大總 督府、 紀伊藩 兵 111115、 ヲ白河 一一 差遣 ス、 尋テ 至ル、 是日、 督府、 命シ テ 白坂驛 

ヲ 警守セ シメ、 忍 藩兵ノ 白坂驛 二 在 ル者ヲ 、白 河 一一 移ス、 又 忍 藩 二 令シ テ、 更ニ 兵 ヲ白河 二 出 

シ、 前軍 ト合 シテ、 之ヲ 警守セ シ厶。 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 八日  七 九 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 八 口  - 

〇 達 書 三 通 

紀州藩 隊 

彥根 兵隊 到 著 迄、. W 坂 驛警衞 被 仰 付 候 間、 明 一 一十 丸 日 ヨリ 忍 藩 人 數ト致 交代、 堅^ 警衞可 有 之" 

七月 卄 八日  白 川口 總督府 執 

〇 

忍 

白 阪驛警 衞紀州 藩へ 被 仰 付 候閒、 以前 之 通リ、 白 川江戶 口堅 罔 警衞可 有 之 3=1 御沙汰 候 事 C 

七 e: 廿 八日  白 川口 總督府 執 

〇 

忍 

其 藩當白 川滯在 之人數 手薄 付テ 、ノ  、尙 又國許 ョ リ致 出兵、 戮カ警 衞可有 之 旨 御沙汰 候 事。 

七 月  總督府 執 


八 〇 

長 .: 


中 へ 

lalp 

藩へ 

藩へ 

奧羽迫 討 日記 

松 平 忠敬家 記 

〇 是 ヨリ 先、 賊 兵、 一 一 一斗 小屋 村 傍 近ヲ焚 掠ス、 黑羽、 お 烏 山に ご 一 藩 兵 ヲ出 シテ之 一一 備フ、 是 

日、 督府、 古河 藩兵ノ 蘆野驛 -ー 在 ル者ニ 令シ テ、 緩急 之 二 應援セ シ ム 。 

蘆 野在陣 古 河 藩へ 

近日、 賊徒 三 斗 小 星 邊厘致 狼籍候 -ー 付、 黑羽、 烏 山人 數爲 警備 出兵 イタ シ 居候 得 北 r 各微勢 -ー 付、 其藩滯 陣中 、ノ 依機會 乞應 

援候 間、 其 期 ハ右藩 ト申談 、盡カ 有 之 旨 御沙汰 險 事，」  • 


七 0: 廿 八日  白 河口 總督府 執  事 

奧羽迫 討 日記 

〇 奧羽 追討 日記 二 云、 七月 廿 八日、 黑羽藩 金 野 六 之 丞參營 、三 斗 小屋 邊之 領地 へ 賊 厦出沒 二 付、 應援之 御 勢 被 差 向 度 趣欵願 ( 

〇 黑羽藩 記-一 云、 七月 廿 五日， 三 斗 小屋 口 ヨリ 賊徒 押來、 朝 五 時 前 ヨリ 所々 放火、 金子 品物 等亂 取-一 及、 致 燒失候 領分 村々 

左 之 通 御座 候。 

瀬， 村之內 

高久村 小  >』 村 丸 山村 岡 室 村 樓久保 村 茅 沼 村 薄 室 村 弓 落 村 

菱 las: 村 ^荷澤 村 田 代 村 松 子 村 山 梨 子 村 

右 ハ 領分 無 一 一心 村々 二 御座 候、 此外敲 地 近接、 先方 へ 隨從ノ 村 方 ハ 放火 無 之 候 、賊徒 人 數高久 村 へ 罷越倏 者 一 一十 五六 人、 其 

餘 手分ケ 放火 ノ樣子 二 付、 腚ト 人數、 不相譯 候、 右 二 付 越堀驛 二 兼々 在陴仕 居候 烏 山 藩 人数 繰 出、 弊邑 ヨリ モ 不取敢 一 小 

^差 出 候 得 共、 隔 居候 場 二 テ 、最早 賊徒 逃 去 候 後 -ー 御座 候。  . 

〇大 久保忠 順 家 記 二 云、 宇都 宮鎭撫 御 役所 ョ リ兼テ 御 達 一一 付、 三 九 郞家來 人數、 越 堀 宿， へ 宿 陴罷在 候處、 七月 廿五 日朝 五 時 

頃、 同驛ョ リ北之 方 へ 一 一里 程 隔候萵 久村邊 - ー當リ 出火 之樣子 ニ付、定テ賊之放火ト存シ、早速人數繰出候内、斥候之^|^立尻 

リ、 賊徒 共 廿四五 人 程 之 内、 侍 體之者 拾 人 程 -ー テ差圖 仕、 高久村 へ 放火 仕 候 趣 申 聞 候 間、 人數 同村 へ 繰 込 候處、 最早 賊徒 ハ 

逃 去 候 -ー 付、 夫 ヨリ 一 里程 有 之 候 松 子 村へ 相 進 候處、 同村 モ 放火 仕、 其 外 逃 去 候 節、 道筋 所々 放火 仕、 都合 拾 135^ ケ村程 放火 

仕 候 趣 二 御座 候、 依 之、 松 字 村 へ 暫張陴 仕、 同日 夕人數 引取 申 候。 

〇 白河ノ 官軍、 曉 一 1 乘シ テ 賊兵ヲ 上 羽太、 虫 笠 等 諸 村 一一 破リ、 北ク ルヲ追 テ高助 村 一一 至 ル 、賊 

兵遠ク 遁ル。 ■ 

〇 山. Mli 範家記 一一 云. 七月 廿 八日、 白 河 在 陴ノ我 兵、 本街道 大 巡邏 トシ テ蓐 食シ、 兵ヲ 二手 二分 チ、 午前 三時 ヲ以テ 白 河 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 八日  八 一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 七； 《 二十 八日  八 二 

ヲ發ス 、右 ノ手ハ 八 番隊、 十 上 ハ番隊 及 新兵 ノ 十七 番 小除關 鹬右衞 門、 十八番 小隊 眞邊戒 作、 I^pa ま 一 ま J 隊.^ M 林 M 

_ ^ゆ 十九 番 小隊 久時衞 、廿番 小隊 小 南 猿 四郞、 廿 一 番小 除假長 安養寺 男體、 欠 監察 谷 守 部監 之、 小 監察 三 原 鬼 彌太副 之、 中 

羽太 村 二 至ル、 贼新 一一 關門ヲ 設クト 雖モ、 不戰シ テ走ル 、上 羽太 村 一一 至レハ 、杉樹 31 「鬆ノ 處ァリ 、賊關 門 一一 據テ 以テ防 戰ス、 

八 番隊右 ヨリ 擊之、 十六 番隊 正面 ヨリ 進ミ、 暫時 一一 之 ヲ破リ 、進 テ虫笠 村 - 一至 ル、 賊 胸壁 ヲ處々 一一 築クト 雖モ、 我 兵 追撃 迅 

速 ナルヲ 以テ、 皆 守ルコ ト 不能、 獨リ廿 一 番隊半 隊ヲ村 端 ニ±メ 、不虞 ノ變ニ 備フ、 巳 二進 ム六七 丁、 賊 左右 ノ山端 ニ築ケ 

ル 胸壁 二 據リ防 戰ス、 八番 除、 十八番 隊左リ 一一 向ヒ、 他 ノ諸隊 ハ盡ク 右 ノ山腰 一一 散布 シ、 砲隊ハ 正面 ョ リ携 臼砲 ラ發 射ス、 

賊又 左右 ノ 胸壁 ヲ棄テ 、正面 ノ 胸壁 二 據テ防 戰ス、 我 軍山ノ 三面 ョ リ齊ク 進ム、 賊兵 漠ュ、 八 番隊奮 進 眞名子 村 二 至ル、 諸 

除繼テ 進ム、 賊盡ク 遁逃ス 、乃 沿道 ノ 民家 ヲ 放火 シ、 賊ノ據 ル所テ 絕ス、 左 二 向 諸隊ハ 五番 隊、 十 一 番隊、 十一 一番 隊、 十四 番 

隊及齊 武隊、 砲隊 一一 シテ、 祖父 江 可成 之 ラ帥ヒ 、大 監察 高屋左 兵衞監 之、 小 監察 荒 尾 騰作副 之、 鶴 生 ヨリ 進ミ、 追 原 折 ロヲ經 

テ高助 一一 至 ル 、賊 皆已 一一 逃 ル 、、於 是賊ノ 本 據盡ク 放火 シ 、兩道 共 -ー 白 河 一一 歸ル、 是ョ リ賊遠 ク進レ 、白 河 地方 又 砲聲ヲ 不聽。 

〇 賊兵、 路ヲ 分テ 本 宮驛ヲ 襲 フ 、官軍 邀 へ 擊テ 之 ヲ 破リ ， 追躡 シ テ 仁 井田 村 一一 至ル、 賊高倉 村 

二 據テ止 リ戰フ 、官軍 又擊テ 之ヲ走 ラス。 

〇 井伊 直 憲家記 一一 云、 七月 廿 八日 天明、 本 宮驛ノ 西南 須賀 川、 會津ロ 等 諸道 ヨリ、 賊千人 計 襲來ス 、官軍 1： ョ リ備ァ レハ速 

一一 1\ー  二 當リ、 大小 砲 二 テ擊 却ク、 土、 垣、 彥ノ持 揚會津 ロハ 平地、 賊ハ 山上 一一 テ地 利宜シ カラ サレ ハ 、 暫時 應砲 セス、 無 一 一 無 

三 二 山上へ 攀上リ 追 擊ス、 賊例ノ 如ク先 ヲ爭テ 逃走 ス、 纖ニ 反戰ス ル者ハ 、或 ハ打レ 或 ハ擒ト 成ル、 如此 土、 垣、 彥之 三兵ハ 

一 戰 一一 追却シ テ 、從容 引還セ シ處、 須賀 川口 ョ リ襲來 シ タ ル賊、 館 林 之 兵 一一 當リ能 戰フ、 館 林 之 兵 危急、 頻リ 一一 援ヲ 乞フ、 是 

二 於 テ彥、 土 各 一 小 除 ヲ遣シ テ 合兵シ テ、 多 人數險 二 據リ タ ル賊 ノ處へ 奮 進 追 擊ス、 賊亦颇 ルカ 戰ス レ トモ、 終 二 支 兼 敗走 

ズ 、 ii ァ彥リ 、つ 猶之ヲ 逐テ仁 井田 村 二 及フ、 賊去テ 影 ヲ見ス 、且 賊衆宫 寡ナ レ ハ 長驅セ ス 、機 ヲ見テ 引 還ス、 又賊仁 井田 村 


之 方 へ 進 來之由 二 付、 代リテ 土州ノ 新手 一 一 小隊 へ 、彥兵 堀 部 彌次郞 一 小隊 進 鬪ス、 賊旣 二 仁 井田 村ラ越 へ 、小 阪ノ險 二 據リ 

防 戰ス、 暂ク兹 一一 テ烈 戰ス、 是亦贼 防 ヰ 翁、 逮巡高 倉 村 ^1、 ノ此^ I 冋 トク，： ン、 一一 引テ防 戰ス、 宫兵又 急 ニ之ヲ 逐フ、 賊杲シ テ小峠 

ヲ 越へ 悉ク 逃走 ス、 官兵引 還ス、 高 倉 村 逢 迄 之 内 二 テ、 打斃シ タル 贼 三十 人 計 ァリ、 土、 彥ー 一藩 二 テ擊シ コ トナレ 共、 孰レ ト 

究メ 難ケレ ハ 、其 儘 一一 拾 置ク、 最初 進入 ス ル時， 驛ノ 西方 土、 垣、 彥持場 二 テ、 賊ヲー 不人計 擊殺ス レ共、 三 藩 之 e 孰 ト究メ 

難ケ レ ハ 、是亦 其儘捨 置ク、 賊死ス ル者百 人 計 、官軍 ハ 土 一一  死傷 九 人、 館 林 二 三人、 彥 二 死 一 一人、 ^郞 附隊曰 木/外 餘 一、 傷 六 

人、 随 一 If 牛 之 ％J? 彌新/ 郎 II 瞻默 f 郞ぷ砲 垣、 羽 、死傷 ナシ、 贼將ハ 仙臺藩 f 林 主税之 由、 本宮ヲ 一 ，復セ ント必 

死襲來 セ シ 由、 擒 W  ノ者語 レ リ 、會兵 半 ハ雜リ 居ルト 云、 此鹽 森主稅 ハ 仙臺 ノー  人物 一一 テ 、出 陴ノ時 主人 郊外 迄送リ シ ト 云、 

同日 曉天、 薩州ー 一 小隊 三春 進發、 辰 半 刻 頃 本 宮驛ノ 川 向 迄 來著ス 、折 柄戰爭 2_ 取 中 一一 テ、 則彥 砲發ノ 應援セ リ。 

〇 山 内 豐範家 記 -ー 云、 七月 廿八 日朝、 賊丘ハ 會津、 白 河兩道 ヨリ 来 リ本宮 ヲ襲フ 、諸 藩 兵 ヲ出ス 、我 兵 會津道 玉 之 井口 一一  進ム、 

賊不支 シ テ走ル 、時 一一 白 河 道 ノ 賊、 館 林 兵 ノ持 ロニ 迫ル 、館 林 兵頗 ル 苦戦、 急 ヲ我 レー ー告ク 、除外 士池 知退藏 一一 命 シ 、斷 金隊 

ヲ率ヒ 行 テ援ク 、四、 六合 隊谷神 兵衞及 三番 隊長 小 笠 原謙吉 一一 屬ス ル 二番 隊、 亦 相 續テ進 擊ス、 賊叉 敗走 ス、 追 擊シテ 仁 井 

田 村 一一 至 テ返ル 、然 ル 一一 我 兵十餘 名、 猶進テ 高 倉 村 一一 至 ル 、賊險 要 一一 據リ 防戰、 我 共 勝 一一 慣 レ 妄進 シ 、進退 共 一一 艱 メリ、 於是 

砲 隊長 北 村長 兵衞、 十 五番 隊長 山地 忠七、 九潘 隊長 山 田 喜久馬 及薩ノ 海軍 一 小隊 計、 彥兵ー 一 小 除 ト同ク 進テ、 終 一一 高 倉ヲ奪 

ヒ 放火 ス、 此日 隊長 山地 忠七、 賊長ー 一名 ト接 戰シ、 竟 一一 斃之、 身 亦 刀 創 ヲ蒙ル 、四、 六 隊長 ハ， t! 祌兵衞 亦傷ヲ 受ク。 

〇 松 平 忠敬家 記 二 云、 七月 廿八 日朝 第 七 時、 本 宮宿ー 一本松 街道、 黑羽、 弊 藩 番兵 所、 贼兵 多人数 襲來及 戰爭、 直 二 打拂 候處、 

郡 山 街道 へ 引退 敗走 仕 候 二 付、 凱陣 G 

〇 大坂藩 記 -ー 云、 七 K 廿 八日 曉五字 過， 賊徒 本宮 南口 ョ リ 三方 -ー 凡 千 人 計 壟來、 各藩 持 場、 北 仙臺ロ ハ 忍、 黑羽、 西 山手 間道 

ハ弊 藩、 右 ノ方土 藩、 南 ノ方彥 根、 館 林、 各藩 持 場へ 駔付、 以 大小 砲 及 戰爭、 遂 一一 打 退ケ、 一 里 計 モ追擊 、賊 多分 死傷 有 之、 當 

手 二 テ 現-一 打取 候賊ー 一人 御座 候、 其 節 弊 藩 死傷 無 之 候。 
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〇 秋 元 興 朝家 記-一 云、 七月 二. 一 '八日、 於 奥州 安積 郡本宫 宿、 朝 六 半時 頃 斥候 之 者 差 出 候處、 賊徒 郡 山ロ幷 山手 ヨリ 壟 來之趣 

扉歸 申出 候 ，ー 付、 不取敢 大砲 一 門 、人数 一 小隊 繰 出 シ及防 戰候處 、賊徒 先達 テ地利 一一 據リ 、殊 一一 多勢 ヲ以テ 烈敷致 發砲候 二 

付、 速 二 打破 兼、 微勢之 兵隊 殆及苦 戰候處 、土 佐 藩： S 彥根藩 ヨリ 應援有 之、 合併 進撃 之 上、 賊徒 打散シ 、 一 里餘致 追擊、 生 怖 

寸又ト 4p&B.g,e- 、戈 Eg  、、村 山 K 衞隊 柴田藏 Uu4r>  、。村 山 直 衞隊山 口 六 三郞、 岡 村 多 勝 隊橋本 守衞、 下田 半 太夫、 高 橋. 德八隊 

討 取 分柿モ 御座 候 戰死四 人 .；5 ^郞- 夫.， 卒 一一 一人、 „ '手 實ァ人 吉田 安太郎、 大砲 方 平野 右輔、 渡 逸三郎 右 衞門、 井田 元吉、 夫卒 一人、 

〇 黑羽藩 記 一一 云、 七月せ 八日、 賊四集 シテ、 本 宮驛諸 藩 ノ持ロ 一一  來ル、 各 之ヲ討 退ク、 郡 山 街道 館 林、 彥根 ノ戰最 危シ、 我 三 

番 小隊 ヲ出 シテ之 ヲ救フ 、尾擊 半 里、 賊萵 袁驛 一一 火シテ 遁ル。 

〇 三春 藩記ュ 云、 七月 廿 八日、 中 畑、 須賀川 -ー屯 集 之會兵 三百 人餘、 仙 臺之兵 六 百 人 計リ、 朝 七 字 頃 本 宮襲來 、宿 端 二 テ戰爭 

仕 候、 此日 仙臺兵 ハ 本 宮ヲ切 拔ケ、 國許 へ歸ン トノ士 5 ュへ 、猖 獗剛 强苦戰 一一 相 成 候 得 共、 土 藩、 彥根 藩、 館 林等大 一一 奮戦、 遂 

二 郡 山道 へ 追 屄シ、 高 倉 宿 迄 追討 一一 テ、 本宫 一一 止-宿 一一 相 成 申 候、 當 藩人數 モ始テ 錦旗 御 印章 ラ附候 故、 火 一一 振 奮、 小人 數 二 

御座 候 得 共、 阿武隈川 之 端 ヲ廻リ 、仙臺 之 後口 ヲ襲ン ト致 候處、 何人 一一 ャ 三春 藩 裏手 一一 出 タル ソ、 進 メ進メ ト高聲 二 呼 候 者 

有 之 ヲ聞テ 、賊徒 迅速 敗走、 三 字 頃 止戰、 本宮 へ 休息 仕 候處、 參謀衆 ョ リ 阿武隈川 渡船 相 固 候 樣御達 二 付、 高木 村 渡 場嚴重 

二 相 固 罷在申 候。 

〇 東 山道 戰記 一一 云 、七月せ 八日 已ノ 時、 賊 兵本宫 南北 西ノ 三方 ヨリ 襲ヒ 來リ、 發砲シ テ攻立 候 間、 各藩 持 口へ 兵ヲ操 出シ、 

大小 砲 ヲ打 立防戰 一一 及ヒ 候、 然ル  一一 土 藩 及 吾 藩 ノ持場 共 追々 打拂 ヒ、 午ノ 下 牌 一一 尸 賊 兵遠ク 退去 候、 然 ル 一一 南方 江戸 口  二 

於テ ハ 、尙 砲聲不 止シテ 次第 二 馓ュ相 成 候閒、 彼 口 へ 使 ヲ馳セ テ窺ハ セ候處 、此 處彥、 館 ノニ藩 殆難戰 一一 シテ、 次第 二 背 口 

へ 引退 キ、 旣 二 敗北 一一 可 及勢ヒ 一一 有 之 由申來 リ 候閒、 吾 藩卽時 一一 援兵 ト シ テ馳行 候處、 薩、 土  ノ 兵 此時已 一一 應援 一一 來リ、 橫 

合 ヨリ 突入 候 間、 賊兵 ハ漸ク 引退 キ候テ 、仁 井田 村ノ 方へ 逃 行 候 間、 少シ 尾擊シ テ薩、 土ハ 引返 シ候、 此日 ノ賊ハ 仙、 會及ニ 

本松ノ 兵、 都 テ五百 人 餘來リ 候 由、 討取モ 八十 人餘有 之。 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 七月 廿 八日、 三春 反盟、 官軍 ヲ敎導 シ二 一本松 ヲ進擊 ノ模樣 有 之、 先口  ノ兵ヲ 引返、 應援ノ 手配 至急 布告 致 


候 h .-_  、官軍 本宮 へ進擊 一一 付、 中 ヲ斷切 ラレ 困却 罷在 候處、 盥森 主税、 細 谷 十 太夫、 大立 目武藏 先鋒 烈戰ス ト雖モ 、三春、 守 

山 二 藩 敎導シ テ 間道 ヲ廻リ 、前後 二 出 沒發砲 難 支、 高 倉 ト申處 迄 引揚、 大松澤 掃 部 之 輔等ト 合 兵、 高 倉 山 ヨリ 烈敷 砲戰 ノ處、 

一 RS4^i^ 孟^、  二 寸.^ 易. R.ri^、  EOTt 一， >  、町 兵隊 長 小 竹 長 兵衞、 小隊 長 一一 一 滞 源 太夫、 指揮 役 坂 元 小 四郎、 大砲 方 鈴 木 四郎、 

ipbt.I<_*5i 傘 ？ 多 <R 一一  や 弓 接 申 歹 ni.r  ニノ 藤 間 安右衛門、 統士日 野 長 八 郎-佐 藤 金 三郞、 if ぬ 野 見、 志 村. g 治、 阿邊 文 内、 石 

澤新 五郎、 細ハ 八：： 宽之 助、 佐 藤 逸平、 坂 又右衞 門、 浦川與 五郎、 安藤 留吉、 堀 越 壯三郞 、可 沼泰 i 三 卜 g,vo 大砲 手濱尾 术ェ之 助、 銃士鹿 义慶三 

輔、 南 文 太郞、 兒玉順 蔵-太 EH=- 之 助-勝 又 要 七、 大槻信 之 助 、辛 十四 人、 兵 一一 一名、 僕 二 名、 し三サ 0  ノ 郞、 日 野 傳之丞 、菊 田 善 兵衞、 木 村 

長 ^郎> 野 村 善 太郎、 松林 仙 之 助、 長 沼慶之 助、 官崎左 次郎、 高 橋恒之 進、 鹿乂酉 三郞、 高 橋 末吉、 3;^ 峙廣之 進、. t 美 米吉、 三 祌牛之 助 、根本 丑 

之 助、 供 5- 新 一一 一郎、 加 藤 m 助、 吉 5 松 五郞、 大沼子 之 助、 佐 藤 卯右衞 門、 高木 》^ 八郞、 佐 藤 卯 太郎、 岩間 幸 一一 一郎、 志村廣 治、 菊池忠 太夫、 伊藤 新 

藏、 布 澤榮治 

郞、 卒六 人、 

二十 九日、 是 ョ リ先、 大總 督府、 尾 張 藩 兵 f sj!:l、 ヲ白河 二 差遣 ス 、尋テ 至 ル 、是 日、 督府、 命シ テ 

蘆 野驛ヲ 警守セ シム。 

尾 州 藩 隊 長 中へ 

其 藩 兵隊 進退 之 儀、 追テ被 仰 出 候 得 共、 當分之 處蘆野 驛へ滯 在、 堅固 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

七 月  白 川口 總督府 執  事 

奧羽 追討 日記 

〇 三春 及ヒ本 宮驛ノ 官軍、 路ヲ分 テニ本 松 一一 向フ、 三春 藩 兵 嚮導 タリ、 賊兵正 法 寺 村、 大檀 町、 

及 ヒ 阿武隈川 等 二分 拒ス 、官軍 之ヲ 破リ、 直-二 一本松 城 二 薄ル、 丹 羽長國 l®$g§、 米 澤ニ走 

ル 、老臣 丹 羽 富 穀にチ、 城ヲ 火キ テ 自盡 ス 、板 倉 勝尙卿 f gg^ モ 亦 福 島 城 ヲ棄テ 、米澤 二 逃ル。 

從 三春 一筆 呈上 仕 候、 先 以盆御 壯勇候 由 奉 雀躍 候、 陳ハ 去ル廿 四日 棚 倉 ヲ發シ 、廿 六日 當地 著、 ^、 是ョ リ速ー 一守 山 ヲ取リ 

候、 兼々 軍議 御座 候處、 庄 2： 一一  モ佐竹 ト言違 相 初リ、 米澤 一一 モ兼 テ廻リ 居候 官軍 ト戰爭 相 初リ、 只今 一 一本松 空虚 之 趣 一一 付、 
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良好 之 機會ニ 御座 候 得ハ、 明廿 九日 攻城 是ヲ拔 、夫 ヨリ 守 山、 須賀川 之 邊ノ賊 ヲ討シ 候 軍議 一一 御座 候、 兼テ之 軍議 ト 相違 一一 

相 成 候付テ ハ 、御 不審 モ 可 被 爲在候 ト奉存 候 二 付、 此段申 上 候、 委細 之 儀 ハ 一 一本松 落城 一一 相 成候テ 、 速 一一 返 助 白 川 へ 罷出、 

縷々 可 申 上 候、 右 之 段 御總督 様へ 言上 之 儀 取 計 被 下 度 奉 願 候、 右 件々 可 得 貴意 如是 御座 候、 恐々 頓首。 

七月 廿 八日  板 垣 退 助 

伊地知 正 治 殿き 將誠 

〇 慶應 出軍 戰狀 -ー 云、 七月 一 一十 八日 、奥州 一 一本松 攻撃 二 付、 十一 一字 一一 諸隊 三春 城下 發陴、 本 宮ロ拉 小 濱ロ分 道 二 テ、 翌廿 九 

日本 宮宿陣 ヲ繰出 シテ、 一 一本松 城 へ 本街道 ヨリ 被 差 向 ケル、 先鋒 一一 ハ 我 藩士 一番 隊、 續テ九 番隊、 大砲 隊、 次第 一一 一 一番 隊 * 四 

番隊、 六 番隊、 私領 兵隊 也、 追々 土 州 勢、 佐 土 原、 黑羽等 次第々々 ニ備、 嚴重 二 シテ 正々 堂々 タ ルノ 形勢 也、 賊徒 ニ當ル 時ハ、 

忽然 トシ テ敵ノ 前後左右 二 當ルノ 策 ニテ、 ハ ル ハ ルト 進ミ、 一 小隊 ョ リ狙擊 手 ノ人數 四人ッ 、撰 ンテ、 眞先ニ 斥候 トシ テ 

押出 ス、 シ カルー 一 中途 左右 ノ 松 山蔽等 ハ 探索 シ テ、 斥候 人數 放射 シ テ、 伏兵 ノア ラン 事ヲ試 見ル、 正 法 寺 村 へ 賊欠 砲相備 、 

斥候隊 ト戰爭 相始、 十 一 番隊 正面 ヨリ 進擊候 -ー 付、 十一 一番 隊右脇 山 ヲ踰へ 、橫合 ヨリ 小 鉄 打 掛候處 、賊 敗走 致 遁逃候 二 付、 

欠 擅 町人 家中 へ 進入、 賊關 門ト樓 谷、 松 山 ノ中ョ リ火小 砲 嚴敷發 砲、 然 ル 二 官軍 ノ總勢 左右 へ 散開 シ テ、 同大 小銃 砲ヲ 放射 

ス 、半時 計 、ノ 互 二 烈數戰 フ トイへ トモ 、賊徒 モ爱 ヲ專途 ト防ケ レ ハ 、急 一一 打破 リカ タシ 、時 二 我 藩 之各隊 前後 交接 シ テ 進撃 

ス、 十一 一番 隊宿中 左右 畠 中へ 半隊ッ 、分配 撒 開 致 シ攻擊 、無 程 火砲 隊モ 鑌キ來 リ、. K 小 砲 絕閒ナ ク連發 、賊暫 ハ相支 候 得 共、 

終 二 致 敗走 候 二 付 追討、 城下町 押 通リ、 火手 門 ヨリ 城内 へ 亂入、 殘賊少 々打取、 然處、 本 城 諸 所 火 相褂候 -ー 付、 城下町 へ 人數 

引揚致 陣候、 六番隊 ハ 分隊 シ テ 右 之 山 左 之 方 叉 ハ 本街道 正面 ョ リ 突然 ト シ テ進 ム 、 賊徒 味方 ノ勢ヒ 懸ルヲ 恐ケ ン、 多ク 

ハ 敗走 ス、 夫 ヨリ 城下町 ヲ進擊 シテ、 諸 所 ニテ 相戰フ トイへ トモ、 ナン ナク 城下 迄責 付， 欠 手 門 一一 差 向フ、 大砲 隊 城門 ヲ打 

ト、 直 樣進テ 城門 ニ責 付、 扉ノ ク 、 リヲ押 破 リテ打 人、 見 ル 一一 叉 門 ァリ、 破 リカ タシ、 時 福 崎 琛悦、 伊地知 壯之助 扉 二 登 リテ、 

堀ラ 越へ テー 番乘ス 、夫 ヨリ 城内 武士 小路 ナレ ハ 、彼等 諸 所 ヨリ 防、 悉ク 打捨、 本丸 ハ早火 儘 トナル 、一同 一一 勝閧ヲ 揚テ、 靜 


-ー 行軍 シ テ宿陴 へ 引 揚ル、 九番除 ハ 左 山手 二 繰 入 進擊、 速 二 追拂、 央 ョ. - 半隊ッ 、 街道 ト 山手 二 相 進 ミ候虚 、城下町 口 へ 關 

門 臺場等 構 へ 待設候 間、 頻 -ー 攻擊、 大小 砲 打 合、 暫時 苦攻 -ー 及 候處、 終 -ー 散々 二 致 敗走、 九ッ 時分 城下 迄 攻ッケ 候處、 町家 等 

へ 致埋伏 居候 贼、 諸 所 ヨリ 打 出 ルヲ打 伏セ、 一 ノ 城戶ォ シ開キ 城. 2：  二 致 進 人 候處、 早 放火 致シ 、賊 何方 へ 逃 去 候 モ 不相分 候 

ツキ、 前文 ノ半隊 モ相マ 卜 メ  、其 儘 城下 呵へ宿 陴仕串 候 、戦死 五 人、 麵， お. f 隊 千丘1  士聰 I! 麟， 问 手 負 十一 一 

ん、 二番 隊； e 頭， 市來 宗.^ 郞、， 小頭 見習 鎌田彌 九郎. 戰兵深 見 唐 次 郎> 四 番隊戰 兵 藤 田. K 次郞、 六 番隊戰 兵 貴 島 卯 太郎、 山 下 喜 

ノ 之 助 二 木 甚兵衞 、松 崎 杏 左衞門 大砲 隊 兵士 擾元新 助 、一一 一番 砲隊 分隊長 本 田 仲 之丞、 戰兵山 口藤 左. 衞 門-夫 卒市 太郎、 

番兵 一 番隊、 一 一番 大砲 隊半 座、 御 兵 具 方隊、 長 州、 備前等 一 同、 五 字 小濱繰 出、 番兵 一 番隊 -ー ハ 當番 先鋒 二 テ、 阿武隈川 端 迄 

進軍 ノ處、 賊丘 (川 向 諸 所 へ 砲臺ヲ 構、 大小 砲發. 砲 イタ シ候ニ 付 、官軍 諸隊 川端 へ 兵 ヲ伏烈 敷 致砲發 候、 賊兵臺 場 ヲ退キ 、追 

追 敗走、 砲 聲稍薄 ク相成 候 二 付、 阿武隈川 テ押渡 進擊ィ タ シ、 番兵 一 番隊， 右 半座隊 一一 ハ 臼砲 隊竝 私領ー 一番 隊、 御 共 具 方隊、 

長 藩 等、 搦手 竹 E 門ョ リ討 入、 箕輪門 ヲ破リ 、本 4;^ 玄關前 赤門 ノ稱 ヲ乘 越、 直-一本 4=； へ 乘人、 左半隊 一一 ハ 大手 先 阪下門 ヨリ 

久保町 門 内 大手 門 ヲ破リ 、追々 本 力へ 乘入申 候、 箕輪門 内 本 力-一 オイ テ 砲撃、 賊兵餘 多 討留、 尤 城内 端々 迄 進擊、 賊兵 悉ク 

敗走 ィ タ シ候、 然處、 木 力 諸 所 へ 火 相 掛リ、 漸々 火勢 盛 ン -ー 相 成 候 二 付、 九 字 頃 内 大手 門 へ 人 數相纏 中 候、 城內 分捕 過分 有 

之 ti^l* 共、 總テ堯 成 申. 1  お、 戟 一 一尺、 兵 隊 喜祐次 氣 ral.^ 、番兵 一 番隊 吉武彥 四郞、 大迫 1  ぉ左衞 門、 西 误彥寸 な  一 一 >、fcjf 

さ &. r^-  ーノ 郞、 藤 崎 宗八郞 、ョ負 匹-^ 五郎、 兵 具 隊藤崎 吉次郎 -吉次 郞後遂 一一 死ス、 W 取 一 ーノ 生铺 

プ人 C 

〇 戊已征 戰紀略 -I 云、 七月 廿 九日、 薩州、 備前兵 ト進テ 一 一本松 城 ヲ攻ム 、賊 阿武隈川 二 ョ り 拒 戰ス、 我 兵 上流 下流 ヲ亂 渡シ、 

薩、 備之ニ 繼ク、 賊驚 散ス、 我 兵 一 ハ 市中-一人 リ、 一 ハ山ヲ 廻リ、 敲ノ背 二 出ッ、 賊悉ク 城 二人 ル、 官軍 激進 城門 ラ破リ 突入 

ス、成.„^^^«ノ如シ、弋字夂起リ、成々曰，- 、^^^、E 一  に、 白 井小复 卜  一 ； 0 德富雅 七、 岡邨 甲右衞 門、 林 喜 一郎、 十川庄 太、 守 永彌之 助- 

i  ノ 1.T リ. f&  ^p;  ^ぶ zf$-  ーノ 四郞、 tl-  ーノ 屮川喜 代 蔵-律 田次郎 助-小 橋 傳槌、 夫卒松 蔵-佐 助、 き吉、 

松 蔵、 佐 助、 善吉三 

人後遂 1 一死 ス、 

〇 岡 出 藩 記-一 云、 七月 廿 八日、 常 藩、 薩、 長 兩藩ト 併合 一一 テー 一本松 攻撃 可 致 旨 御 達 有 之、 卽刻繰 出シ、 小濱宿 二 テ 軍議 之 上、 

^！州 ハ 先鋒、 長 州 ハ 中 軍、 當藩 尸 遊軍 ト相定 、同廿 九日 五 字 整列、 三 藩 斥候兵 併合 一一 テ繰出 シ 、阿武隈川 一一 相 臨 候處、 旣 一一 賊 
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兵 五六 拾 人 計 渡 川 致シ、 邀戰之 形勢 相 見 候 一一 付、 直 一一 及 砲戰、 漸々 三 藩 本 軍 繰 詰 追撃 致シ候 内、 斥候隊 ヨリ 渡 川 相 始メ、 全 

除 續テ押 渡リ、 鳥 翼 ラ開カ 如 ク三藩 各自 一一 及 進撃 候處、 賊徒 漠敗、 遂 二 城下 へ 繰 込ミ、 大手 搦手 一 時 一一 攻撃、 賊徒 死力 ヲ盡 

シ致 防戦、 終 ユ 大敗、 死傷 無数、 十一 一字 頃 放火 及落 城 申 候、 其 節 各藩 諸共 殘賊 探索 致シ、 外郭 士 屋敷 共 令 放火 大半 燒亡、 全隊 

JI  , 一  isa. 夂ノ； 矣： t 二  > 、铳險 朝 倉 芳之复 El ん。 统隊時 岡 右太郎、 松 m せ 一一 

お 纏メ城 r "二  陣致シ 申 候 死 一 ーゾ 介、 長尾龜 八、 信四ノ 郞、 井上 贞祐、 夫卒 常三郞 

〇 山. s: 豐範家 記 一一 云、 七月 廿 七日、 初 メ棚食 ヨリ 進ム官 兵ノ、 先ッ 三春 ヲ取 ルャ、 海軍 人 ヲ來タ シ曰、 陸軍 三春 ヲ取リ 、又 一 一 

本 松 二 向フ、 勢 颇ル壯 ナリ、 此比 0 平 ヨリ 報知 ァリ、 相 馬 降 ルト雖 モ官兵 繼 カス、 勢 甚タ微 ナリ、 時宜 二 ヨリ 兵 ヲ返シ 相 馬 

P 一一  向 ケョト 、故 二 請フ、 薩 兵ノミ 殘シ、 餘ハ悉 ク彼レ 二 赴ン、 板 垣答テ 曰、 江戶 ヨリ 海軍 ノ中 一千" 陸軍 二 付スル ノ令ァ 

リ 、白 ：=■ 音 府亦已 二 其 命ヲ下 セリ、 故 一一 海軍 合算 シ 軍配 ヲ爲 シ 、今 正 一一 兵 ヲ本宮 二 出 セリ、 海軍 ノ來ル ラ待ッ 、實  一二 刻ヲ 

爭 ヘリ-今 二 シテ 海軍 ヲ引 揚レ ハ 最早 進 擊ノ策 ナシ、 寧 口 三春、 棚 倉 ヲ棄テ 反リ、 白 河 一一 合 シテ、 诀 心會津 一一 入ノ外 ナシ、 海 

軍 又 曰、 然則、 少シ クニ 本 松 ヲ攻ヲ 緩クセ ンカ、 板 垣 曰、 今 本宫ニ 向フノ 兵ヲ揚 ル甚タ 無策 ナリ、 雖然、 三軍 不和 其害タ ル尤 

尺 ナリ、 乃 チ欠石 彌太郞 ヲ本宮 二 馳セ、 一 ト先ッ 三春 二 引 揚ケシ ム、 然ル 一一 本宫ハ 要衝 地 也、 千 辛 取 之、 容易 ニ之ヲ 棄ッ甚 

タ 不可 ナルヲ 以テ、 安岡 覺之 助來 リ其ノ 利害 ラ辨ス 、乃 チ其ノ 由シラ 海軍 二 報ス、 海軍 意え ニ解ケ 曰、 然則、 請フ本 宮ノ兵 

ラ留ル 一 日 二 シテ、 共 一一 一 一本松 一一 向ハ ン、 議遂ニ 定ル、 此ノ日 板 現 書 ヲ白河 在陣ノ 伊地知 二 贈ル、 同廿 九日 曉、 薩兵 海軍 ョ 

リス ル者 先鋒 トシ、 白 河 ヨリス ル％: 續之、 我 兵 又之レ 二 繼ク、 總 督板坦 退助師 之、 片 岡、 伴監 之、 別府、 秋澤副 之、 彥根、 大垣、 

忍、 館 林叉繼 之，. 本 宮驛ヲ 發ス、 天明 進 テニ本 松 二 向フ、 賊ー 一本松 ノ 人口 大擅ト 稱ス ル 要所 二 新 二 關門ヲ 設ケ、 山 二 侬リ柵 

ヲ結 じ、 林中ョ リ欠 小銃 ヲ以テ 嚴シク 發射ス 、薩兵 及 我 兵 一手 ハ左ノ 山 ヨリ 城ノ 後一 一 出テ、 一手 ハ 正面 ヨリ シ、 叉 一手 ハ右 

ノ山 ヨリ 林 中 ノ賊ヲ 追ヒ、 三方 齊シク 突 擊ス、 贼終不 支、 大 二  テ城 一一 入ル、 時 一一 長 兵 海軍 ノ諸 藩ト 亦小濱 ヨリ 進ミ、 城ノ 

東北 部 ヨリ 入ル ，賊 倉皇 措 ク處ヲ 不知、 或 ハ城中 一一 屠 腹シ、 或ハ 自家 二 自殺 シ、 或ハ 突然 奮戦 相續テ 死スル 者甚タ 多 シ 、 遂 

一一 自ラ火 ヲ城中 一一 次 テ遁ル 、本 城 盡ク官 兵 ノ有ト 成ル、 時ニ漸 ク午士 一時 ナリ、 乃 チ諸藩 相議、 四面 ノ守地 ヲ定ム 、我 藩 本 


是時 、福 島ノ 城主 城 ヲ棄テ 逃ル、 福島 ノ 人民、 官軍 ノ城ニ 入 ラン コトヲ 請フ、 且ッ下 論、 川 股 ノ民モ 亦 頻：， 組 丘、 pj^i 

ヲ請フ 、遂 ニ賊ノ 首級 ヲ携へ 來リ信 ト爲ス 、蓋 賊敗潰 ノ餘、 諸村ヲ 放火 奪掠 シ、 民 患 ヲ爲ス 甚シキ 故ナ" ^徒 ヲ^ 集ス 

ル者 一一 シーア、 尤亂 人 或 云、 ぉヲ略 シ國ヲ 冶ムル ハ 人心 ヲ得ル 一一 ァリ、 彼ノ 民簞壺 王師 ヲ迎フ 、今 若シ其 所望 ニ從ハ ス ン ノ  v,^ 

r ハ ！！ムニト 亦 ^ 一心 ヲ生 セント、 參謀扳 垣不肯 云、 今 二 シテ兵 ヲ分ッ ハ決テ 不可 ナリ、 我 徒 ノ此ニ 至 ルハ奧 翠定ノ 功 ヲ奏セ 

ン カ爲 ナリ、 ソ  一 ； IT 一  民ヲ舞 ニ遑ァ ラ ン ャ、 且ッ古 ヨリ 小 仁 事 ヲ誤ル モノ 多シ、 卒ニ 不顧 

〇 火 垣 藩 記 二 云、 七月 廿 九日 五 字 過、 一 一木 松 爲進擊 本宫發 足、 諸隊 後列 進軍、 尤弊藩 斥候隊 一. 分隊 之 人數ハ 諸隊ト 同様 相 進 

及發砲 fe- 處、 先鋒 官軍 旣- 一城 中 討 人 ュ 相 成、 所々 放火、 一 一字 過 頃 落城^ 成 申 候、 戰死  一 ノ 已 之吉、 

oil 家 記 二 云、 七月 廿 八日、 於 三春 城下 一 番砲隊 、同 I、 四番 I、 一 一本松 城 攻撃-一 付、 先鋒 ノ命ヲ 受ケせ 一字 進發、 

本" 呂へ 宿ス、 同 廿九曰 朝 五 字 整列、 薩兵ト 同 ク進ム 、賊欠 檀ニ關 門 ヲ設ケ 、砲 臺ヲ 築テ防 戰ス、 佐 土  1§ 一手 二分 レ、 一手 

ハ a 象 ト同ク 本道 ヨリ 薩ニ合 テ進ム 、一手 ハ左 山手 ノ閒道 ヨリ 進ミ、 本道 ノ戰酣 ナルヲ 候ヒ、 賊" 備ヲ橫 擊ス、 一一 敗レ、 

嘉 勝-一 乘 シ直 二 城下 二進 入、 時 二 山手 ノ统隊 、城ノ 背後 ヨリ 城 中へ 突入 シ、 本道 ノ兵欠 手 ヨリ 戰ン き^ #^狠 、自 ラ火ヲ 

成 二： K テ^ル、 須叟- 一 シテ 煙焰天 二 満チ、 一 城 盡ク灰 儘 トナル 、依 之、 諸 軍 城下 一一 陴ス、 傷四ノ 門 、夫ボ 三人、 

〇 黑羽藩 記 二 云、 七月 廿 九日、 二 本 松 城 ヲ攻、 我 一番 小隊 薩ノ 先鋒 二 屬シテ 欠 二 戰フ、 其 他ハ殿 タリ、 故 二 戰狀ヲ 見ス、 先鋒 

戈ヲ交 、シ ヨリ 城陷 ルー 一至 ル マテ 僅 二字 一一 過ス 、戦死 一 人、 に »p  、士賊 兵 討 取 六 人 G 

0三舂 藩 記 二 云、 當藩ー 小隊、 七 or 廿 八日、 高木 村 渡船場 相 固纖、 半 除 ヲ分ケ 、薩、 長、 土 之敎導 仕、 廿九旦 一本松 進撃 仕 候 

處、 火 ま ト申處 へ 柵 ヲ結ヒ 、賊徒 防戦 仕 候 得 共、 土 藩 一 手 左 之山傳 一一 打 入 候 故、 忽チ 敗走、 諸 藩 一 時 一一 城 內迄割 人 候 故、 賊ぉ 

城中ヲ 放火 シ 退散 仕 候 故、 商家 へ 止宿 仕 候。  ゾ  I 

〇 井伊 直 憲家記 二 云、 七月 廿 九日， 奥州 一 一本松 御 追 伐 之 節、 小濱ロ ョ リ長 州、 薩州、 佐 土 原、 備前、 本宮ロ ョ リ 一 ^外、 土 外、 忍 
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黑羽、 大垣、 弊 藩、 館 林 之 共隊等 順列、 右兩道 ョ リ進擊 相 成 候處、 賊徒 狼狠逡 巡、 僅 sg、  土 兩藩之 丘ハ隊 ， 一 テ須叟 之 際 及落 成 候 

二 付、 後陣 之 諸 藩 初 弊 藩 等 接戦 ハ 不仕候 得 共、 其 節 城内 -ー 於 テ粮米 六 百 四 拾條分 取、 出張 金穀方 へ 差 出 候。 

〇 松 平 忠敬家 記-一 云、 七月 廿九 日、 一 一木 松 へ 進軍 二 付、 弊 藩 殿 リ被仰 付、 爲 斥候 五 時 頃 一 分隊 差 出、 然ル處 、半途 諸 藩 小 荷駄 

へ 賊兵三 拾 人 程 襲來候 二 付、 不取敢 大礙ヲ 以追拂 、彥 根、. K 垣、 黑羽、 弊 藩 一 同一 一本松 へ 乘人候 C 

〇 秋 元 典 朝家 記 一一 云、 七月 廿 九日 拂曉、 一 一本松 進撃、 忍、. K 坂、 黑羽、 弊 藩 ハ 本宮 ， 一 殘リ、 郊外 利 地 ， 一 胸壁 ヲ設ケ 守 衞致ス へ 

キ旨御 達 二 付、 各藩 ト議シ 手配 中、 又 弊 藩 後 押 二 テ . 何 レモ 一 一本松 へ 進 擊可致 旨 御 達 二 付、 M 四 藩ノ後 ニ續キ 一 一本松 二 到 

ル、 時 二 贼敗レ 、城旣 二 陷ル。 

〇 土 持 左 平 太 手記-一 云、 七月 廿 八日， 二 本 松進擊 トシ テ 三春 十二 字 繰 出シ、 本營小 荷駄 方兩方 製作 方且贰 番隊、 四 番隊、 六 

番隊、 十二 番隊、 土 藩、 佐 土 原、 館 林、 忍 藩 人数、 叉是 二 向フ、 本街道 ヲ 行軍 也、 其 他 土 ノ分除 長、 黑羽 等ノ人 數ハ、 小濱 閒道ョ 

リ突キ 入ルニ  、海軍 十 一 番、.^^番隊、諸鄉番隊、私領都城駕籠知覽、ー 一番 大砲 隊ヲ 以テ之 二 向フ、 侬之、 昨廿 七日 未 刻 ヨリ 三 

春ヲ繰 出シ、 小濱ニ 一治、 此道五 里、 小濱 ヨリ 又 二 本 松-一二 里 卜 云フ、 又 柳 河、 大村、 備ノ兵 ハ、 守 山 陣屋 ヨリ 賊 不意， 一起 ル 

潢ヲ突 ン カ爲 二  、守 山 迄 前夜 ョ リ繰出 シ是ヲ 守 ル ト定 ム 、則 三春 藩 降伏 ノ者出 來テ、 双方 二 斥候 案 £ 等ス、 依テ 同日 ゆ 刻、 

本 1 呂驛 一一 著、 一 同滯陣 ス 、廿九 曰 六 時、 總勢本 {5 發ス 、 先鋒 拾 一 S 遊軍、 三番. K 砲隊等 一一 テ 一 一番、 四番、 六番、 九番 B£l ム 、 

其 他 土 州、 佐 土 原、. K 垣 總人數 本街道 ヨリ 行軍 ス 、本 營方小 荷駄 製作 方同斷 也、 一 手 ハ 小濱 街道 ョ リ 差廻シ ケル、 同所 ヨリ 

S ラ合 セ置ケ ル 一一 、一 一番 大砲 隊、 臼砲 拾 一 番、 諸鄉番 共、 都 城 駕籠 知覽、 兵 具隊 其他黑 羽、 忍、 彥根、 長、 土 藩 分隊、 是 一一 又 進ム、 

r  it. 科 .s- ノ 人數 ハ 守 山 陣屋 ヲ 守兵 、斯テ 本道 ノ除 ヨリ 早ク 小濱 ノ 人 數繰出 シ 、 始 阿武隈川 - 一行 掛 リシ 處、 敲砲 臺突竝 

へ 待設タ ル處 へ、 川面 二 兵 ヲ出シ ケル、 川霧 深シ、 依 テ棵玉 等 打 試ミ、 且 大砲 一 ニニ 發打 込ミタ ル處、 敵 動搖ス ル 場合、 小隊 川 

-t- 押 渡リテ . ^ノ： ©V 打ケ ル 一一、 對へ兼 散亂ス ル虚、 is 軍川ラ 歩行 渉 突進 ム、 尤 渡船 三艘在 砲車 而已、 是 ヨリ 揚陸、 敵 追散シ 

城門 二 向フ、 城戶 門堅ク 戶差シ ケ ル 一一 、合 手 搦手 ョ リ 突入、 城 中 二 テ鬪爭 、終 二 城 本丸 二 放火 ス、 且始 正面 二 卦 リシ 人數、 大 


谷 坂 ト云フ 所 二 關門ヲ 堅メ、 厳 敷 柵 ヲ結ヒ 、砲 臺ヲ插 、賊 多勢 待設タ ル體ニ テ、 血戰ハ ケシク 、此 所城ョ リ 十七 八 町 モ可有 

之、 暂±= 'ノ 問敲 防驚セ シカ トモ 、城 中 一一 味方 突 人、 火ノ 手揚ル 一一 驚 破、 砲 器捨散 亂セシ 場合、 關門ラ 押 破リ、 裏： 場ヲ乘 取、 大 

砲 器械 ハ悉ク 分 柿、 追 擊シテ 城 中 一一 突入、 殘黨 籠城 ノ希 不少、 本丸 一一 テ賊 首級 數多 打取、 此 時小濱 街道 ヨリ 突進 ミタ ル 味方 

ハ 双方 ヨリ 合ス、 勢 ヒ甚シ 、一 同鎭撫 シ テ 米穀 等分 柿、 諸 所 放火 シ テ勝 吐氣ヲ 揚、 同所 町 在陴ス 。 

道戰記 云、 七月 廿 七日、 官軍 本營 へ 打 入、 同夜 軍議 一一 尸 、明廿 八日 ハニ本 松へ 可擊入 ノ處， 右 藩 ハ 小藩ノ 事故、 會、 仙 

等 ニ壓セ ラレ、 不得止 シテ賊 黨ニ與 シ候モ 難 計 候 間、 今 一日 ヲ待 候ハ、 、三春 ノ事モ 聞 取リ、 又 降伏 ヲ可乞 出 也ト、 此日ハ 

休 軍  一一 ； gi 成. K 、然 ル處 、一 一本松 ノ 兵 降伏 ハ 申 一一 不及、 却テ 襲来 一一 及ヒ 候 間、 衆軍大 二 怒ラ レ 、愈以 テ討入 ノ議 一一 決シ候 也、 二 

十九 日、 官軍 本營ヲ 立テ 一 一本松 へ襲擊 ニ及ヒ 候、 此日薩 、土 ハ 先鋒 タ リ、 長ハ 奇兵 ト シ テ閒道 ヨリ 進ミ、 吾 藩 ハ 後軍 ニ備へ 

テ擊入 候、 然 ル 二 一 一本松 ョ リ南 八丁 許 二 テ杉田 村 ト云ァ リ、 此處 二 賊 兵備 へ 居候 由 二 付、 左右 ョ リ發砲 シ テ打人 候處、 賊ョ 

リモ 發砲シ テ、 暫ク防 戰致シ 候 得 共、 忽チ 敗走 シテニ 本 松へ 逃 行 候、 因 テ總軍 脚 ヲ早メ テニ本 松へ 薄 リ候處 、賊ハ 不殘城 中 

へ 人テ、 四門ヲ 閉テ、 e ヨリ 大小 礮ヲ 放テ防 戰致シ 候、 之 ニ因テ 官軍 城 ヲ環リ 、東南 ノ 二方 ョ リ雨ノ 如 ク發砲 シテ攻 立 候處. 

成兵遂 ニ防ク 不能、 末 ノ時城 ヲ棄テ 、北方 ョ リ逃去 候 間、 當城 ハ 輙ク 落城 ニ及ヒ 候、 今日 賊死 ハ 百 一 不人程 也、 一 一本松 城主 

ハ 父子 家族 共、 此. 一 一日 前 一一 米 澤ノ方 へ 落 行 力 レ候 由、 又 今日 城兵 何程 籠 リ在リ シ哉、 不能 記 候 也。 

. 〇 柬山 新聞 二 云、 兩手ノ 官軍、 S  、兵 七月 廿 七日 、奥州 本官 驛迄討 人 ニケリ、 其道ス カラ 幾 タヒト ナク城 ヲ落シ 、砦 

ラ破リ 、叉 其 降 ル者ハ 悉ク助 ケテ、 向フ 所勝タ ス トイ フ事 ナシ、 其 勢 ヒ^ モ 迅雷. 疾風 ノ コ トク ナ リシ 力、 旣 一一 其翌廿 八日 一一 

， 、一 一本^ 成 へ 討 \ラ ン トセ シカ、 密 一一 惟ハ、 彼 ハサ マ テノ大 藩 二 モ非ス 、元ョ リ 丹心 反逆 ヲ企シ 二 モ 非ス、 奧羽列 疾ノ合 

盟ニ 屬テ、 巳ム事 ヲ得ス シテ兵 ヲ出シ 、屢 官軍 ニ抗セ シナレ 共、 斯ク大 軍 ノ近境 一一 迫リ、 隣 城 三春 モ降 レリ ト聞カ ハ、 踵ヲ 

ラサ ス シテ 軍門 一一 來リ、 謝罪 降伏 ヲ モ願ヒ 出へ キ歟、 去 ルラ今 一日 モ待 タス シ テ忽チ 押寄ル 事ナラ ハ 、彼 レカ降 參ノ暇 

マナ クシ テ、 空ク 一 城ヲ 陷入レ ン モ ノト、 各藩 隊長 ノ憐議 一一 ョ ッテ、 其 日 ノ討人 ハ止ミ ニケリ、 廿 九日、 官軍 本宮ヲ 發シ、 二 
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本 松へ 迫ル、 其 兵 大凡 一 一千 餘人 也、 一 一本松 ノ南 八丁 ヲ隔テ 、杉 田 ト云處 有リ、 此處 一一 テ賊兵 良 暫ク防 戰ス、 コ レ其城 中老 幼 

婦女 ノ 何方へ ナリト 落 シ遣ン 1- テノ防 戰ナリ 、程 ナク 杉田モ 打破 リテ、 城 際 マテ 押 寄 ケリ、 此時薩 、土ノ 兵 先鋒 タリ、 長ハ 

奇共 トシ テ閒道 ヨリ 進 メリ、 城ヲ 環ルコ ト 東南 半面、 彈丸雨 ノコ トク 二 シテ、 城兵 恐 レ戰キ 、遂 一一 防クコ ト能ハ ス、 城ヲ棄 

テ 北方 一一 散 亂セリ 、矣 ハ 家族 ト モ 二  、此ー 一 日 以前 二 米澤 へ 落 行 シ トナリ 、官軍 一 一千 餘人、 東 山道 兵薩、 長、 土、 彥、 忍、 館 林、 黑 

羽、 大垣、 泡 軍薩、 備 、柳：！：、 大村、 佐 土 原、 賊死百 一 一十 人餘 C  • 

〇 丹 羽長裕 g  、ノ 家 記 二 云、 セ月廿 六日、 三春 藩 開城 シ テ西軍 ヲ容ル 、ノ報 ァリ、 時 二 封 内 守兵 最寡シ 、使 ヒヲ 米澤、 會津 

二 遣 ハ シ テ 援兵 ヲ乞フ 、且 ッ使ヲ 須賀 川陣營 二 遣 ハシ、 我 力 出兵. ヲ 封 内 二 入 ラシ ム 、同 處總括 丹 羽 丹 波、 刖チ總 軍 二 令 シ テ 、 

先ッ 小作 田 ノ兵ヲ 發ス、 S 郎丹ま I 隊 丹-羽 同 二十 七日 仁 井町、 額 稀ハ衛大％糖澤 鎖！^ 井 ％已 二 敗レ、 I 將サ 一一 城下-一迫 ラ 

ン 卜 ス 、又 使 ヒ ラ 遣 ハ シ テ 出兵 ヲ 城内 一一 入 ラ シ ム 、諸方 ノ 出兵 奮 進 城下 二 歸リ來 ラント 欲ス、 先陣 ハ已 一一 本宮 二 敗 ラレ 、後 

陣ハ遂 二道 ヲ阻 テラル、 故-一未 タ 城下 二 歸 ラス、 今 夙 敵 兵 來リ迫 ルモ、 恐ラク ハ之レ ヲ防ク 二 術 ナシ、 先ッ 長國， 家族 ヲシ 

テ、 潜 力 二 城 北 水 原 二 避 ケシム 、家臣 數 輩之レ 一一 從フ、 城 中爲メ 一一  動 搖ス、 是 ニ於テ 政府 衆議 ヲ聽ク 、有志 者 或ハ降 ル可シ 

上 W  、或 ハ戰フ ヘシ ト云フ 、時 一一 家老 丹 羽 一 擧 奮然 トシ テ謂テ 云ク、 咋日 三春 藩 同盟 ノ穀 二 背 テ潜カ 一一 西 軍 ヲ容ル 、其處 置 

大ニ 之レヲ 憎ム、 今日 我 若 シ其轍 ヲ蹈マ ハ 、人 亦之レ ヲ何ト カ云ハ ン、 且ッ 夫レ縱 令ヒ西 軍， 一 降リ、 一 時 社稷 ヲ存ス ルモ、 

東 國歹藩 皆敲タ ラ 尸 、何 ラ以 テ孤國 ヲ持タ ン 、今 降 ルモ亦 タ亡ヒ 、降タ ラサ ル モ亦 亡ヒン 、亡 ハー ナリ、 寧 口 死ヲ致 シテ節 

ヲ守ル 二 如ク ハナ シト、 衆議 皆之レ 二 從フ、 是ニ於 テ相共 二 議シテ 云ク、 公ノ 如キハ 積年 ノ宿 腐、 此 大患 ニ迫テ 盆々 憊恃、 

日夜 病床 -ー 在テ起 ッ能ハ ス、 且 ッ未タ 世子 アラス、 家名 殆ン ト危シ 、庶幾 ク ハ 公 早 ク城中 ヲ避ケ 、若 シ其極 二 至ラハ 則チ同 

盟ノ國 ニ托シ テ 恢復 ノ策ヲ 建 テン、 然ラ ハ則チ 士卒 《城郭 ト偕 一一 斃ルト 雖モ、 丹羽ノ 系統 ヲ シ テ 永世 ニ垂 レシ ム可 シト、 

決議 夜ヲ 徹シテ 一 一十 八日 二 至ル、 重臣 擧-ァ 長國ノ 病床 二 就キ、 衆議 云々 ヲ 陳述 ス、 長 國肯ン セスシ テ云ク 、我 レ春來 重 一 丙 二 

稻リ、 百事 汝 有司 二 委任 ス、 今日 此クノ 如 キノ 艱難 二 迫 マル 、人民 ノ 困窮 眞 二 之レ ヲ憫ム 、豈其 人民 ヲ シ テ 兵禍 二 苦 マ シメ、 


m 郭原 高 
輪 內、, 田 


其 君 トシ テ蜀 リ之レ ヲ逃ル 、 ニ忍ヒ ンャ、 旦ッ此 病體固 ヨリ 惜ム 二足 ラス、 唯此城 二 枕 シテ終 二 斃ンノ ミト、 衾 中二 臥シ 

テ屹ト シ テ 動力 ス 、近臣 强テ君 公ヲ駕 二 人 レ 、相 從テ先 ッ水原 二 到 ル 、- ff 里 城 餘ヲ- 距西軍 益 マ ス 封 内 二 迫 マ ル、 乃チ諸 隊ヲ城 

外 各所 二分 配 シテ守 衞セ -ン ム、 龍 泉 寺 山 濯 一 小隊、 永 田 口？ 難；！ 一  小隊、 太檀ロ  Kr.?  ニー 小隊、 光 覺寺4 繊、 #  ^ 小隊、 

I 瞬 l:s# 隙 一 一 小隊、 俱 中ロ  三 小隊、 ロ頻， 一 小隊、 兩 社山顿 S  、、大 1 一 小 除、 竹 田 町 一  小隊、 松坂 門 

一 小隊、 池ノ人 門, 一  小隊、 久保町 門 s〕 一  小隊、 西 谷 門 if 一  小隊、 馬場 末 門 一  小隊、 鹽澤ロ 響、 一 小隊、 

:5S〕 一  小隊、 城 中 1 一 小隊、 仙. 會 兩藩應 援兵 八 小隊、. 遊軍 ト シ テ 市中 二 宿陣ス 、 瞬 %确 ^お i 、一 一十 九日 拂曉、 西軍大 

擧小濱 f き, f ラ發シ 、直 ニ來テ 砲發ス ii  、き &長兵 S  、スず 兵 阿武隈川 ラ隔テ 、之 レニ 應ス、 此日讓 正 二？、 砲 

煙 \ 一二 和シテ 水陸 ヲ辨ス ル能ハ ス、 彼 レ之レ 二 乘シテ 潜 力 ニ倶中 渡 ヲ渡リ 猛擊ス 、俱中 巳 二 敗ル、 敵軍 是レ ヨリ 兵 

隊ヲ 分配 シ、 一 軍 ハ龜谷 霍〕 二直 入シ、 遂ニ本 W  ニ及フ 、守兵 兩社山 二 在 リ、. K 小 砲统ヲ 以テ之 レヲ下 擊ス、 彼 レ進ム 能 

ハ ス 、少ク ァ ッ テ 隊長 曰野大 e 藏彈丸 二 中 テ死ス 、除 下 潰敗シ テ遂 二 大手 ヲ敢ラ ル 、 一 軍 分 レ テ、 リ桌中 三 森 W  W や 二 

奮 進ス、 守兵 防戰、 仙、 會ノ兵 來テ應 援ス、 彼 レ 多 兵 猛撃、 竹 田 門ヲ敗 テ郭内 -ー 進入 ス , 同時 一一 兩軍 本道 |g 面ネ ヨリ 來ル、 

ssmmB^ 軍師 小川 平 助、 S ハー 小隊 ヲ卒ヒ 、正 法寺| 權； ニ據 テ之レ 二 當ル、 彼レ進 

ム能 ハス、 潛 カー 一兵 ヲ分テ 間道 ヲ 越へ、 村 中二 入テ潢 擊ス、 我 兵 奮 鬪苦戰 二 及フ、 小川 平 助 之 レニ 死シ、 一 除 爲メニ 潰ュ、 

原註、 追 テ聞ク 、其 際 敵 兵 小川 平助ノ 死骸 ヲ認テ 云フ、 我 兵此賊 ：，t 爲メ、 -I 大 一一 傷、 ヲ 皮 レ之レ ラ；^ テ直チ 二 大匿 二 迫 マル、 是レ我 

得 タリ、 我輩 亦ク其 勇-一 惯 ハント、 忽チ 铳劍ヲ 拔キ、 其肝ヲ 堀テ蔟 カリ 喰フ ト云フ ィ 

力 成 南 第  一 ノ 要地 ナリ、 守兵 死力 ヲ奮テ 砲 擊ス、 彼 レ大ヒ 二 苦戰、 少クァ ッテ 兵隊 ヲ 三分 シ、 我 力 背面 二 出テ夾 擊ス、 同處 

JaJ 此 二 至 テ破ル 、彼 レ是レ ョ リ 總軍ヲ 二分 シ、 一 軍 ハ松阪 ロヨ リ郭內 二直 入シ、 一 軍 ハ瀧澤 口 ョ リ城背 二 廻リ、 四面 本 城 

ヲ圍 ン テ、 大小 砲 鋭 ヲ連發 ス 、城 中 彈丸雨 ノ如シ 、時 遊撃隊 長大 谷 志 摩 If 丘  1 一賀 小川 隊ロ、 出 郭内 ニ馳セ 來テ之 レ 二 當リ、 激戰奮 
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闘ス、 此隊或 ハ劎戟 ヲ用ュ 、故 二 雙方 死傷 多 シ 、隊長 遂 二 之 レニ 死ス 、此日 諸方 ノ 出兵 未 タ全 ク歸ラ ス 、城 中 守兵 最 モ 少シ、 

隱逸ノ 老人 ヲ募ル 一一 至ル、 然ル 一 一郭 2 悉ク 敗レ、 彼レ 四方 ヨリ 迫 マ ル、 時 二 家老 丹 羽 ー舉盆 マ ス 奮激、 左 顧 右旋、 餘 ヲ振テ 

四方 ヲ 指揮 ス、 城兵 之レ カ爲メ 一一 同心 戮カ 敢死ヲ 辭セス 、砲撃 之 レラ防 クト雖 トモ、 寡兵 支ュ ル能 ハス、 機 ヲ量リ 衆- 1 令シ 

テ火ヲ 44 成 二次 チ、. g ヲ皇フ シ テ 夂、、 二 成.^  二 自 や- ス 、 原註、 丹 羽 1 學奧 羽间盟 一一 連署 シ 、始終 西 軍 防禦 ノ 論ヲ 主張 ス 、此 曰自 七 土す 

フ，^ ぅォ 4f  f ョ， I ヲ yai フ フぎ  一 ：^.^  -  一. B5;^7 盡ス ル 所以 ナリ、 後世 天下 ノ 逆賊 タル モ 、常時 藩 中 ノ節士 ト云フ へ シ、 U2i 

一一 當 ッ テ急ヲ 主君 長國 一一 報知 ス ル ノ 外 、或 ハ 彈丸 一一 中 リ 、或 ハ 自 ラ 屠腹 シ テ 城 ト 共 一一 盡 ク 、敗 兵 或 ハ會津 一一 人リ、 或ハ米 

1^ 方 B  二  4±1 テ、 an 灰 Je^ ノ寰ヲ ま フ、 丄ョ • を r 白 ra14- &ん 、家老 丹 羽 一 學、 大 城代 內藤四 郎兵衞 、城代 服 部 久左衞 門、 丹 羽 和左衞 門、 

PS でブ ^i^,^ ノ， ヲ建ソ ル日死 二-白 匹. h 五ノ 軍事 奉行 成田彌 格、 勘定 奉行 安部井 又之丞 -统士 隊長 高 根 三右衞 門、 日 野 

大. 2藏， 遊撃隊 長大 谷 志 摩>  统率 隊長 赤 E 數右衞 門、 郡 代 丹 羽 新 十郎、 軍師 小川 平 助  >軍：：1： 花 &直之 進-副 軍 E 羽 木權太 兵衞、 軍事 方 浦 井 瀧 

之 承 「丹 羽-お 藏ノ處 組 小頭 小 泉 吉兵衞 、统士 井上 治 太夫、 山 E 多作、 五十嵐 儀左衞 門、 松 E 政 之 承 「林彥 之 進-山 岡 ニ右衞 門、 伴 覺左衞 門、 遊 

佐 孫 九郞、 野遂源 十郞、 渡 遂彌次 兵衞、 鈴木內 ii> 下 河邊司 馬、 有賀津 多衞、 上 崎 緣衞、 宗形治 太夫、 澤峙 is 内、 大石郡 蔵、 大桶勝 十郞、 成 S 才 

次郎. 极 *^ 之 <f-、 上崎鐵 蔵-木 村 丈 太郞、 佐 野 善 之 介、 澤崎 造酒、 城 S 修平、 高撟 K 治、 奧野 幸藏、 德田 鐵吉、 山 E 丈藏、 菊 池 友卷、 淺岡 i 贾翁、 

4! , "ソ丄 は、 大關冬 水、 寺 田 遊 水、 中 村 山-平^ 彌兵衞 、中 尾 剛助、 撗田 伊織、 淺岡與 您兵衞 、奧野 恆之丞 、德 S 宗 七郎- 宅 利 謙 蔵、 奥 

IE  ：5： 之， 彌兵衞 、大石 兵 右衛門 、小山 炎藏 、渡邊 获右衞 門ぶ tlEi ^太夫、 渡遷四 兵衞、 祌谷正 介、 佐 野 文藏、 高 野 音右衞 門、 安井 一一 一郎 介、 

甚十郎 包 助 太夫 > 服 部 數右衞 門、 二階 堂衞 守、 淺見 主税、 木 村 统太郎 、鈴 木 忠藏、 朝 川 八 太夫-石 川 有 之 進-森 山 小 一 兵衞、 奧田午 之 

介、 黑 S 兵」 g  、贵山 助 之丞、 根來市 四郎、 岡 山 篤 次郞、 小 渾幾彌 、三 浦權 太夫、 吉田 鐵藏- 靑山嘉 平、 熊 田 良 助-印 場 似 水、 玉 造 i 称 養 、下士 武藤 

德右衞 門 、遠 藤 治左衞 門、 松 E 嘉蔵、 熊 田四郎 治、 三 浦 又 之丞、 安西 辰 治、^ 東忠 蔵、 S 庄 太夫、 稻垣重 太、 渡邊與 七郞、 统率服 部 藤 八、 松 川 文 

、前 森 十 郞左衞 門、 小 笠 原 巳 野右衞 門、 吉田 末吉、 吉 EC 升 介、 佐 藤 善吉、 遠 藤 太 七、 高 野 邦藏、 久保 彥次郞 井 政藏、 具 山 周 治、 遊 佐 治、 

本 ほ， 右 _ ，門： 鈴.^ 嘉兵衞 、笠 間 音 四郞、 极本榮 介、 谷 又 六、 關七之 介、 永 井 藏 、大久 保 岩 治、 村井與 利藏、 もき  一 ， \  VO 用人 丹 羽 勘右衞 

吉村嘉 右衞門 池 野德藏 > 平 栗 曾 七、 後藤 重吉、 平野 友藏、 山田彥 六.、 渡邊久 助、 加藤彌 次郞、 夫 率 西 十二 人、 „fe 二 T- バノ 門、 軍 H 山 岡 多 

譬 副， ；-, 射 造洒、 统士大 桶 源 太夫、 毛 利 兵 左衞門 、丹 羽權 太左衞 門、 錦 „ ^健 治、 本 多 勘藏， 大原銃 介、 山 田甚吾 >山^ 丹宫、 須賀欣 平、 

泣 岡 一 捧 S ば a 之 介 £?3 彌 五郎、 鈴 木 平 十郞、 玉造嘉 守、 石 田 郎藏、 小川 安次郎、 大島 七郞、 靑山泰 次郎、 统卒 横川久 太夫、 卒六 人、 

又 云、 七 e: 廿 九日、 一 一本松 敗軍 ス、 先 ッ和田 要人 ヲ米澤 ニ遣ハ シテ、 落城 ノ形 況ヲ 報告 シ、 兼 テ長國 家族 一 同 寄留 

ノ コ ト ヲ乞フ 、彼レ 同盟 故 一一 拒 マ ス、 依テ 八月 三日 同藩 二 入ル、 舊領 士卒 ノ 家族 モ亦コ レ 一一 從フ、 是 ヨリ 家族 ヲ 同盟 三 藩 一一 

分配 シ 、長國 ハ米澤 ニ留リ 、其 他仙臺 、會津 一一 行 ク 、舊藩 家族 モマタ 三分 ス。 

〇 仙 .M 藩 記 一一 云、 七月 廿 九日 拂曉、 一 一本松 ョ リ南、 三 ッ石ト 申 所 ョ リ 官軍 進撃、 仙 藩 氏 家 兵 庫 應援ト シ テ松ノ 坂 ト申處 へ 出 

兵 致 候處、 三ッ 石破レ 、官軍 阿武隈川 ヲ渡リ 、松 ノ阪迄 進擊、 防 戰ノ處 、本 1 呂 ロノ 方 ヨリ 會兵敗 レ來リ 、城主 丹 羽 左 京大 夫 城 


ヲ 出、 會津 へ 立 退、 各藩 瓦解、 國境 ヲ守ン ト會津 、米 澤路ヲ 廻 リ引揚 候、 官軍 城 一一 迫 候 二 付、 城 共 城 裏 へ 引退 ト 、本丸 ヨリ 火 

きミ1ス 、^1:.L  、、銃士谷丹治、大內豐三郎、阿部セ.2之助、芳賀金五郞、松崎1  一  足輕 

f  フ 歹^^ノ 仲 治郞、 遠 藤 兵 之 進、 本 田 敬 一一 一郎-高 橋 長吉、 加 藤 周 治、 t  ーノ 一人、 

〇 板 食 勝 達 、ノ 家 記 一一 云、 七月 廿 八日、 福 島 詰 仙 藩 參政石 母 E 筑後ョ 叫、 斯ク 切迫 且弊藩 人 數モ詰 合極少 -ー テ防 戰致シ 

兼 候 間、 不得止 •： 幅お 表引揚 候、 御 藩 一一 テ モ 御 立 退 可 然哉之 旨、 松原 作 右衞門 -1 談ス、 且本宮 口 モ 相 破 レ 、仙、 會 ノ丘ハ ハ 會津 へ 

引揚ル 由、 已 -ー 一 一本松 城下. K 擅-一 II〕 敵勢 相 迫 候 趣 斥候 告ケ 來リ、 依 1\1、 兼テ御 侬賴之 通リ、 隱居 勝顯始 家族 一 同 米澤表 

へ 立 返、 續テ 家中 ノ 妻子 ヲ シテ立 退 力 シ ム、 同廿 九日、 一 一本松 方面 一一 當テ 砲聲天 一一 縣キ、 午刻 頃 一一 至 テ炎烟 空 ヲ覆ヒ 、追々 

斥候 歸リ來 、已 二 一 一本松 ハ防戰 難 叶、 敵軍 河東ョ リ襲擊 、八 間 茶屋、 IJf ナ 一一 リネ 松北關 門口 ョ リ相 破レ、 綾 テ大檁 モ破レ 、落城 

之 趣 申述、 路上 一 一本松 ノ落 人相見 候 由、 今日 - 一至 テ ハ 仙 藩 ハ不殘 引 揚ケ、 依 之、 開城 之 儀 一一 評決 シ、 生人屮 斐守始 家臣 一 同 

二手-一分 レ 、未 半 刻 過 城 中立 拂 ヒ 、其 夜 庭 坂 村 一一 泊ス 、翌 八月 朔日、 半隊 ハ 板谷驛 二 至ル、 半隊ハ 產ケ澤 二 到ル、 此時米 藩 ノ 

指令 ヲ以テ 、松原 作 右衛門 始 軍事 係 來テ李 平 村 出兵 ノ旨ヲ 告ク、 則 產ケ澤 へ 著 ノ兵李 平 村へ 引返 シ、 尤ー 一本松 ノ兵モ 亦 同 

ク 引返 ス、 於是、 米澤、 一 一本松、 福 島 三 藩 議シテ 切 烏 SJIlJf? ト 二 關門ヲ 置、 番兵 ヲ出 ス上 土人 甲斐 守、 此曰板 谷驛ヲ 發シ、 

米澤 城下 一一 到 ル 、同四日、^1<藩ト謀テ福島藩之兵隊、板谷、李平兩所相纏メ  、福磨城下 へ 引返 ス 、米 藩 樱井總 次郞手 一 小隊 出 

張ス、 福 島 ノ人數 ハ 西 蓮 寺 一一 宿 陴シ、 米 藩 人数 ハ 東 安寺 二 宿 陴ス、 同 五日、 米 藩 人 數不殘 庭 坂 村 へ 引揚ク 、此 日、 米 澤表ョ リ 

？ 潘齋藤 卜 太夫 來著ス 、於 米澤我 藩人數 ハ 進退 迷惑 之 旨談セ ラ レ 、 且於庭 坂 村 米 藩 出張 之 隊長 ョ リ、 福 島 一一 於テハ 官軍 へ 

.3: 應有之 趣 二 付、 其方 面 之 者 ハ 一 切通 行 差 留候條 被 申 聞、 右 二 付 衆議 ヲ盡 スト 雖 トモ 、前後 進退 ffl 迫、 且君 公之 御身 二 於テ 

ハ ^更御 艱苦、 如何 共 致 シ難シ 、偶然 ト シテ 居ルへ キ 一一 アラス、 蓋 官軍 ノ進 擊モ難 計、 故 一一 各 志 一一 任セ、 暫時 潛伏シ  >  其情ヲ 

ゅァ、 f 澤陴門 二 出、 君 公 御身 之欵 願候ョ リ外有 之 間 敷 儀 一一 付、 一 統へ其 旨 ヲ達ス 、然ン テ 有志 之 面々 西 蓮 寺 二 滯留シ 、宫 

軍へ 御 家 ノ儀ニ 付 哀訴 歎願 ノ論ヲ 立、 不決、 而シ テ翌 六日 長樂寺 IjS  、ノ間 ~%  二 移 ル 、其 事 米 藩 二 於 テ聞及 ヒシ 力、 潜伏 ノ面 

丽 相 纏メ、 庭 坂 村 へ 引揚 へ キ旨達 シ有リ 、小 笠 原 藤 吾 長樂寺 一一 來、 有志 之 面々 へ 說得ス 、其 情 不得止 故 一一 進上 居留 ノ 分際 ヲ 
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定メ、 共-一 後期 ノ事ヲ 談シ、 別離 シ、 同 七 曰、 拾 四 人 一 一本松 一一 趣ク、 是 ヨリ 衆 藩 之 疑心 益 甚シ、 福 島殘 リノ 人 數ハ六 曰 夜 相 纏 

メ  、庭 坂 村 一一 趣ク、 猶殘リ ノ者竝 兵粮 等 都合 有 之、 市 川 秀次郞 、竹 内與 一 郞西蓮 寺-一 滯留ス 、翌 七日、 猶又 庭阪ョ リ福島 へ 引 

返ス、 其 夜 仙 藩、 米 藩 人 數福島 一一 繰 込， 夫 ヨリ 追々 二 本 松 藩、 會藩、 |ば リ五、 六 棚 倉 藩、 上ノ山 藩、 山形 藩、 平 藩 等 ノ人數 操込來 

レ 0 

〇 南 摩 綱紀 |# 曰^ 筆記 一一 云、 七月 廿九 曰、 一 一本松 城 陷ル、 是 ヨリ 先、 七月 廿 六日、 三春 同盟 ヲ叛 キテ西 軍-一通 シ、 會津 兵及ヒ 

仙 臺兵ノ 不意 ヲ壟フ テ之ヲ 敗リ、 勢-一 乘シテ 二 本 松 ヲ攻ム 、一 一本松 ノ兵 過半 出テ 、白 河 方面 二 ァリ、 城 中 守兵 甚少シ 、カラ 

竭シテ 防禦 ス レ トモ、 城遂 二 陷ル、 福 島 侯此ヲ 聞テ、 君臣 共 二 米 澤へ遁 逃ス、 米 澤境關 一一 テ侯 及ヒ其 臣少々 人國ヲ 許シ、 餘 

臣 ハ拒ミ テ入レ ス、 故 二 諸 臣已ム 事 ヲ得ス 、又 福 島 二 歸ル、 侬之、 福 島城筌 廐ナル コ ト四 五日 ナリ、 是 ヨリ 先、 軍議 局 ヲ福島 

城下 -ー 設ケテ 、仙 臺藩相 石 母 田 伹馬ヲ 始メ、 參政大 越 文 五 郞等兵 除 ヲ率テ 寓居 セ シカ、 一 一本松 ノ 落城 ヲ聞キ 、亦 福 島 ヲ避テ 

瀨上、 桑 折 邊ニ返 クノ議 ァリ、 八之丞 II ッ 固 ク之ヲ 留ム、 伹馬 曰、 現 兵 少シ、 西 軍若シ 來攻メ ハ之ヲ 拒クノ カナシ、 如何 セ 

ン ト、 八 之 丞卽チ 馬 一一 鞭テ 飯 坂 一一 至リ 、棚 倉 侯 一一 謁 シ 、福 島 ノ狀勢 ヲ叙シ 、速 一一 援兵 ラ福島 一一 出 サン コトヲ 請 フ、 侯 許諾 ス 、 

八 之丞卽 チ 但馬 二 柬シテ 之 ヲ告ケ 、且 曰、 必 固守 シ ー步モ 退ク可 カラ スト、 馬ラ 馳セテ 公議 府 二 至 テ之ヲ 議ス、 是ニ 於テ仙 

臺 兵乃チ 漸次 一一 桑 折、 瀨上、 福島邊 - 一進 ム。 

八月 朔日、 督府、 尾 張 藩 兵 ノ蘆野 驛ニ在 ル者ヲ シテ、 ハ金之 子驛ヲ 警守セ シメ、 彥根藩 兵 ノ釜之 

子 驛ニ在 ル者ヲ 、石 川驛二 移ス。 

〇 達 書 一 一通 

蘆 野 在 陴尾州 藩 隊 長 中へ 

其 藩 人数 釜 子 驛警衞 被 仰 付 候 間、 明 一 一日 ヨリ 彥根 藩ト 交代 イタ シ、 巡邏 探索 等 厳重 一一 盡カ可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 


八月 朔日  白 川口 總督附 執  事. 

〇 

彥根藩 隊  長  中へ 

其 藩、 人數、 明； 一 = ヨリ 河 JgS  、關 和久邊 へ 繰 出シ、 近 地 賊徒 有無 探索 之 上、 石 川驛へ 出張 イタ シ警衞 、三 條目邊 之 形勢 等 探 

索、 時々 御 屆可有 之 旨 御沙汰 候 事。 

但、 簽子驛 警衞尾 州 藩へ 被 仰 付 候、 引合 之 役人 可殘置 事。 

八月 朔日  白 川口 總督府 執  事 

奥 羽 追討 日記 ， 

0 大村藩 後軍 4 さ 一春- i ル。 iii.  . 

二 1 ョ、 开 4ie.}m. ^巧、 随奧守 〇 仙 辜 一藩 主、 食 封 jj\\\>*r き；、 彈 正大 弼 〇 米澤 藩主、 食 封 十 、！， しム， 'e し. - 、ォ r  ；  、o 

J,t  id^vj 廣. 六十 二 萬 ハ百石 餘-止 杉齊達 八萬七千ニぉ斷4-ん^^^-  ノ.1吕位ヲ禄キ 之ヲ討ス 

各 通 秋 田中將 宇 和 島 宰相  i£ 部 美 濃 守 

^達 慶邦儀 東 國之大 藩、 殊 一一 祖先 之 勤 勞モ有 之 儀 一一 付、 當春 同藩 一 手ラ以 テ會津 征討 之 任 被 仰 付 候 程ノ事 一一 テ 、深ク 御 

依 賴被遊 候、 就 干. ハ 右 御 旨 趣 速 一一 奉 命、 一 H: 及 出馬 候處、 豈圖 ン ャ 、賊徒 一一 黨與シ 、軍機 遷延 セシメ  、加 之督府 ヲ輕蔑 シ、 

參媒晤 殺 等 之 所業、 其 罪 難 被 差 置 候 得 共、 偏-一 朝廷 至 仁 好 生 之 思 食 ヲ以、 或 ハ姦臣 國命ヲ 執 リ候テ 之 儀 二 モ可有 之 哉、 

篤ト御 i 可 被 仰 付 一一 付、 一 先 寬典ノ 御 含 被爲在 候處、 更 一一 悔悟 之體無 之、 彌逆意 ヲ逞シ 、屢 官軍-一 抗シ、 剩當節 領内 

白 石 一一 於 テ會社 ヲ結ヒ 、自ラ 盟主 ト唱へ 候 始末、 罪 魁 不可 遁、 畢竟 慶邦 反覆 致 候 ヨリ 一 曾 賊焰ヲ 煽動 シ、 上ハ { 辰 襟 ヲ惱シ 

奉リ、 下 ハ 萬 民 塗炭 之 苦 ヲ釀シ 、遂 二 六 師大擧 一一 及ヒ、 地方 之 艱難 一一 立 到 候 段、 全ク 天理 一一 背キ 、人道 一一 展リ 、 大逆 不可 謂、 

最早 典 刑-一 於テ難 被赦、 依 之、 被 止 官位 討伐 被 仰 出 候、 此旨其 藩 ヨリ 可. &達樣 御沙汰 候 事。  ， 

復古 外 記 河口 戰記 第 四 明治 元年 八お 三日  -  九 七 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 S ^治 元年 八月 五 u  九 八 

\  Hp 官中 日記 

ゾ 月 仙毫藩 記 

〇 

秋 田中將 

.  南部 美 濃 守 

上杉齊 憲會賊 追討 之 儀-一 付、 先般 重キ 御沙汰 モ有 之、 殊 一一 大隊 御 旗 ヲモ被 渡 下 候處、 稽遲 因循 不奉 朝 命 次第、 其 罪 難 

被 差 置 候 得 共 、偏-一至 仁 好 生 之 思 召 ヲ以テ 、或 ハ奸臣 國命ラ 執 リ違誤 致 候 儀 一一 モ可有 之 哉、 篤 ト御撿 靈可被 仰 付-一 付、 

格別 寬大之 御 含 被爲在 候處、 更 一一 悔悟 之體 無之而 已ナラ ス 、會 賊ト 連結、 其 狂暴 ヲ助ケ 、頻 -ー 抗 王師 候 段、 天威 ヲ不畏 、名 

義 -ー li^ 、リ、 地方 萬 民 之 艱苦 ラ不顧 所業 、實 一一 典 刑 之 所 不赦、 依 之、 被 止 官位 討伐 被 仰 出 候、 此ほ 其藩ョ リ 可 申達 様 御沙 

汰候 事。 

i  nr- 官 中 口 記 

ノ 月 南部 利 恭家記 

〇 督府、 古河 藩兵ノ 蘆野驛 一一 在ル 者ヲ罷 歸ス。 

〇 土 井利 與家記 -ー 云、 大炊頭 家來之 者、 下 總野舊 御 鎭撫府 ョ リ侬御 達、 野 州 慮野驛 へ 出兵 罷在 候處、 於 白 河口 鷲 尾 殿 

ョ リ 勝手次第 可引拂 g 御 達 有 之 候 付、 八月 三日 同所 出立、 引拂申 候。 

五日、 賊兵、 郡. H 驛 傍近ヲ 剽掠ス 、督府 、大村 藩兵ノ 三春 一一 在 ル 者ヲ シ テ赴 キ擊タ シ ム 、賊 兵浪 

H 走ル 、翌曉 、復至 ル 、亦 擊テ之 ヲ走ラ ス 。 

〇大 村 純 豕記 一一 云 、官軍 三春 著 以来、 賊徒 會津 街道 之 民家 へ 放火、 官軍 之 宿陴ヲ 妨ケ、 加 之、 博徒 兇民ヲ 鼓動 シ處々 亂妨、 

金穀 掠奪、 郡山邊 へ 出沒 之聞ァ リ、 弊 藩 追討 被 仰 付、 八月 五日 半 隊繰出 シ候處 、賊徒 果シ テ襲來 一一 付、 直 一一 追 拂候處 、是迄 

微力 之 町 兵共始 テ勢ヲ 得、 餘程 窮追 致シ、 弊 藩 一一 ハ 一 一 小隊 ヲ纏メ 、阿武隈川 ヲ隔テ 一 里 計之處 阿久津 一 泊、 六日 黎明、 賊郡 


山 放火 二 付、 猶又繰 s 處、 賊徒 五六 十 計、 半ハ 松明 ニテ 放火、 IP 呲 ilp^ &徒 II：  半ハ 町家へ 發砲 致シ、 

處々 掠奪 最中 一一 付、 上 風 一一 乘シ 、歸路 ヲ斷チ 、鎏殺 之 策 一一 テ 、町家 之 背 -ー 出 候處、 賊徒 是ヲ K5 リ直 二 遁述 一一 付、 自ー擊 三春 へ 歸 

陴致シ 候、 き 人。 ls、  . 

〇 督府、 備前藩 兵 ノニ本 松 一一 在 ル者ヲ シテ、 三春 ヲ 警守 セシ厶 、尋テ 之 ヲ守山 1 一 移ス。 

〇胸 山 藩 記 二 云、 八月 五日、 御 達 有 之、 一 一本松 雷發、 本宫通 三春 へ 著陣、 同所 警衞致 シ居申 候處、 守 山 表 手薄 之 趣 -ー 付、 同所 

へ 轉陴被 仰 付、 同 八日 守 山 表 著陣、 同所 警衞致 居 申 候。 

六日、 督府、 尾 張、 彥根、 土 佐 三 藩 兵 ノ釜之 子、 石 川、 白 河 等 一一 在 ル者ヲ シーア、 須賀川 驛ヲ警 守シ、 

一 一本松 ノ諸軍 一一 應援セ シ メ  、薩摩 藩 兵 ノ白河 一一 在 ル者ヲ シ テ、 三 藩 兵 U 應援セ シ 厶 。 

〇 達 書 四 通 

釜 子 驛在陣 尾 州 藩 -隊 長 中へ 

^七日 ョ リ須 賀川驛 へ 繰 込 堅固 警衞、 近邊 巡邏 探索 等 、厳重 -ー 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

八月 六日  總督府 執 


〇 

石 川 驛在陴 彥根藩 

明 七日 ヨリ 須賀川 驛警衞 可 有 之 候、 猶ー 一本松 方 左右 次第、 應援可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

r ノ 月 六 日  白「ロ總督^^ 


長 


〇 


土 州 藩 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 八月 六日 


長 

九九 一 


中 へ 


Ml 


中 へ 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 八 H: 七日  一 〇〇 

其藩當 所在 陣之人 數半致 分隊、 明 七日 ョ リ須賀 川 驛警衞 可 有 之 候、 猶ー 一本松 方 依 左右、 應援モ 可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

八月 六日  白 川口 總督府 執  事 

〇 

薩州藩 除  長  中へ 

明 七 H ヨリ 尾 州、 土 州、 彥根三 藩 之 人 數須賀 川へ 出張-一 付、 一 左右 次第 應援可 被 仰 付 候 間、 兼 テ覺悟 可 有 之 旨 御沙汰 候 

す ih  C 

八月 六日  白 川口 總督府 執  事 

奧羽 追討 日記 

〇 山. 2： 豐範家 記 二 云、 八月 七日、？ J^>u 先是、 宫丘ハ 棚 倉ヲ取 ルャ、 賊須賀 川ヲ嚴 守シ、 以テ白 川、 棚 倉 ノ兩兵 ヲ待ッ 、然ル 一一 

宫 パ敢 テ須賀 川ヲ衝 カス、 蓬 m ヨリ 三春 ヲ龔ヒ 、叉 轉テ 本宮ラ 取ル、 須賀川 ノ賊、 宫兵ノ 中央 二 孤立 ス、 賊 狼狽、 須賀 川ヲ棄 

テ逃ル 、已ニ シテ再 ヒ來リ 、本 驛ヲ 放火 ス、 -fgp^ 一 ノ十須  1^ 日 川/ ヲ山 f ナ火 リス、 ル 當是 時、 白 河、 二 木松ノ 間、 本道 ノ宿驛 矢 吹、 大田 川、 

小 m 川、 郡 山 等 ヲ初メ  、盡 ク賊ノ 放火 スル 處ト ナル、 fl 一 一須賀 川驛 半分 燒ケ殘 ル而已 、是以 テ參謀 伊地知 氏 ヨリ 彥根、 尾 張 

竝 二 我 新丘ハ 一一 須賀 川守衞 ノ達 ァリ。 

七日、 大總 督府、 薩摩、 備前、 柳 河、 大村、 佐 土 原 五 藩 兵 ノ平潟 口 ヨリ 三春  一 I 至 リシ 者 ヲシテ 、白 

河口  ノ 官軍 二屬 セシム 、尋テ 兩道ノ 諸 軍 二 令シ テ、 速 一一 進 テ會津 ヲ討セ シ 厶 。 

〇 大總督 府達書 

三春 進擊 薩州 備前 柳 河 

佐 土 原 大 村 兵隊 


右、 驚 尾侍從 一 手 へ 合併 被 仰 付 候 事" 

\  g 束 征總督 記、 奧羽 追討 

月日 記、 立 花 鑑宽家 記 

〇 東征 總督記 二 云、 右 爱 紙 白 川口 總督府 -ー ォ 4 テ申 渡、 平 潟 出張 四 條少將 へ 爲 心得 申達。 

〇 奥 羽 追討 日記-一 云、 七月 十六 日、 伊地知 正 治 參營、 

右、 岩 城 平 へ 出張 之 人數之 5： 千 人、 當地 總督之 御用 ヒ勝 手タ ル へ キ旨、 大 總督府 ョ リ 御沙汰 -1 付、 此 趣御談 之處， 正 治 奉 

畏、 可 然取計 可 仕 旨、 御 答申 上 候 事、 

八月 十日、 前日 一 一本松 進擊之 節、 平方 ヨリ 廻 軍 之 兵、 當 手へ 合併 之 儀、 又大 總督府 ヨリ 御沙汰、 右當府 ヨリ 可 相 達 旨 御沙汰 

二 付、 御 使 番山縣 小 太郞へ 右 五 藩へ 之 御 達 書 御 渡、 明曉 ヨリ 二 本 松 方 へ 可 兼行 旨 被 命 候 事。 

〇 十三 日由 河、 平 潟 兩道ノ 諸 軍へ 達 書 

奧羽ハ 時季 旣 一一 寒冷、 且諸軍 ノ奮戰 -1 テ、 最早 會賊 孤立 滅 夷之 秋 至 レリ、 依テ 海陸 之 諸 軍 合併 戮カ 致シ 、速 二 會津 へ 攻撃 可 

有 之 旨 御沙汰 候 事。 

但、 會津 平定 之後ハ 、更- 一策 ヲ定メ  、最前 御沙汰 之 通、 速-一仙 臺 討伐 勿論 之 事。 ， 

\  g 鎭將府 

/ 月 曰 誌 

〇 督府、 令 シ テ 兵燹 二 罹 ル者ハ 、本年 ノ 田租 ヲ免シ 、官軍 ノ 使役-一 供ス ル者ハ 、其 半ダ 蠲ク 。 

一 今般、 賊徒 征討-一 テ 兵火 ヲ蒙リ 候 者 共、 今年 之 租稅被 免 候 事、 

一 戰地へ奔走難^^ィタ シ候者 共、 今年 之 租稅半 一 咼被免 候 事。 

辰 八月  奧羽 總警府 參  謀 

三春 藩 記 

〇 附錄 一 條  V 

棚 <«5 城 地囘復 之後ハ 、奥地 之 人氣追 々官軍 二 迎ヒ來 リ候勢 - 一有 之、 乍 併 天朝 之御浩 福、 諸 將土之 勉强ト 、且 ハ 賊徒 多 日 滞 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 八月 七日  一 〇 一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 八お 七 U  一 0 二 

在、 其亂妨 -ー 堪兼 居候 故 儀 -ー 相違 無 御 坐 候 得 共、 先以 兵粮 人馬 之 手 當旁大 幸 之 至 二 御座 候、 然處、 白 川、 棚 倉近邊 ニォ 4 テ 

モ度々 ノ戰爭 二 付、 官軍 賊徒 之 兵火 一一 種リ、 家居 ヲ失候 モノ 不少、 不忍徒 見 次第 御座 候、 然處、 此中 ョ リ 宇都 宮其外 一一 テ モ 

兵繁 二 羅リ 候， 窮民 ハ 、願 立 之 上 御 救助 筋 被 爲仰付 儀 二 御座 候 得 共、 奧羽 ハ 方今 一 圓贼地 之 姿 二 テ、 到處悉 申立 候 共、 御國カ 

旁 如何 ト奉存 候、 侬 \ー 、吟ゅ 仕 候處、 昔 者共燹 水火 饑饉 之 困 二 逢 候國々 二 ハ 、 必ス其 品 ニ應シ テ全ク 年貢 ヲ免サ レ、 或ハ半 

I 仰 付 候例モ 御座 候歟、 何卒 夫 等 之 御舊章 ヲ以、 可然御 廟計相 立 候 上、 早々 御仁 政 之 御 趣意 遠近 二 御 布告 相 成 度 奉 

一 t ャ- ぉ是等 之 事件 ハ 、：： 十 ョ リ 御廟 議相決 居候 事ト ハ 奉 存候得 共、 差 當リ當 地 時機 之處 モ 御座 候 二 付、 片時 モ 早 萬 民 子 育 

之 御 趣意 御 知 セ 相 成 候 ハ、、 夫. ヨリ 遙-ー 奥地へ 進 發相成 候 共、 恩威 竝行 レ 、 良民 安堵、 皇業 御成 就 之 一 且 二 候 半 卜 評議 

仕、 此段 言上 仕 候 、 恐惶 敬白 C 

辰ヒ e: 三日  奥州 出 陴參謀 補助 扳垣退 助 

伊地知 正 治 

下 參 0 衆娜征 鶴 

〇 二 本 <ム ノ 官軍、 兵 ヲ分テ 須賀 川驛ヲ 拘へ、 將サニ 白 河 二 至 ラン トス、 督府、 令 シテ軍 ヲニ本 

松 二 返サ シ ム 、令 未 タ到ラ ス 、諸 軍 進 テ白河 二 至 ル 、是 日、 督府、 更令シ テ速 一一 一 一本 极 二 還ラ シ 

ム 0 

蔬州藩 外 藩々 隊長 中 

今般、 其 藩々 爲 巡邏 須 賀川驛 へ 到着、 依 時機 白 川 へ モ 廻 軍 之 聞 へ 有 之 候 得 共、 明日 七日、 尾 州 藩、 土 州 藩、 彥根 へ 、 其 地警衞 

之タ メ致 出張 候 間、 右人 數著 次第、 直樣ー 一本松 へ 歸陣可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

人 弓 六日  白 川口 總督府 執  事 


奥 羽 返 討： n 記 

〇 奧羽 追討 日記 二 云、 八月 六日、 一 一本松 方 ヨリ 須賀川 宿 へ 道中 開 力 ン カ爲、 薩州初 六 七 藩 人 數三四 小隊 程、 須賀川 へ 着 之 趣 

二 付、 あ 人 數白川 へ 著 有之テ ハ 不都合 二 付、 同所 ヨリ 直 一 一本松 一， 歸陴可 致 旨、 安田 勉ヲ以 爲御使 被 遣、 爲 付添 藩 州 藩士 一  入- 

案 S 者 一 人 召 連 被 遣 候 御沙汰 書、 if  、ヲ 

七日、 昨日 安田 勉ヲ以 、右一 一本松 方 ヨリ 巡邏 之 人数へ 御沙汰 一一 相 成 候處、 道路 之 行 違 二 テ、 昨夜 ハ淺川 一一 テ 一 宿 之 越 二 テ、 

今日 當所 へ 到 著 致 候 趣、 伊地知 ヨリ 被 届出 候。 

〇 本日 達 1:2 

藩 州 藩 長 州 藩  土 州 藩 彥根藩 

備前藩 大垣藩 黑羽藩 館 林 藩 隊長 中へ 

今： ：-、 從淺川 著陴之 人数 ハ 、明日 須賀川 一 宿 二 テ、 直 樣歸陴 被 仰 付 候、 乍 併 於 藩々 人 數之勞 佚 等 繰 替候儀 ハ 、 可爲 勝手 次 

第 S 御沙汰 候 事。  I 

K 八 白 川口 總督府 執  事 

,  奧羽迫 討 日記 

〇 再 達 書 

今： a 著陴之 人數、 明日 發途可 致 旨 被 仰 付 候處、 御 軍議 之 次第 モ有之 候-一 付、 明後日 迄 延引 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

追テ、 明後日 ハ 矢 張 前 御沙汰 之 通、 須賀川 一 宿 二 テ、 一 一木 松 へ 歸陴可 致 候 事。 

Tr- 月 七日  白 川口 總督府 執  事 

奧羽 jFrl 討 日記 

〇 岡 山 藩 記 二 云、 八月 一 一日、 御 口 達 有 之、 白 河口 道路 梗塞 之 趣 相 聞 候 間、 各藩 ヨリ 少々 ッ 、人數 指 出シ、 道 開 キ致シ 候様ト 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 八月 七日  一 〇 一一 一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第！： 明治 元年 八 n 八：：：  一 0 四 

ノ御事 二 付、 同 三日、 各藩 諸共 一 一本松 發程、 白 河 へ 罷越、 同 九日 守 山留 屯所 へ 歸營仕 候。 

〇 山 .M: 豐範家 記 -1 云、 八月 三日、 我 二番 隊及 ヒ薩、 長、 大垣 、彥根 ノ諸丘 ハト共 一一、 三春 ヨリ 守 山ヲ 倡へ、 須賀川 二  W テ 白 川 二 

赴ク、 賊 兵ヲ不 

〇 秋 元 興 朝家 記 一一 云、 八 0: 三日、 各藩 須賀 川ノ賊 進撃 一一 付、 兵員 十五 人 長 藩 へ ムロ 併シ、 一 一本松 ヲ發。 

〇 黑羽藩 記 二 云、 八月 三日、 我 軍監ー 人、 兵 十 人 ヲ出シ 諸 藩 ノ兵ト 一 園 ヲ爲シ 、一 一本松 ヨリ 白 河 一一 至ル マテ ノ道テ 開ク。 

八日、 督府、 守 山 藩 一一 命シ テ、 假 二 谷 田 川、 赞川等 七十 二 村 II な 女 % ヲ管セ シメ、 備前藩 兵 ノ守山 

二 在 ル者ヲ 、磐 城 平 一一 移ス。 

谷 田 川 村 下道 渡 村 上 道 渡 村 

糖 塚 村 浮贪村 吉野邊 村 

朝廷 御沙汰 迄 之 間、 於 其 藩 取締 可 有 之 候 事" 

八 月 

守 山 藩 I 御中 Is 

〇 十 三日 達 書 

笹川村 荒 井村 n 出. E 村 

八 山 E 村 n  ノ和田 村 高 贫 村 

片 平 組 

片平村 富 m 村 河 m 村 


栃本村 栃 山上 村 

飯豐 W 雁 股 田 村 _ 


曲 村 柳 橋 村 中 津川村 

上 村 椚 山村 右 村々 


參 


謀 朱印 


小 原 E 村 潢 塚 村 郡 山.： 久保 W 村 福 原 H 

梅澤村 八丁 目 村 


夏 出 村 長 橘 村 上 伊豆村 下 伊豆村 安子 ケ a 村 


堀 ノ内村 前 田澤村 三 城 目 村 明 岡 村 松 崎 村 

須賀川 村 江 持 村 堤 村 成 S 村 龍 崎 村 

矢 田野 村 杵ノ桁 村 .H  , 十 村 領土 S 村 高 林 村 

右 村々 

朝廷 御沙汰 迄 之 問、 萬 事 於 其 藩 取締 可 有 之 候 事。 

八 月 

守 m 藩 重 12- 巾 I きま" 

〇九 月 達 霜 

安積 郡 大槻組 大槻村 富 岡 村 只 野 村 下 守 星 村 

. 川 田 村 駒 星 村 成 田 村 八幡 村 

朝廷 御沙汰 迄 之 間、 於 其 藩 萬 事 取締 可 有 之 候 事。 


南 須釜村 

鏡 沼 村 

柿ノ -2: 村 


北 須签村 

ー商 ク田村 

岩 淵 村 


早 稻原村 

下 松 本 村 

久來石 村 


總督府 參 


山 口村 野 田 新田 一 

鍋 山村 右 村々 

總督府 參 


0 


朱印 


C  、，ぷ t 


守 山 藩 a 役 中 Is 

〇 本條、 日 ヲ佚ス 、因 リテ此 二 合 叙ス。 

〇 岡 山 藩 記 -ー 云、 八月 八日 、守 山 表 警衞致 居 申 候處、 海岸 手薄 -ー 付、 整 城 平 へ 轉陴之 御 達 有 之 候 得 共、 會城 攻撃 之 御 期限 不 

S ト 扣考疾 -ー 付、 只管 御 訴訟 S 上 候 得 共、 參諜衆 御 說詭且 御賴談 -ー 付、 同 卜 七 B 守 山 出立、 同 卜 九 s 平 城 へ 著 陴致シ 候。 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 終 

十九 年 十二  tn:  二 卜 五日 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 八月 八日 


掌 記 豐 原資 淸 募 

, 一 〇 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 四 明治 元年 八 H 九日  一 〇 六 

復古 外 記 稿本 

JTT  コ ^ 己 自明 治 元年 八月 九 日 

ill  i 、び L1 gsj^ き 23  ^_^3  至 同  ニト曰 

八月 九日、 大總 督府、 白 河口 總督鷲 尾 隆聚ヲ 罷メ、 參謀正 親 町 公董" ヲ以テ 之 一一 代フ、 尋テ小 

代 某 i き ザ 肥 ヲ 以 テ 參謀補 助 ト爲シ 、公董 ニ屬セ シ厶。 

鷲 尾侍從 

白 川口 總督依 所勞被 免 候 事。 gl^^M 

〇 

正 親 酊中將 

奧羽 追討 白 川 n 爲總督 出張 可 有 之 事。 |~ ぼ 贿% ま I 

〇 正 親 町公董 陣中 誌-一 云、 八月 九日 、奥州 白 川口 總督鷲 尾 殿御 不快 二 付、 爲御 交代 御 出張 被 仰 出 候 事、 但シ 、 此頃脫 走 

ノ徒、 彼是 陰謀 モ有之 噂 一一 付、 御 出立 暫時 御 見合 之 事。 * 

〇 十三 日 達 書 二通 

-  小 t 淸八 

ム t 謀 補助 被 仰 付 候 事。 


〇 


各 通 小 代淸八 


唯 九十 九 


正 親 町中 將へ 隨從 奥州 出張 被 仰 付 候 事。 

\  g 鬼征總  . 

/ 月 記 

〇 き 一一 隹武 連、 大總督 府使番 タリ、 又 公董、 十七 日 ヲ以テ 東京 テ發 ス、 參看ス へ シ。 

〇 督府、 彥根、 忍、 館 林、 黑羽四 藩 兵 ノ須賀 川驛、 及 ヒー 一本松 二 在 ル者ヲ 白 河 二 移シ、 嚴ー 一之 ヲ 

警守セ シム。 

〇 達 書 1 一通  . 


其潘、 須賀川 警衞被 冤、 常 地 湯 木口へ 堅固 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事 

八 e: 九日 

〇 

各： 迎 忍 藩 

其 藩、 一 一本松 出張 不殘 引揚. 當所 へ 歸陴可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

八月 九日 


彥根藩 隊 長 

0  I 

白 川口 總督府 執 

館 林 藩 黑羽藩 隊 長 

白 川口 總督府 執 


中 へ 

中へ 

奧羽 追討 日記 


〇 秋 元 輿 朝家 記 二 云、 忍、 黑羽 藩ト共 一一 白 河へ 可 引 揚旨御 達 二 付、 八..^ 十一 一日、 一 一本松 ラ發シ 、翌 十三 日白 河へ 著- 

〇 黑羽藩 記 一一 云-八月 十一 一日、 參謀 之達シ 二 因テ、 我 藩 及 忍、 館 林 ノ軍ヲ 白 河 一一 班ス、 十三 日、 白 河 一一 至 ル 

復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 九日 


〇 七 一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八お 十 n  • 十一 一一： U  一  〇 八 

十日、 贼兵、 曉 一一 乘シテ 今 泉 村 ヲ襲フ 、官軍 擊 テ之 ヲ卻ク G 

〇德 川 義宜家 記 二 云、 八月 十 日、 丑 刻 頃、 賊徒 今 泉 村 へ 向 襲來、 三 枝 勘 解 由陴星 二 放火、 砲 聲夥敷 候 付、 斥候 之 者 直 -ー 進撃 候 

趣 報知 有 之、 卽刻、 弊 藩 水野覺 太夫、 島澤九 右衞門 一 小隊 鼓 正 氣隊繰 出シ、 兩隊申 合、 館 ヶ岡 村 ト今泉 村 トノ間 ヨリー 一手 一一 

分チ、 覺 太夫、 九 右衞門 一 小隊 本道 ヲ押、 正 氣隊ハ 山手へ 向ヒ、 今 泉 村 ノ砲聲 ヲ目當 一一 進 ミ候處 、丑 半 刻 頃、 右ノ 山手 一一 潜伏 

之 賊百人 計、 本道 へ ，；^ ヒ候 小隊 へ 不意 一一 打懸候 間、 味方 ョ リモ 及發砲 候處、 賊 烈敷發 砲、 互 交 連發、 一 時計 砲 戰候得 共、 小人 

數 故苦戰 中、 正 氣隊、 賊之 後山 ョ リ 攀登發 砲、 賊徒 忽散亂 候處、 山中 樹木 繁茂 潜 匿 不相分 候 間、 小隊、 平 押 二 進 ミ候折 柄、 再 

山手 ヨリ 賊頻 - 一打 掛候 付、 正 氣隊、 潢衝發 砲 候處、 賊忽チ 今 泉村サ シ テ败走 候 付、 尾 擊候處 、申 半 刻 頃、 賊、 同村 放火 遁逃 ス、 

ョ ッ テ猶可 致 追討 之處、 及 日 晡候付 引 上、 同夜 戌 刻 頃、 須 賀川驛 へ 凱陣仕 候、 手 負 四 人。 JS  、隊！ 郎 ^|1暮¥ 大大 

十三 日、 督府、 參謀 伊地知 正 治 二 命シ テ、 一 一本松  一！ 赴 力 シメ、 薩摩、 長 門、 土 佐 三 藩 兵 ノ白河 二 

在 ル者ヲ 、一 一本松 一一 差遣 ス G 

伊地知 正 治 

御用 之 儀 有 之 候 -ー 付、 一 一本松 へ 出張 可 有 之樣被 仰 付 候 事。 

八月 十三 日  白 川口 總督府 御使番 

奧羽 追討 日記 

〇  . 

長 州 藩 除  長  中 

其 藩、 當 所在 陴之 人數、 明 十四日 ヨリー 一本松へ 爲ー ーノ 見出 張 可 有 之 旨 . 御沙汰 候 事 G 

八月 十三 日  白 川口 總督府 執  事 


奧羽 追討 日記 

〇 

各 通 薩州藩  土 州 藩 隊長 中 

其 藩 、常，.^ 滯在之 人數、 明 十五 日 ヨリ 二 本 松へ 爲 ニノ 見出 張 可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

\ 弓 十四日  白 川口 總督府 執  事 

奧羽 追討 日記 

〇 魔應 出軍 戰狀 一一 云 、八..： 十五 日、 一 番、 三番、 五番、 竝長、 土 之 兵 凡 一 千 計、 白 河 繰 出、 一 一本松 滯 陣 之 諸隊ト 合シ、 會城ヲ 屠 

之 策 一一 テ、 同ト 七日、 一 一本松へ 著。 

〇 山 2: 豐範家 記 二 云、 八月 八日、 當是 時、 伊地知、 板 垣 早 ク巳 二 直進 討 會ノ議 ヲ起ス 、然 レト モ大 總督府 ノ議、 此ニ アラス、 

存调亦 至 ラサ ルヲ 以テ、 敢テ 之ヲ露 セス、 是 二 至リ、 藩 兵 白 河 二 ブ ル者、 盡ク 擧テー 一本松 二 入ラン トス、扳垣謂伊地知曰、^i^- 

兵 ノ白河 一一 在ル 者、 注々 進軍 ヲ請フ ト雖モ 、貴 藩ノ 兵亦此 一一 ァ ルヲ 以テ不 許、 今責 藩、 旣 一一 然ラハ 則 我 兵モ亦 擧テ發 セン ノ 

ミ、 伊地知 曰、 不可 ナリ、 東京 ノ報 曰、 肥藩拉 二  土 州 新來ノ 兵ハ、 白 河ノ援 トシ テ可ナ リト、 貴藩ノ 新兵 ヲ進メ 舊兵ヲ 留メシ 

ハ、 是レ特 一一 貴 藩ノ意 ノミ、 今 責藩兵 ヲ進メ  、獨リ 肥 兵ヲ置 カン 一一 ハ、 肥 人 必ズ服 セス、 且ッ我 兵 ノ白河 ヲ守ル ャ殆ト 六 旬 

唯此 一進 擊ヲ待 ッノミ 、板 垣 曰、 我 新兵 ノ來ル 、實ニ 朝 命 ニ出ル 二 非 ラス、 亦 諸藩ノ 兵威 ヲ助 ケン トス ルニ 非ス、 特 ニ舊兵 

ノ死 i ヲ補ハ ンカ爲 ナリ、 卽チ其 兵 二 長 タル 者ハ 、多ク ハ先キ 一一 安塚 ノ役創 蒙 ル者ニ シテ、 固 ヨリ 新 舊ノ別 ナシ、 且貴 i  ノ 

白 河 一一 在 ルト、 我 ノ今市 竝白河 ヱ 寸ル ト比シ 一一 4 之 レハ、 我 レ何ソ 俄- i 藩 ノ下ニ 出 ンャ、 伊地知 氏 、大工 笑 テ曰、 好シ、 貴 

藩ノ 弊藩ト 均， ン ク 此ニ留 ルへキ 二 非ス、 斯ク 進軍 ヲ勇テ コ ソ、 大事 必ス 成ラ ン、 於是、 議遂 二  TTi ス 

十四日、 賊兵、 本 宮驛ヲ 焚 掠ス、 督府、 土 佐 藩 兵 ノニ本 松 二 在 ル者ヲ 遣 シテ、 之ヲ守 ラシ メ、 三 

き 古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 十四日  一 0 う 


復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 十-五 • 十 六日  一 一 〇 

春 藩 一一 命シ テ、 兵 I、 小 ヲ本驛 一一 出 サシム G 

〇 山 內 豐範家 記 一一 云、 八月 十四日、 黎明 本 宮驛、 賊ノ爲 一一 放火 セラ ル、 存スル 所 十 ノー  分 而已、 先是、 本 宮守 兵 ヲ置カ ス 、 於 

是、 九十 合隊 ヲ出シ テ 之ヲ守 ラ シ ム、 別府彥 九郞監 之、 本 宮ハ會 津道石 筵、 中 山 兩道ノ 衝-ー 當リ、 又 三春、 白 河、 一 一本松 ノ官 

道 湊合ス ル所、 驛亦大 ナリ、 攻易ク シテ守 リ難シ 、然ル 一一 今、 十ノ 一  ヲ存ス 、若シ 又、 其ノ 一  ヲ失ス レハ、 大 一一 宫兵 ノ往來 一一 

苦ム、 燒殘ノ 餘返テ 守 リ易シ 、故-一 我 兵 守 之、 而シテ 夜々 我 力 各 除 ヨリー 名ヲ出 シ本營 二直 シ、 不時 ノ變ヲ 報 セ令ム C 

〇 

三春 藩 一 小 隊 

右本宫 宿へ 出張 被 仰 付 候 事。 

八 月  總督府 參  謀 

.  三春 藩 記 

〇 三春 藩 記-一 云、 八月 十四日 曉、 本宮宿 一一 テ 賊徒 放火 イタ シ候 一一 付、 高木 村 番所 援兵 ト シテ人 數差出 候處、 最早 賊徒、 玉ノ 

井、 熱海邊 へ 遁逃之 由、 尤 宫軍モ 追々 一 一本松 ヨリ 本宮へ 繰 込、 嚴重 二 相 成 候。 

十五 日、 參謀 多久茂 族、 肥 前 藩 兵 15、 セヲ率 ヰ テ白河 二 至 ル 、喜 連 川 藩兵サ ^ 之 ェ屬 ス。 5Mi 

十六 曰、 督府、 肥 前 藩 兵 二 命シ テ、 白河ヲ 謦守セ シメ、 彥根、 忍、 大垣三 藩 兵 ノ白河 -1 在ル 者ヲ、 

福 島及ヒ 本宮驛 一一 差遣 ス、 尋テ忍 藩 兵 一 1 更令シ テ、 白河ヲ 警守セ シム。 

〇 達 書 四 通 

肥 前 藩 除 長 中 

當白川 仙臺ロ 街道、 左手 ヨリ 金 勝 寺 口 街道 右手 迄、 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事 C 


八月 十六 日 


白 川口 總督家 執 


ink 


〇 


其 藩 人數、 從明 十七 日、 福 島へ 出張 可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

追テ、 湯 木口 警衞被 免 候 事 C 

八月 十六 日 

〇  . 

其 藩 人數、 明 十七 日ョ リ、 福 島 へ 出張 可 有 之 g 御沙汰 候 事。 

追テ 、江戸 口 警衞被 免 候 事 C 

八月 十六 日 

〇大 垣 藩 兵へ 達 書 

其 藩 人數、 從明 十七 日、 本宮驛 へ 出張 可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

追テ、 仙臺ロ 警衞被 免 候 事。 

八月 十六 日 

其 藩 、 此度福 島 出張 之 兵隊、 當分此 地 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 十六 日 


彥根藩 隊長  中 


白 川口 總督府 參 


S 藩 隊長  中 


白 川口 總督府 ，參 


白 リロ 總督府 參 


忍 


謀 


謀 

* 羽 追討 日記 


復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 十六 n  一 一 一； 

八巧廿 一日  白 川口 總督府 執  事 

松 平 忠敬家 記 

〇 井伊 直 憲家記 二 云、 八月 十五 日、 t£ 、日白 河 湯 本 口 警衞之 兵隊、 福 島 口 へ 轉陣之 令 ァリ、 同 十七 日、 白 河 出立、 十九 日、 一 一 

本 松 へ 著陴、 以前 分隊 之 び：ハ、 一 一本松 之守ト 合併 之 令 ァリ、 備前、 忍、 柳 河 藩 等 ト同陣 也、 不遠福 島 へ 進擊相 成へ ク、 賊ハ 仙臺 

六 百、 棚 食 五 小隊、 米澤ー 小 防 計 リ籠リ 居候 由、 尤 先鋒 會津へ 進擊ノ 時ハ、 賊必 後口 ヲ壟フ へ キ 地-一 付、 上 杉 仙臺ノ 押へ 也。 

〇 賊兵、 下手 渡 ■Ipfiv" ヲ 陷ル、 督府、 柳 河 藩兵ノ 本宮驛 一一 在 ル者ヲ シ テ赴 キ擊タ シ厶、 

翌日、 藩 兵 下手 渡 一一 至 ル 、賊旣 一一 退テ 、月 立 村 二 據 ル 、乃チ 下手 渡 藩 兵ト俱 一一 擊テ 之 ヲ走ラ ス 。 

〇 立 花 種 恭家記 -ー 云， 出 雪 守 在 處奧州 下手 渡 近隣 ハ 、棚 食領、 福 島領， 多 田 領處々 へ 兼 テ仙臺 ヨリ 兵隊 分配 致シ有 之、 下手 

渡 ノ義ハ 、三春 表へ 出張 ノ宫 軍へ 應シ候 趣 承リ候 哉、 右 仙臺ノ 兵隊、 下手 渡へ 襲 來ノ由 相 聞 候 一一 付、 三春 表へ 出張 ノ參謀 渡 

邊淸左 衞門殿 へ 、下手 渡 ノ家來 共 ヨリ 援兵 願 出候處 、官軍 モ處々 へ 御 分配 二 付、 急速 ノ御取 計 難 被 及、 侬之、 下手 渡 陴屋ノ 

老幼 婦女子 ノ分、 三春へ 爲引移 候 様 御 達 一一 付、 八月 七 H 迄-一 、右 之 北ハ、 不殘同 處へ引 移 申 候、 

同ト 六日、 仙臺賊 三百 人 程、 下手 渡陴星 へ 襲 來ノ由 一一 付、 兼テ 領内 要路 へ 番兵 差 出 置 候 人数 一一 、叉々 相 加 致 防 戰候得 共、 

條之通 小人 數 二 テ兵勢 不相對 、依 之、 疾速人 數引揚 、陴星 相 固罷在 候處、 賊 兵、 處々 ノ 山間 ヨリ 入 込、 陣星 下町 方 拉傾分 在々 

へ 放火、 續テ陴 星 へ 亂入、 發砲且 放火 致 シ防兼 候 一一 付、 不 得止亊 住居 向 自燒、 其 外 不殘燒 亡 一一 付、 領分小^G村ノ  2： へ 引揚申 

候、 お 節賊兵 放火 -ー 紛 レ 、十-家 農家 へ 押入、 衣類 金錢等 奪取、 且 陣屋 へ 積 置 候 米 六 百俵餘 奪取 引取 申 候、 

同 十七 日、 晝時 比、 柳 河 兵隊 下手 渡へ 繰 込 候處、 最早 贼共 引取 候 後 一一 テ、 下手 渡 ヨリ 三十 町 餘有之 候 月 立 ト申處 一一、 末 ター 一 

百 人 程殘リ 居候 趣 二 付、 柳 河 丘ハ隊 一 同 丘 ハ卒差 出 追討 致 シ候處 、贼共 防戰遂 -1 敗走、 生 怖 共十餘 人、 柳 河 兵隊 -ー テ討取 候 趣、 

尤 同日 モ日暮 一一 付、 其 儘 下手 渡 へ 引揚 候。 


〇 立 花 鑑寬家 記 一一 云、 八 E: 十五 日、 弊 藩 人數本 (=2 へ 著陴、 晚、 大 總督府 ヨリ 御 使 ヲ以テ 下手 渡 之賊襲 來モ難 計、 急速 同所 

へ 爲應援 進軍 可 致 ST 御 達 有 \ 一 候、 同 卜 七日、 進軍 之處、 同處旣 -ー 賊之爲 -ー 灰塵 ト相 成、 月 立 へ 賊屯集 -ー 付、 下手 渡 藩 兵 合併 

進颦、 賊五 六十 人 計 發砲防 戰致候 得 共、 終 二 仙 臺之方 へ 逃 去、 此日 打取 三人 有 之、 暮頃 下手 渡 へ 宿 陴仕候 事。 

十七 日、 總督正 親 町公董 東京 ヲ發 ス、 岡、$、丸三上^^す 一 一藩 兵 之 一一 屬ス G 

〇 鬼 征總督 記 二 云、 八月 十七 日、 正 親 町 卿、 白 川口 出張 被 遊 候、 唯 九 卜 九 隨從三 上 藩 警衞之 事 C 

〇 陣中 日誌 一一 云、 八 n: 卜 六日、 奧羽 追討 白 川口 總督、 兼テ從 大 總督府 御沙汰 二 付、 明 十七 日、 東京 御 出馬 御 治定ノ 事、 但シ 

驚 尾 殿御 所努 一一 付、. n 川口 總督被 免、？：？ £ 家 同所 著 到ノ 上、 御歸陣 二 可 相 成 御 治定ノ 事。 

一 今般 白 川口 出馬 副從ノ 面々 左 二  、 

肥 州 參諜 小 代淸八 州 御使番 唯 九. I 九 

tHn 掛 錦 部. s: 記 

1 三 上 藩に ハ隊， 隨從御 道中 會計方 御宿 割 等、 於 大總 督府被 仰 付 候 二 付、 御宿 陣 S きが W 內 へ 隊長 會計方 等、 諸 

事爲伺 出頭 候 事 e 

三 上 藩 隊長 福 m 東 市  . 

同 會計方 木本 七 左衞門 小口： i- 次^ 三 邨 省 三 

塚 本 信 太 郞 下役 三人 小者 三人 

三 上藩總 人員 .H 分 二 拾 人 兵隊 二 拾 人 馬 一疋 小^！ぉ ト五人 

一 御供 隨從ノ 面々 左ノ 通、 

喜 多 邨雅樂 松 永權守 川上 左 £ 

舌  大輔 大木 小 一郎 
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小頭 小 林 庄七郞 ロ柿武 藤 忠 士 n 郞 

下部 虎吉  同 熊 吉 伊助 安之助 

下 口 取 常 士  C  . 

岡 ヨリ 來ル 御馬 口 取 野中 太 一郎 後藤 富 

御 守 衞岡藩 中 川 濤太郞 茨木 €： 藏助 

杉邨 常太郞 杉 谷 熊次郞 

御 守衞 組 ノ^ 高橋士 n 載 ^ 谷 卯 之 ； 

後藤 市太郞  上 E 新 一 

衞藤 小才 次 佐 藤 友 三 J 

廣 瀨軍藏 

ト 七日、 早朝 0 州 邸へ SJ^、 御 出、 卽刻御 歸館御 出馬、 已刻 行軍 列 左 二、 

三 上 f ハ隊岡 藩 組 五 人 i 菊 御 旗 1^1 上 i| 配 旗 御 騎馬 執事 御換馬 參謀 御使番 箪宫 以下 略 之、 

n  H  p  口 岡 藩士 近！ a 

千 住 御 著 御 K 飯、 草 加 御 著 御 治。 

〇 岡 藩 記 二 云、. H 分 拾 人、 足輕九 人、 正 親 町中 將 殿御 警衞 出兵。 

〇 遠 藤 Si 城 家 記 -ー 云、 八月 十四日、 正 親 町中 將殿、 明 後 十六 日、 當府進 發白川 表へ 出張 -ー 付、 右 隨從可 有 之 旨 御 達、 同日 御 口 

達、 

鷲 尾殿ト 交代 御 婦營之 節、 尙亦隨 從可有 之 旨 御 達 之 事、 

十六 日、 御 使番衆 ョ リ 正 親 町 殿御 隨從、 會計方 モ可和 勤 御 達、 御 賄 金 御 下 渡 相 成、 明 十七 日 正 明 六 時 御 發途、 御 守 衞候樣 御 


a 達 モ有之 候。 

〇 是 ョ リ先、 贼兵、 福 島 城 -ー 據ル、 是日、 大舉シ テニ本 松, ー來リ 逼ル、 官軍 油井、 鹽澤ニ 村ニ邀 

へ 擊テ之 ヲ破リ 、追 躡シテ 八 町目驛 一一 至ル。 

〇 井伊 直 憲家記 一一 云、 八月 十七 日 辰 刻、 一 一本松 へ 贼進來 ノ報ァ リ、 忽 斥候 ヲ出ス 、賊 ハー 一本柳 驛內柬 之 方 佛寺之 前 一一 群集 ス、 

IM: 候 何 之 藩ャト 問へ ハ 、仙 臺ト 答フ、 斥候 直- 1 引 遠ス、 賊之ヲ 悟テ頻 一一 發砲ス 、兼 テ八軒 ヨリ 先 五町 計 二 胸壁 ヲ築 キ、 一 番 

隊贯 名德ー ー郞 出張、 本道 ヨリ 右 之 方 五町 計リ、 谷地 山 へ m 中與左 衞門隊 出張、 左 之 方 觀音山 へ 堀部彌 次郞隊 出張 埋伏ス 、斥 

候 隊ヲ以 本道 油井 村邊 ヨリ 發砲ス 、暂シ テ欺テ 敗走 之 如 クス、 賊モ亦 進 來ス、 巳 刻 頃， 一至 リ互 ニ戰ハ ス、 時  一一 土 州 兵隊 一 三 一 

小險 來テ、 賊來ラ ス ハ 吾ョ リ常ラ ン ト云テ 、本道 ヨリ 右 之 山手 ハ吾藩 二 テ 進擊セ ン 、土 州 ハ左之 山 ヨリ 進擊セ ン ト決 議シ、 

三方 ヨリ 攻メ ン トス、 油井 村 ノ兵第 一 一一 戰フ、 賊之 ヲ專ラ 二 防ク、 此隙 一一 乘シ 左右 ノ山 ヨリ 急 一一 突入 ス、 賊狼狠 防 ク能ハ 

ス、 忽 敗走 ス、 猶之 ヲ追テ 一 里 半 計， 八 町 目 宿 一一 至 テ止ム 、此 戰賊ヲ 斃ス數 十、 賊人數 凡 千 五六 百ト 云、 未 刻 總軍凱 還ス。 

〇 陵應 出軍 戰狀 二 云、 八月 十七 日、 一 一本松 城 町家 出口、 彥根藩 番兵 先へ 賊徒 壟 來リ挑 戰ノ趣 相 聞、 長 州、 土 州 藩 出兵、 一 一番 隊 

モ爲應 援人數 繰 出、 一 一本柳 出 放 迄 進軍 候處、 彥根 藩賊ヲ 打拂、 八 町目ノ 方へ 致 追討 候、 然處、 街道 筋 左ノ方  一 丁 計 リ隔リ 、鹽 

淨村 一一 賊徒お 人餘和 見得 候 -ー 付、 當隊 g 長 州、 土 州俱々 暫ク 進擊、 賊忽チ 敗走、 山手 細道 十 丁 位 追討、 人 數引揚 候、 尤 仙賊兩 

人生 怖、 討 取少々 御座 候 得 共、 人數 和 分不申 候。 

〇 戊已征 戰紀略 二 云、 八 月 十 七 日、 賊仙臺 口 ヨリ 出ッ、 兵ヲ分 テ之ヲ 担ク。 

〇山2： 徵範家 記-一 云、 八月 十七 日朝 八 時 頃、 福 島 屯築ノ 賊徒、 一 一本柳 ヨリ 進ミ、 彥藩持 口  - 一迫 ル、 彥藩 援兵 ヲ乞フ 、祖父 江 可 

成、 我 一 一番 隊ヲ 率ヒ援 之、 片岡、 伴監 之、 秋澤、 安岡 副 之、 彥兵ハ 本道 竝 ニ右ノ 山手 ョ リシ、 我 兵 左 ノ山ョ リシ、 三面 齊シ ク攻 

擎ス、 賊容 易-一敗 走ス 、追撃 一 里餘、 八 町目驛 ニ至テ 止ム、 歸營ス ル時已 午 十一 一時 ナリ、 是日、 久時衞 、小 南 猿四郞 ノー 一隊 亦鑌 

復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 十七 日  一一 五 
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テ出ッ 、賊. 巳 二 敗走 スルヲ 以テ戰 二 及 ハス シテ 歸ル、 我 兵 賊徒 三名ヲ 柿縛シ テ、 北 越戰爭 ノ狀ヲ 問フ、 役レ 云、 北 越 味方 

大敗 シ テ 衆澤、 莊内 、會津 等 モ 皆國境 ヲ固 ムル由 ヲ聞ケ リト。 

〇 土 持 左 平 太 手記-一 云、 八月 卜 七日、 一 一本松 城下 ヨリ 先 キー 一里 程、 福 島 街道 八 町 目 ト云所 -ー 、仙賊 三百 人位 押 寄、 彼方 番兵、 

彥藩 出軍、 自 一々 ノ 注進 一一 侬リ、 十一 一番 隊、 大砲 隊援 隊ス、 其 他 土 州 同 斷ノ處 、暫時 ノ間 一一 彥兵 ® 十一 一番、 土 州 兵 三 小隊 ヲ以擊 

散シ、 直 二 賊效去 レリ。 

〇 仙躉 藩 記 二 云、 八月 五日、 伊達 筑前 難 f 門 仙、 人數三 小隊、 別 手 組 ls、 百 入隊 長大 越 文 五郎、 福 島 迄 繰 込、 八月 十六 日夜 

軍， ン テ、 米澤、 一 一本松、 棚 倉、 山形、 上ノ 山、 福 島 ノ六藩 合併 三千 餘 一一 シテ、 一 一本松 屯 集ノ宫 軍へ 進 擊ノ手 ゃ哲ヲ 合、 一 一本柳 迄 

繰 込 處、 同月— 七日 午前 七 時 頃、 仙 藩 ノ手ョ リ戰爭 始リ、 各藩 二 テモ發 砲、 十一 一字 頃 迄 及 接戦 一一 候 得 共、 格別 ノ 勝敗 モ相 

附不& 故、 一 先 引揚、 福 島へ 在 陴ス、 此日 飛行隊 |§、 ト唱候 人數ノ 内、 十 人 餘戰死 仕 候。 

〇 丹 羽 長 裕家記 二 云、 七月 廿 九日、 一 一本松 落城、 藩 ± 米澤兵 二 合 シ テ、 庭 坂 二 宿 陣ス、 丹 羽 部 助 忠恕 總括 タリ、 八月 十七 日、 

各審合 兵、 一 一本松 進 搫ノ事 ァリ、 先 ッ總括 丹 羽 掃 部 助、 軍事 方」 廣瀨七 郞右衞 門、 岡 佐 一 右衞 門、 福 島 城下 一一 性テ 軍議、 攻ロヲ 

定ム、 本道福島 ヨリー 一本松 口重 二 小 i 纏 ssa^3 囊 i 讓藝聽 仙臺 

兵 、山形 兵、 上 ノ山兵 二 合ス、 I ヨリ 鐵禱ロ ま 一本 我 兵 一二 小隊、 S 籠 WM^SSgsi^ ま 兵 一一 小 

除、 Is 錄 S  -f  、大 森ョ リ I  口、  IS 一本 我兵ー 一一 小隊、 

丘 If 、米澤 兵 1 一 小隊、 一一  合 ス 、本 B 午前 一 一時、 總軍福 I 發ス、 早曉 本道 ノ兵 進テ 一 一本柳 一一 及フ、 西 

軍 Ms:  土  I： 斥候 ラ出シ 、忽チ 砲 發ス、 束 軍 合 兵、 暫時 砲 擊ス、 敏兵奮 進 烈戰ス 、時 二 鳥渡、 大森兩 ロノ 兵、 機 ヲ失テ 兵端 ヲ 

開 カス 、東軍 爲メ  二 遗ュ、 退テ 若宮 ノ 胸壁 ュ據ル 、彼レ 進 マス、 我 レ亦タ 共 ヲ收ム 、此役 我 兵 死 一 一人、 fs§i!-" 傷 一 一-人。 

铳士内 藤甚之 助、 

銃 卒遠藤 新吉、 


〇 水 野 忠弘家 記-一 云、 隊長 一 一本松 小 次 郞隊ー 一十 一 人、 统頭劍 持豐太 郞隊ー 一十 七 人、 大砲 一 門、 砲手 八 人、 其 外 諸 吏 共 總司鈴 木 

森右衞„^引率、八月卜五日、福島驛へ 繰人申候、然處、同所會議所 二 テ仙藩 申 聞 候 二 ハ 、一 一本松 表 迄 各藩 一 同 進軍 可 致 旨、 就 

テ ハ 一 番手 一 一本松 隊、 一 一番手 仙臺集 議隊、 三番 手 同 飛行隊、 此隊之 左右 ヨリ 山形、 上ノ 山、 兩除 應援ト シテ^ 進 候 樣トノ 事 二 

テ、^ 米 p^,4.^f- 、、庭 依 之、 翌十 六日 一 同 黄昏 ヨリ 出發、 翌十 七日 巳 ノ刻比 ト相覺 、一 一本柳 迄 相 進 候處、 右 四 藩 之內、 一 一本 

^ザ 3 リ另 \if.* 一一え 

松隊 ハ 同所 本道 ョ リ 前進、 仙臺除 ハ 裏手 間道 ョ リ 相 進 候 儀 二 テ 、山形、 上 ノ 山隊モ 須テ 相 進 候處、 何方 共 不相分 砲 聲相聞 候 

一一 付， 覺悟致 シ 居候 處、 意外 之山溪 ョ リ 烈敷鳥 鏡 打懸ラ レ 候處、 各隊致 狼狠、 暫時 砲戰 一一 及 候 得北ハ 、朋崩 レ 卜 祁 成、 終 一一 若宮 

ト巾邊 迄 落 行 候處、 最早 尾 擊モ無 之 候 二 付、 散亂 之人數 相纏メ 引取 候、 途. B. 山中 靜翁 II 一一お， 之 笠 % 馬上 二 テ 福島ョ リ甌來 、淸 

.  戟士ム V*  口 

水 町 寺院 一一 諸 勢 引留、 是 ヨリ 守 返 シ候樣 被 申 候 得 共、 ィ ッ レ モ勞兵 之 旨 申述、 一 同 福 島驛へ 「.n 揚. &候 死 一 人。 i» 次郞、 

〇 板 會勝達 家 記-一 云、 八月. H ハ日、 各藩 福 島 - ー於テ 軍議、 淸水 町驛ョ リ仙 藩、 上 出 藩 人數、 大 森村ョ リ米藩 * 一 一本松 藩 人數、 

川误ロ ョ リ棚倉 藩人數 三面 進 擊之事 一一 相 決ス、 明レハ 十七 日、 早天 一一 福 島ヲ繰 出シ、 淸水 町驛ョ リ仙 藩、 上 山 藩 人數、 已刻 

頃 1 一木 柳 村 -fs 松 八 丁 間 H ナ驛 リト、 邊 二 於 テ砲戰 相 始リ、 利ァ ラ ス シ テ遂 一一 未 刻 過 福 島 二 引揚、 大淼 村- ョ リ米 藩、 一 一本松 藩人數 尸 

不戦 シ テ ；幽 刻 引揚 ク 、川 俣 口、 棚 倉 藩人數 ハ 小 國村邊 一一 テ 少 々 砲戰、 勝敗 無 之 シ テ 福 島 へ 夜半 過引揚 ク 。 

〇 松 平信 安家 記-一 云、 八月 中、 福 島 方面 至急 之 趣 二 付、 國境固 メ之爲 一 小隊 差 出 置 候處、 福 島 方面 出兵 之 各藩 ヨリ、 頻リ 二 

應援 致候樣 催促 御座 候 -ー 付、 則 八 町 目邊迄 人數繰 出、 一 戰有之 候處、 味方 敗走 仕 候。 

〇iit 麵雜赚 針 I  二 云、 傳習隊 、七月 二十 六日、 若松 之 城下-一至 ル、 然ル 二 東口 娜！ -nY  ノ歒國 境へ 接 迫 セリ、 且此 ロ備手 

豫ニ 付、 吾兵 ヲ シテ 應援セ ン トス、 依テ 同一 ート 九日 若松 ヲ發 向シ、 傳習 隊ヲ率 シテ、 猪 苗代 ョ リ將軍 山 .Jf^ 出張 ス、 大 

原 村 本陣 タ リ、 前 備ヲ中 軍 山 へ 置 ケリ、 會藩ー 一 小隊、 田 中 源 之 進 長 タリ、 仙 藩 三 小隊、 一 一本松 藩 一 一 小隊 出兵 ス、 大島圭 介指禪 

シテ、 山上 或ハ 要所 二 胸壁 ヲ築ク 、八月 十七 日、 一 一本松 ノ城 ヲ擊タ ント、 夜 ル將軍 山 ヲ發シ 、出 人 村 二- ff トニ IIT 房 至ル、 

導 人 導ヲ失 フカ 故 一一 、戦機 ヲ失 シ引揚 タリ。  . 

復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 十七 日  一 一 七 


復古 外 記 C 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 十七 日  一 一 八 

0 南 摩 綱紀 筆記 二 云、八月九日、三好君-¥  ^.^1!.ー»随^^小%\1&1れ% 諸人 ト共 一一 福 島 一一 至リ、 一 - 一本松 城ヲ 進擊ス ルヲ議 ス、 

三瓶梶 助、 十 S 摩 八 之 丞等飯 坂 一一 至リ、 棚 倉 fe- -ー  謁シ、 又 二 本 松兵ノ 屯集セ ル庭坂 村 一一 至リ、 藩 相 丹 羽 丹 波 等ト議 シテ出 丘ハヲ 

約シ、 諸 藩： H  ノ閒 二 周旋 シ テ 部署 粗 備リ、 十一 一旦 一本松 城ヲ 進擊ス ルコト ニ诀セ シカ、 此日 故ァリ テ之ヲ 止- ム、 是ョ リ日々 

福 島 軍議 所 二 テ 軍議 ァリ、 4- 六日 夜半、 諸 兵 ヲ三道 二分 チ、 仙 臺兵ハ 本道 八 町 目驛ョ リ進ミ 、一 一本松、 山形、 上 山等ノ 兵之ヲ 

援ク、 米 澤及ヒ 二 本 松 ノ兵ハ 北方 間道 ヨリ 進ミ、 一 一本松 城 ノ背ヲ 襲ヒ、 福 島 ノ兵ハ 阿武隈川 ノ 南北、 岸 側處々 へ 進 屯 スルノ 

策诀シ テ 、各 隊進發 ス 、霖雨 泥濘 歩行 便ナ ラ ス 、仙臺 兵 等 八 町 目 二 至レハ 天已 二 明タ リ、 西 軍 山上 ョ リ少々 發砲 ス 、仙臺 兵、 

一 一本松 兵 先 潰ュ、 山形、 上 山 丘 ハ隨テ 漠走ル 、火 銃 三門 及 彈藥ヲ 失フ、 西 軍 僅 一一 十數人 之ヲ追 來ル、 三 好 君途ヲ 要シテ 之ヲ留 

ムレ トモ、 一 人 モ留ル 者 ナク、 皆 先 ラ爭テ 福 島 二 遁歸ル 、間道 ノ兵モ 亦 傍觀シ テ進 マ ス、 八月 ョ リ 九月 二 至 ル マ テ、 福島ノ 

南 川 侯、 保原邊 -ー テ 仙臺 兵、 西 軍 ト數々 戰ヒ 、互 二 勝負 ァリ。  . 

0 蘆 野 某 12 書 ヲ督府 一一 上 リテ、 官軍 ノ傳 遞、 及 ヒ供億 等ノ事 一一 服シ、 管內 疲弊 セ シ情 狀ヲ陳 

シ、米三百^:1^1ヲ借ン コトヲ 請 フ。 

蘆 野 雄 之 助 領分 野 州 那須郡 蘆 野宿 之 儀、 小 宿 困窮 之弊驛 -ー 御座 候處、 當 四月 官軍 白 河 御 進 擊以來 、英大 之 御繼合 -ー テ 、平 

常 之繼合 主法 -ー テ ハ 難行 届 候 -ー 付、 上野 兩州白 河 詰 軍夫 交替 之 者 日々 留置 相貯、 其 他 白 河 詰 軍夫 之 内、 諸 藩 ヨリ 借用 、魔 野 

宿へ 繰 下ケ、 何 レモ 相- 貯置、 且 領分 芳賀郡 ヨリ 人足 八十 人爲相 詰、 猶 官軍 賄 米 旁 莫大 之粮米 相掛、 小 邑之儀 如何 一一 モ取計 

方術 計 相 f ェ。 S 惑 仕 候、 元 來蘆. 野宿 之 儀 ハ 、白 河表ョ リ 日々 米穀 運送 相 凌 居候 場所 二 テ 、 外 手段 無 之 候處、 白 河 御擊入 以來、 

商賣送 米モ無 之、 當夏以 來殊之 外食 料 乏敷差 支 難^ 仕 候、 依 之、 御 時節柄 歎願 仕 候 儀 ハ深奉 恐 入 候 得 共、 無 餘儀粮 米 三百 

俄、 當分之 間 拜借奉 願 上 候、 右 願 之 通 被 仰 付 被 成 下 置候ハ 、 、難 有 仕 合奉存 候、 以上。 

辰 八月  蘆 野 雄 之助內 加 藤 三 平 粱瀕小 膳 


奥 羽 近 討 日記 + 

〇 本條、 批紙ラ 佚ス。 

〇 肥 前 藩 後軍 白 河 二 至ル。 難 ilf 

十八 日、 勅使 平 松 時 厚 I 確- 白 河 二 抵リ、 勅旨 ヲ傅 へ テ諸軍 ヲ犒ヒ 、且 庶民 ヲ 虐使 ス ル コ ト勿ラ 

シ厶 ◦ 

〇 六 e: 二十 七 曰 諸 軍へ 達 書 二通 

六 軍： 二 下テ ヨリ 巳-一 數月 ヲ閲ス 、加 之 二 霖雨滂 化 風 氣順ナ ラ ス 、又 重 ル 二 炎熱 ヲ 以テ ス 、然 ル 二 將士東 二 馳セ西 ニ走リ 

出、> 喊難ラ 跋渉 シ、 矢 石 ヲ冒シ 、死生 ラ顧 ミス 奮 戰勇鬪 、至 ル處 城ヲ陷 レ賊ヲ 斃ス、 其 忠勇 義烈 深ク 叙 感被遊 候、 其 功 賞 

追テ 思 食 被 爲在候 へ 共、 不取敢 軍士 慰勞ト シ テ 勅使 被 差 立、 酒 看 下賜 候 事。 

六 月  ， 

春來、 賊徒 處々 二 於テ 宵 軍 二 相抗シ 候砌、 其 土地 人民 兵火 二  g 惟リ、 娀役 二 疲レ、 或ハ 粮盒ヲ 送リ、 或 ハ 彈 藥ヲ； 連 ヒ 、朝夕 奔 

走、 實 一一 戰地ノ 習 ヒ無據 事 トイへ トモ、 均シク 朝廷 之 赤子、 深ク 御 憐愍 被 思 食 候-一 付、 厚 ク好生 仁慈 之 御 一 h 趣ヲ奉 

^シ、 愈 以テ安 撫救恤 之 道-了む ヲ盛シ 、假初 一一 モ 非道 之 驅使無 之、 人民 令 安堵 候樣 御沙汰 候 事。 

,、 辨 事局 叢書 

ュノ  P 太政官 日誌 

〇 達 書 1 一通 

今日、 軍士 爲慰 勞、 勅使 平 松 甲斐 權介 殿當地 へ 御 到 著 -ー 相 成 候閒、 此段爲 御 心得 申入 候、 以上。 

人弓ト 七日  本營執  事 

復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 十八 日  一 一九 


復古 外 記 河口 戰記 第五 明： IS 元年 八 H: 十八 日  •  一  二 〇 

黑^ 藩  館 林ぎ 

肥 前 藩 紀州藩 役人 中 

〇 

勅使 平 松 W 斐權介 殿、 明 十八 日 御 逯被成 候 問、 各藩 御 隊長 中、 本營 最寄參 謀 屯所 へ 御 出、 御 待合 可 被 成 候、 以上。 

八 g: 卜 七日  白 川口 總督府 參  謀 

黑羽藩 館 林 藩 阿 州 藩 

紀州藩 肥 前 藩 右 隊長 中 |i 

〇 平 松 時 厚 事蹟 二 云、 八月 十 一 日、 相 馬 ヲ發ス 、卜 七 M! 、カラメ 村 前へ 、總督 使^、 阿 州 一 小隊 警衞 トシ テ出 迎ヒ、 本 陴迄陪 

從ノ コ ト、 總督驚 尾隆聚 使者 着尋ト シテ 來ル、 仍テ爲 打 合陣所 へ 可 行 向 32 申 聞 候處、 所勞 一一 付是 ョ リ可. S. 上旨 返答、 然 ハ 只 

今 參請ノ 內可來 .S 巾 達 之處、 參謀多 久與兵 衞來ル 、夫々 打 合、 明 卜 八 HM 上刻 、總督 本陣へ 可 行 向 相 達ス、 

十八 日展 上刻 、總督 本陣 二 於テ黑 羽、 彥根、 肥 前、 佐久 山、 薩州、 長 州、 土 州、 阿 州、 尾 州、 紀州、 大垣、 忍、 館 林、 平潟ョ リ 合併 之 

分、 薩州、 備前、 柳 河、 佐 土 原、 大 村等ノ 隊長々々 へ 釵旨ヲ 傳フ、 終 テゅ半 刻、 歸 館ス、 

づ 九日 寅 刻 過、 鷲愿來 館、 咋日之 御沙汰 難 有、 總代 トシ テ御禮 被 申述、 見送 ノ コト、 

使 番竝肥 前 兵 一 小隊、 關門迄 警衞ト シ テ 見送 ノコ 卜。 

〇 奧羽 追討 日記 -ー 云、 八月 十七 日、 平 松 御 著 -ー 付、 道路 爲警衞 阿 州 兵 半 小隊、 關門迄 御 差 出 之 事、 

夕 七 ッ時喷 、平 松る 御 到 著、 當地滯 在、 參謀被 召 候 二せ、 多 久與兵 衞御本 營へ參 上 候處、 御 渡シ左 二、 

明日、 督府へ 參著之 上、 藩 々兵隊へ ； g 命 之 次第 等 中 渡シ候 問， 兼テ其 手配 可 致 置 旨 御 達 -ー 付、 承リ 早速 取 計 候 事、 

十八 日五ッ 時、 平 松, 御 參營、 參謀 多久與 兵衞、 御 使 番山縣 小 太郞、 藩々 隊長 引 連 何 候、 勒命之 次第 細 二 御請 渡シ、 且御ロ 

達 一一 テ御 慰勞、 戰土 一  同へ 酒^^^被下候事、 


七 ッ時、 平 松る 御 退營之 事、 侍 從> ^玄 11 迄 送迎 致 候 事。 

〇 黑羽藩 記 二 云、 八 e:: 卜 九日、 日 勅使 平 松 S. 斐權介 殿 東 下、 爲慰勞 軍 土  二 賜 酒 翁、 酒 九 斗 料金 拾 贰兩、 i 一 百 五 ト枚料 

金 五兩。 

十九 日、 總督、 未タ至 ラサル ヲ以テ 、鷲 尾隆聚 仍假ニ 總督ノ 事ヲ攝 知ス、 是日、 隆聚白 河 ヲ發シ 

守 山 二 抵ル、 阿波 藩 兵 之 二 從フ。 

1 奥羽爲 追討、 總督正 親 町中 將殿、 去ル 十七 日 東京 被 成 御 進發候 事、 

一 驚 as 殿御 所努 二 付、 爲 保養 白 川口 總督被 冤 候 事、 低 御代 役 御 著 迄 ハ 、是迄 之 通 御 勤 被 成 候 事、 

右 之 通 御 承知 可 被 成 候、 以上。 

八 月 .t '九日  總督府 參  ， 0 

忍 藩 肥 前 藩 黑羽藩  ， 

館 林 藩 紀州藩 佐 久出藩 ii 

〇 奥 羽 追討 日記 -ー 云、 八月 个九ョ 、曉六 ッ 時、 總督白 川 表 御 出門、 關 門外 迄 藩々 險長御 見送 二 出頭 之 事、 

夕七ッ 時、 總督守 山 陣屋へ 御 到 著 前、 御 決定 之通リ 三春 迄 進軍 之處、 山路 泥 深ク、 兵士 甚タ 疲勞二 付、 阿 州 藩 隊長 ヨリ 段々 

歎願 之 上、 不得止 守 山 陣屋 御 一 泊 之 事。 

〇 蜂須賀 茂韶家 記-一 云、 八月 ト 九日、 白 河口 總督鷲 尾 侍從^  、白 河 表 ヨリ 三春 表へ 御 進軍、 蜂 須賀美 作、 梯津守 上田 甚五右 

衞門除 共 隨從。  — 

〇 松 平 喜 德家記 二 云、 八 0!： 卜 九日、 總督鷲 尾 殿 三春 表 へ 御 操 込 相 成 候 -ー 付、 守 山 陣屋 御 一 泊 相 成 候 間、 爲御 警衞^ 分際 迄丘ハ 

除 出張 候 事。 
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二十日、 鷲 尾隆聚 三春-一 抵ル、 秋 田 映季迎 謁ス。 

〇 奧羽 追討 日記-一 云、 八月 一 ート 日、 今 午 之 刻、 三春 城へ 御 著陣之 事、 伹シ秋 田 万 之助竝 後見 秋 田主税 兩人郊 迎ス。 

〇 松 平 喜 德家記 -ー 云、 八月 廿 U 、鷲 尾 殿 三春 表 へ 御進發 二 付、 兵隊 御 警衞仕 候。 

〇 秋 S 映 季家記 -ー 云、 八月 廿日、 總督鷲 尾 殿 三春 へ 御 人 城、 御 賄 被 仰 付 候 事。 

〇 督府、 大 舉シテ 若松 城 ヲ攻メ ン トス、 乃チ 諸軍ヲ 部署 シ、 參謀 伊地知 正 治、 板 垣 正形ヲ シテ、 

藤 摩、 長 門、 土 佐、 大垣、 大村、 佐 土 原 六 藩 兵 ノニ本 松 一一 在 ル者ヲ 率 ヰテ、 石 筵 口 ヨリ 館 林、 黑羽 

1 一藩 兵ノ棚 倉、 及 ヒ白河 U 在ル 者ヲシ テ、 三 斗 小屋 口 ョ リ竝 進テ之 一一 赴カシ メ、 尾 張、 紀伊、 肥 

前、 守 山 四 藩 兵 ノ須賀 川、 白 河、 白 坂 一一 在 ル者ヲ 長 沼、 及ヒ 牧之內 一一 差遣 シ、 機ヲ 相」 ァ勢至 堂 口 

ヨリ 之 I！ 向 ハシメ  、備前 藩兵ヲ 磐 城 平 一一 在 ル者ヲ 、若松 及 ヒニ本 松-一 差遣 ス、 又 參謀多 久茂族 

ヲ シ テ 、勢 至 堂 口 一一  赴キ、 肥 前 藩 兵 ヲ督セ シ メ、 山 田恒長 II や ヲ シ テ、 白 河 二 在リテ 、假 二 參 

謀 ノ事ヲ 執 ラシ ム、 尋テ守 山 藩 兵 一一 更令 シテ、 封內及 ヒ假管 ノ地ヲ 警守セ シム、 是日、 一 一本松 

ノ 官軍、 兵ヲ 分チ、 一 ハ石筵 ロー 一進 ム、 賊兵、 山 入 村 一一 據リテ 力 拒ス、 官軍 撃 テ之ヲ 走 ラス、 一 

ハ中山 口 一一 向ヒ、 賊 兵ヲ撗 川、 熱 海 二 村 二 破ル。 

〇 達 書 五 通 

棚 倉 在 陣館林 藩 隊長 中 

其 藩 白 川 出張 之人數 へ 合併 シ、 三 斗 小 星 ヨリ 會津 へ 急速 進 擊可有 之 旨、 御沙汰 候 事。 


辰 e: 


曰 


白 川口 總督 參 


〇 

棚 倉 在 陣黑羽 藩 隊 

其潘白 川 出張 \ ー人數 へ 合併 シ 、三 斗 小屋 ョ リ會津 へ 急速 進撃 可 有 之 旨、 御沙汰 候 事。 

K 八月 二十日  ，  白 川口 總督 參 

追テ 、進撃 之 期限、 今 市 出張 官軍 へ 掛合可 有 之 事。 

〇 今 市 官軍 ノ事、 一 一十 一 日 ノ條ヲ 參看ス へ シ。 

〇 

須賀 川在陣 尾 

お：！^ 人數、 明 一 一十一 日ョ リ長沼 へ 出張、 侬 形勢 勢 至 堂 口 ョ リ會津 へ 進撃 可 有 之 旨、 御沙汰 候 事。 


長 


白 川口 總督 參 


K 八月 二十日 

但シ、 牧ノ內 出張 之 肥 前 藩 ト掛合 可 有 之 事 ( 

〇 


白 川 滯在之 人數、 明 一 不 一 日 ヨリ 牧ノ 内へ 出張、 形勢 次第 勢 至 堂 口 ョ リ會津 進 擊可有 之 旨、 

辰 八月 二十日  白 川口 總督 

但シ 、長 沼 出張 之 尾 州 藩 へ 掛合可 有 之 事。 

〇 

守. E 藩 

復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 二十日 


隊 長， 

御沙汰 候 事。 

參 


長 

二！ 一！ 


中  謀 中  謀 藩  謀 中 謀 


復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 二十日  ニー 四 

其 藩 人数、 明 一 一 トー 日ョ リ尾州 藩 へ 合併 シ 、長 沼 へ 出張、 依 形勢 勢 至 堂 ヨリ 會津 へ 進 擊可有 之 旨、 御沙汰 候 事？ 


八 ci:  二十日 


白 川口 總督 參 


〇 


白 川口 參謀 留守中、 當分 諸事 引 請 取 計 候 様、 御沙汰 候 事。 

辰 八月 廿ー 日 


〇 


白 川口 總督 


白 坂 滞在 之 人 數白川 へ 繰 込、 於 長 沼 尾 州藩ト 合併、 會津 へ 進 擊可有 之 旨、 御沙汰 候 事。 

辰 八月 廿ー 日  白 川口 總督 


參 

參 


〇 壬 生 藩 兵 へ 達 書 

今般 會津 進撃 二 付 、兵食 運送 差 支 無 之 様、 會計方 へ 承 合 相 勤 可 申 旨、 鷲 尾 殿 御沙汰 候 事。 

但、 出張 之 先 力 ハ 、會計 方 へ 承 合可然 事。 

八月 廿 二日  忍 藩 山 


奧羽 追討 日記 

謀 

松 平 忠敬家 記 


き^ 

柬 征總督 記 


田 求 馬 

鳥居 忠文家 記 


〇 


須賀川 出張 守 山 藩 

右、 最前 御 達 之 長 沼 出張 被 冤 候條、 領內幷 取締 所、 一 ト際嚴 衞可有 之 候 事。 

辰 八月 廿 四日  總督府 參  謀 

松 平 喜 德家記 

〇霄 翰 三 通 

1 拜，、 ザつ 二 昨.；. 九日 、三春 表 可 被 遊 御 著陣 之處、 無據 事件 ニテ 昨日 被 遊 御 著陣蟹 承知 仕 候 

一 -, 一本松 ョ り 軍議 I 之 次第、 以 別紙 義 1^  逢 被 I 候 二 付、 各藩 へ 相繁 候、 尤紀州 藩 兵隊 農 尸 當白川 (？ 

人 si 霄有音 御沙汰 書 被 I， 候 得 共、 於 同藩 ハ少 ^考候 塞 有 之、 柯レ議 無 之テ ハ 不相叶 ト存候 二 付 尾 外 

一 1" 口  二 1 有 之 候 方 可然、 尤 都合 次第 -ー 尸 候 I、 後陣 二 弊 藩 ヨリ 二 小 酔 リ差出 候積リ 等、 旁 山 縣氏 申談、 謹. - 

達宾、 左候テ ハ 同 所警 衞之儀 ハ 重、 烏 山、 河 越 拉大田 原 へ 差 出 置 候 裏來 一 小隊、 合テ 三百 人位 二 相 成 候 -ー 付、 御， 

著 無 之 以前、 黑羽藩 瀨谷角 之 進 へ 申 付、 各藩 爲 申達 候 義 -ー 御座 候、  ， ：_、 」 I  5 

一 弊 1 人數. X 之 £s 蒙 共、 僕 -ー ハ 御 役 之 儀 -ー 付、 纖滯 寵在篇 御沙汰 之 害、 其 通 御請 可 申 上 之處 兵隊 總括 

- さ ^ 之テ ハ 、 一 軍兵 力 之 謹 二 モ 相關、 善 I 之 儀 ハ §f  Z0  二  S  、格別 御用 之義 S 間 敷 二 付、 忍 藩 詰 合 

之 隊長 へ 中 付、 各藩 申談、 夫々 指揮 可 有 之 旨 申達 候、 委細 ハ 山 縣氏迄 御 願 仕置 候 -ー 付、 同人 ョ リ申上 相 成義ト 奉存候 

一 山縣氏 へ 御 寄付、 其 外 諸事 申 談置候 事、 

右 御 答 旁、 早々 不具。  . 

,<  V ト 1 1  多 久 奥 兵 衞 

辰 八月 卄ー 日 

三春 御本營 春 木 民 部 《^ 

安田  愚？；^  - 

M 古 外 記 .0 何 ロ戰記 第五 明治 元年 八月 二十日 .  二 r 


復古 外 記 白 河口 戰記" 第： A 明治 元年 八 二十 =1  一二 六 

〇 

白 川 ヨリ 呈上 候、 盆 御機嫌 克 三春 城 へ 御 著 陣被遊 奉恐悅 候、 然ハ明 一 一 卜 日 彌進擊 、一 一木 松 ヨリ 打 立 候 趣、 歡喜之 至奉存 

候、 就テ ハ 各藩 御 達 之 趣 夫々 奉畏 候、 平 速 手配 仕 候、 然 -ー 紀州白 川 守衞被 仰 付 候 得 共、 右 藩 -ー 尸 留主番 爲致カ タキ 形狀 

之 次第、 物議 モ 御座 候 間， 參謀 談合 之 上、 長 沼 へ 進 擊爲致 候 樣差計 候 間、 此段御 承知 可 被 遊 候樣奉 # 候、 

一 參謀多 久事常 地 へ 滞在 仕 候樣被 仰 付、 如何 -ー モ奉命 仕處、 肥 前 兵隊 大隊 長 之 事 二 付、 出張 不仕 候テ ハ 、 一 藩 之 軍勢 進 返 

難^、 指揮 等不 行屆ョ リ、 一 藩 之 議論 -ー テ 是非 如何 樣 二 モ 進軍 被 仰 付候樣 願上吳 候トノ 儀、 其 情 狀至當 之 儀 有 之 候、 

何卒 御 聞 濟奉希 候、 尤當所 之 守衞ハ 已今曉 ヨリ 手配 仕、 廣野、 越 堀、 鍋掛、 火 m 原、 右 場 出兵 候 分、 白 川 へ 呼揚ケ 番兵 之 積 

リ、 勿論 人 數合凡 三百 人 ハ 御座 候樣， 夫 -ー 忍 藩 一 小隊 滯陣、 交代 之 兵 一 小隊 今明日 ハ著ノ 由、 然 ハ 三百 人 一 一 小隊、 右之數 

一一 テ守衞 十分 -ー 奉存候 間、 總テ 忍藩總 隊長 へ &付、 常 地 取ダ致 候樣可 仕手 配、 參謀 相談 e. 上 取 計 仕 候、 今 市、 日光 一一 今曉 

ョ リ黑羽 瀕谷角 之 進、 肥 前 ヨリ 一 人相 添、 彼 手へ 御 達 仕 候、 私儀 ハ 明日 ヨリ 參 謀-一 付添、 勢 至 堂 口 牧ノ内 進撃 可 仕 積リ御 

座！^ 、正 親 町 樣御著 之 節 之 手配 ハ 若 林 へ 和談シ 、御 差 支 無 之 仕度 候 間、 御 安心 可 被 遊 候、 其 外 御沙汰 之 俄 ハ總テ 奉 命、 卽 

刻祁 片付 中 候 問、 御 承知 被 爲遊度 奉お 候、 不 □ 若 城 ヨリ 芽出度 御 報知 可 舉巾上 候、 尙委敷 ハ多久 ヨリ 奏上 可 仕 候 得 共、 右 

之 通 不取敢 十 中、 文意 不敬 之 至、 偏 二 御 寬恕奉 仰 候、 恐々 敬々 G 

中秋 後一 日  白 川在陣 山縣 小太郞 

〇 

片挤再 €. 人 候， 陣ハ 御 細 報 之 趣、 委細 總督ゑ へ 坡露 二 及 候、 御苦窣 、"- 之 段 深 ク感佩 被 致 候、 

一 紀州藩 之 儀 ハ情實 有 之、 進軍 無之テ ハ 不相叶 趣、 其情實 云々 之 次第 承 度 趣 被 申 候 間、 可然 御中 越 シ可被 下 候、 

一 白 川 警衞之 儀 云々、 御 配慮 之 趣 承知 被 致、 右 等 之 御 配慮 ハ 至當 之儀ト 尸 被存候 へ 共、 御 承知 之 通 リ白川 ハ 要衝 之 地 二 

候閒、 於總督 -ー 深 心配 被 致 候、 此邊宜 敷 御 推察 被 下 候 樣被申 付 候、 


一 貴 ti?^ 御 出張 之锻 云々 、御 申 越 右 等 モ御尤 之 儀 -ー 候 得 共、 白 川 二 總括之 任 無之テ ハ 、四方 之辨儀 一一 モ閼 カト深 心配 被 致 候、 

是亦御 推察 可 破 下 候、 

尙、 以後 之 處宜敷 御 賴可申 樣被申 付 候、 先 ハ御答 迄如斯 御座 候、 匆 々以上。 

八月 廿 二日  .  春 木 民 部 

安 E  愚 

多 久 與 兵 衞 《^ 難關雄 

〇 按ス ル 二  、茂 族遂 -1 勢至堂 口  二 赴キ、 肥 前 藩 兵 ヲ督シ 、一 一十 五日 ヲ以テ 若松 二 至ル。 

〇  . 

^,  S 連 御 戰爭、 御 少人數 嘸 早 御 配慮 奉 恐察 候、 此方 -ー 尸 海陸 合併 致シ 居候 得 共、 御 地 ョ リ御 配分 不被爲 出来 

お 富、 一 々1^- 田 先生 ヨリ 承知 仕 候、 乍 去 次第 寒氣 テ M ヒ機會 一一 テ旣ニ 差 迫リ候 一一 付、 左 之 通人 數割 -ー テ、 咋 廿日、 會へ 

打 人 巾 候、 模樣相 分 次第 報 可 仕 候、  — 

陸 州 長 州 土 州 大垣 備前 分隊 大村 佐 土 原 

右 ボナ リ峠 ヨリ 猎 苗代 二 向、  . 

此他白 河 ヨリ ハ 肥 前、 黑羽、 館 林、 須賀川 ヨリ ハ 尾 州、 今 市 ヨリ ハ 肥 前、 何レ モ 都合 見合 セ打入 申 候、 當城 tJgf  ^ 警衞、 備 

前、 彥根、 柳： r 忍-一 御座 候、 I- 

右 之 通 不取敢 申 上 候、 尙期後 鰓 候、 謹言。 

八月 廿 一日  渡邊淸 左衞門 

寺 島 秀之助 i;^  、 

河 E 左久馬 ！ 

復古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年-^ 月 二十 口  ニー 七 


m 古 外 記 も 河口 戰記 第五 明治 元年 八 二十 n  一二 八 

〇 鎭將府 日誌 八月 一 一十 七日、 伊地知 正 治 ヨリ 大久保 利 通 二 贈 ル書柬 節 略 二 云、 兼テ ハ 奧羽 平定 之 上、 會津 征伐 -ー 取 付 候 方 

可然 ト^ 居候 處、 諸方 手 合 セノ人 數通滞 相逄旁 仕 候 内、 追々 時候 モ押移 候 得ハ、 ミス ミ ス 雪中 彼 力 持久 之 奸計 -1 陷候ハ 案 

中 之 事故、 常 月 卜 九日 軍議 一決 シ、 廿日 一 一本松 出立 云々。 

〇 渡逡淸 事蹟 -ー 云、 八 月、 此時 二 當 リ テ 大 總督宮 東京 二 在 令 ヲ傳テ 曰 、海路 ヨリ 進 ム所ノ お ハ 仙臺 ヲ 拔クノ 後、 之ヲ 三分 シ、 

一分 ハ羽州 二， M ヒ、 秋田ノ 官軍 ヲ援 ケョ、 二分 ハ白河 道 ノ軍ト 合議 シ 、米澤 ヲ拔キ 進テ 會津 一一 入ル ヘシ ト、 我 衆議 シ テ 曰ク、 

今此令 一一 從ヒ、 此地ョ リ仙臺 一一 向 ヒ 、米 澤ラ經 テ會津 二 至ラハ 、里程 凡百 餘里 、奥 賊弱シ ト雖、 尙數 十戰、 數 日月 ヲ費サ ス ン 

ハ能 ハサ ルナ リ、 時旣 二八 月 ナリ、 十 巧 ニ至レ ハ満地 雪 ヲ降ス 、我 軍ハ皆 西南 暖地 ノ丘ハ 、軍令 厳 ト雖、 此 凍寒 ヲ 奈何 セ ン 、又 

令 ァリ曰 ク、 S 慕 軍艦 脫走、 奧州 一一 向 フ 、其 意 蓋 シ 小名 濱 ノ 石炭 ヲ奪ヒ 、磐 城 平 ノ虛 一一 乘シ、 我 軍ノ後 ヲ壟ハ ント 欲ス、 宜ク 

丘ハ ヲ分テ 之カ備 ヲ爲ス へ シト、 衆 皆 議シテ 曰、 我 軍 寡少 一 一千 一一 満タ ス ト雖、 未 タ甞テ 一敗 セサル モノ ハ 、進退 能 ク合ス ル ヲ 

以 テナ リ、 今 之 ヲ分ケ テ備ヲ 爲ス、 策ノ善 ナル者 ニ非ス 、且 賊意果 シテ磐 城 平 二 在 ルャ否 ャ、 未 タ期ス 可 ラス、 假令他 日 遠 

令ノ 刑ヲ受 クル モ、 豈此令 二 從ヒ 全軍 ノ敗 ヲ取ル 一一 忍 ヒム ャ、. 1  且ク衆 力 ヲ合シ 、直 二 賊魁在 ル所 ノ會津 ラ突キ 、殊死 決戰以 

テ萬 賊ノ膽 ヲ奪フ へ シ， 顧 一一 越後 ノ丘ハ 、旣 一一 新 潟 ヲ取リ 、將サ 一一 津川 ニ至ラ ン ト ス、 宜シ ク之ト 合シ、 會津ヲ 拔キ、 米 澤ヲ討 

ク ム、 米澤旣 ュ拔ハ 秋田ノ 難隨テ 解ケン * 奧羽ノ 事 於是乎 爲ス可 シ矣、 脫艦何 ソ恐ル 、 一一 足 ラム、 且諸賊 今 丘ハヲ 各所-一 出シ 

我 二 備フ、 我 其 一 方 ヲ破リ 、彼 レ未タ 集 ラサル 二 乘シ、 速 一一 彼 力 本 城 ヲ拔ク へ シ、 之ヲ巧 ノ通キ ニ失ハ ムョ リ、 寧 口 拙ノ速 

一一 得ル 一一 如 カス、 議已 二 決シ、 使 ヲ馳セ テ白河 迨ノ參 謀 伊地知 正 治 二 謀ル、 正治大 二 之 ヲ然リ トシ、 卽チ 來リテ 曰ク、 今豈 

督浙ノ 令 一一 拘泥 ス ルノ 時ナラ シ ム ャ、 立ク速 一一 之 カ處分 ヲ爲ス へ シ ト、 於是 尾、 紀ー 一州 等 ノ兵ヲ 白 河口 一一 駐メ、 ii 、長、 大垣 

等ノ 共ヲ盡 クニ 木 松-一 集メ  、叉 阿 州 ノ丘 ハヲ分 テ 川 侯 二 出 シ 、陽 二 仙 臺攻擊 ノ形ヲ 爲ス、 正 治 曰 ク 、中 山 峠 ハ 路稍平 夷 二 屬 ス 

ル ト雖、 沿路 ノ 兩山 峻絕、 攻戰甚 難 シ 、帽 形嶺 ハ險 ナリト 雖、 傍 側 原野 膝 潤、 猶戰 フ へ シ 、又議 シテ 曰ク、 二 本松ハ 要衝 ノ地、 

娀福島 二 屯 第ス、 若 シニ木 松 テ失フ トキ ハ、 我 軍 孤立 ノ勢 トナ ラン、 宜シク 堅 ク之ヲ 守 リ、 粮米彈 藥等運 輸ノ 方ヲ便 ニシ、 


緩急 相應 シ、 而シ テ 會津已 二 拔ケ、 其 兵米澤 二 向 フニ 及 テハ、 二 本松ノ 丘ハ ヲ 以テ 福 島 ヲ突キ 、進 テ白石 ヲ取ル ヘシ ト、 議大 

- 一お- シ、 淸ハ備 前、 柳 河、 彥根 等ノ兵 ラ督シ テニ本 松 ヲ守リ 、正 治、 退 助 ハ薩、 長、 土、 大垣、 佐 土 原、 大村等 ノ丘ハ ヲ率ヒ 、八月 

二十日 一 一木 松ヲ 發ス。 

〇 慶 出軍 戰狀 一一 云、 我 軍 一 一本松 一一 宿陴ス 、八月 五日 一一 相 成 候處、 中 山 口、 嶽山越 口、 御靈櫃 口、 房 成 口、 地形 等、 且會 之國境 

ヲ固 守ス ル 場所 兵員 モ 大凡 相 分リ、 中 一一 モ 成 ロハ 會ノ國 境 石 筵 村ノ獵 師次郞 七、 休 之 助 ヲ以テ 及 探索 候處、 山中 ノ 間道、 

或 ハ 臺場 一一 至 リ 、兵員 ノ 多少 分明 一一 テ 候 故、 速 二 會 ヲ 攻擊 セント ノ 軍議 诀 ス、 素 ヨリ 賊ノ巢 窟ヲ敗 崩スル トキ ハ 、枝葉 枯落 

ス ルノ 軍，、 白 15- 滯陴之 定诀ナ レ ハ 、同 六日 白 河 二通 シ、 八日 二 達ス、 我 力 白 河ノ總 軍、 同 十五 日 方 ヨリ 著陣、 薩丘ハ lal? 成 口 ョ 

リ突人 ル ノ 定诀ナ レ ハ 、土、 長、 大垣ノ 丘： ハ御 靈植ロ 一一  進ミ、 勢 至 堂 後手 三代 一一 突出 ト、 一 一道 一一 兵ヲ分 ッノ； fi ァリ、 此時 各藩 總 

勢 凡 一 一千 四 五 W: 人餘ナ レ ハ 、地形 二 應シ、 兵 ヲ分テ 一 一道 ヨリ 攻ルハ 利 アルへ シトノ 論 モアレ 共、 地形 ニ從テ 分配 セ ン 尸 、却 

テ亦 失策 ナ ル へ シ 、中 山 口 ハ 大道 ナレ トモ 、左右 巖石 二 シ テ 、進 一一 散兵 ノ 地形 二 アラス、 嶽山ロ ハ 左右 小笹山 二 シ テ 、 攻擊 

二 不利 ノ 難所 ナ リ 、土  、長 ノ 兵 御 靈榧ロ ヨリ 攻擊 セント ノ 軍議 決 ス トイへ トモ、 於 此我藩 之 決 論、 中 山 ロー ーハ 虛兵 ヲ設ケ 、 

ni^ 成 ロー  道 ヨリ 各藩 力 ラ合セ  一 ニシ テ 國境 二 突入 リ 、後 分配 ノ策ヲ ナスへ シト 、要所 ヲ 可 奪掠 マ テ ハ 晝夜烈 戰之诀 論 二 シ 

テ、 猪 苗代 城 ヲ破リ 、敗 丘ハヲ 追撃 シテ、 要地 一一 陣ヲ 止メテ 臨機 二 诀スへ シ、 不意 二 出ハ必 ス敲狼 狠シテ 敗走 スへ シト、 論 再 

. ^シ テ、 各藩 總勢 房 成 口 ョ リ 進軍-一定 ル 、同 廿日 五 字、 一 一本松 ヲ發シ 、四 里 餘之玉 之 井村 一一 繰 出ス、 九 番隊玉 之 井村 ヨリ 半 

道 計、 出 之 井 ト申所 ノ廣野 一一 賊徒 屯 集 一一 ツキ、 追討 一一 被 差遣、 廣野ノ 諸 所 一一 賊陴ヲ 張 候 二 付、 致 進撃 候處、 大小 砲厳シ ク打 

力 ケ、 迚モ正 而難差 向、 十 丁 位 山野 ノ右 へ 繰 上 リ潢擊 イタ シ、 賊山ノ 前後 ヨリ 统玉ゥ チカ ケ候 一一 付、 同樣打 合厳シ ク 及砲戰 

候處、 討 取 モ多有 之、 終-一 賊兵 引退 キ、 七ッ 半時 分 一一 ハ 悉ク 追拂、 夫 ヨリ 一 同一 一兵 ヲ マ トメ、 右山 之井邨 在家へ 宿陣仕 候、 戰 

死 一 人、 滅錢雕 、手 負 一 人、 fM- 嘴 トー 一番 隊長 州 S 九 番隊攻 擊央、 左ノ方 細道 ヨリ 賊ノ 背後 二 出 攻擊、 賊 前後 ヨリ 被 打 立 

忽崩 立、 峠 ヲ越シ 逃 去、 峠 七 八丁 追討、 然處、 日 西 二 傾キ候 一一 付、 人 數引揚 宿陣、 手 負 一 人、 lii、々 
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番丘ハ 一 番隊 1 孤 私領ー 一番 隊ノ 儀ハ 、會津 街道 ノ 要路 中. E ロノ 賊兵爲 押、 一 一本松 領橫川 村へ 出兵 被 仰 付、 爲差引 ffl 中淸 之 進、 福 

島 新 二 郞被差 越、 ± 一字 頃橫川 村へ 著 陴ノ處 、土 州、 長 州、 大ぉ； 大 村等ノ 兵隊 同斷 出兵、 土 州 一 小隊 熱 海 村 賊徒 ノ關 門近ク 

相 進 候處、 賊丘ハ 發砲及 戰爭候 -ー 付、 番丘ハ 一 番隊拉 私領ー 一番 隊、 長 藩 等 爲應援 総出、 賊兵 兩所ノ 高山へ 取 上リ、 暫時 砲戰 イタ 

シ候得 共、 遠 町 相隔、 追々 賊丘ハ 敗^ イタ シ候 一一 付、 土 藩 等 中 合、 三 字 頃 橫川村 へ 人 數引揚 、尤中 山 口 賊丘ハ 凡 四百 人餘 一一 テ相 

堅 候 趣 二 付、 敵 合モ漸 クニ 拾 町 程 相隔候 場所柄 故、 熱 海ノ方 番兵 一 番隊竝 私領ー 一番 隊 一一 テ請 持、 苗代 S  ノ方長 州、 大 お；、 石 

筵ノ 間道 土 州、 御靈植 へ ノ 間道 大村 藩、 夫々 持 場 相 定候テ 、同夜 不怠 厳重 守備 仕 候。 

〇 山 2:i>: 範家 記-一 云、 八 B 十 一 一日-時 二 海軍 ノ議ハ 、大總 督府ノ 議ニ基 ツキ、 專ラ 仙、 米 ヲ討ス ルヲ主 トス、 然レ トモ 伊地知、 

板： 兩參諜 、直 二 討 會ノ議 ハ乃チ 曰、 奧羽 厳寒 ノ地、 今 ヨリ 三 四十 日 ヲ經ハ 必ス雪 ヲ=^ -ル 二 至 ラン、 暖地 ノ兵 ヲ以テ 厳寒 ノ 

候 二，； I： フ、 若シ 仙、 米ノ (； S  二 徒 二 時日 ヲ費サ ハ 、年 2 ヲ以 テ賊根 ヲ斷ッ コト 難シ、 卒 一一 來春 ヲ期セ サルへ カラス、 若 シ然レ 

ハ 我 丘 ハ倦テ 、而 テ贼ノ 防備 今日 二 卜倍セ ン、 tq ッ 旋延ノ 際、. M 變 ノ孰レ 一一 生ス ル ヲ知ル へ カラス、 抑モ 會津ハ 根本 一一 シテ、 

仙、 米等ハ 枝葉 而已、 一 m: 其ノ 根本 ヲ拔カ ハ 、枝葉 ハ憂ル 二 不足 ナリ、 北 越ノ事 未タ確 タラ スト 雖モ、 其宫 丘ハノ 勝利 タ ル ハ 

疑 ナシ、 此 機失フ へ カラス、 於是會 津進擊 ノ議遂 二 決ス、 而シテ 進軍 ノ道三 ッァリ 、曰 中 出口、 曰 石 筵 口、 曰 御 靈概中 山 口、 

則チ 本道 トス 、然 ル 二 賊ノ備 へ 嚴ナ ルノ 聞へ アル ザ以テ 、伊地知 ハ 石 筵 ロヲ主 トス 、板 現 御靈概 ラ主ト ス 、 板 坂 ノ議、 蓋シ 

石 筵 口. ヲ破リ 、^苗代 二 入ルト 雖モ、 猶ヲ卜 六橋ノ 險要ァ リ、 賊若シ 母成ノ 一  戰 一一 落膽シ 、^苗代 ラ捨テ 、直 二 退テ， H ハ橋 

ヲ斷テ 守 之ラ ハ linn 軍 勇ト雖 モ或ハ 容易 ニ越ル不能、且ッ^1<藩若シ我カ背ラ窺ハ 、 、敗ラ 取 ルノ逍 ナリ、 故 一一 陽 一一 中 山 口 進 

擊ト唱 へ、 橫川 二 聲援ヲ 張リ、 道ヲ 御簾 榧 二 轉シ、 進ンテ 三代 二 出テ、 是時白 河 ノ宫兵 ラ長沼 二進 メ、 勢 至 堂 ヲ挾マ パ 、賊前 

後 二 敵ヲ受 ケ戰ハ ス シテ走 ラン 、而 シテ長 沼ノ官 兵、 勢 至 堂 ラ取ラ ハ 、我 根本 自ラ 堅ク、 且蓮輪 ニ便ナ ラン、 兩議未 タ诀セ 

サ ルナ リ、 同 十六 日、 當是 時、 各藩 ノ長 伊地知、 板 垣 ノ間ー 一往 來シ、 督府ノ 軍議 二 從ヒ、 仙、 米 ヲ先キ 二 ス ルノ 論紛々 タリ、 

然レ トモ 兩參謀 確乎 前 議ヲ執 ル 、然 ル -ー 進壟ノ 道路 意見 未タ合 セ ス 、遂 一一 兩 道進擊 一一 诀シ、 頗ル 道路 ノ 探偵 ヲ極ム 、同 十九 


日 * 進軍 ノ議旣 一一 诀シ、 將 一一 明日 ヲ以テ 一 一本松 ヲ發ン トス V 而シテ 兩道ノ 進軍、 其ノカ 分レ功 成シ難 キノ 議ァリ 、長 人 來リ、 

專ラ 一 途進擊 ヲ勸ム 、我レ 亦 深ク論 セス、 遂 一一 母 成 口 一  道-一進 ムヲ 決ス、 同 廿曰朝 八 時、 薩、 長、 大垣， 佐 土 原、 大村五 藩ノ兵 

ト同 クー 一本松 ヲ發ス 、我 軍 合計 十八 小隊 及 砲隊、 齊武隊 、斷金 隊ナリ 、各藩 合算 凡ソニ 千餘人 計、 午 十一 一時 頃 宮本ノ 北西 玉 

ノ 井村-一進 、各藩 相 議シテ 、各 前 中 後 三軍 ヲ定メ 、前軍 互 一一 先鋒 ヲ ナス、 玉ノ 井村 狭小 チ以テ 全軍 ヲ容ル へ カラス， 後軍 

ハ本 {ぉ 一一 宿、 前軍 ハ 山 入 村 一一 進ム、 明日 進軍 ノ便 ヲ以 テナ リ、 巳 一一 シ テ賊已 一一 山人 村 一一 迎 フル ヲ告 クル ァリ、 長 兵 明日 ノ先 

鋒 タル ヲ以テ 直 一一 出ッ、 我 前軍 f ハ小 除繼テ 出ッ、 伴權 太夫 監之、 安岡 亮太郞 、桑原 助 馬 副 之、 長兵ハ 正面 且左 ノ山ョ リシ、 

我 一 番隊、 卜四番 隊等ハ 正面 ヨリ 進ム、 十六 番 隊長 若尾讓 助、 廿 一 番 隊長 遠 藤 平 八 郞ハ右 ノ山ョ リシ 砲 銃 交 發ス、 賊 亦山ヲ 

背 二 シ 、鼗林 中 ョ リ 烈敷發 射 ス 、賊亦 大砲 ヲ 山腹 二 安 シ、 頻 ニ射ル 、宫兵 稍 攻撃 二 困ム、 地 二 一  溝ァリ 、斜 二通 シテ 敏ノ 背面 

二 屆ル、 我 一 番隊 潜行 シ テ 敏 ノ 背面 一一 出 ッ 、敵 之ヲ覺 ラ ス 、於 是我兵 各發銑 一撃、 直-一 接戦-一 及フ 、敵 狼狼甚 シ 、官 兵大 二 追 

擊 一 里 許、 七 時 頃 山 入 村 一一 歸營ス 、此ノ 日 我 兵 接 戰賊ヲ 斃ス者 多シ、 夜 大雨、 十九 番隊 ヲ以テ 村中ラ 巡邏 ス、 一 一、 四合隊 井二 

卜 一一 一番、 千七番 ハ玉ノ 井二 留宿シ 、一一 蕃、. <番 及 十八番 ハ村 内狹？ ルヲ 以テ、 又 本 宮ニ歸 營ス、 此役傷 一 一人、 s^^s 

本日、 薩、 長、 大垣各 一 小隊、 我 兵 十 一 、十一 一 合 隊ヲ橫 川 村 二 出シ、 陽 二 中 山 口 進撃 ノ形ヲ 示ス、 賊ヲシ テカヲ 中 山 

口 一一  盡サ シ メ  、不意 二 母成嶺 ヲ突ク ノ 心算 ナリ、 官兵已 二 橫 山村 二 及フ頃 口、 賊 五六 十迎 へ 戰フ、 斥候隊 忽破 之、 全軍 勢 一一 

乘シ追 擊スル コ ト 半里 計、 熱 海 二 至ル、 賊ノ 設ケタ ル地 雷電 發ス、 然レ トモ 我丘ハ 一 人ヲ損 セス、 日 暮撗川 ュ歸 陴ス。 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云 ぺ月廿 曰、 會津 城ヲ攻 ント、 我 兵 先鋒 シテ玉 之 井村 一一 至ル、 賊兵大 一一 阪下 村-一 出ッ、 我 兵、 薩、 土ノ兵 

ト f 破ル 、戦死 一 人、 傷- 一人、 tlffsH 賊ヲ 驚ス n ト 四十 餘。 

〇 島 津忠寬 家 記 一一 云、 八月 4- 九日、 於 一 一本松 一 番砲隊 、同 統隊、 四 番銃隊 、會津 攻撃 ノ命ヲ 受ケ、 同 廿日 朝 八 字 進發、 、玉 之 井 

村 一一 猪ス 、夜薩 兵 賊ト戰 フ 、仍 テ 爲應援 出張、 賊 敗走 ス 、是 -ー 於 テ 山村 - 一宿 ス。 

〇4< 村 純 § 豕記 二 云、 八月 十九 日、 弊 藩 一 一本松 著 陣之處 、深更 二 及、 會 へ 繰 出 シ候様 被 仰 付、 廿日 中 山道 橫川 一 泊。 
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〇 伊集院 兼寬 手記 一一 云、 八月、 大 一一 進 擊之策 ヲ诀シ 、我 一 番、 三番、 五番 及 長、 土 之 兵 凡 一 千餘、 白 河 ヲ發シ 、十七 曰 一 一本松 へ 

著 ス 、岩 城 平 口 竝棚 倉、 白 河 三 道 之 兵合テ 、廿日 早天 玉 之 井 迄 進軍、 賊山 一一 據テ 砲臺ヲ 築、 兵 凡 三百 計 二 テ守禦 ス 、故 一一 各藩 

ト議シ 、兵ヲ 出 シ擊テ 之ラ走 ラス。 

〇 東 山道 戰記 一一 云、 東 山道 ノ 官軍 白河路 ヨリ 討 入リ、 其後ハ 幾度 ト無 ク戰爭 一一 及 ヒ候得 共、 遂 一一 一 度モ 敗ヲ不 取、 追々 北方 

へ進ミ 入、 近頃 三春 ラ降シ 、一 一本松 ヲ拔キ 、至 ル處 不歸ハ 無ク、 向 フ處不 勝 ハ無シ 、就中、 此度 海軍 岩 城 平 ヨリ 來リ、 一 一本松 

二 於 テ 合併 致 シ 候閒、 兵員 凡 テ 五 千餘 一一 モ 相成リ 、威風 熾 二 シ テ 、誰 力 可當 卜 モ 不被思 候 、因テ 不日 一一 兵ヲ進 メテ、 深ク仙 

臺、 米澤へ モ可討 入勢ヒ 一一 有 之 候、 然 ル 二 七月 下句 ヨリ 八月 中旬 マ テ、 一 一本松 一一 逗留 致シ、 此處 二 於テ竊 一一 奧羽ノ 形勢 ヲ察 

ス ル 一一 、固 ヨリ 會津 與黨 ノ賊ノ S 一一  モ、 多 ク ハ 仙臺、 米澤、 庄内 等ノ共 二 テ 努力 致 シ候處 、官軍 追々 諸道 ヨリ 攻人、 先ッ 越後 

路 ヨリ ハ 薩、 長、 土、 越 前、 松 代 及 吾 藩 等大軍 -ー テ向 ヒ 、巳 一一 此節ハ 津川迄 モ到リ 候. 5、 又 軍艦 二 テ 、ノ 松 島 港 へ 迫リ、 直 一一 仙 

臺 へ 衝入候 由、 叉 羽 州 ョ リ ハ 先頃 久保 田領 內潜隱 ノ 官軍、 此 節討テ 出 候 由、 何 レ モ 虔實 ハ 難 辨候得 共、 越 後路 及 松 島 港 へ 海 

陸軍 發遣 一一 相 成 候 事 ハ 實事 一一 候 故、 賊軍 二 於テモ 恐 臆ノ意 ヲ 生シ、 最早 #自 國ヲ懇 念 一一 存候樣 相 成 候 間、 密 一一 兵 ヲ引テ 本 

國へ 歸 ル モア リ、 此時 一一 當テ奥 羽賊兵 ノ勢ヒ 分裂 致シ、 若松 應援ノ 兵 パ 稍 赛ク相 成、 會津庇 擁ノ賊 ハ自ラ 散 シ候間 、官軍 此 

機ヲ察 シテ、 乃 チ大擧 一一 若松 攻擊 ノ議 - 一決 シ候、 然 ル 一一 若讼城 へ 通シ候 道筋 ハ、 東方 凡 テ五路 有 之、 野州路 ヨリ ハ 日光 口、 

原註、 此 口へ ハ佐賀 藩、. 3,5- コ、. ^sto-n  、原註、 此 口へ ハ佐 ニ忙公 ヨリ、？ iKn  、原註、 此ロ 向お. =:n  、原註、 IbiHJIn  、原註 、寧 

宇都 宫 藩-一 テ 向フ、 甴； ロノ泰 力 tw^  口 賀藩、 德島藩 向フ、 ニオ^ ヨリ ノ^ SIC^ 口 フ兵無 之- ヰ-：：；：ロ 同上、 口 同上、： 

一一 テ、 何 レモ 險組ノ 地形 二 シテ、 且賊兵 ヨリ モ堅ク 持 シ候コ ト故， 容易 一一 ハ難討 入ト存 候處、 參諜方 ノ計議 二 出テ、 先 ッ中山 

口へ 聲援ノ 兵 テ出シ 、其 上 二 テ 直 二 石 筵 口 へ 討 入、 此 ロヨ リシ テ必ス 若松へ 可 達トノ 事 也、 是 一一 於テ 八月 廿日 、一 一本松 ヲ 立 

テ石涯 口 へ 及 發向候 兵員 凡テ 三千 餘人、 薩. • 長 、土 及 吾 藩 也、 此中 一 小隊 ッ 、中 山 口 へ モ及發 向 候、 此夕 本隊 ノ 兵玉ノ 井村 

二 宿 陴致シ 險處、 同所 ヨリ 西南 廿丁餘 一一 シテ 一 小 村有 之、 此處 ニ賊兵 三百 人 程 屯 聚致シ 、今夜 官軍 ヲ可 壟勢ヒ ノ由聞 取 候 

閒、 卽時 二  土 藩 ノ兵ー 一 小隊、 進テ 不意 二 突入 候處、 賊 ハ忍チ 左右 二分 ッテ 發砲シ テ應シ 候 間、 土 兵モ亦 左右 ヨリ 發砲 一一 及ヒ 


候處、 又 土丘ハ 一 小隊 繰 出 シ來リ 、賊ノ 背 一一 廻テ 前後 ヨリ 迫リ 候閒、 賊ハ大 二 亂レ、 狼 S シ テ逃ル 處ヲ、 土 兵 ハ例ノ 長刀 ヲ振 

テ 包ミ、 卽時 二 四十 餘人切 斃シ候 也、 此 時日 ハ 巳-一 薄暮 二 及ヒ、 外 三 藩 ノ兵ハ 出 ル迄モ 無 ク歸陣 二 及 候、 土藩ノ 死傷 有無 

トモ 不承 及 候-中 山 口 聲援ノ 官軍、 長、 土 及 吾 藩 共 一 小隊 ッ、 、朝 辰ノ 時、 一 一本松 竝仁 井田 村 ヲ立テ 、未 ノ時橫 川 村へ 到リ候 

虚、 賊丘 ハー 一十 人 程 番兵 居 合 候 間、 斥候兵 一一 テ打懸 候處、 大 一一 怖 レテ迸 去 候、 之 一一 由 テ猶進 テ熱海 村 へ 到リ 候處、 賊 兵此處 二 

備へ 居リ、 出 間或ハ 樹木 ノ陰ョ リ 發砲シ テ防キ 候 間、 官軍 烈シ ク發砲 シテ打 入、 已 一一 村 中馳候 節、 忽チ 地雷火 發シ 候、 然レ 

共 官軍 一 人 モ慯ク 者 無シ. -暫ク シテ賊 兵 追々 引退 キ、 遠ク 山上 へ 登 リテ防 戰致シ 候、 由テ宫 軍兵 ヲ纏メ 、今夜 ハ橫川 迄引テ 

ぉ陴可 致ト； Ji^ 候虛、 此時 il  、大 村ノ兵 一 小隊 ッ 、馳來 候 間、 叉 山ノ裏 ヨリ 一 懸リ擊 立 テ進ミ 候處、 賊， ハ身ヲ 隱シテ 遠矢 ニ發 

砲 スルノ ミナ リ 、依 之 、官軍 各， ぉハ ヲ 引 テ 撗川迄 退 キ.. 夜 ハ數ケ 所 一一 篝火ヲ 焚 キテ、 大軍ノ • 勢 ヒニ飾 リ爲シ 候。 

〇 丹 羽 長 裕家記 一一 云、 八月 一 一十 曰、 西 軍 一 一本松 ヲ發シ 、會津 ヲ伐タ ン ト ス 、先陣 巳 一一 山人 村 IflHI.^  二 襲 來ス、 會兵及 

f  U 、、蓴 3„ 象 原註、 大隊 長 秋 月 登 追 Rfsv 一  レ テ方ク 、お ，.，1、 原註、 一 一本松 落城 後、 會津 一一 散 人 シ ーュァ 膨軍山 一一， 宿^ ソ 51-1 括 丹， VI レ 

傳 曰 之 介、 大鳥圭 介、 連 寒 之 レラ ^ ク あ 隊長 大谷鳴 海-犬 谷 與兵衞 、成 田 助 九郞、 軍 H 黑 3 傳太副 軍 CH 高 橋 文 平、 二 

一一 合シ テ 山人 村-一進？ 戰フ數 時、 日 暮丘ハ ヲ收ム 、此役 我 兵 死 一 人、 難 S 條ネ 傷 一 人 。驗針 ま、 

〇 篛圍錄 一一 云、 八月 十九 日、 再 ヒニ本 松 ノ城ヲ 攻擊セ ン ト將軍 山 ヲ發シ 、山 入 村 ま へ 出 發ス、 同一 一 ト曰第 十 一 

字 頃 ヨリ 戰始 リテ、 兵 ヲ三手 二 別 ッテ砲 戰ス、 會、 仙 之 兵 ハ 遙 一一 離レ テ陴ス 、吾 傳習隊 ハ 殊 二 奮戰、 先敵ヲ 追崩セ シカ、 敲多 

勢 一一 テ 四方 テ起リ 攻擊ス ル コ トサ カンナ リ、 旣ニ 接戰 一一 及 ヒ吾軍 敗ル、 死 慯スル 者 多シ、 退 テ將軍 山 二 至ル。 

〇 德 川義宜 家譜 二 云、 八月 廿 一 日、 I、 日 奥州 長沼驛 へ 出張、 形勢 二 依 リ勢至 堂 口 ョ リ會津 へ 進撃 可 有 之 旨 二 テ 、せ 一 日、 津 

金 忠恕、 稻生 正道， 林武 綱、 吉田有 政、 水 野次 重、 島澤德 易、 田 邊常武 、平 岩 純 祥各兵 ヲ率テ 長 沼 へ 出張、 愈 進 テ勢至 堂 口 一一  至ル。 

〇 德川茂 承 家 記 二 云、 八月 廿 一 日、 白 阪滯在 之 人數白 河口 繰 込、 長 沼 二 於テ尾 州藩ト 合併、 會津 へ 進撃 可 致 旨 御沙汰 -ー 付、 

同廿 四日 於 長 沼 同藩 ト申 合、 勢 至 堂 ヨリ 進入 候處、 賊徒 ハ何レ へ 力 散 走 致、 愛人 モ無之 候。 

〇 鍋 島 直 大家 記 二 云、 鷲 尾 殿 ヨリ 我 兵隊 S 尾 州 先陣、 紀州ー 一隊、 勢 至 堂 口 ヨリ 若松 進軍 之 御 差 圖 ヲ請、 八月 廿 四日、 尾、 紀兩 

復 古 外 記 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 二十日  一一 一一 一一 一 


復古 外 m 白 河口 戰記 第五 明治 元年 八月 二十日  一三 四 

勢 ハ 本， リ勢至 堂 へ 進嘢我 丘ハ隊 ハ 右手 間道 瀧 新田 村ョ リ中地 村 等、 處々 賊屯集 之 場所 へ 進擊、 然處ー 一本松 へ 攻手 之薩、 

長、 土、 其 I 苗代 ヨリ i 、擎 若松 城下 へ 相 I 趣 二 テ、 右靈 f ヲ初取 雲 問 道之|  、若松 へ 引 I 故、 不讀 詰、 

大泡其 外 致 分 神、 三代 宿-一 ォ 4 テ尾、 紀兩 勢へ 致會軍 候。 

〇 秋 元 興 朝霞 -ー 云、 八月 廿曰、 i 藩、 弊 藩 合併、 一 ま 小 星 ョ リ靠 へ 急 I 擊， へ キ ノ ！ 0000  -ー  付、 廿ー 一 P 

第 六. 、黑羽 三 小 除、 弊 藩 三 小隊、 四 斤 砲車 三門、 午 曰 砲 三門 白河ヲ 發ス。 

〇 黑羽藩 記 二 云、 八 tir::i- 日、 軍監瀨 ハ，！^ 角 之 進 兼 テ我カ 建言 ノ如ク 、藩. =パ ヲ以テ 三 斗 小 g  ロヨ リ會津 進撃 ノ謀ヲ 二 木 松 在 ほ 

參謀 ヨリ 承 テ白河 二 來ル、 又 參謀ノ 書 ヲ帶テ 、日光 口 諸 軍 二 約シ、 高原 口 ヨリ 侵入 セシム 、又 二 本 松 一一 アル 兵 ハ中山 口、 母 

4^.^^ ョ リ進、 白 ts- 一一  ァ ル.. パ ハ 勢 至 《.- ヨリ 進、 廿ー 一日、 我 藩 三 小隊、 大砲 一 一門、 館 林 藩 三 小隊 白河ヲ 發ス。 

〇 岡 山 藩 記 一一 云、 當 藩人數 、八月.. 九日、 平 城 へ 著 陴致シ 候處、 御 達 有 之、 全隊 之內ー 一、 三 小隊 會津 攻擊、 其餘 兵隊 不殘ー 一本 

松警戌 可致ト ノ御事 二 付、 同 廿日 平 城 出立、 同廿 一 一 日 三春 表 へ 著 陣致シ 候處、 會城 攻撃 之 諸 藩 ハ 旣 一一 繰出シ 一一 相 成 候 付、^ 

廿 三日、 一手 ハニ本 松へ 繰 込、 一手 ハ會津 へ 繰 出。 

〇 鳥居 忠文家 記 一一 云 、八.！： せ 一 一 日、 御沙汰 一一 依、 會計方 へ 丘ハ食 護送 ノ^ 十 人 ヲ出ス 、若松、 1 一本松 等 へ 日々 護送 ス 
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3-  了 17  4^ コし fix  自明 治 元年 八月 二十 一， 日 

白 河口 戰記 ^ナ  至 同  二十 三日 

八月 二十 一 日、 是 ヨリ 先、 大總 督府、 安藝、 K や 肥 前、 ぼ中津 i5zr 治、！ -5 义吉 I サ W 藩兵ヲ 

シ テ、 今 市驛、 及ヒ 日光 山ヲ 警守セ シ ム 、是 日、 督府、 五 藩 兵 二 令シ テ、 藤 原 ロヨ リ進テ 若松 二 

赴 力 シメ、 阿波 藩兵ノ 三春 二 在 ル者ヲ 川股驛 一一、 壬 生 藩 兵 ノ蘆野 驛ニ在 ル者ヲ 白 河 一一 移シ、 河 

t  、一 t 千 烏 山 11、 小一 一藩 ヲシテ 、兵 ヲ白河 ニ出サ シム、 大 總督府 モ亦薩 摩、 i ね- ナ 宇都 宮に J 一藩 兵ヲ 

シ テ、 藤 原 口 ヨリ 若松 二 向ハシ メ、 中 村 利 秋 llls、 ヲ以テ 軍監ト 爲シ、 之 ヲ督 セシム G 

各 通 藝州藩 中津藩 人吉藩 

昨廿 U ヨリ {に 軍 諸： 迫ヲ 取、 會津 城へ 打 入 候 -ー 付、 明後廿 三日 ヨリ、 片時 モ早々 打 入、 會津城 二 テ出會 候樣、 白 川口 總督驚 

尾 殿 御沙汰 候 *T 

rr- 月廿 一日  白 川口 參  諜 

淺野長 勳、 相良賴 

基 家 記、 屮 5i 藩 記 

〇 鍋 島 直 大家 記-一 云、 八月、 諸 口 一  同 會城攻 入 被 相 達 候 付、 野 州 今 市、 大澤 出張 之 弊 藩 兵隊、 藤 原 口 ヨリ 進軍。 

〇 久松定 弘家記 二 云、 八月 廿ー 一日、 一 ノー。 i し 日白 河口 御 總督府 ヨリ、 總軍諸 迢ヲ 取リ、 會 城へ 討 入 ノ御達 有 之 候 一一 付、 曰光警 

復古 外 記 .0 河口 戰記 第- パ 明治 元年.^ 月 二十  一口  ニー 一 五 


復古 外 記 ft 河口 戰 第」 ハ 叨治： 兀年 月 二十 一日  一一 一一 六 

守 ノ人數 分隊、 同月 廿 九日 藤 原 口 進軍。 

〇 肥 前、 今 治 二 藩 兵へ ノ達 書ハ、 之 ヲ佚ス 、蓋 安藝 以下 三 藩 兵ト、 同一 ナ リシナ リ。 

〇 奧平昌 邁家記 -ー 云、 八月 卄 一 日、 驚 尾 殿 ョ リ御達 有 之、 白 河口 進撃 被 仰 出 候、 同時 大總 督府 ョ リ、 日光 表警衞 可；^ き 御 達 

有 之、 双方 御 1C 乂仕候 得 共、 何分 少 人数、 分隊 出 來兼候 二 付、 同廿 三日、 攻守 兩樣御 達シ、 何 レヲ遂 奉 可仕ャ ト軍監 一一 モ 談合、 

先ッ 全軍 ヲー 一分 シ、 一 ハ白 河口  二，！； ヒ、 一 ハ 日光 ヲ守ル 一一 诀議ス 、同廿 四日 、攻撃 用意 出 來候處 一一、 上 栗 山 一一 東 兵 壟來、 旣， 一 

及 戰爭、 六峯ロ  ノ方 何分 手 蒲 一一 付、 人 數差出 吳候樣 、藝州 藩 ヨリ 報知 有 之、 卽 人數ヲ 日光へ 收メ、 六 峯ロ其 外 一 一ヶ所 ノ關門 

ヲ守ル 、同廿 六日、 束 共旣ニ 退散 之. E 、藝 州藩ョ リ告 來ル、 同廿 七日、 六 峯ロ等 鎭定ニ ョ リ、 丘 ハヲ 分チ白 口 一一  向フ。 源， ま 

飼 太 兵銜、 物 頭 堀 長 右衛門、 E 付 生 E 又右衞 門、 使 番1^  1^? 

源 兵衛、 司令 士恩 E 源 五郎、 甲斐 綠衞 以下 士卒 若干 人- 

〇ffl 良賴基 家 記 二 云、 八月 廿ー 一日、 ハ i、 白 河口 總督 鷲尾樣 ヨリ、 官軍 諸道 ヲ取、 會津城 一一 可 擊入之 命 ヲ蒙リ 、然處 、從， K 

總督様 ハ 、日光 表、 藝州藩 へ 交代 警衞仕 候 様 御 達 之 趣、 同日 夜半 奉 承知、 直 樣中津 、今 治. E. 合 心配 仕、 肥 前 藩 へ 申談之 上、 右 

之 次第、 軍監 へ 巾 出 候處、 日光 表 之 儀 ハ 、常時 平 穩之事 -ー 候 得 ハ 、三 藩 共 分隊 致 シ 、急場 之 方 へ 出張 有 之 可然ほ 御 差 Si  二 付、 

中津、 今治ハ 分隊 之 決議 相 成 候 得 共、 弊 藩 之俊ハ 、 何分 少人數 一一 テ 分隊 出 來兼候 一一 付、 會津方 へ 打 入候樣 仕候テ ハ 如何 可 

有 御座 哉 3::、 又々 軍監 へ 相 何 候處、 其 通 -ー テ 可然、 大總督 へ 、ノ 其 段 申 上 置、 早々 會津 へ 打 入 候 用意 可 有 之、 尤其儎 ハ 此方 へ 

モ 出 候 様 御 差 H  二 付、 肥 前、 中津、 今 治 藩 へ 其 譯申談 、同廿 六 日出 發。 

〇 


明 一 一 卜 一 一日 ヨリ、 一 小隊 

八月 廿ー 


： 股 宿へ 出張 可 有 之 旨 御沙汰 候 事 „ 


阿 州 藩 


白 河口 總督 參 


長 


中 

奧羽 追討 日記 


〇 

各 通 河 越 藩 烏 山 藩 壬 生 藩 

お 藩 共隊、 白 川 表へ 早々 進軍 可 致 様、 鷲 尾 殿 御沙汰 候 事。 

K  r;^ 弓廿ー 日  白 川口 參  謀 

松 井 旗英、 大 久保忠 

順、 鳥居 忠文家 記 

〇 奧羽 追討 日記 -ー 云、 八月 廿 一 日、 書記 役 林庄次 參營、 右 渡 邊淸左 衞門之 書 狀持參 、一 一本松 ョ リ夜亥 之 刻 -ー 來 ル 、文意 左 二  ノ 

^*纤形勢、昨日以御使番申上候通リ、其他別條モ無之候、阿州人數之中五十人計リ、 川 股 出張 被 仰 付 度奉存 候、 右 宿 情 

實 1\ー 儀ハ 、會 計官之 者、 委細 心得 罷在 候、 艸々 頓首。 

八月 卄 一日 

〇 蜂 須賀茂 韶家記 二 云、 八月 廿 一 日、 ヒ田甚 五 右 衞門隊 、奥州 川 股 宿 御 警守被 仰 付、 同廿ー 一日、 三 舂表發 足、 同廿 n. 百、 同 

所 へ 著。 

〇 松 井 康英家 記-一 云 、八月 廿ー 一日、 御 達 之 通、 出張 之 人數、 白 河口 へ 到 著、 御屆 S. 上 候。 

〇 大久保 小^ 順 家 記-一 云、 八月 廿 一 日、 大關泰 次 郞家來 瀨谷角 之 進、 白 河 表 參謀衆 ヨリ 爲御 使、 御 書付 持參、 右-一 付卽 日白 河 

表へ 二 小隊 進軍 仕 候。  . 

〇 鳥居 忠文家 記 一一 云、 八月 廿 一 日、 飛檄 ヲ以テ 御沙汰 ァ. リ、 翌廿ー 一日 拂曉、 蘆 野 ヲ發、 白阪ヲ 越テ、 午 後白河-一 著陣、 御沙 

汰 ニ^: 原ロヲ 警衞 シ 、近傍 ヲ 巡邏 ス。 

〇 本日、 大總督 所 ヨリ 中 村 利 秋へ 達 書  ー  、 

薩州、 宇都 宮兩藩 之 兵隊、 藤 原 口 出張 二 付、 軍監被 仰 付 候 事。 I 顧 

〇 陵應 出軍 戰狀 -ー 云、 加 治 木 一 小隊、 江戶表 へ 宿陴仕 居候 處、 野 州 藤 原 口 ョ リ、 會津 進撃 被 仰 付、 八月 廿 四日 進發、 野 州 宇都 
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せ" ョ リ 同！！^ 一 一  小隊 合 ス 。 

〇 戶田忠 友 家 記 -ー 云、 藤 原 村 屯 集 之 賊徒 共、 弊 藩 宿 陣罷在 候 西 船 生 村近邊 迄、 時々 出沒相 伺候 二 付、 當方 -ー 於テ 要害 之 地ヲ 

立、 竹 木 伐拂、 入口 へ ハ 胸壁 ヲ設ケ 、守 禦盆 厳重 一一 化罷在 候處、 八月 廿 一 日、 藤 原 村 之 方 一一 當リ、 火 之 手相見 候 一一 付、 何事 共 

不^分 候 得 共、 人 數差出 候處、 賊徒 金穀之 不便 -ー 御座 候 哉、 會津邊 攻擊相 迫 候 哉、 險要之 陣營、 民家 共不殘 放火 自燒 引拂候 

二 付、 跡 見 屆候處 、外 二 加 異候儀 無 御座、 猶贼徒 之 行 衞相尋 候處、 會津領 橫川ト 申候處 へ 引退 候 由 -ー 付、 人 數引上 之 上、 弊 藩 

丘ハ隊 追撃 可 仕 旨、 肥 前 藩 へ 申 談候處 、弊 藩 -ー テ 先鋒 相 勤 候 様 -ー 付、 約諾 仕、 其 儘 尾 擊ト奉 存候得 共、 前 路之儀 ハ 0 ル 深山 荒 

僻 之 地 二 テ、 人家 稀 練、 丘 ハ盒モ 無 之 一一 付、 用意 仕 候 内、 廿 1 一日、 日光 山守 衞之藝 藩、 日光 裏通リ 六方 道ヲ相 進ミ候 由、 廿 四日 

相 成、 弊藩幷 -ー 肥 前 藩 同道、 小 百 村 之 方 へ 進軍 仕 候。  ， 

〇 石 筵 ロノ 官軍、 兵ヲ 分チ、 一 ハ 本道 ヨリ 贼兵ヲ 石 筵 村 U 破リ、 進 テ保奈 利 峠 は II ヲ 攻メ、 

一 ハ 間道 ョ リ 猿 岩 ノ險ヲ 奪ヒ、 遶リテ 其 背 一一 出ッ 、贼兵 支 ヘス S  H 走ル 、中 山 口  ノ 官軍 モ 亦 進 

攻ノ狀 ヲ爲シ 、聲勢 ヲ助ク 、旣ニ シテ轉 シテ石 筵 口  ノ軍二 合ス、 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 八月 廿 一 日、 我 軍 玉 之 井村 ヲ發シ 、石 筵 村 二 テ兵ラ 揃へ 、三 手 二分 ッテ會 境 一一 入ル、 長、 土ノ兵 ヲ嶽上 

ノ 中間 ョ リ猿岩 二進 ミ、 我 第 一 大隊、 大垣 一 中 除、 石筵ョ リ左ノ 險山ヲ 越 テ進ム 、餘 ハ都テ 本道 也、 本道 始戰ス 、左右 奇ト 

ナ リ 、母 成 Il31?lg3s^? 终ー 一 ノ  I ヲ突 ント、 深山 ノ道 モナ キ所ヲ 破リ、 天狗 相撲 取峯 ト 

ィ ヘル、 一 一里 餘ラ 越ルノ 大山 ナレ ハ 、母 成 關門之 後 ニ出テ シ時、 夕 七 ッ時比 也、 關門已 二 破テ、 遁兵ヲ 追 擊シテ 、大原 村ノ本 

逍ニ 出、 夫 ヨリ 岸 木星 村 迄、 四番ー 除進ミ シカ、 黃昏 一一 ナリ、 此 ニ陣ヲ 止ム、 此地ョ リ七八 町 先 二、 亦關門 ァリ、 守兵 夜半 比 

迄守リ 居、 來テ 小鋭テ 以遠 擊ス、 三番 砲隊 一一 ハ 、 玉 之 井村 ョ リ三里 半 位 有 之获岡 平へ 、賊徒 臺場ヲ 築 致 發砲候 付 、攻撃 致 候 

處、 暫時 ノ戰 ニテ 臺場乘 取、 ソレ ヨリ 母 成へ 臺場 三ケ 所、 關 門へ 一 ケ所築 居、 最初 ニケ所 之臺場 ヨリ 烈シク 致 發砲候 付、 一 


番砲隊 お 二番 砲隊半 座、 三番 砲隊、 其 外 諸 藩 ヨリ モ 大砲 有 之、 嚴シ ク攻擊 致シ、 小 统隊ハ 橫合ョ リ押ョ セ候處 、餘程 致防戰 

居候 得 共、 終 二 一 一  ケ所 臺場乘 取、 外 一 一ヶ所 ハ 最早 賊 一 人 モ 不相 見得、 然處、 遠路 終日 之戰 ュ ヱ 、兵隊 モ 相勞 レ 、尤 黄昏 相 成 候 

付、 a 成へ 一泊、 九 番隊ハ 、母 成 峠 砲臺之 正面 二 力 、リニ  ノ臺 場ハ速 一一 追ヒ ハ ラヒ、 夬ョ リ 十四 五 丁 計 先、 双方 ノ岡手 二 砲 

臺ヲ設 居候 付、 左 岡 手ノ方 二相 力、 リ、 四ッ 半時 分ョ リ八ッ 時 比 マ テ、 大小 砲ゥ チ合、 尤 官軍 總勢モ 山野 二 致 充満、 九番番 

t マ、 正面 ョ リ手シ ケク小 銑 打掛、 追々 兵 テ進メ 候處、 左右 ノ臺 場、 八 ッ過比 乘取候 付、 兵ヲ マ トメ、 夫ョ リ 半道 計 モ相ス 、 

-、 夜 二 入、 廣野 ニ陴ラ 張リ中 候、 手 負 一 人、 S  、上 兵 具隊拉 一一 一 番 遊撃隊、 ボ ナ-峠 正面 ヨリ 攻擊 一一 及 じ 候處、 賊兵 尸 、 

少々 小高 岡へ 砲臺ヲ 築キ、 正面 ヨリ 掛候テ ハ 、味方 別 テ惡候 故 一一 、右手 谷 州へ 下リ、 右手 高キ 岡へ 馳登リ 、橫矢 擊候處 、正面 

ヨリ ハ. K 砲 モー 同 ニ掛ル 故、 一 之 砲 臺丈ハ 、卽 散々 -ー fflr 夫 ヨリ 續テ 正面 ョ リ モ 進撃、 1 一之 砲臺 へ 攻撃 -ー 及 候虚、 暫時 手 

强キ防 戰致シ 候 故、 兵 具隊ト 申談、 右 岡 ヨリ 又々 深豁 一一 下 リバ，^ 川ヲ打 渡、 夫 成 正面 ノ大ナ ル砲臺 之 下 迄 、攻撃 踏 人 候 得 共、 

正面 ョ リ ハ 地理 惡ク、 勿論 鹿 野 一一 テ隱レ モ無キ 場所 故、 砲臺 右手 ヲ馳 通リ、 右脇ョ リ砲臺 へ 進撃 一一 及ヒ候 處賊兵 狼 犯 二 及 

ヒ、 悉 敗走 一一 テ、 難 ナク是 モ攻拔 、縱撗 追擊、 大槪夕 五 字 過、 ボナ リ峠 關門涯 一一 兵 ヲ引纏 メ、. ^陴 致シ 候^、 

番兵 一 番隊 S 私領ー 一番 隊之儀 ハ 、最初 御 軍議 之 通、. H  -ふ い ョ リ橫川 村 繰 出、 各藩 兵 玉 之 井村 へ W 掛リ 、石 筵 村 へ 同夜 七 字 頃 

著陴、 十一 一字 頃ョ リ 石筵綠 出、 母 成 峠へ 四 字 頃 轉陣、 其 儘 露 宿 休 兵 仕 候。 

〇 戊已 E 戰紀略 二 云、 八月 廿 一 日、 我 兵 先鋒 三番 隊、 四番 一 小隊 ハ 石 筵 一一 進ミ 、賊ノ 砲臺 五六 處ヲ奪 ヒ 、母 成嶺 二 向フ、 二番 

中隊 ハ猿岩 ヨリ 戰フ 、賊險 阻 二 侬據シ 、防 戰茶カ ム 、此 -: 領、 會津國 境 第  一 ノ 險 二 テ , 崖 壁 千 恨、 容易 ニ踰へ カラス、 我 兵 一 一 r 

、、土 兵 4> 人ヲ 率 ヒ、 巉厳ヲ 攀援シ 、一 時餘 一一 テ敵ノ 背後 一一 出ッ、 敵 狼 m ス、 本せ r!  ノ諸兵 勇進、 卽時保 成 ノ關ヲ 破リ、 大原村 

二 入ル、 四番ー 小隊 ハ、 昨日 木^ ヨリ、 中 山 街道 熱 海 二 向ヒ、 關門ヲ 撃破、 賊ヲ追 テ橫川 二 至リ、 火 二 谁： 攻ノ勢 ヲナシ 、引返 

シ テ是 日大 I 一一  至 ル 、我 丘ハ、 f 人。 き ssflsti ゝ？ I 賴植  - 

〇 山 €： 豐範家 記 一一 云、 八月 廿 一 曰 朝 六 時、 全軍 三 道 一一 分チ、 玉ノ 井村 ヲ發ス 、時 二 雨 縫 上ミ、 泥濘 滑 滑、 人馬 塡咽、 行進 甚タ 
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苦ム、 村 ヲ離ル レ ハ則チ 天明 ナリ、 左ノ 間道 二 向ハ、 薩ノ 分隊 及 ヒ大村 兵 ナリ、 右ノ 間道 猿 岩 口 If  |^;.日 ン、 顏 "5、 ハ 、我 第 

一 一、 第 四 合 隊長 祖父 江 可成、 第三 隊長 小 笠 原 謙吉、 第 八 隊長 吉松速 之 助、 第 十三 隊長 西 山榮、 第 十七 隊長 關鶴 右衞 門、 第 十 

八 隊長 眞邊戒 作、 第 卜 九 隊長 久時衞 、谷 守 部監 之、 秋 澤淸吉 副 之、 長 ノ分兵 六十 名 計ト、 共 二 進ム、 各藩 木軍ハ 、 石 筵 ロ通リ 

本道-一向 フ、 我 本 軍ハ、 砲 隊長 北 村長 兵衞、 第 一 第五 合 5{ 日 比 虎 作、 宫崎合 介、 第 六、 _^監41 録^、 タ凡 リソ、 Ifs^JI", に ^ 

ス％*iス今、?l?"l".^第十四隊、i寵#ク將 第廿 一 隊長 遠 藤 平 八 郞及斷 金 除 凡 七 小隊、 總督板 垣 退 助總括 之、 片岡 健吉、 伴 

權 太夫 等、 大小 監察 ト共 二 之 二 向フ、 宫兵已 一一 石 筵、 猿 岩兩道 二 迫ル、 賊、 一 聲ノ號 砲ト齊 シク、 石 筵、 猿 岩 兩所ノ 臺場ニ 蟻 

集ス、 猿 岩路ハ 本： 迫、 石 筵 ニ比ス レ ハ稍ャ 近キヲ 以テ、 午前 九 時 頃、 猿 岩 ノ切處 ヲ去ル 十 丁 許 二 シテ、 山腹 ノ 平原 一一 出ッ、 

項§下乃ナチ.^山 賊、 齊ク發 射ス、 宫丘ハ 、茅 間 二 散布 シ進ム 、賊、 懸岸ヲ 隔テ、 砲臺ヲ 數處ニ 築キ、 防 戰甚タ 勉ム、 賊、 本道 ノ正 

面 一一 築 シ高處 ノ砲臺 ヨリ、 斜 二 猿 岩 ロノ 宫 兵ヲ發 射ス、 宫兵已 二進 ミ、 絕谷 二 臨ムト 雖モ、 只 一 線ノ 小路、 上下 羊腸、 別 二 渡 

ル へ キナク 、賊、 前岸ノ 路頭 一一 胸壁 ヲ 構へ 、嚴 シク 防戰ス ルヲ 以テ、 一 丘 ハモ 谷 ヲ越ル  一一 ナシ、 皆 谷 ヲ隔テ 、身ヲ 岩石 ニ隱シ 

銑 戰ス、 距離 凡 六 七百ャ ル、 一 「四 合 隊長 祖父 江 可成 等、 猿岩ノ 右岸 ヨリ、 嶽山ノ 七 八 分 二 登リ、 是非 一一 谷 ヲ越ン トス、 賊、 亦 

前 岸 ヨリ 登リ 、同シ ク應 之、 彌上リ 谷彌深 シ 、終 二 越 ル 不能、 須曳 二 シ テ霧、 嶽山ノ 中央 二 起リ、 彼我 共 二 霧中 ァ リ 、 只砲聲 

ヲ聞ク 而已、 時 二 本道 亦已 二 開 戰ス、 贼、 本道 數處 一一 要害 ヲ設ケ 、防禦 力 ヲ極ム 、薩ノ 砲 除 進ミ擊 之、 我 砲兵 ハ、 專ラ 小銑ヲ 

携へ 、賊ノ 胸壁 ノ 東部 ョ リ 突進 ス、 賊、 顧 ミテ防 之、 須臾 一一 シテ 敗走 ス、 叉進ム  一 丁餘、 賊、 又 山 勢 萵下ニ 從ヒ、 三 砲臺ヲ 築ク、 

最高 處ノ砲 臺ハ、 初メ ョ リ右問 道、 猿 岩 ノ諸隊 ト戰フ 、而 本道 ノ諸 隊ハ、 下歷ノ  二三 ノ砲臺 二 當リ進 戰ス、 我砲隊 井-一 薩、 長 

ノ兵、 深 ク入テ 砲 a  二  0 ル 、時 一一 午後 ナ リ 、賊亦 能 ク防ク 、勝敗 未タ判 セ ス 、當此 時 、猿 岩 口  ノ 官 兵、 進 一一 術ナク 、稍發 砲 ヲ 止 

メ、 以テ 時機 ヲ待ッ 、賊亦 ヲ賴ミ 、深ク カラ 不用、 一 ッ已 一一 山上 二 ァリ、 一 ッハ 分テ 本道 ノ砲臺 ヲ援ケ 、猿 岩 ノ前岸 胸壁 ヲ 

守ル 者甚タ 僅少 ナリ、 高處 ノ 砲臺 モ亦、 猿 岩 ノ發射 ヲ止メ  、專ラ 本道 ヲ防ク 、本道 ノ 戰尤烈 、於是 、猿 岩 口  ノ 我 兵、 長 兵 ト 相 

議シ 、各 一 不 五六 名ヲ f 樣， f トー フ" 出シ 、下 岸 ノ越ュ へ キ ヲ求メ 令ム、 我 兵 ハ 十九 番隊 長久 時衞率 1\|、 乃 チ賊ノ 耳目 ヲ忍 ヒ、 


ヒ 岩ヲ攀 チ、？ 越へ I ヲ攀チ 、辛 シテ 本道、 猿岩兩 砲臺ノ 中央 二  m ッ、 賊、？ 不覺、 疑 ヒ認メ 、、は；： 爲 

"J^.H、、f  、左ノ 火 W 場 ノ原識 (^%ヲ 發射シ 、時 衞ハ 專ラ、 右 猿岩ノ 胸壁 ノ橫ヲ 射ル、 賊、 忽チ狼 P 

s  ノ 丘、！： s 合 シ、 直 二 喊營 ヲ火シ 、 母 成 峠 ノ關門 二  ： え ル ユー t リ-此 ノきー 本松領 一一 係 ル 、母 成關門 以西、 會津領 一一 シテ 以 ノー 一 

四 五門 ヲ備ル 而已、 此ロ 脫兵ノ 長大 &圭 介、 t 散 m、 一  收地 二 塗レ、 悉ク關 ヲ棄テ 走リ、 又 ー戰ス ル 不能、 總軍 皆關門 二 休憩 ス 

is^:^^s.^t^M、p ァ 兵粮 ノ來ル ヲ待ッ 、遂- 一 二 霧ス、 賊、 敗走 ノ際、 签ヲ碎 キ、. -ヲ 火スル 

ヲ以テ 、良 ノ敲ニ 依 ルへキ ナシ、 僅 一一 黑米 數俵ヲ 得、 粥ト 成シテ 一時 ノ飢ヲ 醫スル 而已、 夜雨、 衣服 盡ク 濕フ、 ^し トモ、.^  ノ 

K  ノ 氣勢更 二 盛 ナリ、 督 1^ 軍監 牧野 群 馬、 三 條家森 寺 邦 之 助 等、 又 我本營 一一 同宿 セリ、 此役輜 重衞ハ 、九！ 合 隊山田 喜久馬 

二 川 元 助、 廿 小隊 小 南 猿 四郞及 齊武隊 金子 寬十郞 ナリ、 是日、 各藩 ノ小 荷駄、 大 一一 混雜 ラ極メ タリ、 昨日 撗川 一一 向フ我 兵、 亦 

5^ ザ 以テ、 母 成 ノ本軍 一一 來會ス 、此 役、 傷 一一 人 「f だが iss 歷删、 

〇大1^- 藩記 二 云、 八月 廿 一 日 71、 長、 土、 大村、 弊 藩、 玉 之井發 軍、 石 筵 二 至ル、 此所 一一 備 居ル賊 兵、 一 戰 二 テ 打散シ 、夫 ヨリ 力 

成 峠 -ー 行卦ル 、此山 ハ 、會津 、一 一本松 領分， 堺之 高山 險阻 一一 テ 、賊徒 臺場ヲ 四ケ所 一一 設ケ防 戰ス、 時 一一 五藩ノ 兵、 爭先奮 進、 難 

ナク 方成ノ 要地 ヲ乘取 e. 候、 此 *、 方 成 一一  野 陴ス、 Isss? 死 一 人。 I 德 i 驚 

olli  -ー  云、 八月 廿 一 日朝 六 字、 玉 之 井村 襲、 i 近ク. f  、是 -ー 於テ 總軍 三 手 二 分 ル 、藏、 "大靈 へ 廻リ、 長 

土 右へ 佳 r 、薩、 長、 土 竝佐土 原本 道 ヨリ 進ム、 賊所々 二 砲臺ヲ 設ケ、 之レ ニ據テ 防戰ス 、官軍、 奮 戰之ヲ 敗ル、 賊、 又 高 丘 二 

包 臺ヲ， 咬ケ 、頻 リ 一一 砲發 ス 、彼 レ 高 一一 在テ 下 射 シ 、彈丸 雨注、 官軍 仰テ 之ラ攻 ム、 一番 砲隊、 正面 ノ砲臺 一一 向テ 砲發、 彈丸悉 

ク 敵ノ靈 ニ至テ 破裂 シ、 賊、 狼 狙、 I ハ、 各藩 ふハト 左右 二分 レ、 烈シク 秦シ、 黃煙丘ヲ 蔽フ、 賊 敗走、 裏、 勝 一一 乘シ、 
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直 一一 ホナリ 峠 二 至ル、 時 二 日旣ニ 沒シ、 峠 二 露宿シ 、夜 大雨、 將士戎 衣 皆 霑フ。 

〇 大村純 ま i 記-一 云、 八月 廿曰、 中 山道 橫川 一 泊、 處々 賊徒 追拂ヒ 進軍、 玉ノ井 稱陣之 官軍、 ボナ リ 峠へ 掛リ候 比 合ヲ見 積、 

發 途之處 ナボ ナリ峠 屯 集 之贼、 盡ク 追擊致 居候。 

〇 渡邊淸 事蹟-一 云、 八月 ニト 曰-土 州、 大村ノ 丘ハヲ 分チ、 陽 一一 中 山 攻擊ノ 形ヲ顯 ハシ、 撗川 二 宿 陴ス、 賊、 刖チ帽 形ノ兵 ヲ咸 

シ 、固 ク中山 ヲ守ル 、於 是、 翌廿 一 日、 本 重 急 二  .1 形 ラ突キ 、殊死 戰鬪之 ヲ破ル 。 

〇 伊集院 兼寬 手記 一一 云、 八月 廿 一 日 早天、 丘 ハラ 三 道 ュ分チ 、我 一 番、 貳番 之砲隊 151 遊撃隊、 及 ヒ長州 之 兵 ハ 、 s^w^llf-  二 向ヒ、 

土？； 兵 ハ 猿 岩 通 一一 向ヒ、 別 二 一軍 テ シ テ 中 山 通 一一 向 ハシメ  、大 一一 進軍 之形ヲ 示 シ 、第 卜 一 一時 頃 一一 到 テ兵ヲ }^ シ ， 保 2., ゲ Z ー广 し、 

ト 一手 一一 合 シテ進 擊ス、 賊、 砲 臺ヲ諸 所 一一 築キ、 守備 甚嚴 ナリ、 一 番 大隊 及 大垣ハ 、石 筵ョ リ 天狗 相撲 取 山 之嶮ヲ 越へ、 保 2： 

峠 之 後 #- 里 計 之 敵 後 へ 出、 正面 ト 背後 ヲ擊之 策 二 決 シ 、各 進擊 ス 0 保 2 之戰ヲ 左右 二 見テ 、山中 二人 ル、 已 二 シ テ保 c 之贼、 

漸ク 守禦之 術 ヲ失シ 、午後 五 字 頃、 達澤村 一一 到レハ 、贼 兵已 二 敗走 スル 一一 逢フ、 仍 テ纖貳 三十 餘級ヲ 得 タリ、 故 一一 同 支 、 大 

原 村 之 民 星 一一 一 治ス、 然ル 二 我 四 番隊之 持 場 二 向テ、 賊丘ハ 、攻擊 終夜、 同隊 一 眠ス ルヲ 得ス。 

〇 東 出道戰 記-一 云、 八月 一 一十 一 曰 、官軍 玉ノ 井村 ヲ立テ 、石 筵 山へ 攻懸リ 候、 此石筵 山ハ、 字 保 成 峠 ト唱へ 候處、 往昔、 葦名 

氏 若松 ニ居シ 時、 外患 內 二 藩 リシ " 、敲 軍、 此保成 山 ヨリ 打 入 候 由 故 二  、其 時 ノ名ヲ 諱テ、 保 成 ヲ改テ 、勝 軍峠ト 云. W 也、 此 

山甚 ii 一一  シ テ 、萬 岳立拉 ヒ テ 、中 一一 只 一條 ノ 細道 ノ ミ有リ 、其 左右 一二、 賊 ヨリ 悉ク憂 壁 ヲ築キ 候 事故、 輙 ク 可攻登 卜 モ 

不被思 候 間、 薩 及 吾 藩ノ兵 三百ん 計、 左ノ問 道へ 廻リ、 兩道 ヨリ 可攻立 害-一 テ、 相 分レ行 候、 偖、 午ノ 時、 石 i 延山 一 ノ壘 へ攻 

懸リ 候處、 賊 ヨリ ハ 大小 砲ヲ雨 ノ如ク 一一 打 立 、官軍 中々 難 進 候處、 薩、 土ノ li^ パハ矢 石 ヲ不壓 、只 命ヲ輕 シテ馳 登リ、 同 シク大 

小 砲 ヲ打立 候閒、 賊ハ遂 一一 防ク 不能 シテ、 悉ク逃 行 候 間、 忽チ  一 ノ壘 ハ乘取 候、 然ル 一一 叉、 五六 丁 is 一一 壘壁有 之、 此處ニ モ賊 

大勢 一一 テ防キ 候 間、 同シク 官軍 大小 砲ヲ打 テ攻立 候處、 無 程 ニノ 壘モ乘 取リ、 夫 ヨリ 三 四ノ壘 、共同 シク防 戰致シ 候 得 共、 

官軍 奮 テ攻立 候 間、 悉ク 败レテ 述出シ 、巾 ノ時迄 一一 、四 ケ所ノ 壘壁共 乘取申 候、 是 二 於テ 、今夜 ハ 同所 二 野陣テ 構へ 、各 雨中 


二相 憩ヒ 候、 此日ノ 賊軍 ハ、 五 百 人 餘也ト 云、 或ハ 三百 人 二 モ 不足 共 云、 討取ハ 所々 二 斃レ有 之 候 得 共、 匆卒之 際 不能 記 此 

口、 左 ノ方問 道ハ、 薩三 小隊 WJ^II 也 五- 吾 藩 三 小隊 也、 然ル 一一 此方、 道 迚ハ少 シモ無 之， 只 山 角 樹木 ノ中ヲ 辛 フシ テ渡リ 

き、 斬 ク進ミ 行 候處、 最早 本道 ハ 打破 リ候テ 、戰 舉リ候 間、 t ノ時 本道へ 出、 本隊 ヨリー 里 前 一一 テ村 家へ 立 入、 稱陣 一一 及ヒ候 

也、 中 山 ロ聲援 ノ 宵 軍、 午 ノ 時 迄 橫川村 對陴致 シ 、急 二 可 討 入 勢 ヒ ヲ爲シ テ 、此處 ノ 賊共、 石 筵 へ 救 フコト ヲ得サ ラシ ム、 夫 

ョ リ急 二道 ヲ換へ テ、 石 筵 口 へ 廻リ、 各 本隊 へ 馳 加ヮリ 候" 

〇 若松 記 二 云、 將軍山 二 新撰 組 山 口 次郞、 士  i は 兵 幷歩丘 ハ合テ 百 一 一十 餘引卒 出張 シ テ在シ 力 、 八月 廿 一日、 戰破レ テ 散亂シ 、 

猎 苗代 二 過テ、 廿 二日 夕刻、 天 寧 寺、 湯 本 村 二 來ル。 

〇 丹 羽 長 裕家記 一一 云、 < 月 二十 一 曰、 兩軍 大擧、 获岡 闘 門 &、  二 f リ、 砲 發ス、 き 兵、 其 胸壁 二 據リ、 應砲ス 我 兵、 八幡 

村 一一 枚 橋 glJ 一一 分配 シテ應 援ス、 彼 レ砲統 ヲ連發 猛撃 ス、 遂ニ防 ク能ハ ス、 總軍漠 敗ス、 此役我 兵 死 六 人、 減 &£、 

稀 橋 壯-告 、松 m 久右衞 門、 大森 复 一 尺 0 徹； し 

ii 、靑山 乂十郞 、八本 文 三郞も  ーノ洒 右衛門  ， 

〇ー」^8錄ーー云、八月廿ー 曰 未明 ヨリ、 又 二 本 松 ヨリ 敵襲 來リ、 將軍山 ヲ攻ム 、吾 軍 三 手 一一 分レ相 戰フ、 左 之 山手 ハ傳習 第二 

大隊、 正面 新撰 組備 へ テ防 戰ス、 然ル - 一敏 之 伏兵、 山 後 之 絲澤村 ヨリ 起ル、 軍中大 二 周章 ス、 然 ル 二  、吾 陴營- 一 火 之 手 起リ、 

衆 火 二 驚、 然ル 二、 敏後 ヨリ 攻ル コト急 ナリ、 吾 軍 不利 二 シテ、 遂ニ 太 敗軍 一一 及フ、 此役ャ 、朝 第 六 字 ヨリ 始、 夕 第五 字、 旣ニ 

正面 之 胸壁 ヲ敗 ラル、 依テ 左右 ノ軍、 歸路ヲ 失フ、 敵ハ 正面 ヲ擊ッ コ ト烈 シク、 大 原、 木地 小屋、 伯父 ケ沛之 三 村 ヲ燒キ 、若 

松 之 城下 ニ迫ラ ン トス、 吾 傳習隊 ハ歸路 ヲ絕レ 、四方へ 散 亂シ、 山 問 ヲ越テ 、漸ク 二 シテ八 一  下 一 一日 猎 苗代 一一 至ル。 

二十 二日、 石 筵 口  ノ 官軍、 進テ猪 苗代 二 至ル、 賊兵龜 城ヲ火 キテ先 遁ル、 官軍 乃 チ兵ヲ 分チ、 一 

ハ猜 苗代 一一 陣シ、 一 ハ戶 口村 二進 ム、 賊將サ 一一 十六 撟ヲ 撤シ、 戶 口川 Sif 、川 ヲ隔 テ之ヲ 拒ント 

ス、 官軍 急 ニ擊テ 之ヲ走 ラス。  - 
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〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 八月 一 一十一 一日 曉五 字、 諸隊、 保 成 峠 發陣、 强雨 ヲ凌キ 進軍 ノ處、 賊兵、 猪 苗代 ノ 要所 モ難守 得、 龜城竝 

土 津明神 ノ社宇 等 放火、 敗走 イタ シ候、 然處、 當所 ヨリ 二 里 計ノ所 -1 、湖水 ヨリ 出ル 急流 ノ川 二、 十六 橋ト. & 石橋 有 之、 賊共 

曰疋 ヲ落ス .-ー オイ テハ 、城下 へ 攻入 n ト難 叶、 第 一 之 要所 ト承、 夫 形四番 除、 九 番隊、 兵 具 除 前後 二 推 ユキ 候處、 案 ノ如ク 早 一 

一 一問 モ落シ 居候 半 二 テ、 直 二 致 砲 發候處 、贼方 ヨリ モ 同様 二 テ 、暫時 力 アイ タ打 合、 終 二 追 退、 漸々 撟ヲ 越シ、 十 丁  ：！^ 兵ヲ ス 

スメ 候處、 十一 三 一丁 程 モ有之 岡 へ 、賊致 群集 候 付、 少シ 丘ハヲ ス 、 メ砲發 致シ、 彼方 ヨリ モ 同斷、 旣ニ暮 方-一 モ相成 候 得 共、 益 

抜 等 押 立、 防 戰ノ盘 ヲ示シ 、不 引退、 互 一一 陴ヲ張 居候 處、 應援ノ 兵モ 追々 相 糗キ候 付、 夜 入五ッ 時分、 外隊  一一 ffl 代リ、 右橋涯 

マテ 丘ハヲ 引返、 猪陴仕 e. 候、 番兵 一 番除竝 私領ー 一番 隊、 土 州 藩 三 小隊、 中 山 ロノ 賊 兵 中間 二 引揚、 壺下 ヨリ 官軍 ノ後ヲ 取 切、 

決戰川 意ノ聞 得モ有 之、 猪 苗代 ノ守 兵、 彈藥 等ノ爲 護衞、 同所へ 滯陴被 仰 付 候 一一 付、 夫々 斥候、 番兵 等差 出、 土 州 藩 一一 モ申 合、 

厳重 相 堅 候。 

〇 戊已征 戰紀略 ュ 云、 八月 一 一. H 一日、 諸軍猎 苗代 二 至ル。 

〇 山 2： 豐範家 記 一一 云、 八月 廿ー 一日、 曉、 總軍母 成 ヲ發ス 、路傍 ノ廬舍 、盡 ク賊ノ 放火 二 躍リ、 存ス ル處殆 百中ノ 一  ナリ、 全軍 

相 繼テ、 ^苗代 一一 著ス、 薩兵、 昨夕 行進 ス ル者、 先ッ已 一一 猎 苗代 ラ取ル 、此ノ 地声 名氏ノ 故城 跡 二 シテ、 會津ノ 所領 三 萬石ノ 

一 太 村 ナリ、 土 著 ノ士亦 多シ、 城代 高 橋 某 守 i\ 一地、 中 山、 母 成、 土 湯 三 道ノ衝 二 當リ、 右 二 湖水 ヲ擁シ 、左 二 大山 ヲ負ヒ 、要害 

ノ地ト 稱ス、 三 道ノ賊 丘ハ、 兵粮 彈藥、 皆 此ノ地 ヨリ 輸送 スト 見へ タ ル、 賊、 城ヲ自 嬈シテ 走ル、 防戰ス ル# ナシ、 然レ トモ、 市 

中ハ 皆存セ ルヲ 以テ、 兵 十： 卜 分 一一 兵粮 ラ 調へ 、初 メテ咋 日 来 ノ飢ヲ 忘ル、 本日 ハ 、當處 迄 進軍 ノ害 ノ處、 賊ノ巳 二 退去 セ ル 

ラ以テ 、薩 ノ 前進 ノ兵、 已ニ猪 苗代 ヲ發シ 、將 一一 進テ 十六 撟ノ 要害 ヲ爭 ハン トス 、我 總督板 垣以 下、 多 前 村 一一 休憩 シ 、本營 二 

ァ ル者ハ<^:守部、安岡亮太郞、徒監池知退驟而已、時 一一 伊地知 参謀、 人ヲ 我本營 一一 馳セ、 來リ 云フ、 只今 我 丘ハ、 贼ノ 書簡 ヲ得タ 

リ、 大意 云、 最早 味方 如此 形勢 二 至 ル上ハ 、別 二 セ ン方 ナシ、 若松 ニ於テ ハ 必死 防戰ス へ シ、 其 手 ニ於テ ハ、 土 湯 ロノ 兵トカ 

ヲ合セ 、直 一一 猎 苗代 二 出テ、 敏ノ粮 道 ヲ絕チ 、狹テ 之 ヲ擊ハ 、敵 ヲ鎏 一一 スルコ ト 必定 ナリ、 速 一一 丘 ハ纏メ  、此ノ 策 一一 出ッ へ シト 


云々、 蓋シ 若松 ョ リ、 中 山 口 出張 ノ丘ハ ニ送レ ル 書簡 ナリ、 テ 如此ハ 、猎 苗代、 兵ヲ 置カサ ルへ カラス、 故 二 我 藩 一 小隊 ヲ止 

メ ン、 贵藩願 クハ三 小隊 ラ止メ ョ、 時 二 板 垣、 已 二 我 先鋒 隊ヲ 率ヒ 進軍 ス、 於是、 人 ヲ板垣 二 馳セ、 八番、 十四 番、 十六 番ノ三 

小隊 拉 二 嚼重衞 ノ爲メ  、齊武 除 ヲ丄メ f ハト共 一一、 中 山 口 拉 一一 母成ロノ兩道ヲ守ル、, %li^!&Jff  ^^§き誠きハ^ 

故 二  、之ヲ 守ル、 ® 成 ノ收ル 、 ャ、 贼、 四方 二 散亂、 多ク ハ 猪 苗代  一 I 返 クコト 上 度、 i£ 、、卜 L ヽ喬ュ ノーへ tef フ、 一 nni ゝ、 #1 クを S ヲ MI テ、 戶 ノ n 

i ハス、 兵 進入 ノ後チ 、竊 一一 山 ヲ經テ 、土 湯 道 ヨリ 仙き 一 洛ル者 多シ、 萨五 Z  T プ， i: ヲも T フ iprs  S ク t う ぇブ 厂 -r 

ノ 原 一一 露- M ス 。 

〇大姐- 藩 記 二 云、 八月 廿ー 一 曰 六 字、 方 成 嶺上ヲ 發シ、 猎 苗代 ヲ指テ 發向ス 、此猎 苗代 ロト 中ハ、 會津領 三离石 ノ陴星 一一 テ、 

往古 藤 名 氏 ノ城ナ ル 一一 、會 賊ョ リ陣番 相 詰 居候 處故、 定テ 防戰ス へ シ ト思ヒ シ 一一 、左モ 無 之、 官軍 至 ラサ ル 以，； 1 一一 、 少ク放 

火致シ 逃亡 仕 候。 

〇 島津忠 寬家記 二 云、 八月 廿ー 一日 五 字、 ホ ナリ^ 進發、 直 二 猎 苗代 へ 進撃、 賊、 自ラ陴 星 ヲ燒テ 逃ル、 同所 へ 宿陴、 夜、 薩兵 

拾 六 橋-一 於 テ激戰 、值 之、 夜 卜 一 字、 一 番、 四 番銃隊 戶之ロ  - 一到、 卜 六 橋 二 戰フ、 終夜 激戦、 大雨、 具 皆 浴 雨。 

〇渡邊淸|:^-蹟 一一 云、 八月 廿ー 一日、 稻 苗代 ヲ拔 ク 、先 一一 中 山 街道 ニ顯 ハス 處ノ 兵モ 、亦 帱形ヲ 越、 此 日稻 苗代 一， 一 會 ス 、長 州 ノ 隊 

長 某 曰 ク、 聞 ク此ヲ 距ル三 里 許、. H ハ撟 ノ險ァ リト、 兵疲レ タリ ト雖、 今日 此險ヲ 取 ラサ レハ 、全軍 進 ム能ハ スト、 直 一一 其隊 

ヲ勵マ シ、 薄暮 卜六撟 一一 至レ ハ 、賊、£^ンテ石橋ヲ毀ッ 二 會ス、 急 二 擊テ之 ヲ逐ヒ 、橋 ラ渡テ 陴ス。 

〇 伊集院 兼寬 手記-一 云、 八月 廿ー 一日、 進テ猎 苗代 二 到レハ 、賊 兵旣 一一 營ヲ燒 キ去ル 、四 番及ヒ 兵 具 隊ハ、 直 一一 進 テ湖ロ 之 拾 

六 橋 二 到ル、 賊兵、 將 二 橋 ヲ曳テ 、以我 兵 之 進路 ヲ妨ケ ン トス 、仍テ 貳番隊 其他ヲ シテ、 先隊之 應援ヲ ナ ス。 

〇 束 山道 戰記 一一 云、 八月 一 不一 一日、 曉、 iR 軍 石 筵 山 ヲ下リ 、来ノ 時、 猎 苗代へ 討 人 候處、 此處賊 一 人モ無 クシ テ、 悉ク逃 去 候 

間、 輙ク 民家 二 入テ -ui 陣 ニ及ヒ 候、 右猎 苗代 ハ、 富 燒ノ土  二 シ テ民ロ 千 餘モ有 之、 昔ハ 何人 歟居 域タ リシ. Q 一一  テ、 礎石 等ハ 

今 猶殘リ 有 之、 常 一一 此地宰 色 使ハ、 若松 ヨリ 出番 致 シ候山 ナリ、 此 日定テ 一 戰可有 之ト存 候處、 賊兵、 悉ク逃 行 候 事故、 衆人 

大 二 望ヲ 失 ヒ 候 事 、官軍、 猎 苗代 へ 入テ 各 休憩 一一 及 ヒ候處 、薩 四番隊 一手 ハ、 著 ノ上卽 時 一一、 戶 口村 ノ 十六 橋 邊へ 斥候 二 出 
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ラレ 候、 然ル 二十 六 橋 迄ハ、 猪 苗代 ヨリ 道程 三 里餘ニ シテ、 申ノ 時、 同 處へ到 ラレ 候處、 賊兵 ヨリ 此橋ヲ 落 シ候ハ ン ト、 石工 

輩 聚リテ 、十六 ノ中、 已 一一 一 架 ヲ撤シ 候 所 二 有 之 候 間、 卽時 ニ發砲 シテ追 退ケ、 右ノ 一 架ハ 樹木 ヲ剪 テ是ラ 渡シ、 南 戸口 

村へ 越へ ヲ、 此 夜宿陴 一一 祁 成 候、 猪 苗代 ヨリ 左 一一 イナ 湖 ァリテ 、イナ 湖ノ 水、 趣 後口 一一 液ク 一一、 此戶 口川 ヲ以 テス、 故 二 若松 

へ ノ 道筋、 此 十六 橋 ヲ以テ 咽喉 ノ地 トス、 若シ 今日、 賊兵、 此撟ヲ 絕テ、 堅 ク防戰 一一 及 ヒ候ハ 、 、成功 ノ通速 未 タ知ル 可 ラス 

全力 

候、，. i 藩ノ此 斥候 ハ、 一 事 ヲ以テ 萬 金 ノ利ヲ 兼 タリ ト謂 可シ、 顧フ 二 今度 東征 中、 無 一 ーノ奇 擧ナラ ン乎。 

〇 慶應兵 謀秘錄 fgM き，、 二 云、 八月 廿ー ： 日夕 刻、 將軍山 敗レテ ヨリ、 敵、 猎 苗代 城ヲ乘 取リ、 .H ハ 橋へ 來リ進 擊ス、 此 I 

六 橋 ト稱ス ル橋ハ 、往古 弘法 大師 柬國遊 化 之 時、 衆人 ノ爲ニ 工夫 シ、 打 渡 ス橋ニ テ、 激流 ノ 中へ 石 ヲ以疊 上 テ、. H ハ 連合 ス、 

實ニ 古風 ノ橋 也、 此處迄 敵襲 來リ、 味方 進撃 防 戰スル ノ處、 敵ノ 大勢 潮ノ ワク 如ク、 彌暫戰 ヒ防ク ノ處、 敵、 猎 苗代 ノ 湖水ヲ 

舟シテ 渡リ、 我 後陣 ヲ打、 味方 前後 二 敵 ヲ受ケ 、地 利 惡シク 、眼前 草ノ山 二 テ、 木トィ フ^|^ ハ 一 本モ無 之、 防戰不 成、 諸 兵 散 

亂ス、 敏、 氣 二 乘シ進 來ル、 終 二 味方、. H ハ橋ヲ 捨テ、 戶 ノロ へ 至リ戰 爭シ、 瀧澤！ t ヲ守リ 防 戰ス、 敵、 山中 ヲ潜リ 、處々 ノ樹 

問 草 中 ヨリ、 我 勢ヲ肌 擊ス、 此ヲ 先途 ト防 クノ 處、 味方 過半 打 死 ス 。 

〇 義圑錄 一一 云、 吾 傳習隊 、八月 一 不一 一日、^ 苗代 二 至 ル 、敵 叉 壟 來ル、 去ッテ 若松 ノ 城下 二 至 ルー 一、 敗 兵、 所々 ョ リ 集リ來 ル 

者 僅-一二 百、 此日、 十六 橋之戰 敗ル。 

〇 忍 藩 後軍：！ 一 や 白 河-一至 ル。 Is 

二十 三 曰、 石 筵ロ旣 ニ破ル 、ヲ 以テ 、松 平容保 ||g| 、出テ 瀧澤驛 二 陣シ、 其 軍ヲ督 勵ス、 是日、 

石 筵 ロノ 官軍、 賊兵ヲ 沓掛、 金 堀 等 諸 村 一一 破リ、 進テ瀧 澤驛ヲ 突ク、 容保 等走テ 若松 城ヲ 保ッ、 

官軍 隨 テ之 ヲ攻メ  、其 東北 ノ 外郭 ヲ奪フ 、賊退 テ內城 一一 嬰リ、 殊 死シテ 戰フ、 大 總督府 軍監牧 


野 茂 敬 之 二死 ス、 旣 二 シ テ 城外 ノ賊、 瀧澤、 越後、 米 澤諸路 ヨリ 返 擊ス、 官軍 カ戰シ テ之ヲ 卻ク、 

是 ヨリ 先、 松 平定 敬 llgl ぶ 右松 二 在リ、 是 二 至 リ米澤 二 逃ル。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 八月 廿 三日、 拂曉、 賊潜 一一 戶之ロ 間近 ク寄來 、三番 隊 S 長 土  ノ兵ト 合 シ接戰 、贼 敗走、^ ルヲ 追フ、 彼 

レ^ 路三ケ 所 一一 壁 ヲ築キ 、大礮 ヲ以テ 防戰ス トイへ トモ、 一 々擊 散シ、 城下 近 ク瀧澤 峠 二 至リ、 彈藥ヲ ッメ、 又進テ 市中 竝 

士 小路 ヲ經、 沿道 行々 戰ヒ、 終 一一 八 字 頃、 若松 城屛 柵迄攻 付、 總勢モ 追々 續キ 合ヒ攻 擊ス、 砲隊之 儀ハ、 大手 口 ヨリ 押掛、 一 、 

一 一、 三ノ 包隊、 一 道 ヨリ 互 二 先 キヲ爭 、進コ ト有 テ退コ トナク 、多 日 ノ積愤 、是ヲ 限 ト勇ミ 進テ、 押 立々々 烈敷 砲發、 終 二 城 

迄攻 寄、 激戰 シ 、味方 ノ 砲 聲無絕 間 打 立 候處、 是 一一 辟易 イタ シ 候 半歟、 暫時 ハ 賊 之砲聲 モ 相弛ミ 候、 然共、 何分 城壁 一 時 二 

難 崩 波、 且 賊兵ハ 城之强 壁ラ循 トシ、 味方 ハ 平面 矢玉 ヲ防ク 便モ無 之、 此形リ 二 テハ 味方 死傷 モ不少 、害 有テ利 少ク候 付、 

一 先 ッ少シ 引退 キ、 地 利 ニ依テ 攻擊セ ン ト、 夫 ヨリ 手配 ヲ替 へ 、 一 番砲隊 ハ 西 之 丸 之 方 へ 引 直リ、 俄 ニ疊 等ヲ以 小循ヲ 築キ、 

發砲 シ 、烈數 銑 砲 打 合 候、 一 番 遊撃隊 一一 ハ 、大手 門 ヨリ 攻擊 一一 及ヒ 候處、 外壁 門 丈 ハ 無 間攻拔 キ 、 內壁城 巧 1 迄 進撃 一一 及 ヒ 

候處、 皮 壁 間 ヨリ 頻リ- 一 賊兵發 砲 致 シ 、 一 時 城門 一一 踏 入候テ ハ 、 餘計之 兵 ヲ 損亡 致シ 候 勢 一一 テ 、 城壁 一一 向 攻撃 致 シ 居候 處、 

大漑晝 一 字 頃、 薩、 長、 土 一  小隊 ッ 、、城 之 後へ 爲 斥候隊 操 出シ、 城壁 脇 一一 川 有 之 場所 一一 テ、 右川 ヲ打 渡リ、 川 向 屯 在 之賊兵 

ト戰 居候 折 柄、 城 中 ョ リ俄 一一 鎗隊百 五十 計リ 突出、 手强 ク接戰 二 及 ヒ候得 共、 過半 ハ 打斃、 餘 ハ 悉ク逃 去 候 故、 餘リ單 兵ヲ 

以進擊 一一 及ヒ tiS: テハ 、地理 モ 惡ク、 味方 別テ 不都合 一一 付、 夫 成 兵ヲ引 纒メ、 大凡 四 字 時分、 又々 大手 前 一一 引揚、 無 間- W 攻擊致 

シ 4%、 九 番隊、 大手 ロー  ーノ 城門 迄推ョ セ候處 、城 中 ヨリ 打 卸 候 砲丸 雨 ノ如ク 一一 テ、 中々 難 防、 家中 星 敷 屏ラ循 二 取 打 合 候 折 

、き 家 へ 火 相 力 、 リ、 焰烟難 凌、 半 町 程 賀 W 口 マ テ 引退 キ候處 、一 一番 隊、 六 番隊、 疊臺場 築 立、 打 合候處 へ 、九番 除 一 緒 二 

相成戰 居候 處、 本營方 ヨリ、 三日 町 口 通リ相 カタ メ候樣 命令 一一 テ、 彼 之 方 相固メ 居候 處、 巳 一一 鶏鳴 過、 四 番隊へ 交代、 隣家へ 

丘ハヲ 引揚、 無 程 夜 明、 城下町 へ 宿陴、 私領 一 番隊、 大手 迄攻入 候處、 越後 口 ョ リ襲來 モ難計 候 一一 付、 彼方 相 固候樣 命令 有 之、 
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七 時分 彼方 へ 繰 出 相 固 居處、 賊徒 一 一 小隊 位、 米澤ロ ョ リ寄來 候 付、 卽致砲 發候處 、直 -1 致 散 退、 尙嚴重 相 守候處 、黄昏、 越後 

ロヨ リー 小隊 程、 致 襲來候 付、 是 時暫時 -ー 追拂、 堅 S  -ー  f 串 候、 戰死 交、 S 麵 I 顧き. f 正彌. 一- 難き is 一き、 吉、 

uUv/ 卜 ヒ、。 二番 隊半 隊長 左 近 允 新 六、 分隊長 武 五兵， 小頭 見習 川 崎 休 右衛門、 戰兵集 瀨源治 郞ノ同 井 治 五郎、 毛 利 權之丞 、蒲 生彥 四郎、 S 

ン 本源 次郞、 川^ 仲 之丞、 村 岡 源 助、，； ハ番 隊戰兵 諧良武 五郎、 加 治 木 彥太郞 、福岛 良 助、 砲隊 小頭 汾陽尙 次郎、 伍長 肥 後平 八、 戰 

兵 梅 北 伊八郎、 竹內正 

助、 正 助後遂 一一 死ス、 

〇 戊 已征戰 紀略ニ 云、 八月 廿 三日、 我 三番 隊、 四番 一 小隊、 先鋒 一 一番 隊、 四番 一 小隊、 諸 藩 兵ト猎 苗代 ヲ發シ 、九 字、 郭門ヲ 破 

リ、 本 城 一一 逼リ攻 擊ス、 賊ノ 一  手、 瀧澤 ロヨ リ來リ 襲フ、 我 兵 ヲ分テ 之ヲ拒 クコト 終夜、 我 兵 戰死ー KC!IJ£y¥l 

〇 山 内 豐範家 記 一一 云、 八月 廿 三日 黎明、 我 先鋒 祖父 江、 出 田、 一 ： 川 等 ノ諸隊 、已 -ー 開戰 ス 、賊、 諸處 -ー 出？ な 防戦 ス 、我 兵、 本道 

井二 左ノ 間道 ヨリ 左右 一一 分， ノ、 且戰且 進ム、 贼、 遂 一一 瀧 澤峠ノ 要所 亦守ル コ ト 不能、 兵 狼藉. 死屍 縱橫， 於是、 諸 藩 稍 ャ列ヲ 

正シ、 一時 二 若松 一一 入ル、 遂 一一 外郭 ヲ奪ヒ 、三面 直 一一 本 城 二 薄ル、 城兵 亦 死守 奮鬪、 砲 銑ノ聲 万雷 ノ如ク 、焰煙 天 ヲ蔽ヒ 、殆 

ト 白日 ヲ 0- ス 、我 丘ハ、 追手 竝 一一 追手 ノ右脇 ョ リ進ミ 、城門 一一 薄リテ 激戦 ス 、賊、 亦善ク 禦ク、 我 兵 死傷 甚タ 多 シ 、 ぇ總 督軍監 

牧野 群 馬、 三番 隊長 小 笠 原 謙吉死 之、 於是、 扳垣令 ラ下シ 、十 一 、十一 一 合隊ラ 斥候 トシ、 高 星 左 兵衞監 之、 三 原 鬼彌太 副乏、 城 

ノ坤 位、 湯 川ノ上 一一 出テ、 城ノ 搦手 ヲ試 擊セ シム、 城兵 突出 防 戰ス、 兵半ハ 拾隊、 然レト モ皆诀 死 勇鬪、 勢 甚タ烈 、我 兵 奮撃 

シ テ斃 之、 免 レテ城 ニ入ル 者、 僅々 數人 而已、 然ト モ我 兵、 亦 死傷 不少、 三 原 鬼 彌太死 之 * 遂 二 兵 ヲ收テ 本陣 二 歸リ、 敏ノ景 

況 ヲ報ス 、於是 、板 垣 、高 星 左兵衞 ヲ 遣ハシ 、伊地知 參謀 一一 搦手 ノ 景況 ヲ報セ シメ、 且薩藩 一一 乞 テ 兵 ヲ 交替 ス、 我 兵、 今朝 ョ 

リ 一 飯 ヲ喫セ ス、 累戰シ 、大ニ 疲ル、 丘 ハヲ郭 内 士第ノ 中二 收テ 小憩 ス、 薩兵 代テ頻 ニ攻擊 スト 雖 トモ、 城 堅 フシ テ拔ク 可 力 

ラス、 相 持 シ テ日暮 一一 及フ、 賊、 晚 ニ乘シ テ 突然 襲 擊ス、 板 垣、 自ラ 五番 隊拉 砲隊ヲ 指揮 シ テ、 之 ヲ拔ク 、五番 隊長 宮崎合 助、 

砲 隊分長 小島 糙介 等、 奮戰 シ テ 死 之 、遂 二 大 ニ之ヲ 破ル、 天 全 ク暮ル 、宫兵 各 持 口 ヲ定テ 、之ラ 固メ、 終夜 砲 聲雷ノ 如シ、 是 

夜、 我 兵、 郭 2： 高 撟某ノ 宅 ヲ本營 トス、 此ノ 日、 賊ノ 別隊、 我 北瀧澤 ロノ 輥重ヲ 襲フ、 六 番隊、 當日衞 兵 タルラ、 直 一一 之 レー ー當 

ル 、乃 第 二、 第 四 合隊及 十五 番隊 ヲ出シ テ 援之 、擊 テ之ヲ 退ク、 同夜， 賊兵數 人 、窃 一一 出テ我 病院 ヲ襲フ 、傷者 殆ト不 免ント 


ス 、小 橋 淸太郞 及 祖父 江 可成 力 僕、 門 田 駒太郞 奮戰シ テ退 之、 蓋 シ此ノ 役、 宫兵 凡ソー 一千 五 百 人、 賊亦四 五 千 二 下 ラス、、 黎明 

ヨリ 夜間-一至 ル 迄 交 モ 奮戦、 賊亦 必死 防戰、 官共 ノ 死傷 甚タ 多 シ 、是 ヲ白 河口 戰爭ノ 第一 烈戰ト 稱スへ シ 、傷 四 人： 長 職お 

江可戎 、九 * 隊長 二 川 元 介、 十番 隊長 

山 E 喜久馬  >  十 二番 隊長 谷ロ傳 八、 

〇大ぉ- 藩 記 一一 云、 八月 廿三旦 二字 、猪 苗代 ヲ發シ 、會城 ラ指テ 押 寄ル、 pf"#x、 途中 ハイ ナ湖ノ 汀 一一 テ、 士ハ橋 ヲ落シ 

有 之. き 共、 BK 瞎ヲ縣 5 ケ、 瀧， ゆ 二 テ 一 戰シ、 大砲 一 一門 ヲ分怖 致シ、 八 字 一一 會城三 之 郭迄討 入 申 候、 夫 ヨリ 城 內ハ、 賊モ 必死 

11 , 、 こ，：， 、t€  、ヒー 一， - ia-, 、、原註、 同日、 會城 一一 一之 郭迄押 込戰爭 之處、 城下へ 入テ 一一 一四 丁冼 

ナツ テ防 戰ス、 中々 一 時 二 ハ 攻落シ 難シト 其 夜 此ニテ 對陴フ 5 矿へ、 賊山ノ 中 ヨリ 突出、 一 且往來 ヲ斷切 候 得 共、 城 中へ 押入 


统隊保 科 門之丞 "森 常 之 助、 稻川三 太郎、 桐 山林 九 

^、？ ijf 野 兼 次郞、 大砲 隊田中 兵 三郞、 器械 持 夫 五 人、  t  ： 

〇 大村純 照 家 記 二 云、 八， tn: 廿三 曰、 土 州、 大垣、 弊 藩 先鋒 二 テ 、八 時、 猎 苗代 發送、 十六 撟相渡 候處、 直 二 砲 聾 相 聞 へ 、 貤徒山 

腹 ヨリ 橫擊 致シ候 付、 弊 藩 一 一 小隊 差 向、 土 州 ヨリ モニ 小隊 計リ互 一一 追撃、 十 ra 五 人 討 取引 上 候 へハ、 薩、 長諳 藩、 正面 之賊 

徒 追 打之央 一一 付、 追 駔候處 、會城 へ 押 詰 居 砲戰、 弊 藩 -ー モ 大手 先 ヨリ 大砲 一一 テ 相 掛リ候 得 共、 城 中 ョ リ 之組擊 一一 テ 、 死傷 二 

不甚、 各藩 鈇隊 ハ 十 屋敷へ 操 込、 同祖 擊致シ 候央、 米^ ロ賊兵 壟 來之趣 一一 テ、 弊 藩 出兵 被 命、 送 中 六 七 人、 四 五人ッ 、 打留相 

mi:i9 一、 傷 七 讓？ I 棚 一ハ お i¥ 齢れ， 

〇 島 津忠寬 家 記 二 云、 八月 廿 三日、 拂曉、 總軍進 整、 賊大 一一 敗走 ス 、追 驅賊ラ 斃ス數 ヲ知ラ ス 、 三日 町-口 ョ リ進テ 直 二 會城 

二 藩 M ，、き 二 賊兵ロ 瀧澤へ 突出、 官軍 ノ 後へ ヲ突ク 、是 ニ於テ 一 分隊 拉砲 一 門、 急 二 馳テ之 ヲ敗リ 、夜 城下 ニ陴シ 終夜 

化 .a 戈、 七 コ、. ^111 に、 砲隊 伊集院 fis 助、 大 鳥 二ん 0 ハめ. 3 琢! f、 

賊ト 砲戰此 曰戰死 三人 夂保源 之丞、 夫 卒萬吉 、，ニス 夫卒 カ藏、  i. 

0 市 橋 長 養 I 一一  云、 八 01: 廿 三日、 會津 討人ノ 節、 瀧澤ロ 一一  テ 賊徒 襲 來、 戰爭ノ 棚、 弊 藩 死 一 人、 sikl&w 力 傷 一 人 C 難 謎 

兵粮 方 小者 一 人、 

後遂- 一死 ス、  - 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 六 明治 元年 八月 二十 一一 一日  一 五 〇 

〇 渡 邊淸亊 蹟-ー 云、 八月 廿 三日、 總 軍會津 一一 入リ、 若松 城 ヲ攻ム 、城 堅 クシ テ拔ケ ス C 

〇 牧野 群 馬 事蹟 一一 云、 六月 二日、 諸道 軍 監其儘 ヲ以、 奧羽 筋へ 被 差 立、 八月 廿 三日、 會城 攻撃 之砌中 丸、 同廿 五日 ヲ以 死、 會 

津 融通 寺 e  - 一  弊埋、 齢 三十 九 年 五ケ 8、 

碑 表 二  、iB 軍 諸道 軍監 牧野 群 馬 墓碑、 裏 二 茂 敬、 i 莨、 小 笠 原 唯 八、 世 土 州 藩士、 任大 監察、 慶應 戊辰 四月 擢徵士 、革 姓名 稱 牧野 

群 馬、 八月 廿 三日 、奥州 若松 之 役、 中 丸傷、 以廿 五日 沒、 時 年 四十。 

〇 按ス ル 二、 明年 六月 一一 至リ、 茂 敬 一一 祭柴 二百 石 1、 ヲ 賜フ。 

〇 伊奧 院兼寬 手記 二 云、 八月 廿 三日、 此曰、 土 州 兵 先鋒 ノ約 ナリ、 故 一一 一 同 拾 六 橋 一一 會軍シ 、 瀧 澤峠ョ リ諸所 一一 砲臺ァ リ ト 

雖、 悉ク擊 破 シ過キ 、直 二進 テ 若松 城 ラ圍ム 、此時 漸十時 比 ナリ、 於是、 賊、 諸 門 ヲ鎖シ 固守 ス 、官軍 頻リ 一一 攻擊ス ト雖、 賊兵 

モ亦、 益 守備 ヲ嚴 一一 シ テ下ラ ス。 

〇 東 山道 戦記 一一 云、 八月 一 一十三 日寅ノ 時、 iB 軍、 猪 苗代 ヲ立テ 若松 城へ 進撃 ニ及ヒ 候、 先鋒 土 藩 二 シテ、 踵テ吾 藩、 長、 大村、 

薩ト、 預メ列 ヲ定メ テ及發 向 候處、 今朝 雨頻 二 降 出シ、 路頭 ノ 泥土 脚ヲ沒 シテ、 步行甚 難 義ノ事 ナリ、 然ル 一一、 賊ハ 途中 所 

々 一一 テ 胸壁 ヲ 築キ、 少シッ 、出 テ防キ 候 得 共、 豈 官軍 ノ銳 ヲ支ュ ル コ トヲ得 ンャ、 或、 ノ斃レ 或 ハ散テ 、辰ノ 時、 瀧澤 峠へ 到 

リ候， 又此處 一一 ハ 賊兵 大勢 二 テ備 へ 、大小 砲 ヲ以テ 防 キ候得 共、 是又 先鋒 一一 テ擊拂 ヒ 、 暫時 一一 山上 へ 押登リ 候、 此時 山上 ョ 

リ 若松 ヲ望メ ハ 、二十 丁 計-一 シ テ 城郭 有リ、 賊兵モ 多 ク備へ 候 様相 見へ 候 間、 直チ 一一 若松 城へ ト押寄 候、 已ノ時 若松へ 討 入 

候處 、賊兵 城外 一一 テ少 々防戦 一一 及 ヒ候得 共、 難 防 シ テ 外郭 三 ノ丸ハ 打 棄テ、 ニノ 丸へ 逃 入、 堅ク 城門 ヲ閉テ 防禦 一一 及ヒ 候、 

困テ 官軍 ハ城ノ 西北 ヲ環リ 、大小 砲 ヲ以テ 雨 ノ如ク 擊込候 得 共、 賊ハ 必死 二 诀シ候 哉、 城 中 ハ靜ニ シテ敢 テ不騷 、官軍 ノ中 

へ 少シ ッ 、發砲 -1 及 候、 此日 終日 攻擊致 シ候得 共、 城 中少シ モ弱ル 色 無 之 候 間、 其夜ハ 四方 ノロ々 二番 兵 ヲ備へ テ、 專-フ 夜 

襲ラ警 候、 此曰、 吾 藩ノ中 一 小隊 ノ兵、 夕方 ヨリ 若松 ノ 北方、 町ノ 入口 一一  備 居候 處 、黄昏 二 至リ、 賊兵 多分 壟 ヒ來リ 、大小 砲 

一一 テ打立 候 間、 吾 藩 ヨリ モ發砲 シ テ防キ 候處、 賊 兵漸ク 引退 ヰ 候、 迹 二 ハ 大砲 一 門 打棄行 候、 此曰、 若松 一一 於 テ藩， H  ノ 老幼 


婦女 等、 不 逃得リ シ者共 二 哉、 十-邸 ノ内 ニニ 人、 三人 等 自剌シ テ死ス ル若 多分 有 之、 其 中 二 モ最モ 可憐 ハ 或ル 邸ニテ 母 

氏ト 、四十 歳餘ノ 婦人、 小兒ヲ 三人 殺シ テ、 其 身 モ亦其 屍 上 一一 伏 シ有之 候、 余、 官軍 二 從テ數 城 ヲ拔候 得 共、 婦女 ノ自 

刺 シテき リシ ハ 未見 rlir 而ル 二 今 曰、 若松 二 來テ、 始テ此 事 有 ルラ見 タリ、 余、 頑 魯ノ資 ト雖モ 、爲 一一 憫然 義袖ヲ 沾セリ C 

0若松 記 二 云、 八.： せ 一日、 東方 之 ii 口、 保 奈利峠 ffil§i^i、7 防 戌 ヲ失シ 、我 兵 I シ、 其敗卒追 々苗代 城 

-、 二 來リ： S 傜甚シ 、此き 永 岡權之 助、 地雷火 製作 ノ命ヲ 受ケテ 、猎 苗代 一一 出張 在シ 力、 事 急ナル ヲ聞ャ 否、 若松 二 報知 セ 

ント 馳走 シテ、 同日 申ノ下 刻、 鶴 城-一達 シ、 城 中 軍事 局 一一 至リ、 警急ノ 事 ヲ述フ ル 一一、 未 報告 ナフ シテ、 一 人ノ 知者 ナク、 諸 

W 在 下す / や、 安然 ト シ テ 休息 シ 、殊靜 ナ リ、 變ヲ 間者、 色 ヲ 失テ大 一一 驚而 巳、 斯ク ：？」 ル 一一 及 テハ、 軍事 ノ 總裁佐 川 ii ハ衞 へ 、 

登城 之 上 一一 不有、 萬 事 難 決、 連 一一 佐 川大夫 一一 赴テ、 登城 ヲ促 シ來レ ト云、 權之助 承知 シ 、卽刻 赴、 佐 川大夫 一一 櫻ケ 馬場 ノ邊 二 

逢テ急 ヲ告、 大夫 登城、 此比 叉、 猎 苗代 方面 軍 監幷和 田 八 兵衞方 ヨリ、 附人ヲ 早 打 二 テ急 迫ヲ 報告 シ タリ ケレ ハ、 諸大ヂ 

e 一々 登城、 成 中 混亂、 防禦 ノ 軍議 略定、 猎 苗代 上 ハ 、街道 、ノ 戶 ノロ， 拾 六 橋 ヲ引テ 守戦 之 策、 佐 川 宫兵衞 總督、 下タ 街道 大寺方 

ハ yH; 野 犢尸」 ハ衞馳 向 じ 、 改兵ヲ 馳テ猪 苗代 二 向 フノ策 ナリ、 戶 ノロ  ニハ 奇勝 隊、 囘 天隊、 敢死組 等、 彼是 城下 二 有 合 兵ヲ驅 

リ集メ 差向フ へ キ 一一 ャ、 定リ、 大寺方 一一 ハ、 桑 藩 ヲ出ス へ キ 一一 議定 シ、 永 岡權之 助、 原 八 四郞- 一命 シ、 融通 寺 W 屯 集 ノ桑藩 

兵隊 ノ 嚮導 タラ シム、 扨此 頃、 精銳 ノ 兵 ハ 四 境 二 出張 シ テ 、鶴 城 ノ下ト 元 來兵空 シキ 二、 外險破 ルレ ハ、 内 守 ルコト 不能 ノ 

勢 二 テ、 都 城 二 迫ラ ン ト ス 、是卽 方面 出張 ノ將ナ 、永 陴數 度、 戰 二 疲費 忘倦シ 、銳氣 旣却シ テ 、 不虞 ノ敗ヲ 取、 此ノ期 ニ至ル 

ナ ラン、 然ラハ 君 公 親 ラ 出馬 シ 給 ヒテ、 我 兵 衆 ヲ奮勵 セシメ  、自ラ 麾キ給 ンニ不 若ト、 城中ノ 議旣 二 決シ、 有 合 フ 近習 ノ 蒙 

ヲ *i ヒ、 今 曰午ノ 刻、 鶴城ヲ 出馬 シ給 フ、 俱奉ノ 輩-一 ハ、 執政 佐 川 官兵衞 先 乘シ、 御 刀 番和田 傳藏、 野村甚 兵衞、 供 番頭 城 取 

新 九郞、 山 畸代之 進、 小 性供番 三役、 其 他 近習 ノ 面々、 用人-一 ハ 笹原 源 之 進、 軍 監-ー ハ 黑河內 式部、 一柳 翁 介、 大ま. あ 竹 お 

共 iJ, 等 也、 叉 近衞之 兵隊 二 ハ 白 虎士 中 組、 中隊 頭 日向 內記、 小隊 頭 山内藏 人、 同 柴佐大 夫、 同 水 野 助 之 進、 半 隊頭佐 藤 駒ク〕 進- 

兵 ±ヲ 引 卒シテ 從ヒ、 其 他 思ヒ々 々二 供奉 スル モノ 有、 市中 取締 トシ テ、 一 ノ  W  二 出張 有 シ當番 ノ藤澤 S 藏之丞 等、 行ハメ 
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i^J 古 外 記 白 河口 戰記 第 六 叨 治： 兀年 八月 二十 一一 一口  一  五 二 

ノ後 ヒー ー隨 テ至ル 、瀧 澤村方 ヲ 本 營ト定 メ ラ ル 、出 中 土 佐 等 伺 公 ス 、桑 名矣 モ兄兵 ヲ 從 ヒ テ 、本營 一一 來 リ 長 岡 藩 兵、 钣野 

藩 兵 、應援 見 兵 卜 シ テ 合 テ四卜 人計リ 、瀧澤 -ー 來 ル 、又 防戰 ノ備 トシ 、差お ケへキ 兵隊 モナ ケレハ 、戶 ノロ 原備 トシ テ 、白 虎 

.fi 隊ヲ出 ス外他 ナシト 、君 公、 近衞 ヨリ 先鋒 一一 差向ケ ラレ、 日向 内 記、 兵 引卒シ テ、 申ノ刻 比、 大野 原 一一 出張、 丘陵-一 據テ 

要害 ヲ構ヒ 、其 外 城下 屯集ノ 募兵、 奇勝 除 上田 新 八 郞引卒 、上 ハ撟 一一 向フ、 樋 口 友衞、 渡 部 カ藏等 募 共、 唐 澤八四 部 等.^ 四 五 

人 ヲ率ヒ 、同戶 ノロ 原屮 r 張 シ 、胸壁 ヲ構ヒ 、敏ノ 龍來- ー備フ 、藤澤 S 藏丞等 人夫 テ 引卒、 强淸水 一一 テ盡 力、 大 野原 方 胸壁 築造 

ヲ ナス、 义赤 井村 ヨリ 笹山ノ 防禦 トシ テ、 敢死糾 三 四. I 人、 小 原 愼之助 引卒、 同 三 四十 人 辰 野 勇 引卒、 奇正隊 農兵 坂 内 八. 三 

郎等 七 八 ト人ヲ 率 ヒテ、 笹山 方-一 出張、 又 越後 ヨリ 引 揚來リ 、若松 ，ー 著セ シ 水-; W 丘ハ、 今 曰、 背 炙敲ヲ 越シ、 瀧澤ニ 出張 セ シ信 

夬太郞 1^ バ士な 五 卜 人餘、 嚮導 佐 藤 琢麼、 橫山監 三 郎等、 西 鄉賴母 引率 シ 、使 山 方 應援ト シ テ、 赤 井村 方 一一 瀧澤ョ リ m 勢、 义 I 

0 ョ リ六|^^迄、登城 スへ キノ 令 有 二 因テ、 四方 出張 先 ヨリ 病或ハ 手 負 公用 等 二 テ 、若松 二 歸著有 合 者、 急迫 ノ 形勢 ヲ聞 

登城 スル ハ 、老幼 ヲ城中 ニ殘置、壯健ノ^|^ハ瀧澤本陴ニ從フ、佐川{„:兵衞ノ モト 一一 赴キ、 指揮 ラ受へ キ旨ヲ 申 令シ遣 シケレ 

ハ 、追々 瀧澤 一一 集合 ス ル考七 八十 人、 遊軍 寄 合組ト 除名 ヲ附、 小池繁 次郞ヲ 隊長 一一 、淺 羽忠之 助、 安藤 物 集馬ヲ 組頭， 一命 シ、 

黄昏 二 及、 將卒ノ 引合 ヲナ シ 、直 檨赤井 方笹山 ノ 應援浮 勢ノ命 ラ 受 出張、 赤 井村 脇 山上 一一 布陣 シ 、 敵 ノ 進退 動 一一 乘シ、 0 ヲ 

衝ク策 ナリ、 尤此兵 檢刀ヲ 握 者而已 二 シーア、 砲 銃ヲ提 ル尤少 ナシ、 晤黑ニ 及ヒ、 ま澤 本營ノ 陣將ヲ ra 中 土 佐 二 讓リ、 佐 川 は 

兵衞 先鋒 總督ト シ テ 、强淸 水 村 -ー 出張、 兩道ラ 指揮 ス 、奏 番山崎 代 \ 一進、 神戶 €： 藏等モ 、兩 君ノ從 兵タ リ シカ、 徒 ノ夬： ： 共ラ 

引率 シ、 先鋒 二 加リ、 防禦 ス へ キノ 命ヲ、 瀧 澤ニ於 テ蒙リ 、戶ノ ロ^ニ 出張、 原 ノ左協 二 布 率ス、 - 

蠶養ロ 守 衞總括 トシ テ、 西鄉 勇左衞 門出 張ス、 城下 市中 ノ動搖 一方 ナ ラサ レ ハ、 町奉行 日向 左衞 門、 令 ヲ承ケ 一 統ニ 觸テ制 

禦、 且ッ市 店 ニ命シ 、粮ヲ 炊テ、 戶 ノロ. 瀧澤 ノ牙營 一一 、市民 ヲ シ 運輸セ シ ム、 夜未ノ 刻比ョ リ、 雨頻リ 降ル、 戶 ノロ 方 出張 ノ 

隊々、 所々 -1 篝火ヲ 燃シ、 終夜 胸壁 ヲ築、 防 戰ノ備 ヲナシ 、奇 正隊、 敢死ノ 兵隊 ハ、 十六 橋ノ元 二 備ヒ、 續テ隊 々布陣 シ、 白 虎 

除 等 大野 原 丘陵-一 備、 卜 六 撟ヲ引 テ防戰 ノ策ナ リグレ ハ 、奇正 隊頻リ -ー撟 ヲ毀ン トス ル處、 輒ヲ取 リ拂フ コ ト 不能、 僅ニ撟 


板 ヲ：： ？テ、 戶 ノロ 原ノ 地形 二 據 布陣 ス、 シ カル 處 一一 、謹、 長、 土、 大垣、 大村敲 兵、 猎 苗代 ョ リ曉 四時 二 發軍、 先鋒 土 付 大垣 

ノ兵、 旣戶ノ  ロノ 村 後、 利 地 丘陵 ニ據、 我 兵 ト數百 歩 ヲ隔テ 對陣ス 、然 ル處、 廿 三日、 黎明、 先鋒 土 州 兵 ヨリ 大小 统發、 我 兵 

奇勝ぶ 十六 橋 ヲ隔テ 、頻リ 一一 防戰 スト 雖、 敏ニ續 テ大垣 等 嚴シク 砲發、 我 兵 少退キ 、戶 ノロ 原ノ地 利ヲ相 シテ、 丘陵 ニ付應 

援、 敵. i- 六 橋-一 板 ヲ掛テ 、連々 進 來リ、 白 虎 除 其 他 ノ隊々 應援頻 一一 發砲、 船 ル苦戰 、敲 益々 增長、 機 ニ乘シ 大小 砲ヲ 發射ス ル、 

1， ノ下 ルョ リ甚 シク、 我 兵 色メキ 立、 且戰且 退、 將長ノ 面々 奮テ 指揮 ス ル トモ 、我 兵ノ 死傷 颇ル 多、 歒モ亦 若干、 時 一一 赤 井 方 

二 備 ル 小池繁 次^、 兵 ヲ 指禪 シ 應援 ト シ テ 、笹山 方 二 進 テ奮戰 、然 モ我兵 モト ヨリ 寡 二 シ テ 、且 農兵、 或 ハ 烏 合 ノ 兵 、白 虎 等 

ノ兵、 加フ ル 一一 檢刀把 ル者 多ク、 砲 銑 少キカ 故 二  、遂 一一 支ル 不能、 崩 敗 散 走、 赤 井 方 出張 セシ 水府ノ 兵、 西鄕賴 母等援 ルノカ 

ナク、 共 一一 敗走、 又 歩兵 頭 辰 野 源左衞 門、 才判役 加 藤 巳 之 三、 若松 屯 集ノ病 者、 或ハ 敗走 シ來ル 歩兵 三十 餘人ヲ 引卒、 戶 ノロ 

應援 トシ テ、 杏掛迄 卯ノ刻 出張 セシ 力、 我 兵 總 敗走 トナリ 、頻 リニ 返 シ戰コ トラ 呼ヒ指 禪ス、 遂 一一 不敏、 共 一一 走ル、 敵. 盆 勢 

二 乘シ谁 r 來リ、 我 兵、 沓掛、 金 堀 所々 ノ 要所 二 ヨリ、 身 聚ヲ作 リ返シ 戰ヒ、 死傷 ス ル者若 千、 如此 敗走、 赤 井 小 坂 方 出張 粮 

奉行 入江 庄兵衞 、目黑 源兵衞 等、 又 强淸水 出張 佐 川 官兵衞 、秋 月 悌次郞 等、 木 杉ヲ經 チ院內 - 一至 リ、 遊 軍隊 組頭 淺羽忠 之 助、 

兵卒 野 村權之 進、 靑津 藤藏、 山 口 勇藏、 竹 内 伊左衞 門、 一 一男 某、 牧野 留五郞 、山 田 熊 之 助、 田 崎 繁三郎 、鈴 木 勝 治、 角忠 三郞、 m 

逢 造酒 等、 其他敢 死組ノ 兵、 奇止隊 水兵 等 散走シ 、彼是 追々 冬 坂 ヲ踰テ 、院. 2： 村 一一 集合 、院内 橋 ヲ渡リ 、建 福 寺 一一 兵 勢ヲ纏 ヒ - 

入 成 ノコ トチ 誓約、 手敏ヲ 食シ、 宵 兵衞始 五六 ト人、 新橋 ヲ經 テ三ノ 丸一 一入 城ス、 幸 ナル哉 一人 ノ支ル 敵 ナク、 無事 ニ入コ 

トヲェ タリ、 S 杏掛、 金 堀 所々， 利 ニ據テ 還シ戰 ト雖、 其 敗 足不丄 勢、 不能 支、 敲、 彌勝 一一 乘シ、 進 テ瀧澤 坂 ヲ下リ 、林間 二 陰 

顯シ、 頻リ ニ發 砲、 飛 丸 下 テ瀧澤 驛ノ. 本營 一一 達ス、 故 二君 公ノ 左右 建言 シテ、 辰 ノ下刻 頃、 合圖ノ 喇叭 ヲ吹、 近習 左右 ノ輩ヲ 

從ヒ、 瀧澤町 一一 御馬 ヲ返シ 給ヒ、 黑 河内 式部、 助 兵 衞頻リ 一一 敗 兵 ヲ勵シ 、奮激 止戰ヲ 指揮 スト 雖、 大水 ノ漲 ルカ 如ク崩 

負シ、 且 隊伍 ヲ作ス 一一 ァ ラサ レ 尸 、カ不 及、 敵ハ益 迫テ發 砲、.^ ムコ トヲ不 得、 本營 一一 遣 ス處ノ 慕藥彈 等ヲ始 メテ、 瀧 澤町ニ 

引 揚ケ、 敗兵大 二 集ル、 故 二君 公、 馬 ヲ控ヒ 給ヒ、 進 テ敗集 ノ兵ヲ 瞎キ、 血戰 勝敗 ヲ決セ ン ト欲シ 給フ、 然レ トモ、 飛 力 來テ甚 
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危ク、 左右 遞々. &シ、 ヲ駐テ 遂ニ又 返シ、 郭 5： 屮賀町 口 一一  人 給フ、 此時、 白虎隊 三十 餘名、 瀧澤 退戰、 防禦 ノ命 ヲ受、 瀧澤町 

木戸 二進 メ トモ 、退ク 者而已  一丁 ンテ、 一人 ノ返 シ戰 フナク 、少シ ク發砲 シ テ 共 一一 退キ、 蠶養 二 至ル、 此處ニ 西鄕 勇左衞 門、 黑 

河内 式部 等、 武 ノ輩ヲ 止メ、 一 戰 セント 欲スレ トモ、 敏ハ疾 ク慶山 ノ麓ヲ 廻リ、 束 方 ヨリ 城郭 二 逼ルノ 勢ヒ、 加ル 一一 中 村、 

同心 村 所々 一一 亂 入シ、 頻リ發 砲、 我カ路 ヲ裁ノ 勢、 且ッ 外郭 一一 迫 ルノ形 情、 此所 一一 防戰 スト モ詮ナ シト、 田 中. H 佐、 西 鄕勇左 

衞門 等、 且退且 敗、 に ハヲ 勵シ、 勇 左 衞門ハ 六日 町 口 ヨリ 入、 土 佐 ハ屮賀 町 口 二 入テ、 壁ヲ シ 防戌セ ン ト、 勉勵 指揮 ス、 黑河 

内 式部 等 モ、 カラ ナク 敗-.^ バ ト 共 二 兵ヲ 引揚、 小 賀町ロ  二 到ルニ  、郭 門ノ 守兵 命ヲ受 、固守 シ テ 云-. 命 背 ク 不能 ト、 小 門 ヲ細ク 

開キ、 一 人宛ッ 、 ノ他、 輙 ク入ル コ ト不 許、 然處、 郭 門前 ヨリ 市ノ 町.？： 二 引 揚來ル 兵 充満 シ、 立錐 ノ地 モナ キ 二 至リ、 敲ハ 

まョ リ： ぬ リ來、 衆， テ門ニ 入ルヲ 欲スレ トモ、 入ル 不能、 故 二 式部 令シ テ、 小 門ヲ開 ケト云 トモ 、門 守 不諾、 又 云、 不問 トキ 

ハ 此衆ヲ 紋ノ手 二 捨殺ス ナリ、 此 期-! 至テ ハ 、不得 止、 守兵 ヲ衝テ 門 ヲ開ケ ト大音 ニ發ス レ ハ 、四 五 人ノ 兵、 鋒 ヲ連テ 、速 開 

ケト門 二 迫ル、 番衞 辟易 シテ退 クヲ、 幸 二人、 門ヲ押 開キ、 衆 ヲ門内 二 入ル、 コトヲ 得 タリ、 我 丘ハ、 衆郭 二人 ラサ ル前キ 二- 

田 中 土 佐 指揮 シ、 山 2： 遊 翁、 牧原 市郞、 髙撟伴 之 助、 三宅彌 七、 丸山彌 次右衞 門、 井上 丘 隅、 春 曰郡藏 等、 門 守ノ 輩、 其 他 宇 南 

山. a 藏等モ 、共 二  E»! ヲ取 テ門戶 二 打 掛ケ、 胸 辟ぶ ノ形ヲ 作ルト モ、 又 速 急 -ー シテ 全力 ラス、 漸ク 四-九 疊ッ 、 ヲみ ロス ル ノミ、 

然 レ ト モ幸 也ト、 不取敢 我 ヲ循 トシ 、發 砲防戰 ス ル 二  、飛 丸 貫 キ來リ 、却 テ死偽 有、 故 二 門柱 或 ハ 木石 ノ 陰ヲ循 トシ 戰 

ヒ、 又 白 虎 組 ヲハ三 宅 邸 ノ裏土 居、 郭門際 二 登 セ防戰 、此 時、 君 公再ヒ 出馬 シ給 ヒテ、 親 テ摩キ 給ヒ、 m 中 土 佐、 黑河內 式部、 

奮激 指揮 スト 雖、 敵 ノ退ク 勢 ナク、 飛 丸 來ル甚 シク、 君公ノ 左右 ニ疆來 リ危ヶ レハ、 頻リ 一一 人 城 シ給ハ ンコ トヲハ 乙ヒ、 漸ク 

還 馬 シ給ヒ 、-九 ノ丁ヲ 過 キ給フ トキ、 敏ノ飛 丸 來リ、 公 ノ馬ニ 常リ、 馬 斃ル、 故 二 下馬 シ テ入セ 給フ、 危 哉々々、 此比、 郭内ノ 

t: ハ凡四 五お 人有シ 力、 皆 爭テ城 中 一一 入 ト云テ 、兵 衆、 E. 街ヲ南 一一 退ク、 黑河內 等、 君邊 -1 ハ 、 近習 左右 ノ役 在ラ守 衞ス、 從 二 

不 及、. テ 防戰ス へ シト云 トモ 、不間、.^ ル^ニ 三十 人、 頻リ ニ砲戰スト雖、銃ヲ提クぶ^^卜人餘、槍刀多、カ 、 ル處 二、 六日 町 

口、 屮賀町 ロノ 守 t:! ハ敗、 敲忽チ 進軍、 城 中 二 發砲ス 、故 二 防禦 不叶、 サ： ハ 二 走 テ三ノ 丸一 一入 ル、 


我 兵旣ニ  „K 下- l.*^r^  、敵. B- 附シ、 市街 處々 二 火 燃 上リ、 砲聲勵 シケレ ハ、 兼 令 ノ如ク 、割 場ノ 半鐘 ヲ打、 甚急 ナリケ レ 尸 郭 

外 ノ動亂 夥シク 、老幼 婦女子 一一 至 マテ、 大小 ヲ帶ヒ 、長刀 ヲ提ケ 、城 中 一一 駆 ケ入リ タリ、 此時 老幼 病者ノ 類ヲ扶 ホウ シ、 連 

二 出ルコ トラ 不 。ーォ、 通 滯シテ 街衢. 二 出ルハ 、敵 丸ニ當 テ死ス ル モア リ、 或ハ 又畝ノ 手-一 掛ラ ン ョリハ 、家内 擧テ自 1^ ス ル モ 

ァ リ、 丹 羽 jMr 一  瀨、 小 原ノ諸 §f  二 宿 營セシ 水府ノ 兵隊、 總人數 六 百 人、 右 ノ兵衆 ヲ大村 喜 内 嚮導 シ 、城内 一一 繰 込、 三ノ丸 

東 ヒ之隅 持 場 防禦 ノ處、 高 田 彥助兵 勢 一 不人餘 、君 公 ノ指禪 二 因テ、 西 出 丸 二 分隊 防禦 ス、 此時 執攻ノ 面々 、 皆 W 方 一一 出張 

シ テ、 都 城 一一 アラス、 在 者 ハ梶原 平 馬 而已、 西 鄕賴母 ト共ニ 防禦 ノ配ヲ ナシ、 奮テ指 禪ス、 衆 皆、 賴母 ヲ恃テ 指揮 ヲ受ク 、兩 

君 公 ハ黑鐵 門 二 出御 シテ、 自ラ麾 キ給フ 、北大 手 一一 ハ、 玄 武足輕 ヲシテ 守衞セ シメ、 其 他 追々 馳集 ル郞徒 、老幼 ノミ 二 シーア、 

是 スラ敛 勢、 危急 咽喉 一一 迫リ、 六 曰 町 通-一 當リ、 砲 聲頻リ 一一 聞へ ケレ ハ、 安藤 文 助 配下 ヲ 引率、 籠 石 ヨリ 出兵、 銑ヲ提 * ハ櫻 

力 馬場 二 備ケレ ハ 、敏ノ 大兵、 一 一 ノ丁角 ヨリ 發砲、 我 兵モ發 砲、 鎗手ハ 屋敷 裏 ヨリ 敲ノ撗 ヲ衝ノ 策 二 テ二 一旦 野 邸 二 入 ルト雖 

トモ、 敏疾 進テ、 御用 星 敷角ョ リ頻リ -ー發 砲、 且甲賀 町 通-一進 軍、 我丘ハ 挾打セ ラル 、 - 一至 リ、 遂-ー 不利 シテ城 一一 取 テ返シ 、鋭 

ヲ 提^、 狹間 ョ リ 打 砲 防禦 シ、 銃 手 ハ元ノ 持場ヲ 守、 扨 城外 一一. ハ 、爱 彼處 二 戰ヒ、 或ハ討 或ハ被 討、 防 戰ト雖 敲、 彌 進來 リ 、 

討 立 ラレ、 詮方 ナク城 中二 ツネ ミ入テ 、北西 門ヲ 固、 追手 諸方 ノ土 堤へ 大砲 ヲ 仕掛 ケ、 狹閒 ヨリ 小 砲ヲ放 テ防キ タリ、 敏ハ 

成ノ 四方、. H 邸へ 潜 居シ、 天守 櫓屛庇 へ 放ッ飛 丸、 暴 I 散 ノコ トク、 然 ルー 一城 中、 老幼 治官 ノ 弱 兵 ノミ、 斯俄 一一 迫 ラ ン トハ不 思 

之 至、 上下 狼狠ス ル コ ト 又宜ナ ル哉、 先 本 城 ハ 夫々 配戌ス レ トモ、 二三 ノ丸 ニ至更 ニナ ク、 午 ノ刻比 二 至レハ 、三ノ 丸 無勢 

二 シ 、甚. £ 至ナリ 、有 合 兵 ヲ門守 ヨリ 乞ヒ ケレハ 、御 刀番和 m 傳藏 、御手 廻 リ若十 人 計、 外 一一 鹿 目 幸 之 助、 齋藤幸 助 等 ラ埋門 

ニ向ハ シ ム、 彼等 驅付 見ル 二、 老んト 人 計、 手薄 二 シテ危 キコト 限 リナ ク， 此馳 加ル者 共、 防禦 ノ手 害ス ル 2:、 追々 人 數加リ 

シカ トモ、 天祌 ロノ 門 モ同ク 手薄 ナレ ハ、 彼處 二 向へ トテ、 和 田、 鹿 目、 齋藤 等馳向 フ處、 同 ク七八 人 ノ微勢 ナリ、 力 、 ル處 

二  、鈴 木 延次郞 、山 田 伴 助、 其 外 力 十四 五 人馳加 リ、 城 中二 人リ、 後ル、 家臣 等、 或 ハ疵ヲ 療治 シ テ湯本 二 有 シ *^ 共、 又 ハ 水府 

ノ 丘、、 或ハ 桑 藩ノ者 等、 § 々入城 セ リ 、如 斯連急 ノ 切迫 二 シテ、 城 中ノ備 モナ ク、 僅 一一 老弱 婦女 留主 ノ 者、 倉卒 二 入 テ守衞 セ 
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シ而已 二 テ、 粮米 ヲ運ヒ 入レ、 彈藥ヲ 装ヒ蓄 ル暇 モナ ク、 實ニ 狼狠ノ 有樣ナ リシ 力、 眼前、 君 公二 進ム ル 白米、 僅 二三 四 俵 

ノ ミ 、此 時、 勘定 頭 和 田 勇 載、 大 -ー 苦心 シ 、役人 山 口 榮吉、 渡部彥 太、 * 野 庫 等 二 命シ、 ニノ 丸ノ社 倉ヲ開 ヒテ運 ハシム 、此玄 

米 ヲ以テ 坡中 ノ飢ヲ ナサ シメ ス 賄フト 云、 未ノ刻 S つ 一至 レ トモ、 守兵 ノ增 スコ トモ ナク、 三ノ丸 南北 不明 ノ門 々、守 JJi ノ 

兵 藩ク、 寸時 モ心ヲ 置 コト能 ハサ リシ 二 、早ク モ延壽 寺へ 敵 入 シト見 へ 、天神 口 衞舍ノ 後、 外形 一一 上リ、 五六 人ッ 、繰替 へ、 

連座 シテ 砲發 セリ、 斯迫ル ニ及テ ハ進擊 -1 不若ト 、城 中二 有 合 輩、 一 一 拾 歳 ヨリ 三 拾五歲 ニ至ル 迄、 文武 ノ宫 ユカ キ ラス、 大 

廣間前 二 著到ス へ キノ 令、 再三 有リ、 令 ヲ聞テ 馳集ル 者 、年齢-一 不限、 義心 決心 ノ錄八 九十 人、 進擊ノ 君命 ヲ蒙リ 、辱 クモ眤 

近 ヲ以テ 酒 ヲ賜リ 、小 {fr 磯上、 人 江 等ヲ頭 括ノ任 ニ命セ ラレ、 上下 義心 決心 凝定、 三 ノ丸南 ニ集リ タリ. 此比、 長 州 一 中隊 

計リ、 南町大 撟ノ邊 ヨリ、 湯 川 二 沼 テ登リ 來リ、 天神 口  二 迫 テ頻リ 二 發砲ス ル故、 門ノ 守兵、 其 他 有 合 丸 山 喜 内、 中野與 五郞、 

目黑源 共衞等 進擊セ ン トス ル處 二、 淺羽忠 之 助 等 モ來リ 、小 室 以下 ヲ始 トシ テ、 一 同鬨ヲ 作リ、 門 ヲ開テ 、必死 ノ鋒 ラ連テ 

突衝 シケレ ハ、 敵モ頻 リニ 發砲セ シカト 、我 兵 怖ル 、色 ナク、 死傷 ヲ踏 越シ踏 越シ、 短 丘ハ急 ニ接ケ レ ハ、 其 鋒先當 リカ タク 

ャ思ヒ ケン、 忽チ 敗走 シテ湯 川 ラ渉リ 、淨 松寺ノ 石塔 ヲ循 トシ、 打放セ シ故、 我 兵、 忽河邊 一一 進 者 二十 有餘 人、 戰死 一、 先ッ 

郭 s: 一一  兵 ヲ揚テ 、石垣、 堤、 杉 等ヲ循 トシ、 暫ク 砲發、 敵 ヲ退ケ タリ、 其 隙 一一 敵ノ 足溜リ ヲ除ン ト、 延壽寺 御 K  二 火 ヲ放ッ 、佐 

々木 ま\! 助、 渡 部 多 門 等、 梶原平 馬 ノ令ヲ 得テ、 豐岡 社へ 火 テ放ッ 、夫 ヨリ 天祌郭 ヲ守リ タリ、 亦 鎗砲ノ 精 共ヲス クリ、 機上 

倉之丞 指揮 シ、 渡 部 多 門、 山 口 榮吉等 一 ー卜餘 人、 南郭門 一一 屮： テ打ン トス ルー 一 、學 校ノ 潜敵勵 シク發 砲、 故-一 暫ク 米庫ノ 北、 堀 

5 邱 ノ小 堤ヲ 胸壁 トシ 、打 合 ト雖、 サ シ タル 功モ 見へ サレハ 、先 ッ讃岐 ロヨ リ 入城、 君 前 一一 出テ形 情ヲ 奏ス、 

廿ー 一日、 午 創 比、 査野權 兵衞、 猪 苗代 一一 赴、 敗丘ハ ヲ築テ 指禪ス へ キノ 命ヲ 受、！ ^役 諫訪數 馬、 軍事 方 勤 岡 田 又 五郎、 用 局 内 田 

武八、 服 部 安之 進 ヲ引卒 、大寺 二 赴 一一 、我 敗北 ハ追々 來リ、 猪 苗代 二 赴 居 用 局 大堀藤 八、 伊藤 權助等 來リ、 龜 ケ城ハ 自燒シ 、我 

兵 散 走、 猪 苗代 二 赴 トモ 詮ナシ 上 故-一如 何シ テ可ナ ラント 議ス ル處ニ 、若松 ョ リ 軍事 奉行 添 役松澤 水右衞 門、 御 目 付 小 

川 俊藏、 上崎且 馬 來リ、 桑 藩广」 ハ、 雷神 隊、 大砲 除外 一一 一 隊、 立 見鑑三 郞大將 トシ テ、 其 兵 一 一 百 人餘， 我 藩 渡 部 久馬軍 目 タリ、 永 


岡 f> 一力、 t せ 八四郞 嚮導、 外  一一 《 制 ノ者兩 人 附添テ 、未 之 刻 比、 若松 出發 、黄昏、 大寺村 一一 到 著、 進戰 一一 無月ぶ 氐戰 一一 無若ト 

大寺先 二  |ヲ築、 防禦 ノ事ラ 配、 終夜 養 S 力、 廿三 日曉 二 及ヒ、 戶 ノロ 大小 砲ノ 音頻 リニ 聞、 漸 々大野 原 方 二 聞ュ、 故-一 

永 問 等 敵 進入 シテ、 大野 原邊 ノ戰ナ ラント 雖 トモ、 萱野大 夫、 戶 ノロ 方ハ 十六 橋 ラ引テ 要害 構ヲ、 輙ク敲 大野 原 一一 進へ キニ 

ァラス、4,^^^ゃ1敲ヲ待ト雖、此大寺ロニ 一人 ノ向フ 敵 ナク、 大野 原 方 砲戰ノ 音、 漸 若松 二 近付 閬ュ、 然ル處 一一、 古川 幸 之 進、 

若松 ヨリ 至リ、 敏ハ 疾 城下 二 迫 タリ、 還戰 シ テ 城 中二 人ル ヘシ ト、 遂ニ 入城 ノ議ニ 块シ、 午ノ 刻 後、 同所 出發、 八 ッ 時 比、 》 

養 口 一一  進軍、 敲、 蠶養社 一一 據テ 防戰、 桑 兵 先鋒 雷神 除、 奮戰 進撃、 敲ヲ追 退ケ、 市塵 大須 賀ノ邊 一一 進入、 頻 一一 砲戰 分隊 一 一 ノ 

I  、 驚養せ 也 二  f 入、 敵、 瀧澤 町、 博勞 町方 ヨリ 烈シ ク發 砲、 故 一一 先鋒 ョ リ瀧澤 町 ノ敵ヲ 引入テ 、 先鋒 少シク 蠶養ロ 方 二 退 

キ、 北、 一一 擊コ ト可ナ ラント、 ニノ  a 陴將ノ モト 二 來リ、 告將 云、 無 易 二見 モ赴キ 援ルニ 不若ト 、社 地 ヨリ 進軍、 先鋒 ト共 ニ大 

須賀邊 ヨリ 、東 六日 町ノ方  一一 メク ッテ、 頻リ發 砲、 敏ハ 妙法 寺 卵塔、 或ハ 市中 ノ樓、 又藏ヲ 鑿チ發 砲、 雨ノ下 ルカ 如、 四 カヨ 

リ飛 丸來、 桑 兵 血戰、 將長 勇猛、 可 恐 無色 指揮、 頗ル 苦戰、 旣 一一 接戰 一一 及フ ノ勢ナ リシ 力、 我 大砲 一 一門 共 一一 轉倒シ 、少シ ク兵 

勢 挫ケ、 加 ル 一一 衆寡 不欷、 遂 一一 巾ノ刻 比、 鼠 養 社 一一 引揚、 兵 ラ纆テ 再戰ノ  ffl 意セ ン ト、 鹽川 一一 引揚、 此時桑 免-ハレ p^jj 澤，、 一；.^ 

力 ルヲ 聞キ、 桑兵大 一一 悦、 暫同所 二 休息、 ン、 米澤 一一 赴キ、 査野 權兵衞 以下 我 力 藩 十- ハ 、高久 村 一一 移ル 六 人 郎、 紐 制 一 人、 桑 藩 

一一 J  、慯 1 人、 fl、 

東方 Iffl 楊枝 山 潟 一一 出張 ノ 砲兵、 千 菜權助 隊、. 寄 合 組 小 野 田 雄 之 助隊、 鶴 城 ノ 危急 ヲ聞、 各 共 ヲ揚テ 來リ、 兩隊原 村ノ手 f 一一 

會合 シ、： as テ敵ノ 背後 ラ襲 擊セ ン ト雖、 其義不 決內、 小 野田隊 斥候、 敵 愈 鶴 城 一一 迫 ルノ旨 報告 ス、 故 背後 一一 出ン ョ リ、 冬 

I;- ヲぼ k テ鶴成 二 入ルニ  lil^ ト、 直 一一 小 野 田隊、 冬 坂 一一 赴ク、 千棄隊 モ不得 止、 續テ冬 坂 ラ經テ 、旣 二院 內村 二 達ス、 未ノ 上刻 

也、 兩家鬼 角 城 中二 人テ、 兩君 ニ拜謁 セント、 議旣ニ 诀シ、 卽刻、 兩隊 同所 進發、 野良 力 前 ヲ過キ 、驅足 シテ直 二 天 寧 寺 町"." 

ラ.、 ；、 本 一 ノ丁ヲ 下リ、 井深 茂 右 衞門邸 角 一一 至リ、 ニノ 丁ヲ窺 フー 一、 彼我 ヲ不辨 、故 二 我 ヨリ 探 リ放砲 二 及へ ハ 、彼 忽應 

きき ン、 然 トモ 彼我 猶疑、 故 隊長 ノ章旗 ヲ出シ 、味方 ノ由 ヲ聲々 二 呼フ、 然ト雖 、彼レ 力 發砲不 上、 盆 多シ、 初 テ敲ナ ルラ覺 
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リ、 我 兵 塀 下、 石垣 一一 付 テ頻リ 一一 打 放、 砲戰シ 、且 井深 邸 門 -ー 兵 ラ分チ 、敵 ノ壟來 一一 備フ、 小 野田隊 ハ 春 日、 佐 久良邸 角 ヨリ、 

ニノ  丁ヲ押 ヒテ、 暫時 砲戰、 我 兵 ノ據ル トコ ロナ ク、 敵 丸 來リ雨 ノ如ク 、不得 止、 兩隊小 田 垣 ヲ經テ 、三ノ 丸 不明 門 ヨリ 入ラ 

ント、 一 同 引揚、 散 亂シテ 入 ラン トス、 城 中 モ叉敵 力 ト疑フ 、然ル 一一 先入 ル者、 壘上 ヨリ 味方 ノ由ヲ 呼フ、 故， 一 疑 解テ人 成、 

追々 兩隊、 三ノ 丸一 一 集合、 理 門-一至 レハ、 山 崎 小 助、 總括 シテ守 衞ス、 小 助、 兵 衆 ノ來ル ヲ見テ 大悦ヒ 、守衞 ノ共モ 又、 氣ト ま" 

ス 、千 薬、 小 野 田 ハ直 一一 兩君 -ー 拜謁シ 、蒙 懇命、 

扨 叉、 大野 原 一一 出張 セ シ 、白 虎隊 卜 云 ハ、 十五 土戚 ヨリ 4- 七盎 マ テ 組合 テ 、戰陣 一一 用ヒシ 力、 此後ニ 至リ、 當隊 一一 モ限 ラス、 凡 

テ白虎 隊ハ戰 爭ノ際 一一 、少 人数-一 テ大軍 ヲ防キ 、奇 功ヲ表 セシ事 有、 其 可憐 キ ハ 正直 一 片， 一 號令ヲ 守リ、 進退 聊 指揮 一一 違ナ 

ク、 死テ 隊伍 ヲ ノッ カラ 盡 ルー 一至 ルモ、 不知 コト シ 、如 此カ中 一一 、今日、 印 出俊藏 妻、 吾子 ノ行 衞ヲ 不知、 尋テ瀧 澤領盛 山 ヲ 

攀チ 行ハ、 各兩裸 ヲ脫キ 刖腹ス ル モ有， 喉ヲ宵 ハモ 有、 pi^  ニ伏セ ルモ 有、 伏 屍 相 因、 鮮血 淋漓 タル ヲ見ル 二  、何 レモ 幼弱 一一 シ テ、 

年齢 子ト相 均ク、 彼 老婦 憫然 ト涕ヲ 流シ、 親ク 閱視ル 一一、 一人 pJs ヲ 喉-一 刺 ハサ ミ、 氣息 猶通ス ルカ 如クナ レハ、 徐ニ ヌラ拔 

キ其儘 負 ヒ歸リ 、漸 ク養ヲ 加へ ケレハ 、其 人遂 一一 蘇生 セ リ 、是飯 沼 時衞ー 一男 貞吉 ナリ 、 其 始末 ヲ問 一一、 始 瀧澤邊 ナル 山間 二 

テ、 敲ヲ 受戰シ 力、 味方 散亂シ テ何レ ニ往ヲ 不知、 敵ハ旣 一一 疾ク 進テ城 際-一迫 リ、 烟火空 ヲ蔽ヒ 、誰 一人 ノ S クルナ ク、 迚モ 

不 n ト 各心ヲ 決定 シ、 此上ハ 敵ノ手 ニ係ン コ トロ 惜ト、 互 一一 談シ、 暫其場 ヲ遁レ 、城 蔭 ノ見ュ ル此處 ヲ擇ヒ 、各 遙拜 シテ死 

二 就、 自己 モ頻ニ 喉ヲ突 ト雖、 貫コ トヲ不 得、 故 二 突 タルマ、 一一 テ兩手 一一 木株ヲ 引、 身ヲ以 テ壓シ ケ レ ハ 、人事 無 覺也ト 云、 

今此ニ 助ケ來 ラレ シコト 夢-一 モ不覺 上 『凡 テ卜六 人 、对。 何 レモ 白 虎 組 ニテ、 委ク死 二 就キ、 一人 蘇生 スルニ 因テ、 外 

*  -  十六 R、  /  , 

づ -J  ノ  ノ 誤、 ぉ名詳 二お コトヲ 得 タリ、 如此 幼弱 ノ身 トシ テ、 決心 ノ潔キ ヲ見ル 二、 成長 ノ後ハ 必英材 ヲ成ス へ キ荐ァ 

ラ ン 、實 一一 可憐、 可惜、 

白 虎 組 自害 人別 

兵 雖ニ男  久之助 li:  隼 人 1-  衞士弟  小 野 田 雄 之 助 弟 

篠田 儀三郞 西 川 勝 太 郞針ゾ 津川喜 代 美 針 六 有 賀織之 助 i 六 安達 藤三郞 i 七 


卯 之叻弟  守 之 進 克吉弟  丈 之 助 二 男  岩 五郎？ K 

野 村 駒 S 郞 井深 茂太郞 針ナ、 集 瀨.^ 治 i ナ、 永瀨雄 治， 間瀨 源七郞 

龍玄枠  き， r  二  nf 

忠 sb  玄 m  二 男  石 m 和 助 i ナ、 伊 束 俊 彥針ヒ 時き. i 男 35、 一， ト.. し 

木 ，-ト台±ナ、 鈴 卞源吾 計 六、 る.. -.^  じ 蘇生 飯 沼 貞吉气 

ネ ノ，  r ぎ才 歲 石山 虎之助 針 六 築瀨 勝三郞 i も  、 

又 云、 八月 廿ー 一 日、 石 筵 失 守報 聞、 余 一" ■ 登城 建言 曰、 急 撒 十六 橋、 日 橋 厳守 焉、 令 米 之 兵襲猎 苗代、 以仙 臺及 幕府 兵、 il、 

gglil、 銜ー 一本松 挾 攻之、 刖或 勝、 此日、 夕 命 余 使 C5£s:、 余 謂、 如 使 太 宜拜命 也、 使庄内 往復 經 時日， 今 西 . ^ハ旣 拔 

^城、：：：：： =1:9 若松 城 不可知、 若 有 不可 諱事悔 無 及焉、 卒使 米澤、 廿 三日、 夜 到 米澤、 時 長 岡 敬 次郞自 仙臺來 在此、 祁見陣 方略、 

長^ 卽發 米澤赴 仙臺、 余 會米人 某、 11〕 告國之 急 請援、 切 說襲猪 城 之 策、 米 人 曰、 貴 國之急 不可 不救固 也、 然我 東西 亦 切迫、 

空國戌 境、 在 城下 者 惟^ 幼若 創慯 而已、 今夜 已深、 明朝 來可 復命、 廿 四日、 朝、 米人來 曰、 咋夜旣 遺 急 脚子徹 戌、 東 境 之 兵 

不出 一 兩日必 歸來、 以其兵 援貴國 、時 佐 久間平 助、 自若 松來報 曰、 昨日 西 兵 迫城殆 急、 今 不知 能 保 否矣、 余大 驚、 直 告米人 促 

勺、 而發^ 澤到岡 木、 時 桑 名侯脫 若松 至此、 余謁侯 曰、 若松 城 切迫 方危、 必死 守 之、 猶恐未 能 保焉、 若松 陷则奧 羽 瓦解、 大 

業遂， S  、候 去 之將何 適、 請 候 驅赴米 城、 面 米 侯、 說以 大義、 共勸勵 將士、 直進 掩擊猎 苗代、 出 敵 不意、 必大獲 志、 願侯勉 之、 余 

將歸、白宰相公以4^^之意也、桑候曰、諾矣、余乃辭退、夜巳明、廿五日、將發綱木、時遇大鳥圭介引大軍來、余奥太人謀說責圭 

介、 圭介 大憤發 曰、 石 薤失守 余 無 面目 以報君 等 也、 願 再 鼓舞 此兵、 必死 血戰攘 賊兵以 謝焉、 請 君以余 言達宰 ffl 公、 相 共 誓約 

發、 夜半 到 熊 貧、 廿 六日、 到鹽川 軍議、 大鳥 建議 曰、 明日 息 兵卒 饗之、 廿 八日、 侵曉自 北方 壟 西 軍、 更隊代 進撃 カ戰、 待 砲聲震 

成、 乃 從戒中 出精 兵 夾擊、 高 久屯集 之 兵 亦、 自 西方 進撃、 E- 斃乙 起終而 復始、 奇正相 生 循環 無 端、 連日 カ戰不 止、 則 彼 辟易 

必 不能 保 諸 壁 也、 而迫城 之 敵可瘸 也、 軍議 一決 矣、 乃 余發鹽 川徑通 其議於 高久、 lil&ss... 國約 同夜 潛行達 城、 

曉、 廿 七日、 曉、 謁公及 世子 君於鐵 門、 復命 且白 與大鳥 及董野 氏、 誓約 三面 合擊之 策焉、 公 慰 勞特賜 親盏、 命 副 軍監班 大目 付 
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復古 外 記 Q 河口 戰記 第 六 明治 元年 八； 《  二十 三日  一六 〇 

時 旣命佐 川 陣將. 釋壯强 兵殆千 人許附 之、 刻 期 诀進擊 也、 蓋 佐 川 氏 謂、 城 中 精銳不 爲少、 然未 曾大擧 進擊、 此 一 戰硯我 技兩於 

西 兵 而已 、不用 他 援矣、 故杂策 遂不行 也，。 

〇 単 應丘ハ It 秘錄 一一 云 、八月 廿三 曰、 敵、 天 寧 寺山ヲ 越へ 、城下 一一 襲來 ル、 市中 ノ 老若男女 、東西 一一 走リ、 南北 二 馳ル、 其 有 慮 目 

モ常ラ レ ス 、此 0、 外郭 ノ士 家、 城外 ノ 町家、 處々 ヲ 放火 シ 、千 有 餘軒終 一一 嬈失ス 、第一 m 番除 ハ 努兵 一一 テ、 一 ト先盥 川 へ 引揚、 

米澤 食へ 打 合セ、 再擧セ ン 卜 ス ルノ處 、彼 米澤、 我 兵 ヲ 領内へ 不入、 侬之、 仙臺 一一 至リ、 再擧 セント スル ノ處、 國中 ノ士, fr 半 

表 半 ® 、中々 以 大事 ヲ爲ス 二足 ラス、 竹 中 丹 後守ハ 城下 滯留ス ルノ處 、敏迫 リ來ル 二 付、 附屬. H 宫ト北 ハー 一 米 一一 至リ、 後 仙 

臺- 一至 ル 、加 藤 平 s: 、附屬 十； 宵ト共 一一 、材木 町 一一 罷在 ノ處、 敲丘 i 來 ルト 雖モ、 ヮッ カトー 三 一人、 防 戰不成 一一 付、 一 ト先田 島 

へ 趣キ、 日光 へ 出張 ノ副總 督結城 左 馬 介 、ス 山、 川 ト合 兵シ、 城外 ノ 敲丘 ハヲ 拂ハ ン ト、 f 寸ヲ 通リ、 大河 ヲ渡 リ、 大内邨 

ニ至ル ノ處， 於此、 草 風 隊天野 華 蔭、 友成 將監、 織 S 對州ナ ル者 二 逢フ、 此夜此 亍 M ス。 

〇 義圑錄 一一 云、 八 0: 二 土 二 曰、 朝 第 八 字 比. 敲 城下 二 接ス、 吾兵 Iff 大傳 % 城 中 之 通路 ヲ絕ル 、且昨 曰 之戰ニ  、ss ヲ損 シ戰 

フコト 能 ハス、 故-一 米澤 一一 至リ 、援助 ヲ M ハント 、途 一一 大鳥圭 介 一一 大鹽村 一一 テ 逢 フ 、 共 一一 悅 ヒ 、^|.8領綱木村 一一 至 ルー 一 、彼宫 

軍 二 通 シ ハ吾軍 ヲ討タ ン トス ルノ 色 有リ、 無餘儀 引反テ 、再 ヒ 會津之 i 皿川驛 一一 至 リ 、彈藥 器械 ヲ整 へ 、城 中 之應援 ヲ ナス。 

〇 泣血錄 lis 藤 i せ 中 云パ 月、 敵自ー 一本松 急攻石 筵、 會兵守 者 甚少疆 敗、 猎 苗代 亦陷、 我 一 igl; き 人、、 #赴援 次 大寺、 

會津 ：！^ 與我公 親將出 髓澤、 廿 三日、 瀧澤亦 破、 敵 薄 若松 城下、 放火 燒之、 會 .^ftp 公使 去， 公 固 請 共^ 炱不 、公 遂與矣 狭 北 赴、 

羽 州 三隊望 城下 之 火 皆 謂、 公 坂 城 中、 乃 還 救、 敲已 圍城數 重、 雷釉 先進、 致人爲 次、 神風 爲後、 立 .^gj 一一  等拔 肉薄 奮 前 、殺傷 

I 餘人、 折 奪 刀 又 進.. 敲解園 轉向我 大戰、 馬 喰 町 我 兵殊死 血戰、 必欲達 城、 殺傷 無數、 而我鳥 飼 次郞等 ー 11、 人 亦 死 之、 

戰自已 及 未、 我 軍 無 後繼、 敵盆螺 集， 城 中 亦 不應、 遂 不能 達、 返 至 g ュ川、 於 是始知 公之 事、 乃馳 至大 懲、 米澤^ gglM 閉擒 原關、 

以絕會 仙 之路、 我 兵 請假路 不聽、 因滯火 鹽旬餘 日、 火 鹽僻鄕 地不生 粟、 仰 給 於 外人、 民 又 逃 直、 粮食 乏絕、 我兵大 苦。 

〇 三 斗 小屋 ロノ 官軍、 兵ヲ 分チ、 一 ハ賊兵 ヲ那須 村 一一 破リ、 月 山 ヲ攀チ 進テ、 三 斗 小 g ヲ攻 メ、 


一 ハ大丸 越ヲ踰 へ、 遶リテ 其 背 ヲ衝ク 、賊兵 潰 ヱ 走ル、 一 ハ賊 兵ヲ小 谷、 板 室 二 村 二 破リ、 翌日 

進 テ三斗 小屋 二 至ル。 

〇 秋 元 興 朝家 記-一 云、 八月 廿ニ曰 第 六 字、 黑羽三 小隊、 弊 藩 三 小隊、 四 斤 砲車 三門、 午 臼砲 三門、 白 河 ヲ發シ 、於 途中 兩藩？ 

等-一 分隊、 兩藩ニ 小隊、 四 斤 砲車 ハ 本道 ョ リ進ミ 、板 室、 撗澤邊 ノ賊ヲ 勦シ、 一一 一斗 小屋 二 會スル ヲ約シ 、大澤 村 一一 泊陣 Is 四 

鮮、 四 小隊、 午 臼砲 ハ、 那須、 月 山 ノ絕險 ヲ下シ 、賊ノ 不意 二 出、 一一 一斗 小屋 ヲ取ン ト議シ 、月 山 ノ趾、 北 湯 二 治陣、 

三日、 北 湯 泊 陴ノ兵 四 小隊、 猶兩 分シ、 二 小隊 ハ大 丸山ヲ 越、 賊ノ候 兵 ヲ撥ヒ 、三 斗 小 星、 湯 所-一向 ヒ、 一 一 小隊 那須、 湯 本 ノ-賊 

ヲ 發ヒ、 月 山南路 ヨリ 進ミ、 同時 - ニー 一斗 小 星 ノ賊巢 ヲ檮ク ノ策ヲ 定メ、 北 湯 出發、 所々 賊候兵 ヲ掃ヒ 、南北 ョ リ 登攀 ス、 峭壁 

千侬、 數ケ所 鐵鎖ヲ 聯ネ、 纔 一一 道士 ノ行徑 ヲ通ス 、飛 雨 面 ヲ撲ッ 、烟靄 ™ ^尺 ヲ辨 セス、 此嶺 昇降 五 里 一一 シテ、 直チ - 一三 斗 小 星 

二 臨ム、 先鋒 僅 二三、 四、 五 午 臼砲 三門、 路ヲ山 南 -ー 取リ、 機 ヲ計リ 打 放ス、 賊 モ亦備 アツ テ迎戰 彈擊ス 、山路 險絕、 後 兵繼難 

ク、 砲手 頗ル苦 戰ス、 時 一一 北路大 丸越ノ 兵、 砲 聲山谷 一一 震 スルヲ 聽キ、 月 山 南路ノ 兵、 先戰 ヲ知リ 、勇 ラ振ヒ 、直下 シ テ應援 

シ、 賊ノ左 旁 二 出テ、 奇ト 成テ烈 シク打 放ス、 賊是 一一 由 テ乍潰 散ス、 一 一路 ノ兵 追擊シ テ、 直 二 其 巢穴ヲ 取リ、 夜 守 ラ嚴ニ シ、 

兵 ヲ木ス 、賊 山路 二 潛走ス 、本道 ノ兵ニ 小 除 二、 黑 羽藩ノ 一  小隊 ヲ增シ 、三 小隊 大澤村 ヲ發シ 、小 谷 村 ノ賊巢 ヲ勦セ ン ト進 

ム、 賊、 風 ヲ望テ 潰 散ス、 直 二進 テ橫澤 村 二 至ル、 亦 黑羽藩 ノー 一  小 除 ヲ增シ 、合併 五 小隊、 進 テ板室 ノ賊ヲ 勦シ、 約 ノ如ク 三 

斗 小 星 -ー 會セ ント、 板 室 ヨリ 二 里 進 ト雖モ 、黑 夜前 途ノ 報知 ヲ 得-一難 ク、 沼ケ 原-一野 營ヲ 張リ、 天明 ヲ待ッ 、廿四 曰、 三 斗 小 

.1 - St  ； 5£>、 斥， 疾多賀 谷^ 之 助、 游擊隊 永 田 伴 ItH に 0 總司齋 田 源 蔵、 砲車 長大 沼 綱， 〔本醤 

屋ニ 來會ス 死 三人 ，が WWKffeK 问 * 销之 助- 傷五メ 淵源 次郞、 林 將曹隊 木村峯 治、 夫卒 一人 

〇 黑羽藩 記 一一 云、 八月 廿ー 一日、 我 藩 三 小隊、 大砲 一 一門、 館 林 藩 三 小隊、 白河ヲ 發ス、 四 小隊 尸 北 湯 ト稱ス ル溫泉 場 一一 潜行 ス 、 

二 小隊 ハ 大澤村 一一 至ル、 別 一一 我 一 小 嫁、 小島 村 一一 ァリ、 此 一一 至テ 合併 ス 、皆 我封內 也、 昨夜、 那須 嶽麓ノ 間諜、 歸 リ報シ テ 曰， 

S  、番兵 ヲ 諸方 二 布キ、 大砲 ヲ備へ テ期號 ト爲シ 、連 互 シテ三 斗 小屋 ノ本據 ニ達セ ン トス、 若 シ我軍 ヲ見ハ 、彼 必險 二 據テ、 
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固 一， F ス へ シ 云々、 是行、 山路 絕險ニ シテ、 粮食 連シ カタ シ、 因 テ餅ヲ 搗テ負 擔シ、 飢餓 ヲ防ク 、廿 三日、 北 湯 二 テ四 小隊 ヲニ 

分シ、 一 尸 大丸塚 ラ越シ 、不意 -1 賊背 一一 出テ、 號砲ヲ 妨ケ、 且ッ三 斗 小星ノ 通路 ヲ截 ラン トス、 ーハ 那須村 ノ賊ヲ 一掃 シテ、 

而シ テ後嶽 ラ越ス 、此地 常 一一 鐵鎮ヲ 設ケ、 行人 相鎚 テ通ス ル所 也、 故 二 兵士 大ニ困 頓シテ 、漸ク 三 斗 小屋 一一 近ク、 賊 胸壁 ヲ 

設ケ、 鎩喇ヲ 鳴シ、 大小 砲 ヲ放ッ 、大丸 越 ノ兵ハ 、無 路ノ 絕險ヲ 侵シ進 一一 因テ、 大 一一 後ル、 先 一一 到ルノ 兵、 寡少， 一 シテ 裹ミ擊 

レン コトヲ 恐レ、 山岳- 1 散 丘ハヲ 布キ、 必死 苦戰ス 、彈 藥殆 ト盡ン トス、 大丸 越ノ兵 、忽賊 背 ヨリ 起リ、 激 勵奮戰 ス、 賊、 遂- 一狼 

肌 徵散シ 、大砲 輔重ヲ 棄テ、 山中 二 走ル、 手 負 二人 tISMSf 助 多 叉 大澤村 ノ三小 除ハ、 大砲 靈ヲ護 シテ、 小 谷 村 - 一到 

； 賊ー 小隊 許 屯 集ス、 我 一 番 隊長 益 子 四郞、 挺 テ擊テ 銃丸 一一 中ル、 直-一 其贼ト 組ム、 屬隸傍 ヨリ 刀 ヲ拔テ 、賊ヲ 斃ス、 m 郞 

モ亦 死ス、 遂ニ 賊營ヲ 破ル、 手 負 二人、 g^F 伊^ 隊辨 士 、川 叉 領内 鎭撫ノ 兵、 二 小隊 ト合シ 、板 室 ヲ破リ 、沼 ケ原ニ 露 宿ス、 翌 

日、 三 斗 小屋」 一入 ル、 一 一 小隊 ハ此ョ リ還テ 、又 領内 ヲ鎭 撫ス。 

〇 慶應兵 謀秘錄 ュ 云、 八月 廿 三日、 三 斗 小屋 ノ 關門敗 レ 、館 林、 黑羽兩 勢 繰 込 ム 。 

〇 賊兵、 小島 村ヲ焚 掠ス、 川 股驛ノ 官軍、 擊テ之 ヲ走ラ ス 。 • 

〇 蜂 須賀茂 韶家記 n 云、 弊 藩 人數之 e 一  小隊、 八月 廿ー 一 日、 三春 表出 立、 川 股 宿 へ 急速 出兵 被 仰 付、 同 朝 行軍 仕 候處、 難所 殊 

一一 霧雨 一一 テ、 相 運 取不 申、 日暮 ，1 相 及 候 一一 付、 無據 途中 一一 テ 一 泊、 翌廿 三日 夕刻、 川 股 宿 へ 追々 繰 込 候處、 小島 村 へ 賊兵壟 

來、 民家 燒拂、 且金穀 等 奪取 候 趣、 注進 有 之 候 内、 砲 聲モ相 聞 候 n 付、 不取敢 參著之 分 繰 出、 追拂、 少々 人數差 殘シ、 相 固メ置 * 

引揚申 候。 
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八月 二十四日、 總督、 白 河 二 抵ル。  • 

總督府 正 親 町 殿、 明廿 四日 當驛 £^ 、ヲ へ 御 著 -ー 付、 各藩 一 人ッ 、 江戸 口先 御迎罷 出. 御 著 座 之 上爲伺 御機嫌 參營可 被 成 候、 

以上。 

r,^  廿 三日  忍 藩 山 田 求 馬 

大久保 忠順家 記 

〇 陴中曰 誌-一 云、 八月 廿 四日、 蘆 野驛御 出馬、 卯 刻 過 白 川驛御 著、 未 刻 過 御 治。 

〇 官軍、 若松 城 ヲ攻ム 、城 堅シ テ拔ケ ス 、乃 チ火ヲ 外郭 二 放チ、 退テ其 東北 天 寧 寺、 三日 町、 六 

日 町、 甲賀 町、 馬場 町、 大町、 桂林 寺、 越後、 米 澤等諸 口 ヲ扼シ 、長 圍ヲ 築キ、 以テ 諸路ノ 官軍 ノ 

到ルヲ 俟ッ、 是日、 勢 至 堂 口  ノ賊、 退 テ天寧 寺 口  二 至リ、 城 中二 入 ラン トス 、官軍 之ヲ邀 へ 撃ッ 

賊 轉シテ 天神 口  赴キ、 遂二城 中二 入ル。 

〇 鎭將府 曰 誌、 八月 廿七 曰、 伊地知 正 治 ョ リ大久 保 利 通 -ー 贈 ル書柬 節 略 -ー 云、 廿日 一 一本松 出立、 廿ー曰 ホ ナイ 峠 口 ヨリ. 一.- 

右 中 三 手 一一 分 レ テ 、會津 口 へ 攻掛リ 候處、 其 日中 三 ケ所之 砲臺ヲ 破リ、 會津領 へ 一 里餘 進入、 廿ー 一 曰 猪 苗代 攻取、 其 夜 四番 
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除 其 外 一一 テ戶 ノロ、 十六 橋ト云 要地 押 渡リ、 廿 三曰會 津へ攻 入、 廿四曰 迄 賊徒 必死 防戰候 故、 城下 不殘 燒拂 云々。 

〇 慶應 出軍 戰狀- 一 云、 八月 二十四日、 大手 口へ 出テ攻 擊ス、 城 堅固-一 シテ 防禦 嚴整 ナリ、 味方 之 諸 隊晝夜 之 連戰ュ へ、 一先 

ッ圍ヲ 引テ、 武士 小路 ヲ燒 拂ヒ、 遠攻ス ル 二 如 クハ無 シトテ 、軍議 诀セリ 、就 テ火ラ 放テ諸 屋敷 ヲ燒キ 、兵 ヲ揚テ 大手 口、 天 

寧 寺 口、 三日 町 口、 六日 町 口 ヲ堅ム 、晝夜 ラ不別 互 二 砲發、 五番 隊、 外郭 藩士 之 宅不殘 燒拂、 三日 町 ロ之郭 門へ 出 候處、 賊天 

寧 寺 口 ョ リ後之 方 へ 廻リ候 付、 直 一一 同所 へ 相 進 候處、 贼小錢 竝鎗ヲ 以進來 候 付、 悉 追散シ 、 同所 ハ 勿論、 各藩 共 二 外郭 之 諸 

門ヲ 固、 三番 隊天寧 寺 門 ヲ守ル 、時-一勢 至 堂 口 ヲ守ル ノ賊、 右門へ 掛リ. 城 中へ 歸ルノ 機 ヲ察シ 、預メ 伏 ヲ設ケ 置、 機 合一 ー乘 

シ 討擊、 追 テ近村 -1 至リ、 又 本 ノ持揚 へ 歸ル。 

〇 戊 巳 征戰紀 略 一一 云、 八月 廿 四日、 郭内ノ 人家 ラ 放火 シ、 郭門 ヲ固メ  、壁 壘ヲ 築ク。 

〇 山 内 豐範家 記 一一 云、 八月 廿 四日、 城 中 城外 砲戰不 止、 官兵 不足 セ ル ヲ以テ 合園ス ル能ハ ス、 徒-一城 ノニ面 ヲ固メ 、互 二相 

睨 ス 、當是 時 一一 、猪 苗代 留守 ノ 薩兵竝 一一 我 三 小除ハ 、頻 -1 進軍 ヲ請 フ 、谷 之 カ爲メ 若松 -ー 赴 ク 、若松 モ 亦兵ノ 不足 ヲ憂ヒ 、猎 

苗代 ノ 守兵 ヲ進 ムルヲ 令ス、 故 一一 本日 盡ク 若松 二 著 ス 、 §f 以ロ  ハセ 小リ i  、翌乃 病院 ヲ 瀧澤山 一一 移 ス 、兩參 謀 相議曰 ク 、城 堅固 

二 シ テ 賊 死守 ス 、我 丘ハ少 一一 シ テ 攻城 ノ器備 ハラス 、無謀 城 ヲ攻ル つ 徒-一兵 ヲ損ス ル而已 、不 如、 一 且 外郭 內 ノ 士第ヲ 放火 シ、 

賊 ノ依テ 隱蔽ス ル處 ナカラ 令メ、 官 兵返テ 外郭 ノ壘 壁-一依 リ、 守 之兵ヲ 市街 二 屯セハ 、賊ノ 進 擊便ナ ラス シテ、 我 亦.？ ァ以 

テ守ル へ キア リ、 遂 一一 兵ヲ 市中 一一 移シ、 各藩 分レ テ盡ク 外郭 内ノ 士第ヲ 放火 シ、 存ス ル處 市街 而已、 於 是各信 地 ヲ定メ 、市 

街 ヲ衞ル 、薩兵 及 佐 土 原 兵ハ、 追手 通 外郭 門ョ リ天寧 寺 口 南東 一一 至 ル迄守 之、 我兵ソ ノ右大 町、 馬場 町ノ 兩門拉 一一 町ノ 北方 

兩道ヲ 守ル、 長 州、 大 5 我 兵ノ持 ロノ 西 ヨリ 越後、 i  、兩道 ヲ守ル 。箱 f: 狱ま； I ル 《がげ"、  = ^お a ハ； f  、地 ヲ、 

〇 大垣藩 記 一一 云、 八月 廿 四日 早天 ョ リ、 又々 猛烈 攻立候 得 共、 城 中更 二 弱ル氣 色モ無 之、 依テ 衆軍會 議致シ 、 三 ノ郭内 放火 

致シ、 官軍 不殘 町家 へ 引揚、 其 四方 ヲ嚴重 二相 固ム、 

又 云、 八月 廿 三日 ヨリ 連日連夜 ノ合戰 二 テ、 大小 砲 之音ハ 山岳-一 響テ 、恰モ 雷鳴 ノ如ク 、城市 ノ燃 ル火ハ 半天 ヲ 1 スカ 如ク、 


其 聲其色 十四 五 里 外 へモ 入度リ シ歟、 越 後路、 白河路 等、 其 外 所々 へ 防禦 トシ テ罷出 居候 賊兵モ 、多 クハ 此三 四日 ノ内 ニ^ 

中へ 引取 シナ ラン C  . 

〇 島 津忠寬 家 記 一一 云、 八月 廿 四日、 大町ロ ヨリ 攻撃、 參謀ノ 指揮 二 ヨリ、 風 二 乘シテ 火 ヲ放テ 、諸 士ノ 邸宅 ヲ燒ク 、日 暮又令 

ヲ受ケ 、兵ヲ 天 寧 寺 口 へ 轉ス 、夜半 賊 突出、 撃テ 之ヲ 敗ル。 

〇 大村純 家 記 二 云、 八月 廿 四日、 勢 至 堂 出張 之 會賊、 歸城之 聞 へ 有 之、 弊 藩 防戦 被 命、 直 -ー 瀧 澤峠ヲ 越 へ 、白 河路 へ 出 相 待、 

ま fa- 巡邏 之 折、 土民 見當リ 詰問 之處、 右 ノ賊ハ 植田某 隊長 ュ テ百六 七十 人、 大砲 彈藥 等ハ 水中へ 埋メ、 所持 之 銃器 彈藥夜 通 

シ 相 運 ヒ 、原 宿 間道 ラ天寧 寺 へ 取リ、 城へ 入リ、 白 河口 ハー 人モ 出張 無 之 旨 申出 候。 

•〇 伊集院 兼寬 手記 二 云、 八月 廿 四日 モ、 前日 二 同シク 落城 之 勢 ナシ、 因 テ終ニ 長 圍ノ策 二 決シ、 外郭 藩士 之 邸宅 悉ク 燒拂、 

三日 W  口 一一  到レハ 、賊 勢ヲ 得、 天 寧 寺 口 ヨリ 官軍 之 背後 二 廻リ來 迫ル、 官軍 之 二 應シ銃 擊ス、 賊小 鈇及ヒ 翁隊ヲ シテ 來迫ル 

ト雖、 擊テ 之ヲ走 ラン、 賊兵 數人ヲ 得、 自是 各藩 ト議シ 、外郭 諸 門 二 攻守 ノ備 ヲ嚴ニ ス。 

〇 東 山道 戰記 二 云、 八月 廿 四日 一一 至リ、 官軍 味 突 ヨリ 又 城門 -ー 向テ 砲撃 一一 及 ヒ候處 、此日 モ城中 弱ル色 無ク、 嚴然 トシ テ相 

見へ 候閒 、参謀 方ノ 論議-一 出テ、 先ッ 一 旦園ヒ ヲ杼メ 、官軍 ハ 市中-一入 テ、 四方 一一 胸壁 ヲ築キ 、各藩 ヨリ 是ヲ 持シ、 賊 來ラハ 

悉ク擊 却ケ、 鬼 角 シテ永 ク對陴 致 シ候ハ 、、諸道 ノ 官軍 追 々入 來リ候 ハン、 其 節 二 至 リー 舉ニ攻 落シ候 トキ ハ、 味方 ノ兵ヲ 

不可 慯險、 因テ 夫迄ハ 官軍 却 テ防戰 ノ勢ニ 可 爲也ト 、遂 二 一決 シテ、 同日 未ノ時 ヨリ、 官軍 ニノ 丸 ノ環ヲ 解テ、 各市 中へ 立 

入 候、 然 ルー 一藩々 持 場 ノ前ニ ハ、 舍宅等 多ク立 連リ候 間..， 賊ノ 潜テ來 ルモ難 料ト、 壘前ノ 舍宅ハ 、今夕 俄 二 火 ヲ刺テ 燒仆シ 

候、 右 持 ロノ 配賦 及圖畫 等、 左ノ 通。 

天 寧 寺 口 薩  三日 町 口 ^村 六日 町 口 薩  甲 賀町ロ 大手 同 

馬場 町 口  土  大町ロ 同 桂林 寺 口 長大！ a 越後 口 同 

米 澤ロ同 
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一 水 

一  £  壁 

S 舍宅 間街區 

#燒 宅 間街區 

若松 城之圖 


〇 若松 記-一 云、 八月 廿 四日、 敵、 三 宅 邸、 築瀨邸 ヨリ 頻リ 二 發砲、 三ノ丸 守衞ノ 兵大ニ 苦、 故 二 早天、 三ノ丸 ヨリ 突衝 追擊然 

ル へ シ ト、 議區々 ナ リシ 力、 敵 ノ巣穴 トシ 打放ス ル諸邸 ニ火ヲ 放チ、 上 風 ュ 乘シテ 進擊セ ン コ ト宜 也ト、 午 飯 畢テ、 中野克 

江、 大東喜 久彌、 火矢 ヲ射テ 田 中、 坂 本、 三 宅 ノ諸邸 ヲ燒キ 、燃 上ス ル ヲ機會 二 千葉權 助、 甲 長 使 原 彌五郞 、砲兵 三 砲車 ヲ引 


や js 吾 四 郞兩 隊 併合 、小 室總括埋 門 ヨリ 出兵、 I 寺 町 ロノ  I 摸セ ント叢 暂砲戰 て禾 r  r— 

C^HH0^. リャ、 敲 イカリ ケン、 退 ロー 一 烈シ ク 發砲、 所々 一一 放火 シ テ總兵 郭外市 一一 退キ 折節 

丸？ 揚此ノ 火矢 ヲぅ J ^邸が.^ へ""  出張 セシ新 観、 馬 入 

ぼ" 不 ii 慕議； き讓議 f 

I、 德川 氏ノ爲 一一 きヲ唱 へ、 國カ 4 ス、 今 是ヲ捨 仙臺 へ 行 ハ 、不義 是 ヨリ 大ナ ルー 1 ナき 入城 一 u、giu 

•  一一 百年 來ノ 鴻恩 ヲ報シ 、下 ハ 萬 世 マ テ ノ 蕭ヲ立ー ァ ン ト 、望番隊 、撒 f ぉ番， 疏隊し 曰： 力 槍 口 I、 十 成人 一 H 

テ三日抓ョリ敲ノ屯集所へ討入ル、戰爭數刻、城下ニ至ル、歒|死慯多ク 歒ノ死人ハ麻|フカ1,?ーフ.^、ま 

"ヒ處 夜中 1  成リ 城門 ヲ不開 二 付、 再ヒ i 寸へ 退ク if へ 出、 I ト合 セン トス ルノ處 、夜中 地 利ヲモ 不知/け 

東 山 iJl 渡リ川 r へ 夜 四 if  、此處 へ ーま 、一霞 ハ霞隊 、工兵 隊ト川 f 未明 出張 ス山略 ヨリ 西.. 村 

へ 出、 晝盒ヲ 用フ、 終 二 天神 橋 口 ョ リ 入城 ス、 三 ノ丸ヲ 守 ル 

〇 三 斗 小屋 ロノ 官軍、 進テ 大峠ヲ 取ル。  I. 、せノ f 

斑 豕己ニ 云、 三卞屋 ヨリ 北方 f コ トー 里餘、 天 險ノ切 處大， 號ス、 I ノ境 喜ーノ 胸壁 ^^^^ 

一 Sir 曰"』、" 藩 小隊、 11 シ、 襲 フテ之 ヲ取リ 、各 半 小隊 ヲ留メ 


ス 


0 黑 il 、我 藩 一二 小隊、 大砲 二 門、 I 靈 小隊、 八 II 小屋：. 人：.； s.!^ 藩？ tduh^ 

險ー 一大 堡ァリ 、賊、 兵 ヲ增シ St ハ攻メ 難 キラ 慮ル、 急 一一 四 小隊 ヲ遣シ 、臼砲 ヲ擔 テ行ク 1 トキ k  一  ノヲ， 議 
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高壘獨 寂然 タリ、 惟フ 二 昨 ：3 大 丸越ノ 軍、 彼 力 背 二 出ルラ 以テ、 此堡モ 亦 我 ニ奪ハ レタ 几ト爲 シテ來 ラサ ル也。  > 

二十 五 曰、 總督、 三春 一一 赴 力 ン トス、 是 B  、白 河 ヲ發ス 、參謀 補助 小 代 某， ヲ留 メテ、 白 河城ヲ 

守 ラシ ム。  一 

總督府 正 親 町中 將殿、 明廿 五日、 三春 表 へ 御 進軍 相 成候テ ハ 、 參諜 補助 小 代 淸八當 地 被 差 置 候條、 同人 ヨリ 萬湍可 申達 候 j 

間、 各藩へ 爲 心得 可 中 達 置 旨、 御 同 卿 御沙汰 候 事。  j 

八月 廿 四日  白 川口 總督府 參  . 謀， 

大久保 忠順家 記 一 

〇  一 

正 親 町中 將殿、 明廿 五日、 三春 表 迄 御 進軍-一 付テ ハ 、其 藩 御 詰 合 人数、 御 小 休 迄 御 隨從可 被 有 之 事。 

八月 廿 四日  白 川口 總督府 參  謀 

大久保 忠順家 記 ； 

〇 陴 中日 誌 -ー 云、 八月 廿 四日、 鷲 尾 殿 三春 へ 御 進軍 -ー 付、 明廿 五日 當所御 出馬、 三春 へ 御 進軍 御 治定之 事、 但シ、 御 守衞、 會 i 

計 方 等、 是迄通 リ 三春 藩へ 申 付 候 事、  ： 

一 參謀 小代淸 八、 當所 滞在 ト御 治定ノ 事、 

廿 五日、 白 川 御 出馬 卯 刻 過。  一 

〇 藤 原 口  ノ 官軍、 路ヲ 分テ、 賊兵ヲ 撗川村 一一 擊ッ、 克タ ス シテ 退ク。  一 

〇 淺野長 勳家記 -ー 云、 八月 廿 五日 曉四守 頃、 中 三 侬村ヲ 發シ， 朝 九 字 頃 上 三 依 村 へ 著、 夫 ョ リ橫川 表 半里 前山 手 へ 進軍 候處、 一 

折 柄、 賊徒 胸壁 ヲ 築造 致サ ン ト 欲 シ 居候 處 へ 、突然 出合、 賊徒 狼狠 奔走 致 シ 候 二 付、 直 二 追擊、 遂 一一 潢川表 胸壁 へ 隱潛候 ュ 付、 一 


兵隊 三分 シ、 一手 ハ右憤 立山、 一手 ハ左 戀路 山、 一 手ハ 正面 行進、 夜 七 字 頃 迄頗ル 憤戰、 賊徒 追拂、 胸壁 へ 近ク コ ト 數十步 二 

押逼、 直 二 突 衝嗷嚼 計 ノ處、 豈圖 ン ャ、 大礮ー 一門 車 心損シ 、殊 ュ 外 藩應援 モ 無 之、 且 地形 不要 害、 晩景 二 及 候 二 付、 砲 薹等堅 

固 二 構 置、 一 先 上 三 侬村謹 上申 候、 賊徒 死傷 許 多 直、 弊 藩死ー X^s0fi00^msk 

藤 太、 光井 KI 一一郎、 今枝榮 一 郞、 森 梅吉、 永 井 順 蔵、 牧 田次郞 助、 小 田、 太郞： 田 坂 翻、 

平 二、 松 下 文藏、 古清水 早 之丞、 寺 田 幸 助、 藤 田左久 馬、 雇 夫 貞次郎 修蔵 能 一之助  I 

〇 戶田忠 友 家譜 二 云、 八月 廿 五日、 我 兵 栗 山村 ヲ發シ テ、 將 二 西 川 村 二 宿 セン トス、 時 二 三 依 村 二 進 ム虚 ノ藝藩 除、 橫川屯 

集 ノ賊ニ 遇 フテ苦 戰シ、 敏猶 ホ路ヲ 塞キ、 孤軍 進 ミ難キ ヲ以テ 、急 二 應援ヲ 請 ヒ來ル 、由テ 我 兵直チ 二 西 川ヲ發 シ行ク コ ト 

數百步 一一 シテ、 曰忽チ 暮ル、 天黑フ シテ星 ヲ見ス 、冥 搜シテ 山 溪ノ險 ヲ度タ リ、 辛艱實 一一 極 マ レ リ、 曉 三時 二 シテ 五十里 村 

ニ達ス 、村旣 一一 贼ノ 放火-一遇 フヲ 以テ、 各 隊皆露 宿 ス 、廿七 日 未明 一一 發シテ 三 依 村 一一 到リ、 藝兵 一一 會ス、 此村 モ 亦新タ 二 燒 

亡スル 二 由テ、 叉 露 宿ス。 

〇 若松 城外 ノ賊、 湯 本、 越後、 米 澤諸ロ ョ リ進テ 城 中二 入ラ ン トス、 城 中 兵 ヲ出シ テ之ヲ 迎フ、 

官軍 之ヲ耍 擊ス、 越後、 米澤諸 ロノ 賊、 皆 潰 ヱ 走ル、 湯 本 ロノ 賊、 奮 進 シテ遂 一 一城 中二 入ル、 是 

日、 勢 至 堂 口  ノ 官軍、 進テ 若松 二 至 ル 、備前 藩兵モ 亦 至 ル 。 

〇 麼應 出軍 戰狀 -ー 云、 八月 廿 四日、 一 一番 隊湯 本街道、 佐 土 原 兵 固 場 天 寧 寺 口 へ 合併 致 番兵 候、 廿 五日 未明、 賊 一 小隊 位、？ I 本 

筋 間道 ヨリ 寄 來リ、 佐 土 原、 當 隊人數 街道 筋ョ リ畠中 へ 撒隊 一一 開キ及 砲戰、 兩隊進 テ攻擊 、湯 本道 潢切、 城 後ノ方 へ 敗走、 一 一 

三 丁 追討、 四 ッ過人 數引揚 申 候、 番兵 一 番隊湯 本 口 持 場 押出 シ、 橫合 ョ リ應 援發砲 ノ處、 賊兵引 色 -ー 相 成 候 -ー 付、 四 五 丁 程 

追撃、 賊兵院 S 村 山手 へ 相掛、 悉ク 敗走 ィ タ シ候閒 、持 場 へ 人 數引揚 、九 字 頃、 佐 土 原 藩 へ 交代、 天 寧 寺 町 口 相 固 申 候。 

〇 島 津忠寬 家 記 二 云、 八月 廿 四日、 一 番、 四 番銃隊 天 寧 寺 口へ 轉ス、 同廿 五日 曉、 兼テ 郊外へ 出張 ノ賊 兵歸リ 來テ、 味方 ノ陣 

後 ヲ襲フ 、戰酣 一一 シテ城 中 ノ賊モ 亦 突出、 味方 奮 戰之ヲ 敗ル。 
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〇 戊已征 戰紀略 二 云、 八月 廿 五日、 賊、 越後 ロヨ リ返リ 擊ッ、 一 一番 隊之ヲ 下町 一一 拒ミ、 十 餘賊ヲ 斃ス、 賊走ル 、又 米澤 ロ等ョ 

リ來リ 攻ム、 i 隊之ヲ 拒ミ、 二番 I 戰、 賊ヲ 退ク、 I 死 三人、 氣載冗 茂 太 岡郞重 ほ 傷 r 义 41 麵レ助 金、 SIK ラ lis い 

仙 藏後遂 

- 一死 ス、 

〇 山 内 豐範家 記 二 云、 八月 廿五 日朝 八 時 頃、 賊徒 朝霧 二 乘シ、 越後 道 ョ リ長 州、 大垣ノ 守 地 二 襲來 ス 、 我 第 八 番隊吉 松 速 之 

助、 第 廿番小 南 猿 四 郞ノニ 隊ヲ出 シテ援 之、 繼テ 十六 番若 尾讓 助、 4- 七 番關鹬 右 衞門ノ 二 小隊 ヲ出ス 、谷 守部監 之、 安岡 覺 

之 助、 秋 澤淸吉 副 之、 我 兵 三處ニ 分布 シテ擊 之、 賊兵漠 走ス、 追 テ前村 一一 至リ、 賊ノ 宿處塑 ニ星ヲ 放火 シ テ歸ル 、時 二 午 十二 

時 ナリ、 小 監察 安岡 覺之助 死 之、 是日、 紀、 肥 ノ兵勢 至 堂 ヨリ、 備前兵 母 成 口 ヨリ 相繼テ 若松 一一 著ス、 乃 チ紀ハ 我 守 地 町ノ北 

兩道ラ 守リ、 肥 ハ薩ノ 守 地 天 寧 寺 口、 備ハ長 州、 大垣ノ 守 地 ヲ助ク 、薄暮、 薩 兵砲擊 シ テ、 域 東 小 田 山 ノ硝庫 ヲ火ス 、遠近 震 

SS  、き 4JS,5 月レ ノ トス 0 1^ 註、 後廿九 曰、 肥 人 又 

衝屋 t ま 凡レ： トフ 同處 ノー  職庫ヲ 火ス、 

〇 大垣藩 記-一 云、 八月 廿五 曰曉、 賊兵 大勢-一 テ越 後口 ヨリ 寄 來ル、 此 所長 州、 弊 藩 合 兵守禦 之 場所 故、 一 戰追散 申 候、 夫 ヨリ 

同日 士 一字 ト四 字ト 同所へ 賊兵 襲來、 兩藩共 頗ル苦 戰致シ 、薩、 土ノ應 援モ有 之、 悉ク打 散シ申 候、 其 外 大手 口、 馬場 町 口、 

大町ロ 等 ヨリ 擊テ出 候 得 共、 悉皆 打 散 候 得 ハ 、城 中 へ 逃 込 申 候、 官軍 死傷 モ夥歸 有 之、 叉賊之 死骸 モ處々 -ー 有 之、 其數 幾千 

トー 13 フコト チ3 ラス、 路 JlTtt 一 一、、 統隊九 鬼圓之 寡. 一 l\、c 统隊頭 小 出 五平 次、 IS 輔木村 庵 之 進、 统隊 伍長 高木 美 喜 次、 銃 隊河井 周藏、 
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復古： 記 白 河口 戰記 第 七 明治 元年 八月 二十 五日  一」，， 一 

奇隊小 I 兩角. K 一二、 裏 寺 大門-一 テ戰 死、 I 匿 村 sis 松 田 蒙 助、 白 河 i 師讓、 i ス ル ハ難 ナク I ヲ 

渡テ 入城 シ 、後陣 渡 ラント スル トキ、 東北 ノ隅、 小 田 町 ヨリ 菌 リニ 發砲、 飛 丸 雨 ノ如ク 、橋ヲ 渡 不能、 下流 ヲ？ 下 小 田町ヲ 

過 三ノ丸 不明 口 ヨリ 已ノ刻 比 入城、 或ハ 天神 橋 ヲ經テ 入城 スルモ 有リ、 正 奇除ノ 如ヰハ 、戦後 レテ尤 不能 渡 、若葉 町ヲ下 

リ、 天神 撟ヲ渡 テ三ノ 丸-一入 リ、 野 田、 坂 ノ兩隊 ハ相戰 二 時計 、總兵 入城 ノ圖ヲ 圖リ、 小 田 山 ラ經テ 青木 村 ヨリ 入 成ス、 靑龍 

足輕 中隊 頭 日向 彌志 摩隊モ 湯本ヲ 放火 シ、 魔 野原 口 ヨリ 引揚來 ル途、 水 藩、 保 科兩藩 兵合テ 三十 人 餘-ー 合シ、 嗜黑 一一 及テ天 

神 口 ヨリ 入城、 元來圍 城ノ内 寡兵 二 シテ、 四周 防 戌 ノ備モ 不全、 女墻 二 嬰 ル者ハ 、晝夜 砲 放奮勵 固守 スト 雖、、 い 氣費疲 シテ、 
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ルニ 一  中隊 而巳ノ 寡兵 ラン テ、 必勝 ノ策ナ ケレハ 、不得 上 城 中-一 引揚、 三ノ 丸 東方 不明 口 ヲ 守衞 ス 。 

〇 長 岡 藩 戰爭記 二 云、 八月 廿 三日、 官軍 若松 城下 一一 迫 ル、 朝 第 九 字、 坂 下 驛ノ兵 ヲ小荒 井 二 移ス、 同廿 四日、 小 荒 井 二次 スル 

軍事 掛リ三 間 市 乙 進、 获原 要人 、銃士 隊長 鬼 頭 六左衞 門、 由 良 安 兵衞、 疑 率 隊長 河 井 平吉、 淼廣 之丞、 小 林 寬六郞 之 五..^ 隊、 

門大ォ 二 陣ス、 同廿 五日 第 十字、 門大村 ニ陴ス ル兵ヲ 以テ、 七日 町 ロヲ攻 擊ス、 官軍 要所 ユア リ、 我 兵蔽陰 ナシ、 十二 字頃戰 

尤苦ム 、且數 度 ノ橫擊 ヲ受ケ 、死 慯又尠 カラス、 第一 一字、 退 テ鹽川 二 保ス、 死 4i 人、 ま 啦に SS! ま、 

網 ％ 脊き郞 川 iii き 七  1 讓 囊 § 曙き ii 之  1 

〇 奧 越戟爭 日記 ！！ MM-  二 云、 衝锋隊 、八月 十九 日、 金山 下 越後 新道 口 へ 嚴重 二 si へ 候處、 此夜 九ッ時 頃、 不殘 若松 へ 引 

上-. 阢 早 追 二 テ^5,1ーー 付、 廿日 此所引 上ケ、 廿 一 日 新 町 一 日 逗留、 廿 三日 早朝 二 、 若松 城下 東口 將軍 山陣所 ヨリ 相破レ 

官軍 方 凡 三千 人計リ 城下 へ 入 込 候 注進 有 之、 廿 四日 坂 下 泊リ、 是 ヨリ 城下 へ 三 里 之 所、 廿 五日 宰相^ 御 口上 二 テ、 衝鋒隊 二 

テ 城下 之 官軍 勢 追 拂候樣 被 仰 付 候 二 付、 朝 五 時不殘 討死 之覺悟 二 テ 押出 シ 、先陣 ハ 衝鋒隊 、 後陣 ハ 長 岡 勢、 尤 二手 二分 レ 

浪田橋 へ 差掛リ 候處、 官軍 方 大小 砲 烈敷打 出シ、 七 時 迄 戰候處 、長 岡 勢 之 戰ロ相 破、 無 餘儀高 久村迄 引 上、 衝鋒除 討死 1 一十 

五 人、 手 負 三十 五 人、 然處、 廿 九日 此所 -ー 固メ致 候內、 仙臺表 へ 落延 候樣ト 評議 相诀 シ 、德川 方 一 同 出立 致 シ 、此夜 山中 一一 宿 

リ M 、右 良田 喬^ 爭之 時、 城 中 ヨリ 後 詰 有 之候ハ 、、勝利-一 モ 可成 ヲ、 無情 殘念之 仕合セ 也。 

〇 慶應兵 謀秘錄 二 云、 八月 廿 五日、 長 州、 大垣持 口 へ 城內 ヨリ 襲 ヒ出ル 土 州 勢、 援兵 トシ テ我ヲ 討ッ、 依 テ數刻 戰ヒ、 終-一 坡 

中 -1 歸ル。 

〇 德 川義宜 家譜 一一 云、 八月 廿 五日、 勢 至 堂ロ總 勢、 會津 城下 へ 進軍、 同所 一一 於テ督 府參謀 ヨリ 演達 一一 テ、 卽刻 馬場 竪町 へ 出 

張スへ キノ 旨-一 テ、 稻生 正道、 津金 忠恕、 兵 ヲ率テ 進ム、 又 瀧澤ロ 關門大 村藩ト 交代 、厳重 可 相 守 旨 一一 テ、 島 澤德錢 平 岩 純 
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祥、 吉田有 政、 田 邊常武 、林武 綱 等、 各 兵 ヲ率テ 出張、 同廿 八日、 瀧澤 峠へ 進テ嚴 守ス。 

〇 德川茂 承 家 記-! 云、 弊 藩 人 數尾州 藩ト申 合、 勢 至 堂 ヨリ 進入、 途中 無 滞、 八月 廿五 曰士 一時 頃、 若松 城下へ 到 著、 同日 ヨリ 

土 州藩ト 交代 致、 一 一本松 街道 S 在々 所々 閒道警 衞可致 旨 被 仰 付、 右 巡邏 斥候 番兵 等 相 勤 申 候 n 

〇 鍋 島 直 大家 記 二 云、 八 s 廿 四日、 我 兵 除 三代 宿 二 ォザァ 尾、 紀兩 勢へ 致會軍 候處、 本 城 落 居、： n 一夕 之 風 說有之 候 付、 我 勢 之 

内 四 小 除、 直樣夜 通-一 シテ相 進、 翌廿 五日 朝、 若松 城下 著陣、 參謀之 人へ 其 段 相 達 候處、 外 構丈乘 取、 未 本 城 之 義嚴重 籠城 罷 

在、 專 諸道 官軍 之 到 著 ヲ相待 候 由 被 申 聞、 然半、 多 久與兵 衞始總 勢 之 儀 モ八時 過 著陣、 薩藩 ヨリ 任 示談、 右 攻ロ之 大手 口 へ 我 

大砲 アル ムスト ロンゲ 一 門、 護 兵 半 小隊 相 進 、且又 同藩 攻ロ之 大手 口、 左 之 土手 へ 一 小 除 差 出 候、 總テ 賊徒 小路 家 或 ハ 樹陰 

ョ リ出 沒發砲 致シ候 付、 諸 藩 共晝夜 放發相 絕不申 候。  . 

〇 岡 山 藩 記 二 云、 當藩 人數、 八月 廿 五日 若松 へ 著陣、 兼テ長 州、. K 垣ノ持 場-一 相成候^|<澤、越後\ー兩ロ へ 相 備被仰 付、 卽夜出 

丘 ハ屯戌 致 シ候處 、天 寧 寺 山 へ 轉陴之 御 達 有 之、 同所 警戌致 シ居申 候處、 尙又 越後 口 へ 歸戌被 仰 付、 直 -1 一 小隊 引接、 同所 之 

内 融通 寺 口 菟ケ 所、 一 小隊 -ー テ持固 メ居申 候。 

〇 鎭將府 日誌、 八月 廿 七日、 伊地知 正 治 ヨリ. K 久保利 通-一 贈 ル書東 節 略 二 云、 廿 五日、 肥 前、 尾 州、 紀州ノ 人數、 勢 至 堂 ロヨ 

リ會軍 候 故、 要地 ヲ見 立テ、 城内 ヲ 眼下 二見 下シ テ晝夜 攻擊ノ 次第 故、 今ノ分 -1 テ ハ 上杉ノ 加勢 モ不相 見、 四方 ノ賊 走ハ當 

地 一一 不來候 ハ、 何方へ 力 逃散 候樣 子、 乍 併 越後 口、 今 市 口 一一  ハ 未タ -ー 宫. 軍 通路 開ケ不 申、 就テ ハ 近日 中 诀テ吉 左右 可 申 上 

候、 云々。 

二十 六日、 總督、 三春 城 一一 抵ル、 鷲 尾 隆聚乃 チ其攝 知 ヲ解ク 、尋 テ隆聚 東京, 一 還ル、 督府 乃チ三 

上 藩 兵 ノ 從衞 ヲ罷 メテ、 隆聚 一一 屬 セン メ  、阿波 藩 兵 ヲ以テ 之 一一 代フ" 

〇 正 親 町公董 事蹟 二 云、 八月 廿 六日 三春 城 へ 著、 鷲 尾侍從 交代 egg: 依 


〇 奥 羽 追討 日記-一 云、 八月 廿 六日、 正 親 町中 將殿常 城  一 へ 著 S: セ ラル、 則 御 旗 等 引渡 シ相成 候 事。 

一 ： 十七 日、 總督府 書類 等 不殘、 正 親 町ぬ へ 引渡 之 事、 

一 一十 八日 午 時 出陣、 白 河 表へ 緝陴 發途 セラ ル： 

〇 松 平 喜 德家記 二 云、 八月 廿 六日、 總督正 親 町 殿御 通行 -ー 付、 領分 際 迄 御警衞 兵隊 差 出 候、 四 ッ時頃 御 著陴、 九 時 御進發 二 

付、 三春 表 迄 御先 手 被 仰 付、 御 警衞仕 候，』 

〇 陴 中日 誌-一 云、 八月 廿七 曰、 三 上 藩 御 守衞被 免、 明廿 八日、 鷲 尾 殿當所 i 一 if  、ヲ 御 出立 二 付、 御 道中 御 守 衞及會 計 方 等 可 相 

勤 旨 御 治定、 御 達 之 事、 

廿八 R 鷲 尾 殿御 出立、 午 半 刻 驛外迄 爲御見 立、 松 永 權守被 差遣 候 事。 

〇 蜂 須賀茂 韶家記 -ー 云、 八月 廿 八日、 蜂 須賀美 作、 梯津守 上田 甚五 右衞門 儀、 白 河口 總督正 親 町 殿 三春 表 へ 御 下向 二 付、 是 

迄 之 懸リ御 守 衞可仕 旨、 被 仰 付 候 事。  ， 

〇 若松 ノ 城 、 役夫 二 混シ、 官軍 ノ 營中 二 出入 スル者 ァリ、 是日、 督府、 諸軍ヲ 戒飭 シテ、 嚴 一一 諸 

ロノ 出入 ヲ識 察セ シ厶。 

S 觸  - 

城 I 々急迫 二 吋、 諸國 官軍 夫 率 之 印 ヲ似セ 、營中 -1 紛入候 モノ モ有之 由 一一 付、 差 火 等 之 害 モ 不少 候閒、 在陴 一同 能々 被 

申談、 怪キ 體之モ ノ見 受候ハ 、留置 致亂 明、 各藩 人足 印 有 之 分ハ、 其 藩々 本 營へ可 被 引渡 候、 

一 不限 男女、 元 當所之 者 ト稱シ 入來候 ハ 、、各 口堅 場-一 テー 通 亂明之 上、 女子 ハ 追放 シ、 男子 ハ 可 被 召 捕 候、 若 又 萬 一 紛入 

居候 ラ見及 候 共、 同斷タ ル ヘシ、  . . 

一 會 津境內 -ー テ 私 -ー 人足 雇 入、 就中 營內 -ー 引 入 候 儀 ハ 可爲 無用、 

復古 外 記 白 河口. 戰記 第 七 明治 元年 八月 二十 六日  一七 r 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 七 明治 元年ん 月 二十 六日  ーヒ六 

右 相 定候條 、爲御 心得 申入 候 也。 

辰 八月 廿 六日  會 津在陣 參  謀 

-  各藩 隊長 衆 細； i 

〇 山 內豐範 家 記- 1 云、 八月 廿 七日、 グ,、 伊地知 、板 垣 兩參謀 ヨリ 諸 軍 二 布令 ァリ、 蓋 此ノ頃 ニ至リ 市中 ノ者 往々 歸リ來 

リ、 其ノ 間者 ト 識別 シ難キ ラ以テ ノ故 ナリ。 

〇 官軍、 若松 城ノ 東南、 大寒 山、 小 田 山 等 耍衝ノ 地 ヲ奪ヒ 、高 一一 憑テ城 中ヲ砲 射ス、 旣 ラン テ賊 

兵 城 ヲ出テ 來リ襲 フ、 邀へ擊 テ之ヲ 破ル。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 八月 廿 六日 八 字 頃、 各藩 竝此藩 我 兵具隊 ハ 、此日 大砲 狙擊 一一 テ八字 頃營ヲ 繰出シ 、官軍 城 ノ東ナ ル大 

窪 山へ 攻寄、 遙ノ 山上 一一 ハ佐土 原、 大村等 相 戰ヒ、 然處、 城 中 ヨリ 三百 人 計 繰 出シ、 我 まハ大 窪山ノ 麓-一 テ相 戰ヒ、 七ッ 時分 

賊悉ク 敗走 シ、 官軍 大 窪山ノ 要所 ラ占メ  、此 所へ 臺場ヲ 築キ、 若松 ノ城ラ 眼下 二見 ォ 口 シ、 是 ヨリ 晝夜 大砲 ヲ 打込ミ 候 故、 

城中大 一一 困ス、 我 隊手負 一 人、 番兵 一 番除天 寧 寺 町 口堅 場 引揚、 宿 陴へ休 兵 ノ處、 士 一字 頃、 五番 隊山ノ 上 -1 テ戰 爭、 

賊 兵城內 ヨリ 追々 人數 操出険 二 付、 當隊應 援被仰 付， 早速 山 ノ上迄 進軍 ノ處、 十 二番 隊其外 肥 前 藩、 佐 土 原 藩 等 進軍、 賊兵 

小 田 垣 町 口 竝建福 寺 門前 諸 所 ヨリ 發砲 イタ シ 候- 1 付、 當除 一一 ハ山 ノ上ョ リ建福 寺 門前 迄 突 下 シ 進擊、 御 兵具隊 一一 モ山ノ 根 

ラ廻 リ進擊 一一 付、 賊ト小 田 垣 川 ヲ相隔 砲 戰ノ處 、賊兵 防 守不相 叶、 小 田 垣 町 所々 へ 火 ヲ掛、 城内 へ 敗走 イタ シ、 旣， 一 日暮 -ー 

モ相及 候 間、 當隊拉 御 兵 具 隊靑木 村人 家 へ 放火、 建 福 寺 門前 ョ リ六字 過 山上 へ 兵隊 引揚、 降雨 故、 猶又不 怠 終夜 山ノ上 泡^ 

申 候、 當隊手 負 一 一人 „JS 衛 

〇 鍋 島 直 大家 記 -ー 云、 八月 廿六 日、 朝 五 時 ョ リ、 天 寧 寺 口、 湯 本 口 兩所攻 口 被 相 達 候 付、 兵隊 且又 大砲 繰 出 候處、 城外 東南 ，1 

當 リ 、山手 二 合 藥庫有 之 候 付、 薩藩竝 我 一 一 小隊 半 ヲ 以進 擊候處 、賊頻 二 防 戰致候 付、 薩ニ モ少々 手 負 有 之、 我 勢 二 モ 倉永坊 


五郞、 多 久與丘 ハ衞、 足輕 薄手 ヲ負候 得 共、 悉ク打 散シ、 終 一一 合藥库 ヲ乘取 、則 山上 山 下へ 分隊 厳重 守兵 ヲ設 候、 總テ 山， J  ノ地 

形 一一 據リ、 我ァ ル ムスト n ンゲ 並 四 封 度 銑 ヲ以、 終夜 本 城ヲ射 擊致シ 候、 然處、 賊ョ リモ前 二 乘取 候藥庫 へ 向 大砲 頻 一一 打掛 

候 付、 刖诀議 ヲ遂、 入 川 丈 運 取、 餘 ハ 悉ク is: 中 へ 打捨候 C 

〇 山 内 3 お g 家 記 二 云 、八 s 廿 六日、 薩、 肥兩 兵、 城 東 小 田 山 ノ要處 ヲ占メ 、大砲 ヲ安シ 城 中ヲ下 射ス、 各藩 亦^ ヲ出シ 齊シク 

發射ス 、城兵 凡ソ 三百 餘、 俄 一一 出テ 左右 ヨリ 進ミ 迫ル、 官兵 擊テ退 之、 爾後 薩、 肥 及 各藩、 山上 ヨリ 砲擊ス ルコト B 々不止 

〇 島 津忠寬 家 記 二 云、 八月 廿 四日、 一 番、 四 番銑隊 天 寧 寺 口 へ 轉ス、 同廿 六日、 薩 兵苦戰 ノ報ァ リ、 因テ 應援ト シ テ馳テ 天 寧 

寺 山上 二 至 ルー 一、 ー戰已 二 終リ、 是ヲ以 テ薩兵 二 代 テ進ミ 、一 分隊 斥候 トシ テ、 本隊 ヲ離テ 山 ノ頂ニ 登 トス、 然 ルニ賊 三百 

人 計 先 ッ絕頂 二 登リ、 烈シ ク發射 シ统丸 雨注、 斥候兵 力 ヲ竭シ テ戰フ 、本隊 馳來、 咄喊 奮撃、 賊 敗走、 山ヲ下 テ逃ル „ ^二  0 

沒スルヲ以テ追驅ヲ止、|ハト山^?野營、慯ーー人、||ま|||!ぃ此ぉ及大雨、兵士戎衣如洗。 

〇 太 村 純 熙家記 一一 云、 八月 廿 六日、 天 寧 寺 山番 兵 被 命、 鍋 島 一 同 守 衞致シ 候、 賊兵 折々 槍隊 一一 テ處々 へ 突進 候 得 共、 始終 相 

斃レ、 一利 モ無之 候。 

〇 伊集院 兼寬 手記 二 云、 八月 廿 五日、 ； iti、 若松 城 後 之 小 田 山 ヲ取リ 、我 一番 砲 隊並佐 賀之砲 隊ヲシ テ砲臺 ヲ築キ 、城内 

二  テ砲擊 ス 、此地 城中ヲ 下視シ 、稍 動 靜ヲ見 二 足 ル 、半夜 賊共來 迫 ルト雜 、擊テ 之 ヲ走ラ ス 、同 =1、 小^ 山 之 後 二 ァ ル彈藥 

庫 ヲ燒ク 、暴 發雷ノ 如シ、 自是 諸方 之攻ロ  二 大砲 ラ分チ 、日々 城 S 一一  向テ 發射フ  j 

〇 若松 記 二 云、 八月 廿 六日、 咋廿 五日 朝、 勢 至 堂 口 ヨリ 我 力 東方 出張 ノ兵、 不殘冬 坂 ヲ經テ 入城 セシ跡 ヲ過テ 、若松 二 ま 著 

セ シ肥 前、 尾 州、 紀州 人數之 e 、肥 前 藩 兵、 天 寧 寺關門 ヨリ？ II 本 一一 至ル 迄、 薩藩ト 交代 シ、 午ノ刻 比、 薩 f ト談 * 我 力 城 東南 

ノ隅大 窪 山邊、 攻城 ノ 要地 ナ リトテ 、肥 前 兵隊 四 小隊、 大砲 二 門， 薩州 兵隊 ト共 一 一大 窪山ノ -M 一一  巨 礮ヲ仕 懸ケ、 五重 ノ 天守 

巍然 トシ テ高 ク聳へ タル ヲ好的 トシ テ發 下シ、 或 ハ天寧 寺 町 口、 甲賀 W ロヨ リモ 大小 砲ヲ放 ッコト 雨霰 ノ下ル 如， ノ 若此 

天守 一一 火發セ ハ 、満地 足 ヲ留ム へ キ 地ナキ 一一 至ル、 故 二目 前 最害タ ルハ大 窪 山、 小 田 山ノ敵 ナリ、 彼ヲ 打お ノ シ メンコ ト肝 
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要 也ト、 鈴 木 式 部隊、 坂 平 三 郞隊、 草風隊 一一 進撃 ヲ命ス 、三隊 命 ヲ奉シ 黎明 二 出城、 坂隊ハ 若葉 町 ヨリ 直進、 敵ノ 前面 ヲ， _ 

鈴木隊 ハ 青木 村 ヨリ. 彼 力 背後 -ー 出、 草風隊 ハ 兩隊ノ 應援ト 約定 シ 進軍、 鈴木隊 小山 一一 潜 登、 山上 ヨリ 下擊、 敵ノ 不意 ヲ 襲ヒ、 

一 發 一 進、 擊縮ス ルコト 四 五町-一 及へ リ、 然ト雖 、運 拙 シテ彈 藥ヲ打 盡シ、 且ッ隊 兵 四方 二分 軍、 式部 指揮 ス ル四卜 名 計、 其 

他不 纏、 尤モ 應援ノ 兵モ又 不來、 遂 二 不敵 、黄昏 引揚 下山 ス、 此時有 泉 壽彥隊 、井深 守 之進隊 、土星 鐵 之助險 等、 應援/ 命ヲー 

受至ル トモ、 敞ノ擊 下 セン コトヲ 揮 リシ ニヤ、 空 シク靑 木 村 或ハ堤 澤村邊 一一 埋伏 止陣セ ル故、 追縮ス ル敏、 再 手 ヲ延シ 、鈴： 

木 除 ノ功モ 水ノ泡 卜ソ也 一一 ケル、 其夜ハ 同所 靑木 村邊 二 露 宿 ス 、此 日、 小 田 邑焰硝 庫 へ 火氣移 リ 、破裂 シ テ 黑煙 蒼天 ヲ 貫 ク 

如ク、 其 音 天地 モ轉 倒ス ルカ ト覺へ タリ。  一 

〇 慶應兵 謀秘錄 一一 云、 八月 廿 六日、 肥 前、 薩州、 大窪山 へ 登リ、 我 彈藥藏 ラ固ム 、猶肥 前丘ハ ハ 天 寧 寺 山 ヨリ 東 山溫泉 ヲ守ル C 一 

〇 三 斗 小屋 口  ノ 官軍、 賊兵ヲ 中 峠、 及 ヒ野際 村 -ー擊 テ之ヲ 破ル。 

〇 秋 元 興 朝家 記 一一 云、 八月 廿 六日、 兵 ヲ三斗 小 星 一一 殘シ、 黑羽藩 三 小 半隊、 弊 藩 一 一 小 半 隊ヲ以 テ進ン テ會領 -1 入ル、 亍 n さ 一； 

里餘 一一 シ テ 中 峠 ェ至ル 、會領 一 一 ノ 胸壁 ナリ 、左右 業 山 邃谷中 一 線路 ヲ通ス 、贼 五十人 許、 先ッ 要害 一一 據リ、 胸壁 ヲ 設ケ テ 之 一 

ヲ扼ス 、我 兵 死力 ヲ出シ 、山 ヲ踰 へ路ヲ 取リ、 奇正合 擊シテ 之 ヲ破ル 、贼野 際 村 二 敗走 ス、 我兵コ レ 二 迫 ル、 賊 二百 人 許 駒 返 坂 一 

ノ險 一一 據リ、 砲車 二 門 ヲ備へ テ之ヲ 待ッ、 我兵旣 一一 疲レ タル 上 砲車-一 後レ、 勢殆窘 迫ス、 然レ トモ 將卒 必死 ヲ極メ 、散兵 ヲ配ー 

リ、 山上 山 下 ヨリ 烈ク 正撗 一一 發砲ス 、於是 、賊、 砲車 彈藥ラ 捨テ、 野 際 村 ヲ自燒 シテ漠 走ス、 前後 賊ノ 死傷 豁間 二 墜ル者 數知ヲ 一 

ラス、 我 丘 ハ進テ 野 際 村 一一 至リ、 輕ク兵 ヲ：^ メ テョ +小星 二 凱旋 ス、 募 六.^ os!:l^;l_^_l^^ 隊永 野彌、 石 井 市 十郞、 太 田 十右衛 一 

>  r  f  i お 1 プ ノ 門 隊遠藤 良 太 郎本營 附屮川 勝 之 助、 大 i;* 太郞、 ； 

〇黑 羽 藩 記 二 云、， < 月廿 六日、 館 林 二 小隊 半、 弊 藩 三 小隊 半 合併、 三 斗 小屋 ヲ發シ 、會領 野 際 村 二 侵入 ス、 先 ッ中峠 一一 喊ァ リ、 

ま ヲ設テ 待ッ、 贿 壁嘴然 トシ テ前 一一 綱谷ヲ 帶フ、 拉行コ トァタ ハ ス、 因 テ造ニ 一 一陣、 三陣ヲ 分テ、 左右 ノ絕 壁-一 攀チ 登セ、 一 i 

陣 本道 ヨリ 進ム、 三 而合擊 シ テ 之 ヲ破リ 、賊長 ヲ斃ス 、尾擊 一 里 許、 叉 駒 返シ 坂ニ賊 ァリ、 砲臺 ヲ 築 テ 待 ッ 、敗賊 モ亦 漸ク棠 

ル、 凡 二百 人 許、 防 戰頗ル 强シ、 此 一一 於 テ我 一 小 除 ヲ右ノ 山 一一 登セ、 彼 力 左翼 ヲ擊テ 本陣 テ橫 射ス、 賊遂ー 一大 m ヲ捐テ 、野 祭 


村 ヲ火シ テ走ル 、時 二 日沒、 兵 ヲ收テ 一一 一斗 小屋 二 歸ル戰 死 一一 一人、 s^s^sss^ 手負ー 一一 人。 

高 樯 H 理 隊平士 福 田、 辜： 助、 - 五月女 三 左衞門 附屬靑 .li 錢 

ii^ 秘 i 一一  云、 八月 廿 六日、 館 林、 黑羽ノ 人數、 三 斗 小 星 出發シ テ中峠 へ 襲 來ル、 我 胸壁 ョ リ砲發 防 戰ス、 終 一一 駒 返 坂 

迄 引揚、 此處 二 テ 守 ル 、敵 兵 進來ヲ 要地 一一 大砲 ヲ備へ 置、 烈 敷打懸 ル 、 猶 散兵 ヲ以 山上 山 下 一一 配リ大 ヒー 一 戰フ、 敏野 際邑ヲ 

放火 シ退 ク。  . 

〇 是 ョ リ先、 賊兵掛 田 村ヲ剽 掠ス、 阿波 藩兵ノ 川股驛 二在ル 者、 援ヲ中 村 藩 兵 tf^ &月ス ュハ、 日 二 乞 

フ 、督き モ 亦、 下手 渡 藩兵ヲ シ テ 阿波 藩 兵 二 合 セシム 、是 日、 三 藩 兵、 賊兵ヲ 掛田村 一一 擊テ 之ヲ 

破ル。 

〇 蜂須 賀茂韶 家譜 -ー 云、 八 ほ 一 一十 四日、 賊兵據 掛田驛 、將來 襲 川 俣、 上田 友 泰聞之 以爲、 此地閒 道 四 出、 寡兵 難 防、 不 如往而 

掩擊其 不意、 一 一十 五日 雨甚、 友 泰度賊 懈備、 卽 夜分 兵 四十 餘人授 副 長 中 山 般久、 與砲 手長 仙 田 萬 長 向 御代田、 自率 奇兵 四十 

餘人、 與中村 藩 兵 三十 餘人 、間道 越險赴 之、 黎明 至掛 田、 般久等 兵 亦. 来、 號砲 ー聲、 爲應 連發射 賊營、 賊兵 驚亦發 砲、 友 泰直繞 

出 其 背 鑄 之、 賊 前後 受兵 不知 所 出、 遂大 潜、 友泰令 前軍 追擊、 自整 諸隊繼 之、 賊分據 左右 山上 發砲、 友泰進 一 隊於左 山上、 仰 

攻克 之、 遂 進入 驛中復 破 之、 賊在 右山 上 者猶不 去、 我 兵擊走 之、 賊巳遁 、乃收 兵 還、 屯 川 俣。 

〇 相 馬 誠 家 記 一一 云、 八月 廿 五日、 信 夫 郡 掛田村 二 賊徒 屯 集 出沒、 近鄉ノ 富家 ヲ 掠奪 シ 、 川 俣 へ 迫 ル ノ景^ 一一  ヨリ、 同お 在 

陴ノ阿 州 藩 ヨリ 應援ノ 急報 至ル、 卽時國 境 一 一枚 橋 警衞ノ 兵 ーブ繰 込ム、 時 二 小國村 近傍 亂妨ノ 報知 至ル、 卽チ阿 州 藩 ト議シ 

丘ハヲ 諸道 二 分チ、 小國村 二 進ム、 賊 逃走、 廿六 3、 直 二 掛田村 ノ賊壘 ヲ攻搫 ス 、賊 要地 二 據 リ防戰 不屈、 於是、 阿 州 藩 木 道 ョ 

リ急 -ー 迫リ、 我 藩左ノ 山手 一一 廻リ斜 擊ス、 賊支 へ 得ス、 壘 ヲ棄テ 高山 一一 登リ、 連 一一 下擊 ス 、我 兵更 一一 左 山手 ヲ遶リ 、橫 擊數^ 

ヲ移ス 、午後 四時 頃、 賊 敗走、 薄暮 川 俣へ 引揚ク 、戦死 一 人 。械 &、 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 七 明治 元年 八月 二十 六日  一七， 5 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 七 明治 元年 八 H:  二十 八 口  .  一八 0 

〇 立 花 種 恭家記 二 云、 八月 廿 四日 八ッ時 頃、 仙賊ー 一 ト四五 人 參リ、 小島 村 七 軒 放火 仕 候 n 付、 阿 州 藩 へ 合 兵 被 仰 付、 八月 廿 

五日 夜、 小島 村 御代 E 村 通 進軍 仕、 番兵 追拂、 山 ノ手陣 星 並 砲 臺等相 固 居候 二 付、 暫時 及 戰爭、 賊兵 敗走 -ー 付 追撃 仕、 卯 中 刻 

頃、 掛田町 口 マ テ進擊 候處、 贼共 左右 ノ山 ヨリ 頻リ 二 砲 發仕候 、依 之， 及 砲戰、 兵 除 分配 劇戰 仕、 賊 敗走 仕 候 二 付、 兵隊 引 纏メ、 

宿 内 二 テ 暫時 休息 仕 居候 處、 右兩巾 ョ リ少々 押 來候得 共、 連 一一 追拂、 已ノ刻 過、 總兵 引纏メ  、川 俣 宿 へ 引揚申 候、 賊總勢 六 百. 

人 餘ト相 候 得 共、 山林 之 儀 二 付詳 -ー 相 分不申 候，」 

二十 八日、 藤 原 ロノ 官軍、 再 ヒ賊兵 ヲ撗川 村 二 攻厶、 賊兵潰 H 走ル、 官軍 追 躡シテ 絲澤村 一一 至 

ル、 是 ヨリ 先、 賊兵大 田 原 SI  、傍 近ヲ焚 掠ス、 本 藩 兵 ヲ發シ テ之ヲ 掃 攘ス、 是曰藩 兵.！ ナ進テ 

撗川村 11 至リ、 安藝 藩 兵 一一 屬ス。 

〇 鎭將府 曰 誌、 八月、 軍 監三好 某 ™lf 在時リ -_、 ョ リ大 村永敏 二 贈 ル書柬 -ー 云、 藤 原 口 之 儀、 藝藩、 宇都 宫藩、 其外廿 三日 ョ リ進 

擊、 廿 六日、 一， 橫川 手前 二 テ 賊徒 相 支 候 二 付、 藝藩 終日 打 合、 夜 二 入 テ引揚 、翌廿 七日、 鹽原 進軍、 大田原 藩 撗川ノ 北 

間道 ヨリ 攻入、 暫時 セリ 合引揚 候、 翌廿 八日、 藝藩、 宇都.； 呂藩 等撗川 1 一打 入 候處、 賊 放火 遁逃、 絲澤へ 晝迄罷 在、 金山、 谷 ロト 

申 間道 ョ リ賊皆 脫走仕 候 云 々 。 

〇 淺野 長勳家 記-一 云、 八月 廿 八日、 朝 六 字 頃 ヨリ 宇都 宮 兵隊 ト潢川 表 攻入之 儀 申 合、 宇都 宮兵ハ 正面 ヲ進ミ 、弊 藩 ハー 一手 二 

分、 一 手ハ愤 立山、 一 手 ハ戀路 山 ラ進ミ 、脚 壁-一迫 リ 大砲 打下シ 候處. 賊ョ リモ三 發應砲 致 シ候ニ 付、 兩山 ヨリ 打下シ 處、 

彼 ハ 少 人數、 且橫川 村 自燒致 候 一一 付、 直 一一 鯨波 ヲ作リ 三 手 一 時 一一 乘込 候處、 賊徒 大 一一 狼 股致シ 、大小 砲 投捨逃 去 候 一一 付、 宇 

都宮 兵ト 共-一 追擊、 三 王 峠ヲ乘 越、 絲澤村 迄 追 攻候得 共、 何分 地理 不案内 之 上、 賊 〈金山 谷 ト申處 へ 退散 致 候 二 付、 一 先絲 

澤ニ宿 陣仕候 、且又 欠 田 原 藩、 去ル廿 六日、 廿 七日、 鍾原ロ ヨリ 撗川村 攻擊有 之 趣 二 候 得 共、 微勢 二 テ 果敢々々 敷 戰爭モ 無 

之、. P 八日、 弊 藩 撗川村 へ 乘込候 後、 使節 ヲ以田 島 口 進 擊申來 候 二 付、 是叉申 合 進擊致 候、 尤微勢 -1 付、 弊 藩 へ 附屬進 擎：^ シ 


度」 4 賴談 御座 候 二 付、 任 其 意 合 勢 進擊仕 候。 

〇l:^ffl 忠友 家譜 二 云、 八月 廿 八日、 藝兵ト 攻戰ノ 方略 ヲ 商議 シ 、三 依 村 ヲ發ス 、 藝兵 ハ 兩傍 山上 ノ 間道 ヲ雙ヒ 進ミ、 我 兵 ハ 

山麓 ノ 本道、 及ヒ 左右 ノ小徑 ヨリ 三 行 ヲ爲シ 、進 テ撗川 ノ賊壘 ヲ衝ク 、賊拒 クコト 能 ハス、 其 營及ヒ 民舍ヲ 自燒シ テ退ク 

山上 山麓 ノ丘 ハ齊ク 進ミ、 烟ヲ犯 シテ之 ヲ擊ッ 、賊狼 狠シテ 大砲 二 門 ヲ棄テ 走ル、 時 一一 賊ノ 地雷火 ヲ 伏スル 二 遇フ、 藝 兵來タ 

其 地 二 及 ハス 、我 丘ハ半 ハ 過 テ方サ 一一 發ス、 幸 二 シ テ害 一一 罹ラ ス 、追 テ絲澤 村 二 至ル、 日將 二 暮ン トス 、藝兵 ト同ク 宿陴ス 

〇 大田原 勝 淸家記 二 云、 八 K 廿 一 日夜、 鹽原 二 屯 集ノ賊 兵、 封 谷 村 ヲ侵シ 、火 ヲ民舍 一一 放チ 暴掠ス ル ノ報ァ リ、 家老 大 

田原數 f ハ 九十 ヲ率 ヒ 、關谷 村 ョ リ鹽原 一一 進 ム 、賊 各所 一一 放火 シ 、旣 二 巳 ュ遁ル 、因テ 關谷村 一一 退キ兵 ヲ休フ 、其廿 六 0i 

m 峯 l、.r 山 伊織 等 又 丘ハヲ 進テ、 鹽原ョ リ橫川 一一 迫ル、 賊 關塞ヲ 設テ據 守シ 招戰甚 カム、 我 兵 寡 單後繼 ナキヲ 以テ、 權 リニ 

鹽原 -ー退 キ、 其廿八 曰、 番頭 阿久津 新 五郎き 代リ、 兵 九十 ラ以テ 再 ヒ潢川 ュ向フ 、途 -ー藝 藩、 宇都 宮藩ノ 兵 一一 會シ、 謹ム、 

廳 flil. ほ „5U ソ賊 乃チ守 ヲ棄テ 走ル、 三藩ノ 兵之ヲ 追蹈ス G 

二十 九日、 督府、 肥 前、 忍 川、 越、 鳥 山、 壬 生 五 藩 兵 ノ白河 二 在 ル者ヲ 分テ、 原、 赤 井、 勢 至 堂、 上 

小屋、 福 良諸驛 二 差遣 シ、 土民 ヲ招 撫シ、 官軍 ノ 通行 滞 礙ノ患 ナカラ シ ム 

各 通 忍 藩 拾 人 烏 山 藩 拾 人 壬 生 藩 拾 人 

兩這 ^^si 之兵倶 若松 城下 進軍 、連戦 攻城 之 由、 最早 落城 眼前 二 候、 就テ ハ 是ョ リ 若松 へ 之 道路 人民 安堵、 官軍 往來 

無 差 支樣、 早急 赤井驛 出張 申 讒 可 相 成 候 事" 

總督府 參  謀 

ノ  F  松平忠 1、 大 久保忠 

順、 鳥 sis 忠文 家 記 

〇 烏 山 藩 兵 へノ 達書ハ 、赤 井 ヲ上小 星 一一 作リ、 壬 生 藩 兵 へ ハ 福 良 二 作 ル 、叉 肥 前、 川 越 一 一藩 兵 へ ノ達書 ハ之ヲ 佚ス、 九月 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 七 明治 元年 八月 二十 九日  一八 一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 七 叨治 元年. 二十 九日  一八 二 

七日、 府中 藩 兵へ ノ達書 ニ據レ ハ、 本日 忍 以下 四 藩 兵ト同 シク、 肥 前 藩 兵 ヲ原驛 二 差遣 セシ ナリ C 

〇 松 井康英 家 記 二 云、 八月 廿 九日、 參謀方 ョ リ御呼 出 -ー 付罷出 候處、 福 良 驛詰替 人 數之內 拾 人 分隊、 早急 勢 至 堂 へ 出張 巡邏 

番兵 相 勤 候 樣御達 有 之、 晦日 御 達 之 通 分隊 之 人數發 程、 笠 九 S 朔 HI 勢 至 堂 へ 到 著 仕 候。 

〇 鳥居 忠文家 記 一一 云、 八月 晦日、 兵隊 ノ中拾 人、 福良驛 出張 ノ儀達 有 之、 卽 日出 張ス、 驛中人 無力 如シ、 夜間 賊 近傍 一一 放火、 

或ハ砲 發ス、 侬テ ^邏等 ヲ 嚴 二 シ 、驛 役人 等 ト 共 一一 說翁 シ 、追 々 歸 ス " 

〇 藤 原 ロノ 官軍、 賊兵ヲ 高 野 村 二 破リ、 進 テ田島 村 二 至ル、 大總督 府軍監 中 村 利秋來 會ス。 

〇 淺野長 勳家記 -ー 云、 八月 廿九 日朝 五 字 頃、 糸澤ョ リ 進軍、 田 島 へ 打 入 候處、 賊徒 一 一 百 人 餘屯第 致 居候 得 共、 同 朝 早天 逃 去 

候 二 付 無難 乘取、 同驛 一 治 滞陣 仕 候。 

〇 戶田忠 友 家譜 一一 云、 八月 廿 九日、 糸澤 ヲ發シ 、藝兵 ハ 本道、 我 兵 ハ 間道 ヲ進 ン テ將 二 萵野村 二 至ラ ン トス、 忽然 一隊 ノ賊 

兵 二 遇 フ我兵 急-一 鈇ヲ放 テ之ヲ 追フ、 賊 敗走 シ テ長鎗 十 筋、 小銃 五 挺、 旗 一 旒 1!^  ノほ §"g- 一一  ヲ棄 去ル、 又 進 ンテ田 島 村-一 

至リ、 藝兵 ト會シ 同ク宿 陴ス。  . 

〇 大田原 勝 淸家記 二 云、 弊 藩 人數、 撗川 へ 宿 陴ノ藝 藩 へ 合併 申談、 一 同 八月 廿 九日 田 島 表 迄進擊 仕 候處、 同所 二 モ賊兵 一 一 百 

人前 後 潜伏 仕 居候 樣子 二 付、 藝藩 一 同 進撃 仕 候處、 賊徒 悉 敗走 仕 候" 

〇 鎮將府 日誌、 中 村 利 秋戰報 二 云、 八月 廿 九日、 藤 原 口 迄罷出 候處、 最早 先鋒 總督 £sgl、 ョ リ 諸道 進軍 之 御沙汰 御 布告 二 

テ 、藝、 肥、 宇都 宫、 大田 原人 數 モ 進ム。 

〇 是 ヨリ 先、 若松 城 內ノ賊 、數出 テ圍ヲ 銜ク、 是日、 大擧シ テ 融通 寺 町、 桂林 寺 町、 越後 等 諸 口 

一一 突出 ス 、城外 ノ賊モ 亦、 飯 寺 村 f 浦 ヨリ 來リ 侵ス 、官軍 カ戰 シ テ之ヲ 卻ク。 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 八月 廿 六日 以後、 城兵 數出 戰フ、 廿 九日、 賊大 二 出 戰フ、 衆寡 懸絶、 我 兵三處 二分 レ、 殊死奮 戰ス、 賊ヲ 


壹ス コ ト百四 卜餘、 白 可 後 ノ！^ 戰ナリ 、我 四番ー 小隊、 大 垣兵ト 越後 ロノ 賊ヲ 拒ク、 亦 劇 ま根フ 我 兵 タ七ノ 田基藏 、浅 野外 介、 

遍 i ま 11^ 八 人 ciig 葡 IK 醫 穩 Hasi  . 

一 、八，. 廿 五日、 當藩 一 小隊 越後 口 へ 引揚、 同所 之. s: 融通 寺 ロ貳ケ 所、 一 小隊 一一 テ持 固メ居 申候處 募兵 ヲ见 

掛 s^^ 廿九 曰せ 天、 娀兵凡 三百 人 計 I、 必死 之兵ト f、g£B38 隊長 謹 兵ヲ致 B5 簡內 

外：. 0」 辩.. b  、ss 烈戟爭 致 シ 候 一一 付、 衆赛之 格鬪、 苦戰 防禦 致 シ 候 £  、諸手 ヨリ モ繰出 シ 致 應戰候 -ー 付、 遂 一一 賊兵敗 致 シ 申 候 まゆ？ 

日長 州、 大 II 持 場 -ー テ職シ 候 賊徒、 凡 i 拾 五六 人 計 御座 候、 死 S 人、 緒齊方 fevk ^1  宅  15<1、 0X^0 

喜 三 右衞鬥、大森新之介、、^^，、四.0も魏井^ 一な ，、 

y^^?.^ 幻，^ き ハ多ク 城 中 ヨリ 押出、 桂林 寺 町 口 ヨリ 西ノ方 越後 口 迄、 所々 杉 焚ハ枯 S 畑 之 内い 

リ 長リ 備並弊 へ向テ 必死 ト 襲来、 is 槍 兵侵擊 、互-一先 ヲ爭ヒ 、兩注 ノ如キ 彈丸ラ 怖 レス 進 來候ニ 付、 右三 ^  、ノ兵 t 

レ砲ヲ 以テ| 打 立、 奮テ 防戰 スト 雖モ、 I 少シモ 退ク色 ナク、 頻 ュ臺場 近ク進 來リ、 旣ニ臺 場 二 槍モ入 ルへキ 場合 ノ處 

簇レ. S ハ散彈 ヲ以テ 打倒 シ、 單ナル 賊ハ小 毓 ヲ以テ 組 擊シ、 遂ニ 突進 スル銳 鋒ハ取 挫キ中 候、 然 トモ 賊ノ 本隊 ハ退 カス お 

追々 押 來候處 、長 州 並 弊 藩 之 兵、 槐林寺 町 ロノ 邊 ヨリ 烈敷及 撗搫、 是 一一 テ賊 兵亂レ 騷キ、 城中サ シテ 引退 ク、 力 、 ル處 ホ 

t 之 應援驀 一一 來リ、 俱ー 一城 際 迄 追討- ン、 三 字 一一 不殘 兵ヲ引 揚ケ、 凱歌 ヲ奏ス 、此曰 討 取 大抵 數百 餘ノ 弊 藩 死五ノ 藤 田 辰 

火郎、 多贺十 助、 统家 大屋 卯 i  -  >: 大砲 隊頭藤 田八郎 太夫、 大砲 隊浚？ 1- 次 ^viE^JK-lsl ま， 销は f い 士ぃ屋 

l¥^lls、l 御 KI ，偽.^ 人. i 一二郎-松 55之 助 W 井き 一郎 金 岩き 次 啤， 叭方大 樣良太 火 r 械持チ 11 

お 「「- 戶ノ月 廿九曰 未明 ヨリ、 長 州 並 i ，，ル i ほへ、 賊森城 ヨリ 打 出 及 血 5  土" ほ"：， 

トシ テ深人 、苦戦 二 付、 我 兵 具 除應接 トシ テ九字 頃 ヨリ 繰 出シ相 戰ヒ、 賊ヲ城 中へ 追 込、 土 州 勢 一一 代リ i 後？ 揚ケ申 候 

此： n 大合戟 一一 テ、 官喊 死傷 夥シ ク有 之、 此除 一一 ハ 死傷 無 之 候： 

〇 山 sil  二 云 、化 廿九 日朝 八 時、 賊 多勢、 長 州、 大垣、 i 等 ノ守地 ヲ襲フ 、長、. S 頗ル 苦戰、 備兵 彈藥已 £ キタ 

リ ト稱シ 、持 口 ラ引揚 ルノ 報知 ァ リ、 急 一一 我 三番 隊、 第 六 番隊及 ヒ 十九 番隊久 時衞、 廿 一 番隊遠 藤 平八郞 ヲ出シ テ援 之、 谷 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 七 叨治 元年 八 》:  二十 九日  一八 四 

守 部 監ゥ， 一、 賊兵已 一一 長、 火 垣 ノ中問 一一 迫ル、 我 兵 直 一一 中間 一一 出テ、 賊ノ橫 二 出 テ烈敷 發射ス 、繼テ 一 番隊日 比 野 虎 作、 砲隊北 

村長 兵 衞、 上 ハ番隊 若尾讓 助、 ト七番 隊關顧 右 衞門ヲ 出ス、 伴權 太夫 監之、 大石彌 太， 郞副 之、 賊軍 少ク 退ク、 我 前軍 地理 ヲ諳 

セ ス 、追撃 迫 之、 長 州、 火 垣 早ク已 一一 共 ヲ收ム 、我 孤軍 突進 ス、 賊其ノ 寡兵 ヲ侮 リ總兵 反戰、 墓閒 一一 出 沒シ、 石碑 ヲ小循 トシ 

烈敷 防戰、 勢 甚猖滅 ナリ、 我 一 番隊井 二 砲隊 ハ 桂林 寺 口 ョ リシ 、其 他 ハ專ラ 右二 開キ 、頗ル 激戰ス 、賊已 二 退 テ郭門 一一 入リ、 

堀 ヲ隔テ 防 戰シ、 叉郭 内 齦 訪社ノ 林 中 ヨリ 土手 二 傍ヒ、 撗 二 我 兵ヲ下 射ス、 我 兵 進 返 共-一 艱 メリ、 時 一一 降 兵來リ 援ケ、 識訪 

社ノ賊 ヲ防ク 、我 兵 火 ニカヲ 得、 賊遂 一一 挫折 ス 、我 軍 稍 々一一 兵 ラ收メ  、午後 營 二 歸 ル 、我 死傷 不少、 隊長 久時 衞、 遠 藤 平八郞 

I ヲ 蒙ル 。llf せ 

〇 東 山道 戰記 一一 云、 八月 廿 九日 已ノ時 、賊兵 多 ク城中 ヨリ 出テ、 長 及 吾 藩 ノ持ス ル 桂林 寺 ロヨ リ 越後 ロノ 邊へ雪 霞 ノ如ク 

襲 來致シ 候、 因 テ兩藩 ノ丘ハ 大 小 砲 ヲ放テ 防戦-一 及 候處、 今 ロノ 賊ハ 味方 ノ 死傷 ヲモ不 顧シ テ、 砲丸 ノ閒ヲ 疾風 ノ如 ク馳來 

リ候、 然 ルー ー此兩 三日 前 ヨリ 娃林寺 口 西 ノ方墓 11$ ノ 邊ハ、 備前藩 ヨリ 持シ 候處、 此處へ モ賊兵 多 ク擊テ 來リ、 同藩 殆難戰 

ノ態 ナリ、 此時 in 兵 ノ勢ヒ 微ニ シテ、 贼 ヨリ 今 一 暦 ノ勢ヲ 加へ テ漆 リ候ハ 、 、忽チ 敗北 二 可 及氣色 二 有 之 候 間、 早速、 ii、 

土 ノ木營 へ 援兵 ヲハ乙 入 候處、 一 ： 藩 ノ兵四 五 小隊 馳來リ 候 間、 是 一一 テ大 一一. 氣ヲ得 候 中、 一 一藩 ノ丘 ハ壘 ヨリ モ、 尙進 テ賊ノ 撗合ョ 

リ射彈 被 致 候 問、 賊ハ 漸ク亂 レ懸リ 候、 因 テ叉進 テ砲擊 一一 及 ヒ候處 、火 一一 散亂シ テ、 遂 一一 姓 林 寺 口 ヨリ 逃 入 候、 此 H 討 取ノ贼 

ハ 七 ト人餘 、其 死骸 ノ 懐中 ヲ撿ス レ ハ、 各 八月 十九 n 某ノ士 討死、 又 爲國戰 死 ト霄シ 、或 ハ絕命 ノ辭ナ ト持ス ル有リ 候、 想 

二 定メテ 今： U 必死 ト期 シテ來 リシ 者ナラ ン乎、 故 ニ賊兵 ノ多キ 、ノ 今日 ノ如キ ヲ不覺 、又賊 兵 ノ銳キ ハ 今日 ノ如キ ヲ不覺 候 

也 0 

〇 若松 記 二 云、 八月 廿 A 日 之 夜、 議シテ 曰、 城 中 ヨリ 突 衝シ、 一 方 ノ敵ヲ 掃 攘シ、 無 一 一 ノ戰ヲ ナサ ン、 若シ 不能 克ハ君 仇ト共 

ニ不戴 天、 國家ノ 存亡 ヲ此 一戦-一決 セン ト、 陣將佐 川 兵 衞ヲ始 、田 中 藏人、 朱 雀 一 番隊原 ffl 主馬、 進擊 隊長 小 室 ま 吾左衞 

門、 別 撰 隊長 春 U 佐久 良、 砲丘ハ 隊長 田 中 左 内、 正奇 隊長 杉 浦 丈右衞 門、 辰 野 源左衞 門、 間瀨岩 五郎、 會義 隊長 野 田 進 等、 九隊 


之 隊長 ヲ撰ヒ 進 擊ラ被 命、 故. 二 九隊 君 〈1 へ 出レハ 、佐 川 陴將此 極 二 至リ、 死 ラ極メ サルハ 人臣 ノ道ニ アラス 、明瞭 此ノ 

クチ 長 ノ輩ヲ 率ヒ擊 出、 盟テ敲 ト無ー ーノ 合戰ヲ ナジ、 一 方ラ 掃攘セ ン、 若 不幸 一一 シ テ利ァ ラサ ル ハ 刖命 也、 乍 恐御覺 悟遊サ ル 

へ キ ail ヲ 言上 有 リ ケ レハ、 君 感涙 ヲ流サ レ 、如何 二 モ精々 盡カ致 吳候樣 一一 ト ノ命 有リ、 一 同 難 有 奉畏、 若 一 方ノ敲 ヲ掃フ 

コト 不能 ハ、 再 じ 御城 中 一一 入 リ拜謁 仕 間敷ト 御 受申 上、 各 御盃ヲ 賜り 難 有 落 淚シテ 退ク、 而各將 兵士へ 君命 ノ辱ヲ 申、 

iif じト共 一一 誓約 シ 、出兵 ノ 設ヲナ シケ ルー 一 、諸 兵 二 酒 餅 ヲ賜テ 御 慰勞ァ リ 、其 夜 佐 川陴將 三ノ丸 二 テ 軍令 ヲ被申 渡、 機 節 手 

苦定リ 、未明 突 擊ノ手 箸 ノ處、 陴將賜 酒 一一 沈醉シ テ 時刻 遲 レ 、朝 六ッ 半時 過、 本丸 鉄 門前 天守 下 一一 著 到、 共 勢ラ揃 ヒ 、九 隊ノ 

率 列 ヲ正シ 、 一 一 -ーノ 次序 ヲ以テ 出 勢ス、 君 公. K 鼓門舍 一一 臨 馬 シ給ヒ テ、 行軍 ヲ嚴 覽、 門出 ヲ被 送、 君臣 ノ 永訣 タ ラン コト 

ヲ惜 マレ タリ. 第一 辰 野 源 左衞門 除、 雷 之字ヲ 誌ス章 旗ヲ押 立、 一 一番 ュ 杉 浦隊、 三番 一一 原 田隊、 之ラ 先鋒 ト シ 、次 二 野 田、 田 中、 

田 中、 g 隱い 間瀨、 小 室、 春 曰 ノ諸隊 、佐 川 ハ總督 トシ テ後陴 一一 繰 出シ、 將卒死 ヲ決シ 、威風 凛 t シテ西 門 ヲ出テ 、米 代 一 

ノ丁 ヲ經、 旣ニ融 i 寺 町 口  二 至リ、 總兵鬨 ヲ作リ 、備前 番衞ノ 一  小隊 二 向 ヒ直ニ 發砲ス 、彼 待受テ 打放ス ト雖 モ衆练 不敵， 忽 

チ返キ タリ、 我 先鋒 辰野隊 進撃 ス、 諸 隊續テ 進軍、 辰 野隊、 杉 沛隊、 原 田、 野田隊 等、 名 子 屋町際 ヨリ 手 明 町 一 掌 一一 廻リ、 法 泉 

寺 墓所 一一 據テ、 長命 寺 屯 集 ノ敏， K 垣 ノ丘ハ ト暫ク 砲 戰ス、 原 田、 杉诚、 野 田 ノ隊ハ 湯 川堰堀 一一 沿 テ下リ 、稳多 町 西-一向 フ、 原 ffl 

へ豕先 タリ、 辰野隊 ハ-機 多 W 南 ヨリ 向 ヒ 、田 中隊 ハ 長 元 寺 裏 へ 出、 長命 寺 ノ敵ト 機 多 町 裏 胸壁 へ 分隊 シテ 進ム、 春 日隊、 閒 

瀨隊 等、 名子屋 町-一進 ム、 或ハ春 曰、 小^ ノ 分隊長 命 寺 二 向ヒ、 嚴シク 打 立 ケレハ 、同所 一一 屯ス ル敵驚 キ退ク 、輙 暫ラ乘 取、 

^地 ニ白ク 紋拔タ ル旗ヲ 分捕、 此 時敵ノ 隊長 ヲ打 斃ス、 六 七 人 ニテ カツ キ行、 所々 へ 撒兵シ テ勵シ ク 討立タ リ、 長 州、 火 垣、 

備前兵 モ頻リ 發砲ス 、我 兵 互 一一 先 ヲ爭ヒ 、雨 ノ注ク 如キ彈 丸ラ怖 レス、 將長兵 驅逐シ 、死傷 ヲ顧ミ ス進 戰ス、 田 中隊 穢多 町ノ 

S ず 一 度 乘取ト 雖モ、 三 藩 ノ敵兵 大小 砲 ヲ以テ 烈シク 返 シ戰フ 、故 一一 衆寡 不敵、 田 中隊 退キ、 杉 浦、 原 田、 野 a 隊等 ト稳多 

町 W  一  Ba  二 向 ヒ 、敵 壘ト疆 十四 五 間ヲ隔 テ奮戰 シ、 m 中、 杉铺ノ 隊共等 溝 中 ヨリ 躍り 上リ、 槍 ヲ入ン トス ルー 一、 敵 ノ散彈 

下 ル雨ノ 如ク、 將卒枕 ヲ井テ 戰死ス 、且 南面 ヨリ 據多町 一一 向フ辰 野隊難 進、 長命 寺-一 退キ砲 戰ス、 杉 浦、 田 中-: 原 田、 野田隊 
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等 死傷 過半、 殘兵 川-一 沿ヒ、 或 ハ溝堀 一一 據テ 頻リ 一一 發砲、 頗ル烈 戰ス、 敵ハ北 小路 老 W ノ巷ロ ヨリ 發砲ス 、我 兵 ノ名古 星 町 

二 向フ、 間瀨、 春曰ノ 分隊 等ノ戰 進、 燒亡ノ 地-一因 テ循ト ナス へ キ處 モナ ク、 烈戰 一一 及 ト雖モ 、薩、 土ノ 援兵 來リ、 敲共 勢ヲ 

得頻リ 一一 打 放 ス 、彼我 闘戰ノ 砲聲、 恰 モ 山お 震動 シ 、天地 モ轉ス ルカ 如シ 、此 日、 線 役 菊 地 順 載、 門奈治 部、 戰場ノ 形勢 ヲ視 

察ノ 命ヲ受 テ出タ リシ 力、 原 m 除、 S 中隊 等 ノ苦戰 、且 諸隊ノ 死傷 多 ヰ 力 故 一一、 兩人城 中 一一 走テ 戰場ノ 形勢 ヲ達シ 、援兵 ヲ 

原 田， 出 川 兩大夫 二 請フ、 輙チ朱 雀 士中寄 合 組 隊頭鈴 木 _ ^郞右 衞門、 有泉壽 彥兩隊 一一 命シ 應援セ シ ム、 兩隊 四ッま 頃 命ヲャ &-シ 

テ 出城 、 直 一一 進 テ 融通 寺 町 城 安寺 地 内 一一 散布 シテ、 頻リ -1 發砲 スト 雖モ、 敵ノ 應援追 々增シ テ 進戰 ス 、 我 兵難 敵崩贵 ノ 色 

形ハ ル、 處ニ  、驚 ノ鉦音 響キケ レハ、 P| 、？迎 f|:;?|f 、長命 寺 二 留戰 スル辰 野、 小 室 賺返キ 、城 毒， 一 テ暫砲 戰ス、 

名 古； iHi 町 二 向 フ隊々 モ漸々 退キ、 長命 寺 二 向フ、 春 日 分隊 モ 同所 ヲ 去ルコ ト半丁 計 二 シ テ止リ 防 戰ス、 名 古 星 町ニ淮 ームト 

隊ニ 一番 格 ト合シ 殿 戰ス、 陣將佐 川 {1 ハ 衞來テ 奮激 指揮 ス ト雖モ 、先鋒 崩 レテ機 ヲ失ヒ 、敵 氣ハ. 4- 倍 シテ襲 來ル、 礮兵頭 ffl 中 

左 s: 半 除 ノ兵ラ 率 ヒ 、城 安寺 墓所 迄應援 トシ テ 出張 スレ トモ 、先鋒 崩 レ テ難 支、 遂 一一 退ク、 故 一一 陣將 總引揚 ノ令ヲ 下 シ 燥爿 

一一 シ タリ 、此時 敵勢 一一 乘シ娃 林 寺、 赤 井 W ヲ廻テ 、我 丘ハ ノ 後陣 ヲ擊 ン ト ス 、我 砲兵 分隊 識訪社 之. H 堤 二 埋伏 シ 、逐 ヒ來 ル敵ヲ 

眼下 二 臨ミ、 观ラ 定メ、 筒先 ラ 揃へ 發射ス 、敏 兵 不意 ヲ打 レテ大 二 驚キ、 狼 ffi シ テ奔ル ヲ撰打 一一 スル， 一 ，空 丸ナク 敲丘ハ 枕ヲ竝 

へ テ仆ル 、將 卒ノ死 慯颇ル 多シト 云、 我總兵 融通 寺 町 口  二 引 揚ケ、 杉 浦、 田 中、 野 田ノ兵 等ハ 川原 町 一一 引 揚ケ、 融通 寺 町 口  二 

於 テ合ス 、未 ノ刻頃 戰終ル 、頗ル 苦 戰ナリ 、融通 寺 町 口  二 引揚タ ル兵衆 ヲ諸ロ 街 二分 配 守衞セ シ ム、死百十人、聯^;-錄該|^ 

衞 門し： Hff^ 一^ 左 t 产 沖 隊頭田 中 蔵人， 間 瀬お 五郎、 小隊 .ま 赤 羽 宇 兵&、 -as 乂； S 、菊 地 俊 之 IT 半隊 Mfe- &ォ 小兵き、 き 藤 P 一  郞、 せ J3.sn 

I、 鈴 木 丈 之 進 組頭 機上 內藏丞 -附屬 i 隊 司せ 海野顺 平、 野 s£%Linfs1r 十 さ.^ \<frr%ikf%#^i&r」24i^l" 
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iiiilii 讓謹 iii 娜通襲 Ji! 

il 難 Sicigs3 震 IB 疆 

輔、 上野 佐 多 八、 幕臣 萩原 政 兵 衞、. 岡 田 g 蔵： 此日、 日向 彌志 摩、 長命 寺邊之 敵ヲ打 退ケ、 一 功ヲ 立ント 兵隊 ヲ率 テ領寺 ラ發シ <R 

1^0;^^^^^_ー^垣持場 二 讓、 數 刻發砲苦 戰 -ー 及 ト雖モ 、囊ノ 兵 モナ ク、 元來 一 隊ノ 寡兵 1、 奮戰 

シ、 遂さバ ヲ揚テ 陴舍霊 寸村ニ 休ス、 此戰死 一 人、 霞 、慯 二人、 

又 云、 八 弓 ぼ 七日、 命 佐 川 陴將、 擇壯强 兵殆千 人許附 之、 刻 期 決 進撃 也、 蓋 佐 川 氏 謂、 城 中 精銳不 爲少、 然未 曾大擧 進撃、 此ー 

戟、. 《 我： K 兩於西 兵 而已、 不闭他 援矣、 廿八 日夜、 公 親 出 勞進擊 之 兵、 將校賜 親 蓮、 特賜佐 川氏以 正宗 之 刀、 擧衆 感激、 誓不攘 

戎不復 生還 再謁 公、 廿九 日朝、 佐 川 陴將總 諸將士 出城， 公 送 諸 大鼓 門、 已而分 兵 進 擊烈戰 、數迫 西 軍 壁、 而彼善 拒 不能 拔也、 午 

卑報 我 軍 不利、 佐 川 氏 亦 危矣、 公 召 余 M、 賜 親盃、 特命 曰、 今日 戰 不利、 恐 佐 川 必死 之、 汝疾行 止 之、 余拜 命、 卽ま融 

通 寺 町 門、 時 我 軍 不得意、 退 次 於此、 乃 傳公命 於 佐 川 氏、 此日 我將長 士卒 精 銳之兵 、戦死 無 算可痛 憾矣、 乃築胷 壁、 分 兵 於 桂 

, ^寺 町 口、 融通 寺 町 口、 柳 原 材木 町撗丁 戍焉、 而 西南 糧道 通、 負 米 鼓 或 蔬菓或 鳥 魚納城 * 日 盆 多 也、 自是至 九月 五日 敲不 進、 

亦 不出戰 C  、  1 

〇 慶應兵 謀秘錄 二 云、 八月 廿 九日 朝四ッ 時、 我レ長 州、 大垣持 口へ 迫 リ戰ヒ 爭フ、 敲死慯 多ク、 終 二 防 戰爲シ 難 クニ 付、 土... - 

へ 援兵 ヲ求ム 、於 此土州 勢 應援ト シ テ襲來 ル 、我 兵 突入 砲發、 頗ル 烈戰、 敵 味方 死傷 多ク、 遂 一一 城 中へ 引 ゅル。 

.1 母 日、 藤 原 ロノ 官軍、 賊兵 ヲ检山 二 破リ、 北ク ルヲ追 テ大內 村 二 至ル。  ， 

〇 戶 S 忠友家 記 二 云、 八月 晦日、 弊 藩 勢 ハ田島 村ヲ打 立、 朝 四 ッ時頃 倉 谷 村 ラ過キ 、十五 六 町 二 テ字松 山ト申 所-一至 リ候 處、 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 七 明治 元年 八月 晦日  一 ァ「 
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娀之 伏兵 突然 不意 -ー 起リ、 嚴敷發 砲 仕、 先鋒 -ー 相 進ミ候 五番 隊戰死 手 負 モ出來 、頗ル 苦戦 -ー 御座 候 得 共、 踏堪 ！ 我 候處、 七 

番隊 急-一 相 進 ミ應援 、五番、 七 番兩隊 各 半 小隊 ッ、 ヲ分 チテ、 本道 之 左 之 原， 一 出テ、 撗合テ 打、 八 番隊追 付、 右 之 原 一一 出テ打 

立 候 €:、  i 隊 正面-一 當リテ 相 進ミ、 五番、 七番、 十 番引續 テ合隊 、カラ ヲ併セ 三方 ヨリ 敵陣 ヲ目 掛ケ打 立候旱 共、 敲 兵モ必 

死 防 勝負 不相分 内、 大砲 除 二 隊進ミ 出 テ打掛 候 故、 味方 力 ヲ得益 奮戦 仕 候、 折 柄 藝藩勢 追 付、 烈敷 大砲 幷小统 ヲ打出 候 

. 付、 賊勢 辟易、 遂 二 支 兼、 大內峠 へ 總軍 引返 候 1 一 付、 兩藩之 勢 追擊、 大内村 へ 重 軍 宿陣仕 HiK、  -f^ 四 人、 一 ^隊長 彥坂孝 次郞、 

551T ョ. ivmjlic5>r-..  -,  ：  ^  H  .334L.fii  ？ ノ 同隊士 鳥居 鈴吉、 水田 


〇 淺野 長勳家 記-一 云、 八月 晦日 朝 十 守 頃、 字 都宮 兵隊 先鋒、 弊 藩 兵隊 且大田 原 兵 除 ニ陣、 肥 前 藩 兵隊 三陣， 一 テ 、奥州 會津郡 

田 島 ョ リ大內 表 へ 發 向致シ 、弊 藩 兵隊 倉 谷 表 へ 著 陣候處 、宇 兵 俄 ，ー 取合 ト相 成、 援兵 之 儀 申來候 ， 一 付、 直 二 繰 出 候處， 宇 丘、 

賊ぉ ふ： 被 取圍候 -ー 付、 樓山ョ リ 裏手 二 廻リ、 驀地 二 衝人 候、 折 柄 大田原 兵隊 橫合ョ リ 突入、 首尾 挾搫、 賊徒 大 ， 一 狼狽 牧走 

致 候 -ー 付、 不撓 進擊、 終 -ー 大内迄 追 詰、 同所 堅固 二 守衞仕 候。 

〇 大田原 勝 淸家記 -1 云、 八月 晦日 朝、 弊 藩 人數、 藝藩 一 同 田 島 發陣、 櫻 山嶺 迄 進軍 仕 候處、 肥 前、 宇都 宮兩 藩旣 ，ー 於 同所 酣戰 

二 及 居候 間、 弊 藩ノ儀 ハ藝藩 一同 脇 手へ ^ 廻リ、 合 圖見計 橫擊仕 候處、 賊兵 暫時 モ支不 得、 忽土 崩ノ勢 ヲ成シ 敗走 仕、 其 節 

宇 S 宮藩 -ー テ 死傷 十 餘人モ 有 之 候 由 一一 御座 候 得 共、 官軍 勝利 ヲ獲、 直 二 嶺ヲ越 へ 、四 藩 一 同大 內村迄 進擊、 此夜同 - 一宿 窣。 

〇 鍋 島 直 大家 記 二 云、 弊 藩 丘 ハ隊藤 原 口 ョ リ進 軍、 八月 晦日. 大內村 へ 著陣。 

是月、 督府、 三春 藩-一命 シテ、 假-ー 糖澤、 小濱等 二十 九 村 |ji  、伊 ヲ管セ シ厶。 

據澤組 糠澤村 高木 村 和 田 村 白 岩 村 

長 ハ合村 松澤村 稻澤村 初 森 村 

. 小濱組 小濱村 西 勝 田 村 太平 村 平 石 村 

鈴 石 村 小 濱成田 村 上下 長打 村 西 荒 井村 
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下 太 田 村 外 木幡村 

針 道 組 針 道 村 西 新 殿 村 東 新 殿 村 杉澤村 

茂 原 村 百 目 木 村 田澤村 山小屋 村 

.  南北 戶澤村 小手 森 村 上 太 田 村 C 木幡村 

右..！：々、 朝廷 御沙汰 迄、 於 其 藩 万事 取締 可 有 之 事 C  ,^ 


三春 藩 重 官各中 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 七 明治 元年 九月 朔日  一九 〇 

復古 外 記 稿本 

.3 び rj 獎己 自明 治 元年 九月 朔日 

£  r  TOffl^ き n 齡パ  至 同  六日 

九月 朔日、 督府、 彦 根、 柳 河 一 一藩 兵 ノニ本 松 一一 在 ル者ヲ 分テ、 若松 一一 赴 力 シム。 

〇 井伊 直憲 家譜 一一 云、 八月 十九 日、 吾 軍 進 テニ本 松 一一 陣ス、 九月 朔曰、 吾 丘 ハ分テ 、若松 城 一一 向フ。 

〇 立 花 鑑寬家 記 -ー 云、 九月 朔日、 一 小隊 竝 大砲 隊、 一 一本松 ヲ發、 會津 へ 進軍、 殘ー 一 小隊、 一 一本松 守衞。 

〇 藤 原 ロノ 官軍、 賊兵ヲ 火玉 嶺は默 二 破ル。 

〇 鍋 島 直 大家 記 -ー 云、 弊 藩 兵 除、 八月 晦曰、 大内村 へ 著陣、 藝、 宇都 宮兩藩 ト會議 、九 e: 朔日、 弊 藩 先鋒、 藝、 宇都せ：：、 火 田 原 藩 

一 同、 明 六 時 出發、 火玉 峠 邊迄進 擊候虚 、屯 维之賊 、山險 一一 據リ及 防戰候 付、 藩々 分隊、 賊後ラ 龍 候 心得 一一 テ 、 裏手 山 へ 加 廻 

候處、 晝八 半時 頃-一到 リ、 賊、 遂 -ー 敗走、 栃澤村 迄 尾擊、 賊又 左右 山上 ヨリ 相 防、 戰爭之 半 及 日暮候 付、 火玉 峠 迄 引揚、 戰死四 

> 、平士 朝食 新 七郎、 村^ 藤 左衞 氣ト， 、に。 司令 {in 下 村 安左衞 門、 軍事 方 入江 兵 之 助-野 州 軍監附 tf 南部 俊 蔵、 司令 {は 助 村 ii-:^ 之 助， 軍 

ノ 門、屮^;5儀 一 郞、野中又七、 手 f サブ JN 監附屬 伊 彌平 太、 平 士鼓內 才吉郞 、庄野 傅 吾、 池 田 忠九郞 、立 川 勘左衞 門， 足輕內 E 伊吉 

郞、 屮 治 兵衞、 長 尾 兵 

藏、 小 使 一 人、 兵 夫 一 I 一人、 

〇 淺野長 勳家記 -ー 云、 九月 朔 日、 朝 七 字 頃、 肥 前 兵隊 先陣、 宇都 宫ー 一陣、 大田 原、 弊 藩 併合 三陴 一一 テ 、 大内 ョ リ 火玉 峠 へ 攻掛 

候處、 麓 ヨリ 肥 州 取合 ト 和 成 候 -ー 付、 弊 藩 丘ハ隊 ハ 大田原 トニ 手 二 分、 左右 小路 へ 繰 上 討戰、 右 肥、 宇 兵隊 ハ 、 正面 進行 之處、 

賊 ノ陣營 胸壁 等、 山上 一一 手堅 相 構 居候 得 共、 昇降 難易 之 無 差 嫌、 三時 計モ 接戰、 一 端ハ 危急 之 期 二 モ立至 候-一 付、 弊 藩 二 小 

除 ハ 、間道 ョ リ潜進 候處、 不計モ 峠-一 テ 、賊ノ 木營上 一一 臨 ミ逼リ 候 一一 付、 直 一一 鯨波 ヲ揚、 突然 躍 入、 放火 致シ 、砲 器 抛 却、 刀檢 


二 テ斬人 候、 賊 ノ根據 ニ乘 込、 前後 兵 道 ヲ絕、 應援後 詰 之 手 モ不相 叶、 首尾 大 二 狼狠致 候、 尤元來 少人數 之 儀 故、 本道 ヨリ 賊 

丘 ハ來リ 、裏手 ョ リ ハ 後 詰 新手 之賊攻 來リ、 甚苦戰 、何 レ モ お 期 ト殊死 奮 戰候處 、追々 本、 間兩道 之兵衝 入、 賊勢遂 二 折ケ、 同 

夕 三 字 sn 二手 一 途ニ 賊軍 討拂、 無難 要害 乘取、 直 樣峠ヲ 打 越、 - 里 計 モ探砲 放 試 候處、 應砲モ 無 之、 終日 ノ苦 戰勞兵 二 モ相 

成、3-.^^^.{寸兵 モ 乏少 一一 付、 申 合 之 上、 其 儘 峠 一一 野陴ヲ 布、 屯 集罷在 候、 同日、 賊徒 多分 討 留候得 共、 深 谷 二 テ其數 難 相 分、 弊 藩 

5 に、 戰士松 浦 能 一 雄、 Krd ん。 戰士， 十」 田？^ 肩、 原 ！-ヌ 進、 

死 一 入 日 高 砂 蔵、 ノ 柄 軍 之 助 濱田市 郞夫卒 一 人 

〇 戶田忠 友 家 記 二 云、 八月 晦曰、 倉 谷、 松 山 之 一 戰 二  、贼徒 敗走、 大內 峠- ^一、 名 之 要害 二 引揚候 二 付、 官軍 一 同、 進 テ大内 

せ へ -iw 陣仕 候處、 翌 九月 朔日、 大内峠 之 賊徒 、官軍 宿陣へ 襲來、 肥 前 藩 先鋒、 藝藩、 弊 藩 一 同 繰出シ 、烈 敷戰爭 一一 及 ヒ 、賊兵 敗 

走、 尺 €： ゆ へ 引 &キ候 一一 付、 續テ 進擊仕 候處、 賊兵不 殘峠ヲ 逃 下リ、 關 山村 へ 引退 キ候 -ー 付、 一 同大 内 峠 へ 宿陣仕 候、 死 五 人、 

一 ^家 S^.Kl?=n 一郎、 一 称險士 鎌 一一 一^、 5 卜 , さ：本局小監察中，岛與七郎、^^5番隊嚮導大野五郎作>  一 番隊士 ；^!^,fi^i!cts 隊宫 

I 献 WW 麟ナ ぁ¥ね|&」<番隊 が  傷 十 一 人 田 _ ^一一 ー螺ー 番 大砲 隊加藤 虎之 進、 一一 一番 大砲 隊久保 千代 之 助七番 I 兵橫山 „a 

次郎、 ： 九 * 隊銃卒 小 林 時 八 、荒 井 

.^s 八、 保 H 啓藏、 高橋麼 四郎、  . 

〇 ん田原 勝 淸家記 一一 云、 九月 朔日 、長 朝、 大內村 發陣、 肥 前 藩 先鋒、 次 一一 藝藩、 弊 藩、 次 一一 宇都 宮藩、 右 ノ順叙 ュ テ會津 城ヲ距 

ル四里 許、 火玉 嶺 へ 押懸リ 候處、 賊兵、 險要 一一 據 テ&: 戰致シ 、急々 奔潰ノ 模様 モ無之 候閒、 肥 前、 宇都 宮ー 一藩 正兵 ヲ以、 敵ノ 

左右へ 出、 三面 合 擊烈戰 仕 候處、 賊兵遂 一一 支 兼、 同所 民家 一一 放火 シ、 山 ヲ下リ 敗走 仕 候、 此日 之戰、 卯 ノ半刻 ヨリ 午ノ半 g  二 

及、 贼兵死 慯六卜 人餘、 生铺ー 一人 有 之、 尤 味方 三 藩-一 モ死慯 二十 餘有 之、 弊 藩 死傷 無 御座 候、 夫 ヨリ 直-一 關 山村 迄 進撃 可 仕 

ノ虛、 散 走 ノ餘賊 共、 傍 近各處 一一 潜伏 仕 居候 樣子 一一 付、 同夜 ノ儀ハ 嶺頭 一一 露 宿。 

〇 若松 記 一一 云、 九月 朔日、 領寺村 出張、 靑 龍足輕 小隊 頭 高木 弘三、 兵除ヲ 引率 シ、 大内 峠應援 トシ テ 出張、 行 途本鄉 村 二 テ 一 

隊、 寄 合 組 一一 被 賞、 フ 巩.^ 、栃澤 村 一一 至リ、 撗山傳 藏除及 ヒ 御 普請 方備 ヒ 、義 集隊、 報國除 等ト合 兵、 大內峠 二 テ大ニ 戰ヒ、 

遂ニ 不利 シテ關 山村 一一 退ク" 

〇是 ョ リ先、 溝 口 直景、 y 舞き If 石ク木 賊兵ノ 迫 ル所ト 爲リ、 兵 ヲ出シ テ之 二 應 ス 、尋テ 、撗田 

復 古 外 記 白 河口 戰記 第 八 明治 元年 九 H: 朔ロ  ーヲ- 
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ヲ棄テ 會津- 一 走ル、 是 一一 至リ、 松平賴 升-一因 リテ罪 ヲ謝シ 、降 ヲ乞フ 、翌日、 督府、 直景 一一 謹廣 

ヲ命シ 、且撗 田 傍 近ノ殘 賊ヲ追 捕シ、 功 ヲ立テ 罪 ヲ贖ハ シム。 

私儀、 當ー 一 月 中、 京都 太政宫 ョ リ、 人數 出京 被 仰 付、 難 有 仕 合奉存 候、 依 之、 私儀 人 數召連 上京 仕、 勤 王 仕度 候處、 其 頃 

持病 之碰積 ffl 勝不 申、 無餘俊 人數而 已爲指 登候笞  <ー 御 屆申上 候、 然 ル處、 在所 最寄不 穩趣申 越 候 ，ー 付、 全快 尸 不仕候 得 共、 

押 テ江戶 出立、 在所 一一 罷下リ 、領民 鎮撫、 且 療養 仕、 快方 一一 相 成 候 二 付、 登 京 仕、 奉伺 天機 候 心得 一一 テ、 四月 中、 阿久津 譯へ 

罷越 候處、 宇都 宮御 止宿 官軍 參謀衆 へ 、家来 ヲ以御 屆差出 候 節、 香 川 敬 三 出會、 此節登 京 ，ー 不及、 在所 へ 罷在、 討會之 御用 向 

相 勤 可. &旨、 御 達 有 之 候 1 一 付、 直樣 在所 へ 引返 シ候處 、仙臺 表 へ 、鎮撫 御總 督九條 殿御 下向 二 相 成 候閒、 以 使者 御 幾 嫌 奉 司、 

私 相 當之御 用途、 被 仰 付 度 趣 奉 願、 其 後 白 川 参謀 方 ヨリ、 討會之 援兵 被 仰 付、 京都 人數出 御免被 成 下 候 旨 御 達 之處， 在 

所 橫田表 之 儀 ハ 、會津 切 近 之 場所 n テ 、出兵 仕候テ ハ 、壟 擊之程 無心 元， 小 家 之 儀、 心痛 仕 候 趣 申 上 候 一一 付、 討會之 援兵 御 

免 被 仰 付、 粮米獻 上 1§ 家來共 ヨリ、 賊情之 探索 方 被 仰 付、 相 勤 罷在候 S  、奧羽 同盟 之 由-一 相 成、 私儀 ハ 、右 同盟 等 仕候譯 

二 ハ 無 之 候 得 共、 會藩ョ リ折々 人數差 向、 暴 働 仕、 小 家 微力、 何分 二 モ難堪 仕 合 -ー 付、 本家 溝 口 誠 之 進 方 へ 罷越、 附屬 仕！！^ 

上、 壶カ可 仕 含 二 テ 、旣 一一 家族 共、 越後 新 發田表 へ 差遣、 其 後 私儀 モ 、立 越 可 申 ト奉存 候 内、 會藩 ョ リ人數 付 置、 進艮 一可 仕 素 

無 御座 次第 - 一至 リ、 其 上人 數 S 砲 器 等 用達 申 候 様、 嚴敷 談判 二 相 成、 如何 共 可 仕樣 無 御座、 不本意 至極 ，ー ハ 候 得 共、 彼.^ 相 

担 候 得 ハ 、速 一一 暴 働 可仕體 一一 付、 無 據其意 一一 任セ、 家 來竝鋭 器用 立 等 仕、 取 凌 罷在候 得 共、 其後モ 何分 疑心 而已相 募リ、 終 -ー 

去月 廿 九日、 橫田陴 星 へ 人數入 置、 私始 家来 家族 共 迄 强談ヲ 以、 會津 領内 へ 引取、 在家 へ 被 差 置、 領地 ョ リ 音信 モ 出來不 申、 

陣屋 燒拂 モ ，全 ク會藩 ョ リ申談 一一 テ 、無 餘儀其 意 -ー 任 候 仕 合 -ー 御座 候、 右樣之 次第 一一 付-終 -ー 奉對 朝廷、 異心 仕 候 姿 二 相 至、 

深 恐 入奉存 候、 如何 樣之 御沙汰 被 仰 付 候 共、 可 奉 申 ヒ様無 御座、 多 罪 至極 奉存 候、 併 小 家、 殊 二 ハ 在所、 會津近 之 場所 一一 テ、 

斯體之 不仕合 - 一至 リ候 段、 厚 御 憐察被 成 下 置、 何分 二 モ寬大 之 御 處置被 仰 出 候 様 奉 願 度、 此段 幾重 一一 モ奉欵 願宾、 以上 C 


慶應四 年 八月  溝 口 隼 人 助 印書 判 

〇 

別紙 if  、ヲ 阜人助 書面 之 趣 、鎮撫 御總督 へ 御 歎願 仕度、 偏 二 御 近 領之御 好 ラ以御 救助 被 下、 小 家 之情獷 深 御 憐察之 上、 

其 御 筋 へ 可 然御執 成、 寬大之 御 處置被 仰 付 候 奉冀望 候、 依 之、 単 人 助 俄 ハ 、菩提 所 泉 福 寺 二 謹慎 罷在 候、 右樣、 御 尊 藩 へ 歎 

願 仕 候 上 ハ 、如何 樣之 御沙汰 奉 蒙 候 共、 毛頭 遺憾 無 御座 候、 此段 必至 奉 願 候 、謹言。 

\  ^  溝 口 隼 人 助家來 . 關 根 半藏印 

成 尾 貞 助 印 

松平大 學頭檬 御 隊長 中， |g| 

〇 一 一月 達 書 

溝 口 章 人 助 歎願、 不得止 情 iiii ト ハ 乍 申、 一 且會境 へ 人 候 上 ハ 、對 朝廷 可 恐 人 筋 二 付、御沙汰迄ノ間、只今之通謹愼可罷.^^ 

且實 行無テ ハ 不相成 候 間、 兵馬、 嚿 人馬 或 ハ殘賊 追 捕 等 之 儀、 力 相 應可相 勤樣、 其藩ョ リ 沙汰 可 被 致 候 事。 

九月  參謀 

守 山 藩 重臣 中 練 eg 

〇 喜 德家記 -ー 云、 八月 晦日、 溝 口 隼 人 助 家来 成尾貞 助、 關 根半藏 歎願 書、 守 山 陣屋 二 差 出 候 二 付、 受取 置、 九月 朔日、 參謀渡 

邊淸左 衞門殿 へ 指 出 候 e 

〇 溝 ロ直景 手記 一一 云、 五月 中、 會藩矢 島 村 右衞門 ト申ス モノ、 陴 星へ 來リ、 人數 力、 銃器 彈藥 力、 兩樣之 內可指 出 趣 談ニ付 

素ョ リ少人 數之處 、多分 尸 江戶表 -ー 相殘 居候 譯ヲ以 、申 斷候處 、尙亦 同人 附屬田 中 靜來リ 、四月 中、 白 河 城會藩 一一 テ 乘取忙 

節、 奧羽諸 藩 勝 和 ラ賀シ 、使節 被 遣 候處、 當 方而已 其儀コ レ ナク、 且 同盟 二 モ連ナ ラス 、小 家ト ハ申 ナカ ラ 出兵 モ無 之、 ソノ 

意 ヲ得ス 、全ク 異心 ト ハ 相 見 候 趣 強談-一 付、 三代 宿 在 陣會藩 家老 西鄕賴 母へ 使者 ヲ以、 前文 同樣之 次第、 陣述相 斷候得 A  ノ 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 八 明治 元年 九月 朔日  一九 三 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 八 明治 元年 九 W 朔 rw  一  九 g 

少人數 -ー テモ不 苦、 鈇器彈 藥モ可 貸 遣、 諸 藩 同盟 之 問 二 ハ サ マ レ居 ナカラ、 少人數 ナリト テ不差 出 候 テハ、 爲メ 一一  相 成 申 間 

歸趣 二 付、 不得已 、和 K 貢藏 二 三十 人 程 相 添、 指 出ス、 西鄉賴 母差圖 一一 ョ リ、 上 小屋 へ 出張、 會赣隊 野 田 進ノ手 二 屬候 事、 

七月 廿 九日、 夜、 會共多 人數、 忽然 陣屋 へ 迫リ、 右 之 内 十 人 程、 陣 2： へ 打 越、 直 二 而會 イタ シ、 戰 不利 二 テ、 追々 人 數勢至 堂 マ 

テ引揚 候 一一 付、 談筋有 之 候 間、 勢 至 堂 マテ 立 越 候 ャゥ、 內藤介 右 衞門ョ リ申遣 候 趣 一一 付、 サ シ當リ 可 施術 モ n レナ ク、 m  , 一 

角、 刻 通延致 シ 候ハ、 、其 £ 何ト歟 策略 モ 可 有 之 ト存シ 、家來 共 一 統 承知 モ 不 致處、 打 捨立返 候 事 一一 モ 不相 成、 何レ 一統 

へ 得 ト爲申 聞、 其 下 立 退 可 申 一一 付、 暫時、 衲豫 イタ シ吳候 様 申 談候得 共、 一 圆 聞入不 申、 不得已 其 意 一一 任セ 、直-一 長沼驛 マ テ 

立 退、 同所 永 泉 寺 -ー 宿 之處、 家 來共ノ 家族 等モ、 主人 立 退 一一 付、 不 已引鑌 、追々 同所 へ 立 退 候 事、 

長 沼へ 立 退 候節ョ リ、 會兵四 五 人 始終 附添罷 在、 同驛 出張、 會ノ 軍事 方ョ リ、 國 内へ マイリ 可 申樣、 頻リ 二 催促. mr 之、 is レ 

力 タキ 場 二 ィ タリ、 長 沼 出立、 江 花 宿へ 著 ノ處、 橫田 出張 ノ會 義隊 |『% 長 モ引揚 來リ、 跡 ヲ押繰 上ケ候 問、 終 一一 主 *-i、 

會領 三代 驛迄罷 越 候處、 原 驛在崎 川 村 役 元 渡 邊次郞 右 衞門方 へ 案， 2：  二 付、 同所 ， 一 罷 在家 來共之 家族 等モ 、 同村 鼓 蝕 W 面 村 

へ 指圆 二 付、 右兩 村-一 罷在候 事、 

八月 八日、 城下へ 罷出候 樣申來 候 得 共、 病氣 一一 託シ 相斷リ 、不罷 出、 右 前後 共、 一度 モ 城下へ パ 不罷出 事、 

中 山 口、 勢 至 堂 共、 追々 官軍 御 繰 込、 會共 不殘 城下 方 へ 引揚 二 付、 不取敢 、原 宿 在 陴之尾 州 除 へ 事情 申 陳ル處 、守 山 表在 陣參 

媒へ £1 出、 申立 可然旨 -1 付、 八-月 二十 四 H 、會領 立 返、 家來兩 三人 召 連レ、 間道 山 越 仕、 翌廿五 曰 早天、 横 W 迄 引取、 菩提 所 泉 

福 寺 -ー 謹愼罷 在、 速 -ー 家 來關根 半藏、 吉 S 靜馬 ヲ以、 守 山 へ 事情 願 末 陳述 爲仕候 事、 

會 津へ俱 - 一打 越、 崎 川、 田 面兩村 -ー罷 在 候 家來、 老若 三十 人 程、 右 家族 百 人 程 -ー 候處、 引續 同所 引拂、 追々 橫 S 無事 引取 候 

事、 會 へ 指 出 ス 人數、 會義隊 附屬之 者 へ 引揚 ノ義、 內 達致シ 置 候 一一 付， 引繽 城下 脫走 面々 、各々 諸 所 間道 山 越 等致シ 二人 モ 

死 慯ナク 、追々 引取 候 事、 

撗 m 陴展燒 拂之穀 ハ 、同所 立 返 候 夜、 殘 居候 家 來せぺ へ 、會領 切 近ノ地 一一 、陣屋 此儘差 置候テ ハ 、宜軍 ノ足划 3 一一  相 成 可 申 一一 付、 


可曉拂 旨、 會議隊 除 長 差 SI  ノ 趣， 田 口 瀞ト申 者、 就中 申 張、 自燒 致シ候 事、 

九月 一 一日 、守 山藩ョ リ家來 共 呼 出、 參 謀方ョ リ御達 之 趣 被 相 達、 且橫 m へ ノ 御 達 ハ 、渾テ 同藩へ 御沙汰 可 相 成 旨 口 達 1\ 一事、 

撗田最 寄 脫賊、 追 捕 可 相 勤 候 事。 

〇 按ス ルー 一、 十一 月-一至 リ、 軍務 官直景 ノ謹愼 ヲ釋ス 、尋テ 、其 勤王 ノ効績 アリシ ヲ以テ 、舊祿 ヲ賜ヒ 、中 太夫 二 タフ 

一 一 日、 督府、 守 山 藩 二 命シ テ、 兵 ^ ゆ ヲニ本 松 二 出サ シ ム 。 

守 山 藩 一 小 隊 

右、 二 本 松 出張 被 仰 付 候 事。 

九 月  參  謀 

松 平 喜 德家記 

〇 喜 德家記 二 云、 九月 二日、 參 謀衆ョ リ御達 二 付、 弊 藩 一 小隊 守 山 出陣、 同 夕 二 本 松 へ 著陣、 總督府 へ 御屆差 出ス。 

〇籐 原 口  ノ 官軍、 賊兵ヲ 橡澤村 -1 破リ、 進テ關 山村 ヲ攻ム 、賊、 險 二 據テカ 拒ス、 官軍、 利ァラ 

ス シ テ退ク 、是 ョ リ先、 若松 駐在 ノ參 謀、 三 斗 小屋 口  ノ 官軍 二 移檄シ テ、 藤 原 ロノ 官軍 ト合 シ、 

速 二 若松 二 來會セ シム、 是日、 三 斗 小屋 ロノ 官軍、 進 テ大內 村 二 至リ、 藤 原 ロノ 軍 一一 合ス。 

〇 鎖 將附曰 誌、 中 村 利 秋戰報 一一 云、 九 朔曰、 大內村 一一 テ會議 、同 二日 六 字、 同所 ヲ繰 出シ、 火玉 峠 一一 テ相 揃、 八字ョ リ栃澤 

へ 相 掛リ、 戰爭 相始、 聊賊相 防 候 得 共、 無間攻 拔キ、 關 山村 へ 相掛 リ候處 烈敷 防、 三方 ョ リ賊 砲發、 味方 苦 戰ト相 成、 餘程指 

禪仕候 得 共、 諸 勢何レ モ進 兼、 死傷 等 モ不少 、不 得. 、枋澤 迄 引 揚ケ罷 在 候處、 六 字 十分、 亦々 賊壟來 、シバ 々々防 戰候得 共、 

地 利 不案內 、殊， 一夜， 一人、 不得ぇ 火玉 峠 迄 引揚、 同 三日、 藝， 肥、 大田 原人 數ハ 不殘、 又々 大内村 迄 引揚休 兵。 

復. ki 外 記 白 河 a 戰記 第 八 明治 元年 九月 二日  一力 f 
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〇 淺野長 動 家 記 二 云、 九月 一 一日、 一 番弊藩 拉大田 原、 一 一番 肥 前、 三番 宇都 宫 火玉 峠 ョ リ 進軍 仕 候處、 賊徒 S 抗 I 一： 《仕 候 f 共、 弊 

藩 共 隊深谷 ヲ潛リ 、栃澤 へ 乘込、 人家 放火 -ー 及 候處、 賊狼狠 、關 山村 方 へ 敗走 仕 候、 折 柄 首 三級 打取、 其 儘 關山ロ 迄 追 擊仕候 

處、 賊徒、 同所 左右 之 山手 據嶮、 嚴シ ク發砲 仕、 味方 地形 不宜、 追々 日暮 一一 及 候 一一 付、 藩々 申 合、 篝焚 捨テ、 夜 -ー 入、 一 日！ 火玉 峰 

迄 引 揚ケ、 同所へ 野陴仕 候、 弊藩 死 一一 一人、 0SB^  0t  xo^i^^s^i^s 

山 科 重 太郎、 E 屮涛次 郞、 €■ 田璺 

三 家來村 E 万吉、 夫卒由 太郞、 

〇 鍋 島 直 大家 記 -ー 云、 九月 一 一 日、 藝其外 藩々 申 合、 左右、 山手、 本道 ト 分隊 進 擊候處 、賊 又々 、栃 澤村邊 -ー テ相 防御 得 共、 稠欧 

攻擊候 故、 間 無 モ自嬈 敗 散 候 付、 尾擊、 關山ロ 迄 押 詰 候處、 賊又 左右 山上 ヨリ 嚴敷 砲戰之 半、 及 日晚候 付、 不得止 火玉 峠 迄 引 

戟. 一  r 、、平 士內川 源 六、？ VT/ 1 に 。平 士角千 

^ 單ダ- -ノ 早 E 長 兵衞、 手 食 一 一 ノ 左衞 門、 

〇 戶田忠 友 家 記-一 云、 九月 二日、 藝、 肥 一 同 進軍、 弊 藩 先鋒 仕、 未明 ョ リ火內 峠 繰 出シ、 賊 陴栃澤 村へ 押 寄、 砲戰 ニ及ヒ 候處、 

賊徒、 同村 自燒、 敗走 仕 候 -ー 付、 其 地 へ 宿 陣ト存 候 得 共、 左右 皆 山 -ー テ 、地 利 モ不按 内 之 儀 一一 付、 再 欠 内 峠 へ 引揚、 宿陣 仕- 5^、 

死 一 一人、： <> ，、隊 ，f,E お 太 寡 三尺 of 番隊 嚮導 荒 W 平 九郞、 七番 

^  -ノ郎 人夫 一 人 §  ニス 隊銃卒 鈴 木 芳藏、 小 野 川 金 治、 

〇 欠 田 原 勝淸家 記-一 云、 九月 二日、 火玉 嶺ョ リ、 直チ -ー 若松 城下 迄 進撃 可 仕手 害 之處、 同所 ヨリ 關 山村へ 之路 次、 栃澤村 二 

テ 、賊兵 多人数、 進軍 之路ヲ 相妨候 一一 付、 藝州、 肥 前、 宇都 宫、 弊 藩 一 同 進戰、 尤弊藩 兵隊 之 儀 ハ ， 路左之 山手 ョ リ 橫擊、 四 藩 

共 二 奮戰、 賊兵ヲ 追 崩、 夫 ョ リ關 山村 へ 進撃 仕 候處、 同所 -ー モ賊兵 數百人 屯 集 罷在候 間、 諸手 遞進烈 敷 攻擊仕 候 得 共、 何分 

敵方 二 テ ハ 地 利 一一 據テ 激戰、 颇防 距 之 術ヲ盡 シ 、容易 一一 敗走 之摸樣 モ 無 之、 然 ル處、 追々 日 暮昏黑 一一 モ 相 及 候 一一 付、 一 旦引 

揚、 休 兵。 

〇 若松 記 一一 云、 九月 一 一日、 昨 日 栃澤村 一一 テ 戰フ、 我隊々 軍議 ヲ定メ  、分隊 シテ 戰ヒ、 大敵 ヲ大内 峠 迄追擊 シ 、大小 砲 彈藥諸 具 

ヲ 分捕、 城 中 一一 送 ル 、此 役、 我 lij ハノ 死傷 一人 モ無ク 、敲ヲ 討 取ルコ ト數多 ナ リ C 

〇 秋 元 興 朝家 記 二 云、 九月 朔 日朝、 若松 御 在陣參 衆 ヨリ 羽檄到 來シ、 八月 廿 三日 以來、 ホナ 、猪 苗代、 勢 至 堂處々 ノ 


ヲ被リ 、會成 二 迫 リ曰夜 攻撃 一一 付、 日光 ロノ 各藩 ト會 軍、 速 一一 若松へ 可 討 入 段 御 達 有 之、 將卒ー 歷勇愤 ヲ增シ 、夫々 軍配 

ヲ成 シーア、 卽曰 十二 字 過、 三 斗 小 星 ヲ發シ 、山路 ヲ 昇降 シ、 前 曰 日 f 賊ラ 破ルノ 地ヲ經 過シ、 數處 死傷 ノ賊、 豁間 ニ撗ル 

ヲ 日、 音舍村 二 至リ、 兩藩 if 指黑ス 羽-二 宿 陴ス、 賊、 我 兵 ノ至ル ヲ聽、 隣村 二 火 ヲ放テ 、遁逃 スルノ 報知 ァリ、 追擊ナ サン 

トス レ トモ、 時遙 一一 後レ、 旣 一一 遠 ク去ヲ 以テ、 之ヲ不 追、 兵 ヲ休ス 、二日、 兩藩音 金 村 出發、 欠 内 村 一一 至ルノ 途中、 民 星 家具 資 

ォヲャ 付 i 去テ 村落 悉ク 空舍ト ナリ、 火 一一 運輸 ノ事ヲ 闕ク、 賊、 退ク 前、 官軍 ノ 暴行 ヲ 流言 シテ、 愚 夫 愚 婦ヲ誑 惑 シ、. 男ハ 

軍夫 トナシ 若松へ 伴ヒ、 女ハ 夫々 へ 離散 セシ ムルノ 報知 ヲ得テ 、大內 村 一一 著 陴ス、 曰 光 口 進 擊ノ藝 、肥、 宇都 宫、 中津、 今 治 

ノ五 藩ハ、 先達 テ著 陣" 

〇黑 羽 藩 記 二 云、 九月 朔曰、 我 藩 四 小隊、 施 條砲ー ；門、 館 林 響 一 小隊、 臼砲 一 門、 三 斗 小 星 ヲ發シ 、會領 音 金 村 一一 至ル、 途中 二 

シテ會 津在陣 ノ參謀 M  土藩ノ 牒書ヲ 得、 一 一日、 音 金 村 ヲ發シ 、欠內 村 一一 宿ス、 藝藩ノ 曰 光 ロヨ リ來 ルー 一遇 フ、 曰、 昨 曰、 藝州、 

肥 州、 中津、 人吉、 今 治、 宇都 宫、 大田原 ノ諸軍 乂內峠 ノ賊ヲ 破リ、 栃澤 一一 夜衞ヲ 張ル、 今朝、 賊 ノ逆擊 一一 遇テ、 利 ヲ失ヒ 退テ、 

火玉 峠ヲ守 云々、 是日、 又 薩藩ー 小隊 來リ 會ス。 

〇 山 内豐範 家 記 二 云、 八月 廿 八日、 我 藩 ヨリ 黑羽藩 五月女 三 左衞門 二 書 ヲ投シ 、進軍 ラ促ス 、同廿 九日、 黑羽藩 ヨリ 報知 ァ 

リ、 總兵 明日 ヲ以テ 若松 二 入 ルト。 - 

〇 麼應 出軍 戰狀 二 云、 加 治 木 一 小隊、 野 州 宇都」 お ヨリ 同藩 一 一 小隊 合シ、 九月 一 一日、 夕、 會津城 へ 五 里餘有 之、 大 2^.^  ィ 

タ シ候處 、中 村 半 次郞儀 ハ 御軍監 一一 テ、 同所 へ 先達 テ致 出張 居、 然 ル 二  、 會津 城ノ方 行程 一 一里 餘ノ 所、 大 W 峠 へ II" モ. 云、 會 

賊 籠居、 同日、 藝、 肥 其 他 攻擊爲 有 之 由 Q 

三日、 藤 原 ロノ 官軍、 再ヒ賊 兵ヲ關 山村 一一 攻ム、 翌日 二 至 リテ之 ヲ破リ 、北 ルヲ追 テ本雜 村 二 

至ル。 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 八 明治 元年 九月 一 II 日  一九，、 

〇 鎭將府 曰 誌、 中 村 利 秋戰報  >ー 云、 九月 三日、 薩 一 小隊、 黑羽三 小隊、 宇都 宮、 館 林、 中津、 人吉. 今 治、 都合 五 小隊 計、 六 字 二 

大內 村ヲ繰 出シ、 火玉 峠 二 テ 相 揃 ヒ 、九 字 ヨリ 栃澤へ 押 寄 セ 、聊賊 防戦、 直 二 取 返 シ 、續 テ關 山村 迄 進 擊爲致 候處、 賊、 烈 シ 

ク防戰 、央 二 刀鎗 一一 テ伏 居、 不意 一一 薩人 數ノ橫 二 打 出 、接戦 等 仕リ、 味方 甚苦戰 一一 相 見 候 得 共、 一 歩 モ 不爲 引、 晝夜 防戦 仕、 

同 四日、 引 續キ猶 軍配、 薩半隊 、左ノ 山上 へ 狙撃、 同 館 林 一 小隊、 宇都 宮同斷 、右ノ 山へ 黑羽、 中津、 人吉、 今 治 之 人數ヲ 狙撃 

ュ 上ケ、 山上、 本道 一 同烈シ ク進 擊爲致 候處、 五 字 十分、 關 山村 攻拔キ 、會城 近在 本綁 村宿陣 e 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 加 治 木 一 小隊、 九月 三日 未明、 大內村 繰 出、 大 內峠ョ リ 斥候 差 出 候處、 十 町位ノ 所、 街道 ヲ中 -ー 置、 左 

右山 岳 要所 へ 賊伏 居候 間、 當隊、 宇都 宮、 黑羽、 館 林 ノ人數 、山岳 本道 へ 配リ、 イツ レモ 當隊 先手 トシ テ、 午刻 過 ヨリ 烈敷砲 

戰ニ オヨ ヒ、 打 捨等許 多 有 之 候 得 共、 山中 ノコ 卜 二 テ數不 相 分、 夜中 迄 奮戰、 死 一 人、 Ig:? 手 負 十四 人、 岡 ゆ 平 js>  木莊次 

應； sisgilsili  一、  ■ 曰 、各藩 ま ii^^p^ 

除 先 鎖 已ノ刻 頃 ヨリ 必死 砲戰、 曳々 聲 一一 テ攻擊 二 及ヒ、 打捨等 前件 通、 山林 ノ陰 一一 テ數シ レス、 申ノ刻 頃、 竟ニ賊 ヲ攻 

H  Dilf  、ノ 曾^、 中 栃木 村、 顏 山村 へ 放火 シ テ、 烟焰 ノ紛レ 一一 這々 敗走 イタ シぶ 鄹村迄 讓、 各藩 宿陴、 手 負五 人" 

之 助、 松葉 新 蔵、 夫卒喜 次郞、 

〇 鍋 島 直 大家 記 二 云、 九月 三日、 薩、 黑羽、 館 林、 中津 藩、 其 外 著陣、 關山ロ へ 進 擊相成 候 付、 弊 藩 一 小 嫁、 大砲 一 門、 則 繰 出宾 

處、 賊、 死守 防 戰、夜 二 及 候 付， 叉々 引揚、 手 負 一 一人、 Bgf  g 甚、 四 曰、 各藩 一 同相 進、 新 鉢鄉 村 へ 宿陣。 

〇 戶田忠 友 家譜 一一 云、 九月 三日、 藝、 肥 兩藩ノ 兵、 我 兵 同 ク大内 嶺ヲ發 シテ、 叉 關山ノ 賊營ヲ 討ッ、 是日、 終 曰兵ヲ 交へ テ、 最 

モ苦 戰ス、 四日、 薩藩ノ 兵來リ 會ス、 我 兵、 各 隊列 伍ヲ 整へ、 出 テ關山 ノ賊營 ヲ衝ン トス、 半 .途 一一 至テ 、賊兵 ノ來 リ迎ル 二 接 

ス、 諸 軍 ト同ク 奮激 突 戰ス、 賊、 敗レテ 走ル、 來ヲ 尾擊シ テ關山 ノ營ヲ 拔ク、 賊、 又 走 テ津川 ノ渡リ ヲ亂テ 潰ュ、 I ハ、 本鄉ニ 

宿ス、 本鄉、 若松 城ヲ 距ルコ ト 僅へ 半里 程 ナリ、 死 一 人、 is 姆〉  1、 兵 傷 三人 壯蔵、 一 i 隊统兵 鶴 

.  -唐澤 孫 平 .1 三 メ牧彥 輔九番 隊銃卒 阿部 美 喜 蔵、 

〇 秋 元 ®〈 朝家 記 二 云、 黑羽 藩、 弊藩兩 藩、 九月 一 一日、 大內村 二 著 陣ス、 日光 口 進 擊ノ藝 、肥、 宇都 宫、 中津、 今 台ノ五 藩.、、 先 塞 


テ著陴 ナシ、 火玉 嶺ノ賊 ヲ破リ 、進 テ栃澤 村ヲ燒 拂ヒ、 退テ 火玉 嶺ヲ 守ル、 故 一一 賊、 動 モス レハ 山上、 山下ノ 間道 ヨリ、 大内 

或 S 上ノ陴 營ヲ 襲ン トス ル氣勢 アル ヲ以テ 、各藩 戒ヲ嚴 一一 シ、 明日 拂曉 * 嶺上ニ 兵 ヲ進メ ン事ヲ 議約ス 、一一 一日、 兩藩、 早 

天、 嶺上 ニ至テ 地勢 ヲ點 檢ス、 路傍 左右 皆 山 二 シテ、 ，3 上、 山腹 嶮ニ據 テ賊屯 集シ、 前途 ヲ遮リ 、我 行進 ヲ妨ク 、於 是、 先ッ兵 

ヲ fi ヲ下シ 、喊ヲ 動シ、 其擧 動-一因 リ， 御 指揮 可 有 之 旨 御 達 一一 付、 各藩、 兵 ヲ進テ 露 村 一一 至ル、 左右 山 一一 シテ、 中央 平 

旦ノ路 i ス、 三方 守備 ノ 警戒 御指禪 二 付、 弊 藩 一 小隊、 左ノ 山上 二番 丘 ハス、 朝 十字 頃、 正面 平 路ニ於 テ接戰 相 始ル、 是ニ由 

テ、 應援合 擊シテ 賊ヲ打 碎ク、 賊 左右 ノ山 二進 登リ、 右ハ山 i 山 ノ險、 或ハ 胸壁 二 據リ、 左ハ 樹林 ノ間、 或 S 蛆ニ出 沒シテ 

發包シ 、單丸 雨 ノ如ク 來ルト 雖モ、 我 兵、 一 步ヲ去 ラス 彈擊シ 、日？ な 黑夜ト ナルモ 、猶砲 聲ヲ認 メテ打 放シ、 不止、 夜 十二 字 

J 、ま、 遂 二 牧愤散 亂ス、 然レ トモ、 黑夜 追撃 二 不及、 兵 ヲ休ス 、此 日、 雨晝 ヨリ 夜 二 至 テ不. i=l、 山上 ノ驅馳 、悪路 殊 二 不^ 力 

ルー 一 4 "寒ヲ t ス、 然レ トモ、 尙夜守 ヲ嚴ニ 成へ キノ 御 達 二 付、 栃澤 村へ 野營ヲ 張リ、 弊 藩 半 小隊 ヲ增シ 、一 小 除 ヲ以テ 、左 は 

上 -ー 番兵 ス 、籠 人、 is 謝 轄長 ™1 日、 議ノ御 i ァ ッ テ 、正面 黑羽、砲車 一 一門、 弊藩〔^1 門； 一;. t 

ま 添、 外 S 兵？ レー 1 針 t 、中 r ，押 シ、 圖 ニ中テ 打放ノ I 一一 應シテ 、左右 山上 ノ讓 ヲ始メ 、重合 擊 一時 一一 

或ヲ坐 クノ策 一一 テ、 左ノ 山上 山 下 一一 ハ、 薩藩、 宇都 宫、 弊 藩 一 小隊、 右ノ 山上 二 ハ、 黑羽藩 各 寂々 トシ テ、 其 機節 ヲ待 ノ處、 

ノ如ク 正面 中央 ノ礙聲 、山 谷 一一 震スル ヲ聽、 左右 山上 彈擊 ヲ始、 中央 ノ 砲車、 左右 山上 ノ賊 ノ撗ヲ 打、 我 兵、 氣ヲ進 メ砲戰 

ス、 消 ャ時ヲ 移シ、 喊、 敗走 ス、 前面 山上 胸壁 ニ據ル ノ賊、 薩藩之 ヲ破リ 、谷 ヲ隔テ 賊モ見 崩-一 シテ、 逃去ル 、同時、 右ノ 山上 

山 下 ヨリ モ攻擊 ヲ始ム 、中央 砲車 ノ 後-一進 厶、 弊 藩 一 小隊 モ、 右ノ 山上へ 新 登 テ攻擊 シ、. 俱 一三 ヲ破 リ、 一時 一一 左右 正面 ノ 

賊ラ 破テ、 中央 ノ 大路 ヲ押ス 、賊、 潰走 シテ關 山村 ヲ自 燒ス、 總軍、 追 進 テ本鄕 村 一一 至リ宿 陣シ、 夜 守 ヲ嚴- 一 シ、 藩 弊 一 小隊、 

中 津藩半 小隊 ト合シ 、村內 入口、 山上 山下ノ 不虞 ヲ戒 ム" 

〇 黑羽藩 記 二 云、 九月 三日、 大内村 ヲ發シ 、火玉 ザ 露 營ニ 會ス、 於是、 咋曰 マテ 連 戰羸備 7 兵ヲ 休息 セシメ  、其餘 ヲ以テ i 

山 ヲ攻ン よ、 賊、 强兵 ヲ以テ 要地 ヲ守ル 、輕易 二 當ルへ カラス、 因 テ軍ヲ 剖キ、 我 一 小隊、 砲 二 門、 館 林 三 小隊、 薩半賺 本 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 八 明治 元年 九月 三日  一九う 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 八 明治 元年 九月 一二 日  二 〇〇 

道 ヲ進ム 、又 我 一 小隊 ハ右ノ 山 ヨリス、 我 二 小隊、 薩半隊 ハ左ノ 山 ヨリス、 奮 戰甚烈 ナリ、 薩ノ 除長 コレ- 一死 ス、 日？ 及テ 

勝敗 決 セス、 雙方軍 ヲ收ム 、四日 昧爽、 咋 休息 ノ兵 ヲ 起シテ 合併 シ、 叉 關山ヲ 攻ム、 本..， 迫ノ 兵、 賊壘 一一 迫テ、 大 一一 苦戦 シテ不 

克、 撗擊ノ 兵 後 レ到テ 、賊ノ 兩翼ラ 擊ッ、 本道 力 ヲ得テ 奮 戰ス、 遂ー 一大 一一 捷ッ、 賊、 關山 一一 火 シーア 走ル、 尾擊 シーア 本. 5:  一 s、 

殘賊 ヲ掃テ 舍ス、 I 二  4 職 I 趙 IsilgFiKcs^gss 腿- 、 

〇 奧 平昌邁 家 記-一 云、 八月 廿 九日、 日光 警衞之 人數、 分隊 發陣 仕、 九月 三日、 大内時 迄 著陣仕 候處、 砲聲相 聞宾晷 共、 戰爭ノ 

様相 分リ兼 候、 依テ 斥候 ノ者差 出 候處、 薩藩、 宇都， K 藩、 館 林 藩 及 苦戦 候 旨 報知 有 之、 急速 肥 藩、 今 治 藩ト申 合、 爲應 援^ 

進 候途 中、 軍監ョ リ右峠 i  -ー  付、 賊ノ 讓モ難 計、 今 治藩 申 合、 守衞仕 fl 険 -ー 付、 卽引 J^、 右 場所 相 固、 其 塞營仕 

候、 四 曰、 曉六時 ヨリ I 雲 旨、 遷 ヨリ 申來、 i  、今 治 藩ト申 I 内、 I モ相移 候 間、 弊 藩 一手-一 テ f 一間 モ無 之、 今 

治 藩、 栃元 -ー 著 陴仕、 各藩 一 同、 關山 へ 相 進候 處、 賊、 左右 ノ山觜 ， 一 陣取 發砲候 間、 各藩 兵隊 三 力 -ー 相 分、 左右 山上 幷 本道 ョ 

リ進候 折 柄、 左 山上 ョ リ薩藩 兵隊 烈ク 進擊、 賊忽チ 敗走、 右山 臂ノ賊 兵 へ 、各藩 一 同 及 奮戦 候處、 賊狼狠 、關 山村 へ 放火 適述 

仕 候 會城 ョ リ 半里 手前、 本 鄕ト申 處迄押 寄、 宿陣仕 候、 手 負 一 一人。 潘飼太 兵 衛家來 野 上 易之  ， 

〇 久松 定弘家 記-一 云、 弊 藩 人數、 九月 三日、 大內村 火玉 峠-一守 衞罷在 候、 翌 四日、 關山ノ 賊進擊 候 様、 軍監 ヨリ 申 來リ、 中津 

藩ト 協力、 鬨ヲ 作リ攻 擊ス、 朝 五 時 ヨリ 夕 七 時 比 迄 及 奮戰、 賊兵、 遂- ー闢山 宿へ 火 ラ放チ 、敗走 仕疾 二： ir, 、尾 擊シテ 本， IS 村 二 

至リ、 宿 陣仕候 C 

〇 祁良賴 基 家 記 一一 云、 九月 四日、 大 內峠ヲ 越、 各藩、 栃澤村 一一 著陣、 已中刻 ョ リ 進軍、 然處、 喊、 關山ロ 道ヲ： g<s  、山上 朁伏^ 

待候體 御座 候 故、 薩藩之 兵、 左 之 山 ヲ攀進 ム 、宇都 宮、 黑羽、 館 林 大砲 數發 打掛候 内、 薩兵旣 二 近寄、 合圖 ヲ ナシ發 砲，； .1 

宇都 宮、 館 林、 黑羽 I ム 、中津 、今 治、 幣藩 散開 シ 共 二 進 ム 、賊 I 一一  發放 ス 、砲聲 山嶽 一一 震 フ 、裏猶 進 i  、賊、 遂 二 敗考 

關 ば村ラ 放火 シ、 i」 仕 申 候、 追撃 テ本鄕 村 -ー至 ル、 已ニ暮 二 及ヒ、 官軍 總勢此 二 宿陴、 手 負 一 人。 III、 

〇 淺野長 勳家記 -ー 云、 九月 四日、 朝 六 時 揃、 各藩、 栃澤村 ョ リ 進軍 -ー 相 成 候處、 幣藩 兵隊 大內村 へ 引揚 居、 同所 ョ リ繰 出., K  二 


ォ、，,，刻延.,^「各藩 ハ 本 鄉村迄 進撃、 同所 宿 營相成 候 得 共、 弊 藩 兵隊 ハ 宿 營差支 候 二 付、 五 丁 程 手前、 大鉢鄉 村 へ 宿營仕 候。 

〇 大 E 原勝淸 家 記-一 云、 弊 藩 兵隊、 九月 三日、 四 曰 兩曰之 儀ハ、 曰 光 口 後 詰、 薩摩、 肥 前 外兩三 藩、 於關 山村 兩曰 戰爭、 遂ュ时 い 

兵ヲ逐 却、 諸潘 一 同 本鄉迄 進軍、 四日 夜 同所 宿陴" 

〇升 お 公 一一  一  IT 九月 三日、 大內村 ヨリ 敲ノ 大兵 襲 來リ、 大内峠 一一 テ我 諸隊大 苦戰、 槍 刀 ヲ以テ 接 戰ス、 小隊 頭 高木 弘三、 半隊 

頭 須田小 田 火郞、 大 關惠 助 義鬪ス 、死 一一 一人、 き 雄 3 膽纏 きま 靈人、 M 輕^ 管、 大內， テ、 前日 

ト同シ ク大 二 苦 戰ス、 我 兵、 衆寡 敏シ 難ク、 遂 二 敗 遗ス、 田 中 源 之. 進、 關 山村 一一 放火 シーア、 敏ノ 追慕 ヲ支 へ 、 飯 寺 舟 場 迄引揚 

、ピ. . 、、阿妻 新 之 助、 葛 三に。 大石爲 三郞， ゾー „Jg、  一 

ク 死 ニス 坂 y 一- :l.gl、 傳三ノ 大吉、 古川 榮 一一 一郎  i  F  11 

〇K 應兵 謀秘 i  二 云、 九月 朔日、 上 州 檢股ロ 出張 ノ囘 天、 別傳 習、 去 仕 三日、 若松 城下 へ 敏兵人 込 候 趣 注進 二 付 卽阵 同所-.^ 

^^、浪ぃ通リ通亍、中津川上杉原ニ宿シ、稍ク 二 シ テ本鄉 村へ 出ル、 四日、 ,1、 朝、 敵 兵 襲來、 關 山村 味方 苦戰 二 付、 應援ト 

シ テ 囘天隊 、別 傳習兩 隊燥出 シ、 戰爭 夜中 ヨリ 五日？，、 朝 二 至リ、 彈 丸雨ノ 如シ、 敵 味方 死傷 多 ク、 尸ハ積 テ累々 ト シ テ 

如.'、.^ お ，1 レ テ混々 ト シ テ如 川、 敏ハ猶 追々 繰 出シ、 八方 ヨリ 討 掛ケ、 味方 兩除、 前夜 ヨリ 之勞兵 二 テ、 不得. $鄕 村 迄 引揚、 

關山 放火 シ去ル 、敲ノ 人數、 潮 ノ湧カ 如ク襲 來リ、 本 鄉村迄 亂入ス 、味方 河原へ 引揚宿 陴ス。 

五日、 藤 原 口  ノ 官軍、 進テ 若松 城 二 薄リ、 賊 兵ト大 二 飯 寺 村、 河原 町、 材木 町？ お？ 洒 等-一 戰フ、 

利 アラス、 明日、 撃 テ之ヲ 走 ラス。 

〇 鎭將府 日誌、 中 村 利 秋戰報 -ー 云、 九， 月..^ 日、 六 字 揃 -ー テ、 本鄉村 進軍、 津川渉 押 掛候處 、聊賊 相 防 候 得 共、 無 閒追拂 、城下 口 

,H- 原 町 ト申所 迄 打 入 候-一 付、 同所へ 相 揃 置、 宇都 宮 一 小隊、 黑羽 同斷、 薩同斷 、柳 原 ロヲ打 通リ、 一 一本松 ヨリ 打入忙 會議 

迄：：：； 合ノ タメ S 能 越 疾處、 跡控 居候 人 數ノ處 へ、 賊、 城ョ リ追々 繰 出シ、 四方 ヨリ 襲來苦 戰ノ旨 報知 一一 付、 早速 立 反 候 得 共、 夜 

二 入、 味方 大-ー 散亂、 何 レモ 不分、 諸處へ 引揚、 同 六日、 漸 々人数 相 揃、 ± 子 ヨリ 雷シ、 柳 原、 河原 町、 深 川 村、 幕 ノ內村 霊 
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屯 築 ノ賊へ 押 寄、 始戰 ノ處、 聊賊防 戰致シ 候 得 共、 四 字 一一 悉取 昃シ、 城 ヨリ 十七 八 町 計 近在、 飯 寺ト申 村へ 黑羽、 宇都 一呂、 中 

津、 今 治、 館 林、 薩宿陣 、深 川 村へ 薩 g  、ノ紫 I、 州、 肥 前、 幕 之 内 村へ 大田 原、 人吉 等-一 テ相 固メ申 候。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 九月 五日、 未明、 各藩 一分 隊ッ、 斥候 シテ 進軍 ノ處、 會城 ヨリ 一 里 位 手前、 大川有 之、 不知 深，、 殊更 

朝霧 深ク、 恰モ 夜陰 ノ如ク 、斥候、 川 央ヲ： ^候 時、 果テ賊 、川 向へ 致 防 伏、 互 一一 砲戰、 同勢 噫ト打 渉リ、 賊追 散シ、 同所 へ 各 

藩 屯 集、 常隊、 fl^、 宇都 宮ー 一 小隊、 斥候 ト相 成、 若松 迄 進軍 ノ途々 、諸 所 民屋等 ヨリ 祖擊 イタ シ候 ラ、 一 々打拂 、若 公 本 § 

へ 午ノ刻 時分 著陴、 御 屆申上 候處、 龍藏寺 へ 宿 陴相成 候 跡 越 一一 、右 屯集ノ 各藩 へ 賊 出城、 聊戰爭 爲有之 由 候 得 共、 夕方 著陴 

有 之 候、 戰死 一 人、5^§^^ 左 候 テ當隊 尸 勿論、 前段 藤 原 口 ョ リ討入 候 諸 藩 各隊、 會城 南ノ方 半里 餘ノ 所、 飯 寺 村 へ 致 陣營候 

様 承知 仕、 翌六 日、 巳ノ刻 時分 ョ リ進搫 イタ シ 、飯 寺 村 ハ素 3 リ 、其 餘近邊 民家 へ 打 人、 賊數千 人 打捨、 或 ハ 追 散シ、 隱伏懸 

念 ノ民屋 ハ燒拂 、飯 寺 村 外郭、 各藩 夫々 持 場 ヲ定、 晝夜致 番兵 居候、  • 

十二 番隊、 湯 本街道^ 場 致 番兵 候處、 肥 前、 黑羽、 宇都 宮、 館 林 兵隊 人數、 城内 後 北町邊 二 テ致苦 戰候段 相 聞、 爲應援 総出 シ、 

八ッ半 過、 北 町  一 丁 位 進軍 ノ處、 賊 町内 ヨリ 少々 及砲發 一一 付、 暫攻擊 追拂、 町 S へ 致 進入 候處、 追々 四 藩 兵除モ 奥-来 4^  -ー  寸、 

當隊 二 ハ 日 入 前、 宿陣 二 引揚申 候。 

〇 淺野長 勳家記 一一 云、 九月 五日、 總軍、 朝 六 時 揃、 各藩 ヨリ 二十 人 宛、 斥候隊 差 出シ、 津川ヲ 渡、 賊之 番兵 ヲ i 拂、 養 テ爐軍 I 

ヲ渡リ 、若松 近 鄉飯寺 村邊迄 進軍 仕 候處、 賊徒、 頻 -ー發 砲、 總軍 奮戰、 尤 地理 不案 2、 殊 一一 日暮 一一 及、 彼是 不便 筋 モ不少 候 -1 

付、 同夜、 弊 藩 兵 除 ハ 柳 原 村 之 内、 金澤 街道 一 軒 屋ト申 ス處ニ テ、 終夜 對陴仕 候、 弊 藩、 死 一 人、 『な^^ 傷 八、。 ||、士 ミ浦辯 

之 助、 森 軍 次 兵衞、 日 野 正 人、 祌原朝 之 進-  么 次お  《^  .□■ra 虎 

佐々 木甚 II！ 郎、 山 田 喜 一 郎、 夫卒 廣吉、 

〇 鍋 島 直 大家 記 一一 云、 九月 五日、 諸 藩 申 合、 津川ヲ 渡シ、 守 禦之賊 ヲ打拂 、會城 近 鄕飯寺 村 邊迄進 擊候處 、家屋 樹陰 等 ヨリ 喊 

頻 ニ發 砲、 平地 之 寄 手 -ー テ頗苦 戰候得 共、 及 日晚、 城下 へ 引揚、 戰死 一 人、 p« 、手 負 四 人。 _5 陳 作、 

〇 奧平昌 邁家記 一一 云、丸月五曰、本鄕發陴、朝霧深ク咫尺難辨、各藩斥候、河ヲ：|3候虚、賊兵ッ~向く^1£^£-^^晷共、直  一一 T 


破、 喊兵 敗走 ノ趣 報知 有 之、 卽總軍 一 同 河ヲ打 渡リ、 會 城下 近 邊迄押 詰、 暫時 相 憩 候內、 賊、 東ノ方 松林 中ョ リ 襲來、 及戰爭 

候 得 共、 賊軍 終 一一 敗走、 又 候 北 ノ 方 人家 ョ リ 賊徒 發砲仕 候處、 黑羽藩 ョ リ應援 申來、 卽進擊 仕 1 苦戰、 間 モ 银 k,,;;^^ ハ 、 

是早白 河口へ 引揚候 兵隊 モ有之 候-一 付、 其 儘 同所 ヲ引拂 、會 城下 七 曰 町へ 宿陴仕 候、 死 一 人、 .？， 慯 三人、 小者 二人、 六 

日、 儀 寺 新田へ 轉陣。 

〇戶田 忠友家 記 一一 云、 九月 五日、 朝霧 ヲ犯シ 津川ヲ 渡リ、 若松 城下 顿寺村 邊迄打 入 候處、 賊徒、 兩面 ヨリ 取 包 ミ發砲 一一 及ヒ 

頗苦戰 仕 候、 四方 敏地、 陴營 未定、 日 义晚景 一一 及 ヒ 、其 上 賊徒、 糧道 ヲ絕候 勢 相 見 候 一一 付、 無據、 若松 城下 へ 引揚 一 宿、 同 六 

日、 再 ヒ靈寸 村 へ 繰 出、 諸 藩 一 同、 同所 へ 宿陣 、漏 一人。^ I 攝 爵|^%吉ロ內增御、 1 

〇 秋 元 興 朝家 記 一一 云、 九月 五日、 御 軍議 之 通、 朝 六 字 過、 總 軍兵 ヲ進メ ッ ル ヌ マ 川 二 至リ、 遙ニ川 向 集 屯 ノ賊ヲ 打摘ヒ 弊 藩 

一 小隊、 先鋒 一一 續キ 徒渉 シ テ進ミ 、餘ハ 御 指揮 一一 從ヒ 後途ヲ 守リ、 總軍 ノ渡リ 終ルノ 後、 同 徒 渡 リシ テ進 兵ス、 朝 十字 頃、 若 

公成 下 裏手 新 町へ 總軍 著、 各藩 御 指揮 ヲ待 ノ處、 樹林 間、 或ハ 木石 ノ蔭 ヨリ 發砲 シテ、 我 不意 ヲ打、 黑羽、 宇都 宫、 弊 藩ノ三 

港、 烈ク打 沸テ追 破リ、 弊 藩 半 小隊 程、 市中 入口 金銀 座ノ 家居 迄 進ミ、 火 ヲ放チ 兵 ヲ揚ク 、然 ルー 一 一字 頃、 正面 左右 二方 ョ 

リ i  、再 來テ發 砲ス、 弊 藩 半 小隊 程、 正面 ノ賊 一一 應シ、 分隊 シ テ左ノ 賊ト彈 擊ス、 賊、 市中 家居 一一 潜ミ、 出沒 烈シク 發砲シ 

ぉハ 田野 一一 在テ、 一木 ノ睛 モナ ク苦戰 一一 及ノ 時、 薩、 9 衝キ、 賊、 忽崩レ 立、 遂 i 走ス、 弊 藩ノ丘 ハモ 進テ 之-一 合；！; t 一^一 t 

まノ  htfi  一，^ フ 1 ォ I  遊擎隊 高山す； S 、林將 曹隊津 m 平吉、 太 田 十右衞 gral 人、 瀨馆 仿^. ™l 

一 點顷、 御 指 © 二 因テ、 城下 七日 町へ 繰 込 病 陴ス死 四 人 ，瞬 化 お 裏、 Is^ls き從？ S 栃尾 熊吉、 リ左衞 門 村 山 

直衞隊 大野 滋，^ 1 附、 六 B  、^指揮 二 從ヒ、 城 裏 f 寸村 二 弊 藩 人 數ヲ繰 込、 不虞 ヲ戒 ム。 

一 i? 弘 r 涿 二. V 九月 五日 拂曉、 藤 原 口 進軍 ノ 各藩 申 合、 斥候隊 差 出、 本 鄕府 ヨリ 七 八 S リ候大 川 向 マ テ、 曉霧 二 乘 

シ相 i 候處、 眞向ノ 林 中 一一 屯 集 ノ賊ト 及 砲戰、 暫時 一一 シテ、 賊徒 敗走 仕 候、 折 柄 本 軍 川上 ヲ波リ 、四時 頃、 若松 城下 材木 町ノ 

西 裏手 へ 同 J ゆ 、幕 共、 近邊、 賊、 屯 集 ノ模樣 モ無之 一一 付、 兵粮 ヲ遣 ヒ罷在 候處、 東 ノ方林 中 ヨリ、 賊兵 急襲 一一 付、 及戰爭 ァ 

4LH?r 賊、 左右 へ 分隊、 三方 ヨリ 打 掛リ、 甚及苦 戰候中 、黄昏 二 モ 相 成リ、 諸 藩 一 同、 若松 城下 七日 町へ 引揚申 候、 同夜、 同月 
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二-; W 陴ス、 六日 飯 寺 村へ 移 陴" 

〇 相 良 賴基家 記 一一 云、 九月 四日、 各藩 本鄉村 一一 至ル、 同^ 日、 各藩 斥候隊 一一 先登 セ シメ、 績テ本 軍 速 一一 打 入 可 申 33、 軍 監之令 

二 隨ヒ、 辰 上刻 ヨリ 列藩 之 共 相 進ミ、 前軍 旣 一一 戰爭、 砲聲颇 烈シ、 賊支 兼、 所々 放火 シ走、 前軍 川ラ 渡レハ 、本 軍 亦渡リ 進ム、 

材木 町 ヨリ 道 ラ左ニ 取リ、 西ノ原 二軍 n 止 ル暫畔 、然テ 各藩 之 小 荷駄 到 著 之 時分、 賊、 人家 或ハ 叢林 ヨリ 小銃 ヲ發 砲ス、 彈 

丸縱 、人 是 カ爲- 一狼 犯、 頗 騒然、 於是、 宇都 宮、 館 林、 中津、 今 治、 弊 藩、 直チ 一一 鯨波 ヲ發シ 、散開 シ、 頻 一一 發放、 大 一一 苦戰、 

已 ヨリ 中 刻 ニ至ル 、蒲 手 三人。 lgls;llg ず 

〇 黑羽藩 記 二 云、 九月 五日、 未明、 本鄉ヲ 出、 大 川岸 二  0 ル 、曉 霧潆々 ト シ テ 前-: m ラ 見ス、 大砲 ヲ連發 シ テ 試 ル 一一 、答 砲ナシ 、 

先鋒、 い Si  二 徒渉 シテ 中洲 二 達スル 時、 對岸 ヨリ 發砲ス 、我 モ亦砲 ヲ放テ 進ム、 先鋒 ノ危ヲ 見テ、 全軍 遽ニ 渡ル、 遂ニ賊 壘ラ拔 

ク 、賊、 傲 寺 村 ニ火シ テ遁ル 、尾擊 シ テ 若松 城下 ノ 河原 町 ロー 一：； 3 ル 、贼、 火 ヲ放テ 過 ルコト ヲ得ス 、因テ 田畔ヲ 渉テ 、 材木 町 

ノ 西 背 二 陴ヲ 布キ、 中 山 口 母 成 峠 ョ リ 、先入 ノ本營 二 報知 ス 、又 第 十字 比、 賊來テ 、社 木 市 樓ノ中 ヨリ 發砲ス 、勢 尤猖概 、藝、 

肥、 諸 藩、 已 二 退ク、 我 藩、 中 律、 館 林 、宇都 宫殘リ 止ル、 彼ハ 要地、 我ハ 平地、 一 モ身 ヲ扦へ カラス、 然 トモ 人々 奮激、 二百 步 

許 一一 シテ霰 彈ヲ連 發シ、 狼 烟ノ下 ヨリ 銜突 ス、 一 礮軍 中二 破裂 ス、 我 軍 死ヲ顧 ミス 血 戰ス、 ^ 前面 ノ賊少 シク徵 靡ス、 處 一一 

乘シテ 市中 ニ攻 入、 賊、 又 八方 一一 出 沒シ、 善 ク拒ク 、時-一 日沒ラ 以テ、 一 方ヲ？ S シテ 出ッ、 我 軍、 殿 シテ、 賊 ノ尾ス ルヲ 鎮フ、 

• 是日、 各藩、 策謀 愈 略 一一 シテ、 軍 列 不整、 故 一一 輜重 丘ハ 食彈藥 豫備ノ 大砲 等、 賊 ノ爲メ  ニ奪ハ ル、 又 夫 丁 散 走 シテ、 敏手 一一 死ス 

ル^ 若干、 我 軍 戟死四 人、 ^,?^t^§-,t:t^M¥A,>Y.Kf ナ1郎隊平士-平山文之丞、風"クき、.^。渡邊福之進隊平士笠井健平、&地 

ノ ネ ま PT  p«-^0  J. 野，； ハ之丞 隊平士 井上 金 太郎、 五月女 三 左 衞門家 來高野 忠兵衞 、ず 負广ノ 辰 之 助、 安藤 小 太郎隊 平士稻 

蔵、 砲手 波？ ®^  W 郎、 mi 木 仁右衞 

門、 益 子 g; 郎家來 永 井一 1 一代 次郞、 

〇 大田原 勝淸家 記-一 云、 九月 五 nl  、木鄕 發陣、 一 同 進軍 之 諸藩ョ リ、 斥候隊 一 一十 人ッ 、差 出、 敏地之 模様 探索 爲仕 候處、 折節 

賊兵 突出、 俄 一一 及 交戰候 一一 付、 諸手 本 軍 ヲ以之 一一 繼、 賊兵ヲ 打拂、 夫 ョ リ 材木 町 口 迄 進擊、 同所 一一 テ 良久 爭戰、 勝敗 未诀、 彼 

我 交 緩、 味方 兵隊 之 儀 ハ 、同所 近在 へ 引揚、 警夜 防陣、 手 負 一 一人、 鍵脾， 如 K ^，做 門、 同 六日、 各藩、 各所 二 陣營 相定、 弊 藩 之 儀 


ハ 、西 成戶村 へ 移陴、 同 七 日、 猶又幕 之內村 へ 轉陴仕 候。  - 、 、 ， 、 、 

〇 土 持 左 平 太 手記-一 云、 九月 五日 、一一 一斗 小 星 ヨリ 襲來ノ 人數、 加 治 木 一 小隊、 藝 、横、 宇 f  、大田 原、 中 律、 黑羽 今 治 人 

吉、 館沐、 都合 十 藩 ノ人數 、彼 地ノ 要所 is 防禦、 三 曰 連 戰ニテ 、漸ク 要地 ラ落シ 、就中、 加 治 木 兵 先鋒 ニテ、 鑌クハ 黑羽、 

宇 都宮 兵-一 テ、 藝州 勢、 因循 シテ 籰ヲ絕 t 、ち 一入 テ著 ま、 此時、 味方 少 i 負ス、 隊長 山 田司戰 死 、な モ有 之。 

〇 若松 叩 二 云、 九月 五 曰、 早天 ヨリ、 敏ノ查 i 霧-一 乘シ 進軍、 大川ヲ 隔テ頻 リニ 砲 發、. 飛 丸 來ル雨 ノ如ク 、种 保隊等被討立、 

才木义 口  -ー i ル、 彼 レ乘シ 斥候隊、 中 律 藩、 黑羽藩 一 小隊 先鋒、 館 林 藩 一 小隊、 其 他諸藩兵續 テ 大川ヲ 渉リ、 直 二 進ミ 

f  、材木 町 入口  二 放火 シ、 或ハ 住吉 河原， 一向、 我 兵ち ー亂レ 走ル、 砲 兵隊 モ是ニ 引 立 ラレ、 お 木 町 本營ヲ 拂テ、 追々 河原 町 

ロー 一 引 至ル、 然レ トモ、 ー戰セ スンハ 有ルへ カー フスト、 材木 町 四ッ角 一一 疊 ミーア-胸壁 ヲ作ル 、陴將 佐 川 氏 ヨリ 議スへ キノ 

命 有リ、 f 隊長 令 シテ、 秀長 寺、 寳屋裏 ヨリ、 住吉 裏手-一有 ル敏ヲ 擊シム 、依 テ右塞 所 S テ、 敵 ノ輜？ 討ント 景況 

ヲ 瞰.， - ル 一一 、地 利不霄 ノ 敝兵、 臺 上人 坂邊 一一 0 ヒ 、其 勢 大凡 一 千 人 計、 味方 ノ銳兵 時分 ハ ヨシ ト、 ¥ ヲ 定メテ 發砲 ス 

レハ、 夫 sss チ輜 重ラ 捨テ、 狼 i 散スル 處ブ、 撰 打 一一 シーア 空 丸更ュ ナシ、 カク スル內 一一、 敲兵モ I シーア 同ク發 

J  、就中、 霰 彈ヲ飛 スコト 、雨 ノ注カ 如シ、 我 兵、 要地 一一 據テ 砲丸 ヲ避 ク、 I ハ 地形 利ナ ラス シーア、 殺傷 不可 測、 凡已ノ 「亥 

, ^リき ノ刻謹 列 f ン、 未タ決 セサル 内、 我 兵 、雷 新田 ヨリ 烈數讓 ス、 |、遂 一一 さ不得 シテ、 敗走 ス、 我 兵、 龜ヲ 

L  ..  ,  、、>.^4^，：,  、、靴 訪留 三郎、 渡邊重 治、 江川 卯 三 郞ホ塚 叉、；^ 訪社卖 S ヲ守衞 スル別 撰隊々 長 三 坂 

禁シテ 凱旋 ス、 討死 一人、^ 手 負 ^ 人 I 四郎、 手代 木淸 吾、 洁| 遂- 一死 ス ヌ トラり、 「厅テ 象 i 

數之丞 、組頭 三 井 計 之 助 等、 應 援ノ爲 出張、 寄 組 組頭 有賀 I、 半隊 ノ兵ヲ 引率 シ、 南 W  口 ヲ守衞 セシカ 同所 ヲ I 隊 一一 讓 

；、 ォ木 町裹手 ニ馳セ 至ル、 有賀齋 分 兵 シテ、 像 寺 村 方面 ノ押 トシ テ、 柳 土手 二 殘リ、 其 餘三坂 ヲ始、 材木 町 裏 二 出レノ 

1， リ、 故 二 敵 ノ橫ヲ 、意外 S テ打砲 セシム 、柳 土手 ニ殘 リシ 有 賀モ、 程 ヲ計リ 槍 ヲ取テ 謹、 敏ノ 表裏 ヨリ 攻_ -レ 

ハ、 敵 丘、、 難 支 クシ テ、 瓦解 ス、 我兵、 勝-一 乘テ舊 進ス、 敏、 狼 狠シテ 散 亂ス、 我 兵、 之 ヲ難ス 、欠 村霄、 牧田 右京、 松本傳 

1 郞、 柳 原 一一 行 ク 途中、 菓子屋 ノ 男 一一 大 村逢テ 、嚮導 タ ラシ メ、 幕ノ 內村ヲ 東南 一 一望 メハ、 敏、 高 陵堤 陰 ヨリ 頻リュ 砲 發ス、 
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且 材木 町 裏、 住吉 河原 邊ノ 砲戰盛 ナリ、 圆ハ ョ シト、 潢問 ヨリ 發砲ス レ ハ 、敵、 腹背 ョ リ被討 立、 忽チ 瓦解- ンテ 敗走 ス、 我 ひ：ハ、 

大 ニ氣ヲ 得テ、 益發砲 シ敲ラ 退ク、 此 節直チ 一一 追撃、 可然哉 ト議ス ル處、 何 レ陴將 ノ指禪 ニ隨フ へ シト、 指揮 ヲ受 ル處、 外 二 

策モ 有リ、 一 先ッ 材木 町 二 引揚ク へ キノ 令 一一 依テ、 未ノ刻 後、 材木 W 一一  人テ屯 營ス、 此役、 我 兵 死傷 ナシ、 敵ハ 輜重ヲ 捨テ、 

七日 町方 或 ハ 4^ 川 ラ渡リ 、散 走ス、 故 二 分 铺尤多 シ 、 

又 云、 九月 五日、 我 南方 失 守、 敲 軍長 驅迫寺 村 報 至、 乃 與佐川 氏 及 軍務 諸 宫共發 本營、 ま^ 小 §1554、 將赴戰 地 到 河原 町 

門、 時 砲 共 隊^ ま &||| 俯 未 一 戰、 徹戌 返來、 佐 川 氏 叱 之 遣 旋戰、 乃 移 諸 丘 ハ片原 町 柳 原、 橫擊 烈戰、 別 一 隊 ili^l!  一  隊之、 伏 

柳堪而 鉄砲 亂發、 砲 兵隊 §£<.f ぇ冲 亦愤發 舊戰、 西軍镇 敗、 時 我 戌 南 境 之 兵、 亦 來會、 大呼 合 撃、 敏遂 大敗 南 走、 將追擎 窮討鎏 

1\ー、 而日倾 丘 ハ疲、 且乏粮 、於此 、旋 師而楚 K 中 左 S 宫。 

〇 慶應兵 謀秘錄 二 云、 九月 六日、 5- "ば.、 高原 口 之 敵 兵、 未明 一一 津川ヲ 渡 リ來ル 、此 朝、 霧深ク 眼前 冥々 、 敵 味方 更 二 不分、 時 

一一 敵、 不意 二 我 ヲ襲フ 、依 テ諸兵 散 亂シテ 、守 ヲ捨テ 退ク、 敵、 河原 町 迄 進 來ル、 此時城 中 ヨリ、 水 戶ノ脫 藩 朝 比奈彌 太郞ヲ 

始 トシ テ 二百 有 餘人、 援兵 トシ テ操 出ス、 河原 町 口 一一  テ 戰爭、 敞丘ハ 、散 亂シ 所々 へ 速ク、 味方、 勝 ニ乘テ 進撃 ス、 敵、 輜重 器械 

ヲ捨テ 走ル、 分铺數 品、 敵ヲ大 川端 迄 追 退ケ、 兵 テ棠テ 河原 町 二 宿 陴ス、 黑羽、 宇都 宮、 中津、 今 治、 館 林、 薩州之 諸 敵ハ、 飯 寺 

ョ リ 十七 八 町 計" 在 之 村落 へ 宿 陴ス、 藝州、 肥 前 ハ 深 川 村 へ 宿陣ス 、大田 厚 其 外 ノ小藩 合 シ テ、 慕 ノ內村 へ 宿陴シ テ 守ル。 

〇是 ヨリ 先、 越後 口 官軍、 進 テ天屋 、片門 等 諸 村 一一 至リ、 船 渡 村 ノ賊ト 只 見 川 ヲ挾テ 相 持ス、 是 

日、 若松 ノ 官軍、 兵 ヲ分チ 、賊兵 ヲ高久 、坂 下、 塔 寺 諸驛ー 1 破リ、 直 一一 進 テ船渡 村 ノ背ヲ 衝ク、 贼 

兵、 支へ ス清 H 走ル、 是ニ 於テ、 兩道ノ 官軍、 始メ テ聲息 ヲ通ス ルヲ得 タリ、 翌日、 官軍 若松 二 

還ル。 


〇 太攻 {R 日誌、 越後 ロ軍監 三宮義 胤、 藤 村 紫 朗戰報 一一 云、 津 川口 ョ リ 若松 城 討入ノ 官軍、 會津川 ヲ隔テ 、川上 ハ柳津 ヨリ 片 

門 村、 西羽賀 村、 北 ノ方陴 ケ峯迄 八 里 許 ノ閒、 厳重 守備 致シ 候、 賊モ同 ク壘ラ 築キ、 日々 戰モ之 ァリ、 砲臺 ヨリ ハ晝^^擊合居 

, ^處、 九 GT 五日、 猎 苗代 ヨリ 討人ノ 官軍、 若松 城下 ョ り 八 小隊 許、 賊ノ陣 後 ラ衝キ 立 候 二 付、 我 軍 ヨリ モ機ニ 乘シ、 太 小砲烈 

ク 打 出、 前後 攻撃 候處、 賊兵 、己 ノ持場 二 火 ラ掛ケ 、散々 逃亡 候 一一 付、 直 二 片門村 屯 戌 ノ丘 ハ隊、 難 ナク川 ヲ渡リ 、舟 渡 一一 陴取 

仕、 翌 六日、 早朝 ヨリ 山ハ 4： 川筋 探索 仕 候 得. 共、 賊兵更 一一 見へ ス、 夫 ヨリ 鐘撞 峠 ヲ越テ 、ケタ ノ宫ト 申 村 ヨリ、 先塔 寺 村 一一 滯陴 

致 候、 近隣へ 夫々 手配 リ、 則 一 一 小隊 許、 坂 下、 高 久邊へ 斥候 差 出 置 候。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 九 月 五日、 越後 ロタ 、 ミ川ト 云大川 へ 、賊 勢臺 場ヲ搆 へ 、 越後 ロノ 宜軍ヲ 相 支 へ 候 由 一一 テ、 追討 トシ 

テ 各藩 S 此藩 一一 ハ、 一 一番 隊、 五番 隊、 我 兵 具 除 先鋒 一一 テ、 十字 頃、 若松 ノ營ヲ 發シ、 斥候 人數 所々 一一 テ相戰 、悉ク 追 散シ、 又ハ 

打 K リ、 行程 四 鬼 半 一一 シ、 士 一字 頃、 タ 、 ミ川 一一 至 リ候處 、賊勢 川 ヲ隔テ 、越後 ロノ 宜軍ト ffl 戰ヒ 居候 ヲ、 後 ヨリ 打 立、 散々 

二 追散ラ シ、 越後 ロノ 味方へ 续號ヲ 合セ、 互 一一 呼 ハリ、 我 隊遠武 半お 衞 門外 兩 三人、 川 ヲ渡リ 、島 津小平 太へ 引合、 夫 ヨリ 我 

隊ノ ミ諸隊 一一 先シ、 ケダノ 宮迄引 揚ケ、 致 一 泊、 此所ラ 相 固メ、 翌 六日、 各隊 同様、 若松へ 歸陴。  , 

〇 德川茂 承 家 記 二 云 、九月 五日、 越後 勢之宜 軍、 會津 へ 進入 之 笞之處 、越 後路 於 船渡邊 、賊徒、 道 ヲ妨ケ 、難 入 込^ 聞 候 哉 二 

テ、 各藩 兵隊、 右 船渡邊 へ 進撃 之 節、 弊 藩 兵隊 之 2 一 一 小隊 差 出、 合併 -ー テ進擊 致 候處、 賊徒 逃 去、 途中 無 滯船渡 表 へ 著、 越後 

勢 ト出會 候 付、 各藩 申 合 之 上、 習 六日、 若松 城下へ 揚取申 候。 

〇 戊 巳 征戰紀 略 二 云、 九月 五日、 越後 地ノ 官軍、 城 西 三 四 里 一一 來リ、 船 渡 川 ヲ隔テ 、賊ト 戰フ、 是日、 各藩 一 小隊 ヲ出シ 、城下 

ョ リ 西 萵久村 ノ 賊營ヲ 破リ、 船 渡 村 二 至リ、 賊ノ 背後 ラ擊ッ 、贼 四散 ス、 於是 、 東北 ノ 官軍 相會 ス 。 

〇 鍋 S 直 大家 記-一 云、 九月 五日、 各藩 談判、 弊 藩 ヨリ 四 小隊、 大砲 一 門、 越後 口 爲應援 進 擊候處 、賊、 少々 防戰、 左右 山手へ 逃 

去 候 付、 船 渡 迄 進擊、 川 向 越後 之 官軍へ 報知、 則 兵隊 引揚、 坂下驛 へ 一 泊、 翌 六日、 歸 營致シ 候。 

〇 井伊 直 憲家記 二 云， 九月 五日、 越後 口  ノ屯賊 追 拂候操 御沙汰 二 付、 弊 藩 人數、 若松 城 出發、 高久村 近傍 所々 一一 於ヲ、 諸 藩 斥 
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候 除 二 相 加リ、 賊徒 追 却、 直 樣船渡 村 へ 進擎仕 候處、 賊徒 共、 同村 山手 川筋 等 所々 散布、 砲 發致候 二 付、 急送 進擊、 双方 共 掃 

印； H 險、 w、i^vlks:g ん 。一一 一浦 九 右 衞門隊 小 林 良 之輔、 平 

去 J-i#^0J. 田资 造、 艙江銀 著 、小， 狼 次郞、 

〇 山 内 豐範家 記 二 云、 八月 廿六 日夜、 太 田 良 作、 高 橋 熊 四郞、 越後 ョ リ歸リ 云、 北 カノ 官軍、 已 二 津川ニ 及へ リト、 同， Hr^ 日 

夜、 越後 街道-一 當リ、 遙 一一 砲聲ヲ 聞ク、 蓋 越後 ロノ 官兵、 已 二 近 ヰ 二 ァ ルヲ知 ルナ リ、 本日、 髙橋熊 四郞、 太 田 良 作 ヲ再ヒ 越 

後 ュ 遣 ル、 九 s: 四 日 曉來、 越後 道 二 當 リ 、 砲聲頻 二 聞ュ、 其ノ 官軍 ノ愈近 キー 1 アル ヲ知ル 、乃チ 各藩 ヨリ 、越後 官軍 迎 ヒノ爲 

メ、 t: ハ ヲ出シ テ、 賊背ヲ 突擊セ ン トス、 明日 ヲ以 テ發ス ル 二 決ス、 同 五日、 各藩 拉 二 我 三番 除、 八番、 十四 番半隊 、片岡 健吉監 

之、 大石彌 太郞副 之、 十 時 頃 發ス、 彥根、 柳 阿、 肥 „:1 等 先鋒 ヲ以テ 、先 ッ發 セリ、 髙久、 坂 T 等ノ 村、 賊ヲ不 見、 t 寺驛 ニ賊、 關 

門 ヲ設ケ 、凡 一 一 百 名 計 屯 集シ、 越後 ロノ 宫丘 ハラ 防 ケリ、 官兵ノ 若松 ヨリ 來ルハ 、固 ヨリ 賊ノ 意外 一一 出 ツルヲ 以テ、 先鋒 ノ宫 

丘ハト 少シク 砲戰シ テ、 忽チ濃 走ス、 官軍 進テ 舟渡驛 一一 至ル、 直 二 舟ヲ出 シテ、 越後 ノ宫兵 ヲ迎フ 、是レ ョ リ 北地ノ 通路、 亦自 

由 ヲ得タ リ、 薩 、肥 及 我 兵 、ノ  、舟 渡驛ニ 止宿 ス、 翌 六日 ヲ以テ 、若松 一一 歸 營ス。 

〇 立 花 鑑寬家 記 一一 云、 九月 五日、 肥 前、 薩州、 長 州、 紀州、 彥根、 土 州、 本 藩 一 同 進軍、 只 見 川 二 テ戰爭 、贼忽 チ逃去 tl^c 

〇 伊集院 兼寬 手記 二 云、 九月 五 曰、 午前 七 時 頃、 一 一番 隊及ヒ 五番 隊 S 長、 土、 肥、 彥之諸 藩、 合 テ兵凡 五 百計 ヲ分チ 、會 津ヲ發 

シ、 高久驛 之賊ヲ 破リ、 坂 下、 塔 寺 舟 渡 之 贼同斷 二 テ、 片 門-一 到リ、 越 後路 之 官軍 ト合シ 、同夜 舟 渡へ 一 治、 翌 六日、 早天、 會 

律へ 歸ル 、賊 、固守 ス ル 前 之 如 シ 、四方 砲 聲絕間 ナ シ 。 

〇 土 持 左 平 太 手記 一一 云、 九月 五日、 六ッ時 ヨリ 五番、 一 一番、 兵 具 三 小隊、 土、 長、 大垣、 佐 貿人數 ラ以、 越後 口へ 援隊差 出ス、 午 

刻 頃、 舟 渡 ト云所 一一 、味方 人 數差向 候處、 越後 口 官軍、 川 ヲ渡リ 兼、 尤七 日程、 川 向越シ 二、 賊徒、 砲臺 ヲ築キ 防戰セ シ由、 喊 

徒 五六 百 人位 一一 テ、 若松 在陣、 五番 隊等繰 込 候處、 一 戰 二 不及 シテ返 散シ、 砲 器 等 過分 分 柿ス、 夫 ヨリ 川 向 一一 斥候 ヲ出シ 、互 

ニ雜合 セシ處 、官軍  一 I テ大キ -1 カヲ 得ルト 云、 夫 ヨリ 川舟ラ 味方へ 廻ス、 尤川渡 舟 五艘 ノ處、 賊 ヨリ 三 艘掠 取、 味方 ヨリ 二 

艘 引付 タル 由、 夫 形 味方 追々 參陴セ シ人數 、又々 若松へ 引揚 ルトテ 一泊 ス。 


〇 若松 記 二 云、 九月. 九日、 若松 在 陣ノ敵 兵 分隊、 第 九 字 若松 ヲ發シ 、高久 村 一一 對陴セ ル我兵 ト戰フ 、我 共 ノ總 督萱野 權兵衝 

難 支 鹽川村 一一 引 揚ク、 敲直チ -1 進テ、 坂 下 一一 向フ、 是處ハ 兵隊 ノ備 ナク、 舟 渡 村、 久保村 二字 禦セ ル我 兵ノ、 彈藥ヲ 製造 ス ル 

^1^有而已、常所 ハ wi 野 右兵衞 、出陣 指揮 セ シカ、 是亦支 へ ス シ テ勝方 村 一一 引 揚ケ、 遂 一一 高 田 村 一一 赴ク、 敲兵進 テ塔寺 二 至リ、 

, ^番共 ヲ討チ 、船 渡ノ 背後 二 出ッ、 同所 一 一 出 陴ノ我 兵、 上田、 一 瀨ノ兩 陴將、 不意 ノ コ ト故 勝算 ナク、 鹽 川-一 引 揚ク、 兵隊 ハ 

鞭 川或ハ 南方 所々 二分 離散 走ス、 敵 兵 ハ高久 、坂 下、 塔 寺 所々 ヲ衝キ 、船 渡 二 一  戰シ、 坂 下驛ニ 一宿 シ、 同 六 曰、 叉 若松 ニ至ル C 

〇 陵應兵 謀； 1 錄 二 云、 丸 月 五 曰、 我 兵、 坂 下 舟 渡へ 出張 シ、 越後 口 ヨリ 襲來ノ 敵兵ラ 征討 ス、 此由 城下 ノ敵兵 聞 付、 敲ノ 各お 

朝四ッ 時、 若松 城 ラ發シ 、我 勢 之 背 二 出、 衝突 ス、 我 レ 防戰數 刻、 敵 ハ 大勢、 味方 ハ 少勢、 遂 二 不得 §1 ラ 蓋；? 歸陴ス 、此 時、 越 

表口 へ 、城下 ヨリ 出張 ス ル處ノ 敵 兵ハ、 薩州、 長 州、 大垣、 肥 前、 備前、 大村、 佐 土 原 ノ七藩 ナリ、 是 ヨリ 越後 ロノ 敲兵、 日々 二 

若松 城下-一 繰込ム e 

六日、 藤 原 口 官軍 ノ若！ ^一 I 至 ルャ、 賊、 其 背 二 出テ、 輜重ヲ 遮ル、 是曰、 官軍、 兵ヲ返 シテ、 賊兵 

ヲ柳 町、 本鄕、 大八鄕 等 諸 村 二 擊チ、 輜重ヲ 迎フ。 

〇廣 島 藩紀事 要領-一 云、 九月 五 曰、 我 兵、 薩、 肥 藩等ト 共-一進 擊シ、 若松 城下-一人 ル、 賊ハ吾 力 糧道 ヲ絕ッ 、我 兵、 顧ス シテ猛 

進ス、 六日、 我 兵 ハ轉シ テ、 賊兵ヲ 丸 山 二 討 破 シ、 我輜重 ヲ迎フ C 

〇 鍋 島 直 大家 記 二 云、 九月 六日、 五十里 口 ョ リ 進軍 之 藩々 輜重、 賊 ヨリ 被妨、 本 鄉逢滞 居挨趣 -ー 付、 薩藩其 外 爲護衞 進發之 

處、 柳 町村 一一 於テ、 賊、 少々 發砲候 得 共、 討 挫、 大川邊 マ テ 一 里程 追擊、 各藩 ハ 歸營、 弊 藩 ハ 渡 川、 大八鄕 村 邊進擊 候處、 近傍 

山上 ヨリ 滅又々 發砲候 得 共、 則 打拂、 右 場所 一 泊、 翌 七日、 歸 營致シ 候。 

〇 相 良 賴基家 記-一 云、 九月 六日、 日光 口 之 糧道 ヲ開ク 爲メ、 本 鄕村之 方へ 可 相 進 旨、 軍監之 指揮 一一 隨ヒ、 薩州、 肥 州、 宇都 宮 

ト合シ 、返 シ進ム 、本鄕 村 -1 至ル 時、 賊、 山上 ヨリ 發放ス 、宇都 宮右 ヨリ、 薩左ョ リ、 弊 藩 中道 ヨリ 進 ミ擊、 頗苦戰 、賊、 終 二 敗 
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走ス、 是 ヨリ 太 八鄉村 一一 著、 宿陣、 終夜 四方 ヲ警衞 仕 申 候、 同 七日、 薩州、 肥州ト 合シ、 輜重ヲ 警護 シ、 若松 城下-一 著 仕 申 候、 

同 九日 ョ リ同 4 '三日 迄、 肥 州 ト合シ 、天 満村相 固 申 候。 

〇 是 ヨリ 先、 土 佐 藩 兵、 書ヲ 米澤 二 贈リテ 、其歸 順 ヲ 勸ム、 上 杉 齊憲、 大 一一 悟ル、 乃チ使 ヲ仙臺 

一 I 遣シ、 伊達 慶邦ト 連署 シテ、 書 ヲ上リ 、罪 ヲ謝セ ン コトヲ 約ス、 是日、 其臣 大國賴 隣、 I、 市 川 

忠恕 g 、等ヲ 軍門 二 遣 シ テ 、其 狀ヲ陳 シ降ヲ 乞フ、 督府、 命 シテ速 二 歸順ノ 實効ヲ 立 テ シ厶、 

因 リテ、 使 番吉岡 某 15 潘 〇士€ ヲ米澤 一一 遣シ テ、 其擧動 ヲ監セ シ ム 、是時 一一 當リ、 越發ロ 官軍、 連戰 

賊ヲ 破リ、 進 テ米澤 一一 薄ル、 齊憲、 乃 チ城ヲ 致シテ 軍門 二 出 降ル、 旣二 シテ、 慶邦 連署 ノ事、 遷 

延 曰ヲ亘 ル、 齊憲、 乃チ偏 名ノ書 ヲ督府 一一 上 リテ、 罪ヲ 謝ス。 

辰 八月 廿 六日 ;„J:^g、 夜、 於 一 一本松 城下、 米澤藩 市川宮 内、 杉 山 盛 之 進 、官軍 參謀大 村 藩渡邊 淸左衞 門へ 應接 要領 大略 左 

之 通、 但、 土 州 藩澤本 盛彌恃 座、 

一 反側 之 徒、 一 日： 歸順 降伏 之 上 ハ 、互 魁 之者ト ィへ トモ 、至 仁 好 生 之 歆慮 ヲ以、 君臣 共 二 一  切 斬 戮等無 之、 況ャ 脅從ヲ ャ 、 

一 官軍 ハ 、抗 王師 者 ヲ討迄 二 テ、 诀テ非 好 殺伐 、依 之、 過誤 抗 王師 者 ト雖モ 、中道 悔悟 謝罪 之 廉相立 候 上 ハ 、本領 安堵 無 

相違、 松 山、 高 松 等比々 然リ、 近クハ 三春 之 例モ有 之、 

一 會津容 保 之首惡 トイへ トモ 、眞 二 悔悟 謝罪 二 及 候 ハ 、 、假 令、 方今 之 形勢 ニ至ル トイへ 共、 細 クモ血 食 ラ存セ ラレ 候ハ、 

必然 之 儀、 嗚呼 惜哉、 

一 一 旦亡 滅之國 トイへ トモ、 歸降之 上ハ、 其 儘 復封ト ハ不相 成 候 得 共、 半封ト 力、 多少 之 食邑ヲ 賜リ、 宗社 相存セ ラレ 候 儀、 

保 任 之 ヨシ、  - 


一 奧《: 諸 藩 降伏 之 內意有 之候ハ 、 、重臣 之 €： 使節 ヲ以 、官軍 之 出先 迄 可 申出 之、 其節ハ 四方 之 官軍 二 令シ テ、 暫令 止戰、 可 

待 後日 之 決議、 

一 謝 葬 之 廉無祖 、判然 改圖歸 降 之 上 ハ 、勿懷 一 一念、 勿持兩 端、 苟抗 王師 者、 已先討 之 二 ァ リ 

一 00! -ー  舊 入洛、 或 尸 歸江城 陳謝、 必當有  一 i 旨、， 保 其 無 他、 勿警衞讓 而生 衆議、 附 I 侶、 舊 

幕臣 等、 亦 當處輕 典、  L 

一 若眞 一一 歸降之 志ァラ ハ 、會城 陷落在 旦夕、 勿 應援、 勿容逃 兵、 若 其 藩 一一 依賴シ 降伏 ス ル モノ ァラハ 、其 狀ヲ具 へ 可 伺 之 舊 

慕、 桑、 水 等 之 兵 同斷、 但、 婦女子 ハ 勝手次第 御 構 無 之、 

^if0  I  -ー  有產、 奧 i 隅 之 地 トイへ トモ 、御 外視不 被爲 在簡、 此際斷 然勇诀 、專要 二 候 トノ御 f 妒 

水 野 忠弘家 記 

事 南 摩 綱 記 筆記 

〇  ， 

九 E! 六日、 米 藩 重役 大國筑 後、 市 川宫内 等、 渡邊 淸左衡 門へ 對シ 問答 之 事、 

め 二 本 松 松 岡 寺 應接之 節、 降伏 謝罪、 彈正 言上 中演候 大略、 左 之 通、 

會津 追討 被 仰 付 候砌、 順逆 ヲ不 辨、； ハ恐多 モ奉抗 官軍、 今更 申 上 樣モ無 御座、 深 ク奉恐 入 候、 此上ハ 降伏 謝罪、 實効 

相 立 候 様 可 仕 候。  - 

淸左衡 門 答、 

總督樣 へ 申 上 険條、 御沙汰 可 相 待 候 事、 

兩人 別段 申出、 

一 今日 歎願 書 可 差 出 候處、 仙臺 ヨリ 切リ -ー 連名 相 願 候閒、 今 暫ク御 猶豫被 下 度 云々 

答、 
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連名 之 儀-一 付、 延引 不苦、 

一 同盟 之 藩々 、說得 可 仕 候 間、 何卒、 御 寬典之 御 處置奉 願 候 云々 、 

答、 

同盟 藩々 ト ハ 、全 ク其藩 之 私事 也、 此方 ヨリ 指 圖可致 儀 一一 テ無 之、 御 處置之 儀ハ、 只 其實効 一一 位ル、 

淸左衞 門 問、 

說得シ テ聞サ レハ、 可 討 哉、 

兩人 答、 

元 ヨリ 然リ、 

淸左衞 門 • 

然レハ 、今 福 島へ 小笼 原鱟岐 S 桑 名 舊主滯 在、 其 附屬モ 多ク有 之. 或：； 莊内 人数、 舊幕脫 走 兵 入 込 候 分、 說得シ テ聞サ レ ハ可 

討、 

兩人 答、 

敬 テ諾、 

淸左衞 門 問、 

然レ ハ、 早々 其 手 常 イタ シ、 實効可 相 立、  . 

兩人 答、 

莊內 人数 ハ 、出先 ノ モノ-一  テ 何事 モ 不存候 間、 何 レ本 藩へ 馳セ 、說得 可 仕、 就テ ハ 、少々 延引 可 致、 何分 說得 之赣、 弊 藩 へ 御 

任 セ可被 下 候、 

淸左衞 門 曰ク、 


然レハ 、トー 日 迄 ラ期セ ン、 

兩人 答、 

淸左衞 門 曰ク、 

越後 口  ion 軍、 未タ 會地 一一 入 ラス 、其 地ヲ 通行、 會 二 入レ可 申、 

兩人 答、 

今 口 之 決 評、 城下 近邊 へハ旣 一一 布告 致 候 得 共、 未タ 在々 偏 ク不相 届 候 哉モ難 計、 御受 尸 申 上 候 得せ パ、 少々 延引 可 仕、 實ハ國 

情紛 ^ 之 事、 難 申 上 儀 有 之 候 間、 御 猶豫相 願 候 事 -ー 御座 候、 

i-iS 左 衞門曰 ク 、 

相 成 丈、 早々 可 相 運、 

兩人 答、 *  , 

謹 テ諾、 

淸左衞 門 曰ク、 

元 ヨリ 御 心得 之 得 前 二 候 得 共、 奧羽之 人へ 一 言 申 伸度、 元來 君臣 相 遇 候 際 二、 恩ト 敬トァ ラサ レ ハ 不相 叶、 臣 トシ テ罪ラ 

犯 セハ、 一身 一 家ヲ拋 チテ、 君 上 ノ裁斷 ヲ請フ 、コ レ臣 トシ テ 君-一事 ルノ敬 也、 又臣、 前非 悔悟、 罪ヲ 請へ ハ 、君、 是ヲ 處置ス 

ル ニ寬 典ヲ以 テス、 是、 君ョ リ臣 ヲ遇ス ル 二、 恩ヲ以 テス ル也、 然後、 君臣 相 遇 之 道 相 立、 然ル 二 ほ トシ テ、 君 ヲ敬ス ルラ知 

ラス、 只 君ノ恩 ヲ求ム ル、 是 ヲ亂臣 賊子 ト云 へ シ ト云、  . 

兩人 敬服 日 、諾。 « 征雄 

〇 渡邊淸 事蹟 二 云、 八月 廿 五日、 米 澤ノ士 市川宮 内、 杉 山 盛 之 進 ナル^、 土州ノ 兵士 澤 本盛彌 一一 賴リテ 、竊 二 欽ヲ 通ス、 淸、 
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其 疑 ナキヲ 知リ、 夜-一 乘シ、 傍人 ラ返ケ 、延テ 之 ザ 見ル、 彼 云、 上杉彈 正方 向 ヲ誤リ 、官軍 一一 抗ス ル者ハ 也 ナシ、 藩 地 辟 g、 

朝 意ノ在 ル所ヲ 知 ラス 、待-一 薩、 長ノ 私意 一一 出ル トナシ 、寳 一一 朝敵 ノ名ヲ 被 ル 、罪、 死 一 一容 レス、 管、 土 州 ノ，， 澤本 某、 蕃 

地 一一 來リ、 始テ ion 軍 ノ意ヲ 解シ、 彈正、 悔悟 自措 カス、 家臣 某ヲ シーア、 來テ此 意 ヲ通シ 、向後 ノ指撣 ヲ仰カ シメン トス、 淸、 答 

曰、 降 ラント 欲 セハ、 彈正自 ラ來 ル歟、 或 〈之 一一 代ル者 來テ、 以テ誠 S ス ヘシ ト、 且 朝 意 ノ在ル 所 ヲ示ス 、市 U 等 諾シテ 

歸ル、 先是、 高 鍋-藩 十： 岩 村 虎雄、 坂 田 潔ナル 者、 主人 秋 月 右京亮 ノ命ヲ 受ケ、 我陣ニ 來リテ 曰ク、 米 5 我ト重 象ノ親 ァリ、 

宜ク說 テ降ラ シム ヘシ 、如何、 淸曰、 未 可也、 留テ陣 下 一一 ァ リ、 市 川 等 ノ歸ル 一一 及テ、 一 一士 ヲ放 テ米澤 一一 入 ラシ ムニ  一士 大 一一 

勤ム、 後數 日、 岩 村 虎雄、 米澤 重臣 大國筑 後 及 市 川 等 ヲ伴ヒ 、二 本 松 一一 來テ 云フ、 巿川等 先 一一 此-ー 來ルノ 日、 同ク審 t ヲシ テ、 

越後 大總督 ず 陣營  一！ 、降テ ま シム、 督府、 令 シーア 曰、 彈正自 ラ來 レト、 彈 正會タ マ病ァ ルヲ 以テ、 き 式部 代リ行 SI 

フ 、故 二 重臣 某、 彈ぜ 二 代 リテ來 ルト、 淸云、 彈正ノ 進 返 パ 、上奏 ノ後 指令 ス へ シ、 彼等 曰、 奧羽諸 藩、 皆說 テ降ラ シ メ ン ト欲 

ス、 如何、 淸答テ 云、 彈正旣 一一 悔悟 降伏 ス、 奧羽諸 藩 ヲ見ル 、亦 官軍 ノ諸 賊ヲ見 ルカ 如 クナル ヘシ、 而シテ 之 ヲ說論 セント 欽 

スル、 果シテ 何 ノ意ソ 、彼 云、 彈正、 諸藩ノ 盟主 トナリ 、方向 ヲ誤ル 、今日 悔悟 スルヲ 以テ、 直 二 兵 ラ舊盟 ノ諸藩 一一 加 フル，、、 

不義 ナリ、 淸曰、 義歟 不義 歟我知 ラス、 若 說ヲ聽 カス ンハ 如何、 曰、 其 狀ヲ陳 シテ以 テ命ヲ 待 ッノミ 、淸 曰、 彈正 ハ自、 彈正ノ 

爲 サン ト欲 スル所 ヲ爲ス ヘシ、 我將 二、 ソノ 爲ス所 ヲ見シ トス 、大國 、市 川 等、 諾 シヲ 歸ル、 於是、 使 番吉岡 傳衞ヲ 米澤 二 遣 

シ、 一 藩 ノ擧動 ヲ監セ シ ム。 

〇 山ド 1兄範 家 記 二 云、 八月 十五 日、 六番隊 ノ卒、 澤本 盛彌ラ 米澤ニ 遣ル、 先是、 我 軍 ノ猶ヲ 未 タ今市 一一 アル ャ、 米澤 K シ テ、 

賊ニ 黨スル ヲ聞キ 、相議 曰、 米 藩、 士風 質朴、 殊 一一 東 藩 ノ 名家 タリ 、其 ノ 大義 一一 悖ル、 甚 タ惜ム ヘシ、 唯 地 僻遠、 上 國ノ形 兄、 

不分明 ノ致 ス所ナ ラン、 且ッ我 君家ノ 姻戚 タリ、 不如、 之 ヲ說テ 官軍 ニ歸セ シメン ニハ、 然レ トモ 事 空 ク止ム 、此ニ 至リ、 新 

兵ノ 書記 岩 畸馬之 助、 說譫書 ヲ作リ 、之ヲ 小 監察 安岡 覺之助 一一 示 ス、 覺之 助、 大， ー其ノ 事ヲ是 トシ、 此ヲ板 垣參謀 二 告ク、 S 

垣 亦 之 ヲ然リ ト ス 、其ノ 施行 ノ 如何 ヲ議ス 、時 二 軍監 牧野 群 馬、 亦 座 二 ァ リ、 尤其 議ヲ是 トシ 、安岡 ト議 曰、 今 法 ヲ犯シ 、 死 


-ー處 スへキ 重 人 ァリ、 其 ノー、 稍 ャ用ル 二足 ル、 澤本蠢 是ナリ 、蠢 、酒-一 酗シテ 、馬 ヲ本營 二 乘入ル 、其 if  s.; 

以テ、 刑 i シ、 死 一一 當ス ル者 ナリ、 衆樊 一一 是 トス、 曰、 藝米澤 一一 達 セハ、 必ス 降伏 ス へ シ、 若シ降 ラサル モ、 尙彼 力.； 8 

ヲ 11 シ、 軍 幾 I 一延 セシム ルー 一足 レリ、 然ル 二、 此 ノコ ト 小事 二 非ス、 隱ニ 之ヲ施 サハ、 異日 如何 ノ 嫌疑 ヲ來ス モ譽 。 不 

n  、之ヲ 各藩 ノ卞義 二 取 ラン -ーハ 、遂- 一之 ヲ薩、 長、 大 垣-一計 ル、 各藩 皆 善 ト稱ス 、然レ トモ、 板 垣、 猶敢テ 容易 二 不 許シテ 

曰、. 5 盛彌ノ 擔ヲ試 ミーア 可 ナリ、 乃チ、 秋 澤淸士 ロニ 其 ノ事ヲ 授ク、 淸吉 三名ヲ 刑場-一 引キ、 已ニ  二人 ヲ斬シ 、次 テ盛彌 二 及 

フ、^ 手 正 二手 ヲ下 サン トス、 垂、 從容 I タリ、 乃チ、 暫ク其死ヲ止 メ、 引 テ我本 營ニ來 リ、？ 閑 所 二 入レ、 §  二 監察 

ま ルー 一書 テ持 シ、 i 行ノ 事ヲ以 テス、 且ッ 曰、 是レ汝 ラ活ス 一一 非ス、 死 ニナ リ、 寧 口 彼 一一 死， 汝 一一 於 

ノロ、  n す" 死 曰ナ人 誓テ、 i  ノ名ヲ 辱 カシム ルコト 勿レ、 垂、 謹テ命 I ス、 乃チ、 形 鉢 ヲ變シ 、米 澤ノ， 殺  1 

事 雍ルノ 日 ea チ：^ カ歹 日う、 餐フ ヒ；^^ スィ 厂ー  、原註、 本書、 板 S  ノ名 ヲ以 テス 

二 シテ 、一-本 公 近 ォ ニ來 リ住ス ル者ヲ 厦ヒ、 嚮導 トシ、 本日 未明 ヲ以テ 發ス、 其 ノ書ニ 曰 云々 へ キナレ 共、 板 垣、 朝廷 ノ參謀 

クル ヲ以テ 、次官 ノ片 岡、 同廿 二日、 二 本 松 ヨリ 米澤 一一 遣 ス處ノ 、澤 本盛彌 同行 ノ 鍛冶 某、 盛彌ノ 書簡 ヲ持チ 、福 島、 二 本 松、 

^、我 I 代ノ  I 一 來ル、 書中 云、 i 降伏-一決 シ、 II 竝-ー I 一 使 f 馳セ、 同シク 降伏 ヲ勸 

ム、 若シ 同意 セス ンハ、 則 チ宫兵 二 加リ、 資功ヲ 立テ、 是レ迄 ノ罪ヲ 謝スル 云々 ヲ述 タリ。 

0 吠 月 種 殺 i 記 二 云、 上杉彈 正大 弼、 同 式部 大輔へ 使者、 岩 村 虎雄、 坂 田 潔 被 差遣、 口上 左 之 通  - 

0H^UPIIS ハ 今般、 松平 肥 後、 伏 I 動 二 付、 御 征伐 被 仰出候1 無"" 

ヲ擧ケ 官軍 一一 抗シ、 幾多 之磨ヲ 殺害、 其 罪 天地 二 難容程 i  二 候處、 奪 S 謂筋ヲ 申立、 御 ii 訴中 I へ 御 環 

貢 入 候 二 せテ ハ 、肥 ま、 願書 之 意味 二 御 同シ、 鬆書 ヲ以、 |御宥| 成 纖御願 立 相 成、 依 之、 御 不審 ラ以、 今度 t 

來人 1 藝 被 3.1 讓成御 承知、 御舊 思召 候、 右 ハ 定テ、 不可 直 御 仔細 有 之 故 之 御 事 -ー モ 可 被爲在候得共、 

^□^ 一  條 I ハ 理非 分明、 三尺 之 季モ所 知 -ー 御座 候 故、 旣 二 囊 二 モ斯 之如ク 恭順、 右 二 付、 格別 之 御 I ヲ以 P 一 U 

^ 續、 大薦侯 二 御 取 立 相 成 候、 然處、 會津ニ 於 テハ、 還 ヨリ 被 仰 出 候 通、 封？、 東北 講 王土 ヲ掠 諸侯 
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之 居城 へ 人數ヲ 分配 シ 、暴威 5 、所々 一一 テ嘉 二 抗シ 、叛跡 顯然 一一 御座 候、 然 ラ其逆 一一 御與シ 、願書 之御恭 書、 御 差 出御 

ーァ」 、名 證何可 饕在ト 、御 心憲 濃、 御 家 S ，、御先 I 信 公 以來、 格別 二 御蠢御 分別、 御 勤 被 在、 印 

HM^!s^!f  t  :f 被爲行屆 、諸 大藩中 二 於： 、御 美 111、 共 . I 之 御 家筋 二  f 候處、 

ヨリ. - 仰 出 纏 被成御承 知、 S 恐懼 墨 §候 、右一 ー付甚 出先 之 御 事 一一 候 I、 御 i 樣之義 一一 ハ言 

は 其 上 i 様、 |御懇 篤ヲ I 候 雲、 遙 -ー 御 使者御差 立 相 成 候、 何卒 事 II 之 上、 天朝 ぜ t 山 

義、 御 11 在、 若 御 11 在， 、 、早々 御上 京、 御 願 立 相 成， 、ノ  、如何 ii 候 3 一；，， お P 

^ つ i 爲 ii テモ、 不被 爲濟不安思召候 間、 態 ト被仰 雲、 li  、"n 義 名" 

sf 名 I 向 御 f 御座 候樣、 吳々 モ厚被 仰 進 候 -ー 付、 御 磨 被 成 進、 秦 亮様 御 心情、 i ト御 §、5 

被 成 進度、 御 賴思召 候、  ， .1 t  .> 

.1 ゾ 月 

U 之 次第 -ー テ、 六月 十三 曰 、霧雨 人、 京都 出立、 東 I 之 上、 總督府 へ 相 伺候、 賊 II 合 纏 トノ事 一一 

秦 "il 之 報知 ァリテ 、薩襲 御内 沙汰 二 付、 兩人賊 中 ヲ忍ヒ 、苦 辛シテ i へ 達シ、 御 口上 中 込 候 處、 

ttlTzfr  i 御 降伏 可 相 成 I 仰 出、 臺 一 人會 津ロ熹 へ 、岩 村 虎雄 附添、 式 i  二  、ノ 越後 口 宫軍 へ 、 坂 田絮 

附 1^ 御 順 之 運、 兩人 取扱、 御 都合 能 御 聞 屆相成 候 趣、 復命 致 候。  へ ff 

〇 戊辰 事情 槪 2 云、 八月,. 八 曰、 土 冒 本 盛彌、 身 二 藍縷 ヲ纏ヒ 、傭 夫 ノ装ヲ 爲シ、 密ニ奠 i 坂驛 一一 來リ 

セ ン コトヲ ず、 顔色黧碎 セ リ、 我藩 ノ軍監 杉 山 盛之靈 接ス 、盛彌 、手 裂 襟帶、 土 藩舊ョ リノ  |ヲ呈 ス 、其 文 ， 一 ョ、 一一"" 

： 度^? 討、 天兵 被 差 下 候處、 謹 ン 、貴 藩、 儼然 抗招之 趣、 驚愕 之 至 二 候、 尤仙藩 始メ、 其 他 墨 之 藩 モ 有 I  二 

候 得 共、 貴 藩 二 於テ , 、不外 御 家 二 候 得 ハ 、震 i  , 一  不忍、 不得已 及 I 候、 抑 II 臺公 、ノ  、  fh^^ 

i  被處、 斷然御 入洛 ノ上、 被謁將 豪、 就テ ハ 希有 之 天寵ヲ モ菌罌 御 事、 名菌 然、 今 ， 一 至蠻冊 ， 一 昭々 タ 


リ、 力 、 ル I 二 i 在、 旣ニ 先年 モ於 京師、 不一 方爲 王家 御 扉 被 遊候 杯、 海內 之 耳目 二 徹シ、 萬 一 東方 有變ノ 日ハ、 

藩ハ执 置、. -ス貴 《 一一  侬賴可 仕ト、 孰レ モ 不堪 感激、 欽仰之 至 候、 然 ル 一一 今日、 諸 藩 奉 天子 之 命、 大兵 被 差 下 候 上 ハ 

確乎 タル 天兵、 ホ i 邪曲 直不待 多言 候處、 案 之 外、 貴 藩 與會賊 謀 ヲ通シ 、堅ク 天兵ヲ御^^,^被成候" 御 遠大 之 計 トモ 

I  ~ 不申、 Is 富 之 御 事候、 過 而不改 尸 小人 之 所爲 、對君 ハ乂舊 尸 學ノ 當然、 萬々 可 恥 儀 ハ 有 之 間 敷、 一 旦御 悔悟 

之 上、 ず 被 S 頼、 御 fs 道 相 立 候得ハ 、 天朝へ ノ 御申譯 モ被爲 立、 5 奕世 之 宗祀ヲ 存シ、 藩 祖之御 美名 ヲ J 

取 ^ 可 相 成、 秦兩 全、 此ヒ I 事ト存 候、 天 S 所 向、 一 曰 二： 心 之 徒モ、 S 降伏 候へ ハ、 天理 人情 璧之處 、能々 

II 之 度、 |喊名 ヲ受ケ シ會藩 一一 與シ 、闔 雲 力 死生 佝之 ハ 、如何 ナ ル御 心事 一一 モ 候 半哉、 海内 有 數之 御 家 一一 テ 、 

力、 レ：^ 徒 二 ま 、3 ハ S 非 之 良民 ヲ 殺シ 、外 ハ 笑 ヲ萬國 一一 取リ、 徒 一一 祖宗 數 百年 之 社稷 ヲ被 爲棄候 ハ 、實 二  ロ惜キ 次第、 

il  二 候、 一 尺 之 土、 一  介 逢、 雜 天子 之 有 、恩威 拉行 、ノ 天下 之 至 道 -ー 候、 天恩臺 大ナル 、亦 近日 之 f  二 候、 

Mi 責藩 -ー 在テ ハ 、御 親緣之 情、 御 同列 之義、 藝 -ー 於テ モ 霞 儀奉存 候、 何卒 i 御 悔悟 之 看 之 度、 一ラ 不堪 企 望、 是 

亦 某 等、 寡 君 ニ報ス ル所 也、 用捨 去就 ハ貴藩 之 心 二 在リ、 他日、 矢 石 之 間 可 申 承 候、 以上 C  , 

4.1 F  谷  守 部 

. 片 岡健吉 

伴  權 太夫 

盛 之 I 書、？ 之 ヲ米城 二 報告 ス、 初 メ我藩 ノ舊、 道路梗塞 ノ爲メ  二、 上國ノ 形勢 ヲ知 ラス 、量 ク、 所謂 官軍 ナル 者ハ、 

皆藝ノ 囂， ー出テ 、陽-一翁 ヲ假テ 、陰 一一 私利 ヲ營 スル者 也ト、 於是、 一意 一一 西 軍-一 抗ス、 更 一一 天下 ノ霧、 盡ク 王室 一一 

S スレ コトヲ 不知、 土 藩 人 ノ書ヲ 得 ルー 一 及テ、 初 テちー 悔悟 シ、 速 一一 歸順 謝罪 ノ議ニ 及フ、 但仙 臺ハ、 素 ヨリ 奧羽 ノ推シ 

^罜 トス ル所、 且初 ヨリ、 囊 存亡 ヲ共 ニス ルノ堅 約 ニヲ以 テャ、 先 ッ參攻 木 滑 要人、 11 堀 尾 保 助 ヲ疾馳 、仙.^ 
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二 至リ之 ラ議セ シ ム 、廿日、 二人 米 城 ヲ發シ 、廿 三日、 仙領齋 川驛ニ 至リ、 仙 藩ノ執 攻坂英 力、 參政增 S 歴次ニ 面 議ス、 兩人 

大 二 悟リ、 與 二 俱 二 仙 城 二 赴ク、 廿 六日 、執政 石 母田但 馬、 遠 藤 主 税等ヲ 見、 具 一一 吿 二 故 ヲ以テ ス 、 君臣 定議、 歸順ノ 決答ァ 

リ、 乃訣 去ス、 

我 藩、 巳 一一 赛ヲ 得、 心 一一 歸順セ ン ト欲ス ルャ、 竊- 一、 參政市 川 {«: 內及ヒ 杉 山 盛 之進ヲ シテ、 先 ッニ本 松 一一 往キ、 土藩ノ 重臣 ヲ 

候調 シテ、 其情實 ヲ探 ラシ ム、 澤本盛 彌觀導 タリ、 廿 三日、 米 城 ヲ發シ 、間道 微行 シ、 廿五曰 午 時、 一 一本松 二 達ス、 時 一 1 官軍 

大半 會地 -ー攻 入、 在 者 甚寡シ 、土 藩ノ 重臣 ヲ 四索ス ル 二、 閱 トシ テ 一 人 ナシ、 宮 内等大 二 失望、 盛彌、 奔走 周旋 シテ、 參謀渡 

邊淸 左衞門 一一 面 謁セシ ム、 時已 ニ昏 夜、 傍 ヲ侍衞 ナシ、 唯盛彌 在、 參謀 曰、 吾已 一一 朝 職 ヲ辱ス 、公 等 二 對シテ 、正-一 私語 ナカ 

ル へ シ、 竊 一一、 貴藩ノ 王室 ニ惓々 タ ルヲ 聞ャ、 欣躍 一一 不堪、 具 二 衷情 ヲ 吐露 セ ン、 以テ 他日 ノ證 ト爲コ トナ カレ ト、 從容、 

宮内等 力 咨問ス ル所ニ 答ヒ、 且ッ 太政官 日誌 ニ卷ヲ 授ケテ 曰、 朝廷 寬大ノ 意、 之ヲ 以テ證 ト爲ス へ シ、 又宜、 之ヲ 以仙 臺ニ 

視ス へ シト、 高 鍋藩ト 米藩ト ハ 、重婚 媾也、 故 一一 秋 月 右京亮 近 士岩村 虎雄、 坂 田潔ヲ シテ、 密 -1 米 藩へ 使セ シム、 奧羽、 道梗 

ス ルカ 爲 一一、 使命 ヲ通ス ル 不能、 留リテ 二 本 松 二 在リ、 i 呂 S 等 力 至 ルラ幸 トシ、 與ニ俱 二 セン コ トヲ 乞フ、 參謀、 亦 之 ヲ密詢 

ス、 宵 S 等 許 之、 間道 ョ リ 同伴 セリ、 宮內 等、 虎雄 等ヲ シテ、 都装ヲ 變シテ 野様ト ナシ、 且誡テ 曰、 若 誰何 ス ル者ァ ラハ、 謹 勿 

答、 應接 ハ 一 一一 之ヲ予 輩ニ委 セョ、 公 等 西 音 人必之 ヲ怪ム 、道 某 シ テ 一 一本松 藩 斥候、 或ハ 巡邏 ノ兵 一一 逢フ、 n 内 等 一 々 應接 

ス、 幸 無恙、 廿 六日、 杉 山 盛 之 進、 竊ニ、 澤本 盛彌、 高 鍋 ノ兩士 ヲ提挈 シテ、 米澤 一一 至リ、 具-一 參謀ノ 密讖ヲ 宣布 ス、 高 鍋ノ兩 

モ亦、 右京亮 ノ 手書 ヲ呈シ 、速-一 歸順セ ン コ トヲ 促ス、 我藩ノ 君臣、 盆感 悟ス、 仙 藩 一一 使ス ル 兩人モ 亦、 歸來リ 、仙 藩ノ 

君臣 モ、 旣 -1 歸 順-一 诀 答セシ コトヲ 復命 セリ、 君臣 欣躍シ 、國是 え 一一 定ル、 一 藩-一布 令シテ 曰、 春來 道路 梗塞 シテ、 京師 ノ聲 

聞 不通、 以テ 今日 ノ 形勢 二 至ル、 是寡 人ノ罪 也、 千悔無 及、 今 也 城外 一一 屛居シ 、謹愼 待 罪、 汝 群臣、 夫々 寡人ノ 意ヲ體 シテ、 ！ 

同 恭順 セ ョト、 初、 せ；： 內等ノ  二 本 松 二 往復 ス ルャ、 盛彌、 假ニ其 僕 タリ、 終始 其 装ヲ變 セス、 至此、 始テ 衣裳 刀劎ヲ 給シ、 管 待 

.SM チ、 


v"4、 二 本 公 ヨリ 直 一 ー晨| テ、 廿 七日， 仙 城 一一 至リ、 書ヲ 以テ、 執攻坂英 カー 一面 議 セン コトヲ 乞フ、 英カ、 城 中二 宿直 シ 

I スル 不能、 片平 大丞ヲ シテ、 軍 寶ニ於 テ應接 セシム 、宫 内、 日誌 テ產- 一 贈リ、 且 具-一 i  ノ意ヲ 謹ス、 大丞 曰、 再 

妻 >ヲ0 ス、 塞 、近況、 我 藩 モ旣ニ 歸順ニ 謹 セリ、 但未 ター 藩へ 布告 セス、 過日 我 藩へ モ、 熊 本 藩 ヨリ 歸順ノ 周旋 ァリ、 

今 曰、 駒カ嶺 方面へ 使者 ヲ遣 スト 云、 卽席 施設 ノ條件 ヲ約ス 、曰、 兩國 豪、 歸順 スル 也、 仙ノ 重臣、？ 白 石 二 赴キ、 米ノ重 

？、 1 王 寺宫、 其 意ヲ陳 疏シ、 且 奧羽 各藩 ノ 重き 諜及 シ、 一 同 提挈 シテ 謝罪、 各藩 ノ 重臣、 亦 マサニ 疾馬 歸國 

rli 多少 ノ 時日 ヲ費ス 故、 t ヨリ 重臣 ノ使 介ラ 以テ、 一 一本松 方面 ノ 參謀 へ 休 兵ヲ， へ シ ト、 議旣 二 成 

卽む 夕、 仙 J1 冶、 山 田源 六郞、 奠 I 坂 -一 來ル、 誘  1 初メ、 宫ゥ 仙臺ニ 說クャ 、仙ノ 重臣、 已ニ 歸順ヲ 決 

スト 雖、 會-ー li 將 I 和 泉、 陸軍 將松 平太郞 等、 開 陽、 囘天養 靈艘ヲ 以テ、 仙 城-一至 リ、 盛-三本 松 ヲ進擊 P ル， ^ 

菜 ヲ議 ス、 會人 Is  、小 i 爐、 カメ テ之ヲ 贊成ス 、仙人 ils 也、 大囊、 成功 曰 ヲ指テ 可姨也、是 以仙.^ 

Erif ノ己ヲ 責ムル ヲ恐レ 、外、 幕 兵 ノ變ヲ 爲スヲ ，、口、 歸順 ノ 說ヲ發 スルー 一 忍 ヒス 、謹ス 

吉 P  ノ使 r 木 滑、 市 川 等、 画 ヲ仙ニ 勸テ、 仙、 窃 二 之 二 從フ ヲ偵知 ル ャ、 大怒、 乃庄义 白 井 某、 上 山人 增戶某 等 

藤 i 一一  迫リ詰 之、 脅ス 一一 危言 ヲ以テ ス 、 主税、 陣謝 無 之 故 二  、 市 川 之 約 二 背テ 、 I ヲ  一 一 f  、一  r 吏スヲ 

時、 我藩乂  |後 、甘 11、 塵 坂、 曰 S 使ノ 至ルヲ 待、 不至、 九月 朔、 備後、 片山仁 ー郞ト > 馳：" f 城、 

^；: 促ス、 主税 S ル 二、 I 人 等來， ヲ以 テス、 甚タ 難色 ァリ、 備 後勵ス 二 大義 ヲ以ス 、於是 I 

r ンテ、 f ト 共-一同 ク馳セ 、庭 坂 二 赴 カシム、 時-一 米 城 ヨリ 報知 ス、 北 越 方而ノ  I 督霊 重、 旣ー 一新 發田總 へ、 f 

ヲ 呈フ、 1 木 松 方面へ モ、 ま 進呈 ス へ シト、 筑錄兩 使 一一 告ル ニ以 故、 兩使曰 、同盟 以來 建白 ス ル毎 一一、 兩國連署 ス ^ 

H ヨリ 引 報復 來ン、 i 豫 セン コ 

而遣歸 ス 、省 治 ハ 甞テ 、駒 ケ峯 方面 へ 使 シ 、官軍 二 應接 セシ者 也、 
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五日、 筑後、 宫内、 高 鍋 藩 岩 村 虎雄 ヲ同 携シ テ、 間道 一 一本松 へ 微行 シ、 渡 部參謀 へ 使命 ヲ通シ 、休 兵ヲ乞 ン ト欲ス 、參 謀、 寺院 

二 於 テ會面 ァリ、 虎雄、 傻之、 筑後等 曰、 仙、 米兩 藩ハ旣 一一 謝 葬 一一 诀セリ 、唯 各藩 未タ降 意ヲ表 セス、 故 ニ說！ ii 中、 暫ク 休兵ヲ 

願フ、 且仙 使、 謝罪 狀 連署 セ ン 力 爲メ、 途中 ヨリ 引 還 セリ、 往復 ノ 間、^ 豫セ ン コトヲ 乞、 參謀 曰、 諾、 自新ノ 道 ハ在圆 報 効、 

責藩 ノ實 効ハ、 福 島 ノ 各藩 軍 ヲ說？ i シ テ 速 一一 解散 セシメ  、信、 達 兩郡 ヲ 鎮撫 シテ 官軍 ノ至 ルヲ待 一一 ァリ、 忘 編竭カ 不 見 利、 

冀賞者 人臣 之 節 也、^ 別 功罪 銖兩無 遺 者、 朝廷 自有 明鑒、 公 等 夫 之ヲ最 メョ、 又 監察 使吉岡 傳衞ヲ 米澤へ 同伴 セ ン コトヲ 

命ス、 筑後等 皆之ヲ 承諾 ス、 且請 曰、 一 一本松 藩 夙 一一 歸順ノ 志 ァリ、 兼 テ我藩 一一 合 兵ス、 一 同 盡カセ ン ト、 許 之、 筑後等 又 虎雄 

ヲ シ テ 參謀 - 一問 ハシ ム、 過日- ：呂内 等 所 聞 件々 信 一一 然 ル乎、 否將 一一 以テ 口 實ト爲 シ 、諸 藩 ラ說 廳 セン、 參謀曰 信、 初 メ せ n 內 ノ 

仙 藩 二 行ャ、 其 重 KH ト約ス 、白 石 城 一一 於テ 兩藩ノ 重臣 而議 シ、 歸順ヲ 親王 宫へ分 疏シ、 且諸 藩へ 說詭セ ン ト、 仙使ノ 至ルャ 

曾テ 施設 ス ル處ナ シ、 且麥謀 ト約ス ル 期限 ァリ、 ^豫ス へ 力 ラス、 急 二 小 軍 監山田 元 助 ラ白石 二 遣シ、 重臣 新 保 左 馬 之 助 二 

報知 シ 、速 一一 親 王 一一 建白 セシム 、其 仙 城 一一 至ルヲ 聞ャ、 更 一一 參政 小幡源 吾等 ヲシテ 親王 ヲ 追踪 シ テ 面睐 セシム 、提舉 窪 田 源 

右衞門 之-一次 ク、 

初 元 助 白 石 一一 至 ルャ、 親王 旣 一一 去 テ仙城 二 行キ、 左 馬 之 助 モ亦米 城 一一 歸ル、 遂 二親 王ヲ 追躡シ テ仙城 二 至ル、 ^ ^二親 王ハ城 

東ノ 仙岳院 二 寓シ、 仙 臣護衞 之 元 助 至ル、 不得 通、 彷徨 蹰躇 セリ、 源 吾等 至ル 二 及テ亦 仙臣ノ 猜嫌ラ 憚リ、 獨 リ而陳 スルヲ 

欲セ ス、 切-一 仙臣 ヲ促シ テ之ル 分 疏シ、 且 速-一列 藩 二 布告 セ シ ム、 仙 臣途巡 移 日、 十三 日 二 至 リ始テ 列藩 ノ 重臣 ヲ片倉 小 十 

郞ノ宅 二 會シ、 歸降ヲ 督促 ス、 列藩 唯々、 而未タ 親王 ニ白セ ス、 源 吾等 頻 二 之 ヲ促ス 、因テ 伊達 將監 ヲシ テ之ヲ 而陳セ シ ム、 

源 吾等 又、 親王 一一 附屬ス ル我藩 十 平 田 要 ヲシテ 之 ヲ勸メ シム、 親王 兩大然 之、 源 右 衞門至 -ー 及 テ事已 -ー 诀ス、 

十三 日、 大國筑 後、 高山 與太郞 謝罪 寄 ヲニ本 松 ノ麥謀 二 呈ス、 先是、 省 治 ノ國ニ 歸ルャ 、時日 大 二 遷延 ス、 故 二 小 軍 監山田 元 

助 ヲシテ 之 ヲ促ス 、憲監 若 林 宗太之 一一 次ク、 參政小 幡源吾 亦 之 一一 次ク、 且坂蘭 溪等ヲ シ テ 福 島 二 在ルノ 仙士ー  條ト郞 等 二 

告 シメテ 曰、 貴 介 ノ至ル ヲ待ッ 、十一 一日 ヲ期ス 、過 期 不至ハ 寡居 偏 名ヲ以 テ呈セ ン ト、 故 一一 此行 ァリ、 旣 二 シテ 歸ル、 仙 使 益 


m 齋、 富 w 敬 五郎 等 二 一 一本松 ノ 市外 一一 蓬フ、 曰、 兩國 連署 ノ呈書 ヲ蕭シ 來ルト 、筑後 具-一 告 クル 一一 故ヲ以 テス、 仙 使 亦 承諾 

シ、 更 一 一廣 邦 偏 名 ノ副嘗 ヲ參諜 一一 呈ス、 與太郞 引遠シ テ之ヲ 周旋 ス、 先是、 源 吾等 米 城 ヲ發シ 、晨 夜馳セ 九月 九日、 仙 城 二 至 

ル 、 明ョ重 Hifl! 藤 主 税、. K  .2: 主 水 二 逢テ而 議シ、 速 二 謝罪 狀 ヲ呈 セン コトヲ 促ス、 元 助、 宗 太等留 テ仙 城-一 在リ、 日夕 促 之、 

初 メ省治 ノ還報 スルャ 、仙臣 狐疑 不诀、 更ー 一藩 十； 橫田官 平等 ヲ米城 一一 遣テ咨 問ス、 源 吾等 ト道ヲ 異-ー シテ不 相 逢、 源 吾等 至 

ルー ー及テ 國論 大ニ 定ル、 初メ 盆 E 等 ヲ シ テ 兩國 連署 狀 ヲ齋 ラシ テ 行 カシム、 

十 一 一 日 黄昏 ヲ 以テ 仙 城 ラ發シ 、宗太 之 力 先導 タリ、 馳セテ 二 本 松 一一 至ル 、後期 旣 二 一  日。 

〇 

臣 齊 恐 惶頓首 泣 血 奉 歎願 候、 今般 會津御 征討 ノ砌、 名分 順逆 ヲ誤リ 、於 出先 家 來共抗 官軍、 奉惱 宸襟候 段 恐懼 至極、 臣 

子ノ分 不^立、 先非 悔悟、 今更 何共 可 奉 申 上様 モ無 御座 候 次第、 臣乍 不肖 モ素 ヨリ 奉抗敵 朝廷 候存意 ハ 毛頭 無 御座 候 得 

共、 全 ク遠境 隔絕ノ 僻 土 一一  罷在、 春來 天下 ノ 事情 形勢 モ 一 々承知 不仕、 多 恐 モ厚キ 慮 ノ旨モ 具 一一 不 奉伺、 遂 一一 右 樣ノ事 

件 二 立 至リ、 舉竞 E 兼テ 指揮 不行屆 ヨリ 所 致-一 テ 、如何 一一 モ重々 奉 恐 人 候 次第 一一 付、 此上 ハ 本 城  一一 在 候 モ 茶 奉 恐 入 候閒、 

速 二 城外 へ 退去 謹愼 恭順 罷在、 卽チ 出張 ノ 隊長 舉謀之 lei ハ 嚴敷 謹愼申 付、 奉 仰 朝 裁、 擧闔藩 誓 天地 勤 王 ノ外他 志 無 御 

座 候、 就 テハ同 gul ノ 列藩へ モ 早速 降伏 謝罪 爲仕 候樣、 說得盡 力 仕 S 能 在 候閒、 悔悟 謝罪 之 藩々 一 同 御 寬典ノ 御 處置被 成 下 候 

樣、！ r 萬 死 偏  >ー 奉 歎願 候、 誠 惶誠恐 謹言。 

九月  藤 原齊憲 

北征日 誌 

上 杉 茂 憲家記 

〇 尋テ齊 憲兵 ヲ發シ テ福島 ヲ定ム 、十五 日 ノ條ヲ 參看ス へ シ、 按ス ル 一一、 齊憲、 越後 口 總督ノ 軍門 二 降 リシ ハ、 本 月 四日 

二 在リ、 尋テ其 子 茂憲、 總督 一一 新發田 二 謁シ罪 ヲ謝ス 、二十日 二 至リ、 總督、 齊憲 父子 ニ命シ テ 東京 一一 至ラ シム、 事ハ 越後 

ロ戰 記ニ詳 カナリ、 慶邦モ 亦 十五 日 ラ以テ 平 潟 ロ總督 二 降ル。 
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十九 年 十二月 二十 五日 掌 記 豐 原資 淸 築 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 八 明治 元年 九月 六日  ニニ 一 
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復古 外 記 稿本 

白 河口 戰 記 第 九 Si 治 元年 丸 "卡. iiw 

九月 七日、 督府、 若松 ノ諸 軍ヲ 戒飭 シテ、 濫 一一 役夫 ヲ 使用 シ、 貨物 ヲ 各地 二 運搬 スルヲ 禁ス。 

重荷 之 私物 ヲ 兵器 ト稱シ 、夫卒 等 召使 候 儀 不相成 段ハ、 兼テ 法度 モ有之 事 一一 候處、 頃日 二 至リ、 白 川 其 外 へ 格別 之 荷物、 軍 

夫 ヲル又 シ 差遣 候 向 モ有之 哉 二 相 聞、 以 ノ外ノ 次第 一一 候、 右 ハ 畢竟、 下輩 之 仕業 ハ 爲差 知事 一一 候 得 共、 專 軍令 之 不行届 一一 相當 

リ候條 、此 後手 食 人 運送 ノ外、 當所 ョ リ 諸方 へ 荷物 運送 不相成 候 間、 屹度 於 列藩 此段相 心得、 下々 -ー 至 ル迄 心得 違 無 之樣、 

取締 有 之 度、 仍テ此 旨 申入 候 也" 

九 e: 七日  會 津在陴 參  謀 

各藩 隊長 中 51 薩 

〇 山 內豐範 家 記 一一 云、 九月 七 曰、 會 津在陴 伊地知 、板お 一 兩參謀 ヨリ 布令 ァ リ、 藍 シ此時 一一 至リ、 人心 稍 ャ忘慢 ヲ生シ 、貨財 二 

心ヲ 移シ、 リ 二分 取 ト稱シ 、種々 品物 ヲ白 ：！： 諸處 へ 輸送 ス ル者 不少、 故 一一 此令 ヲ發ス ルナ リ C 

〇 是 ョ リ先、 府中 藩、 M、 其 別邑長 沼驛、 賊中 二 陷 ル ヲ以テ 、兵；^、 千 ヲ白河 二 出シテ 進止ヲ 取ル、 

督府、 命 シテ、 長 沼驛ヲ 警守セ シム、 是日、 之ヲ福 良、 原、 赤 井 三驛ニ 差遣 シ、 肥 前、 忍、 壬 生 三 藩 

兵ト俱 一一 、之 ヲ守ラ シム、 尋テ、 更令 シテ、 福 良、 原 一 ー驛ノ 兵ヲ勢 至堂驛 一一 移ス。 

長 沼 藩 銑隊 上下 六 拾 人 . 


右、 長 警衞、 被 仰 付 候 事 C  C 

r,  總督府 參  0 

i  J  松 平 賴策家 記 

〇 木條、 達 書ノ日 ヲ佚ス C 

oil  -ー  云、 播奪 領分、 奧州垂 表 ハ 至テ S  -ー  有 之、 靠表 ョ リ 人 雷 張 仕 8 尸 、 防 i 力 モ 行蠢 心 g 仕忙 

處、 皮ノ  I 々及 切. r 會津藩 ヨリ 品々 强談モ 御座 候 上 ニテ、 終 二八 月 十日 夜、 右 藩 人 數操込 二相 成、 素 ヨリ 可 相 防 カハ無 

之、 家來之 者陴星 1 能 在、 彼 -ー 使 f 被致 勢 -ー 御座 候處， 左 樣相成候 テ ハ 、深 奉恐 入 候 儀 二 付、 讓長 I 置. 引拂、 近 村 

へ 立 t  、右 ハ 不容易 場合 一一 立 至 リ候ュ 付、 在所 表 有 合 之 人數、 乍 小 II 出、 白 川 表 一一 テ、 御 總督府 ハ モ御屆 仕 候處、 三 

囊 へ 人 數差 出 可 申 旨、 御 霞宣候 -ー 付、 S 同所 へ 需候 得共、 一 體、 垂之儀 ハ 、會 津領 へ 相 靈候內 二 モ 、領 S 至 堂 

きハ 、白リ ヨリ 之 本道 嶮隘之 土地、 會津領 境 一一 御座 候處、 右ラ差 置、 三春 へ 人數差 向候テ ハ 、領中 傍 觀仕候 形 一一 テ 民人 動お 

之處 モ 心配 仕 候 -ー 付、 S 成 ハ 、領內 へ SS. 優、 一 一本松 御出靈 I 方 へ 串 i 處、 御 通 -ー 相 成、 長 ii 

間、 棚 倉 表 ヨリ 直-一 、長 沼 陣屋 へ 繰 込 候。 

〇 本日 達 書 

舊" ヨリ 若松 へ 之 道路、 人民 秦、 官軍 往來 ■ 手 支、 去月 廿 九日、 左 之藩々出|成候 處、 去 四日 夜、 賊簾、 赤 井兩驛 

ヲ ？<シ 候 由、 右ハ 專ラ、 ion 軍 之 注 來ヲ妨 候 趣意 ト相見 候條、 左 之驛々 貳拾人 宛、 急速 出張、 諸事 最前 ヨリ 出張 之 藩へ、 相談 

取 計 可 有 之 事。 

.  .  白 川口 參  謀 

長 沼 出張 府中 藩 隊長 壬 生 藩 出張 福良驛 

肥 前 藩 出張 原 驛 忍 藩 出張 赤井驛 
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復 古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 八日  ニニ 

〇 石 岡 藩 記 二 云， 九月 七日、 白 河口 參謀方 ョ リ 、福 良、 原、 赤 井三驛 へ 分隊 出兵、 最前 ョ リ御固 之 各藩 へ 申 合 候 樣御達 -ー 付、 

人 數指出 候處、 猶又 九日 御達替 -1 テ、 福 良、 原兩驛 出張 之 分隊 引揚、 勢 至堂驛 一 手 二 テ相 固、 赤 井 驛ハ是 迄 之 通 出兵 罷在& 

八日、 督府、 尾 張 藩兵ノ 若松, 一 在 ル者ヲ 、白 河、 原、 三代 三 驛ニ差 f ス。 

〇 德 川篛宜 家譜-一 云、 九月 八日、 瀧澤ロ 出張 兵隊 之 2 十 人、 原驛 へ、 二十 人 三代 驛へ 出張、 其餘ハ 都テ、 白 川 表 一一 進軍 ス へ キ 

ノ旨ヲ 以テ、 林武 綱、 士  n 田 有 政、 島澤德 易、 田 邊常武 、水 野次 重 等、 同 十 一 日白 川 二 著陣、 津畲 &恕、 原驛 へ、 ェ原久 次、 三 t 驛 

へ轉 陴ス。 

〇 若松 城外 ノ贼、 路 ヲ 分 テ 飯 寺 村 ヲ襲フ 、官軍、 邀 へ擊 テ之ヲ 破ル。 

〇 鎭將府 日誌 中 村 利 秋戰報 二 云、 九月 八. 日朝、 飯 寺 村宿陴 へ 、長 岡、 會兩 藩ノ賊 四百 人餘、 六 字 比 -ー 不意 -ー 襲來、 中津、 今 治 

之 番兵 ラ 打破 リ、 長 岡賊、 宿 陴へ打 入、 烈シ ク防戰 仕 候處、 九 字 一一 至 リ悉賊 敗走、 宇都 宮 手へ 長 岡賊 打取 生 捕 都合 三十 人餘、 

右 ノ内生 怖 十三 人、 内 一 人 重臣 ノ由、 山本帶 刀、 右 一 人 パ 越後 口 ョ リ打入 候人數 へ 引渡 シ、 彼方 一一 於テ 斬首 申 付、 其 他モ同 

〇慶應出軍戰狀 一一 云、 加 治 木 一 小隊、 I 村 一一 宿陣、 九月 八 曰、 城 中-賊徒 及 ヒ 長岡肅 山本帶 刀主將 一一 テ 、 南北 双方 ョ リ襲 

來 イタ シ， 暫時 砲戰甚 敷、 終 二 右 帶刀外 土 二人、 宇都 宮手 一一 テ生 柿、 於 當隊モ 數十人 討 取、 殘喊 追拂、 手 負 一 人。 ||£、 

〇 奧平昌 邁家記 二 云、 九月 六 日、 飯 寺 新 K へ 轉陣 * 同所 南 ノ方 松原， 一 見張 相 構、 宇都 宮藩 ト 相 固 候處、 同 八 日、 乘 I &^、 喊徒 

襲來及 苦戦 候 内、 薩藩、 宇都 宫 藩應援 -1 テ、 間モ無 之打拂 申- M。 

〇戶田 忠友家 記 -1 云、 九月 八日、 朝 四ッ時 前、 飯 寺 村 陣所南 之 方 ョ リ 、賊徒 俄 一一 襲來候 ， 一 付、 中 津藩竝 弊 藩 番兵 一一 テ 、暫き ほ 

防候 內、 諸隊應援 、津川 之 方 へ 追討 候處、 賊徒狼塁亂 -ー 及 候、 msMMM^^fisss.  $ 

十 i! 人、 jffi 械 十 銃 四 隊人通 討 取 十一 一人 G  ) 


〇|興朝 家 記 二 云、 九月 八 日朝 八 字 過、 賊、 I 村 ニ來、 二方 ヨリ 發砲シ テ戰ヲ 挑ム、 弊 藩 人 數持 口 テ 9  、 答 砲 シ テ遂 

二 打破 リ、 成 ン根爆 トナル へ キ福永 村ヲ、 薩藩ト 議シ、 火 ヲ放チ 、兵ヲ 揚ク。 

〇 久 松定| 記 -ー 云、 弊 藩 人数、 九月 六 曰、 I 村 へ 移陣、 同 八 曰、 朝 五 時 頃、 朝霧 高 シ、 賊四五 丈 許 SI へ 襲來、 館 

林！ *«ト 巾 合 、烈敷 及戰爭 候處、 直-一 賊 潰走 仕 候。 

2aw1 云、 九月 六日、 曰 光 街道 本城ノ 通路 ハ、 薩藩 コレヲ 守ル、 對城ノ 地ハ我 藩是ラ 守ル、 越後 ロハ、 宇都 真 ヲ 守ル、 

日光 口、、 J,^ 、中 津等是 ヲ守ル 、八 曰、 朝霧-一 乘シ、 賊 四百 人餘、 薩及 宇都 宫ノ戍 所へ 襲來、 我 一 小隊 ヲ出 シテ 應援ス 败、 

轉環 シーア 我 戌 所 一一 來ル、 應援ノ 軍 逆 擊シ、 夾テ コ レ ヲ破ル 、是 役、 宇都 宫 一一 テ獲囊 衆シ、 長 岡 重臣 山 木 帶刀渡 ナ^。， 者 之^  一 ^ 

i ス ル 二 、長 岡 藩 四百 人、 若松 城ノ西 一 - 一三 里、 高 田村ノ 屯所 ヨリ、 城 中 二 入 ラント シ テ ヌ也手 負 一人 士吉成 松 次郎、 

S 若^ 記 -ー 云、 t  A 曰、 I  士中組 木本 慎 iiiv 田 中 直 江、 I 佐 伯、 li  、、半 臂民 治、 一 謹擊 I 平 右衞 門き、 

北 村 直 5女部 井彥之 助、 其 他 井上 哲作、 渡邊榮 次郞、 兵隊 辊役化 山 量 進、 長 岡 藩 山 本 帶刀隊 、都合 四百 餘人 、檢原 か 

等 ヨリ 高 BE  二 引 I 營セシ 力、 城 南ノ霊 塞 ルノ聞 有ルニ 付、 I 村 屯集ノ 敏ヲ掃攘 シ、 粮道ヲ 開クへ キノ 策 ュぉシ 

前 5 一更、 高 田 ヲ發シ 潜行、 本 鄉村ノ 脇、 大川ノ 上流 ヲ涉リ 、黎明、 ーノ堪 村-一達 ス、 木本 I、 丸 山 5 進、 先達 チ隊ヲ 引：：、 

ー堰村 一一 入ル 二、 兵隊 頗ル 多ク橫 行シ、 彼我 ヲ不辨 、互 ニ大ニ 疑フ、 旣ー 一村 W 一一  入 ルー 一、 我 藩 一一 逢 テ初テ 心 定リ、 其 ヨリ^" 

寧 將ノ營 全： 吐キ、 共粮ヲ 食ス、 此頃、 雨頻リ 降ル、 且領寺 追撃 ノコ トヲ 達シ、 後援 ヲ乞ト 雖モ、 陣將ハ 他-一策 有ヲ 南行、 爱ヲ 

難援、 必ス勝 戰セョ ト云テ 別ル、 故 二 諸 隊決戰 ラ約シ 、五ッ 時 頃 、遊撃隊 ハ柳 土手 ノ方ョ リ、 井上 哲作兵 ハ 中道 德 久方 ョ リ 

木 本隊、 長 岡 兵、 辊役丸 山 等 川 一一 沿 テ下リ 、蟻ナ シ ノ宫ノ 方 ヨリ、 戰酣ナ ル トキ、 彼カ橫 ヲ打ッ へ キ約ニ テ發シ 、木 本隊、 長兩 

兵、 旣 二 潜行、 蟻 無ノ宫 一一 至リ、 嚴シ ク發砲 スレハ 、中 津、 今治ノ 番兵、 應戰 スト 雖モ、 敲 シ難ク 敗走 ス、 木 本隊、 直 二 進テ脑 

壁ヲ乘 取、 長 岡 兵、 土手-一 付 テ撗ヲ 打チ、 大ヒ 一一 勢ヲ 得、 餓寺近 ク進ミ 迫リ、 頻 リニ 砲 戦-一 及ヒ シカ、 宇都 一呂、 館お 薩州 其..^ 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 八日  一二 一六 

諸 藩 ノ應援 、大 ヒニ來 リ戰フ 、此畔 、杉 浦 手 負、 其餘兵 士  ノ 死傷 多 ク 、遂 二 衆寡 敵 セス シーア ニノ 堪 村- 1 引 揚ク、 途中、 義集隊 

組頭 樋ロ久 馬、 赤 羽 能 勝、 應援 トシ テ兵 ヲ率ヒ テ出シ 力、 力 敏セス 、再戦 ヲ計ル 一一 若 力 ス ト、 共 二 引 揚ク、 此時、 お 澤隊モ Is?. 

ヒ、 除 長 傷キ、 榮 次郞戰 死シ、 一 ノ堰村 一一 引 揚ルコ ト能ハ ス、 城 中-一 引揚ケ タリ、 

又 云、 九 七 曰、 佐 川 氏 建策 曰、 潜 兵 南、 出 敵 不意、 奪 其 糧食 彈藥資 、之以 大擧攘 敵、 議已诀 、乃 白 公、 初夜 率 小 野 田. 鈴 木、 武 

井、 長 谷川、 三 坂 砲兵 諸隊、 啣枚發 出 南 町 口、 休 一 堪、 遇 赤 羽 能 勝、 坂 平 三郞ー 一兵 除、 夜已 明、 八日、 木本、 相澤、 渡 部 等 諸隊、 自 

西來會 之、 佐 川 氏 命 木本 等 諸隊、 令 進擊飯 寺、 而我師 不利、 還 到 面 川、 佐 川氏授 方略、 勸勵 諸隊、 戌 一 堰、 乃傳令 曰、 小 野 nz 、鈴 

木 ニ隊、 渡 大川自 本鄉向 大內、 餘諸隊 與陣將 同 過、 小 M  、桑原、 小 出 等 諸 村、 出 大內、 各道拉 進、 夾攻敏 、此 曰、 宿 小體， き、 淸.， -、 

柳澤ー 一子 自城 中來、 達 公 命 於 佐 川 氏、 廿日、 桃 澤彥次 郞來告 、降 和 已成。 

〇 長 岡 藩 記-一 云、 大隊 長 山本帶 刀、 銃士 隊長 倉澤彌 五兵 衞、 銑卒 隊長 千 本木 林吉、 雨宮敬 一郎 ノ三 小隊、 九月 朔曰 、奥州 高 m 

村へ 移陣ス 、同 八日、 朝 第 七 時 頃、 飯 寺 村 へ 進撃 ス 、會津 、右方 ョ リ進ミ 、我 兵、 左方 ヨリ シテ 、以テ 挾擊ヲ 期ス、 此日、 陰 霧 冥 

漠、 彼我 辨セス 、右方、 會兵旣 二 敗退 ス ルヲ 不覺. 我 兵 直進、 適々 官軍 ノ園地 一一 陷リ、 士卒 驚 IH: 漠散、 今 其 死 處ヲ， 二 セ スト 

雖 トモ、 前後 戰 沒スル 者、 或ハ柿 ハレ テ死ニ 就 クト云 者、 四十 g4 纏 fylss 腿 §2 画 ItiKr 

ss、s\5*ff£p£l:J.ft 島 省 1; お jffi 五 f;,5 居、 35、 内. 之 助、 祌戸菊 五郎、 能 勢 彥太郞 、中 川 音 三郞、 寺 S! 左衞 門、 大平 

ドエ^! fit 沐.^ 太郞 隊外 士分 永戶九 sfi 門 山 本慶山 大隊 長 山 本 帶刀家 來渡邊 豹吉、 新與源 次、 銃卒德 E 愛作く 山お 辰 1^ ま H% 橋 g 斜、 


小 林喜久 蔵、   i  I  Ji-I  -5.=./ ョ  プ-ぺ 

穴渾 十三 郞、 

〇 慶應兵 謀秘錄 -ー 云、 九 e: 八 日 、長 岡 藩、 水府脫 藩、 囘天隊 、別傳 習、 中津、 今 治 之 番兵 所ヲ 打破 リ、 突 戰稍暫 ク、 終 二 味方 高 

田へ： g, 退ク 此 利落ハ 從是 前、 ル官兵 衞ナル 者ヲ將 トシ テ、 人 數五百 人 ヲァタ へテ、 敏ラ 進撃 セシム 、前 、宰 fl; 公、 嗜^ 

ノ士ヲ 延見シ 、酒 及 ヒ餅ヲ 賜ヒ、 涕泣シ テ之 ニ謂テ 曰、 孤城 ラ以テ 天下 ノ兵ラ 抗シ、 旬餘 不能 拔者、 汝等 忠勇 ノ致 所、 然共亊 

已ニ则 二 至ル、 汝等ノ 诀戰ラ 煩ス、 衆、 涕泣敢 テ仰キ 見 ルナ シ， 已ニ シテ、 慷慨 感奮 シテ、 誓テ對 曰、 臣等、 君 B^M 沐谷ス ル 一 


日 一一 アラス、 今日 ノ事、 敵ヲ裹 殺シ、 殊功 ヲ奏セ サレハ 、生テ 再 ヒ此城 ニ歸ラ シ、 君臣 嗚咽 相 泣、 黎明、 結束 陣ヲ整 へ テ進 

ム、 猛烈 山 ノ崩ル 、 力 如ク、 潮 ノ湧ク 力 如シ、 虎奔龍 躍、 嚴敷 進撃 連 發ス、 敏、 壁 一一 據テ 應戰、 我 兵 堅キヲ 敗リ、 屍 ヲ越テ 進ム、 

敵 辟易 ス、 依テ大 ニ勝ヲ 得ルト 雖モ、 一 時抗戰 スルヲ 以テ、 我 兵 亦 死傷 、 過當ー 一 百 人、 佐 川 官兵衞 、其 分爭 スへカ ラサル ヲ 

以テ、 高 田 邸へ 引、 南西 ノ 地へ 陴取ル 、再 ヒ大內 村 之 方へ 出 陴ス、 戰フ每 二 勝利 ヲ得、 此高田 村ハ、 城下 ヲ去ル 事 三 里 計、 一 

ッノ大 村落 也。 

〇 結 草 逢！ f& ま、 杉 一一 云、 九月 六 曰 拂曉、 逆 瀨川ヲ 發， 諸 隊萵田 一一 至ル、 七 曰. 結 義兵 隊來ル 、軍議 ノ上、 諜者 ヲ遣ス 

大八鄉 村 及 ヒ 本鄉驛 一一 尸 敏少々 、 川 向 飯 寺 村 一一 多 人 數屯棠 ノ由ヲ 報ス、 乃チ大 八鄕及 ヒ 本鄕ヲ 破リ、 飯 寺 村 一一 進撃、 直 二 

陴營 ヲ占ム へ シ、 若シ敗 ヲ取ラ ハ 、 一 ノ堰村 へ 退ク へ シ ト 決議 シ、 兵ヲー 一道 二 分チ、 福 永 村 裏手 ョ リ 先鋒 結 城隊、 一 一 陴相澤 

隊、 三 陴我木 本隊、 後 陴長岡 藩 山 本、 11  、五此 十 人人 數計、 凡テ 本道 ヨリ 萱野參 政 及 ヒ茂原 白 虎 、遊撃 ノ兩隊 、本鄕 山 ニ陣ス へ シト 

約シ 、一 一更 進 發ス、 大八鄕 、本鄕 ニ至ル 二、 敏 一名 モア ルコ トナシ 、依 テ宗頫 町村 ョ リ導 者ヲ命 シ 、川ヲ 步渡ス 、八日、 味^ 

ーノ堰 iE  二 至レハ 、凡 ソ六七 百 名 計、 黑 ミ渡テ 南行 ス ルヲ 見ル、 敲ナ ルカ 我軍ナ ルカ ヲ知 ラス、 頗ル 痛苦 ス 圈ンャ 、我 佐 

川陣將 南出セ ラル 、ナリ 、陴將 、卽チ 村 二 來リ、 酒 ヲ斟テ 別ル、 結義、 相 澤ノ兩 隊ハ、 疾 ク德久 村へ 11、 十 飯丁寺# 出張、 我隊ノ 

延滞 ヲ咎ム 、我隊 朝食 ヲ喫シ 、直 二 飯 寺 正面 二 向フ、 霧 深 フシ テ知 ル能ハ ス、 故 二十 分 進 得テ、 敏ノ 胸壁 正面 ヨリ、 附屬木 田 

四郞 手、 左 リ橫儀 無 祠ノ方 ヨリ、 本隊 S 衝 鋒隊、 齊ク發 砲、 烟ノ下 ヨリ 自ヌヲ 揮 ヒ跳リ 入ル、 敵忽チ 敗走 ス、 分 柿 等 許多ナ 

リ、 直  一 i テ上領 寺 一一 人ル、 暫 クシ テ、 敵 大軍來 リ援ク 、我 兵 奮 戰ス、 然 リト雖 トモ 、死傷 叉 多シ、 加 フル 一一 、予、 薄手 ヲ負フ 

衆寡 支 へ 難ク、 燥打シ テ退キ ニノ 堰村 一一 據ル 、此時 、結 義隊、 相澤隊 、我 ヲ援 ハス、 後、 進 擊シテ 敗 ス、、 夜、 f s^f ハ i 逸 一^ t 

p^.^^  i 村 へ 退ク、 死 四 人、 謹 isf 八慯七 人。 謹 ssailIrK 

鉄藏、 美 軒、 P 藏、 

九 日 、 總督、 明日 ヲ以テ 二 本 松 一一 赴 カン トス、 因 リテ、 秋 田 映季ニ 命シテ 、其 封疆ヲ 嚴守 セシム 
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秋 田 万 之 助へ 

正 親 町中 將殿. 明 卜 日、 一 一本松 表 へ 御 進軍 -ー 就テ ハ 、領内 萬 端 取締 向、 此上嚴 重 二 可 致 旨 可 申達、 此 段被爲 命 候 事。 

白 川口 總督府 參  謀 

三春 藩 記 

十 曰、 總督、 三春 ヲ發シ 、一 一本松 二 抵ル、 

〇 陣中 日誌 二 云、 九月 十日、 三春 城 御 出馬、 卯 刻 過、！ 一本松 御 著、 行列 左 二、 

了  j„、 岡 藩 近習 岡 藩 

御使番 阿 州 兵隊 御 旗 配 逸 御 騎馬 執事 御牽馬 執事 騎馬 肇宫同 會計方 同 御 使番同 

pf^ 岡 藩 近習 岡 藩 

佐 久山同 古河 藩 同 阿 州 兵 除 以下 略 之。 

〇 蜂 須賀茂 韶家記 二 云、 九月 十日、 蜂 須賀美 作、 梯 津守隊 共、 正 親 町 殿御 守衞ト シ テ、 三春 表 ヨリ、 一 一本松 表 へ 繰 込 候 事。 

〇 是 ヨリ 先、 若松 城外 ノ賊、 北方、 細 ほ、 二 高田繊 S  、- 一等 二分 據シ、 城 內ト犄 角 シテ、 以テ 官軍 ヲ拒 厶、 

是 一一 於テ、 越後 口 官軍、 兵 ヲ分チ 、一 ハ 北方 一一 赴キ、 一 ハ高田  一 I 向フ、 是日、 越後 口 軍 監藤村 紫 

朗、 翡 や 肥 三宮義 胤、 I 請ゃ薩 摩、 長 門、 越 前、 高 田、 小 倉、 松 代、 府中、， 佐 土 原 八 藩兵ヲ 率キ テ、 

若松 一一 至ル、 督府、 乃チ、 本道 ノ諸軍 二 令 シテ、 其 守 地 ヲ分タ シム、 尋テ、 大垣、 大垣 新田 二 藩 兵 

モ亦 至ル。 

〇 若松 ノ諸 軍へ 達 書 

北陸 道 之 官軍、 今日 ョ リ 往々 、當地 著 陴相成 候 -1 付テ ハ 、持 場 口々 相 定迄之 間、 宿陴之 儀、 是迄 在留 之 各藩 へ 相談 可 相 成 候 


丞間、 可成 丈、 陣所取 縮メ、 暫時 互 -ー 便 用 相 成 候 樣有之 度 候 事。 

g し ト日  .  會 津在陣 參  謀 

辰リ月 4 日  岡 山 藩 記 

土 持 左 平 太 手記 

〇 太政宫 日誌、 三宮 義^、 藤 村 紫 朗戰報 二 云、 九月 十日、 十 小隊 餘、 若松 城下 二 繰 込、 取 リ敢へ ス 、城ノ 東北 二 ト陣ス C 

〇 慶應 出軍 戰狀 -ー 云、 九月 ト曰、 各藩 整列、 十四 番隊爲 先鋒、 若松 城下 -ー 著陴、 四番 大砲 隊、 天 奪 口 方 へ 出兵、 十 一 曰、 七番 

隊、 外 城 二番 隊、 城下へ 著陣。  ズ ^ 

〇 戊已. ^紀 略-一 云、 九月 七日、 振武 五番 隊、 薩兵ト 若松 城下-一至 ル、 十日、 奇兵、 三番、 匹 番隊、 振武、 三番、 四 番隊、 報國隊 

等、 若松 城下 二 入ル、 白 河口 官軍、 巳 二 城 ノー： 面 二 迫ル、 賊、 一 ハ高田 二 據リ、 一 ハ 北方-一 據リ、 城中ト 三方 椅角 シテ、 以テ官 

ヲ； R ム ◦ 

〇 松 平茂昭 家譜-一 云、 若松 城下へ ハ 、九月 十日、 五番 遊 轚隊繰 入、 其餘、 渡 邊隼太 隊ハ勝 方 村、 武曾 權左衞 門隊ハ 、青木 村、 林 

藤 五郞隊 ハ 山 崎 二 出張、 專ラ致 進撃、 追々 若松 へ 進入 C  , 

〇 神な 政： M 家 記 一一 云、 津 川口 ヨリ 繰 込 候 竹 田 十 左 衞門隊 、九月 十日、 坂下驛 ヨリ 會津 城下 へ 進ヌ 

〇 小 iil- 一  云、 九月 九 曰、 三 溝 市 右衞門 手下 一 小隊 ラ分チ 、布施 濟右衞 門ラ副 トシ、 坂 下 二  f  、又 進テ 若松 本道、 

及 じ 鹽川閒 道 ヲ分チ 守ル、 先是 、東 山道 ノ 官軍、 巳 一一 進テ 賊城ヲ 圍ム數 重、 而シ テ賊、 城外 數所 一一 分 屯シ、 出 沒困鬪 或" 間 

ヲ伺ヒ 寸閻ヲ 劫掠 ス、 是ヲ 以テ、 薩州、 長 州、 越 前、 高 田 諸 藩、 及 ヒ我藩 各 一 小隊 ヲ遣リ 、其 防禦 一一 備フ、 十日、 味 突、 三 溝 市 右 

衞門ー 小隊、 長 州 二 小隊、 越 前 遊撃隊、 高 田 竹 田隊、 松 代 大砲 隊ト、 齊進テ 城-一 傅ク、 先鋒 各藩 環攻、 砲 聲絕へ ス、 我 i  &r 

松 代 藩 ト其間 二 陴シ、 晝夜 巡邏、 其 守備 ヲ嚴 ニス。  ， 

〇 眞田幸 民家 記 一一 云、 i 堅ラ ィ フル 砲 一 一門、 ® 四 斤 半 施條砲 一 門 尸 、九月 玄、 若松 城下 へ 入、 士 一  曰、 城 ノ 東南 卵 U 上 へ 

砲臺 築造、 薩州、 肥 州、 大村藩 大砲 ト 共-一、 城 內へ致 打 放 候。 
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復古 外 記 白 河口 戦記 第 九 明治 元年 九月 十日  二三 〇 

〇 島 津忠寬 家 記-一 云、 一 一番 砲隊、 同 銑隊、 六 番銑隊 、九月 九日、 津川ヲ 發シ、 翌 十日、 會津へ 著ス、 同 十一 一日 夜、 一 番隊等 二 代 

テ、 六日 町街ノ 攻ロヲ マ モル。 

〇 戶田氏 共 家 記 二 云、 弊 藩人數 、九月 卜 六日、 塔 寺 宿 へ 繰 込、 翌十 七日、 若松 城 へ 進軍、 兼テ白 河口 ョ リ相進 居候 弊 藩 人數ト 

合 丘ハ、 卽日、 持 褐ヲ相 固 申 候。 

〇 戶 田 氏 良家 記 -ー 云、 弊 藩 竝宗藩 人數、 津川驛 へ 相 進、 九月 十七 日、 會津 城下 へ 著、 兼テ白 河口 ョ リ相速 居候 宗藩人 數ト合 

除、 卽日ョ リ持場 相^ 申： -。 

〇 泣血錄 -ー 云、 九月 初、 瀧澤之 敗、 會兵 €i 鮮、 四 境 之 守、 還 救 城下、 於是、 西 軍、 東 自白 川口、 西自 八十 里 越、 I 間お 蓋 J ^自律 川口、 

南自 日光 口、 四面 螺聚 、園 若松 數重、 攻擊日 盆 急、 城兵 僅 不満 四千、 粮仗又 乏絕、 而 決死 奮戰、 數出惱 敵、 西 軍 以數倍 之 衆、 攻 

園！  s: 、遂 不能 拔也。 

〇ts- テ越 後口  iB 軍、 北 高 田 ノ賊ヲ 擊テ、 之 ヲ破ル 事ハ、 越後 口 戦記 一一 詳 カナリ。 

〇 丹 波長 國、 其 臣日野 和 美 まヲ 軍門 一一 遣シ、 備前藩 兵 一一 因 リテ、 罪ヲ謝 シ降ヲ 乞フ、 l、-p 國， 一、 

，翌日、 督府、 長國 二命シ テ、 本 藩 一一 謹慎 セ シメ、 藩兵ヲ シ テ、 歸順 ノ實効 ヲ立テ シ ム 、長國 、乃 

チ 兵 f f ス， 力 ヲ福島 二 出 シテ、 王事 二 勤厶、 尋テ 、督府 命 シ テ 、兵 I ル ヲ 佐 原 村 二 出 サシメ  、守 山 

藩 兵 ヲ シ テ、 長國ヲ 監守 セシメ  、其 臣隸ー 1 ロ俸ヲ 給ス。 

歎願 書、  ■ 

今般、 私儀、 名分 順逆 ヲ誤リ 、奧羽 各藩 同盟 仕、 奉抗 ion 軍、 終 一 1 土地 人民 ヲ失ヒ 、何共 可 奉 申 上様 無 御座、 深 奉 恐 入 候、 上 杉 

彈正 儀ハ、 同盟 最寄之 儀 -ー 付、 一 先米澤 表へ 罷越 候處、 同藩 ヨリ 厚 キ教盧 之 程奉傳 承、 恐愕 至極 奉存 候、 素 ヨリ 奉抗敵 朝 


I 存き、 毛頭 無御座候 得 共、 置 之 儀 ハ 、全 ク遠境 之 僻 土  二 S 、春 *r 天下 之 事情 モ隔 絕仕リ 、恐 レ多モ 、厚キ 叙 直 

程； 、具-一 不 奉伺、 一 |行違 ヨリ、 終 二 今日 之 仕儀 -ー 立 至 候 段、 誠 -ー 以奉恐 入、 先 M 悟 仕 候、 隨テ ハ 兵器 S 指 上、 舊領 

寺院へ 逢リ、 恭 il 在、 15 迄、 I 霸申 付、 奉 仰 I 度、 雲 i 、此上 尸 、 御 I 之 御 盡被成 下篇、 

^二 奉 歎願 候、 誠 恐誠惶 謹言。  トミー，」」、 

丹 波 左 穿 

メ  0  鎮將府 日誌 

丹 羽 長 裕家記 

。ト 一 日 達 書 

日 野 源 太左衞 門へ 

秦 歎願 之 趣、 委細被遊 御 聞屆 候、 就テ ハ 、卽 今秦効 相 立 候樣可 致. 依 之、 0 御沙汰 候迄 之 間、 銃器 ハ 其 許 へ 御 預ケ、 

左 京 儀 ハ 、葡領 寺院 へ 謹 愼可罷 在 旨 可 相 達、 此段被 命 候 事。 

但、 器械 彈藥 目錄可 差お 候 事、  、t, 

L 1  白 川口 總督府 參 

プ F  鎮 將；. ^日 誌 

丹 羽 長 裕家記 

e 一  ： 本 I 主 丹 羽秦3 リ. 別 I 藝、 f  SI 所 へ 雷 候 二 付、 111 衞門、 f  ||、1| 之 趣、 

ii さ 上、 右  一 11^.,.^* 達 置 候、 尤、 先達 御 布 靈 、器械 彈藥 取揚、 本人、 東京 へ 謹 可 仕 尸 0 一一  候 得 共、 何 バス 

卽今 一人-一 テモ 人用ノ 兵隊 rgrf 其 運 ヒ 一一 尸 難相 成、 且、 秦儀 パ 、昨 夏，以 來 大病、 追々 I ノ方 一一 候 得 共、 全快 ト申 

0  二 モ無之 趣 一一 付、 器械 ノ儀、 只今 取揚 ハ易ク 候へ トモ 、謹 相 立 候 モ 、指 當リ、 器械 無 之候テ ハ 不相叶 候 間、 貧議之 上、， 

暫預置 候、 是 ハ 段々 情 實モ有 之、 米 藩ト共 一一 賊徒 防禦 之 爲メ、 福 島 逢 へ 出張 仕 居候 越 二 候。 £、 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 叨治 元年 九月 十 口  ニー 一二 一 

九.^ 十一 一 ^0  公  董 

大總督 府參謀 御中 舰 g 紘& 

〇 岡 山 藩 記 -ー 云、 一 一本松 » 藩 之 儀 ハ 、兼 テ御移 合 モ有之 候處、 九 0: 九日、 ts、 氷 露石當 藩警衞 所 へ 、 舊藩 家老 日 野 源 太 左 

衞門、 側 用人 梅 原、 剛 太左衞 門、 和 田 一 同 二 テ！ 能 趣、 主人 左 京 歎願 書 差 出 候 付、 训 f;f 取、 參謀所 へ 差 出 候 C 

〇 戊辰 事情 槪 二 云、 九 ni: 五： n 、大 國筑 後、 市川宫 s; 、間道 一 一本松 二 微行 シ、 渡 邊參謀 へ 使命 ヲ通 シ、 且請テ 曰、 一 一本松 藩、 夙 

二 歸順 ノ志ァ リ、 兼 テ我藩 一一 合 兵 ス ， 一 同 命说 力 セ ン ト許 之、 時 一一 一 一本松 藩、 旣 一一 我藩ノ 誘掖ヲ 得、 速 -ー 備前藩 一一 倚賴シ 、謝罪 

狀ヲ參 諜 一一 呈ス、 參謀受 之、 梅 原 某ヲー ： 本 松 -ー 留メ、 備前 藩ヲシ テ之ヲ 監護 セ シ ム。 

〇丹羽長裕家記ーー云、八月三日、長國、^1<澤藩ーー 入ル、八月、上杉氏ノ懇諭ヲ聞キ、始テ、西軍ノ眞ーー 王師 タ ル コトヲ 知リ、 

畏縮 シ テ 手足 ヲ措ク 處ナク 、謹テ 降伏 ス 、長國 、重病 ミ ッ 力 ラ 軍門 二 出 ル能ハ ス 、重臣 日 野 源 太 左衞門 二 兩士  ||%| 剛 f  、 

ヲ添ヒ 、二 本 松. M 陴 fl 除 二 侬テ、 白 河口 總督府 II 殿ぶ tis へ、 11 銜 大門 村 #接1 一封 ノ欵 願書 ヲ f  、時 二 戊辰 九月 十 

曰 ナリ、 

同.：' 一 日、 一 一本松 宿 陴參謀 局へ 進 達 書寫、 

今般、 左 京大 夫、 先非 悔 1^5 仕、 謝罪 降伏 奉 歎願 候 上 尸 、是 迄、 福 島最寄 へ 出兵 爲致置 候銑士 共、 速 -ー 引揚、 謹慎 可 申 付 候處、 

同所 -ー 罷在候 故、 慕ほ拉 -ー 奧羽 各藩 合併 之 兵隊、 此度於 米 澤藩說 得 解 丘 ハ爲致 候 一一 付、 不慮 之 變動難 計、 侬之、 米澤藩 ョ リ 

委細 申 上 候 通、 福 S 表 へ 指 出 置 候 兵 ± 、其 儘 差 置、 庭 坂 宿 へ 謹 愼申付 置 候、 丘 ハ隊之 内 四 小隊、 咋卜 日、 同處 へ 出張 爲致候 g 

.S. 來候 間、 此段御 届 申 上 候、 御 聞 置 可 被 下 候、 以上。 

九 n;  1 一日  丹 羽 左 京大 夫家來 日 野 源 太 左衞門 

同一 一十 日、 一 一本松-射 陴參謀 局へ 進 達 書寫、 

左 京大 夫 儀、 今日 常 所 大隣寺 へ 到 著 仕、 謹 愼罷在 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 


同一 


九月せ n 

日、 福 島參 謀 局 ヨリ 御 達 書寫、 


丹 羽 左 京大 夫 家来 和 田 


丹 羽 家 


監 


察 


帶刀 取揚候 上、 處置可 致 旨 御 口 


右、 佐 原 村 へ 出張 可 有 之 事。 

九 月 

丹 羽 家 長官 中 

右 ハ 此度、 會津 降伏 二 付、 同所 -ー 罷在候 故、 慕 兵 追々 落 去 候 -ー 付、 嚴重 取締、 降伏 之 モ . 

i  - 一寸、 、虔セ 嫁 長 羽疾之 助、 一 小隊 差配 候 事  . 

"：; 曰 一木 i 城 0 重 r 羽 丹 波 總括 トシ テ、 I 一 小隊 引卒、 會囊 i 籠 在 候處、 ま rdi 

、米； i  取、戰 可 謹 旨、 蒙 御讓 二 付、 同 十九 日、 兵隊 不殘、 米澤 城下 . Is ョ リ 一 一本松 表 へ a 

一本松 I 戮局 ョ リ、 出兵 一一 無 之 モ ノ  、 戎器、 相 納候樣 御 達 一一 付、 和 田 一 持 參、 無滯引渡 申 候 事、 

巨 錄寫 

一 西洋 小銃 四百 五 拾 七 挺 但、 ハ トロン 》^ 萬 貳千五 百發分 

一 和 小銃 百 三 拾貳铤 但、 早 合 貳百五 拾發分 

一 弓 五 張 一 槍 参 拾 五 筋 一長 刀 拾贰振 

J^^^l. 11 日 野 ま 左衞門 印き 

Itll 一一  於テ 、霸 纖候處、 藝衞ト シ テ守山 藩、 本日 ョ リ 同所 門內 へ s^a 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十一 日 • 十 二日  二三 g 

福 島 表出 兵 二 付、 高 松 藩 交代、 同 六日 ョ リ重テ 守 山 藩 交代、 

十月 三日、 一 ；本松 {li 陴會 計局ョ リ、 重臣 御 呼 出 被 渡 候 御 達 書、 

丹 羽 左 京大 夫 家來 四千 百 人 

右 之 者 共、 當分之 5:、 一人 一一 付、 一 曰 白米 七 合 宛 被 下 候 間、 一 一本松 近在 村々 二 オイ テ、 賄 方 申 付、 追テ當 呔收納 ヲ以、 差 引 

可 申 候 事。 

^十月  會計局 印 

三春 藩 

右 之 通 御 達 -ー 相 成 候處、 行 違 -ー モ候 哉、 玄米 二 テ七合 宛、 御 渡 -ー 相 成 候 事、 

h 一  月. I 七日、 舊ー 一本松 藩 ヨリ、 會津表 へ 出 陴罷在 候 面々 、米澤 表 へ 謹 1 能 在 候處、 此度、 舊領 へ 引取、 謹慎 罷在候 樣蒙御 達 

候 事" 

〇 松 平 喜德家 記-一 云、 十旦 二日、 一 一本松 丹 羽 左 京謹愼 中、 監察 守 衞被仰 付、 出 一  小隊々 長 以下 八 4 '一 一人。 

〇 卜 月 七 曰-一至 リ、 督府、 藩 兵 ノ福島 及 ヒ佐原 村 一一 在ル 者ヲシ テ、 本 藩 一一 謹慎 セ シメ、 十三 曰、 長國 一一 命シ テ、 東京， 一至 ラ 

シ ム、 兩條ヲ 參看ス へ シ C 

十 一 日、 大總 督府、 斥候 險？ S 、及 ヒ高松 藩兵忙 S 、ヲ 、一 一本松 一一 差遣 ス 。辣藝 

十二 日、 諸路ノ 官軍、 旣ー I 若检 一一 會ス、 是二 於テ、 督府、 諸軍ヲ 部署 シ、 明日 ヲ以テ 、若松 城ヲ攻 

メシ厶 、期 二 至リ、 雨 ヲ以テ 果サス 、爲 一一 一 曰ヲ 延フ。 

明. H 二日 ヨリ、 天氣 次第、 賊城致 砲擊候 二 付、 尙又 口々 持 場 念 入 警衞可 有 之、 尤瀧澤 口、 越後 ロ等爲 應援、 佐 土 原 一 一 小隊 被 

差分 候 間、 是又御 心得 可 被 給 候、 以上、」  , 


, 會 津在陴 參  諜 

九月，：' 二日 

各藩 隊長 衆 |§ 

〇 

一 明 十三 日、 天氣 次第、 城 攻-ー 付、 八 字 揃 之 事、 

一日 光 口人 數之內 ヨリ、 三百 位、 河原 口 迄 出張、 但、 夫 ヨリ 進撃 無用、 

一 識訪社 之 跡ハ、 大垣、 長 州、 土 州 ヨリ 取卷、 致 砲發候 害、 

一 砲發ハ 、山上 之 砲 聲相圖 二 打 出 候 箸、 但、 大砲 挺-一 付、 彈藥 a 拾發ッ 、。  一 

. ] . 二 ョ淺野 長  - 

九月 づニ 日 勳家記 

今 ^  一 i 一  城, i 撃 I、 取 ±相成| 共、 明 十四 曰、 天氣 次第、 一 同讓秦 I 候、 左 候テ、 刻限| 手配 等 秦ハ、 

事 昨日 相定 候通タ ル へ ク候條 、此段 御 達 申 進 候 也" 

IP オ^ 會 津在陴 參  謀 

各藩 隊長 衆  • 

明い 四日、 長 州、 大垣之 人 I 出シ、 謂 ヨリ 早 目 可 相 成 二 付、 越後 口 持 場 受取 方 之 儀、 尙 又兩 藩へ 引合、 受取 刻賺 談合 可 

被 致 候、 以上。  £i 

し ， 三 コ  會 津在陴 參  謀 

九月 V 三日  同お 

備前接 彥根 M 隊長 衆麵 ii 

十三 日、 大總 督府、 姊川某 8缺 ヲ以テ 、白 河口 總督 府參謀 補助 ト爲ス 。 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十 四日  ニー 一  一 六 

姊 川榮藏 

正 親 町中 將 、奥州 出張 中、 可 爲暴謀 補助 御沙汰 候 事。 

,L  g 東征 總 

プ- 月督 記 

〇 督府、 贼兵、 三 斗 小屋 村 一一 突出 スルノ 虞 アル ヲ以 テ、 尾 張 藩 兵 ノ白河 二 在 ル者ヲ 分テ、 越 堀 

驛ニ 差遣 シ、 黑羽 藩-一 應援セ シメ、 三春 藩ヲ シテ、 兵 や 千 ヲ中山 口 一一  出 サシム 、尋テ 、三春 藩 兵、 

進テ 若松 二 至ル。  • 

〇 德 川義宜 家譜 二 云、 九月 十二 日 、賊徒、 三 斗 小屋 へ？^ 來ン トス 、黑羽 藩應援 トシ テ、 越 堀驛へ 出張 ス へ キノ  g ラ以テ 、林武 

綱、 田 邊常武 、新 野 守 恒等ノ 兵、 出張 警衞ス C 

〇 

三春 藩 兵隊 五十人 

右、 中 山 街道へ 出兵 可 有 之 旨、 被 命 候 事： 

九月 十三 日  參  謀 

.  Ill 春 藩 記 

〇 三春 藩 記 -ー 云、 會津 御進擊 二 付、 九月 十六 ：n、 一  小隊、 別 二 大砲 隊附 出張、 同廿 二日、 若松へ 著陴。 

十四日、 諸路ノ 官軍、 相 合シテ 若松 城 ヲ攻厶 、藤 原 ロノ 官軍 ハ、 其 西方 河原 町 口 一一  赴キ、 石 筵 口、 

勢 至 堂 ロノ 軍ハ 、其 東北 諸 ロー 一向 ヒ、 越後 ロノ 軍ハ、 其 西南 飯 寺 村 一一 陣シ、 以テ高 田 ノ賊ヲ 防 

キ、 銃礮 15 驅リ、 三面 齊シク 城 一一 傅ク、 賊兵、 各處出 拒キ、 殊死シ テ戰フ 、旣ニ シテ、 河原 町、 融 


, , :、、lMi  X  -1 '枝 方お 郭內 1 北、 ノ城ヲ 跛リ、 其 泡墩ヲ 奪フ、 賊、 走テ內 

1 寺、 林 寺、 大町諸 ロノ 官軍 合 擊シテ 諫訪山 隅-一 在 リノ  《石_  t  ，、あ 

ス、 西南 諸 ロノ 賊、 顧、、、 テ之 ヲ視、 零 ヲ棄テ i ス、 官軍、 遂ュ 西南 ノ外 f 奪 是 

ヨリ、 攻 戰殆 ト虚日 ナシ。 く ，，，1 ーテ！ 、日光 口人 數ハま 山 口、 可 原町 口、 南口 ヨリ 打 入、 引績キ 

〇i 府 I 中 村 利 秋 戰報 二 云、 九月 卜 四日 八 ，ユア 攻城 日光 口人？  In  .h^ 

城 €： 四方 取 切 押 詰、 晝夜 番兵 防戦。  ト も I  , ナ、 S 良 n  ノ  g- 、ぶきす 原註 1  城ノ 西、 二 出張、 

郭 ラ奪ヒ f 後 2^  ,-1 访 、直  一 si 寸、 娃林 寺兩 口 ヨリ 進 擊シ、 I 社 ノ賊ヲ 擴ヒ、 I 一一 外郭 ヲ奪ノ 軍 

-ン テ戰フ 、時 一一 長兵 1 小隊 計、 我 持 場 大町ロ 一一  來云、 I 地 一一 據 リ防戰 フ ル ヲ以テ 正而！ 于 i0c  , 

き "、rL 出 ント、 乃チ、 守 地 ヲ開ク 、長 兵進テ 右二 出テ、 I 社ノ 左、 賊 ノ橫ヲ 發射ス 賊 大キ 

願" 貝 1ノ 土 0^  、長 "、卒 二  |、^南諸 口  ノ賊、 I 顧テ i ス 、 西南 ノ 外郭 門、 ，直 ハ ノ有ト 成リ、 

い？ I  レ、 天 t 口  ノ  ha へ ハ 、朝轰 I 來 シ 、 一 時 1、 城 西戰始 ビル ユリ：：、 

賊ノ 往来 ヲ通ル 僅 東南 ノ 。 天 利口 「 ： ー 、成コ I 成..， 肖 iHai ヲ t シ、 殆ト 咫尺 ヲ不辨 、城 中ノ 困苦 實ニ可 思 

敗 レテ城 二 入ル、 終夜、 薩、 肥ノ持 場、 砲聲止 マス 此ノ 日坡 中城タ r 煙 ダ 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十四日  二三，、 

同 十五 日、 今日 亦 大砲 攻撃 ヲ始 ム" 

〇 大坑藩 記-一 云、 八月 廿 三日、 會 城へ 討 人、 奮激 城 ヲ攻ル ト雖モ 、一 時 ノカ戰 二 ハ難及 候 二 付、 四方 ノ 出口 ヲ 各藩 持 固メ、 諸 

道ノ宫 軍入來 ル ヲ待テ 、衆 直擧テ 攻擊可 致ト、 會津 市中 一一 屯 營罷在 候、 然處、 九月 十日 迄 一一 、諸道 ノ 官軍 打 入 ，  一 W 成、 各藩 合 

まつ ン候 間、 同 十 g 曰 八 字 ヨリ、 各藩 擧テ 攻城 可致ノ 旨、 前夜 參謀隶 ヨリ 御内 達 御座 候、 依 之、 長州ュ ^ 弊 藩つ 桂林 寺 邊持場 

之 儀 一一 付、 其 儘 同所 ヨリ 討 入 可 申、 尤、 賊 兵、 右 桂林 寺ロ邊 一一 胸壁 ヲ築 立、 社ノ森 ヲ小循 -ー 取テ、 多人數 防禦 致 居候 樣子 

故、 桂お 寺ロヲ 正兵 トシ テ向ヒ 、大町 口 ヨリ 奇兵 トシ テ橫擊 可 致ト、 兩藩 軍議 ノ上、 前算 ヲ設ケ 置、 彌、 當日八 字 ヨリ、 右ノ 

^ 桂林 寺 口 ヨリ 進 擊致シ 、大小 砲 烈敷打 立、 一 時-一 突進 致 シ候虛 、敵モ 小銃 ヲ以テ 防 戰,^ シ 居候 折 柄、 兩藩ノ 分隊、 大町ロ 

ヨリ 土手 ヲ傳ヒ 、不意-一 賊 中へ 衝入候 間、 賊ハ大 一一 度 ヲ失ヒ 、識 訪社ノ 森へ 引返 申 候、 猶、 森ノ 脇、 河原 町 門 ヨリ、 日光 ロノ 

裏 モ 討 入 、賊ノ 左右 ヲ夾擊 一一 及ヒ 膜-一 付、 大 一一 狼 狠散亂 シテ、 多 ハー 一郭 内 へ 逃込丰 候、 夫 ョ リ 、其邊 ノ 地形-一 ョッ テ 、城 中 

一一 向ヒ 胸壁 ヲ築 立、 桂林 寺 口 ョ リ 河原 町 口 逢 マ テ、 總テ 三ッノ 小路 有 之 候ラ、 長 州 i 孤 弊 藩 一一 テ持 固メ、 十四、 十五 曰、 無間斷 

大砲 ヲ以テ 、城門 矢 貧 等ヲ打 立、 四方 各藩 一一 テ嚴敷 周 園シ、 城 中 へ 打 入 へ ク勢ヒ -I テ罷在 候、 十四 曰、 死 一 x>m#pi 


〇 慶應 出軍 戰狀  >  一 云、 私領 一 番隊、 一 ；番隊 、加 治 木 一 小 除、 四番 大砲 隊、 九月 十四日、 總 攻城 ノ節、 河原 町 口 ヨリ 攻掛、 須鬼 -二 

賧 防 戰ノ臺 場数 ケ所乘 取、 尙進テ 南 城門 間近 ク討 入、 直チ 二 假臺場 ヲ築キ 、書 ー夜{ 寸戰 イタ シ 居候 、戦死 一 一人、 ||.^5%」| 

米 良 、手 負 三人、^ 擁 田 本 府七番 除、 十四 番除、 天 寧 寺 □ 出兵、 大砲 攻 二 テ烈敷 砲撃、 手 負 一 人、 

彥プ 十五 曰、 十六 曰-一 ハ、 諸方 堅 場 ヨリ 大砲 ヲ以、 總攻之 軍議 一一 付、 右 兩曰之 間、 別テ手 繁ク發 砲シ、 大砲 五門 之 内、 一 日 

二 一門 ヨリ、 百 發位ッ 、放射 イタ シ、 一同 嚴敷攻 立 候、 然共、 城 中 動 靜之程 モ不相 分 候 付、 晝夜無 間斷、 發砲 イタ シ 居候。 

〇 淺野長 磨 家 記 -ー 云、 火 月 十四日、 八 字 描 二 テ 、各藩 一 同、 若松 城攻入 二 付、 弊 藩 兵隊 ハ 深 川 村 ョ リ進 車、 、町 京 町 口  / 攻入、 

稍 苦戦、 遂 - 一外 れ. 原 町 口 城門 乘取、 郭內識 訪通迄 攻擊、 同所 持 口 守 衞罷在 申 候、 同日、 賊從 死^ 多分 有 之、 賊首 三級 打取 申 


〇 戊已征 戰紀 略 ^4 九月 十四日、 臺齊シ ク城ラ 攻メ、 疊 ヲ築テ 內城 -ー 逼 ル 、我 兵、 i^f0^^^^ 


賊、 急迫 短 兵 接 鬪ス、 終 二 之 ヲ掃ヒ 、賊ヲ 殺 スコ上 二十 餘、 是 ヨリ 賊、 城 ヲ出ル コトヲ 得ス、 死 二人、 ギ 傷八ノ 平、 柳 

代 孫 市、 £s 百 g 、矢 野 政 平、 齊藤小 i< 谪; 奇兵 三、 四 番隊、 振武 三、 四 番隊、 報 國隊、 若松 城 南 ノ飯寺 村 ヲ守リ 、高 田 口 ヲ防ク 

ssi 麵"^ Hnis, ほ： ^ はほ^ H は！ ぽ S 


處ョ リ、4.^ 門內 へ 辟易、 土手 胸壁 間 ヨリ 手 强ク相 防 候 付、 何 レ モ激戰 、手ヲ 碎候處 ヨリ、 五 時 一一 至リ、 賊、 狼 li 付 

直亲、 S 墨藝 望、 城內 a リ 大小 銑 打懸、 互 -ー 及 砲戰候末、 城際ョ リ 一 一三 丁、  i 通 小路 へ 貴 詰、 謹 固 儀 二 御座 候、 

戰死 一 人、 1$^  、手 負 四 人、 i^slsfii^  1 

十五 曰 If 曰 夜 之 砲 戰需斷 、同ズ 曰、 不明 iii 、死 一 一人、 iif:? 一  <に 

戰 二 テ、 i 人、 i 纖蠻 8 謹- 手負ー 一は 人 ：i3fg ま" 纖ド 

. よ，， 5..  ：,^、 え，^,^. IF  、まき i.l3、 き 巧. - 口田.： 目 一郎、 E 中 源 次、 徒 橋 本忠九 柳"： y.,l^」、fァt:^I^:廿ニ曰以來白河、 


口 ヨリ 4sg」 逢擊、 所々 一一 オイ テ 、賊徒 凡百 七十 人 餘討取 候 C  .  ；, t 

一一  一一  付、 越後 口  11 樣 ト ノ 座 候 得 

寸ぽ場 ^ -ァ 、iil 訪社 接近 之 場所 故、 兵 |ー退| 一一  在、 兵隊 II ー不 2 然； は、 長， 1  い；； ぎ" M は 

せ ハ^ 申達" 一手 ハ米澤 口 警戍爲致、 一 手 ヲ以テ 、西 面 河原 町お 烏 橋 通 ヨリ、 議之響 相 計、 融通 寺 口 通リへ f シ 

I 擊 二 相？、 同 f リモ 乘込、 融 通寺ロ門關|  、諸 藩諸| 人中 候、 同 f リ、 |通リ 大手 通リ 之 $f 持 場 二 

テ、 屯戌攻 I シ居丰 候、 死 一 人 tsif  If 一人。 iii 隱讓 i 勝  ま  一 SI 

〇 井伊 蠢議 -ー 云 、音 十四 曰、 八 字 ヨリ 賊城讓 二 付、 弊 藩 分隊 人數、 桂林 寺 口  、融通 寺 ロ等ョ リ、 議 一 同 進入 仕 g 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九お 十四日  二三 九 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十四日  二 四 〇 

贼烈敷 防 戰致候 得 共 、急速 進鬪、 終 -ー 外郭 乘取、 十一 一字 頃 止戰仕 候、 其 節、 戦死 三人. 鎮^ §pf 旅サ S 職 軍 助 hii. 傷 一 人： 截 

今村彥 

Li 良 

〇 奧平昌 邁家記 -ー 云、 九 e: 卜 四日、 總 軍城攻 -ー 付、 薩藩 大砲 隊ト 一 同、 荒神 社 邊迄相 進、 其 夜、 木場 ト申所 へ 轉陴仕 候、 同 十 

£ 日、 會城 南門 天神 橋 口 へ 見張 相 構、 館 林、 今 治、 人吉、 弊 藩 申 合 相 固、 同 十六 日、 城 南門 ヨリ 賊兵 出入 之 者 有 之 -ー 付、 天； t 橋 

迄 弊 藩 相 進、 打拂申 候。 

〇 戶田忠 友 家 記 二 云、 九月 十四日、 各藩 諸道 ヨリ 若松 城 へ 攻掛リ 候 -ー 付、 弊 藩 七 小隊 1§ 大砲 一 一門、 夫々 分配、 河原 W 外兩道 

ヨリ 相 進ミ、 賊陴ヲ 打拂、 直 二 城内へ 打 入、 本丸 ヨリ 變町餘 、東南 之 方へ 兵隊 ヲ敷キ 、持 口 相 堅 メ宿陴 仕 候、 死 三人、 署 

德原段 六、 九 番隊銃 卒小湊 熊 g 三，、 0  二番 隊统兵 竹內泰 次郎， 山 本 多 美 七， 八 

六、 八番 隊附屬 鳥居 横 太郞、 § 一 ニノ 番隊 嚮導 上田 佐輔、 佐 輔後遂 -I 死ス、 

〇 秋 元 興 朝家 記-一 云、 九月 十四日、 八 字 揃、 河原 町 口へ 進擊、 御 指揮 一一 從ヒ、 砲車 一 門、 三 小隊、 一 一 / 郭ロ、 花畑 口 へ 繰 込 ノ處、 

南 町 口 ヨリ 賊ノ出 勢ヲ壓 トシ テ繰 替ル、 之-一因 テ、 地 利 ニ侬リ 胸壁 ヲ設ケ 、砲車 ヲ 据、 警衞 ス 。 

〇 島 津忠寬 家 記-一 云、 一 番隊、 四 番隊、 九月 十四日、 三 曰 町 口へ 轉シ、 此ノ 日、 大砲 ヲ以 テ城ヲ 攻ム、 一 番、 三番 砲 隊モ發 砲ス、 

十 is 一、 H 六番銑 隊竝砲 一 門、 瀧澤ロ へ 備フ、 一 一番 銑隊、 同 砲 一 門、 越後 口 へ 出張、 鎩訪 ノ森ノ 砲 臺攻擊 二 付、 砲隊進 テ砲戰 

シ、 遂 一一 備前 等ノ兵 ト、 瞰訪ノ 砲臺ヲ 奪ヒ、 進 テ陣ス 、夜、 一 一番 ニハ番 銑隊、 天 寧 寺 口へ 轉シ、 銑 砲兵 放 擊ス、 慯ー 一人、 gl 

Ifn 後 3*;-、 同 十六 日、 一 一番 砲隊、 同 鋭 除、 天 寧 寺 二 於テ賊 ト砲戰 、戦死 一 人 CJgi- 

〇 久松定 弘家記 二 云、 九 s 十四日、 薩 州四番 大砲 隊、 中津、 館 林、 弊 藩、 會城 打入ノ 談合 二 テ、 城 ヨリ 東、 觀音堂 前 ヨリ 相 進、 

杉 ノ森ト 唱フ處 二 宿陣仕 候、 其 他、 探リ打 二 均 シキ發 砲、 且 見張 所 等 相 構 候 儀 モ有之 候。 

〇 大村純 § 一家 記 -ー 云、 九月 十四日、 弊 藩 、藤 州、 鍋 島、 松 代 一 同、 天 寧 寺 山 ヨリ、 終日 城 中 へ 砲擊、 賊徒 ヨリ モ發 砲" 

〇 相 良 賴基家 記 -1 云、 九月 十四日、 總軍 攻城 -1 付、 肥 州 ト合シ 、柳 原 口 ョ リ進擊 、河原 ロラ 打破 リ、 籠訪通 - 一至 リ、 大砲 護丘ハ 


トシ テ、 巴？ r ト 胸壁ヲ 守リ、 終夜 發放仕 申 候、 同 十五 日、 中津、 今 治、 館 林ト川 e ヲ固メ 候 様、 軍監 ヨリ 指揮 有 之 E 守 衞罷在 

申 候 Q 

〇 黑羽藩 記 二 云、 九月 十四日、 諸 軍、 席 卷シテ 城郭 ヲ攻、 我 藩、 河原 町 口 ヨリ 進ム、 門外 二 戰フ、 又 大手 ロノ 長、 大垣 等ノ諸 i 

識設 ノ森ヲ S テ、 町-原 町 ロヲ撗 擊ス、 因テ、 我 力 力 ヲ用ヒ ス シテ 克ヲ得 タリ， 是 ヨリ 内 城 ヲ攻ム 、我 大砲 一 一 ドハ 城 ノ酉カ 

' ■  C  、，5> -,, -,,  >-o 一番 小隊 長 高 橋 直 理、 安藤 

-1 當ル、 歩 軍 ハ坤カ ヲ攻ム 戰死ニ人 ぉ^^ぽ^^鮮ぉぎーづ郞、 

〇 大田原 勝 淸家記 -ー 云、 九月 七日、 弊 藩， 幕 之內村 へ 轉陴仕 候、 其 後數日 休戦、 十三 日 -ー 至、 明 十四日、 總軍 進撃 攻城 之 令、 詰 

合 參謀中 ヨリ 達-一 付、 刖當 日辰ノ 刻、 藝藩 兵隊 へ 合併、 材木 町 口 ョ リ 進軍、 河原 ロ郭外 一一 テ暫 砲戰、 遂 一一 郭内 へ 擊入、 良久 爭 

戰、 然ル處 、追々 昏黑- 一 及、 諸 軍 戰畢候 -ー 付、 猶叉郭 外 迄 引揚、 番兵 手 負 一 人、 §2、 同 十六 曰 迄、 同所 二 屯 軍 罷在忙 

〇 立 花 鑑寛家 記 -ー 云、 九月. r 五日、 本 藩 之 大砲 隊、 肥 前、 薩州 一 同、 大砲 二 テ、 日夜 若松 攻城。 

〇l>„^u 道戰記 一一 云、 八月 一 "一十三 曰、 官軍、 若松 へ 討入テ ョ リ以來 、攻撃 ハ暫ク 相 止メ、 諸道 ノ 官軍 討 入ルヲ 相竣、 其 ノ上ニ  一一 ノ 

大擧 二 攻擊可 致ト、 各市 中 ュ 入 テ宿陴 致 候、 之 二 由テ、 四方 ノロ々 二 ハ 壘壁ヲ 築キ、 各藩 ヨリ シテ 保持 致タ シ候處 、賊徒 折 

折 來壟ニ 及 候 得 共、 官軍 一度 モ破ル 、事 無ク、 來ル 毎ニ悉 ク打拂 候、 然ル中 一一、 諸道 ノ 官軍 追々 入 來リ、 若松 城外 大軍ト 相 

成 候 間、 參謀方 ノ計議  一 I 出テ、 九月 十四日- 1 ハ、 早朝 ヨリ 攻擊可 致ト、 各藩へ 達 シ相成 候、 其攻 ロハ、 西 河原 町 ロヲ、 日光 街 

道 及 越後 街道 ヨリ 人 候 兵 二 テ 懸リ、 東天 寧 寺 口 ハ、 勢 至 堂 道 ヨリ 入ル兵 二 テ 懸リ、 北方 ノ數ロ ハ 、 東 山道 ト 海路 トノ兵 二 

テ懸リ 、南 一 方 ハ 、故 ト不攻 懸候箦 也、 彌 十四日 ハ 、朝 五ッ時 ヨリ 及 攻撃 候、 然 ル -ー 、 吾 藩ハ長 藩ト共 二  、 桂林 寺 口 ョ リ討入 

ノ害ュ へ 、二 藩 ノ兵ヲ 分テ、 大町 ロヨ リモ擊 入テ、 左右 相援ケ テ攻立 候、 此時、 吾 ニ藩ノ 打立ル 大小 砲ハ、 雨 ノ如ク 一一 有 之 

又 戎-ー 於 テモ、 烈シク 放 テ防戰 致 シ候得 共、 遂 一一 打破 リ、 四 ッ時前 一一 桂林 寺 口へ 乘入 候、 因テ、 識訪 社ノ逢 一一 又壘ヲ 築キ、 二 

ノ 丸へ 向 テ礮擊 ニ及ヒ 候、 此社邊 ヨリ ニノ 丸へ ハ 、八丁 餘有之 候閒、 數百ノ 礮丸ヲ 打 込 候 得 共、 城 中 可弱ト モ 不ポ^ 候 此 

日、 娃林寺 口  二 テ討取 ノ賊ハ 十五 六 人、 夫 ヨリ 以後 ハ 、晝夜 一 フ 丸へ 向 テ礮擊 二 及 候處、 城 中 ヨリ モ同シ ク 放發シ テ、 防戰 

度 古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十四日  二 四 一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十四日  二 四 二 

致シ候 C 

〇 伊集院 兼寬 手記-一 云、 九月 十五 日、 十六 日、 諸方 ノ  ioc 軍 ト議シ 、砲 五十 門、 一 門 五十 發ヲ 約シ 、砲撃 一 ー晝 夜、 然共、 城 中お 然 

タル モノ  、如シ 、故-一 猶砲擊 連日、 攻城 益 嚴ナリ C 

〇 若松 記-一 云、 九 e: 十四日、 朝卯ノ 刻下 リ、 寄 手 之 諸 丘ハ、 材木 町 柳 土手，.， 方 ヨリ 、鯨波 聲ヲ 揚ケ、 河原 町、 融通 寺 町、 兩郭門 ュ 

向 テ嚴シ ク發 砲ス、 我 力 守兵 頻リ 一一 防戰、 激烈 ノ戰 ナリ シ 力 、桂林 寺 口  ノ 方-一 モ、 數百人 進 ミ來リ 、堀 岸 一一 付 テ烈シ ク發砲 

ス、 我 兵 有 賀隊防 戰セシ 一一 、寄 手 叉 三 ノ丁上 ヨリ 進 來リ、 頻リ 二 發砲シ 、ニノ  丁  二 出テ、 我兵ノ 背後 ヲ襲フ 勢 有 故 二  、三ノ  丁 

桂林 寺 通 角 一一 番兵 ス ル 石山 鄕右 衞門以 下、 急迫 ノ旨ヲ 、！ g 訪社 境内 、隊長 ノ本營 -ー告 ル暇ナ クシ テ、 ニノ  丁-一  引 tel ケ、 御 観 

ノ角ニ テ防 戰ス、 故  一一、 土手 一一 防禦 ス ル  一 二 ニノ 胸壁 ノ輩、 背後-一 叉敏ヲ 受ケ、 不能 戰、 不殘 諭訪社 境内 一一 引 揚ク、 此頃、 河 

原 町 口、 融通 寺 町 ロノ 我 兵、 遂 二 不能 防、 城 中 二 引 揚ケル 、米 代  一 ノ丁ニ 出張、 總督シ タル 田 中 源 之 進 モ 引揚、 城 中 一一 入ル、 

故 二 敲進ミ 來リ、 桂林 寺 ロヨ リモ進 人シ、 原 田 邸 ノ西溝 中 一一 伏シ、 諭 訪社ノ 四方 ヨリ、 烈シク 發砲ス 、有 賀隊 、遊撃隊 噴リ苦 

戰 ス ト雖、 衆寡 敏 セス、 敏ノ统 力、 雨 ノ降ル ヨリ 甚シ ク、 死慯頗 ル 多 シ 、故 一一 、小島 理兵衞 奮激 指揮 シ 、圍中 ラ出テ 、ニノ  丁 £ 

瀨都邊 一一 テ、 短 兵 ヲ以テ 戰ヒ、 切拔テ 散々 一一 ナリ、 城 中 一一 引 揚ケル 、敲、 進 テ郭内 二 入リ、 本丸 ヨリー 町餘 東南 ノ 方へ 、兵隊 

ヲ敷、 特ロヲ 固メ宿 陴ス、 同 曰、 小 田 山上 ョ リ薩、 鍋 島、 松 代、 大村、 終 曰 城 中 一一 巨礙發 下ス、 其數 幾千 一一 及ト 云、 彈カ 一 堆ヲ 

ナセリ 、死 1 一十 一 人、 有 ％>y^v 麕 rgtfi-?^s2s 逸 之 、部 fif ネ德之 助、 si 小左衞 門、 岡 村慶之 助、 小 田 切 

g  、  七. 片桥バ 太 八 麻 田 兵 永 本傳治 づぉ多 門 片 1； 祐藏齋 藤 信 八、 福田武 八-林 忠吾、 佐 藤 新 .¥ 、あ g 紋， 之 ％ 

は、 之 慯 トー 一人 o《i 镜； 助； 山村ぶ 膀、 佐 藤 新 十郎、 加 藤 松 五郎、 矢島恒 一一 一郎、 鈴 木 又 三郎、 水 野 

5?」 安部井 彦之助 お-一- リ 之 進 松 田 一一 一郎 治、 伊藤 直 治、 北 村 直衞、 畑 盛 蔵、 國府左 臉 、盛 ^べん 舒  一一？ 死？ ス" 

〇慶 應丘ハ 謀秘錄 二 云、 九月 卜 四日 曉、 内 藤 介 右 衞門ヲ 隊ノ將 トシ テ、 北面 へ 進 擊ス、 暫時 戰爭、 我 丘 ハ利ヲ 不得シ テ 艮ーク 、え 

日、 敲 兵、 總攻ノ 手段-一見へ、 大砲 ヲ連 發シ、 西南 ノ 外郭へ 攻寄セ 、彈丸 雨霰 ノ如シ 、我 兵 應援、 戰 死力 ヲ出シ テ之ヲ 防ク、 然 

レ トモ、 終-二方 漠へタ ルチ以 、引退 ク、 從是、 南面へ 稍 進 ミ込ミ 、壁 ヲ築テ 、我 レ初メ 、天神 橋 口 ヨリ 明ケス 門口 迄、 土手 通 

リ 數丁ノ 場へ 胸壁 ヲ築 ト雖 トモ、 猶增 築シ、 五軒 町 出口 迄、 新 一一 胸壁 ヲ築 ヰ、 我 兵是ヲ 監守 ス、 從是 前、 敵、 城下へ 攻入リ シ 


ヨリ、 町々 在々 放火 シ テ、 闇夜 モ如 白晝、 三十日 之 間、 焰煙 天ヲコ カシ、 砲 聲雷ノ 如シ、 死， ほ 、敵 味方 幾千 人 トイ フザシ ラス 

，士ノ 妻子、 I 暮 ヲ剔リ 、白 布 額 ヲ縳シ 、難 刀 ヲ提ケ 、進 擊シテ 討死 ス ル者 ァリ、 亦 ハ手負 ノ者ヲ 扶ケテ 、兵粮 ヲ炊キ 、彈藥 

ヲ製シ 、男子 モ及 ハサ ル所 ァリ、 最モ 英雄 ト稱ス ルハ、 藩士 某ノ妻 也、 良人 石-一 戰死 セリ、 敵、 城下 ュ薄ル ヲ聞テ 、老母 ニ自 

裁 ヲ進メ 、自ラ 其 子ヲ ン、 髪 ラ剥リ 、薙刀 ヲ提 ケテ城 一一 入リ、 慷慨 凄愧、 敵陣 一一 突 人 シ、 丈夫 ト雖 モ實 一一 不及 動勢 也、 此時 

哉、=^中兵^^  二 乏シク 、玄米 ヲ炊キ 、是ヲ ムス ビ トシ、 生 味 嗜少シ ヲ以テ 、水 ヲ喰ミ 、或 ハ喷ヒ 、或 ハ笛ヲ 吹、 鼓ヲ 打、 以テ兵 

勢 ヲ助ク 、敏ハ 益々 十重二十重 二 園ヒ、 依テ、 米澤 侯へ 援兵 ヲ頼ム 、使節 兩度、 唯 出張 ノ 風評 ノミ、 敵ハ 曰々、 五重 ノ 天守 ヲ 

目的 トシ テ、 四方 ヨリ 大砲 烈敷打 立、 最、 小 田 山 ヨリ ハ 大砲 七 八 門ラ備 へ、 連 發シ、 加 フルー 一、 燒 玉ヲ以 テス、 率 一一 蜂 ノ巢ノ 

如ク、 殿宇、 柱 碎ケ梁 折レ、 瓦 飄リ壁 飛フ、 雖然 リト、 節義 ノ士 守ル故 力、 疊々 重々 トシ テ 芙蓉 ノ 雪-一 聳ヒ ュ ルカ 如シ、 重圍 

ノ敵兵 五 萬餘、 我 兵 ヮッカ 五 千、 衆寡 不敲 スト 雖モ、 我レ 死守 スルヲ 以テ、 敵、 徒 二重 圍ス ルノミ 、宰相 公世 子、 度々 城 中 巡 

覽シ 、諸 兵 ノ勉强 ヲ賞シ 、之 一一 賜 ルー 一 干魚、 白 餅 ヲ以テ シ 、寒暖 衣食 ヲ共 二 ス 、諸 兵士 二 至ルマ テ、 晝夜 草鞋 ヲ ト カス 、大砲、 

小銃 一時 モャ マス 、其 轟ク 事、 百萬ノ 雷電、 1 時 二 頭上 二 落 ルカ 如シ、 城外 ヲ 望見 スレハ 、屍ハ 道路 一一 橫ハリ 、血ハ 城 溝ヲ染 

メ、 子失フ モノ モア リ、 親 ヲ哭ス ル者 モア リ、 實ニ兵 ハ國ノ 大事、 死生 存亡 ノ道、 察セ ス ン ハ 不可 有： 

十五 日、 督府、 若松 城 危急、 日 二 迫ルヲ 以テ、 白河ノ 諸軍ヲ 警戒 シ テ 、賊 兵ノ 突出 ニ備 ヘシ ム 

又、 鹽 川 ノ 賊、 猪 苗代 二 出 ルノ虞 アル ヲ以テ 、大村 藩 兵 ノ 若松 二 在 ル者ヲ 遣 シテ、 之ヲ守 ラシ ム。 

若松 攻城 切迫 一一 付テ ハ 、却テ 意外 二 出、 當方龔 來モ難 計、 彌 兵備 ヲ嚴シ 、殊 二 風烈之 夜、 巡邏 不急 可 有 之 事、 

附、 市中 巡邏 之 儀、 尾 州 藩 可 相 勤 事、  , 

一 同 斷夜戰 之 刻、 印 续合詞 丈 二 テ紛數 儀 一一 付、 白 之 切 レヲ以 、左 之 肩 ヨリ 右 之 脇 二 結 候樣之 事、 

一 夜 白 共、 出火 之 刻、 其 町 寺院 -ー テ、 早鐘 合 圖可有 之 -ー 付、 一 藩 ヨリ 拾 人 內外甌 付、 取 鎭可相 成 事、 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十五 日  二 四 三 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治： 兀年九 十五 日  二 四 四 

附、 夜中 ハ 其 場 駅 付 之 外 ハ 、兼テ 定時 口  、迅速 出張 可 有 之 事、 

お 之 條々、 無洩 様相 達 可 有 之 事。 

九月. i" 五日  白 川口 參  謀 

大久保 忠順家 記 

〇 大村純 Si 家 記 -ー 云、 弊 藩 天 寧 寺 山番 兵、 九月 十五 日、 鹽川屯 集 之 賊徒、 熊 倉 一一 於テ、 米 澤兵遁 路ヲ斷 候 故、 猪 苗代 へ 襲來、 

官軍 ノ 要路 中 斷 必然 -ー 付、 卽刻 出兵 之 命 ァリ、 猎 苗代 へ 轉陴、 盥川邊 探索 候 へ ハ 、賊徒 旣 二 退散。 

〇 若松 城ノ 南方、 圍未 タ合セ ス、 贼、 日光 口  二 出テ、 高 田 ノ賊ト 互 一一 聲息ヲ 通ス、 是日、 官軍、 兵 

ヲ分チ 、贼 兵ヲ靑 木、 新 屋等諸 村？ 4? 凍 一一 擊ッ、 飯 寺村ノ 官軍 モ亦、 一 堪村ヲ 攻メテ 、之 一一 應援 

ス 、賊 兵、 殊死 シ テ戰フ 、官軍、 利ァ ラ スシ テ退ク 、時-一 城內 ノ 贼、 出 テ 其歸路 ヲ斷チ 、高 田ノ賊 

亦來テ 飯寺ヲ 横衝 ス 、官軍、 三 面 敵 ヲ受ケ 、勢 甚急ナ リ、 旣ニ シテ、 援軍 來會 シ 、 合 撃 シ テ 之ヲ 

走 ラス。 

〇 太玫宫 日誌 三宫義 胤、 藤 村 紫 朗戰報 一一 云、 高 田 ノ賊、 城中ト 山手 ヲ傳ヒ 、時々 救 應致候 一一 付、 應援ノ 道 ラ斷切 候诀議 ヨリ、 

九月. r 五 曰 十字 ヨリ、 薩州、 長 州 兵隊、 東ノ 方、 山 根 ノ小田 村 ヨリ 賊ノ屯 集 青木 村へ 進撃、 4^ 小 取合 候處、 暫時 砲聲烈 シク候 

二 付、 飯 寺 村 日光 街道 ノ持場 ヨリ、 長 州、 小 倉 兵隊 潢合進 擊致シ 、双方 餘程烈 戰候得 共、 窮寇、 爱ヲ 最後 ト血戰 候 二 付、 一 進 

一 退、 死傷 モ許多 有 之、 何分 十字 ヨリ 六 字迄ノ 取合 一一 付、 日 暮兵ヲ 引 揚ケ、 各 持 場 ヲ固メ 候。 

〇 島 津忠寬 家 記 一一 云、 九月 十五 日、 一 一番 銃隊、 六 番统隊 、青木 村 、新星 村、 井出村 等 屯集ノ 賊徒 掃 擊ノ命 ヲ受ケ 、薩 兵、 長兵ト 

i ハー 一 出張、 先 ッ靑木 村-一至 ル 二  、敵 ヲ見ス 、次 一一 兩村 ヲ探ル 一一 、賊、 屯 集 ノ跡ァ リト雖 トモ、 亦賊ヲ 見ス、 兵士 大 二 失望 シ、 村 


fffi 二 立、 遙ニ 山村 ヲ望 一一 人 ァリ、 合 圆ノ統 ヲ以テ 摩 一一 應セス 、將 一一 逃レ去 ラン トス、 兵士 大 一一 勇ミ、 追懸放 擊ス、 賊 逃ス 

可 力 ラサル ヲ知リ 、返シ テ m 畝 二 伏シ、 同ク發 射ス、 佐 土 原 兵隊 正面 ョ リシ、 長 州、 右二 分布 シ、 薩州、 左 二進 ミ、 共ュ 烈シク 

攻撃 ス、 賊乓、 左右 ノ山ョ リ起リ 、勢 漸次 二 增加シ 、互 二 激戦 時 ヲ移ス 、官軍、 勇 氣ヲ振 テ進ミ 戰フ、 賊兵、 大 二 沮シ、 將 ニ走ラ 

ン ト ス 、味方 鯨波 ヲ揚テ 、大 一一 戰フ、 然ル 一一 、長 州、 俄 二 引揚、 續テ薩 兵モ亦 然リ、 佐 土 原、 孤軍 獨リ 戰フ、 薩、 長ト 戰シ賊 兵、 

左右 ョ リ進ミ 、味方 ノ橫ヲ 擊ッ、 因テ、 苦 戰實ニ 甚シ、 時已 二 五 字、 今朝 九 字 ヨリ 戰ヲ 始メ、 兵士 勞レ、 彈 藥モ將 ニ盡ン トス、 

故 二  4- ヲ得ス 、兵ヲ 引揚ン トス ル 一一 、忽然 トシ テ、 城 中ノ賊 突出、 我 軍 ノ後ヲ 斷ッ、 敵ヲ 三方 一一 受ケ、 事 極 テ危ク 、然ル 二、 此 

ノ 日 一 一番 包^、 天 寧 寺 口 ヲ マ モ ル 味方 ノ苦戰 ヲ聞キ 、砲ヲ 進 テ賊ヲ 撃ッ、 賊、 辟易 遂 二 散亂、 城 中 二 退ク、 其餘モ 悉ク散 1 

ス 、 一 番砲隊 、同 鋭隊、 四 番銑隊 等 來リ救 フト雖 トモ、 賊、 巳 二 去リ、 戰 二 及 ハス シテ 歸ル、 此戰、 死 十八 人 二番 统隊監 軍檢本 

源 否、 六番统 隊監軍 鶴^ 力 之 f いに fisaJyssiE, 田、^ は i 一：？ ^!碎麵£  、、德 J^ts 嘛は pw^^^yl- 滅麵、 傷. H 人。 

ヒ^§、」ハぁ家戰兵大町五兵衞、佐藤，左衞門 間 世 田 助 市 原. K 次. S 谷. d: 彌平次 兒 Hi 直藏 T-TF 禾 P.W 德 p  $^^.h 

-: ハ 番隊隊 s 藤 井 集 人、 二番 砲隊 高山 權左衞 s ；、」 一 i5 隊 1^lltis.、iif;!s い 辯 gsl?^ ハ 

衞-小 野 新藏、 六 番统隊 郡 山 善左衞 門圖師 總兵衞 お 本 吉太郞 河 野 伊兵德 夫卒 土^  、 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 外 城 一 一番 隊、 城 南天 寧 寺 ノ臺場 相 守、 九月 十五 日、 城南ノ 方、 靑木邨 ノ賊ヲ 進撃 可彭ト ノ 命ァリ 先鋒 

佐 土 原 一 一 小隊、 長 一 小隊、 橫ョ リ我ー 一番 隊、 七番 隊應援 ュ テ候處 、佐 土 原隊、 嚴シ ク打合 候 二 ツキ、 直 ニ馳 ツキ 攻擊 イタ シ候 

處、 敲、 引 色 一一 相 成 居候 得 共、 長隊ノ 方、 敲、 多勢 一一 テ難攻 破、 長 兵 引揚候 段、 佐 土 原隊 ヨリ 注進 有 之、 佐 土 原隊 モ玉藥 等射ッ 

ク シ、 可 引 揚申候 二 付、 玉藥 ハ 此方 ヨリ 相與 へ、 一旦 ハ 相 進 候 得 共、 橫ヲ被 突、 半隊餘 ハ 、 討死 手 負 一一 テ溜リ 力 ネ、 可 引 揚ュぉ 

申來、 然處、 東方 ト城中 ヨリ 賊出 來リ、 多勢 ノ敲ヲ 三方 二 引ゥ ケ、 我 一 一番 隊シ ャッ 砲-一 テ 候處、 ス へ テ相 損、 纖ー 一三 挺 用 立、 

無 據兵ヲ 引 ァケ、 本營へ 右ノ段 申出、 今夜 ハ宿陣 休息 ナリ、 此日、 手 負 五 人、 ilsjlalfp^ 本府七 番隊、 當朝 

ッ 時頃ョ リ 進軍 、青木 村 へ 斥候 差 出 相 成 候 へ トモ、 賊ー 人 モ不相 見得、 十町餘 一一 在 村有 之、 其方 へ 佐 土 原 一 一 小隊、 爲 斥候 

進軍 相 成 候處、 無 間 モ砲聲 相 聞 得、 速 一一 駆 付 候處、 賊 モ 多勢 一一 相 見得、 山手 ノ 方へ 半隊差 向、 半隊 ハ田ノ 中へ 散開 致 戰忙 

虛、 追々 、賊、 引 色 -ー 相 見 へ 、盆々 致 放發、 暫擊懸 居候 處、 賊、 銃彈橫 ョ リ打掛 候 -ー 付、 不審 二 考 へ 致 斥候 處、 官軍 各藩 引揚之 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十五 日  二 四 f 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九 W 十 W 日  二 四 六 

樣子相 見得、 賊、 勢ヒ ハ 相增、 此方 ョ リモ致 烈戰候 得 共、 小勢 一一 テ 難破、 掛 場モ惡 敷、 靑木村 迄 引揚、 烈 戰ノ陚 二 テ不得 止 繰 

引 二 致、 砲發、 靑太村 近 ク引揚 候處、 城 中 ヨリー 小隊 位 駅 出、 三方 ョ リ打掛 候 -ー 付、 速 -ー 靑木村 一一 相圓、 彼 地 ョ リ致 放發候 

處、 山ノ上 ヨリ 一 番 遊撃隊、 爲 應援斷 付、 同 樣致放 發候處 、終-一、 賊徒、 本々 へ 引退、 暮 時分 同所 リ揚、 此日、 戰死 一 人、 gsl、 

番兵 一 番隊、 湯 本 口 非番 一一 テ候處 、七 番隊、 佐 土 原隊 等戰爭 苦戦 一一 付、 應援被 仰 付、 早速 建 福 寺 門前 迄 進軍 ノ處、 賊 に」ハ 退散、 

七 番隊、 外 城 一 一番 隊引揚 相 成 候 一一 付、 相 良 治 部、 淵邊直 右衞門 ヨリ、 佐 土 原 藩 戰死ノ 死骸 探索 方 イタ シ、 佐 土 原 藩 一 同、 六 字 

過 、青木 村 引揚、 同夜、 天 寧 寺 町 口 持 場 相 堅 申 候" 

〇 戊已 板 戰紀略 一一 云、 九月 十五 日、 城ノ 西南、 園ミ未 タ合セ ス、 城 內高田 ノ賊、 日光 ロヨ リ相 注來ス ルザ 以テ、 薩州、 小 倉 等 

ノ 允ハ、 山 小 m 村 ヨリ、 日光 道 青木 村 一一 進 擊ス、 我 飯 寺ノ丘 ハ之ヲ 援ク、 靑木 ノ賊、 一 時 敗走 ス 、官軍、 皆返ラ ン トス、 城 

ノ賊、 出 テ蔭兵 ヲ遮リ 、高 田 ノ賊、 飯 寺 ノ兵ヲ 橫擊ス 、平野 陰 屛ナク 、皆大 二 苦 戰ス、 已ニ シテ薩 兵 等 皆 引 去ル、 賊、 二 面 我 

二 集ル、 奇兵 四番隊 * 振武四 番隊、 報國隊 死傷 多シ、 奇兵 三番 隊、 半 ヲ分テ 之 ヲ援ケ 、半 ハ振武 三番 隊ト、 川 手 ノ賊ヲ 拒ク、 十 

字 ョ リ六時 二 至リ、 贼返ク 、是 時、 日光 口 ヨリ 進ミ シ官 軍、 皆 城下 一一 入ル、 故 一一 賊、 其 後 二 出テ、 高 田、 田 島 等 一一 盤據 蔓延 シ 、 

城ト 相應ス 、北方 ノ賊ハ 、in:I 軍已 一一 小 荒 井、 小 田 付ヲ奪 ヒ 、米澤 ノ 降 兵 、其 背 ニ出ル ヲ以テ 、北方 ヲ 去リ 、城内 高 田 一一 合 ス 、故 

一一 ヒ戈 ァ， -、 -t-,d  、、生 雲 五郎、 藤 原銻馬 、柏木 _H 复 1 'r 一 、。中隊- 4- 横 峠 ニ郞、 小隊 長 曾 极玄贊 、半 隊畏 井川 千 之 助， 吉村梅 一一 一郎 、鶴 

--.i:usr ァ t 死 五. <  合 二、 上 川 虎一、 |g 生吉 次郞、 ハ3 一  IT  ーノ 司 新！^ 高 橋 市 之 助、 池 田 三 郞-樹 本 勘 治、 瀨川熊 ニ郎、 藤 井 唯一、 齊藤 

直 人、 荒 瀬 小 六、 眞田 五郎、 大ハ. ^求 馬、^ 野 登 一 、寺戶 癒 次郞、 松 浦 as 十郎、 

境 七郞、 淺野助 四郞、 山 本 良 蔵、 七郎 以下 三人、 後遂 二死 ス、 小者 一 人、 

〇 小 笠 原 忠忱家 記-一 云、 九月 十四日、 我 藩、 日光 口先 鋒 トナリ 、進 テ賊壘 一一 對シ、 一 川 ヲ隔テ 陴ス、 十五 日、 將ニ 青木 村ノ賊 

ヲ擊ン トス、 賊、 先 ッ至ル 、會議 所 iR 員、 我 壁 一一 在テ、 諸隊ヲ 指揮 ス、 長 州 一 小隊、 磧 原ノ賊 一一 常 リ、 同一 一 小隊、 我 一 小隊 ト合 

シ、 路ニ沿 ヒ齊ク 進ム、 我 胸壁、 賊壘ニ 密邇ス ルヲ 以テ， 半 小隊 ヲ留テ 之 ヲ守ル 、斥候 歸 報ス、 贼兵沓 至、 其 數殆ン ト 一 大 

隊ニ近 シト、 旣 一一 シテ來 戰フ、 官軍、 左 陴少ク 却ク、 賊、 進テ我 陣ラ橫 擊ス、 我 藩、 長 州ト齊 ク進テ 奮闘、 左陴、 復返 戰フ、 賊、 

遂ニ靑 木 村 二 走ル、 日已 二 暮ル、 各 兵 ヲ收テ 還ル、 此日、 戰已 一一 酣ナル トキ、 賊、 大砲 一 門、 我壁ヲ 連射 ス、 擊テ之 ヲ却ク 、此 


fe<、.SJ "チ 皮レ m 、。今 吉總兵 衞ぶォ ほ t 右 衞^、 i え 、衞； 門、 後 

歜 我兵^psヲ被ル者三.^  ^？ー  死ス、布施濟右衞門手附新太郎 

〇 毛 利 元 敏家記 二 云、 九月 十四日、 本 藩 四 小隊、 弊 藩 一 一 小隊、 飯 寺 ノ守ヲ 引受、 固 (.H 能 在 候處、 翌十 五日、 城 南山 手靑 木お へ 

せ 屯 集、 高 田 ヨリ 城 E へ 運送 之 便 ラ取候 二 付. 薩州、 佐 土 原等ノ 兵隊 二 テ 、青木 村 ノ賊掃 攘シ、 城 ョ リ高田 ノ往來 ヲ斷切 f 

間、 顿寺 ヨリ 應援ノ 兵、 差 出 置 吳候樣 、薩州 ヨリ 申來 候、 其 節、 本 藩 一 小隊、 弊 藩 一 一 小隊、 都合 三 小隊、 中 野 村 (繰 出シ、 薩藩 

川い.？ 某/ 對面、 模樣聞 合候處 、青木 村-一 ハ 、格別、 賊居リ 不申候 由-一 付、 兵隊 ハ中野 村へ 纏メ 置、 私共 1^51  山." 鼎 l、M 省 一 同地 

利 研究/ 爲メ、 彼是 奔走 ノ內、 俄 二 黥 波 一 ブ揚ケ 、砲 聲烈敷 相 聞 候 一一 付、 迅速 馳付 候處、 賊 ヨリ 襲來 二 因テ、 薩州、 佐 土 原へ 一 

同 激數救 應ス、 賊、 一 日 一 潰敗シ テ、 又復川 土手 ヲ循ト シテ、 嚴 敷防戰 一一 付、 如何 之模樣 二 候 哉、 山手 薩州、 佐 土 原 等 之 人數引 

揚候 間、 三面 歒ヲ 受ケ、 玉藥之 運送 モ絕、 不得 止、 四 町 許 隔チ候 村へ 繰 引爲仕 候處、 賊 勢益微 二 付、 彌 必死 防戦 仕 候 得 共、 賊 

勢^ 不屈、 頗ル 猛烈 押來候 一一 付、 士卒 一 同 拔刀切 込 候處、 賊、 少敷 辟易 仕 候 間、 我 軍 四 五閒、 村ヲ外 レ、 地 利 一一 據リ、 守備 仕 

候處 、賊 兵、 拔刀 二 テ又寄 セ來リ 、轉戰 防禦 致シ候 得せ- ハ、 味方 殆ント 危シ、 最早 必死 ノ 場所 ト 覺悟シ 切 込、 賊 五六 人士 要 ン，， ^ 

處、 漸散亂 致 シ候ニ 付、 曰暮ヲ 待チ、 元ノ守 場へ 引揚 固守 仕 候、 其 節 死 五 人、 £1%, 士 仓 S 士 V 傷 十五 人 東雲 一一 一 藏、 

西 川 患 口 、吉 si  、江 本 大郎、 片野喜 if^,, 郎、 介し up 、千 

が吉 石 脇藏、 襟 藤 常 太郞、 河 野 新 藏阪戶 新 藏吉田 股 一郎..^ 使正吉  K  C?  -.; -li  -li^ 

J} 戶田 *i 友 家 記 -I 云、 九月 十五 日、 晝八時 過、 長 州、 越 前、 小食 人 數宿陴 扉 在 候、 顿寺村 へ 近鄕 -ー屯 集 之脉徒 俄 - ー&來 ^苦 

戰之 S ュ ォ、 弊 藩 一 一 小隊、 應援竝 斥候 トシ テ 出張、 砲戰及 薄暮、 終 二 賊徒 ヲ打 退ケ、 人 夜、 若松 城 中 固 場 へ 引 揚申候 戰タ 一 

、、十 番隊宫 UL-af 一  >。 八番隊 中 

人 5^ ぉ縱 今、 芋 負  一 ノ 村 原 I1M、  I 

〇山1 內， 豐範家 記-一 云、 九月 十五 日、 今日 亦 大砲 攻撃 ヲ始ム 、午. H 一時 頃、 諸 ロノ 敗賊、 城 南 青木 村ヲ 襲撃 シ、 佐 土 原 及 長外奇 

兵隊 ト戰フ 、城兵 亦 出テ、 應之、 官 兵難 戰ノ報 ァリ、 我 兵 援軍 トシ テ、 西 山榮、 別 府彥九 郞ノニ 小隊 ヲ出ス 、到 レハ已 ニ止戰 

ノ. S  二 付、 戰ハ スシテ 歸ル。  原註、，^ 

〇 若松 記 二 云、 九月、 鹽 川へ 總勢相 纏、 一 ノ堰 村へ 至ル、 同 十五 日、 敏、 午 ノ刻頃 ヨリ、 一 ノ堰村 二 來リテ 終日 戰フ 本隊、 片 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十五 日  二 四 H 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九 W 十 K 日  一一 gf，、 

！ 請 何 レ 里 一一 テ 、 敲不 近、 討死 £ 人、 $Bs^smssm 

ぎ 一 二士 一人、』 iilipitisKig 難； sfi 

好 川髓ー 一一郎-赤 井新 八-鈴 木綠 -E 屮主 水-松 本 左 内、 宫本 五一 一一郎-小 沼 新 吉-山 本 寅 ，、rk  r  一  M  r^_^e. 

ミ郞-渡部佐多治、山内八太郎-畏ハ<::川.^八"g^き部l„l^."、g^定，4<ヒ隊SKTf^^， 大什隊 ハ山ノ 手 小山 村へ 向 候 手配 二 テ、 早速 罷 

出、 堤 澤村迄 押出、 爱 二 テ 砲 戰相始 、中道 ヨリ 押 來候ラ 、撗合 ョ リ嚴敷 打懸候 へ ハ敵ハ 1^ 堀 之 窪 へ 散兵 二 備 ヒ 、容易 二 不萌、 

其 折、 敲 一 手 ハ 御山 村 -1 廻リ、 進 擊之樣 子 相 見 候 二 付、 急 -1 進撃、 詰懇々 々打 立 候 得 ハ 、終 二  ヒ兼、 浮 足 之處、 御山 村 迄， 

取、 追 打 一一 青木 村 •  入口 迄 追 打、 中 野道 ヨリ 引退 ク、 歸路ヲ 打 立 候 得ハ、 敲兵 散亂、 終、 小 E 山へ 遁逃 スノ 安之、 味方 勝, P ト戎、 

暮合、 小山 村 へ 引 上ル、 討死 一 人、 崎 女 手 食 1 人 0储3^、 

〇 上 杉 齊憲、 旣 二 降ル、 乃 チ使ヲ 同盟 諸 藩 -ー馳 セテ、 其歸順 ヲ勸厶 、是 ヨリ 先、 小 笠 原 長 行、 g 

Jsg 請： や；^.^ 媚 竹 中 重 固、 、大 鳥純彰 せき gag^ 等、 福 島 城 -ー 在リ、 松 平定 

敬モ？ ^、米 澤 ヲ去テ 之-一 赴ク、 長 行 等、 乃 チ定敬 ヲ推シ テ總督 ト爲シ 、大舉 シテニ 本松ヲ 擊チ、 

若松 城 ノ圍ヲ 解 力 ン コ トヲ 謀ル、 是ー 一至 リ、 齊憲、 重臣 坂 蘭 渓等ヲ 遣シ、 說テ之 ヲ降サ シム、 定 

敬等肯 セス、 齊憲、 乃チ 兵お ヲ發 シテ、 之ヲ脅 カス、 定敬 等、 遂- 一仙 臺二 逃ル、 餘賊、 悉ク 潰ュ、 

是ニ 於テ、 福 島 初 メテ定 マ ル、 是曰、 板 倉 勝尙、 罪ヲ謝 シ降ヲ 乞フ、 I； 舞-?: 福 翌日、 參謀渡 邊淸、 

備前、 阿波、 彥根三 藩 兵 ヲ率ヰ テ、 福 島 城 一 1 入 ル 、尋 テ、 督府、 勝尙 二 命シ テ 、 兵 i:^ ヲ 桑折驛 一一 

出サ シ ム 、旣 二 シ テ、 淸等、 二 本 松 二 還 ル 。 

續テ、 御 配 神 奉 遠 察 候、 扨、 米澤 世子、 去ル 五日、 _p、 越後 ロニ 至リ、 大總督 へ 降伏、 此方 二 於 テハ、 其 後 愈 決、 い、 重役 大 


國筑 後、 卞：： r 宮 2:、 福 島 出張、 各藩へ 說得 候處、 因循 之 藩モ有 候 付， 去ル 九日、 一 大隊 福 島 へ 繰 込、 厳重 談判 之處、 盡ク懾 伏 

之 趣、！ 「朝、 筑 後宮 2： ヨリ 報知-一 ハ 、仙、 莊始、 愈 降伏 诀著、 其 他 小 笠 原 * 岐、 松 平 越 中、 什 中 丹 後 等 モ 、 皆 承服 -ー テ 1 へ 

引揚、 一 統 謝！^ 可 申出 ト申事 -ー 御座 候、 然處、 福 島 藩 一 人、 昨夜、 同 處脫走 申出 候 ハ 、松 平 越 中 儀、 諸賊 ヨリ 總督ト 相唱、 越 中 

主長 シ テ、 1 一本松 侵 擊相促 候央、 米 藩 出張、 各賊 へ 申 伸 候 二 ハ 、弊 藩 儀、 此迄 天朝 之 御 模様、 更 ュ 不致 承知、 官軍 二 抗シ忙 

段、 此節 igs シ 候 、今日 始テ 、 叙 慮 之 難 有 ヲ 承知 致 シ 候 上 ハ 、官軍 へ 抗シ候 儀、 天地 一一 誓テ 不相 成、 去ト テ 是迄、 官軍 二 

抗シ罷 在矣上 ハ 、此分 一一 テ 不相濟 、城 S ラ 外 レ 、謹 愼致シ 居候、 諸君 モ、 叙 慮 之 難有ヲ 承知 ナ レ ハ 、 弊 藩 同様 可 被 致、 御 承 

知ナ ケレハ 、委細 可 爲&聞 云々、 右 一一 付、 諸賊 瓦解 之 趣 二 御座 候、 卽今、 米 藩 之盡カ 不少、 更-ー 御 疑惑 被 下問 敷 候、 今一 一千 之 

兵 有 之、 § 順 之 者 先鋒 一一 テ 、仙境 へ 押 込 候 へ ハ 、當 月ヲ 出 ス 、成功 ハ 目前 -ー 御座 候 得 共、 其 儀不相 叶、 殘念御 推察 可 被 下 候 

越後 口 モ愈相 門ケ候 趣、 就テ ハ 不日、 若松 モ 落城 可 仕 候、 

一福 島ハ 先達 ヨリ、 h 疑 之 次第 モ有 之、 其 他 天童、 上ノ 山、 山形、 棚 倉、 謝罪 モ近々 申出 候 振 合一 一 御座 候、 庄肉 モ同樣 

一 一 一本松 謝罪 二 付、 多少 之 曲折 御座 候 得 共、 去ル 九日、 米 兵ハ福 島へ 出張、 賊情 次第 實効可 相 立 憤發仕 居候 故、 先 其 意 二 任 

セ 置 tis; 、早々 頓首。 

九 十 二  B  渡邊淸 左衞門 

大 村.！ 金 次郞樣  一 

士。 村長 共衞 樣 一 

oi 淸 事蹟 二 云、 大國， 等旣 二 歸リ、 兵隊 若干 ヲ福島 -ー 出シ、 屯集ノ ノ防贼 I1?pf ヲ說 一一 大義 ヲ以テ 

ス 、諸 喊、 遁 テ仙臺 二 退ク、 彈正、 又 使 ヲ諸藩 二 馳 セ 、說テ 降ヲ勸 ム 、諸 藩、 之 ヲ納ル 、獨リ 莊內聽 力 フ 

〇 戊 -展 事情 漑旨 -ー 云、 九月、 軍監 大瀧苒 兵衞、 原 三 左 衞門ヲ 庄內、 上ノ 山、 山形、 天童 一一 、 周旋 方 堀 尾 啓 助、 松 本 誠 藏ヲ南 ま 

二、 小 軍 監平井 球 藏ヲ棚 倉 一一 遣シ、 歸順ヲ 促ス、 其 他 一 一本松、 福 島、 村松ノ 藩主 ト、 長岡ノ 重臣 トハ、 固 ヨリ 我 i 一一  ァリ、 告ズ 
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二 故 ヲ以テ ス、 平藩ノ 隊長 福 島 一一 在リ、 坂 蘭溪ヲ シ テ之ヲ 說讒セ シ ム、 

時-一 、若松 城 聲援道 絶へ 、危急 日 一一 迫ル、 桑 名、 越中銳 意之 ヲ救ハ ント 欲ス、 固 ク前議 ヲ持ス * 山中 靜翁 、汁 中 春 山、 大島圭 助 

等、 乃 チ 其 謀 ヲ贊 成ス、 五日、 令 ヲ軍中 二 下 シテ 曰、 更-ニ 一本松 ノニ 小隊 、舊幕 ノ 歩兵 三 小隊、 仙臺 ノ三 小隊 ヲ以テ 先、 牵 トシ、 

^2:  ノ四 小隊、 棚 倉ノ三 小隊 ヲ以テ 中 軍 トシ、 平ノニ 小隊、 山形 ノ 一  小隊、 上ノ山 一 小隊 ヲ以テ 後繼ト 爲シ、 各 羸兵ヲ 除キ、 

精兵 ヲ撰 ミ、 一 小隊 ノ兵 三十 一 一人 ヲ限 トシ、 有增勿 減、 從前 居守ノ 兵、 舊 一一 侬リ勿 減、 緩急 マサ ニ應援 ヲ爲ス へ シ、 又 日、 先 

鋒へ ノ號 令ハ、 中 軍 ヨリ 傳へ ョ、 全軍 ノ 進退 ハ、 總督ノ 指揮 一一 任セ ョ、 又 曰、 進擊ノ 節、 總軍ノ 輜重ハ 、盡ク 後軍 一一 附屬ス へ 

シ、 且、 每隊、 豫メ. ^傷ヲ 護送 ス ル 人員 ヲ定メ  、モ シ 死慯ァ ラ ハ 、速 二 之ヲ 後軍 二 送ルへ シ、 叉 曰、 毎 隊撰士 一  兩、 テ總督 二 

貢セ ョ、 マサ 一一 監察 三軍、 甄別 勇怯ス へ シ、 各藩、 明日 巾 牌 ヲ期シ 、悉ク 福 島 之 本陣へ 來會セ ョ ト、 

六 日、 各藩 兵 結束 シ テ福島 二 會ス、 坂蘭溪 等、 自諸陴 ヲ巡リ 、百方 說詭シ 、 解 兵 セシム 、不肯 、人 ヲ シ テ 庭阪ノ 本陣 二 告ケ シ 

メテ 曰、 各藩 議論 蜂起、 兵威 ヲ以テ 之 ヲ脅ス 二 ァ ラサ レ ハ、 制駄ス へ カラス、 願ク ハ急 二見 兵 ラ盡シ テ福島 一一 至ル へ シト、 

偶、 大國筑 後 等、 二 本 松 ヨリ 歸來リ 、諸將 ヲ會シ 、具 ニ狀ヲ 告ケ、 且ッ 報効ヲ 圖ルヲ 勉ム、 諸 將奮勵 シ テ 軍 中 一一 狗テ 曰、 我 兵 

ノ暗 號ハ、 雪 ト問ハ 霜 ト苍ョ 、霜ト 問 ハ雰ト 荅ョ、 目標 ハ白布 ヲ以テ 、左右 ノ腕 ヲ約ス 、各提 銃 獲粮、 唯 除長ノ 馬首、 是視ョ 

ト、 旣ニ シテ越 中 之 ヲ諜 知シ、 銳 意進ン ト欲ス ルモ、 我ノ後 ヲ窺フ ヲ恐ル 、 ャ 、達 巡 シテ遂 一一 不果、 

九日、 我藩ノ 隊長 大國筑 後、 佐 藤 孫 ハ衞 等、 精兵 數千、 一 一本松 ノ广 しハ、 數百ヲ 引率 シ テ、 拂曉、 福 島 一一 入 ル.、 兵威 赫 1、 衆目 駭觀 

ス、 蘭溪 等、 仙將大 松澤等 一一 迫リ、 速 一一 解兵セ シ ム、 辭シ テ曰、 君命 此 - 一守 ル、 今、 公 等 ノ言ヲ 聞 テ返ク 、人ノ 笑ヲ奈 tH- 他日 

復命 ス ルナ シ、 蘭溪等 曰、 贵藩、 旣 -1 歸順 二 诀セリ 、唯 未タ 報知 一一 暇ァ ラサ ルナ リ、 方今、 呼吸 變ヲ 爲ス、 豈 常道 ヲ守リ 、宗社 

ヲ顧 スシテ 可ナラ ン ャ ト、不可、^3;^將又曰、君命ヲ奉シテ、戰フ ヲ知ル、ー 一命 ヲ知 ラス ト、 固執 シテ 屈セ ス、 各藩、 心兩 端、 侬 

達 達 巡 、繭溪 等、 盆 兵 勢 ヲ張リ 、竊- 一越 中 ヲ錄動 スルー 一 危言 ヲ 以 テ ス 、 越 中、 窮 蹙カ爲 ス 不能 ヲ知リ 、卽 日、 諸將ヲ 招キ、 總 

督ノ職 ヲ辭シ 、身 ヲ挺シ テ遁ル 、注 ク所ヲ 知 ラス 、山中、 竹 中、 大鳥 等、 相 踵 テ逃ル 、越 中 ハ茂憲 力 妻ノ兄 ナリ、 故 二 齊憲、 著 


ュ人 ヲシテ 之ヲ四索 ス、 其 仙 領-ー 在ルヲ 聞ャ、 侍臣 宇涯 勝 作ヲシ テ之ヲ 追踪 シ、 i 百方、 降伏 セシム 、不肯 、遂- 一海-一 航 

シ子. S レ、 

！  二日、 山 I  二  is ヒ、 氣大 二 沮ス、 仙城ノ 報知 モ亦靈 ル、 諸隊 潛  一一 II、 稍々 兵 ヲ收メ テ歸ル 、ま 將、 舊幕 兵 

モ、 亦 注々 謹テ 退散 ス、 初 メ小幡 源 吾 ノ仙城 二 至 ルャ、 連 二 福き 一 在 ルノ戍 兵 ヲ撤シ 、方向 ヲ示ス ヲ勸ム 、仙 臣大 ニ之ヲ 

然リト シ、 使 ヲ馳セ 、之ヲ 召還 ス、 

, 一日、 Af  rli 四百 人、 I 友成 |、衝| 百 人、 隊長 皇作 i 門、 籠 隊五百 人、 I 直 i 助、 桑 

； 1 し LI 半藏、 岩 崎 五太 夫、 山 脇 +1 門、 立 li  、會地 i シ、 或 ハー 一本松 f  、或 i 代、 或ハ； i 

"リ、 I 信達ュ 雙ス、 is、i 一千、 I  二 至リ、 竹 中 丹 州 養、 沿道. ノ l、i 人馬 ヲ 供給 シ、" 軍 t." リ： 

ラシ メョト 、炬火 如 星、 累々 不絕 、遠近 騷锓シ 、警報 四 至ス、 我 藩 報 基、 急 一一 諸 將ヲ分 部 シーア、 非常 一一 備ヒ i ヲ防ク 其 

*<牛者ハにハ器ヲ收取シ、抗者ハ盡ク之ヲ追^^ス、其數不可枚擧、  £-、  、了  ，、 

蜃ノ 丘、、 旣ニ福 島 ヲ去 リ、 仙 藩、 越 河 關ヲ鎮 シテ不 入、 故 二 數千ノ 兵、 進退 失據、 桑 折. i 々塡 咽雜 沓セリ i 

馳： irr 說テ、 速 二 門 I カシム、 關畜 、妻、 4 バ^. J:a^:J:"; 

リせ、宜也、且 弊 S  、封 内 雖廣 、粮米 有限、 柯ソ 無限 ノ冗兵 一一 給スル コトヲ 得、 ノヤ、 是ヲ以 一一 ノ 敢テ辭 スト I 曰 貴藩 ノ？： 

クー J 也、 旣 ニ歸， 頼ス レ ハ 、則 マサ 一一 各藩 ラ誘掖 シーア、 共 二 歸降セ シ ム へ シ、 是、 貴 藩 ノ實効 ナリ、 且、 六. 5  ノ大封 二 シテ 

i;:tif ニチ r ン難 シト、 人 誰 力 f 信 セン、 若 シ許サ レス ハ、 弊 藩 小 ナリト 雖モ、 盡ク 之ヲ尋 一入 レ、 速 一一 降伏 セシメ 

、然； ；^、  ii  ノ 實功不 著、 人、 必曰ン 、米 藩、 攘テ以テ 功ト爲 スト 、，分 チ譽ヲ 分 ッハ、 

ョ ト、 主 复數 囘、 I 稍 承服 シテ、 門扉 ヲ開ク 、諸方 充溢 ノ衆 兵、 先 ヲ爭ヒ 、肩 ヲ側メ 入、 囂然終 信 達ノ間 一 時警 

眞靜 溪ノ力 居 多、 以此 日、 一 一本松 ノ參謀 へ 報告 シテ 曰、 幸 ニ藉 天威、 而信 籠 二 鎭靜セ リ ト、 參管、 明日、 福 島 城 二 

至ル可 シト、 於是、 急 ニ諸將ヲ部署 ス、 囊 巡邏不怠， 處分已 二 定ル、 除道 供 帳シ、 以テ 官軍 ノ至ル ヲ娱ッ 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九 H 十 SB  二 五 二 

十六 日、 參謀 監察 使 軍監、 官軍 ノ諸隊 儀 衞ヲ備 へ 、陸 續福島 城 - 一入 ル、 

廿  一 E  、坂 繭 溪及福 藩 市 川 秀次郞 等、 奉 命 幸 折 ノ鎭臺 ヲ守ル 、驛 中關門 ヲ設ケ 、往来 ヲ儉ス 、且、 兵隊 ヲ 分遣 シテ、 近 鄉ヲ巡 

邏 ス 、其 後、 蘭溪、 參謀 ノ命ヲ 奉シ、 仙臺- 一至 ル、 桑折ノ 舊 代官 黑田節 丘ハ衞 ヲ 召還 シ 、暫ク 民政 ヲ 裁判 セシム 、且 、蘭溪 ヲシ テ- 

桑 折 ノ 民政 一一 參與 セシム 、蘭溪 、固 辭不得 命。 

〇 水 野 忠弘家 記 二 云、 弊 藩 兵隊、 福^ 驛竝大 森邊迄 番兵 巡邏 等致シ 居候 處、 九月 九日、 米 澤藩坂 蘭溪、 諸 藩 相 招 申 聞 候 二 ハ 、 

是迄 官軍 一一 對シ 戰爭致 シ候 段、 心得 違 恐 入 候 趣、 委詳 物語、 早々 觯兵 謝罪 之 儀、 厚 ク申聞 候 間、 恐 入、 上ノ 山藩ト 申談、 會議 

所 へ 斷置、 同 十 一 日、 福島驛 出立、 山形 表 二 引取 &候。 

〇 泣血錄 二 云、 八月、 我 公 至米澤 也、 欲 見 上 杉 疾請援 、食 託疾不 見、 遇 之 極 無狀、 乃 東 至. H 石、 欲 謁輪王 寺宫乞 救、 時 宮旣在 仙 

臺、 聞 小 笠 原 費 州 在 福 島、 乃 轉赴之 、時 « 州與莊 上 山 等 謀、 直衝ー 一本松、 以 救會津 * 及 公 至大 喜、 請 公 爲總督 、公 固辭、 賣州 

不聽、 乃 遣 使 招 我 兵、 I き 、リ f 我 兵 再 fi 關、 J,5f  、 米澤終 不肯、 於是、 以 九月 十日、 絕檜 原嶺、 度 細徑而 東、 晝夜兼 

行 至福 島、 公已 不在、 先是、 f 澤 大兵 至福 島、 自明 其 事情、 請 公 速 去 福 島、 時 我 兵 侍 公 者 僅廿餘 人、 畏 事變卒 起、 十日 夜、 奉公 

至 仙臺、 諸 藩 之 兵 亦 漸就國 、獨小 笠 原 矣與莊 內中村 七 郞右衞 門 猶在福 島、 及 我 兵 至、 盆 銳意謀 合 兵、 壟 一 一本松、 米 人 叉說、 福 

島 降 之、 我 兵 盆 怒、 欲 先 屠 福 島、 然後及 一 一本松、 時 小 笠 原 食 在 郡、 山 脇 十 左 衞門至 郡 議事、 會仙臺 亦 降 西 軍、 山 脇 長嘆、 乃將辭 

諸藩殉 公、 於 仙 臺小笠 原矣亦 知事 不成、 東 走 仙 毫。 

〇 南 摩 綱紀 筆記-一 云、 八月、 三瓶梶 助、 南 摩 八之丞 等、 荐ニ諸 藩士 ノ間ニ 奔走 周旋 シテ、 一 一本松 城ヲ 進撃 シ、 猎 苗代 ヨリ 會津 

城ノ 園師ヲ 攻擊セ ンコト ヲ議ス 、一 夜、 西 軍 大兵 ヲ率テ 、三方 ヨリ 來襲フ ト唱テ 、若宮 驛屯集 ノ仙臺 兵 逃 來リ、 福 島 城下 騷 

擾甚シ 、諸 番兵 モ亦往 々遁 來ル、 三 好 君 曰、 諸 藩 兵 勢振ハ サ ル コ ト如此 、進 擊ス ル コ ト能ハ ス ト、 卽チ仙 臺ニ至 テ議シ 、莊 £ 

隊頭中 村 七 郞右衞 門 一一 諜ル、 是ョ リ先、 中 村、 仙臺 ノ 援兵 ヲ命セ ラレ、 三 小隊 ヲ率 ヒテ 駒ケ峯 一一 赴キシ 力、 卽チ 福 島 一一 赴 ク 

可キヲ 約ス、 八 之丞モ 亦 白 石 二 至テ、 中 村 ヲ促シ 、急 一一 福 島 二 至 ラン コトヲ 議ス、 中 村、 卽夜、 半 小隊 頭 兩人テ 發シ、 己モ 亦、 


議シテ 管 一一 至ル、 乃 チ莊內 兵ヲ主 トシ、 諸 藩 ノ兵ヲ 合セテ 、一 一本松 ヲ 進撃 セン コトヲ 議スレ トモ、 兵 fj?^:l 

S  、晦ム 之丞 、寒 I  二  fi -1-^11 及ヒ i 伊助、 柏崎才 ート共 二、  ■ 

一面 シテ曰、| ト諜テ 、二 本 松 城" 讓シ、 若松 城ノ 醫ヲ擊 ン トス、 兵 寡シ、 請フ 援兵 ラ出： レト" に 白 江、 

テ ョ リ、 營海 一一 テ大 風浪 一一 値 ヒ ，開陽 艦ハ 梶テ 折り 、囘臺 ハ 墙 ヲ折リ 、兩艦 一一 テ 率キ來 レ ルま舶 及某舶 ノ 

牽 i ヲ？？ 之 ヲ放ッ 、今 其 存亡 ヲ知 ラス、 右 ノニ舶 二、 陸軍隊及 砲彈藥 諸器械 ヲ載置 タリ、 今、 此兩 鑑ハ、 f 所用 ノ人ト 

器 i 而已 ナリ、 陸兵 少々 乘來レ トモ、 皆不鍊 一一 シテ事 ヲ成ス 一一 足 ラスト、 余强 テ之 ヲ乞フ 、模本 曰、 然ラハ 五十人 ヲ撰 ヒテ、 

I 中 用ノ砲 及ヒ金 ヲ貸シ テ出ス ヘシ ト  C  、Hr*r§- 

九月 山 君 及 li 松 本 要人、 我 I 伊助、 柏 崎 、南画、 仙 臺城 下 軍議 所 -ー 至 ル、 模本、 佛郞西 ノ  f  . 誤、 ブ リ 

ュ 1 ネ及某 ヲ拉テ 共， 一至 リ、 諸 同盟 藩士 ヲ集 メテ會 議ス、 ブリュ —ネ戰 法 ヲ敎テ 曰、 土人 一一 多 ク金ヲ 與へテ 探索；：：.； 

4 ノ i ハ 何人. 某所 ハ 何人 ァリト 、其 多少 及每 日夜 ノ事 狀ヲ審 知シ、 又 土地 ノ 形勢 ヲ 熟知 シ、 我 兵 分配 ノ 多少 

pti ノ 用法 等 ヲ 精密 二 ス へ シト、 手自滅ヲ寫 シーア 指示 ス、 又 曰、 翁靈ノ 兵、 凡 幾何 ァリャ 、諸 藩士" 

^丘 數ヲ略 考シテ 苍フ、 之 ヲ合ス レハ、 大凡 五 萬 人 ァリ、 ブリュ 1 ネ曰、 其 半 ヲ用ュ ルモ可 ナリ、 駕 15 用ヒ 海陸 竝 

^ハノ 、不日 二 西軍ヲ 襄ヒ、 戶ヲ 復シ、 西 京 二 至 ルコト 難キニ 非ス、 請フ、 諸君 ト議 セン、 而今、 會津ヲ 救助 スルハ 、眉ヲ 

ラ, リ i 一 一兵 ヲ出シ テ圍城 ラ救ヒ 、陷 ラサル 策 ヲナシ 、其閒 一 一大 軍ヲ發 シーア、 大事 ヲ成ス ヘシ ト、 模本 等 之 ヲ助ク 

之 Jr 卽囊島 S ル、 三曰、 永 岡 I 郞、 模本 力 出 セシ兵 五 丈ト共 二、 零 i ル、 至レハ 則、 米 fi 人餘、 菅-ー 

, ；リ r ァ I ヲ說ク 、仙 臺隊 頭大 松霧部 助 ヲ始メ 諸藩十 、皆、 米澤人 ノ說ニ 從テ、 兵士 解體 ス、 莊內中 村 氏、 ii  、若シ 

中き 一死 ルモ蠢 セント、 八 之丞、 卽夜、 又 仙 臺城 下 二 馳セテ 、兵 i ンコト ヲ議ス 、然ル 二、 仙瞧 中-一 テモ、 巳 二 降 謝 

ノ，. i 起く 未タ 一 诀セ ス 、醫 I ス、 巳 一一 シ テ 大鳥圭 介、 古屋作 左衞門 等、 t ハヲ率 ヒテ福 島 一一 至 ル、 我 大囊平 金， 

之 _ 退、 粗山 精 助 等從テ 至ル、 是 ヨリ 先、 大鵬、 直、 大庭 等、 小 荒 井 ヨリ 磐梯 山背 ヲ廻リ 、猪 苗代 城-一至 リ、 若松 城 ヲ進擊 シテ、 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明 元年 九月 十五 口  二 五三 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十五 口  二 五 四 

園 ヲ碎ン コトヲ 議シテ 發セシ 力、 大鵬、 古 星 等 、直 二  土？；！ 路 ヨリ 福 島 二 赴ク、 大庭等 之 ヲカ 爭スレ トモ、 可 カス シテ 曰、 糧 

及彈藥 一一 乏シ、 戰フへ カラス、 故 二 福 島 二 至リ、 德山、 三 好 兩君及 ヒ仙臺 兵 ト議シ 、之 ヲ備テ 後進 擊セ ン ト、 大庭等 巳ムコ ト 

ラ得ス 、共 二 福 島 ニ至レ ルナ リ、 然レ トモ、 降 謝 ノ論盛 二 シ テ、 兩軍、 福 島 二 至ルノ 形勢 ァリ、 ± マ ル コ トヲ 得ス、 諸 丘 ハ往々 

桑 折、 白 石 及 ヒ仙臺 城下-一至 ル。 

〇 

臣勝尙 、 恐惶頓 首、 泣 血 奉 歎願 候、 今春、 會津御 征討 -ー 付、 鎮撫 御 總督府 之 御嚴 命、 厚 奉戴 罷在 候處、 奧羽之 形勢 俄 二 變 

換、 大藩之 指揮 不得 止、 於 出先 家來共 、官軍 之 御 通路 先 へ 不敬 仕 候 段、 全ク臣 不行屆 ヨリ、 遂 一一 順逆 ヲ誤候 事 一一 立 至リ、 重々 

奉 恐 人 候、 奉抗敵 朝廷 候存意 ハ 毛頭 無 御座 候處、 七月 下旬、 官軍 御 進軍、 一 一本松 旣 二 落城 之 趣、 猶恐愕 、進退 窮迫、 無餘 

儀 開城、 隣 藩 ノ譯ヲ 以テ、 米澤 表へ 退去 罷在 候、 然ル處 、上 杉彈正 ヨリ、 厚 叙 旨 之 程奉傳 承、 天恩 深 重 之 程 奉 感泣 候、 弊 

邑 之絛ハ 、都鄙 慰隔、 春來 道路 梗塞、 叙 慮 之 程モ不 奉伺、 至 今日 候 殺、 今更 申 上 樣モ無 御座 候、 依 之、 時事 ヲ誤候 者 共、 嚴敷 

謹愼申 付、 今般、 御陴 門へ 罷出、 居城 1§ 土地 人民 共、 返上 奉 仰 朝 裁 候、 此上ハ 主從誓 天地 、勤. 王 之 外 他 志 無 御座 候、 乍 

恐、 今日 之 情實、 御 憐察被 成 下、 以海量 之 御仁 惠、 出 格 寬典之 御 處置奉 仰 度、 冒 萬 死 奉歡願 候、 此段宜 御 執 奉 被 成 下 

度、 偏 二 奉 願 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

慶應四 E 年 九月  板 倉勝尙 

板 倉 膨達家 記 

重 原 藩 記 

〇 勝 達 家 記 -ー 云、 九 e: 卜 三日、 於 一 一本松、 參謀渡 邊淸左 衞門殿 へ 、^^川敎之助始爲歎願罷出候面々 ヨリ、 主人 甲斐 守 儀、 咋今 

從米澤 表 福 島 へ 歸邑致 候 由、 傳承 致シ候 間、 同人 爲迎 罷越シ 、爲致 降 參候樣 致 度 旨 出願 候處、 白 河口 總督 正觀 W 殿、 御 聞 届 

被 成 候 旨 御 達 -ー 付、 卽刻、 福 島 表 主人 ¥斐 守爲迎 、^川 敎 \ 一助 始十 三人、 一 一本松 出發、 其 日 福 島 -ー 著ス、 

同 十四日、 5. 斐守爲 歎願、 一 一本松 へ 出發 シ 、夕刻、 同所 八 軒 へ 著、 右 一一 付、 參謀 方本營 二 ま M 川 敎之助 出仕 屆 二 及フ、 卽日、 御 達 


^te 川 

參 


書 左 之 通、  鷺藩 溢 川敎之 助へ 

明.；' 五日 四時、 於 忭田町 善性 寺、 甲斐 守 殿 へ 致應接 候、 此段 申達 候 事。 

九 月 

福 島 藩 重役 各 中 

同 十五 日、 御 達 之 通、 善性 寺 へ 甲斐 守 出頭、 參謀 渡邊殿 へ 謁シ 、欵 願書 右 之 通 差出ス 、同人 方 落手 被 致、 

同日 御 達 甞左之 通、 鈴 木 六 太郞、 一 一本松 ニ於テ 御渡シ 一一 付 持參、  了 

參謀 度 叠 淸左衞 門 御使番 市 川 鍾司郞 右 同 監察 兼帶 士 n 岡傳衞 

監察 使 大 口 莊左衞 門  橋 本 勘七郞  書記官 喜 々津道 助 

え、 へみ 阿？ r 藩 一 小隊 兵隊 備前藩 一 小隊 兵隊 彥根藩 一 小隊 

右、 明 後 十六 日、 一 一本松 出陣、 福 島 表 進軍 被 命 候、 此段相 達 候 事、 

但、 其 表出 張 之 藩々 へ ハ 、其 藩 ヨリ 可 相 達 候 事。  F 

.  , ]  碑使番 

九月.：' 四日  ，v 'ィ， 

福 島 藩 重臣 各 中 

右 -ー 付、 米澤、 一 一本^、 福 島 三 藩、 警衞手 續等申 合 相 勤 之、  - 

同 十六 日、 御 達 之 通 、参謀 方始御 使番、 其 外 役々 兵隊 著陴有 之、 卽日、 於 御宿 陴所、 御 使 番橋本 勘七郞 殿、 福 島 藩 へ 御 達 左 之 

通、 

明.：' 七日 五き ヨリ、 參謀 方、 當城 地內外 御 見 分 被 成 候 間、 左樣相 心得 候樣被 仰 出 候 事、 

右 -ー 付、 御 案内 之 儀 相 伺候 處、 重役 一 兩人爲 案内、 本 陴迄罷 出、 外 -ー 一 人ハ 家中 人口 木 戶際迄 罷出候 旨、 御 指令 有 之、 但 

重役 計、 麻 上下 著 用 之 事、 

い 七日、 參謀方 ® 御 使番、 監察 使、 當城地 御 見 分、 咋日伺 之 通、 其手續 二 テ無^ t 濟ム 

同日、 總督府 監察 使 ヨリ、 明 十八 日、 福 島 藩 一 小隊、 桑 折 表 迄 出兵 致 候 様、 御 使 番市川 鍾司郞 殿、 御 達 書 御 渡シ、 左 之 通、 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十五 日  二 五 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 明治 元年 九月 十五 日  二 五六 

扳倉家 一 小 隊 

桑 折 出兵 可 有 之 候 事。  ■ 

總督府 

九月  監察 

桑 折 出兵 -ー 付 伺 書、  . 

一 一 小隊-一 相 用 候 丈 之 ハ器、 御 資渡奉 頗度候 事、 

一 桑 折 市中 二 宿 陴可仕 哉、 但シ陴 星 二 相 詰、 警衞可 罷在哉 之 事、 

一 差 當リ候 軍事 用 向 之 儀 ハ 、驛村 役人 へ 直 -ー 申 付 不苦候 哉 之 事、 

1 隊旗、 振 旗、 袖 印 等， 御 差 圖可被 下 候 哉、 或ハ 臨時 相 製 シ用候 テ不苦 候 哉 之 事、 

一 摸樣 一一 寄リ、 鄉 民へ 說得致 候 儀 モ可有 之、 且進擊 モ仕候 心得 可 罷在哉 之 事、 

右 之 通 奉伺 上 候、 以上。 

九 月 

右 御 指令、 

伺 之 通 相 心得 可 申 候 事、 

十八 日、 早朝 -ー 福 島 藩 一 小隊、 桑 折 表 へ 繰出ス 、參謀 方始、 御 使番、 監察 使、 書記官、 城 地 内外 御 見 分相濟 候、 一 一本松 表 へ 御歸 

營、 

太 政 宫會計 宫太田 衡太郞 殿、 久松源 吾 殿 著陣、 宿驛 諸陴營 等、 輜重 人馬 繼立 差配、 都テ御 指令 有 之。 

〇 二十日-一至 リ、 督府、 勝尙 一一 謹愼ヲ 命ス、 參看ス へ シ。 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 九 終 

十九 年 十二  0:  二  4- 五日 掌 記 豐 原資 淸纂 


復古 外 記 稿本 

ョ叮 コ奨己 .J;^^.^  自明 治 元年 九月- サぶ 日 

白 1^  口  iVs き 叶  至 同  二十 一日 

〇 九月 十六 日、 若松 及ヒ 越後 ロノ 賊徒、 田 島 村 傍 近 一一 逃走 シ、 又 三 斗 小屋 村ヲ焚 掠ス、 督府、 乃 

チ館林 藩兵ノ 若松 二 在 ル者ヲ 分テ、 白 河 二 赴 力 シメ、 黑羽、 大田原 一 一藩 兵ヲ 罷歸シ テ、 其封疆 

ヲ 警守セ シ ム 、尋テ 中津、 今 治、 人吉三 藩兵ヲ 日光 二 班シ、 之二備 ヘシ ム。 

〇 秋 元 典 朝家 記 二 云、 九月. H ハ日、 若松 在 陴參謀 衆 ヨリ 隊長 へ 御 ロ達ノ 記、 

當地 ノ方ハ 最早 不日 落城 -ー モ 可 及、 然 ル處、 越後 ロ脫 走、 且當城 ヨリ モ 、日光 通 田 島 村 方 へ 餘程落 行 候 者 有 之、 萬 一 奥州 

通リ 二 向 可 申 モ難計 候 二 付、 大砲 一 局 相殘、 餘ハ 不殘白 河 驛へ歸 陴可致 ト御達 之 事。 

〇 大田原 勝 淸家記 二 云、 弊 藩 若松 二 屯 軍罷在 候處、 田 島 邊散走 之 賊徒 -ー モ 可 有 之 哉、 九月 十日、 凡人 數四五 百 人 -ー テ、 大關 

泰次郞 領分 三 斗 小屋 村 へ 襲 入、 放火 仕 候 趣、 右 ハ 私 領分 接近 之 場所 二 モ 御座 候 二 付、 會津 表出 張 兵隊 早々 引揚、 城 邑警衞 向 

厳重 可相備 旨、 參謀 伊地知 正 治 ヨリ 被 相 達 候閒、 十七 日 會津表 引 揚歸陴 仕、 無間斷 領分 内外 巡邏 爲仕 候。 

〇 黑羽藩 記 n 云、 九月 十五 日、 會津領 田 島 村殘賊 多人数 屯 集、 高原 口， 三 斗 小屋 口 へ 押出 候 模樣有 之 趣、 在所 ョ リ^«^5-  二 付 

ま、 段 參謀衆 へ 相 届 候處、 同 十九 日、 直 樣人數 引纒、 三 斗 小屋 口 可 相 固 旨 御 達 二 付、 同 廿日 若松 出立、 同廿 四日、 本 藩 ヨリ 巡邏 

ノ 丘ハヲ 合併 シテ、 橫澤村 二 一 一 小隊 半、 餵村 二 一 一 小 除、 廣 谷地 村 二 一 一 小隊、 礮ー - 一門 ヲ備フ 、皆 我封內 也。 

〇奧 平 昌邁家 記 -ー 云、 九月 十九 日夕、 軍監 ヨリ 最早 若松 落城 同様 -ー 付、 田 島 宿 へ 殘贼屯 集ノ趣 -ー 候 間、 日光 表 へ 合 兵 警衞可 
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仕 旨 御 達 -1 付、 同 廿日 發途 仕、 同廿 六日 日光へ 著。 

〇 久松 定弘家 記-一 云、 九月 十九 日、 今 市 出張 鍋 島 監物殿 ヨリ 書 狀到來 、田 島邊賊 多人数 屯集ノ 趣、 就テ ハ 日光 表 守 衞甚手 藩 

一一 付、 引返 シ 全軍 -1 テ守衞 仕候樣 トノ義 -ー 付、 早速 軍監 へ 申達 候處、 最早 落城 同様 ノ事 一一 モ 候得ハ 、日光 表 へ 合 兵 警守可 仕 

旨 御 達  >ー 付、 翌 廿日 ョ リ發足 仕 候。 

〇 相 良 賴某家 記 -ー 云、 弊 藩 若松 城下 へ 罷在 候處、 九月 十九 日、 野 州 軍 監鍋島 監物殿 ョ リ、 日光 表 御 警衞手 藩 候閒、 中津、 今 治 

巾 合、 早速 人 數引揚 、彼 之 方 警衞仕 候 樣申来 候 二 付、 軍 監中村 半 次郞殿 へ 申出、 夫 ョ リ參謀 へ 御 伺 相 成 申 候處、 落城 之 儀 ハ 

最早 且夕 二 有 之 候 得ハ、 三 藩 共、 日光 表へ 人 數繰込 候 樣御達 -ー 付 、則廿 七日、 日光 表へ 著 仕 申 候。 

〇 是 ヨリ 先、 參謀、 越後 口 官軍 ノ米澤 二 在 ル者ニ 移 檄シテ 、速-一 若松 二 來援セ シ ム、 是 ニ至リ 

薩摩、 安藝、 土 佐、 小 倉、 新 發田五 藩 兵、 米澤藩 兵ト倶 二 進テ 若松 二 至 ル 。 

〇 山 S 豐範家 記 一一 云、 九： 《 九日、 我 兵小國 一一 滯陴、 米澤ノ 官軍、 兼テ ハ 莊内 へ 向フ 軍議 ノ處、 此日、 若松 ノ 形勢 急迫、 落城 無 

覺束 一一 付、 米澤 降伏 二 相 成 上 ハ 、米 地 通 至急 若松 へ 繰 込 一一 相 成 度 段、 渡邊淸 左衞門 ョ リ岩村 精 一 郞宛 ノ 書至ル ヲ以テ 、深 尾 

I、 九參謀 ヨリ 村 田 勇 右 衞門師 5"、 へ 贈 書 ヲ以、 米澤ロ 兵隊 悉ク會 律へ 繰 込 ミ可然 旨 ヲ通シ 、而米 澤通會 律へ 繰込ム へ ク旨 

布 il" 一一 及へ リ、 十 曰 小國ヲ 發シ、 十 一 日米 澤著、 十三 日、 米 澤ヲ發 シ會津 二 向フ、 十四日、 我 共 檜 原著 ノ上、 半夜 同所 ヲ發シ 

大鹽 -1 宿 ス 、づ六 日、 我 兵 若松 城下 二 達ス。 

〇 麼應 出軍 戰狀 -ー 云、 諸 組 遊撃隊、 九月 十四日、 米澤 城下 繰 出シ、 中途 ヨリ 爲 斥候 本 ra 伊右衞 門、 長 咎場彌 九郞、 外 -ー戰 兵 之 

2 抢人 急速 出立 、若松 城下 迄 差 シ越サ レ候處 、籠城 相 成 居 天 寧 寺 口堅 メ仰付 ラレ、 互 一一 砲戰 イタ シ、 外 丘 ハ除之 儀ハ同 十六 日 

繰 込 候 返、 直-一 城外 日光 口堅 メ仰セ 付 ラレ 候-一 付、 一 隊相 圓メ、 臺場築 立、 晝夜 砲戰、 外 城 一 番隊、 十四日 米澤 城下 繰 出シ、 

R.1 '七 H 若松 へ 繰 込、 卽日坂 下 へ 進軍。 


〇 戊辰 事 愦槪旨 二 云、 九月、 米 澤表屯 集 之 官軍、 追々 會津 へ 御 繰 込 一一 付、 右 先鋒 ト シ テ繰出 候 兵隊、 左 之 通 * 

隊長 山 本 寺 伊豫 大 井田 修平 橫山與 市 

軍事 方 ま 崎 七. 左衞門 三 潴淸藏 

右 之 共 隊ヲ以 檜 原境ョ リ 進軍、 所々 賊情 探索 等 相 勤 候、 

十六 日、 我 藩 直 監杉山 盛 之 進、 若松 - 一至 ル。 

〇 淺野長 勳家記 二 云、 九月 十七 日、 福 地 久米之 丞引卒 之 一 一 小隊、 米澤ロ ョ リ 若松 七日 町 へ 繰 込 申 候。 ー ： 

〇 溝 口 直 正 家 記 二 云、 九月、 弊 藩 兵隊 追々 米澤 城下 へ 繰 込 候處、 猶叉檜 原 口 へ 進軍 之 達 有 之、 副 長 里 村官治 引率 一 一 小隊、 大 

砲 一 一門、 藝藩俱 々進發 、十七 日曉、 若松 へ 著陣。 

〇 小 i 忠忱家 記 -ー 云、 小 笠 原 若狹三 小隊、 九月 十八 曰 若松 城下 二 至 ル 、囊 伊地知 正 治 -ー 申報シ 、 其指禪 -ー 由リ、 先鋒 一 

小隊、 柳.^ 藩 一一 代リ、 城下 馬場 町 米 澤ノ閒 道 二 備フ、 胸墙 五所、 兵ヲ分 テ之ヲ 守ル。 

十七 日、 是 ョ リ先、 舊慕府 逋賊、 下 總姚子 浦 二 漂 到 シ 、陸 奥 二 逃 ル、 大總 督府、 總、 常、 野 諸 藩 二 

令シ テ之ヲ 辑捕セ シム、 因リテ 本道 督府ニ 移 檄シテ 之 ヲ報ス 、是 日、 督府、 之 ヲ白河 ノ諸軍 一一 

布 吿シ、 命 シテ諸 ロノ 譏 察 ヲ嚴ニ セ シム。 

〇 大總督 ョ リ總常 野 諸 藩 へ 達 書 

お 家脫艦 美賀保 丸、 下 總跳子 港 へ 漂 著、 同所 へ 上陸、 所々 へ 散亂之 内、 植本和 泉、 成瀨藤 十郞、 大河 八十 郞、 中原 登、 人 見 勝 

太郞、 大原金 五郞、 伏 見 喜 之 助、 本山 小 太郞、 中 根 造酒 之 助、 外 撒 兵隊 之 者 、奥州 表 へ 逃 去 候 趣、 召 捕 乘組之 者 及 白狀候 . ^之 

次第 二 付、 各藩 申 合、 嚴重 探索 取締 可 致 候 事。 
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L 1 - 3 日 束 征總督 記 

i 月 T  F 日 烏 山 藩 記 

先般、 铫子港 へ 漂 著 上陸 散 走 之 節 、奥州 表 へ 脫走之 者 モ有之 哉 二 付， 別紙 if  、ヲ 之 通、 常 總野三 州 へ 相 達 申、 爲御 心得 申達 

候 、中邨 表 總督府 へモ 早々 御 進 達、 探索 方 肝要 一一 有 之 候、 侬テ 此段 申入 候 也。 

, ^月. 1 '四日  下  参謀 

白 川口 出張 參謀 御中 «征« 

〇 書中、 所謂 中 村 表總督 府ハ、 平 潟ロ總 督府ヲ 指ス。 

〇 本日 白 河ノ諸 軍へ 達 書 

德川家 脫走數 名、 奥州 地 逃 去 候 趣、 別紙；； J か 一 スー^ 之 通 申 來候條 、猶 口々 嚴密改 可 有 之 事。 

九 月  白 河口 參  謀 

烏 山 藩 記 

〇 大總督 府參謀 移牒 シ テ 、若松 城陷 ル ノ 後、 會津ノ 民政 及ヒ 鎭撫 等ノ事 ヲ、 越後 口 總督府 二 委 

ス ル ヲ 吿ク。 

〇大 總 督府參 謀.^ 村 永敏、 吉村叙 翰 ヨリ 伊地知 正 治、 板 垣 正 形 二 膾ル書 

以飛檄 得 貴意 候、 時下 秋冷 甚敷 候處、 愈 御 勉勵御 奮 戰被爲 在 候 御 事 ト當府 一 統奉 恐察 候、 然 ハ 北 越 大 總督府 御手 モ 、追々 

會津表 へ 攻入之 趣 相 聞 候 二 付テ ハ 、最早 合 兵 大擧、 不遠内 賊城陷 落 之 事 ト奉遙 察 候、 右 -ー 付テ ハ 、 此末 會津表 民政 鎮撫 向、 

北 越督府 へ 御 委任 二  ffl 成 候 方可然 S 、當大 總督宫 ® 鎭將條 公モ御 配慮 御 見込 之 事 二 付、 今般 急使 大橋愼 三、 其 御陴竝 二 北 

越 督府御 本 營迄被 差 立 候閒、 宜敷御 見込 御 必添被 成 下 度 候、 一 體會津 表 之儀ハ 、奥地 之 €： -ー  ハ 候 得 共、 地勢 自ラ北 越 ニ屬シ 


居候 事 -ー テ、 素 ヨリ 米鹽 運送 便宜 モ、 北 越 之 方自ラ 順路 事故、 旁督府 へ 御委 ii^ 相 成 候方尤 可然存 候、 尙 前件 巨細 之儀ハ 

御 使大橋 慎三ョ リ御聞 取 被 成 下 候 様 致 度奉存 候、 此段以 急 飛 得 責意候 也。 

九 e: 十七 日 

再 啓、 宫、 條公拉 二 參謀 卿、 其 他 一 同ョ リ宜敷 申出 候 也。 g 征 § 

〇 按ス ル  一一、 一 一士 一日 二 至リ、 松 平 容保城 ヲ致シ テ出 降ル、 尋テ 越後 口 總督府 、加賀 、越 前、 高 田、 小 倉、 新 發田五 藩 兵ヲシ 

テ、 若松 城及ヒ 塔 寺驛等 ヲ警守 セシメ  、叉 民政 掛ヲ 置ク 事ハ， 越後 ロ戰記 一一 詳 カナリ 

〇 官軍、 再ヒ賊 兵ヲ靑 木、 一 堪等諸 村 一一 撃ッ、 賊兵潰 ヱ 走ル、 是ニ 於テ、 若松 城 南方 ノ圍 始メテ 

合ス。 

〇 太政官 日誌 三宮義 胤、 藤 村 紫 朗戰報 一一 云、 九月 十七 日、 早朝 ヨリ 進撃 致シ 、青木 村 邊ノ賊 追拂申 候。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 九月 十七 日、 去ル 十四日 頃、 城 ノ南ニ 相 當リ候 青木 村 屯集ノ 賊徒 追討 トシ テ、 此藩 ヨリ 七 番隊竝 佐 土 

原 等差 越 候處、 不意 二 城 中 ョ リ打 出、 味方 小勢 及 苦戰候 二 付、 今度 ハ 各藩 申 合、 長、 土  、 大垣 ハ 日光 街道 川 手 ヨリ 廻リ、 此藩 

二 ハ七番 隊竝佐 土 原 先鋒 一一 テ、 宮ノ城 一 小隊、 外 城 二番 除 ヲ差添 、青木 村へ 向ヒ、 兵 具隊ハ 苦戦 ノ外不 相戰樣 軍議 一一 テ ナ 

窪 山ノ臺 へ 相 揃ヒ、 五ッ 時分 ョ リ、 七番隊 先鋒 二 テ、 山手 ヨリ 在家へ 相 開、 佐 土 原、 宮 之城隊 ハ 畦 道 へ 開、 日光 口 方 ョ リ長 州、 

土 、米澤 藩 一 同 致 進 擊候處 、無難 逃 去、 一 一里 計モ致 追討、 夕方 引揚、 兵具隊 ハ令ノ 如 ク各隊 二 相 後レ、 靑 木村ノ 手前 ニ至リ 

處 i ヨリ 發砲 一一 テ、 早是 一一 應シ、 不得 ± 相 掛リ、 半 隊計リ 引殘シ 置、 左ノ 山へ 取 登リ、 賊ヲ追 散シ、 麓へ 下 リ兵ヲ 圓メ、 石 

村 へ ffl 進 ミ候處 、砲 聲烈 鋪ク. 佐 土 原 勢 苦戰、 三 雲爲 一 郞始 トシ テ手 負、 敵 ハ 諸方 へ 致 配 兵、 聲ヲ 揚テ守 返 ス勢ニ 相 成リ、 島 

津小平 太、 島津 式部 ヨリ 懸 レトノ 令 一一 テ、 我隊 一時 一一 聲ヲ 發シ、 甌立ー 戰 一一 追 散シ、 我 隊其日 ノ後殿 -ー テ、 暮過 若松 へ 歸陣 

イタ シ 候、 此日石 村 ノ 寺院 二 ハ 、會津 內藤介 右衞門 ハ乂始 ト シ テ 、男女 老幼 一 不八 人、 ーッ枕 一一 致 自殺 居、 賊乍 モ 見事 ノ 振舞 
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何レ モ a 兼、 右 寺院へ 火掛申 候、 手 負 一人、 勤 I  一一 一  Mm 贼死ス ル者 五拾餘 人、 番兵 六番 隊應援 押へ トシ テ、 城外 三 町 位相 隔 

候田峻 二 伏兵、 通路 ヲ斷切 候處、 城兵 物陰 ヨリ 發砲、 互 一一 少々 打 合 居候、 程 ナク靑 木 村 之 賊潰敗 イタ シ候 ュ へ 、 右田き £邊 

へ 、假リ ーー臺 場ヲ 築造 相 守 居、 連日 攻擊 候。 

〇 山 內豐範 家 記 一一 云、 九月 十七 日、 諸道 ノ敗賊 城 南 諸 村 二 屯 集シ、 城 中ト相 應シ、 以テ 官軍 ノ隙ヲ 窺フ、 乃チ薩 丘ハト 議シ、 東 

西兩道 ヨリ 同 シク之 ヲ擊ッ コトヲ 約シ、 薩兵ハ 東 山ノ麓 ヨリ 青木 村 ノ左ヲ 進ミ、 先 ッ戰ヲ 挑ム、 我 共 西方 飯 寺 村 ヨリ 進？、 

賊 ノ橫ヲ 突擊ス ル ノ議ヲ 定メ、 第一 一 小隊、 第 八 小隊、 第 十四 小除竝 一一 砲 一 分隊、 及ヒ 北來ノ 新兵 二 小隊、 且米兵 一 小隊、 亦 我 

丘 ハー 一 屬シ、 片岡 健吉、 伴權 太夫 監之、 秋 澤情吉 、前 野 悅次郞 、八 木 僴作副 之、 朝 六 時 發テ飯 寺 村  一一， W フ、 十五 日、 長 州、 佐 土 原 

ノ戰ヒ 、賊勢 猛烈 ノ 聞へ アル ヲ以テ 、別-一 援軍 トシ テ第十  一 、士ー 合 除、 及第 十九 小 除 相繼テ 發ス、 谷 守部監 之、 齊シ ク钣寺 

ナニ  g レ、 原註、 此時賊 天 祌ロ郭 門 ヲ出テ 、靑水 付ヲ 經テ面 町村 屯 集 g,,, し、. I  = 一 、：、 1 も- . Z 

ネー 一至 ソ ノ賊ト 聲息ヲ 通 セリ、 靑水 村-一 丘 r ヲ 5, リほ 薩丘ハ 山ノ手 ヨリス ル者、 開戰稍 ャ遲々 セル ラ以テ 、乃 兵ヲ 

1 一手 二分 チ、 第二、 第 八 及 新來齋 藤隊ハ 左リ中 野村ョ リシ、 第 十四 及 新兵 長屋 及 米 兵 一 小隊 ハ 右高 久川 ノ堤ョ リ進 ミ戟ヲ 

挑ム、 賊 胸壁 ラ處々 一一 築キ、 防 戰ス、 賊又高 久川ノ 前岸ョ リ 臼砲 及 小錢ヲ 以テ、 我 右手 ノ兵ヲ 防ク、 左 中 野 村 一一 向フ三 小隊、 

亦 直 二 田閒ヲ 進ミ、 賊壘 一一 迫ル、 薩兵 亦左ノ 山手 ヨリ 進 擊シ、 相 共 一一 攻撃 ス、 賊遂 ニ支フ ル能ハ ス、 數 ケ所ノ 胸壁 ラ棄 テ敢 

走ス、 追 擊シテ 面 川 村 一一 至 リ、 賊巢 諸村ヲ 放火 シ、 午後 四時 歸營 セリ、 是日、 援軍 ノ三 小隊 ハ、 兼 テ城中 ヨリ 討テ出 ツル 數、 

又 ハ賊勢 强猛拔 キ難キ ヲ待ッ ノ約ナ レハ、 一 砲 ヲ發セ ス 、飯 寺 村 - 一居 守シ、 其 夜長 兵 ノ求メ  二 應シ、 止テ沂 ー邊ヲ 邏ス、 戎 

遠ク 逃散 シ， 宫兵遂 二 會城ヲ 四 圍シ、 城 中 ノ往來 全 ク絕ス 、此ノ 役 傷 一 人 o」 一 HI 帳^ 

〇 島 津忠寬 家 記 二 云、 九月 十七 日、 一 番砲隊 、同 銑隊、 一 一番 砲隊、 同 銨隊、 三番 砲隊、 同 鋭 除、 四番、 六 番鋭除 、青木 村 、新星 村、 

井出村 等、 屯集ノ 賊徒 掃 攘ノ令 ラ受ケ 、各藩 一 同 進 發ス、 先 砲除ヲ 本道 ヨリ シ、 薩兵 本道 ノ左 山手 ヨリ、 一 番、 四番、 三番 疑 

隊、 同 山 下 ヨリー 一番、 六 番錢隊 本道 右廣場 ヨリ 進ミ、 長、 土 及ヒ米 澤ノ兵 、新星 井出村 口 ヨリ 進？. 外 一一 薩兵 一 隊. 城 中 ノ戎ノ 

突出 二 備 へ 、各 除齊シ ク進 擊ス、 山 下 二 進ム處 ノー  番鋭隊 等、 一 群ノ 賊徒 ト戰、 本道 ヨリ 進、 砲 隊又烈 ク發砲 ス、 賊走ル 、二 


番、 SI  、又 一群 ノ賊 ト戰ヒ 奮撃、 賊敗テ 川 ヲ指テ 走ル、 銑 隊追 テ川ニ 至ル、 賊半川 ヲ渡テ 遁ル、 半ハ陸 ヨリ 走ル、 裏 

尙讓 ス、 賊所々 一一 防戰ス ト雖ト モ 、官軍 奮戰 之ヲ敗 ル 、遂 一一 面 川 迄 暴 ス 、時  一一 0 一  手 山上 へ 登リ、 官軍 ヲー 下番  1 フ監 

包交發 、せ. ス、 日旣 一一 沒シ、 各 隊陴ニ 歸ル、 獨リ佐 土 原隊 青木 村 一一 留リ、 砲臺ヲ 築テ賊 一一 備ーノ 死 四 人 一郎、 六番銃隊"*- 

友彥右衞門、复ほ，^、 一  番统隊 半 隊屋， BstillKJi 横 J 同 十八 曰賊 突出、 擊テ之 ヲ退ク 、同 十九 曰、 一 番、 三番 砲隊、 同 一 番、 

火卒 二..^、  ttp/ 武兵衞 、都 司 伊 緣 二番 砲 隊撿本 政 次. ^  0 

三 i、gt.$ 成 I.-  、  ：：^at ケ ノ.^ 々 ノ攻ロ ョ リ攻 擊ス、 一 一番 砲隊、 同 銃隊、 六 番銑隊 ハ 尙靑 木村ヲ マ モ ル 

辰き 槪 1 曰  一 vsf 千ち 曰、 會 si 寸 、案 等 村々 二 賊千餘 人 屯 集、 城 內ト讓 相 I  -ー  付、 直賊可 打拂旨 御達 

£ 、一  小隊ず ノン、 土 州兵ト 合隊、 I 議、 數 刻苦 戰仕 候處、 賊徒 敗走、 大川ヲ 渡リ逃 去、 猶所々 之 村 家 循讓ヲ 追撃、 拾 

餘村 燒拂 、不殘 追拂 申 候、 戰死 1 人、 ISA 慯ー ^A^ss.  .  ！ 、夫う ー取ー - 

〇 露 長 I 記 二 云、 福地久 j 一 小隊、 九月 十七 曰 、若松 七曰听 へ I 中 候、 同 曰 近 村 I 村 へ 賊 之^ 

テ、. 土 兩藩之 人数 進撃 一一 相 成、 甚苦戰 之 由、 迅速 應援候 樣會議 所 ヨリ 達有ッ ， 一、 直 一一 繰 出、 暫ク及 烈戰候 虎、 賊 r ハ遂 -1 敗走 

^  二 寸、 三 蕃共引 Mr 弊 藩人數 ハ 德久村 へ 繰出シ 、同所 守 衞罷在 候、 其 節 弊 藩 死慯無 御座 候。 

^溝 口 直 正 I 二 云、 九 曰、 若松ず 距ル 一里 半 程 西南-一 賊屯 集ス、 長、 土、 璧藩 ニテ攻 擊シ、 議、 弊 雲 後援、 大 

西 孫 右衞門 進發、 幕 ノ 內 村 左 高久川 ノ 上流 河原 一一 陴ラ 敷ク、 賊、 向 岸 樹木 一一 據リ發 砲ス、 諸 藩 兵 I リ 一一 砲戰、 遂 一一 我 兵" 

ヲ度リ 烈シク 攻擊、 及 薄暮、 賊 北方 ヲ 差シテ 敗走 一一 付、 味方 モ 一 ト先 引揚。 

〇 ト笠京 中 ひ 比 家 記 二 云、 九月 十六 日、 三 溝 市 右 衞門守 ル所ノ 日光 口 堡障近 ク賊壘 二 接シ、 日々 砲戰ラ 斜，^ 十七 日、 土 付 ^ 

澤等ノ 兵、 日光 ロー 一 來會シ 、青木 村 ノ賊ヲ 擊ッ、 我 藩、 長藩ト 留守 ス、 官軍 大勝、 賊ノ 巢窟ヲ 嬈ク、 我 斥候 ノ兵 亦.. -シ ク戰フ 

〇 土 持 左 平 太 手記-一 云、 九 月 十七 日、 城郭 總廻 リヲ取 卷ク、 是ョ リシ テ賊城 中二 通路 ヲ絶 ッ。 朱 雀 二番 寄き 組、. P 

Q 右松で 一一 云、 九月む 七日、 朝 四 ッ時頃 ヨリ、 f 寸村柳 土手 P 千 橋 青木 村敏、 總 進撃-一 相 見 申 候、 依 テ私隊 士屋總 藏隊， ^ 

通へ 雷、 德久村 東 川 中へ 押出 、頻ニ 砲 II、 東 山際 ヨリ、 味方 追々 面 川 村 方へ 引揚候 擎-ー f、  一  411 
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斷、 同村 川原 方 モ同斷 之樣子 一一 テ、 左 候 内、 德久村 ヨリ 進 候敲、 一 ノ堪 村へ 繰 込 候、 侬 テ私隊 一一 テ敵之 中 へ 被 取 込、 せ』 モ砲戰 

致 候 得 共、 前後-一 敵ヲ 引受 難 叶、 依テ 同村 東 脇 通 リ面川 村 入口 迄 引 揚候様 申 含、 引揚 候處、 一 ノ堪村 中模合 ヨリ 僅 一丁 計 之 

處 二 テ 、被 打 立 苦戰、 私 一 ノ 堰、 六地藏 へ 參 リ喰留 度存シ 、頻 二 手配 致 候 得 共、 一 ノ^川 原 ョ リ 山際 迄、 敏 一面 一一 相 成、 ，きァ 

皆々 雨屋村 迄引揚 -ー 相 成リ、 依 テ私面 川 村 へ 相 進 之處、 中 不殘面 川 村 へ 相 纏 居候 得 共、 諸隊 ハ 不殘雨 星 村 へ 引揚 -ー 相 成、 御 

軍事 方 ト當隊 計 -ー テ取敷 候 場所 -ー 無 之、 雨 屋村迄 引揚、 途中 二 テ御 軍事 方 伊東 權助、 拙者 隊、 同所 山 へ 登 候 樣御差 圆之趣 申 

候 一一 付、 直 様 木 落 場 急路攀 登リ、 白 虎隊モ 登山、 爱 一一 テ合兵 二相 成、 平地 見下 候 得ハ、 雨屋原 一 圓、 敵 兵 一 大隊 程 取 敷進擊 二 

^  . ^上 ヨリ 眼下 二見 下シ、 嚴敷打 立 候處、 平地 二 居殘、 味方 二 モ相 進ミ、 敵丘ハ 退散 致、 此節 上田 學太 輔毆御 差圆ニ 尸 、敏 兵 

返 散 致 候 間、 味方 不殘福 永 村 迄 爲引揚 可 申 候 間、 右 之 段 相 傳候様 被 仰 聞、 暮合 -ー 引 揚ケ、 福 永 村 二 著陣、 討死 一 ；人、|深^1ー耀： 

手 負 一 人、 や 目黑 九八郞 小山 村へ 取布キ 番兵、 同日 朝敵 襲來、 依 之、 山 h 取 敷 キ防戰 致 居候 得ハ、 平面 味方 失 利 引場-一 

相 成 候 得 共、 當 隊而已 山上 二 挑 ミ戰フ 、侬テ 敏後背 二 相 廻リ、 味方 苦戦 二相 成 引揚、 黑森ト 申 候 處宿陴 、戦死 一 一人。 阐 fi^y 

導 役篠峙  "： . 0 

力 江、 

〇 結草錄 -! 云、 我隊 I すーノ 堪村先 二 陣 シ 、番兵 巡邏 ス、 九月 十七 日、 朝五ッ 時、 敲襲來 、諸 除 兵 S  一  ノ 堪在陴 人數、 jaa  -1 應^ 

奮 ® 一 一時 餘、 彈藥 盡キ、 加 フル 二死 傷 又 多シ、 支 ヒ難ク 止 ヲ得ス 返ク、 六 地蔵-一至 ル、 漸 ク陣將 方始メ 諸隊應 援來ル 二 ヨリ、 

暫ク ffl 支ヒ、 已ニ シ テ 雨 星 村 迄引揚 ノ令ァ リニ 同 繰 打 シ テ退ク 、敵 勝-一 乘シ進 ミ來ル 、依 テ 雨 星 堂 山 へ 白 虎 除、 S  、跡. 猄 

I" フ对、 i 大澤 除、 旭 滴 新 西 ％Af セ部フ 跡ル、 、結 義分除 上リ、 正面 ハ 砲兵 除、 結義 分隊、 坂 軍 樂齋ノ 募兵 少々 、 川 手 へ 町 野險陣 營ヲ占 

mw 大 一一 奮戦、 敏 敗走 ス 、石 村 先 迄尾擊 ス 、乘馬 一 疋及 ヒ 馬具、 銃槍數 筋、 彈藥少 々分 掃ト雖 トモ 、彈藥 、米 鹽乏ク 、陣 シ難キ 

ヲ以テ 福 永 村 へ 退 クへキ ノ命ァ リ、 然 レ トモ 手負ノ 兵、 未タ豆 田、 香盥 兩村邊 ，ー ァ ル ト聞キ 、予 I？ 及ヒ ffl 中 直 江、 木 m 

四 ほ  一 ノ瀨勘 三郞、 5- 士兩三 名 等 二 テ行キ 、途中 軍事 局  一 ノ 瀨賀壽 馬、 樋 口 丈 助-一 逢ヒ、 引 シ、 豆 S- 一至 リ、 傷者 ヲ悉ク 川 

向 小 谷 村へ 送ル、 明 方-一 及テ漸 ク渡シ 終ル、 一 ノ瀨、 樋 レへ行 タルカ 知 ラス、 此日死 三十 四 人 、鮮錄 隨賺 5 碼彌漂 


郎 i 門、 il. 助^ 漼 おき.^.^ 藝ぉま き、 、 甲士 I 藤右衞 門- 廣 1 秀 i:§siE、 


-用局 相 田 重 治、 甲 士佐藤 總藏、 

總 ，後遂 I 八日、 S 田 出 起、 午 時 頃 福 永 村 二 至ル、 高 田 應援ノ 手配 未タ定 ラス、 敵已 二 高 田 ニ入リ 放火 ス、 依テ高 m 出張 ノ 

兵 福 永 一一 退ク、 曉、 大内村 一一 至ル。  一郎 

〇 松 平信 庸、、 I まぶ 蘇 ％ヲ 軍門  一！ 上 リテ、 罪 ヲ謝シ 、降 ヲ乞フ 、山形 藩 留守 ノ 老臣 水 野 某 右衞 

門、 等 モ 亦 降 ル 、is  、？ ゆ €テ 督府 信庸、 及 ヒ 山形 藩 首謀者 一一 謹慎 ヲ 命 シ 、藩 兵ヲ シ テ 歸順 ノ 

^plli.  In  If 誤リ、 il へ ^ 

1 宸 11 靈極、 子臣之 分 モ不相 立、 先非 後悔、 今更 何共 可 奉 申 上様 モ無 御座 候、 然ルニ 今 I  S 之 程 

ir^isHil 存候 次第、 素 ョ i 朝廷 候纖 頭無 御 座候得共、 僻駕 偏土  二 襲、 春以來 天下 實ぱぱ 

プ：^ 辨別不 i  、恐 多モ深 靈不 奉伺、 遂 二 裏 之 事件 -ー 立至リ 候段、 S  、常々 指揮 不行屆 ヨリ 所 致 二 も ァき幾 

きな 之、 ま 城外へ 退去、 恭疆愼 、家來 末々 讓度謹 f 付、 奉 仰 朝 裁、 醫誓テ 勤 王 之 外 二念 if 化 

御 寬大之 御 舊ヲ以 、謝罪 之 儀 御 採 I 成 下篇、 偏  一一 si 、誠 恐 誠讓首 謹言。 

九 ^  .  松 平信 安家 記 

◦ 一 不日 達 書  出 村 縫 殿 助へ 

伊專謝 雲 願 之趣讓 御 i 候、 就テ ハ 卽今臺 効 相 立 i 可 致 候、 S 、猶 御沙 I 之間、 8 ハ 其 許 へ 御預、 伊豆 
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守 儀ハ 寺院へ 謹慎 可 罷在旨 可 相 達、 此段被 命 候 事。 

ffll 、器械 彈藥等 目録 差 出 候 事。 

j 月  白 川口 總督府 參 .  謀 

. , C  松 平信 安家 記 ， 

〇 信 安家 記 二 云、 九月 十七 日、 白 川口 御 總督府 一 一本松 御本營 ， 一 於、 謝罪 歎願 書 差 上 候處、 廿日 被 成 下 御 聞屆、 寺院 ，  一 i 眞罷 

在 候 樣被仰 渡、 難 有 仕 合奉存 恐縮 謹愼仕 居候、 

福 島 M 秋 田 表出 兵 之 人數、 早々 引 上 ケ候樣 申 遣、 九月 中旬 迄， 一 追々 引 上ケ申 埃。 

0 酒 井 忠豪記 二 云、 九月— 四 曰、 芳賀囂 衞、 一剛 在 隊 リノ 士 、上 ノ山藩 ノ使霊 造權左 衞門ラ 伴テ、 If 陣 セル 

サ刈和 野 一一 來 ル 、使者 曰 、當十 一 日 ノ夜、 米 藩 久保田 源左衞 門、 晝夜 兼行 シ テ 仙臺 一一 赴 ク 、道路 ノ 聞 所、 奧羽 ノ 謝罪 擄 二 其^ ヲ 

奏 セン 力 爲ナリ ト云フ 、米 澤候ハ 巳-一城 ヲ出テ 西 兵 ヲ迎、 又 其 指令 ヲ奉 シーア、 五 百ノ兵 S シーア 會津ヲ .5、 然 トモ 獨リ同 

盟ヲ渝 へ テ降ラ 請？ 以テ、 辭ノ奧 羽 各藩 一一 陳ス へ キナキ ヲ耻、 使者 ヲ發シ 、仙、 皮 ノー 一藩 一一 說テ、 共 一一 謝罪 セン コト I 

ム 、弊 藩 亦其說 讒 ヲ 得、 是 ヲ以テ 福 島 二 在 ル兵ハ 巳-一之 ヲ收ム 、仙 北 二 在 ルモ遽 ニ收メ 歸レ、 且 ッ以尊 藩 二 ソノ 本末 ヲ可報 

ト、 寡 君ノ命 ァリト 云フ、 答 曰、 我 軍未タ 云々 ノ 報ヲ不 得、 藩 論ノ 定ル處 如何 ヲ 不知、 然 トイへ トモ 弊 藩 素 ヨリ， 入 一一 チ 

ヲ 欲セフ 況ンャ 砲 ヌ ノ下數 月、 死生 ラ共ニ ス ル貴藩 二 於 テラ ャ、 他日 兵 ヲ逆ニ シテ封 境-一 臨 ルモ、 ま ナリ勢 ナリ、 敢テ艮 

ル 所-一 アラス、 人 各社 稷ノ爲 ニス、 弊藩ノ 故ヲ以 テ必ス 大計 ヲ誤 ルナ カレ ト、 使者 淚ヲ 掩テ 去ル。 

〇 一 一十 六日 上申書 

口上 覺、 

去 ル卜 八日、 薩州御 人數、 米 澤領中 出 驛迄御 進軍 相 成 候 一一 付、 同藩 古 海 勘 左衞門 ヲ以、 參謀黑 S 了 介 殿 へ モ 、伊豆守 謝罪 歎 

願書 差 出 候處、 翌十 九日、 當 城下 へ 兵隊 御 繰 込 有 之、 開城 之 上、 器械 差 上 候 樣御達 ， 一 相 成、 別紙 之 通、 器械 於城內 本丸 御 見 分 


リ濟、 卽日庄 内 御 征討 二 付、 先鋒 被 仰 付 候閒、 右 器械 ハ 被 下 置 候 旨 御 達 御座 候、 此段爲 念 御 屆申上 候、 以上。 


九 月 

〇 別紙 

一 器 機目錄  1 

覺、 

一 大砲  十四 門 

£ 旋條砲 二 門 

五 百 目 二 門 

ダ 

覺、 

1 ::,;:バ-^,針玉 二百 餘 

一 小 统ハト ？ン 三萬餘 

右 之 通 御座 候、 以上。 

辰 九月 


松 平 伊豆守. z: 增戶 武兵衞 


亞米 利加ボ ー 

百 目 


四 斤 玉 


二 門 

ra 門 


三百 餘 

六 百 貫目 餘 


佛蘭西 ポ 1 

小銃 


1 * 一  nwj 

百 五 卜 二 挺 


半ド 二 門 


百 五十 目玉 八 拾 一 


松 平 伊豆守 家來 


月 十九 日 二 至 


=■ ネ翁 M  M 

松 平信 安家 記 

，東北 i&J 攀軍將 一 付、 信蠻 一一 命 シ テ 東京 二 至 ラ シム、 事ハ 越後 ロ戰記 一一 詳 カナリ。  ， 


〇 按ス ル 

〇 

先般、 御 征討 之砌、 名分 順逆 ヲ誤 リ、 主人 和 泉 守 上京中 、奥 羽 列藩 二 相從、 家中 之 者 共、 恐 多 モ奉抗 官軍、 今更 恐懼 至 

極、 可 奉 申 上樣無 御座 候、 必竟 私共 心得 違 ヨリ 右 之 次第-一 相 至、 重々 奉 恐 入 候、 然ルニ 今般 厚 叙 慮 之 程、 米澤藩 ヨリ 奉傳 

古 外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 十七 日  二  •> 七 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 十七 日  二 六 八 

承 恐、 愕 至極 奉 存候、 位 之、 家中 一 同 謹慎 恭順 罷在、 奉 仰 朝 裁 度 奉 歎願 候、 此上 何分 宜 御 處置被 成 下 度、 偏 -ー 奉 懇願 族、 

恐惶 謹言 ひ 

九 月  水 野 和 泉 守 家來 水 野 三 郞右衞 門 

水 野 式 膳 

朝日 山 藩 記 

水 野 忠弘家 記 

〇 忠 -：15 家 記 -ー 云、 九月 卜 一 日暮 方、 米澤藩 ョ リ 使者 原： 一 ー左衞 門、 大瀧甚 兵 衞來、 水 野 三 郞右衞 門、 大道 寺 源 內及應 接 候處、 

此度、 土 州藩澤 本盛彌 密使 ト シ テ米澤 へ 來リ、 是迄奧 羽 各藩 出兵 抗 官軍 候 之 事件、 謝罪 之 上、 諸 口 觯兵之 談示有 之 候 問、 

刖 米澤ョ リ市川 宮內、 杉 山 盛 之 進、 右盛彌 同道、 一 一本松 表迄罷 出、 參諜 渡邊淸 左衞門 へ 及 應對候 由 之處、 品々 厚 叙 慮 之 

趣 委詳說 得 一一 テ 、誠 一一 以奉恐 入 候閒、 米澤家 オイ テハ 、彌 謝罪 歎 訴進達 之手續 一一 及 ヒ 候 之 間、 其 段 通達 一一 及 ヒ 候 旨 申 聞 候 問、 

素 ョ リ弊藩 之 儀 ハ 微力、 不得止 進 返. K 藩 二 依 賴罷在 候 儀、 且厚 叙 慮 之 程 奉 傳承候 上 ハ 、恐愕 至極、 素 心 徹底 仕 候 -ー 付、 速 

二 謝罪 欵願之 手續、 諸事 宜敷預 周旋 度 旨 及賴談 候處、 先 ッ米澤 表迄罷 越、 同藩 市川宮 内 へ 談判 候 様 申 聞 候 間、 明日 可 罷出旨 

及 返答 候、 

同 十二 日、 一 家中 謹 愼罷在 候樣相 達、 且福島 及 ヒ秋田 口 へ 出張 之 兵 除、 謹愼ニ テ早々 引 揚候樣 迎之者 差 立、 三 郞右衞 門、 源 

内、 山形 出立、 同 十三 日米 澤表 へ 著、 市 川宮內 へ 謝罪 歎願 之 手續及 談判 候 之處、 白 河口 官軍 へ 差 出 候 樣申聞 候 間、 弊 藩 之 

儀 ハ 他 藩 之 並 合ト違 ヒ 、主人 上京中 二 テ 、 在所 詰 家 來之者 共、 名分 順逆 ヲ誤リ 候 段 ハ、 更ニ 承知 不致儀 二 付、 主人 ョ リ 歎願 

書 ハ 難 差 出 候、 依テ 陪臣 之 歎願 書、 直當 二 テ ハ 甚 不敬 之 至リ、 如何 可 致 哉 ト問合 候處、 米澤藩 重役 宛 之 歎願 書 二 テ可然 旨 申 

聞 候閒、 左 之 歎願 書、 市 川宫内 へ 差 出 申 候、 

先般、 庄内御 征討 之砌、 名分 順逆 ヲ誤リ 、主人 和 泉 守 上京 留主 中、 奧羽 列藩 同盟 二 從ヒ、 家中 之 者 共奉抗 官軍、 今更 恐懼 

至極 之 段、 誠以 先非 悔悟 仕、 坷 共 可 申 上様 無 御座 次第、 全 私共 指揮 不行屆 、重々 奉 恐 入 候 儀 -ー 御座 候、 今般 厚 叙 慮 之 程、 


尊， リ奉 拜承不 f  I 存候、 依 之、 家中 一 星 ii 在、 可 囊御菌 、何卒 御 寛 典 之 以御舊 謝罪 之 儀 御 採用 被 

成 下 矣樣奉 歎 顆宾、 直 一一 奉 願 候 モ 恐 入 候 付、 尊 藩 迄 御 依 賴仕候 間、 幾重 -ー モ 御 執 成 被 成 下 度 奉 懇願 候、 恐惶 謹言- 

し  月  水 野 和 泉 守家來 水 野 式 膳 

水 野 三 郞右衞 門 

毛 利 t 總 

島 津利馬 一 在 

右 書面 二  、棄澤 侯 左 之 添書 二 テ 進 達 之 旨、 市 川宫內 演說仕 候、  一 

水 野 和 泉 まま 3 リ、 別 f  |棄 ，出 候 -ー 付、 51 届 望、 無續樓 靈需、 翁 各雷樣 御 寬大之 

御 處置被 成 下 度奉存 候、 此段私 引受 奉 歎願 候、 恐惶 敬白。 

L  藤原齊 憲 

右 ハ 、一。 田 島 表 へ 相 詰 居候 同藩 高山 與太郞 方 へ 可 申 遣 候 間、 猶福島 表 へ 罷出候 樣宮內 申 聞 候 之 間、 同 十六 日、 源 内 ハ 山形 表 へ 

，リ 、一二郎 套門覽 表 へ S  、高山 與太郞 へ ii 處、 委細 宮內 . リ串 越箭、 早憲譲 ils へ 歎藝取 

次 i 可警 一一 付、 控襲 候處、 暫過、 與太郞 申 聞 候 " 、右 淸左衞 S へ 歎藝 、謹書 ト モ 讓候處 、米 i 義宛 一一 テ ハ 

不都合 之 次第 モ有之 候 間、 直 I 文面-一 テ不 S 之 湾 II- 一  付、 則 直通 I 霍直シ 、同 十七 曰、 I 衞 2 へ 三 

郞右衞 門 進 達 仕 候。 

〇一 一十 日 達 書 

水 野 三 郞右衞 門へ 

1 家中 謝罪 欵願之 趣 被 遊 御聞屆 候、 就テ ハ 卽今之 實効相 立 候樣可 致、 依 之、 尙 御沙汰 迄 之閒、 銃器 ハ 其 許 へ 御 預ケ、 順 

逆 ヲ誤候 主 裁 之 者 嚴數謹 愼可罷 在 旨、 可 相 達 被 命 候 事。 

复古外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 十七 日  二 六う 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 十七 口  ，  二 七 〇 

伹、 器械 彈藥等 目 錄可差 出 候 事。 

九 月  白 川口 總督府 參  謀 

水 野 忠弘家 記 

〇 忠弘家 記 叉 云、 九月 十七 日、 欵 願書 御 落手 之 上、 明 十八 日、 一 一本松 表 へ 罷越、 御沙汰 相 待候樣 二 ト、 渡 邊淸左 衞門殿 被 申 

聞 候 問、 翌十 八日、 一 一本松 表へ 罷出、 其 殿， 彥根 藩士 ヲ以相 屆控罷 在 候處、 同 廿日 夕刻、 御使番 ヨリ 御用 向 有 之 候 之條、 參謀御 

本陣へ 一 能 出 候 様 被 申 越 候 間、 卽刻罷 出 候處、 淸左衞 門 殿 ヨリ 書付 ヲ以、 右 之 通 御 達 御座 候、 

右 御 渡 -ー 付、 卽刻ー 一本松 表出 立、 同廿ー 一 日 山形 表 へ 著 仕、 御 達 之 趣 一 家中 へ 申達、 主 裁 之 者 嚴重謹 愼罷在 候、 器械 彈藥 目錄 

之 儀 ハ 秋 元鎮輔 持參、 同廿六 日、 福 島 表 御在陣 監察 大口 庄左衞 門 殿 へ 進 達 仕 候。 

〇 一 一十 六日 上申書 

去ル 十九 日、 薩州御 人 數上山 驛迄御 進軍 -ー 相 成 候 付、 米 澤藩大 橋 勇 ヲ以、 參謀黑 田 了 介 へ モ 謝罪 欵願甞 差 出 候處、 開城 之 上、 

器械 差 上 候 樣御達 -ー 相 成、 同廿ー 一日、 當 城下 へ 會計方 西 德次郞 入 込 有 之、 別紙 之 通、 器械 於城內 本丸 御 見 分 相濟、 卽日庄 内 

御 征討 二 付、 先鋒 被 仰 付 候 間、 城 ハ 御預、 器械 尸 御 渡 -ー 相 成 候 旨 御 達 御座 候、 此殿爲 念 御 届 申 上 候、 以上。 

辰 九月  秋 元鎮輔 

〇 別紙 

費 

大手 树 形へ 差 置 候 分、 

ーネ ー ト砲  四 挺 伹玉藥 箱 添 一 五 百 目 野戰筒 壹挺 但 右同斷 

一 百 五 拾 目 野戰筒 铤 但 右同斷  一 鐵百目 筒  壹挺 但 右同斷 

ダ 


一 歩潢目 具足 拾領 

一 鎖 5-  五 拾八領 

ー镫  七 拾 三 足 

一 百 五 拾 目玉 四百 發 


足輕 具足 八 拾 « 領 

Z 二 彈藥 貳萬發 

九拾發 

百 五拾發 


朱 具足 

ケへ ー ル彈藥 

破裂 彈 


1^ 拾領 

一 萬 五千發 

五百發 


五 百 目玉 


幕串鎗 四 本 


鎗 百 八本 


東大 手 櫓へ 差 置 候 分 * 

一 歩 土 具足 貳拾領 

一 騎馬 具足 ^1^領 

一 和 鋭彈藥 三千 發 一 

一 百 目玉 貳百發  一 

南 大手 櫓へ 差 置 候 分、 

一 片鎌鎗 六 拾 四 本  一 

大霄院 へ 差 置 候 分、 

一 具足 取 交 百九領 ■ 

一 觀^ 水腦亂 四 拾 

一 文字 櫓へ 差 置 候 分、 

一 和 銃 大小 取 交 七 拾 挺 

ダ 

. ^ヒ 0 朝日 山 

丈 日、 阿部 正 靜ま？ |?、 織 田 信 敏、、 3f 靈 J 曰ヲ 軍門-一 上 リテ、 罪 ヲ謝シ 、降 ヲ乞フ 、尋テ 

正靜ノ 高祖父 正備 養？、 ト モ亦 降ル、 督府 S 二 謹慎 ヲ命シ 、藩 兵 ヲシテ 、功 ヲ立テ 、罪 ヲ贖ノ 、、二。 

- 復古 外 記 s 河口 戰記 第 十 明治 元年 九 十八 H  二  H- 


洋銑 百 四 拾 六 挺 但 r) けレ 〔取 交 

和胴亂 百 五  一 ロ藥壺 四 拾 


騎馬 具足 九領 


足輕 具足 三百 四拾領 


和统 大小 取 交 三百 拾 五 挺 

鎗 七 拾 五本 


復. 古 外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 十八 日  二 七 二 

今般、 私赣 名分 順逆 ヲ誤、 奧羽 各藩 同盟 仕、 奉抗 官軍、 遂 -ー 棚 倉 城地ヲ 離、 何共 可 奉 申 上様 無 御座、 深 奉 恐 入 候、 伊達 陸奧 

儀ハ 同盟 最寄之 儀-一 付、 一 先仙臺 表へ！ 能 越 候處、 右 同人 鼓 上 杉彈正 ヨリ 厚 叙 慮 之 程奉傳 承、 恐懼 至極 奉存 候、 素 心 勤 王 

之 外 毛頭 二念 無 御座 候處、 全 遠 境 之 僻 土  ニ罷 在、 春來 天下 之 事情 モ隔絕 仕、 恐 多モ厚 叙 慮 之 程モ具 一一 不 奉伺、 一 時 之 行 違 

ョ リ終 二 今日 之 仕儀 -ー 立 至 候 段、 誠 以奉恐 入、 先非 悔悟 謝罪 仕 候、 隨テ ハ 兵器 悉差 上、 伊達 郡 保 原 村 陣星下 寺院 へ 立戾、 恭 

順 謹愼罷 在、 家來 末々 迄 屹度 謹愼申 付、 奉 仰 朝 裁 候、 此上 ハ 何分 宜敷御 處置被 成 下 候樣、 偏 二 奉 歎願 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

九月 十八 日  阿部 美 作 守 

,  平？ t  ロ總督 日誌 

棚 倉 藩 記 

〇 阿部 正 功 家 記 二 云、 八月、 會津 援兵 トシ テ富 加須庄 兵衞ヲ 隊長 t. シ 、 兵 六 小隊 ラ率 ヒ、 米澤ヲ 經テ會 二 兵ヲ入 レン トス、 

旣 一一 米澤ニ 到ル 、米 藩 拒 ン テ 其國境 ヨリ 會々 兵 ヲ入レ 肯セス 、止ヲ 得スシ テ兵ヲ 羽州ノ 山野 邊ニ 屯ス、 我 藩 之 ヲ 論 シ テ 曰 

ク、 夫 レ米ハ 同盟 ノ主 タリ、 然 リ而シ テ會ノ 危急 ラ救 ハサ ルノ ミナ ラス、 他ノ 援兵 ヲ妨ケ 、以テ 欽ヲ西 軍 二 納ル、 三春、 中 村 

ノ如キ ハ暫ク 論セ ス、 米已 二 約 二 背キ、 却 テ盟ヲ 西 軍 一一 售テ、 獨リ降 ヲ謀ル 一一 至ル、 擧テ可 歎 哉、 而シテ 各藩 ノ 方向 モ亦可 

知ノ ミト、 叉 中老 三 雪 理兵衞 、上國 ヨリ 潜行、 保 原 村 一一 來リ 、待-一 謀 罪 ノコ トヲ 談ス、 於 是闔藩 謝罪 ノ議 诀ス、 九月 十七 日、 

美 作 守仙臺 ヨリ 保 原 二 歸ル、 養 浩モ亦 次 テ歸ル 、十八 日 謝罪 歎願 書、 中老 齋田兵 太夫 ヲ シ テ白 河口 總督府 二 呈ス。 

〇 二十日 達 書  - 

齋 田 兵 太 夫へ 

美 作 守 謝罪 歎願 之 趣 被 遊 御聞屆 候、 就テ 尸 卽今之 實効相 立 候樣可 致、 依 之、 猶 御沙汰 迄 之閒、 銃器 ハ 其 許 へ 御 預ケ、 美 

作 守 儀 ハ 保 原 村 寺院 へ 謹 愼可罷 在 旨 可 相 達、 此段被 命 候 事。 

但、 器械 彈藥等 目 錄可差 出 事。 

九 s:  白 川口 總督府 參  謀 


平 一?l  ロ總督 日誌 

.  棚 倉 藩 記 

〇 正 功 家 記 又 云、 音廿 曰、 御用 向 御座 候條、 追付參 I 本陣へ 可 S 旨、 大總露 御 使番 衆 ヨリ、 i 齋田兵 太夫 迄 切 紙 

到来、 出頭 候處 、右 ノ 書面 被 渡 之。 

〇 二十日 正備 歎願 書 二通  ェ、、 1 一 

臣正裙 誠 恐 泣 血 奉 歎願 候、 同姓 美 作 守 儀、 兼テ勤 王 之 素 心  一一 i 能 在 候處、 當閏 四月 中、 隣國 沸騰 之砌、 順逆 ヲ誤 奧 羽.^ =.5 之 

列- i 加リ、 恐 多 モ奉抗 王師 候 II 人、 義 聊 存意 モ 御座 候 得共、 追々 隣 國合兵 二 モ相成 居候 程之 仕 合、 冒 之 身分、 

冬 二 不 屆恐陋 至極 奉存、 城地ヲ 退去 仕、 元 領分 餘衝村 寺院 -ー 謹 愼罷在 候內、 棚 倉 城 御 進擊相 成、 彌以恐 入 落飾 恭順.^ 何 

卒御 軍門 へま 降伏 謝鬆 I 塵 二 罷 II、 賊地 S 、何分 i 難 仕、 不得止 事情 二 テ讓 所. i 行 仕居臂 、雜 

守 義モ毎 I 鬆 ||、臣正| ハ初念 逢、 今 I 御陣賺 著 仕 候、 尤 1 逢、 御 本 llf 却 テ霞さ 

付、 家臣 三 雪 理兵衞 ヲ以奉 歎願、 奉 仰 朝 裁 候 、何卒 可然樣 御 慈 評 被 成 下、 素 心 寸分 モ御 汲取 被 成 下 候ハ， 再生 之 

^ss ト難有 仕 合奉存 候、 誠 恐誠惶 謹言。  • 

、 ， 辰 九月  阿部 養浩 

〇 

り 上書 取、 

裏 之 儀 ハ 、箱 守 葉 ヨリ 勤 王 之 赤心 ニ罷在 候處、 當閏臂 、隣國 ii 被 相 迫、 且又 仙臺、 米澤兩藩 ヨリ 會津 謝罪 

囊 -ー 付、 裏 之 者 へ 談判 有之 候 節 、不？ 雲 -ー 押 移、 終 二 順逆 ヲ誤、 翁 同盟 之 列 二 相加リ 候、 追々 奉抗 官軍 候段 重 

重 恐 尺- 1^ 仕 合、 其 砌モ聊 意 存モ申 述候得 共、 不相屆 、誠 以奉恐 人 候 次第、 美 作 守 儀ハ旣 二 會津表 質 同様 二相 成、 如何 共 進退 

相 1^ リ、 其 上 棚 貧 城 之 儀 ハ奧羽 人口 故、 連々 諸 藩 合 兵 相 成、 何分 二 モ弊藩 之 微力、 獨立相 立 兼 候 仕 合 -ー 付、 無餘儀 私儀 ハ城 

地ヲ相 退、 領分 鋅衝村 寺院 へ 謹愼致 居候 內、 旣 一一 棚 倉 城 之 儀 モ 御 進撃 相 成 候 趣、 彌 W 恐 入、 刺髮致 シ 、其 後 無餘儀 次第 有 之 

ま 占 外 記 I 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九お 十ん 日  •  テ 一一 一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 十八 日  二 七 四 

會津表 へ モ罷 越、 素 ヨリ 申 談之爲 一一 付、 漸 同所 モ相 遁レ、 米 澤迄罷 越 候 節、 兼々 動 王之爲 上京 爲致置 候 家來、 八 c« 九日 hd 

戶 出立、 密々 罷下リ 、兼 テ申付 置 候 儀 一一 付、 同所 一一 罷在候 者 同意 致シ、 家名 再興 之 儀 歎願 モ致置 候 儀 二 付、 素 心 ヲ以致 歎願 

候 方 可 然ト之 儀 二 付、 直樣 封書 同人 へ 申 付、 會津表 御 陣中 薩州參 謀 中 迄 奉 願 置 候 儀、 其 後 仙、 米兩藩 ョ リ猶又 致 承知 候 儀 モ 

有 之、 美 作 守 儀 モ同樣 降伏 謝罪 之 儀 奉 願 候 得 共、 同人 身分 之 儀 ハ 、容易 -ー 御 軍門 へ 罷出候 モ 恐 多義、 私儀 ハ素 ヨリ 軍事 ニモ 

相携リ 候儀モ 無 之、 是非共 御 軍門 へ 推 參欵願 致 度 決心 一一 罷在 候、 譯 ハ 養家 之 儀 一一 モ 有 之 候 間、 何卒 御 慈 評 被 成 下 候樣致 度、 

美 作 守 儀 御 詫 不相叶 節 ハ 、養 孫 播磨守 妾腹 之 男子 光之介 へ 家名 相 續之儀 奉 念願 度、 尤 幼年 之 儀 二 モ 御座 候 付、 私 後見 致 候 

テモ勤 王 勉勵爲 仕度、 何卒 志願 之 趣 御 憐察被 成 下候樣 仕度、 猶 委細 之 儀 ハ 家 來之者 ヨリ 可 爲申上 候 事 ois 

一 一一 H 

〇 棚 倉 藩 記 二 云、 九月 廿日、 阿部 養浩ー 一本松 へ 罷出、 右 之 歎願 書、 參謀渡 邊淸左 衞門殿 へ 、家臣 三 雪 理兵衞 ヲ以差 出 之、 

同廿 四日、 三雪理 兵衞ノ  t 謀 衆 ヨリ 御 呼 出 二 テ、 追テ 思 召 之 御 旨 モ被爲 在 候 付、 當分養 浩儀保 原 陣屋 下 へ 引取 謹愼 致シ、 

家中 之 者 共、 尙此上 取 示 置 候樣、 参謀 渡 邊淸左 衞門殿 ョ リ御ロ 達 有 之。 

〇 

覺、 

一六^ 玉洋鈇 四百 菟拾五 挺 一八 匁 玉洋銃 七 抬三挺 一 和 筒 八 拾 九 挺 

但、 三 匁 玉 筒 ヨリ 拾 匁 玉 筒 迄 取 交、 

ダ五百 七 拾 七 挺  ， 

一 拾費拇 爱挺 但玉三 拾 粒 一 九拇 管： 挺 但 右同斷 

一六 匁ハ トロン 五 萬 九 百  一八 匁ハ トロン 千 五 百 

右 之 通 御座 候、 以上。 


九月 二十 一 日  阿部 美 作 守家來 關 四 郞兵衞 

綳倉藩 記 

〇 棚 食 藩 記 二 云、 九 en 廿 一 日、 一 一本松 表 一一 テ、 參謀衆 へ 家臣 關四郞 兵 衞ヲ以 差 出 之。 

〇i 平 潟 口 總督府 へ 上申書 

今般、 私義 名分 順逆 ヲ誤、 奧羽 各藩 同盟 仕、 奉抗 官軍、 終 一一 棚 倉 城地ヲ 離、 最寄之 儀 二 付、 一 先仙臺 表へ 罷越、 今日 之 仕」 化 

二 立 至 候 段、 誠 二 以奉恐 入、 先非 悔悟 仕、 伊達 郡 保 原 村 陣屋 下 寺院 へ 立戾、 恭順 謹愼罷 在、 白 川口 御 總督府 へ 謝罪 奉欵願 

候處、 御 聞 屆被成 下 難 有 仕 合奉存 候、 隨テ ハ 家族 竝家來 家族 共 迄 早々 差戾、 於 同所 急 度 爲相慎 可 申處、 道路 混雜等 -ー テ 彼是 

^、米，、 仙臺表 へ 相殘 居候 者モ 御座 候 間、 此段御 聞 置 被 下候樣 仕度 奉 願 候、 以上。 

L  ^  阿部 美 作 守 

プ F 

, 平 § ロ總督 日誌 

〇 十月 十三 日 ニ至リ 、督府 、正靜 及 ヒ 正備 二 命シ テ、 東京 二 至ラ シ ム、 參看ス へ シ。 

〇 

臣信敏 恐懼 頓首奉 歎願 候、 先頃 奧羽 各藩 二 相 從出共 等 仕、 自然 奉抗 官軍 候 事 二 立 至 候處、 此度上 杉彈正 ヨリ 厚キ 叙 慮 

之 程奉傳 承、 恐隱 至極 奉存 候、 素 ヨリ 勤 王 之 外 他事 無 御座 候 得 共、 臣 若年 喑昧、 且遠境 隔絕、 事情-一通 徹不ぉ 一 旦 名分 順 

逆ヲ 誤、 奉惱 i 辰 襟 恐懼 至極、 先非 後悔、 何共 可 奉 申 上樣無 御座 候、 隨テ ハ 臣 始家來 末々 迄、 恭順 謹 愼罷在 謝罪 仕 候、 此上奉 

ra, 朝 哉 候、 何分 宜數御 處置被 成 下 度、 偏-一 奉 歎願 候、 誠 恐 誠惶頓 首。 

九月 十八 日  織 田 兵 部大輔 

白 川 n 御總 督麻麟 Is 難 

〇 本條、 信敏家 記、 天童 藩 記載 スル 所少異 ァリ、 今日 誌-一 從フ。 

复古外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 十八 日  一一 七 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 十九 •  二十日  二 七 六 

〇 信 敏家記 -ー 云、 九月 十八 日、 於 一 一本松 表、 白 河口 御 總督府 へ 謝罪 歎願 書、 重臣 ヲ以差 出。 

〇 信敏 重臣 へ 達 書 

兵 部大輔 謝罪 歎願 之 趣 被 遊 御聞屆 候、 就テ ハ 卽今之 實効相 立 候樣可 致、 依 之、 猶 御沙汰 迄 之 間、 銃器 ハ其許 へ 御預、 兵 部 

大輔 儀-一 ハ 寺院-一 謹慎 可 罷在旨 可 相 達、 此段被 命 候 事。 

但、 器械 彈藥目 六 可 差 出 候 事。 

九 月  白 川口 總督府 參  謀 

綠田信 敏家記 

〇 達 書ノ日 ヲ佚ス Q 

〇 天童 藩 記 二 云、 弊 藩 之 儀 ハ 、 一 且奧羽 -ー從 候 得 共、 素 ヨリ 勤 王 之 宿意 -ー 候 間、 百姓 町人 -ー 至 迄、 官軍 ヲ慕 居候 故、 自然 宫 

軍 ヲ爲忍 置 候 杯ト、 諸 藩 ヨリ 疑 ヲ受、 旣 一一 兵隊 ヲ以 相逼候 勢-一 付、 其 儘 差 置候テ ハ、 弊 藩之爲 一一 モ相成 間 敷 候 間、 一 ト先隱 

居、 左 近將監 米澤領 へ 參候 ハ 、可 然ト、 同家 ヨリ S 談 有之險 二 付、 無 據表向 入湯 ト唱、 赤 湯 温泉 へ 八 0: 五 日罷越 候處、 上下 

1 同憂 悶涕泣 仕、 盆 官軍 ヲ渴 望！ 能 在 候內、 奧羽諸 藩 降伏 謝罪 相 成、 十月 九日 天童へ 立歸申 候。 

〇 按 スルー 一、 二十 二日， 一至 リ、 越後 口 總督府 、 天童 藩 兵 ヲ 以 テ 、庄內 征討 先鋒 ト爲シ 、十月 十六 日、 東北 遊擊軍 將府、 

信敏 二 命 シ テ 東京 二 至 ラシ ム、 事ハ 越後 ロ戰記 n 詳カ ナ リ。 

十九 曰、 督府、 尾 張 藩 兵 ノ白河 二 在 ル者ヲ シテ、 再ヒ 若松 一一 赴 カシム。 

〇德 川義宜 家譜 -1 云、 九月 十九 日、 一 番隊 一 小隊、 大砲 隊共 一一 若松 へ 進軍 ス へ キノ 旨、 參謀 ヨリ 御 達 一一 因テ、 津金 忠恕、 島澤 

德易、 江 原久次 等、 兵 ヲ率テ 同廿ー 一日 若松 二 達ス、 翌廿 三日、 小 田 垣ノ攻 口、 肥 州 藩 二 代ル。 

二十日 、總督 、板 倉 險尙ヲ 召 見シ、 命シ テ 本 藩 一一 謹慎 セシメ  、且假 ニ城邑 ヲ管シ 、藩 兵 ヲ シテ歸 
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复古外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 二十日  一一 七 H 


頃 ノ實効 ヲ立テ シム。  、 

I き/ メ  板 倉 甲斐 守へ 

一日 まま，、 S 讓候 上ハ、 謹 モ可致 I、 初秋 來、 家 I 川 敎之助 111、 官軍-一望 ヒ不得 ±之情 態 

$:、 追々 寳効 モ 謹 レ 、且 今般 自ラ陴 門 二  S 、降伏 謝罪 豪醒 S 出 シ 、 先非 悔悟、 主從 決心 之 趣 一一 付、 § 汰迄ま 

左 之 通 可 有 之 候 事、 

一 寺院 謹愼之 事、 一 城邑、 人民 預ケ置 候 事、 一 實効 之爲、 武器 類預 ケ- 

右 之 件 申 付 候條、 實効相 立 候 様、 精々 勉勵可 有 之 候 事。 

九- e: 


11 候 事、 但、 目 錄可指 出 候 事、 

奧羽 追討 白 川口 總督 


御 押 

平 潟 ロ總督 日誌 

板 倉 滕 達 家 記 


ース へ シ • 


〇 福 島 藩ノ赣 徒、 平 潟 口 官軍 ニ就テ 從軍ヲ 請ヒシ 事、 十 „ ^七日 ノ條 二見 コ 參ー  ， に ま 一 、く 1,,、 ぼ 

0 陴中 I  二 云、 音 廿曰、 輩 上、 於 御前 御沙汰 實尝饕 之、 伹、 過 曰來 降 If 出 I 處 本 曰 S 軍 

鬥 二 降リ候 事。 


上 
段 
御 

刚 

翁 

叵 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 十 明治 元年 九月 二十日  二 七 八 

0 扳倉勝 達 家 記-一 云、 九 s 廿日、 於 一 一本松、 總督正 親 町 殿 ヨリ 彥根藩 久保田 松 之 進 ヲ以、 御 達 書 御 渡、 左 之 通、 

福 島 藩 ？ i 川敎之 助へ 

主人 甲麥守 謝罪 歎願 書 之 趣、 委細 被 遊 御聞屆 候、 追テ於 御前 御 自御達 之 儀 有 之 候 間、 旅 宿 二相 扣可罷 在 旨 可 達、 此段被 

命 候 事. - 

九 月  白 川口 總督府 參  謀 

右 二 付、卽刻甲斐守始^^川敎之助罷出、 總督府 御 本 營近邊 二 相扣 居候 處、 無 程 御 呼 出 -ー 付罷出 候處、 御 達 書御自 御波、 右 

之 通、 

右畢テ 退出 シ、 翌廿 一 日、 主人 甲斐 守 始家來 一 同、 一 一本松 ヨリ 福 島 へ 歸邑、 御 達 之 通、 甲斐 守 始隱居 松 園、 同所 柳 町 常 光寺 菩 

提所 二 於 謹慎、 家來之 面々 ハ 伺 濟之儀 二 付、 銘々 居 宅 ニ於テ 謹慎 罷在 ル。 

〇 福 島 藩 上申書 

武器 之覺、 

1 小 性 具足 二十 三領 一足 輕 具足 六十 領 一幕 十一 對 . ， 

一大 砲 三 挺 €： 一貫 五 百 目 一挺  二百 目 一挺 百 目 一挺 

一大 砲 三 挺 内 百 目 一挺 五十 目 一挺 三十 目 一挺 

西洋 銃  火繩统 ， ト 

一 西洋 銨 五十 挺 一 火繩銃 ニー 十 挺 一 早 合 五 百 六十 發 ー合藥 百 五十 貫目 

一 硝石 二百 十 貫目 一 弓 三十 五 張 一征 矢 三千 本  一 長柄 鎗 六十 筋 

一 馬具 七脊 

右 之 通 御座 候、 以上。 


-  ,  1 ^き 險 

九 s 廿ニ 日 家 

〇4- 月 二十 三日 二 至リ、 督府、 勝 尙ニ命 シテ、 東京 一一 至リ 謹慎 セシ ム、 參看ス へ シ。 

〇 諸路ノ 官軍、 若松 城ヲ圍 ムコト 殆ト三 旬、 城 中 力 竭ク、 是 一一 於テ核 平容 保、 其臣 手代 木 勝 任 

直 右、 火 月 I 永 歸欢等 ヲ遣シ 、米 澤藩兵 二 因 リテ降 ヲ乞フ 、是 曰、 督府、 容保及 ヒ其子 喜 德|、  二 命 

シテ、 二十 二日 ヲ以テ 城 ヲ致シ 、親 カラ 軍門 二 詣リテ 降 禮ヲ執 ラシ ム、 因 リテ勝 任 等 ヲ放還 

シ、 来澤著 兵ヲ シ テ之ヲ 監途セ シム。  - 

〇 鎭將 府县、 中 村 利 I 報-一 云、 九月 士ハ县 、肥 I 子 降伏 之 If 梯次郞 、手代 木 直右衞 門、 小 森 一 募、 两へ降 

尤歎領 申出 候 二 付、 同 廿日、 右 ノ者共 御 返 シ相 成。 

〇 戊 環 情 S  二 云、 九 I 日夜、？ 萱野 安之助、 伊東 左 太夫、 拳 三 土屋總 太郞、 手代 木 直右衞 門、 秋月悌 次郞 等、 陸續 

米 成-一 來 リ、, 告ケ救 ラ乞フ 、我 藩 ノ堀尾 保 助 固拒 之、 徐 £ス 二 順逆 ラ以シ 、示ス 二 禍福 ヲ以シ 、之 二 歸降ヲ 勸ム、 且ッ 

微ニ市 川宮內 等、 曩ニ 參謀 二 皿、 降者ハ 墓ト雖 トモ 誅. ス ルナ ク、 或 ハ 如棧 ノ血 食ヲ存 セン 等 ノ語ヲ 諷ス、 會 士頗ル 悟ル、 

八日、？ 桃 f 次郞、 武屋太 郞相鍾 テ來ル 、囊 5 七 左衞 門 及 保 助 簾接セ リ、？ 舊悟シ 、馳歸 テ舊- 一面 f ン、 

？歸降 セン コトヲ 約ス、 因テ 藩士 靑 柳延 之 助、 大竹疆 、桃 澤等 ト 共-一 會- 一入、 期ヲ過キ 食言 スル勿 ラシ ム、 十 曰 會士辭 

ン テ i レ i 遂 二 降伏 一一 至 ル 者、 實 一一 此時 ュ 胚胎 セリ 、時 一一 官軍 富 ^ 園 ム 靈、 囊砲戰 休 マ ス 、富诀 死 固守、？ 日 抜 

ク能 ハス、 是ニ於 テ參謀 村 田 勇 右衞 門、 山 本 寺 伊豫 等 ヲ召シ 、謀テ 曰、 大ニ敢 死 ヲ募リ 、潛ニ 城 中二 入レ、 歸降ヲ 促シ、 肯 I 

スハ則 火ヲ放 テ內應 ヲ爲サ シメ、 乘機 四面 一時-一之 ヲ 攻撃 セハ、 以 テ志ヲ 得へ シト、 伊豫 命 ヲ奉シ テ退キ 、軍 中 一一 募リ 歹 

士 若干 ラ 得、 密 一一 名簿 ヲ參謀 一一 呈 ス 、參 謀大 一一 喜 フ 、 

二 七 九 
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十六 日、 時 一一 會城勢 孤 二 シ テ 、援絕 へ 力 支 ュル能 ハス 、適 重臣 手代 木 直右衞 門、 秋 月 悌次郞 等、 我 藩 ニ使シ テ還リ 、垂涕 シ テ 

速 二 歸降ス ルヲ 極言 ス、 容 保及ヒ 重臣、 心大 一一 搖キ 衆論 沸騰、 議久シ ク诀 セス、 桃 澤彥次 郎等 モ亦我 藩士 大什某 、青柳 某ヲ 

提挈シ 、相 踵 テ還リ 、先 城外 ニ在ル 隊長 一 瀨 要人 1 旦野權 兵衞等 二 勸メテ 、速 二 歸降セ シム、 要人 等 肯セス 、彥 次郞ヲ 槍原驛 

二 放 還 セシム 、故 二 手代 木 等 ト相別 レ、 遂ー 一城 二 入ル能 ハス、 時 二 募 ニ應ス ル所ノ 我 藩敢死 ノ 士針生 虎之助 之 ラ聞キ 、密 二 

彥 次郞ヲ 伴ヒ、 萬 死 ヲ胃シ テ再ヒ 會 隊長 佐 川 官兵衞 ノ陣ニ 投シ、 切 ニ歸降 ヲ促ス 、宫 兵衞時 二 兵數百 ラ 擁シテ 城外 二 在リ、 

大ー 一之 ヲ然 トス、 會ノ 君臣 亦 定議、 手代 木、 秋 月兩士 ヲ シ テ 密ニ城 二 槌シテ 出シ、 之ニ會 セシメ  、虎之助 二 依賴シ 、米陣 二 就 

テ降ヲ 乞フ、 虎之助 之 ヲ諾シ 、直チ 二 兩士及 桃 澤ヲ提 挈シ、 勝常邑 一一 至リ、 我 本陣 一一 報ス、 此日齋 藤 主計、 參政倉 崎 七 左衞門 

鹽川 二 在リ、 報 ラ聞キ 急 二 森臺邑 二 至リ、 彼ノ 三使ヲ 召シ. 之ヲ面 質ス、 具 二 事情 ヲ得、 之 ラ參謀 伊地知 正 治 二 報ス、 參謀之 

ヲ 領承 シ、 卞-計 等 ヲシテ 更ニ之 ヲ參謀 板 垣 返 助 二 報シ、 且厳 一一 三使ヲ 監護 セ シ ム、 三 使 叉 W 賀街 ヨリ 再， 一」 城 一一 入リ、 不服 ノ 

徒ヲ說^1シ、經間ニ日、君臣開城降伏ス ルヲ請フ、主計等具ーー之テ參謀ーー報ス、參諜許可シ、且主計等ヲシテ三使ニ降伏ノ 

式ヲ 告達 セシ ム 、要領 如 左、 

一 來ル廿 一 一日、 辰 之 刻 開門、 大旗 へ 降伏 之 一 一字 ヲ書シ 可 建 之、 右相圆 二 テ 官軍 一 體 へ 矢 留之令 ヲ傳フ 、駕來 一 字間 ハ 御 猶豫， 

重臣 之 面々 上下 著 用、 眞先 二進 ミ、 軍監ニ 謁シ、 進退 ヲ可伺 事、 

一 容保 父子 禮服ヲ 著、 軍門へ 可相謁 事、 

但、 脇差 一 刀 ハ 許 之、 佩刀 ハ 近習 一一 可 令 持、 病氣 -ー モ候ハ 、 駕籠 許 之、 尤下乘 之 上進 退ヲ可 乞、 瀧 澤村某 之 寺院 一一 謹慎 

之 様、 

一 父子 共 -1 、從者 之儀ハ 重臣 兩 三人 宛、 近習 竝諸 吏員 ヲ合、 廿五人 ヲ限候 事、 

一 奥方 同斷、 男子 之 分 ハ容保 父子 之 半減 タ ル へ シ、 尤 女中 之 供 ハ數ヲ 不限候 事、 

一 家來 男子 之 分 、ノ  、猪 苗代 始ー 一三 ケ村 二 テ 謹慎 可 有 之 事、 


但、 開城 一 一 曰 之 間、 I ヲ以テ 可 出立、 出城 ョ リ 其 場所 一 趣 キ候時 ハ 兩刀許 之、 尤著之 上 ハ 、各 姓名 札ラ 付、 改秦人 へ 

可 相 渡 事、 

厂 銃器 彈藥 ハ豫メ 取調 置、 開城 之 日 悉皆 可 差 出 事  . •  . 

但、 古流 筒、 鎗、 長刀 之 分 ハ 、城內 へ 相 納置不 苦、 

ー當 日ハ 粮 I 手當 モ 行 屆間 敷 -ー 付、 I 謹 ，人夫 尸 御 震之箦 二 候事 

一 家中 之 男子 六十 歳 以上 十四 歳 以下 之 者ハ、 御 構 無 之 事、 

一 婦女子 ハ 、總 テ最寄 -ー 住居 勝手次第 之 事、  一 

三 使 謹 奉 命 

ト 卞ァリ 、會 三お ヲ改テ 遣 歸ス、 我 藩 衞士九 人 護送 シ城ニ 入ル。  ヒ了 1 £  H 

^piR7 ま 三 4 方 If  ,  L: 了 r^、v-J*tJ^ -'、 欠 PM-、4^ 兵 ノ長貧 崎 七 左衞門 ニ依リ 開城 降 

0 山 SI 記 5、 音 十九 曰、 會藩 手代 木 直 I 門 ii. ま 謹お :r 

伏 ノ條ラ 我 本營ニ 乞フ、  ーテ、 t 走 M 々ノ  ft-p ヲ 5 ミ、. M 兵士 ヲ忘 ラシ メ、 間ヲ窺 ヒ突擊 

同 廿日、 令ヲ 諸隊 -一 下シ テ曰、 近日 f ： 外； tl? ァ Jt^ir 精； 部；. へ S 示 聞、 萬 一 流言 ヲ 聞傳 へ 、 , 

ノ策有 之 哉 -一 薄々 相 聞 へ 、實 -一 不 容易 事 二 付 只今 3 -1 4"fHt 、！ in ^,^a レ ァ ル ヲ 以テ、 此 

i き |!、| ゆ ン方可 申 付 云 i シ 手代 木 asff 事.； ひ に" ートノ ii 、曰、 

令 ヲ中ミ 、是ノ 曰、 衆 毒 i シ、 I 降伏 ノ事& ス、？ 降 ヲ容 …決 シ， 手代 fT" ま 第 重 トー！ 

大 S 參ノ ニ大！ シ、 美 外 ひ； に 不；、 ：；：^. 

HJJ^ipHP 不苦、 曰、 1 まお 

^^ht^l へ 隨從 ノ者ハ 、上 一 人 へ -义、 享霞ノ 儀 ハ 幾人 一一 テ ザ： ー不： 斗 r 曰 . 
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六 十 以上 並 婦女 、ノ 何方 一一 居テ モ 不苦、 尤願 一一 寄テ ハ 御 救助 モ 被 仰 付 害、 曰、 男子 ハ 追々 出城 ノ 上猎 苗代 一一 移 ル箦、 曰、 城 中 

滯在ノ 患者 ハ靑木 村 ニ返ク 害、 合テ九 ケ條、 之ヲ 三人 一一 渡ス、 時 一一 我士 一番 隊ノ 夫卒江 ノロ 村ノ作 吾、 會藩鈴 木 爲輔、 川 村 

三 力 KMITKI^ ？ヒ、 奢 一一お レ、 原註、 作 吾、 十九 日ノ 朝" 窃 二 守 地 ヲ出テ 、本 城 近ク入 込ミ、 士 邸內ノ 池-一 至リ、 魚ヲ 捕へ ント ス、 忽贼 

三3萍名ラ|^ーが ヒ lis  ニ^リ ノ爲 一一 捕 ヘラ レ 、城内 一一 連 レ行カ レ、 種々 詰問 ノ上、 彼レョ リ 何卒 土 州 ノ本營 へ 伴ヒク レ度 由. 頻リ 

一一 鶴セ ラ レ、 乃 二人 ヲ夫卒 -1 變シ、 同シク 我本營 一一 至ル、 雨 人會ノ 重臣 倉澤 右兵衞、 田. 5? 一に、. &レ 卜，、 ョ、 £^,1.^,^、 火 弓亊テ おじ ン 

屮源之 進-井深 茂右衞 門、 海老 名 郡 治、 山川 大蔵、 原 田對馬 連名 ノ 書簡 ヲ 窗シ、 來ル、 フチーェま，^ニ，日  vthf 才 あ 月等ラ *K 一 ひ- ン 

候 得 共、 通路 全ク 斷絕セ シ故、 達ス ルャ 否、 思 束 ナク、 是 ヲ以テ 再ヒ兩 人來ル 由、 全ク 手代 木 等 云 處ト同 主意 ナリ、 旣 二 降伏 

ノ 手順、 手代 木 等 一一 申渡セ シヲ 以テ、 午 十一 一時 頃、 大手 ロ薩州 堅メ場 ヨリ、 五 人 ノ者ヲ 城 二 返ス、 此日、 諸手 ョ リ頻 二 城中ヲ 

砲擊 ス 、城 中 亦烈敷 大砲 ヲ發射 ス 、 

同廿 一 日、 無事、 兼テ 降伏 手順 及ヒ脫 走ノ他 邦者說 詭 等 ノ爲メ  二 日 閒ノ裕 餘與へ タ レ ハ ナリ。 

〇 

一 寄 拜呈、 寒冷 之 節 長々 御 滯陴、 li 金 御 壯剛可 被爲在 候半ト 欣然 之 至拜賀 候、 陳ハ國 情 之 儀-一 付 歎 顧 之 筋 有 之、 使者 差 立 巾 度. 

彼是 心配 仕 候 得 共、 四方 之 通路 相 塞リ、 殆ト當 惑 龍 在 候處、 幸 二 咋夕 御手 之 小者 之 由 二 テ、 當城 へ 召 連 候 二 付、 一 ト通 相尋、 

御陴 へ 御 返 申 候、 尤當手 之 者 兩人附 添 差 出 候 間、 前文 之 次第 御 許容 被 下 候 ハ 、 、御手 ヨリ 御 一人、 此者ー 同 御 遣 被 下 度、 左 

候 ハ 、 直樣 使者 兩人差 出 可 申 候 間、 委細 之 儀 ハ 同人 共 ョ リ御聽 取、 何分 -ー モ 宜敷御 取扱 被 下 度 泰伏願 候、 謹言。 

九月 廿日  會津 倉澤 右兵衞 田 中 源 之 進 井 深 茂 右衞門 

海老 名 郡 治 山川 大藏 原 田對馬 

土 州 御 藩 御 重役 中 様 I 將 I 

0 太政宫 日； r 肥 前 藩戰報 一一 云、 九月 十九 日、 會津 手代 木 直右衞 門、 秋 月 悌次郞 、桃澤 彥次郞 三人、 川米澤 陣門 二 詣リ、 城 

中 カ盡テ 不可 支、 抑 今日 之 事、 主人 肥 後 ハ乂子 毛頭 不存儀 一 1 テ、 我々 三人 ノ所爲 一一 ョ リ、 如 此ノ形 狀罷成 候 儀 一一 付、 主人 父子、 

何卒 御寬典 ヲ以テ 一 命 被 差 免、 我々 儀 如何 樣共御 裁許 奉 願 旨 申出 候、 然處、 是 ヨリ 先キ、 米 藩 ヲ以テ 土 州 參謀板 垣 退 助 ヨリ 


I シ、 降 錢"： 迫 Hu: 輕；： ""送： 候 

Jss^ss へ 歸 K^l 等む^ 候 ハ 、昨 |菌城 外 へ 11 

在 候. i  i 兩人城 中 付、 土 州 本 營へ誘 ヒ吳篇 相託シ 、掌 杯 ヲ與 へ候 - 一 付、 人夫 領承、 同 I 

^uu^^0n へ 當テ iii  二 御座 候、 議 :i  i 

う； 相 y 立、 十一 lli、ii リ、 其 il 等ハ、 庫 

一 0 字 ヲ照ス  r 

肥 儘 相 軍門-一 降伏 シ、 手順 相 整、 i 濟 一 先 歸城 之 末、？ トモ 瀧 澤村妙國 寺へ 職 II 事、 

*.、 番兵 ト シ テ薩、 長 ヨリー 小隊 ッ、 、同 寺 へ 差 出 一一 相 成 候 事、  . 

右 申 渡 之 趣 承知、 何 レ モ 歸城致 候 事。  、 rs,  一  i  J きチ まノ、  .^r. -ヲ 足シ丄 ト 有ルハ 

ii き： ii""  J 雾 

i チぉ 貢ス、 4^ レ トモ 尙其 領承 シ難キ ヲ以テ 、之 ラ縛シ テ土州 ノ陴營 二 送 シナリ  ， ， tx 

Siii  二 云、 曰、 i  ノ  ill  二！ フ、 某 

. き、 1"."." リ；^ 魏" 

眞ノ 官軍 ナル ヲ知テ 征討 ノ師ヲ 出セリ 其 他 連合 之 諸 伊 よ 白 軍 P  一一，^ .5-,^  Z  - ナ 
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末代ノ史 二 殘 ン 二 にー 8^ト 於是、 菅野 權平ナ ル者ハ 微行 シテ 城-一入 リ、 土 州、 米澤 ノ論ス ル處ヲ 宰相 公 二 言上 ス、 米 澤ノ使 

者、 微 二 天下 形勢 不得止 之事ヲ 言ッテ 出城 ス、 宰相 公 悟テ、 幕臣 加 藤 平 内、 天 野 華 陰、 朝比奈 虎之助、 天 野 電四郞 ラ始、 軍政 

府ノ諸 將士ヲ 集メ、 天下 諸侯 ノ 形勢、 土、 米 ノ論ヲ 語リ、 淚ヲ流 シ言テ 曰、 今 降 參シテ 一 國ノ 民生 ヲ安セ ン ト思フ 、唯 悲シ ム 

處 ハ我爲 一一 戰死ス ル者 也、 今ィサ キヨ ク 孤城 一一 死ス トモ、 返 ッテー 時ノ事 也、 元 來薩賊 天子 ヲ挾 ンテ 魏曹ノ 謀略 ヲ爲 スハ , 

天下 諸侯 ノ知 ル處 也、 實 二 我 力 家 危急 ノ時 也、 我レ 官軍 ナル ヲ知ッ テ降ラ ン トス、 諸 士ノ論 如何 ン、 諸 士淚ヲ 流シテ 一 言ヲ 

言フ者 ナシ、 依 テ降參 ト诀シ 、軍 中 奉行 手代 木 直右衞 門、 秋 s 梯次郞 出城 シテ、 米澤ノ 使者 二 對シ、 君 言 ヲ告ル 、然レ 共、 時日 

押 移 ルヲ以 、兩人 ノ 佩刀 ヲ奪ヒ 、縛 シ テ 官軍 ノ 軍曹 へ 送 ル 、軍曹 兩人 ノ縛ヲ 釋キ、 之ヲ 遇スル 慇穀、 兩 人降參 ノ 君 言 ヲ 告ク、 

軍曹 佩刀 ヲカ へ シ、 城 ニ歸ラ シム、 侬テ 明後廿 二日、 器械 ヲ輸シ 、開城 ト 決議 之 旨、 山川 大藏 ヨリ 通達 布告、 衆 愕然 トシ テ出 

ル 處ヲシ ラス 、相 顧テ 歎息、 議論 奪起ス レ 共益 ナク、 只茫 1 然タ ル而已 、於此 一一 城 中ヲ洒 掃ス。  . 

〇 二十 二日、 容保 父子 謝罪 ノ條、 參看ス へ シ。 

二十 一 日、 松平容 保、 降ヲ 乞フヲ 以テ 、督府 諸 軍 - ー令シ テ 、賊兵 来襲 ヲ除ク ノ外、 其 攻撃 止 厶 。 

御 軍議 之 儀 二 付、 各藩 攻ロ 賊徒 襲来 之 外 ハ 、探 筒 等 打 候 儀可爲 無用、 尤城內 へ ハ 號令無 之 S ハ 、 大砲 打 込 候 儀 ハ可爲 無用、 

此段御 達 申入 候 也。 

九月 廿 一日  會 津在陣 參  謀 

各藩 隊長 衆 

〇 

一 賊徒 降伏 二 付、 今廿 一 日 ョ リ諸 軍矢留 メ  、尤城 中 ョ リ致砲 發候得 ハ 、寄 手 ョ リ 砲發 勝手 二 可 致 候 事。 

：!!: 廿 一日  軍監 

.  .  淺野長 勳家記 


〇 火 埂藩記 二 云、 賊城彌 降 參候趣 -ー 付、 諸手 持 口 ョ リ砲 發等猥 -ー 不相成 候樣、 併 厳重 相備 可き 候 段 御 達 有 之、 尤諸藩 持 場 へ 

ハ 、御 使番 ヨリ 右 ノ趣馳 廻 リ御達 之 事。 

〇 秋 元 興 朝家 記 一一 云、 九月 廿 二日、 Jit ト、 御 取調 ノ儀有 If 付、 各藩 持 ロノ 發砲ヲ 止 置へ ク、 然ト雖 トモ 守 衞場ハ 盆嚴肅 

シテ、 若 城 中 ヨリ 一 發ニ テモ打 放 ァラハ 、速-一打 放 ノ 手配 不可 怠 ノ御達 有 之。 

〇 督府、 壬 生 藩 兵 ノ白河 二 在 ル者ヲ 分テ、 今市驛 一一 赴援セ シム 

壬 生 藩 

原 口 警衞之 儀、 館 林藩ト 交代、 當 所在 陴ー 一 小隊 ノ中 一 小隊、 野 州 今 市 口 爲應援 出張 可 有 之 事。 

九 e: 廿 一日  白 川口 參  0 

鳥居 忠文家 記 

〇 忠文家 記-一 云、 九 S 廿 二日、 隊長 小 笠 原 源六郞 、組頭 大島金 七郞、 物 頭 大澤齊 、軍監 井狩 平 太 以下 總兵合 九 拾 九 人、 白河ヲ 

引揚、 今 市へ 進軍、 廿 七日 著 陣.、 軍 監三好 助 次 郞指禪 一一 侬リ 、古河 藩ト申 合、 近傍 巡邏 ス、 十 一 一日、 今市ノ 賊徒 降伏 謝罪 ノ 

上 ハ 無 別義、 依 テ解兵 歸國可 致 旨 令 ァリ、 曾 テ此地 二 差 出 置 斥候 探索 及附屬 等ヲ引 纏、 三日 今 市 ヲ發、 四日 壬 生 ニ歸 陣ス。 


復古 外 記 白 河 n 戰記 第 十 終 

十九 年 十一 一月 一 一十 五日 

[ 複せ外 記 白 河口 戰記 第 十 明； is 元年 九月 二十 一日 


掌 記 豐 原資 淸 幕、 

二八 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九月 二十 二日  二八 六 

復古 外 記 稿本 

n  ^  B 转卜ー  自明 治 元年 九月 二十 二日 

f  P 單 . さ 一口  #^ 一  至 同  十月 七日 

九月 二十 二日、 督府、 會 議所ヲ 若松-一 設ケ、 各藩 ヲ シテ 一 人 ヲ出シ 、之 ニ會セ シ厶。 

明廿 二日 ヨリ、 宫 eel 會議所 被 取 立 候 付、 藩々 ヨリ 費 人 宛、 八 字 揃 二 テ、 可 被 S 能 出 候 事。 

九月 廿 一日  在陴參  謀 

各藩 除 長 衆 P 

〇 岡 山 藩 記 二 云 、九月 廿ー 一日、 淼下立 太郞、 會議所 へ 致 出頭 候虚、 參謀 伊知地 正 治 殿 ヨリ、 口 達 之 覺左之 通、 

賊城彌 窮迫、 先日 、城内 ョ リ 賊徒 兩人忍 ヒ 出、 降伏 之 儀 可 及 示談 積 二 テ 、米澤 へ 赴 キ候途中、^}<澤兵除 一一 行 合 ヒ 、右 之 段申朮 J 

候處、 米 藩 申 -1 、只今 一一 相 成候テ ハ 、私 一一 致 應接候 義難相 成 候 間、 其 旨 趣而已 ハ 可 申達 ト ノ 事-一 テ、 板 垣 退 助 へ 及 内 話 候 折 

柄、 賊城近 邊-ー テ、 土 州 小者 一 人ラ、賊徒生^^、其小者、賊長、懇々及賴談、何卒、當藩ニ人ヲ、土州本營へ致誘引吳候トノ事 

二 付、 則、 一 咋 廿日 同道、 土 州本營 へ 罷歸、 其 旨 申込， 同藩 高 屋左兵 衞致面 會候處 、右兩 人 倾 rtlll 随 is 申 二  、 是迄抗 敵 

王師 致 シ候 段、 今更 何ト申 上方 モ無 之、 全、 輔翼 之從臣 、補導 不宜、 此場 -ー 立 至リ候 段、 恐縮 之 外 無 御座-如何様 之 大刑ニ 被 

處候 共、 一 言 之 御斷無 御座、 何卒 肥 後 父子 之處、 宜敷御 賴申上 度、 就テ ハ 、明 後せ 一日、 則、 今日 晝士 一字、 降旗ヲ 大手 城 上 二 

相 立 候 間、 其相圖 二 テ御役 方 之 人、 御 面 會被成 下 候 ハ 、 、兵器 等 悉ク御 渡 申 上、 御差圖 次第 如何 樣共可 致 候 間、 此段御 執 達 

可 被 下、 隨テ 降伏 御 許容 之手續 ハ 、降 旗 之相圖 二 テ 、攻ロ 矢留之 令、 M5™、 へ 御 可 使 ぜ屬リ 、其 次 應接、 尤應接 之 上、 順 二 運 ヒ 相附、 

今日 兵器 請 取、 肥 後 ハ乂子 開城、 明 曰、 城 S 之贼 兵、 悉 退散、 官軍 入 代リ可 申、 所々 屯 集 之 賊徒へ、 降伏 之 報知 ハ 、城 2： ヨリ 爲取 


計、 攻擊之 官軍へ ハ、 此方 ヨリ 報知 爲致可 申、 何分 窮迫 之 場合-一 立 至リ候 間、 今日 ヨリ 會議所 相 開、 諸事 御 示談 可 申 候 ^ 

旨 W 心得 可 申 候 樣トノ 御 事。 

〇 督府、 尾 張 藩兵ノ 越堀驛 一一 在 ル者ヲ シ テ、 藍 野驛ヲ 警守セ シ ム 。 

〇德 川義宜 家譜 二 云、 九月 廿ー 一日、 越 堀 出張 之 一 一 小隊、 芦野 驛へ 繰揚、 同所 輕衞ス へ キノき、 白 河口 參謀 ヨリ 指揮 S リ、 厳 

二 警衞 ス 。 

〇 松平容 保、 其 子 喜德、 城ヲ 致シテ 軍門 二 詣リ、 罪 ヲ謝シ 降 ヲ乞フ 、其 臣萱野 長修、 梶原景 

武， 等モ、 亦 書 ヲ上リ テ罪ヲ 待ッ、 督府、 乃 チ容保 父子 ヲ 城外 妙 國寺 一一 幽シ、 其 兵器 ヲ收 メ、 

佐 土 原 藩兵ヲ シテ容 保 父子 ヲ 監守 セ シメ、 翌曰、 其臣隸 IS5、 及ヒ舊 幕府 諸 藩逋逃 兵？ 鎮ゲヲ 

き 苗代 鹽川 二 禁錮 シ 、薩 摩、 尾 張、 彥根、 大村四 藩兵ヲ シ テ 之 ヲ監セ シ厶。 

§保 、乍 恐、 謹テ奉 言上 候、 拙 臣翁 、京都 在職 中、 蒙 朝廷 莫大 之 鴻恩 ナカラ、 之 微衷 モ不奉 報、 其内當 正月 中、 於 伏 

見 表 暴動 之 一 戰、 旨 意 行 違、 不！^ 近畿 奉 驚 天廳、 深ク奉 恐懼 候、 爾來引 緩、 今日 迄遂 一一 奉抗敵 王師、 僻 土 頑 M 之 訛ぎ ^更 

何共 可 申 上様 無 御座、 實 -ー 不容 天地 之 大罪、 措 身 -ー 無 所、 人民 塗炭 之 苦 ヲ爲受 候 次第、 全、 臣容保 之 所 致 二 御座 候 俘 ハ 、此上 

W 可 II 之 文... ー 被 仰 付 候 共、 聊御恨 無 御座 候、 臣 父子 拉家來 之 死生、 偏 -ー奉 仰 天朝 之 聖斷、 但、 國民ト 婦女子 „ ^ハ -ー 至候テ 

ハ 、元來 無知 無罪 之 儀 二 御座 候 得 ハ 、 一 統之御 赦免 被 仰 出 候 様、 代テ 奉歎訴 候、 依 之、 從來之 諸 兵器、 悉皆 奉 差 上、 速 二 開 

お、 官軍 御陴 門へ 降伏 奉 謝罪 候、 此ヒず ヒモ、 王政 御 復古、 出 格 之 御 憐愍 ヲ以テ 、至 仁 之 御 寬典於 被 仰 付ハ、 其 加 之 

至、 i 有 奉 存-^ 、此 段、 大總 督府御 執事 迄、 胃 萬 死 奉 歎願 候、 誠惶誠 恐頓首 再拜。 

慶應四 年 九 B  源 容保謹 上 

® 古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九 二十 二日  二八 七 
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二八 八 


亡國之 陪臣 長修 等、 謹テ奉 言上 候、 老寡君 容保條 、久々 京都 一一 於テ 奉職 罷在、 寸功モ 無ク、 蒙 無量 之 天眷、 萬 分 之 一 モ未 

奉 報 隆恩、 剩觸 天譴、 遂-ー 今日 之 事體ニ 至リ、 容保 父子、 城 地 差 上、 降伏 奉 謝罪 候 段、 舉 竟微臣 等、 頑愚 練 暴， 一 シテ、 輔導 

之 道 ラ失ヒ 候 儀、 今更 哀訴 仕 候モ、 却 テ恐多 次第 一一 御座 候 得 共、 臣子ノ 至情、 實 二 難 堪奉存 候 間、 代テ 臣等被 處嚴刑 被 下 置 

度、 奉伏冀 候、 何卒： 谷 保 父子、 蒙 聖慈 寛大 之 御沙汰 候樣、 御 執 成 被 成 下 置 度、 不顧 忌諱、 泣 血 奉 祈願 候、 臣長修 等、 誠 恐 誠 

惶頓 首再拜 C 


應四年 九月 


松 平若狹 重役 


萱野 權兵衞 

長修 花押 

内 藤 介 右衞門 

信 節 花押 

山川 大蔵 

重 花押 

井深 茂 右衞門 

重 常 花押 

倉 澤 右 兵 衞 

爲 花押 


〇 容保 家臣 上申書 三 通、 

國攻- 一 預リ候 人名、 


梶原平 馬 

景武 花押 

原 ffl 對 re^ 

種 龍 花押 

海老 名 郡 治 

季 花押 

田 中 源 之 進 

玄 花押 

外 諸臣共 

一 同 謹 上 

鎭將府 日誌、 北征日 

誌、 松 平 容 大家 記 


野 權 丘ハ 

川 大 

0 右 A 

尾 織 

野 源 之 

西 信 

日 郡 

島 辨 

山 甚 之 


梶原平 馬 

海老 名 郡 治 

手代， 木 直 右衞門 

井 深 守 之 進 

野 ロ九郞 太夫. 

秋 月 梯次郞 

小 森 

小 出 鉄 之 

村 岡 友 之 

小池帶 


駿 馬 


萱 

ま 

紳尾織 部 

辰 野 源之丞 

春 日 郡 吾 

水 島辨治 

以上。 

〇 

總 人員 

一 百 三十 一人 治 官士中 伹軍 事局 共 

一六 十- <人 役  人  一六 百 四十 六 人 兵卒 之 外 下々 迄 

一千 六 百 九 人 士中 以下 兵 除  一 五 百 七十 人 病  者 

一二  T- 人 意ノ者  一四 百 六十 二人 他領 脫走ノ 者 

一 五 百 七十 五 人 婦女子 總ダ五 千 二百 三十 五 人 

右ノ 外、 城外 出張 ノ 人員 ハ 、追テ 取調 差 上 可 申 候、 以上。 
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S 藤 介 右衞門 

井深 茂 1^ 衞門 

小 森 一貫 齋 

黑河 e 秀 之 丞 

桃澤 彥次郞 

中 林 三 郞左衞 門 

黑河內 一 八 

大江和 右衞門 

服 .}!?5 飽次良 


原 S 對馬 

田 中 源 之 進 

黑河. M 傳八 

竹 村 助 1;^" ハ 衞 

吉川尙 記 

淸水作 右衞門 

筒井 茂 助 

徵田左 門 

林 房 之 助 


七 百 ふ 

四十 二人 

六十 四 人 


四 人 


士中 兵隊 

士中 之從僕 

奧 女中 


二八 九 
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九 s 

〇 人員 總計、 當 一一 四千 九 百 五十 一人 一一 作ルへ シ、 今 他書ノ 參訂ス へ キモ ノナシ 

〇 

覺、 

大砲 但彈藥 付 五十一 挺  一 小鈇 

小 銑彈藥 二 萬 ニ千發 ー鎗 

以上。 

九 nr 


二 九 〇 


一 一千 八 百 四十 五 挺 

千 三百 一 


一 fr に 


長刀 


十八 箱 

八十 一 振 


高津久 左衞門 

北征 日誌、 太 政官日 

誌， 島津 忠義 家 記 

〇 北征 日誌 二 云、 九 e: 廿ー 一日、 申 下 刻、 肥 後 父子 竝從臣 一 不人 許、 皆脫 刀、 城外 妙國 寺へ 立 返ク、 猶 一 通ノ 願書 如 左、 

一 人足 共 相 連 候 儀、 此方 一一 テ町在 へ 申 聞 度 事、 

1 病人 婦女子 一 一、 三ノ 丸-一居 所 無 之、 付テ ハ 立 退場 所 へ 、直 -ー爲 立 退 度 候 間、 官軍 御 繰 込、 御 猶預奉 願 度 事、 

一 諸雜 物、 追々 引取 候 様 仕度、 奉伺 候 事、 

一 人數 引取 ノ 道筋、 三ノ丸 北門 ヨリ、 天 寧 寺 町 口 へ 立 退 候 様 仕度 事、 

一 足 痛 人 ハ 、野外 ヨリ 馬-一 乘候様 仕度、 奉 願 候 事、 

一 不得止 用 向 有 之、 往來 致シ候 者ハ、 御 印鑑 御 渡 シ被下 度、 奉 願 候 事、 

一 婦女子 幼弱 ハ 北方 村-一、 官軍 御 屯 集所ノ 外-一居 住爲致 度、 奉 願 候 事、  .. 

1 祖先 ノ 神器 拉相 傳ノ寶 器粮具 引取 度、 奉 願 候 事、 

翌廿 三日、 已時、 兵士 一 ー千人、追手北門ョリ天寧寺へ引拂、城中死骸累々、^^,氣捻鼻ト云、及申時、婦女子 一 同、 城外へ 退出 ス 


〇 

, ^扨、 於當所 、一ば f  、ヲ去 01： 廿 三日、 城下 二 打 入 候 以來、 連 曰 戰爭、 晝夜 一一 掛テ、 外郭 ヲ燒 落シ、 火 藥庫ヲ 放火 シ、 或ハ 大砲 ヲ山 

yf 一一  隨 へ 、ば 立 候得ハ 、賊、 亦 逃ノ地 ナク、 救 之 味方 ナ キ故 力、 死力 ヲ盡テ 防 戰候得 共、 日光 口 ョ リ ハ 藝、 肥、 宇都 宫、 黑 

羽、 館 林 等、 連戰悉 ク克テ 、遂 一一 城下 二 會軍、 越後 口 ョ " モ 道路 開ケテ 、數百 之 宫兵相 集 候 故、 城中忽 兵粮 彈藥乏 敷、 終 二 昨 

廿ー 百、 平 肥 後 父子、 軍門 -ー 降伏 候 故、 父子 ハ 寺院へ 謹慎、 兵器 不殘 引渡、 今 曰 家中 不殘 下城、 猎 苗代  >ー 差 越 愼居、 明日、 城 

受取 之 都合 -ー 相 成 申 候、 城 中 男女 五千餘 人、 其內 兵士 三千 餘、 大砲 五十 門、 西洋 製 小銃 一 一千 八 百 挺、 悉ク 取揚申 候、 

米澤 降伏 之 後 ハ 、莊內 表、 鼠 ケ關ロ 之 官軍 大勝 利、 城下 近 迄 攻入候 R  、旣 -ー 米澤 ® 越後 官軍 貳千餘 人、 上ノ 山、 山形 邊 ョ リ打 

入相 成 候 由、 是又不 遠、 吉 左右 可 有 之 存シ、 御 返 辭旁申 上 度、 早々 如此 御座 候、 以上。 

辰 九月 廿 三日  伊お 知 正 治 

.  板 垣 退 助 

寺 島 秀之 助^ 

fc^ ん i 奚平 潟ロ總 . 

IP 田 方 ク, おき 日 誌 

〇 

其 後、 日夜 攻擊不 止 候 故、 賊徒、 遂 二 及 窮迫、 去ル廿 二日、 松 平 肥 後 父子、 軍門 二 來テ 降伏、 當時. 妙 國ト云 梵字 二 蟄居 謹慎 

同日、 大小 ノ砲器 不殘差 出シ、 廿三 曰、 家來 不殘猎 苗代-一 引退、 大小 相 渡 シ謹愼 、今 曰 城 請取ノ 都合 一一 相 成 申 候、 抑、 當 城ハ、 

方 五六 町 位 ノ平城 一一 候 得 共、 石垣 ノ 曲折 巧 一一 妙ラ 得、 殊ニ 必死 ノ兵 三千 ヲ以テ 、大砲 五十 門 、小銃 二 千 八 百 挺、 中々、 數 S  ノ 

間 一一 可攻落 一一 無 之 候 得 共、 初 メ討入 ノ砌、 殊ノ？ t 急速 二 テ、 粮米火 藥ヲ城 中 へ 不運 入候內 一一 攻寄、 致 放火 候 故、 老若男女 五 

千ノ者 共、 食用 一一 困ミ、 數 千挺ノ 鉄砲 ハ、 彈藥ニ 乏ク、 攻圍 三十日 二 シテ 落城 二 及 候 次第、 舉竟、 諸將 士ノ勉 勵ト、 皇運ノ 

天 幸 - 一由 ル處ト 奉存 候、 今日 須磨敬 次郞、 平 田 伊 藏兩士 差 立 候 -ー 付、 不取敢 、此段 得 貴意 候 、以上。 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九月 二十 二日  二 九 二 

九月 廿 四日  伊地知 正 治 

大久 保ー藏 殿き 將贿 

〇 鎭將府 日誌、 中 村 利 秋戰報 二 云、 九月 廿ー 一 日、 八 字、 城 追手 先 三ケ所 へ 、白地 二 降 參ト書 候 旗 相 建 候 二 付、 御 使 番唯九 r 九、 

山縣小 太郞、 軍 監中村 半 次郞、 追手 門 迄罷越 候處、 城 大手 內ロ迄 出迎ト シ テ 、安藤 熊 之 助、 鈴 木 爲輔罷 出、 次 -ー 重臣 梶原平 馬、 

内 藤 介右衞 門、 軍務 局 秋 e: 悌次郞 、大目 付淸水 作右衞 門、 目 付 野 矢 良 介、 右 各 迎ヒ迚 罷居申 候、 何 レモ 降伏、 夫 ヨリ 主人 父子、 

降參ノ 都合 相 伺候 一一 付、 城外 へ 被 出 候 様相 達 候處、 右 重臣 ノ者兩 人、 一 應城中 へ 立 屄リ、 卽刻、 主人 父子、 右 重臣 共 召 連、 

軍門へ 降伏 謝罪 ノ 歎願 書持參 一一 付、 御 使番ョ リ 取次 申 候、 繽テ 重臣 共ノ 歎願 書、 差 出 候 一一 付、 同斷、 夫 ヨリ 一 應、 主人 父子 城 

中へ 立 戾リ、 三 字 二 退 城、 妙國 寺へ 饉愼罷 在 申 候、 其 外 器械 之 儀 モ不殘 引渡、 家臣 兵 除 ノ儀ハ 、同廿 三日、 十字 ヨリ 退 城、 猪 

苗代 へ 米澤藩 護送 一一 テ、 謹 愤罷在 ま 候、 猪 苗代 警衞彥 根、 大村藩 一一 テ仕 候、 其餘 病人 ノ儀ハ 、靑木 村 へ 立退キ 謹慎 罷在申 候。 

〇 太政宫 日誌、 肥 前 藩 戰報節 略 - 一 云、 九月 廿ー 一日、 肥 後 父子 降伏 始末 左 之 通、 

1 同廿ニ日、十字、城中降旗ヲ建申候、依之、御使番、^^藩^場乘廻リ、矢留被相達候事、 

一 十一 一， 御 軍 監中村 半 次郞、 軍曹 山縣小 太郞、 御 使番唯 九十 九、 大手 門內 降伏 場 出張、 慕 其 外 二 テ 飾付 有 之、 

然處、 秋 月 梯次郞 外 一 人、 熨斗目 痲 上下 ヲ著シ 、無 刀 二 テ出迎 イタ シ候、 附リ、 薩州、 土 州 一 一 小隊、 右 場所 致 警衞候 事、 

1 軍監、 始 ヨリ 悌次郞 其 外 へ 、左 之廉々 手覺書 ヲ以、 申 渡 -ー 相 成、  • 

一 肥 後 父子、 何時 此 場所 罷出候 哉、 

一 父子、 瀧澤 村妙國 寺へ 相 返、 潜 居可罷 在、 家族 之儀モ 同斷、 附リ、 父子 供 廻貳拾 人、 家族 付 拾 人 -ーテ 立 退 可 申、 自然 交 

代 等 イタ シ候 節ハ、 番兵 方へ 相 達候ハ 、、護 兵 可 相 付 事、 

一 總家來 、明廿 三日、 猎 苗代 ノ方立 退 可 申 候 事、 附リ、 廿 三日、 一 日ハ 自分 ヨリ 食用 相辨、 翌日 ヨリ ハ御渡 被 下 候 事、 

一 病人 之 儀 ハ 、明廿 三日、 靑木村 へ 可 立 退 事、 

一 婦女子 竝 六十 歳 以上 十四 歳 以下、 勝手次第、 明廿 三日 ヨリ 立 退 可 申 事、 

一 少頃シ テ 、重役 萱野權 兵衞、 梶原平 馬、 禮服、 場所 一一 罷出、 肥 後 父子 無 程 罷出候 旨， 御請 申 上、 其 座 差 控罷在 候、 引續 、父子 禮 

服 無 刀 一一 テ、 後 圖面之 通 著 座 イタ シ候 -1 付、 軍 監始、 少シ座 ヲ進メ ラレ 候處、 肥後ョ リ自ラ 歎願 書 差 出、 宜數ト 之 口上 -1 


テ 、禮義 イタ シ 候、 山 縣小太 郞請取 之、 中 村 半次郞 へ 相 達 ス 、右次 第 相濟、 ハ乂子 一 ト先城 中 引取、 役々 退散 一一 相 成^ 附 

リ 、ハ乂 子 罷出候 節、 供 廻 拾 人 計、 幕 外相 控、 ハ乂子 腰刀、 袋 入 一一 シテ持 之、 

一 巴 後 父子 引取 候 上、 重役 共 ヨリ 臣下 一 同 之 歎願 書モ、 此處 二 テ差上 候 テ可然 哉 ノ旨相 伺ヒ、 則、 此所 二 テ可然 段、 軍監始 

ヨリ 被 相 答、 右 書面 モ差出 候 事、  - - ： 

一 四 V. 比、 役々 最 之 場所 張 相 成 候處、 肥 後家 來 重役 之者罷 出、 父子 出城 ノ 緩急 相 伺候 處、 差 付 可 然旨被 相 答、 追々 ハ乂子 

駕籠 一一 テ致 出城 候 一一 付、 山縣小 太郞、 駕籠 近 ク被相 進 候 へ ハ 、ハ乂 子 一 應下乘 、挨梭 之 上、 不快 一一 付 乘輿之 段 相斷， 山縣 二  ノ 

騎馬 二 テ、 駕籠 先被罷 出、 薩、 土 一 一 小隊、 前後 護衞、 瀧澤 村妙國 寺へ 轉 入相 成 候 事、 附リ、 家族 等 男女 三 拾 人 計 少シ ポ.^ 

同 寺 罷越候 事、 

1 器械 之 儀、 十一 一字 -ー 差 出 候樣、 被 相 達 置 候處、 取調 へ 届 兼 候譯ヲ 以、 重役 共 ョ リ御 猶預願 出、 其 通 御 聞濟相 成、 父子 出城 後 

引渡 之 手 箸 二 付、 水藩ョ リ 人夫 ヲ以、 運 取 -ー 相 成 候 事、 

同廿 三日、 城內ノ 兵隊、 天 寧 寺 口 ヨリ 致 退 城 候、 帶刀小 荷駄 モ少々 有 之。 

肥 後 父子 降伏 略圆 1^" 
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復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九月 二十 二日 


二 九 三 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九月 二十 二日  二 九 四 

出城 之 節 行列 

軍曹 騎馬  切 棒  切 棒  長 持 一一 ー掉 

薩州 小隊 山縣 小太郞 駕籠 肥 後 供 廻 駕籠 若 狭 供 廻  土 州 一 小隊 

袋 入 刀 持  袋 入 刀 持  兩掛ニ 荷 

〇 山 内 豐範家 記 二 云、 九月 什一 一日、 十 時 頃、 約 ノ如ク 大手 門外 二 、降 參ト 書シタ ル大旗 ヲ建ッ 、乃チ 、諸 ロノ 官丘ハ ンテ、 

砲擊ヲ 止ム、 城 中 ヨリ 幕ヲ 大手 門外 - 一張 リ、 欵願 書取 受ノ 場所 ヲ設ク 、諸 軍、 錦旗 ヲ擁シ 、追手 門外 二 整列 シ、 軍容 甚タ 盛ナ 

リ、 午士 一時 頃、 重役 萱野權 丘 ハ衞、 梶原平 馬、 肥 後 父子 ト同ク 、禮服 無 刀 -1 テ 出城 シ、 幕内 一一 入リ、 歎願 書 ヲ軍監 中 村 半次郞 

ュ達ス 、然ル 後、 一 日： 歸城ノ 上、 不快 ノ趣キ 相 斷リ、 駕籠 二 乘リ、 再 ヒ出ッ 、軍曹 山縣小 太郞、 騎馬 先行 シ、 薩兵 一 小 除、 前ヲ 

堅メ、 我 力 十 五番 除、 其ノ後 ヲ護シ テ、 城北パ JIT 瀧澤 村妙國 寺-一 護送 ス、 家族 男女 三 拾 人 計、 亦 出 テ同寺 一一 赴ク、 然後、 

諸 藩 相 會シ、 兵器 ヲ 追手 門外 一一 受領 ス JI 疋夜、 肥 後家 族 無食ノ 聞へ アル ヲ以テ 、餅 及 砂糖 若干 筐ヲ給 與ス、 

同廿 三日、 城中ノ 創者ハ 、城 南 靑木村 二 退 キ 、婦女 老幼 ハ、 多クハ 鹽川村 二 移ル、 戰卒ハ ^}<兵之 ヲ 護送 シ テ 、 猪 苗代 二 移ル、 

彥根、 大村ノ 兵、 猎 苗代 ヲ 警衞 セリ、 

廿 九日、 是夕、 會ノ 家老え 藏弟 山川 健 次郞、 勘治嫡 上田 元 四郞、 常 之 助 弟 赤 羽 彌四郞 、泰次 郞弟柴 四郞及 高木 森 之 助、 窃ニ猎 

苗代 ラ脫シ 、我 本 營-ー 來リ、 主人 身ノ上 如何 相 成 ルャ、 心痛 ノ餘、 内々 拜承 仕度、 云々、 申出 ル、 敦レ モ皆 十五 歳ノ 童子 二 付、 

程 能ク申 譫シ、 一 宿ラ ュ ルシ、 翌日、 島 村 祐四郞 、中島 茶 太郞ヲ 附シ、 之ヲ猪 苗代 二 返ス。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 九月 廿ー 一日、 會津城 地相 渡、 兵器 差 出、 容保 父子 降伏、 右 一一 付、 總軍 一 同 砲發ヲ 留メ、 番兵 ヲ曳拂 、络々 

宿 陴へ鬼 取、 肥 後 父子 ヲ九 番隊 左半隊 二 テ、 瀧澤 街道 妙國寺 迄嚴衞 イタ シ、 寺 內相カ タメ 居候、 土 州、 佐 土 原隊 へ 引渡、 右 半 

隊ハ甲 賀町ロ へ 相 固メ、 左 半 隊之儀 モ同斷 、持 場へ 引取 相 力 タメ 申 候、 翌廿 三日、 家中 一 統 出城、 猪 苗代へ 謹愼、 私領 一 番隊、 

會津降 人 警衞被 仰 付、 猪 苗代 見寢 村へ 宿陣、 彥根、 大村之 一 一藩 申談、 警衞相 勤 申 候。 

〇 德川茂 承 家 記 二 云、 九月 廿ー 一 日、 松 平 肥 後 父子、 謝罪 降伏 -ー 付、 兵器 差 出 候 節、 各藩 隊長 申 合、 右 器械 請 取 申 候、 廿 六日、 


二  、會津 降 人 七百餘 人、 猪 苗代 へ 引退 候 節、 弊 藩 兵隊 一 一 卜 人、 護送 致 候 樣御達 二 付、 同所 へ 送 リ届申 候。 

〇 戊 已正戰 紀略ニ 云、 九 一 一十一 一日、 八 時、 城 中 降 旗 ヲ竪テ 、松 平 肥 後 父子 及ヒ 從賊、 火手 門外 二 出テ、 謝罪 ノ降 表ヲ奉 ミ 

生死  一 二 宵 裁 二 從フ。 

〇 戊！ K 事情 槪 s 一一  云、 九月 廿 一 一日、 會 君臣、 奉 命 約 ノ如ク 、降伏 ノ 白旗 ヲ 城門 上 一一 建テ、 容保 父子 及 重臣 城ヲ 出テ、 官軍 ノ 

寧 門-一至 リ、？ ！ S テ歎 願書 ヲ呈ス 、降 式ヲ 受ケ、 畢テ容 保ハ乂 子、 灘澤村 妙 國寺ニ 屛 居ス、 

同廿 三日、 會城 降伏 之 兵隊、 猪 苗代 へ 引取、 謹 愼被命 候 二 付 、米澤 兵隊 ヲ以、 警衞 護送 致 候 様 被 仰 渡、 同日 明 il、 半時、 兵 

隊繰 出シ、 會士 三千 四百 餘人ヲ 警護、 猪 苗代 迄 無 滯相送 候 事。 

〇 島 津忠寬 家 記 一一 云、 九月 廿ー 一日、 於 會津、 容保降 ヲ乞フ 、之 一一 因テ、 各隊之 攻撃 ヲ. M ム、 同 曰、 容 保城ヲ 出， 寺 一一 謹慎、 

一番 隊等 之ラ 監護 ス、 二番 隊、 六番隊 、青木 村 ノ固ヲ 拂テ、 城下 一一 陴ス、 同廿 四日、 二番 隊、 六番 除， 妙 i 寸 監護 ス、 是 ヨリ 隔 

日 同斷。 

〇 く. 家， P  -ー  云、 弊 藩 兵隊 猎 苗代 へ 轉陴、 九月 廿ー 一 日、 會賊， 降伏 欵願御 聞屆祁 成、 就テ ハ 降 人、 猎 苗代 へ 蟄居 被 仰 出、 明 

日 ョ リ速々 到 著之笞 二 付、 官軍 ハ近村 へ 轉陴、 相 固 メ警衞 之 儀、 薩州、 尾 州、 彥根、 弊 藩 一 同 申 合、 降 人 大小 刀 取 上 候樣、 御 使 

番被相 達、 廿 三日 夕刻、 降 人 連々 到 著 候 付、 四 藩 立 合、 大小 刀 取 上申 候、 總計 三千 人餘 C 

〇 三 舂藩記 二 云、 妙國寺 へ 被 差 置 候、 松 平 肥 後 父子 家族 ® 附屬 陪卒、 女子、 召 仕 共 二  、百 八 人 之 賄 方 御 達 -ー 付 ォ勤候 事 

〇 伊集院 兼寬 手記 一一 云、 九月 廿ー 一 曰、 午前 十 時 三十 分 比、 降伏 之 旗 一 一流 ヲ出シ 、容保 父子、 剃髪 シテ 開城、 出テ罪 ヲ謝ス 因 

テ、 銃器 彈丸 等ヲ 受取、 翌廿 三日、 家中 一 統、 城 ヲ出テ 、猪 苗代 一一 謹慎 ス。 

〇 土 持 左 平 太 手記-一 云、 九月 廿 二日、 ra ッ 時分、 賊、 彌 降伏 之 旗 ヲ出シ 、其 時、 軍監、 吾 藩 ヨリ ハ中村 半次郞 淵邊 直右衞 P 

城. K 手下 一一 出 候處、 肥 後 {.K 乂子欵 願書 持來、 尤脫劎 二 テ、 跡 一一 重役 五六 輩 扈從ス 、同日、 四 字 比、 城內明 渡シ、 猪 苗代 寺院 . 

潜居シ 、家臣 一 同脫劎 一一 テ、 乘駕等 士分 ョ リ 力 ツキ、 同勢 一 一 拾 人餘、 女中 共同 列 -ー テ發ス 、其 時、 各藩、 持 場 一一 堅メ 厳重 ナリ 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九月 二十 二日  二 九 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九 二十 二日  二 ヒレ、 

城内 丘ハ器 ハ 總テ 、會計 方 軍夫 計 ヲ以テ 、武士 屋敷 竝 町家 土驟 二 格 護 ス 、賊手 負 人 ハ 、青木 村 へ 病院 ヲ律 J テ 、遠 セ 、養生 ス へ 

キ旨達 相 成 候。 

0 東 山道 證 一一 云、 丸 月 一 ； 十一 一日、 拂曉、 約 ノ如ク 城門 -ー 降旗|4；^ パト、 大 一 一流 相 立 候 間， 正午 ，ー至 リ、 軍監 中 村 半 次郞、 副 

二人、 應接使 トシ テ出 ラレ 候、 然ル 一一 、今朝 ヨリ、 城外 大手 前 二 幕 ヲ張リ 、內 - 一毛 氍ト薄 緣トヲ 延テ、 二 堆ノ座 ラ設テ 之レ有 

レ 乃、 中 村氏內 一一 入テ 、耗上 二 面面 シ テ座ス 、時 一一 、秋 月 悌次郞 、在テ 之 ヲ迎フ 、迎 へ テ後、 東面 シ テ座 ス 、少 頃シ テ、 重臣 萱 

野權丘 ハ衞、 梶原平 馬 立 出テ、 緣ヒ、 秋月ノ 右-一座 シ テ、 一 禮ス、 引 續テ、 父子 出 來リ、 三人 ノ 右一 一就 テ、 柬面シ テ座ス 、何レ モ 

無 刀 二 テ、 慰 斗 目、 痲 上下 ヲ服ス 、此 時、 父子 ハ中村 一一 向テ 一 禮シ、 何歟 云々 演舌 シテ、 書面 ヲ捧 ラレ 候處、 副使 受， W テ、 中 村 

二 達  ーノ 中 村 披見 シ テ會釋 ス 、又 重臣 ョ リ モ 、書面 差 出 候 間、 同 シ ク 受取 テ 披見 二相 成、 降伏 ノ儀 ハ 全 ク 候 ttr 因テ、 父 

子 重臣 共 ハ 、駕籠 一一 テ 城外 妙國寺 へ 護送 ス 、衆 家來 ノ義ハ 、明 二十 三 日、 猪 苗代 へ 可 送 ノ 旨 達 シ 相 成 候、 

同廿 三日、 城 中 ノ士及 老幼 婦女 共、 左 之 通 護送 二相 成 候 事、 

一 兵隊 之 士卒 § 一 Is 子 猪 苗代 一 婦人 北 原 i 幼 井 病人 靑木 村 

右 ハ 、同 曰 夕 迄 一一 、悉 ク 立 退 候、 其 中、 病 者 ハ駕 一一 乘セ、 幼 者 ハ母之 ヲ負ヒ 、或ハ 手 ヲ携へ 、各 被 髮銑足 二 テ 、名々 ， 一 瓯呂敷 包 

等 ヲ提テ 、遲々 索々 ト シ テ 出往キ 候、 甚 可憐 ナリ。 

2is 露 二 云、 九月 廿 三日、 iit  一 I、 朝、 器械 取 揃、 大手へ 送ル、 城門 ノ 外-一 降 參ト書 タル 旗 ラ立、 諸人 是ヲ 見テ、 流 

涕 大息セ サル モノ ナシ 、於此 、宰相 公、 重役 之 歎願 書 ヲ出ス 、右、 歎願 書 、官軍 之 軍 監中村 半 次郞、 御 使番唯 九十 九、 外  一一 «v 

罷出、 歎願 書 受取、 宰相 公拉 世子 照姬君 出城、 駕籠， 一 テ瀧澤 町 妙國寺 一一 入、 謹慎、 諸將、 諸 師三ノ 丸-一 集リ、 隊伍 ラ立テ 、四ッ 

時 出城、 夕刻、 猪 苗代 ノ驛- 一至 ル、 終 一一 此處 一一 テ謹慣 、此處 ハ寒氣 甚シク 、裯 衾ナキ ヲ以、 夜々 眠 リ難シ 、白雪 モ 兩度來 リテ、 

:1<餘 一一 及フ、 諸 兵、 寒 氣ヲ凌 クノ策 ヲ爲ス 、嗚呼 會候、 京師 守護 職 以來、 天下 生 民 ノ爲- 一、 智ヲ盡 シカヲ 竭シ、 ー國ノ  士民ヲ 

シ テ 、肝腦 地 一一 一、 ミ レシ メ  、而 シ テ 卒 一一 此 ニ至ル 、天道 果 シ テ 是歟非 力 、然 レ 共、 大義 之存 スル處 、明々 白々、 魏々 然ト シテ 


山；， -ト 4,": 存シ、 昭乎 トシ テ日 G: ト光 ヲ爭フ モノ、 萬 世 之 下、 知ル 人ナシ トイ フへケ ンャ、 是ヲ 彼ノ、 生 ヲ貪リ 奸曲ノ 徒 二 一 

匐 漆 行、 匿 二 旦夕 ノ榮 ラ偷ム モノ  二 比 スレハ 、其 是非 得失、 誰シ ラサ ラン ャ。  一 

0 二 4. 四日、 督府、 若松 城ヲ收 ム、. ー 月 八日-一至 リ、 長 門、 大垣ニ 藩 兵 一一 命 シテ、 舊 幕府 及 ヒ諸藩 逋逃兵 ヲ柬京 一一 監送 セシ 一 

メ、 十九 日、 巴ュ W 藩 兵 ヲシテ 、容保 ハ乂子 ヲ監送 セシム 、各 條ヲ 參看ス へ シ、 按ス ル 二、 十 tn: 十二 日. 鎭將府 、會津 降 人ノ處 <R  ； 

ラ定 メ、 兵 ヒ及ヒ 吏！ 謹ま ヲ命シ 、其 事ニ與 カリ シ者 ハ、 朝 裁 ヲ俟タ シメ、 其 餘ハ警 放 冤ス、 並  一一 口 俸 ヲ給シ 、婦女 之 一 

二 準ス 、其 創 者 ハ 官軍 病院 二 人 ル ヲ許ス 、大總 督府モ 亦、 軍務 官 判事 中 根 貞和等 ヲ遣シ テ 、降 人 ヲ監シ 、備前 藩 兵ヲシ テ - 

會津ヲ鎭セシム、又士ー月ト日、容保ノ|ヲ、高田、松代ーー藩ニ分付シテ、§き^^5^§^?ゃ 之 ヲ監セ シメ、 棄石ノ  U 

地 ヲ以テ 、其 費 一一 充ッ。 

二十 三日、 松 平 容保旣 二 降ル、 而シテ 餘賊、 猶大內 、田 島 等 諸 村-一分 據ス、 是日、 督府、 若松 ノ諸ー 

軍 ヲ 警戒 シ テ 、其 守備 ヲ嚴 一一 セシム 、又 賊徒、 橫川村 傍 近 ニ出沒 スルヲ 以テ、 宇都 宮藩兵 ノ 若 

松 二 在 ル者ヲ 分テ、 之ヲ罷 歸シ、 其 封疆ヲ 警守 セ シム。  一 

？成旣 二 降 大矣尋 共、 殘黨猶 顯然、 近郊 二 屯 集 候 得 ハ 、各 口 之 持 場、 彌 厳重 警衞無 之候テ ハ 、不 相濟事 二 候處、 未 觯圍之 3- 令、 

無 之內、 私 一一 無事 ト 心得 違 ヒ 、萬 端不厳 整、 土人 ヲ令往 來候向 モ有之 哉 一一 相 聞 へ 候條、 於 各藩、 尙又目 付等ョ リ持場 致 巡覽、 1 

取締 被 致 度、 仍テ此 段 令 通達 候 也。 

辰 九 S 廿三日  在陣 參  謀 一 

各藩 隊長 f 

〇 戶田 *f 家譜-一 云 、九.： 廿 三日、 賊、 猶野州 藤 原 口 橫川邊 -ー屯 集シ、 各地へ 出沒シ 、所領 ノ民、 動搖ノ 聞へ アル ヲ以テ 封 一 

內警衞 、賊徒 掃攘ノ 爲メ、 若松 出張 ノ兵ヲ 還 ス可キ 旨、 在陣ノ 參諜ョ リ 指令 ァ ル 二 由テ、 我 出張 ノ兵、 三 小隊 ヲ別 テ歸 ラシ： 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九月 二十 三日 .  二 九 H 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 叨治 元年 九月 二十 四 n  .  二 九 八 

ム 0  一 

二十四日、 督府、 若松 城ヲ 收厶。 

明廿 四日、 城 受取-一 付、 各藩 一隊 ッ 、、十二 字 ヨリ、 大手 門口へ 會軍可 有 之 候 事、 但、 一 小隊 難 差 出 分ハ、 半隊 分隊-一 テモ 一 

不苦候 事。  し 

K 九 nc 廿 三日  在陴 參  謀 

淺野長 勳家記 一 

岡 山 藩 記 一 

〇 鎭將府 日誌 中 村 利 秋戰報 二 云、 九 □： せ 四日、 四 字 二 會城請 取 二 付、 御 使 番唯九 4 '九 外 一 人、 直監 拙者 相 描罷越 候處、 追手 一 

中 門口 迄、 重役 山川 火藏、 軍事 奉行 小 森 一 贯齋、 大 目 付 竹 村 助 兵衞、 器械 奉行 相馬繫 作、 作 事 奉行 左 竹 四郞、 太 目 付 日向 信 左 

衞門、 右出迎 トシ テ罷 出、 本丸 ョ リ 引渡、 ニノ 丸、 三ノ丸 同斷、 首尾 七ギ 相濟 引取 &候、 城 護 兵 之 儀ハ、 各藩 ョ リ罷出 申 候。 

〇德 川義宜 家譜 一一 云、 九月 廿 四日、 若松 落城、 諸 藩 城 請 取 之 儀 御 達 二 侬リ、 津金 忠恕、 江^ 久次 等ノ兵 出張 ス。 

〇 德川茂 承 家 記 二 云、 九月 廿 四日、 城 請 取-一 付、 各藩 ョ リ 兵隊 差 出 候 節、 弊藩ョ リ半 小隊 差 出 申 候。  一 

〇 淺野 長勳家 記-一 云、 九月 廿 四日、 城 受取 -ー 付、 各藩 一 隊宛、 十一 一字 ョ リ、 火手 口へ 會軍可 有 之 旨、 會 津在陣 參謀ョ リ達 御座 一 

候 間， 弊 藩 兵隊 五 拾 人 繰 出 候處， 同 刻 延引、 四 字 摘 一一 相 成 候 二 付、 一 先 繰揚、 右 時刻 復繰 出シ、 大手 門口 北側 へ 陣ヲ列 シ罷在 候 I 

處、 五 字 頃、 各藩 一 同城內 へ 繰 入 一一 付、 弊 藩 人數、 表 書院 ト相見 候 庭 h へ 繰 入、 同所 相 固 i 能 在、 夜 七 字 前、 同所 引拂、 歸營仕 候 P 一 

〇 戊已 征戰紀 略-一 云、 九月 廿 四日、 城 ヲ請 取ル。  一 

〇 岡 山 藩 記-一 云、 九月 廿 四日、 城 地 請 取 之 御人數 二相 加リ、 御 軍配 之 通リ、 當藩 ヨリ モ 一 小隊 繰 出、 旗 ヲ城上 二相 建 申 候。 

〇 山 内 豐範家 記 二 云、 九月 廿 四日、 約 ノ如ク 午 十一 一時、 各藩 ヨリ 一 小隊 ヲ出シ 、城 地ヲ 受領 ス、 軍 監中村 半次郞 立合ヲ 以テ、 

B 暮 諸門ノ  a 渡、 盡ク相 濟ム、 其 夜、 我 藩 本丸 ヲ守リ 、長 兵ハ ニノ 丸、 追手 口、 矢 倉 門 米 兵 守 之リ、 時々 城中リ 巡邏 ス： 

會城總 門 十一 筒處、 土藏 十二 ケ所、 井 十六、 總櫓十 一ヶ所、 郭 門士ハ 、西 川原 町 口、  g  、光 北 融通 寺 町 口、  桂林 寺 町 口、  Si 


火 町 口、  馬場 町 口、 同 ¥賀 町 口、?？ 一?^ 同 六日 町 口、 同 三日 町 口、 東 徒 町 口、 同 天 寧 寺 町 口、 同 寶積寺 町 口、 南 

小 出 垣 口、 同 天神 口、 同讃岐 口、 同 南 町 口、 西南 隅 花畑 口。 

〇 戊 申 事情 槪旨 -ー 云、 九月 廿 四日、 會城請 取 渡 -ー 付、 一 小隊 之 兵、 可 差 出 旨 御 達 二 付、 卽日差 出シ、 S. 賀町 大手 門 相 固 候 事、 

仉 、今日 ハ 、第 一 之 先鋒 被 命、 晴之 事故、 伺 之 上、 拜領之 御 旗 相 川 候 事 C 

〇 秋 元 興 朝家 記 -ー 云、 九 3 廿 四日、 城 受取-一 付、 常 藩 人 數四字 城 W へ 繰 込、 追手 門 ヨリー 一 ノ門、 天守 櫓 脇 へ 一 ト先控 、夫 

ョ リ直玄 關前迄 繰 込 候 事、 タ刻 二 及、 猶亦 天守 脇 へ 返 引 ノ處、 軍監 ョ リ 勝手次第 、退陣 可 致 ani 御 達 二 付、 卽刻 退陴之 事。 

〇 島 津忠寬 家 記 一一 云、 九月 廿 四日、 城 請取ト シテ、 一 番隊等 出張。 

〇 東 山 新聞 二 云、 九月 廿 四日、 城 請 取 トテ、 簠監中 村 华次郞 入城 ス、 各藩 ヨリ ハ 、銃隊 一 小隊 ッ 、、警 衞 トシ テ 入城 ス、 今日 

正午 二  、請 取ル へ キノ 處、 城 中手 害 調 ヒ兼候 由 二 テ、 時刻 ヲ暫 ク延シ 吳候ョ フ賴 ミニ ツキ、 刖、 見合 居リ、 申 ノ刻 ニ至リ 入^ 

ス 、直樣 、城郭 ノ 檢圖拉 器械 等 迄 請 取 ケリ、 夫ョ リ、 城中殘 ル 所ナク 撿セシ 一一 、殿中 奧向櫓 多 門 庫 倉 寮 館 一一 至ル 迄、 礮銃ノ 彈 

J 有 ラサ ル 、ノ ナク、 恰モ蜂 ノ巢ノ コ ト シ、 宜ナル 哉、 後日 ニ聞ケ ハ、 城 中二 テ. K 礮 破裂 彈 ヲ發セ シ事、 一 晝夜 二 七 百 六. H 一 

發ナ リシ トソ、 其餘ハ 皆、 五 百、 六百ッ 、 ハ 連日連夜、 來リ 發セサ ル ハ ナカ リシ トナリ 、今日、 開城 ニッキ、 差出セ シ書、 左ノ 

n トシ 0 


覺、 

千 八 百 十一 挺 

ト四萬 九 千 六 百 七十 

一 戶前 

一 ケ所 

二十 1 一 萬 四千 發 

復古 外 


天守 和 銃 

和 銃铅玉 


太鼓 櫓 

小銃 彈 

記 白 河口 戰記 第 十 


千 百 七. r 挺 

卜 九 萬 七 千 七 百 

一 ケ所 

ヅ ケ&' 


兵器 同 

同鐵 玉： 席 銅 玉 

馬具 檢 

家來共 武器 橹 


明治 元年 九月 二十四日 


一千 六 百 六十 八 

一 百 貫目 

一 ケ所 

一 ケ所 

二 九九 


二十 寸 以下 

fIT 具 櫓 

硫黄 櫓 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九 H  二十四日  一一 一 〇〇 

以上、 

九 月  器械 奉行 相 馬  繁 

〇 松平容 保、 旣 一一 降 リシ ヲ以テ 、督府 、薩摩 藩 兵 ヲ分テ 、之 ヲ罷 歸ス。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 九月 廿 四日、 本府 一 番隊、 一 一番 隊、 四 番隊、 六 番隊、 一 番 大砲 隊、 一 番 遊撃隊、 兵 ヲ揚テ 、會津 出立 セリ. - 

〇 土 持 左 平 太 手記 一一 云、 九月 一 一十三 日、 先鋒 一一 合戰セ シ、 四番、 五番、 六番、 一 一番 大砲、 其 他 東海道 ヨリ 舉陴、 相俱 一一 働 キ候ー 一 

番隊 、遊撃隊、 三番 除、 本 營島津 式部、 相 良 治 部、 小 荷駄 方 棒 山 休 丘 ハ衞、 川 崎 正右衞 門、 其 外 一 列、 總テ解 兵 被 仰 付、 廿 四日 八 

字 ヨリ、 若松 ヲ發 ス。 

〇 十 e: 十一 日 二 至リ、 督府、 令 シテ、 諸 藩 丘 ハヲ 班ス、 參看ス へ シ。 

〇 若松 傍 近 亡賴ノ 徒、 官軍 若ク ハ會津 藩士 ト詐 稱シ、 民家 ヲ剽 掠ス ル者 ァリ、 是日、 督府、 令シ 

テ之ヲ 捕 拿、 若ク ハ 颜首セ シ厶。 

〇 達 書 一 一通 

近日 之 騒動 二 乘シ、 無 賴之惡 徒 等 相 集、 良民 之 家 二 押入、 致 狼籍、 剩 へ 間-一 ハ、 官軍 之 藩 名等唱 へ 候 者 有 之 由、 以之外 之 次 

第 二 付、 以來右 等 之 面々 ハ 、於 諸 在 吃 ト取押 へ 、或 ハ切捨 候 共不苦 候、 付テ ハ 假令 、官軍 一一 致 關係候 下輩 等タ リ共、 兼 テ之法 

令ヲモ 不憚靑 一一 付、 同斷取 計可爲 同然 者 也" 

辰 九月  會 津在陴 軍  監 

會城 降伏 -1 付テ ハ 、君臣 共 夫 々 、退去 謹愼之 場所 モ 相定 候處、 0  -ー  會津 藩士 杯 ト 懔唱 へ 、 乍 帶刀諸 所 致 徘徊 候 輩 モ 有 之 由、 

右 ハ譬へ 、眞ノ 會津人 タリ 共、 主人 之 命令 ヲ モ不奉 モノー 一 付、 於 諸 在 取 押 へ 、致 手 向 候 ハ 、 切 捨候テ モ 、可爲 勝手次第 者 也。 


し 1  會 津在陴 軍  監 

„^  J ン月  大垣藩 記 

松 平 甕 範家記 

二十 六日、 總督、 若松 一一 赴 力 ン トス、 是日、 二 本 松 ヲ發シ 、本 宮驛ニ 抵ル。 

〇陴 中日 誌 二 云、 九月 廿五 曰、 若松 表 へ 御 進軍 御 治 定、 廿 六日、 一 一本松 御 出馬、 酉 刻、 I 御 守 f ハ隊、 阿 州、 柳 河 一 小隊、 都 

合 百 人、 其餘岡 藩、 佐久 山家 來等 也。 

〇 立 花 鑑寬家 記 二 云、 九 巧廿 六日、 總督府 正 親 町 殿、 一 一本松 ョ リ 若松 へ 出陣、 本 藩 曾 我 司、 一 小隊 陪從 

〇 若松 ノ 官軍、 兵 ヲ分テ 大內、 田 島 二 村 一一 向フ、 是日、 二 村ノ賊 降ル、 因 リテ其 兵器 ヲ收メ 、之 

〇 戊擊情 s  -ー  云、 九月 廿三 曰， 容 f 子 尸 已 二 降伏 -ー 及 候 得共、殘黨 多勢、 菅島表 へ 屯集之 由 二 付、 彌以抗 敵 -ー 及 候 

、 、 i 二 可誅響 曰、 御 達 -ー 付、 弊 藩 兵 一 大隊、 先鋒 相勤、 諸 藩 勢ト共 -ー 田 島へ 向ヒ 候處、 同廿 六日、 同所 之 會兵千 四百 人餘 

降參 申出 -ー 付、 愛米澤 兵隊 ヲ以、 鹽川 へ 謹、 謹 I 致 可 申、 且ッ 右人 數、 賄 方 之 儀 モ 相 給 篇御達 -ー 相 成、 則、 如 命 取 量 

申 Ti^ 事。 

〇^ 征戰紀 略 二 云、 九月 廿四 曰， 振武 、三番、 四 番隊 、薩 州、 土 州 兵 ト米澤 兵 ヲ監シ 、大內 二 至ル、 城 中 使 ヲ遣シ 、欠內 、田 島 

ノ賊. ヲ招ク 、二 七 六日、 大內賊 降ル。  e 

〇山内豐範家 記-一 云、 音廿三 曰、 本 置ノ殘 賊誅 夷 ノ爲メ 、我 七番 折衝 I 霧 兵 共、 本 鄉村讓 込 ム處、 大內村 邊ノ赋 

き 犬ノ色 アル ヲ以、 本鄕ニ 在陴、 我八番 折衝 隊ハ、 堡寸村 二 守兵 タリ、 廿四 曰、 本 霊 ノ殘賊 、降伏 ノ 模様-一 付 、深 I 謹 

公へ 引取、 而シテ 兵讓引 等ハ、 村 田 勇 右衞門 5 託ス、 廿 七日、 0 大內村 屯 集 ノ殘賊 、降伏 セ ルヲ 以テ、 廿 八日、 砲 

器彈 藝、 I 藩へ 受取、 同藩 二 小隊 ヲ以テ 守兵 ト ナス、 十月 朔日、 我 兵、 本鄉ヲ 發シ、 若松 二 引取、 I 村-一守 兵 タル 我 八 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九月 二十 六日  三 〇 一 


復古 ts- 記 & 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九 一十 七日  一一 1〇 一； 

番 折衝 隊ハ 、一雨 日 前、 旣- 一若 松 一一 引取 タリ。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 外 城 一 番隊、.^.^月廿三日、會殘賊追討ト シテ、 本鄉 村へ 進軍、 賊兵七 百 五十人 餘 降伏、 器械 取 揚，」 ： 

〇 德川茂 承 家 記 -ー 云、 九月 廿 四日、 田 島邊 賊徒 追討 ト シ テ、 日光 街道 本鄉村 迄、 各藩 兵隊 進擊之 節、 弊 藩 一 小隊 差 出 候處、 喊ー 

徒 降伏 致 候 付、 同村 ヨリ 直-一 揚取申 候 C 

〇 鍋 S 直 大家 記 -ー 云、 九月 廿 三日、 日光 口 殘賊爲 打拂、 諸 藩 ヨリ 兵 除 繰 出 ，1 相 成、 弊 藩 ヨリ 久閒栴 之 4 儿 一 小隊、 朝 倉彈藏 一 

小隊 差 出 候 事。  • 

〇 結 草 錄-ー 云、 丸月廿 曰、 我隊 I ネ 結納 峠 二番 兵ス、 廿四 曰、 開城 ノ赴申 來ス、 廿七 曰、 大内村 ヲ發シ 、福 永 村， 一宿 リ、 初テ _ 

王師 ナル ヲ知リ 、驚テ 兵器 ヲ納ム 、廿 八日 、福 永 ヲ發シ 、鹽 川驛 二 謹慎、 慮矣。  ； 

二十 七日、 總督、 三 城 潟 村, 一 抵ル。  一 

〇 陣中 曰 誌 二 云、 九月 廿七 曰、 本宫御 出馬、 卯 半簿、 三 城 潟 御 著、 酉 半 刻 過-御 治 之 事。  一 

〇 田 島 村 ノ賊、 旣 一一 降ル、 而シ テ餘黨 大田原 傍 近 一一 逃走 ス、 本 藩、 兵 ヲ發シ テ之ヲ 逆擊セ ン ト i 

ス 、適、 波、 彥根ー 一藩 ノ 後軍、 東京 ヨリ 至ル、 因 リテ、 援ヲ 一 一藩 兵 一一 乞フ、 黑 羽藩モ 亦、 兵 ヲ發シ 

テ來リ 援ク、 是 一一 於テ、 賊兵 ヲ片腐 田、 佐 良 土  二 村 一一 擊テ、 大二之 ヲ破ル 、賊、 水 戸一 一向 テ逃ル 0: 

〇 大田原 勝 淸家記 -ー 云、 九月 十七 日、 會津 表出 張 之 兵隊 引 拂歸陣 後、 無 間斷、 領分 內外 巡邏 爲仕 候處、 同廿 六日、 田お 1 ロヨ" 

リ脫漏 之 賊徒、 凡 八 九 百 人、 百 村 治- 1 テ 城下 迄 モ襲入 候 哉 之 旨、 右近 村 ヨリ 追々 警報 御座 候 間、 夫々 手配、 逆擊之 用意 最中、 一 

奥州 筋 進軍 之 彥根藩 一 一 小隊 程、 城下 治-一 テ 通行 之 折 柄、 右 藩 一一 テ モ弊地 騒擾 之 模様 聞 入、 事 機 次第、 應援モ 玎仕段 申 談有之 . 

候 間 ^兵 ハ 何分、 多 人 數之容 子、 弊 藩 一 手而已 -ー テ ハ 甚心支 罷在候 折 柄、 右 應援之 申入、 幸 之 儀-! 付、 滞陣 相 願、^ 又 同 朝、 ) 


n へ I、 鍋 掛宿 へ 宿陴震 候 間、 同藩 へ モ 應援之 儀、 雲 儀 相 糧處、 右隊 中 一 小隊、 同夜 0  一一 

1; 羽； t 應"" 、四 小 I 入 候 二 付、 藩 息 5箦相| 普、 右, 領. i 村 ヨリ 石 上 村 一 ぼ 

H^f  -  ^ri^a000  -ー  付、 尙 fit 、同廿 七 曰、 I、  i 藩 . ハ 复土村 之 方 

T0ni、i;;;:;7m 藩 I テ i 脫行 途中、 追擊謹 可 |1、捷路 ヨリ 片腐 田村迄簾 仕 1、 同所 

rl  、木 li 等^ シ 居候 二 付、 於 同所、 三 藩 一 同 砲戰 相始、 然ル處 、敵方 二 テモ 頗盡 力 軍配 仕、 且、 味方 地利モ 不宜、 

殆 けり 苦 以 V 二相ぎ- カ戰仕候 處、 i.i  、同所 ョも kiis 良 土 村 之 方 i 仕. f リ 4 

iJ!:Tl; きメ  41、 夫 ヨリ 1|、彥藩、弊雷手讓仕候 處、 同所 二  藩：：^ 候い 

付、 t 徒、 I き 一一 テ 、善 川 ヲ渡リ 敗走 仕 候 趣 一一 付、 同所 -ー テ 追捨、 申ノ半 刻過、 彥藩 一 同 凱旋 仕 候、 此曰 弊 ま 死  一 ノ 

き &" 可ん ， .：1 、、： ^頭 藤 田 六郞組 印南 小右衞 門、 渡邊！ 討^£人。 

^!!,^§、手負三人 ^，？"大1^^:江市郎組小林£53次郎、 き。 玲£  ノ  .  ：  .  i 

二 云、 九 、匿 道 大川通 リニ、 炬火 夥シク 5 ルノ 由、 細作來 リ報ス t 斥候 ヲき 0 八 百. i 

SJ〕 雜 i""" まテ宿 スト 云、 於是、 翌廿六 曰、 I、 四 小隊 ヲ百村 §  、二 小隊 ヲ越堀 二 措キ. 贼：： 走 ルー： 

n 擊ひ 1 ス" ゾ賊、 ！i  、於 是、 i  ノ， 併セテ、 追 テ崖ニ 踵ル、 偶、 阿 州 一 小隊、 彥 

t」 此夜 i 石 上 村 二 宿 ス、， 、議ト 議シ、 |、是ヲ擊ン トス、 賊、 又 零 一 出 去ル、 於是、 翌廿七 曰 未明 

丘、 ハ" 流 i ァ喊ヲ 逐フ、 片腐田 村 ニテ、 賊ノ 後隊 ト小 戰ス、 我 兵、 先 二進 テ i ヲ取リ 、佐 良 土 村 ニ到ル 

""、"三： 隊ヲ 山" 備ヒ、 三 小隊 ヲ 市中 I、 大礙 i§  、無 i  一  i ス、 賊、 善 4 さ 

"一 シテ、 蒙 i ヲ囊ス 、賊、 遂 i シ、 川 ヲ涉テ 、水 戶道ニ遁ル 、戰 畢テ、 阿 州、 彥 1" 原："^; 此賊 ；^^ 

藩 ノさー シ テ 、 總勢六百 人 許、 我 力 不意 ノ讓 一一 驚 カス、 又退ク  一一 f0^^,  ^^m^^Mfl 一 

黑羽 城外 石中澤 村ニ旋 ヘス、 軍 監ヲ馳 セテ、 白 河口 總督府 二 達ス、 同日 勒死 三人 藏、 高 柳 錄次郞 隊平士 佐川久 次^ 


人、 


砲手 渡邊銀 五郎、 ； fT^^4'  一  AO 

奥澤登 1 -IB.H 一  ス 
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三 〇|ー一 


復古 外 記 白 河口 戦記 第 十一 明治 元年 九月 二十 七日  一一 一 〇 四 

〇 蜂 須賀茂 韶家記 -ー 云、 隊長 片山兵 衞隊、 九月 十八 日、 東京 出兵、 同月 廿 六日、 下野 國鍋 掛驛 へ 著 仕 候、 同 國百村 へ 賊徒 致 屯 

集、 追々 太 田 原 城下 へ 壟來候 様子 -ー 付、 加勢 同藩 ョ リ賴越 候、 黑羽藩 ョ リ モ 賊徒 追々 近寄 候 -ー 付、 兵隊 繰 出 候 樣申來 陵、 In 

二 付、 副 長 村 上 易 兵衞、 分 除 指 添、 同夜 太 田 原 進軍 ィ タシ 候、 殘ル 分隊 ノ儀 ハ、 常驛 一一 相殘シ 巡邏 申 付 候、 分隊 大田原 へ 著、 

同藩 役員 罷越、 片腐田 村 へ 賊共 屯集ノ 由-一 付、 大田原 藩 先鋒、 彥根藩 一 一陣 ト申合 セ候閒 、殿 へ 相賴、 各藩 申談、 城内 へ 相 s、 

同廿 七日 拂曉發 軍、 大 m 原 ヨリ 片腐田 村へ 责里半 程 進軍 致シ、 佐 良 土 一一  テ賊共 二 出逢 ヒ、 暫ク 及戰爭 候處、 終 一一 賊徒 敗走 一一 

付、 大田原 城下へ 引揚、 同月 廿 八日、 鍋 掛驛へ 兵 除引揚 候。 

〇 井伊 直憲家 記-一 云、 弊 藩 三 浦 十 左 衞門隊 、小 墙喜平 太 除、 九月 廿 六日、 野 州大田 原驛へ 宿陣仕 候處、 田 島 屯 集之喊 多勢、 大 

田 原 へ 差 向 候 趣 二 付、 同藩 應援之 儀 依 賴之處 、同夜、 賊兵、 竊 二 作山驛 ョ リ水戶 筋 へ 脫走之 趣 二 相 聞 へ 、翌廿 七 日、 未明、 大 

E 原 藩、 弊 藩、 阿 州 藩 等 進軍 仕 候處、 片腐田 村 -ー 賊徒 致 休息、 先手 ヲ繰 出掛 ケ候ヲ 、斥候 之 者 見留候 ， 一 付、 直 樣三藩 押 寄發包 

烈戰 候處、 無 程、 賊兵 敗走 仕 候 二 付、 一 旦 整列、 再 ヒ 大田 原、 弊 藩 追撃 仕 候處、 賊兵、 箒 川ヲ. 渡 リ落去 候 趣 二 付、 佐 良 土村ョ 

--引 1 申 候、 右 追擊之 節、 賊兵五 人 討 捨テ、 一 一人 生 捕 ル 、 其 外 多 ク打斃 候 得 共、 諸 藩 同 進 中 一一 付、 其儘捨 置. 疾、 弊 藩 死 a 人、 

コ 一浦 十 左 衞門隊 雨 =； 本太郎 、山 口 拾 次 郞、， き , 、。中島 a ハ 

小 3? 太 隊宮川 ％彌 、西 澤與總 ：^^ 化 一 人き Js， 

〇c? 山 藩 記 二 云、 九月 廿 七日、 朝 五 時 頃、 在所 從烏山 北 之 方 二 當リ 、 砲 聲相聞 へ 候-一 付、 早速 斥候 之 者 差 出 候處、 右 尸 當春 

中、 水 戶藩脫 走 之 者、 竝、 高原 下山 根通リ 二 是迄出 沒致シ 居候 賊徒 共 相 加リ、 大田 原、 黑羽最 寄 之 地所 通行、 所々 及 戰爭逃 

.2 候 S  . ^六十 人 程、 領分 境 中 川筋、 水 戶領久 那瀨村 渡船場 ヲ渡リ 、同 領大平 村、 馬頭 村 之 方へ 立 去 候 趣、 追々 注進 有 之 候處、 

兼 テ弊藩 奥州 筋 出兵 中、 城 地 小人数 二 ハ 御座 候 得 共、 不取敢 、兵隊 差 出、 領分 境へ 夫々 分配 、厳重 - 一守 衞申付 置 候。 

〇 慶應兵 謀祕錄 二 云、 會津 降伏 之 時-一 當ッ テャ、 水府之 脫臣朝 比奈彌 太郞、 市 川 三左衞 門、 九月 廿 三日、 別傳、 囘天兩 隊ト共 

二  、高 田 村 ョ リ 那須野 二 出、 大田 原藩サ 、ュル -i 依テ打 戰フ、 味方 戰死 一 人、 敲戰死 手 負 共 一 一 十餘 人、 終， 1 打破 ル、 是 ヨリ 

除ヲー ， .>  -1 分 ケテ、 一 除ハ 水戶領 馬頭 村へ 出、 一 除 ハ左貫 村へ 出テ、 兩道ョ リ水戶 城へ 進發ス C 


〇 按ス ル  一一、 二十 九 曰 二 至リ、 賊兵、 水 戶城ヲ 襲フ、 藩 兵擊テ 之ヲ走 ラス、 事 ハ本記  一一 ナ リ- 

ー  一 十八 日、 總督、 若松 ニ抵ル 、越後 口 參謀西 園 寺 公望 £獮 モ 亦 至 ル 、是 日、 總督、 公望 等ト俱 二 城 

中ヲ 撿ス。 

〇 陣中 曰 誌 二 云、 九月 廿八 曰、 三 城 潟 御 出馬、 卯 半 刻、 若松 城下 御 著、 午刻 過、 西 園 寺 殿御 陴營、 御 同居 之 事、 

城 內御撿 見 之 事、 西 園 寺 殿御 同道、 參謀御 使 番隨從 之 事、  . . 

參謀 伊地知 正 治、 御 使 番山縣 小 太郞御 著、 恐悦 御機嫌 伺ト シ テ參陴 之 事、  一 

〇 是 ヨリ 先、 大總 督府、 移牒 シ テ、 毛布 ヲ 征討 兵士  ニ賜フ ノ朝命 ヲ傳フ 、是 日、 督府、 之 ヲ諸軍 

二 布 吿ス。 . 

〇 十四日 達 書 

束 北 征討 之 諸 軍、 勇進 長驅 、巳-一 賊 巣-一 逼リ、 捷報 日々 至リ、 叙 感不斜 候、 然ル處 、邊陬 之 地、 追々 寒天-一 赴キ、 風雪 之慘苦 

- 一可 至 哉ト、 深 ク被爲 痛 聖念候 二 付、 格別 之 思 食 ヲ以テ 、聊爲 防寒、 毛布 一 著 宛 賜 之 候 事。 

九月  行政官 

ブ J  . 官中 日記 

岡 山 藩 記 

別紙、， 上文、 ヲ 之 通 被 仰 出 候 間、 早速 右 品 調 方、 諸 所 手段 相 盡候處 、ブ ランケ ットハ 東京、 橫濱ヲ 力 ケ千枚 位 之タ、 品更 二 無 

御座 候、 夫 一一 付、 大ラ シ ャ之ト ン ビ 、相 調 差 送 候 心 組 一一 候處、 右 ハ 所持 之 輩 モ有之 候閒、 代 料 望 之 人 ハ 、金 三兩ッ 、 被 下 候 間、 

何 レ 共 人員 御調、 品 ト金ト 相分チ 、御 申 越 被 成 度、 依テ 此段得 貴意 候 也。  . 
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九月 廿 四日  大 總督府 參  謀 

•3=- ロ悤& li ば 某^. P 東 ，征 總督記 

〇  ■ 

右 之 通 ヲ P 一 スー^ 大總督 府下 参謀 ヨリ、 懸合來 候-一 付、 御 取調 被 御 申 越度 候、 當所、 今 市兩所 出張 之 分ハ、 於 此方 取調 候 陵、 

左様 御 承知 可 被 下 候、 以上。  . 

ブ月廿 八日  白 川口 參  謀 

若松 出張 各 通 

二 本 松 出張 參謀御 中 一 igll" 

〇 書中、 所謂 當所ハ 白河ヲ 指ス。 

〇 各藩 隊長 へ 達赛 

別紙 之 通、 大 總督府 ョ リ. E. 來候閒 、取調 御 達 可 有 之 候、 以上。 

九月 廿 八日  白 川口 參  謀 

.  松 平 忠敬家 記 

〇 十月 二日 上申書  ， 

覺， 

一 百 拾 六 人 戰兵 以上 

右 ハ會津 出兵 之 者 共 一一 御座 候、 頂戴 i\! 毛布、 不殘代 料-一 テ 御渡シ 一一 相 成候ハ 、、難 有 奉せ il^  、以ヒ C 

ィ S  備州藩 

岡 山 藩 記 


〇 藩 記 -1 、 十月 一 一日、 右 之 通 於 會津、 覺書差 出 ト ァリ。  - 

〇 十月 六日、 高 松 藩 上申書 

福 島 表出 張 人数 之 €： 御 品 百 四 拾 « 人 御 品 料 貳拾置 人 

二 本 松 出張 人數 IMS 御 品 ra 人  御 品 料 四 拾贰人 

,^-人數贰ぼ八人 

右 ハ 格別 之 思 召 テ以、 爲 防寒 毛布 一 著ッ 、 賜 之 候 二 付、 頂戴 仕 候 兵士 以上 員数、 右 之 通 御座 候。 II 

〇 藩 記 二、 十月 六日、 於 福 島 表、 右 之 通 御 屆仕候 トァリ 、按ス ル 二、 上申書、 以上 ニ藩ノ 外、 皆之ヲ 佚ス。 

〇 督府、 安藝、 宇都 宮 二 藩兵ノ 若松 一一 在 ル者ヲ 藤 原 ロニ 差遣 シ、 黑羽、 大田原 二 藩 兵ト俱  一二  二 

斗 小屋 村及ヒ 五十里 ロノ 殘賊ヲ 搜索シ 、且、 撗川村 傍近ヲ 扼守セ シム。  j 

藝  州 一 

蓋、 宇都 宮ノ 一一 一字 

- ヲ略セ シ ナリ、 

右、 口 光 口 ヨリ 被 差 出 候 人數、 早々 致 出足、 黑羽、 大田原 等 申談、 三 斗 小屋、 五十里 口 殘賊之 形勢 令 探索、 時機 可然見 留モ候 

得ハ、 暫時、 橫川迄 取 敷 可 被 致 旨、 總督府 ヨリ 御 達 二相 成 候條、 夫々 御 申 人 可 給 候、 以上。  一 

九 GZ: 廿 八日  伊地知 正 治 

キネ #  ^良 あ 勳家記 

〇 長 勳家記 -ー 云、 若松 表 へ 出兵 之 弊 藩、 早々 出足、 黑羽、 大田原 等 申談、 三 斗 小屋、 五十里 口 殘賊之 形勢 探索、 時機 可 然見留 一 

モ 候ハ、 、暫時 橫川迄 取 數可致 旨、 御 達 之 御沙汰 -ー 付、 九月 廿 九日、 河原 町 宿陴揚 兵、 五十里 口 へ 出立、 十月 朔日、 深 川 村 宿： 

陴揚 兵、 三 斗 小屋 通リ 大田原 表 へ 通行 可 致 箸 二 テ、 松 川 村 迄罷越 候處、 野 際 村 へ 、先月 廿八 日頃、 會藩 共、 大木 伐倒 シ、 逆茂木. 
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等 二 テ 山路 絕塞、 其 上、 先月 廿 九日、 當 0: 朔日、 一 一尺 餘之 積雪、 中々 人馬 往來難 相 成 趣 一一 付、 猶、 宇都 宮藩承 合 候處、 探索 振リ 

同様 之 儀、 無據、 田 島通リ 日光 口 へ 致 通行 候 得 共、 何 モ別條 無 御 坐 候。 

〇 戶田忠 友 家譜 一一 云、 十月 七日 、是 ョ リ 先、 若松 出陴ノ 我 兵 、凱旋 スへキ 命ァリ 、歸路 、猶 ホ三斗 小屋 及 五十 里ノ 脫賊ヲ 捜索 

シ、 其 時宜-一因 リ、 暫時、 撗川邊 二 兵 ヲ留ム 可キ旨 、参謀 ヨリ 達シ 一一 付、 九月 廿九 曰、 gg、 十月 朔曰 ノ兩 日、 若松 ヲ出 發シ、 

一 一 日、 音 金 村 二 宿ス、 三日、 三 斗 小屋 ヨリ 大田原 ニ至ン トス、 時 二 野際嶺 ノ賊、 巨木 ヲ 伐倒 シ テ 道路 ヲ 梗塞 シ、 且 積雪 ァリ、 

人馬 ヲ通セ ス、 故ニ路 ラ轉シ テ、 五十里 ロヲ 囘テ歸 藩ス。 

二十 九日、 大總 督府、 奥 羽 諸 藩主 ノ 東京 護送、 藩 地 謹慎 ノ區 處ヲ定 メテ、 之ヲ白 河、 平 潟 兩道ノ 

總督 一一 令ス Q 

〇 白 河、 平 潟 兩道總 督へ達 書 

松 平 肥 後、 其 外 桑 名、 備中、 松 山、 一 一本松、 棚 倉 等 之如キ 居城 ヲ捨、 本 國テ脫 走 スル之 大小 名ハ、 悉ク 東京へ 可 被 差 送 候、 最、 

家来 小姓 之 者、 五 人-一 限リ 候、 尙、 家來共 迄モ乘 輿-一 テ、 兵隊 ラ以爲 警衞、 一 小隊 ハ御附 可 被 成 候 事、 

一 仙臺、 米澤、 天童、 上 山 等 之如キ ハ 、於 領地 謹慎 ノ樣、 御 處置可 被 仰 付 候 事、 右 之 通 夫々 申入 候 也。 

九月 廿丸日  大總督 府參謀 

四 條隆謌 諸道 記槪略 

〇 按スル 二  、奧羽 越 諸 藩主、 十月 一 一十 日 以後、 槪ネ 東京 -1 押送 シ、 其 藩 地 謹愼ノ 者、 田 村邦榮 ノ&、 堀 直賀、 If  、 一一 人 二 

止ル、 蓋、 達書ノ 後半 ハ、 後 之 ヲ改メ シナリ 、今、 再 達書ヲ 佚ス。 

〇 督府、 薩摩、 尾 張、 彦根、 大村、 佐 土 原 五 藩 兵ノ、 松 平容保 父子、 及 ヒ會津 降 人 監守 ヲ罷メ 、佐 土 


原 藩 兵ヲ上 山、 山形 二  、薩 藩、 尾 張、 紀伊、 長 門、 土 佐、 大垣六 藩兵ヲ 一 一本松 一一 差遣 シ、 機 ヲ相テ 

仙臺及 ヒ莊內 征討 ノ 官軍 二 應援セ シメ、 參謀板 垣 正 形 ヲシテ 二 本 松 二 赴キ、 之 ヲ督セ シメ、 備 

前、 彥根、 柳 河、 大村四 藩兵ヲ 二 本 松 二 差遣 ス、 又 斥候 除 及ヒ備 前、 彦根、 高 松、 柳 河、 忍、 守 山 

六 藩 兵 ノー 一本 极ー 1 在 ル者ヲ シテ、 福 島 一一 赴 力 シメ、 米澤藩 兵ノ福 島-一 在 ル者ヲ 猪 苗代 二 移シ、 一 

會津 降人ヲ 監守 セシム 、尋 テ薩摩 以下 六 藩 兵 ノ仙臺 進軍 ヲ止メ 、命 シーア 一 一本松 二 駐屯 セシ ム。 ■ 

兵 之內ー 

相 成 候 事"  j 

參  謀 一 

島 津忠寬 家 記 

大垣 藩， 

右、 一 一本松 口 出張、 從 形勢 テ、 仙 臺應援 可 相 勤 候 事。 

L 弓大 a 

〇 藩 記、 達 書. 、。日， ヲ佚ス 、今、 德川茂 承、 山 內豐範 家 記 二 從フ、 按 スルー 一、 薩摩、 尾 張、 紀伊、 長 門、 土 佐、 五 藩 兵モ、 亦 同一 ノー 

達書ァ リ シナリ 、今、 之ヲ 佚ス。 

〇  .. 
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〇 二十 八日 達 書 

佐 土 原 

右、 明廿 九日 ョ リ 、先、 連 二 上 ノ 山、 山形 邊 出張、 便宜 二 隨テ 庄内竝 仙臺 へ 應援可 有 之 旨、 御 一 

九月.  在陴 

〇 本日 達 書 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十 


明治 元年 九月 二十 九日 

斥候 除  彥根藩 三 小隊 

三 小隊 高 松 藩 四 小隊 


明 後一 一日 朝 八 字、 一 一本松 出陣、 福 島 表 迄 進軍 可 有 之 候 事。 

九月 廿 九日 


三 一〇 

一 小隊 

忍 藩 一 一 小隊 


參 


右、 米 澤藩福 島 ヨリ 出張 次第、. 交代 之 上、 一 一本松 へ 轉陣可 有 之 事。 

九 月 

〇 再達書 


猪 苗代 出張 尾 州 藩 

彥根藩 

白 川口 總督府 參 


大 


岡 山 藩 記 


大村藩 

大村純 熙家記 


垣 


仙臺 表へ 出軍 被 仰 渡 置 候 得 共、 御 軍議 之譯有 之、 一先 其 他 躍、 へ 被 差 留候條 、其 儘 致 滯陴、 追 テ之御 下知 可 相 待 事。 

4-  DT 大垣 

十 月 藩 記 

〇 以上 一 一條、 拉 - 一達 賽ノ曰 ヲ佚ス 、按ス ル 一一 、薩 摩、 尾 張、 紀伊、 長 門、 土 佐、 五 藩 丘 ハモ 亦、 大垣藩 兵 ト同ク 、一 一本松 駐屯 ノ令 

アリシ ナリ、 令、 之 ヲ佚ス 、十月 六日 一一 至リ、 更令シ テ盛岡 及 ヒ桑折 驛ニ赴 力 シム、 參看ス へ シ、 佐 土 原 藩兵モ 亦、 本官 驛 

二 至 リテ、 丹 羽 長國、 監送ノ 命 ヲ受ケ 、遂 一一 上 山、 山形 一一 赴ク ヲ果サ ス。 

〇 德川茂 承 家 記 二 云、 九月 廿 九日、 一 一本松 口 出張、 形勢 二 從テ、 仙 臺應援 可 相 勤 旨 御沙汰 二 付 十月 五日、 一 一本 公 へ 出張 仕 


〇 山 豐範家 記 二 云， 九月 廿九 曰、 我 兵 二 本 松 口 出張、 形勢-一 ョッテ 、仙 臺ユ 應援ス へ キノ 命 ァリ、 關門 番兵、 悉 引揚ケ fe 

前 兵 之 二 代ル. 十月 四日、 我 兵 若松 ヲ發ス 、全軍 ヲ分 デニ トシ、 一 ハ勢至 堂 ョ リシ、 一 ハ 明日 ヲ以テ 、中 山 ロヨ リス、 人馬 混 

雜セ ルラ 以テ、 不得 止、 兩道 ヨリス ルモ ノナリ 、勢 至 堂 ヨリ スル モノ ハ 、七 小隊、 總督板 垣 退 助、 大 監察 伴 權 太夫、 小 監察 秋 

澤淸吉 、及 隊外士 數名屬 之、 餘ハ畫 ク明曰 ラ以テ 、中 山 ロヨ リス、 同 五日、 土 一一 、十四、 二 小隊 輜重ヲ 護シ、 勢 至 堂 通 リ白河 二 

赴ク、 同 七： n  、中 山 口 ョ リ ス ル諸隊 、一 一本松 一一 著 ス 、總督 板 垣 退 助、 及 伴、 秋澤、 亦 相 繼テ來 著ス、 同 八日、 勢 至 堂 ヨリ ス ル諸 

隊、 亦 二 本 松 一一 達 セリ。 

〇 島 津忠寬 家 記 一一 云、 九月 廿九 曰、 妙 國寺ノ 監護 ヲ冤サ ル 三番、 六番隊 尸 應援ト シ テ、 仙臺庄 S へ 出張 ノ命 ヲ受ク 十 S 二 

P, 一  番、 三番， 四 番隊、 爲應 援仙臺 へ 出張 ノ命ヲ 受ケ、 會津 ヲ發シ 、中 山 通 リ壺卸 へ 宿シ、 同 四日、 本 一呂へ 宿ス、 大軍 一 時 二 

發シ、 前路壅 塞、 因 之 滞陣。 

〇 德 川義宜 家譜 一一 云、 九月、 於 若松 表. 二 本 松 口 出張 、形勢-一因 リ、 仙臺 應援ス へ キ旨御 達 一一 依テ、 原驛、 三代 驛、 猎 苗代 驛ニ 

在陴ノ 輩、 二 本 松 口へ 出張 ス。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 九 番隊、 三番 砲隊、 七 番隊、 番兵 一 番 隊私領 一 番隊、 一 一番 除、 加 治 木 一 小隊 十月 朔日 一 一本松 へ 出張、 形 

勢 二 從テ、 仙 臺應援 被 仰 付 、同一 一日、 朝 七 字、 會津 出軍、 同 四日、 一 一本松 へ 著陴。 

〇 戊 巳 征戰紀 略 二 云、 十月 四日、 一 一本松 二 轉陣、 將 二 仙臺 二 入 ラン トス。 

〇 岡 出 藩 記-一 云、 若松 表出 張 之 一手 ハ、 九月 廿 九日 引 揚之御 達 有 之、 諸 藩 出立、 順序 ヲ以テ 、十月 三日 同所 出立 

〇 立 花 鑑寬家 記 -ー 云、 十月 朔日、 若松 出張 之 兵隊、 一 一本松 へ 引 揚之御 達 有 之 候 事。 

〇大 村 純 豕記 二 云、 弊 藩 兵隊、 會津 降賊、 猪 苗代 へ 蟄居 被 仰 出 候 付、 薩州、 尾 州、 彥根、 一 同 申 合、 大小 刀 取 上、 降 賊警衞 

罷在 候、 其 後、 米澤兵 出張 次第 交代、 福 島 へ 轉陣被 命、 十月 六日 引渡 之 上、 1 一本松 へ 著 

〇 松 平 喜 德家記 二 云、 九 s 廿 九日、 明 後 二日、 八 字、 當藩 一 小隊、 福 島 表 へ 進軍 被 仰 付 候。 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 九月 二十 九日  三 一一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 十月 朔日丄 丁 三日  一一 ニニ 

〇 戊辰 事情 概旨 二 云、 十月 四 曰、 白 河參謀 ヨリ、 福 島 出張 之米澤 兵隊、 急速 猪 苗代 へ 轉陣、 會津降 人 警衞可 有 之 旨、 御 達 二 付、 

早速 一 一 百 人餘之 兵隊 ヲ、 猎苗 代表へ 繰 込 候 事。 

〇 東 山道 戰 記-一 云、 吾 藩、 十 cr: 四日、 若松 ヲ立テ 六日、 一 一本松へ 到リ！ iT> 

是月、 督府、 三春 藩 ニ命シ テ 、拱 田、 大倉等 七 村 g き、 田 ヲ管セ シ厶。 

^田 村 大倉村 新館 村 石 森 村 

富澤村 荒 和 田 村 丹 伊田 村 

右 村々、 朝廷 御沙汰 迄、 於 其 藩、 萬 事 取締 可 有 之 候 事。 

九月  參謀 

三春 藩 長官 各 中 H 

十月 朔日、 總督、 福 島 一一 赴 力 ン トス、 是日、 若松 ヲ發シ 、三 城 潟 村-一 抵ル。 

〇 陣中 日誌 二 云、 九 e: 卄 九日、 明朔 日、 當所、 £| 、ヲ 御 出馬、 福 島 へ 御 進軍、 御 治定之 事。 

十月 朔日、 若松 御 出馬、 午 半 刻、 三 城 潟 御 著、 酉 刻 御 泊。  . 

〇 督府、 三 春 藩 兵 一一 命 シテ、 松 平容保 父子 ヲ 監守 セシム 、尋テ 、之ヲ 罷厶。 

〇 三春 藩 記 一一 云、 十月 朔日、 瀧澤 村- 1 テ、 松 平容保 父子 警衞之 命 ヲ蒙リ 、相 務候處 、同 十日 御 冤- 1 相 成、 人 數引揚 申 候 C 

二 曰、 總督、 撗川 村-一 抵ル。 

〇 陣中 曰 誌 -ー 云、 十月 一 一 曰、 三 城 潟 御 出馬、 卯 半 刻 過、 横 川 御 著、 申 刻 過、 御 治。 

三日、 總督 、一 一本松 二 抵ル。 


〇 陴 中日 誌 二 云、 十 K 三日、 撗川御 出馬、 卯 半 刻、 一 一本松 御 著、 未 刻 過。 

〇 督府、 備前、 彥根ー 一藩 兵 ノ福島 一一 在ル 者ヲ、 瀨上驛 一一 差遣 シ、 福 島 藩兵ノ 桑折驛 一一 在 ル者ヲ 

庭坂ォ 二 多 ス 、尋テ 、備 前、 亲根ー 一藩 兵ヲ シ テ、 進 テ白石 二 赴 カシム。 

11  -  彥根藩 三 小隊 備前藩 三 小隊 

明 四日、 朝 八 字 ヨリ、 瀨ノ上 迄 進軍 可 有 之 事。 

- 三 1  參謀 

十 三日 

二 藩 長官 各 中細 誠  ： 

〇 


桑 折 村 出張 之 兵隊 一 小隊、 庭 坂 村へ 轉陣、 米 澤藩ト 交代、 番兵 可 有 之 事。 

十 月 三日 

板倉滕 


參  諜 

一 SS 島 藩 長官 中 封 J^p^ 

〇 勝讓 記-一 云 、十月 三 曰、 參 Si 霧 、右-一 付、 桑 折 村、 卽曰 人數引 揚ケ、 ■ 曰 、囊 村へ 出兵、 米 澤藩ト 交代 番兵 致ス。 

明 八日、 六 字 1 發、 小須 鄉驛晝 -ー テ、 白 石 迄 進軍 可 有 之 事 C  , 

,  監  察 

十 0: 七日  ま 

彥根 備前 各 長官 中 綱 割 

四日、 總督、 福 島 - ー抵ル 、參謀 伊地知 正 治、 渡 邊淸、 多 久茂族 等、 前後 來候 ス 。 

〇陴 中 曰 誌-一 云、 十 K 四 曰、 1 一本松 御 出馬、 辰 刻、 福 島 城 御 著、 未 刻、 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 十月 四日  三 一三 


三  一 


復古 外 記 河口 戰記 第 十 一 明治： 兀年 十： 《 四 口 

一 舉謀 伊地知 正 治、 今日 當所著 之 由 ュ テ參陣 、御 對顔之 事、  ， 

十月 五日、 渡 邊淸左 衞門參 上、 御 逢 之 事、 

十月 十四日、 參謀多 久與共 衞、 若松 ヨリ 來謁 ス、 

〇 板 倉 勝 達 家 記-一 云、 十月 三日、 會計宫 久松源 吾 殿、 一 一本松 ヨリ 著、 口 達 有 之、 

明 四日、 白 川口 總督正 親 町 殿、 八丁 目 宿、 小 林 淸水町 宿、 晝休 -ー テ御 著陣、 當所 御宿 城 被 遊 候 ， 一 付、 夫々 手配 可 有 之、 謹 

愼中 二 付ハ、 三春 藩 出 役 候 間、 直 引渡 可 申 旨、 被 申 聞 候 事、 

四日、 總督正 親 町 殿御 著陴、 御宿 城 中、 諸事 御 達 之 通、 三春 藩 へ 引渡 シ 、謹愼 ゆ -ー 付、 家 來之者 詰 合 無 之。 

〇 初メ、 仙臺 藩士  ノ奥羽 鎭撫總 督府參 謀 世 良延德 If 的 ま ヲ福島  一 I 戕ス ャ、 福 島 藩士 杉澤某 M£、 

モ 亦、 其 事 二 與カ ル 、是 日、 督府、 福 島 藩 一一 命シ テ某ヲ 保監セ シ メ、 翌日、 某 U 命シ テ、 共 fK ヲ 上 

ラシ 厶 Q 

板 倉 藩 當時米 澤表滯 留之由 杉澤覺 右衞門 

-ー 取締 置、 御 汰汰有 之 迄、 如何 之 儀 無 之 様 可 致 候 事。 

監  察 


右 之 者、 御 不審 之 筋 有 之 候 -ー 付、 乍 謹慎 中、 猶 其藩嚴 

十月 四日 

板倉 藩 重臣 中薩難 

〇 勝 達 家 記-一 云、 十月 五日、 參謀 伊地知 正 治殿ョ 

之 助 モ謹愼 致 サセ候 旨、 申述、 則 口 書 左 之 通 差 出 之， 


御 達、 杉澤 覺右衞 門口 書 差 出 可 申 旨 被 申 聞、 右 -1 付、 鈴 木 六 太郞、 遠藤條 


杉澤覺 右衞門 

口 書 


世 良修藏 殿ヲ及 殺害 候 始末、 有 鉢 可 申 上旨、 御尋 "一 御座 候. 

セ段當 辰 gg; 四月 十九 日 未 之 刻 頃、 早 駕籠 -ー テ白河 ョ リ世 良修藏 殿、 勝 善 太郞、 《-5 所 金 澤屋淺 之 助 宅 へ 著 被 致 候處、 早速、 

新 布袋 星 伊六 宅 ヨリ、 常 藩 軍 15$. 方 へ 面 會致度 3：： 申 越 候 -ー 付、 私儀 罷越 候處、 仙 藩 大越文 K 郞&聞 候 二 ハ 、參謀 世 良 修藏殿 

も參候 間、 大切 -ー 御 取扱 可 致 as 申閬有 之、 早速 金澤屋 へ 同 勤、 遠 藤 條之助 同道 罷越 候處、 同藩 鈴 木 六 太郞罷 越、 御咄仕 居、 

其 所 へ 罷出、 御酒 等 ラ献シ 、然處 、羽 州 新 庄へ早 飛脚 差 出度 候 間、 足 輕使差 出 候 様 御 達 有 之 候 由、 六 太郞ョ リ談示 御座 候、 

其 後、 重役へ 届 之 上、 足輕中 付、 夜六ッ 半時 頃、 御 S 狀御渡 有 之、 六 太郞、 是ヲ請 取候テ 引取 申 候、 私 S 條之 助居殘 、御酒 御 

化 手 仕、 四 ッ 半時 頃、 引取 可 申處、 同家 表 一 一階 -ー * 仙 藩 姊齒武 之 進、 大槻定 之 進、 末 永 鏠殿之 允、 松 川豐之 進、 赤 坂 幸 太夫 ト 

申者罷 在、 兩 人へ 逢 度 趣き 聞 候 間、 私、 條 之助罷 出候處 、今晩、 世 良修藏 殿拉勝 善 太 郞召捕 候 間、 立會吳 候樣、 被 申 聞、 驚 

人、 此樓 ハ 場所 掛リ 一一 モ 相 成 候 間、 當所 一一 テ御召 捕 之 儀 ハ 、强テ 相 斷候處 、武之 進、 申 聞 候 一一 ハ 、此段 ヲ御斷 -1 候 得 ハ 疑心 

モ fl! 掛リ、 强テ斷 候 得 ハ 、速 一一 兵 ヲ當藩 へ 可 差 向 旨、 强談有 之、 無據儀 二 付、 何 レ 此段 重役 へ 申 聞、 御 答 可 致 旨、 私 申述、 條 

之 助ヲ殘 置、 早速 私儀、 重役 齋藤十 太夫 宅 へ 罷越、 右 之 段 申 聞 候處、 兵 ヲ差向 候 等 之 强談相 迫 候 上 ハ 、不得 止 次第、 無據旨 

申 聞. 1 一 付、 早速 金澤屋 へ 罷出、 是非共 召柿不 申候テ ハ 、不相 成 旨 被 申 聞 候 故、 恐 入 候 事 一一 ハ 御座 候 得 共、 立 會可申 旨 相 

答，. te5、 夫 ヨリ 一 同、 隣家 立 花屋 忠兵衞 宅 被 召 連 候處、 田 邊蘭吉 外 一 人、 名前 不知 者參リ 居、 臺所 - ー於テ 色々 雜談致 居、 夜 八 

ッ 半時 頃、 何 氣ナク 立 花屋 ヲ 一 同 出拂、 廻 役 宇 一 郞、 門前 迄罷 越シ、 武之進 一 人 右 宅 へ 入、 早々 人 數差出 吳候樣 申 人 候 

處、 宇 一 郞中々 承知 不致、 强テ被 申 聞、 不得 止、 子分 十四 五 人 引 連、 仙 藩 一 同 S 私 條之助 モ 同道、 金澤屋 へ 參リ、 世 良修藏 

殿寐間 へ 蹈込、 召 柿、 M 勝 見 善太郎 へ 柿 掛候處 、同人 一 一階 ョ リ飛 下リ、 裏土藏 へ 5^ 入 候 故、 穿 is シ 、終 二 召辅申 候、 侬テ 、 

私^又 齋藤十 太夫 宅 へ 罷越シ 、右 之 始末 及 届、 又々 引返 シ麥 候砌、 夜モ明 渡リ、 途中 -ー 於テ 宇一郎へ 逢 候處、 右兩人 殺害 

二 可 及 由 一一 テ、 山 藩、 河原 へ 召 連 候 趣 申 聞 候、 夫 ョ リ 私、 金澤屋 へ 罷越 候處、 一 人 モ 不居合 候 故、 宇 一 郞宅 へ 可罷 越、 途中 

二 テ仙港 瀨上主 膳へ 出逢、 承リ 候得ハ 、咋晚 之 事件、 早 打 一一 テ、 仙憲 城下 表へ 罷越候 趣 咄シ有 之、 引 別レ、 私儀、 宇一 宅 

古 外 記 白 河口 戦記 第 十一 明治 元年 十月 四日  三  一 i 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十 一 明治 元年 十月 六日  三 一 六 

へ 參候處 、昨夜、 瀨上主 膳 手 へ 會藩辰 野 勇、 中 根 監物ト 申 者罷越 居候 趣承リ 、驚 入 候、 尤私、 重役 宅 へ 罷越候 後 之 始末 柄 ハ 、 

存不申 候、 無 程、 條之助 同道 -ー テ歸宅 仕 候、 

右、 御 ia- 二 付、 有 體申上 候。 

〇 十四日 二 至リ、 福 島 藩-一命 シテ、 某ヲ 東京 二 檻送セ シム、 參看ス へ シ、 按ス ル 二、 仙臺 藩士 等 硬 德ヲ^ セシ 事、 閏 四月 卜 

九日 二 在リ、 事 ハ本記 一一 詳 カナリ。 . 

六 曰、 督府、 薩摩、 尾 張、 紀伊、 阿波、 土 佐、 大垣六 藩兵ノ ニ本极 -1 在 ル者ヲ シテ、 盛 岡 征討 ノ官 

軍 一一 應援セ シメ、 長 門 藩兵ヲ 桑折驛 一一 、備 前、 彥根、 柳 河、 大村四 藩兵ヲ 白石驛 一一 差遣 ス、 因リ 

テ、 軍令 ヲ諸軍 二 頒ッ、 翌日、 紀伊藩 兵 二 更令 シテ、 一 一本松 二 駐屯 セシム 、旣 二 シ テ、 盛 岡 平定 

一一 就クヲ 以テ、 薩摩 以下 五 藩兵ノ 進軍 ヲ止 ム。 

仙臺旣 一一 降伏 之 由-一 ハ候得 共、 未 御 處置振 等 モ不被 仰 渡 候處、 且盛岡 一隅、 未タ 順逆 之 情 實不相 分 候 故、 一 先當方 ヨリ 

進軍、 彼 手 之 官軍 ト 調合 セ候笞 二 付、 別紙 順序 ヲ以、 明 七日 ョ. リ 出張 可 有 之 候 事。 

十月 六日  白 川口 總督府 參  謀 

各藩 隊長 中 

〇 別紙 

一 ノ先 彥根藩 備前藩 柳 河 藩 大村藩 

右 之 内、 諸々 分隊 致シ 居候 分 ハ 、便宜 一一 從テ 合併、 進軍 可 有 之 事、 

二番 薩州藩 

三番 尾 州 藩 紀州藩 長 州 藩 桑 折 出張 大垣藩 阿 州 藩 


g& 匕=港岡山大坂藩記 

四潘 .H 少 f 大村純 g;- 家 記 

〇 軍令 

一 毎朝 宿陴、 出立、： IS 、泊 リ之驛 へ 著陴之 節ハ、 兵 列 相 揃、 行軍 可 有 之 事、 但、 右 之 外 城下 通行 之 節、 同斷、 

一 遠路 行軍 二 付、 隊列 不相立 節 モ、 一隊 一 隊 之人數 ハ 引 纏、 他 二 不入雜 樣可有 之 事、 但、 隊列 外 諸 役者 等 ハ 、可爲 別段、 

一 行軍 在陴 共、 隊々 何 レモ 毎朝 人數 揃、 统砲 器械 調へ 等 之 法式、 彌可爲 厳重 事、 但、 堅メ場 出張 番等之 儀-一 テハ、 不及其 儀 

候、 

一 强奪押 買 等 之 御 禁制、 分 柿 之 作法、 兼テ御 軍法 尸 被 仰 渡 置 候付テ ハ 、此 節、 猶又 下輩 二 至 ル迄、 支配 役 等 ヨリ、 嚴重 取締 

可 申 渡 事、 

右 於 列藩、 兼々 心得 モ有之 害-一 候へ 共、 此節於 當手モ 、初テ 多 人數相 揃、 行軍 相 成 候 上 ハ 、別テ 軍制 不嚴 肅候テ ハ 、 御 威光 

二 モ相響 候 事故、 更-ー 申達 候 事。 

r  岡 山 藩 記  - 

H 月 大垣藩 記 

〇 慶應 出軍 戰狀 -1 云、 十月 六日、 仙臺旣 一一 降伏 ノ 由-一 ハ候得 共、 ィ マタ. 御 處置振 モ不被 仰 渡、 且、 盛 岡 一 隅、 未タ 順逆 之情實 

不相分 ュへニ 先、 一 一本松 ョ リ 進軍、 彼 手 之 官軍 ト 調合 候 害 二 ツキ、 明 七日 ョ リ 出張 可 有 之 旨、 被 仰 渡、 同 八日、 一 一本松 發軍、 

福 島 へ 著 陴致シ 候處、 仙臺、 盛 岡 最早 降伏 相 成 候 -ー 付、 凱 陴休兵 可 致 旨、 白 川口 總督 ヨリ 被 仰 渡 候。 

〇 德 川義宜 家譜 二 云、 十月 六 日、 二 本 松-一 於 テ 、白 川口 總督 府參謀 ョ リ 、 仙臺旣 -ー 降伏 之 由 一一 ハ 候 得 共、 未タ 御所 置 振 等 モ 

無 之、 然 ル 一一 、盛 岡 一 隅、 未タ 順逆 之 情 實不相 分、 一 先、 當方 ョ リ 進軍、 彼 手 之 官軍 一一 牒合 セ 候 箸 一一 付、 薩、 紀初藩 藩 順序 ヲ以 

テ、 明 七日 ヨリ 出張 ス へ キ旨、 御 達 - 一因 テ 進軍 ス。 

〇 山 內豐範 家 記 一一 云、 督府、 十月 六 日出 ノ徵文 曰、 仙臺旣 一一 降伏 ノ 由-一 ハ 候 得 共、 未 御所 置 振 等 モ 不仰 渡、 且、 盛 岡 一 隅、 未 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 十月 六日  I  一二 七 


i 化 古 外 記 白 河口 戰， 記 第 十一 明治 元年 十月 六 口  三 一.、 

タ 順逆 之 情 票 相 分 候 故、 ート 先、 當方 ヨリ 進軍、 彼手ノ 官軍 ト 調合 ノ箐ッ 二 付、 別紙 順序 ヲ以テ 、明 七日 ヨリ 出張 可 f 一、 

云々、 別紙 行軍 ノ 順序、 左 之 通、 御 軍 列  一 ノ先ハ 、彥 根、 備前、 柳 河、 大村四 藩、 就中 諸所 分除セ シ モノ ハ、 便宜 -ー 遘テ 合併 進 

象ノ 苦、 一 ；番薩 藩、 三番 ハ尾、 紀、 長、 阿 及 大垣五 藩、 四番ハ 我藩是 ナリ。 

〇 大村純 g 一家 記 -ー 云、 十 0:、 弊 藩 一 ソ先被 命、 一 一番 隊 ハ 奧州瀨 川、 一 番隊 尸 福 島 迄 進軍 之處、 御少. ^迄 帶陣虔 素、 ^0 

使 番ヲ以 被 相 達。  ，- Iff  5.1 

〇 立 花鑑寬 家 記 二 云、 十月 五日、 1 一本松 居 殘之兵 除、 若松 出張 之 兵隊 合併、 同 六日、 彥根、 備前、 本 藩、 大村 一同、 白 石へ 進軍 

之 達 有 之。 

〇 岡 出 藩-記 云、 若松 表出 張 之 一 手 尸 、卜 月 三日 同所 出立、 同. 日白 石 へ 著陣、 本 軍ト合 除。  . 

〇德 州 茂 承 家 記-一 云、 十月 七日、 仙 臺旣二 降伏 之 由， 一 候 得 共、 未 タ御處 置 振 等不被 仰 渡處、 盛 岡 一 隅 等、 噴.^ ァ Z 一 靑實不 お 

分お 一先 雾 ヨリ 蟹、 彼 手 春 軍ト 調合 候 害， 一 付、 出張 被 仰 付 候處、 御 都合 之品 有 之、 雷 立 見合 i 御沙汰， 一 付、 

〇 東 山 道戰 記 云、 吾 藩、 十月 六日、 一 一本松 へ ，候處 、盛 墨不伏 二 付、 是 H リ兵 ヲ移シ テ 、 征討 可 致 之旨 被 仰 出、 S 

等 モ其役 中 一一 在リ 候。 

〇 按 ス ル 一一 、長 門 藩 兵 、遂 -! 桑 折 驛-ー 赴 クヲ果 サス、 八日， 一至 リ 、命 シ テ 諸 藩 降丘ハ ヲ 東京 一一 監送 セ シ ム 、參看 ス ヘシ。 

〇 丹^ 長國、 書 ヲ上リ 、藩 兵 ヲシテ 白 石 進擊ノ 官軍-一馬 セシメ 、歸順 ノ効鑌 ヲ奏セ ンコ トヲ請 

フ 、督府 、聽サ ス 、命 シ テ 、藩 兵 ノ 福 島 及 ヒ 佐 原 村 等 一一 在 ル者ヲ 撤歸シ 、本 藩， 一 謹 K セシメ  、其 

兵器 ヲ牧 ム。 

左 京大 夫 儀、 願 崖、 舊領|  二 謹慎 蟹 候、 以後 兵隊 之 儀 ハ 、福歲 へ 屯糧 在候、 然處、 近 來仙画 形勢 如何 御囊薦 


心許、隊下^!者共差出、探索爲致候處、最早四條殿官軍御引率、仙臺城 へ 被 爲入候 趣、 承知 仕 候、 左 候 得 ハ 、 白 石 口 方面 へ モ 

御 進軍 相 成候義 ト奉存 候、 此節 一一 至リ、 兵隊 何モ實 効不相 立、 碌々 屈 撓仕候 段、 對隣藩 面目 モ無之 次第、 深ク 心痛 仕 候、 此上 

ハ IJ^. 眞中、 恐 人 奉 存候得 共、 何卒 一 小隊 モ 出兵 仕、 王師 之 後-一 附屬 仕候ハ 、 、 一 統歸順 之 誠意 モ相 達、 從來忘 惰之風 一 變、 

興起 可 仕 候、 隨テハ 、微衷 之 基本 トモ 相 成 可 申 搴存候 間、 ロハ 管以 御仁 恩、 願 之 通 被 仰 付、 被 下 置候ハ 、、難 有 仕 合奉存 候、 

以上、」 

十月 三日  丹 羽 左 京大 夫家來 丹 羽 掃 部 助 

丹 羽 長 裕家記 

〇 長 裕家記 二 云、 十月 六日、 福 島 宿 陴參謀 局 御 呼 出 二 付、 和 田 一 出頭 仕 候處、 左 之 通 御 口 達、 

去 ル 三日、 丹 羽 掃 部 助 願 出 候、 白 石 口 進軍 之 兵隊、 其舊藩 ヨリ 指 出度 旨 之處、 此度 會津藩 降伏 二 付、 右 追討 之 兵 多勢 引揚、 

此方 面 へ 出 陴爲致 候、 就テ ハ 、其 家人 數ハ 、進軍 へ 指 加 へ 難 候、 依テ 、實効 之爲メ 器械 相納、 福 島 方面 之人數 不殘、 舊領寺 

院之 S へ 引取、 謹 愼罷在 候 様 御 達 有 之 候、 

同 九 tn 、於： Id.? 表 二  、當家 器械 取調、 相 納候樣 御 達 -ー 付、 左 之 通 目錄相 添、 器械 方 平方 治 三 太 殿 へ 無 相違 相 渡 候 事。 

目 錄寫、 

覺、 

一 西洋 小銃 四百 四 拾 f 挺 內元 込简拾 八挺 ミュへ ー ル筒 四百 挺 ケへ ー ル筒贰 拾 一 11 挺 

fflu トロ ン數三 萬 三千 貳百 三拾發 內銅 ハト。 ン玉六 12- 四拾發 ミ 一一 へ ー ル玉ニ 萬ん 千 八 七 拾五發 

.  ケへ ー ル玉 一一 一千 六 百 八 拾五發  - 

一 雷 カン 四 萬 六 百 三 拾 四 粒 ー胴亂 四百 五 拾 九 一 和 筒 三 拾 六 挺 內拾. 筒 或拾 挺 

a ハ トロ ン 三百 八 拾貳發 內三匁 五分 玉 筒 拾-: ハ挺 拾 匁 玉 筒ハト 口 ン 二百 五拾發 三^ 五分 玉 简同百 三 拾ニ發 

复古外 記 c 河口 戰記 第 十一 明治 元年 十 HH ハ日  三 一九 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 十：：！； 七日  三 二 〇 

I  ロ藥入 菟拾五  一 杉火繩 貳拾把 一 鎗 九 拾 筋 

一長 刀 九 振  一 弓 參張 但 征矢 八 拾 七 本 

一 合 旗 六 拾 本 一大 鼓 貳ッ但 撥 四  . - 

右 ハ 、左 京大 夫 家來、 福 島 出兵 罷在候 者 共、 器械 差 上申 候、 以上。 

慶應四 年 辰 十月  丹 羽 左 京大 夫家來 丹 羽 掃 部 助 印 

同日、 福 島 宿 陣會計 局 御 達、 

福 島 方面 ョ リ引揚 候、 舊ー 一本松 藩 人 數粮米 之 儀ハ、 三春 藩へ 申達 置 候 條可承 合 旨、 且、 庭 坂 口人 數引揚 候 儀ハ、 追 テ御達 

可 被 成 旨、 

同 十 一 日、 御 使番ョ リ御 達、 

兼 テ伺置 候、 庭 坂 ロ舊ー 一本松 藩 屯 集 之 人數、 舊領 へ 引揚、 謹 愼可罷 在 旨、 依 テ引揚 候 事。 

七日、 督府、 三春 藩兵ヲ 川俣驛 一一 差遣 シ、 阿波 藩 兵 一一 代リ テ之ヲ 警守セ シメ、 下手 渡 藩兵ヲ シ 

テ 之-一 應援セ シ厶。 

三春 藩 一 小 除 

川俣驛 へ 出張、 阿 州藩ト 交代 可 有 之 候 事。 

H 月 藩 記 

〇 三春 藩 記-一 云、 十 s 七 曰、 川 俣 表へ 出兵、 阿 州藩ト 交代 候樣、 參 謀局ョ リ御達 二 付、 翌八曰 出兵 之 上、 交代 警衞罷 在 候、 尤、 

下手 渡 人 數應援 ト シ テ 出兵 -1 相 成 候 C 

〇 下手 渡 藩へ ノ 達書ハ 、之 ヲ佚ス C 


〇 是 ヨリ 先、 板 倉 勝尙ノ 家臣 f〈i、 東京 ニ在ル 者、 潜 二 平 潟 口 總督ノ 軍門 一一 來奔シ 、筑前 藩 兵 二 

加、 リ、 功 ヲ立テ 、以テ 滕尙ノ 罪ヲ贖 ハンコ トヲ 謀ル、 是 一一 至リ、 平 潟 口 總督府 、之 ヲ督府 二 交 

付ス、 是日、 督府、 其狀ヲ 詰問 シ、 命 シテ本 藩 二 謹慎 セシ厶 、尋 テ之ヲ 釋ス。 

〇 平 潟 ロ參謀 書翰  i  ^1^!^, 

前 然ハ、 七ト四 f 蓋.，；、 人 正論 主張 ノ談 一一 テ、 東京 罷在 候處、 云々 ノ儀 一一 付、 當表 迄、 筑前藩 一一 内々 依 賴致シ 胥ほ候 

li  、於 vis  、東 t ノ御 i 容無 之、 脫走 致シ、 右ノ 始末 -ー 及 候 儀 二 付、 當地 へ 兼 テ滯在 纖候分 二 聞屆、 此度、 其 御手 迄 

差 3? 宾 55、 左樣御 承知、 可 然御取 計 可 被 下 候、 委細 ハ御 承知 ノ儀 二 付、 閣筆候 也。 

1 • 三日  河 田 左久馬 

H  J  寺 島 秀之助 

平 潟 口 總督府 日誌 

つ 矛 達 書 

正論 主張 春、 東京 二 於 5 兵 I、 御 許容 無 之處、 脫走、 筑州藩 二 屬シ、 出兵、 右 之 趣 藝ヲ以 、可 申 上 事、 

一 七 4- 餘人之 者 謹慎 之 事。 

,丄  板 倉 臉 

0勝置記 . 云、 十 § 曰、 sipg 七 拾 六 人、 筑州藩 へ BS 兵隊、 菅 二 歸陴、 其 曰、 灘 伊地知 正 治 殿 ョ リ御達 書 

右 之通" 

當夏 以來、 奧羽之 形勢、 不 容易事態 二 押 移 重、 旣 二 進 守在邑之 儀 二 付、 東京 二 罷在 候、 微臣 共、 日夜 苦心 仕 候 得共、 折節、 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 十月 三日  三 ニー 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 十月 三日  一 I  一二 一一 

道路 梗塞、 更 二 報 信 そ 無 之、 盆 憂慮 S 能 在 候、 然ル 二  、甲斐 守 二 於テ、 勤王 诀心、 一 一念 無 之 儀 二 ハ有之 候 得 共、 大 1 ノ間 一一 相攝 

シ 4..,: 邑ノ儀 二 付、 不得止 次第 -1 陷リ候 哉 モ難計 奉存、 微臣 共、 甲斐 守 宿志 相 貫 度 段、 虞々 奉 歎願 候 得 共、 御 許容 不相 成、 實 

以奉 恐懼 候、 尤 初秋 來、 同藩 之 者、 因 州 藩へ モ依賴 、御 軍門へ 罷出、 哀訴 仕 居候 得 共、 是 レ以テ 何分 確報 モ無 御座、 痛心 之餘、 

兼 テ筑州 藩 へ 依 賴罷在 候 二 付、 去月 七日、 右人 數 へ 附屬 出兵 之 上、 戰地 二 於 テ實効 相 立テ、 甲斐 守 赤心 相 貫 度 一念 ヨリ、 決 

心 仕リ、 御 許容 モ無之 候處、 出兵 仕 候 段、 奉 恐懼 候、 右御尋 二 付、 槪略奉 申 上 候、 誠 恐 謹言。 


觀導 

軍監 

斥候 方 

同 

輜重方 

同 


ネ 

1 1 

市 

白 


倉 菊 治 

雨 市 之 

本 長 兵 

井 爲 之 

田 孫 

桐 平 兵 

田欽之 

館 良 

上 政 

川 鬼 

淵 淸 之 

川 ネ 

鳥 秀 三 

谷， ， 安 五 


郞已下 

市 


吉 

丞 


除 長 

令士 

同 . 

同 

斥候 方 

同 

銃士 

同 


粟 

佐 


水 

大 


星 宗左衞 門 

山 直之丞 

根肅治 


垣 


吉 

半 


藤 岩： 


武 

吉 


城 島 一 


榮 吉 


野 鈴 三 

島 一 一 

柹林之 

積 淸 

山 鎗 三 


吉 
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藤恒治 

目 久右衞 門 

藤 久ニ郞 
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野 松 之 

田 祐 

川 總 

本 鉢 之 

川 周 


IE 


次 
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同 高 橋 門次郞 

同 稻垣 ffi 藏 

外 -ー 小者^！^拾八人 

ヒ 合；、、 板倉滕 

七 拍プ入 建 家 記 


同 

鼓手 


水 

井 


島 

上 


安 
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之 助 同 野 卯芳藏 

次^ 同 零 石 重 之 助 


〇 本條 上申 ノ日ヲ 佚ス。 

〇 勝 達 家 記、 又 云、 十月 卜 五日、 參謀渡 逢 淸左衞 門 殿 ヨリ 御 口 達 ヲ以テ 、一同 謹愼 御免 之 § 被 仰 出， 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十 


久、、 、 


ト九年 十二月 二十 五日 掌 記 豐 原資 淸纂 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十一 明治 元年 十月 三日 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日  三 二 四 

復古 外 記 稿本 

mtH-  &設 己 转，^  二  自明 治 元年 十 0: 八 日 

i ぴ 堪 き a  二  至 同  二十 九日 

十月 八日、 是 ヨリ 先、 大總 督府、 薩摩、 長 門、 彥根、 土 佐、 大垣五 藩 兵 二 令 シテ、 東京-一 凱還セ シ 

厶 、 是 日、 督府、 諸 藩 兵 ノ 戰功ヲ 賞シテ 酒肴 ヲ賜ヒ 、且 大總督 府ノ令 ヲ傳へ テ五藩 兵 ヲ班ス 、因 

リテ、 沿路 各 驛ニ令 シテ、 遞傳ヲ 措辨セ シ厶。 

〇 朔日大 總督府 達 書 

各 通 薩州 兵隊  長 州 兵隊  彥根 兵隊 

土 州 兵隊 大垣 兵隊 

春以來 長々 出張 遂苦戰 、遂 一一 賊城ヲ 令 沒落候 段、 深 ク感賞 被 思 召 候、 依テ速 一一 凱 陴休兵 可 致 旨、 御沙汰 候 事。 

わ g 東征 總督 記、 大ほ： 藩 

や 月 記、 井伊 直 憲家記 

〇 東征 總督記 一一 、各 通 -ーテ 二 本 松へ 出 ストア リ。 

〇 本日 達 書 三 通 

此 節會津 追討 二 付、 出先 之 兵隊 差分、 速 二 令 應援、 數 十日 盡カ 候處、 遂 二 賊徒 降伏 -ー 立 至リ候 始末、 感悅之 至 二 候、 依 褒詞如 

中 0 

明治 元 戊辰 年 十月 


,  正 親 町中 將 花押 

彥根藩 隊長 中 、 

〇 本條、 家 記 十一 日 二 收ム、 今 陣中 日誌 二 從フ。 

多 日 征戰相 勵候故 ヲ以、 皇 威遠陬 -ー 振興、 就中 此節 爲會津 追討、 母 成 口 ョ リ進擊 轉戰、 三日 其巢窟 二 打 入、 攻圍三 旬、 遂 二 

互喊 以下 令 降伏 候 始末、 拔群之 功 勞感悅 之 至 候、 仍褒詞 如 件。 

明治 元 戊辰 年 十月  白 川口 響 正 親 町 中 將5^^ 

大垣 隊長 中默 麵_"  ,  • 

此 度會津 追討 二 付、 孤 兵 ヲ以、 日光 竝三斗 小 星 ロヨ リ數十 里ノ險 地、 數所之 賊壘攻 破、 遂 一一 其巢产 W  二 討 入、 連日 烈戰之 故、 巨 

賊 以下 及 降伏 候 次第、 希有 之 功 勞存、 仍感狀 如 件。 

明治 元 戊辰 年 十月  白 川口 總督 正 親 町中 將 

黑羽藩 隊長 中 一 II 

〇 以上 ニ條、 藩記拉 二日 ヲ佚ス 、今陴 中日 誌 二 從フ。 

) rj 「- 達 書 一 ) 甬.! 

此節會 津迫討 -ー 付、 速 -ー I 致 合圍、 數十 曰靈カ 候處、 遂 二 賊徒 降伏 二 及 候 始末、 感悅之 至 -ー 候、 仍褒詞 如 件。 

明治 元 戊辰 年 十月 •  白 川口 總督 正 親 m 中將 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日  一一 三 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日 

御 花押 

尾 州 藩 各 通  • 

SH0 象ヨ W.P 德川義 宜家記 

紀少 i3M 隊長 中 德川茂 承 家 記 

〇 

此 度會津 追討 一一 付、 薩州、 長 州、 土 州、 大垣 共、 數 十日 之間不 容易 盡カ、 賊徒 降伏 -ー 立 至 候 始末、 感悅之 至 候、 仍テ 褒詞如 件。 

明治 元 戊辰 年 十月  白 川口 總督府 正 親 町中 將 花押 

大村藩 各 通 

£t^f 象,  一一 W.P 大村純 熙家記 

f  i 隊長 中島 津忠寬 家 記  . 

〇 十日 達 書 

此 節會津 追討 -1 付、 出先 之 兵 除 指 分、 速 二 應援、 數 十日 盡カ 候處、 遂 -ー 賊徒 降伏 二 立 至リ候 始末、 感悅之 至 候、 仍褒詞 如 件。 

明治 元 戊辰 年 十月  白 川口 總督 正 親 町中 將 花押 

備前藩 隊長 中 綱 諭 

〇 十七 日 達 書 三 通 

田 中 善 左衞門 

諸 軍 會津討 入 混 雜之折 柄、 粮米 運送 方 格別 盡カ之 段 達 御 聞、 御 感悅之 事 二 候、 依 之、 爲御 褒美 金 千 匹 被 下 之 候 事。 

十 月  白 川口 總督府 執  事 

〇 

各 通 大輪 左 仲 


兼テ 軍夫 方 被 仰 付 置 候處、 始終 格別 ま 力 之 段 o§^:.?i^A ト^、 ル池千 

卜 ^  白 川口 總督府 執  事 

〇 

各 通 井 草圓 次 

山 崎 平 助 

其方^^«、七：？3兵隊今市へ進擊之折柄ョリ、兵食賄方トシ テ 出張、 日 比 實誠相 勤 候 段 達 御 聞、 侬之、 爲御 褒美 金 三百 匹 被 下 之 

候 事。 

4-  0:  白 川口 總督府 執  事 

• 陣中 日記 

〇 二十日 達 書 二通 

此 度會津 追討 二 付、 日光 表出 先 之人數 差分、 宇都 宫、 黑羽等 ト進擊 、賊巢 降伏 -ー 及 候 始末、 盡カ之 至 -ー 候、 仍テ 感狀如 件。 

明治  一 y 戌 辰年 十月  白 川口 總督 正 親 W 中 將花通 押 

肥 墨 隊長 中 fa 

〇 

此 節會津 追討 二 付、 出先 之 兵隊 差分、 速 二 令 應援、 數 十日 盡カ 候處、 遂 -ー 賊徒 降伏 二 立 至リ候 始末、 感悅 之至リ 候、 仍褒詞 如 

件。 

明治 元 戊辰 年 十月  白 川口 總督 正 親 町中 將 I 

柳 河 藩 

〇 本條、 家 記 日ヲ^ ス 、今 陣中 日誌 一一 從フ。 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日  三 二  H 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十 H 八日  一一 一二 八 

〇 一 一十 五日 達 書 

此 度會津 追討-一 付、 孤 兵 ヲ以、 日光 M  二 斗 小屋 ロヨ リ數十 里ノ險 地、 數所ノ 賊壘攻 破、 遂 一一 其 巢窟 一一 打 入、 連日 烈戰之 故、 互 

賊 以下 及 降伏 候 次第、 希有 之 功勞存 候、 仍感狀 如 件。 

明治 元年 戊辰 十月  白 川口 總督 正 親 町中 將印 

宇都 宫藩 除 長 中：^ 細 M 

〇 一 一十 七日 達 書 

此 度會津 追討 二 付、 黑羽藩 一 同 三 斗 小 星 口 ョ リ打 入、 數 十日 ノ間盡 力、 賊徒 降伏 二 及 候 始末、 感入之 至 -ー 候、 仍褒詞 如 件。 

明治 元 戊辰 年 十月  白 川口 總督 正 親 町中 將 

御据判 

館 林藩 隊長 中 Is 

〇 

此 度會津 追討 一一 付、 日光 表出 先 之人數 差分、 宇都 宮、 黑羽等 ト進擊 、賊巢 降伏 -ー 及 候 始末、 盡カ之 至 候、 依 テ感狀 如 件。 

明治 元 戊辰 十月  白 川口 總督 正 親 町中 將御判 

淺野長 勳家記 

〇 本 條曰ラ 佚ス、 又薩 摩、 長 門、 土 佐、 大田原 四 藩 兵 一一 賜 フ所ノ 褒詞ハ 、お-一原 記ヲ 佚ス。 

〇 陣中 日誌 -ー 云、 十月 七日、 若松 參謀 へ 遣 候 書狀、 左 之 通、 

多 日 在 陴之疲 勞爲被 慰、 丘 〈除 一 同 へ 別紙 之 通、 酒肴 被 下 贈 候 旨 被 申 付 候條、 宜敷 各藩 へ 御 演說可 給 候、 以上。 

十月 七日  正 親 町家. 執  事 

多久 與兵衞 殿 


姉 川 榮藏殿 

追 啓、 

米澤藩 へ モ @ 肴 被 下 候 思 食 之處、 當所 肴且樽 等拂底 一一 付、 無據 金子 二 テ被差 送 候閒、 其 表 二 テ御買 求 被 下、 宜祸取 計 賴人候 

以上。 

十月 七日 

尙々、 右 酒肴 代金 贰拾 五兩 M 差 廻シ申 候、 宜御取 計 可 被 下 候、 以上。 

I 六 百 枚 

壹石 五斗 .  ， 


奉書 紙 

四ッ切 


右薩州 兵隊 中 


一 暢八百 枚、 酒貳石 目錄仕 立、 薩州 同斷、 

右 巴ル! ハ象 中、 

殺 風 之 北 地、 連日 之 御 滯陴、 一 入御 苦勞察 入被存 候、 就テ ハ 別紙 之 通 酒肴 被 相 贈 候 間、 則 差 廻シ申 候、 此段宜 可 得 御意 旨 被 

申 候、 以上。 

十 rrr ヒ日  正 親 町家 執  事 

多久與 兵 衞 殿 

姊川 榮藏殿 

目錄右 同斷、 

暢百枚 酒 壹斗 多 久與兵 衞へ被 下 

^ 五 拾 枚 酒 責斗 姊川榮 藏へ被 下  . 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日  -  三 二， 5 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日  一一 ニー 一 〇 

右 之 通、 書狀 白木 狀箱 -ー 入、 金廿五 兩同莒 入、 油紙 包、  ■ 

一 酒 三 石 八 斗 觴千五 百 五 拾 枚 

右、 夫々 若松 表 へ 蓮 送 之 儀、 會計方 へ 相 託 候 事。 

十月 八日 

薩州 家老 島津 伊勢 

感狀 貳通賜 之 酒 五 石 代金 六 拾 五雨 觴真千 枚 代金 一一 ー拾兩 

右 、ノ 先月 若松 表 進軍 之 節、 於 彼 地 寒 氣凜烈 -ー 付、 爲慰勞 乍 聊酒看 賜 之 候 事。 

但、 各藩 同文、 若松 進撃 無 之 藩ハ、 長々 出陣 ト 云々。 

黑羽藩 大 沼  渉 

感狀 壹通 酒 九 斗 代金 拾甙兩 鰻 三百 五 拾 枚 代金 五雨 

右人 數百七 拾 六 人 

大桓藩 

感狀 i 通 酒. 貳石 五斗 代金 一一 一 拾ニ兩 歸千枚 料金 拾 五雨 

右人 數五百 人 

感狀 酒 四 石 代金 五拾兩 鯓千六 百 枚 代金 廿五兩 

右人 數八百 人 

佐 土 原 藩 百 人 

酒 五斗 代金 七兩 鯓_贰 百 枚 代金 一一 一雨 


右 ハ 薩藩坂 口 吉兵衞 へ 託 シ相渡 候 也。 

感狀 « 通 酒 九 斗 代金 拾贰兩 歸 三百 五 拾 枚 代金 七兩 

十月 九日 

酒 六 斗 代金 八兩 歸貳百 五 拾 枚 代金 四兩 

右人 數百廿 人 

酒壹石 四 斗 代金 拾八兩 暢五百 六 拾 枚 代金 九兩 

右人 數菟百 八十 人. 

感狀 壹通 酒 童 石 代金 拾四兩 歸 四百 枚 代金 六 雨 

酒 贰石九 斗 代金 三 拾七兩 歸千百 六十 枚 代金 拾八兩 

右 

感狀 壹通 酒爱石 代金 拾四兩 餳 四百 枚 代金 六兩 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日 


彥根藩 松居武 太夫 


守 山 藩 柳 橋 内 記 


高 松 藩 北邨 淸九郞 


尾 州 藩 津金 祐之丞 


阿 州 藩 峰 須賀美 作 


長 州 藩 拷葉兵 部 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日 


右 


感狀 壹通  酒爱石 代金 拾四兩 暢 四百 枚 代金 六兩 

右 

感狀 爱通但 洒看ハ 前日 被 下 之、 

酒 壹石六 斗 代金 廿兩 鰻 六 百 三 拾 枚 代金 拾兩  . 

右 

感狀 登 通 酒 五斗 代金 七 雨 蝝貳百 枚 代金 一一 一雨 

右 之 通 夫々 下賜 候處、 御請 御 禮等申 上 候 事。 

十月 十日 

感狀壹 通、 於 若松 表 可 賜 之處、 彼是 混雜ニ 付、 今日 致 下 候處、 御請 御禮 申出 ル。 

十月 十一 日 


紀州藩 兒玉 臨太郞 

佐 土 原 藩 河 野 周 之 進 

三春 藩 湊  訓 

大村藩 大村彌 門 


備前藩 隊長 水 野 三 郞兵衞 


彥根藩 河 手 主 水 

今度、 東京 へ 人 數引揚 ケ候樣 御沙汰 -ー 付、 凱陣 仕、 今日 當所 通行 仕 候 二 付、 御機嫌 相 伺、 且爲御 暇 乞參陣 11 付、 酒肴 被 下 之 〔 

人數 四百 五十八 人 


酒 貳石也 料金 廿九兩 暢 千 枚 同 拾四兩 

十 nr 十四日  . ，. 

備前藩 古田 藤 兵 衞 

10 三 石貳斗 代金 四拾兩 鰻 千 三百 枚 同 或拾兩 

お ハ戰士 六 百 三十 九 人へ 被 下 之 候處、 I 申出、 i 松 表出 兵ノ 隊長へ 御感 狀御禮 モ申上 候 事- 

一 一 -  柳 河 藩 擅 亨 右衛門 

若松 出兵 隊長 へ 感狀被 下、 且 同所 出張 兵隊 へ 疲勞被 慰 候 迄 -ー 、酒肴 被 下 之。 

一 酉 五斗 料金 七兩 


歸 貳百枚 料金 三兩 


已上、 

廿 


曰 


酒 五斗 料金 七兩 

酒 六 斗 料金 八兩 


酒 五斗 料金 七兩 

復古 外 


歸 貳百五 拾 枚 料金 三兩 

0 三百 五 拾 枚 同四兩 


ー歸 貳百枚 同三兩 

記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日 


忍 藩 安 井 軍 治 兵 衞 

自川 出兵 百 八 人 

1 一本松 出張 百廿人 

烏 山 藩 大塚 孫八郞 

出兵 百 三人 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日 


酒 三 斗 料金 四 雨 


酒 七 斗 料金 八兩 


酒 三 斗 料金 e: 雨 


司 


酒 一 斗 五 升 料金 甙兩 


鰻 百廿枚 同甙兩 


鰻 三百 五十 枚 同四兩 


百 廿枚同 1^ 兩 


川 越 藩 菅 


1 


吉 


肥 藩 多 


壬 生 藩 谷 


一一 一一 一一 四 

野 繁太郞 

出兵五十.^:-人 

田 甚左衞 門 

出兵 百 三十 人 

久 與兵衞 

兵隊 六十 三人 


声 田 


文 三 郞 

出兵 六十 人 

釜 作 

出 丘 (三十 人 


一 歸 七 拾 枚 同壸兩 

右 尸 爲慰勞 酒肴 被 下 之 1 一 付、 於 白 川 相 渡 シ 候 事。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 七 番隊、 九 番隊、 三番 砲隊、 番兵 一 番除、 私領 一 番隊、 一 一番 隊、 十月 八日 福 島 城下 へ 宿 陴之處 、於 同所 總 

督正 i 町 殿 ヨリ 御 褒詞、 旦休兵 凱 陣被仰 付、 翌 九日 福 島 出立、 一 一本松 へ 著陣、 同 十 一 日 一 一本松 出軍 二 テ、 廿日 東京 著陣、 

カ治ォ 一 小隊 福 島 へ 滯陣、 除 長 野 崎 平 左衞門 事仙臺 へ 被 差 越、 鬼 角 依動靜 進退 ノ御 命令 有 之， 没 承知 仕 候處、 同 卜 四日 參謀 


方 ョ リ凱陴 被 仰 渡、 直 一一 出立、 同廿五 日 東京 へ 著陣" 

〇 井伊 直憲 家譜 一一 云、 十月 八 3、 凱 陴休兵 ノ命ァ リ、 九日、 白 川口 總督正 親 町中 將公董 ヨリ 束征吾 隊長 ニ感 狀ラ與 へ ラル、 

十 一 日、 吾 軍 白 石 城ヲ發 シテ、 二十 三日 東京 二 凱旋 C 

〇 山 2： 豐範家 記 二 云、 十月 八日、 督府 御沙汰 書 達 ス 、曰、 春以來 長々 出張 遂苦 戰、 終 一一 賊城 ヲ令沒 落、 深 ク感賞 一一 被 思 召 候、 

依テ速 二 凱 陴休兵 可 致 云々、 九日 我 兵ヲ兩 分シ、 前後 一 一本松 ラ發ス 、十 一 番隊、 十： A 小隊、 十六 小隊、 十九 小隊、 廿 一 小隊 先 

ッ發ス 、須 賀川驛 一一 泊ス、 砲 隊及ヒ 一 番、 一 一番、 三番、 六番、 斷 41- 隊、 本宮驛 一一 泊ス、 是 夕伴權 太夫、 安岡 亮太郞 、福 島 ヨリ 督麻 

正 親 W 中 將ノ命 ヲ帶ヒ 來ル、 曰、 多 日 征戰相 勵候故 ヲ以テ 、皇 威遠陬 一一 振興、 就中 此節 爲會津 追討、 母 成 口 ヨリ 進撃 轉戰、 三 

日 其粜屈 一一 討 入、 攻圍三 旬、 遂 一一 旦賊 以下 令 降伏 候 始末、 拔群ノ 功 勞感悦 之 至 候、 仍テ 褒詞如 件、 同 十日、 白 河 二 在 ルノ三 小 

隊、 白 河 ヲ引揚 先進 セリ、 同 十九 日、 全軍 東京 一一 人ル。 

〇 德 川義宜 家譜 一一 云、 十月 九日、 酒肴 料 ヲ下シ 賜フ、 酒 一 石 代金 十四 兩、 歸 四百 枚 代金 六兩。 

〇 德川茂 承 家 記 ，ー 云、 卜 月、 弊 藩人數 若松 城下 へ 出兵 i 能 在 候處、 隊長 共 へ 從 御 總督府 御 感狀拜 戴、 猶又 御酒 看 被 下 置 候。 

〇 高 松 藩 記-一 云、 十月 九日、 於 福 島 表、 正 親町楼 ヨリ 御用 人 德岡阜 人 ヲ以、 兵隊へ 左 之 通 御 達 御座 候、 

其 藩 長々 出兵 大義 二 被 思 召 候處、 御 出陣 先之義 -ー 付、 萬 事 尊慮 モ 不被爲 任、 乍少 分別 紙 之 通 一 統 へ 被 下 候 事。 

一 酒 愛石 ra 斗 代金 拾八兩  一 鯓五百 六十 枚 代金 九兩 

〇 大村純 記 二 云、 十月 九日、 御 褒書拉 酒肴 ヲ賜、 酒 a 斗 代金 七兩 、鰻 一 一 百 枚 代金 三兩。 

〇 松 平 舆德家 記 -ー 云、 十月 九日、 參謀衆 ョ リ御呼 出 n 付、 出張 先 隊長 登城 仕 候處、 從總督 様 左 之 通、 長 々出兵 滞陣 二 付、 御酒 

> ^被 下 置 候 事、 酒 六 斗 代金 八兩、 暢ー 一 百 四十 枚 代金 四兩。 

〇 黑羽藩 記 -ー 云、 十月 、奥州 福 島 二 於テ御 感狀拜 戴、 酒 九 斗 料金 拾 貳兩、 歸 三百 五 拾 枚 料金 五雨。 

〇^ 山 藩 記 一一 云、 十月 ト 四日、 福 島 一一 テ 御 達、 正 親 町 殿 ョ リ寒サ 之 時分 大儀 一一 被 思 食 候 一一 付、 御酒 肴 一 同 へ 被 下 候、 御酒 三 

M 古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日  三 三 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日  一一 一三 六 

石貳斗 代金 四十 兩、 暢千 代金 一 一十 兩。 

〇 鍋 島 直 大家 記 二 云、 十月 廿日、 家老 鍋 島監物 へ 御感狀 一 被 相 渡。 

〇 松 井 康英家 記 -ー 云、 十 3 廿ー 一 日、 白 川口 御 總督府 へ 御 呼 出 二 付、 罷出 候處、 左 之 御 達 有 之、 

寒天 之 砌長陣 二 モ 相成、難^^可仕候 二 付、 乍聊 別紙 之 通 被 下 置 候 旨 御沙汰 候 事。 

.= -压、 

一 酒 三 斗 代 料金 四兩  一暢 百 貳拾枚 代 料金 贰兩 

〇 大久保 忠順家 記 二 云、 十月 廿ー 一 日、 當藩白 川 出張 丘ハ隊 へ 御酒 綠被下 候閒、 執事 喜 多 村 雅樂殿 ヨリ 除 長へ 御 達 左 之 通。 

烏  山  藩 

一 酒 五斗 料金 七兩  一 鰻 威 百 枚 料金 三兩 

已上、 

〇大田 原勝淸 家譜 -ー 云、 十月 廿 三日、 白 河口 御 總督正 親 町中 將 殿御 凱陴、 佐 久山宿 御 泊 ヨリ 重役 御 呼 出、 此度 會津御 追討 二 

付、 鹽原ロ ョ リ 若松 表 へ 人 數進擊 、賊巢 及 降伏 候 始末、 盡カ ノ段 御感狀 賜ル。 

〇 戶田忠 友 家譜 一一 云、 十 K 廿 五日、 白 河 ロノ 總督正 親 町中 將殿、 宇都 宮 二 止宿、 重臣 ヲ召シ 感狀ヲ 賜フ。 

〇 秋 元 興 朝家 記 二 云、 十 e: 廿 七日、 白 河口 御 總督府 、於 古河 御 本營御 褒詞。 

〇 

奧羽 出張 之 官軍、 明 十日 ョ リ連々 福 島表ョ リ 出立、 東京 へ 引 揚候閒 、兵喻 賄 人馬 繼立、 宿々 於 テ無滞 樣取賄 置、 人 數書各 

藩 小 荷駄 方 3 リ請取 之、 追々 之 内當局 通行 之 節、 人馬 貨錢賄 代 共 拂方致 シ候條 、可 得 其 意 モノ 也。 

十 s 九日  太政宫 出張 會 計 局 判 

福 島 ヨリ 千 住 宿 迄 問屋 共 役人 麵 I "雌 


〇 督 I 付、 長 沼、 三代、 原 三 驛ヲ除 タノ 外、 各處ノ 警備 兵 ヲ撤シ 、府中 藩兵ヲ シテ、 長沼驛 ヲ守ラ 

シメ、 尾 張、 肥 前、 忍、 川 越、 館 林、 烏 山 六 藩 兵 ノ白河 一一 在 ル者ヲ シテ、 交番、 三代 原 二 驛ヲ警 守 

セシム ◦ 

一長 沼 府中 藩 出張 之 事  一三 代 二十 人  一原 右同斷 

是 迄每驛 出張 警衞有 之 候 得 共、 最早 右驛丈 -ー テ可然 候條、 其 餘之驛 々出張 之 藩 ハ 、則 引 揚相成 候 樣達越 置 候、 左 候 ハ 、 向後 

右兩驛 之處、 各藩 順序 交番 警衞有 之 候 様、 就テ ハ左之 規則 ヲ以 交代 可 有 之 事、 

i 番 I 山 雄 贰ハ番 i 滅藤 多 久與兵 衞家來 三番 館 林 藩  ？.  |>| 

4； 之 通、 詰 合ヲ以 爱番ョ リ十 人ッ、 出張、 十五 日メ 交代 有 之 候樣、 尤初度 交代 之 四藩ハ 十一 ： 日 迄 一一 出張 交番 有 之候樣 左 候 

ハ 、頭々 組合、 原驛 出張 可 有 之 事。  . 

十月 八日  白 川口 參  謀 

大久保 忠順家 記 

〇 忠頃. 家 記 二 云、 十月 八日、 右 之 通 御 達 二 付、 藩々. E. 合、 同 十日 當藩儀 ハ原驛 へ 出張 仕 候— 

〇德 川義宜 家譜 -ー 云、 十月 八日、 白 河口 參謀ョ リ是 迄每驛 出張 警衞之 儀、 三代 驛、 原驛ヲ 除ノ外 ハ 引揚、 向後 右兩驛 一 驛 へ 

二十 人ッ 、、各藩 ヨリ 十人ッ 、、順序 ヲ以 交番 警衞ス へ キノ 御 達 二 依テ、 各藩 ト 交代 シテ警 衞ス。 

〇 松 井 康英家 記 二 云、 十月 八日、 白 川口 參謀方 ヨリ 御 達 二 付、 兵隊 三代 宿、 原 宿 へ 出張 警衞扉 在 候。 

〇 壬 生 藩 記 -1 云、 十月 十 一 日、 白河驛 へ 相 殘人數 之內、 福良驛 出張 之 分 ハ 白 河 迄 可引揚 旨、 同所 參謀衆 ョ リ達 二 付、 同 十三 

日白 河 へ 引揚。 

〇 督府、 長 門、 大垣 一 一藩 兵  一 I 命 シテ、 舊慕府 及 ヒ 諸 藩逋逃 兵ノ猪 苗代 一一 在 ル者ヲ 、東京 ニ監途 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 八日  一一 一一 一一 \ 

セ シ厶。 

大 垣 兵 隊 - 

他 邦 脫藩之 降伏 人、 猎 苗代 へ 致謹愼 居候 者 四百 六 拾 人、 長 州 藩 申 合、 東都 へ 引率 凱 陣可致 旨、 御沙汰 候 事。 

卜 弓大現 

^  S 藩 記 

〇 藩 記、 達 書ノ日 ヲ佚ス 、今 東 山道 戰記 一一 從フ、 叉 長 門 藩 兵 へ 護送 ノ達書 ハ 、諸 書見 ル所 ナシ。 

〇 戊 巳 征戰紀 略 一一 云、 十月、 降伏 ノ脫兵 四百 餘ヲ 東京 一一 護送 ス ルノ命 ァリ。 . 

〇 東 山道 戦記 一一 云、 十月 八日 - 一至 リ、 俄 一一 吾 藩 及 長 藩 共、 猎 苗代 二 在ル 處ノ脫 籍人ヲ 警送シ テ 、江戸 表 へ 可 達 之 旨 被 命. 

問、 乃チ 十日 一 一 小隊 ノ兵、 一 一本松 ヲ立テ 猪 苗代へ 趣キ 候、 同 十二 日、 右脫 籍人ラ 受取 リ、 同日 イナ 代ヲ 立。 

〇慶應1;^ハ謀祕錄 一一 云、 十月 十 一 日達シ 二 テ、 明 トニ 日、 舊幕脫 走臣、 諸 藩 ノ脫臣 、東京 府へ 差送リ 相成ル 旨、 會藩水 島 弁治ナ 

ル者 布告 ス、 十二 日朝 五ッ 時、 猪 苗代 出 發ス、 護送 ノ 兵士 ハ長 州、 大垣兩 藩 也。 

〇 一 一十 五日、 逋逃兵 東京 一一 至ル、 之 ヲ諸藩 一一 交付 シ テ 謹慎 セ シム、 按ス i 一一、 逋逃兵 四百 六十 餘 人中、 舊 幕府 丘 ハー 一 百 七十 

一 人、 高 田 藩 兵 一 一十一 一人、 篠山藩 兵 三十 一 人、 關宿藩 丘 ハ卜九 人、 其 餘ハ詳 カナ ラス。 

〇 是 ヨリ 先、 賊兵水 戸城 ヲ襲フ 、守 山 藩 兵ヲ返 シテ、 其 別 邑松川 M、 ヲ 警守セ ン コトヲ 請フ、 是 

曰、 督府、 藩 兵 ノ福島 及 ヒニ本 松  一！ 在 ル者ヲ 罷歸シ テ 、之 ニ備 ヘシ 厶。 

守 山 藩 兵 隊 

右 ハ 、此節 常 陸 表 形勢-一 付 願 出 候 趣、 無餘儀 次第 柄 故、 當地竝 一 一本松 出兵 御免 相 成 候條、 早々 出立 致、 主人警衞等可有^\!候 

late 

但、 兵食 之 镇モ、 同斷 御免被 成険 事。 


〇 喜 德家記 -ー 云、 十月 八日、 水 戶表脫 奸襲來 一 條、 福 島 出張 先 へ 注進 -ー 付、 參謀 伊地知 正 治 殿 へ 報知 之 事情 申出、 右 -ー 付、 主 

人 在所 松 川 へ 囘兵之 儀、 同所 出張 隊長 ヨリ 願 出 候處、 右 之 通 御 達。  一 

〇 喊 兵水戶 成 ラ襲フ コ ト、 前 月 一 一十 九日 二 在リ、 本 月 一 一日 二 至リ、 藩 兵擊テ 之ヲ走 ラス、 事 ハ本記 二 詳 カナリ。 

九日、 備前、 彦根 以下 四 藩 兵、 進 テ白石 二 至ル、 是 ヨリ 先、 伊達 慶邦 城ヲ致 シテ、 平 潟 口 總督ノ 

軍門 二 降ル、 是日、 四 藩 兵 白 石城ヲ 收ム。  一 

〇 岡 山 藩 記 -ー 云、 十月 八日、 本 軍 白 石 表 へ 著陴仕 候、 若松 表出 張 之 一 手 ハ 、同 九日 白 石 へ 著陴、 本 軍 ト合隊 仕、 同日 白 石城受 一 

取 之 節、 隊長 軍事 方 之 者 出勤 仕 候。  一 

〇 立 花鑑寬 家 記 -ー 云、 十月 九日、 白 石 降伏、 彥根、 備前 一 同 城 受取 候 事。 

〇 慶邦ノ 降ヲ乞 ヒシハ 、九月 十五 日 一一 ァリ、 事 ハ平潟 ロ戰記 ニ詳カ ナリ， 

十 日、 督府、 紀伊藩 兵 ノ 一 一  本 松 二 在 ル者ヲ 福 島 一一 移シ 、本營 ヲ 警守 セ シム。 

〇 德川茂 承 家 記 二 云、 十月 十 日、 福 島 へ 致 出張 、守 山藩ト 交代、 御本營 御門 御 警衞可 相 勤 旨、 被 仰 付 候 付、 同日 ョ リ御 警衞ー 

相 勤 申 候。  一 

十一 日、 督府、 令シテ 征討 諸 軍ヲ班 ス、？ 雜ほ 15、 上リ、 白 河及ヒ 三代、 原 二 驛ノ諸 軍ハ、 仍之 

ヲ留厶 、尋テ 驛路闐 咽 スル ヲ以テ 、凱旋 諸 軍 ヲ シ テ 、輜 重ヲ 各地 ニ留メ シム。 

凱陴 順序、  一 

十四日 降 州 一 小隊 佐 土 原、 二 本松舊 主人 護送 大村、 棚 倉 舊主美 作 拉養浩 護送、 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十！ 九 *十* 十一 日  三 一一 一力 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十一 日  三 四 〇 

十六 日 彥根ニ 小隊 柳 河 

十七 日 御本陴 阿 州 忍 

十八 日 尾 州、 二 本 松 銃器 護送 紀州、 棚 倉 銃器 護送 

卜 九日 高 松 Is 

T お き" 

〇 藩 記、 達書ノ 日 ヲ佚ス 、今、 陴中 日誌 一一 從フ。 

〇 陴 中日 誌 二 云、 十月 十 一 日、 左 之 通 御 治定之 事。 

一 一本松 護送 

柳 河 御 本陣 阿 州 忍 

右 十七 日 

丹 羽 家 器械 護送 棚 食 器械 護送 高 松 

右 十九 日 

御 泊、 

本 宮 須賀川 白 河 慮 野 太 田 原 喜 連 川 宇都 宮 小金 井 草 加 東京 

卜 月 十四日、 來ル卜 七日 御 凱 陴之處 、人馬 繼立差 支 -ー 付、 一 ケ日御 延引、 十八 日當所 if 、ヲ御 出馬 御 治定之 事。 

〇 十四日 再 達 書 

凱陣之 儀、 甚 人馬 之 湊有之 候條、 前日 相 達 候 順序 ヲ以、 一 日 延引 可 有 之 事。 


大村 棚 倉 護送 佐 土 原 

右 十四日 

備前  彥根ニ 小隊 

右 卜 五日 . 右 十六 日 

尾 州  紀州 


R 一、 出陣 之 節ハ、 會計局 二 テ 人馬 一 札 請 取 可 申 候、 且 器械 運ヒ兼 候ハ 、 、最寄 之 藩々 へ 預置、 後日 相 蓮 候 事。 

、  白 川口 總督府 參  謀 

各藩 長 宫 各 中細 難 

〇 

來 ル 十七 日、 御 總督府 福 島 表 御引揚 ュ 付、 追々 各藩 繰 込、 御先 勢 明 十六 日當所 著陣之 由、 福 島 表 ヨリ 以 飛脚 被 申 越 候處、 

是 ヨリ 東京へ 之驛々 、人馬 繼立殊 之 外 差 支、 當所 滞留 之 藩々 數多有 之 候 上、 打 重 繰 込 相 成 候 テハ、 宿所 トモ 指 支 候 付、 御先 

i ル ト 八日 當 所著陴 二 相 成 候 通、 驛々 滯陴 次第 二 繰 込 可 相 成 候、 此段以 急 飛 申 度 M、，?lr 候。  . 

十月 十 K, 日  白 川口 總督府 參  謀 

御先 勢 各藩 隊長 中綱轴 

〇 藩 記 二  、卜 月ト 五日 一 一本松 二 テ 、右 之通ト ァ リ。 

〇. '五日 達 書 

奧羽 平定、 官軍 凱陴、 順序 ヲ以 東京 へ 引 揚候處 、中 街道 人馬 支 二 テ宿々 難 is 、就テ ハ 兵隊 之 分 モ甚タ 迷惑 可 有 之 振 合 相 聞 

明 卜 一 日 II； .1- 日、 IP- 繰 出方 御 見合 相 成 候 位 之 次第 二 付、 藩々 ニ於テ モ人馬 遣 方、 成 丈 ケ心ヲ 用 ヒ候様 有 之 度、 尤ー驛 

二 付、 人足 三百 人、 馬 五 拾 匹 之 外 遣 方 出來不 申候條 、左様 和 心得 ラレ、 宿々 右 之 人馬 員 數之內 一一 テ 各藩^ 合、 互 一一 無 間 5i 繼 

立 樣可被 相 心得 候 事。 

附、 人馬 人 用 之 員 數當局 へ 承 届、 印鑑 差 出 候條、 前 廣可被 申出 候、 勿論 人馬 之 分 ハ 印鑑 無 之候テ ハ 、 人馬 差 出 間 敷 旨 宿々 

へ 申 遺 置 候。 

ト S  •  會計局 

各藩 長官 各 中 |S 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十一 日  三 四 一 


復古 外， 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十一 日  一一 一四 二 

〇 藩 記 二  、十月 十五 日 福 島 -ー テ右之 通トァ リ。 

〇 卜 八日 達 書 1 一通 

兼 テ御達 相 成 候 通、 總 軍凱陴 一一 付、 人馬 甚指支 候 間、 輜 重彈藥 等相殘 置、 兵隊 而已 引揚可 申、 勿論 御用 之 外、 馬 駕籠 一 切不相 

成 候 事。  _ 

十月 十八 日  總督府 參  謀 

〇 

北陸 道 御 總督府 二 モ、 來ル廿 一 日、 廿 二日 之 閒當所 御 通行、 兩道混 川 II、 候 故、 別紙 驛割ヲ 以御凱 陴有之 候 付、 御先 勢 

於 テモ、 驛釗通 休 泊 有 之へ キ事、  . 

一 人夫 別 テ差支 候 付、 左 -ー 書 載 之 外、 繼立不 相 叶 候條、 連 越 之 軍夫 繼通シ 可 相 成、 夫-一 テモ 不行届 之 品等 ハ、 無 餘儀當 所 引 

殘、 順 一一 候、 IM 龍 ひ f ？、 跡 ヨリ 運ヒ 可 有 之 事、 

驛々 人夫 定 四百 人 之內 貳百人 東 山道 同 北陸 道 

驛馬六 拾 匹 之 内 三十 匹 東 山道 同 北陸 道 

右 之 通、 爲 心得 相 達 候、 以上。 

十月 十八 日  白 川口 在陣 參  謀 

御先 勢 各藩 隊長 中 II 

〇 別紙 尸 之 ヲ佚ス 、又 以上 一 一條、 藩 記 二 十月 十八 日 須賀川 二 テ右 之通ト ァリ。 

〇 岡 山 藩 記-一 云、 十月 十 一 日、 白 石 留屯之 兵隊 繰 揚之御 達 ヲ以テ 、同 十二 日 同所 出立、 同 十四日 福 島 著陴、 同 十六 日 福 島 出 

立、 同廿 八日 全隊 東京 へ 凱陴仕 候。 

〇 松 平 賴聰家 記 二 云、 十月 十一 一 日 、奥州 白 河 へ 出張 之 人数、 於 同 國福島 凱陴被 仰 付、 尤强壯 兵 之 由 相 聞 候 -ー 付、 比 度凱陴 


之 殿 被 仰 付 候 間、 萬 一 追 打 等 之 義有之 候 ハ 、 、其 旨 相 心得 可 申 被 仰 付、 十月 廿日 福 島 出立、 十 一 月朔日 東京 へ 著 致 候 

〇 立 花 鑑寬家 記 二 云、 卜 十一 一日、 官軍 一 同 凱 陴之達 有 之、 白 石 ヲ發、 同廿 九日 鬼 京 著， -  1 

〇 德 川篛宜 家譜 二 云、 十 0: 、仙臺 降伏 一一 依テ、 一 一本松 進軍 ノ兵 凱陴被 命、 津金 忠恕、 江原久 次、 水 野次 重、 各 兵 ヲ引テ 同廿三 

U 白川驛 ニ班ス C 

〇 德川茂 承 家 記 二 云、 弊 藩 兵隊 、十月 廿 一 日 福 島 出立、 十 一 月朔日 東京 へ 歸陣仕 候。 

〇 十 r> 曰、 總督福 島 ヲ發ス 、一 一十 四日、 令シテ 白河ノ 諸軍ヲ 班ス、 兩條ヲ 參看ス へ シ。 

〇& 府、 尾 張 藩兵ノ 蘆野驛 二 在 ル者ヲ シ テ、 白河ヲ 警守セ シム。 

〇 德 川義宜 家譜 一一 云、 十 K 十 一 日、 蘆 野 出張 之 兵 引接、 白 河 警衞ス へ キノ 旨 御 達 二 因テ、 林武 綱、 兵 ヲ率テ 同士 一日 白 河へ 

著ス。 

十三 日、 督府、 丹 羽 長國、 阿部 正靜及 ヒ 正靜ノ 高祖父 正備 二 命シ テ、 東京 二 至リ 謹慎 シ テ命ヲ 

待 タシメ 、大 村、 佐 土 原 二 藩 兵 ヲシテ 之 ヲ監途 セシム 、又 正靜ノ 兵器 ヲ收メ 、長 國ノ 兵器 ト倶 

二 尾 張、 紀 伊一 一藩 兵 二 付シ テ、 東京 二 護送 セ シ ム 、尋テ 其 護送 ヲ止メ 、三春、 福 島、 守 山 三藩ヲ 

シ テ之ヲ 監守 セ シム。 

其 主人 左 京、 東京 へ 被 召 登、 佐 土 原 藩 兵隊 護送、 明 十四日 歸陴 候條、 此旨可 相 心得 候 事。 

伹、 佐 土 原 藩 共隊 へ 萬 事 相談 可 致 候 事。 

r 月  白 川口 總督府 參  謀 

故 三本 松 重役 各 中 ■ 細雜 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十三 日  三 四 三 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十一 一一 日  三 四 四 

〇 長 裕家記 -ー 云、 十月 九日、 福 島 參謀局 御 使 番御呼 出、 左 之 御 口 達、 

左 京 儀、 近々 東京 へ 罷登候 樣可相 成、 供 連 五 人 -ー 限リ候 間、 用意 可 罷在候 事、 

同 十一 一日、 左 京 儀兼テ 病身 -ー 付、 御 達 供 連 之 外、 看病 之 近習 四 人 拉醫師 一 人 召 連 度 奉伺 候處、 御 聞 屆被成 下 候 事、 

同 十三 日、 右 之 通 JJgf  、書 福 島 參謀局 御 達 之處、 佐 土 原 藩 故障 有 之、 翌十 五日 一 一本松 發足 -ー 相 成 候。 

〇 島 津忠寬 家 記 二 云、 一 番、 三番、 四 番隊、 4- 月 四日 本宮 へ 滞陣、 舊ー 一本松 城主 丹 羽 長國及 其臣ヲ 東京 へ 監護 スへキ ノ命ヲ 

受ケ、 同 卜 m 日本 宫ヲ 發シ、 一 一本松 二 至、 同 十五 日 一 一本松 ヲ 發ス。 

〇 一 一， H ハ日、 長國 東京 一一 至ル、 之 ヲ前橋 藩邸-一 幽ス。 

〇  . 

美 作、 養 浩兩人 東京 へ 被 召 候條、 早 々 當表 へ 罷出、 寺院 へ 謹愼、 御 達 可 相 待 候 事。 

ト月卜 一日  白 川口 總督府 參  謀 

舊棚倉 藩 重役 各 中 § 

〇棚《！^藩記 二 云、 十月 九日、 福 島 表 二 テ參謀 衆 御使番 iiS 村 左傳次 殿御 口 達、 

美 作、 養；^ 東京へ 被 召 候 間、 出立 日限 之 儀ハ、 不日 御 達 相 成 候 得 共、 支度 モ可有 之 候 間、 先 申達 候 旨、 

但、 供 士分 五 人 -1 限 候 旨、 

同 十 一 日、 福 島 表-一 テ御使 番島村 左傳次 殿、 以御 書付 御 達。 f 賺 曰 

〇 本日 棚 倉 藩へ 達 書 

其 主人 美 作 ® 養浩 東京 へ 被 召 登、 大村藩 護送、 明 十四日 歸陣 候條、 此旨可 相 心得 候 事。 

但、 大村藩 へ 萬 事 相談 可 致 候 事。 

十 月  白 川口 總督府 參  謀 


绷倉藩 記 


〇 十一 一日 達 A 


大 


右、 阿部 美 作 墓 I 衞、 來 レフ —四旦 i 出陴、 別紙 泊 付 之 通、 東京 へ 凱陴可 有之 事。 

白 川口 總督府 參 

卜 e: 


村 


大村 純ず」 家 記 


3 可 ME 力 家で 二 云、 ト nri 三日、 美 作 守、 養浩福 島-一至 リ、 翌 十四日 同所 出立、 大村藩 兵隊 護送。 

^M^^  二  一 sf  i 皇 I 皇、 阿部 雜 ill 、豪 へ ma 命、 同. S 曰 福 島出陣。 

〇 二 卜 曰、 正 靜及ヒ 正備、 東京 二 至ル、 之 ヲ福山 藩邸 二 幽ス。 

〇 棚 食 藩 記 -ー 云、 十. C 十三 日、 於 福 島 表 御 器械 方 平 山 治 三 太 殿 へ 御 引渡 申 候、 左 之 通、 

一六 匁 玉洋銃 四百 貳拾五 挺 一八 匁 玉洋銃 七 拾 三 挺 

一 和 筒  八 拾 九 挺 但三匁 玉 筒 ヨリ 拾 匁 玉 筒 迄 取 交、 

一 拾 《拇 費 挺 但玉三 拾 粒 一九 梅 《 挺 但同斷 

二 ハ^ハ トロン 五 万 九 百 I  陣 仰 付 候處、 道中 人馬 差 支 候 付、 護送 器械 之 分、 福 島 藩 

〇 德 U 茂 承 家 記 二 云、 十月 十三 日 阿 割 美作錄 sws^fs 寒 まほ I イイ 1,5 ス 

へ 預置、 兵隊 而已凱 陴可致 旨 御 達 二 付、 同廿 一 日 同所 出立。 

六日 達 書 


守 


:a 古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十三 日 


三 四 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十三 日 

尾 州 藩 護送 器械 之 分、 其 藩、 三春 兩 藩へ 可預置 g 相 達 候 間、 其 心得 可 有さ， 事。 - 

白 川口 總督府 參 


1 一一 El 六 


月 


〇 尾 張 藩广」 ハ- 一命 シテ、 長國ノ 兵器 ラ監 送 セシム ルノ達 書ハ、 之 ヲ佚ス 、三春 藩へ ノ 達書モ 亦見ル 所ナシ 0 

〇 


紀州藩 護送 器械 之 分、 其 藩 へ 可 預置旨 相 達 候閒、 其 心得 可 有 之 候 事 C 

4- 月 


福 


白 川口 總督府 參 


〇 達 書 ノ日ヲ 佚ス。 

〇 十七 日 達 書； 一通 

一洋 銃 四百 九 拾 八挺 一 拾 一 拇曰砲 一挺  一同 彈 三十 一九 拇 臼砲 一挺 

一同 彈 三十  ーハ トロン 百 三十 四 箱  一 和 銑 八十 九铤 

右 、ノ 阿部 美作鈇 器、 今般 相 預ケ被 置 候 -ー 付、 書面 之 通 相 渡 tli; 事。  ， 

十 月 

0 き 耆 板倉膨 

き- 键達家 記 

ハト 0 ン 百 十一 一 箱 但 雷管 恭 へ 、 

右 ハ 今般 凱 二 付、 書面 之 通 相 預置候 間、 御用 之 節 、ノ 東京 へ 可 被 s 候 事 C 


器 


島 


謀 

松 平 喜 德家記 


藩 

板 倉 勝 達 家 記 


方 


器 械 


方 


十 e: 

福 島 藩 鎌」 }5 继 

〇 勝 達 家 記 -ー 云、 十月 十七 n^I 畺 器械 方 御 預ケ 之 器械 S テ餘方 ヨリ 御 達シ、 紀州藩 護送、 阿部 美 作 銃器 類 御波、 右 之 

〇 秋 E 映 季家記 -ー 云、 丹 羽 家 之 兵器、 守 山 藩 一 同 御 預ケ被 仰 付 候 事。 

十四日、 督府、 諸 軍 ヲ撤還 ス ルヲ 以テ、 三春、 福 島、 守 山 三 藩 二 令シ テ、 嚴 二 其 封 疆及ヒ 假管ノ 

地ヲ 警守セ シム。 

就奧羽 平定、 當宫 軍來ト 四日 ョ リ 順序 ヲ以テ 東京 へ 凱 陴有之 候條、 爾後 領內拉 取締 所 翁 厳重 鎭壓有 之 候 樣可相 達、 此ュ. ^被 

命 候 事 e  . 

但、 領外迚 モ 、殘賊 幷惡徒 撗行致 候 ハ 、 、隣 藩 申 合、 速 二 其 處置可 致 候 事。 

十 月 

三春 藩 各 通 

福 島 藩 

Ji  & St 一一 春 藩 記、 板 倉 i 

守 山 藩 重役 中 達、 松 平 喜 德家記 

〇 福 島 藩へ ノ達 書ハ、 竝 取締 所ノ四 字ナシ C 

〇 附錄ー 一條 

奧羽御 平定 二 付、 異 情無 之候ハ 、 、二 本 松 戌 兵 早々 可 被 有 御 解 兵 候、 以上。 

  磐诚平 民攻局 


白 川口 總督府 參 


謀 


辰 十一月 十一 日 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十四日 


攻 

三 四 七 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十六 日  n 一四 八 

三春 藩 長官 各 中 g 

〇 三春 藩 記 -ー 云、 御 達 -ー 付、 十一月 廿ー 曰 人 數引拂 申 候。 

〇 督府 、 福 島 藩  一 I 令シ テ 、藩士 杉澤某 1™、 ヲ 東京 一一 檻 送 セシメ  、備前 藩 兵 ヲ シ テ之 ヲ監セ シム。 

杉澤覺 右衞門 

右 御用 有 之 候條、 其 藩 一一 テ綱 駕籠 ヲ以、 東京 へ 護送 可 有 之 事。 

但、 出足 日限 之 儀 ハ 、當局 へ 可 申出 事 C 

十 月  白 川口 總督府 參  謀 

福島 藩 裹各中 si 

〇 勝 達 家 記-一 云、 4- 月 十四日、 參謀方 御 達 書 御 渡、 右 之 通、 右 1 一 付、 同 十六 日 備前藩 護送 -ー 付、 當藩 ヨリ 附添人 三人 出立 致ス。 

十六 日、 守 山 藩 兵 松 川 二 赴 カン トス 、伊香 驛 一 1 至 リテ、 水戶 平定 ス ト聞キ 、兵ヲ 一 一本松  一 I 返シ、 

書 ヲ上リ テ進止 ヲ取ル 、督府 、命 シテ福 島 一一 至ラ シ厶。 

宗藩水 戶脫奸 幷舊慕 其 外脫走 共、 水戶表 へ 相 廻リ、 不 容易 形勢 報知 有 之 候 -ー 付、 去 九日、 願 之 上、 松 川 在所 表 主人 警衞 トシ 

テ當處 引揚、 晝夜 兼行、 棚 倉 街道 伊香 宿 迄 囘軍仕 候處、 不圖モ 水戶表 鎭靜之 趣、 別紙 之 通 急報 有 之 候 -ー 付、 卽 兵隊 引戾申 候、 

就テ ハ 當表此 先 御 奉公 筋 如何 相 心得 可 申 哉、 尤 兵隊 之 儀 ハー 一本松 表 へ 差 置 申 候、 此段 御沙汰 之 程 奉伺 候、 且 別紙 報知 之 趣 

委細 取調 之 上、 御屆可 上 候 得 共、 不取敢 奉 入御 覽候、 以上。 

十月 十六 日  守 山 藩 柳 撟內記 

.  .  松 平 喜 德家記 

〇 別紙 ハ之 ヲ略ス C 


〇喜| 記 二 云、 福 島 表出 11 邊淸左 衞門殿 へ 水 戶擊定 報知 -ー 付、 兵隊 引揚候 二 付、 御屆 直通 C 

〇 本 條批紙 ヲ佚ス 、下ノ 上申書 一一 據レ ハ、 藩 兵 ヲ 福 島 一一 移セシ ナリ。  、 

二 P 表へ 差 置候 兵隊、 今日 御沙汰 之 趣 モ有之 候-一せ、 只今 當地 ir 迄 橾込 申篇、 此 段御屆申 上 候、 以上 C  B 

,  -. 日  守 山 藩 橋， p- 言 

i 月.^  松 平 喜 德家記 

十七 日、 督府、 高 松 藩 兵 二 命シ テ、 福 島 藩 重臣 溢 川 勝 達、 膽它小 笠 原 某 i、 ヲ 東京 二 監送セ シ ム 。 

〇 裏 藩 兵へ 霧  板 倉 甲斐 家來 川 敎之助 

同  小 笠 原 藤 吾 

右 之 者 共、 其 藩 兵隊 之 者 へ 御預被 成、 東京 迄 護送 可 有 之 候 事 C  、 

ヘム 平賴 

つ I 家! -  二  十七 曰、 is 謀 多久與 兵衞殿 3 リ右之 通 御 達 . 付、 分隊 ヲ以囊 守 1、 兩人ハ 籠-一 乘セ、 同 

、-^ 一  月 朔曰豪 へ 2 問 局 へ 同 謹 候處、 尾 藩 へ 霊 二  a  二 付、 直 二  I 

M 板 倉議家 記-一 云、.. 月廿ー 曰、 溢 川敎之 助、 小 I 菅、 轰窗伺 御用 出府 之 儀、 過ル十 ti 方 ヨリ 御窘 之、 高 

松 藩 之 護送 ニテ 出立 致ス。  ， 一き、 

十ん 日、 向 £ 目 、福 島 ヲ發シ 、東京 二 凱旋 ス、 參謀多 久茂族 及 ヒ 阿波、 忍、 岡、 守 山 四 藩 兵 福 原 

秦臣等 之 一一 從フ 、是 日、 一 一本松 一一 抵ル 、參謀 伊地知 正 治、 板 垣 正 形、 靈淸 等先發 ス 。 

t 古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十七， 十八 日  三 四 九 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十：^ 十八 日  三 五 〇 

〇 陣中 日誌 二 云 、十月 十八 日、 福 島 城 御 出馬 卯 半 刻、 御 守 衞阿州 一 大除、 忍 一 一 小隊、 前後 其餘岡 藩佐久 山、 御 側 守 山 藩 一 小隊 


參謀 

御使番 

御 列 外隨從 

當府同 高  ， 

右、 御 隨從仕 候 事、 

一 福 島 在陣之 藩々 、隊長 兵 除 引率、 宿 端 迄 御 見送 ス、 

〇 十七 日 達 書 


多 久與兵 衞 

市 川 鐘次郞 

礎 部 寬ー郞 

屯 會計局 加役 


島 

吉 


村 左傳次 

岡傳衞 

邊 祐次郞 


一本松 御 著 未 半 刻、 


右、 白 川 迄、 


總督樣 御 警衞可 有 之 候 事。 

月 


守 山 藩 半 小 


白 川口 總督府 參 


松 平 喜 德家記 

〇 喜德家 記-一 云、 4- 月 十七 日、 明 十八 日 總督樣 、當所 i4、 ヲ 御 凱 陣ニ付 御 達 書。 

〇 蜂； a 賀茂韶 家 記 -ー 云、 十月 十八 日 、奥州 白 川口 總督正 親 町 殿、 福 島 表 御凱陣 二 付、 蜂 須賀美 作、 梯津守 上田 甚五 右衞門 緣- 

御 途中 御 守 衞被仰 付、 東京 表 へ 罷歸候 事、 但、 御 守衞兵 除人數 四百 名 之 事。 

〇 松 平 忠敬家 記 -ー 云、 十月、 總督府 御凱陣 二 付、 御 守衞被 仰 付。 

〇 秋 田 映 季家記 -ー 云、 正 親 町 殿、 御凱陣 -ー 付、 御 途中 御 賄 被 仰 付、 白 河 表 二 テ 首尾 能 御免被 仰 付 候 事 Q 

〇 板 倉 勝 達 1  ぎ， I 一  云、 十 e: 4" 八日 早朝、 白 河口 總督正 親 町 1?$、 福 島 成 P. 出發。 


〇一 ^スルー 一 、彥 根、 柳 河 一 一藩 兵 モ亦千 住驛ョ リ總督 ノ從衞 二列 ス。 

〇 參謀 伊地知 正 治 東京 二 至 ル 、大總 督府、 其 戰勞ヲ 慰賞シ テ 之ヲ 罷ム。 

伊地知 正 治 

其方 事、 春以來 永々 之 對陣、 矢 石 之 間 一一 艱難 致シ 、剩蒙 創慯、 不 容易 遂 勤勞、 竞 一一 會城 ヲ 拔キ、 奧羽 平定 之奏 成功 候 段、 0 

感不斜 、依 之、 滞府申 付、 御用 之 品 モ可有 之處、 疾病 旁 願 之 通 參謀職 令 免、 許 歸國差 免 候 得 共、 此上 精々 遂 保養、 尙國家 之 御 

爲可盡 忠勤 候 事" 

十 月 

〇 東征 紀略 二 云、 十月 十九 日、 

一 拜謁 

奧羽 ョ リ歸陴 二 付、 不取 敢爲御 褒賞、 縮緬 « 反 被 下 之 C  < 

〇 尋テ _t 治ノ戰 功ヲ賞 シテ、 物 ヲ賜フ 、二十 九日 ノ條ヲ 參看ス へ シ C 

十九 日、 總督、 本宮驛 -1 抵ル。 

〇 陴中 日誌 二 云、 十月 十九 日、 二 本 松 御 出馬 午刻、 本 宫御著 未 半 刻  >  御 泊 リ之事 C 

〇 督府、 令 シテ、 三代、 原 ニ驛ノ 警備 兵 ヲ撤シ 、之 ヲ白河 二 移ス。 

三代、 原雨驛 最早 警衞 二 不及候 間、 出張 兵隊 引 揚可申 事 C 

む ^  白 川口 


伊地知 正 治 


參 


謀 

松 井康英 家 記 

大久保 忠順家 記 


i 促 古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十 n 十九 日 


一一 一 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 十九 日  三 五 二 

〇 康英家 記 -ー 云、 十月 廿日、 出張 之 兵 除 三代、 原 之兩驛 引揚、 白 川 表 へ 歸著仕 候。 

〇 督府、 肥 前 藩 兵 二 命シ テ、 松 平容保 父子、 及ヒ其 重臣 內藤信 節 §™、 等 五人ヲ 東京 一一 監送セ シ 

厶 0 

〇 大 總督府 へ 上申書 

•  szf 從者七 人 

1,^^ 小者 二人 

• 右 重臣 內藤介 右衞門 

其 他 ral 人 

右 之 通、 弊 藩多久 與兵衞 一 陴致 守衞、 本 月 十九 日 若松 出發、 來 ル 晦日 千 住 驛致參 著 候 害 -1 付、 早々 御 差 圆被下 度、 此 段御屆 

申 上 候、 以上。 

十月 廿 六日  肥 州 藩 深 川亮藏 

鍋 鳥 直 大家 記 

.  軍務 官記 

〇 直. K 家 記 -ー 云、 右 之 末 同所 參著之 上、 大總督 ヨリ 御 使 番被差 出 請 取 可 相 成 旨、 下參謀 ヨリ 演達相 成 候。 

〇 按ス ル 二、 肥 前 藩 兵 ニ命シ テ、 容 保等ヲ 護送 セ シムル ノ 達書ァ ル へ シ、 今 之 ラ佚ス 、又 十 一 月 一 一日、 容保等 東京 二 至ル、 

乃チ 容保ヲ 因幡 藩 -1 、其 子 喜德及 ヒ 信 節 等 ヲ 筑後藩 一一 幽ス。 

〇 南 摩 綱紀 筆記 二 云、 九月 廿 七日、 南 摩 八 之 丞丸岡 村 §|f 雄に、 二 至リ、 我 藩 諸子 ト共ニ 天 澤寺ニ 寓ス、 十一月 廿 三日、 會 

津山本 丈 助、 其 子 板 倉 和泉麵 職^ ヲ尋テ 天澤寺 一一 至ル、 始メ テ兩公 降伏、 瀧 澤妙國 寺 一一 御 謹愼、 其 後 東京 へ 御 

登 ノ事ラ 聞ク、 且驚キ 且泣ク 、又 左 ノ事ヲ 聞ク、 

御 川 有 之 候條、 東京 へ 罷出 候樣、 


萱 野 權兵衞 

テ登タ ル者、 

山川 大藏 

馬 島瑞園 

後、 猎 苗代 ヨリ 東京 へ 御用 召 -ーテ 登 タル 者 

海老 名 郡 治 井深 茂 右衞門 

小 森 一貫 齋 桃澤 彥次郞 

後、 鹽川ョ リ 東京へ 御用 召 二 テ登タ ル者、 

佐 川 官兵衞  識訪 伊助 

會津 病院 總督 一柳 翁 助  同， 


內 藤 介 右衞門 梶原平 馬 手代 木 直 右衞門 秋 月 梯次郞 


倉澤右 兵 衞 井 深 宅 右衞門 浦 川 藤 吾 山 田貞助 


井 深 守 之 進 

田 中 源 之 進 


春 日 郡 吾 


辰 野 源之丞 


脫相馬 直 人 柳 田 申 助 

婦女子 取締 和 田 太兵衞 東京 周旋 眞 龍 寺痴塊 

. 小 林 平角 小 出 錢之助 

〇 守 山 藩、 旣 二封 疆警守 ノ命ヲ 奉ス、 而、 ンテ 銃器 給 セス、 因 リテ書 ヲ督府 二 上. リテ 其監ス ル 

所 ノニ本 松藩ノ 銃器 ヲ借ン コトヲ 請フ、 之ヲ 聽ス。 

覺、 

一 西洋 筒 五十 挺 但胴亂 共 

右 ハ 今般 就 奧羽御 平定、 官軍 東京 へ 御凱陣 二 付、 爾後 取締 所 等 迄 厳重 鎭壓有 之 候 樣御達 之處、 右 洋銃之 儀 《、素 ヨリ 不足-一 

テ差支 候閒、 此度ニ 本 松 器械 御預之 内、 拜借被 仰 付 候 樣奉願 上 候、 以上。 

月 十九 日  守 山 藩 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十 H 十九 日 


復古 外 記 白 河口 戰記. 第 十二 明治 元年 十月 二十. 二十 一 上 一十 二日 


三 五 四 


松 平 喜 德家記 


〇 本條、 批紙ヲ 佚ス、 下ノ 上申書 ニ據レ ハ 、其 請 ヲ聽セ シ ナリ。 

〇 

覺、 

一十 ニ栂 E 砲 一 門 一同 彈藥 七 箱 一四 斤 砲 

ー彈藥  五 箱 ーハ トロン 七千發 

右 ハ此度 願 之 通 拜借被 仰 付 難 有 仕 合奉存 候、 依 之、 請 書 如 件。 


01 


守 山 藩 柳 


器械 方 御 役人 中 

祭 t5 一一：" 

〇 本條、 上申 ノ月 日ヲ 佚ス。 

一十 日、 總督、 須賀 川驛ニ 抵ル。 

〇 陣中 曰 誌 二 云、 十月 一 一十 曰、 本宮御 出馬 寅 刻、 須賀川 御 著 午 半 刻、 御 治。 

一十 一 曰、 總督、 白 河-一 抵ル。 

〇 陣中 日誌 二 云、 十月 廿 一 日、 須賀川 御 出馬 拂曉、 白 河 御 著 午 半 刻-御 治リ。 

〇 德 川義宜 家譜 -ー 云、 十月 廿 一 日、 總督府 、白 河 へ 御著陴 -ー 付、 各藩 一 人 宛 仙臺ロ へ 奉迎 罷出 へ キ 旨、 參謀 ョ リ御達 有 之 

付、 島 澤德易 同所 へ 罷出 候。 

一十 二日、 總督、 白河ヲ 發ス。 

〇 陣中 日誌 二 云、 十月 廿ー 一日、 白 河 御 出馬 卯 半 刻、 蘆 野 御 著 未 刻-御 冶リ C 


〇+< 久保忠 順 家 記-一 云、 十 s 廿 一日、 I 衆 ヨリ 明廿 二日 鈴總督 府當所 i„T ヲ御發 、東京 御歸府 候條、 各藩 まッ 、御 

送 ト シ テ 、江 戶ロ迄 可 罷出旨 御 達 有 之、 同廿ー 一 日 御 總督府 東京 御 歸府。 

二十 三日、 總督、 佐 久山驛 二 抵ル、 是曰、 福 原 资生ノ 家臣 ヲ慰 勞シ、 其 從衞ヲ 罷ム。 

〇 陣中 日誌 1 一 云、 十 K 廿 三日、 蘆野御 出馬 寅 刻、 佐 久山御 著 未 半 刻、 御 泊リ。 

〇 

佐久山 兵隊 

當 夏以來 出張、 總督府 爲御守 衞隨從 、晝夜 精勤、 神妙 之 至 苦 勞被思 ft 候、 今般 奧羽 平定 御き 陴ニ付 . ^當所 I 指ス、 御^ 

衞被免 候、 數日之 勞聊 被爲慰 度、 目 錄之通 被 下 之 候 事：  _ 

r 月  白 川口 總督府 執  事 

陣中 日誌 

〇 陣中 日誌 二  、目録 酒肴 料金 五 千 匹 ト ァリ。 

〇 督府、 板 倉勝尙 一一 命シテ 東京-一至 リ、 謹 愼シテ 命 ヲ待タ シム。 

板 倉 甲斐 

御用 之 儀 候條、 急速 東京 へ 可罷出 事、 但、 東京 著 兩三驛 以前、 何日 著 府ト申 儀、 家 來ヲ以 届、 且可伺 出 候 事，) 

t  3  白 川口 總督府 

板 倉 勝 達 家 記 

〇 勝 達 家 記 二 云 、十.！： 廿 三日、 白 河口 總督正 親 町 殿 ヨリ、 御 使 番德永 一 一 左 衞門殿 ラ以テ 、御 達 書 御 渡、 右 之 通、 右 一一 付、 翌廿 

四日 甲斐 守 福 島 表出 立、" 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十 一十一 一一 日  一一 一 五 五 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 二十 四丄 一十 九日  三 五六 

〇 十 一 月 五日、 勝尙 東京 二 至ル。 

一 一 十四日、 督府、 令 シ テ 白河ノ 諸軍ヲ 班 ス 。 

〇 白 河ノ諸 軍へ 達 書 

當 所在 陣謦衞 被 免 候條、 明廿 五日、 各藩 引 揚可有 之 候 事。 

十月 廿 四日  白 川口 參  謀 

松 井 康英家 記 

〇 德 川義宜 家譜 一一 云、 十月 廿 四日、 賊城 降伏 二 因テ、 白 河 警衞ヲ 免セ ラル、 明廿 五日、 各藩 引 揚可申 旨 御 達 有 之、 同廿 五日、 

我 兵隊 總勢 陴拂、 十 一 月 三日 東京 へ 著陣。 

〇 松 井 康英家 記 一一 云 、十月 晦日、 出張 之 人數白 河表發 程、 十 一 月 六日 川 越 表 へ 凱旋 仕 候-し 

〇 大久保 忠順家 記 二 云、 十 en 廿 四日、 參謀衆 ヨリ 御 廻章 ヲ以、 白 河 表 守 衞被差 免 候閒、 兵隊 明廿 五日 引 揚候様 御 達 有 之、 同 

廿 五日、 兵隊 一統 白 河 表出 立 仕 候。 

二十 九日、 總督正 親 町 公 董凱ヲ 東京 城 一一 奏ス、 詔 シテ其 功 ヲ賞シ 、物 ヲ賜フ 、參謀 板 垣 正 形、 渡 

邊淸 以下 賞 賜 差 ァリ、 薩摩、 尾 張 以下 諸 藩 兵、 前後 東京 一一 凱 至 ス 、慰 勞シ テ之ヲ 解 還 ス 、大 總督 

府 モ 亦 諸 藩 兵 ヲ慰 勞シ、 隊長 等-一物 ヲ 賜フ。 

〇 陣中 日誌 二 云、 十 K 廿九 日、 草 加 御 出馬 卯 刻- 淺草 御晝、 大 總督府 へ ^ギ因 御參未 刻、 御宿 陴 ss>4^ 御 著 之 事、 

一 千 住 ョ リ彥根 1^ 小隊、 柳 河 三 小隊 隨從之 事、 御 列 左 二  、 

柳 河 一一 一 小隊 彥根 一一 小隊 奧 羽 追討 i  Mm 阿 s 小隊 s« 菊御| 旗 白 S 番 配 旗 


同 

同 


蓉馬 執事 騎馬 參謀 騎馬 御使番 三人 筆官 忍 三 小隊 


〇£ 征總督 記-一 云、 ト月廿 九日、 正 親 町中 將殿白 河口 御 引揚、 今 八ッ時 頃、 高 崎 都 御 人營之 事、 附隨從 山縣、 磯邊 、島お 市 川、 

德久、 吉岡之 六人歸 局、 唯 九十 九 千 住 宿 迄 御迎之 事。 

〇 三十日 達 書  .  ， 

春 來久々 之 軍旅、 大總督 宮ヲ輯 翼シ、 殊 一一 戰地 出張 謀路 其宜ヲ 得、 東北 速 一一 平定 之 功 ヲ奏候 段、 叙 感不淺 候、 今般 歸京 一一 付、 

不取 敢此品 下賜 候 事。 

十 月 


行 


政 官 

東京 官中 日記 

正 親 町 公 董事踌 


〇 公萤 事蹟 二  、御 品 判 金 一 一枚、 羽二重 一匹 トァリ C 

〇 公董 事蹟 二 云、 十月 三十日、 凱陴ニ 付、 參 朝 之處、 御對 面之ヒ 敕語、 

段々 盡カ奧 羽 平定、 殊 1 一若 松 城 落 去、 被 安 甎慮、 御 満足 苦勞被 思 食 候 事、 

十 IK 二日、 依 召參 朝 之處、 於 御前 賜 天不 孤、 

三日、 依 召參 朝 之處、 御 料理 下賜 之 C 

〇 同日 達 書 1 一通 

各 通 伊地知 正 治 

板 垣 退 助 

春 來久々 之 軍旅、 兵 部 卿宫ヲ 輔翼 シ、 畫策 謀略 其 機宜 一一 中リ、 速 一一 東北 平定 之 功 ヲ奏候 段 叙 感不淺 候、 今般 凱旋 二 付、 不 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 二十 九日  三 五 H 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 二十 九日 

取敢爲 御太刀 料金 三百 兩 下賜 候 事。 

十 月 


行 


三 五八 


政 


官 


〇 


東京 官屮 日記、 伊地知 

正 治、 板 垣 退 助 履歴書 


各 通 


島 


手 


式 

主 


水 


多 久與兵 


戶 


良 

代 


治 

淸 


八 


渡邊淸 左衞門 

榴崎賴 三 

高 岡 三 郞兵衞 

姊川榮 三 

春 來久々 之 軍旅、 勵精盡 力、 速 二 東北 平定 之 功 ヲ奏シ 候 段 叙 感不淺 候、 今般 凱旋 一一 付、 不 取敢爲 御太刀 料金 百 五十 兩 下賜 

候 事。 

十月  行 


政 


官 


柬京城 日誌、 渡 邊涛履 

歴書、 井伊 直 憲家記 

〇 戸田 三 彌ハ百 五十 兩ヲー 一 百兩ニ 作リ、 高 岡三郞 丘ハ衞 以下 四 人 ハ百兩 二 作ル。 

〇 板 垣 退 助 事蹟 二 云、 十月、 奧羽 平定、 東京 一一 歸ル、 十  一 e: 、謁見 ノ上 天杯 下賜 被 仰 付、 尙ホ 行政官 ヨリ、 春 來久々 ノ 軍旅、 畫 

策謀 略 中 其 機宜、 東北 速 一一 平定 ノ功 ヲ奏、 ン候段 教 感不斜 候、 今般 凱旋 一一 付、 不取敢 御太刀 料金 三百 兩 下賜 云々 達 セラ ル C 

〇 渡邊淸 事蹟 二 云、 十月 廿日、 東京 二 旋ル、 十 一 月朔、 淸各道 ノ參謀 軍 監ト共 一一 、召-一依 テ皇城 二 到リ、 天顔 ヲ拜シ 感狀ヲ 

賜フ、 明日、 大總督 有栖川 宮モ亦 軍勞ヲ 慰シ、 濃 州 金道ノ 短刀 及 ヒ羽ー 一重 一 一疋、 縮緬 * 疋、 八 丈 浸 一 疋ヲ 賜フ。 

〇 井伊 直憲家 記-一 云、 十月 晦日、 東征 隊長 河 手 主 水 依 召 東京 行在所へ 參 朝、 奉拜 天顔 御 懇篤 之 御 慰勞書 拜聽、 御酒 看 

御太刀 料 下賜 候。 


各 通 


十月 十九 日 

十月 二十 六日 

十；^  二十 九日 

十 一 月朔日 

十 一 月 十九 日 


薩州 兵隊 

彥根 兵隊 

土 州 兵隊 

人 吉兵除 

藝 州 兵 除 


十月 二十 三 C1 

十 二十 六日 

十一！^ 朔日 

十一月 二日 


肥 前 兵 除 

大 垣 兵 隊 

大村 兵隊 

忍 兵 除 


十月 二十 五日 

十月 二十 九日 

十一月 朔日 

十一月 七日 


長 州 兵隊 

阿 州 兵 除 

in  土 頃 兵隊 

柳 河 兵隊 


久々 之 軍旅、 殊 二 苦 戰盡カ 之 段、 連々 被 聞 食 叙 感不淺 候、 此度 東京 御 駐輦之 折 柄歸陴 -ー 付、 不取敢 爲慰勞 賜 酒 看 候 事。 

但、 東北 一 先ッ 平定 一一 至ルト 雖モ、 前途 皇國御 維持 之 儀深ク 御 苦慮 被爲遊 候-一 付、 尙此上 紀律 嚴肅 二相 守、 誠 實ヲ旨 

トシ、 緩急 可遂 奉公 旨、 御沙汰 候 事。 

十 行攻官 

東京 城 日誌 1 島津 

忠義 以下 各 家家 記 

〇 達 W  ノロ、 各 家 記載 ス ル所、 日誌 ト 異同 ァリ、 今一 二日 誌 ニ從フ C 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 各隊十 巧 廿日 東京 著陴、 行幸 御駐輦 中-一 テ、 御酒 看 被 下、 大總督 宫樣 ヨリ モ 御酒 看 夫々 被 下、 同 

廿 八日 東京 出立、 十 一 月 晦日 國許 へ 凱 陴仕候 C 

〇 廣島 藩紀事 要領- 1 云、 十月 朔日、 我 兵 若松 ヲ發シ 、十 一 日 江戶ニ 凱旋 ス、 十 一 月 二日 歸廣ス C 

〇 戊已征 戰紀略 -ー 云、 十月 一 一十 五日、 三 中隊 東京 二 返ル C 

〇 鍋 島 直 大家 記 二 云、 十月 廿 三日、 鍋 島監物 へ 右 之 御 書付 ラ以 御酒 肴 下賜 候、 

拜 謁被 仰 付 候 節、 左 之 通 被 仰 渡、 

先般 以來奧 羽 之 賊徒 頻 M 猖獗、 奉腦 { 辰 襟候處 、今般 奏功 二 付 テハ、 肥 前 出兵 之輩不 容易 勉勵之 趣、 達 天聽 叙感不 

復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 二十 九日  =1 五 九 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十 《c  二十 九日  I 一一 六 〇 

斜候、 尙此上 國家之 御 爲可盡 忠誠 候 事。 

十 月  ， 

御 目 錄左之 通 

一 毛布 代金 千 贰百四 拾八兩  一 酒肴 代金 貳百兩 

以上、 

〇 井伊 直 憲家記 二 云、 十月 廿 六日、 依 召 東征 凱旋 之 兵士 悉皆 東京 行在所へ 參 朝、 奉拜 天顔、 御 懇篤 之 御 慰勞書 拜聽、 

御酒！^？：卜賜候。 

〇 蜂 須賀茂 韶家記 一一 云、 十月 晦日、 除 長 梯津守 上田 甚五 右衞 門、 東京 一一 オイ テ千種 殿 ョ リ右之 通、 御 書付 ヲ以被 仰 付 候 事 0 

〇 山 内 豐範家 記 二 云、 十月 卜 九日、 全軍 順序 ヲ正シ 、隊伍 ヲ 整頓 シ、 午 十一 一時 東京 二 入ル、 芝 增上寺 境内 安養 院ヲ以 テ本營 

トシ、 各隊 皆近邊 二分 屯ス、 同廿七 Ml 、舊兵 凡 五 百 三十 餘名、 束 京 ヲ發ス 、十 一 月朔、 東京 滞在 ノ我隊 、西 丸-一 被 召、 一統 天 

顏ヲ. 拜ス、 原註： 哪卅 日 御沙汰 ァリ、 曰，；.^ マ般 i 羽 平定 -I 付. 彼 表 ヨリ 致 S 成 陣候戰 兵-明 朔曰午 半 刻- 白 i へ 被 爲召候 St 被 仰 出、 但東 山道 

II ヨリ 進ミ シ 兵-一 限ル へ シ、 然ル -1 我 東 山道 ヨリ 進軍 ノ徒ハ 、旣ニ 國-ー 力 へ リ、 殘 ル處ハ 追加 ノ兵ナ レ ハ、 期 由 ir シカ 舊 丘ん 

一一 代 テ 皇居 へ 罷出ッ へ 二 曰表、£、^&,^ チ t ス。 

キ旨 再度 御沙汰 ァリ、 二日 移 f  ラ發フ 

〇 大村純 豕 記-一 云、 弊 藩 兵隊、 十月 廿 八日 東京 著陴、 十 一 月 二日、 右 之 御 慰勞ヲ 賜フ。 

〇 島 津忠寬 家 記 二 云、 一 番、 三番、 四 番隊、 十月 廿七曰 東京 二 凱旋、 十 一 月 二 曰 同 除へ 御 達、；; -,; 、書 七日、 一 番、 三番、 四番 

隊 東京 ヲ 發ス。 

〇 相 良 賴基家 記-一 云、 十 一 月 一 一日、 從 朝廷 除 長 御 呼 出 一一 テ、 宮樣 御前へ 被 召 出、 久々 之 出張 大儀 之 旨、 御手 自御 感狀被 

下 候、 右 之 通、 然テ 兵隊 中 へ 御酒 看 被 下 候 段 御 達 -1 テ、 御酒 一 一 樽、 御 看 歸拜領 之、 五日 東京 出立、 十一 一月 廿 六日 人 吉歸陣 0 

〇 松 平忠敬 家 記 一一 云、 下總 守兵 除、 十 g: 廿 九日 東京 凱陴仕 候、 十 一 月 四日、 行政官 ヨリ 隊長 御 呼 出 一一 テ、 御 達-; J:-;;y  、書 四 斗 

樽 四 挺、 暢四拾 連。 


〇 立 花鑑宽 家 記 二 云、 本 藩 兵隊、 十月 廿 九日 東京 著、 十 一 月 七日、 於 東京 公用 人 御 呼 出、 五辻 殿 ョ リ直 二 被 相 渡御 書取 如 右、 

^ 一十 五 連、 酒 三 樽、 十 曰 東京 表發。 

〇 柬 山道 戰 記-一 云、 十月 廿 六日、 吾 藩不殘 城内 山里 之 御馬 場へ 召サ レ候 間、 何等 ノ事 哉ト存 候處、 未ノ時 - 一至 リ、 忝モ 至 

f\ 一  龍 顔 ヲ拜シ 、尙 叙感ノ  an 勅宣 相 成 候閒、 何 レモ 感淚ニ 不堪、 悅伏再 四シテ 退出 ス、 是 ヨリ 翌廿 七日、 品川驛 ヲ立テ 

柬海 道筋 ラ西シ 、日 ラ經テ 十 一 月 十 一 日 大垣表 著 到。 

〇 東征 紀略 二 云、 十月 八日、 奥 羽 ヨリ 歸陣ニ 付、 不取敢 御 褒美 トシ テ、 隊長 初巳 下 於 御座 間 御 對面之 上、 御手 自被下 之。 


於 候 前 被 下、 


短刀 一 IB 

縮緬 二 段す 


縮緬 一段 ッ 


八 丈 i ッ 


右同斷 

復古 外 記 


薩藩總 括 島津 式部 


同 隊長 


同 監察 


同 半 隊長 

白 河口 戰記 第 十二 


鈴 木 武五郞 

"おず ノ  IT  .01; 

小 倉 壯九郞 

平 友 右衞門 

土 持 左 平 太 

河 野 四 郞左衞 門 

千 田 傳ー郞 

伊集院 直 右衞門 

奧春 輔 

三 原 平士ロ 

河 野 喜八郞 

明治 元年 十お 二十 九日 


相 良 治 部 

逢見 十郞 

野 津 七 左衞門 

钣野喜 之 助 

樺 山 休兵衞 

高 城 十 左衞門 

有 馬久八 

山 口 仲 吾 

兒玉 四郞太 

川 崎 政 右衞門 

戶近新 六 


篠 原 冬ー郞 

野 津七ニ 

大山 彌助 

肝 付 鄉右衞 門 

仁 禮 新 左衞門 

永 山 彌ー郞 

兒玉平 三 

奈良原 長 右衞門 

和 田 桑太郞 

一一 一六 一 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 


同 斥候 

十七 日 、奥 羽 ヨリ 歸陴、 不取敢 御 褒賞 於 御 側 被 下 之 C 

縮緬 一段 ッ、  薩州藩 


明治 元年 十月 二十 九日 

黑 木 七 左衞門 

吉川壯 之 助 

平 田 九十 郞 

濱田 源兵衞 


野 守 孫 兵 衞 

紀尾新 七 

北 原 藤十郞 

曾 山 喜 之 助 

今 北 求 馬 


六 


介 


薩州藩 二 川 主 

石 律義 

廿 一 一日、 奧羽 ョ リ歸陣 -1 付、 不取敢 御 褒賞 如 左、 御手 自被下 之。 

短刀  一  as  3-r 

縮緬 二 段  鍋島監 

縮緬 一段 ッ、  倉 町義ー 

伊東 精 

八 丈 一 段ッ 、  星 野 總右衞 門 

高 楊 市 兵 衞 

中島 彥助 

右 之 E 、下 村 安左衞 門、 松 井 太郞五 郞兩人 ハ 手 負 ，ー 付 病院 ，ー 在、 仍之、 同 兵 除 之 中代リ ，ー テ 頂戴、 

廿 四日 、奥州 ョ リ歸陣 二 付、 爲御賞 不取敢 被 下 如 左、 御參中 I 一  付參謀 ョ リ被 達、 

薩藩總 括 島 津左衞 門 同 伊 勢 


入江 兵 之 助 

公用  一 I テ 上京 

下 村 安 左衞門 

直 塚 孫 八 


短刀 

縮緬 ニ段ッ 


向 隊長 植 €： 内 記 

永 山 左 S 


大 迫 新 左衞門 

伊藤 四 郞右衞 門 


一一 一 六 一 一 

潛 居淸藏 

法 元 常 次 

成 川 平之丞 


重 松 善 左衞門 

松 井 太 郞五郞 

石隈兵 之 助 


志岐 正十郞 

絞 島 八十 郞 


八 丈 一段 同 半 隊長 

廿 五日、 奧州 ヨリ 歸陣ニ 付、 御 褒賞 被 下 如 左、 

總括 s レ モ 御手 目 六 被 下。 


大 島 爲左衞 門 坂 本 彥右衞 門 


短刀 1 , 

縮緬 二 

縮緬 一段 ッ 


八 丈 壹段ッ 


短刀 \  _ 

縮緬 ニ疋 

同上 


八 丈 

同上 


段 1 


復 口外 記 


彥根總 括 河 手 主 水 

同 隊長 貫 名 德次郞 

三 浦半藏 

田 中 與右衞 門 

西 村捨三 

同軍監 松居武 太夫 

後閑 新 之 助 

中 村 茂 平 太 

西 村 衆 之 助 

大垣藩 軍事 總裁 戸田 三彌 

同 軍事 奉行 鳥 居 斷 三 

同軍監 細 井準輔 

同 砲 隊長 河田忠 兵 衞 

中 島 武右衞 門 

小 出 五平 治 

可 村 忠 之 進 

白 河口 戰記 第 十二 明治 元年 十月 二十 九 一 


小泉彌 一 右衞門 

青木 十郞治 

堀 部 彌次郞 

小 西 信 左衞門 

今 村 彥四郞 

淺 見 三 左衞門 

上田 彥四郞 


三 浦 九 右衞門 

三 浦 省 右衞門 

石 黑 務 

久保田 松 之 進 

宇津本 駒吉 

木 下周吉 


チリ メンー 段 同總裁 高 岡 三 郞兵衞 

長 星 益 之 進 

戸澤 作 太夫 

淺野繁 之 進 藤 田 八郞 太夫 

牧 新兵 衞 酒 井 彌右衞 門 

津田 勇  脇 水 政之丞 

黑 田 熊 太 戶田 百 一 理 

三 六 三 


復古 外 記 白 河口 戰記 第 十二 


廿 六日 、奥州 歸陣ニ 付、 御 褒賞 如 左、 


短刀 一 一 


段ッ 


八 丈 一段 ッ 


短刀 一 

縮緬！ 段ッ 


明治 元年 十月 二十 九日 

大 浦 九 郞兵衞 


土 藩總督 板 垣 退 助 

同軍監 片 岡健吉 

伴 權 太夫 

同 隊長 祖 父 江 可成 

北 村長 兵衞 

西山榮 

日 比 虎 作 

吉 松 速 之 助 

小 南 猿四郞 

別府 彥九郞 

谷 神 之 助 

三 


長 州總括 椅 崎 

同 隊長 口 羽 

原 田 

同軍監 

田 中 ま 


兵 

良 


八 


之 助 

佐 久 間 左 間 太 


市 川 元 之 助 


高屋 左兵衞 

若 尾讓助 

山地 忠七 

山 田 喜久馬 

遠 藤 平八郞 

桑 津市兵 衞 

谷 ロ傳八 

平 尾 左 金 吾 

生 駒 富ニ郞 

有 地 品之丞 

木  英チ. 05 

熊 谷勘輔 

諫 早 熊 次 郞 


n 一六 四 

大塚瀧 五郎 


谷 守 部 

關 鵜 右衞門 

直 邊戒作 

二 川 元 助 

津 田 彌右衞 門 

谷 神兵衞 

吉本平 之 助 

衣 變武彥 

金子 寬十郞 

梨 羽才吉 


南部 直 之 進 

小 方 半兵衞 


右 於 御座 間夫々 被 下 之、 

廿ヒ： n 、於 御座 閒、 參謀、 下參謀 列座 -ー テ 、奥州 ョ リ歸陴 二 付 被 下 之 


八 丈 一段 ッ 

廿 九日、 歸陴 二 付、 御 褒賞 如 左、 

短刀 一 、 

襦子 貳疋ッ 

襦子 ニ疋ッ 


阿 州 隊長 

同 副 隊長 

大村藩 隊長 

同小 隊長 

同軍監 

同大 砲令官 

薩藩 隊長 


晦日 、奥州 


, 歸陴、 被 下 如 左、 

短刀 一 ， 

縮緬 一 疋 

綸子 ニ段ッ 

同上 


上田 甚五 右衞門 

武谷巨 介 

土 屋 善 右衞門 

柴 江 榮八郞 

中 村 平 八 

三 根 多 守 

野 崎 平 左衞門 


人 


6P  AIL 
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復古 外 記 稿本 

i  §  J  5  iaL 1  自明 治 元年 六 B: 十 日 

平 潟 口 歌 記 第一  至 同 七月 一一 士ハ日 

六月 十日、 大總 督府、 參謀正 親 町公董 I、 ヲ以テ 、奥 羽 追討 總督ト 爲シ、 木梨恒 準、 |£ ゃ渡邊 

淸 S ザ 〇 ヲ參謀 ト爲シ 、海路 ヨリ 兵 ヲ平潟 二 出ス、 iS&IS ま 

平 潟 、， 、常奧 咽喉 ノ地タ リ、 是 ヨリ 先、 奧羽鎭 撫總督 九條道 孝、 内 藤 政 養 一一 命 シ テ 之ヲ f フ シ ム 、旣 一一 シ テ、 jl^lt 、奧 

羽|ヲ 聯合 シ、 丘 i 城 平 -一 出シ、 ，ま § は藤麟 難読 ユ； 一 ま， r 平潟 ま 小名 濱、 きお 5 ち 棚 

§fm  e き， 五所 ヲ 分？、 ii 林 忠崇、 人 暴 等ノ箱 根-一敗 ルャ、 兵^ ヲ 率え 將： 一仙 臺ニ投 

. ン トス、 路、 磐 城 平 ヲ過ク 、安藤 鶴 翁、 請テ 湯本驛ュ 居 シム、 ilfw 幕府 兵 一一 一 百 許 人、 舰鍾 S 紐、 亦、 磐 城 平 一一 來, 

内 藤^ 是 一一 於テ、 常 奧ノ道 通 セス、 大總 督府、 乃チ薩 摩、 備前、 柳 河、 大村、 佐 土 原 五 藩 兵 一一 命 シテ、 海路 平 潟 一一 赴 力 シ ム 山 

ま 家  一！；；" 

藩 記、 立 花 鑑寬， 大村 

純熙、 鳥津 忠宽家 記 

十 一 日、 官軍、 江戶ヲ 發ス。 

是 B、l 正 親 S 董、 故 ァリ發 セス、 謀 木 梨恒 準、 渡 霧、 番隊 i ま？ H 大村娃 一に 險ー 、師、 佐 土 原 

葚む、 番、 三 藩 ノ兵ヲ 率テ、 品 川 港 二 抵リ、 一一 一邦、 富士、 飛隼 ノーニ 艦 二 駕ュ, 礫が ssi 泉 藩 老臣 賺タ 

人 本多忠 iMi ハ員詳 、十日- S テシ、 卿.^ 兵 Is 一」、 ハ ± 一 日ヲ以 テシ、 竝ニ铫 子 港 I、  二 赴 キ以テ 軍艦 ノ來 迎ルテ 待ッ。 

リ伸 家記慌 貧ヌナ ラス 4』 I も、， i 十六/  S 

复古外 記 卒潟 ロ戰記 第一 明治 年 元 六月 十 • 十 一日  一一 一.^ 3 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 明治 元年，： ハ月 十六 日  一 I 一七 六 

1; 山  一 # 记  . 

立 花 鑑寬家 記 

十六 日、 官軍、 平 潟  一！ 至リ、 兵ヲ 部署 シテ、 諸ロヲ 阨ス。 

三 艦、 平 潟 港 へ. 著、 端 舟爲手 常、 數名 雄 き 脚 船 一一 テ、 先、 上陸 ノ賦 一一 テ漕寄 候處、 仙 臺兵除 諸 所 相 同居 候、 

上陸 ノ段申 聞 候處、 隊長 ノ差圖 有 之 迄、 相 待 候樣申 一一 付、 押テ 上陸、 土地 ノ 者へ 舟 手 常 相 達 候處、 除 長 ノ 差圖ナ クテハ 出來 

兼 候 段 申出、 時刻 モ 相 移、 追々 兵 除 取 卷候樣 子 -ー 付、 尙叉、 土地 ノ者 へ 舟 手 常 致 候樣、 意 氣强相 達、 本船 三 小隊 ョ リ、 斥候兵 

各 一 分隊 ヲ脚船 一一 乘込セ 、陸地 ノ 方、 舟手當 モ 出來 シ 、丘 ハ隊繰 卸 候處、 丘ハ威 一一 恐 レ 候 哉、 贼 ノ丘 ハ隊、 何方へ 力 引取 候、 夫 ヨリ 

丘ハ除 揚陸、 常隊 II、 一  ハ 關本、 中村ト 云、 水戶 街道 棚 倉 口 相 固、 十一 一番 隊 " 奥州 關田ロ 九 面 村、 一 一番 隊 1、 ハ 同名 古 曾關ノ 方、 

大 村 藩 ハ 濱手 ノ方、 水戶 街道 相 固 候 C 戰 P 

某、 零！ 孰、 21  ，《げ 〇 冲村 藩. r.k§ 一一 一一 口 § 、對馬 守 〇 磐 城 平 藩 JTJi-l^fev 、長壽 磨 〇 湯長谷 藩主、， 1>- \ク.£1、1己 能 登 守 0 

cil ネ g"fKtT2i^  、王、 食 封 六 萬 石、 ま 8 倡 stK 主、 食 封 三 萬 石、 产藤©養 食 封 一 萬 五千石、 才多 忠紀ぎ ま 主て 

II ヒノ 老臣 ヲ平潟 二 召ス。 

官軍 著 艦 二 付、 御 ffl 有 之條、 重臣 ノ者、 急速 平 潟 港 へ 可 指お 旨 御沙汰 候 事。 

刊ぼさ 一 = 

是時、 仙 臺兵槃 城 平 一一 在リ、 故 ヲ以テ 、四 家 老臣 皆 至 ラス 。き 終 10 

〇 本 多 忠伸家 記 一一 云、 奧羽 追討 トシ テ參 謀渡邊 淸左衞 門、 木 梨 精 一 郞、 官軍 ヲ率 ヒ 、平 潟 一一 著 港 ス 、 敝藩 番頭 星 野 厳、 平ナ 

沛越井 保太郞 嚮導、 平 潟 二 達シ、 命 ヲ奉シ テ泉館 二 來リ、 四 藩 平 へ ノ御達 f 出ス、 卽チ三 藩へ 急使 ヲ以テ 配達 

ス、 卽：《、 重臣 平 潟 へ 出頭 セ ン 卜 ス 、 是時、 賊軍 旣 一一 湯 長 谷 へ 先鋒 局ヲ 設ケ、 仙臺ノ 除將柴 ffl 中務、 古田 山 三 郞及ヒ 林 人 

渡邊 等、 盆、 一一 一藩 ノ 出兵 ヲ促 シ 、專ラ 威力 ヲ 以テ 、諸 藩お ヲ 煽動 ス、 故ヲ 以 テ 事 行 フ能 ハス 、謀 施 ス能 ハス、 藩 論淘々 、 藩 

士 松 井 秀簡、 國事ヲ 憂 テ自ヌ ス、 而シテ 忠紀 儀、 名分 順逆 ヲ 誤ルヲ 恐懼 シ 、湯 長谷ノ 管下、 高 野 村 へ说ス C 


.91 纏 家 記 -ー 云、 是期、 敝 藩人數 小名 濱 -ー ァ リ、 糞 谷 陣屋 ハ 、先達 チ mas ト爲 ント 乞ヒ、 直 二 來ル、 賊 

I 哉、 きー不 BI 之 二 從フ、 于時、 政 養 幼弱、 i ヒ 豪 共、 名分 順逆 ヲ誤ル ヲ恐レ 、先達 テ囊ヲ シテ、 領分 高 野お ニ脫セ 

、殘 兵、 僅 一一 居 館 ヲ守ル 折柄ナ レハ、 i 紛々、 或 ハ賊關 ヲ脫シ 、政？ 北ハ 一一 平 潟 一一 歎訴 セント 云、 或ハ 重臣 閒道 ヲ得テ * 

歎訴 御請 ス可 シト 云、 皆 好機 會ヲ 得ス C  一  S  、1 一、， ー ..^1^ 

〇 駕 読 I 二 云、 士ハ 曰、 常 州 平 i ヱ、 軍艦數艘 來テ、 上陸 ノ 報知 ァリ、 則チ兵 I ァ之 ニ備フ ，一 4" ノ t 益减 

少、 要地 ノ戌兵 一 一充 ルー 一足 ラス C 

し丄 .E や 一- 1 

〇 參謀、 三 邦、 飛 隼 二 鑑ヲ铫 子 港 一一 遣 シ 、備 前、 柳 河 二 藩ノ兵 ヲ迎フ つ 編 記 . . 一 

十七 日、 官軍、 賊ヲ關 田 二 破ル。 

—七日 早 巧 九 面 村 拾 貳番隊 ト 交代、 11」 諸 所 斥候 差 出 候處、 關 m 村邊へ 騎馬 三騎、 物見 ノ姿ト 相 見、 出張 ノ m 一一 付、 遠 

,0 差 出.^ 處、 十字 頃 ヨリ 追々 賊徒 寄來候 一一 付、 左 半隊、 濱手 ヨリ 野 岡へ 分配、 賊ハ 巖チ循 トシ 發砲 候-一 付、 之 一一 應シ 烈撃ノ 

處、 遂 二 致螯？ 、新 s.i 追討、 右半隊 尸 、九 面 村 H リ閒 道ラ傳 ヒ 、名 古甚路 へ 進 候處、 最早、 賊 パ 關ヲ越 テ案候 

ュ 出逢、 互 ニ及發 砲、 又 分隊 シテ、 賊ノ潢 ヲ擊 ント、 關ノ 左-一 掛 重、 賊徒 一 小隊 計、 案 候 ヲ砲擊 ノ央、 棚 倉 口 相 露 候 

一 一番 隊モ繰 出來、 俱 一一 進撃、 暫時 一一 シ テ 賊徒、 彈藥 兵粮 ヲ打捨 敗走 候ヲ、 一 里餘 追討、 新 町 一一 テ兵除 引 纏、 此 B 戦死  一 ノ 

、手 負 三人 tsi!ss;^^l 生 柿 一 人、 Mil 

は ひ-、 仙 is 千 i;^ まり； 助 i 、都』。 百 r 人 計、 押霍 二 せ、 薩 州拉敝藩 人 I 出 候得 共、 賊徒 旣 . I、 遙 -ー 

§E  口 へ レ 循ヲヌ さ、 薩兵、 勿 來關邊 山上 ョ リ相 進ミ、 海 濱ノ官 道 二 ハ 、 賊兵七 八 名、 巖ヲ 小循 トシ 發砲 ノ央、 薩兵、 敝藩 

大砲 隊モ繰 出シ、 野戰砲 五六 發ヲ機 トシ、 薩兵共 一一 正面 ヨリ 相 進ミ、 賊兵、 野戰 砲、 小 銑 打 交 放 發候得 共、 ー步モ 不留、 ー氣 

直 人ノ處 、賊徒、 小榍 ヲ棄遁 f  、敝藩 手 負 一 人、 討 取 賊徒 十 一 人 ii 雄 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 十七 日  三 七 七 


復古 外 記 ： 牛 潟 口 戦記 第一 明治 元年 六お 十八 • 十九. 二十。 二十 一日  一一 一七， > 

〇 仙毫藩 記-一 云、 十七 H  、文 左衞門 一 小隊へ、 泉 藩 半 小隊 、遊撃隊 人 勝 太 郞等ヲ 合テ、 關田迄 繰 出、 勿來關 ，ー 屯シタ ル 官軍 

へ 討 カケタ リシ 一一 、官軍、 海中 ノ 軍艦 ヨリ、 頻 一一 破裂 彈 ヲ打込 タル 一一 付、 人 見 等 裏 崩 レ 致 シ 敗走、 文 左衞門 パ 湯 長屋 迄、 勝 

太郞 ハ平ノ 方へ 引返、 東 奧海邊 ノ合戰 、此所 ヨリ 始リ申 候、 此時 討死 七 人、 卒、 手 負 一 人。，、 

〇 林忠崇 私記 二 云、 十七 日 拂曉、 諸 隊約ノ 如ク進 擊ス、 我 軍殿シ テ 進行 ス、 仙 兵 振 ハ ズ、 人 見 勝 太 郞驅テ 進 マ シ ム 、遊撃隊 

ノ内 一 隊、 仙 兵 ヲ牽テ 、平 潟ノ後 m 一一  進ム、 敲旣 一一 兵 ヲ配テ 待 居 タリ、 互 二 發砲ス 、暫時 戰ヒケ ルカ、 仙 兵 裏 崩 シテ、 遂 二；^ 

走 セリ、 此時 mffl 某 |^^戰死ス ト云、我軍關田驛迄進行、晝九ッ時比 二 至リ、 味方 ノ諸軍 崩 掛リ、 敵兵旣 二 追來レ ハ 、我 軍、 

關 m ノ 松原 一一 散布 シテ 居タ リシ 一一、 仙 兵、 平 兵等彌 崩立チ 、遊撃隊 ノ 輩止レ 聞 カス、 人 見等大 一一 愤リ、 來リテ 我 軍 一一 說テ 

云、 君等此 二 在テ 、斯 ル弱 兵ノ爲 ユカ ヲ盡ス ト雖モ 、何 ノ益カ ァ ラン、 如 カス 、速 ニ會津 二 到リ、 共 二 力 ヲ戮セ ン 二  C トテ、 

頻 二 引 揚ノ事 ヲ勸ム レハ、 遂ェ 諸 軍ト共 二 引揚 タリ、 敵 兵、 勝 二 乘テ追 來リ、 關 田ノ邊 一一 テ和多 田 貢、 丸 一一 中リテ 斃ル、 澤 

六 三郞首 ヲ收テ 歸リ、 夜半 -ー 到リ、 平 城 迄 引揚タ リ。 

十八 B  、官軍、 賊ト植 田 11 戰フ。 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 大江文 左衞門 一 小隊、 平 藩 一 小隊、 林昌之 助手 一 一十 餘人、 新田 宿 へ 繰 出、 山手 へ 胸壁 テ構 へ 、防 戰ノ 用意 セ 

シ 二、 宵 軍 餃川ヲ 渡テ、 植 m へ 押 寄、 討 合 初 リタ レ トモ、 官軍、 無 程 引 揚相成 申 候。 

十九 日、 賊兵、 笠 間 藩 管 地 111、  ノ 守兵 ヲ 遂 フ 。 

奥州 磐 城 郡 神 谷村陴 へ 、本 月 十九 日、 賊徒 押 寄、 平 藩 一 人罷越 、陣屋 明 渡 候樣及 暴談候 付、 少人數 二 テ 難敵、 一 先、 同郡藥 

王 寺 村 二 潛居罷 在 候 

二十： 11、 備前、 柳 河 二 藩 兵、 姚子港 ヲ發シ 、是 曰、 平 潟 二 至ル。 II 

二十 一 曰、 備前 兵、 關田ニ 陣シ、 大島ヲ 巡邏 シ、 賊 ノ哨騎 一 名翅 I 姆き、 ヲ擒 ニス、 細， 德川 脫兵大 


代 某、 |i 一一  藤 軍 一一 降ル。 ii 

二十 二日、 官軍、 賊ト添 野 二 戰フ。 

一 u.f、 私領ー 一番、 植田 一一 赴ク、 私 5 番隊、 遊軍 險及 ヒ備前 兵來リ 會ス、 進 テ餃川 ヲ渡リ 、添 野ノ賊 丘" ハ、 ヲ擊-、 ノ  1 


t ス CIS 應 5^ 

走ノ， SK 


一十 四日、 官軍、 賊ヲ 八幡 山 ニ破灭 C 

一 一 I 四 B 朝 七 字 後、 植星 -ー テ砲聲 盛 二相 聞へ、 煙 焰雙、 賊徒壟來之趣 報知 有 之、 平 潟滯 在 之 諸 藩 へ 通シ 置、 直 -ー 關田宿 

ョ ；繰出 Ii 徒 共、 大島、 植田之 一 一 ケ所ヲ 放火 二 及 候 折柄驅 付、 嚴敷撃 立 候處、 賊兵 引揚、 植田村 要地、 八幡 I  二 テ抗 

II 共、 まク擊 散シ、 |死慯 不少、 新田 之 方 へ 讓候處 、尙 ills  二 付、， 相加リ i 藩、 柳" 佐 土 原、 ナ 

村 等 之 人 數諸共、 攻撃 激戰 致 シ 候 |、|被慯 モ 不少： 晚旦！ ひ ノ  ^^u^^^^k^ 


分 レ 一一 相 成 中 

m 藤 左 衞 門 . 武 久 K  一  一  ！ 郞 、 伊 原 郞 、 黑 田 lii^ 

l£、3-i 知 迸 芳吉、 鎮砲師 石 井拢七 〇 岡 山 藩 記 

一 一 4.a 曰、 九 面 村 へ S  致 til 、關田 揮 1， リ、 賊兵 絞川ヲ f  、植田 、音 宿 一 i 所 放火、 擎 -ー 及候 

段 報知 有之、 爲應援 簾、 大 I 押 行 候處、 植田宿 -ー 當リ砲 聲相聞候 -ー 付、 川 ヲ越シ 養、 賊徒 八幡 山 -ー 取 登リ、 備 藩ト戰 

爭央 故、 卽人數 押出 シ、 直 二 砲發、 鬨 i ケ、 山上 二 押登リ 候へ ハ、 賊、 散 亂山ヲ 越へ、 添 野 民家 少々 放火、 新田 ノ 方へ 敗走、 

然處、 備： s-l、 新田 坂 ほ 4ffr レ f 下 邊へ差 出？、 賊兵 山上 ヨリ 致 砲發、卽致應援 吳 候樣申來- 早速 人 數繰 出 

シ、 丰象ハ 左 ノ峯ッ タイ ， 登リ 、一町 半 位相 隔リ、 藝霞、 半隊ハ 本道 ヨリ、 新田 坂 下 一 町半位押詰 、及 I 敗 

丘、、 U 上 ヨリ 大小 i 敷 打 卸、 備前、 柳 川潘、 左右 山 二 取登 リ、 攻筆時 位 モ烈敷 致 接 戰候處 、賊、 砲 聲漸ク 相 絕候 處、 I ョ 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 二  •  二十四日  三 七 九 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 四 日  三 八 0 

リ 引 ノ 令 #：1\1 、 ，ダ ^ ,  d _  一 I 、 半 隊畏堀 孫 六 、 後遂 -1 死ス、 兵 

pir  \  ，1\  V- ブ f^;-s^f- 弓お ま l>:p ま ニノ  士， g 山 as 十郞、 〇 慶應 出軍 戰狀 

一 一 —四日 朝 五 時 頃、 賊、 大島、 植 H ヲ 放火 シ、 備前 追討 中ノ 趣、 註 進 仕 候-一 付、 一 小隊 且砲隊 、絞 川 迄 相 詰、 備藩、 薩藩 一 同、 

川 ヲ越相 進 候處、 賊兵、 石 塚 村 山上 へ 引揚、 近 村 山々 一一 テ相支 候 二 付、 撗擊仕 候處、 賊兵、 戰且 退、 添 野 村少々 放火 シ、 岩野澤 

ョ リ放發 候 二 付、 人 野澤邊 ヨリ 進 ミ攻擊 仕、 賊、 次第 二 退、 山鳥 驛 ヨリ 相 支 候 -ー 付、 叉々 橫擊、 賊丘ハ 、松 坂、 富士山 邊 へ 引退 候 

-ー 付、 諸藩 i 同 引揚申 候。 

〇 林忠崇 私記 一一 云、 一 一 卜 四日、 湯 長 谷 一一 屯セ シ 一一、 朝 辰ノ刻 ヨリ、 味方 一 一手 二分 レ、 植田宿 一一 侵入 ス、 我 藩 兵、 遊 擊除竝 平 藩 

ト共 一一 、街道 ョ リシ 、純 義除竝 遊 擊除ノ  .2、 山手 ヨリス、 今日 ハ 、八幡 山 二 テ敵ヲ 引受 ントテ 、純義 半 小除ヲ シ テ守ラ シメ 置. 

植田驛 迄 進襲シ ケルエ 、敵、 一人 モ 見へ ス 、唯 線 一一 、番兵 杯居タ リ シ 二 ャ 、食 具拉 ケ ッ トノ 類、 少々 殘居タ リ、 驛長可 某、 敵 二 

通ス ルトテ 、純 義隊ノ 輩、 其 家 二 火 ヲ放チ 、遂 ニ驛中 一 般ヲ燒 立、 暫時、 此 -ー 躊躇 シタ リシ 一一、 敏、 旣 二 八幡 山ヲ攻 擊シ、 砲聲 

遙 一一 聞へ ケレハ 、藩 兵 、遊撃隊 ト共 二 案 S ヲ求 メテ、 八幡 山 二 向フ、 行コ ト緩ー 一四 五町 二 シテ、 案内 ノ者 何 へ 力 立 去、 敵 丸 何 

方 ヨリ 力 飛 來リ、 味方 大 一一 散 亂シ、 遂 二 街道 迄 引揚シ 二、 程 ナク敗 丘 ハ悉ク 集ル、 藩 兵 、織-一十 有餘名 ナリ、 则チ、 新田 峠ノ麓 

マ テ引揚 、此 一一 テ純義 除ノ敗 丘ハ、 八幡. E ヨリ 引來ル 一一 逢フ、 戰 爭ノ樣 ヲ尋ル 一一、 半 小隊 ノー  テ 守 居タ リシ 力、 敵軍 進 來リ、 暫ク 

打 合 シ 一一 、彈 藥悉ク 盡キテ 、援兵 ナク、 遂 一一 敗走-一 及 ヘリ ト云、 扨 又 藩 兵、 新田 峠 一一 登 レ ハ， 、 味方 固 ク守テ 待居タ レ ハ 、 兵 意 

大 一一 安シ、 未ノ刻 過、 兵粮 ラ用 居タ ル 一一、 敵軍 次第 二 追 來リ、 互 一一 砲戰始 リケレ ハ、 我 丘 ハモ 各所 一一 配テ發 砲ス、 暫時 一一 シJ^、 

_ ^軍漸 返 ク、 是 ヨリ 摅軍、 遂 一一 平 城 迄歸陳 セ リ C 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 一 ー.^四日、拂曉、風雨 二 乘シ押 寄 候 一一 、番兵 而巳 一一 テ 、官軍 旣 一一 引揚和 成、 一 人 モ 不 見得、 餃川ヲ 渡 リ大島 

二 至リ、 此邊 放火 シ 、八幡 山 二 登リ、 兵粮 ヲ遣 ヒ シ 一一 、官軍、 川 ヲ渡テ 、山 下 ョ リ襲擊 、互 二 發砲、 新田 山 迄引タ リシ 一一、 官軍 

ョ リ 尾擊セ ラ ルー ー侬テ 、仙 兵不 叶、 引揚& 候、 此時、 平 藩 四 人、 德川純 赣隊ー 一人 討死 有 之 候 得 共、 姓名 等 不詳 候。 

〇 相 馬誡胤 家 記 二 云、 廿 四日、 平 潟 上陸 ノ敏、 巳 一一 勿來 一一 逼リ、 泉、 平、？ ii 長 谷 等ノ小 藩、 危急 一一 迫ルヲ 以テ、 在 i- ノ山藩 ヨリ 


-a,  /  、匕 、F お， 一 g  二〕 隊長 堀內 大蔵  >  番頭 立 野 與次右 衞門〔^, 田 、せ" 

爱兵ヲ ス、 4- ラ暴ス 、一隊 長 二 命シ、 部下 ヲ率ヒ 出陣 セシム 此日 平 城 ニ至ル 衞，、 軍 司 草 野 半右衞 門、 軍 目 富田彦 太夫 軍 

lis 附卒 ii、 

一十 八日、 官軍、 泉 碑 1§ お ヲ取リ 、新田 阪砲臺 ヲ拔ク 、是 日、 賊艦來 テ平潟 ヲ襲フ 、少時 引 還ル。 

1 不人ョ 曉七ッ 時、 各藩 人数 平 潟ヲ繰 出、 i 二 テ 相揃、 兩道 二 別レ、 當隊、 li 、一  士 一番 隊、 備前、 大村藩 ハ 濱手 ヨリ 泉、 

磐 成、 平 へ 、佐 土 原、 柳 S  ノ兩藩 ハ 、重 谷、 磐 城 平 へ 進 擊ノ賦 一一 テニ 同 繰 出、 濱手 先鋒-一 一番 謹 軍、 量 七囘邊 一一 テ 、 賊兵 

ト及砲 fl 知 有 之、 迅籠軍 ノ處、 泉 城下 入口  二 テー 一番 險 -ー 追 付、 一 一番 隊 ハ 大手 へ 相掛、 I ハ攀門 ヨリー 番 ュ ^ 

11 モ I ヨリ 同時 -ー 押入、 陴舉 致探 裏 へ 共、 囊、 狼置去 候擎 ニテ 二人 モ 不居、 兵糧 藥打 捨有之 

,5"|| 居候 處、 8 谷 口 へ 相 掛候 佐 土 原、 柳 河ノ兵 除、 If 候 擎 二 テ、 新田 峠ノ方 二 テ、 砲 i シ ク相聞 候 二 

應援、 泉 ヨリ 新田 峠ノ 方へ S  、士 一番 隊 ハ 山手 ノ 方へ 、當隊 ハ 新田 宿 へ 進入 ノ處、 爰モ 唯今 迄、 賊徒 屯 集ノ擎 二 テ、 

彰 按 -1、^ 義象拉 仙臺、 磐 城 平、 中 村、 棚 倉 等ノ宿 札、 家 毎 二 有 之、 荷物 彈藥等 モ打捨 有 之 候 一一 付、 宿 2 探索、 新田 峠 下 迄 押 

詰候％ 峠 鼓 左方 ノ 山上 ョ リ、 賊徒 砲發 是 -ー 應シ、 良久 及戰爭 候、 士 一番 隊 尸 山上 ョ リ賊 ノ撗ヲ 突、 佐、 

相：^&、當隊 ハ賊背 -ー 出、 三方 ヨリ 烈敷砲 擊ノ處 、賊、 終 二 致 散亂候 -ー 付、 泉陴屋 へ 兵隊 引揚、 是日戰 死 ニム 伊 左 衞，、 二番 隊 

植村傳 手 3r 人、 十 二番 隊岩城 ほゾ. g^、  t 八 人 打 捕 申 候、 又私領 二番 隊ハ、 當日 先鋒 前 一一 テ、 一 分隊 爲 斥候、 梳田 ヨリ^へ 踏 

- 、幅 一 一間 一"^ 落シ有 之、 難 致 通行 候 付、 近 邊之家 ヨリ 梯子 一 亍持 越、 川へ 掛ケ、 夫 ヨリ 追々 齧、 諸所賊巢 致 

探索 宾處、 七 曲ト申 侯テ、 別テへ Jffi 之 坂 有 之、 右 之 所へ 屯 集 之 由 承リ、 道 之 儘 相 進 候處、 坂 之 半 腹 二 至リ、 賊徒、 火砲 居 付 相 

堅き 付、 半隊 ハ 道 墨 ：翁 、半隊 尸 11^1 ヒ 、吐 f 揚、 烈， III、 大小 砲 打捨管 候 付、 S へ 簾ィ 

タシ： K 處、. お 手 之 方、 小高 キ所 ヨリ、 大砲 打掛候 付、 私領 二番 隊、 半隊 一一 分チ、 一手 ハ濱 手、 一手 ハ山 ヲ乘 越、 雙方 ヨリ 致砲發 

候處、 是亦 大砲 打 捨逃去 申 候 付、 追討、 旣 一一 泉 城下 一一 テ吐氣 ヲ揚、 私領ー 一番 隊 ハ 大手 門 へ 向 候 得 共、 扉 難 押 破 候 付、 門 脇窓戶 

s< 古 外 記 平 潟 口 幾 記 第一 明治 元年 六月 二十 八日  三 八 一 


復古 外 記 平 渴ロ戰 記 第一 明治 元年 六月 二十 八日  = 一八 二 

連子 切 破、 夫 ヨリ 這 入、 大門 ヲ明、 同勢 押入 候 得 共、 賊ハ都 テ逃去 申 候、 gjl 

曉四字 進發、 一 一 手 一一 分レ 、藝 州、 備前、 大村、 因州ノ 兵隊、 濱手 泉ノ城 一一 向 ヒ 、柳 河、 佐 土原ノ 兵隊 ハ 、 山手 新 H 坂 ョ リ 湯長ハ 

一一 向ヒ、 相 共 二 磐 城 平 ヲ攻ン トス、 先、 新田 坂 二 至ル、 賊、 山上 ノ 要地 一一 據リ、 砲 臺ヲ數 所 二 設ケ、 烈シク 统砲テ 發射ス 、我 砲 

隊ハ 本道 ヨリ、 正面 ノ砲臺 一一 向テ放 擊シ、 銃隊 ハ左ノ 山手 ヨリ 進？、 柳 河 藩ハ右 ヨリ 進ム、 銃隊、 左ノ山 堤ノ道 ヲ廻リ 、奮戦 

激鬭、 遂 ニ砲臺 五所 ヲ奪ヒ 、銃隊 死力 ヲ盡シ 、山上 二 攀登リ 、敵ノ 背後 ヲ衝ク 、賊 敗走 ス、 是日戰 死 一 人、 手 負 三人、 

^JSKIi-lsf 介 1 是日、 賊船、 平 潟 へ來リ 砲擊ス 、平 潟 守備 甚微 ナリ、 病院 掛或 ハ 病 者 夫卒等 防戦、 賊船、 遂 一一 去 ル、^ 

忠寛 

1-  一一 一一 C 

賊、 新田 坂 へ 臺場ヲ 構、 發砲候 一一 付、 佐 土 原 藩、 大砲 ヲ 正面 一一 進メ、 敝藩 一 小隊 相 進 、攻撃 相始、 暫時 對戰致 候 得 共、 賊、 

險 二 據相支 候 -1 付、 右山 手 -ー 進橫擊 仕、 鑌テ 一 除 Is, 相 進、 佐 土 原 藩 銃隊、 敝藩 一 隊、 JgS 驾 左 山手 -ー 相 進、 又 一 隊、 f 轉、 

中央 ヨリ 相 進攻 擊仕候 得 共、 急 一一 不破候 一一 付、 諸手 一 同、 正面へ 合擊仕 候、 其 節 泉 攻撃、 薩藩ノ 應援モ 有 之、 忽チへ J ヲ捨敢 

走、 討 取 分 取 多分、 生 柿 一人、 駭？. 敝藩手 負- K^. 人、 钟、 隊小司 I ぜ 駄贿 gll_gg、 又 九ッ時 過、 平 潟 沖へ 賊船 三艘相 

見、 平 潟 ヲ向發 砲 仕 候 間、 直 二人 數橾出 申 候處、 薩州藩 三人、 大村薩 一 人、 佐 土 原 藩 一 人出 合、 一 同 申談、 參謀 出張 先へ 註 進 

仕、 尙所 々 へ 手配 仕 居候 處、 賊船 ョ リ頻 一一 砲發 一一 及 候 得 共、 何 レモ 小 銑而已 一一 付、 兵隊 ハ 成 丈 伏 置、 上陸 相 待 候處、 八ッ 頃、 

其 儘 岩 城 \ 一方 へ 退 船 仕 候。 鼓絲 1 

〇 本 多 忠伸家 記-一 云、 官軍 大擧、 一 ハ 海岸 通リ泉 館ュ 逼リ、 一 ハ渡邊 驛眞坂 山-一進 ム、 是時、 藩 兵 過半 高 野 村 二 ァリ、 殘兵、 

敢テ 王師 ニ抗 セスシ テ、 隣 境 二 脫ス、 是 二 於テ、 薩州ー 一番 隊討 入リ、 落 館ス。 

〇 林忠崇 私記 二 云、 我 丘 ハー 一 除、 新田 驛 二 屯 戌 セ シ 二  、朝 五 ッ 半時、 新田 峠 ノ戰作 ル、 我 兵 山 二 上 レハ、 純 義隊守 居タ リシ 力、 

諸君 此 一一 來ル幸 ナリ、 我輩 別 二 應援ス へ キ所 ァリ、 暂ク 斯地ヲ 諸君 ニ託セ ン ト、 我 兵 代 リ守ル 、地 利 惡キヲ 以テ、 前面 ノ岳 


二 登 リニ 朱ノ松 ラ 小循ニ 取リ、 暫ク砲 戰シタ リシ 力 V 敵 兵、 後 二 出 ルノ機 ァリ、 S テ、 兵ラ 本路ノ 左右 二 伏 セテ、 猶暫打 4  口 

シ 二、 仙臺其 外山ヲ 守ルノ 兵、 イツ 力 守 ヲ棄テ 引退 キ、 我 兵全ク 孤立 トナル 、敵 兵 次第-一 寄 來リ、 纔十 五六 閒ニ詰 省セ、 後ノ 

凌 ヨリ モ發 砲ス、 我 兵 前後 敵 ヲ受ケ 、飛 丸恰モ 驟雨 ニ異ナ ラス、 此 所ニテ 大野 禱十 郞、 禅 ヨリ 胸ヲ 打 莨、 其儘斃 レ タリ、 お 

t 兵、 峠 ノ西下 リロ 迄 引揚タ レ ハ 、敵軍、 已 一一 新 m 驛 二人 替 リ、, 端 ヨリ 頻リ 一一 發砲 シケ レハ、 味方 彌崩テ 、路傍 ノ裳中 二 

潜伏 ス、 此時、 小幡直 次郞、 左ノ ニノ 腕 ヲ打ル 、本 路ハ 悉ク敏 一一 取 切 ラレ タレ ハ、 曰 ノ暮ル ヲ待チ 、思 ヒ思ヒ 二人 跡絕 タル 山 

野 ヲ歩ミ 、翌廿 九日、 平ノ城 一一 歸 レリ" 

〇相 馬 誠 亂家記 一一 云、 廿 五日、 我 藩 先鋒 武野方 保、 半 野 義重ノ  二 小隊、 仙、 泉 兩藩及 ヒ純義 隊ト新 m 驛 一一 會シ、 各所 ェ配 兵ス 

ト維 モ、， 敝來 ラス、 此 一一 止ル三 月、 廿 八日 牛 前 八 時 頃 、敵、 本道 及 ヒ西東 ヨリ 靈來リ 、將 一一 新田 一一 迫ン トス、 僅ニ武 K 半野ノ 

二 小隊 ヲ以テ 、要害 ノ 胸壁 二 據リ、 大小 砲 ヲ以テ 防戰ス 、敵 兵、 山 谷 一一 散布、 激發 當ル可 ラサル ノ勢 ァリ、 加 之、 ^  、^リ^ 田リ、 

藤 ケ淼ノ 仙 共 ヲ破リ 、新田 驛ノ背 一一 出テ夾 擊ス、 我 兵、 頗ル 苦戦、 遂 一一 支 ル能ハ ス シテ返ク、死者四人、八郞、.^!野田虎四郞、 

募 者 一 人、 J 晬^ 是日、 別 二 大建 信義 ノ 一  小隊 ヲ、 sg: 南 泉 田 村 二 出シ 、泉 ノ敏ヲ 报ク、 夜 ュ入リ 、富 田 髙照ノ 一  小 

除 ヲ遣リ 、之 ヲ援ク C 

二十 九日、 官軍 路ヲ 分チ、 一 ハ湯長 谷 城？ 11 漫ヲ 拔キ、 進テ磐 城平ヲ 攻メ、 一  ハ中ノ 作 ノ賊ヲ 

破テ、 其 運 糧船ヲ 奪フ、 是日、 賊艦、 復 平潟ヲ 襲フ。 

拂曉、 備前 兵ト共 二三 阪 口へ 進擊、 賊、 要地 二 據リ防 戰ス、 宫 軍 、攻撃 甚勗ム 、賊、 遂ニ 破レテ 走ル、 退 テ湯長 谷 ヲ保ッ 、急 二 

進テ 搦手， 一迫 ル、 備 前兵ハ 大手 テ攻ム 、共 二 奮 戰シテ 之 ヲ拔ク 、大砲 四 門ヲ獲 タリ、 時士 一字、 糧ラ 喫シ、 一 字、 將ニ 平城ヲ 

攻ン トス、 賊、 湯 本驛ヲ 放火 シテ、 官軍 ノ 進路 ヲ絕ッ 、諸隊 、間道 ヲ經テ 進ム、 賊、 堀 坂ノ險 ニ據テ 防戰ス 、官軍、 本道 ヨリ 砲 

聲齊シ ク發ス 、銑 兵 一 隊、 山ノ 手へ 廻リ、 岩ヲ攀 チ險ヲ 越テ、 賊ノ撗 ヲ擊ッ 、賊 兵、 潰走 ス、 味方 踊躍、 平 城 二 迫リ、 烈シ ク攻 
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擊、 賊亦 能防戰 ス、 然 一一 濱手 官軍 來 X 曰 セス、 夜 深更 一一 及ヲ 以テ、 湯 長 谷 一一 班 旋ス、 是日 重傷 一 一 名、 餅體麵 I ハ濃 s、 

律忠寬 

家 記 

1 一十 九日、 薩、 大村兩 藩、 濱手 二 向 ヒ 、山手 之 方 手薄 之 趣 相 聞 二 付、 柳、 佐兩藩 へ 爲應援 、常 藩 I、 一  手相 加 リ、？ jl 長 谷 へ 馳向 

ヒ候 心得 一一 テ、 新田 村 へ 致 進軍 候處、 昨夜、 賊艦、 平 潟 港 へ 壟來ノ 報知 有 之、 柳 川 藩 ハ 、同所 警衞 トシ テ引揚 、佐 土  藩 一 手、 

新 S 村 二 屯 戌 致 シ中候 -ー 付、 直 二 合隊及 軍議、 近傍 致 探索 候處、 賊徒、 矢 板 坂之險 二 據リ、 抗拒 之 越 相 聞 候 二 付、 當藩 人數半 

小藩餘 嚮導 召 連 レ 、泉 S 村 ヨリ 間道 ヲ 經テ、 右 矢 板 坂 之 西北 隅 二 出、 一 小山 一一 據リ 、本道 之 兵 ト 夾擊、 橫矢拂 一一 擊立 候處、 賊 

徒 敗走、 湯 長 谷 之 方 へ 雪 頹レ候 二 付、 北 ヲ追ヒ 湯 長 谷へ 攻寄 候處、 賊徒、 三ケ所 之砲臺 ヨリ、 大小 砲亂射 雨注、 兩藩合 隊頗烈 

戰、 夫 ヨリ 佐 土 原 藩ハ溺 手へ 進ミ 、 當藩 ハ 大手へ 向ヒ、 蟹 内 橋 一一 テ暫ク 接戦、 砲臺攻 拔キ、 終 一一 陣屋 ヲ乘取 候、 折 柄、 搦手 之 

佐 土 原 藩モ攻 登リ巾 候、 時旣 二十 一 一字、 兩藩 兵粮 ヲ相 喫シ、 暫時 休憇、 一 字 後、 平 城 進撃 トシ テ、 同所 進 發致シ 候 所、 舟 尾、 湯 

本 等 屯 集之賊 兵、 風ヲ 聞、 放火 自燒、 尙叉堀 坂 之 險-ー 據リ、 頗ル 防禦 イタ シ候得 北ハ、 兩藩 進撃、 殺傷 相當、 終 一一 追 崩シ、 長驅、 

平 城 長 橋 門 二 和 迫リ、 激戰數 頃、 賊 尸 前面 拉 左方 山手 之砲臺 ョ リ 、大砲 小銃 無 數及亂 射 候 得 共、 勝敗 不相 诀、 一 日 四 囘之戰 

爭、 殊 一一 炎天、 疲勞 致シ候 一一 付、 諸隊ヲ 鼓舞 シ 、黄昏 ヲ相 待、 兩藩 申談、 漸々 繰 引、 終 一一 物 分 レ 一一 相 成、 同夜、 湯 長 谷 迄 引揚宿 

$±^>ts'^.l  ^ に、 驗尻鶴 ；11,>.5ニ，^、國末藤右衞門、 後遂 一一 死ス、 河 

聘ぉ候 日 軍 死  一 ノ 右衞 門、 手 負 三. <  村 駒 之 助、 松 本 若松、 〇 岡^ 藩 記 

一 一十 九日 朝六ッ 時、 泉 繰 出、 II」 富 岡 村 二進 軍 之處、 賊徒、 小名 濱ノ方 ヨリ 寄 來リ、 小川 堤 ヲ隔テ 砲 戰ス、 大村藩 モ繰出 

シ來リ 、川 ヲ踰テ 進 擊シ、 十一 一番 隊及ー 一番 除雕、 ハ 、 濱手 ヨリ 賊ノ橫 二 出攻擊 之處、 九ッ 時分、 致 敗走 候ヲ、 小名 濱迄 追討、 

同所 -ー テ晝飯 支度、 中 之 作 へ 殘賊有 之 由 報知 有 之、 卽繰 出、 賊徒 追 散、 小名 濱 へ 日 人時 分、 兵隊 引 揚宿陴 仕 候、 今日、 富 岡 之 

戰 一一、 當隊 一人 モ戰死 手 負 無 之、 贼 ヲ斃ス コ ト百ー .ー 十 一 人 ナリ、 十一 一番 隊ハ、 四 字 過、 富 岡 迄 進軍、 賊兵數 百 人、 田 畠 又ハ松 

林 二 寄リ 、散隊 一一 相 開キ、 當 手兵 ほ モ散除 二 テ 進撃 、小銃 發砲 候處、 彼 ョ リモ應 砲、 タ 力 ィ 一一 打 合、 賊、 大小 砲烈數 連發、 我 兵 

進 テ田畠 小川 ラ渡リ 攻撃、 其 時、 味方 大礮隊 モ押來 、山手 ノ方 ヨリ 嚴敷連 發候處 、賊徒 支へ 兼、 終-一 及 敗走、 小名 濱西 町人 


p マ テ 追討、 町中へ 人 數相縟 候、 贼 五十 餘 人打捨 、手 負 候 者 モ不少 候、 十一 一字 過、 各 隊當町 出兵、 中ノ作 へ 押 行 候處、 賊徒、 少 

レ殘 、及 發砲候 一一 付、 悉ク 追拂、 粮中 へ 進入、 諸 所 探索 致 候處、 大船 三艘繋 居、 探 砲 打 掛候得 ハ 、贼十 餘人遁 ル 二 無途、 ^中 

へ 飛 人.. お 二 付、 小銃 連 發打捨 、端 船 ョ リ當隊 、大村 藩、 木 船 へ 乘込ミ 候處、 贼 一人. 拔刀ニ テ 立 向 候 二 付、 打留、 舟 底 相改候 

處. 戒單藥 兵粮 等 積 込 有 之 候 二 付、 兵器 類 ハ 分 怖、 粮米 ハ 驛中 へ 配與致 シ 候テ、 各藩 小名 濱 へ 引揚、 是日、 戦死 一 人、 針 一』 

田屮 > き 一人、 十」 L^.^ 武，？ S 兵 又 私領ー 一番 隊、 當曰、 豫備隊 二 テ各隊 二 後レ、 五 字、 泉 城 繰 出、 い W 位モ 進軍 之處、 最早 戰 

f =,.5、.a 聲烈 JS^MSPafr 宾吋、 我 隊醒足 二 テ進ミ 候處、 富 岡 ト申所 二 テ、 別テ 手廣 場所 二 有 之、 尤、 賊ハ 千餘騎 二 テ、 川ヲ隔 

夂包發 寸、. お 手 之 方 、廣 m 之中ヲ 散開 シ、 撗合 一一 致攻擊 候處、 帽七八 間 位 之 川 一一 テ、 進 擊出來 兼、 哲時、 川岸 ョ リ及 戰爭、 淺 

賴ラ f  ノ U ラ打 渡リ、 急 二 進擎 之處、 賊、 濱手之 方 へ 退 候 付. 相 進 ミ候處 、賊之 蒸氣船 一 艘 參リ、 大抵、 地方 ョ リ 五六 町 之 所 

へ . ^ヲ 寄、 海陸 ヨリ 致 砲發候 付、 段々 手配 ヲ替、 陸地 之賊兵 へ 向 テ烈敷 致 砲 發候處 、追々 逃 去 候 付、 致 追討、 九 字、 各隊 共、 小 

名濱 へ 引揚 、打取 百 一 一 卜餘人 御座 候、 同日、 一 字 ョ リ、 中 之 作ト. & 所 へ 、トー 一番 隊、 私領 一 番、 同一 一番 隊、 大村藩 一 小隊 進 

軍、 同所 ハ舟 入津 之 場所 一一 テ 、賊 之 粮米積 船 一 艘 碇泊、 賊 モ 十 人 餘乘込 居候 由 一一 テ 、 各隊之 e ョ リ三四 人 ッ、、 右 船へ 差 越 

候處、 賊徒 共、 海中 へ 飛込 候 付、 都テ 打取、 七 字、 小名 濱 へ 各隊共 引揚申 候、 §ig  . 

一 ート 九日 未明、 薩兵三 小隊、 一 同 泉 ヨリ 出兵、 富^ 一一  テ賊兵 二 會シ、 川ヲ挾 ミ相戰 候處. 贼兵. 橋 上海 濱江 注目 二 付、 薩兵、 

橋 外濱手 ヨリ 追擊 一一 付、 弊 藩 中央 ヨリ 徒步、 川 ヲ渡リ 、賊ノ 不意 二 出 候處、 薩丘ハ 首尾 相 應シ、 各 烈敷打 立 候 へ 尸 、 賊兵、 足下 

ョ リ遁 出シ、 逡巡 狼^ 致シ候 付、 水 E 一  面 撒丘ハ 二 テ、 追 掛追掛 打 立 候へ ハ 、賊 兵、 眼前 相斃、 漠裂不 支、 遁逃之 折 柄、 正面 山腹 

之 喊丘ハ 、山 下ノ 大砲 二 テ、 弊 藩 大砲 江 狙 擊候得 共、 此方 ヨリ モ 不撓 大砲 二 テ應戰 之 内、 薩ー 小隊、 弊 藩 半 隊押寄 候處、 直 二 

落城、 於？ 長 谷 ハ 、備 前、 佐 土 原戰爭 相始、 砲 聲如雷 相 聞、 if  |?,?15。タ ハ.？ 賊兵 退散、 其 折 於海濱 ハ 、薩 兵、 弊 藩 半隊、 殘賊驅 

逐之央 、贼 之蒸氣 船、 往復 砲 發候得 共、 贼之 陸兵、 旣 一一 遁 逃致シ 居候 付、 小名 沖 へ 致 出帆 候、 依 テ賊兵 追 擊之處 、中 ノ作 一一 テ、 

仙賊ー ニニ 發モ打 出 シ候得 共、 遁逃形 迹モ無 之 候、 折 柄、 繋船 江發砲 之處、 賊徒 潛伏 致シ 居、 裸體海 一一 投シ遁 逃、 船中 一一 テ - 
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人打留 候、 其 後、 土人 巾 出-一 、大波-一 テ打 上ケ候 死骸 三十 人餘、 此日、 富 岡 -ー テ鋭砲 一一 テ、 賊之 死傷 百 人 餘有之 由、 是日、 傷者 

, . 、、橋 口 勘 七郞、 福田豐 

1 7 郞>〇 大村純 Mi 家 記 

一 一十 九日 朝 五ッ 半時 頃、 賊船 一 艘、 濱近乘 込、 空砲 一 三 一 發打掛 、直 二 小船 ヨリ 波戶內 へ 乘來候 間、 兩岸 ヨリ 小 鉄 打掛申 候處、 

小船 ハ 忽チ逃 去 申 候、 本船 ョ リ ハ 、大砲 頻 一一 打 掛申候 得 共、 暫時 一一 テ退船 仕 候、 今日、 湯 長 谷 へ 進軍 可 仕手 苦 一一 テ、 進軍 仕 候 

處 二  、御 使 番ヲ以 、平 潟 へ 賊船相 見、 同所 小勢 二 テ、 應援可 仕様 御 達 一一 付、 直 一一 引揚、 平 潟 へ 繰 込 申 候 

〇 林忠崇 私記 一一 云、 咋日 戰爭ノ 兵士、 追々 引 揚來リ 、我 兵 ハ 勿論 、遊撃隊 モ大ニ 疲弊 シケ レハ 、暫ク 休 兵 セ ン 爲メ  、相 馬 迄 引 

取コ トニ 一 決シ、 未ノ半 刻、 平 城ヲ打 立、 久ノ濱 二 一 治ス、 此日、 敲兵 追々 進入 シ、 湯 長 谷ノ營 モ攻落 サレ、 味方 ハ湯 本ノ驛 

二 火 ヲ掛、 平ノ城 一一 引 麄ル、 敏兵、 次第 一一 迫 リ來リ 、柬ノ 入口 長 橋 迄 攻來ル 、又 一 手ノ 兵、 橫路ョ リ. 城下 端-一 火 ヲ放チ 、乘人 

ハカ リノ 勢ナリ シカ、 折ョ ク、 米 澤ノ兵 數百人 來救ヒ 、敵 ヲ追拂 へ リ。 

〇和 馬 誠^ 家 記 -ー 云、 廿 九日 午前 八 時 頃、 敵、 各所 ヨリ 探 砲 ヲ以テ 、我 軍ノ 動靜ヲ 窺フ、 我 藩、 各藩 ト共 -ー 要害 一一 據リ、 林間 

胸壁 ノ 中 一一 散布 シ 、报擊 ス、 利 アラス 、湯 長 谷 一一 退ク、 同所 モ 亦 支ル能 、ノ ス、 遂 一一 陷ル 、敵、 又 湯本驛 二 迫 ル 、各藩 及ヒ純 義隊、 

彰義 除等ト 合併、 力 一 ^ス ト雖モ 、山 問 狹隘、 守ル 二 不利、 退テ發 坂ノ險 二 據リ、 招 戰數刻 一一 及フ、 敵、 左ノ山 一一 登リ、 目下 ニ斜 

擊ス、 又 ffi クヲ 得ス、 去 テ長撟 二 至ル、 各 除 モ亦玆 一一 集ル、 此地、 平 城 ノ樞要 二 シ テ、 平 藩豫メ 大砲 ヲ 設置、 必死 衄戰ヲ 期シ、 

敏ノ 近ック ヲ姨チ 、銃砲 連發、 力 ISSTB 已 一一 黄昏、 互 一一え 戰ス、 是 nr 死者 五 人、 II 液 fef 丑 5^<大％ 傷き 一人 C 難、 ロ截 

藤 良 右 

衞門、  、 

0 仙 臺藩記 一一 云、 一 不 八日、 參政富 田 小 五郎、 一 火隊 ヲ率ヒ 、蒸氣 艦、 顺聽 JfSif 長 崎 艦、 大江 艦、 舰， 仙 fliJr 一一 乘組、 

中ノ棚 ヨリ 上陸、 小名 濱へ 著ス、 大隊 長 柴田中 務モ、 陸地 ヨリ 一 大隊 ヲ率ヒ 、此 口へ 出張、 兩軍落 合 候 一一 付、 古田、 富 田 等、 兵 

ヲ三手 一一 分チ、 先、 小名 濱ロ ハ 富 田 一 手 ト定、 平 本道 ハ 柴田、 山手 、ノ 城兵、 古田 ト定メ  、先、 本道 濱手 一 同 進 擊ノ事 一一 期 約、 各 

其 手當仕 候、 此 日、』 お 軍、 兵ヲ 二手 二 分チ、 泉 城 へ 押寄セ タリ、 城兵、 僅 二  - 小隊 計リ、 城 1^ 本 多能 登 守、 是 ヨリ 先-一、 城ヲ開 


テ逃 去、 殘兵 暫ク支 ュ ト云 トモ、 防戰不 叶、 終 一一 落城 一一 及 候、 柴 田/先手 一 一 小隊、 爲 援兵、 御 齊嶺迄 繰 出シタ レ トモ、 勢 難 及 

戰ヒ 半途 一一 シ テ、 間道 ヨリ 逃歸申 候、 一 不九 曰、 第 六 字頃ョ リ、 柴田ノ 先手、 須田莊 九郞ー 一 小隊、 富 W 哲之助 一 一 小隊、 純義隊 

度 邊綱之 助 一 小隊、 本道 ヨリ 進テ、 泉 田. 村ト 云ル處 一一 至 ルー 一、 莊九 郞等戰 二 不馴、 德勢 一手 一一 纏テ、 直チ 一一 行軍 ス、 官軍、 左 

右林ノ 中-一 SS シ、 前後 ヲ包テ 、撒 兵 一一 シテ討 立 シカハ 、仙 兵、 進退 途ヲ 失ヒ、 頻- 一組 擊セ ラレ、 一 支 一一 モ不 及、 道 ヲ奪テ 敗 

走ス、 同 曰、 小名 濱ロ富 田 小 五 郞ハ、 如 約ノ、 東方 未明 放 一一、 下 川 渡ノ方 ヨリ 進ミ、 態ト 川ヲ不 渡、 傍 二 伏兵 ヲ置、 川上 ナル板 

橋ノ所 一一 テ討 合ト成 タルー 一、 仙 ノ除長 山家 正藏、 自ラ 陣頭 一一 進ミ、 士卒 ヲ勵シ 、嚴數 討 出、 橋ヲ越 テ烈戰 スルー 一、 流 彈來テ 

ぉ板ノ  一 常リ タリ、 正藏、 猶モ進 テ討入 ケレハ 、亂 丸-一 當テ 倒ル、 奈良坂 潤 太夫、 其 首 ヲ揚タ リシ 一一、 何レ モ亂 丸ニ當 ーフ 

主從四 人、 此所 二 討死 ス 、小 五郞、 是 ラ救ン ト テ 、橋 ヲ渡テ 苦戦 スル 二、 叉流彈 -ー 當テ手 負 トナ レリ、 然ル 二、 先 二 伏兵 サセ 

タル 兵モ、 破レ タル ト 見得 テ、 官軍、 川 ヲ渡リ 後へ 廻リ、 前後 ヨリ 夾撃セ ラレ、 支ル事 不能、 此 時-一時 テ、 諸 隊悉ク 亂レ、 摁崩 

レ ト成テ 、小名 濱 本陣 へ 敗走 ス、 折節 大風、 陣中 一一 火 起リ、 災煙 四方 -ー 散テ、 宿營輜 重、 一時 一一 灰塵 トナ レリ、 小 五郎、 疵所 

ヲ不默 、官軍 ノ 内へ 翔 入 苦戰ス ル 二 、人 見 勝 太郞、 江 馬龜之 進、 富 松 瀧 三 郎等、 是ヲ 4 ァ引 揚ル、 此ロ、 今朝 第 六 字 頃 ヨリ 

午後ー 一時 讓ノ 合戰 、死 慯夥 シ 、手き  一士 一人、 tfir 统田 ちち 八 郎<罐 き？ 討死 六ノ S 人、 S3S^  S 

兵 ヲ集ル 二三 小隊 一一 不，、 斯クテ ハ 、大 軍； モ當ル へ カラス トテ、 手 負 死人 ヲ大江 艦 二 乘セテ 、寒風 澤 、ノ へ 送リ、 攄， 

四 ッ倉邊 迄 引接 タリ、 敗 兵 ノ內、 加 藤 金 彌ノ手 一 小隊、 其 外 雜兵等 一 小隊 程、 此大江 丸ト共 一一 航セ ン トテ ，H  ノ 方-一 寄セタ 

リ シ 一一 、大 江旣 - 一洋 中 二 出 タリ、 依テ、 小船 一一 乘組、 元 船 二 追 付 ヘシ トテ、 乘 出セシ 二  、折節、 潮干 膠 シテ、 此船更 一一 不動、 金 

彌ハ、 迚モ不 叶 ヲ見テ 上陸 ス 、 續テ 揚ル者 十四 五 人、 船-一 殘リ シ者 共、 猶モ 漕出サ ントテ 、時 ヲ移ス 事 一字 ハ カリ、 此時、 官 

軍、 後 ロノ 山 ヨリ 亂射 スルー 一、 海中 二 標的 ヲ建タ ル如ク 、ー戰 二 モ不 及、 全船 鎏ト相 成 申 候、 討死 十六 人、 I 删^ 此日、 湯 長 

谷 落城 ス 、然 ル 二  、平 城 賴切タ ル 援兵、 兩道共 二 瓦觯シ 、古田 尸 終 二 不討、 出殘リ シ 城兵、 四 五 小隊 二 不満、 除 長 熊 谷 太!. お 牛 

田 與理之 介 大砲 方 奈良坂 案 治、 小 野與摁 右衞門 等ト、 平 竝相馬 藩 トモ 、五六 小隊 二 不満、 然ル- 一、 米 藩 鈴 木 縫右衞 P 門、 恐 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 九日.  三 アイ 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 明治 元年 七月 朔日  三 八 八 

一^し-、 源、 五,. f ロノ，^!; f ご E:  t 、レ 一 大隊 ヲ引テ 援兵 ス ル由ニ テ、 其 身 ハ四ッ 倉 邊迄到 著、 先手 頭 某、 百 四十 人餘ヲ 引率、 鄉戶ロ ョ リ 

來リ 加ル、 城 中、 是 一一 力 ヲ得テ 、諸 口 へ 兵 ヲ陚リ 、城外 ノ民星 ヨリ、 疊ヲ持 出 シ循ト ナシ、 其 陰 -1 篝ヲ 焚キ、 城主 安藤 鶴 翁、 櫓 

二 登テ、 夥ク旗 指 物 ヲ建竝 へ、 大軍 籠城 ノ 體 二 虚勢 ヲ張テ 、防戦/ 用意 セリ、 此時、 當主 安藤 现 一一 ー郞、 西 京 二 在 テ歸國 セス、 

隱居鶴 翁、 陽 二 逆徒へ 與ミ ス ルト云 トモ、 理三郞 、歸 城迄ハ 旗號ヲ 不用 トテ、 陰 ニ兩端 ヲ持セ シカ、 城 中 巳 一丁 必死 トナリ 、初 

テ旗號 ヲ用ヒ 申 候。 

〇 笠 間 藩 兵 ^ ザナ平 潟-一至 ル。 

奥州 is 郡陴 ST 賊徒 暴談ニ 付、 何分 少人數 ノ儀ュ へ、 一 且相開 罷在候 段、 陴星 詰ノ者 ヨリ 中 趣 候、 依 テ本藩 ヨリ、 別紙 ノ人 

數 If  I 、、大 差 出、 平 潟 表 官軍 ト 合力、 參謀木 梨 精 一 郞殿請 差 圖 進撃 仕 候 心得 二 テ、 一 一十 六日、 在所 出發、 一 一十 九日、 平潟湊 

へ 著陣 仕 候。 報 S 

七月 朔日、 官軍、 磐 城 平 ヲ攻厶 、克 タス シテ 退ク。 

當除^ I」 先鋒 二 テ、 小名 濱繰 出、 五ッ 時、 磐 城 平 ノ東 二 出、 十一 一番 隊、 私 頷 一 一番 隊 ハ長 橋ノ方 ニ向ヒ 、當隊 ハ 溺 手口 へ 進ミ 

候處、 S 地 小川 有 之、 賊徒、 橋涯 一一 胸壁 ヲ築キ 相 支候ヲ 暫時 一一 追拂、 又 町 口 同 斷相固 居、 互 一一 砲發、 遂 一一 町 內迄攻 入、 八 時 迄 

致 砲 戰候處 、大 村潘、 彈藥打 切、 兵隊 引 揚度旨 及 相談、 湯 長 谷 ロノ 佐 土 原、 柳 河 一 一藩 モ 進軍 無 之、 彈藥 モ乏シ ク相 成、 兵隊 引 

揚候、 是日、 手 負 K 人、 lli! 一き ハー J 础考 I 狄 41.  士 一番、 私領ー 一番 ノニ 隊ハ 、町 口 西ノ 方、 S 圃 中へ 散 除 一一 開キ、 城 ヨリ 三 

四 町 計 手前 マテ 押 詰、 半時 餘、 大小 砲 打 合 候處、 賊、 長 橋 ヲ渡リ 、後ノ 山 一一 相 過 リ候 様子 相 見、 其 上、 彈藥乏 シク、 一 先山 上 二 

引揚、 要地 二人 數 分配 致 居候 處、 私領 一 番隊、 大村 藩モ引 揚來候 故、 各隊相 纏、 小名 濱 一一 引 還 候、 右戰ノ 節、 手 負 一 人、 |5|§ 

慶應出 

軍戰狀 

賊兵、 城外 水田 中、 馓兵 一一 テ待受 候 一一 付、 小名 濱道ョ リ薩兵 _ 小隊、 一 同 進擊、 驅逐 ノ處、 直 一一 退散、 城外 杉 木 中 W 家 ヨリ 小 


fe- 、成 中 ヨリ 大包ぼ 立 候 得 共、 此方 ョ リ、 水田 中 散兵 二 テ 正面 二 掛リ、 大砲 五六 發、 城 中 砲臺上 二 テ 轟發、 其 機 二 乘シ、 銑隊 

進入、 リ 土手 ヲ循 トシ 攻撃 致シ、 薩兵ニ 小隊 ハ、 旣ー 一長 橋邊ノ 賊徒 追擊、 賊勢 挫折 候 付、 一際 奮戦 候へ ハ、 拔城不 難 ト存シ 

薩兵、 橫搫 應戰ノ 祭、 漸ク 大砲 ラ モ取 寄、 銃砲 打 立 候處、 賊 兵ぶ 益 畏縮、 乍 去、 此方 銑 砲 共 彈藥乏 シク相 成、 薩兵モ 十分 無 之 

不得已 小名 濱 へ 引 上 候、 是日、 傷者 一 一人。！！、 C?K% 純 kfSi 

朔. W 、し. Jtsr っ濱手 一一 當リ、 砲聲頻 一一 響クヲ 以テ、 斥候 ヲ以テ 之 ヲ探ル 一一、 濱手ノ 官軍、 平 城 ヲ攻ム 、因テ 、摁 軍， 湯 長 谷ヲ發 

シ 、藤棚 一一 到レハ 、濱手 ノ 官軍、 巳 一一 引 揚ク、 是ヲ以 テ湯長 谷 一一 歸 ル 1 寬 Ijp: 

誠 R 家 記 一一 云、 七月 一 日 午前 頃、 平城ノ 東南、 矢 川瀨ロ ョ リ 敵襲 來 ル、 我 藩 及 各藩 ノ兵、 直 一一 鍛冶 町 裏 一一 布 陴防戰 ス 

ゾ g 、散. 田 ヲ潜リ 、仁 井川 mfi ル、 米 藩、 拒戰數 刻、 未タ 雌雄 ヲ決 セス、 城ヒ m 大砲 ヲ放チ 、敏威 ヲ挫ク 機 一一 乘シ、 米 

藩及ヒ 我藩 小 E 切安榮 隊長、 橋 ヨリ 出、 矢 川瀬 村ノ 民家 ヲ 放火 シ、 仁 井川 町ノ敲 ヲ夾擊 セン トス、 敵、 之ラ見テ|  、器械 ヲ 

き ァまル 、卽チ 尾 撃 シ テ 矢川瀨 一一 至ル、 黃昏 二 及テ 止戰、 各所 ヲ戌ル 、是日 、傷き 一人 おお 文. k 郎、 

〇 仙 臺藩記 二 云、 七.： 朔曰、 官軍 、泉、 湯 長 谷、 小名 濱、 毎度 勝利 ト成、 殊-ー 棚 倉 落城 セル-一因 テ、 諸道 ノ兵ヲ 合セ、 大軍 二道 

二 分 レ 、本道^ レ名賓 口 ョ リ責寄 セ タ リ、 第 七 字 頃 ョ リ、 城外 長 橋 元 一一 戰 ヒ 始リ、 村 岡 莊太郞 一 小隊、 牛 田 與现之 介、 同黑澤 

良治、同|隊、橋ヲ隔テ發砲ス、米藩ノ元込隊、疊ュノ循トシ、先ニ進テ嚴シク砲發、官軍ー；：^^頭フ山；；^^:^>^1|^- 

八 九、 - 一成 迄 苦戰、 其 隊長 モ終 一一 討死 セリ、 此 隊長、 姓名 不相 知、. 相 分 リタ ル分 十七 人 吉、 伊藤 道 太郎. 、森 繁太郎 、雜兵 十三 人、 

三日、 大總 督府、 參謀四 條隆謌 I、 ヲ以テ 、仙臺 追討 總督ト 爲ス。 § 道き 

〇 賊兵、 再ヒ、 笠 間藩ノ 守兵 ヲ藥王 寺 二 襲フ、 守兵 退テ、 八 室村ヲ 保ッ。 

本 審人數 、平 局 燥 出 候處、 參謀衆 ョ リ平潟 警衞、 其 後 湯 本 警衞等 被 仰 付、 且、 奥州 陣屋 迄 ハ 未タ 通路 無 之、 忍 之 者 ヲ以テ 申 

越候ハ 、神 谷村陴 I ノ 3lf 候、 暨 寺へ 三日 朝、 賊兵 1 一 百 五十人 許 靈リ、 發砲仕 f 付、 之 -ー應 シ及砲 戰候 處、 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 一 明治 元年 七 HM  二日  三 八 九 


復古 外， 記 平 潟 ロ戰記 第一 明治 元年 七月 四 丄ハ， 七日  三 九 〇 

忽 、賊 兵、 散亂 仕候處 、陣屋 詰ノ 者、 饞 -ー 五十 名 二 不 過少 人數 二 テ、 不得已 八 壁 村 へ 一 ト先 引揚申 候、 此日 討 取 六 人、 手負ト 

四 五 人 有 之 哉 二  ffl 聞 申 候、 陴 星詰ノ 者、 怪我 等 一 切 無 之 候" l，s 

化ぶ r 1  クク き" 

〇 相 馬 誠 2i 家 記 二 云、 七 EM 一日、 壁 星 村 笠 間 藩 陣屋 二 敲屯集 ノ報ァ リ、 各藩 ト議シ 、夜 擊ス、 敵、 形跡 ヲ隱シ テ遁 逃ス、 火ヲ 

陣屋 ニ放テ 歸ル。 

0 參謀河 田 景與、 は lis  、及 因幡、？、 f3 藝屬備 前、 ゃナ 郡 山 や 千 一一 一藩 兵、 平 if  二 至 ル 。 麵 Sill 

藩 

1= 一 n 

四 日 、大總 督府、 奥 羽 追討 總督正 親 町公董 ヲ 罷 ム 。| ま 故 i  f  .i、g 

六 日 、賊 兵、 曉 二乘シ 、湯 本 ノ邏所 ヲ襲フ 、擊テ 之 ヲ卻ク 、賊 一人 ヲ擒 ス。 

拂曉、 賊徒、 當藩 湯本ノ 見張 番所 ラ襲 候へ トモ、 早速 討拂申 候、 其 節、 仙臺藩 一 人ヲ生 獲、 及轧問 候處、 姓名 原 捨右衞 門、 出先 

ノ 軍師 ト申候 得 共、 仙 賊參謀 古田 山三郞 ノ 下役 ト相見 申 候、 平 城 屯 集 兵 ハ 、仙臺 三 小隊、 f  # 默！^ で 相 馬 一 一 小隊、 米澤ー 一 

小隊 、遊撃隊 百 十四 五 人、 平 人員 不憷、 仙臺 隊長 鹽貞 助、 參謀 古田 山 三郞、 軍 目 付 增田小 助、 大砲 ハ六斤 一 挺、 三 斤 一 挺 ノミ、 

軍艦 ハ 千秋 丸、 宮城 丸一 一艘、 仙 臺總兵 三 萬餘、 外 二 獵兵 三千 六 百 許 上 IT 翌日 之 ヲ斬テ 、堀 坂ノ 山間 一一 梟首 致申険 。細； i 

TJ^  一一  lln 

〇仙毫 藩 記 一一 云、 五日、 湯元 村 ノ內、 官軍 屯集ノ 由、 斥候 ヨリ 報告 ァ リ、 仙 兵澤崎 嘉右衞 門、 中島 十 郞ノ手 ヲ引テ 夜擊セ シ 

一一、 宫軍 小勢、 殊 一一 無備、 一 揉-一打 破、 引揚申 候、 然ル 一一 、暗夜 ノ コ ト 二 テ、 歸路 二 迷ヒ、 鋭士原 捨右衞 門、 擒ト 成リ、 中島 十郞 

手銑士 一  人 討死 仕 候。 

七日、 相 馬禾千 胤、 磐 城 平 ノ急ヲ 聞キ、 兵種！ 3:^1: ヲ出 シテ、 之ヲ 援ク。 

〇 相 馬 誠 齓家記 二 云、 先是、 我 軍、 屠 利ァ ラ ス、 各藩、 頻 -1 我 兵 ヲ促ス 、一隊 長 二 命 シ 、部下 ヲ率 ヒ 援兵 セシム 、是 日、 磐 成 一一 


至ル： 薩 Its 顏藝聽 ，曙 一  siiii 

〇 內藤政 養 家臣、 備前 藩ノ營 一一 詣テ、 政 養、 賊ノ 脅迫 ス ル所ト ナルヲ 閥疏ス 

|、多罪微 臣、 御 尊 1 ノ御 隊長へ 奉 歎願 候、 此度、 王政 御一新、 御成功 ノ折 柄、 主人 攻養 幼弱、 其 上 弊 藩 ノ儀ハ 、東濱 褊少ノ 

也 ュ 辟在自 處、 會箱爵 I 遊 候 . 付、 御沙汰 次第、 囊 m 兵 可 仕 音、 i 總督 S 御沙汰、 其 後、 小名 i 寶御警 

衞ラ 蒙リ、 早 連、 小名 濱へ人 數指出 候處、 追々、 奧羽兩 國諸藩 ヨリ、 會津溶 保 謝罪 ノ歎 願書 指 出、 且、 農桑ノ 時節 一一 付、 御沙汰 

有 之 迄、 出え ク Im 々解 兵 可仕ノ 段、 御屆 二相 成 候 趣、 其 節、 弊 藩 ノ義ハ 、小名 濱御警 衞ノ義 二 付、 右 御 屆ノタ ュハ無 御 坐 候 

其 後 、天兵、 平潟 へ 御 著 岸 相 成 候 折 柄、 弊藩陴營 へ 諸隊 I  二  m 成、 其 上、 前軍 局ト相 定メ、 且、 主人 幼弱 二 付、 傅 立 可 1^、 

J、ill 霧、 il 候 -ー 付、 乍 i 小 藩 ノ義、 如何 共 仕方 i 坐、 主人 義、 人質 同樣 -ー 、 ti へ 相 越シず 

:、微カ ノ 弊；、 奉對 天兵、 I 仕儀 バ無御 坐 候へ 共、 前件 ノ 次第、 實以 嘆き 血 仕 候、 此上 ハ 、 何卒？^ け 

以テ、 い 之 妾べ 此場ニ 至リ候 段、 篤 ト御汲 量 被 成 下、 非常，， 御 仁恕 ヲ以テ 、寛大 ノ 御沙汰 被 成 下 候へ ハ、 實ニ 再生，；^ I ト 

難 有 仕 合奉存 候、 然 ル上 ハ 、如何様 -1 モ盡 力、 實効相 立 候 様 仕度、 志願 一一 御 坐 候、 此段偏 二 奉欵願 哀訴 候、 死罪 死 # 藩 記 

九 曰、 羅藩 兵、 き 爲 1、 平 潟 一一 至ル ii 

十日、 官軍、 七 本松ノ 砲臺ヲ 拔ク。  ま 象 外 城  一 iM 

磐 II ノ喊 徒、 盡锊 ノ內、 七 本松ノ 要地-一 砲議立 、小名 濱ノ 方、 追々 人 I 出 候 擎ニ付 當 右丰隊 I、 

象、 一 小 8 斥候、 當暴 朝、 小名 濱繰 出、 當半隊 ハ 、御代 村 ヨリ 七 本松ノ 正面 二 押 付、 私領 一番 ハ、 左手 通 ヨリ 七 本 

公ノ裏 手-一 出、 互 二 斥候 ノ害 相究、 本道 囊問 近ノ 場所 ニテ、 5 賊兵及 砲 發候ニ 付、 半隊ヲ 分隊 シ . ^分隊 ハ 右.;. tl 

nr: 卦、 左 分 象 ハ 畔道 ヲ專ヒ 、漸々 正面へ 繰 詰、 八 字 頃 ョ リ 砲發、 進軍 致 シ候處 、賊 兵、 七 本 松 道筋 拉 左右 出 腹 四 ケ所ノ  臺 

t リ、 發 砲致シ 宵、 私領 一 番隊、 擊 ョ リ 致 發砲、 終 -ー 賊兵籠 難 守、 引 色 二 相 成 候 二 付、 薩撃、 當半隊 ョ リ臺場 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 明治 元年 七月 九 • 十日  三 九 一  . 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 叨治 元年 七月 十二 日  三 九 二  ， 

乘取申 候、 私領 一 番除モ 追々 相 繼キ、 賊兵 敗走 致シ候 間、 早速 四 ケ所ノ 臺場取 壌 申 候、 味方 手 負 一 人、 、源 討 取 首級 五、 

腿畔賴 诚ぃ胜 fffjc  ，、賊 兵 凡-,? 人餘、 仙臺、 相馬、 平等 ノ 様子 相 見 候。 職輔 M 

〇ffl 瑪誠 齓 家 記 二 云、 十日、 敵 走 熊、 七 本 松 ノ我戌 兵 ヲ襲フ 、匁卒 一一 シ テ應ス ル能ハ ス 、仙 兵 亦 之 二 苦ム、 共 二 軍 次 山 一一 退ク。 

〇仙臺藩記ーー云、十日、高泉源三郞手勢三小隊-ー、熊ハ，^:太仲 一 小隊 ヲ加テ 、七 本 松ト云 所-一 屯 集セシ 一一、 官軍、 拂曉 ヨリ、 前 

後ノ 山林 二 忍 寄、 平ラノ 道ヲ立 切リ、 漸 々 二 詰 寄セ、 引 包 テ砲發 セリ、 源 三郞、 四方 ニ敲ラ 引受、 必死 ノ 地-一 陷リ タルー 一玄 リ、 

頗ル苦 戰シ、 却テ宫 軍ヲ討 破リ& 候、 此時 討死 三人、 手 負 十 一 人 oils ほ〕 ハ人、 

十二 日、 官軍、 賊ヲ沼 ノ內ー I 破ル。  . 

ぶー 日、 磐 城 平 攻城 ノ陚- 一 付、 士 一日 一 一字 頃、 小名 濱繰出 、拠 I、 一 中 之 作 ョ -薄 ッ 進軍 之處、 餅觀 - 一一 倾、 隊. f 一 ま、、！ 續 

^隨き斥十候ー、き雜7!|#大ニ%隊ル^^、沼ノ 內人ロ要所 二  、賊徒 砲臺相 築キ、 左右 ノ 山上 ヨリ モ、 頻 一一 發砲、 相 ま 候 付、 此方 ヨリ モ 

烈擊、 此時、 十 一 番 除モ驅 付、 惧 一一 進撃 、常 除 分隊 ヲ濱手 ヨリ 山上 一 1 登セ、 賊背 一一 出、 砲擊ノ 所、 散々 致 敗走 候 一一 付、 下 萵久村 

迄 追討、 黃昏、 沼ノ S: 一一  引揚、 是 nn 手 負 一 一人。 Igil) 一 If 膝 

〇相 馬 誠 記 一一 云、 敵、 沼ノ内 二 龔來、 我 兵 頗苦戰 、援兵 ヲ乞 フ、 及 ハス 、退 テ高久 村 二 至ル、 是日、 死者 一 一人。 絲は I 

長 右  ■ 

お?？  HJ、 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 ± 一  日、 中ノ 柵-一 テ合戰 有リ、 此戰ヒ 、相 馬 藩 一手 ノ戰ヒ 二 付、 調 相 除キ申 候、 仙 兵 ハ 別-一策 ヲ 設ケ、 磐 城 

進撃 、官軍 ノ後テ 立切ン ト、 石 母 ra 備後 船將 二 テ、 茂 庭 周 防 手 一 一 小隊、 長 崎 船 一一 乘シ、 中 村 權十郞 四 小隊 ヲ率 ヒテ、 大江艦 二 

乘リ、 仙臺ヲ 發シ、 七月 十 一 日、 長 崎 艦、 先 二 K ッ倉 へ 投錨 ス、 平 城 中、 早ク モ此 事ヲ傳 聞シ、 先ッ、 此丘ハ ヲ迎入 へ シトテ 、古 

田 山三郞 ヨリ 佐 藤 直 之 助 ヲ使ト シ、 引人シ ム、 石 母 m ハ 上陸 シ テ、 兵ヲ佐 藤へ 讓リ、 其身ハ 船 ニ歸ラ ン トテ、 海岸 一一 房 候處、 

長 崎 艦、 旣 一一 出帆 シ、 乘船不 叶、 陸行 シテ歸 仙 仕 候、 佐 藤、 直チ ；ー此 兵 ヲ引テ 、平 城へ 人ン トテ 行軍 ス ル處ヲ 、官軍、 密カ ニ此 


事 ヲ搜索 セシト 見得 テ、 途中 二 伏 ヲ置キ 、不意 二 起り 討 立 シカハ 、仙 兵、 一 戰-ー モ不 及、 敗走 仕 候 C 

〇 因幡 藩 後軍、 SiSI ま f き； 、小名 濱 ニ抵ル 。si 

〇 伊達 囊 、難 I 出テ 駒峯 ュ陣シ 、醫 駕 i  、原 町-進 ム。 

sil 記 二 云、 七月 主 曰、 伊達 豪大 夫、 兵ヲ率 テ、 仙臺| 駒 力 峯ノき 一 據リ、 以テ南 f 老ヲ リ、、 

貝 二,^ 钆ノ m 陴ヲ 促ス、 其 言、 或ハ我 二心 ァ ル ヲ疑フ 二 似 タリ、 上ヲ 得ス、 亂、 原 町ニ屮 -陣ス i 本 喜 兵衞、 軍 司 多々 部 藤 蔵、 

軍：； rf^ 井 冶左衞 門、 軍使 岡 源 右 衞門， 西 ^t.-,  ノ激  . 

ゲ午四 利^、. 四十 一 人、 近習 附屬等 百 二十 三人  一 

十三 日、 官軍、 平 城？ I 膽？ -ヲ 拔ク。 

^成 平攻舉 二 付、 先鋒 ハ十 一 番隊、 三番 大砲 隊半 座、 救應ハ 私領 一 番隊、 豫備 ハ 當隊 $i 、一  被 相定、 六ッ 時、 各隊、 沼 ノ內ぎ 

"遞、 高久衬 二、 fnl 取 I 報知 复、 早 II 需、 HS 戰、 mi 走、 霧 乘 f 候、 主 8^ モ、 七 本 

公 口 ョ リ i 軍 一一 付、 一所 二 人 數押行 候處、 中 山村 一一 テ、 賊兵、 臺場 ヨリ 發砲及 戰爭、 無問乘 取、 八 字 頃、 平 城下 へ 進軍 ノ處、 諸 

象 攻撃. 、一一 テ、 當家ハ 大手へ 相掛 ニノ 柵 門 一一 繰 詰、 發砲 致シ候 内、 賊兵、 稻荷山 諸 所 ヨリ 手 繁ク發 砲-一 付、 因、 備 太 村 佐 

土 京看合、暨畫ぉ 大籰 兩處ョ リ、 八幡 臺ノ賊 兵 追討、 十一 一字 頃、 八幡 醒寒、 ニノ 丸、 黑門涯 二 I 候 へ 尸 、賊 兵、 

欠 ト砲無 透間 打 出、 官軍 諸隊、 均ク 烈戰致シ候得 共、 t  -ー攻 人 I 無 業、 折 柄、 右砲隊 一 分隊 合 i 成、 猶 f マ ク致發 

砲 f 典、 喊兵 二 モ第 一 ノ 要地 ト 相 見、 I 戰、 殊> 一 及 曰暮、 S ヨリ 各藩 人 數引揚 、攻ロ 相 固 候 靈圖- 一 因；； y| 末 九番隊 

並 佐 土 原 藩、 大手 柵 門 相 堅 申 候處、 十 一 字 頃、 城 內火ノ 手 揚リ、 本丸 マテ 燒落シ 、賊兵 落 去 候、 此日戰 死 一 人、 If  、-  S 

監軍池 S 治左衞 門、 戰士岩 崎-!^」 〔4 '一 一番 象 ハ 、未明、 走 熊 村 ョ リ繰 出、 高久村 へ 出、 敵狀ラ 伺候 處、 山ヒ 二 砲臺築 立、 賊 

b^^^ptM 合 二 出、 小 籠發、 終 二 霧 一一 押 震 入 候處、 賊、 中 山村 二  ■ リ、 番兵 一 小隊 モ馳來 

役 古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 明治 元年 七お 十三 日  一一 一力 一一 一 


復古 外 記 平 ロ戰記 第一 明治 元年 七月 十一 一一 日  一一 一九 四 

リ、 兩隊 合併 押 行、 中 山村 一一 潜伏 ノ賊ヲ 追拂、 平 城下 市中 へ 突入、 搦手 へ 攻詰、 終日 致 砲 戰候處 、黄昏、 引 揚ノ令 有 \ 一 候 得廿： ハ、 

：^；揚候機會 一一 無 之、 私領 一 番隊、 一 一番 隊 S. 談シ、 十 一 字 過 マ テ、 無間斷 小銃 攻擊 候處、 十一 一字 過、 賊 ノ砲聲 相斷、 本 城 並 諸 所 

矢 倉、 火ノ 手相見 候、 同隊、 大礙隊 ハ 、四 字 過、 本街道 出軍、 谷川 瀨村 へ 押出 シ候 所、 賊、 町 ロ砲臺 ヨリ 發砲 イタ シ 候-一 付、 左 

ノ 山へ 砲車 繰 出、 砲擊 最中、 一 一番 隊、 九 番隊、 右山 手相 廻リ、 橫合 ョ リ烈敷 攻撃、 無程賊 ノ砲聲 ffl 絕候 間、 直 一一 大砲 町 口 へ 押 

人 候 所、 賊 不能 支 事、 城 S へ 引退 キ候ニ 付、 城門 前 迄 押 詰、 大砲 一門 ハ 搦手 一一 相 掛リ、 當 小銃 隊 一 列 一一 相 成、 野砲 小 鈇ヲ以 

攻撃 候 所、 車臺， 相 损シ、 不得止 砲車 引揚 、小銃 ヲ以テ 打 合 候、 一門 ハ 大手 門へ 相 廻リ致 砲戰、 各隊 追々 繰 込ミ、 俱 一一 攻撃 候 

處、 彈藥打 切、 一 且、 當町迄 引 揚ケ、 兵粮 ッカヒ 居候 所、 西手ノ 方、 城門 涯致 苦戰 候-一 付、 應援 候樣申 來リ， 一 一門 ノ 大砲、 四 役 

場へ 預置、 小銃 ヲ以テ 右城 門へ 相 掛リ、 諸隊 一 緒 二 致 砲擊候 所、 暮 時分、 參謀 ヨリ 摁テ攻 口 引取 候 樣差圖 有 之、 當 町へ 人数 

引揚 候、 尤、 右戰之 節、 手 負 一 一人、 I 針.^ メロき ハ脑、 、及ヒ 三番 砲 除 左 半 座 尸 、曉五 字、 沼 ノ内繰 出、 A 字 頃、 平 城 へ 押 寄、 右 半 座 ハ 

七 本 松 繰 出、 山上 諸 所 屯集ノ 賊徒 掃擊、 八 字 頃、 平 城 へ 押 寄、 各藩 モ同樣 、然處 、賊徒、 臺場 g 城内 ョ リ致 防戰候 二 付、 右 半 座 

竝 二十 姆 臼砲 一 挺、 携 S 砲 一 挺ト、 大村藩 一 挺 二 テ攻擊 致シ、 左 半 座 ハ 、臺 場東ョ リ撗擊 致 シ候處 、散々 逃 去、 直  一二？ I 場乘 取、 

城 內曲輪 へ 攻寄、 右 半 座 ト合隊 、四方 へ 分配、 小銃 隊モ 同様 攻撃、 四 斤 半 砲 一 一 铤ト、 大村 藩、 因 州藩ョ リ 大砲 三 挺ト、 都合 五 

挺 一一 テ繰替 繰替、 城門 打掛 居候 處、 六 字 前、 引 揚候樣 達 有 之 候 得 共、 各藩 申 合、 彌烈ク 及砲擊 候處、 七 字頃ョ リ、 城 中 砲聲漸 

漸絕々 二 相 成、 夜 十； 一字 頃 自燒、 直 -ー 城内 乘入申 候、 手 負 一 人、 I 鹏、 十一 番除ハ 沼 ノ内繰 出、 中 村 口 臺場攻 落、 城下 へ 進擊 

ノ所、 城南ノ 方、 ァ 力 ッ門 閉居 候 付、 押 破リ攻 入、 本丸 城涯、 搦手 下 ョ リ頻 二 砲戰、 夜 四 ッ 時分、 落城、 手 負 一 一人、 lf/1§f  、> 

私領ー 一番 隊ハ、 五-孑 前、 久保村 繰 出、 突 地 山ノ贼 ヲ走ラ シ、 湯 長 谷 口、 藻磯 ロノ 官軍 ヲ待テ 、八 字、 三方 ョ リ攻擊 、城下 

町 ロ砲臺 二 向 ヒ烈戰 、時 一一 雨 ハ篠ヲ ックカ 如ク、 殊 一一 霧 深ク、 敏 味方 モ不相 分、 其機會 砲臺乘 取、 九 番隊、 私領ー 一番 半 除 一一 テ、 

町 口 門ヲ押 破リ、 火手 内堀 迄 攻撃、 卜 一 番隊、 私領 一 番隊、 同一 一番 半隊 、ノ  、不明 門 ヲ破リ 、搦手 ノ£ 堀 一一 攻入、 砲戰劍 戰致シ 

候 得 共、 堀 ハ深ク 城ハ高 クシ テ、 急 二 難乘 人、 暮六 時、 引 揚ノ達 云々、 同上、 此戰手 負 八 人、 歸、 樣田セ 伊 一  PJgM お 


^1. 1 一 番隊 、手 I 人 1 鎮鎮 IlK^si 丸番隊 き、 ハ 、中 村 口 臺場ヲ 乘落シ 、城下へ 進撃 重、 

一  ノ 城門 難 攻入 付、 隊長、 常 先シテ 城塀ヲ 越へ、 門 ヲ開キ 、一同 推 入、 ニノ 城門 トノ 間、 銑 丸 雨 ノ如ク 及 苦戰、 三 

ニノ、  ノ城 『打 皮、 攻人 矣處、 城ノヒ 段ハ、 遙 一一 地形 高ク、 矢倉ョ リ九小 砲 繁ク打 卸シ、 中々 難 防、 土手 ノ 杉林 ヲ循 一一 取、 及 

-.^ 擊宾 へ ト モ 、城 中不迫 ノ體、 盆 砲發烈 シク、 落城 不容 易、 打 合 居候 處、 暮方 一一 相 成 引揚、 云々、 同上 手 負 六 人、 fl、」i§ 一一 死 

ス、 戰兵永 m 彥兵衞 、税所 雄 之 介、 齊、 

1^t^sl、^uf ^，、砲 隊 及四番 I ハ、 柳 i 兵ト 本道 ヨリ 讓ス 、藤棚？  li  、賊ノ 番兵 ト 

^ ヒ 、4.< 兵牧ヒ ス 、此字 一一、 霧 深 ク咫； 1<  ヲ 辦セス 、右ノ 方 ヨリ、 賊頻 二 砲 發ス、 官軍、 銑 砲 ヲ 交發 ス、 賊 走ル、 進テ 百閒橋 二 

驟フ、 山手 ノ鋭隊 、險ヲ 越へ テ、 賊ノ 砲臺ヲ 奪フ、 十字、 本道 ノ兵 ト同ク 城下 二 入リ、 城壁 一一 薄リ、 濱手ノ 官軍、 亦 城 二 薄リ、 

™5 .5 ス、 せ In ク 方戟ス 、き 二  棄、 官軍、 尙奮 戰ス、 追手 ノ軍、 頗 激戦、 城 濠 二 迫ル、 備前、 佐 土 原 兵、 濠ヲ越 /-、 一？ は 手 

ト 、此 巳 、塞、 頻 二軍 ヲ旋 サン コト ヲ令ス 、諸 藩 相議 シ 、攻擊 ス、 夜 V 一字、 城 中 


黎 H さ-一門、. 统兵三 小隊 湯 長 谷 ヨリ、 二 小隊 ハ 小名 濱 ヨリ 進軍、 途上 各所 ノ賊兵 ヲ破リ 、平 城外 ノ長橋 一一 迫 ル、^ 橋 面 二 

,1 ヲ策キ 、橋 向ノ 小山  一一 f 設ケ、 大小 砲、 頻 一一 交 發防戰 、諸 藩 兵 ト戮カ 奮戦、 橋ヲ渡 リ賊ヲ 破リ、 城 際 二 逼 ル 、 此城鼓 天 

t 、殊- ー會、 山、 米、 相、 莊及 41 脫徒、 凡 二 千 人餘、 專ラ 防禦 シ、 ifis ト苦 戰ス、 此時我 兵、 備前、 佐 土 原、 大 村兵ト "手 ョ 

一  ノ几門 1€ に 攻寄候 得 共、 守備 堅シ テ拔 ァタハ ス 、黄昏 、参謀 ノ指禪 一一 依リ、 長 橋 外、 觀音山 一一 埋伏 シ、 各藩 ノ兵、 

二 引 or 然處、 ぼ 藩 共圍ヲ 解ス、 夜半、 本丸 自燒シ 、終-一 落城、 是ニ 於テ、 城門 各所 、我ん ハ之ヲ 守衞" 當曰討 プ人 莊之 助、 

お 道、 ハ、 柳，^、 £ 土 原 、常 藩嚷、 大砲 隊 進軍、 下 緩、 村 山賊 此右ヲ 、當藩 分隊 橫撃、 之 ラ屠テ 、諸隊 合併 進入 御 廐お ノ關 P ラ 
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攻拔申 候、 其 c、 右手 閒道ノ 因藩モ 合併、 長 橋 門 二 相 迫 リ 攻攀數 刻、 且又 當藩 一 手、 佐 土 原藩ト 合併、 左ノ 山手 高 坂村ョ リ 

戰爭 相始、 漸 々進撃、 尙叉 一 手 一 一部-一分 レ、 出 上 山下ョ リ 攻擊、 一 ニノ 假臺場 ヲ破リ 、三 四ノ臺 場-一致 シ候 寺院 ヲ 放火 シ、 

五ノ  fM 場 裏手 一一 廻リ、 長 橋 門ト共 一一、 一時 一一 破碎、 各藩 城下 へ 乘込申 候、 此時、 濱手 進軍 ノ薩 州、 大村兩 藩、 不明 門 

へ 乘入、 薩州、 因 州、 柳 河、 佐 土！ r 當藩 才槌 門 へ 乘入、 諸手 攻撃 致シ候 へ ト モ 、要地 一一 砲臺ヲ 設ケ、 防禦 致シ候 一一 付、 常 藩 一 

手ハ長 坂、 一手 ハ 大手 六 間 門 一一 向ヒ、 諸 藩 一同、 勇 奮 苦戰、 殺傷 不少、 六 字. S  ノ達云 々、戦死 四 人、 附酣 翻^? If  K^l 

5kn ヒん、 半 大隊 令 官淺野 忠次郞 、後遂 一一 死 ス 、小隊 令. 水 谷 亥 孝 太、 统兵岡 本 六 蔵， 野 

I 孝 +-ノ 崎 信右衞 門-加 藤裙之 助、 赤 井 虎藏、 虎 藏後遂 - 一死 ス、 夫卒杉 松、 〇 岡 山 藩 記 

因 州、 備前、 佐 土 原、 弊 藩 一 同相 進、 賊ノ 番兵 一 ； 一所 打拂、 因藩ハ 右手 間道 ヨリ 進、 備前、 佐 土 原 ハ左ノ 裏手 ヨリ 進、 備前 一 小 

除、 弊 藩 兵隊、 本道 ヨリ 相 進 候處、 賊、 左右 山手 ® 長橋ョ リ、 頻 - 一打 立 候-一 付、 諸手 ノ 大小 砲隊、 一 同 攻撃、 賊徒 敗走 -ー 付、 長 

橋 追 崩シ、 弊 藩 大手 門ヲ 先登 シ、 才槌 門ョ リ 不明 門 迄 相 進、 官軍 一 同猛戰 中、 引 揚御達 二 付、 關村迄 引揚申 候、 其 節、 戰死ー 一 

ん、今村關之丞、^^„.3- - ヒ  > 、大砲 隊長 蜂 (八" 一 學、 隊長 石 川 重 郎右衞 門、 戰兵利 光作 之 進 、加 藤 時 之 助、 坂 本 永 記、 寒 田 新 助、 新屮熊 蔵、 今 

/ 十 時 仙 之 進 >  弓 f  七ノ 村 松 之 助、 屮山六 彌> 小 畑 小四郎 、新 中 重 登、 阿部 權之 助、 向阪 多 仲、 小山 直 之 進、 江 口 利吉、 木 下 新 一 、 小山 

田 涛之： ir^ 之 進後遂 -ー 

死ス、 〇 立 花 鑑寬家 記 

平 城 出 丸 へ 、薩兵 諸共 ffl 進 候處、 賊徒、 直 二 退散 致シ 候處、 城 中 砲 臺拉 小名 道 正面 ヨリ 大砲 打 出、 此方 ヨリ モ 大砲 一門 ヲ以 

テ應戰 候 へ トモ、 蒲 磯、？ i 本 兩道ノ li^ づ進人 無 之 故、 小名 道 ヨリ 突進 ノ覺悟 一一 候處、 薩 大砲 隊列 著、 發砲候 へ 尸 、 水 E 狭綠 中、 

埋伏 ノ賊、 俄 一一 大砲 隊 へ 祖擊突 込 候 一一 付、 直 二 水田 追撃、 賊兵、 城下 杉 木 中 へ 逃 込、 其 中小 名濱、 薄磷兩 道ノ薛 兵、 城下 二 押 

詰、 湯 本 諸 藩 ハ長橋 ヲ隔押 詰、 南北 ヨリ 賊ヲ 殺キ及 激戦、 大砲 モ 無難 相 進 候 付、 北方 城下 へ 相 廻、 藏兵 一 同 打 出、 湯 本勢ハ 

城 背 一一 廻リ、 四方 ョ リ攻擊 候 へ ト モ 、賊、 都テ 窮鼠 ノ勢 一一 付、 遁路ラ 開 候 決議 一一 テ 、追手 へ 廻リ 候處、 弊 藩 大砲 隊ノ  i  , 城門 

ヨリ  一 丁餘深 入、 別-一 小銃 ノ應 援モ無 之、 賊勢盆 猖獗、 處々 ヨリ 組擊候 故、 銃卒ラ 進メ、 大砲 引 上候覺 悟致シ 候へ トモ、 戰士 

手 負 多 ク 有之ノ ミ 一一 付、 險地難 進、 不^ 已銥隊 引揚、 因 州、 佐- H 原 一 同、 八幡 社中 一一 出、 城門 へ 打 込 候 内、 諸 藩 S 弊 藩 大砲 モ 

引 上、 同所 へ 繰 込、 激戰候 得 共、 城門 城壁 崩漠不 致、 諸 藩 暴 進、 一 一十 歩 間 一一 テ手負 多ク有 之、 日、 旣 一一 黄昏 一一 及ヒ、 引揚ノ 沙汰 
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of  I 籠 二 云、 七月 十三 日 黎明、 敵、 諸道 3 リ襲來 ル、 IP  ノ敵、 藤棚 ノ戌 兵ヲ 襲フ、 小 畑 薦ノ 一  小隊 ヲ遣リ 

クー ヲ援ク ト雖モ 、遂 一一 支 フ能ハ ス 、退テ 長 橋 ノ兵ト 合シ、 ス、 同時、 小名 ロノ 敵、 下 荒 川 ノ戍兵 ヲ襲フ 、暫時 防戰、 支ル能 

" ス 、中，' ノ  L 、ト 合シ、 一一 牛ぶ W 一一  退ク、 同時、 沼ノ  2  ロノ 敏、 上 高 久ノ戌 兵ヲ夾 擊ス、 我 兵、 孤立 頗ル 苦戦、 遂 一一 散亂、 白 土 

村 二  ii^J ル、 時 一一、 長 橋ノ敏 分隊、 西 山手 二進 ミ、 火 ヲ放チ 、城下 二 迫 ラン トス、 而シ テ仁 井川 町 各藩 ノ戌 リモ亦 破レ、 城 中二 

入 ル、 長 橋獨リ 不撓 力 ffir 偶 雷雨 沛然、 我 兵 和 銃 多 ク發ス ル能ハ ス、 退 テ稻荷 山 一一 拒ク、 敲、 又 <>幡 小路 一一 迫ル、 止 ヲ得ス 

外郭 二 入リ、 六 間 門 ヲ守ル 、兵 僅 一三 小隊、 敵 ノ諸隊 、此 一一 輻湊ス 、大小 砲 ノ彈丸 雨注、 樓門 一一 中ル、 其 數ヲ知 ラス、 城門 殆ト 

卒ン トス、 我 藩 相 馬胤眞 、怒テ 士卒 ヲ勵シ 、吶喊 打 出 ルノ勢 ヲ示シ 、門ノ 左右 一一 布陴發 砲、 以テ固 ク守ル 、敵 叉、 城ヲ 環テ攻 
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七 ヲ募リ 、北門 ヨリ 出テ 橫擊セ ン トス、 至 ル頃ヒ 、敏已 二 退ク、 乃チ 城外 ノ邸ラ 燒キ、 敵、 再ヒ據 ルノ地 ナカ ラシ ム、 夜已 
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〇 仙 臺藩記 二 云、 十三 日 曉五字 頃、 郭外頓 二 戰始ル 、是ョ リ先 、官軍、 朔 日ノ戰 ニ利ァ ラサル ニョ リ、 本道 ハ 湯 本 迄、 海 手 尸 

小名 濱迄 引上タ リ、 是 一一 因テ、 城 中 ヨリ ハ兵ヲ 出 シテ、 諸道 ノロ々 へ 陚ル、 先 ッ新谷 口 へ 一 小隊、 軍 治山へ 一 小隊、 鄉戶ロ へ 

一 小 除、 何レ モ 二三 里 ヲ隔テ 出兵 仕 候、 此 中間 空虛ナ ル 二 乘シ、 官軍 諸 口 ヲ越テ 潛行シ 、不意 二 城外 へ 突出 セリ、 會 マ 百姓 

某 、古田 ノ 本陣へ 來リ、 官軍、 今日、 當城ヲ 德責ス ル 由ヲ告 タリ、 其 眞愤詳 カナ ラサ レ トモ、 出張 ノ 諸手 へ 急 ヲ告ケ 、城 中へ 

モ此 事ヲ知 ラセ ン トテ、 古田、 自ラ陴 頭 一一 出ル 一一、 大砲 地 ニ響ク コ ト三聲 、コ ノ日、 大雷 風雨、 烟霧 嗜黑、 咫尺 ノ間 テ辨セ ス、 

何方 ノ戰十 ル ヲ知 ラサ レ ト モ、 鑌テ 大小 ノ砲聲 夥シ、 定テ 本道 ナ ル へ シ トテ、 長 橋 元 二 到 ル 二、 仙 兵、 打負タ ル ト 見得 テ、 

撟元迄 逃 歸ル、 傍ラ軍 治山 ノ方 一一 當テ、 砲聲頻 一一 聞ュ、 其 音 次第 一一 近ク ナルハ 、此 手、 定テ 防戰ス ルナ ル ヘシ ト、 遙ニ 是ヲ望 

二、 仙 兵 敗走 シ、 烟 霧ノ內 ヨリ 逃 歸ル、 此兵、 直チ 一一 城 中 一一 逃込メ ハ 、iB 軍 ノ尾擊 支へ 難 力 ル へ シトテ 、矢 附勝之 進 ヲ以、 谷 

川口 ノ路ノ 左右 へ 埋伏セ シメ、 尾撃ノ 官軍 ラ防カ シ メ  候、 然ル處 、餘リ 二 至急 ナ リシ カハ城 中へ 報ス ル間 モナ ク 、官軍 郭 

中へ 亂レ 入、 兩軍討 合、 矢 石 如 雨、 死傷 狼籍タ リ、 於 是テ、 仙 共 外郭 ヲ捨テ 、本丸 へ 一倍 ミ申 候、 然 ル 一一 、 城 中 勢 ヲ諸ロ へ 分テ、 

殘兵聊 力 四 小隊 一一 不満、 出張 ノ 諸手 ハ 中間 ヲ隔テ ラレ、 歸 ル事 不能、 八方へ 散亂セ リ、 爰 二 於テ、 城主 鶴 翁、 古 S 一一  計ッテ 

云、 今旣 一一 切迫 如此、 如何 ナ ス へ キソト 、古田 始 隊長 等、 勝負 ハ 時ノ蓮 一一 ァリ、 戰ハ 今日 一一 限ルへ カラス、 敬 少キ道 ヨリ 引退 

キ玉ハ 、、僕 等、 死力 ヲ盡 シテ 防戰ス へ シ ト云リ 、此 時、 鶴 翁 主 從十餘 人、 落 失セ申 候、 城主 旣 一一 如斯ナ レハ、 殘兵彌 々支へ 

難ク、 殆ント 落城 セン トス、 爱 一一 於テ 、古田 諸 隊長 ヲ繁テ 、衆議 スルー 一 、奧羽 東海 ノ方ハ 、先ッ 勿來關 ヲ 以絕所 ト シ 、 此關破 

レ ハ、 當 城ヲ以 押へ トス、 當 城落レ ハ、 仙 臺迄支 據ルへ キノ 地 ナシ、 此城狹 小 ナリト 云 トモ、 尤 堅固 ナレハ 、六 七日 ハ. コラュ 

へ シ、 其內 援兵 ヲ得テ 、內外 狹擊ス ル モノ ナラハ 、又 { 寸反ス 事 難 カラス、 曾 テ約ス 、米 藩 鈴 木 縫右衞 門、 此邊 一一 砲 聲起ラ ハ 應 

援ス へ シ ト云シ 一一 、約 ニ違テ 援ノ來 ラサ ル 尸 、定テ 四 倉 ノ方 二 モ合戰 ァリテ 、進 ミ得サ ル ト 見得 タ リ、 我簞 身、 四ッ倉 二 赴 

キ、 鈴 木 ヲ促シ 、同藩 富 田 小 五 郞等ヲ 催促 ス へ シトテ 、密 二 城 ヲ忍ヒ 出、 間道 ヲ廻リ テ四ッ 倉 迄 達シ、 先 ッ米ノ 鈴 木 へ 、 速 

一一 援兵 ス へ キ由ヲ 催促 ス、 然ル 一一 鈴 木平ノ 至急 ヲ援ン トテ、 今朝 人 數ヲ繰 出シ、 已 二 壁 星 - 一至 リシ 力 ハ、 官軍 ノ伏兵 二 逢 


ヒ、 颇ル 苦戟、 僅 一一 一方 ラ 打破り、 此 所へ 引揚 タル 計 一一 テ 、 敗 兵 未タ不 集、 援兵 迚モ 叶ゥ へ カラス トテ、 更 一一 不應、 然 一一 富 

m 小 五 郞ハ手 負 ト成テ 、此場 ラ引揚 、柴田 中 務ハ、 遙ニ落 行、 纔ニ 集合 セル ハ飛 龍隊、 、""山 本 丹 後、 I 六左衞 門等ノ 

手ト、 大砲 方奈良 坂榮治 等、 敗 兵 一 一 百 一一 不満、 最モ勞 兵、 飛龍隊 ハ 火繩銑 一一 テ、 引續ノ 大雨 ナ レ ハ 、 發放不 叶、 打 出 へ キ カナ 

ク、 殆ト闲 却 セリ、 鬼 角 スル內 一一、 夜 巳  一 一士 一字 頃 二 及ヒ、 平 城 ヨリ 使ヲ 以告テ 云、 援兵 ノ來ル 迄 ハ支ュ へ クト、 頗 ル奮戰 

スルト 云 トモ、 裏 次第 二重 リ、 新手 ヲ人替 、討 立 ラレ、？ S モコラ へ カネ、 自燒 シテ、 悉ク 人数 ラ引揚 、落城 ト 

云、 (犮 一一 於テ、 援兵 ノ策モ 空ク相 成、 德軍、 相馬ノ 方へ 引揚& 候、 此時手負三人、|«^^£1^ヒー1人、討死七ノ 手统士 一  人、 

牛 m 與 g:- 之 介 手 統士ニ 卜 a 日、 山 兵 防戕ノ カナ ク、 岩 城 出張 ノ 諸手、 悉ク 引揚、 ffl 馬、 中 村 拉其邊 へ 屯 集 仕、 休 兵 致 候 C 

人、.；： SE 竹 之 助手 卒四人 -に if?. 

〇 官軍、 S 僴賊ノ 援兵 1、 ヲ 四 倉 一一 擊テ、 之 ヲ走ラ ス 。 

木 月. -日、 弊 藩 人数 山道 ラ過キ 、賊徒 ノ後ニ 出、 神 谷 村 陣屋 詰ノ や、 八 霧 ニ於テ 一手 ト相 成、 御 指 I 待 居 候處、 や 三日、 

平成 御 進撃 二 ォ、 弊 藩人數 ュ テ 相 馬 街道 立 切、 領分 一一 脫賊罷 越 候 ハ 、 、討 取 候樣御 差圖有 之、 依 之、 未明 ョ リ人數 分配、 隊長 

仁 = 保 直 記、 下 神 谷村邊 へ 出張 候處、 脫賊 追々 通行 仕 候 二 付、 失々 手配、 賊徒 十五 人 討 取 候、 折 柄、 米澤 藩、 相 馬 藩 三百 人 程 

平成 應 S トシ テ罷越 候 註 進 有 之 候 一一 付、 一 先、 中 祌谷村 一 山寺 へ 人數 引揚、 表 之 方 二 大砲 一 一門、 左右 之 山林 へ 小銃 隊、 伏 置 

鼓 二 備テ相 待 候處、 八ッ 半時 頃、 賊兵 1 一手 二 分 押來候 -ー 付、 大小 銃發砲 防禦 仕 候處、 表口 之贼 ハ 直 樣散亂 仕 候 得 共、 山手 ョ 

リ el 々相 進宾 ，ー 付、 及 激戦、 七ッ 半時 頃、 下祌谷 村遷迄 追討 仕、 首級 ハ 揚不中 候 得 共、 賊方 二 討 取手 負 餘程有 之 哉 二 見受申 

，ぱ、 此日、 別 ュ 隊長 田村载 雄、 安手 口 ョ リ縑田 川遷迄 進戰、 平 城 之樣子 ffl 伺、 御 差阖之 通、 賊、 罷越候 ハ 、 、 討 取 候 心得 二 テ 

平 久保村 迄 相 進 候處、 水門 ノ 脇-一 砲臺ヲ 築、 相 待 候 二 付、 直 樣砲發 候處、 賊兵散 亂仕候 一一 付、 一 時 二 追討 可 致 ハ S 一一  候 得 

共、 雷雨 頻 ュ降 出、 山間 n テ掛引 不自由、 依 之、 先 駒 込 村 迄 人 數引揚 、腰 兵粮 相 用、 再 攻撃 可 仕 心得 之處、 平 城 之 方 -ー 火 之 手 

上リ、 追々 脫賊罷 越 候 二 付、 直 様人數 分配、 半 隊ハ關 場 村へ 相 廻シ、 一手 ハ駒込 村、 玉 山村 途 巡邏 仕、 賊兵七 人 討 ffi^ 
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據リ宿 陴罷在 候、 尤、 怪我 一 切 無 之 候 

十四日、 諸險ヲ 部署 シ 、磐 城 平 ヲ 分 守 ス 。 

城内 K 州 中 村 ロ薩州 長 橋備前 小名 濱ロ佐 土 原大村 三春 口 柳 川 

右 之 通、 持 場警衞 巡邏 可 有 之 事 QM 花 

〇 參謀、 諸 軍 一一 令 シテ、 嚴 一一 其 鹵掠ヲ 戒飭 ス 、 又賊ノ 器械 錢穀ヲ 獲 ル者ハ 、直 一一 之ヲ 器械 會計 

ノニ局 二 申吿セ シム。 

咋十 三日 以來、 當所民 商家 へ 掠奪 不少 趣祁 聞へ、 定テ 小^ 共ノ 所業 トハ 被存候 へ 共、 甚不届 二 付、 早々 取調、 屹度 可 被處御 

軍律 候 事、 各藩 分 怖 之 器械 彈藥ハ 器械 局へ、 金 穀ハ會 計 局へ 、早々 可 被 届出 候 事、 

但、 以後、 何處 へ 進撃 之 節モ、 可 爲木文 之 通 事。 II 

十七 日、 郡 山 藩 兵、？ や 平 潟 一一 至リ、 本道 ノ輜 重ヲ 掌ル。 lii 

十九 日、 參謀、 進軍 ノ條令 ヲ諸險 長-一 頒ッ。 

一 仙臺 攻撃 之 總軍、 同所 平定 ノ上、 三分 一一 分チ、 一分 ハ 陸地 秋 田 一一 向ヒ、 二分 ハ 福 島 二 向ヒ、 白 川口 官軍 ト 申談 シ、 米澤 へ 打 

入 候 事、 

一 南部、 佐 竹 以南 同盟 ノ諸 藩、 順逆 ヲ論 セス、 大小 彈藥 被取揚 候、 其 主 ハ 側 向 五六 人 一一 テ、 蒸氣船 二 テ江戶 表へ 罷越候 事、 

一 今年 ハ 不作 必然 之 儀 故、 分 怖 之 米穀 庫、 爲 兵火 燒失無 之. 核 可 致 候 事。 I^p 

〇 參謀、 令 シ テ、 兵士  ノ  a 掠ヲ 申禁 ス 。 


先達 テ、 農 商家 掠奪 之 儀、 達 置 候處、 有無 之 屆無之 藩モ有 之、 且又、 今 以分怖 ト稱シ 、下民 ヲ惱シ 候 者 有 之 哉 一一 相 聞候條 

上 嚴重取 亂可有 之 候 事。 細 S 

二十 二 日、 總督四 條隆謌 、小名 濱 二 至 ル 。| 道；！ 

筑前、|憎；ー^?、安藝、？？、^-長門、穎4沖良隊城41.2，久留米、5?、、岩國、|1」五藩兵亦前後來リ屬ス。 

黑田長 知、 淺野長 

勳家 記、 岩 國藩記 

〇 官軍、 兵 ヲ分テ 、海道 ヨリ 中 村 城 二 向フ、 前險 議、 up 進テ、 久 ノ濱- 一陣 ス、 夜、 賊兵、 其 哨兵 ヲ 

末續 村-一 襲 フ。 • 

二十 二 日、 久ノ濱 著陴、 直 二 斥候 一 小隊、 末續村 -ー 繰 出 候處、 夜中、 賊徒 襲來及 取合 候、 B 

一 一十一 一日、 發軍、 久ノ濱 へ 繰 込、 其 初夜、 前路 一一 當リ、 砲聲相 響キ、 火烟 天-一耀 ク、 全軍、 整列 厳戒 ス、 此日、 藝藩 廣野驛 進軍 ノ 

命 ヲ奉シ 、當所 へ 著、 末續村 g  、一久 里 ノ% へ 斥候 差 出 置 候處、 賊 不意 襲 來發砲 シ、 民家 二 放火 ス 、藝州 兵、 招戰 スト 雖モ、 事卒 

然 一一 起リ、 遂 一一 不敵、 追々 久ノ濱 へ 引揚 候、 賊亦途 巡 進 マ ス 。謹 

〇 相 馬 誠 i 豕記 二 云、 一 一十一 一日、 末 次 村 、敵 屯集ノ 報告 ァ リ、 木 村 重 光、 西 內重興 ノ兩隊 ヲ以テ 夜 擊ス、 午後 士 一時、 喑夜 二 

乘シ、 兵 ヲ潛メ 、忽然 急 擊接戰 二 及フ、 敵、 狼狠 シテ遁 去、 卽チ火 ヲ敲營 ニ縱テ 歸ル。 

二十 三日、 海道 ノ 官軍、 賊ヲ 廣野驛 一一 擊ッ、 曉 一一 至 テ之ヲ 破ル。 

一 不 三日、 藝藩、 廣野驛 へ 進軍 可 致 ノ處、 同所 へ 賊兵 多勢 屯 集 ノ趣相 聞、 孤軍 難 進、 我 藩 後繼ノ コ ト 示談 二 及ヒ、 依テ進 

ノ赣、 磐 城 平表參 謀へ 伺ノ 上、 佐 分利 九 允、 fl. 久ノ 濱驛へ 留メ、 中 村 新 之丞、 大橋 關彌、 本道 金ケ澤 村へ 押へ トシ テ差 
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置キ、 和田爱 岐餘隊 ヲ率ヒ 進軍、 藝州兵 先鋒 一一 テ、 本道 左手 ノ 間道 進軍、 然 一一 、龜ケ 崎 村 へ 賊徒 潜伏 ノ趣ヲ 聞キ、 急進、 大久 

村へ 著シ、 藝藩ト 商議 シ、 軍配 ヲ定メ 、兵 ヲ三路 一一 分チ、 藝州兵 ハ右ョ リシ、 我 兵 一 ハ 中路ヲ 進ミ、 一 ハ左 山手 ヲ越、 荆棘ヲ 

分チ、 一 條 ノ樵路 ヲ觉メ テ、 龜ケ崎 村 二 至 ル、 賊ノ 斥候 ァ リ、 山 田槌之 助、 三澤增 次郞隊 等、 輒チ發 砲 衝突 ス、 ST 周章 一 戰支 へ 

ス 、散 亂ス、 遺棄 セ ル 器械 粮食、 村 中 一一 狼藉 タ リ、 申ノ 刻、 下 淺見 川 村 へ 繰 込、 是時、 賊徒、 廣 野驛ノ 要地 一一 據リ、 正面 左右 三 

所 二 砲 臺ヲ搆 へ 、守備 尤 堅牢 ノ由相 聞、 動 靜候偵 トシ テ、 藤 田 束、 繰 出 候處、 賊 突然 發砲、 兵ヲ 出シ、 掩襲ス ルノ勢 一一 付、 

佐 分利 鐵次 郞、 m ヒ 澀谷 甚左衞 門、 山 田植之 助、 天野祐 治、 三澤增 次郞、 壹岐家 兵、 卽時 二 繰 出シ、 我 兵 ハ 正面 淺見 

川 ヲ隔テ 對戰シ 、藝州 兵 ハ 左 田圃 二 押出 シ、 共 二 砲 銑 連發、 烈シ ク 邀撃 一一 及 候へ トモ 、賊、 多勢、 更 一一 不撓、 則、 藝藩ト 謀リ、 

同藩 砲 隊ラ左 山上 二 押 登シ、 本 路ト椅 角 ノ勢ヒ ヲ張リ 、賊營 二 注目、 連リ ニ發 砲、 尙 山手へ モ我小 銑 隊ヲ繰 上ケ、 捐軀戮 力、 

發射、 夜半 尤苦戰 、遂 -ー 曉- 一達 ス 、於 是、 賊 勢少シ ク 挫折、 時 一一 中 村 新 之丞、 大橋關 彌、^ ^ 金ケ 澤村ョ リ池 S 攝津守 人數、 鈇 

隊 ハ 武宮甚 之 丞引卒 、磐 城 平 ヨリ 應援 トシ テ 驅來リ 、勇 奮始 一一 倍 シ 、遂 二 短 兵 進撃、 驛前 ノ 砲 壘ヲ奪 ヒ 、廣 野驛 へ 討 入 候處、 

賊、 大 二 驚愕 敗走、 尙驛外 一 一 ッ ノ 沼ノ險 二 留リ、 或 ハ砲臺 、或 二 厳 石 ニ據 リ抗衡 候へ トモ、 亦 之 ヲ敗リ 、砲 臺ヲ 奪フ、 此日、 兩 

藩 二、 喊 ヲ仆ス 無算、 提、 死 驅收拾 介 持 シ テ 引 去 候 へ ト モ 、猶 路傍 ノ 遣 屍 不少、 驛前 砲臺中 ヨリ、 驛内ニ 至 迄、 流血 淋滴、 之 二 

] r  >  EI き 多， K  3 レ 、 t^puLslz  -  g に C 監 軍足 立 無事 介、 後遂 -ー 死 ス、小隊司令{B^i谷甚左衞門、 使役 岩 越 平 八、 兵士 三 谷彌平 

因テ 死傷ノ最夥ヲ^？^ル 其纩 Ht^ 負 T 四.. <  次-後 遂- 一死 ス、 磯 岩^ 介、 松 浦 助 一一 一郎、 下田 源 助、 西尾龜 一一 ー郞、 福 地 梅右衞 門、 米 橋 源 四 

郞、 若 林 喜左衞 門、 池 田 攝津守 人数 士官 茅 原久之 

助、 兵  1^ 今お sg 次郎、 小者 一 人、 〇 池 田 輝 知 家 記 

1 一十三 日、 麼野驛 迄 繰 込 候 心得 二 テ、 因 州 藩 申 値、 間道 鬼 崎 通 リ罷越 候處、 同所 ハ、 少々 賊徒 罷在候 得 共 、直-一 遁逃仕 候、 夕 

刻、 淺 川 迄罷越 候處、 因 州 ヨリ 斥候 一 小隊 差 出、 取合 二 相 成 候 二 付、 敝藩 ヨリ モ、 直-一山 手へ 出 勢 仕 候處、 賊徒 颇抗戰 仕、 

終夜 烈敷發 砲 苦戰、 遂 二 追拂、 翌ー 不四 日朝、 廣野驛 へ 繰 込 申 候、 此節 死 一 人、 «¥慯 五 人。 滅^い 王き 1^ き、 雌 t$ 職- 

野長勳 

め、 己 

〇 相 馬 誠 胤 家 記 二 云、 一 一十三 曰、 午後 四時 頃、 敵、 大擧、 淺見 川 一一 添 テ壟來 、忽然、 東西 二 散布 シ、 頻 一一 發砲、 廣野驛 i 旭ル、 我 


藩 V 仙 丘 ハ及ヒ 陸軍 隊ト共 一一、 各所 二進 テ之ニ 應シ、 S 戰刻ヲ 移ス、 日 巳 二 暮レ、 激戰猶 止 マ ス、 砲 聲山谷 二 轟ク、 午後 士 一時 

頃 二 至リ、 我 藩 木 村 重 光、 猎狩隆 辰ノニ 小隊、 仙 兵 ト諜リ 、奇兵 ヲ以テ 、敏ノ 左翼-一進 ミ、 之 ヲ攻メ 、進テ 四 五歩一 一 逼ル、 敲勢 

挫，^、  U 手-一 引キ、 之 ヲ拒ク 、終夜 砲 聲絕へ ス、 而シテ 、我 彈藥已 二 乏シ、 各藩 相 議シ、 翌日、 午前 八 時 頃、 止戰、 總兵 ヲ辨天 

坂-一 收ム此 I 死 一一 一人、 職き 一人、 Ifg. ま^ gs、 此日、 山手 龜ケ 崎ノ 戌兵、 中 野重 軌ノ 一  小隊、 山道 

ヲ潛ー 了シ、 同 木 ケ原ニ 斥候 ス、 敲 伏兵 足下 二 起リ、 暫時 苦戰、 富澤 安明、 藤 崎 重 義來援 ト雖モ 、遂 敗走、 二 本門捫 二 退ク。 

〇 仙 乗 藩 記 -ー 云、 一 一 十三 日、 廣野濱 街頭へ 官軍 進撃、 夜 第 六 字 頃 ヨリ 討合ト 成、 春 日 左 衞門拉 仙 兵 中 村 權十郞 、牛 阪昌之 進、 

平 田 傳右衞 門、 蜂屋 六左衞 門、 加 藤 金彌、 谷津十 郞兵衞 等、 大凡 六 小隊 餘ニ テ防戰 、官軍 新手 加リ タ ル 二 付、 春 曰 其邊ノ 番！^ ハ 

ほク ノ迄 引揚、 接戰、 勝負 決 セス、 此時 討死 四 人、 I、  二十四日 朝 八 字頃ト 成、 官軍 勢 ヒ烈ク 、仙 兵、 彈 藥盡テ 引 揚申忙 

丄ゴ ヲ^ ヌ 

此時 討死 力 人、 is?MSA 人、 稩士衞 七 門人、 此日、 伊達 藤 §手追々|、  |隊等 へ 加 リタ レ トモ、 戰ヒ 巳-一 終 

リタ ル所 一一 テ、 接戰無 之、 引揚申 候。 

二十四日、 是 ヨリ 先、 白 河 ロノ 官軍 二 約シ、 俱二 三春 城 ヲ攻ン トス、 是日、 參謀渡 邊淸、 薩、 備及 

柳 河、 佐 土 原、 大村五 藩 兵ヲ率 ヰ、 山道 ョ リ之 一一 赴ク。 

先 是、 白 川 道 參謀板 垣 退 助、 棚 倉 ラ拔ク 、因テ 相 謀リ、 聲言 シテ 曰、 淸ハ 三春 ヲ攻 擊シ、 退 助 ハ須賀 川 ヲ攻擊 スト、 二 卜 四日 

ヲ以テ 、互 二 發ス、 I 邊 I 

七月 二十日、 海 手 、ノ參 謀、 棚 倉-一 來テ 、一一 一春 ヲ攻ン コトヲ 議シ、 ー不 四日、 發軍 ラ朝ス cs«^ 

〇 進軍 次第 

七月 二十四日、 平 出兵、  . 

渡戶泊 薩州 合戶泊 備前 柳 河 佐 土 原 大村 
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同、 一 一. 1- 五日 

上 三 坂 薩州 備前 

1 棚 倉 之 ion 軍、 同一 ート 五日、 

ー贼兵 屯聚ノ 所々、 桶寶 

合 旗ノ事 

ー總赤 一白 一一 赤ノ 十字 

右 之 通、 御 渡 一一 相 成 候 間、 兩樣之 £  、用 方 ノ儀ハ 、日々 參謀 ヨリ 沙汰 有 之 害、 尤、 棚倉ノ 官軍 ト旗 合ノ 節、 丸 二 振レハ 十二 受 

ケ、 十一 ー振レ ハ 丸-一 受ケ候 事 OIM 

0 筑前？ ，及津 、一 一藩 兵、 小名 濱 ユ 至 ル 。纏 籠 ま謹 

二十 五日、 賊兵、 廣野驛 ヲ侵ス 、撃 テ之ヲ 卻ク。 
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ン ト、 小高 キ所 ヨリ 下ン トス ル 所へ 、亂丸 數發討 付 ラレ、 又 討死 ス、 隊長 等 討 倒 サレ、 殘丘 ハタ マ ラス、 第 四 字 頃、^ ク崩レ 立、 

富 岡、 熊 川 ノ方 へ 敗走 仕 候、 此 Is ハ人、 统隊士 T 人 田、 傷者 ズ人 t ぼ I、 上雜ま 1  人、、 统士 

〇是 ョ リ先、 伊達 慶邦、 使ヲ遣 シ 、本 多 忠紀、 內藤 政養ヲ 招ク 、是 日、 忠紀、 政 養仙臺 -1 抵ル 。ゆ 避 

日詳ナ 

ラ ス „ 


〇 本 多 忠申家 二 云、 七月 1 一日、 忠紀、 相 馬原ノ  W 常 福 寺 二 投ス、 是時 二 當リ、 仙臺 ョ リ 使臣 前 島 省 吾、 氏 家晋等 ヲ以テ 屢 

山臺 一一 セン コトヲ 逼ル、 遂ニ 止ムコ トヲ 得ス、 一 一十 六日、 仙臺 二 抵リ、 茂 庭 周 防 ノ邸ニ 寓ス、 內藤政 憲家記 云、 仙 臺ノ臣 氏 

家晋、 厘 往復、 政 養 ヲ仙臺 ニ伴ハ ン n トヲ 促ス、 睛：； fif;^s  、事 急 二 シテ不 得 止、 終 二 伊達 彈正ノ  f 至ル" 

二十 七日、 山道 ノ 官軍、 三春 城 二 入ル。 

二十 六 曰、 我 兵ヲ進 メテ、 仁 井町 ノ賊ト 戰フ、 退 助、 俄 二 令 ヲ改メ  、須加 川 ヲ捨テ 三春 二 突 人ス、 三舂忽 降伏 ス、 仁 井町 ノ賊 

敗走 シ、 三春 一一 歸レハ 、官 旗旣- 一城-一 满ッ、 賊、 大 一一 驚キ、 狼狽 往ク 所ヲ知 ラス、 二十 七 曰、 兩道 ノ兵ヲ 三春 一一 合ス、 I 遣， i 

一 一十 ヒ日、 四 字 出陣、 三春 攻擊ノ 御 達 有 之 候 得 共、 一 ート 六日 夕、 當藩 宿營へ 、三春 藩 田村藏 之助ト 申者罷 越、 候ハ、 阼日棚 

倉 御 出張 ノ 官軍、 薩、 長、 土、 館 林、 黑羽、 大 垣等ノ 兵隊、 三春へ 著 到、 賊兵亂 走 致シ、 藩主 モ歸 順、 城 地 人民 悉ク 返上 ノ趣 演說、 

岡 山 

售 己 

1 一十 七日 曉四 字、 大 越村發 軍、 各隊 三春 城下へ 繰 入 候處、 棚倉ョ リノ 官軍、 一 一十 六日 繰 込 二 テ 城主 秋 田 万 之お、 降伏 謝罪 相 

成居候确  . 

二十 八 曰、 海道 官軍、 賊ヲ手 岡 原 一一 擊テ、 大 二 之ヲ 破ル。 

七月 二十 八 曰、 手 岡 原ノ賊 追撃 ナリ、 宗藩ニ 中隊 ト同 シク、 朝 六 字、 井出 邑ヲ 發シ、 山路 ヲ經テ 進ム、 三 里 許 一一 シテ富 岡 宿 二 

達ス、 き 十字 ナリ、 敲、 前面 手 岡 原 一一 在 ト聞キ 、乃 チ號令 ヲ待テ 、各 隊兵ヲ 進ム、 手 岡原ノ 地形、 一面 ノ臍原 一一 テ、 四 望 茫々、 

草 蕪 平 舗 シ、 周匝ハ 山ナリ 、賊ノ 砦壘 、現-一目 ノ醒ス ル所ハ 、七 八 座 許 一一 シーア、 第一 本壘 ハ 、 正面 街路 ラ截斷 シテ搆 成 セリ、 

然 一一、 叢 |2  ノ間ニ 地 ヲ堀リ 揚ケ、 築立シ コ トュへ 、尋常 二 テハ 有無 モ 分明 ナ リ難キ 程 ナリ、 凡ソ、 砦 壘ノ內 、最左 側ノ 砲臺ノ 

i  、麟原 中 一一 高 ク築キ 出 セル 許 一一 テ 、其 他 多 ク ハ 山麓 阜岡 二 ヨリ、 或ハ 林木 中 一一 倚テ 左右 待對 シ、 頗ル 映射 救應 ノ利 ァリ、 

蓋シ、 此地、 中 村 城 ヲ距コ ト僅十 里 許 一一 シテ、 相馬領 界界ノ コト ナレハ 、利害得失、 今 曰 一一 アル コトュ へ 、壘モ 堅ク兵 モ衆ク 
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軍 氣モ亦 愤壯ノ 勢 ヲナシ タリ、 偖、 富 岡 會合ノ  軍 一 同、 此所迄 進入、 宗藩 一 中隊 ハ 、右側 ノ 山ヲ踰 越シテ 右方 ヨリ 進ミ、 我 

广」 ハ第 二番 位 進行 中二 ヨリ、 余ノ 一  中隊 ト 一 齊 一一、 正面-一 並進 セリ、 但シ、 彼是 一 小隊 宛-一分 離シ、 各 小隊 參伍 シテ、 正面 壘ノ 

右側 ョ リ 最左 砲臺ノ 左側 二 至ル迄 散布 シ 、拉進 ム 、是 時、 賊壘、 左右 正面 共 二 頻ニ發 砲 セシカ 、我 兵 ハ寂 トシ テ應 セス、 成ル 

へ ク敵 一一 近キ、 小 銑 距離 一一 至レハ 、賊、 愈烈シ ク 打出シ 、砲 銃交來 ル 、是 一一 於テ 、各 小隊、 夫々 一一 分配 シ 、 我 一 一番 小隊 ハ 、 最左 

ノ壘ニ 向ヒ、 一 番 小隊 ハ、 所謂、 正面 壘ノ 左邊 ヨリ 攻撃 ス、 此壘、 右側 ノ方 一一 ハ頗ル 松 樹等モ 林立 シテ、 仕 寄 モア レ トモ、 此 

邊 ハ何ノ 胸壁 ト爲ス へ キ物 ナク、 平地 上 草 蕪 ノ間ニ 隱翳シ 、銃戰 頃刻、 聲ヲ 揚ケ鼓 躁シテ 進ム、 賊、 殊ニ 死守 シ、 且 左右 ノ 

砲臺 ヨリ 援發ス ル モノ、 撗合 ヲ彈射 シテ、 敲閒 一 町 餘ノ所 一一 攻-! ？.? シカ トモ、 壁高ク 玉稠キ 故、 如何 ト モ シ難ク 、殆ト 苦戰ナ 

リ、 蓋シ、 左 邊ハ實 二 地理 宜シカ ラサ ル 一一 ヨリ、 漸々 右側へ 繰 寄セ、 彼方 ヨリ 進入 セ ン ト、 右翼 第 一 分隊 ハ 1 ヲ 越へ 、右ョ 

リ進擊 サセ、 第一 一分 隊ハ 路傍 ヨリ 左 一一 配 リ置キ 、偖、 余 ノー 一分 隊ヲ 繰越 ン トセ シカ、 颇ル 間隔 ァリテ 、銑 戰烈ク 、容易 二 ハ轉 

換ナリ 難シ、 會々、 藝州 共、 我 砲隊ト 同シク 街道 ヲ 進行 セ ル ュ へ 、是ラ 促シ、 此 兩兵ノ 攻擊セ ル間ニ  、左 一 一分 隊ヲ 繰換ン トセ 

シ 一一、 何分、 壘ノ 左側 ハ 一 面ノ深 m 一一  テ、 其邊都 テ荆棘 叢生 シ、 歩行 自由 ナ ラス、 號 令行屆 キ兼タ ル內、 遂 一一 第三 分隊 ノ 挺進 

ヲナ セリ、 第三 分隊 ハ、 司令 ± 補 宫及ヒ 使役 ト コ レ ラ卒ヒ 、賊壘 ノ左角 一一 當リテ 薄 レリ、 然ル 一一 、此 所ハ 水田 叢荆等 一一 テ、 容 

易 二進 ミ難ク 、殊 一一 錢丸 ノ來ル コ ト夥シ キ ュ へ 、須臾 ノ間 一一 銑 戰シ、 漸々 一一 荆棘ラ 蹈ミ、 水田 ヲ 超へ 、辛ク シ テ壘ノ 背面 二 

潛ミ出 タリ 、先刻 ヨリ ノ激戰 一一、 賊モ颇 ル疲勞 ハセ シカ トモ 、^能 ク 勉强 シ テ 、甞テ 返 去 ノ氣ナ シ 、是 二 由テ 、背面 ョ リ 銑擊、 

前後 交攻セ ン トセ シ 一一 、已ニ 彈藥ヲ 打 盡シ、 外 ニ繼兵 モナ シ、 然レ ハ迚、 頃刻 モ獨 豫セ ハ、 前面 二進 ミタ ル兵ノ 死傷 モ多ク 

ナリ、 且ッ、 當 分隊 モ束 手、 死ヲ待 一一 齊キ ュ へ 、司令 士 ヲ始メ 長官 三人、 第三 分隊 十 餘人ヲ 率ヒ、 刀 ヲ拔キ 壘門ヲ 破リ、 鈹躁 

シ テ入ル 、縱橫 衝突、 殺傷 船 ル 多 シ 、賊、 忽チ委 靡、 路 ヲ開テ 避ク、 然レ トモ 、賊、 尙 一 一 百 人 許 蟻 集 シ 、銑 槍 ヲ以テ 包羅 シ テ 死 

戰 ス 、我 兵 離隔、 人 々相 救 ヲ得ス 、一、 トニ 敲セサ ルナ シ 、我 兵 、鬪死 セシ モア リシ 力 、賊、 遂 二 辟易、 狼狠措 ヲ失ヒ 、僅 一一 身ヲ 

、お テ免ル 、是ニ 於テヽ 前面 二 在 リシ 第一 一 分隊、 お 戰酣ハ ナ ルヲ 見、 直ニ壘 壁ヲ乘 越へ 、カヲ 戮テ、 忽チ賊 sgii ヲ追落 セリ、 第 四 


分 ま、 第三 分 象 ヨリ モ遙ニ 左 二  f  、棘荆 水田 ヲ践 涉シ、 鬼 角 シテ、 賊壘ノ 背面 二 廻 リ出テ 、卽チ 襲撃 セン トス ル內、 已 二 

第三 分 象 逢 入 シ テ 、喊、 敗走 一一 及 フユへ、 力 ヲ戮テ 追撃 ーリ、 第一 分隊 ハ 、 街道 ヨリ 右側 二 散布 シ 攻擊 セシカ 、此逢 ョ リ ノ 

宗藩 一，， へ I 卦リ居 リシ ュへ 、時宜 ヲ權リ 、最右 ノ 壘 一一 向ヒ 攻擊ス 、是賊 ハ、 早 ク敗形 一一 見へ シュ へ、 卽チ 挺進 鈹躁シ テ 衝入 

ス、 戎、 果シテ 支 ルュ及 ハス、 *| セシュ へ、 直 一一 北ルヲ 逐ヒ、 他 分隊 ト會 合シ、 一 小隊 齊シク 追撃、 熊ノ町 一一 到リ 追留メ 

一- 番レ象 ト會シ 、裏 マテ 引 揚ケ、 泊 s ス 三番 小隊 ハ、 一番 小隊 ヨリー 隊ヲ 隔テ、 宗藩 小隊 ノ左 ユア リテ、 原 中 最左 ノ高ク 

築キ出 セル 籠-一向 ヒ蠢ス 、哝っ 打 出 セル 砲 銑烈 シク、 漸々 二 砲 臺ノ下 マテ 薄 リタ ルュ、 i 、此 砲臺 ヨリ 左 ュ當テ 

隱， i 場 ニ坐 ヲ搆 へ、 此 ヨリ 打 出 セル 銑 丸、 我 橫合 ヲ打チ 、創 ヲ被ル モノ ァリテ 、頗ル 迷惑 セル ュへ、 直 二方 向ヲ換 へ、 僅 一 

分 象 ヲ殘シ 、此砲 臺ニ當 ラセ、 他 分隊 ハ、 左隣ノ 隱シ臺 場へ 取詰シ 二、 此所 沼田 ニテ 進行 難 澀セシ 力、 鬼 角シ. ラ 砲臺 ノ 右手 

ョ J  S  二 區ヒ リ i ナク 攻擊シ 、忽 チ 一一 追 潰 シ タリ、 是時、 左 隣 ノー  砲臺 ハ 、宗藩 兵攻落 シ、 且ッ向 キニー  分隊 ヲ以 テ當 ラシ 

タ ル籠 モ 、塞兵ト同 シク 攻人リ 、是 塞ス、 乃チ 一 小 f 

リ、^ テ令ヲ 承テ 、他 藩 兵隊 ト 交代、 富 岡 迄 引揚、 休 兵 ス、 是日 戰死七 人 ^^|佐武泰、小河內邦人、ニ宮嘉源次、藤井祧 一 郎 

.5  <J  i  、、井上 三 郎兵衞 、大塚 像 三郞、 宇 野； 口； 1^  ,C  S 又 

被： S  、きき 11 p^sr 岡ノ 山！ ム、 賊ノ 伏兵、 雷 ヨリ 砲 擊スぃ 我 一番 一，： ^ベ J 

リニ， i  、繞 テ賊 ノ右ヲ 擊ッ、 賊走テ 、杉 2： 村 一一 入リ、 谷 ラ隔テ 雨 射ス、 我兵、 爆ヲ攀 チテ、 奮鬪 接戰ス 因 兵 良城隊 左 

翼 ヨリ 來リ 攻ム、 喊兵破 走ル、 讓、 數十人 ヲ斃ス 、諸 兵、 皆 杉 内 一一 會ス、 靈、 精義 ハ 三番 中隊 ト、 富 岡 ヨリ 新田 原 二進 ム 

成#ー纖ー ァぉス 、三番 隊ハ 、左 山 ノ 砲臺 ヲ攻メ , 銳武、 精義 尸 中央 ノ 砲臺 二 向 ヒ 、短兵急 擊 ス 、賊、 竟  一一、 ^  U し、 テ、 走 

二 卜 八 暴 天、 我 3 菌 S 条 ヲ進メ |、§ 雷 ノ如ク 起リ、 讓地 I シ、 驛外雷 原-一 於 テ、. ？ 岩 I 藩ノ兵 

賊ト 交戰、 敵軍 最强、 兩藩ノ 兵 頗苦鬪 中-一 付、 應援 トシ テ我 一 隊、 迅速 出兵 馳向 候處、 長 州、 岩 國ノ兩 兵、 旣 一一 賊 ラ敗リ 砲臺 
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數ケ 處ヲ乘 取、 休憩 ス、 於是、 我 兵 代テ 進撃 シ、 殘賊 ヲ尋ァ 發砲ス 、場、 應ス ル能ハ ス、 悉ク 敗走 ス、 此時、 我 本 軍モ來 會シ、 長 

州、 岩國兵 ト トモ 一一 本道 急進、 賊、 遂 一一 相 馬 ノ 封 境、 熊 ノ 町驛前 ノ 關門 ラ捨テ 、同驛 ユ 放火 シ 、遁竄 ス 、官軍、 關門ヲ 越 へ テ 、 

驛ロ迄 進 到 候へ トモ、 烈風 ノ タメ 一  驛延燒 、進 ミ難ク 、驛ノ 左、 田徑 ヲ歴テ 追擊ス ルー 一十 町 許、 漸ク 日暮ニ 及ヒ、 逐驅ヲ 止ム、 

此邊宫 道、 一 帶ノ松 樹列ヲ ナシ、 其 左右 林 叢、 -把々 タ ル麟原 ナリ、 因テ 長、 藝、 伊、 筑、 岩國 各藩 ト兵ヲ 會シ、 戰守 ノ策ヲ 議シ、 

濱手 ハ 筑前 兵之ヲ 守リ、 本道 ノ左 山手 ハ 、蓋 州 兵 之 ヲ衞リ 、正面 本 ハ 我 兵 之 二 當リ、 樹下 二 番兵 シ 、焚火 ヲ數ケ 所 一一 焚キ、 

嚴重 巡邏 シ 、餘除 ハ悉ク 熊ノ町 二 引揚ク 、時 二 驛中 、火 稍鎮 リ 、妙 見 ノ 森 二 露營、 曉 二 徹 ス 、當 夜、 番兵 所 二 於テ、 賊ニ 名ヲ擒 

縛ス、 叉 北 田 村 在 陣ノ我 六 小隊 竝 大砲 一 一門、 同所 相 發シ、 長 州兵ト 共-一 、松 ヶ岡 ヨリ 間道 進軍、 赤 木 村-一至 ル、 時 - 一本道 新田 

原 ノ砲聲 ヲ聞キ 、各隊 奮然、 直チ 二 山手 徑路ヲ 進 ミ候處 、左 山上 一一 埋伏 ノ賊ァ リ、 突然 放 砲、 兩藩速  一！ 應シ、 烈シク 發砲進 

擊、 山上 二 驅登レ ハ 、賊、 敗 レテ山 下 一一 走ル、 卽チ北 ヲ逐テ 野 山 二 至リ、 順路 捜索、 中 上手 岡 川 ヲ隔テ 、向 岸 又賊ノ 伏兵 ァリ、 

忽然 突起、 要地 一一 據 リ頻リ 二 發砲、 彈丸霰 ノ如シ 、官軍 大 -1 苦戰、 此時、 中 村 新 之丞、 自ラ隊 兵 十四 員ヲ 率ヒ、 長 州 兵 三員ト 

共 一一 群 ヲ拔キ 、舊然 激勵、 賊彈 雨注 ヲ冒シ 、上手 岡 川 二 驅著ケ 、地 ヲ撰ミ 相戰ハ ン トス、 然レ トモ、 遮蔽 ト スへキ 一樹 モナ 

ク 、賊、 之 ヲ見テ 益發砲 、是 一一 於 テ 、共 一一 一 死ヲ誓 ヒ、 直 チニ川 一 1 打 入、 河水 脇 服ヲ沒 シ 、辛 フ シ テ向岸 一一 馳揚 ル 、賊 ハ 岸壁 ノ 

頂 二 ァリ、 我卽 チ登路 ラ覚テ 下流 ニ隨ヒ 、河邊 ヲ下ル コ ト數 歩、 漸ク 一一 シテ 小徑ヲ 得、 將 一一 衝擊セ ン トス、 豈圖ン 、前 地蔽 

林 中 二 又 伏兵 ァリ、 一 齊發 砲ス、 幸、 我ヲ慯 ラス、 我 兵 奮 躍 突進、 卒然 方向 ラ轉シ 、岸 上 ノ賊ヲ 衝キ、 一 齊吶喊 、格 鬪ス、 賊、 

多勢 ト雖防 ク能ハ ス、 器械 ヲ捨テ 潰走 ス、 藪 中ノ賊 モ隨テ 走ル、 我 諸 隊及長 州 ノ兵ハ 、 槪 二 上手 岡川ノ 下流 ヲ押 渡リ、 上手 

岡 村 ノ賊營 ヲ衝キ 、之 ヲ奪フ 、侬テ 山手 ノ敗賊 、同村 二 入 ヲ得ス 、盡 ク 奔竄ス 、新 之 丞等十 七員ノ バ 、追逐 ヲ止メ  、同村 二 著 

シ、 諸 隊ト共 二 同所 -ー屯 集シ、 翌ー 不 九日 平旦、 熊 ノ町驛 へ 來會、 本 軍-一 合ス、 此役ャ 、兩藩 二 賊ヲ仆 ス箕フ へ カラス、 我 兵、 

一一  斬獲ス ル所 ノ贼、 凡 五六 名、 其 節 手 負 三 名、 喊想喊 J^〇 細 ま ly 

1 一十 八日 朝、 北 田 村 出立、 富岡驛 ニ著陴 仕、 夫ョ リ長藩 申 合、 弊 藩 ヨリ ハ 往還 筋へ 、 大砲 一 門 繰出シ 候處、 千代 岡 聰 0  一 ^、"^ 


原 二 至 リ、. * 走、 三處ノ 砲臺ョ リ放發 仕 候 一一 付、 直 一一 激發相 掛候得 共、 何分、 賊勢 ハ 多 人數、 殘 二 三面 ヨリ 砲發候 間、 殆苦戰 

仕、 f 相 P  、砲 臺近ク 相 成、 砲 隊長 高 閒省ヨ 、砲手 之者士 三 一名 ヲ率ヒ 、砲 臺へ乘 入、 賊徒 ヲ切拂 、熊 野 驛迄繰 込 申 候。 I 讓 

家 

r 下 八 曰、 一 中缘、 井手 村ョ リ濱手 通 富 岡 迄 進撃、 直-一 濱手 山道、 大野 原 ヨリ 相 進 候 折 柄、 本道 ノ戰 爭相始 候-一 付、 急速 押 寄 

宾處、 賊兵、 砲藝 一ヶ所 ヨリ 防戰、 暫ク ノ內、 其 砲 臺へ討 入、 更ー 一進 擊、 長 州 藩 半隊、 一同 熊川ノ 下流 ヲ押 渡リ、 敗走 ノ跡ヲ 追 

S  .  、.， ^包  一 on 分铺、 其 後、 熊ノ 町 放火 盛 一一 相 見 候 間、 濱手 ョ リ 一 先 本道 へ 押 登 候、 此時、 最早 長 州 藩、 本道 進擊 一一 相 成 候條、 

夕刻 人數 引揚、 濱手 ノ 村へ I 仕 候、 敏 1 名、 、ヲ生 柿 、譲 仕 候。 連き 

〇 相 P リ誠胤 家 記 一一 云、 一 一十 八日 黎明、 山 ノ手赤 木 村 一一 進ミ、 敵ヲ 要擊セ ン ト ス 、平 道 地 原 一一 至リ、 偶然 敵 二 逢フ、 暫時 拒戰 

ス ト„^- モ、 平原、 St 丸 ヲ避ル ニ利ナ ラス、 退テ 杉林 ヲ循ト ナシ、 苦 戰數刻 二 及フ、 敵 倍 逼ル殆 三十 歩、 且 本道 ノ敲モ 亦 徽號ラ 

辰リ、 單丸ヲ 犯シ、 直 一一 臺場 一一 進入 ス、 本道 遂 一一 瓦解 、尊 テ宵ノ 淼及ヒ 手 岡ノ諸 隊モ亦 退キ、 管內大 川原 ヲ經テ 野 上 村 二 

至ル、 装、 岡 田鬣モ 亦 部下 ヲ率ヒ 、河 內ヲ 退キ、 此ニ 會ス、 議シテ 曰、 本道 ノ敲、 巳-一中 村ヲ 距ルハ 助 は；. ^ 助ス 1^ 

分 テ之ヲ 二 ハ ト、 爱ニ 於テ、 堀 E 亂賢、 泉 田 ai 正、 各部 下 ラ率ヒ 、浪江 二 至ル， 各地 戰死ノ 人 介、 伊賀 淸右衞 門、 志 賀鄕右 

|§;^||£:^きハ人、5|謹5^謹？き鼓毫藤是日、南讓ノ關門§、仙兵等直ニ走ル、+1、中 

村， 一一 止 ィル、 I、 各藩 退兵 ノ機 ヲ見テ 、直 一一 大堀村 は、 日 大き 拠、 一 firi- ヲ引キ 、中 村 二 歸ラ ン ト ス 、歸路 、小高 村 金 性 寺 二 泊 ス( 

〇 山 臺港記 一一 云、 二十 七 曰、 仙 兵戰屈 シテ、 相 馬、 熊 川 胸壁へ 人數ヲ 纏メ、 休 兵 仕 候， 此曰、 死者 二人 、ザ 二十 八 曰、 熊川ノ 

^辟 t 前ノ新 S 原 へ 官軍 押 來リ、 朝 第 八 字 頃 ヨリ、 漸々 攻寄 タリ、 西 山手 一一 備へタ ル米 藩、 相 馬 藩 ヨリ 接戦、 仙 兵 ハ 東濱手 二 

^テ、 武田 安之輔、 谷 津十郞 兵衞、 手 坂昌之 進、 橘 川 賢 佐、 大砲 方、 執 槍 隊等繰 出、 崖 防戰ス レ トモ、 第 九 字 頃、 相馬ノ 兵打矿 

ラレ、 續テ、 米 ノ備モ 立 難ク、 仙 兵、 武田熊 野 町ノ西 胸壁 ラ防 キシ 一一、 官軍、 後 ノ深林 ニ忍ヒ 入、 執 槍 隊ト谷 津ノ陴 へ、 刀槍ヲ 
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以テ 裏切 セ ラレ、 武田ノ 手 ヨリ 崩レ 立、 西山ノ 麓へ 引ン ト 走セタ リシ 一一 、傍 ノ柴原 ヨリ、 官軍 打出サ レ、 武 田 流彈 一一 中リテ 

討死 ス 、古内 可 守、 笠 原中務 等、 熊町ノ 本陣 二 在テ、 頻リ 一一 敗 兵 ヲ勵マ ス ト雖モ 、本道 ノ兵、 悉ク 裏切 セラ レ、 手 詰 トナリ 、何 

レ モ銑 ヲ捨、 刀 槍 切合ト ナリ亂 軍、 總テ 血戰ニ テ、 指揮 號令モ 行 届 兼、 全軍 瓦解 敗走 仕 候、 此時、 死 慯不少 ト雖モ 、紛亂 狼藉 

ノ W 一一  テ、 互 細 二 調 兼、 相 知レ候 分、 死 三人、 ® ^ぽ^ ^ 女 入 之、 手 負 ニー 人。 I、 

二十 九 曰、 海道 官軍、 路ヲ 分テ、 賊ヲ新 山、 浪江 一一 擎ッ。 

一 一十 九日、 熊 之 町へ 各藩 相 揃、 山手 ヨリ 進撃 候 樣御達 二 付、 一 中隊 橾出 候處、 野 上 村へ 賊屯 集ノ 趣、 斥候 ヨリ 相 通 候 間、 直 二 

進撃、 九 字三點 ヨリ 及 接戰、 賊 兵モ據 民家、 頻 ニ防戰 候へ トモ、 至 十一 一.；！.' 頃、 賊、 終-一敗 走、 依テ 人數 一 同、 新 山村へ 引揚申 

候、 此時、 身方 討死、 手 負 無 御座 候、 又 山手 之 共、 新 山村 へ 合 兵、 伊 州 藩 一 同、 浪江宿 迄 本道 相 進 ミ候様 御 達 二 付、 弊 藩 一 中隊 

進撃、 鴻之巢 村 外 ョ リ賊 兵ヲ見 掛ケ、 大砲 一 一門、 本道 二 進 メ連發 、賊、 爲是 辟易、 十五 六 町餘 敗走、 小銃 隊 ハ 左右 ヨリ 頻 二 追 

擊、 賊、 再 隔河梁 招 戰候得 共、 直 一一 其 河 梁 ヲ柙渡 シ 、浪江 宿 際 迄 相 迫リ、 追々 賊兵討 取 候 得 共、 同宿 之 人口 一一  築 砲臺、 防戰三 

字 一 一 點頃ョ リ六字 三 點過迄 之激戰 -1 而、 彈藥 手薄 二 相 成、 運輸 致 候 折 V 刑 、山手 野 上 村 之 殘賊落 合 候 ト相見 へ、 左右 ヨリ 不 

意 -ー 襲來、 頗苦戰 、旣 二 提刀 突入、 敵 合 近接 戰、 此時、 討死 手 負 多、 礮車之 運 モ 難 相 成、 不得止 事、 一 先人 數引揚 居候 所、 長 州 

藩、 因 州 藩 之 兵隊 應援有 之、 伊 州 藩 一 同、 本道 之 左右 へ 番兵、 終夜 砲戰仕 候、 右晝夜 之戰爭 二 而、 死者 ト人、 I 谁 ぱ$| 凑!^ 口、 

藤 兵衞、 川莊成 太郞、 屮 村四郞 太、 荒木 多 守、 1  >、 隊長 极 本源 If! 左衞門 "统隊 司令 〈. ^極 口 忠 五郎、 兵士 立 花 巿右衞 門 、戸 m 仁 一一 一 

的 野太 I 一一郎、 高原 森 之 助、 夫卒 治平、 儀 平、 ，55^ あ 匹 J-  -ノ 郎、 忠 五郎 以下 一一 一人、 後 皆 死人、 石 里 安 六郞、 廣律源 兵衞、 吉塚榮 作、 大久保 

佐源太>河原林^1-次郞、岡榮之進>中村赛治、大倉周之助、谷ロ友太郞、佐野新助>半田政太、木曾小太郞、安藤新1^  、粟生六兵衞、山鹿吉郎兵 

衞、 竹 中 與右衞 門、 若松 久之丞 、久佐 八 郞左衞 門、 藤 林 幸吉、 岩 佐 平 之 prEC^ 千吉、 前 H 文 兵衞、 勝 村 司、 都 地 龍 郞、 淵 上 保 兵衞、 宫 路甚： 牛. 

伊藤 左 平、 藤 村立 一一 一郎、 池 田 新兵 衞、 宗乇 四郞、 山 崎 久兵衞 、友 納善兵 

衞、 陪卒柳 瀬 大右衞 門 等 三人、 夫卒八 右衛門 、啓 十、 〇 黑田長 知 家 記、 

1 一十 九日、 長、 藝、 筑、 伊、 岩 國諸藩 ノ兵ト 、熊ノ  W へ 相 會シ、 辰 刻、 我 軍、 本道 ヨリ 新 m 驛へ兵 ヲ進メ 候 所、 前路 へ藩ノ 斥候兵 

隱顯、 樹陰 ョ リ放砲 候 一一 付、 我 四 小隊 ュ § 大砲 四 門、 直 二 發砲 進撃、 賊、 忽 敗走 ス 、卽チ 追躡シ テ 、 新出驛 一一 討 入、 賊支 へ ス 、驛 


村-一 走リ、 風 一一 賴テ 火テ 民家 一一 放チ潰 散ス、 我 兵、 進 テ火ヲ 救ヒ、 尙殘賊 ヲ駔テ 進ム、 ー賊 ノ抗ス ルナ- ン、 未下膨 六 

番兵 隊ヲ 新山驛 一一 引 揚ケ休 憇ス、 時 一一 伊、 筑兩 藩、 浪江驛 へ 進軍 命 セラ レ 、同驛 へ 相 迫リ候 所、 賊 多勢、 要地 一一 據リ、 ffi 禦甚 

勉ム、 味方 殆ト困 厄、 苦鬪ノ 趣- 付、 申 刻 過、 救援 トシ テ我四 小隊、 大砲 一 一門、 新山驛 出發、 昏暮 一一 及ヒ、 鴻ノ巢 村 近 ク至候 

所、 伊、 筑兩兵 ト モ 攻戰 不利、 同村 へ 放火、 竟 二 引 揚來候 二 付、 我 兵 入代リ 進撃 致 候 へ ト モ 、折 柄、 日？ M 曰黑 二 シ テ 、賊兵 屯所 

詳ナ ラ ス 、且、 霖兩、 道路 泥濘、 地理 不便 ノ故 ラ以テ 深ク進 マ ス 、賊 叉來ラ ス 、烟火 ラ隔テ 互 二 砲戰數 刻、 時 一一 、長 州 兵 モ亦應 

援 タリ、 依テ 各所 ニ兵テ 散布 シ 、徹夜 {寸禦 候處、 翌曉ニ 至リ、 賊勢 挫折 ス、 是曰慯 者 一人 c^mi^i&l 死 ー 

1 一十 も n! 、浪江 宿 へ 繰 込、 止宿 致 候 様 御 達 二 付、 進軍 仕 候處、 高 瀨村ノ 先 一一 テ 、賊 ノ殘兵 一人 ヲ 怖へ 轧問致 候處、 先刻 迄、 家 

許 二 六 百 人 屯 集 仕、 唯今 悉ク、 浪江宿 迄 引取 候 由 一一 付、 早速 兵隊 分配 進軍 致シ 、 浪 江 宿 入口 迄 段々 押 込 候 内、 筑州 兵隊 參ヮ 

候 二 寸、 共々 盡カ、 段 々苦戦 ヲ遂ケ 、三 町 計 先 迄 攻撃 仕 候 得 共、 何分 寡少 ノ兵、 且及 黄昏、 其 上 應援ノ 兵 モ無之 一一 付、 不 得已、 

筑州藩 申 f  、放火 致シ 引取 臭、 是時 死者 五 人、 赚 I 贿 P 七 市郎松 ままき ゃ片 f 九 人。 11  山 T 助郎藏 ま」 81.、 謎 S 

郞、 «"E 忠 次郎、 SK 野 惣太郞 、惣太 郎後遂 -ー 

死ス、 陪隸 溯瀬季 太郎、 〇 藤 堂 高潔 家 記  -,, . - - , >&l«:i-  -  ；  I 

〇 相 馬 誠 胤 家 記 二 云、 一 一十 九日、 國境已 一一 瓦解、 各藩 ノ兵、 直 一一 退ク コ ト 十三 里 中 村 一一 止ル是 我 藩 官軍 - 一通 フル ノ 嫌疑 

ヲ壞キ 、其 實ヲ撿 シテ、 中 村城ヲ 擊破セ ン トス ル也、 是時 一一 當ルャ 、我 藩 危急、 前後 一一 迫 レリ、 巳 ヲ得ス 、僅 一 一 小隊 ヲ止テ 、浪 

x  一一  £シ 、蜀、 愤戰 官軍 二 當リ、 以テ 各藩 ノ 嫌疑 ヲ解キ 、暂ク 中 村 ヲ保ン トス、 偶、 我 麾下 脇 本 正 明、 岡 喜 邦、 銃 兵ヲ率 ヒ來會 

ス、 卽 チ兵ヲ 進メ、 奏ノ莖 -I 赴ク、 時 一 一敏、 葵 ノ室ヲ 越へ、 砲聲 漸進 ム、 我 兵、 胸壁 ヲ 越へ、 彈丸ヲ 胃 シ憤戰 スト 雖モ、 衆寡 敵 

セス、 浪 江-一 返ク 、敏、 尾 擊高瀨 橋 ヲ 越へ、 田野 一一 散兵、 或ハ 民家 一一 入ル 、距離 始 二三 町、 我兵モ 亦 東西 一一 散布 シ 、之 二 應シ、 

互， 一 火 小 砲 ヲ以テ 、激戰 時 ヲ移ス 、偶、 山手 ヨリ、 岡 田 泰亂來 援ク、 直 一一 高瀨川 一一 添 テ敵ノ 左翼 ヲ撃ッ 、本道 ノ兵、 機 一一 乘シ、 

再ヒ 胸壁 ヲ 越へ、 吶喊、 刀 ヲ揮テ 進ム、 東西 ノ散丘 ハモ 亦、 齊 ク起テ 突進 ス、 敏 辟易、 適、 高瀬 川 水 漲リ、 徒涉ス ル能ハ ス、 衆、 

橋 ラ爭ヒ 、大 一一 狼狠、 器械 ヲ捨テ 走ル、 我 兵、 尾擊シ テ 蔡ノ莖 一一 至ル、 敵、 民家 ヲ燒テ 走ル、 日已ニ 薄暮、 兵 ヲ歛テ 浪江ラ 戌 ル_ 
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曰 ョ *tt き, >  に、 軍使 岡 源右衞 門、 兵士 佐 伯 重右衞 門、 門 馬 幾 太郞、 西 岡 敬 次 寡 ike ヒ乂、 小隊 長 杉 本 信 像、 兵士 高溺川 進" 菊 田 信 助、 田 原 

B 疋日 者-ノス 郞、 吉田鹿 之 助、 鈴 木 市右衞 門、 遠 藤 安太郎、 農兵 文 次郞、 § 者七ノ  口 儀 助、 佐 藤 猪 右衛門、 新 谷 喜 太郎、 佐 藤 右衛門- 

叉 首級 十三、 大砲 一 一門、 小 銑 十八 挺、 及彈藥 器具 ヲ分 柿ル。 

是月、 肥 後 藩 兵、？ §：^、 平 潟 -I 至ル。 細 3 

八月 朔、 海道 官軍、 遂ー 一浪 江 ヲ拔ク 、伊達 宗敦、 岩 沼 if-  二 奔リ、 相 馬 i. 胤、 中 村 一一 歸ル。 

八月 朔日、 良 城 除、 藝、 築 ヲ援ケ 、本道 ヨリ 高瀬 川 二 至ル、 賊、 民家 ヲ火シ 、烟焰 中 ヨリ 砲 擊ス、 藝兵、 正面 ヨリ 之 一一 當ル、 良 城 

隊、 下流 ヲ渡リ 撗擊ス 、銳武 、精義、 左山ノ 間道 ヲ經、 浪 江驛ノ 後一 一 出テ、 山腹 ノ砲臺 ヲ奪ヒ 、田 畝 一一 徑シ、 賊ノ 背後 ヲ突 ク、 

賊大ニ 敗走 ス、 献ぼ味 

朔日、 浪江 驛ヲ攻 擊ス、 我兵ハ 山手 衝突 ノ命ヲ 承ク、 乃 チ曉六 字、 新 山 出發、 敏ノ後 背 ラ襲ハ ン ト議シ 、宗藩 一 中隊 ト同シ 

ク、 山閒ノ 小路 ヲ 潜行 ス ル コ ト三 里、 是日 、大雨、 溪流三 ッ許ヲ 徒渉 シ、 辛 クシ テ敲營 ノ在ル 所、 浪 江驛ノ 背面 二 出 タリ、 是 

時、 本道 ョ リ ハ 諸 藩 砲銃隊 進撃、 戰未タ 酣ナ ラス、 時 二 我 兵、 宗藩隊 ト 同シク 、其 後 面 ヲ 掩襲 シ 、 田畔 一一 散布 シ テ、 烈シク 銃 

擊セ シカハ 、賊、 忽 狼狠シ 、暫ハ 防戰セ シカ トモ、 不意 ヲ擊レ 、進退 途ヲ 失ヒ、 山 ヲ攀チ 谷ヲ越 へ 、僅 二 身 ヲ以テ 免 ルノミ 、本 

道ノ 官軍 モ勢ヲ 合セ、 間斷ナ ク 追擊セ シ ュ へ 、常 -1 火 ヲ放チ 、敗走 ス ルノ 癖ナレ トモ、 夫サ へ暇ァ ラサル ト 見へ、 僅 一一 、宿 外 

一 一 一軒 二 放火 シ タル 儘ナ ル ュ へ 、官軍 赴 キ救テ 免 ルラ得 タリ、 乃、 少々 尾 擊シテ 、遂 ニ浪江 二 宿陣ス cl， 

朔日、 新山驛 ョ リ 浪江驛 へ 進擊相 成、 諸 藩 夫々、 本道 竝 山手、 濱手 へ 手配、 相 掛リ申 候、 幣藩 ニテ ハー 一 小隊、 大砲 一 門 ヲ以テ 

本道 筋 二 先鋒 進撃 仕 候虚、 賊徒、 浪江驛 口 ® 山手 ノ 砲臺 ョ リ發砲 、拒 戰仕候 -ー 付、 一 小隊 ハ 右山 手砲臺 へ、 半 小隊 ハ 左 山上 

へ 向ケ、 半 小隊 鼓 大砲 一 門、 正面 ノ驛 口へ 討 入 候 所、 賊徒 ハ愈劇 發防戰 仕、 殊 -1 味方 ハ少 人數 一一 テ、 雨中 ノ 事-一 御座 候閒、 頗 

苦戰 仕、 遂 二 砲臺 へ 切 込、 追拂、 浪江驛 へ 繰 込 &候、 右 戰鬪ノ 節、 死者 一 一人、 isMSS さ、 傷者 十三 人 C 跡聽 Mfs 纏 M 湖 一 


岸本權 平、 高 橋 謙 益， 兵士 伊達 迪吉、 福 永久 蔵、 村 上 負吉、 荒田ォ 一一 一郎、 小 林 

虎之助、 中 村 牛 一一 一郎、 陣場松 右衛門、 田中廣 蔵、 夫卒鄕 介、 〇 淺野長 勳家記 


朔 日朝 七 字 ョ リ 、長 州 藩 同様、 山手 進軍 仕 候樣御 軍令 二 付、 昨夜 、高瀬 村 手前 -ー 番兵 差 置 候處. 賊、 出 沒致シ 候 二 付、 終夜、 山 一 

上 ョ リ 放發罷 在、 朝 來其儘 ffl 意 仕 進軍、 浪江宿 右 之 手 江 向、 長 州 勢 同様 攻撃 進入、 賊、敗走散劇^^忙 潔 家 記 

〇 相 馬 誠 齓家記 一一 云、 八月 一日 黎明、 敵 大擧、 蔡ノ莖 ノ戌兵 ヲ破リ 、高瀬 村 一一 至リ、 兵 ヲ分テ 我 左翼 ヲ擊ッ 、我 兵、 之 一一 應ス、 

敵、 敢テ迫 ラス、 川-一 添 テ東ス 、本道、 亦 急-迫 ラス、 互 二 發砲刻 ヲ移ス 、時 一一 敵、 西 間道 ヨリ 來リ、 我 兵 ノ後ヲ 橫ー呈 ン、， ^兵 0 

隊シテ 川 ヲ渉リ 、西 臺村ノ 臺場ヲ 奪フ、 是 二 於テ、 我 兵 散亂、 路ヲ束 西 二 取 テ退ク 、是時 死者 十二 人、 永濱豐 次郞、 小 野 田 安 一 

之丞、 山 田 甚右衞 門-渡 部 四 郎兵衞 、小 野 ほ t 省 isyfs:^ 郎、 傷者 一 人、 £11、 又 云、 八月 一 日、 季齓、 中 村 一一 歸城ス C 一 

=t ^戸川 喜 代 松、 菅野已 代 治、 愛澤 戶右衞 門 夫 卒淺次 郞平次 i  -  Ifi  c、t  ] 1 

〇 山靈藩 記 一一 云、 八 朔日、 仙 兵、 相 馬 中 村 ヲ引揚 、同領 東海岸 へ 屯 集 仕 候、 是日、 宗敦急 一一 駒ケ嶺 ヲ弓揚 岩 沼 迄 陴 仕：^ 一 

駒 ケ嶺へ 尸 名代 トテ、 古內可 守ヲ差 置、 總軍ラ 指揮 セシ メ タリ。 

一 一 日、 仙臺 兵、 相 馬季胤 二 說キ、 之 ヲ仙臺 二 移 サン トス 、季 胤、 從 ハ ス 。 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 八 月 二日、 古內可 守、 遠 藤 主税、 木 村 叉 作、 中 村 城へ 到リ、 說テ 曰、 官軍、 旣 一一 境 ヲ越テ 亂入シ 、當 城外 ニ援 

兵 モナ ク、 危急 實 一一 旦夕 二 迫 レリ、 早 ク此所 ヲ引拂 、仙 臺境內 へ 引揚、 宗 敦ト俱 ニ防戰 アル ヘシ ト、 城主 因幡 守、 城ト供 ニー I 

死スル トモ、 不 引退 由 二 テ、 不肯、 古內 等、 然ラハ 家族 ハカ リモ引 移シ、 心 能 ク防戰 アルへ キ由、 懇ニ說 得 スルト 云 トモ、 可- 

移 家族 モナ シトテ 、固ク 守テ 不動、 古内 等 可 施ノ術 ツキ 、空 ク歸 リシ 一一 、會 マ 新 山 百姓 某、 突然 仙臺陴 中 へ 來 テ告テ 云、 相 馬 ： 

藩 官軍へ 降伏、 先鋒 ト成テ 、討 仙ス ル事 一一 決定 セリ、 此事、 專ラ、 僧靑龍 庵慈隆 周旋 セリ トテ、 降伏 歎願 書 並事實 探索 シ タ ル 一 

書類 ヲ指 出、 片時 モ早ク 引拂へ キ由ヲ 報告 仕 候、 此 百姓 ハー 一平 上？ 由、 實ハ德 川 舊臣和 田 助三郞 一一 テ、 人 見 勝太郞 ヨリ 命 j 

セ ラ レ 、相 馬 へ 入、 重役 某 へ 出會、 反盟 セル ハ 何故 ソト Is- シニ  、重役 答テ 、小 藩、 大藩 ニ壓セ ラレ 合從ス ルト云 トモ 元 ヨリ； 

本意 一一 アラス 、然 ル 二  、官軍 國境 へ近キ タル 二 依テ、 背盟セ リ ト云テ 、酒宴 ヲ設テ 慰勞セ シ 由、 百姓 トハ 則此 者ナラ ン 一 

三日、 伊達 慶邦、 f  ¥??gf  fs? 封 上杉齊 憲、、 I、 正盒大 A〇.f 萬澤、 ノ 官位 ヲ褫キ 、之 ヲ 討ス。 . 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 子 一 11 日  四  一.^  . 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 三日  四 一八 

伊達 慶邦 儀、 東北 之大 藩、 殊 二 祖先 之 勤 勞モ有 之 儀 二 付、 當春、 同藩 一 手 ヲ以、 會津 征討 之 任 被 仰 付 候 程ノ事 二 テ、 深ク御 依， 

賴被遊 候、 就テ ハ 右 御 旨 趣、 速 一一 奉 命、 一 旦及 出馬 候處、 豈圖 ン ャ 、 賊徒 一一 黨興 シ 、 軍機 遷延 セ シメ、 加 之、 督府 ヲ 輕蔑ー 

シ 、參謀 嗜殺等 之 所業、 其 罪 難 被 差 置 候 得 共、 偏 一一 朝廷 至 仁 好 生 之 思 召 ヲ以、 或ハ姦 臣事 ヲ執リ 候 テ之儀 一一 モ可有 之 哉、" 

篤 ト御撿 靈可被 仰 付-一 付、 一 先、 寬典ノ 御 含 被爲在 候處、 更 一一 悔悟 之體無 之、 彌逆意 ヲ逞シ 、屡 官軍 一一 抗シ、 剩へ當 節、 一 

領内 白 石 一一 於テ會 社ヲ結 ヒ 、自ラ 盟主 ト唱 へ 候 始末、 罪 魁 不可 遁、 畢竟、 慶邦 反覆 致 候 ヨリ、 一 歷 賊焰ヲ 煽動 シ 、上 ハ 宸襟： 

ヲ惱シ 奉リ、 下 ハ萬民 塗炭 之 苦 ヲ釀シ 、遂 二 六 師大擧 二 及ヒ、 地方 之 艱難 二 立 到 候 段、 全ク 天理 一一 背キ、 人道 二 房リ、 大逆 不： 

可 謂、 最早、 典 刑-一 於テ難 被赦、 依 之、 被 止 官位、 討伐 被 仰 出 候、 此旨、 其 藩 曰 島ス. 、盛 岡 ヨリ 可 申達 樣 御沙汰 候 事。： 

\ 弓官 中日 記  一 

ノ 月 南部 利 恭家記  一 

0  一 

上 杉 齊憲、 會賊 追討 之 儀-一 付、 先般 重キ 御沙汰 モ有 之、 殊-ー 大隊 御 旗 ラモ被 渡 下 候處、 稽遲 因循 不奉 朝 命 次第、 其 罪 一 

難 被 差 置 候 得 共、 偏 一一 至 仁 好 生 之 思 食 ヲ以テ 、或 ハ 奸 臣事 ラ執リ 、違 誤 致 候 儀 モ可有 之 哉、 篤 ト御撿 靈可被 仰 付 一一 付、 一 

格別 寬大之 御 含 被爲在 候處、 更 一一 悔悟 之體無 之、 而已ナ ラス 會贼ト 連結、 其 狂暴 ヲ助ケ 、頻 一一 抗 王師 候 段、 天威 ヲ不 

畏、 名義-一 戾リ、 地方 萬 民 之 艱苦 ヲ不顧 所業、 實ニ典 刑 之 所 不赦、 依 之、 被止宫 佐、 討伐 被 仰 出 候、 此旨、 其 藩 旨盛ス 岡、 二 ョ 

リ可 申達 樣 御沙汰 候 事。  一 

\ 弓官 中日 記  . 

/ 月 南部 利 恭家記  j 

〇 督府、 令 シテ、 沿道 人民 ノ 兵火 一一 罹 ル者ハ 、本年 ノ 田租 ヲ免シ 、賊ノ 掠 劫 一一 遇 フ者ハ 、其 半ヲ 一 

一 爲賊兵 致 燒失候 村々 ハ 、當 秋ノ 租税 ヲ被免 候 事、 ， 


一 爲喊兵 逢亂妨 難&ノ 村々 ハ 、當 秋ノ 租税 ヲ 半被 兔候事  し 

右 御沙汰 -ー 候閒、 難 有致感 戴、 一 統勉勵 致シ、 出精 御用 相 勤 候樣、 參謀衆 被 相 達 候 事。 M 潟 日ロ  § 

四日、 總督、 進 テ浪江 一一 陣ス、 是日、 相馬季 胤、 書 ヲ轅門 二 上リ、 降 ヲ乞フ 、仙、 米 諸 兵、 皆 風ヲ聞 

テ先 遁ル。 

〇 相 馬誠| 記 一一 云、 先是、 中 村 一一 於テ 、充 胤、 1キ|、 一  門 重臣 等ヲ シ テ、 竊 二 降伏 ノ儀 ヲ謀ラ シ ム、 重臣、 直 一一 原 町 本陣 二 

會 シ 、熱 議數刻 一一 及ヒ、 季齓 一一 白ス 季胤 曰、 大藩ノ 逼迫 ± ヲ 得ス、 遂 一一 今日-一至 ル 、謝罪 ノ 歎願、 汝等能 ク之ラ €1 カセョ ト 

此日、 降伏 ヲ謀ル モノ 稍同驛 一一 集ル、 僧寶藏 寺、 金 性 寺 及ヒ末 永才助 一一 使ヲ 命シァ 曰、 汝、 官軍-一入 テ白ス へ シ、 我 藩、 元 

ヨリ 勤 王ノ 宿志 ナリ、 然ルニ 大藩ニ 凌逼セ ラレ、 止 ヲ得ス 官兵ニ 抗衡シ 、今日 二 至ル、 雖然、 深 ク前罪 ヲ愤ヒ 、今 

降伏、 以テ 天 裁 ヲ仰ン ト欲ス 、宜ク 、御 軍門 一一 降伏 ノ道ヲ 開 キ結ヒ 、且、 中 村 一一 賊軍 充満 ス、 其 間-一 降伏 ノ 衆議 ヲ诀シ 、寡 

君 父子 南行 ノ策ヲ 施ス、 或ハ 三日 ヲ費 サン、 願 クハ、 暫ク 進擊ヲ 猶豫ァ ラン コトヲ 、若シ 三日 二 シ テ 猶抗ス ル 一一 至 ラハ、 縱 

ヒ、 嚴戮ヲ 蒙ルモ 遺憾 ナキヲ 以テ、 只管 哀訴 セョト 、三人、 慨然 トシ テ去ル 、八月 一 曰、 季胤、 中 村 一一 歸城ス 、父 充胤ト 降伏 ノ 

議ヲ 談ス、 時 一 一浪 江 敗 績ノ報 至ル、 於是、 各藩、 我 力 官軍 -ー 降伏 セ ンコト ヲ恐レ 、或、 我 ニニ 心ァ ル歟ト 疑ヒ、 或、 我 軍 ノ不奮 

ヲ議シ ，橫議 紛耘、 中村ノ 重臣 大浦榮 治、 應答最 苦ム、 八月 二日、 仙臺 重臣 古内 右近 介、 監察 遠 藤 主税. 伊達 陸奧守 ノ使ト シ 

テ來リ 、直 二 季胤 - 一面 セント 乞フ、 季齓之 二 面ス、 一 一 使 曰、 敵旣 二 責境 一一 入リ、 責藩ノ 危急 想フ へ シ 、 故 一一 老矣及 御 家 想 宜 

ク仙 地-一 來ル ヘシ 、然ラ ハ 、縱令 一 且 危急 ナ ル モ 、亦囘 復近キ 一一 有ルへ シト、 季胤、 其 厚意 ヲ謝シ 、 ハ乂 一一  告ケ、 然後答 ン ト云 

テ、 之 ヲ反ス 、一 一 使、 宿陴 正西 寺 一一 退キ、 以テ報 ラ待ッ 、前 是、 賊軍 中 村 一一 次ル モノ 前後 數千 人、 所謂 仙、 米、 平 泉、 湯 長 谷、 盛 

岡、 其 餘林昌 之 助 及 ヒ德川 脫走陸 車 、遊撃、 純義、 彰義 ノ諸隊 等 也、 我 南 境 破 レノ  、 一一 及テ 、林始 メ會津 一一 走ル モノ ァリ、 是日 

,51 モ亦歸 國ス、 我 一一 告テ 曰、 今、 貴 藩 ノ危念 ヲ見テ 去ル、 實-ー 本懷 一一 非ス、 然レ トモ、 我 國境モ 亦 殆ト別 迫、 速-一 退兵ス へ 
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キノ 羽檄 有リト 云、 是日、 薄暮 二 至リ、 未タ 南方 三使ノ 報ラ不 得、 季齓 父子、 竊 二 岡 部 綱紀 ニ命シ テ曰、 汝、 速 一一 吾 謝罪 狀ヲ 

持シ、 官軍 ノ御 軍門 一一 赴キ、 寡 人 父子 ノ 衷情 ヲ 哀訴 シ、 歸順 降伏、 御 許容 ァラ ン コトヲ 盡カセ ョ、 若 シ寡人 等 罪 重 クシ テ、 

直 二 嚴戮ヲ 蒙 ルモ、 吾爲ス 所、 決 シテ又 遺恨 ナシ、 何ソ 一 時 ノ生ヲ 偷ミ、 仙臺 二 遁レ、 遂 二 賊名 ニ終ル コ トヲ爲 ンャ、 汝、 能 

ク之 ヲ體セ ョ、 綱紀 慨然 曰、 謹テ奉 命、 季齓 父子 又 命シテ 曰、 隊長 岡田監 物、 堀 内 大藏、 泉 田豐後 等、 不得止 王師-一 抗ス ト 

雖 トモ、 久ク 軍陣 ニ在リ 、贼 說紛 々タル 二 迷ヒ、 或ハ 寡 人 父子 ノ 嚴戮 ヲ 恐 レ 、其 異議 ナ キヲ不 保、 故 二、 汝宜 ク 、 寡 人 父子 降 

伏 確定 ノ命ヲ 傳ョト 、此 夜、 綱紀、 鹿島驛 - 一至 リ、 竊 二三 隊長 -1 命 ヲ傳フ 、三 隊長 曰、 吾等 固 ヨリ 官軍 一一 抗ス ルノ 意ナシ ト雖 

ト モ 、奧羽 同盟 以來、 勢不得 止、 以テ玆 二 至ル、 苟モ 社稷 二 益 ァラハ 、何 ソ萬死 ヲ辭セ ン 、刑戮 固 ヨリ 其 分 也、 降伏 最然リ 、謹 

テ命 ヲ奉ス ト、 此夜 午後 八 時 過、 竇藏寺 浪江驛 ヨリ 歸リ、 中 村 城 二 來ル、 曰、 旣 二 藤 堂 ノ陴所 二 至リ、 降伏 謝罪 ノ義ヲ 哀訴 ス、 

藤堂監 物示シ テ曰、 謝罪 ノ義、 容 ラレ サル 一一 非ス、 是ハ 國家ノ 大事、 僧侶 賤臣 ヲ以 テ請フ へ キ 二 非ス、 速 二 重臣 來リ可 謝 也 

ト、 故 一一 道 ヲ兼ネ 來報ス ト、 八月 三日、 今朝、 正西 寺 宿陴、 仙ノ 使者 古内、 違 藤 ヨリ 文通 來ル、 曰、 急 一一 可談 事ァリ 、速-一 重臣 

可 來ト、 卽チ佐 藤 俊 信、 富 田 高慶之 一一 會ス、 兩使 逼テ、 充胤並 一一 家族 ヲ仙地 一一 入シメ ン トシ、 兵威 ヲ張テ 以テ之 ヲ促ス 、-甚 

急 也、 於是、 季胤 父子、 佐 藤、 富 田 一一 命シ テ曰、 事已 一一 今夕 一一 迫 レ リ、 予モ亦 南行 ス 、汝 等、 先 ッ浪江 n 行 テ歎訴 セョト 、二人、 

午後 八 時 過、 中 村 ヲ發ス 、此 夜、 大雨 如 注、 時 一一 城郭 東北 隅 ノ彈藥 倉 製藥ノ 者、 誤テ火 ラ失ス 、儲 畜ノ 彈藥、 瞬 息 烏有ト ナ ル 、 

其聲、 恰モ百 千 ノ兵襲 擊シテ 、大砲 小 銑 一 時 - 一連 發ス ルカ 如シ、 於是、 中 村 輻湊ノ 各藩、 大- 一驚 愕シ、 匆卒、 北境 外 駒 ケ峯ニ 

退ク、 八月 四 曰、 岡 部正藏 綱紀、 浪江驛 伊 州 藩宿陴 一一 到ル、 藤堂監 物、 諸 隊長 ト之 一一 面ス、 綱紀、 卽チ、 季胤 降伏 哀訴 ノ情 實ラ 

演へ 、且、 季胤ノ 謝罪 狀ヲ、 總 督府參 謀へ 達セ ン コトヲ 乞フ、 監物諾 之、 暫ク 下宿 ニ待シ ム、 時 ニ總 督四條 殿、 同驛ニ 著陣セ 

ラ ル - 一依 テ、 軍門 外 酒 田 村 農家 一一 返ク、 重臣 佐 藤 勘 兵衞俊 信、 富 田久助 高慶モ 亦尋テ 到リ、 驛内 二 入ヲ不 得、 同ク 農家 二 居 

ラ シ ム、 伊州ノ 兵隊 之 ヲ守ル 、頃ク アツ テ 兵士 來リ. 曰、 總督府 御使番 磯部 鹿 之 進、 御用 有 之 間、 別 農家 へ 來 レト、 三人 之ト 

共 -1 行キ、 磯部 一一 面ス、 機 部 曰、 其 藩主 謝罪 狀 尸 、總 督四條 殿御 落手 一一 ナ レリ、 前 罪 ヲ悔テ 一 藩 降伏 ノ條、 御設議 一一 由 テ御沙 


汰ノ品 モ可有 \ー、 然レ トモ、 官軍へ 抗衡 スルノ 罪、 何 ノ實功 ラ以テ 之ヲ償 フャ、 答 曰、 王師 ニ抗 スルノ 罪， 至テ 大ナリ 

き然、 我 君臣、 元 ヨリ 勤王 ノ 志願 而已、 奈何 セ ン 、隣 國大 藩、 强テ 同盟 ラ約シ 、同 セサル 者 ハ直ニ 打破 ン トス 、寡 君 父子、 大 

二 之ヲ 憤シ、 斷然義 一一 倒 レント 欲 スルモ 、臣 等、 其 速 一一 社稷 破滅 ス ル ヲ憂ヒ 、且、 無罪 ノ天 民、 逆賊 ノ殘 害ヲ 受ケ、 塗炭 二 陷 

ルモ 亦所不 忍、 故 二 暫ク其 意 二 應シ、 時機 ヲ待 テ歸 順、 其 罪ヲ謝 シ奉ラ ント 欲ス、 然ル 二、 領 中洽ク 兵隊 ヲ配 リ、 S 戰ヲ 責メ、 

盡 カノ 不足 ァ レハ、 直 二 中 村 ヲ擊破 セン トス、 勢ヒ 如何 トモ 爲シ 難ク、 日夜 之 ヲ歎キ 、遂 一一 其 罪 ヲシテ 、盆 大ナラ シ ム、 誠 二 

不得止 ノ情竄 、明察 ヲ仰ク 、寡 君 ノ欵願 許容 ァラハ 、一 弊邑ノ 民、 永ク 王化 一一 浴シ、 寡 君ノ大 幸不過 之、 若 夫、 實功 ノ如キ 

ハ唯 命ノマ 、也、 國カヲ 盡シ、 前 驅シ、 賊ヲ擊 テ其罪 ヲ償シ 、是レ 、寡 君 以下 ノ願フ 所 也ト、 磯部 曰、 然 ラハ參 謀へ 議ヲ 遂ケ、 - 

atfl 苻 へ 言上 ス へ シト、 三人、 退 テ命ヲ 待ッ、 頃ク アツ テ 、兵士 復來 リ告テ 曰、 參謀河 田佐久 馬面 會 セラ ル 、 ト、 三人、 直 二 

到ル、 河 田佐久 馬、 磷部鹿 之 進、 伊 州 隊長 等 侍 之、 河 田 謂 三人 曰、 大藩 一一 逼迫 セ ラレ、 止 ヲ得ス 官軍 - ー抗シ 、今 前非 ヲ悔ヒ 、 

降伏 哀訴 ノ情 實、 一 通リ 謝罪 狀 一一 見へ タリ ト雖 トモ 、其 詳ナル 如何 ト、 其 答、 大槪前 二 磯部 二 答ル所 ノ如シ 、河 田 曰、 初、 官 

軍、 平 潟 -ー 著 岸 シ 、連 二 重臣 等 ヲ 召 シ 、且奧 羽、 縱令 一 旦賊 二 黨與ス ルモ、 前非 ヲ謝 スル モノ ハ 、寛 典ニ處 スルト 云、 二度 ノ 

御 達 アル 二、 曾テ 一 人ノ 出頭 及 ヒ其答 書 ナキ、 之ラ勤 王ト 云フャ 奈何、 曰、 平 潟 御著ノ 節、 重臣 出頭 ス へ キノ 命ァ リト雖 

ト モ、 旣ニ棚 倉 出兵 後、 益 隣 並 諸 藩應援 トシ テ、 兵隊 ヲ 管内 一一 繰 込、 且、 同盟 ヲ破ラ ン 歟トノ 嫌疑 ァ ルカ 爲メ、 據ナク 出頭 

ス ル ， 一至 ラサ ル云々 ヲ陣 4#ー  ス、 其 奧羽諸 藩、 一 且、 賊 ニ與ス ル前罪 ヲ悔ヒ 、謝罪 ス ル モ ノハ寬 典 二 被處ノ 御沙汰 ハ、 未タ拜 

觀セ ス ト云、 If  ： 此雖嚿 梗 伏&?^ミク來歸 ルル、 ゆ i  、一一  テ 河 田 曰、 小 藩、 不 得止シ テ戰フ ト雖ト モ 、世子 麵 f コ世 ト子ナ ハラ 必 ン". ゆ 

誠 ひ IM^ 自ラ 出陣、 平 城 等 ニ戰ハ シ ム、 其 心事 奈何、 答 曰、 寡 君 自ラ兵 ヲ率ヒ 、管內 南方 二 出陴ス ルモ ノハ、 仙臺ノ 世子、 

自ラ 大兵 ヲ率ヒ 出陣 シ、 駒 ケ峯ニ ァ リ、 使 ヲ遣シ テ言ハ シ ム、 世子、 自ラ 出陴敲 ュ當ン トス、 宜ク子 君、 自ラ南 境 二 至テ督 

兵、 可 苦 戰也ト 、若シ 蓮々 シ テ 不快 ノ色ァ ラハ、 直 二 中 村 ヲ襲フ ノ意ヲ 示 セリ、 憤激 スト 雖モ、 微力 担 二 不足、 不得 止、 自ラ 

原 ノ町ニ 至ル、 仙、 尙南 境-一至 ルコト ヲ促ス 、達 二 大堀村 二 至ル、 其 平 城及ヒ 南方 ニ戰 モノ モ、 亦 各藩 ノ應援 ヲ受ケ 、仙 ノ督 
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促 ァリ、 主客 勢不得 止ノ情 實ヲ陴 述ス、 河 田、 是ヲ 了ス、 曰、 夫 王師 ノ御 主意 タル ャ、 縱令、 一 旦、 方嚮 ヲ誤リ 官軍 ニ抗ス 

ルモ、 前非 ヲ 悔悟 シ テ 、歸 順實效 ヲ立ル 時ハ、 前 罪 ヲ償ヒ 、本領 安堵 而已 ナ ラス 、其 功 ヲ重 ヌル 時ハ、 又更 一一、 御 賞 典 モ下シ 

賜ルト 云 御仁 恤 ナリ、 此 叙 旨 ヲ奉 體シ、 宜ク討 賊ノ功 ヲ奏シ 、以 テ 前罪ヲ 可 償、 藩主 早 ク 軍門 二 來ル可 シ 、然ル 時ハ、 四條 

殿、 厚 ク御眷 顧 有 之、 諸 臣敢テ 危疑 ヲ抱ク コ ト勿レ ト、 三人 拜謝ス 、河 田 曰、 聞ク カ如キ ハ 、中 村甚 危急 ナリ、 速 二 歸リ、 城ヲ 

全 フシ テ 官軍 ラ可 迎ト、 其 他 指揮 ヲ受ケ 、謹 テ謝シ 、且、 後事 ヲ依 賴シテ 歸ル、 

季胤 謝罪 欵 願書、 左 ノ 如シ、 

僻 陋小邑 之 微臣謹 テ奉申 上 候、 臣 父子 及家來 共、 兼而勤 王 之 宿志 ニテ、 先般 王政 御一新 一一 付、 別テ 一意 王 命 違 奉仕、 

旣 ニ討會 ノ師ヲ 差 出候處 、 豈圖 ンャ、 仙、 棄兩 藩、 賊ト 通 意 、謝罪 ノ虛喝 ヲ以テ 、隣竝 小國ヲ 欺キ、 剩ヒ 、暴威 ヲ以テ 同盟 ヲ 

要ス ル - 一至 リ、 驚愕 無 極、 乍 去、 是非 排群 邪、 勤 王 之 道 鼓舞 可致笞 一一 候 得 共、 僕隸相 擧テ、 臣 父子 之カ爲 一一、 鳌粉 殲滅 セ 

ラル 、ヲ 懼レ、 一時 苟且 之爲、 賊へ陽 從シ、 遂 一一 天 怒灼々 今日 二 至リ、 社稷 勦 絕之御 處置無 疑 事 二 奉 恐怖 候、 何程、 小 藩 

不得止 ト申條 、如斯 之 形勢 二 立 至 リ候テ ハ 、 一 國之民 命、 一 々御 斷滅被 遊 候 共、 遺憾 無 之 事 二 ハ 御座 候 得 共、 全 無 據情實 

モ有 之、 前條 大義 -ー 反 候 失 計 悔悟 仕、 只今 御 軍門 へ 降伏 仕、 謹テ 社稷 返上、 一 匹夫 ト相 成、 無罪 之 人民 共生 命 御 救助 被 成 

下 候樣奉 哀訴 候、 仰 願ハ、 朝廷 天地 覆 載之以 御仁 德、 無罪 之 民 命 ヲ御宥 恕被成 下、 且、 歸順 實效ヲ 以テ、 重罪 ヲ相償 候 

樣被 仰 付候ハ 、、無限 奉感戴 候、 此段泣 血 號慟、 御 軍門 M 降伏、 謹而奉 仰天 裁 候、 誠 恐誠懼 謹言。 

八月  相 馬 因幡 季^ 判 

總督. 府參謀 御中 

五日、 季齓、 近臣 四 五名 ラ率ヒ 、中 村 城 ヨリ 南行 シ、 初夜、 小高 驛 以北 八景、 因 州 藩陣所 二 入リ、 直 一一 藩 祖功德 院洞雪 寺 一一 入テ、 

命ラ 待ッ、 充亂モ 亦 潜行 、深 野 村 一一 宿 ス 、同夜、 總督府 御 使 番太田 桂 太郞來 ル 、季齓 面 之 、 只今 御 軍門 一一 降伏 シ、 及ヒ 昨日 謝 

罪ノ 願書、 拉 二重 臣等ヲ シ テ 哀訴 セ シ ム ル 所ヲ、 總督府 へ 深 ク執奏 セラ レン コ トヲ演 舌ス、 此日、 諸 老臣 集 議シテ 曰、 仙ノ 


襲撃 朝夕 ヲ不 計、 彼 ハ 大兵 ヲ以 テシ、 我ハ疲 兵ヲ以 テス 、又 危急 ト云 ヘシ、 官軍、 若 シ遲々 セハ 、中 村 或 ハ彼 カ爲- 一敗 レン 

歟、 成ヲ全 フス ル コ ト 不能 シテ、 四條殿 ヲ迎フ ル時 ハ 、唯 哀訴 而巳 二 シ テ、 其 功 ヲ全フ ス ル コ ト無ン ハ、 國家ノ 事 可 知 耳、 不 

如、 我奮戰 シ テ 、若 シ カ盡 キン トス ル時ハ 、官兵 ノ援ヲ 乞 ハン-一 ハ 、然 ラハ 則チ、 官軍 ノ速 一一 進撃 ヲ促ス 可 シト、 羽 微ヲ馳 

セ 、参謀 河 田 二 乞 ヒ 、且、 岡 部 綱紀 等 二 其意ラ 陣述セ シ ム 、此夜 ョ リ官兵 進軍。 

〇 仙 臺藩記 二 云、 四日、 古內、 遠 藤 等、 相 馬 背 盟ノ報 ヲ聞テ 、總 軍へ 令ヲ傳 へ、 仙臺國 境へ 引揚へ キ由、布^^门仕候 

六日、 督府、 相 馬 季胤ノ 降 ヲ受ク 、乃チ 諸 軍ヲ部 S ，ン、 明 曰 ヲ以テ 、中 村 城 二 入ル。 

相 馬 因幡 

右 ハ 致 悔悟、 軍門 -ー 參上、 歎願 御聞屆 -ー 相 成 候、 追テ 御沙汰 可 有 之 二 付、 菩提 所 二 謹 愼罷在 候 様 御沙汰 候 事、 

但、 降伏 ノ上ハ 、寛大 ノ 御沙汰 モ可有 之 候條、 家中 ノ者共 動搖不 致、 降伏 ノ實効 速 二相 立、 前 罪 ヲ償ヒ 候 様 可 致 候 事。 誠 嵐 

家 

己 

さ In 

〇 諸 軍へ 達 書 

相 馬 因幡 降伏 ノ 嘆願、 御 聞 屆ケ相 成 候條、 此旨可 相 心得 御沙汰 ノ事、  - 

.旦 、相 馬成ハ 降伏 致 シ候得 共、 仙賊、 近邊 一一 屯 集 致 居候 -ー 付、 此旨相 心得、 入城 進軍、 別 テ嚴戒 可 有 之 事。 1 誌 

〇 

明 七日、 相 馬 城 迄 進軍、 左 之 通、 

七 字出發 徵 兵隊 筑後藩 

右、 八幡 邊 出張 之 兵隊、 中 村 城下 歡喜 寺へ 進軍、 

因 州 藩 _s?r 隊 長 州 藩 同斷 

筑前藩 伊 州 藩 藝州藩 
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右 中 村 城下 入口、 諸 藩 整列 致シ、 城 中へ 繰 込、 諸 門 固メ之 事。 f 督 I 

〇 相 馬 誠 3^ 豕記 -ー 云、 此日、 河田ノ 返書 中 村 - 一達 ス、 速-一 進軍 セ ン 、力 テ盡シ テ中 村ヲ可 保ト、 於是、 群臣 -ー 令スル -1 、 棄逆 

就 順、 各爲 邦家 忠勇 ヲ勵ミ 、血 戰セ ョ ト命ス 、衆、 皆快然 トシ、 義心 勃々、 一 死 ヲ以テ 仙 二 當リ、 恩 ヲ報セ ン トス、 午後、 仙 兵 

一 一 百餘、 駒 ケ峯ョ リ黑木 村 二 到ルノ 注進 ァ リ、 須臾 二 シ テ叉 來リ告 曰、 仙 ノ軍目 木 村 又 作 云、 中 村 重臣 ニ會シ 可談ノ 要用 ァ 

リ、 請 フ黑木 驛ニ來 レト、 重臣 共 ニ談テ 曰、 彼 ハ軍目 ナリ、 然ル 一一 我 力 重臣 ヲ呼フ モ ノ ハ、 我 ヲ侮ル 二 アラス ャ、 然レ トモ、 

我 力 兵 未タ集 ラス、 暫ク彼 力 暴 ヲ緩ス ル 二 不若ト 、故-一 多々 部 藤 藏 、鈴 木 武右衞 門ヲシ テ會セ シ ム、 木 村、 懷中 ヨリ 書ヲ出 

シ テ曰、 小高 鄕ノ 農民 某、 駒ケ峯 二 來リ訴 へ テ曰、 貴邦旣 一一 同盟 ヲ破リ 、竊 二 奸賊 n 通シ 、使 儈ヲ 以 テ歎訴 セリト 、其 證據此 

書-ー詳ナリ、£^ンテ然ラ ハ 、各藩 之 一一 處ス ルノ旨 ァリト 、多々 部、 鈴 木、 未 タ使佾 歎訴ノ 事ヲ知 ラス、 故 一一 怫然 トシ テ曰、 棚 

倉 出兵 以來 同心 協力、 以テ奮 戰ス、 今 封境已 二 破 レ、 且夕、 中 村 二 迫ラ ン トス 、君臣 共 二 籠城、 以テ死 ラ決ス ル 而已、 小高 ノ 

匹夫、 何等 ノ 狂人 ソャ、 妄 一一 係 言 ヲ吐キ 、兩藩 ノ爭端 ヲ開キ 、以 テ我國 ーー德 セ ン トス ルャ、 速 一一 其 狂人 ヲ返サ ル へ シ、 直 -ー嚴 

刑 ニ處セ ン、 先 ッ其狂 夫 ノ書ラ 得テ、 此ラ 重臣 一一 告ン ト、 木 村 曰、 此書ヲ 以テ再 ヒ彼ヲ 問ン、 故ニ與 ル能ハ ス ト、 故ニ兩 人、 

是ヲ 重臣 二 告テ、 再 ヒ此事 ナキヲ 示 サン トテ 歸レ リ、 木 村、 亦 疑 ヒ且 惑フ所 ァリ、 故 二 卒然 中 村 二 迫 ラス シ テ 、 黑木驛 二 屯 

ス、 此日、 賊徒、 稍 城 北 黑木驛 -1 群集 シ、 目下、 暴 發ノ勢 ァリ、 故-一 、竊 - 一之 -ー 備フ、 我且、 已 一一 謝罪 討 賊ノ命 ヲ蒙リ 、今、 賊徒、 

咫尺 ノ地 ニ在テ 、暫時 ト雖 トモ 之ヲ 傍觀セ ハ 、何 ヲ以テ 王命ヲ 奉戴 ス ト爲ン 、故 二 速 二 攻ロヲ 定メ、 明 曉ノ號 砲ヲ期 トシ、 

進ま ヲ<fp ン、 VlJ  、テ 万 二  re? 、。隊長 熊 川 兵 庫、 番頭 太 田 客叟、 小隊 長 佐々 木 五郎 兵衞、 農兵 一 小隊 小隊 長 富田彥 太夫、 戰士 一  小隊 小隊 長 

11^^ 五 Z ヲ 名月 ー酉ス 草 野 平右衞 門、 銃卒 一 小隊 小隊 長 田 村 助右衞 門、 銃卒 一 小隊 小隊 長 新 谷 源 次郞、 農兵 一 小隊 小隊 長 佐々 

木 亥之助、 農兵 一 小隊 砲 隊長 

鈴 木 彌五郞 、同 井戸川 15^ 已、 

〇 仙臺藩 記-一 云、 六日、 相 藩 ノ反盟 ヲ釓サ ン トテ、 木 村 叉 作、 神 林 千次郞 ¥|  一^. • ^ヲ使 トシ、 中 村 城へ 遣シ、 其情實 ヲ探ラ シ 

ム、 相 藩 多々 部 藤藏、 鈴 木 武右衞 門、 頻-ー 異志ナ キ由ヲ 陳述 セ シ 一一、 木 村、 件ノ 百姓 指 出 ス所ノ 書 ヲ出シ 、全ク 破約 ニ紛 レア 

ル マ シトテ 、頻 一一 迫 リケレ 〈、神 林、 傍 ヨリ 云 ャフ、 答ノ 遲滯セ ルハ、 其 情實旣 二顯レ タリ、 此處ハ 引揚へ シトテ 、兩 士ハ威 


中ラ 退出 シ、 黑木迄 引反シ タリ、 相 藩、 已 一一 反盟 ト决シ 、遠 藤 主稅、 古 內可守 等、 安田 件 之助ラ 先鋒 トナシ 、伊達 藤 五 郞兵ヲ 

中 軍-一 備へ 、主税 ハ 後陣-一 續テ、 此所迄 押出 シ 、其 他ノ 諸手 ハ 、仙臺 境内 へ 悉ク 引揚申 候。 

七日、 總督、 諸 軍 ヲ率テ 中 村 城 二 入リ、 相 馬 S. 胤 二 令シ テ、 參謀ノ 指揮 ヲ奉セ シメ、 且、 藩兵ヲ 

以 テ仙臺 追討 ノ 嚮導 ト 爲ス。 

相 馬 藩 

右 地方 遠隔、 情實 不通、 因幡 守 官位 被 召 上 候 御沙汰、 未 無 之 候 得 共、 軍門-一 降伏 ノ例ヲ 以テ、 以後 參謀 指揮 致 候條、 此段可 相 

心得 事、  _ - 

0  相 馬 藩 

仙 昼 追討 觀導被 仰 付 候條、 粉 骨 勉勵遂 勇 奮、 前 罪 ヲ償候 様 御沙汰 候 事、 

日 r 兵食 ノ儀モ 被 仰 付 候 付、 嚮兵ハ 壯勇ノ 者 人選 致シ、 五 百 人 計 可 差 出 事。 顔 §i 

〇 中 村 藩 兵、 賊ヲ黑 木 一一 破ル。 

七日、 午前 七き 頃、 號砲 ヲ發ス ルャ、 我 藩 諸道 ノ兵齊 ク進ム 、賊、 黑木驛 外 一一 出テ發 砲ス、 我 兵、 三方 ヨリ 强擊、 賊、 支へ 得ス 

火ヲ 民？ 放 テ走ル 、卽チ 暴 シテ大 坪 村-一至 ル、 賊、 要地 新莊 林-一大 小 砲ヲ備 へ、 羅シ、 且應援 ノ賊、 我 力 豪 ヲ擊チ 

我 力 e 目 後 ヲ衝ン トス、 故 二 少ク 退キ、 隊ヲ 分チ、 東西 ヨリ 之 一一 應シ、 嚴ク 攻撃 ス、 賊、. 挫折 シテ 退キ、 猶新莊 林 二 據ル、 時-一 官 

軍來； 援ク、 長" 藩 本道 ヨリ、 伊 州藩徵 兵隊 左 ヨリ 進ミ、 一 齊電擊 シテ之 ヲ破ル 、賊 敗走、 卽 チ尾擊 シテ國 境-一至 ル. 日 巳 二 

黄昏、 I  -ー  戌 丘 ハス、 是日 、午前 十 一 時 頃、 總 督府、 營驛ョ リ中村 へ 御 人 城也ト 注進 ァリ、 卽チ 舊佐囊 信、 富田薦 之 

ヲ迎へ 奉ル、 時 二 使來リ 曰、 今 總督府 御 人 城ノ前 一一 當リ、 大小 ノ砲聲 アル ハ何ノ 故ソ、 重臣 答 曰、 賊兵 再ヒ襲 來ル、 故-一 激 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 七 曰  四 一一 五 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八： W 七 H  四 二 六 

戰之ヲ 一掃 シ、 王師 ヲ 奉迎 也、 午後 一時、 總督府 、中 村 御 入城 ナリ、 重臣、 又 御 使 番磷部 鹿 之 進 一一 請テ 曰、 王師 ヲ迎へ 奉 

ン カ爲、 <lr 朝 ヨリ 數刻ノ 激戦- 1 及 ト雖モ 、小 藩 微力 之-一代 ルノ兵 ナシ、 冀 クハ應 援ァラ ン コ トヲ、 磯部 諾シ、 直 一一 官軍 各 

除 分布、 應援ノ 令 ァリ、 叉 一 手ハ、 黎明、 兵 ラ出シ テ石上 村 二進 ム、 賊、 塚 部 村 二 屯 集、 堤防 一一 布 列シ、 頻 二 發砲ス 、我 兵 之 二 

應ス、 此 地平 田 郊野、 進ム ニ便ナ ラス、 暫ク猶 豫ス、 時 一一 本道 ノ砲聲 漸晋ミ 、且藝 州 藩 來會ス 、是 二 於テ、 彈丸ヲ 胃シ、 齊ク進 

テ 之 ヲ擊ッ 、賊 瓦解、 火 ヲ 民家 一一 放 テ走ル 、卽チ仙領^^田見村 マ テ 追撃 シ 、此 夜、 塚 部 村 一一 還 リ戌ル 、此 日、 賊、 海岸 一 1 添テ來 

リ、 今 神 村 二 疊壁ヲ 設ケ、 出沒、 我 戌 兵 ヲ擊ッ 、我 兵 寡少、 僅-一大 砲 二 門 ヲ以テ 之 一一 應ス、 賊、 敢テ逼 ラス、 黃昏 ニ及テ 退ク、 

乃 チ是地 ノ戊兵 ヲ增ス 、il&Kl 阿 小 统ー卒 隊ー、 小 山手 這 坂 口 ョ リ モ亦、 賊、 襲 來リ、 山上 ョ リ下 擊ス、 此地 防戦 -1 便ナ 

ラ ス 、故 二 前面 ノ 山上 一一 攀チ 登リ、 應砲數 刻 二 及ヒ、 日暮テ 止 戰ス、 是日、 各所 ノ 死者 五 人、 g ヒ薛 f 儀 門 左 、傷者 

卜 三に、 羽 § 田 源左衞 門， 山 岡 敬 蔵、 大浦直 之-進、 遠 藤 佶 兵衞、 武渾友 七-荒 川 利 助、 鎌 E 多 四郎， ま及チ i レ -  一、 一 、、仙 裹鈴木 

1 一一 リ 陪隸笠 原 剛右衞 門、 及 淸太郎 、利 助、 本 次郞、 能 i  、江 井助 十郞、 助 十郞、 後遂 二死 ス、 省 級ラ獲 ル-' 一 生 W  ーノ  gi^n 

E 源太郎 〇 相 

馬 誠 脱 家 記 

六日、 當隊 MI、H 爲 先鋒、 鹿 島 宿へ 相 進、 同宿 ヨリ 間道 八幡 迄 進軍、 其 夜 同所 -1 相宿、 翌 七日、 八幡 出發、 中 村 城下 觀喜寺 迄 

相 進、 猶又黑 木 村 迄 繰 出、 中 村 藩 ヨリ 依 注進、 間道 山ノ 手へ 相 進 候處、 賊 兵、 力 ャ 倉村ヲ 放火 シ、 深ク 山林 之 中 一一 潜伏、 形跡 

不相顯 候 二 付、 處々 探索 候處、 大坪村 外 レ 山上 ヨリ 、忽發 砲 致 候 -ー 付、 一 番 阿部 十郞除 、ノ  、右 ノ方 山手 二 進ミ、 一 一番 逨水 湊隊、 

稻田ノ 中二  、三番 兒島 一 郞隊ハ 、山 ノ半腹 ヨリ 攻擊、 頻 一一 相 進 候 得 共、 速 水 除、 稻田ノ 中 二 テ小 循モ無 之、 難 進 相 見 候處、 兒 

岛隊、 賊兵之 左 山上 ヨリ 間近 ク相 迫リ 砲撃、 速 水隊、 正面 ヨリ 喊聲ラ 發シ、 一 時 一一 相 進 候 一一 付、 賊兵 敗走、 人家 ヲ 放火 シ、 遯 

逃 致 シ 候 間、 兒島隊 、速 水 隊尾擊 仕 候、 是 ヨリ 先、 左ノ 方 山上 人家 等 江 、賊 丘ハ相 集、 烈敷發 砲、 阿 部隊 コ レ ト 打 合、 頻 一一 相 進 候 

處、 兒島隊 、賊兵 ノ右 ヨリ 相應 シ 、阿 部隊、 急 一 1 進撃 シ 、賊兵 辟易、 器械 等 打 捨脫走 致 候、 依 之、 猶又 追擊可 仕處、 夕刻 一一 モ及 

候 二 付、 兼テ御 指圖之 通、 黑木村 迄 凱 還 仕 候、 尤、 羽 黑ト申 山中 -ー 、賊、 屯 集 之 趣 二 相 聞 候 二 付、 斥候 小 林 善 太郞、 土井總 司、 

幡八郞 、吉井 誠 助 等、 中 村 之 人數ヲ 促シ罷 越、 少々 砲 擊モ有 之 候、 是日、 死者 一 人、 ，翻 、傷者 一 一人、 |g 難お 


七日、 諸 乓、. p 村 城下 一一 入ル、 賊、 黑木 村-一 出ッ、 相 馬 兵、 之 ヲ拒テ 利 アラス、 我 三番 中隊、 良 城隊、 之 ヲ援フ 、賊、 退 テ大坪 村 

ヲ火シ 、山林 - ー翳シ テ發 射ス、 三番 中隊、 二道 ヨリ 之 ヲ破リ 、椎木 村 マテ 尾 擊ス、 良 城 隊ハ大 坪 ヨリ 石 上 村 一一 至リ、 賊ヲ 敗リ、 

塚 邊村マ テ追 SI ス 、傷者 1 人、 肤 ^,1 纖船 

七日、 祁馬 城下 へ 著 仕 候處、 賊、 今上 邊 へ 屯 集 二 付、 小 泉 蛇 山 へ 繰 出 被 仰 付候處 、黄昏、 長 州、 相 馬 兵 除、 本道 ョ リ相進 候 -ー 付、 

撗手 ヨリ 進撃 仕、 本道 ノ 兵隊 ト打 合、 同 國境迄 追拂、 賊兵、 放火 逃遁 仕、 夜 二 人 候 二 付、 其 儘 上 戰仕候 ciff- 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 七 曰 拂曉、 黑木 出張 ノ仙兵 へ 、 相 馬、 原 釜 ノ陴中 ヨリ、 大砲 數發 打掛タ リ、 此砲 空砲 一一 テ、 破約 ノ事 ラ斷リ 

タル ト 見へ タリ、 是 一一 於テ、 仙、 相互-一 敵 ト分レ 、相 馬始テ 官軍 ト成申 候、 然 ル 二  、先鋒 安田 竹 之輔、 如何 セ シ 一一 ャ、 此時、 已 

二 國境 駒ケ嶺 へ 引揚、 伊達 藤 五郎 ノ手ハ 狼 狼 シ テ働カ ス 、古 內可守 ハ 因循 シ テ進 マ ス 、金 須內藏 之丞、 高 平 彥兵衞 等 モ此邊 

ュま リグレ トモ、 旗卷原 I 名 f  ノ 方へ 向ヒ、 其 他 諸手 散亂、 陣中 更ー 一規 律 ナシ、 特リ、 遠 藤 主稅、 三 小隊 ヲ以テ 、黑 木ト大 

壺ノ間 二 テ鷹接 戰セリ 、傍 ラ鈴木 彌左衞 門 一 小 除 、青木 忠五郞 一 小隊 ヲ率デ 、本道 ノ右脇 間道 ヨリ 向ヒシ 一一、 先手 旣 一一 散 亂 

セ ル ヲ聞テ 、大壺 へ 引 反シ、 遠藤ノ 手へ 合併 シ、 寄來 ル 官軍 ヲ #5 留メ、 奮 戰シ、 却テ、 黑木迄 守 リ返シ タ リ、 官軍 叶 ハ ス 、此所 

ラ引 募ル、 然 ル 一一 、主稅 、官軍 ノ中 一一 圍 マレ、 出へ キヤ ゥナク 、危急 - 一見へ タルー 一依 テ 、鈴 木 等 圍ノ內 二 切入、 八方へ 追 q^MC 

辛 シテ主 稅ラ救 ヒ出シ 、道ヲ 奪テ逃 出シ、 人數ヲ 纏テ、 駒 ケ嶺關 K へ 引 入 申 候、 此時 討死 九 人、 0, 手 負 十  一 ノ 村 又 作 

眯？ ほ、 fil 巳 一一 官軍 トナリ タル 一一 付、 仙兵ハ 諸手 ヲ分テ 、國境 旗卷、 駒 ケ嶺等 諸 口へ 賦リ申 候。 

九日、 督府、 相 馬 季撤ノ 父充胤 s、  二 命 シテ、 寺院 二 謹愼セ シ厶。 

因幡 守 儀、 當 城下 寺院 ニ謹 愼扉在 候樣、 被 仰 付 候付而 者、 大膳大 夫 モ同檨 相 心得 候樣 御沙汰 候 事 C 翻 

〇 賊兵、 椎 木口  二 來侵ス 、官軍 撃 テ之ヲ 卻ク。 

八日 夜、 t 木口 爲應援 、弊 藩 一 小隊 被 指 越、 拂曉、 椎木村 聖ロ到 著 候處、 賊兵、 關內 二 潜 人 候 ト相見 へ 、 不意 二 茂林 中 ヨリ 發 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 九日  四 二 七 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 十 口  m:  二八 

砲 候 故、 應之 良久 砲戰、 弊 藩 寡兵 -ー テ苦戰 候 折 柄、 一 一字 頃-一至 リ、 徵 兵隊、 弊 藩 兵隊 應援、 竟 一一 賊ラ關 外 一一 婦拂仕 候、 是日、 死 

^一ん、 小 野 募き 1 に。 平 島 篤 之 助 〇 

者ーノ 勝蔵、^^#^ー人 黑田長 知 家 記 

九日、 黑木 村滯陣 MI、H 罷在 候處、 椎木村 筑前藩 ヨリ 注進、 賊徒 多勢、 相 馬 領日尻 口 關門ヲ 押 破リ、 追々 相 迫 候 趣 二 付、 爲應 

援直樣 出發、 大坪 ヨリ 阿部 十郞 一 險ヲ以 、本道へ 分チ、 速 水湊、 兒島 一 郞ー 一隊 ヲ以、 間道 ヲ山ノ 手へ 進メ、 本道、 旣 一一 賊徒 ト 

酣戰相 成 候處、 閒追ノ 方 山上 ョ リ遽 -1 發砲、 賊徒 ノ 手元 へ 進擊 一一 付、 賊徒 狼狠致 候處、 雙方 ヨリ 討 入 候 一一 付、 賊、 人家 ラ放 

火シ 致、 脫走候 間、 勢 一一 乘シ尾 擊シ、 關門ヲ 取 返シ、 仙臺 領迄攻 入、 夫 ヨリ 黑木 村へ 凱 還 仕 候、 是日、 死者 一 人、 I ま # 者 四 

ん 0 半隊 司令 士 高木 半 右衞 門、 捕 備官小 野 勝 蔵、 

> 兵士 中 川 源 八、 田 中政吉 〇 鎭將府 日誌 

去ル 七日 以來、 賊ト 對壘、 日夜 砲 聲絕へ ス、 尤、 戌 兵 ヲ嚴ニ ス、 九日 午前 八 時 頃、 賊、 聖ロ へ 不意 一一 襲 來リ、 鋭 砲 亂發、 我 *<ヲ 

侵ス、 卽チ筑 藩 及ヒ徵 兵隊 ト共 二 防禦 苦 戰ス、 賊、 叢林 一一 散布 シ、 形跡 ヲ顯 サス、 我 兵 彈丸ヲ 避 ルノ地 ナク、 殆ン ト此 二 苦 

ム、 於是、 我 藩 草 野 平右衞 門、 小 田 切 傳兵衞 、藤 崎 源 太 左 衞門ノ 三 小隊 ヲ以テ 奇兵 ト爲シ 、遶 テ賊背 -1 出テ、 徵 兵隊 モ亦援 

來リ 、前後 夾擊、 賊、 敗走 ス、 地形 不利 ナ ル ヲ以テ 、敢テ 追撃 セ ス 、 此日 死者 1 一人、 W 嶋 ag£ ^傷者 七 人。 離 減 ^ 

菅 野次 郞七、 陪隸遠 藤 勘 吾、 €^ 兵 兵右衞 門、 勘 吾、 

兵右衞 門、 後遂 _| 死 ス 、竹 治 〇 相 馬 誠 胤 家 記 

0 仙臺藩 記-一 云、 A 日、 關門內 -ーテ 小 迫 合 、傷者 四 人、 鳩 tsj 耻 f 胸 九日、 今 神、 今 泉 小 迫 合、 討死 二人、 手 負 四 人、 

菅 手口 高 田ノ閒 二 テ、 第 八 字 頃 砲戰、 手 負 一 人、 首級 ヲ獲 ルー 一、 生 捕 一 人。 

十 曰、 勅使 平！ g 時 厚、 中 村 一一 至リ、 勅旨 ヲ傳 へ テ、 諸 軍 ヲ犒ヒ 、 且 人民 ヲ 虐使 ス ル コ ト勿ラ シ 

ム 0 

六 軍、 東 ニ下テ ョ リ、 已 二 數月ヲ 閱ス、 加 之 一一、 霖雨 滂沱、 風氣 順ナラ ス、 又重ル 二 炎熱 ヲ以 テス、 然ル 一一、 將士東 ニ馳、 西 一一 

走リ、 山 谷 險難ラ 践涉シ 、矢 石 ヲ胃シ 、死生 ヲ顧 ミス、 奮 戰勇鬪 、至 ル所城 ヲ陷レ 、賊ヲ 斃ス、 其 忠勇 義烈、 深ク 叙 感被遊 候、 


其 功 賞 追 テ思食 被 爲在候 得 共、 不取敢 軍士 慰勞 トシ テ、 勅使 被 差 立、 酒肴 下賜 険事。 

エノ 月 久家記 

春來、 賊徒、 處々 一一 於テ 官軍 -ー 相抗 シ候顿 、其 土地 人民、 兵火 一一 權リ、 賦役 一一 疲レ、 或ハ 粮食 ヲ送リ 、或 ハ彈藥 ヲ運ヒ 、朝夕 

奔走、 實 一一 戰地ノ 習ヒ、 無據事 ト雖、 均シク 朝廷 ノ 赤子、 深ク 御 憐愍 被 思盒！ ^一一  付、 厚 ク好生 仁慈 ノ 御 旨趣ヲ 奉戴 

シ、 愈 以安撫 救 恤ノ道 二 心 ヲ盡シ 、假初 二 モ 非道 ノ驅使 無 之、 人民 令 安堵 候樣 御沙汰 候 事。 

J、 弓 細 川 護久 家 記 

月 池 田 輝 知 家 記 

〇 督府、 諸軍ヲ 部署 シ、 明日 ヲ以テ 駒峯ヲ 攻ム。 

本道 椎 木口 五 字 黑木揃 筑前 藩不殘 長 州 藩 一 中隊 

長 州  一，！ 挺 因 州 二 挺. 各藩 包 象  , 

藝州 一挺 相 馬 不殘名 f.* 隨 

本道 左手 閒道菅 谷 口 徵 兵隊 筑後藩 

濱手通 リ原竈 ヨリ 間道 肥 後 藩不殘  因 州 藩 一 中 除 I 隊 

右、 明曉 進擊、 但三ロ 共、 嚮導 兵 相 馬 藩 一 小隊 宛 

初 野 因 州 一 中隊 小 野 伊 州 藩 西 山村 長 州 一 中隊 山 邊石上 藝州藩 

附 長老 內邊 相 馬 藩 天明 同 相 馬 藩 

右、 押へ 兵 、今晩 出張、 交番 候 事、 

右 明 十一 曰、 駒ケ峯 ヨリ 新地 迄 、進撃 可 致 旨 御沙汰 候 事 ci 督 
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復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 十一！ w  四 一一 一 〇 

〇 賊、 復來 侵ス、 之 ヲ大坪 一一 破ル。 

十日 午前 八 時 頃、 賊又襲 來ル、 總テ 前日 ノ如シ 、我 兵、 豫メ 備フト 雖モ、 地形 便ナ ラス、 少ク 退キ、 新莊林 二 據テ拒 戰ス、 時 

二  、各處 ノ 戌 兵援來 リ , 一 齊劇發 、賊 辟易、 民家 ヲ 放火 シ テ去ル 、死者 一 人、 酷 綱 難 MPO 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 十 曰、 旗卷屯 聚ノ仙 兵、 官軍 ノ粮道 テ絕ノ 策 ヲ設ケ 、奥山 永 之 進 等、 七 字 比、 大坪 村へ 繰出タ ル 一一、 官軍 却 

テ 山上 ノ 胸壁 一一 備 ヘア リ、 奥山 等ヲ 十分 間近 ク 引受、 平野 迄 進寄タ ル處 へ、 ー齊 一一 討 出、 仙 兵 散亂、 旗卷 へ 逃歸申 候、 此時、 

复 5kn4、，vc 隊長 奧山永 

犓者 プノ 之 進 及 兵卒、 

十一 日、 海道 官軍、 路ヲ 分テ、 駒嶺ヲ 攻テ、 之ヲ 拔ク。 

十 一 日 、官軍 三 道 並進 ム 、左 山手 ハ 徵兵、 筑後 兵、 右濱手 尸 肥 後、 因 州 兵、 本道 ハ 我 力 銳武隊 、第 一 番 中隊、 筑前兵 ト黑木 ョ リ 

椎木 二 至ル、 賊、 駒 ケ峯ノ 要衝 -ー 盤踞 シ、 砲 臺數十 ヲ築キ 、防 戰ス、 我 兵、 進攻 猛劇、 三番 中隊、 良 城、 精義 之 ヲ助ケ 、大 ニ賊ヲ 

^レ、 丧、 £、 ^ヲ. ^シテ 盾レ、 自一 擊 一 午、 曰 y 日- f^Jklud ん、 钣田政 之 進、 杉 山 藩 "佐々 川复 l!a 卜 3, V 、志 賀忠 蔵、 井上 太 郞槌、 山 田 

被ソ貝 まん S ヲ.^ シ ァ£ソ t  -  f0 曰疋日死^^5ノ 次郞、 弘中涛 助、 井上 四郞- お 者 十四 ノ太 一之助， 板 垣 多 門、 弘直 人、 

田 中 梅 之 進-瀧 原 練 蔵、 大隅政 人、 阿野 富吉、 山川 久輔、 岡 本 十郎、 伊藤 itis 

之丞、 高 橋 一 郎、 西鄕小 源、 涛之丞 以下 一一 一人、 後 皆 死ス、 〇 戊巳征 戰紀唇 

十 一 日、 諸 藩 三 手 一一 分レ、 駒 ケ峰進 擊被仰 付 候處、 弊 藩 一 中隊 ノ義ハ 、西 山村 押 トシ テ 出張 被 仰 付 候 付、 今日 ハ 進軍 不仕 候、 

然處、 十一 一字 頃、 宗藩 本道 一一 相 進 候 一 中隊、 一 且敏壘 ヲ攻落 シ候得 共、 繼兵無 之、 殆苦戰 一一 付、 應援ノ 義申越 候 付、 直樣 一 小 

除、 西 山 口 ョ リ繰 出シ候 途中-一 、度々 急キ越 候處、 途中 一一 於テ、 御使番 ヨリ、 駒 ケ峰ノ 方ハ已 一一 十分 ノ利ヲ 得 候へ 共、 山ノ手 

徵兵、 久留米 兵、 只今 苦戦 危急 一一 付、 暫相 翼候樣 被相賴 候、 味方 先手 ノ方 無覺 束相考 候へ *r 無據ー 小 除、 右手 ノ 山上 二 繰 上 

ケ、 一 放 發致シ 候へ 共、 伊 州 兵 等モ有 之、 立 交リ、 且 敏間餘 程遠 リ候 付、 宗藩 ヨリ 申 越 候 義無覺 束、 本道へ 直 樣驅拔 候處、 巳 

一一 駒 ケ峰關 門 打破 リ、 悉ク 放火 二 及 ヒ 、敵、 大敗 ト相成 候 一一 付、 人數引 圓メ、 其 夜 ハ 同所 番兵 相 勤 候、 右 -ー 付、 當日手 一一 合 兼、 

怪我人 等 一向 無 之 候 事。^， 


相^ 之 境駒ケ 峰へ、 賊兵、 屯 集 候 二 付、 各藩 兵 三 道 二分 レ、 弊 藩 本道 爲 先鋒、 長 州 藩 一同、 十 一 日 拂曉、 中 村 城 進發、 辰 之 刻 頃、 

椎木 村關ロ 一一  至ル、 賊兵、 駒 ケ峯ノ 要害 一一 據リ、 山麓 一一 傍テ 連綿 礮壘ヲ 築キ、 防禦 尤確 堅、 於是、 長 州 藩 一 同 左右 一一 分隊、 各 

藩 大礮隊 ハ 、關傍 ョ リ荐 一一 放發、 然 ル -ー 南北 ノ關、 相 去 コ ト十餘 町、 前面 ハ游々 タル 田 畦 二 テ 、但 一 條ノ 本道 而已、 更 一一 可 寄 

樣無 之、 依 テ弊藩 左 二進 ミ候ー 隊、 亦 左右 一一 分隊 致シ、 左 除 ハ 長 藩 一 同、 矢 石 ヲ胃シ 、田 畦 ヲ趨リ 、山手 へ 廻リ、 碾壘ョ リ潢 

擊、 右隊ハ 一 同、 關ヲ 作リ、 杉林 中 ヨリ 壘ヲ 馳下リ 、進撃 突衝セ ン トス ル 二、 賊ノ彈 射 如 雨、 且 寡兵 ニテ進 兼、 田 畦 二 散數シ 

テ、 劇 シク砲 擊ス、 如此、 左右 激擊ス ル コ ト 良久、 未 ノ刻過 一一 至リ、 藝藩ノ 援兵、 左右 兵隊 ノ交 一一 廻 リ出テ 、縫 缺ヲ 進擊、 依 之、 

直 二 飛 丸 ヲ胃シ 、激戰 突入、 竟 一一 關ヲ 奪ヒ、 頻 一一 劇 擊、 賊 不能 支、 狼 狼、 銑 器 彈藥等 棄散シ テ 敗走 ス、 斃賊 若干、 北ルヲ 追テ新 

地 迄 相進ミ 候 得 共、 及 晩景、 半途 ョ リ凱 還、， 駒ケ峯 二 宿陴仕 候、 是日 傷者 十六 人。 難 雄 f  ,a 木 村 付 fef#&  、《ま 

苦源吉、祌保鐵兵衞、小川圑之助、濱地英ミ郎、松井伊蔵、久保^^次郎1,船"^まハ衞し伊滅^下ーー.1は後？— 

死ス、 醫師 村山玄 育、 銃卒仁 右衛門、 陪隸 外野 村 源 次郎、 吉次甚 三、 甚 一一 ー後遂 - 一死 ス 〇 黑田長 知 家 記 

十 一 日、 當藩 兵隊、 於 奥州 原 竈、 相 馬 藩 一 小隊 嚮導 一一 テ、 後陴因 州勢參 著、 江 ヲ隔テ 大小 砲 連發、 敵 ヨリ モ應 砲、 時機 ヲ量リ 

ra: 小隊 追々 江 ヲ渡リ 、因 州 勢 モ續テ 押 渡リ、 進擊仕 候處、 敲、 諸 口 ョ リ應援 重 リ候趣 二相 見へ、 嚴シ ク致 防禦、 且江ヲ 隔テ、 

彈薬 運送 等 不自由 二 付、 頗 ル 及 苦戰、 殊 二 地理 不案内、 敵 ハ 數多 胸壁 二 據リ發 砲、 徒 二 人 數ヲ損 候 -ー 付、 ート 先、 江 後 二 繰揚 

挑 合 候 €:、 各藩 攻ロ モ 旣 一一 戰爭相 始リ、 是又 苦戰、 敲遂 一一 相 破レ、 所々 火ノ手 揚リ、 敲ノ 砲聲 次第 一一 减候閒 、因 州 勢ト倶 二 不 

透、 猶ー 一 小隊 江 ヲ渡リ 進擊致 候處、 早 及落 去 候 付、 今 泉 へ 野 陴ラ張 リ相押 申 候、 敲ノ 死亡、 所々 へ 埋置候 跡 有 之 候 得 井 多 

A ノヌ 目， b 、き i.t.,n.r 人、 圜部 新左衞 門、 建 山 Jt 郞 彥、， 渡邊！ 太 之 傷者 四十 、え？ gJHtssm ソ l&iKI 

.s?^^:ォパズ ず 藩 死者 寸 ス 允、 猿 山 岩 太、 丸 野 鐵次郞 岩 下 喜 一 郎 軍夫 嘉右衞 門莊吉 {"^pn  ノ  隊 司令 境 野 素 兵禱 兵士お 浦 治 

右衞門、上野繁十郞、田中平治、建山|ーー郎彥、吉見壽七郞>小島滕太郎、佐村嘉傅、柿.？ 淺1?衞|^;;^^!^:<^1允」、_^1^^ま,|咹.5，曰ーま？£ 

¥ 野 口 勝 1^ 野 S 兵衞 q 手 島 S 左衞 門、 柳 井 金 太郞、 伊藤 健 之 助、 緒 方 作 馬 原 m 繁助、 普 K 三郞、 馬場 權兵衞 布田彦 九^ 秒 山 恨 助 ^ 

木 民藏、 屮 井藤 作、 岸 原大之 助、 江 藤 助 十郞、 矢 野 久左衞 門、 矢 野 善 次郎， 南 榮左衞 門、 松、 せ凊之 助、 船津？ ま 本 

li十颇、野ロT太、ーs野修^J郞、i賀彈助l井原古久兵衞、光之助以下七人、後皆死ス、僕甚五郞、〇細川護久家記 

十 一 日、 曉天、 御 達 二 依テ、 我 砲隊、 中 村 城下 ヲ發シ 、本道 行進、 黑木村 一一 テ長 州、 筑前、 久留 米及ヒ 相馬ノ 各藩-一 會シ 椎木 

村 二 至リ、 同所 關門 左右 一一、 各藩 ノ 大砲 ヲ 配置 シ、 我 砲 二 門ハ左 一一 備へ、 各 砲 ト共ニ 賊地ヲ 猛撃 ス、 賊領駒 ケ峯ノ 關門タ ル 
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復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 十一 日  四 111 二 

ャ、 當地ヲ 距ル四 丁 許、 前ハ 平面 ノ 田野 二 シ テ、 宫道 一 條ヲ 通ス、 賊數 千、 關門 左右 ノ 大樹 二 據テ、 柵 ヲ結ヒ 、要地 二 胸壁 ヲ 

築キ、 其 他 數ケ所 へ 砲臺ヲ 設ケ、 抗抵候 一一 付、 官軍 奮 力 砲 戦中、 筑ノ 砲丸、 關門ノ 左 扉 ヲ破リ 、我 砲彈、 其 右 扉 ヲ碎ク 、此 時、 

長 州 兵 一 中隊、 左 ノ 山腰ヲ 廻リ、 必死 勇鬪、 近傍 ノ 砲臺 ヲ奪ヒ 進 討 候處、 賊却テ 山背 ョ リ 突出、 夾擊 シ 、 長 州 兵相應 シ 、 前 

後 二 當リ 邀戰候 へ ト モ 、續ク 兵ナク 苦闘 中、 石 上 口 出張 藝州兵 來援、 猛戰、 長 州 兵 ト合擊 、於此 、賊、 少シ ク 披靡ス 、 其 機 二 

乘シ、 各藩 砲隊 一 同拔 PJT 椎木關 門ヲ押 開キ、 雨注 ノ彈丸 ヲ胃シ 、直-一駒 ケ峰關 門へ 進 擊ス、 賊、 砲 銑 交發、 死力 ヲ盡シ 防禦 

ス レ トモ、 官軍 勇 ラ奮ヒ 直進、 胸壁 ヲ奪 ヒ、 關門內 ニ闌人 奮戰ス レ ハ、 賊、 遂 ニ支コ ト能ハ ス、 敗走 ス、 時已ニ 斜陽 二 及 ヒ.、 仍 

テ追逐 ヲ止メ 、我 兵 尸 椎木村 一一 引揚 宿陴ス 、 此役、 官軍、 賊ヲ斃 ス無算 、是 ョ リ先、 椎 木口 苦戰ノ 趣-一 付、 應援ト シ テ 出兵 候 

樣御達 有 之、 我 一 一 小隊 中 村 ヲ發シ 、駒ケ 峰 一一 至レハ 、娀、 已 一一 敗 散ス、 同日、 早且、 我 三 小隊、 大砲三門、 中 村 出發、 濱手 進軍、 

原 竈 村 ニ至リ 、敵地 候 視候處 、賊、 海濱 二 砲臺ヲ 築キ、 候 舗 ヲ置キ 、其 他 要所 ュ 胸壁 ヲ設ケ 、手堅 ク 防禦 ス ルノ勢 ァリ、 依テ、 

肥 後兵ト 攻撃 ノ策ヲ 議シ、 衡突ノ 期會見 計、 小 錢隊ハ 村 端 二 整頓 シ、 大砲 ヲ海邊 巌頭 二 繰 揚ケ、 相 馬 藩 砲 隊ト共 一一、 賊營及 

ヒ 砲臺ヲ 注目 シ テ發 砲ス、 時 二 肥 後 兵 四 五名、 港 ヲ渡リ 發砲ス 、鑌テ 兩藩全 兵 亦 渡リ、 賊ヲ距 ルニ町 許リ、 小 松林 二 據リ、 烈 

シク砲 戰ス、 賊ハ 追々 加リ、 或ハ林 中-一 據リ、 或 ハ堤下 一一 伏シ、 或ハ 民家 一一 潜ミ、 發射 雨注、 其 形跡 認メ 難ク、 官軍 進 擊ヲ欲 

ス レ トモ、 前途 沼 ヲ隔テ 、葭葦 茂 生 シテ進 ヲ得ス 、賊、 亦 迫 ラス、 徒然 賊丸ヲ 受ケ、 味方 死傷 不少、 難 戦時 ヲ移シ 、勝敗 不诀、 

此時、 御 指揮 之 ァリ、 兩 藩兵ヲ 西岸 二 繰 揚ケ、 暫ク 休憩、 賊ノ 動靜ヲ 覘フ、 時 二 本道、 駒 ケ峯諸 口、 已 二 酣戰、 砲 聲雷ノ 如ク起 

リ、 未 中 刻、 官軍 大捷、 駒ケ峯 進撃、 所々 放火、 炎 烟天ヲ 衝キ、 鬪聲地 ヲ撼ス 、此- 一 於テ、 當地 ノ賊、 火 ヲ村家 -1 放チ、 將 一一 走ラ 

ン トス、 兩藩、 此機ニ 乘シ、 再 ヒ港ヲ 押 渡リ、 賊營ヲ 衝突 ス、 渠 、倉皇 爲 ス所ヲ 知 ラス 、<i_ む ク 敗走 ス、 兩藩、 尙北 クル ヲ 遂テ 、今 

上 村 一一 至ル、 昏暮、 兵 ヲ班シ テ當所 二 宿陴、 此戰、 賊 死傷 不少、 伏 尸 各所 一一 撗リ、 且、 近傍 沮洳ノ 地 二、 藏埋ノ 跡 ァリ、 其數ヲ 

羊  一一 b ス、 曰 W ョ、 ttjk 1 、、池 田 德定家 ョ卜 1 て 。小隊 司令 建 部 半 之丞、 使役 馬場 金 吾、 士官 堀 元、 九榔い 兵、 士 J 武.^ 晦、， ハ洽 鋼^^,： 

詳 ニセフ 是日 死者  ーノ  士大森 嘉吉、 像 者 三十 ニノ 米 澤卯ー 1】 郞、 景山佐 平 次、 關尾又 之 進-臼 井央、 成瀨啓 次郎、 岡野莊 七. 荒 武彌七 

牧村平 助-太 田 涛左衞 門、 涛左衞 門、 後遂 -1 死ス、 陪款捤 川 儀 兵衞、 田 中 安蔵、 渡邊善 助、 瀧 川 金 太郞、 宫津 榮吉、 阿古 % 小 .^5^§ ソ f;^§、J^F ん 

- 一死 ス、 池 田 德定家 士半隊 司令 井上 左 馬 之 助、 兵士 福 島 文 四郞、 中 野 直 三郞、 岸 本 莊次郎 、植原 佐兵衞 衣川 涛助、 山 根 卯 一一 一 郞 若お お.^ 郞 


喜 多 村 文 次郞、 濱田 五郎 右衞 門、 惣 次^, 以下 jlH、~4sii ス 3 ハ  ,  一 

き^ 傲&^ 士 士官 高 橋 利 之丞、 車夫 德兵衞 0 池 田 輝 知 家 記  . 、： ー」 ヒ. 、，c、 

十ー^1、きケ峰進擊ノ命ニョリ、我藩氏家右門ノ ー小隊ヲ嚮導トシ、長、筑ニ藩、本道椎木關門ョリ進ミ 午前八時ョリ 先 

大礮ヲ 以テ戰 ヲ始ム 、此 地平 郊、 賊寨ヲ 距ル十 町、 或 ハ七八 m 、故 一一 賊寨數 百 歩 一一 迫リ、 田 畔-ー 散兵、 嚴シ ク發砲 スト 雖モ、 一 

戎、 山上 ノ 要地 一一 壘ラ 構へ、 逸 ヲ以テ 之 一一 應ス、 我 兵、 彈丸ヲ 避 クル ノ地 ナク、 殆之 一一 苦ム 、時-一長 州ノ 一  隊、 我 藩 六 七名ヲ 

先導 ト爲シ 、左 山手 ノ 胸壁 二 ケ所ヲ 奪フ、 尋テ、 賊ノ 要害 第一 ノ壘ヲ 奪ヒ、 背面 ヨリ 組 擊ス、 賊、 頗ル 辟易、 時 一一 本道 ノ 援兵、 

藝州ー 小隊、 彈丸ヲ 胃シテ 先登 ス、 各所 ノ兵、 之ヲ見 テ齊ク 進ミ、 或 ハ刀ヲ 揮ヒ、 鯨波 ヲ揚ケ 、駒 ケ峰驛 R 一一 突入 ス、 斬首 許 • 

多、 賊、 狼 狠自ラ 營ヲ燒 テ走ル 、追擊 新地 二 至ル、 乃チ、 兵 ヲ收テ 駒 ケ峰ヲ 戌ル、 又 草 野 平 右 衞門ノ 一  小隊 ヲ 嚮導 トシ、 徵兵 

隊、 筑 後，、 本道 左 リ閒道 菅谷ロ ョ リ 進撃 ス、 賊衆、 山 谷 - 一充 満シ、 豫メ 壘壁ヲ 設ケ、 要地 一一 據リ、 山林 蒙 欝ノ中 一一 深ク 形跡 一 

ヲ隱シ 、出 沒發砲 ス、 我 兵、 苦戰 死傷 シ、 午後 二字 頃、 各隊ト 議シ、 撗擊ノ 策 ヲ設ケ 、陽 テ少シ ク退ク 、賊、 果シテ 尾 シ來ル 、機 . 

ラ見テ 我 奇兵 二 小 除、 突然 橫擊ス 、賊、 支 ル能ハ ス、 敗走 ス、 諸 隊齊シ ク尾擊 シテ、 菅谷村 一一 至ル、 賊、 猶 山-一 屯 集、 拒 擊ス、 戰 - 

は 二 シテ、 本道 ヨリ 藝州、 山手 ヨリ 伊 州 ノ應援 ァリ、 諸隊盆 奮戦、 賊、 遂 一一 營ヲ自 燒シテ 走ル、 時 方-一、 諸道 ノ全捷 ヲ報シ 、還 一 

師ノ命 ァリ、 乃 チ兵ヲ 收テ椎 木 ヲ戌ル 、此 日、 諸藩ノ 兵、 我國境 ヨリ 大小 砲 ヲ以テ 攻擊ス 、賊、 各所 ニ砲臺 胸壁 ヲ設ゲ 大小 一 

砲 ヲ以テ 之 二 應ス、 對戰數 刻 二 及フ、 此時、 我 藩、 原 釜 村 ニ備へ タル 五十 ホン ト、 一 一十 四ネ ン ト ヲ 以テ、 賊ノ 巢窟ラ 射擊シ 一 

聲援ヲ 張リ、 賊膽ヲ 挫ク、 午後 四時、 本道 瓦解 ノ機 一一 乘シ、 短兵急 接賊ヲ 倒シ、 悉ク 胸壁 ヲ乘 取リ、 逃 ヲ追テ 今 泉 村 一一 至ル 一 

乃 チ戌兵 ヲ置テ 、駒 ケ峯、 長老 內兩所 二 引 揚ク、 又 肥 後、 因州兩 藩ハ、 我藩伊^^司、 佐 藤 爲次郞 ノ嫁ヲ 嚮導 ト爲シ 、海岸 原签 _ 

村 ヨリ 進 擊ス、 早天、 新 沼 浦 ロノ 南岸 ヨリ、 先 大小 砲 ヲ發ス 、賊、 輒ク 敗走 ノ色 ァリ、 其 機 一一 乘シ、 迅速 浦 口 ヲ渡リ 進擊ス . 

豈計ン 、平沙 廣漠ノ 地へ、 ニ層ノ 砲臺ヲ 設置 キ、 賊衆爱 一一 集リ、 連 一一 發砲ス 、我 兵、 平沙 一一 起伏 シ奮戰 スト 雖モ、 地 利便 ナラ 一 

ス 、徒-一死 慯ラ 重ヌ、 不得已 、再 ヒ浦ロ ヲ渡リ 、南洋 二 退ク、 衆、 舟 ヲ爭フ 、舟 覆リ 溺死 ス ルモ ノア リ、 然 トモ、 我ぎ 豫^  ノづ 一 

礮 五十 斤、 二十 四 斤 ノー 一門 ヲ 山上 ヨリ 交發、 礮聲如 震 雷、 賊、 恐怖、 敢テ迫 ラス、 午後 四時 頃、 本道 ノ 瓦解 ヲ見テ 、自ラ 潰 散ス、 一 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 十一 日  四 一一 一一 一一 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 十一 日  四 三 四 

追 擊シテ 今 泉 村 -i ル、 賊叉 民家 ヲ燒テ 走ル、 乃チ、 戌 ヲ置テ 原签村 二 還ル、 是日 死者 一 人、 ■£、 傷者 一 一千 人、 WM 

左衞 門、 兵士 八景 又 六、 佐 藤 i 治， 末 永 兵 蔵、 佐 藤 善 作、 堀川 助 八、 佐 藤 數衞、 山 田龜藏 、山 田留 七、 山 田 蔵 治、 牛 渡 喜 太郞、 ^見 軍 r^、tl 斤 

遠 藤 新 E 郞、 遠 藤 寅 之 助、 堀川 彌右衞 門、 半 谷 喜右衞 門、 島 德右衞 門 、古内 喜 代 助、 午來隆 助、 喜 代 助 以下 二人、 後 i_c: 死ス、 夫 卒常吉 、せ， ラ勒 

ル卜九 級、 生铺七 人、 及ヒ 小き 一十三 挺、 臼砲 一 門ヲ 獲、 其 餘彈藥 器械、 勝 テ數フ へ カラス。 删 g 

十 一 日、 御進擊 -ー 付、 弊 藩 ハ 爲押、 蛇山邊 へ 出 勢 仕 居候 處、 山手 本道 濱手共 取合 相 成、 然處、 長老 邊 手薄 之 趣 -ー 付、 同所 二 出 

勢、 發砲仕 候へ トモ、 賊ト數 町 相 隔リ、 賊 ヲ折ク コ ト能ハ ス、 乃チ進 ミ戰ン ト欲ス レ共、 沼 或 深 田 二 テ股入 地、 進ムコ ト能ハ 

ス、 旣ュ 十一 一字 ヲ過ク 、侬テ 、軍監 伊藤 源 助 ト議ス ル 二、 本道 ヨリ 進 ムニ 非サ レ パ 、敗 リ難シ ト诀議 中、 筑前 ヨリ 本道へ 應援 

ノ儀申 來リ、 卽出 勢、 一 小隊 ハ 本道 左 脇 手へ、 一 小隊 ハ 本道へ 均ク相 進、 劇戰仕 候へ トモ、 賊徒、 善 ク戰ヒ 、間近 ク相 成候テ 

ハ 組 擊致シ 、殆 苦戦、 遂 -ー 切入 及 接戰、 本道 砲 臺ヲ乘 取 申 候、 賊、 遁逃 二 付、 追々 進擊 中、 御使番 ヨリ 山手 急 -ー 付、 直 -ー 出 勢 候 

樣被申 聞 候 -ー 付、 整隊繰 出ノ央 、へ 叉、 伊 州 ヨリ 苦戰 二 付、 其 道 へ 進 吳候樣 申 來リ、 卽急 -ー 相 進、 賊、 少々 防 居候 得 共、 遂 -ー 敗 

ま； „><,J^ 、ま、 パ易. Jtt ト 一 、。監察 一 場 底 之 進 > 二番 隊長 佐 久間義 一 郞、 一 番隊畏 補 金 &宮 内、 銃 手水 野 市 助、 大成 彌 一 郎、 岡本芳 

^ib  ±1 1 ず 7- 一  ス 吉、 名 井倉 平、 小 泉 仁 助、 木 村 爲吉、 淺田彌 八郎、 早 川 武七郞 、武 七郞、 後遂 一一 死ス 〇 淺野長 勳家記 

十 一 日、 本道 椎 木口 へ 進擊 -ー 相 成、 長 州 藩 隊長 ョ リ應援 被賴候 付、 正 十一 一字 ヨリ 繰 出シ、 椎 木口 關門迄 、急 歩 之 行進 仕 候處、 

左手 間道 へ 進 候筑後 藩、 撒 兵隊 苦戦 -ー 付、 左 間道 へ 參リ吳 候 樣被賴 候 付、 則 左手 間道 へ 轉進仕 候處、 賊兵、 小川 ノ 向 岸、 小高 

山へ 凡 三 町 計り 間、 一 文字 二 散蔓、 放發 ニ及膀 付、 一 小隊 ヲ顯シ 放 發爲仕 候、： 一 一町 計 リノ 閒ヲ 置、 中 村 藩 兵隊 ヲ顯シ 、弊 藩 

一 小隊 ザ 寄 兵 仕 候テ、 俄 -1 放發仕 候處、 賊兵、 大 一一 周章、 持揚 ヲ相捨 敗走 仕 候、 其 所 へ 筑後 藩モ、 右手 ヨリ 攻擊 一 1 相 成 候 付、 

賊兵、 六 七 町 モ退キ 、第一 一番 ノ屛風 ノ如キ 小高 山 一一 、右三 町 計 ノ間散 蔓仕候 由 二 付、 同所へ 筑後 藩、 押 ノ丘ハ 一一 殘シ置 候テ、 直 

二 第一 一番 ノ持 場へ 攻擊 仕、 凡 林 中ラ四 五町 計 進 候處、 賊ノ方 ヨリ 放 發仕候 付、 前面 一一 水田 ヲ差 置、 暫ノ 間、 互 一一 放 發不少 候 

テ、 機ラ見 計ヒ、 右手 ノ 山林 叢 中 ョ リ 、弊 藩 五六 員、 徵 兵隊 同様 相 進 候、 餘 パ 藝州藩 同樣、 前面 發愤 猛進 仕 候處、 賊ノ彈 丸 雨 

ノ如 ク來候 中ヲ、 彌攻擊 仕、 遂 二 前而 第一 一番 ノ賊 壘ヲ、 弊 藩 先登 一一 テ乘取 中 候、 此持場 二 テ、 賊ノ 白旗 六 七 本 モ立置 御座 

候 得 共、 皆々 持 去 候、 其 節、 旣 -ー 黄昏 M 和 成 候 付、 御 差 S モ 御座 候 付、 小 野 村 迄 引揚申 候、 今日 傷者 七 人。 ；! «怜れ 職絲 P い 


钣田良 蔵、 森 田 直 次郞， 平松嘉 一郎、 田 中 政 五郎、， 政 

五郎、 後遂- 一死 ス、 陪卒 石橋 勘 吾 〇 藤 堂 高潔 家 記  3,  ,  、ト、 ri  二き 3 戈 t.£-,T^、*1 

十 一 日 五 字、 徵 兵隊、 相 馬 藩 一 同、 仙 臺領菅 谷 口 へ 進 擊致シ 候處、 賊徒 多勢、 要地 二 據リ防 戰候付 四 字 迄 苦 戰仕候 S 1 ほ u、 

，ぃノ 手 ヨリ、 應援 致シ候 付、 一 同、 賊巢菅 谷 打拂、 駒 ケ峰關 門へ 相 迫リ、 七 字 頃、 椎木 村へ 引揚申 候、 死者 五 人、 衞、 兵士 靑 

乍-木 愿 01" 太郞、 牛 I き じ  >  、篠田 源 之丞、 志岐健 太、 中島 幸 一一 一郎、 富 プぷ& 55.^ ハ 

航 tes 、傷者 七 人 石橋 榮太郎 、北 川忠 作、 軍夫 人 0 有 馬 賴咸家 記 

4" 一  日、 黑木村 二相 仏 『！| 縣： 筑後 藩ト共 -ー、 相 馬 ノ兵ヲ 以鄉導 トシ、 仙 臺領菅 谷 口へ 進軍 ノ處、 賊兵 衆多 據 要地、 高山 深 林 

ヨリ 烈ク發 砲 一一 付、 死力 ヲ盡シ S 進撃、 一 且、 切 込 ミ候得 共、 何分 要害 ノ地、 加 之、 喊，、 多勢 山 谷-一満 チ、 三方 ヨリ 發ぉ 頗ル 

防 戰致候 二 付、 終 二 四 字 迄 苦戰致 候、 然處、 伊 州 藩、 藝州藩 等 致 應援候 二 付、 竟 二 菅谷村 へ 討 入、 賊徒 ヲ追 拂、 猶タは 上 へ. I 

ヲ進メ  rs^.; 處、 4^ 兵、 遂 一一 退散 候 一一 付、 本道 駒ケ峰 之關門 へ 廻リ、 七 字 過、 相 馬 領黑木 へ 引揚申 候、 是日 死者 四 人、 準、 兵士 藤 


井 主秘、 山內 一 

〇 仙 臺藩記 -ー 云、 十 一 日、 官軍、 菅谷、 曹善堂 口、 駒ケ嶺 口、 三 道 一 同 押寄タ リ、 駒ケ峰 本道 ハ 、 第 六 字 ョ リ關門 へ 、 大砲 數發 

擊込 タリ、 石 田 正 親、 遠 藤 主税、 松 本 知 之 進 等、 兵ヲ 四方 一一 賦リ、 關門 左右 ノ 山手へ 駆 上リ、 卒ヲ 勵シ、 厦防戰 、勝負 未 分 M 

サ ル 二  、曹善 堂 口 伊達 筑前手 ョ リ崩 レ 立、 官軍、 館ノ裏 へ 打入タ ル 二 因テ、 關門西 脇、 加 藤 金彌ノ 手持チ I ク 明 神 堂 迄 「.^ 

揚 申- 5^、 遠 藤 主^、 此處ニ 蹈止リ 、嚴ク 指揮 シテ 退カサ リシ 力 トモ、 大軍 崩レ立 タルコ トナレ ハ、 止ルコ ト能ノ ス 貝 兵、 き.^ 

-ー引揚 申 候、 此手、 死 S 人、 ssassi  人、 ifg^iiif  iifl ス 

^^^:|^^!^菅ケ谷ロハ金須内藏之丞、曹善堂ロ伊達筑前手ト互ニ援合、數刻防戰、筑前手危クナリシ 一一 付、 森 文 五 ま 高 

£i 人、 i 木 彌左衞 門、 加 藤 金 彌等來 加リ、 勢 ヲ助ク ト雖モ 、官軍 激發、 筑前手 終 二 打破 ラレ、 官軍、 駒 ケ嶺ノ 館 ノ西裡 へ ® 

入、 前後 ヨリ 夾擊セ ラ レ 、防 戰不 叶、 金須ハ 伊手 村ノ 方へ 敗走 シ、 鈴 木 ハ駒 ケ嶺ノ 館内へ 引 籠リ申 候、 然 ル 二 、 官軍、 裏ーョ . 

山上 ノ龍昌 寺 ト云ル 寺 一一、 火 ラ放チ 、前後 ヨリ 夾擊ス ル 二 付、 終ニ不 叶、 館 ヲ捨テ 敗走 仕 候、 此手、 死者 十三 人 兵、 擒トづ 

良お 外. 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 十一 日  四 一一 一 五 _  , 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 十一 日  四 三 六 

ル者 - 人、 嫌、 傷者 1 f 一人、 隠 赚隱き S ヒ 大き ハュ 讀歲， 曹善 堂。 尸 伊達 筑前、 一 一大 除ヲ A 方 へ 分隊、 應援仕 候、 就中、 曹 善道 

ロ關 門、 東 十日 崎 ヨリ 藤 崎 迄ノ間 防戦、 駒 ケ嶺耍 害 急危ナ ル -1 付、 屢人數 ラ繰替 討 合、 第 四 字 一一 至リ、 諸手 引 揚ノ令 有 之、 

總軍 引揚中 候、 此手、 死 # 十 一 人、， 傷者 一 一.1- 人、 珊赚频 5fp- 、叉 駒ケ嶺 本道、 气 諸。 應援隊 、死者 一 人、 擁、 傷者 士 一人、 

51、 都合 三 道 ノ戰、 何レ モ利ァ ラス、 仙 兵、 總 敗軍 トナリ 、駒 ケ嶺、 館、 官軍 -ー乘 取 ラレ、 仙臺國 境、 此日 始テ相 破レ申 候。 

〇 相馬季 胤、 藩 兵 ヲ以テ 官軍 一 1 嚮導 シ、 其 力 ヲ效サ ンコ トヲ、 督府ニ 請フ、 又書ヲ 伊達 慶邦 一一 

遺リ、 順逆 ヲ陳シ テ、 其 自新ヲ 勸ム。 

弊 藩 之 儀 ハ、 固 ヨリ 勤 王ノ 志願 一途 一一 罷在 候處、 褊小 ノ國、 大 國ノ閒 一一 介シ、 賊熠 一一 被壓、 重罪 二 陷リ、 宿志 殆難 仲、 忠孝 

兩ナ 力 ラ 亡失 仕 候、 而 已ナラ ス 、 多年 乍 不及撫 恤仕候 天 民、 無罪 シ テ 塗炭 一一 陷候 段、 日夜 慟哭 罷在、 漸悔 至極、 漸良 時機 會 

ヲ得、 萬 死 ヲ甘シ 、御 軍門 一一 降伏 謝罪 奉 歎願 候處、 何圖、 天朝 覆 載 之 御 至仁ヲ 以テ、 一 同 御 厳罰 ヲ遁レ 、謝罪 御 取 上 被 成 下 

置 候 上 尸 、寛大 之 御 處置モ 可 被 爲在之 間、 實效相 立、 前 罪 ヲ償候 様、 御仁 慈ノ蒙 御沙汰 、且又、 一藩 一一 至 マ テ、 寬廣至 仁 之 御 

處置、 一 閣 仰望 愛慕、 感泣 之 至奉存 候、 依 之、 一 國举生 之盡カ 仕、 至大 之 前 罪ヲ償 候樣、 奮發 鼓動 致 候 得 共、 兼テ 不調 ノ兵、 殊 

一一 薇 小 之弊邑 二 候 得 ハ 、 天恩.？ -牛之 一 毛 一一 モ難 相當、 大槪、 千 五 百 許 之 兵卒 中 二 テ、 老年 衰弱 ノ者ヲ 省キ、 血氣壯 强ノ輩 

ヲ撰擧 仕 候 得ハ、 僅 三百 二 不過候 得 共、 御 討伐 進軍 之 嚮導 相 勤 度、 且、 一 除 之內百 五十 ヲ以、 先進 奮戰 仕、 百 五十 ヲ休兵 トシ 

テ勞 逸、 交互 二 シ テ憤戰 仕度、 餘 ハ 皆、 兵食 ノ 指揮 二 奔走 致サ セ 、婦女子 ハ 玉藥 ノ 製造 二 差 向、 糟糠 ラ 甘 シ、 至誠 神明 二 誓 ヒ 

盡カ 致シ、 聊、 前 罪 ヲ償ノ 一  端 共 仕度、 仰 願 クハ、 - 天朝 至大 之 御仁 德ヲ 以テ、 右 ノ歎訴 御 許容 被 成 下候ハ 、、一 藩 擧テ難 有 

可奉感 佩、 此段乍 恐 奉伺 候、 誠 惶頓首 謹言。  . 

相 馬 因幡 家來 

八月  御田 監物  泉 內藏助  泉 田豐後  相 馬靱負 


西 市 左衞門 佐 藤 勘兵衞 大浦 莊右衞 門 

右、 書面 之 通 相、； -得不 苦 旨、 御 n 達 之 事。 腳 g 

齓書柬 

王政 御 一 新 之 折 柄、 伏 水 暴動、 直 樣關東 御 征伐、 引 續奧羽 鎮撫 使 御 東 下、 蒙 討會之 命、 旣爲尊 藩 應援、 一 一本松 邊 へ 出兵 仕 候處" 

天下 之 御爲、 且、 爲安萬 民 之 苦、 尊 藩、 米 澤御始 、會、 謝罪 之 儀 御主 張、 且、 設府 諸事、 九條 殿下 御 指揮 可 相 候 之條々 、御 同意 仕 

候、 然 ル ， 一 、 官軍、 白 川 城 二 相 逼候處 、何 圖、 抗衡官 兵、 尙叉、 奧羽 同盟 御 催 相 成、 不得止 出兵、 以來 爭戰、 兵力 旣竭、 盡國顚 

城、 陷 -ー垂 トス 、當此 時、 尊 藩始、 外 應援之 兵 共、 以御國 難 至急 之 趣、 不殘御 引 揚相成 候 折 柄、 奧羽諸 藩不辨 順逆、 抗衡 官軍、 

大逆 無道 -ー 付、 速 御 追討 相 成 候 得 共、 悔悟 歸順、 實功相 立 候 者 、寛大 之 御 處置可 相 成、 於 無 左 ハ 、遠 御 追討 勦絕被 仰 付 候 趣、 

從 天朝 蒙 御沙汰、 且又、 鎭撫 使九條 殿、 澤、 醍醐 兩卿 ヨリ 王 命 遂奉可 仕、 家來 共へ 之 御 內詭有 之、 且 如何様 之 次第 柄 有 

之 共、 臣 トシ テ不奉 君命 ノ ミナ ラス、 以兵敏 王師 者、 大逆 無道、 其 罪不容 天地、 縱令 一度 雖志 成、 君臣 ノ 大義 ヲ可 如何、 

且、 綱常 墜地 ハ 、何以 可見定 天下 之 時 哉、 依 之、 廢私之 要盟、 棄逆就 順、 謝罪 過、 以欲濟 領民 塗炭 之 苦、 右 之 旨、 審 二 御 相談 可 

仕處、 尊 藩 之 衆、 疑甚 深、 兵威 至將折 SM, ァ  1： フンク、 パ 國情爲 之 生 怒激、 囂々 甚 不能 制、 依 之、 衷情 不能 訴通 閣下、 去 六日、 隨 

天朝 之 命、 御 軍門 へ 降伏 謝罪 仕 候處、 早速 御 聞屆相 成、 猶又、 實効ヲ 立、 前 罪 相 償 候樣被 仰 付、 王 命 至嚴、 重罪 ノ身、 難 有 

御 受奉申 上 候、 右 ，ー 就テ ハ 、以 違盟之 罪、 御 進 擊有之 事 ハ 、固 ョ リせ心 仕 候、 然 レ トモ、 願クハ 尊 藩 一一 モ 、深 御 熟慮 可 有 之、 右 

君臣 之 大義 順逆、 且、 無罪 数万 之 臣民、 徒 ニ爲彈 丸鋒ヌ 致 顚仆候 事、 人君 豈可 不愍 傷 之 哉、 厚 御 思念 被爲 在、 是非 曲直 宜 御明 

辨、 早々 御 處置所 希 御座 候、 右 之 段 早速 可 申 上處、 同 七日、 弊 藩 士卒 共、 號令行 違 ヨリ、 尊 藩 御 人 數ト於 黑木村 砲戰仕 候、 其 

勢 不可 制、 遂 ，ー 今日 ノ 形勢 -ー 立 至リ、 遺憾 此事 -ー 御座 候、 猶此 上、 御 謝罪 之 道 無 之 上 ハ 、無據 奉 王 命、 進退 決 戰仕候 外 無 他 

事 候、 此段、 愚意 ヲ不殘 得責意 候、 以上。 

八月 十一 日  相 馬 因幡 守- 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 十一 日  四 一二 七 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 明治 元年 八月 十一 日  四 一一 一八 

伊達 * 將 お 翻 S 

〇 右、 伊達 氏 江 州 芻 牧ノ地 在勤 ノ士、 主人 賊名 ヲ蒙ル ヲ以テ 、江 州 ヲ出テ 、乘船 歸國ス 、時 一一 海路 風波 惡ク、 遂 一一 我標葉 郡受 

戶濱ニ 上陸 セリ、 時 二 我 藩、 已ニ 官軍 二 降伏 シ、 兩藩互 ニ敏響 ノ勢ァ ルヲ 見テ、 彼等 從容 トシ テ裁ラ 乞フ、 我 之 ラ愍ミ 、且、 

伊達 ト兵ヲ 結フ、 未タ 一 言ノ書 ヲ通ス ルヲ不 得、 今日 一一 至リ、 數萬ノ 人民 塗炭-一 陷ル モ、 尙未タ 悔悟 ノ念ァ ラサ ルヲ 哀ミ、 

仍テ、 委胤 ヨリ 伊達 家 へ 寄 ルノ書 ヲ持セ 、慰シ テ之ヲ 遣ル、 而テ、 文中 過不 及ナ キ能ハ ス、 是レ仙 ヲシテ 、速 二 悔悟 歸順 ノ 誠 

意 ヲ起サ シ メ ン カ爲 也、 其 文 如 右 。翻 《编 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第二 終 


一 等 編修 官 長 松 一 

舊 三等 協修 藤 川 


幹 校閲 

三 溪 纂 修 


復古 外 記 稿本 

平 潟 ロ戰記 第三 Si. 治 元年お せ 一一 一お 

1:.^ 月 十二 日、 督府、 令 シテ兵 ヲ駒ケ 峯ノ四 近 二 配布 シ、 一 日 全軍 ヲ 休息 ス。 

，奇邊 二 宿 岸、 本道 ョ リ右 新地 邊迄之 間、 濱手今 泉 邊迄之 間、 斥候 巡邏、 熊 本 藩不殘  一 

駒ケ峯 邊宿陣 、本道 ョ リ左聖 口 關門邊 之 間、 巡邏 斥候、  筑後 藩不殘  一 

西 山村 長 州 藩 一 中隊 小 野 村 伊 州 藩 初 野 村 因 州 藩 一 中隊 

黑木 村宿陴 藝 州 兵 總督府 守衞兵 徵 兵 隊 

但、 相 馬 藩 新地、 其 外 諸 口 斥候、 別 二 一  小 除 宛、 肥 後、 筑後兩 藩 へ 嚮導 之 事、 

右 者、 今日、 休 兵 被 仰 付 候條、 早々 交番 堅 ク守衞 可 致 旨、 御沙汰 候 事。 ilii 

〇 督府、 馬 藩 會慈隆 ノカヲ 藩 事 二 盡スヲ 賞 シ 、命 シテ、 治下 ノ 人民 ヲ 誘導 セシ厶 

慈  隆 

其方 義、 兼テ 勤王 ノ志有 之、 相 I  - 一依 リ 種々？ 致 候 へ 共、 不 f 之 情 態、 今日 一一 至 I 相 聞 へ 、殊勝 一一 思 召 候、 卽今、 當 

藩 乍 謹愼、 農 商 撫育 之 儀 被 仰 付 候 間、 萬 事心ヲ 添へ、 士民 二方 向ヲ知 ラシ メ、 向後 心得 違 無 之 様、 精 i 力 可 致、 其實功 -ー化 

リ 、尙亦 御沙汰 1H- 有 之 旨、 參謀衆 被 達 候 事。 iti 

〇g、 大 僧都 薩、 俗 姓龜、 掛川 氏、 i 翁、 醫ヲ以 テ業ト ス 、慈 隣 幼 一一 シ テ 釋門 一一 歸ス 、性 穎悟 籠、 博 置 記、 日光 淨土院 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 明治 元年 八 H 十二 日  四 三- ン 


復古 外 記 平 潟 口 戦記 第一 一一 明治 元年 八月 十一 一一 日  四 四 〇  一 

ノ 住職 タリ、 常 二 下民へ 仁慈 二 シテ、 人 ノ窮苦 ヲ愍ミ 、自ラ 衣食 ヲ節シ 、救助 ス ル所 者、 枚擧ス へ カラス、 隱居ノ 後、 相馬充 

说ノ招 ニ應シ 、安政 三年 正月、 奧州中 村 一一 至リ、 金藏院 二 寓シ 、靜盧 巷 ト號ス 、爾來 、厚ク 心思ヲ 安民 ノ事 二 勞 X  、藩主、 優待 一 

日 二 渥ク、 每 二 國政ノ 顧問 二 預ル、 世子 誠 胤、 之 一一 師事 シ、 藩士、 從擧ス ル者 多シ、 戊辰 ノ亂、 藩論ノ 方向 ヲ定ム ル、 最心 カヲー 

盡セ リ、 因テ總 督府參 謀、 此命 ァリ、 平定 ノ後、 藩 政 改革、 大 一一 會議ヲ 起シ、 事大 小 トナク 、皆、 慈 隣 二 诀ス、 廢藩ノ 後上 京シ 一 

テ 、相 馬 都 二 寓ス、 明治 五 年 寂 ス 、年 五十八。 gp  ノ 

十三 日、 大總 督府、 仙臺 追討 總督四 條隆謌 ヲ改テ 、奥 羽 追討 平 潟 口 總督ト 爲ス、 又 山道 分遣 ノ： 

諸 藩 兵 ヲシテ 、白 川 ロノ 軍 ニ屬セ シ厶。  一 

四 條少將 

奧羽 追討 平 潟 口 總督、 被 仰 付 候 事。 M 道 ™ 

〇  「 

薩州 備州 柳 河 佐 土 原 大村 兵隊 . 

右、 鷲 尾 侍從 一手へ 合併、 被 仰 付 候 事。 鼓絲 g  " 

〇 官軍、 這阪 ノ 賊壘 ヲ 焚ク。 

各藩、 諸 口 分配 守 衞可致 旨 御 達 有 之、 我 一 一 小隊、 初 野 村 へ 出張、 之ヲ 守ル、 IIP 十三 日、 旗卷峠 If  、二 南ノ 方、 這坂ト 云賊. 

壘ヲ 築キ、 漸次 胸壁 ラ設ケ 、我 國境ニ 迫リ、 機 ヲ窺ヒ 、中 村 城 ト駒ケ 峯ノ間 ヲ絕ノ 景況 ァ リ、 初 野 村闢門 近傍 警備 ノ兵、 因 藩 

ト共 一一、 彼壘 ヲ破ラ ン コトヲ 謀リ、 羽 黑山ノ 南 ヲ廻リ 、山上 一一 登ルャ 否ャ、 賊、 各所 ヨリ 發砲ス 、我 兵 之 一一 應シ、 一 時 創戰、 賊： 

ヲ 拂ヒ、 Ei ヲ破リ 、火 ヲ放チ 、之 ヲ嬈テ 還ル、 是時、 傷者 一 人 。職 w§p 相  一 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 國境旣 一一 破 レ 、諸手 散亂、 軍律 立 難ク、 總軍坂 本 迄 引退、 同所 館ヲ 軍議 所 トシ 、此處 一一 テ防戰 ノ手當 仕 申 候、 一 


同日、 春 日左衞 門手陛 軍隊 へ 仙 兵 合併、 六 小隊 應援 トシ テ 生 兵ヲ繰 出、 坂 本 迄 押出 申 候。 

〇 賊兵、 夜、 玉 野 村 ヲ襲テ 、之ヲ 樊ク。 

き 口 、郡掛 田 村-一、 喊屯聚 、亂暴 ヲ爲ス 、我 國境戍 兵 寡キヲ 以テ、 援兵 ノ 急報 至ル、 卽時、 意 總右衞 門、 一 小隊 ヲ遣ル ^兵、 矛 

タ^ 著 セス、 卽夜、 賊、 竊 一一 間道 ヨリ 玉 野 村國境 一一 迫リ、 發砲シ 、火 ヲ放ッ 、我 兵、 拒戰尤 カム、 賊、 遂 一一 引 去ル、 是時、 死者 一 

人、 脑、 小 傷者 四 人 4tf^p、fsf 司 §s 纖難& 

0 笠 間 藩 兵、， ぬ 磐 城 平 二 抵ル。 Is 

十六 日、 賊兵、 路ヲ分 テ駒ケ 峰 ヲ侵ス 、官軍、 擊テ之 ヲ却ク I  ： 

上ハ 日弗曉 、ま、 諸道 ヨリ 襲來 ル、 我 藩、 駒 ケ峰宿 陣ノ兵 之 一一 應ス、 肥 後、 筑後ノ 兵 來援ク 、賊、 益猛 勢、 林間 ヨリ 激發ス 、我 

兵 尤苦戰 ス、 時-一山 手ノ 戌 兵、 一一 一本松 ト 云處 一一 散兵 ヲ布キ 、橫 撃ス、 岩國ノ 兵 亦馳來 リ、 間道 ョ リ賊背 二 出、 其 不意 ラ 衝ク、 

4^、  .rM:=s 逃、 或 ハ止リ 、刀 ヲ禪ヒ 迫ル、 又 討 テ之ラ 斃ス、 賊、 大 一一 敗走 ス、 是 ヨリ 東方 今 泉 村 モ亦同 シク、 賊、 多勢 押 來.^ 

防禦^ 擊、 喊 ヲ拂ヒ 、黄土 濱邊 マ テ尾擊 シテ引 揚ク、 是日、 旗 卷ロ初 野 村 關門モ 亦、 賊、 多勢 襲來 ル、 我 力 藩森武 兵ぎ 藤 崎 

源 太 左 衞門ノ 二 小隊、 因 藩 一 小隊 ヲ以テ 防禦 スト 雖モ、 衆寡 敏シ 難ク、 八 町 計 引 揚ケ、 要地 一一 據ル、 賊、 機 一一 乘シ、 火 ヲ放デ 

民家 ヲ燒ク 、き 一一 因州ノ 援兵 馳至リ 、砲 戰時ヲ 移ス、 藝州ノ 兵 モ亦急 ヲ聞キ 馳來リ 、齊ク 激發、 賊勢ヲ 挫キ、 直 一一 進撃、 遂ニ 

喊ヲ 追？、 元ノ如 ク關門 ヲ守ル 、骨 傷者 5tslsslslp 首級 ヲ獲 ルー、 翻 a 

上ハ日 早天 ヨリ 、敵軍、 今 泉へ 襲 ヒ來ル 、依 之、 各 部署 ヲ定メ  、左 助 一 小隊 ハ所々 へ 分 チ遣シ 、山 ノ手ヲ 雷 治 部 右 衞門受 

持シ 力、 病氣ニ 依テ、 菅村權 之 進 コレュ 代ル、 左 ハ次郞 九郞ー 小隊 二 テコレ ヲ固メ 、本營 ヨリ モ兵ヲ 繰 出 ス、^ ヌニ、 千場才 

助 持 場ノ敵 兵、 尤强 クシ テ、 才助 必死 トナ リテ、 衆 ヲ勵マ シテ防 戰ス、 宮川豐 熊、 中垣 孫 八郞、 馳來 リテ之 ヲ援ク 此時、 我 兵 

旣， ー頹 レン トス ルヲ、 孫 八郞、 烈 シク勵 シーア 盛 リ反シ 、相 戰へハ 、敵 モ此攻 ロノ 堅キヲ 見テ、 f ハラ 增シ、 血戰シ 勝敗 未タ 
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诀セサ ル處ニ  、和氣 助、 衆 ヲ督シ テ 橫擊シ ケ レ 尸 、敲、 大 一一 敗走 ス 、和氣 助、 ネ助、 權之進 等 共 一一 追擊シ 、 敵 遠ク去 ル ヲ見テ 、 

今 泉 村へ 凱旋 セリ、 是日、 才 助力 苦戦 ノ地ハ 、山 繽ノ 谷間 一一 テ、 地 ノ利ヲ 得ス、 然レ トモ 幸 一一、 小 松 欝茂ス ルヲ 以テ、 匿 ニニ 

人ノ手 負？ BI? 佚ース 人、 アリシ 而已 CIS 

昨土ハ 曰、 九 字 頃、 仙賊、 新地 街道 富 倉 村 左右 ョ. -遽- ー壟來 候-一 付、 直 人數繰 出シ、 一 手 ハ駒ケ 峯へ攀 登リ、 一手 ハ 大砲 一 

門 竝銑隊 二 テ 、本道 右手 へ 擊出、 一 手 ハ 相 馬 藩 一 同、 峰 ノ左 山上へ 出、 孰 モ 發砲仕 候、 賊 ハ 多勢、 箇所 手廣候 一一 付、 分配 手 ヲ 

盡 シ苦戰 仕、 三 字 三點頃 二 至リ 、 賊徒、 駒ケ峯 東北 山上 谷 合 等 ヨリ、 頻， 一峯 頂へ 砲 擊相進 候 二 付、 一 際發砲 奮戦 仕、 其. M:、 

長 州 ノ應援 二 付、 弊 藩 へ 分隊 合併、 賊、 屯 集ノ左 へ 出 打拂、 諸手 一 同 進撃 仕 候央、 因 州 本道 ヨリ 應援 仕、 五 字 二 至、 賊徒、 悉 

ク追拂 、番兵 相殘、 駒 ケ峯陣 所 へ 人 數引揚 申 候、 同日、 目前 打留候 賊徒、 凡 一 一十 五六 人モ候 半、 其 他 多分 可 有 御座 候 得 共、 山 

林 深樹等 二 テ相分 兼 申 候、 是日、 死者 三人、 瀰? 石^ ド葛 者ト 一 人、 堀 田 九郞、 鈑田冬 太郎、 山ロ寬 平、 北 川內莊 五郎、 田 中 

,「g  r  く  まーフ k 武藤利 右 t§ 門、. 1^  -  ーノ. a; 太郎、 田 中 松 次郞、 永 尾 竹 五郞、 近 藤 涛左衞 門 W 田 

喜 蔵 山^ 政 吉村田 能 一 蔵-政 吉、  J ブ f  rv 

能 一 藏後比 〔 死 ス 〇 有 馬賴咸 • 家 記 

我 二 小隊、 初 野 村 ヲ守ル 、常 所 一一 對ス ル山、 旗卷 峠へ、 賊、 砲臺 ヲ築キ 、守備 テ嚴ニ シ、 十六 日 拂曉、 陰 霧 ヲ俊シ 襲 來ス、 時 

二 我 一 分隊、 山道 ヲ 巡邏、 ン、 卒然 之 二 會シ、 卽チ應 砲 拒 戰ス、 賊、 我 力 寡兵 ナル 二 乘シテ 、簇々 螬聚 進來、 勢甚熾 ナリ、 侬テ、 

我 兵、 守衞所 ョ リ繰 出シ、 奮勵 激戰ス レ トモ、 賊、 決死 暴 進、 荐 二 兵ヲ 左右 一一 分チ、 我 後 背 ヲ斷ン トス、 我 兵 大 二 沮ミ、 S 兵 

ノ至ル ヲ待チ 、且 戰ヒ且 退ク、 賊、 旣ニ火 ヲ初野 村 二 放チ、 益 尾 擊ス、 兩隊 苦戰、 時ヲ踰 ルノ折 柄、 應援 トシ テ我四 小隊、 中 村 

ヨリ 甌來リ 、兩隊 、卽 チカヲ 得テ返 戰ス、 時 二、 黑木村 在 陣ノ藝 州 兵モ赴 援シ、 共 一一 田圃 二 布 列シ、 劇ク發 砲、 遂ニ拔 刀血戰 

二 及候處 、賊軍 土崩シ テ、 旗卷峠 へ 逃 竄ス、 官軍、 追 驅峠ノ 麓 一一 至リ、 兵 ヲ班テ 初 野 一一 囘レ ハ、 村 家悉ク 灰燼 ス、 因テ 要地 二 

野營ヲ 布キ、 警戒 ス、 叉 同 曰 早且、 駒 ケ峰ニ 當リ、 砲聲烈 シク相 聞へ、 出兵 ノ御 指揮 有 之、 已刻、 我 一 一 小隊、 中 村 出發、 駒ケ峰 

二 至 リ候處 、賊、 果シ テ壟來 、筑後 兵 奮戦、 賊、 旣 二 敗 績シ、 殘徒 少シク 散在 二 付、 直 二 進 兵掃擊 、黄昏、 駒ケ峰 二 引揚 廃" g 謂 


士ハ 日、 贼、 三 道 來攻ム 、山手 因 州、 相 馬 兵 敗レ、 本道 筑後兵 苦 戰ス、 精義、 良 城 一 一隊、 之ヲ 援ケ賊 ヲ破ル 、傷者 一人。 ^ ん巳征 

^ 已 

S 早ま  . 

I 六日 十字 過、 賊、 襲來 之樣子 二 テ、 駒 ケ峰黑 木 二 當リ、 砲 聲相聞 候 -ー 付、 長 州 一 一 中隊、 濱手 本道 へ 爲應援 致 出張 候 御沙汰 

二 付、 K 藩 一 中隊、 直樣 支度 相 調、 駒ケ峰 一一 驅付 候處、 本道 筋近邊 ハ 、筑後 兵 打 合 ヒ、 中二 付 山 ノ手ョ リ橫合 一一 出ント 筑後 

兵 へ 牒合 シ、 間道 ヨリ、 賊ノ 背面 ノ瞎野 ノ畔、 小高 キ所 へ 進出 候處、 賊、 不意 ヲ衝レ 、狼 狠ノ體 一一 テ、 或 ハ逃出 シ候モ 有 之 候 

へ トモ、 一 小隊 計 WIS リ、 僅 十五 六 歩ノ所 一一 テ、 頻 一一 數發放 合 候 内、 賊兵、 味方 合印 ヲ疑ヒ 候 哉、 白 ノ流旗 ヲ以、 茂林 ノ中ョ 

と|- キ候、 此方 ョ リ合圖 幟 ヲ指上 険處、 愈、 互 二 發放嚴 ク相成 候 得 共、 味方 右 一 小隊、 旣 二 山上 二 登リ、 續テ久 留米兵 半 小 

象 計、 一 同 放 發仕候 一一 溜 リ得ス 、忽 本道 へ 向 ヒ致漠 散、 中 一一 モ八九 人 計、 劍槍 相提致 進入 候 得 共、 無難 切捨申 候、 然處、 後 面 

ノ原中 ヨリ、 賊ー 中隊 乃至 二 中隊 計、 散兵 ヲ以、 我歸路 ヲ妨ン トス ル勢 二相 見 候 二 付、 筑後兵 I 置、 再 ヒ閒？ 、後 面 

ノ.^ 路 ヨリ、 喊ノ撗 合 i リ出候 内、 賊、 筑後 兵へ 向 ヒ進來 候 一一 付、 筑後兵 ヨリ 致 跑發候 得 共、 彈藥 手薄 ノ樣子 一一 テ、 其 所 二 

潜伏 致 候 へ ハ 、賊、 疑 ヒヲ生 シ候ャ 、進來 ラ ス 、敝 藩、 後 面 二 廻 リ出候 時 ハ、 旣-ー 悉引上 候 模様 一一 付、 直 様、 本道 筋 七 八 W 押出 

シ候得 共、 最早、 賊、 一人 モ不相 見 候 一一 付、 駒ケ 峰へ 引 上ケ、 兵隊 相 圓メ、 雨中 旁 何分 兵士- モ相 疲レ、 變ル 様子 モ無之 験 一一 付、 

S 手相 進 候 一 中隊 申 合、 直 樣中村 へ 引取 申 候、 是日 傷者 一 人。 ^一 5 

プ ぱ輕黑 木 村-一宿 陴、 因 州 藩 初 野 村 口 守 居候 處、 十六 日、 賊徒、 初 野 村へ 壟來、 因 州 勢 及 取合 候 得 共、 賊 多勢 故、 持 兼 候 段申來 

1、％ 勢 候處、 因 州勢已 二 引揚、 賊、 頻 二 放火、 進來候 二 付、 及 取合 候處、 賊、 三面 ョ リ發 砲、 殊 二 田畑 無 循ノ地 ニテ、 頗 ル激 

戰仕 候處、 因 州 勢モ亦 來リ、 遂 一一 與 二 追拂、 旗 卷峠ロ 一一  至 ル、 此ロ ハ 先 止戰ノ 心得 二 テ、 兼 テ因州 藩 持 口  一一. f 、同藩 へ 相預 置- 

本 I 脇 山手 1 戰ノ趣 ， 一 付、 本道 駒 ケ峰迄 相 進 申 候處、 巳 二 止 戰相成 候 二 付 引揚、 是日慯 者 一 人 cl{ 野 記 

早朝、 t  、山手 襲來、 菅谷 ロ應援 御沙汰 二 付、 早速 繰 出 候處、 途中 -ー 於テ、 初 野 村 へ 賊兵相 迫、 右 へ 急速 應援、 猶又铜 沙汰 二 付- 

大 坪す 手前 ヨリ、 左 山手 潢 一一 進出、 賊 ノ左リ へ 攻擊、 山 二 ッ越テ 藝兵ト 申談、 猶又 進撃 候處、 賊、 遂 一一 敗走、 夫 ヨリ 初 野 村へ 
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出 ； 、卷ロ へ 進入、 賊散亂 、因 州 藩、 藝州藩 申談、 引揚 可申處 へ、 本道 戰爭 未タ盛 一一 有 之 候 二 付、 右へ 應援 致シ候 様、. 叉使番 

衆 ョ リ 御沙汰 -ー 付、 本道 へ 出、 駒ケ峰 二 相 進 ミ候處 、賊徒、 散 亂致シ 候 付、 持 場 小 野 村 へ 引 揚申候 

〇；^ 一 M 藩 記 一一 云、 六十 日、 本道 駒ケ嶺 口、 曹善堂 口、 濱手今 泉 口 卜 モ 一 同 進撃、 別 一一 旗卷 ョ リ、 官軍 ノ後ヲ 立 切リ、 前後 ョ リ 

火擊ス へキコ トニ 手 害 ヲ合セ 、本道 ハ 伊達 筑前手 五 百 人、 伊達 藤 五 郞手ヲ 加 へ テ、 駒ケ 峰、 館ヲ取 卷キ、 先ッ 番兵 所ヲ 打破 

リ 、隊長 西 山 權彌等 愤戰、 一 一郭 迄乘 入、 本丸 迄 切込タ リ、 然 ル 一一 、 大雨 降 出シ、 火 繩统ノ 分 火 門 へ 水 入、 砲戰心 一一 不任、 加 フ 

ル 一一 旗卷ノ 手振ハ ス、 仙 兵、 漸々 退ク 一一 、官軍 此 機-一 乘シ、 大小 砲 ヲ嚴ク 討 出、 新手 ヲ加テ 憤 戰ス、 仙 兵、 終 一一 支 兼、 福 田 村へ 

引 申 候、 死 三十 八、、 舊！ _1 蓮 Ji5 左， 衞？^ 鈴 木 兵馬、 輕部佐 五右衞 sknraT  、。副 參謀. Mi 武司、 

も 1 ネ三 H  ノス 門 指揮 役 米 谷 左 守、 及 銃 士陪卒 三十 四 人、 i« 者 四. <  及 銃士雜 兵、 

0 津藩 第一 一軍、 I や 十 中 村 -ー 至 ル 。義議 

十九 rn 、大洲 藩 兵、 に、 小 中 村 u 至 ル 。翻 g| 

二十日、 賊兵、 大擧 シテ、 再 ヒ駒ケ 峰、 曹善堂 等 諸 所 二來リ 戰フ、 官軍、 兵 ヲ縱テ 之ヲ掩 擊ス、 賊 

兵、 悉 潰ュ。 

一 一十 日 黎明、 賊 大擧、 山手 ヨリ 本道 海 手 マテ 陸鑌壟 來リ、 急 二 我 諸營ヲ 衝ク、 舊幕脫 走 ノ兵モ 加リ、 直 二 中 村 城 ニ逼ン トス 

ルノ勢 ァリ、 我 藩 諸道 ノ戌 兵、 各藩 ノ 番兵 ト共 二、 防禦 之， 一 應ス、 賊ノ彈 丸 雨 ノ如ク 、我 兵尤苦 戰ス、 午前 八 時 頃 一一 至テ、 各 

藩ノ 援兵 來リ 會シ、 一 同 激戰、 砲聲天 二 癱ク、 駒ケ峰 本道 以西 ノ賊、 最强ク 、要地 一一 據リ、 森林 ノ中 ヨリ 連 二 劇發、 各藩 之 二 

應シ、 嚴シク 砲擊ス ト雖 トモ、 賊兵屈 セス、 對戰數 刻 二 及フ、 時 二 長、 藝ー 一藩 ノ兵、 林中ヲ 潜行 シ、 賊ノ 背面 ュ 出テ、 我藩ト 

肥後ノ 兵、 山間 ヲ廻リ 、撗ヲ 擊ッ、 賊、 支 ル能ハ ス、 山上 二 登リ、 胸壁 二 據ル、 我 藩 別隊、 百 枚 田 二進 ミ、 頻 二 攻擊、 午後 四時 頃、 

^ 遂 一一 瓦觯シ テ 敗走 ス 、卽チ 尾擊シ テ、 新地 ニ至リ 、薄暮、 兵 ヲ駒ケ 峰 二 歛テ、 各營ヲ 戌ル、 此日、 本道 東 藤 崎 村、 北 浦 近傍 

海岸 今 泉 村 二 モ、 同ク賊 衆來リ 逼ル、 我 藩、 伊 州、 大洲ノ 兵 ト合シ 、防 戰烈ク 發砲ス ト雖 トモ、 衆寡 不敵、 繰 引 一一 今 泉 臺揚マ 


テ退キ 、砲 擊ス、 午後 四時 頃、 山手 本道 ノ賊 瓦解 シ、 長 州藩ノ 應援、 賊 背へ 廻リ、 大洲 藩、 原签 ヨリ 進 來リ、 諸 藩 合併、 吶、^ ^ 

入、 喊、 遂 一一 敗走 ス、 賊、 |遁逃、 海水 一一 溺死 ス ル者多 シ 、 是 日 死 I 人、 |纏， 及 助 夫 SKI 郞， I 一  不 M 人。 S 

郞、 辰 次郞 以下 四 人、 後 皆 死ス、 に 丘に 勝 J9 

衞門、 夫卒留 治、 久米藏 〇 相 馬 誠 胤 家 記  、主、， -キ 

一 一十 日、 佐 分利 九 允、 1 隊 统，士 建 部 半 之丞、 天野祐 治、 古田 品藏、 歲纖 リー 一 永 田 秀藏、 池 田攝津 守人數 安住 百 太郞、 tl" 隊 f 

池 田 相 摸 守人數 石川豐 太郞、 Si 、し 等、 兼 テ初野 村 守 衞候處 、本日 未明、 賊再ヒ 大舉、 諸 口へ 襲来、 當ロ 一一  モ同ク 侵入 致 

シ候ュ 付、 各隊繰 出シ、 正路 且 左右 山手へ 配 兵、 渠ノ擧 動 相 伺ヒ候 中、 賊、 突然 正面 相 進ミ、 大砲 連發、 卽チ 應戰ス へ キノ 處、 

左右 ノ 山路 狹 IT 林 叢 蔚然、 地 利 不便 ノ故ヲ 以テ、 正路 ノ兵ノ ミ砲戰 中、 賊又、 右山 手 へ 兵ヲ 分チ、 合 擊ノ狀 相 見 候 折 柄、 中 

村 新 之 ^、太 橋 關彌、 二 中 村 ヨリ 來援シ 、直 一一 山手 ノ敏ニ 對戰、 初 野 守兵 ヨリ モ 分隊、 聖 ロノ 方 ヨリ 山嶺へ 攀蹐リ 一 

齊內喊 、猛擊 一一 及 ヒ 候處、 賊、 忽チ敗 散 ス 、正路 ノ 兵威 大 一一 張リ 進戰、 賊、 竟 一一 旗卷峠 一一 逃走 ス、 是 一一 於テ、 右手 山上 ハ 相^、 

兵 之 ヲ守リ 、正路 及 左 山手 ハ 我 兵 之ラ警 守ス、 當日、 賊、 初 野 口 襲來ノ 報知 一一 ョ リ、 宮脇鏠 殿 助 銃 十へ 池 田 攝津守 銃士、  II 

i、 山 田槌之 助、 二 中 村 ヨリ 發シ、 初 野 村-一入 リ、 佐 分利 九 允 等 兵隊 ト 交替、 口々 番兵 致シ 候、 是 ヨリ 先、 御 達 一一 f テ、 

木 i-rr 久 之丞、 l^g 、し 和 田 壹岐 家 兵、 g 截二 中 村 ヨリ 黑木 村-一進 ミ、 同所 守 衞ス、 是日、 傷者 一人 

仙 臺領駒 ケ峰ョ „ ^十 町 餘、 本道 ノ左 ヨリ 山手 へ 番兵 所 相 構、 守 衞爲致 候處、 一 一十 日、 早曉、 松原 相 隔候山 合 ョ リ、 烟霧ノ 深 一一 

紛レ、 賊兵、 不意 襲來、 巡邏 ノ兵 砲發、 其 砲撃 ヲ聞ク ヤスロ ャ、 宿陣所 ヨリ 直 一一 兵隊 繰 出シ、 本道 一一 向 ケ接戰 、此 時、 最早 賊多兵 

二 テ、 諸手 へ 分ケ相 迫リ候 一一 付、 神速 左右 ノ 山へ 繰 揚ケ、 分隊 烈敷 防禦、 賊等 數度ノ 敗走 ラ憤 リ、 死 ヲ決シ テ襲來 候 ト相見 

へ 、何分 解散 致サ ス 、頗 苦戦 一一 テ、 數刻 ヲ移ス 、時 一一 長 州 藩、 藝州藩 ノ 應援、 左右 ノ 山手 ョ リ撗擊 、是 カ爲 一一 、賊兵 狼 狼、 漸逃 

去、 是ヲ 見テ、 本道 3 リー 同尾擊 シテ、 賊ヲ斃 スコト 若干、 生捕數 人、 小 銑 彈藥等 ヲ棄テ 敗 績ス、 追テ 新地 一一 至リ、 暮六字 頃、 
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代 助 左 i 鋭 門、 大木 1, 升、 古川 孫 四郞、 立 花 長之丞 、中 村 5a 之丞、 岡 -1^ 兵衞、 下澤政 次郞、 繁原设 a 次郞. 

松 E 嘉 一 郎、 八 次 一一 郎、 江 藤 卯 一一 一郎、 長之丞 以下 八 人、 後呰 死ス、 倍 隸嘉平 〇 黑田長 知 家 記 


二十日 早天 二、 大擧 シーア、 各藩 ノ持場 持 場 一一 鎏來ル へ 只、 我 椎木村 ノミ、 諸手 ノ 中央 ナルヲ 以テ來 ラス、 同村 北 二 當テ、 菅谷、 

聖 ロ等ハ 相 馬 勢ノ守 ル處 一一 テ、 大 二 苦 戰シ、 應援ヲ 我 二 乞 フ、 河 田和氣 助、 直 二 一  小隊 ヲ繰 出シ、 自ラ其 分 除テ帥 ヒテ、 聖ロ 

一一 馳赴 クニ、 相 馬 勢、 敵ト 血戰 ノ 最中 一一 テ、 敵ハ 山腹 一一 胸壁 ヲ 構へ、 我 ハ地利 ヲ得ス 、然レ トモ、 和氣助 必死 トナリ 、衆 ヲ勵 

シ テ相 戰フ、 才助、 權之 進、 豐熊等 モ , 和氣助 一一 引續 キ 、左手 一一 向テ兵 ヲ進メ  、砲 戰ス、 時 一一 相 馬人來 リ テ、 和氣助 一一 告テ 云 ャ 

ゥ、 敵、 今 三本 松 ヨリ 侵入 スト 雖 トモ、 彼 處ハ、 我 ト因州 ト兩勢 二 テ破ル へ シ、 貴 藩 ノ兵ハ 、願ハ ク、 右手 山中 ノ敵 ヲ破ラ レ 

ョト乞 ケレハ 、乃チ 兵ヲ轉 シテ、 山中 ノ敵 一一 向ヒ、 溪水 ヲ隔テ 、 烈シ ク砲 戰ス、 敵 敗 レテ、 山 ヲ攀チ 走ル、 我 兵、 追 擊シテ 山 

腹 ニ至ル 一一、 砲 聲頻リ 二 山中 ヲ囊 カセリ、 才助、 權之 進、 豐熊 等ハ、 コ レヲ聞 テ齊シ ク聖ロ 一一  赴テ、 敏軍 ノ撗ヲ 衝ク、 此時、 

敵旣 一一 敗北 ノ交 ヒナ ル 一一 、不意 二 橫擊ヲ 受テ、 盆 廣奔セ リ、 於是、 四 分 除、 共 一一 暫ラ ク兵ヲ 纏メテ 休息 ス ル處 一一 、駒ケ 峰ノ敏 

勢、 殊ノ外 强ケレ ハ、 早々 彼處 二 應援ス へ シト、 總督ョ リノ 命 ァリ、 依 之、 我 兵 直 二 馳至レ ハ 、敏、 旣ニ敗 レテ、 各藩 追 躡ス、 

我 兵 モ齊シ ク 新地 マ テ 追擊セ シカ、 日旣 一一 暮 一一 及ヒシ カハ 、列藩 一同 一一 兵ヲ收 メテ、 椎木村 一一 歸營ス 、是 日、 中 村 左 肋 等ハ、 

早朝 ヨリ 椎木 村ノ西 山中 ヨリ、 大坪村 ニ至ル マテ 所々 二分 配 シテ、 コ レヲ 守ル處 二、 駒 ケ峰ノ 賊軍 强シ、 急キ 救援 ス へ キ旨、 

總督ョ リ 指揮 ァ リ、 左 助 持場ハ {1 ハ戶次 右衞門 一一 讓リ、 平野 三郞兵 衞ト共 二 守 ラシ ム、 宫川金 右衞門 一 小隊 ハ 、菅谷 口 祁馬ノ 

應援 一一 向、 左 助 ト山內 嘉左衞 門ハ、 各 一 分 除ヲ率 ヒテ、 駒ケ 峰指シ テ軍ヲ 進 ムル處 一一 、藝州 ノ兵來 リテ、 相 善ケ原 苦戰、 ion 軍 

危急 ノ由 ヲ告ケ ル故、 直 一一 馳テ 之ヲ橫 擊ス、 敵軍、 大 二 敗走 ス ルヲ、 左 助 等 追テ、 駒ケ峰 街道 二 出 ル處ニ  、眼下 三 拾 間 計リ隔 

テ 、、敵、 大勢 屯集セ シ ヲ， 直 - 一進 擊シテ 新地 マ テ椎 詰メ、 兵 ヲ收テ 歸ル、 大河 原 次郞、 九郞 一 小 除 《、菅 谷 口  二進 ミ、 江 島 藤丞、 

伊良子 軍 十郞、 一 一分 隊ハ相 馬勢ノ 裏手 ヲ固メ  、松 崎 次 兵衞、 岩 下 才九郞 一 一分 隊ハ高 田 村 向ノ臺 場ヲ潢 擊ス、 斯ル處 二、 總督 

ョ リ 急使 ヲ 馳セテ 、長 州、 筑前ノ 兵 二 應援ス ヘシ トノ 命ァ リ、 藤丞、 軍十郞 〈早速 相 馬勢ト 合併 シテ、 筑前ノ た 乙 二 任 セテ、 山 


ヒー i リ、 半 腹 ニ屯シ タル、 敵 ノ臺場 ニ向テ 砲戰ス ル 一一、 筑前兵 ヨリ モ、 大砲 ヲ間斷 ナク放 發シケ レハ、 歒兵、 遂ニ散 亂シテ 

敗走 ス 、我 兵、 g 馬勢ト 共 一一 、臺場 ヲ 乘取 ル、 時 一一、 處々 ノ 敏兵モ 皆 潰 散 スレ トモ、 猶 潜伏 モ ァ ラン 歟ト、 山下ノ 民 g  二 火 ヲ 

放テ 歸ル、 日旣 一一 黄昏 ナリ C  5 & 

お、 又 三 道 大擧、 來攻ム 、我 三番 中隊、 良 城隊、 駒 ケ峰ニ 防 戰ス、 銳武 、精義、 一番 中隊 之 ヲ援ケ 、鎏戰 シテ賊 ヲ敗ル 、尾擊 新地 

-ー 至 ル 、死者 一 ；人、 sif  ： 傷者 一 一 丈 人。 PT8f 議 S  一？ f -，  isl 輕 謹 I 泰, 

廿； liA 七 字 ョ リ、 駒ケ峰 番兵 交代 之 害 二 付、 支度 相 調 候 内、 追々 砲 聲相聞 候 二 付、 直 様 出張 仕 候處、 駒ケ 峰ハ筑 W 長 外 兵 

之 外、 應接無 之、 今朝 以來 朝粮 モ 不相濟 内 ョ リ、 賊、 逆 寄致シ 、殆ト 苦 戰之樣 子 二 付、 敝藩 一 中隊 之. M:、 一  小隊 尸 本道 へ 向ケ 

應援、 持ロ爲 相 固、 一 小隊 ハ 山手へ 繰 上、 賊ノ 後へ 廻 候積リ 一一 テ 出掛 候、 宗藩應 援兵 一 中隊、 續而 出張、 山道 ョ リ直 一一 敵衝 へ 

シ、 最甚ク 砲撃 相 成 候、 敝隊前 一一 出 候 分、 地 利 不宜、 右 同所 へ 押出 シ候處 、存外 左右 ヨリ 砲撃 烈ク、 手 食 等數々 有 之、 何 

分地 利不宜 二 付、 再ヒ 一 隊ヲ繰 加 へ 、賊ノ 要衝 ニ致シ 居候 橫合 ヨリ、 藝州勢 一 同相 進、 直 二 賊ヲ追 拂ヒ、 藝、 肥兩兵 同所 一一 留 

置、 我 兵 ハ 、前面 一一 谷ヲ隔 居候 賊 ノ 要衝 へ 進入、 本街道 へ 向 ケ追出 候 得 者、 本道 筋 ノ賊モ 後 面ヲ襲 レ 、 海 手 一一 向 落 行 モ 不.， んン 

二 付、 遂 二 追討 シテ、 新地 村 マテ 相 進ミ、 宗藩 兵、 其餘 一 同相 圓メ、 駒ケ峯 へ 引取、 番衞相 勤 候、 是日 傷者 七 人、 郞、 松 浦 

a5 太郎、 福 山 文人、 河野彌 介、 熊 谷 藤 一一 一 

郎、 井上 { 女 次郞、 新庄 祥太郎 〇 岩國藩 記  ， t  ,  —  f  ！.  n^itl, 

昨 一 一十 日朝 五 字三點 頃、 賊襲來 、駒 ケ峰ノ 方 一一 テ頻 一一 砲 聲仕候 付、 於 弊 藩モ、 山手 海 手 四 ケ所ノ 所 へ t 兵隊 分 酉 仕候處 

最早、 賊、 襲 來砲發 一一 付、 從是モ 相 應砲戰 仕、 第 四 ノ固所 一一 嚴敷 砲戰、 短 兵 一一 テ伐 入、 贼四入 討 取、 益 進擊、 三 町 計モ相 進、. 1^ 

又賊ー 一人 討 取 候處、 一 一 ノ固所 一一 テ 小隊 令士 一  人戰 死、 第三 ノ固所 一一 テ、 大砲 支配 一 人 重慯モ 出來、 頗 ル苦戰 一一 ハ 候 得 共、 何 

分 衆 募 不敏 候 付、 諸手 共 繰 引 一一 今 泉 村落 臺場 マ テ引揚 、背後 斷切ノ 懸念 モ有之 候 一一 付、 右、 後 沼 中 ノ辨天 山 へ モ 兵隊 分 

置 候處、 每々 賊兵、 同所 相 窺 候 得 共、 遂 二 不相果 、總 テ濱手 へ 相 廻リ候 故、 前條 村落 臺場 二 テ 瞳留、 士 一字 過 ョ リ 夕 三 字 迄 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 明治 元年 八月 二十 口  四 四 H 
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砲撃 仕 候處、 本道 ノ方ョ リ長州 藩、 賊ノ 裏手 へ 爲應援 進擊、 原 釜 ノ方ョ リ加藤 藩、 爲應 援進來 一一 付、 三 藩吶喊 突入、 中 村 勢 モ 

相 加リ、 追擊仕 候處、 賊徒、 忽瓦解 一一 付、 北 ヲ追テ 、彌湘 進、 海邊 一一 罷 居候 賊ノ 背後 ヲ絕 切、 前後 ョソ 相廻シ 候處、 賊徒、 大 二 

困窮、 四十 人計モ 海中へ 逃 込、 溺死 仕 候 樣見受 申 候、 猶海手 二 テ、 凡 六十 人餘モ Is 留、 斬 伏 申 候、 右 之 外、 打留候 多分 可 有 

之 候 得 共、 何分 手廣之 山嶮、 互 細難祁 分、 且 時刻 夕景 一一 モ相 成、 御使番 ヨリ 御 差園モ 御座 候 付、 諸 藩 共引揚 申、 原ノ持 場へ 番 

兵 差 置、 今 泉 村 二 宿陴仕 候、 此日死 者セ 人、 SM^^SS^S  0§ISS 

郞、 隊兵 玉置傳 八、 宫峙签 之 助、 野 口 銑吉、 滋野半 助、 森 川 安助、 tr 取 萬 一一 一郎、 波邊常 次郎、 坂倉德 次郎、 林宗 五郎、 野 田 仁 三郎、 小 林忠兵 衞- 

北 村 又 三 郞、 川本芳 松、 大森彥 之 助、 西 村 源 之 進、 宅 利 松 之 助、 吉村維 之 進、 西 田 七、 松 田 鉄 三郞、 杉 田 伊 II 一郎、 小 林 音 次郞、 丸岡定 次， 郞、 小 

林 多 七、 別 所 佐 兵衞、 鳥居 鑄 太郞、 森 菊右衞 門、 松 浦 秀次郞 、小 林 义次郞 、藤 井 正 助、 天野龜 三郞、 

松 村 松 之 助、 極 口 辰 之 進、 躊 太郞 以下 八 人、 後 皆死ス 雜人源 八、 德藏、 初 蔵 〇 藤 堂 高潔 家 記 

一 一十 日、 本道 諸 口 共、 賊、 挑 來リ、 直 二 取合 相 成 候處、 本道 難戰 二 付 出 勢 候樣、 軍監 伊藤 源 助 殿 被 申 聞、 則 出 勢 候 途中、 改テ山 

手へ 出 勢 候 樣被申 聞、 繰 込 候處、 賊徒、 所々 負 山 倚循、 致 抗戦 候、 刖、 長 州 藩ト申 合、 相 傳ケ原 ト申所 迄 押 寄 候 得 共、 未 タ諸ロ 

相 進 ミ不申 一一 付、 見合 居候 處、 本道 苦戰 二 付、 賊ノ橫 合 へ 進撃 候 様、 源 助 殿 被 申 聞、 直 一一 相 傳ケ原 ラ平押 一一 相 進 候處、 賊、 大 

二 致 敗走 候 ュ 付、 新地 迄 追撃 仕 候、 其 節 、傷者 四 人。 凝 4?| 艇； 野 上長 野 &ロ記 小 

八月 十九 日、 敝藩兵 除 、奥州 中 村 城 北 萬 目 寺へ 著營、 同一 不日、 駒 ケ峰賊 兵 襲來、 已ノ刻 頃、 伊 州藩攻 口、 濱手今 泉 苦戰ニ 付、 

救援 出兵 御 指圖有 之、 第 一 小隊 繰 出、 進軍 一 里 計、 砲聲 震動、 伊 州 藩 今 泉 ノ砲臺 、決 戰ノ央 二進 擊、 及烈戰 候處、 未 下 刻、 贼勢、 

將挫ノ 機 相 顯候折 柄、 山手 賊兵、 旣 一一 敗走、 駒ケ峰 官軍、 濱手 賊兵ノ 後へ 廻擊候 一一 付、 濱手伊 州 藩 人數、 左右 へ 分ケ、 追擊候 

樣御達 一一 付、 兩 藩人數 分隊、 烈敷討 立、 賊兵、 終 二 致 敗走 候、 又駒ケ 峰へ 援兵 トシ テ 出張 ノ 第一 一 小隊、 駒 ケ峰關 門 ヨリ 五六 町 

繰 込、 御 使番ノ 案内 一一 テ 、藤 崎 村 山ノ手 へ 進軍 ノ處、 前山 茂林 深 樹ノ中 ョ リ 、賊兵 出沒、 烈敷 射撃、 彈丸 雨注 ノ際、 中 村 藩 人 

數モ馳 加リ、 相 共 一一 激戰、 時 ラ遷ス 、濱 手、 藤 崎、 駒ケ 峰、 菅谷 ロノ 砲聲、 四方 條響ノ 折 柄、 賊勢 頹敗ノ 色相 見へ 候 二 付、 一 同 

吶喊、 直 突尾擊 一 里餘、 賊兵、 終 一一 濱手 へ 敗走、 時 二 濱擊ノ 伊 州 藩、 敝藩ノ 人數ト 前後 夾擊、 敗 兵 散亂、 官大 勝利 二 相 成 候、 是 

ョ f  % 三、 C 大野 傳 太夫、 松 平 市郞、 軍夫 

日.. 者 三人 久 右衛門 〇 加 藤 泰秋家 記 


〇 仙臺藩 記-一 云、 一 一十 日、 仙 兵、 駒ケ嶺 本道 、鼓、 旗卷、 菅谷、 曹善堂 口、 濱手 トモ、 一 同總軍 進撃 ノ 事-一 牒シ 合セ、 期ス ル 二 第 

六 字 ヲ以ス 、駒ケ 峰 本道 ハ、 松 岡 主税手 ヨリ 進擊ノ 約ナレ トモ、 諸手 未タ 討出サ ル 一一 付、 場合 ヲ隔テ 討 合居タ ル處、 長淸水 

原 谷地 小 星 胸壁 -ー 備タ ル. K!i: 2： 源 太夫、 早 川豐之 進、 加 藤金彌 手、 打破 レ 、伊達 筑 前人 數五 小隊 程 繰 出、 入替リ 討 合 候處、 此 

U モ虱 雨、 火繩鋭 二 テ 發砲不 叶、 引 色 一一 成タ ル所 へ 、iB 軍、 駒 嶺北裏 へ 廻リ 討立ラ レ、 五 雄 馬、 太 ffl 保 治、 一 一 小隊 ヲ分テ 防 

キ 戰ヒタ レ トモ、 迚モ叶 ヒ難ク 、曹善 堂 口金 須内藏 之丞ノ 手、 伊達 勝 三 郞手ト 合併、 晳ク 支ヒタ レ トモ、 終 二 敗走 ス、 死者 三 

人、 道、 傷者 三十 五 人 、赫 P 体 Jgl 一  ^丘1 又、 春 日 左 衞門ノ 陸軍 除 へ 、 仙 兵 今 E 虎太 郞等ノ 兵 ヲ合シ 、朝 第 七 字 頃 ヨリ 

繰 出、 番兵 小 星 一 一三 ケ所ラ 打破、 虎太 郞進テ 、館ノ 門前、 樓 馬場 ト云所 迄 詰 寄セタ レ トモ、 松岡ノ 手等不 進、 鑌 ク兵モ ナク引 

揚申 候、 死者 十六 人、 ぃ旗卷 ロハ 鮎貝 太郞 平、 砲 戰ノミ 二 テ討出 テス、 髙平彥 兵衞ノ 手、 森 夂五郞 、梅津 虎之助 二 小 

隊 ヲ 率テ ，斥候 ヲ 兼、 曹善堂 ョ リ 総出、 番兵 胸壁 ヲ 打破 リ 、初 野、 椎木邊 迄出タ レ トモ、 官 軍備 ァリテ 進 ミ得ス 、空ク 引揚申 

候、 傷者 二人、 1、 士濱手 一手 ハ、 鈴 太 直 記、 5^ 濱 ヨリ 進軍、 第 八 字 頃 ヨリ 討 始メ、 官軍 ノ 胸壁 數所討 破リ、 茂 庭 三 郞手ト 共 二 

夾擊、 進テ 今 泉 ノ西山 ニ到リ 、倍 攻撃、 此所 ノ 胸壁 モ破 レン トス、 然ル 二 官軍、 俄 一一 新手 加 ハ リ 、却テ 仙 兵、 駒 ケ-: 領本 道破 レ 、 

新地 ノ方 ヨリ 後口 ラ討立 ラレ、 不意 ノ 裏切、 前後-一 敵 ヲ受ケ 叶 ヒ難ク 、海岸 一一 添テ 引退 キ申 候、 一 手 ハ茂庭 三 郞銃除 一 一 小隊" 

火繩十 匁、 小 筒 共 都合 百餘 人、 曉第四 字 頃 ヨリ 繰 出、 大戶濱 ト釣師 ノ閒ノ 胸壁 ヲ討 破リ、 官軍、 彌々 散亂、 仙 兵、 勝 一一 乘テ、 今 

泉山ノ 胸壁 マ テ押 詰、 嚴ク責 立 タリ、 然 ル 二 官軍、 西 出 手 ヨリ 援兵 加リ、 兩 軍入ミ タレ、 勝負 未 分 ル 一一 、不圖 、仙 兵、 曹善堂 口 

ヨリ 打破 レ、 官軍、 長 淸水原 ヲ追マ クリ、 新地 ノ方 ヨリ 茂庭ノ 中軍ヲ 立切リ タリ、 仙 兵、 前後 顧視 スル事 不能、 二 ツユ 分テ敗 

tlJttulTKE'V^Jil^Khl 一、、 隊長 鈴 木 一 郞左衞 門、 舟 生 募 its 卜 人 。隊畏 ネ多衞 守〕 

走 仕 候 兩手 死者 六十 一 J 右 馬 之 允、 及 銃 士雜兵 等、 谚者匹 H ム 及 銃 士雜兵 等、 

〇 二十 一 日、 督府、 相 馬 季胤ノ 謹愼ヲ 釋ク。 

相 馬 藩 

右 不得止 情實， 一 ヨリ、 一 旦、 賊徒 二 一味 致 候 得 共、 迎 官軍 及 降伏 候 後ハ、 勉勵 致シ、 賊兵ヲ 進擊、 連日 ノ戰爭 、追々 實 効相顯 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一！ 一  明治 元年 八月 二十 一日  四 四 九 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 八月 二十 一日  四 Is 

候 儀-一 付、 先 謹 愼被免 候條、 彌以 勤勞可 相勵旨 御沙汰 候 事、 伹、 城 地 ノ儀ハ 、追テ 御沙汰 可 有 之 事。 難 I™ 

〇 督府、 令 シテ砲 壞ヲ各 口  二 設ク、 乃 諸 藩 各 一 人ヲ出 シテ、 其 役 ヲ董セ 、ゾム 、又 行軍 戰兵百 人 

一一、 役夫 二十 人ヲ給 スルヲ 令ス。 

諸 口 假臺場 建築 相 成 候 二 付、 諸 藩 除 中 ヨリ 一 人 宛、 御用 係 被 仰 付 候條、 早々 人 撰 可 被 差 出 候 段、 參謀衆 被 達 候 事。 

〇 

御 進軍中 繼 人足 差 支 候 -ー 付、 諸 藩 兵隊 戰卒百 人 -ー 付、 繼 人足 廿人宛 被 差 立 候條、 太 政 宫會計 局 へ 可 申出、 書付 ヲ以テ 渡 方 被 

仰 付 候 段、 參謀衆 被 達 候 事、 伹、 臨時 入用 人夫 之 儀、 會計局 二 用意 可 致 置 事。 

使  番 

以上、 總督府 日 

誌、 諸道 記 概略 

〇|、 仙 毫藩記 二 云、 营 谷村ノ 百姓 彌四 郞ト云 者、 仙陴 一一 來テ、 官軍、 旗 卷ヲ夜 擊ノ模 樣ァリ 、油 斷ァ ル へ カラス ト告 タリ、 

旗卷 出張 ノ高平 彥兵衞 、其 報 ヲ聞テ 、急 一一 防戰ノ 用意 ヲナ セリ、 此 地形、 菅谷、 曹善 堂、 駒 ケ嶺、 今 神、 今泉ト 平地 多ク 北東 一一 

依リ、 特 リ旗卷 西南 相 馬へ 出、 中 村 城 一一 近シ、 官軍、 駒ケ峰 本道 ヲ深 人セハ 、旗卷 ヨリ 打テ出 、官軍 ノ 後口 ヲ 立切ラ ル 、 ノ憂 

ァリ、 爱ヲ 以テ、 旗卷ヲ 要地 トス、 此山ノ 後一 一、 羽黑堂 ト云ル 處ァリ 、官軍、 此 處ヲ乘 取、 仙 丘ハノ 通路 ヲ立 切リ、 旗卷ヲ 壟擊ス 

ル策ト 見 へ テ、 四 五日 前 ヨリ、 密 二 胸壁 チ築ン ト ス ル 樣子ナ ル ョ シ、 斥候 ヨリ 報 シ置タ ル處、 彌四郞 ノ首ヲ 聞テ、 彥 lb; ハ衞、 大 

一一 狼 肌セリ Q 

0 續、 白 河口 參謀渡 fiw  ； 一- ザ書柬 

I、 連日 御戰 爭御少 人数、 サゾ御 配慮 ト奉 恐察 候、 此方 二 ハ 海陸 合併 ノ儀 1^ 致 居候へ 共、 御 地 ヨリ 御 分配 不被爲 出來候 

御 情 賨、 一 々河 田 先生 ョ リ 承知 仕 候、 乍 去、 次第 二 寒氣 一一 向 ヒ 、機 會旣 二 差 迫リ候 一一 付、 左 之通リ 人數釗 -ー テ、 咋 廿日、 會津 


へ 打 入 申 候、 模様 相分リ 次第 報告 可 仕 候、 薩州、 長 州、 土 州、 大垣. 備前 I- 大村、 佐 土原ハ 牡成嶺 ョ リ 猪 苗代 二 向 ヒ 、此 地、 白 

:=:■ ヨリ、 一  = 、黑羽 、館 林、 須加 =■ ヨリ ハ 尾 州、 今 市 ヨリ ハ 肥 前、 何レ モ 都合 見合 セ打入 申 候、 當城警 衞ハ備 前 彥根 i 河 

忍 二 御座 候、 

一 驚 尾 段、 咋 廿日、 三春 御 轉陴、 阿 州 人數御 警衞仕 居候、 

一 川 „J スさ * 找ハ 、其 地 ヨリ 御世 話 屆兼候 由 -ー 付、 三春 ヨリ 阿 州人數 分配 可 仕 候、 

一 福 島人 六 人、 咋 廿日、 當地 へ 著 仕 候、 少々 計略 御座 候 二 付、 後便 御 待 可 被 下 候、 

一 萵鍋藩 一 一人、 一 昨 十九 日、 江戶ョ リ當城 二 著、 同人 咄 二 ハ 、最初、 囘陽丸 御家人 ナ シ、 二百 人 計 乘込脫 走 二 付、 直樣肥 後、 阿 

州 一一 テ手ヲ 配リ、 跡 三 艘引留 取 押 へ 候 由、 御 同意、 此義 安心 仕 候、 

一 廿日 過、 彌 鳳輦 御 東 下 之 趣 二 候 由。 S 督 i 

二十 二日、 督府、 戰地ニ 掲示 シテ、 人民 ヲ招撫 ス.。 . 

今般、 會津 追討 被 爲在候 二 付、 奧羽ノ 諸 藩 へ 、早々 人 數差出 候 樣被仰 出 候處、 更 一一 不奉 朝 命、 却 テ宫軍 一一 敏シ候 一一 付、 不得 

丄、 追討 被 5. 出 候、 戰ハ實 一一 萬民ヲ シ テ 塗炭 ノ苦 二 陷ラ シ メ、， 诀シ テ所好 一一 無 之閒、 先非 ヲ悔 ヒ 、志 ヲ改メ  、歸順 致 候 輩 一一 於 

テ ハ 、聊御 咎無之 候、 百姓 町人 ハ 勿論、 給 人 共 一一 至 ル迄、 吾 家 一一 歸リ、 各 其 業 ヲ勤メ  、安堵 可 致 候、 シ カレ トモ、 志ラ 不改、 萬 

萬 一 官軍 二 敏スル モノ ハ 、不愍 ナカラ モ、 無 據征誅 イタ シ候、 是等ハ 實ニ不 忍 事 二 付、 前條之 次第、 篤ト 勘考 イタ 、ン、 心得 違 

無 之 樣可致 モノ 也。 «道« 

〇 館 林 藩 兵、， に fii! 、干 人、 中 村 二 至 ル 。瞻督 i 

二十 三日、 督府、 各 口  ノ將軍 二 令 シテ、 其 進退、 使 番ノ傳 令ヲ待 シム。 

已後御 軍議 之 趣、 御 使 番へ申 含メ、 諸 口へ 一人 ッ、 出張 被 仰 付 候條、 萬 端 承 リ合セ 、進退 可 致 旨 御沙汰 候 事、 

復古 外 記 平 S5I  ロ戰記 第三 明治 元年 八月 二十 二  •  二十 三日  四 五一 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 明治 元年 八月 二十 三日  四 五 二 

但、 濱手邊 、本道 ハ駒ケ 峯邊、 山手 ハ营谷 ロ邊、 右三 道へ 一 人 宛 出張 候 事 og 督 i 

E 1  一一 |£ 

〇 仙 臺ノ人 鷲 尾 某、 g  、源密 一一 肥 後 藩ノ營 一一 詣リテ 、歸順 ノ方ヲ 請求 ス。 

本 0: 十四 曰 、仙 臺ノ 家老 伊達 藤五郞 家臣 鷲 尾 右源太 ト云 者、 中 村藩臣 多々 部 藤藏へ 贈ル書 牘ヲ、 農夫 一 一人-一 囑 托シケ ルカ、 

誤 テ我今 泉 ノ陣所 二 來テ、 藤藏等 二 而會ヲ 乞フ、 我 軍、 其 由 ヲ總督 二 達シケ レ 、ノ  、試 一一 鷲 尾 ヲ招キ 、面談 セ ョ トノ 命ナレ ハ、 

彼 農夫 一 人ハ 留置、 一 人ヲ歸 シテ、 鷲 尾 二親 ラ來ル へ キ旨云 遣 シケレ 共、 其 後、 猶戰爭 止 マ ス シテ、 速 一一 來ルヲ 果サス 、漸廿 

三日 二 至リ、 始テ來 ルヲ得 タリ、 津田山 三郞、 延テ之 ヲ見テ 、初、 仙 臺ハ討 會ノ命 ヲ奉シ ナカラ、 今 反 テ逆ヲ 援テ、 官軍 一一 抗 

ス ルコト 如何 ト詰 リケ ルー 一 、彼 對テ、 弊 藩固リ 勤王 ニニ 念 ナカ リシ 力 トモ、 一 日、 怪 キ者ヲ 捕へ テ、 其 所持 ヲ撿 查ス ル 二  、奧 

羽 鎮撫 總督 ノ 參謀世 良修藏 ョ リ、 同參謀 大山 格 之 助 へ贈ル 書翰 ヲ獲 タリ 、其 旨 趣 ハ 、今、 仙臺討 會ノ命 ヲ奉 シテ、 兵 ヲ出ス 

時ハ、 憶フ 一一、 國内必 空虚 二 至 ラン、 其 空虔二 乘シテ 一 擧セハ 、五十 餘郡、 立 トコ ロニ 拔クへ シト ノ密策 ナリ、 衆、 之ヲ 見テ、 

一 同一 一 憤激 シ、 官軍 ノ 詐術 如 此、 天子 有罪 ヲ討ス ルノ寳 、安ン 力 ァ ルャ、 彼必、 竊ニ國 ヲ利ス ル徒ァ ル へ シ、 我 終 二 ハ、 狡 冤 

盡テ獵 狗烹ラ ル 、 ノ 類トナ ラン、 然レ ハ 、 一 旦 朝敵 ノ名ヲ 負フ トモ、 兩國合 從シテ 、中間 ノ雪霧 ヲ掃フ 二 如 カス ト、 國議 一 

诀 シ 、先ッ 世良ヲ 誘殺 シ 、其書ヲ國.^-  二 布告 シ、 上下 雷同 シ テ、 今日 ノ 次第 一一 立 至 レリ、 然ル 一一 彼 書翰 ハ 會津 ノ僞書 -1 シ テ 、 

怖 ハレ タ ル者モ 間諜 ナ リシ コ ト、 後日 二 露顯セ リ、 初メ  II 眞 僞ヲ審 二 セ ス、 大義 ヲ誤 リシ コ ト、 今更 慙愧 恐懼 ニ堪へ サ ルナ 

リ、 嚮ニ中 村 藩 ±  二 書翰 ヲ贈 リタ リシ モ、 外 二 所 綠ナケ レ ハ 、此 事ヲ 依賴セ ン カ爲ナ リシ 力、 圆ラ ス モ、 誤テ 責營 一一 達セシ 

ハ 、我 藩 ノ大幸 ナリ、 仰願ク ハ 、我 國情ヲ 諒察 有テ、 危急存亡 ノ 措置 筋、 一 書ヲ投 シ給ラ ハ、 弊藩ノ 進止ハ 、唯 命 ノ儘ナ ル へ 

シト 云、 山 三郞、 内情 ハ 至極 尤 一一 聞へ タリ、 然ト モ、 戰爭中 書 通 成難ケ レ ハ 、 一刻 モ早ク 、謝罪 ノ實効 ヲ立テ 哀訴 ァラハ 、是 

ヨリ モ；^ ト盡 カス へ シ、 大 二 シテ德 川 氏、 小 二 シテ相 馬 氏、 朝廷 ノ寬 典、 其 證著シ 、必ス 疑念 ァ ルへ カラ スト 答へ ケレハ 、藤 

案 スルー 一 、右 源 4^  二  .化テ 帚 レ 0 細 川 護 

礙太 ノ誤ナ ラン、 大 二お 一 フ. ^-- 久 家譜 


二十 五日、 督府、 安藝 藩軍監 伊藤 某 I、 ヲ以、 諸 藩兵ノ 軍監ト 爲ス。 

伊藤 源 助 

右、 藝州 虽監被 免、 諸 藩 重監被 仰 付 候、 仍爲 心得 相 達 候 事。 f 督 g 

〇 賊兵、 掛田 村ヲ剽 掠ス、 白 川口 官軍 ノ川 俣驛 ヲ守ル 者、 II、 援ヲ 乞フ、 中 村 藩 兵 之 二 赴ク。 

廿 五日、 信 夫 郡 掛田村 二 賊徒 屯 集 出沒、 近鄉ノ 富家 ヲ 掠奪 シ、 川 俣へ 迫ルノ 景況 二 ョ リ、 同所 在 陣ノ阿 州 藩 ヨリ、 應援ノ 急 

報 至ル、 卽時、 國境ー 一枚 橋 警衞ノ 兵ラ繰 込ム、 時 二 小國村 近傍 亂妨ノ 報知 至ル、 卽チ阿 州 藩 ト議シ 、兵ヲ 諸道 二分 チ、 小國村 

i ム、 賊、 逃去ル ogM 

一 一 十六 曰、 是 ョ リ先、 督府、 相 馬 藩士 藤 田 某 §g、 ヲ シ テ 秋 田、 南部 一 一藩 二 使 セシム 、時 一一 南部、 

兵ヲ發 シテ秋 田 ヲ攻ム 、路梗 シテ 通セス 、某、 竟 二 還 ル 、是 日、 其 狀ヲ上 ル C 輔 、田 fel. な t スノ 

私儀、 此度 南部 藩 S 秋 田 表へ 御 使 被 仰 付、 去ル 十四 曰 中 村 地 £ 帆、 廿曰 早天、 南部 領大槌 へ 入港 仕 候テ、 先ッ 彼國ノ 事情 探 

索 可 仕 ト存罷 在 候 折 柄、 一 葉 ノ漁舟 見掛候 一一 付、 急キ漕 寄、 當國 ノ動靜 如何 ト問候 所、 當時 ハ 、秋 m 征伐 一一 テ大騷 動 一一 候ト、 

意外 ノ 返答 一一 付、 頗 驚愕 仕 候へ 共、 漁人ノ 事故、 寧？ 難 計 ト存シ 、港 中 安土 村へ 著 岸 仕 候、 右、 安土 ノ地ハ 、弊 藩 ヨリ 漁獵場 

一一 買 上 ケ置候 地 一一 テ、 同藩 志 賀丁三 ト申者 出張 罷在候 一一 付、 右 へ 面 話 仕 候 へ ハ 、彼 國ノ 事情 モ 瞭然 相 分 リ可申 ト存シ 、著 岸 

仕 候 儀 -ー 御座 候、 斯 ル所、 南部 士 ト見受 候 者 十数 人 計、 岸 上 一一 躊躍致 居、 何 哉怪ミ 候樣子 御座 候 へ 共、 敢テ 誰何 モ 不仕候 二 

寸、 直  一一 丁 三 宅 へ 罷通 候處、 丁 三 儀ハ、 签石港 へ 罷出 不在 ノ由 一一 テ、 奴僕兩 三輩殘 居候 一一 付、 彼 國情等 潜 一一 問 居候 處 H  、藩土 

大里忠平、兼テ志賀丁三知己ノ^1^由 一一 テ罷 越、 何故 是地 へ 著 帆 致 候 哉 、常時 ハ 五國 同盟 /外 ハ 、 上陸 ハ不差 許 害、 尤モ官 

軍船 艦 ト見受 候へ 尸 、卽時 砲 發可致 旨、 布告 相 成 居候、 且、 今 B ハ、 官吏 海岸 巡邏 トシ テ、 此邊稻 荷 山 ト云高 敞ノ地 - 一登 リ居 
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候處、 南方 ヨリ 怪敷船 一 艘、 此 港へ 漕 入 候模樣 故、 来 觀候ト 申 聞 候 -ー 付、 色々 用事 有 之、 此表 迄罷越 候へ 共、 何 レ其御 役所 へ 

可 申談ト 答、 且、 同盟 五國ト ハ何 ノ國ソ ト尋 候處、 仙、 會、 米、 莊竝 南部 一一 テ有之 候、 近日 ノ 形勢 ハ 如何 ト尋. 候處、 本 月 九日 ョ 

リ秋 E へ 進擊、 大館城 ヲ拔キ 、遂 一 一久 保 田 一一 差 逼候ト 答 候-一 付、 彌、 賊徒 三味 致 候 一一 相違 無之ト 存シ、 一 ト通ノ 談話 致候テ 

差 返 申 候、 卽夜、 海船掛 役所 ヨリ 早速 可 罷出ほ 申來候 -ー 付、 罷越 候處、 士分 ノ者兩 人、 柏 崎 六 郞兵衞 、五島 謙次ト 申者罷 在、 

種々 弊 藩 ® 南方 ノ動靜 ヲ問掛 候 間、 鬼 角 不分明 ノ 返答 仕 居、 猶叉彼 ノ國勢 ヲ問尋 候處、 大里忠 平 所言ト 一般 一 1 テ、 五國 同盟 

協心 戮カ、 奮 戰罷在 候 段 愉快 一一 談シ、 且、 此地著 帆ノ用 筋、 何事 ト 131： 候 一一 付、 漁 獵場ノ 儀 一一 付、 丁 三 へ 談判 有 之 罷越候 旨、 且、 

先月 中、 私共 秋 田 ヨリ 歸國ノ 折 柄、 途ヲ 南部 二 假リ候 節、 藩士 ヨリ 厚キ 取扱 ヲ蒙リ 候 謝 儀拉尾 崎 富 江 ヨリ 相 馬 表へ 出 兵隊 

長 菊 地 仙 助 へ 可屆ノ 書簡、 返却 ノ爲、 盛 岡 迄 i 能 通 度 旨 申 述候處 、國 内通 行 ノ儀ハ 難 差 許 旨申斷 一一 付、 然ラハ 、右ノ 二 件ハ賴 

置ト 申、 立歸申 候、 夜半 - 一至 リ丁三 罷歸、 種々 談話 仕 候 二 尸 、去月 中、 秋 田 藩 兵隊、 莊内 へ 進撃 仕候處 、再戦 皆 不利 -ー 付、 九條 

殿下 ヨリ 急使 ヲ 南部 へ 被 遣、 早々 援兵 可 差 出 旨 被 仰 付 候處、 南部 ヨリ 御請 一一 ハ 、殿下 御 守 衞ノ兵 ハ差出 候 へ トモ、 同盟 ヲ伐 

ッ ノ兵ハ 難 差 出ト、 兩度迄 御斷申 上、 直 一一 秋 田 表出 張 ノ家來 モ、 夫ョ リ引 揚ケ、 本 月 六 日頃 二 至リ、 家 老樹 山 佐 渡、 京 ョ リ火 

輪 船 二 テ歸國 、卽 時、 諸 役人 城 中 致 會議、 斷然 反逆 ト 決定 致シ、 去 ヨリ 領分 海岸 ヱ、 官軍 見掛 次第 發砲ノ 令 ヲ布キ 、要害 ノ地 

H ハ 番兵 ヲ繰 出シ、 專ラ 戰爭ノ 用意 ヲ致シ 、九日 二 至リ、 遂 二 秋 田 二 入寇、 十一 一日、 大館城 ヲ陷レ 、進テ 久保田 二 逼リ、 隔城 

下 一 一里 二 屯舍致 候、 弘前藩 大懼、 數度使 ヲ遣シ 、歸順 ノ罪ヲ 謝ス、 九條 殿下 御 初-一 ハ、 函 館へ 御 下向 被 遊 候哉ノ 趣、 丁 三 ヨリ 

委細 承リ候 間、 私 -ー 思念 候 一一 、 南部 藩 へ ノ御達 W ハ 、迚モ 難 通 候 得 共、 彼 藩士 一一  テ江嵴 五郞、 尾 崎 富江ト 申者兩 人、 兼テ勤 

王ノ篛 ヲ唱へ 居候 二 付、 此度、 御 使 トシ テ罷越 候 大意、 彼 マテ 通達 可 致ト、 別紙 書面 取 認メ、 丁 三へ 相 托シ、 夫 ヨリ 函 館へ 航 

シ、 大山 參謀樣 へ ノ 御 書簡 可 差 上 ト存シ 、舟 子 共 へ 談候 へ 共、 南部 海 ハ 極テ 風波 不宜 場所 故、 小舟 二 テハ、 迚モ 函館迄 ハ 難 

達 ト申聞 候-一 付、 然ル 上ハ、 一 ト先ッ 中 村 一一 立 歸リ、 右ノ 富 迹ヲ 言上 仕、 何分 ノ御 指揮 奉 仰 候 ヨリ 外、 致 方 無 御座 候 ト诀意 

仕リ、 一 一十一 一日、 安土 出帆 仕 候處、 大風 雨 二 逢、 港 中 辨天洲 -ー 碇泊 仕、 廿四 日朝 九 時、 順風 解纖、 1 一十 五日 朝 八 字、 當地歸 帆 仕 


候、 此段御 屆ケ申 上 候、 以上。 

八月 廿 六日  f |藩 藤 m 义右衞 門 

今般、 ®w 督" 肘 參諜衆 ヨリ、 貴 藩 へ 御 達 ノ儀有 之、 僕 使命 ヲ蒙リ 、昨 廿日 、大. 槌港 へ 著 帆、 直 二 盛府迄 S 能 出 候 心得 二 候處、 大槌 

表 御 役人 ヨリ 御 申 聞 二 ハ 、仙、 會、 莊、 米 同盟 ノ外ハ 上陸 不被差 許、 尤 、官軍 船艦ハ 、見掛 次第 砲 發可致 旨、 諸 港 へ 嚴敷 布告 相 

成 候 趣、 承知 二 及、 驚愕 ノ至ニ  iマl^fl〕若秋田境 へ 御 進撃、 頗 ル御 勝利 ノ由、 扨々 言語 同 斷ノ事 一一 候、 然ル 上ハ、 最早 御 達 書 差 

出 候 道 モ絕果 候 二 付、 不得^、 持參ノ 儘歸帆 致シ、 此段、 參謀衆 へ 言上 二 可 及 候、 併 シ絕海 ラ渡リ 、是迄 來候御 趣意、 遂 二 貫 

徹不 致候テ ハ 、使節 ノ詮モ 無 之、 遺憾 ノ至ニ 付、 御 趣意 ノ 大略、 左 二 洩候ハ 、責藩 モ早ク 降伏 謝罪 於 有之テ ハ 、相 馬 表 御本營 

迄 使節 差 上、 御請 可 奉 申 上トノ 旨、 其 重臣 へ 御 傳達可 致 旨、 參謀衆 ョ リ御達 有 之 事、 右ノ趣 一一 有 之 候 へハ、 早々 御 達ノ旨 # 

導拜 I クハ、 ，1! 有 之 候 様、 御 盡カ有 之度存 候、 扨 叉、 去月 中、 盛府 一一 テ御面 會ノ節 一一 ハ 、卽 樣、 仙賊 ニ壓サ レ候ヲ 愤嘆シ 共 二 

國論 t 一  變シ、 固有 ノ 勤王 ヲ囘 復シ、 賊徒 追 攘可遂 成功 ト、 御 相談 モ相 盡シ、 僕 二 ハ 則歸國 候處、 果シテ 、再度 天日 ヲ奉 仰ヲ 

n 一 や、 感泣 ノ 至 二 不堪 候、 就テ 尸 於責藩 モ 、定テ 唯今 頃 ハ、 歸順ノ 道 被爲立 、賊徒 御 追 伐 ノ事ト 遙察罷 越 候處、 不 計モ、 前條 ノ 

御國， 正 議廢絕 ノ狀態 一一 テ， 我 兄 ノ爲- 一流 涕 長大息 ノ 至-一 候、 雖然、 南部、 秋田兩 藩、 勤王 一 途ノ 國柄ト 申事ハ 四方 所 知、 假 

令、 正議 一 廢 スト 雖モ、 再度 振興 ノ 難-一 モ有 之閒敷 候へ ハ、 猶又御 盡カ被 成、 歸順 ノ實效 被爲在 候樣、 敢テ 希望 此事 二 候、 且 

夫、 弊 邑ノ如 キモ、 不得止 事情 ヨリ、 恐 多 クモ、 一 旦、 天兵 一一 奉抗 候へ トモ、 中心 固有 ノ精誠 ヲ表シ 、降伏 謝罪、 天 裁 一 ブ奉祈 一一 

至テ ハ 、海涵 地容ノ 御所 置ヲ奉 蒙、 闔 藩士 民 難 有 感戴奮 勵罷在 候、 天裁ノ 寬大ナ ル ハ、 弊 藩 ノ故轍 一一 テ御 推察 可 被 成 I 伏 

テ望、 責 藩早ク 順逆 ノ分ヲ 御 辨別被 成、 速 一一 反正歸 順、 錦旗 ノ下 一一 御 降伏 被 成、 數 百年 ノ宗社 ヲ被存 度、 懇請 ノ至 一一 候、 右 ハ_ 

足 ド，； 1 S  ノ 交情 -ー 報 度、 愚 言ヲ述 候、 御 暸察之 程 奉 希望 候。 

< 月廿ー B，l 
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〇 官軍、 賊ヲ掛 田 村 二破ル つ 

廿 六日、 昨夜 小國村 ノ賊ヲ 拂ヒ、 戍兵ヲ 置キ、 直 一一 掛田 村ノ賊 壘ヲ攻 擊ス、 賊、 要地 一一 據リ 防戰 不屈、 於是、 阿 州 藩、 本道 ヨリ 

急 一一 迫 リ、 我 藩、 左ノ 山手 一一 廻リ、 斜擊ス 、賊、 支へ 得ス、 壘 ヲ棄テ 高山 一一 登リ、 連 一一 下 擊ス、 我 兵、 更 一一 左手 ヲ遠リ 、橫 擊數刻 

ヲ移ス 、午後 四 字 頃、 賊 敗走、 薄暮 川 侯-一 引 揚ク、 此日 死者 一 人。 纖贿赠 glg 

〇 是 ョ リ先、 伊達 慶邦、 書ヲ 致シ テ梗本 武揚ヲ 招ク、 武揚、 諸 軍艦 ヲ率ヒ 、 是日、 悉ク 仙臺海 二 

至ル。 

〇 仙 臺藩記 二 云、 同盟 ノニ卜 七 藩、 衆議 ノ上、 慶邦 ヨリ、 品 海-一 漂泊 セ ル 複本 釜 次郞へ 書翰 ヲ送 リ、 數艘ノ 軍艦 ヲ呼 寄セ、 八 

月 一 "ート 六日 迄 一一 、左 之 通 著 艦 仕 候、 

囘天 E- 賀 源 吾  開 陽 複木签 次郞  長 鯨 柴 •  一 

長硫 古川 節藏 螺龍松 M 攻士 EI 千代 田 神速 麓 讓 ® 

右乘 組、 大凡 千 五 百 人餘、 

外 一一 、千秋、 鳳凰、 三 加 保、 大 江モ來 リシ 力 ト モ、 三 加 保 ハ IIH^ 州 地 二 テ 破船、. 官軍 へ 召 上う レ 、 大江ハ 洋中往 反 等 二 テー al 船不 

定 二 候、 

兵隊 S 隊長 左 二  、 

遊撃隊 隊長 人 勝太郞 陸 軍隊 春 日 左衞門 新撰 組隊 土 方 三 

彰载隊 澤精 一郎 大砲 除 關 廣右衞 門 傳習隊 瀧 川 某 

神木 除 酒 井 某 歩兵、 隊 |迪»  聯隊 松 岡 四 郞次郞 

右 之 外、 岩 城 口 ヨリ 上陸 ノ兵 モア リ 、 rn 光 宮附屬 、又 ハ 諸道 ヨリ 逃 入 候 兵士 數多有 之 候 得 共、 相 知 レ 候 分計リ 相 記 申 候、 


爱ニ さァ、 闥 藩/諸. H  、逆 意 二 與スル モノ、 トニ シテ 七 八、 正議ヲ 固守 ス ル モノ、 僅  一二 三 一 一一 過 キス、 正議 謝罪 ノ說ヲ 唱ルモ 

ノ、， >ト 四人ヲ 捜索 シ、 悉ク 斬首 セ ス ンハ、 決 戰ノ妨 ラナ- ン、 勢振ハ サ ル基ナ リトノ 暴說ヲ 募リ、 謝罪 ノ儀、 殆ン ト破ン トス、 

釜 次 郞ハ、 仙襄 降伏 ノ色 ヲ露ハ シ タル ヲ察シ 、折々 參城、 慶 邦-一 說テ 云、 味方 數度 敗軍 一一 及フト 雖モ、 敢 テ屈ス へ カラス、 彌、 

山臺 落城 一一 及い 一 ナハ、 闔藩ノ  士ヲ合 一 シ、 我 軍艦 一一 航シ、 函館 一一 據リ、 機會 ヲ待チ 再擧ス へ シト、 頻ニ勵 スト 雖モ、 慶邦更 二 

不肯、 然 ル 一一 、執政 等 倍 迫テ、 九 四 曰 ヲ以テ 、慶邦 父子 出 陴タ ラシ メ ン トス、 父子、 斷然 決意、 進軍 ハ成カ タキ ノ厳 令ヲ下 

セ リ。 

〇 麥冀錄 一一 云、 八月 一 一十 日、 我 德川ノ 海軍、 大擧 江戶海 出帆、 北方 一一 向 テ航セ シ 一一 、同一 •-.H 二日、 上總洋 一一 至リ 、腿 風 一一 會 ヒ 

衆 船悉ク 離散、 本 艦 開 陽 モ三穡 ヲ損シ 、楫ヲ 失ヒ、 洋中 一一 漂フ 三日、 漸ク 一一 シテ、 二十 六 曰、 仙臺 領へ乘 付、 此他ノ 諸 船ハ、 日 

ヲ經テ 前後-一 來 著ス。  . 

二十 七日、 相 1#季 胤、 書 ヲ督府 二 上リ、 寛 典 一一 處セ ン コ トヲ 請フ。 

東1^卑壤之微臣季胤、§^恐誠恐謹テ奉申上候、先般モ欵疏仕候通、弊邑之儀ハ、兼テ勤 王 之 大義 景慕罷 在 候處、 一" 爾 小邑、 

亂^ t#z ー閒 -ー孤 立 仕、 素 麒却テ 、大 一一 逆賊 之 憎嫉ラ 醸シ、 凌逼尤 甚ク、 社稷 ヲ可致 傾 奪、 逆焰難 如何、 於 大義 者 假令卽 時 及 

斷减， お，， 、、賊 意 - 一同 シ 可 申 道 無 御座 候 得 共、 一 時陽從 仕、 臨機 素 願 相 達、 永爲勤 王 粉 骨 可 仕 時節 可 有 之 哉ト、 因循 罷在候 

内、 小邑、 殆、 賊之巢 窟ト相 成、 僕 從都テ 爲彼被 役 使、 厦奉抗 王師 之 勢 一一 至、 大逆 之 罪 一一 陷、 永 逆賊 之 汙名ヲ 蒙リ、 徒 二 亡 威 

二 可 j 战ト、 日夜 大自、 3 痛 歎 之 折 柄、 復正之 機會ヲ 兆候 處、 王師、 國境 ニ被爲 臨、 賊衆、 散亂 逃亡 之時ヲ 得、 一 藩、 蒙 厳 戮候共 

遺感無 之、 只管、 君臣 之 大義 ヲ立、 平素 勤 王 之 悃誠相 達 度、 封土 ヲ 奉還 シ、 一 匹夫 ト成、 責テ ハ 、 領民 塗炭 之 苦ヲ御 救助 奉 

顧 度 、軍門-一 降伏 謝罪 奉 申 上 候處、 朝廷、 天地 覆 載 之 御 至 仁 ヲ以、 總督府 、不得 止 情實ヲ 御明 察 被 遊、 欵願御 聞 屆被成 下 置- 

又 、寳 效ヲ相 立、 前 罪 ヲ償候 様 被 仰 出、 微臣 父子、 及 一 藩 之僕隸 共、 再 奉 仰天 日 之 段、 實 一一 寛仁 之 御沙汰、 一 藩、 擧テ出 

望外 候僙、 感泣 之 外 無 之、 一 藩、 仙 賊奮討 之 儀 相 決、 上下 之 本懷、 判然 相顯、 皇化之 所 令然、 深 奉 感慨 候、 乍 去、 士氣 柔弱、 且 
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復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 明治 元年 八 HJ  二十 八日  四 五八 

不練之 丘 ハ卒、 厘 散亂仕 、如何様 之 御 嚴譴ヲ 蒙 候 哉ト、 大 二 恐懼 焦心 罷在 候處、 何 圆 ン 、去 一 一十 日、 連日 之 戰爭、 追々 寳 效相顯 

候 付、 謹慎 御免 之 儀、 御沙汰 重々 難 有 奉感戴 候、 猶此上 ハ 、 君臣、 死 カラ 盡奮戰 仕、 一 國 大義 二 斃レ、 勤 王 之 素志 鼓 謝罪 

之 實效ヲ 相 文 度、 梱誠深 御 照 察 被 遊、 偏 n  、寬典 之 御 處置被 下 置 候 様、 乍 恐、 伏テ 奉欵訴 候、 誠 恐 誠 惶味死 敬白。 

八月 廿 七日  相 馬季胤 

總督府 參謀御 中 g 麵 

二十 八日、 賊兵、 連日 笹町、 玉 野 等 ヲ侵ス 、是 曰、 擊 テ之ヲ 卻ク。 

廿七 rn  、先 是、 賊兵、 肇甫、 川 平等 ノ 山間 ヨリ 出没、 我 封 境 ヲ侵シ 、民家 ヲ 放火 シ、 人民 ヲ艱ス ノ 報知 ァ リ、 故 一一、 笹町 驛ノ戌 

兵 ヲ增ス 、午前 五 字 頃、 笹町 後山 ヨリ 賊、 不意 二 襲 來ル、 直 二三 小隊 ヲ出シ テ、 报戰之 ヲ退ク 、賊又 來迫ル 、我 兵苦戰 スト 雖 

モ 、地 利便 ナ ラ ス , 草 野 村 一一 引 揚ク、 此時 死者 一 人、 5， 傷者 一 一人、 s§ つ よ 首級 ラ獲ル 四、 生擒 一 人、 llp:^ 

廿 八日 午前 八 字、 賊、 玉 野 村 二 襲 來ル、 半 野嘉左 衞門ノ 一  小隊、 本道 二 散布 シ、 小島 万 之 助、 窵您 右衞門 ノ隊、 向山 上 一一 陣シ、 

之 二 應ス、 賊、 一 盃森ノ 要害 一一 據ル、 於是、 ^狩 勘 右 衞門ノ 一  隊ヲ シテ、 笹町ノ 後山 ヨリ 攻擊セ シメ、 本道 ノ 一  除 ダ博シ 、藤 

田 山 神 ョ リ橫ヲ 擊ッ、 賊、 猶屈セ ス 、時 二 我 援兵 來會シ 、諸隊 、齊 ク急擊 ス 、賊勢 漸挫ケ 、黄昏 二 至リ 、 遂 二 潰、 散ス、 是 時 傷 皆 

ral に。 門馬贫 次、 荒彥 市、 豊兵辰 治、 

0 ノ 夫卒彌 作、 〇 相 馬 誠 规家記 

I 中 村 藩 兵 配置 記、 

兼 テ御屆 申 上 置處ノ 兵員、 左ノ 如シ、 

駒 ケ峯ニ 小 除 冨田彥 太夫 組 羽根 田 兵 右 衞門組 

右兩隊 ヨリ、 同所 館 西 三本 松 番兵、 同 左手 一 本 松、 同相 善 原 番兵、 駒ケ峯 市中 巡邏、 各藩 ト 一 夜 宛 持 切 之 事、 

藤 崎 一 小隊 池 田 喜 左 衞門組 

右 パ隊 ヨリ、 本道 左手 番兵、 


末 永 平 左 衞門組 


今 泉 一 小隊 田 中 助 右 衞門組 

右 兵隊 ョ リ、 濱手臺 場 番兵、 同、 左手 臺， 場 番兵、 

椎木 ロニ 小隊 小 畑 叉 兵衞組 氏 家 右門 組 

椎木關 門 半 小隊 原 治 助 組 

原 釜 一 小隊 富 澤源之 助 組 

菅 谷村之 內百枚 田 二 小隊 松 本 五郎太夫 組 中 妻 伊 兵衞組 

右 兵隊 ョ リ、 同所 山上 臺場 番、 

表 倉 三 小隊 藤 崎 源 太 左 衞門組 富 田 又 左 衞門組 

右 兵隊 ヨリ、 三本 松 山上 臺場 番兵、 

羽黑ニ 小隊 岡 喜 右 衞門組 小 柳 津所左 衞門組 

右 兵隊 ヨリ、 靑 場ロ拉 這 坂 番兵、 

天明 ロニ 小隊 半 西 £ 善 右 衞門組 田 原 口 橘 左 衞門組 

出 中 笹町五 小隊 小島 萬 之 助 組 意 愁右衞 門 組 

出 中 草 野 一 一枚 橋 四 小隊 熊 川 丘ハ 庫 組 花 井七郞 太夫 組 

廿 九日、 伊達 慶邦、 使 ヲ肥後 藩ノ營 一一. 遣シ、 情 ヲ陳シ 、歸 順ノ事 ヲ請フ 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 初メ 宗敦、 慶邦ノ 養子 ト成、 出京 ノ  h 討會ノ 事ハ、 ハ乂 子倶々 盡カ ナス へ キノ 勅命 ヲ蒙リ 、下向 シ 人國巳 

來日 アラス、 11 ノ可 f 不辨 2、 執 攻等ノ 衆議-一因 テ 、父 ニ代リ m 陴ス ルト云 トモ、 親ラ 官軍 ト接 戰スル 事、 満心 恐縮、 加 

ル 二 、、し 子お" 一一 悔悟 ノ志ァ ルヲ以 、進撃 ノ事ハ 肯ヒ不 申 候、 爱 二 於テ、 大內筑 後、 却 テ氏家 兵 庫 等、 宗敦ノ 傍 一一 在テ、 因循 ノ 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 明治 元年-^ 月 二十 九日  四 五 力 


猪 狩 勘 右 衞門組 佐 藤 富 吾 組 

半 野 嘉左衞 門 組 


小 泉甚兵 衞組 


岡 E 宗兵衞 組 mira 
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說ヲ ナスト 疑ヒ、 之 ヲ退ン トス、 會マ大 内、 國境 至急 ノ事ァ リトテ 出張 ス、 大町 因幡 滅、 代 テ宗敦 一一 從軍ス 、然 二 石 田 正 親 

g、 駒ケ嶺 ヨリ 來リ 、兵 庫 等ト倶 ニ歸順 ノ說ヲ 起シ、 宗敦 ニ說シ 二、 速 二 謝罪 奉ル へ キ由ヲ 申付タ ル 二 付、 石 田、 氏 家ノ兩 

士仙臺 へ 歸リ、 慶 邦へ 謁シ、 說テ 曰、 諸道 ノ合戰 、味方 一度 モ 全勝 ヲ得シ 事 ナク、 兵 十： ノ 死傷 數ラ 不知、 終， 一 國境 打破 レ、 諸 

民 塗炭 ニ苦ミ 人心 乖離、 悉ク 怨ヲ含 メリ、 如此ナ レ ハ 、不日 -1 仙臺城 モ屠ラ ル へ シ、 臣等 倩考ル 一一、 是刖、 大義 頂；^ J ヲ 違ヒ、 

名分 正シカ ラサル 故 ナリ、 臣等曩 二、 一 書生 テ肥 後陣 中へ 遣ハ シ、 官軍 御調 ノ程ヲ 探索 セ シ 二、 敢テ 凶暴 ト云ニ アラス、 先 

非ヲ 悔悟 シ 降伏 シ玉ハ 、、寬 典ノ 御所 置ヲ 周旋 ス へ シト 云リ、 宫軍旣 -1 如此、 手鑌 アル 上ハ 、速-一 歸順 謝罪 シ玉フ へ シ ト、 

兩人 辭ヲ盡 シ テ 演舌仕 候、 爰 一一 於 テ、 慶邦頻 二 欵息、 予國家 ノ 大事 ヲ 以テ、 徒 ラ 二 執政 等 一一 委任 シ 、 彼等 ノ  言 一一 昏迷 シ テ 

不悟 、朝敵 迄 トハ不 思 リシ 一一、 近頃 南部 ヨリ 報知 セリ、 此 段-一至 リテハ 、誠 以臣子 ノ分難 立、 罪 萬 死 二 モ當ル へ シ、 徒ラ 一一、 

泣血ス ル トモ 不歸事 一一 テ、 此上ハ 、予等 父子、 速-一 謝罪 降伏 ノ議、 歎願 シ奉ル ヨリ 外 他事 ナシ トテ、 急 二 其 手配 リヲ申 付 候、 

玆日、 八月 廿 六日-一 候、  . 

是 ヨリ 先、 藩 ± 氏 家：^ 之 助ト云 者、 一 門 伊達 藤 五郎 ノ家來 、鷲 尾 右源太、 桑 島 孟之丞 、片平 近藏ト 倶-ー 謀テ、 百姓 源 ™ せ 百ぼ理 せ i 

長左衞 門、 彥左衞 門 ト云者 ヲ以テ 、官軍 肥 後陣 頭へ 指 出、 降伏 奉 欵願度 候 間、 仙臺 重役 ノ者被 召 呼、 情 賞 御 聞 取 被 下 度 由、 爲 

申 述候處 、速 一一 御 取 受相成 候 二 付、 其 事、 氏 家 兵 庫 ヲ以慶 邦 ニ報シ タリ シカハ 、慶 邦、 刖、 兵 庫ヲ 正使 ト シ、 堀 省 治 g、*^ がせ 

畐 二 命シ、 先非 ヲ 陳謝 シ、 情 實具ニ 可 奉 言上 由 申 付 候、 爱 -1 於テ、 八月 廿九 日、 肥 後陣 中へ 出頭 シ候 處、 同藩津^山三^^ 米 

田 虎之助、 情實 逐一 聞 取 候 上、 御 不審 ノ條々 左 二、 

一 曰、 慶穷 上京 ノ 勅命 ヲ蒙リ 、先手、 旣 一一 出京 シ ナカラ、 急 ニ病ト 稱シテ 登京セ ス、 是カ爲 一一、 國情更 一一 朝廷 二 fj セ ス、 

一 一 曰、 討會ノ 勅命 ヲ奉セ ン トテ、 自ラ大 軍 ヲ率テ 出陣 シ、 先手、 旣， 一 接戦 二 及 ナカラ、 急 一一 軍 ヲ變シ テ賊 一一 與シ、 反 テ奧羽 合 

從ヲ企 、盟主-一 迄 至 レリ、 三 曰、 恐 モナ ク九條 總督卿 ヲ 放逐 ス， 四 曰、 天下 ノ 參謀世 良脩藏 ヲ喑 殺ス、 五 曰、 旣ニ宜 軍 ナルラ 

知 ナカ ラ、 猶モ逆 意 ヲ逞ゥ シ、 今 ニ抗 敲止ヲ ス、  . 


右ノ 條々、 朝廷 更ニ 御 解了ナ ラサル 所 ナレハ 、大路 二 モ辨解 可 致 旨 被談、 氏 家 等 左 之 通 陣述仕 候、 

一 曰、 K 邦 上京 ノ勑命 ヲ蒙リ 、先手、 旣 一一 云々、  , 

初メ慶 邦、 勅命 二 應シ、 上京 ノ令ヲ 下シ、 先手 勢、 旣ニ 出京 致 サセ、 慶邦、 發途セ サヌ內 一一、 討會ノ 勅命 ヲ蒙リ 、尋テ 上 

京 ヲ免セ ラレ タリ、 然ルニ 固陋 ノ家來 共、 朝 命 ノ深旨 ヲ辨へ ス、 私ノ 異論 ヲ立、 當時ノ 形勢、 干戈 ヲ動ス へ 力 ラサル ト、 

奧 3  ノ國 情トヲ 奏聞 シ奉ル へ シトテ 、家老 大條孫 三 郞ヲ使 トシ、 慶邦 見込 ノ 建白書 ヲ 指出タ ル 一一、 征東將 軍 、旣二 御 東 

下後ト 成、 建白 ノ趣 g、 征東 御诀議 以前 ノ 議論 二 テ 、今更 無用 ノ 贅言 ナ リ ト テ、 在京 ノ家來 共、 議シ テ 不指 出、 啻 二 奉 命、 

遷延 ノ筋ト 相成& 候、  - 

二 曰、 討會ノ 刺 命ヲ奉 セント テ、 先手、 旣ニ 云々、  一 

討會 ノ儀ハ 、當家 一 手 -ー 蒙リ If 鎭撫使 御 三 卿 御 東 下、 重テ 先鋒 ヲ拜 命、 慶邦、 親ラ 出陣、 先手、 旣 一一 討 入 タリ、 然ル. ュ、 

家來 共異說 沸騰、 討 會ノ事 聖旨 二 アラス、 薩、 長 二 藩、 天子 幼冲ヲ 挾ミ、 私ノ 凶暴 ヲ逞 フス ル所ト ナシ、 却テニ 藩ヲ除 

ン トス、 會マ、 上 杉 齊憲、 會賊. 容保ノ 降伏 欵願ヲ 周旋 シ來 レル 二 依テ、 慶邦、 俱ニ總 督府へ 哀訴 シ奉 リ、 一 旦、 願書 御 落手 

，4wrK 處、 不圆ル 一一 、容 保、 天地 一 一容 ルへカ ラサ ル 罪人、 誅伐 ヲ 加へ ラル ノ嚴 令ヲ蒙 リタ ル 二 付、 彌々、 一 一藩 參諜 等ノ 私意 

一一 出 テ、， ？』 督 卿ノ眞 意 二 アラス トシ、 却テ、 關 東大 總督宮 へ 訴狀ヲ 指 登セ、 欵願 奉ル由 一一 テ、 討會 ノロ々、 解 兵 仕 候、 然ル 

二  、此 事、 米、 仙 主 立 各藩 へ 衆議 取 計 ヒ タルー 一 付、 自ラ 盟主 ノ姿ト 成 申 候、 

三 曰、 無 恐 九 條總督 卿 放逐 云々、 

督府、 御 在 陣中、 肥、 豐ー 一藩 ノ兵、 仙臺 東海 ョ リ 上陸、 參謀 前山 精 一 郞等、 於 殿下、 諸 太夫 S 但木等 ト倶ニ 衆議 シ、 當時ノ 形 

勢、 鎮撫 ノ 目途 立 難ク、 羽 州へ 御 移リ、 副督卿 ヲ携、 一 ト先御 歸京ノ 上、 奧 羽ノ國 情悉ク 奏聞 可成 一一 決議 シ、 殿下 御領 掌ノ 

上、 五 月 卜 八 曰 ヲ以、 仙臺御 發シ、 盛 岡へ 御 轉陣ナ リタ ル 二 テ、 奉 放逐 シ候筋 二 ハ無之 候、 

四 曰、 天下 ノ參謀 ラ喑殺 云々、 

復古 外 記 平！？！  ロ戰記 第一 一一 明治 元年 八月 二十 九日  四 六 一 
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參謀、 敵 境 二 臨ミ、 諸 軍 ラ驅テ 討 入 ノ事ヲ 催促 セラ ル 、兵士、 皆 威服 スルト 云 升、 內心茶 怨ミ、 討會 ノ事、 全ク 參謀 ノ 過激 

一一 テ、 謝罪 ノ叶 ハサ ルハ 、總督 卿ノ意 二 アラス トス 、會 マ 、世 良參 謀、 大山 參謀 迄ノ飛 書、 福 島 藩 鈴 木 六太郞 二 渡シ、 羽 州 

へ 送 ラシ ム、 六 太郞、 密ニ是 ラ瀨上 主 膳 二 渡ス、 主 膳、 披 キ見ル 一一、 米、 仙賊魁 二 付、 先 ッ之ラ 可討ト 云云、 瀨上、 憤怒 是非 

ヲ辨 セス、 臣子ノ 分、 正邪 二 不拘、 捨置 カタ シ トシ、 卒然、 旗下 ノ士  二 命シ、 嗜殺セ シメ、 而后脫 走ノ激 徒、 私 ニ刺ス 所トナ 

シ、 自ラ 不知 體 一一 テ 報告 セリ、 如 此顚末 一一 テ、 嗜殺 ノ事ハ 、當 時慶邦 不知 所 也、 

五 曰、 旣ニ 官軍 ナ ルヲ知 ナカラ 云々、 

慶邦、 初メ白 石へ 出、 親ラ 諸軍ラ 指揮 セ シ 一一、 歸仙 ノ後ハ 先手 ヲ進メ 、薩、 長等兩 三藩ト 接戰ス ル トノミ 心得、 軍事 皆、 但 

木 等 二 委任 シ 、自ラ 臨 マサ レハ 、悉 ク辨知 セ ス 、今般、 朝敵 ノ 御調 一一 成 リタ ルヲ拜 承 仕、 恭順 謹愼、 謝罪 降伏 シ奉ル ョ リ外、 

無 他事 奉存候 也、 

如此 陳述 セ シカハ 、律 田 等 一々 承リ、 已 二 降伏 決議 ノ上ハ 、邪 論ノ 有司 ヲ 掃除 シ、 正論 ノ 重役 ヲ拔擢 有テ、 可 然トノ 示談 ヲ 

受、 兩± 直 一一 仙臺 一一 歸リ、 應 接ノ槪 略ヲ告 シカハ 、慶邦 喜ヒ、 先 ッ遠藤 文 七郞、 後藤 孫兵衞 一一 執政 ヲ申 付、 大條孫 三郞ヲ 出仕 

セ シメ、 isKf セ .vl- 時 出 % 政セ ナン レメス け 5、 ヲ 倶ニ 降伏 ノ事 ヲ專 務セシ ム、 又 云、 法ル 二 只今 迄 在勤 ノ執攻 片平大 丞ハ、 初 ヨリ 

逆ナ ルテ 知テ抗 敵ス、 卽、 今 初テ悟 リタ ル 一一 アラス、 素 ヨリ 主家 ァ ルヲ 見テ、 更ニ 他ヲ不 顧、 武門 ノ習ヒ 止 ヲ得ス トス、 遠 藤 

主稅、 中島 外 記、 石 母 田伹馬 等ハ、 强敵防 キ難キ 故 二 降伏 ス へ シ トス、 多分、 此說ニ 同意 ナ リシ 一一、 參政大 立 目 小 四郞、 獨、 正 

論ヲ 立、 强敏ナ ルカ 爲 一一 降伏 ス ルト云 ル說ニ テ ハ、 眞ノ反 正 一一 アラス、 若、 仙 臺强兵 ナラハ 、飽 マテ 王師 一一 抗敵ス へ キカ、 眞 

ノ 悔悟 スへ キナリ トテ、 執 攻中ヲ 說破シ タリ、 去レ トモ、 降伏 ヲ快シ トセ ス、 就中、 松 本 要人、 德川氏 ノ舊臣 1§ 桑 名 諸家 脫籍 

ノ 徒、 複本 釜 次郞、 人 見 勝 太郞等 ラ始 トシ 、烏 合 ノ 賊兵、 數千人 ヲ カタ ラヒ 、郭 中郭外 一一 集合 シ 、梗本 等 ノ 周旋 ヲ 以、 佛人 ヲ 

松 ノ井ノ 邸 一一 項 |、~ 下 寄宿 セシメ  、兵制 傳習ヲ 名 トシ、 猶モ奧 羽 ノ兵ヲ 募リ、 囘天、 囘陽等 ノ諸艦 ヲ航シ 、海陸 一 同大 舉シ、 

必死 ノ奮 戰ヲ 盡シナ 、ノ  、寄 手 何程 勝ネ コリ タリ トモ、 一 時 一一 闘 東 迄 盛反サ ン事、 難 二 アラス トテ、 逆徒 等頗ル 猛威 ヲ振 ヒ、 


麼邦ヲ 越 ：！：  口、 宗敦ヲ 駒 ケ嶺ロ へ 出張、 親ラ 諸軍ラ 指揮 セ シ メ ン ト計テ 、凶暴 一 倍 仕 候 cgl 竹 以之上 助 氏 it 丘!， 要、 

九月 朔日、 大總 督府參 謀、 書ヲ 致 シ 、宇 和 島藩ノ 請ヲ聽 シ 、使臣 ISlli 德、 ヲ 仙臺 一一 遣ヲ 報ス。 

各位 御 多祥 御在陣 珍重 奉賀 候、 然 ハ 、 宇 和 島 ヨリ、 此度 宗家 ノ 事故、 一 應說得 致シ度 トノ事 一一 テ、 伊達 遠 江 守 書翰 持参  一一 f, 

使節 兩人罷 越 申 候、 就テ 尸 、差 テ戰爭 ノ機會 一一 差 支 無 之 候 ハ 、 、其 御 地 通行 相 成 候 様、 御 差 許 被 下 度、 敢テ 朝廷 へ關 シ候譯 

二 ハ無 之、 只 宇 和 島 ヨリ 內綠ノ 故 ヲ以テ 、大義 順逆 ノ理 ヲ責 督致シ 度トノ 事故、 差 上 メ候譯 二 モ不相 成、 何分 御 地 一一 テ不都 

合 無 之樣、 御 取 計 是訢ル 、餘ハ 使節 ョ リ御閬 取 リ可被 下 候、 頓 首。 

A  0  r  A  0  大村益 次 郞 S 督赚 

〇 是 ョ リ先、 伊達 慶邦、 使 ヲ會津 二 遣 ハ シ、 林 忠崇、 人 見寧ヲ 招ク、 ii 是 一一 於テ、 皆仙臺  一！ 至ル。 

〇 忠崇 私記 二 云、 再 ヒ 仙臺 二 赴 キ 、遊擊 除 二 與カ ヲ乞ヒ 、速 二 福 島 城 二 赴キ、 遙 一一 會ノ聲 援ヲ ナサ ント、 總軍ハ 白 石 一一 駐メ 

出發、 九月 朔日、 仙臺 城下 著、 同 二日 人 見 氏 一一 面 會シ、 力 ヲ戮セ テ福島 ニ赴ン コトヲ 告ケシ 二、 方今、 寒風 澤港ノ 守衞タ ルヲ 

以テ、 當 ヲ離レ 難キ. H 申斷ル 二 ョ リ、 亦同シ ク其地 ヲ守ラ ン コ トラ 約ス、 四日、 始テ植 本 二 面 會ス。 . 

一 一 日、 參謀、 書ヲ 大 總督府 ニ致シ 、彈藥 及 軍齊ヲ 支給 セ ン コトヲ 請フ。 

然ハ 、毎々 S. 入 候彈藥 乏ク、 進軍 モ 見合 居候 事故、 武藏 丸へ 積 込 ノ彈藥 S 金 其 外、 早急 平 潟 港 へ 乘廻シ 相 成 候 様 致 度、 尤、 賊 

船 ハ 七艘 計仙臺 へ 向、 追 々健-一 乘入候 様相 成 候 付、 通路 少モ 懸念 無 之 候 間、 是非、 武藏丸 ヲ乘廻 候樣、 御 取 計 可 被 下 候 事、 

一 平 藩 松 本 右門 其 外 / 人數、 彼 表へ 出張 ノ 御沙汰 有 之 由 ノ處、 却テ、 不都合 二 可 相 成 次第 モ 有 之 候閒、 濃 州 厚見 郡 へ 可 差 返 

候樣、 祁達候 間、 爲御 心得 申入 候。  •  . 

九月  高 橋 熊太郞 河 田 左久馬 寺 島秀之 助 S 督 i 

役 古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 明治 元年 九月 朔. 二日  四. ヒー 一 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第！ 一一  明治 元年 九月 三， 四！： 1  四 六 四 

三日、 親 兵 第三 大隊 ね 5 せ 中 村 二  、 佐 倉 藩 兵 、平 潟 二 至ル 。機 崎贿 £|き 

四日、 白 川口 參謀、 書ヲ 本道 參謀 二 致 シテ、 長 門、 館 林 二 藩 兵 ヲ得テ 、若松 ロノ 援ト 爲ント 請フ、 

一  マ 'ス 0 之ヲ辭 スルノ 事、 原 記 ヲ失ス 、伹、 

ュノ/ ヲ豫ヌ 渡邊薛 第二 害 二 據テ、 之ヲ捕 入ス、 

|- 先達 ヨリ、 若松 へ 罷越 居候、 伊藤 左 仲 差 上 候 間、 戰地ノ 模樣、 同人 ョ リ 委細 御 承知 可 被 下 候 、元来、 海陸 合 兵ノ御 評判 二 

モ相成 居候へ パ 、何卒 御 援丘ハ ノ義奉 願 上 候、 

一 、^！ ^、犬 ノ義 、ま、 表 ノ 漠隱モ K-^4?.s;、，p 日、 富咼審 ullljr^?^ 維 原註、 高 鍋、 元來 米藩ト ハ無 ニノ 親 藩 一一 テ、 秋お 右京亮-一 同意 

一 u^.^pt 化 ま ilr  ノ  PV 才 CR:^  P  r,  i 信 ^ 键，？ も ヲ受ケ 、米 藩說得 ノ爲- 先達 ヨリ 當陣 へ參リ 居、 今般 入 米 致 居 

爿リ ョ リ來狀 一一 、先 巧廿 七日、 米 城 へ 著、 彌正初 重臣 一統へ 面 會說得 ノ處、 元 ヨリ 降伏 謝罪 决議相 成 居候 事故、 盡， ク 同意、 仙 

臺モ 同様、 何レ モ 重臣 歎願 書 持參、 當所 へ 相 越 候 害-一 テ、 米藩ハ 虎雄 同道、 一 昨 一 ： 口、 庭阪 へ 來著、 仙 藩 待合 候 由、 何レ 今日 

中 二 ハ 、此方 へ 可罷 出候閒 一 應對面 可 仕覺悟 二 御座 候、 右 ノ振合 一一 就テ ハ 、乍 失敬、 其 御 地モ、 當分御 休戰ト 奉存候 へ ハ 、御 

援兵 御 差 出 ノ人數 、成 丈 多分 ノ方奉 懇願 候、 殊 一一 長 州拉館 林藩ハ 、少 人数 一一 テ 若松 へ 出張 致 居、 甚 苦心 ノ趣 故、 其 御 地 出張 

相 成 居候 右 兩藩ノ 人數、 御 差 控被下 度、 若松 出張 兩藩人 ヨリ. &越 候、 援兵 御 差 出 被 下候ハ 、 、人足 ノ儀、 其 御 地 jsi 川 叉邊ョ 

リ御 召連不 被下テ ハ 、於此 地、 甚 無人 數 御座 候、 此段御 含 ミ可被 下 候、 謹言。 

九月 四日  渡 ?i 円 左 門 

〇 第二 書 

I、 仙 藩、 彌 降伏 ノ模檨 無 之、 且賊艦 五艘、 m  二 仙境 二 入リ、 山手 追々 砲 臺築立 云々 二 テ、 御 援兵 難 相 成ト、 委細 承知 仕 候、 

實以御 同意 痛心 ノ事 一一 御座 候、 然處、 米、 仙 ノ儀ハ 、伊東 左 仲 ラ以テ 申 上 候 通、 咋 日中 一一 ハ 、兩藩 重臣、 此元 へ 出張 可 仕 候處、 

今 以無其 儀ハ、 仙臺 五艘 ノ賊艦 一一 カヲ 得、 蹰躇致 シ候カ ト被存 候、 殊 一一 二日 一一 ハ、 莊内賊 一 一 百 人 計、 淸水 町、 若宮 ノ兩處 へ 繰 

込、 仙 賊モ近 來相增 、巡邏 番兵 甚厳、 昨今 一 - 一千 人 計 二相 成 申 候、 下說 一一 ハ 御座 候 得 共、 當域 ノ虔ヲ 窺ヒ、 壟 來ノ聞 不少、 就テ 


ハ 、降伏 ノ 儀無覺 束、 此方 モ 少人數 困 入 申 候、 乍 去、 戰 ハ元 ヨリ 期スル 所-一 御座 候 得 ハ、 更-ー 關係ハ 無 之 候 得 共、 屠會 延引、 

只、 是 ノ ミ殘念 一一 御座 候、 未タ 確報 ハ 無 御座 候 得 共、 越後 口  ノ 宫兵、 旣 一一 會境 二 入リ、 津川 ノ關 門ヲ破 候處、 又其奧 一一 要害 ノ 

川 有 1\ー 、橋ヲ 引、 防 戰之趣 一一 候處、 右川 モ破レ 、官 兵、 若松 ョ リ三四 里ノ處 へ 參候 由、 彌、 實說候 へ ハ 、愉快 ノ事 一一 御座 候 へ ト 

モ、 確報 ヲ得ス 、^一一  難 e. 上 候、 

一、 去ル 二日 ハ 、尙亦 米 藩 六十 人、 福 島 へ 參リ候 由、 兼テ 探索 ノ爲差 出 置 候 者、 昨夜、 福 島 ョ リ罷歸 申出 一一 ハ、 右、 米 藩ハ、 戰 

ノ覺吾 共 見受ラ レ ス ト申事 一一 御座 候、 定テ 諸藩說 得ノ爲 一一 ャ 、若、 其 事 一一 テ、 仙、 米 共 謝罪 申出 候 ハ , 、 賊艦 五艘 ノ儀、 急 度 

詰問 ヲ遂、 謝罪 ノ寳効 相 立 候 樣可申 付、 若、 米ノ ミ 謝罪 候 へ ハ 、是 亦實効 ノ爲、 仙賊 へ 爲迫可 申 ト奉存 候、 笠閒 藩、 態 ト御差 

立 二 付、 此段不 取 敢申上 候、 頓首。 

九月 五日  渡邊淸 左衞門 

以上 總督府 日誌 

五 日 、 川俣驛 ノ 官軍、|?;^?赴„/此钃 ー_ー潘ァ丘っ中村 援ヲ 督府ニ 乞フ、 乃 中 村 藩 兵 4、 小 ヲシテ 之 二 赴 力 シ 

。總 督」 时 

丄 日 誌 

先日 以來、 當藩 一一 、當川 俣 宿 へ 出兵 被 仰せ、 近在 村々 等 見張 申 付、 相 固 メ罷在 候、 然處、 此頃、 掛日宿 屯集ノ 賊徒 内 實ノ模 

樣承及 候處、 去月 廿 六日 戰爭 以後、 追々 人數 ffl 增、 凡 一 一千 人 計 相 籠、 宿 外 山々 見張、 時々 近 村 斥候 指 出、 當 宿へ 篛來、 燒拂可 

仕 企 有 之 旨 相 聞 候、 尤、 襲 來仕候 へ ハ 、討 拂可申 心得 二 ハ 御座 候 得 共、 當時詰 合 ノ人數 -ー テ ハ 、多勢 引 請 候 節、 地利惡 敷、 諸 

問 道 モ多ク 、萬 一 防禦 仕 兼 候 節ハ、 深 奉 恐 入 候 一一 付、 何卒、 今 少御人 數增之 儀、 奉 願 上 候、 尤、 此中 三春 表へ 奉 願 候 得 共、 御 人 

少之趣 一一 テ、 阿 州 藩 ノ內少 々、尙 亦 御 人增被 仰せ 候、 御 戀リ 一一 付 無據、 此段 申出 候閒、 可 然御取 計 被 成 可 被 下 候、 以上。 

九月 五日  阿 州 藩 中 村 藩 下手 渡 藩 S 督 I 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 明治 元年 九月 五日  四 六 五 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 九月 六 *七. 九：：！  四 六 六 

六日、 筑前藩 第二 軍、 g  ，、十 中 村 二 至ル。 S 

七 曰、 督荷、 館 林 藩 兵ヲシ テ菅谷 丘 Y 货ぇ VI オリ^  二 赴援セ シム。 • 

館 林 藩 一 中 隊 

菅谷ロ 長 州 兵隊 爲應援 、ロハ 今 早々 出張 可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 §#| 

九 日、 伊達 慶邦、 歸順 ノ實 未タ擧 ラサル ヲ以テ 、督府 、令 シテ 諸軍ヲ 部署 シ、 明日 ヲ以 テ、 旗卷 

ヲ攻厶 、又徵 兵隊 ヲ以テ 、駒 ケ峯ノ 館 林 藩 守兵 一一 代へ、 館 林 藩 兵 一 1 黑木ヲ 、筑前 藩 兵 二 原 口 ヲ 

守 ラシ ム。  ：  . 

初 野 口 ョ リ旗卷 峠 迄、 右山 手 進撃、 今 九日 夜 十 一 字、 黑木 揃、  ， . 

長 州 藩 二 中隊 館 林 藩 一 中隊 相 馬 藩 五十人 

小 野 口羽 黑山 ノ裡手 ヨリ、 旗卷迄 進撃 同 刻、 

因 州 藩 二 中隊 御 親 兵不殘 相 馬 藩 五十人 

右、 明 十曰曉 天、 旗 卷屯聚 ノ喊， 追拂、 靑場迄 進 擊可致 旨 御沙汰 候 事。 11  皿^ „B  . 

〇  . 

、  徵兵除 

右、 只今 ヨリ 駒ケ峯 出張、 館 林 藩 交番 可 致 御沙汰 候 事。 

〇 

館 林 藩 


右、 駒ケ峯 出張 ノ 兵隊、 徵兵除 交代、 黑木 へ 宿 陣可致 御沙汰 候 事。 

〇 

筑前藩 三 十 人 

右、 原 口、 相 善 社 脇 出張 被 仰 付 候條、 斥候 巡邏 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

〇 十日 達 書 四 通 

西 山 口 守 衞之内 筑前藩 五十人 

右ハ、 笹町、 玉 野 近 邊ノ賊 ヲ追擊 、大內 出張 兵ト 合併 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

〇  . 

笹町ロ 出張 相 馬 藩不殘 

右ハ、 筑前藩 ト合シ 、笹 町、 玉 野邊賊 追撃、 大内村 出張 兵隊 ト合シ 、可 待 御沙汰 候 事。 

〇 

長 州 第三 中隊 

右ハ、 伊 州藩ト 交代、 中 村 城 守衞被 仰 付 候 旨 御沙汰 候 事。 

〇 

伊 州 藩不殘 

右 ハ 、長 州 藩 第三 中隊 ト 交番、 靑場 へ 出張 可 致 旨 御沙汰 候 事 。鹿^ 纖 贿赚絲 i 

十日、 官軍、 路ヲ分 テ旗卷 ヲ攻テ 、之ヲ 拔ク。 

十日 拂曉、 進 擊ノ命 ヲ以テ 、各藩 中 村 ヲ發シ 、黑木 村 一一 於テ 整列 ス、 我 藩 一 小隊 ハ、 長 州、 館 林 ト共ニ 椎木村 ヨリ、 一 小隊 ハ、 

因 州 御 親 兵 ト小野 口 ヨリ 進ム、 時 一一 椎木ノ 兵、 險路ヲ 潛行シ 、形跡 ヲ隱シ 、鬼 石山 ノ賊壘 一一 近キ、 拔刀 急擊、 立ト コ 一一 賊ー 一 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 明治 元年 九月 十日  四 六 七 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 一！ 明治 元年 九月 十日  四 六 八 

人 ラ斃ス 、賊、 狼狠戌 ヲ棄テ 走ル、 卽チ、 尾 擊シ、 壘壁ヲ 拔キ、 旗卷 ノ賊營 一一 迫ル、 同時、 小 野 ロノ 兵、 這 坂 ヲ攀チ 、山徑 ヨリ 進 

入ス、 賊、 砲臺 『リ 頻リ 一一 發砲、 我 兵 盆 勇進、 遂 一一 臺場數 ケ所ヲ 破リ、 族卷 一一 迫ル、 叉 本道 館 林 ノ砲隊 、及 ヒ我藩 三本 松ノ戌 

兵、 此機 一一 乘シ發 砲、 險路ヲ 践渉シ 、彈 丸ヲ胃 シテ進 擊ス、 賊、 三方 ノ兵勢 二 屈シ、 陣營ヲ 自燒シ テ走ル 、此 時、 賊 ヲ斃ス コ ト 

數十、 器械 數多 ヲ 分柿ス 、賊、 へ J 處々 一一 出沒 ス、 盡 ク之ヲ 驅リ、 .Ke、 靑地 ノ兩所 一一 至リ、 各地 一一 戌 兵 ヲ 置テ 歸營ス 、 是 日 死 

559  一  ..，^、 引地 次郞ぉ 1- き i.,^ 、高 野 角彌、 桑 折 小左衞 門、 高 野 運. £萌 三  > 。和 田 山彌 助， 及ヒ 儀左衞 門、 

^ 一  ゾ 右衛門、 t ネ J メ 次、 今 野 SB 吉、 濱名庄 喜 右 衞們、 an キ -三ソ 德 右衛門 〇 相 馬 誠 胤 家 記 

九日、 旗 卷峠進 擊ノ令 ラ奉シ 、同夜 亥 刻、 我 遠 藤半大 夫、 0.^ 永 田 秀藏、 池 田 攝津守 人数、 f  115 併 池 田 相模守 人数 石 川 

豐太郞 疆赚リ 中 村 ヲ發シ 、初 野。 守兵 藤 田 束、 天野祐 治、 f5"、ll 古田 品藏、 緣 I リ 中 村 新 之丞、 大橋 關彌、 併ヲ 

合シ、 小 野 村 一一 進ミ、 同所 守兵 建 部 半 之丞、 森 川 久之丞 1 一 會シ、 總軍、 都テ六 小隊、 砲 一 一門、 相 馬 兵 嚮導、 御 親 兵 第三 大隊 前進、 

相次 テ、 羽 黑山ノ 後背ノ 間道 ヲ潛 行シ、 同 山ノ頂 一一 達シ、 天明 ヲ待ッ 、是 ヨリ 先、 長 州、 館林兩 藩、 同 進軍 ノ命ラ 奉シ、 黑木村 

ョ リ兵 ヲニッ 一一 分チ、 一手 ハ長州 一 中 除、 右山 手ノ 間道 ヨリ シ、 一手 ハ長州 一 中隊、 館 林 一 中隊、 同 砲隊、 初 野 口 正面 ヨリ 相 

進ミ、 旗 卷峠ノ 麓 二 至リ、 賊ノ 砲臺ニ 迫ル、 十日 曉天， 山 靄 末 霧、 物色 不辨ノ 中、 突然 、砲撃 急襲 一一 及 ヒ候處 、賊、 一 戰 二 沮ミ散 

亂ス、 依テ、 數ケ所 ノ砲臺 ヲ奪ヒ 、勝 一一 乘シ、 旗 卷嶺上 ノ敵營 二 薄 マ リ 候處、 關門ノ 左右、 一 暦大 一一 砲臺ヲ 築キ、 贼、 數 千之ヲ 

守リ、 必死 ヲ究メ 抗戰シ 、砲 鋭 交發、 彈丸霰 ノ如ク 、長、 館兩 兵、 彈藥殆 盡キ、 進 マ ン トス レ トモ 山路 險峻、 防ン トス ル 一一 地 利 

ノ據ル へ キナク 、進退 維谷リ 苦戰ノ 間、 御 親 兵 及 我 兵 トモ、 羽黑 山頂 ヨリ 突然 奮 進、 直 二 旗 卷ノ關 門ラ撗 衝ス、 此時、 賊ハ 、專 

ラ 正面 二 ァリ、 其 不虞 ヲ討テ 、小 鈇發 射、 一 齊吶喊 、诀勝 ノ威ヲ 振ヒ、 拔刀 接戦、 本道 ノ宫 軍ト合 擊ス、 賊、 前後 度 ヲ失シ 、狼 

狠 周章 ス、 是 一一 於テ、 長、 館兩 兵、 機 一一 乘シ、 勇 奮 殺到 ス、 渠、 抗 ffi 一一  遑 アラス、 火 ヲ屯營 一一 放 チテ、 追路 ヲ遮リ 遁走 ス、 卽チ兩 

道ノ宫 軍 相 合シ、 烟火ヲ 侵シ、 迅烈尾 撃 シテ大 S 村 一一 進メ ハ 、賊、 奔ルコ トー 一里 餘、 金山 村 ノ陴屋 ニ竄 匿ス、 嚴令ァ ル 二 依テ、 

各藩 軍 ヲ纏メ  、靑場 村 一一 歸リ、 衞兵ヲ 置キ、 須臾 休憩、 時 一一 御 指揮 有 之、 兼テ、 初 野 村 へ 番兵 致シ 居候 我 一 一 小隊 ヲ、 旗卷峠 二 

繰 揚ケ、 賊營ノ 餘燼ヲ 拂ヒ、 野營ヲ 布キ、 同所 關門、 其他ノ 要所 二番 兵 差 出シ、 相 馬 兵 ト共ニ 嚴守シ 、餘隊 ハ悉ク 中 村 表へ 


帚^ ス、 池田琿 

B 營ーノ 知 家 記 

十日、 旗卷 峠ノ賊 ヲ攻ン ト、 我 三番 中隊、 良 城隊、 因 州、 館 林、 御 親 兵、 相 馬 兵 ト兩道 ヨリ 進. 向ス、 天明、 三番 中隊、 旗卷 峠ノ險 

ヲ攀チ 、賊壘 テ篛ヒ 、勝 一一 乘シ テ深 入、 賊營- 一 近ク、 賊、 返戰甚 鋭、 我 兵、 大 一一 苦 戰ス、 御 親 兵 來リ撗 擊ス、 賊、 終-一敗 レ、 屯所 

ヲ燒テ 走、 良 城 隊ハ、 鬼 石山 ノ後ョ リ 山上 ノ賊ト 戰ヒ、 利 アラス、 繞テ 大內村 二 出テ、 諸 兵 二 合ス、 是日、 死者 一 一人、 u《ll、 

If  ,  gJ>o 浦 助長- K 美和藏 主、 後遂 一一 死ス、 兵士 長 安四 三 二、 原 田 助 一 、阿部 利吉、 吉岡 五十吉、 益盛秀 熊、 柴田. M 

傷 奢. r 四 人 之 進、 河 村 太 熊、 中 村 謙 助、 山川 常吉、 安藤 久三郞 、米 田 素 太郞、 守 兼 力 之 逸、 夫 卒長吉 〇 戊巳征 戰紀蛴 

九日 夜 十 一 字、 黑木村 へ 各藩 勢 揃、 御 軍配 之 通 長 州 藩、 及 中 村 藩、 敝藩|^^  ノ人數 合併、 第一 一字 頃、 同所 進軍、 初 野 口裏 閒 

道 山手 ヨリ 進テ、 旗 卷嶺下 一一 至、 各藩 人數、 左右 ノ 山上 へ 攀登、 魚貫シ テ進、 拂曉、 第 六 字 一 點、 左右 山上 ヨリ 各藩 砲發、 賊せ〕 

ヲ掩襲 仕 候處、 賊、 亦 砲 射 致 、防戦 候 二 付、 山上 乘超乘 超 進擊仕 候、 先是、 御 使 番礴部 鹿 之 進 殿 へ 申 上、 御 指 圖ヲ受 、敝藩 大砲 

隊、 初 野 口 本道 ヨリ 相 進、 期 約 ノ如ク 、山手 ノ砲聲 一一 應シ、 拂曉、 崇嶺ノ 胸壁 ヲ 目撃、 烈敷 砲發仕 候處、 一 且、 賊兵 二百 許 致 防 

戰 候へ トモ 、忽散 亂仕候 一一 付、 大砲 相 進 候處、 道路 險阻、 砲車 不便 二 付、 砲車 ノ 人員 分隊、 小 銑 ヲ以、 賊， 之 關門 へ 進擊仕 候、 然 

ル處、 左 山 ヨリ 烈敷 進撃 仕 候 兵隊、 長 州 藩ト共 一一 苦戦、 敝藩 隊長 青木 三右衞 門、 終 一一 戰死仕 候、 長 州 藩、 遂 一一 賊ノ砲 壘ヲ攻 

拔、 先登 二 續テ、 敝藩人 數盖カ 仕、 長 州 藩ト共 二  、賊壘 ヲ攻破 仕 候、 然 ル處、 因 州 藩、 小 野 口 ョ リ進、 潢擊、 終 ュ 賊兵逮 巡 狼狠、 

賊、 自營 ヲ燒テ 敗走 仕 候、 乘勝、 各藩 ト共 一一 靑場村 迄 追討 仕 候、 賊、 悉 退散 一一 付、 同所 爲警 衞、 一 中隊 相殘、 爲應援 出 北 ハノ增 人 

.C  、、に J& -、  lin^fe -、， ，1,lrJ  、- 匕チ g  ； 隊長 靑木三 右衞 門、 兵士  E  口 虎之 g55fnj、、、 佐藤涛 松、 間 仁 田 寅 次郎、 樓見久 次郞、 內 E 米 次 

彭ハ 本 1： へ弓揚 申 候是日 死者 四 人 鞭 ポロ Isifel: 、大： K 銑 四郞、 傷 f  ノ人 郞、 遠 藤 彥十郞 、藤 崎 榮造、 彥十郎 、祭 造、 後 皆 死 

ス 〇 鎭將 

府 日誌 

九日 夜 十 一 字 過、 黑木 村へ 相 揃、 f| 舊因州 藩、 相 馬 藩 、同様 小 野 ロ閒道 進軍、 山上 一一 テ 天明 相 待、 羽 黑山ノ 裏橫合 ヨリ 攻撃、 

砲 臺數ケ 處乘取 相 進 候 所、 從是 先キ、 長 州、 館 林ノ兩 藩、 旣 一一 激戦 一一 相 成、 青葉 村 ヲ越シ 、大内 村 迄 攻撃 仕、 十 一 字ノ 頃、 靑 

葉 村 へ 引 揚ケ、 御沙汰 相 待 申 候、 其 節 手 負 三人。 IS 鎮义將 "SI 三 

〇 仙 臺藩記 一 1 云、 九月 十日、 前夜 ョ リ 風雨 嚴 シ ク 、旗卷 出張 ノ仙 兵、 夜 撃 ノ策ヲ ナ シ 、隊長 高 泉 左覺、 村 上 軍 之丞、 細 谷 十 太 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 一 一 明治 元年 九月 十日  四 六 力 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 九月 十一 日  四 七 〇 

夫 手、 荒 井丹宮 手テ合 シテ三 小隊 程、 枚ヲ 含テ密 二 繰出タ ル 二、 官軍 ヨリ モ襲 擊ス ル所ト 見へ テ、 端 ナク、 椎木山 ト云ル 所 

-ー テ出會 、直 二 接戦 トナリ 、互-一 發放、 曉第六 字 一一 至リ、 旗卷  一 ノ 胸壁、 鬼 石 ト云所 へ 、大砲 數發打 込 レ タリ、 仙 兵、 此 處備少 

ク、 隊長 安部 彥右衞 門、 番兵 ヲ 指揮 シテ防 戰ス ル處、 官軍、 胸壁 ノ 後口 澤合 ヨリ 不意 一一 突出、 砲 ヲ捨、 刀 鎗ヲ以 テ切込 タリ、 

番兵 等、 必死 ト成 テ戰ケ レ トモ 叶ヒ難 ク、 胸壁 ラ捨 テ引揚 タリ、 然ル 二 官軍、 後 ロノ 山上 ヨリ 数十 加リ、 追撃 ス、 仙 兵、 一 一 

ノ 胸壁 ノ 番兵 ヲ繰 出、 防戰ス ル 所へ、 夜擊 一一. 出タ ル高泉 左 覺等ノ 兵、 來リ 加リ、 傍ラ 大砲 方 礙長高 城 左衞門 砲手 ヲ進 メテ、 

大砲 數發撃 力 ケ、 戰ヒラ 助ク、 是ョ リ 旗卷大 合戰ト 成、 兩 軍人 亂 レ擊合 タリ シ 一一 、 鬼 石 終 一一 持 チ難ク 、所々 ノ 胸壁 打破 レ タ 

リ、 高 平 彥兵衞 、斯ク ト ハ 不知、 鬼 石迄來 リシ 一一 、胸壁 數ケ所 乘取ラ レ 、官軍 入 替リ、 八方 ヨリ 亂射 セラ ル 一一 付、 旗卷 本陣へ 

引返 シタ リシ 一一、 諸手 悉ク亂 散、 參攻 鮎貝 太 郞平ハ 、ド タメ キ澤ト 云 所 二 テ 一戦 一一 打破 ラレ、 僅 一一 氏 家 松 之 進 一 小隊 ヲ全フ 

ス ル 二 付、 此手 ヲ合テ 苦戰ス レ トモ、 衆赛元 ヨリ 敵 シ難ク 、全軍 終 一一 纏 マ ラス、 第 十 一字 頃 二 成、 旗 卷總崩 レト成 申 候、 此日 • 

^^^!9  34'」、，>、銃士、复^£1ー4'^-ん0隊長阿部彥右衞門、荒井 

歹者 匹， h プノ 雜兵、 お 者 三十， ム 良 作、 及 统士、 雜兵 等、 

十 一 日、 官軍、 賊ヲ進 剿 シテ、 筆甫ニ 至ル。 

十 一 日、 玉 野 出張、 相 馬 藩 ト合兵 致シ、 一 一手 一一 分レ、 一手 ハ嬈柱 口 ヨリ 川 平 口へ 進ミ、 一 手ハ直 一一 川 平 口へ 進？、 眞船ロ  二 至 

ル、 賊、 山上 ノ 番兵 所 ヨリ 砲發、 暫時 應戰、 夫 ヨリ 進 テ川平 ノ賊ヲ 追拂、 同所 一一 テ相 揃ヒ、 筆甫 口へ 進 マ ン トス ル處、 右ノ山 

手 ヨリ 小 銑擊出 居候 二 付、 直 樣追拂 、十 一 一字 頃、 筆 甫ロ迄 進 ミ、 一手 ハ 本道、 二手 ハ 左右 ノ 山-一登 リ、 雙方頻 リニ 激戰、 終 二 

筆甫 n 迄 追 詰 候 得 共、 日已 二 西 山 二 傾 候 二 付、 相 馬 藩ト申 合、 兵 ヲ玉野 迄 凱陴仕 候、 是日、 死者 一 一人、 |§ 駐嘛 Bfelsf 衞 

十 一 日、 前日、 賊徒、 追 擊ノ命 一一 因リ、 我藩笹 W 滯陴ノ 兵、 筑藩ト 玉 野 一一 會シ、 諸 隊ヲ兩 道-一分 チ、 進 テ川平 村 一一 迫リ、 賊ノ動 

靜ヲ 探ル、 賊、 各所 ノ 要害 二 據リ、 拒 擊ス、 卽ー 手ハ 小屋 ノ迫 ヨリ、 一手 ハ玉野 後山 ョ リ進ミ 、左右 ヨリ 一 齊激發 、賊、 忽チ 

辟易、 直 二 進撃 シ テ 肇甫- 一至 ル 、賊、 叉壘壁 ニ據 リ固ク 守ル、 諸隊 合擊、 數刻ニ 及ヒ、 日 巳-一 暮レ止 戰ス、 夜 二 入リ、 兵ヲ纏 

テ使町 一一 歸ル、 是日、 慯者 1 人。 滅纏雕 


〇g 仙畫生 ロロ 供 二通 


過ル 八月 十四日、 一 同 出立、 君カ鄉 ト申處 へ 出張 二 テ、 當地 へ 來 ル 

旗卷、 九日、 總人數 凡 千 人計ノ 事、 

金山 -ー 臺場無 之、 

大隈川 渡船 不淺、 亘ョ リノ 渡 リロ 不縮 候、 凡 大十艘 、小一 ート 艘位ノ 

城下 堅メ 百 五十人 位、 

莊内兵 二百 人位、 但福 島へ 繰 出シ候 事、 

中 街道 ニケ所 八 百 人位 繰 出ス、 

當ロ總 管轄 鮎貝 太郞 平、 但、 三千 石 家老、 

仙 城 出足 ノ砌 ヨリ、 大小 等 渡 方 無 之 二 付、 丸腰 ノ事、 

右 口上、 荒增 前書 ノ通。 . 

九月 十一 日 

〇 


仙 臺荒井 良 作家 來 農兵 木鐵職 藤 八 

同 農兵 桶屋職 新藏 

但 シ孰レ モ 龍虎隊 名前 一一 出張 

、 一 出立 ノ節、 四十 人位 ノ 兵隊 ニテ 出足、 

一 丸 森 臺場ー 一ヶ所 關門 左右 凡長サ 二十 間 位、 

一 大隈川 渡 上リ臺 場ニケ 所、 其 後 追々 築立ノ 様子 ノ事、 

事、 一 五軒 茶屋 堅メ、 

一 棚 倉、 一 一本松 ョ リ脫走 人 數總七 百 人 tAlg 丽；^ リー 

一 總勢十 萬騎ト 申說ノ 事、 

一 舊幕 船出 足 前 三 艘著ノ 風說、 

一 大殿 白 石 迄 出張、 


於 旗 卷生捕 伊達 川 股 出生 


.&nr 
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良城隊 

農兵 儀 左衞門 

當辰 二十 九 歳 

四 七 一 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 明治 一兀年 九月 十二 日  四 七 二 

一 川 股邊、 仙 臺領へ 相 成 候 故、 達 之 次第 モ 御座 候 二 付、 當 七月 十八 日、 同所 同類 三十 六 人出 立、 八月 四日、 仙臺 城下 へ 參著、 

荒 井 良 作ト申 者へ 屬シ、 同 十六 日、 同所 出立、 所々 相 廻リ、 金山へ 暴 居候 處、 此 領分へ 討 入 之 軍議 一一 テ、 九月 九日、 旗卷 へ 

相 詰 申 候、 

一 隊長 館持ノ 由、 鮎貝 太郞 平、 外 一一 本 藩 何人 入 兵 候 哉 知 兼 候 得 共、 先近邊 ノ人數 重々 集リ、 都合 千 五 百 人 ト申唱 候、 

一 金山 人數竝 旗卷御 出兵、 金山 二 ハ殘兵 僅 ノ樣子 ト申唱 候、 

一丸 森、 岩 沼へ 五六 百 人位 屯 集ノ由 御座 候、 

一 白 石、 角 田ノ人 數ハ、 桑 折へ 出兵 ノ由 承リ申 候、 

一 莊. 2： 人數 尸 、棚 倉 へ 五六 百 人位 出兵 ノ由 承リ 居候 處、 當時 ハ 如何 1 一 御座 候 哉、 

一 福 島 一一 米澤 五六 百 人、 莊内 三百 人、 棚 倉、 一 一本松 一一 テ 三百 人位、 合 テニ千 人 程 合兵ノ 由、 廿 八日 合戰 一一 テ、 會津、 米 澤モ國 

. 許へ 人 數引揚 候 由、 

一純 義隊ハ 靑場ニ 居候 由、 

一 一 一本松 人数、 仙臺 ヨリ 出兵 無 之、 手負竝 婦女子 ノ類居 申 候、 

一 大 ハ 老若男女 ノ外、 兵隊 人 ハ居不 申 候、 

一 御 軍ト乍 知、 御 敏對仕 候 儀、 御叱リ 御座 候 得 北ハ、 身分柄 力 -ー 及ヒ不 申、 恐 入奉存 候、 

右 之 趣 率 聞 候 -ー 付、 入 苹申付 置 候、 如何 取 計 可然候 哉、 此段 奉伺 候、 以上。  ， 

九月 卜 二日  相 馬 因幡 守 家来 鈴 木 武右衞 門 

以上 總督府 日誌 

十二 日、 督府、 令シテ 賊屍ヲ 合瘗セ シメ、 慘虐 ノ行ヲ 爲スヲ 禁ス。 . 

討 取 候 所 ノ賊死 體ノ腹 ヲ屠リ 、肉 ヲ刻ミ 、殘酷 之 振舞、 或ハ有 1\1 趣 二 モ相 聞へ、 以ノ外 ノ事ニ テ、 賊ト雖 モ同ク 皇國ノ 赤子、 


右 等 粗暴 之 所 置 無 之樣、 兵隊 末々 へ 可. &渡旨 御沙汰 候 事。 

〇 伊達 慶邦、 各 口  ノ兵ヲ 歛メ、 將 二 哀請 スル所 アラント ス 、督府 、乃 チ諸軍 二 令シ テ、 其 進討ヲ 

止ム。 

〇靑雍 屯 在使番 へ 達 書 

sif  御親 兵 不殘 伊 州 藩 不殘 相 馬 藩 不殘 

右、 靑建 帶陣、 近邊 巡邏、 

あ ま M 滞聘 に、 7Li  久留米 藩 館 林 藩 相 馬 藩 

右、 引 上、 旗卷 峠へ 番兵 差 出 候 事、 


長 州 藩  因 州 藩 

右 休 兵、 中 村 城下へ 轉陣、 

右 之 通 御沙汰 候閒、 布告 可 有 之 事。  • 

〇. 筆甫 ロ屯營 隊長 へ 達 書 

昨 十 一 日、 仙 藩 ヨリ 歎願 之 趣モ有 之、 且、 諸道 出張 之 人 數引揚 候趣モ 申出 候 一一 付、 贼 兵引揚 ノ模樣 二 候 者、 追 擊不致 樣御達 

可 有 之 候、 尤、 持 場ノ儀 ハ 厳重 相 固、 昨日 ョ リ ノ 事件、 靑葉當 局 へ 御 報知 可 被 成 候 事 誠 胤 家 記 

0 肥 後 藩 後軍、？ T や 平 潟-一至 ル。 isfei 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第三 終  . 

一等 編修 宫 長 松 幹校閱 

舊 三等 協修 藤 川 三 溪 慕 修 
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復 古 外 記 稿本 

1^  rr 戰ち fi^ 自明 治 元年 九月 十五 日 

>^  U 單 1  一一 一口 舞^  至 同 十月 Id  s 

九月 十五 日、 伊達 慶邦、 書 ヲ督府 一一 上リ、 罪ヲ謝 シ降ヲ 乞フ。 

臣慶 邦、 恐惶頓 曾 泣 血 奉 歎願 候、 今般 會津 御 征討 之砌、 名分 順逆 ヲ誤リ 、於 出先、 家 來共抗 官軍、 奉惱 袁襟候 段、 恐懼 

至極、 臣子之 分不相 立、 先非 悔悟、 今更 何共 可 奉 申 上樣無 御座 次第、 臣乍不 肯モ、 素 ヨリ 奉抗敵 朝廷 候存 意、 毛頭 無 御座 候 

へ 共、 全 ク遠境 隔絕ノ 僻 土-一 罷在、 春來 天下 之 事情 形勢 モ 一 々承知 不仕、 恐 多 クモ厚 叙盧ノ 旨モ具 一一 不 奉伺、 遂， 一 右様ノ 

事件 二 立 至リ、 畢竟、 臣兼テ 指揮 不行屆 ヨリ 所 致， 一 テ 、如何 二 モ重々 奉 恐 入 候 次第 二 付、 此上 、ノ 本 城 二 罷在候 モ 甚奉恐 入 5^ 

間、 速 二 城外 退 居、 謹慎 恭順 罷在、 卽 出張 ノ 隊長、 參 謀臣 尸 嚴ク 謹慎 申 付、 奉 仰 朝 裁、 闔藩誓 天地、 勤 王 之 外 他 志 無 御座 

候、 就テ ハ 同盟 之 列藩へ モ、 早々 降伏 謝罪 爲仕 候樣、 說得盡 力 罷在候 間、 悔悟 謝罪 之 藩々 一 同、 御 寬典之 御所 置 被 成下険 蒙、 

胃 萬 死 偏 奉 歎願 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

辰 九月  臣藤 原慶邦 

諸道 記 概略 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 宇 和 島 藩 富 田轆之 助、 玉田貞 一 郞、 一 村镫 次郞來 著、 慶邦 父子、 朝敵 征伐 ヲ加 へ ラ ルノ 旨、 同藩 l^lgi ス 

へ キ由ノ 勅書 一 「見 一 ユー、 日 ヲ資シ 來ル、 慶邦 父子 拜見シ 畢テ、 恐 愕悲悶 、手足 ノ措ク 所 ラ覺へ ス、 淚 ヲ拂ヒ 自書 ラ以テ 、家来せ.、 

へ 申 聞 候 趣 左 二  、 

先般 會津 追討 解 兵 之 後、 於 白 河 紛擾 ノ閒、 不辨 是非 抗 官軍 候 ヨリ、 遂 一一 改 轍セス 、今日 ノ勢 一一 立至リ き 1、 倩考 rl^ へ ハ 、其 


ノ 見 is ヨリ、 君臣 ノ 名分 ヲ誤リ 候 一一 付、 從 朝廷 深 蒙 御 不審、 殊 一一 今般 宇 和 島侍從 へ ノ 勅書 傳達有 之、 咋日拜 見爲仕 

1」， ー產、 誠 以無霸 入 候 次第、 今更 悔悟 ノ念無 他事、？ 兵隊 ヲ撒シ 候 上、 伊達 將監、 遠娶 七郞ヲ 爲使 者、 相 馬ロ總 

督府 へ 謝罪 嘆願 養、 城外 謹 愼罷 在 候 心得 -ー 候、 就テ ハ 萬 一 心得 違ノ 者、 醫 i、 輕擧 暴動 ノ所 爲等有之 候テ ハ 、 倍 奉 

對 天朝 其 罪譴難 免、 尤國家 ノ大害 ヲ醸シ 、大ー 一予 力 素志 一一 戾候閒 、大小 ノ諸臣 等、 篤 ト相辨 へ、 謹慎 ノ道 貫徹 候樣、 一 統 

厚 ク可相 心得 候 也。 

右舊 霄^ 達 將監、 石 雷 I、 籠 文 七郞ヲ 以テ差 ssr 裏 御 使嚣原 仙藏、 宇田 郡今村迄出張、 肥 I 木？ 秦 

門 立 4 口-一  テ、 落手 相 成 申 候、 此日九 S 十五 日-一 候。  „  -  f 

〇附 又 云、 九月 曰 粕備 後、 片山 一  郞 II〕 早 追 一一 テ罷 越、 白河參 諜內談 仕ず、 書取 候由ノ 書面 持參 仕、 眞-ー 悔悟 謝 

E き^ へ ハ 、本領 秦被成 下 候 由 等、 I ノ 文面 -ー 相 見 候、 右 養 八丁  I 出張 ノ箸 -ー 候處、 藝面ノ 善事 二 可 有 参 

. ^^^i へ 手 寄宾. - ト 一 同 仕度 由 二 付、 同一 一 日、 省 治 へ 目 付 役 富 源 六 郞被相 添、 備後 一 同 被 遣、 桑 折 へ 夜半 過 二  I 

ハ 、明 早朝 庭 坂 二 同 仕リ、 夫 ヨリ 八丁 目へ 出張 致 由、 備 後一 一階へ 先-一 上リ、 良久 シ ク間ヲ 置 キ案內 有之、源ー ハ郞 一 

,ー  上 あへ ハ 、米 藩大 I 後、 市 川 宫內居 合、 I 申 聞 候 -一 尸 、 私共 盡 ヨリ 何時 房リ 候？ 不相 知、 越後 ロ審府 

ョ A  $t 含得ス 過ル朔 曰、 如 此ノ文 一一 テ 謝罪 歎願 指 出 候 由、 只今 國元 ヨリ 飛脚到著 仕 候、 依テ ハ 是 ヨリ 八丁 

、山、 米 兩名 二 テ 、白 可 S 督府 へ 歎願 塞 出 S 由 等、 S 一  同 串 聞 候處、 米藩旣 -ー SS 需置、 籠ヲ說 

導、 斬ク霞 SI 由 等、 功ヲ i 度、 十分 欺 候 議顯レ 候 間、 最初 備後 等ト 相談 ト ハ 甚行違 候 趣 申述、 尤旣 一一 越後 口 へ 歎 

差； K 上ハ、 八丁 百へ I、 藝ノ  I リ候ト 申モ、 啻ニ 日數ヲ 延シ不 得、 心 ノ霞ヲ 强テ爲致候趣 一一 致 度、 何分 ニモ^ 

^藩 周旋 方、 手 後 レー 一 相 成 候 樣トノ 手段 一一 相 見 候 間、 堅 ク申斷 、同 六日 歸藩、 慶 邦へ 委細 申述、 遠 藤 文七郞 評議 ノ上 彌 細"' 

家 へ 依賴 願書 差 出 可 申 事 -ー 诀議仕 候、 
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右 I 兩 通 5 下 _  ：鮮 ^  0ss^ 件々 相 渡ス、 一 且屛風 外へ 引取 拜見、 i 出、 日限 御猶 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 十六 日  gj, ご 六 

又 云、 是 ヨリ 先、 參政 葦名 靱負、 强壯 剛勇 ノ 兵士 ヲ精 撰シ テ、 藩 内養賢堂 一一 屯シ、 名 ケテ額 兵隊 ト稱シ 、隊長 星 拘太郞 、數日 

ノ 間鋇鍊 、官軍 城下へ 迫ル 時、 最後 ノ决戰 一一 備フへ シトテ 、其 勢 凡 一 千 餘人ヲ 設ケ置 ケリ、 此兵 慶邦ノ 降伏 歎願 セ ルヲ 聞テ、 

九月 十五 日 急 二 養 賢 堂 ヲ發シ 、慶邦 ノ 令ヲモ 不待 、官軍 ヲ暴擊 セ ン ト 、城 南 五 里餘、 槻木驛 迄 進軍、 其勢當 ルへ カラス、 執攻 

參政 等是ヲ 追テ引 留メ、 說得ス ルト 雖モ、 止ルヲ 得ス、 慶邦 父子 謹 愼中ト 雖开、 是非 ニ及ハ ス、 自 ラ出テ 制止 シ 、兵 ヲ 散セシ 

メ、 徇太郞 等 ヲ城南 柴田郡 村 田 村ト云 ル處迄 返ケ申 候。 

十六 曰、 督府參 謀、 伊達 慶邦ノ 使臣 ヲ延 見シ、 其 降 ヲ受ケ 、慶 邦、 宗敦 U 命 シーア、 親 ラ百ー 館-一 詣 

テ、 降禮 ヲ孝 シ厶、 又令シ テ 砲 銃彈藥 ヲ 收聚 シ 、且諸 客 兵 ヲ 處分 セ シ厶。 

九月 十六 日、 於 今 泉 村御陴 門外 農家、 仙臺 一 門 家老 監察、 降伏 ノ欵 願書 ヲ持 參ノ 節、 應 接左ノ 通リ、 


〇 櫻 田 春 II 一郎 

0 遠 藤 文七郎 

〇 伊達 將監 


屛風際 迄 、ノ 肥 後 藩 馬 淵 新 介 

案内 致 置 引取 ル 


豫相願 御 聞屆ノ 上、 御請 申 上 返 出。 I 督 i 

〇 達 書 一 一通 

仙 臺 藩 へ 

慶邦 降伏 謝罪 ノ 嘆願書、 御 落手 二 相 成 候 上 ハ 、速  一一 K 邦 ハ乂子 一旦 城迄罷 出、 降伏 之 禮ヲ可 盡候事 C 

n- シ 、降 犬 之 上 ハ 、寬犬 之 御沙汰 モ 可 有 之 候 一一 付、 家中 ノ者共 心得 逢 無 之 樣可致 候 事、 

來 レ 一 一十 日 進軍、 一旦 城 迄 御先 鋒 御 繰 込 二 相 成 候 間、 兵隊 ハ 阿武隈川 以北 へ 早々 可 引取、 且 市民 動 搖無之 様 可申觸 事、 

先鋒 一旦 城へ 著陴ノ 上、 指 禪可致 候條、 器械 彈藥 等、 岩 沼 城へ 取 集 メ可置 事。， s™s  . 

き川脫 ノ家來 、其 藩 ヲぉ？ 5| 罷在候 由 相 聞 候條、 其 儘 留置 人員 可 申出 候、 眞 一一 悔悟 謝罪 ノ上ハ 、寛大 ノ 御所 置 モ可有 之 條、. 

動 搖不致 様 可 取締 ノ旨、 御 達 有 之 候 事、 

但、 器械 ハ取 上、 早々 可 指 出 候 事 0難§ 

〇 慶邦 使臣 申禀書 

一 日光 宮樣、 仙臺 へ 被爲 入、 城下 仙岳院 二 被 遊 御滯留 候、 如何 成 上ケ可 然哉ノ 事、 

一 舊幕臣 共、 領内 へ 立 越 居候 分、 嚴 二 裏 シ、 不 殘領内爲 引 拂可申 哉、 若 叉 勝 f 以テ國 内 二 住居 仕臺ノ f- 暴動 等 無 

之 様、 屹度 取締 指 置候テ 不苦閒 敷哉ノ 事、 

一 是迄國 事 ヲ誤候 謀臣 共、 堅ク 禁固 申附置 候、 如何 樣處置 仕 可 然哉之 事、 

一 世 良 修藏殿 チ喑殺 仕 候 者、 其 節 脫走仕 候家來 共有 之、 當時其 取轧中 二 テ罷在 候、 猶又 屹度 取 亂召铺 申 上 候 樣可仕 候 事 

一 滅亡 之 fM< 名 、領内 へ 立 越 居候 處、 右 ハ 御 軍門 へ 爲罷 出、 謝罪 爲申上 候 様、 取 計 可 然哉之 事、 

右 ケ條之 通、 奉伺 候 樣率附 越、 如斯 御座 候、 御沙汰 奉 待 候、 以上。 
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復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 十六 日  四 七 人 

辰 九月  仙臺藩 石 母 田但馬 

遠 藤 文七郞 

〇 批紙 

第 一條， 速 二軍 門へ 送リ候 事、 

第二 條 其 藩-一 留置、 器械 取 上ケ、 吃 度 取締、 追テノ 御 達 相 待 可 申 事、 

但、 器械 等 難 取 上場 合 有 之 候 へ ハ 、其 段 可 申出、 速 二 出兵 御所 置 有 之 候 間、 其 心得 可 有 之 候 事、  . 

第三 條 堅ク 禁錮 一 附置、 御 達 相 待 候 事、 

第四條 不 容易 大罪 之 者-一 付、 速-一致 探索、 召 稀 可 差 出、 通滯 I 一 及 候へ ハ 屹度 御 達 モ在之 候 事、 

第 五條 早々 軍門 可 差 出、 眞 一一 悔悟 謝罪 ノ上ハ 、寛大 ノ 御 達 可 有 之 候 事 道 M 

〇 續十 九日 參謀大 總督府 へ 申牒 

■、 去ル 十五 日、 仙 藩 使節 伊達 將監、 遠 藤 文 七郞、 櫻 田 春 三郞、 肥 後 持 場 御 軍門 外-一 罷出、 降伏 謝罪 之 歎願 書 差 出シ、 右， 一 付、 

翌十 六日、 同所 へ 左 久馬罷 出、 國情得 ト聞亂 シ候處 、恭順 謹 愼之體 相違 モ無之 一一 付、 則 歎願 書 御 落手 ，ー 相 成 リ候趣 申渡シ 候、 

則 別紙 之 通、 御 下 札 鼓 御 達 シ有之 候處、 謹 承 仕 候、 依 之、 明 二十日 中 村 城 進發、 御先 鋒 左 之 通リ、 Mpg  一  シ ル十モ 七， 日 ト條同 下 一、 

へ シ、 亘循迄 御 操 込-一 相 成リ、 於 同所 御所 置 相 付、 直 1 一城 下へ 御 進軍、 城 地 請 取 候 心得, 一 御座 候、 乍 去、 但木土 佐 之 一 手 六 

百 ノ，， に、 不伏 王化、 依 之、 仙 藩 人 數ヲ以 討 取、 實効相 建 候 段 申出 居候 處、 仙 之 世子 說得 -1 寄、 五 百 人 ハ 鎭定仕 候 得 共、 德川^ 

走ト 合力 致シ、 此度 專盡カ 仕 候 處之仙 之 老臣 ラ斃シ 候 企 有 之 趣、 今 曰 達 シ出申 候、 右一 一 付、 殊 一一 寄、 小 戰爭ハ 可 有 之 ト奉存 

候 得 共、 前 途見 込 モ 相 付 居候 事故、 御 安 意 可 被 下 候、 

一 脫艦モ 石炭 二 乏シ ク候 事故、 十分 御手 一一 入 可 申 ト奉存 候 得 共、 複本 和 泉 如キ之 鼠輩、 仙 藩 降伏 之 機 ヲ察シ 、疾 ，ー モ脫走 可 

仕 哉 モ難計 候  >  一 付、 其 邊之處 モ仙藩 へ 、急 心 添 仕置 候 事 -ー 御座 候、 . 


一 前文 之 次第 -ー 付、 最早 兵隊 御 操 出 シ 一一 及不申 候、 薩兵 モ 昨日 著 仕 候、 是- 一而 ハ人 數モ 十分-一 付、 左樣御 承知 可 被 下 候、 當 

局モ 同樣ノ 次第 故、 別段 同役 御 差越シ 一一 及不申 候、 

一 總督卿 二  、ノ  、一旦 循 へ 御先 鋒 著 之 上、 御 左右 申 上、 其 上 御 進軍 -ー 相 成 候 害 二 御座 候、 

一 先達 而モ申 上 候 蒸氣乘 組、 可然 人物 早々 御 差 越 可 破 下 候、 

一 病院 餘程雜 費 入用 二 付、 金 三 萬 金 丈ケ、 早々 御 送 リ方不 相 成 而ハ、 進退 二 甚困リ 居候、 其 御 取 計奉賴 候。 

九月 十九 日  寺 島 秀之助 河 田 左久馬 

高 橋 熊 太 郞赚督 i 

十 七 日、 督府、 仙臺 降伏 ヲ布 吿シ、 諸軍ヲ 警戒 シテ、 不虞 一一 備フ、 又 諸軍ノ 進守ヲ 部署 シ 、 前 鋒 

二十日 ヲ以テ 亘館二 入 ラシ 厶。 

5. 達慶邦 先非 悔悟、 御陴門 一一 降伏 謝罪 ノ歎 願書 差 出 候處、 御 落手 一一 相 成 候條、 可 被 得 其 意 候、 仙 藩 ハ 雖致歸 降、 德川 脫走ノ 

者、 未 彼 藩 所 置 中 1 一 付、 何時 暴動 難 計 候 間、 無 怠 各藩 持 口 可 有 厳戒 旨、 御 達 有 之 候 事。 

〇 

山 藩 降 火 致 候 付、 來 ル 二十日 ョ リ御 先鋒 御 繰 込 一一 相 成 候 一一 付、 各藩 兵隊 軍 列嚴肅 一一 繰 込 可 申、 且新 一一 降伏 之國 情、 市民 ノ狐 

疑 モ難計 候 一一 付、 各隊 厳重 二 取 構へ、 粗暴 之 振舞 無 之、 御仁 風 ヲ感戴 致 候 様、 末々 迄 可 心掛旨 御 達 有 之 候 事。 

0  1 

藝 州不殘 筑 後不殘 筑前 一中 嫁 因 州 二 中隊 伊 州 一 中隊 大；^ 不殘 

長 州 二 中隊 館 林不殘 肥 後一 中隊 - 

右、 來 ル 二十日 曉六 字、 城外 大手 前 -ー 整列、 七字發 軍、 一旦 表 迄 御 進軍 -ー 相 成 候 段、 御 達 有 之 候 事、 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 十七 日  四 七， 5 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 十八 日  四 八 〇 

但、 二十日、 坂 本 表 治陴之 事。 

〇 

旗卷 伊 州 殘人數 相 馬 百 人 樫 木 相 馬 五十人 天明 相 馬 五十人 中 村 城下 御 親 兵 

黑木 薩州 原 釜 肥 後 一 小隊 相 馬 百 人 西 山 長 州 一 小隊 御 守衞 徵兵隊 

長老. s: 祁馬ー 小隊 

右、 番兵 所 被 改候條 、殘 人數ハ 、悉ク 十九 日中、 相 馬 城下 へ 可 引揚候 旨、 御 達 有 之 候 事 og.s?^ 肿チ^ i 

〇 案ス ル 一一 、本文 中 樫 木、 相 馬 誠 齓家記 二 椎木 一一 作ル 、又 同 記、 中 村 城下 御 親 兵 ノ條ナ ク シ テ、 黑木 番兵 ヲ御親 兵トナ ス 、 

蓋シ、 是日、 薩丘ハ 到著ス ルヲ 以テ、 一 旦達ノ 後、 改テ薩 兵 ヲ置キ シナラ ン 、 十八 日、 御 親 兵 ヲ中村 城下 ニ移ス ノ 達書ァ リ、 

^ス ヘシ 0 

〇 

黑 木在陣 筑後藩 館 林 藩 

相 馬 藩 兵食 方 

右、 明 早天、 中 村 城下へ 繰 上 ケ可致 旨 御 達 有 之 候 事 OI 督 g 

〇是 ヨリ 先、 督府、 令 シテ仙 臺境內 戰地ノ 收穫ヲ 禁ス、 是日、 之ヲ 解ク。 

當 季收納 一一 指向 キ候 へ 共、 戰爭中 不得止 差 止メ置 候處、 今般 仙臺 降伏 謝罪 申出 候 一一 付、 舊 ノ仙領 勝手次第 刈 取 可 致 旨、 出先 

最寄 百姓 等 へ 右 布告 可 致 旨、 參謀衆 へ 御 達 候 事 of 督」 I 

0 薩摩藩 後軍、； 3 や 中 村 -I 至 ル 。瞻督 i 

十八 日、 督府、 令 シ テ 再 ヒ 前 鋒兵ヲ 部署 シ、 薩兵 ヲ分テ 、駒 ケ峯 一一 赴 カシメ  、官軍 ノ靑 葉、 筆甫 二 


在 ル者ヲ 撤シテ 、中 村 及 其 封疆ヲ 守ラ シ ム 。 

先鋒 斥候隊 肥 後 藩 

中 軍 筑後藩 因 州 藩 長 州 藩 館 林 藩 薩州藩 

後軍 伊 州 藩 筑前藩 大洲藩 藝州藩 

同日 出張 使番 磯部 鹿 之 進 澤 四兵衞 西 直八郞 鈴 木 董太郞  . 

一因 大砲 隊 館 林 大砲 隊 長 州 大砲 隊 薩州 大砲 隊 筑後 大砲 隊 

右、 來ル 二十日 曉六 字、 城外 大手 前 相 揃、 整列 發軍、 一旦 表 迄 御 進軍 相 成 候 段、 御 達 有 之 候 事、 

但、 二十日、 坂 本 表 泊陴之 事。 

〇 

薩州 殘人數 

右、 明 十九 日 拂曉、 駒ケ峯 出張、 本道 斥候 處、 守 衞可致 旨 御 達 有 之 候 事、 

但、 1 一十 日、 先鋒 繰 出 候 上 ハ 、可 引場 候 事。 

〇 

駒ケ峯 出張 ノ 藩へ 

明 十九 日、 薩州 兵隊 出張 ノ上、 交番 致シ 可引揚 御 達 有 之 候 事。 

〇 

御 親 兵 

右、 明 十九 日、 黑木迄 可 引揚旨 御 達 候處、 思 召 有 之、 更-! 同日、 中 村 城下 迄 可 引揚旨 御 達 有 之 候 事。 g 上 日 

〇 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 十七 日  四 八 一 


復古 外 記 平 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 十九 H  四 八 二 

(マ、)  ^  k  藩 

右、 筆 保 出張 ノ兵 除、 仙臺 出先 兵 引取 候 樣見定 之 上、 ml '々中 村 城下 迄 可 引揚旨 御 達 有 之 候 事。 知 

〇 

相 馬 藩 

右、 筆 保 出張 ノ 兵隊、 仙臺 出先 兵 引取 候 樣見定 之 上、 早々 玉 野 笹町迄 引揚、 國境嚴 重 二 守 衞可致 旨 御 達 有 之 候 事。 g 督 I 

相 馬 誠 

胤 家 記 

十九 日、 督府、 因幡 藩 兵 二 命シ テ、 中 村城ヲ 管守セ シ 厶 。 

〇 中 村 藩 へ 達 書 

伊達 慶邦、 御 軍門 致 降伏 候 付、 明 廿日、 御先 鋒 亘楣迄 御 繰 込、 彼 地 模樣申 上 次第、 總督御 進 發相成 候條、 中 村 城 ハ 因幡へ 御預 

-ー 相 成 候 間 、厳重 守 衞可致 旨 御沙汰 候 事、  ~ 

但、 德川脫 走 二 組シ 、仙臺 過激 ノ徒猖 猿 相 企 候 趣 相 聞 候 間、 海岸 山 之 手 共嚴格 - 一守 衞可 致、 依 之、 兼 テ御達 有 之 候 嚮導 兵 

三百 人ハ、 差 出-一 不及候 事。 腳 §S 

〇 因幡 藩 へ 達 書、 總督府 日誌、 池 田 輝 知 家 記、 竝 二 之ヲ 佚ス。 

〇 仙 臺兵、 複本 武揚ノ 軍 - 一 投スル モノ アル ヲ 以テ、 督府參 謀、 平 潟、 磐 城 平 海 口  ノ使番 一一 牒シ 

テ、 其 守ヲ嚴 一一 セ シム。 

伊達 慶邦 前非 悔悟、 御 軍門 二 降伏 歎願 申出 候 -ー 付、 彌明 廿日 先鋒 進發、 一旦 館 迄 御 進軍-一 相 成 申 候、 總 督付ハ 出先 ノ模樣 一 應 

申 上 候 迄 ハ 、是迄 ノ通中 村 城 -ー 御 滞陣 -ー 相 成 候、 仙 藩 二 兼 テ罷在 候 德川脫 走 徒、 仙 藩 激徒三 四百 人 合併、 彼 表 脫走致 候 段 申 

出 候 -ー 付、 其 地 海岸、 別シ テ嚴 重守衞 肝要 -ー 存候、 其 他 追々 可 申入 候、 此段爲 御 心得 申達 候。 


九 十 九へ 日  寺 島 秀之助 

河 田 左久馬 

總督府 日誌 

〇 仙 臺藩記 二 云、 額 兵隊 暴行 ノ節、 城下 色蕉ノ 汁」 ト申處 へ、 張 紙 致 候文 左 ュ 、 

§1 賤 ノ小臣 等、 誠 惶誠懼 泣 血 奉 哀訴 候、 抑 被爲伸 大義、 皇國ヲ 被 遊 御 維持 思 召 一一 付、 段々 被 仰 出ノ御 趣旨， 謹テ 奉拜、 嗜愚ノ 

身 不堪 感佩、 賊徒 掃 摄ノ 事-一 於テ、 尤 犬馬 ノ微勞 ヲ盡シ 奉奏效 度、 闔隊 憤激 勉働罷 在、 猶又厚 御 敎育モ 被 成 下、 已 一一 出軍 ノ 

用意 相 調、 不曰 一一 シテ將 一一 發ノ 所、 近頃 ノ 形勢 ヲ 恐察 仕 候 一一 、大條 孫 三郞、 遠 藤 文 七郞、 後藤 孫 兵衞、 石 田 正 親、 遠 藤 主 稅- 

等ノ諸 奸臣、 國家 危急 ノ際ヲ 僥倖 シ、 黨與ヲ 募リ、 有志 ノ同 勤等ヲ 排斥 シ、 自威福 ノ姿ヲ 爲シ、 和議 ノ說ヲ 以テ君 公 ヲ構陷 

セン ト、 百方 奉 逼候處 、凛 然 不可 奪ノ尊 志ヲ誣 罔シ、 其 姦欲ヲ 逞フセ ン トス、 漸其志 ヲ得ル 一一 及 テハ、 將士  s8-、 遂 一一 不 

可爲 ニ至ラ ン 、國家 妨害 不如 之、 且此 輩從來 奸惡ノ 所業 不遑 枚擧、 天地 一一 不容ノ 罪人、 不可 不斬除 候、 夫 方今 奸賊朝 二 當 

リ、 幼 ノ 天子 ヲ夾テ 善 戾ヲ恣 ニシ、 甚ニ至 テハ臣 トシ テ君ヲ 誅シ、 弟 ヲシテ 兄 ヲ討セ シム、 倫理 顚倒 綱常 墮地、 無辜 ノ 

人民 兵 害 ノ慘楚 二 不堪、 此時 ニ當リ 奸賊ヲ 除キ、 忠良 ヲ擧ケ 、倫理 綱常 ブ修メ 正シ、 上ハ 天子 ノ窟襟 ヲ觯キ 、下 蒼生 ノ歐 

苦 ヲ御救 ヒ被遊 度、 廳世ノ 御鴻業 ヲ被爲 企、 天下 萬 姓； S 目 仰望 罷在 候處、 不幸 一一 シ テ 同盟 不固 誓約 輒破レ 、將士 不勉、 軍 

不利、 遂 ニ喊ノ 馬蹄 ヲシ テ我 カ國境 二 入 ラシ メ、 將ニ 長驅シ テ 城下 二 至 ラン トス ル事勢 二 相 成、 實 一一 國家 存亡 之 秋 也、 

雖然 百萬ノ 封土  ニテ、 碌々 人 二 依テ事 ヲ成ス 二 アラス、 豈 同盟 ノ破ヲ 憂へ ン ャ、 我 將士是 不振 ヲ憂フ 、宜ク 速-一規 律 節制 

ヲ定メ 、賞罰 ヲ嚴明 二 シテ、 是 ヲ勵ス へ シ、 勝敗 ハ 兵事 ノ常、 百 敗シテ 不撓 ノ氣カ 有テ、 其 功 ヲ遂ク へ シ、 素 ヨリ 今日 ノ事 

擧ナ 豫メ有 勝箕、 萬 期成 功 候御義 二 モ被 爲在閒 敷、 成敗 ハ天 也、 不 成ハ殉 社稷、 仗 義而斃 耳 一一 御 坐 候、 今更 兵 ノ利ァ ラサ 

ル 二 ヨリ、 豈膝 ヲ賊輩 一一 屈ス ル ノ理ァ ラン ャ、 若 能 我 奸臣ヲ シテ其 志 ヲ遂ケ 、降伏 罪ヲ 賊軍-一 謝セ ハ 、今日 以前 ノ事 却テ 

朝敵/名 ヲ 不免、 百 萬 ノ 封土 モ 不待 言、 兩君 ノ玉體 ヲシテ 、何 ノ地ニ 置 チ奉ラ ント 思フへ キヤ、 實 一一 臣子 ノ所 不可 言 也 

復古 外 記 平 S5!  ロ戰記 第 HI 明治 元年 九月 十九 日  四 八 三 


復 古 外 記 平 潟 口 戦記 第 四 明治 元年 九月 二十日  四 八 四 

偶 以足取 笑 天下、 遺 恥 百世 耳、 不堪 痛哭 流涕之 至、 臣等唯 知 討誅姦 邪、 未 講降賊 之禮、 依 之、 今般 誤 國ノ奸 臣ヲ斬 除シ、 盆 

國是ヲ 確定 シ、 衆 心ヲ統 一 一一 シテ、 賊鋒 一一 向ヒ、 終始 君 公 確守 ノ思 召ヲ 貫徹 シ奉 ラン コ トヲ 要ス、 幸 一一 臣等ノ 微衷 ヲ 亮察 

シ賜ヒ 、遂 - 一女 放 囘ノ勿 作 所感、 則 天下 幸甚、 小 臣等誠 惶味死 謹言。 

九 額 兵隊 中 

右、 除 中 菅原隼 太 口供 一一 云、 慶邦說 得 一一 付、 總兵柴 田 郡 村 田 迄返キ 、宮 床へ 移 候處、 執攻等 討手ヲ 指向 候由ヲ 確報 ス ル者ァ 

リ、 爱ュ 於テ、 急 ニ石卷 港へ 轉シ、 同所 逗船ノ 檳本和 泉 等 ト謀リ 、北海へ 航シ 再擧ヲ 謀ルへ シ ト、 先 隊中ノ 議論 ラ承ル 二、 同 

議ノ者 二百 五十 名 一一 テ、 異論 ノ者 三百 餘名 ナリ シカ、 異論 ノ者ハ 不殘 歸藩爲 致、 一 味ノ 徒、 囘天、 開 陽 一 一 艦- 1 乘組脫 藩 仕 候。 

0 筑前藩 後軍、 if  中 村 一一 至 ル 。| 謹 

二十日、 前 鋒 兵、 中村ヲ 發ス。  . 

〇 參謀達 書 1 一通 

今 曉六時 整列、 七 字 砲 聲相圖 一一 テ 進軍、 仙 臺領坂 本 治陣ノ 事。 MgJS 

〇 

明廿 一 日、 進軍 之 刻限、 今日 之 通、 當楣 門內外 -ー 整列、 御使番 指揮 次第 進軍 ノ事、 

但、 肥 後 兵 除 尸 、循內 へ 整列 -ー 不及、 御使番 指揮 次第、 今日 之 通可爲 事、 

筑後 兵隊 ハ、 宿陣 所近邊 往還 へ 整列 致シ 居、 中 軍 先鋒、 今日 ノ通 リタ ル可キ 事、 

一 各 隊ノ輜 重ハ、 中 軍 ノ後ニ 置 キ可申 事、 

一 明日、 一旦 循著陣 ノ節ハ 、循外 -1 整列 致シ、 號令 降リ候 上、 各 隊宿陣 可 致 事、 

一 今晩 番兵 ハ、 其方 角 一一 宿陣ノ 兵隊、 一 方 引受 ノ事、 


但、 御使番 ノ可受 指揮 事、 

一 市中 宿陣ノ 兵隊、 巡邏 引受 事、 

一 今晩 合言葉、 松ト 問へ ハ風ト 答、 

右 之 通、 可 被 相 心得 候 事 。雄 wr^i 

二十 一 日、 前 鋒 兵、 一旦 館 二 入ル。 

〇 參謀達 書 

一 一旦 循へ 九ッ時 著陴ノ 事、 

一 明廿ー 一日 滞陴ノ 事、 

但、 進軍 ノ節ハ 、御 達 可 有 之 事、 

一 左ノ 割合 ヲ以申 合、 循內 外晝夜 巡邏 可 有 之 事、 

只今 ヨリ、 明廿 二日 朝 六 字 迄、 

長 州 藩 

明廿 二日 五 時 ヨリ、 廿三 日朝 六 字 迄、 

薩州藩 

但、 明後廿 三日 以後 モ、 右 之 通交 番ノ 事、 

因  州 

右、 宿陴 所近邊 巡邏 ノ事 iiss 

〇 大總 督府參 謀、 移檄 シ テ 、德川 氏 脫艦漂 到 ノ狀ヲ 報シ、 逋逃ヲ 逮捕 セシ ム。 
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館 林 藩 伊 州 藩 

筑前藩 大洲藩 

肥 後筑後 
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〇 大總 督府參 謀、 磐 城 平 在留 官軍 へ 書柬  ， 

先般 铫子港 へ 11 著、 上陸 散 亂ノ節 、奥州 表 へ 脫走ノ 者 モ有之 哉 一一 付、 別紙 ノ通リ 、常、 總、 野 三 州 へ 相 達 申 候、 爲御 心得 申 進 • 

候、 中 村 表 總督府 へ モ早々 御 進 達、 探索 方 肝要-一有 之 候、 此段 申入 也。 

九 E: 十四 H 

〇 別紙 

德川 家脫艦 1^ 加 保 丸、 下 總铫子 港 へ 漂 著、 同處 へ 上陸、 處々 へ 散 亂ノ內 、植本 和 泉、 II、 ノゃ I ひ パ 成 1 腺 十郞、 大河 八十 郞、 中原 

登、 人 見 勝 太 郞、？ 15、 蓋 大原金 五郞、 伏 見 喜 之 助、 本山 小 太郞、 中 根 造酒 之 介、 散兵 ノ者 、奥州 表へ 逃 去 候 趣、 召 柿 乘組ノ 者 

及白狀 候、 右ノ 次第 二 付、 各藩 申 合 、厳重 二 探索 取締 可 致 候 事。 

九月 十四 日 I 上； 3 

〇 二十 二 日、 督府、 伊達 宗敦ヲ 中 村 城  一 I 召シ テ、 暴徒 ノ擧 動ヲ責 問シ、 亟 -! 仙臺 二 歸リ、 父慶邦 

トカヲ 戮セテ 、之ヲ 鎭輯セ シム。 

今般、 軍門へ 降伏 謝罪 之 趣承屆 候、 委細 ハ參謀 ラ以テ 、別 テ申遣 候 通 ノ處、 近頃 過激 之 徒 蜂シ， 天朝 ヲ輕 シメ、 不用 王 命、 

及 暴動. 國家ノ 存亡 ヲモ 不顧， 不輕 罪科 二 付テ ハ 、速 一一 國許 へ 相歸、 父子 盡カ 鎮撫 致 シ候樣 可 心得、 此上 國中不 穩節ハ 、重ク 

被處 罪科 旨 御沙汰 ノ事。 

〇 仙 臺藩記 一一 云ク、 慶邦等 ノ願御 取受ノ 後、 額 兵 暴發、 暫時 鎭靜ノ 姿 ハ成ト 云 トモ、 邪 論 ノ徒尙 モ猖獗 、處々 -ー 集散、 良 モス 

レハ激 發スル ノ勢ヒ 有 之 候 一一 付、 被 相 尋筋有 之、 伊達 宗敦 輕隊 二 テ、 中 村 へ 罷出候 樣達有 之、 九月 廿ー 一日 參城 候處、 右 之 通、 

四條殿 ヨリ 被 仰 含。 

〇 前 鋒 兵 亘館ー 1 次ス、 參謀、 諸險 一一 令シ、 各 二人 ヲ擇ヒ テ、 仙臺ノ 銃砲 彈藥領 吹 ノ事ヲ 掌 ラシ 


つ 吏 番達書 

今般、 仙 藩 謝罪 歎願 御 聞屆相 成、 器械 彈藥被 取 上 候條、 受取 方 トシ テ、 各隊 ヨリ 兩人宛 出張 被 申 付 候 間、 人 i 付 ラ以テ 、早 

早 可 被 申出 旨、 參謀衆 被 達 候 事。 S 督 fi 

〇是 ョ リ先、 入道 公 現 親王、 東 叙山ヲ 遁 レ 、會、 米、 仙ノ間 一一 流 寓ス、 是日、 謝表ヲ 督府 一一 上リ 

罪ヲ 待ッ。  - 

去ル 五月 十五 曰、 豪 山 屯聚ノ 兵士、  fif  g 丘 fflf 、隊 抗嘉及 戰爭候 節、 拙 僧 住居へ 間近 ク 砲聲| キ、 懼怖 仕 候 折 柄、 

忽チ 中堂 其 外 諸 5 本坊 - ー至ル 迄、 一 時變、 驚嘆 雲. 十 方 -ー暮 レ、 不取敢  一 i  、-ー ftf 衣 素足 ノ儘、 山內 ヲ遁 レ出、 纖 

三 y  ノ 僧侶 一一 誘レ 、田野 ヲ 歩行 仕、 市ケ谷 自讃 院方 へ 相 越、 潛居 仕、 追々 總督府 有 栖川宮 御 方 へ 、 訴訟 可.^ 心底 藩 記 得 一一 

，ノ處 、，市街 種々 ノ風 說相 發リ、 一 時顚倒 心中 惑亂ノ 餘リ、 前後 何等 ノ 分別 S 、二 モ無 之、 只管 官軍 ノ 探索ヲ 

相 怖 レ 、終 一一 不思實 州 地 へ 、 一 先 相避 重、 諸 藩 モ 霧 天朝 li、f&f 粗略 ノ 簾 相 成、 變 ヲ以、 深切 ノ 介抱 二 預 

リ、 當 今仙臺 ニ依賴 仕、 配下 仙 岳院方 二 逗留 罷在 候、 然 ル處、 今更 勘 辨仕候 へ ハ 、是迄 數月ノ 間、 人洛ノ 上、^ 奉 ^ 

等ノ I モ無 之、 當國5 在 齧法ノ 次第、 深ク 悔悟 仕、 霧 天朝 奉 恐 入 候、 此上 ハ霸ヲ 相盡： i 待 ノ 零.^ 

陣 謝.， &、被爲聽召、^、，仙/^子聞ァ_1?リ、 御仁 恕ノ 程奉欵願 候、 此段 朝廷 へ 宜御 執成ノ I 賴 i r&f 候、 誠惶 誠恐頓 

首 敬白。 

慶應四辰年九01:舰％^^| 

〇 自證院 記 二 云、 五月 廿 五日、 宮御 方、 醫生ノ 姿 ヲ擬シ 、卑賤 ノ俗 服ラ著 セ サ セ 、羽 倉 氏、 匹 田氏ヲ 密從ト シ テ 本坊 ラ出サ 4 

ラレ、 鐵砲洲 河岸 ョ リ、 傳馬船 一一 乘セ 奉リ、 僧侶 ハ淨 門院 邦 仙、 常應院 守慶、 俗 ハ鈴木 安藝、 麻 生 將監、 關 右京、 安藤 直 記 御供 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 明治 元年 九月 二十 二日  四 八-  , 


復古 外 記 平 渴ロ戰 記 第 四 明治 元年 九月 二十 二日  四 八 八 

品 川 ョ リ蒸氣 船 二 召サレ 、航海 シ 玉 フ 、廿 八日 、奥州 平 潟 へ 御上 陸、 廿 九日 岩 城 平 城 へ 御 泊、 六 S ハ日， 米、 會侯 ョ リ警衞 兵 

相 付、 會津城 東 照 宫別當 ノ坊へ 御 著、 十八 日米 澤へ御 越、 夫 ヨリ 仙臺 へ 御 依賴、 仙 岳院御 止宿、 七月 十二 日白 石 へ 御 動 座、 九 

月 朔 日 再 ヒ 仙岳院 へ 御 還 リ， g  j 、十五 日 龍王 院、 覺王院 儀、 執 當役中 上野 事件 一一 及 ヒ 、方今 ノ 場合 一一 立 至候邊 ヲ 以テ 、仙 岳 

院 末寺 へ 謹愼 仰付ラ レ 、御自身 モ 一 歷御慎 朝廷 へ 御 謝罪、 尤 急務 タ レ 共、 御 便宜 無 之、 遷延 玆 一一 至リ 候處、 鎮撫 使 四條少 

將、 駒 ケ峯御 著陣ニ 付、 御 欵願ァ ル へ キ旨、 僭 侶へ 御 協議、 一同 奉 領シ、 仙、 米、 會藩 土へ モ 、自讃 院ヲ以 テ御侬 賴ノ處 、各藩 

當然ノ 御 事ナリ ト進メ ラレ 候- 1 付、 彌御诀 心、 亮榮 御 委任 ナリ、 一 一十 日、 御 陳謝 御代 僧、 仙岳院 へ 松林 院差 副、 坂 本 宿 へ 

著 シ候處 、四 條殿ハ 中 村 御著ノ 由， 一 付、 此御 陣門へ 伺候 處、 明朝 參上ノ 御差圖 二 付 退去、 一 一十 一 日、 御 軍勢 亘宿 へ 御 進 ノ由ニ 

付、 兩院 同所 へ 立 房 出頭 候處、 御用 繁 二 付、 明朝 出頭 ノ御 指令 - 一依 リ 退出、 一 一十 二日 早晨、 御 營罷出 候處、 參謀寺 島秀之 進、 御 

使 番澤四 兵衞、 西 正 八郞、 鈴 木 董太郞 、太 田 珪太郞 、筆宫 西 池淸彥 列席、 仙岳院 上申 ス、 這 囘四條 殿御 進 -1 付、 宮御方 御 情 願 

呈露ノ 秋 至リ、 御代 僧 ヲ以テ 御 陳謝 歎願 ノ條、 御 寬典ノ 朝 a:: 、被 仰 降 候樣願 上ル旨 申述、 御狀 If 隨， ヲ差上 候、 參謀寺 

島秀之 進、 陣 謝ノ狀 受取 曰、 宮御方 本々 何事 モ御 承知 無 之事ハ 相 分 候 事 -1 テ、 御 陳謝 ノ旨御 氣遣コ レ ナク、 東 叙 山 事件、 畢 

竞取計 候^ ノ 不所存 -ー 出 ル所、 依テ 兼テ 大總督 ョ リ 御處置 仰出サ レ 有 之、 不日-一 モ 御上 京 ，1 相 成 候 節 ハ、 夫々 警衞宫 軍 ョ 

リ付 ラレ 候、 狭 元 執當覺 王院、 龍王 院、 仙 城下 一一 謹 愼罷在 由、 右ノ 者、 事件 前 種々 處 分致シ 、旣 二 大 總督府 ヨリ 召レ 候 節、 病氣 

二ば P シ 朝 旨 一一 戾リ、 不埒 ノ所置 有さ 候へ 共、 必ス嚴 科-一 處 セラ ル 、 ト申儀 一一 《無 之 間、 外々 へ 潛伏致 候 樣ナル 心 Bsr 之 

間 歸- 此御 陴謝狀 ハ 、卽刻 中 村 表 四條殿 へ 相奏候 間、 一 兩日 手間取 可 申 旨、 御用 濟 退出。 

〇| 自讃 院仙臺 へ 歎願 書 

宮御 方執當 龍玉院 儀、 過ル 五月 十五 日、 於 東 叙 山、 彰赣除 ノ者抗 官軍、 及 戰爭候 節、 於宮 御方モ 一時 御 當惑ノ 餘リ、 無 御據被 

成 御 潜行、 右 御行 衞兩院 共 御尋申 上、 當國 へ 罷下リ 候處、 畢竟 右兩院 儀、 彰 義除ノ 者へ 敎諭 取締 方、 不行屆 不特ノ 至 二 被 思 召、 

先達 テ役義 御免 ノ上、 御城 下 寺院 内へ 蟄居 謹 愼被仰 付 置候閒 、官軍へ 謝罪 ノ義、 御 星 形 様 於 テ宜敷 御 執 成 ノ程奉 願 上疾、 以 


上。 

辰 九月  自證院 

總督府 日誌 

二十 四 曰、 伊達 慶邦、 亘 館ニ詣 リーア、 罪ヲ 軍門 一一 謝ス、 參謀命 ヲ傳 へテ、 其封ヲ 收メ、 

兵器 ヲ籍シ 、權ー 1 老臣 ヲ シテ 民事 ヲ管セ シム。 

伊達 陸奧 

今般、 降 犬 歎願 書 御 落手 一一 相 成 候 上 ハ 、速 一一 城 地 ® 器械、 彈藥、 御先 鋒 へ 差出シ 、謝罪 ノ實効 可 相顯旨 御沙汰 候 事。 

但、 德 川脫臣 ノ儀モ 、去ル 十六 日 御 達面ノ 通、 早々 所 置 可 有 之 事。 

〇  . 

伊達 陸 奥 重 役 共へ 

領分 民政 ノ儀、 追テ 御沙汰 有 之 候 迄ハ、 重役 ノ者、 乍 慎 取締 可 致 御 達 有 之 候 事。 i^sti 

〇 伊達 慶邦 家臣、 書 ヲ督府 一一 上リ 、官軍 供 張 及 ヒ降禮 ノ日ヲ 禀請 ス 。 

一 總督枚 へ 差 上 候 御 膳 具、 白木 三方 -ー テ 御茶 婉ト 心得 候 事、 

ほー 、御 進 發之御 途中、 御 休泊所  >ー テ 御用 立 候 分ハ、 御 間 一一 合 兼 候 儀 モ候ハ 、 、塗 木 具-一 テ差上 候 様 被 成 下 度 候、 

一 御菜 數之 事、 此儀御 差 圖被下 度 候 事、 

一 御 夜具 之 事、 此度爲 御 持 罷成候 哉、 亦 弊 藩 二 テ 用意 差 上 候節ハ 、何々 イク ッ、 it! 、染何 レ之方 一一 テ指上 候 樣可仕 哉 相 伺 

上 候 事、 

一 途中 大風 雨 等 之 節 尸 、御輿 亦 ハ 御駕籠 御用 立 可 申 哉、 被爲 召 候 節、 弊 藩 ョ リ差上 可 申 哉、 差 上 候 節 ハ 新規 用意 早速 行 
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屆兼候 問 九條 へ 差 上 候 節 之 繮末之 御駕籠 -ー 御座 候 得 共、 御用 立 候 様 二 モ可仕 哉 之 事、 

一 仙臺城 へ 被爲人 御點撿 後、 御 本 營之儀 尸 何様 相 心得 可 申 哉 之 事、 

仉、 九條 M 被 爲入候 節ハ、 城下 之 內養賢 堂 ト唱候 學校所 二 被 爲入候 事、 

一 御召替 御馬、 爲御牽 罷成可 申 哉 二 奉 存候得 共、 心 懸置候 樣可仕 哉 之 事、 

伹、 弊 藩-一 テ差上 候節ハ 、御馬 具有 合ノ 品、 鞍 置 -ー テ心懸 置 候 之 樣可仕 哉 之 事、 

一 御總督 枚、 仙 S へ 被爲 人 候 節、 御供 拉總御 人數、 何 樣可被 召 連 哉 之 事、 

一 四條； ^御 一 方 -ー 可 有 御座 哉、 外 一一 御 付添 ト奉稱 候歟、 堂上 方被爲 在 候 ハ 、 、前 廣伺置 申 度、 且諸大 夫衆始 御用 人 等、 凡 

テ御側 勤 之 御 人 數ヲモ 伺 置 度 奉存候 事、 

j 總督 枚、 中 村 ヨリ 仙臺 へ 被爲 入 候 節、 弊 藩 家老 共 之內、 竝郡方 役人、 駒 ケ峯境 へ 罷出、 一 門 伊達 藤 五 郞儀ハ 御 同所：^、 

亘理城 へ 御 著 之 節、 御 途中 へ 罷出、 何レ モ御 案内 申 上候樣 仕度 奉存候 事、 

一 主人 父子、 服附 何様 相 心得 可 申 哉 之 事、 

ffi  、左 京 儀 中 村 城 へ 罷出 候節ハ 、染 小袖 痲 上下 一一 テ罷出 候樣、 御 差 圖罷成 候處、 追々 共 矢 張 右 服 -ー テ可然 哉 之 事、 

一 右 -ー 付、 家中 共 之儀ハ 、疾 ヨリ 馬廻リ 以上、 痲上： 卜 右 以下 之分ハ 、平服 先 以申付 置 候 事、 

一 仙臺へ 御 著 之 日、 ナラヒ . 一 一城 下 御滯 陣中、 弊 藩 ヨリ 所々 へ警固 人數、 差 出 置 候 様 可 仕 哉、 若 亦 右樣ニ テハ却 テ穩二 無 

之 候 間、 相 扣候之 樣トノ 御 趣意 -ー モ可有 御座 候 哉、 相 决兼候 事、 

一 御總勢 へ 、弊 藩 ョ リ 兵粮 差 上 候樣、 仕度 心得 二 テ 罷在 候處、 當分郡 山家 へ 被 仰 付 置 候 由、 右 藩 へ 勤 方 之 義打合 候樣、 役 

人 共 申 付 候 樣可仕 候 得 共、 先 私 丈 ケ ノ 心得 -ー 御内 意 伺 申 度 奉存候 事、 

一 御總督 枚、 幾日 頃 中 村 表 ヨリ 當領へ 被 爲成候 哉、 御 定日前 廉伺上 置不申 候得ハ 、千々 萬々 諸事 手 支 仕 候閒、 御内 讒之程 奉 

願 候 事、 


右條々 之，..、 I 々心 付 次第 相 伺候 樣 仕度、 一 體之儀 ハ 、家老 共 ョ リ相 伺候 哉 二 奉 存候得 共、 段々 演達仕 候 通、 不 取調 二 テ 

御用 御 間欠 二相 成候テ ハ、 恐 入 奉存候 間、 早速 ヨリ 先々 手配 仕度、 此段 私而已 心得-一 相 伺 申 候、 以上。 


辰ノ 九月 

尙以、 城 表へ 御 繰 込 之 御 人數、 御 幾人 二 テ、 御 一 手々々 切 之 内 二 モ、 御 人數之 多少、 1 

大凡 二 テ モ相 伺候 テ、 今日中、 仙臺表 へ 申 遣 置候樣 仕度 奉存候 事、 


—澤武 司 

御宿 陣所 何程 位 心 懸置可 申 哉、 


〇批 紙 

第 一條 申出 ノ通可 取 計 事、 

第三 條 用意 ノ事、 

第 五條 城 中 御宿 陣 二相 成 候 事、 

第七條 追 テ御達 可 有 之 事、 

第九條 不及其 儀、 郡 奉行 一人 駒ケ峰 ヨリ 御先 拂ノ 事、 

第 十 一 條 批答 闕ク、 

第 十三 條 會計官 へ 萬 端 可 伺 出 候 事" 


第二 條 一 汁 ニ菜ノ 事、 

第四條 用意-一 不及 事、 

第六條 用意 ノ事、 

第八條 御 一方 ノ事、 

第十條 痲 上下 著用ノ 事、 


第 十二 條 其 儀-一 不及候 事、 

_  第 十四 條 未 日限 御 決定-一 不相成 候 事 C  f 督 M 

〇 本 多 忠紀、 內藤政 養、 安藤信正、 書 ヲ督府 二 上リ、 罪ヲ謝 シ降ヲ 乞フ。  I 

辟 S レ邑之 微臣謹 而奉申 上 候、 今般 王政 御 一 新 一一 付、 勤 王 之 道 、遵奉 仕度 素志 候閒、 王師 討會 之砌、 旣 二 白 川 城 へ 出兵 

仕、 當六 月 奥州 ロ爲御 追討、 御 軍艦 御 差 向 之 節モ、 家來共 嚮導 被 仰 付、 難 有 仕 合奉存 候、 然 ル處、 奧羽之 形勢、 旣 二 不可 言 

姿 二 成 行、 小邑難 孤立 于大國 之 間、 遂 二 不得止 事情 二 陷リ 、今更 言語 之 可 奉 謝 筋 無 御座、 不堪 悲歎、 恐懼 之 至 先非 悔悟 仕、 於 

臺 城下、 恭 S 邛 kkl 能 在、 家來 末々 迄、 屹度 謹慎 申 付 置 候、 依 之、 御 軍門 へ 降伏 謝罪 仕 候 間、 伏 願 天地 無量 之以 御仁 慈、 寬 

大之奉 仰 朝 裁 度、 敢胃 斧錢之 罪、 奉 歎願 候、 誠 恐 誠 恐 謹言。 
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九月 廿 四日  本 多能 登 

忠 紀 花押 

本 多 忠伸家 記 

〇  . 

罪臣政 養、 謹テ奉 歎願 候、 臣及ヒ 家来 共、 平生 勤 王 遂奉之 宿志， 一 テ、 鎮撫 使 御 東 下 之 節、 早速 爲 天機 窺、 家臣 參上、 引續 

討 會及ヒ 小名 濱 警備 之 命 ヲ奉シ 罷在候 折 柄、 天兵 平 潟 へ 御 著 艦、 其 節 奧羽之 形勢、 不得止 事情 一一 陷リ、 弊 藩 前軍 局ト 相 

成、 諸 隊繰込 相 成 候 節、 天兵 御 憤怒、 忽御 進撃-一 相 成、 居 館？ 落、 他 邦-一 於テ 謹慎 罷在 候、 臣 弱年、 兼 テ家來 共 苦心 仕、 平 潟 表 

參謀衆 之 御 達 章 頂戴 之 節、 菩提寺 龍 勝 寺祖深 ヲ以、 微衷 可 奉 申上笞 -ー 御座 候處、 是亦失 時機、 狼狽 失 措 之 折 柄、 落 館 -ー 恐愕、 

右 寺 僭 直 -ー 參上、 其 節 委曲 奉 申 上 候通リ -ー 御座 候、 此上者 朝廷、 天地 覆 載之以 御仁 德、 寬大之 御 處裁被 成 下 候樣、 悲泣哀 

訴、 御 軍門 二 降伏、 謹 而奉仰 天 裁 候、 誠 恐誠懼 謹言。 

九月  内 藤 長壽麿 

政 養 花押 

內藤政 憲家記 

〇 

當 三月 中、 對馬守 上京 仕 候 -ー 付、 私儀 磐 城 平 -ー 罷在 候處、 奧羽 同盟 之 儀 二 付、 名分 順逆 ヲ誤リ 、家來 共奉抗 官軍、 終 -ー 磐 城 

封土 ヲ失ヒ 、何共 可 奉 申 上様 無 御座、 深 奉 恐 入 候、 伊達 陸奧儀 ハ 、最寄 同盟 之 儀 二 付、 一 ト先 仙臺表 へ 罷越 候處、 今般 仙臺、 

米 澤兩藩 ョ リ 叙 慮 之 趣奉傳 承、 恐懼 至極 奉存 候、 素 ヨリ 奉抗 官軍 候存慮 ハ 、毛頭 無 御座 候 得 共、 著邑 以來、 遠 境 僻地 二 

罷在候 -ー 付、 天下 之 事情 モ隔絕 仕、 恐 多 モ 叙 慮 之 程モ具 一一 不 奉伺、 一 時 ノ行違 ヨリ、 終-一 今日 之 仕儀 二 立 至リ候 段、 退隱 

之 身 トハ乍 申、 指揮 不行屆 故 之 儀、 誠-一 以奉恐 入、 先非 悔悟 仕 候、 隨テ 兵器 悉ク差 上、 於舊領 恭順 謹愼罷 在、 家來 末々 迄 屹度 


謹 愼申付 置、 奉 仰 朝 裁 度 候 間、 御 寬典之 御 處置奉 歎願 候、 右 之 事件、 通路 相 塞リ候 二 付、 對馬守 承知 不仕候 得 共、 早速 申 遣 

t ハ 、 、恐！ M 至極 可 奉 歎 顧險、 此上 ハ 幾重 ニモ 御 寛大 之 御所 置、 偏 二 奉 歎願 候、 誠 恐誠惶 謹言。  一 

1 九 ー 月  安 藤 鶴 翁 . 一 

信 正 判 一 

安藤 信 守 家 記 h 

〇 白 河口 參謀、 移 文 シテ、 板 倉 勝 達、 織 田 信敏等 降伏 ノ狀ヲ 報ス。 

鑌テ御 配 神、 福 島主 人、 自ラ御 陣門 へ 降伏、 昨日 御 達 別紙 之 通、 此外 山形、 上 之 山、 天童、 舊棚 倉、 舊ー 一本松 降伏、 一 一本松 ハ 最前- 

申譯之 如キ、 欵 願書 差 出 候 二 付、 追歸 シ 候處、 過日 改テ 主人 自 ラ可出 之處、 大病 一一 テ 名代 重役 出仕 願書 之 程、 君臣 之 道 相 文 

宾振 -ー 付、 先 御 聞 屆相成 申 候、 是以不 得 止 次第 二 御座 候、 其 他 之 藩々、 銃器 ヲ揚ケ 候 得 ハ 、近 來入仙 之 脫賊、 數千人 屯 集 二 付 一 

テ ハ 、屠ラ ル、 ナラハ 、當然 f  9。ls1r ンきフ サ レ ハ 官軍 ヲ進 メ候ハ ン トス レハ 、少 人数 二 テ致方 無 之、 依 テ何レ モ 欵願ノ 

趣 ハ御聞 届、 只實効 二 依 ル ト申處 一一 テ 、鉄器、 彈藥目 錄丈請 取 申 候、 右 何 レモ 彌實心 ョ リ 降伏 之 趣 -ーテ 、皆 朝 裁 ヲ仰ト 申 

事 二 御座 候、 侬之、 卽今之 取 計 相 成 兼 候 間、 何 レ 會地 成功、 當表 へ 引揚之 上、 鬼 モ 角 熟談、 白 石 迄 繰 込、 都合 次第 二 御所 置 可 ffl 一 

戎義 ト奉存 候、 其 表 如何 御 運 相 成 候 哉 奉伺 候、 右 之 段 申 上 度、 早々 頓首。 

九月 廿 二日  渡邊淸 左衞門 _w 

追 啓、 莊内 降伏 決議 ノ 使者、 米澤 へ 參候 趣、 米 ョ リ申來 候、 南部 モ 同樣 -ー 御座 候。  偷 

〇 別紙 二通  - 

>  板 倉 甲斐 守 江 

一 旦 順逆 ヲ誤リ 、奉惱 袁襟候上ハ、嚴達モ可致處、初秋來家來^^川敎之助始、正義之者共、 官軍 二 依 賴シ、 不得止 之 情 一 

懇 申出、 追々 實効モ 相顯 シ、 且、 今般 自ラ 陣門 一一 出、 降伏 謝罪 之 歎願 書 差 出、 先非 悔悟、 主從 決心 之 趣 -ー 付、 御沙汰 迄 之 一 
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間、 左 之 通 可 有 之 事、 

一 寺院 謹愼之 事、 一城 邑 人民 預ケ置 候 事、 一富 効 之爲、 武器 類 預ケ置 候 事、 但、 目 錄可差 出 候 事、 

右 之 件、 申 付 候條、 賨効相 立 候 様、 精々 勉勵可 有 之 候 事。 

奧羽 追討 白 川口 總督 

九 月  御 花押 

〇  . 

天童 重役 川 野  環 

兵 部 大輔、 謝罪 欵願之 趣、 被 遊 御聞屆 候、 就テ ハ 卽今之 實効相 立 候樣可 致、 依 之、 猶 御沙汰 迄 之 間、 銳器 ハ 其 許 へ 御 預ケ、 

兵 部 大輔儀 ハ 、寺院 へ 謹慎 可罷在 旨、 可 相 達 被 命 候 事。 - 

九 月  白 川口 總督府 參  謀 

〇 參謀復 書 

貴翰 致拜見 候、 福 島 以下、 降伏 歎願 御聞屆 二 相 成 候 趣、 委細 致 承知 候、 然 ハ 當方仙 藩、 彌 降伏 ，ー 付、 脫賊取 鎭方之 儀 モ申付 

候 間、 此後 格別 之 儀 モ有之 閒敷候 之 間、 御 懸念 無 之 充分 之 御所 置 有 之 度 候、 少人數 ，ー テ其邊 御 懸念 モ 御座 候 ハ 、五 百 人 計 

ハ E. 取 早 何時 一一 テ モ差出 シ可申 候 間、 是亦御 承知 可 被 成、 白 石 迄 御 繰 込 之 儀、 只今 二相 成候テ ハ、 却 テ不宜 儀 ト被存 候 間、 

此儀 、ノ 御 差止メ 可 被 下 候、 扨 當地ノ 次第 左 之 通 一一 候、 

一 去 ル 廿日 t  一  4  ； き？ 〉 い 一一 百ー榍 迄 御先 鋒 御 繰 込、 同ョ t  ;U  ；  i? 〉 ； 一一  左 京大 夫、 中 村 城 へ 御 呼出シ 、 内 證御置 樣 

御 暇、 

ー廿 四日、 陸 奧亘循 迄爲御 誇參上 、左 之 通 御 書付、， f3^" 誠 シ、 相 渡ス、 

湯 長 谷、 泉 平 降將、 歎願 書 差 出ス、 長 岡 ヨリ モ同斷 二 候 得 共、 越後 口 持 口  ニ付、其方 へ 及欵顧：^^樣申度ス、 


一 南部 ハ 當持ロ 一一  付、 自然 御 地 へ .欵 願 一一 ヲョヒ 候得ハ 、當手 へ 御 差 送 有 之 度 事、 

右、 御 答 旁如此 候、 時下 御 自愛 專ー 二 候、 早々 頓首。 

九月 廿 四日  堀 直太郞 高 橋 熊太郞 河 田 左久馬 

寺 島 秀之助 舰. Is 

二十 五日、 伊達 慶邦 家臣、 書 ヲ督府 二 上リ、 支 封 田 村 邦榮、 將 一一 來謁セ ン トス ルヲ 以テ、 秋 田 口 

官軍 ノ進伐 ヲ止メ 、及ヒ 越 河、 白 石 守兵、 其舊 ニ仍ラ ン コトヲ 請フ。  - 

此度 伊達 慶邦、 降伏 謝罪 ノ歎 願書 御 落手 相 成 候 一一 付、 内分 田 村 右 京大 夫 儀 モ 御 軍門 へ 罷出、 降伏 ノ御禮 申 上 候 方 一一 モ 可 一 

有 御座 哉 ト奉存 候、 奉伺 候、 以上。  ，  ， 

IK 九月  仙臺 家臣 石 母 田但馬 

〇 

此度 伊達 陸奧 儀、 降伏 謝罪 ノ欵 願書 御 落手 一一 相 成 候 二 付、 田 村 右 京大 夫 儀モ、 御 軍門へ 罷出、 降伏 ノ御禮 申 上 候 カー 一 モ可 

有 御座 哉 ト奉存 、別テ 奉伺 候 通 二 御座 候處、 此節 秋田領 雄勝嶺 へ 御 繰 出ノ御 人數、 國 C へ 御 討 入 可 相 成 御模樣 一一 テ、 人心 動 

搖仕 1 能 登 候 儀 猶豫仕 候 様 罷成候 趣 申 越 候、 侬テ ハ 秋 田 口 方面 へ モ 、御 解兵ノ 儀、 早速 御 布告 御 討 入相 成 候 儀、 御控 被下忙 

様 奉 願 候、 尤右 京大 夫 儀、 右動搖 -ー 不拘、 罷登候 樣申遣 置 候、 此段申 上 候、 以上。 

辰 九月  仙臺 家臣 石 母 田但馬 

〇 日誌、 本條ニ 標記 シテ、 右ノ 次第、 秋 田 ロ參謀 大山 格 之 助へ 申 遣 ストア リ。 

敝藩 領分、 越 河拉白 石へ、 先年 ヨリ 國境ノ  2 一一  テモ、 別而 手厚 一一 守 衞人數 差 出 居候 處、 此度 御沙汰 ノ趣モ 有 之 上ハ、 一 應 
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御 屆申上 置 候 樣可仕 旨、 重役 共 ヨリ 申 付-一 御座 候、 右人 數ノ 儀ハ 、火 繩銃亦 ハ 旋條銃 取合、 兩所 へ 一 一 百 人 差 出 置 候、 且當節 

舊幕 ノ臣、 所々 一一 浮浪 モ難 計、 此上猥 一一 敝藩 へ 立 入 申 間敷モ ノ 一一  モ無 御座、 萬 一 右樣ノ 節、 器械 一 箇モ 所持 不仕 候テ 、ノ  、 取 

締 ノ道モ 自然 無覺 束、 諸事 萬 端 厚 取締 候 霞、 別而被 仰 出御 趣意 モ有 之、 彼是 先年 ヨリ ノ仕 來ノ外 一一 モ、 尙亦嚴 重人數 等差 

出 候樣、 仕度 心得 一一 御座 候 得 共、 謹慎 中 、多人数 差 出 置 候 モ 、却テ 御 趣意 二 昃リ 如何 一一 奉 存険閒 、矢 張 如 只今 迄 二  、差 置爲取 

締候樣 仕度、 此段申 上 候倏、 御 瞭察罷 成、 申 上 候 通 -ー 被 成 下 度奉存 候、 以上。 

辰 九月 廿 五日  仙臺 家臣 鹽澤武 司 

以上 總督府 日誌 

〇 牧野 忠訓 家臣、 書 ヲ督府 II 上リ、 忠 訓米澤 二 詣リ テ罪ヲ 待チ、 家 眷及臣 隸仙臺 二 在テ、 屛居 

ス ルヲ 禀ス。 

主人 駿河 儀、 此度 降伏 爲 謝罪、 米澤表 へ 罷越 候處、 家族 始メ 家來 末々 迄 モ住處 等 無 之、 不得止 事 仙臺表 二 謹慎 罷在 候、 此段 

私 ョ リ御屆 仕 候 間、 御 含 置 可 被 下 候、 以上。 

九 月  牧野 駿河 家來 三 島 宗右衞 門 

總督府 日誌 

〇 白 河口 參謀、 移 文 シ テ 、會津 降伏 ノ狀ヲ 報ス。 

I 扨於當 所、 去月 廿 三日、 城下 二 打 入 候 以來、 連日 戰爭、 晝夜 二 掛テ、 外郭 ヲ嬈 落シ 、火薬庫 ヲ 放火 シ、 或 ハ 大砲 ヲ 山腹 一一 備へ、 

討チ立 候へ ハ 、賊亦 逃 ルノ地 ナク、 救ノ 味方 ナキ故 力、 死力 ヲ盡シ テ防戰 候 得 共、 日光 ロヨ リ藝、 肥、 宇都 宮、 黑羽、 館 林 等 連 

戰悉ク 克テ、 遂 -1 城下 ニ會 軍、 越後 ロヨ リモ 道路 開ケテ 、数百 ノ官兵 相聚候 故、 城 中忽、 兵粮、 彈藥乏 敷、 終 ニ咋ー 一十一 一日、 松 

平 肥 後 父子、 軍門 一一 降伏 候 故、 父子 ハ 寺院 へ 謹愼、 兵器 不殘 引渡 シ 、今日 家中 不殘 下城、 猎 苗代 一一 差越愼 居、 咋 日城受 K  ノ都 


合 ュ相成 申 候、 城 中 男女 五千餘 人、 其內 兵士 三千 餘、 大砲 五十 門、 西洋 製 小 銑 一 一千 八 百 挺、 悉ク 取揚申 候、 

一 米澤 降伏 後、 莊內表 鼠ケ關 ロノ 官軍、 大勝 利、 城下 近 迄 攻入候 内、 旣 一一 米澤並 越後 官軍 一 一千 餘人、 上 ノ 山、 山形 邊 ヨリ 討 人 

相 成 候 由、 是又不 遠 C  、吉 左右 可 有 之存シ 候、 御 返辭旁 早々 如此 御座 候、 以上。 

九 En: 廿 三日  ，  伊地知 正 治 

.  .  板 垣退輔 

總督府 日誌 

二十 六日、 前 鋒 兵、 岩 沼 二 至ル。 

〇 二.：' 五日 參謀達 書 

肥 後一 中隊 薩州ー 小隊 因 州 一 中隊 長 州 かき 隠 is 藝州 S 伊 州 一 中隊 

右、 明 二十 六日 七 字、 大手 前 相 揃 整列、 八 字 發陴、 岩 沼 迄 進軍 ノ事、 

次第 左 之 通、  I 

先鋒 肥 後 中 軍 薩州 因 州 長 州 筑後 藝州 後軍 伊 州 長 州 大砲 嫁 筑後 大砲 隊 

出張 御使番 磯部 鹿 之 進 西 直八郞 

右 之 通 御 達 有 之 候 事。 S 督 ft 

0 因幡 藩 後軍 中 村 二 至 ル 。雌 知 S 

二十 七日、 前 鋒 岩 沼 一一 次シ、 仙臺ノ 銃器 ヲ收ム 、是 日、 參謀、 本 多 忠紀、 內藤政 養、 安藤 鶴 翁ノ降 

ヲ受ケ 、命シ テ 仙臺城 下-一 屏居シ 、罪ヲ 待 タシム Q 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 二十 六， 二十 七日  四 九 七 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 二十 七日  四 九 八 

〇廿 六日 使 番達書 

一 明廿 七日、 當所 器械 受取 二 付、 各藩 兵 除滞ノ 事、 

一 器械 請 取 トシ テ、 兼テ 御達シ 通、 各藩 ヨリ 兩人ッ 、 、明廿 七日 晝九字 迄、 當局 へ 御 差 出 可 有さ 候 事、 

町 外仙臺 ロ固メ 肥 後 藩  南 町 入口 固メ 伊 州 藩 

町 西 循內外 巡邏、 唯今 ヨリ 明廿 七日 晝 十一 一字 迄、 申 合 一藩 ッ、、  薩州藩 長 州 藩 因 州 藩 

明廿 七日 晝十 二字 ヨリ、 廿 八日 發軍 迄、 申 合一 藩 ッ、、  筑後藩 藝州藩 

右 之 通、 御 達 申 候、 以上。 S 督 M 

〇 本條、 籍沒 器械 ノ數、 諸記旯 ル 所ナシ 、總 督府 日誌 十月 ノ部、 左 / 上申書 一 一通 ヲ載ス 、盖 全數 二 非 スト 雖モ 、附記 シ テ以 

テ 參考 一一 備フ。 

〇  , 

所々 へ 屯 集 爲仕候 兵隊 總人數 四百 人 

右 へ 鐵砲 隊長 申付ノ 上、 相 渡 置 候 分、 三百 七十 一 一挺、 

右 之 通、 取調 御屆仕 候、 以上。 

九 月 

〇  - 

一 施條銃 二百 挺 但、 白 石 驛；^ メノ爲 、人數 共 一一 指 置 候、  . 

一 施條銑 八十 挺  一四 斤 施條砲 一門 

但、 鄕六村 屯 集 人 數六百 人程罷 在、 器械 召 上、 殘 隊長 印符ノ 上、 指 置 候 事、 

一 施條銃 百 五十 挺 一四 斤 施條砲 一門 


但、 秋 保 村 へ 屯聚 三百 人 已上罷 在、 器械 召 上、 殘除長 印符之 上、 右同斷 

一 施條銑 百 二十 梃 

但、 籠 寶寺屯 聚百五 卜 人程罷 在、 器械 召 上、 右 同斷、 

一 紙 

一 施條銑 五 百 五十 挺 一四 It 施條砲 二 門 

右 之 通 二 御座 候、 以上。 

〇 

.  各 通 本 多 能 登 內 藤 長. 壽 磨 安 、藤 鶴 翁 

今般 降伏 ノ欵 願書、 御 落手 一一 相 成 候閒、 仙臺 城下 最寄ノ 寺院 一一 、謹慎 罷 在候樣 御沙汰 候 事。 SS 日 i 

〇| 參謀寺 島 直 方 中 軍 一一 報 スル書 

昨夜 ハ 御 書面 落手 仕 候、 夫々 取 計 申 候、 其 後 御 配慮 奉 察 候、 

一 當表 モ 今日 器械 取 揚ケ、 三 藩 へ 申 渡 シ 相濟、 彌 明朝 ハ 七 字 進 發之積 一一 有 之 也、 

一 仙 城下 激賊拉 二 德川脫 臣モ、 絕テノ 擧動有 之 閒敷ト 被 察 候、 是ハ何 率 一 策 ヲ以テ 、早 々鎮定 ノ處專 一 ト奉存 候、 定テ明 後 

日 ハ 、當盾 マ デ御 進軍 可 有 之 候、 萬 樓在拜 眉、 先 ハ 御 報知 可 申如此 御座 候、 

追 而申上 候、 今日 林 昌之助 降伏 ノ歎 願書、 仙臺 重臣 迄 差 出 候 趣、 如何 可 取 計 哉 伺 出 一一 付、 謝罪 ノ儀 モ候ハ 、 、 早々 可 申出 

旨、 申 付 置 候、 以上。 赚督贿 

〇 督府、 今シ テ椎 木、 大場、 原釜ノ 哨兵 ヲ撤 ス。 

椎 木口 長 州、 大場伊 州、 原 签ロ肥 後、 右 ハ 今日 ョ リ 番兵 引 揚可被 申 候 事 督 § 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 二十 七日 ■  四 ナカ 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 二十 八日  J^.〇〇 

〇 是 ヨリ 先、 阿部 正靜、 白 河口 官軍 一一 降ル、 是， 日、 又 書 ヲ督府 二 上リ、 其家眷 以下 仙、 米ノ間 一一 

寄寓 スルヲ 禀ス。 

今般 私儀、 名分 順逆 ヲ誤、 奧羽 各藩 同盟 仕、 奉抗 官軍、 終 -1 棚 倉 城地ヲ 離、 最寄之 儀 -ー 付、 一 先 仙臺表 へ 罷越、 今日 之 仕儀 ュ 

立 至 候 段、 誠 二 以奉恐 入、 先非 悔悟 仕、 伊達 郡 保 原 村 陣屋 下 寺院 へ 立 1;^、 恭順 謹慎 罷在、 白 川口 御 總督府 へ 、謝罪 奉 歎願 候 

處、 御 聞 屆被成 下 難 有 仕 合奉存 候、 隨而者 家族 共 迄 早々 差 1^、 於 同所 急 度 爲相愼 可 申處、 道路 混雜等 -ー テ、 彼是 相 後、 米澤、 

仙臺 表へ 相殘 居候 者モ 御座 候 間、 此段御 聞 置 被 下候樣 仕度 奉 願 候、 以上。 

九月  阿部 美 作 守 

總督府 日誌 

二十 八日、 前 鋒 兵仙臺 1 一入 ル 、乃 城 ヲ收メ  、老臣 ヲ シ テ權ニ 之ヲ 管守セ シ 厶 、又 令 ヲ傳へ テ、 客 

兵ノ死 一等 ヲ宥 ス。 

〇 一 一十 七日 前軍 參謀達 書 

1 廿 八日 曉六 字、 當循 大手 前 整列、 七 字 進發、 仙 臺城迄 進軍 ノ事、 但、 順次 前日 ノ通、 

一 仙 豪 城下、 未激賊 竝舊幕 脫臣、 不心得 ノ モノ モ有之 哉 一一 相 聞 候條、 尙更各 隊嚴重 一一 整列 進軍 ノ事、 

右 之 通、 堅 可 相 守 御 達 有 之 候 事。 

〇 本日 諸 軍へ 達 書 

當 城下、 未激賊 且德川 ノ脫臣 、不謹慎 ノ輩モ 有 之 哉 二相 聞 候條、 無 怠 用心 可 致、 尙 各藩 兵 除 無用 ノ 歩行 致 閒敷、 尤無據 用 向 

有 之 節ハ、 统器 所持、 一 分隊 宛 外出 可 致、 夜行 ハ 堅 ク被禁 候 事、 


^、今 晚之處 、市街 巡邏 斥候、 當藩 へ 堅 ク申付 置 候 事。 

〇 

伊達 陸奧 重  役  共 へ 

仙臺 城、 其方 共 へ 常 分御預 -ー 相 成候條 、厳重 守 衞何致 旨 御 達 有 之 候 事。 

〇 

仙 臺  藩 へ 

德川脫 走 之 家來、 其 藩 へ 侬賴罷 在 候 者 共、 屡抗 官軍 候、 其 罪 不輕候 得 共、 眞 一一 先非 悔悟 ノ上ハ 、出 格 ノ御計 ヲ以、 死 一 等ヲ被 

免 候條、 其 心得 ヲ以テ 、鎭定 可 致 旨 被 命 候 事 、上 舰||§ 

〇寺^;3值方中軍-ー報ス ル書 

1、 今朝、 先鋒 五 百 人 引卒、 岩 沼 盾 進發、 晝三字 二 仙 城 二 入 候處、 重臣 不殘出 迎致シ 、無 異儀城 地 受取 申 候、 御 安心 可 被 下 候- 

j 徒 1 奴德 川脫臣 鼠輩 ノ 形勢 モ、 絕テノ 事 モ無之 樣相聞 へ 申 候、 乍 併 無 油斷、 夫々 手 ヲ付候 間、 是以御 放 慮 可 被 下 候、 何レ近 

n 鎭定之 上 可 上 候、 先 " 不取敢 城 受取 之 段、 御 屆申上 候、 此段 總督府 へ 被 仰 上 可 被 下 候、 頓首 C 

九 m: 廿 八日 

追 テ申上 候、 別紙 之 人數、 今日 出迎申 候、 

一 門 石 川 大和、 伊達 藤 五郎、 伊達 將監、 伊達 數馬、 伊達 彈正、 伊達 主 殿、 白 川上 野、 三澤信 濃、 家老 大條孫 三郞、 片倉 小-. 郞、 

中 t5 外 記、 石 母 田 ffll 馬、 古内 可 守、 遠藤吉 郞左衞 門。 

〇 城 地 受取 ノ節坐 次 


照 

湾 

镶 

• 

同 

家 
老 
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復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 二十 九日  .  五 〇 二 

〇 督府、 令 シテ相 馬 藩 ノ靑葉 守兵 ヲ撤 ス。 

青葉 村 出張 人 數不殘 、其 國境マ テ引揚 可 申 御沙汰 候 事。 |§ 

二十 九日、 大總 督府參 謀、 諸 路總督 二 移牒 シテ、 松 平容保 以下 罪 犯處分 ノ目ヲ 令ス。 

松 平 肥 後、 其 外 桑 名、 備中、 松 山、 一 一本松、 棚 〈q 等 ノ如キ 居城 ヲ捨、 本國ヲ 脫走ス ルノ 大小 名ハ 、悉ク 東京へ 可 被 差 送 候、 最家 

來 小姓 ノ^ 五 人-一 限リ 候、 尙家來 迄 モ乘輿 一一 テ、 兵隊 ヲ 以テ爲 警衞、 一 小隊 ハ御附 ケ可被 成 候 事、 

一 仙臺、 米澤、 天童、 上 山 等 ノ如キ ハ 、於 領地 謹慎 ノ樣、 御所 置 可 被 仰 付 候 事、 

右 之 通、 夫々 串， 人 候 也。 赌道嶋 

〇 督府、 津藩兵 二 命シ テ、 公 現 親王 ヲ守 衞セ シ厶。 

輪 王 寺宮御 方、 城下 二 於 テ被爲 在 御 謹 愼候條 、御 守 衞可申 上旨、 御 達 有 之 候 事。 f 督 M 

〇參 謀、 牒ヲ大 總督府 一一 上リ、 仙臺城 ヲ收メ シ狀ヲ 報シ、 又 之ヲ白 川口 參謀 一一 牒知シ 、兼テ 南 

部ノ 向背 ヲ問 フ。 

1、 追々 申 上 候 通、 伊達 慶邦、 先非 悔悟、 降伏 謝罪 歎願 申出 候 -ー 付、 過 ル廿ー 一 日、 中 村 城 總督府 ョ リ 、世子 fl- 京 御 呼 出 二 相 成、 

國情 御尋有 之、 繼テ廿 四日、 慶邦亘 盾 先銳御 軍門へ 參上、 降伏 歎願 書 御 落手 ノ御禮 申入 候、 其 後 近 邊ノ諸 館、 器械 悉ク 取揚 

ケ、 先鋒 ノ內五 百 人、 旣 一一 咋朝岩 沼 館 進發、 仙臺城 一一 著 入 候處、 重臣 出 迎ヒ、 無 異事城 地 受取 申 候、 御 安心 可 被 下 候、 就テ ハ 

進軍中、 城下 市街 ハ 悉皆 絕煙 閉戶、 軒別 一人 ッ、 上下 ヲ著シ 、土地 一一 平伏 罷在、 其 他 長街更 一一 無人、 實 一一 寂寞 トシ テ 降伏 ノ 

姿 相顯レ 候、 乍 併 不謹愼 ノ激賊 、處々 一一 潜伏、 猖獗柳 企 候 モ難計 模樣モ 有 之 候 へ 共、 仙臺藩 ヨリ 未 說得中 一一 有 之 候、 加 之 二 

德川 脫走賊 等、 懸簽ト 申 所 一 1 屯聚、 窮鼠 之 形 一一 相 成 候 由、 是亦 一 策 ラ以テ 仙臺藩 一一 說得致 サセ、 不服 ノ時ハ 、連-一打 拂候胸 


^、左-.:^ へ ハ 賊艦八 隻モ手 - 一入 可 申、 輪 宮樣モ 近日 東京 迄 御 送 リ可申 上 候、 最早 奥 羽 平定 モ 不日 二 有 之 候、 先 不取敢 城 地 

受取 候 段、 出先 ヨリ 急 飛 ヲ以テ 御 報知 申 上 候、 謹言。 

九月 廿 九日  河 田 左久馬 

寺 島 秀之助 

〇 白 河口 参謀-一 遺ル書  * 

I、 當手 モ最寄 器械 等 取揚、 先鋒 追々 進軍、 旣 - 一昨日、 仙臺城 一一 繰 込、 無 異事城 地 受取、 激徒 S 德川 脫走ノ 鼠輩へ モ 、失々 手 

ラド シ罷在 候、 御 安、 い 可 被 下 t  、然 ル處、 先達 モ伺ヒ 申 上 候 通、 南部 ハ 當ロ最 寄 手繼キ モ有之 候 一一 付、 手 ヲ付ケ 申 度 候處、 是 

迷之處 如何 相 成 居候 哉、 御手 へ 降伏 ノ 次第、 申出 候樣子 モ 粗 承リ、 手順 丸 二 不分候 一一 付、 二重 二 相 成候テ モ 不宜候 一一 付、 此 

後. &出候 尸 、 、當手 へ 御 廻 シ 可 被 下 候、 其 内 時下 御 自愛 爲國家 奉 祈 候、 以上。 

九月 廿 九日  河 田 左久馬 

寺 島 秀之助 

以上、 總督府 日誌 

〇 第二 軍、 岩 沼 二 抵ル。 

〇 廿 八日 參詳達 書 

先鋒 長 州不殘  ■ 

中 軍 薩州不 残 筑前同 筑後同 館 林 同 因 州 同 

後軍 薩州 大砲 隊 館 林 同 因 州 同 大 洲不殘  - 

右、 明廿 九日 御 進軍、 七 字 大手 前 へ 整列、 八字發 軍、 岩沼楣 治陣、 

右 之 通 御 達 有 之 候 事 C 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 九月 二十 九日  五 〇 三 


復古 外 記 平 渴ロ戰 記 第 四 明治 元年 十月 朔日  五 〇 四 

〇 廿 七日 同上  ， 

一番 因 州 二番 第三 大隊 三番 伊 州 

右、 明 後 二十 九日 曉七 字、 追手 前へ 相 揃、 同 八 字 發軍可 致 御沙汰 候 事、 

化シ 、當日 坂 本 泊 軍、 百 一城 迄 進軍 之 事、 

. 〇 本日 同上  . 

因 州 第三 大隊 伊 州 藩 

右、 岩 沼 迄 進軍 ノ上、 追テ ノ 御 達 可 相 待 候 事 ogj^ 日 ま 

十月 朔 曰、 總 督四條 隆謌、 中 村 城 ヲ發 シテ、 百 一 館 一一 向フ。 

〇 九月 一 一十 八 n 參諜中 軍 諸 兵 へ 達 書 

來ル. ：- 月朔 日、 一旦 城 迄 御進發 1 一 相 成 候條、 曉六 字、 城外 追手 前 へ 相 揃、 軍 列 整肅、 同 七 字 御 發軍ノ 事、 

但、 當日坂 本へ 御 止舍ノ 事、 

行軍 ノ 次第 

前軍 筑前藩 中 軍 徵 兵隊 薩州藩 御總督 長 州 藩 第三 大除 f^liL 擴 後軍 肥 後 藩 

御使番 太 田 娃太郞 榊 原專藏 

右 之 通 御沙 r^. 候 事、 但、 當日腰 兵粮 ノ事。 g 督 P 

〇 總督 府四條 殿、 中 村 城 ョ リ亘 マ テ 御進發 二 付、 御守衞 トシ 季胤 父子 丘 ハ隊ヲ 率 ヒ、 中 軍 一一 列シ、 國境 ニ至リ 目送 ス。 §n 

0 津藩 後軍、？ _ ^や 中 村-一至 ル。 謹 I 


一 一 日、 總督、 一旦 館 二 抵ル、 是曰、 因幡、 津ー 一藩 兵、 親 兵， 1 ヲ遣シ テ、 先仙臺 二 入ラ シ ム 。 

〇 朔日參 謀薩、 筑、 長 三 藩 兵、 徵兵、 親 兵 fi、 へ 達 書 

一 曉八字 中村發 軍、 晝 一 字 坂 本 著 止陣、  i 

一 明 一 一 曰、 一旦 城 迄 御 進軍 二 付、 曉六字 整列、 七 字 御 叢 二相 成 f 御沙汰 候 事、 但、 順列 ノ儀ハ 、今日 ノ通可 被 心 得候 事 

〇 朔日 因幡、 津ー 一藩 兵 親 兵 へ 達 書 

明 一 一日 一旦 城 出立、 仙臺城 へ 向 進軍 可 被 致 候 事。^ ま 日 IS 

〇 督府、 令シテ 仙臺城 通行 門ヲ 除クノ 外、 悉ク諸 門 ヲ鎖シ 、官 兵ノ城 中ヲ遊 觀スル ヲ禁ス G 

〇 仙臺 家臣 上申書 

仙 M 城門々 、鎖 置 候 様 可 仕 御 達 之 趣、 承知 仕 左 二 申 上 候、  • 

ニノ 丸 大手 開 ニノ 丸 新 門 三ノ丸 子ノ門 

右三 ケ所、 相 鎖 通行 相 44  メ候、 

ニノ 丸 臺所門 ニノ 丸 奧方門 三ノ丸 辰已門  . 

右三 ケ所、 通行 爲仕 候、 

右 之 通、 門番 人 錠 等 厳重 n 爲 取締 指 置 申 候、 右門々 元 來錠相 掛ケ不 申 候 也、 此段モ 申 上 置 候、 以上。 

〇 參謀達 書  。は ヒ、 息 

當成、 伊達 陸奧 重臣 共 へ 、御預 -ー 相 成 候 -ー 付テ ハ 、各藩 兵隊、 當分 城内 見物 被 差 止 候 事 督府 日誌 

三 日、 督府、 軍 ヲ岩沼 二進 ント ス 、前 鋒參謀 請フ所 ァリ、 遂 二 亘館 一一 次ス。 

〇 二日 參諜達 書 二通  _ 

復古 外 記 平 渴ロ戰 記 第 ra 明治 元年 十月 二 丄1ー 日  五 〇 五 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 十月 三日  五 〇 六 

明 三日 岩 沼 迄 御 進軍 二 付、 七 字 整列、 八 字 御發軍 1 一 相 成 候 旨 御沙汰 候 事、 

徂シ、 順列 ノ儀ハ 、今日 通、 尤第四 中隊 ノ儀ハ 、今日 ヨリ 御 軍 兼 總軍輜 重 警衞被 仰 付 候 間、 此旨可 相 心得 候 事。 

〇 

明 三 B  、岩 沼 迄 御 進軍 御 達-一 相 成 候處、 別段 ノ思 召被爲 在、 御 滞陣 被 仰 出 候條、 御沙汰 有 之 候 事。 

〇 前鋒參 謀書柬 

今 一 應申上 候 迄、 御先 鋒 而已岩 沼 へ 繰 込、 其餘亘 御滯陴 可成 相 候 事。 ugl 

〇 前鋒參 謀、 筑前藩 兵 U 命シ、 仙 臺城中 - 一直 シテ 、督府 ヲ衞セ シム。 • 

筑 前 藩 

右、 總督府 御守衞 、城 中 詰 可 致 § 御 達 有 之 候 事 督」 I 

〇 林 忠崇、 仙臺 一一 依テ、 謝 狀ヲ前 鋒ノ營 一一 上リ、 罪 ヲ請フ 、令 シテ 謹慎 命ヲ待 シ厶。 

微臣儀 

當 四月 中、 德川家 存亡 之 際、 一 時頑陋 之心衷 ヨリ 過激 之擧動 一一 及、 S- 州黑駒 迄罷越 候處、 田 安中 納言 ヨリ 種々 說， II 之 趣モ有 

之、 一 ト先 江戸 表 へ 引厌候 節、 不圆モ 於 箱 根 戰爭ト 相 成、 同所 敗走 後、 房 州 館 山 港 迄 引 去 候 途中、 仙 臺藩ノ 若， 一 出 會候處 、懇 

情ノ 次第 モ有之 候 一一 付、 當國 小名 濱 へ 著 船 仕、 其 後 仙臺家 へ 侬賴罷 在 候處、 熟思 慮 仕 候 -ー 、素 ヨリ 恐 多 モ奉對 天朝、 毛頭 

異心 無 御座 候 得 共、 德川 家へ 忠節 相 直 申 度、 一 時ノ 志願 ヨリ 是迄 之擧 動-一 及 候 儀-一 御座 候處、 旣-ー 德川家 モ相繽 被 仰 付 

候 上 ハ 、何ヲ 希望 仕 候ト申 儀モ無 御座、 偏 一一 悔悟 謝罪 恐懼 之 外、 他事 無 御座 候 間、 何 平 覆 載 之 御仁 慈 ヲ以テ 、寛大 之 御所 置 

被 成 下 候 様、 泣 血 奉 歎願 候、 誡恐頓 首 謹言 C 


紬| 督府 日誌 

林忠崇 私記 


〇 

f ゾ 0^， 

鐵砲 七 挺 s: 短筒 五 挺 

八ッ E 短筒 付 五ッ 彈藥入 一 ッ 

二 袋 

右 之 通 御座 候、 以上。 

〇 

林昌之 助家來 十九 人 S 士分 拾 人 


右 之 通 御座 候、 以上。 日 雄 


大野 友彌 

長 谷川 源 右衞門 

岩 瀨録之 助 

安 藤 信 三 郞 


伊藤 矢柄 

中 村 三十 郞 

小幡 直次郞 


木 村 I 

北 爪 


一 七 郞 

善 橘 


加 藤 雄 之 助 


0:lt 忠崇 私記-一 云、 九 0: 九日、 我 總軍モ 亦、 白石ョ 


兵 ラ率テ 仙臺 二 至 ル、 同 中旬、 米 藩 官軍 一一 降伏 セ ル 由， 陵聞ァ リ 仙 藩 亦 如 

何ナ ラン トイへ ル -ー 、三 四日 ヲ經テ 、仙 藩 ヲ始、 奧羽諸 藩 一 圓 降伏 一一 决セ ル由、 是 一一 於 テ德川 氏 ノ舊兵 軍艦 一一 乘組、 蝦夷 地 二 

退去 シ、 再擧ヲ 謀ルニ 一決 ス、 諸隊 追々 壟 竈、 松 島 ノ邊ニ 移 陴ス、 我 軍モ亦 蝦夷 地 航海 ノ事ニ 決シ、 十九 日、 仙府ヲ 出テ鹽 竈.^ 

1 陴ス、 二 卜 一 曰、 德川氏 ノ脫臣 悉ク殿 地 航海、 再擧 ヲ謀ル 一一 一決 ス、 素 ヨリ 同盟 ノ事ナ レハ、 一 タ ヒ is- 二 趣クト 雖モ、 元 

タラン コトヲ 赐ミ、 事ヲ 擧ケシ 二 朝廷 寛大 ノ御處 置 ヲ以テ 、其祀 ヲ存セ ラレ、 今 又 奧羽ノ 同盟 悉 

？ 515 モ 官軍 二 抗シテ 罪ヲ重 ヌル ハ 我 本意 ナラ ネ ハ 、速 二 降伏 シ、 甘シ テ 天刑 一一 就- -ト 


來德川 家 ノ永ク 亡 威二 

シ 、輪 王 寺 ノ宮モ 亦 謝罪 シ 玉 


M 


古 外 記 平 渴ロ戰 記 第 四 明治 元年 十月 三日 


五 〇 七 


復古 外 記 平！？^  ロ戰記 第 四 明治 元年 十月 三日  五 〇 八 

決心 シ、 二十 二 日、 鹽竈 ラ 避 テ 、仙臺 八 ッ 塚 林香院 二 引取 謹愼 ス、 二十 五日 、總 人數 姓名 ヲ 記 シ テ 、仙 藩 監察 熊 谷 齊迄差 出 ス 、 

一 一十 七 曰、 兵器 不殘仙 城へ 持參、 仙 藩 ヨリ 總督府 へ 差 出ス、 十月 三日、 降伏 謝罪 ノ歎 願書、 下 案 ヲ以テ 問 合セ、 追々 修飾 シ、 

文 詞初テ 一 定ス、 大野 友彌麻 上下 著 用、 仙ノ 監察 伊藤 十郞 兵衞 案内、 參謀衆 宿 陴片倉 邸 -ー 到リ、 於應接 所、 仙ノ 重臣 大町因 

幡差副 一一 テ、 歎願 書 進 達ス、 御 使 番永見 和 十郞、 磷部鹿 之 進 受取、 直 -ー參 謀 衆 へ 持參、 磯部 氏 再出 座、 參 謀方惜 一一 落手、 追テ 

總督御 入城 ノ上差 出へ ク、 其 上 御沙汰 有 之へ シ、 猶是 迄ノ通 謹愼ス ヘシ ト。 

〇 南部 利剛 老臣、 書 ヲ督府 二 上リ、 四 境 官軍 ノ進伐 ヲ止メ  、利 剛歸順 ノ地ヲ 爲ント 請フ、 是日、 

督府、 使ヲ 遣 シ 、之 ヲ 盛 岡 口 參謀 一 一 報道 ス 。 

今般、 三戶 式部、 於 京師 蒙 御内 §、 歸國仕 候 -ー 付、 秋 田、 津輕兩 境 共、 早々 解 兵 可 仕 旨 申 遣、 止 戰之儀 秋 藩 へ 談判 爲致 候處、 

一 應 承知 之 3：： 及 挨搜候 得 共、 解 兵、 直 様 何 國迄モ 進擊可 致模樣 二相 見得、 殊ニ 津輕藩 ヨリ ハ、 去ル廿 三日、 領内 馬 門 村ト申 

所、 放火 及 發砲候 1 一 付、 武門 之 習 不得止 防 戰罷在 候 趣、 出張 向 ョ リ申參 候、 何卒 秋 田、 津輕兩 藩 者 勿論、 同所 御 滯陴之 公卿 

方 二 モ、 奧羽諸 藩 謝罪 之 段 速 一一 御 通達 被 成 下、 他日 奉 待 天 裁 候 迄 者、 四 境 解 兵、 主人 謹愼之 實効相 立 候樣、 一日 モ早ク 御 

所 置 被 成 下 候樣、 偏 1 一 奉欵願 候。 

九 月  盛 岡 中將. s: 南部 主 水 

〇 南部 利 恭家記 -ー 云、 十月 朔日、 於 仙臺、 四條 殿御 附屬參 謀 河 田左久 馬へ、 一 門 南部 主 水 差 上 候ト。 

〇 本日 督府達 書 

藝州 寺 西繁ん 

右、 御 使 番被申 付、 盛 岡 口 迄 被 差遣 候 旨、 御 達 有 之 候 事、 

右、 盛 岡 ロ參謀 大山 格 之 助 へ 、南部 藩 降伏 二 付、 攻ロ休 1,」 ハノ儀 申達 候 事 日 J 


〇 是 ヨリ 先、 板 倉 勝 巳 家臣 ノ 東京 一一 在ル 者、 潛ニ本 路筑前 藩 ノ軍ニ 來奔シ 、功 ヲ立テ 、以ヲ 勝 

巳ノ罪 ヲ贖ハ ンコト ヲ計ル 、近日、 勝已白 河口 官車二 降ル。 是-ー 於テ、 督府、 白 河口  二 移文シ 

テ、 其 徒 七十 六人ヲ 送致 ス。 

〇 參 謀書柬  . 

1、 然ハ福 島 藩 七十 四 人、 正論 主張 ノ談- ーテ、 東京 罷在 候處、 云々 ノ儀 一一 付、 當表迄 筑前藩 ニ內々 依賴致 シ罷出 候、 然處、 於 

大 S 督，. „ 、東 下 s..^ 容無 之、. i,- 走致シ 、右ノ 始末 一一 及 候 儀 一一 付、 當地 へ 兼テ 滞在 罷在候 分 -ー 聞屆、 此度其 御手 迄 差 出 候 間、 左 一 

樣御 承知、 可 然御取 計 可 被 下 候、 委細 ハ 御 承知 ノ 儀-一 付、 閣筆候 也。  一 

十月 三日  河 田. 久矿ぃ 

寺 島秀之 進 

總督府 日誌 

• 〇i 勝已 家. HS. 狀 

當夏 以來、 奧羽之 形勢、 不 容易 事態 二 押 移 候處、 旣 二  W- 斐守在 邑之儀 二 付、 東京 二 罷在候 微臣 共、 日夜 苦心 仕 候 得 共、 折節 道 

路 梗塞、 更ニ報 信モ無 之、 盆 憂慮 罷在 候、 然ル 二 甲斐 守 一一 於テ勤 王诀 心， 二念 無 之 儀-二 有 之 候 得 共、 大藩ノ 間 二相 攝シ候 

小 na ノや找 一一 付、 不得止 次第 一一 陷リ候 哉 モ難計 奉存、 微臣 * 甲斐 守 宿志 相 貫 度 段、 屢々 奉 歎願 候 得 共、 御 許容 不相 成、 實以奉 

恐膽 fer 尤 初秋 來. 同藩 之 者、 因 州 藩 へ モ 依賴、 御 軍門 へ 罷出 哀訴 仕 居候 得 共、 是 レ 以テ 何分 確報 モ 無 御座、 痛心 之餘、 兼テ筑 

5= 藩へ お 鎮罷在 候 一一 付、 去月 七日、 右人 數へ 附屬 出兵 之 上、 戰地 一一 於 テ實効 相 立テ、 斐守 赤心 相 貫 度 一 念 ヨリ 诀心 仕リ、 御 

許容 モ無之 険處、 出兵 仕 候 段、 奉 恐懼 候、 右御尋 二 付、 槪略奉 申 上 候、 誠 恐 謹言。 . 

板 倉 菊治郞 巳 下 

復古 外 記 平 渴ロ戰 記 第 四 明治 元年 十月 三日  五 〇 力 


隊 長 

嚮 0 

軍 監 

斥候 方 

輜重方 

同 


同 


同 


士 


日誌、 岩 田 

-I 作ル 


復古 外 記 

粟 星 宗左衞 門 

村雨 市之丞 

山 本 長兵衞 

ニ井爲 之 丞 

岸 田 孫 市 

中 桐 平 兵 衞 

藤田欽 之 助 

大館良 臺 

井上 政吉 

石 川免吉 

馬 淵 淸之丞 

市 川才助 

白島秀 三 郞 

鷲 咎 安 五 郞 

高 橋 門 次 

稻垣莊 

外 二 

小者 菟拾八 人 

富 勝 

達 家 記 


平 潟 口 戦記 第 £ 


門、 日誌、 

紋- 一作 ル 

日誌、 吉郞 
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^  W  一  5 

小隊 司 
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城 
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明治 元年 十月 三日 

村 幸 右衞門 

山 直 之 丞肺^?  J^^i 

根 肅 治 助 

垣 吉 郞 

S  ^ 力 日誌、 文 之 

キ ^助-一作 ル 

柹 武 

藤 岩 吉 

島 一 郞 

淵 榮 士ロ 

野 鈴三郞 

島 二 郞 

柿 林 之 助 

積淸吉 

山 鎗三郞 

島 安之助 

上 啓 次 郞 


半隊司 

令士 

器械 方 

同 


醫 

同 


五 一 〇 

.S  0  M ムロ 

夏 目 久右衞 門 

齋藤 久ニ郞 

野 村彥次 

石川忠 三 郞 

三 浦有恒 

柳 沼 信太郞 

高 野 松 之 助 

豐田 祐次 

杉 浦 金 次 

加 川總吉 

山 本 鉢 之 助 

大川周 作 

野 邨芳藏 

I 卞石重 之 助 


ダ七拾 六 人 报倉勝 


〇 本條、 、福 島 歸著ノ 後、 白 川口 督府 ニ上リ シ モノ  二 係ル、 本道 總督府 日誌 中、 參謀 書柬ノ 外、 唯 人名 ラ記シ 5^ 二 事情 ノ 

見 ルへキ モノ ナシ、 故 一三 ヲ 附記 ス、 但曰誌 ハ夏目 某、 大館 某、 野 村某ノ 三人 ナク、 水 野 久米吉 、中島 謙吉、 高播定 士ラ三 

人 ァリ、 而シテ 其 總計ラ 記スル モノ 二 所 相 符セス 、且 人名 ヲ 重出 スル 等、 據 リ難キ 二 似 タリ、 故 二 勝 達 家 記 二 從フ" 

〇 四日、 前鋒參 謀、 書 ヲ督府 二 致シ、 七日 ヲ以 テ仙臺 一一 入ラ ン コトヲ 請フ、 督府、 令シテ 六日 仙 

臺ニ 入ル。 

〇 前鋒參 謀申牒 

總督府 、六 曰 百 ー循御 進發、 岩 沼 御 治陣、 七日 仙臺御 入城 ノ事、 

日 一、 五日 ヨリ 伊達 右京、 一旦 迄 御迎ヒ トシ テ罷出 候 事、 兵隊 一 中隊 御迎 トシ テ 城下 入口 迄 出張 候 事、 

右、 御 決定 御 取 計 可 有 之 候 段 、参謀 衆 被 達 候 事。 

卜，， '三日  .  仙 臺在陣 御使番 

〇 前 鋒 參謀達 書 五 通 

來ル 六日、 一旦 循御發 軍、 同日 岩 沼 御 泊陴、 七日 仙臺城 へ 御 著陣御 決定 相 成 候 事 C 

〇 筑前藩 及ヒ徵 兵隊 へ 達 書 

一 御 入城 之節ハ 、兵隊 不殘城 中へ 繰 込、 玄關 前門 內ハ、 御 守 衞隊ノ ミ繰込 候 事、 

一 御 守衞兵 城下 ュ 繰 込、 其 儘 宿 陣 二 相 成 候 事、 

但シ、 館 中 ノ儀別 而嚴重 二相 心得 候樣、 雜ニハ 成 リ易キ 儀 一一 付、 隊長 司令 甚不宜 候閒、 此邊 末々 迄 通達 世話 可 有 之 候 事 

館內詰 所近邊 へ ハ 、帶刀 以上 ノ 外 ハ 呼 付 不申樣 、用 向 有 之 節 ハ 、其 場所 へ 罷出用 向 可 申 付 事、 

一 徵兵輜 重 夫卒ハ 、町 下陴 ニ下ケ 置、 管轄 ノ者相 撰 付 置 可 申 事、 尤其 E 二 モ或ハ 十 人位 ッ 、人 撰 致シ、 城下 詰 不苦候 事、 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 十月 四 B  五 一 一 


復古 外 記 平！^  ロ戰記 第 四 明治 元年 十月 sin  五  一二 

右 之 通達 シ 致 候樣、 參謀衆 被 達 候 事。 

〇 

來 ル 七日、 仙臺城 へ 御 著 陣相成 候條、 各藩 兵隊、 御 進軍 道筋 -ー 宿陣致 居候 藩 ハ 、宿陴 前  >ー 整列、 御 禮節申 上 候 樣被達 候 事 0 

〇 

筑後藩 

來ル 七日、 總督府 、仙臺 城 へ 御 著 陣相成 候 二 付、 城下 入口 迄御迎 トシ テ 出張 可 致 旨、 御 達 有 之 候 事、 

但、 御使番 一 人 被 差 出候條 指揮 可 受事。 

〇 

肥 後 藩 

坂 本 引接、 一旦 表 迄 進軍 、滞陣 御 指揮 可 相 待 段、 參謀衆 被 達 候 事。 

〇 中 軍 達 書 三 通 

行軍 次第 書、 

前軍 筑前藩 中 軍 伊 州 藩 長 州 藩 

御總督 後軍 薩州藩 徵 兵 隊 總軍輜 重警衞 第 m 中隊 

明 五日、 岩 沼 迄 御進發 -ー 付、 七 字 整列、 八 字 御發軍 -ー 相 成 候 旨 御沙汰 候 事。 

〇 

一旦 出張 相 馬 藩 

器械 方 警衞被 仰 付 置 候處、 御用 相 濟候閒 、中 村 表 へ 引 揚可申 候 旨 御沙汰 候 事。 

〇  .  , 


亘 出張 郡 山 藩 

其 藩 一 小隊、 器械 方 警衞被 仰 付 候」：：！、 御沙汰 候 事、 但、 明 後 六日、 岩 沼 迄 器械 被 相 送 候 事。 

〇 中 軍 參謀前 鋒 A  1^ 報 

I、 明 五日 七 字 整列、 八 字 御發軍 二相 成、 岩 沼 循御 泊陣、 六日 仙臺御 入城 御 決定 二 候、 附テ ハ 宿所 等 ノ指禪 、御 盡カ可 被 下 

別 二 尹^ 藩 侍 四百 二十 六 人、 雜人 四百 一 一人、 當 所へ 今日 著、 明日 ヨリ 御供 二相 成 候、 右 ノ條々 申 上 度如斯 二 候、 以上" 

ト n.^ 四日  高 橋 熊太郞 

堀 直太郞 

〇 五日 前軍 參諜布 生！： 

總督， 、來ル 七日 御 入城 ノ 御 決定 - 一有 之 候處、 思 食 有 之、 一 日 御縮リ 一一 相 成、 明 六日 御 入城 相 成 候 事。 

〇| 五日 仙臺 家臣 上申書 

總督樣 御 入城 被爲 成候ハ 、 、城 e へ 御 番兵 御 指 置 御座 候 哉、 是迄ノ 通、 兵器 不指 置、 番人 指 置 可 中 哉、 

一 是迄ノ 通、 番人 指 置 候 一一 御座 候 ハ 、 、御 入城 ノ日 ヨリ ハ 、先日 御 達 一一 付、 相鎮候 大手 門 等 相 開 可 申 哉、 

一 總督樣 御 出入、 叉ハ御 重役 ノ御方 御 出入 ノ節 計モ、 大門 相 開キ、 常 二 ハ潜門 相 開 置 候 儀 等、 仕形 ノ通相 心得 可然 哉、 

右 之 通、 奉伺 候、 御 差 圖被下 度 候、 以上" 

〇 批紙  _  . 

御 人 城後ハ 此方 ョ リ 番兵 指 置 候 事 eg 紅 日^ 

〇 督府、 水 戸城 警報 アル ヲ以テ 、笠 間 藩 兵ヲ遣 シテ、 之 ヲ討セ シム。  - 、 

水戶 落城 ノ g 相 聞、 其 藩 近 境 ノ 事 候 得 者、 本國 ヨリ 出兵 ノ 人數 引揚、 早 々 掃 攘可被 致 旨、 御 達 有 之 候 事 ci^l 寧 S 記 

〇 貞寧家 記 一一 云、 總督府 御 達. 一一 付、 小名 濱守 衞ト シテ、 一 一 小隊 殘置、 七日 平 城 出立 ノ處、 賊徒 散亂 一一 付人 數引揚 申 候 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 十月 四日  五 一 ーュ 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 明治 元年 十月 四 口  五 一 四 

〇 平 潟 駐在 多 賀某中 軍 へ 報告書 

咋朔 日、 平 潟 へ 出張 之處、 水 戶表擾 動 之 風聞 二 付、 佐 倉、 川 越兩藩 ヨリ 斥候 指 出 申 候、 同夜 八ッ 時、 報知 ノ條 別紙 ノ通、 % 

；;、 失 御座 候、 尙確證 聞 屆可申 上ト存 候處、 1 一日 夕 七ッ時 過、 松 岡 藩 大內亮 助ト申 者、 左 ノ通被 申出、 

去月 廿 八日 ST 水 W 脫賊、 會津、 桑 名、 板倉舊 幕府 脫走ノ 賊五パ 百 人 合 井二 テ、 水 戶城ノ 西、 大山 村 ト申所 迄 襲 來ノ聞 有 之 候 

ュ付、 水 藩 赤松 三 郞兵衞 隊長 トシ テ 出兵 致シ、 同所 一一 テ及 奮戦、 赤松 勢 敗走 ノ由、 依テ 賊徒 彌以 猖獗、 朔曰ノ 夜八ッ 半時 比、 

水 城 北 ノ三ノ 丸 へ 放火、 旣 一一 本丸 乘人候 由、 實 一一 切迫 ノ儀 一一 付、 援兵 差 出 吳候樣 、主人 中 山 備前守 ョ リ被申 付 1 能 出 候 得 共、 

當地 モ人少 一一 テ御守 衞罷在 候 儀 二 付、 如何 二 モ難相 成、 殊更 不 容易 事件、 伺 之 上 ナラデ ハ計兼 候 旨 申 聞、 急速 御 地 迄 可罷出 

様 -ー モ 示談 致 遣 候處、 一 先立 歸リ 用意 ノ上、 今曉 未明 迄 一一 ハ 、再 應可罷 出様 被 申 引取 申 候 間、 相 待 居候 得 共、 今 -ー 音信 無 之、 

彼是 御屆延 1 一 相 成 候 段、 恐縮 ノ至 ニ奉存 候、 

一 笠 問 藩 ヨリ 進擊ノ 儀、 被 願 候 得 共、 吹 毛 求 疵ノ處 置 一 大事 一一 候閒、 嚴重 一一 指留申 候、 然ハ鄉 里 僅 一一 五 里 餘隔候 得ハ、 國元 

ノ 儀無覺 束、 何 率當地 守衞 御免被 下 置、 人 數引揚 寡 君 守衞、 其 上 御沙汰 ノ 次第 相 待 出兵 仕度 由モ被 申出、 當座之 論 至極 尤 

二 相 聞 候 へ 共、 水 城 賊徒 散 亂之後 ハ 、直 -ー 此近方 へ 襲來 ハ 必定 相違 有 之 間 敷、 彌以 手堅 ク警衞 仕度、 依 之 先 指留申 候、 

一 松 岡 藩 之 情 態 察 入 候 へ 共、 賊 五六 百 人 水城殘 居候、 人 數凡五 百 人、 過半 ハ 賊徒 同意 ノ由、 取 早 五 百人ト 存候賊 千 人 -ー 可 相 

成、 些少 之 弱 兵 差 向 候 儀、 無心 元 愚案 仕 候、 水 城 賊巢ト 相 極 候 上 ハ 、 精 丘 ハラ 以テ不 洩討取 候 方可然 哉、 左ス レ ハ 聊通刻 尸 同 

様 二 可 有 之 候 間、 亮助ト 申 者 可 罷出旨 申 付 候、 

一川 藩 一 小隊 神 岡へ 出張 爲致 候、 

ー當港 守衞之 藩々 モ、 被 仰 付 次第 、出兵 致 度 被 申 居候、 實ハ 野拙モ 兵士 サへ有 之候ハ 、罷越 見 度奉存 候、 

先 ハ右之 段、 申 上 度如此 御座 候、 任 御 指揮 憲カ 仕度、 恐々 謹言。  . 

十月 三日 八 字  多 賀啓藏 


總督府 日誌 

〇 伊達 慶邦 父子、 總督ヲ 岩 沼 ニ迎 ヘン トス 、慶 邦疾 アル ヲ以テ 、本日 宗敦ヲ シ テ岩沼 二 詣ラ シ 

ムルヲ 一益 謝 シ 、 又 其 支族 田 村 邦 榮ノ爲 一一 進止ヲ 取ル。 

總督 様、 明 五日、 百 一 循御發 軍 被 仰 出 候 二 付、 陸奧 父子 岩 沼 迄 罷出候 段、 過 刻 御 屆申上 候 通 二 御座 候處、 陸 奧儀ハ 、兩 三日 以前 

ョ リ 風邪 一一 相 成、 持病 之 口 熱 差發、 痛 甚敷殆 難儀 罷在候 へ 共、 總督府 奉迎 候 儀、 尤當 御局竝 百 一理 二 於テ モ御達 モ有之 難 有 奉 

存矣、 &テ罷 出 候 存念 二 テ 、旣 二 供 觸モ申 付、 猶亦 種々 藥用仕 候 へ 共、 彌增寒 熱 往來、 頭痛 甚敷、 就テ ハ ロ熱モ 愈痛嚴 敷、 至 

極 恐 入、 乍 殘念不 得 i 罷出兼 候 儀 一一 御座 候、 猶此上 二 モ藥用 相盡、 少モ快 相 成候ハ 、、御 途中 迄 モ可罷 出 心得 一一 御座 候 得 共、 

前文 之 次第 -ー 付、 左 京ノミ 今晩 出立、 岩 沼 迄罷出 候、 此段御 屆申上 候、 以上。  ， 

, 3^ 四 0  仙臺 遠 藤吉郞 右衞門 

一 四条？ お、 近々 御 入城 ノ節、 內分田 村 右京 太夫 儀 御 出 迎等ノ 儀、 如何 爲相 心得 可 申 哉、 若 亦陸奧 父子 一一 相 ゆ 相 應爲取 計 可 

申哉ノ 事、 

一 降伏 謝罪 ノ廉、 右京 太夫 一一 ハ素 ヨリ 內家 一一 テ、 一 家 同 體ノ儀 二 御座 候 へ ハ 、 改テ 歎願 書 指 上 候 二 モ 及 申間數 二 ハ 奉存候 

得 共、 猶亦 奉伺 候 事、 

一 右 同人 iRI 名 如何 爲相 心得 可 然哉ノ 事、 

右條々 奉伺 候 、以上。 

十 g  仙臺 家臣 中 田 半九郞 

〇 批紙 
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第 一條 不及其 儀 候 事、 

第二 條 右京 モ欵 願書 持、 早々 可 罷出候 事、  ■ 

第三 條 官名 差 扣候樣 可 致 候 事。 舰耻 日， 

五 日、 總督百 ー館ヲ 發 シ 、岩 沼 二 至 ル 、伊達 宗敦迎 へ 謁ス。 

〇 仙 臺藩記 -1 云、 五日 總督 卿、 一旦 城發 軍、 岩 沼 御著陴 -ー 付、 宗敦岩 沼 へ 參陣、 總督卿 へ謁ス 、慶 邦所勞 二 付 出頭 不致 候。 

〇 前鋒參 謀、 林 忠崇ヲ 召見シ 、命 シ テ 仙臺 城下 一一 屛居 セシ メ、 仙臺 老臣 ヲ シ テ之 ヲ監セ シ厶。 

林  昌之助 

降伏 欵 願書、 御 落手 相 成 候條、 追 テ御達 モ 可 在 之、 城下 最寄 寺院 一一 謹 愼可罷 在 候 事。 職 llgi、 

〇 

仙臺 重 役 共 へ 

林 昌之助 儀、 其方 共 へ 御預ケ 二 相 成 候 事、  、 

但シ、 降伏 歎願 書 御 落手  >ー 相 成、 仙臺 城下 最寄 -ー 謹慎 罷在候 樣甲付 候條、 此段可 相 心得 事。 

t  nr 總督府 

^ 月日 誌 

〇 忠崇 私記 -ー 云、 忠崇參 謀 衆、 宿 陣へ可 罷出旨 被 相 達、 五日 裙陴片 倉 邸 1 一至 リ、 應接所 M 於テ、 參謀寺 島 秀之助 出 座、 使番鈴 

木 董太郞 侍 座、 右 ノ甞附 相渡サ ル。 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第 四 終 . 

,  一等 編修 官 長 松 幹校閱 

舊 三等 協修 藤 川 三 溪 蟇 修 


復古 外 記 稿本 


平 潟 ロ戰記 第五 

十月 六日、 總督 仙臺城 ニ入ル 。舰議 聽 


自明 治 元年 十月 六日 

至 同 十一月 十四日 


〇 達 書 三 通 

總督府 御 人 城 之 後 ヨリ、 大手 前 警衞可 致 旨、 被 達 候 事。 但、 十 人 宛 交番 之 事" 

唯今 ヨリ 臺所門 警衞可 致 旨、 被 達 候 事。 但、 十 人 宛 交番 ノ事。 

〇  •  i 

町 西 賣番町 ヨリ 十 番町迄 肥 後 1 藩 

廓 門  因 州 藩 

北 壹番町 ヨリ 七 番町迄 長 州 藩 

北 目 W ヨリ 東 御名 掛町迄 州 0 


御 親 兵 藝 州 藩 

御名 掛町 ヨリ 北 賣番町 迄 筑 後 藩 

南 鍍冶町 ヨリ 川原 町 迄 東西 館 林 藩 


第 三 大 


第 三 大 


右晝夜 斥候 巡邏 可 致 旨、 御 達 有 之 候 事。 gJgHi 

〇i、 仙臺藩 記-一 云、 宫 軍 數千ノ 兵隊 城下へ 繰 込 候 二 付、 人心 恂々 方向 二 迷ヒ、 厦 動搖セ ル 二 付テ、 慶邦 自書 ヲ以テ 、國中 
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復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十月 七日  五 一 八 

へ 申 聞 セ候趣 左 二  、 

今般 總督麻 御 入城 一一 付、 國 中ノ士 民、 官軍 へ 對シ 聊 失敬 ノ擧動 無 之樣、 先達 中 ョ リ 誨令シ 置 候 通、 至 嚴可相 守、 且旣 一一 悔悟 

謝罪 申 上、 開城 之 上、 土地 人民 擧テ 天朝 一一 獻シ、 謹 テ奉待 天 裁譯ニ 候條、 此理 合ヲ辯 明シ、 凡テ御 命令 ノ儀、 能々 誠實ニ 

邀奉 確守 可 仕 候、 苟且 一一 モ私義 異論 ラ建、 人心 ヲ動搖 シ候樣 ノ儀於 有 之ハ、 恭順 ノ道 モ不相 立、 深 ク予カ 本意 一一 悸昃シ 候 間、 

何 レモ 此 趣 厚ク體 認シ、 謹慎 一 途二 無 他 腸、 伏 テ可奉 仰 御沙汰 者 也。 

〇 督府、 令シテ 官兵ノ 創痍 者 ヲ撗濱 一一 護送 ス。 

〇會 計 局 へ 達 書 

一 金梦兩 但、 病人 一人-一 付、 一日 分 御定、 

外 二 看病人、 重病へ ハ 一人 ッ 、、輕 キ 病人 一一 ハ 三人 二 一人 ノ割、 

右、 今度 中 村、 平兩所 病院 病人、 陸 通 リ橫濱 迄 被 差 送 候條、 病院 取締 方 相談 之 上、 病人 數 ニ應シ 、夫々 手 當金可 被 相 渡 之 事。 

總督府 

日 誌 

七日、 大總 督府、 移牒 シテ、 征討 兵士 一一  毛布 ヲ賜 フノ 朝命ヲ 傳フ。 

東北 征討 ノ諸軍 勇進 長驅、 已 一一 賊巢ニ 逼リ、 捷報 日 ニ至リ 叙 感不斜 候、 然處邊 陬ノ地 追々 寒天 二 赴キ、 風雪 ノ慘苦 二 可 至 

哉ト深 被爲痛 聖念候 二 付、 聊爲 防寒 毛布 一 著 宛 賜 之 候 事。 

九 0:  行政官 

〇 大 總督參 謀書柬 

別紙ノ通3,^^^、ヲ 被 仰 出 候 間、 早速 右 品 調 方 諸 所 手段 相盡 候處、 フランケ ットハ 東京 橫濱ヲ カケ千 枚位ノ 外、 品更 一一 無 御 

座険、 夫 一一 付大ラ シ ヤノ トン ビ相調 差 送 候 心 組 一一 候處、 右ハ 所持 ノ輩モ 有 之 候 間、 代 料 望 ノ人ハ 金 三 兩宛被 下 候閒、 何レ共 


人員 御調へ 品 ト金ト 相 分 ケ御申 越 被 成庋、 侬テ此 段 得 御意 候 也。  . 

〇 督 1  付、 仙臺老 臣 ノ 本 城 管 守 ヲ 罷 ム 0 

伊達 陸奧 重  役 

:ss 守 衞申付 置 候處、 被 免 候 事。 sls^i 

、督苻 、館 林 藩 兵 二 命シ テ、 岩 沼 館 ヲ守ラ シム C 

館 林 藩 

岩 沼 館 守 衞可致 S  、被 命 候 事。 難!^ 11 

〇 十三 日 館 林 藩丘ハ 上申書  _ 

仙 臺領岩 ii 一  手  >ー 守 衞被 命、 九日 早天 二 簾、 兵隊 五 小隊、 大砲 一 一門 循內 へ 繰 込、 W 外議 仕、 循 4ff へ 番兵 斥候 

等差 配 厳重 警衞仕 候、 尤御達 之 通 申達、 循主 古内 左 近 介循外 -ー謹 愼爲致 置 申 候、 此段御 届 申 上 候 、-. ^上。 韩家 

十日、 督府、 本 多 忠紀、 內藤政 養、 安藤 鶴 翁 二 命シ、 東京 一一 詣テ罪 ヲ待シ ム 。 

本 多 能 登 S 藤 長 壽 丸 安藤 鶴 翁 

右 降伏 謝罪 被 聞 食屆、 東京へ 被 指 遣 候條、 著 之 上ハ、 謹 愼奉待 天 裁候樣 御 達 有 之 候 事。 家 記 

〇本 多 忠伸家 記 一一 云、 十 一 且 一一 藩主 河 田、 寺 島ノ兩 參謀 一一 從テ 仙臺ヲ 發ス。 

〇 是 ョ リ先、 督府、 仙臺 二 令シ テ、 稷本武 揚等ヲ 招撫セ シ ム 、服セ ス 、諸 客 兵 等 亦 之 ニ投 スルモ 

ノア リ、 是曰、 薩孽及 津藩兵 ヲシテ 之 ヲ石卷 港 二 伐 タシム 、至レ ハ則旣 一一 遁ル、 之ヲ 折ノ濱 一一 
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復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十月 十 口  五 二 〇 

追フ、 亦及ハ ス、 武揚 去-一 臨テ、 書 ヲ督府 一一 上リ 、蝦夷-一 赴 タノ 由ヲ 陳ス" 

〇 九日 達 書  _ 

伊 州 藩 藤 堂 豐 前 

1  手 

右 石之卷 邊屯聚 賊徒 追討、 薩州藩 爲應援 明日 出張 可 致 旨、 御沙汰 候 事 C 

但、 刻限 萬 端 堀 直 太 郞可請 指揮 事。 

〇 薩 藩へ 達 書 原記ヲ 佚ス。 

〇 

石 之 卷邊屯 集 之 賊徒、 追討 爲應援 、出張 御沙汰 -ー 付、 同 十日 兵隊 不殘仙 臺表發 足、 同 十一 一日 同所へ 著陣、 早 賊徒 散亂 二 付、 同 

所 二 宿陴仕 候、 同 十三 日 一 分 除 折濱へ 出張 之 儀 御沙汰 -ー 付、 橫山覺 左衞門 一 分 除 召 連罷越 候處、 是 又散亂 1 ー付翌 十四日 石 

之卷 へ 引， I。 ま S 

〇 仙臺 申請書 

今 f 德川脫 走 之臣爲 鎮撫 宮城 郡、 鹽签其 外 へ 早速 兵隊 繰 出 候 儀、 委曲 口上 ヲ以テ 上 候通ノ 次第 一一 御座 候 間、 兵器 彈藥等 

拜借被 成 下 度 奉 願 候、 以上。 

十 月 

覺、 

1 1 郡 i へ Iff 龊 1 il へ ほ 報 f  II 1 牡 |石卷 へ 謹 

1 月  仙臺 家臣 大條孫 三 郞 §督| 

〇 本條 許否 原 記 ヲ佚ス 、後條 二 據レハ 許可 セサ ル モノー 一  似 タレ トモ、 別 一一 徵ス へキ モノ ナシ。  . 


〇 仙 臺藩記 一一 云、 十月 七日、 此頃額 兵隊 牡鹿 郡邊 へ 遁出、 同 郡湊町 へ 集合、 中 町 川岸 へ 小船 ヲ寄セ 通行 ヲ立切 猛威 ヲ張リ 

人民 ヲ脅シ 、物品 ヲ 掠奪 シ德川 軍艦へ 積 込 候 由、 定ラ右 軍艦 ト供 一一 脫走ス ルナ ルへ キ由 急報 ァ ル 一一 付、 慶邦 謹愼中 ニハ候 

St 共、 柿 亡 手！？ な 一一 及 兼 候 節ハ、 兵器 ヲ以テ 追撃 可 仕 ャト伺 出 候處、 人 數指出 一一 不及 旨、 參謀ョ リ達有 之 候、 

又 云、 桓本和 泉 事签次 郞等脫 艦、 數艘數 百 人 一一 テ領內 海岸 へ 著、 陸地 ョ リ脫走 人數多 相集リ 寒風 澤竝石 ノ卷等 へ 屯 居候 二 

付、 處置振 參謀河 田 佐 久馬殿 へ 奉伺 候處、 格別 ノ御寬 典 ヲ以テ 、死 一 等 被 相宥候 g 被 仰 渡 候 二 付、 夫々 說得仕 候處ハ 承服 不 

仕 -ー. T 、討伐 可仕ト 奉伺 候處、 尙御說 得ノ御 見込 有 之 間、 先々 見合 置 候 樣御談 有 之、 其 儘 二 仕置 候處、 其 折 左 久馬殿 東京 御 

登、 巧ヲ麥 謀 高 橋 熊 太郞殿 へ 奉伺 候處、 謹愼中 一一 付テ ハ兵 ヲ用ル 一一 不及、 官 一一 テ御處 置 被 成 置 由 被仰談 、則 御 出兵 ノ處 ® 一-一 

脫艦 二 及 候 由 -ー 御座 候。 

〇 十六 日 參謀堀 直 方 報告 

M、 一 咋日當 所 ま、 著、 作 日 ハ折濱 迄 出張 ノ處、 一 昨日 軍艦 等 ハ都テ 出 拂纏ル 物 一疋 モ無 之、 兵士 落 力 千 萬 二 御座 候 

其 上當藩 ヨリ 之屆方 始終 間違 而巳 二 テ、 狐ョ リダ マサ レ候樣 一一 テ强腹 之儀モ 候へ 共、 至極 ノ田舍 者何樣 申候テ モシ カト徳 

シ不 申奠樣 一一 テ困入 申 候、 金 華 山 邊へ爲 逐候樣 子 モ承リ 候 間、 探索 差 出 置、 其 報知 次第 引 拂可申 哉ト存 候、 路程 モ十 里斗ノ 

由 二 候へ 共、 難場 一一 テ 五六 日ハ 隙 取 候 由 困 入 申 候、 澤氏被 差遣 候 間、 委細 承リ申 候、 爱許 へ モ 只今 折濱 ヨリ 罷歸リ 明日 出頭 

御 屆可申 上 候處、 澤歸便 -ー 付 e. 上 候、 猶 細事 ハ 同人 ョ リ御聞 取、 宜御 披露 可 被 下 候、 荒々 用 向 迄如此 候、 謹言。 

十月 十四日 

追 啓、 復 本等ョ リノ 書付、 太 田 盛 ト申者 ヨリ 差 出 候閒、 差 上申 候、 以上。 

〇 武揚等 陣情書 

謹 奉 建言 候、 熟 世 道 之 推移 ヲ考フ ル 一一、 中古 以來 人文 次第 一一 開ケ、 忠義 廉耻之 道 明 カナ リシ ヨリ、 人 皆 分ヲ知 リ職ヲ 守リテ 

、ぼ タ ル者、 君 ュ 忠ヲ盡 シ、 死 二 抵リテ 二心 ナシ、 是ニ 戾レル 者ハ世 ニ齒ヒ セスシ テ禽獸 トモ 謂ン 事、 御 熟知 之 段 ヽノ 赘言 二 
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不及 候、 抑 我輩 一 同 之 情 實ヲ奉 申 上 候 得ハ、 今般 主家 之 御所 置 -ー 於テ、 家臣 末々 之 者 迄 凍 餓無之 樣可被 遊、 朝廷 天 覆 至 仁 

之 御沙汰 奉拜 承、 心 骨 - 一徹 シ難有 奉存 居候 處、 祖先 以來之 居城 ハ 御 召 上 一一 相 成、 七十 萬 石 之 恩賜 ハ 、一 一百餘 年養來 レ ル 家臣 

之 者 共 三十 餘萬 人ヲ 養育 ス ル三ケ 一 モ無 之、 無 據銘々 之存意 ニ任ス ル 二 至 レリ、 去 トテ聊 廉耻之 心 有 之、 其 分 ヲ知リ 、其 職 

ヲ守ル モノ、 一  身 生活 ノ タメ 雙刀ヲ 脫シ、 商賈 ト伍ヲ ナス 能ハ サルョ リ、！ 8 ヲ脫シ 、往々 過激 之擧動 ニ至ル モノ モ亦 不少、 

一 應之 御傍觀 一一 テ ハ 定テ 御嚴責 モ可有 之ナレ 共、 举竟 此輩盡 クニ 百年 來 養育 ヲ蒙 候、 主家 之 恩義 ヲ 忘却 シ難キ 至 深 至 切 

之 純 心 ヨリ 生シ、 不得丄 今日 之 場合 一一 立 至 候、 臣子之 情實御 諒察 有 之 一一 於 テハ、 朝廷 天 覆之皇 慈必ラ ス 御 咎有之 間敷存 

候 得 共、 猶此上 右 等 之 輩鑌々 有 之候テ ハ、 一 二 ハ對 天朝 奉 恐 入、 一 一 一一 ハ 主家 之爲 二 モ不相 成、 尤、 此輩皆 死 ニ抵テ 二心 ナ 

ク 、 一 身 之 利害 ヲ計ル モノー ーハ 無 之 共、 人 \ ー斯世 二 居ル 衣食住 ハ 難 忘 之 常 情 一一 テ 、無智 暴行 之 徒 ト雖モ 、其 常 情 一一 基 キテ鎭 

撫セ パ 必 ラス 服從ス へ ク、 況ャ 忠義 廉耻之 十： 一一 於 テヲャ 、於是 、脫籍 i\ 一十： 其 他 義烈 之徒ノ タメ、 蝦夷 地 御預之 儀、 先頃 江戸 

表 二 於テ及 歎願 トイ へ トモ、 御 聞屆無 之、 一 時 益 人心 ヲ激シ 、萬 一 不敬 之 擧動有 之候テ ハ 、恐懼 不翅カ タメ、 軍艦-一打 乘リ、 

江 府之地 ヲ避ケ 、洋中 颶風 之 難 二 逢ヒ、 僅 二 當國 海岸 二 碇泊、 艦 二 修理 相 加 居候 處、 此節 二 至リ、 仙 臺藩厦 次說諭 之趣ァ レ 共、 

我輩 一一 於テ素 ヨリ 天朝 一一 對シ テ奉謝 之 罪 ヲ犯サ ス、 マシ テ御 追討 ヲ可蒙 之謂レ モ無之 候、 然 ル處、 當春以 來我藩 中籍ヲ 

脫シ テ 、奥 羽 列藩 同盟 一一 戮カ イタ シ 居候 者 共、 自今 之 形勢 一一 至リ、 此地 - 一湊 ヒ來 リテ、 志ヲ 我輩 一一 通セ ル者數 千 人 二 及 ヘリ、 

此輩往 々過激 之擧動 -ー 及フト 强モ、 亦 皆 主君 之 恩義 ヲ忘レ ス 、 一 身 之 利害 ヲ顧ミ ス 、無 餘儀此 場 一一 立 至 候 者 一一 テ、 元 ヨリ 同 

藩士， ナレハ 、一 同 軍艦 二 爲乘 組、 今日 當所 出帆 北 地 一一 涉リ、 開拓 之 業 ヲナシ 、身 ヲ容 レ凍飢 ヲ凌ン トス、 尤、 先般 欵願 御聞屆 

無 之 土地 ナレ 共、 同所 ハ 日本 之 北門、 先年 來魯人 之 窺窬ハ 、人々 旣 n 所 知 一一 テ、 此地 一 日 ー魯人 一一 被犯ル 、時 ハ、 全國之 大患 

ナ レ ハ 、此度 我輩 同心 戮カ 風雪 S 寒ヲ忍 ヒ 、開拓 成業 之 後 ハ 、北門 之 鎖 镜相堅 メ  、 決而 他人 之 鼻息 ヲ容 ル、 事 ナク、 且ハ數 

千 有志 之士 凍餒 ヲ凌キ 、生活 ヲ遂ケ 、心ヲ 一 一一 シカ n- 併セ、 嗣後 外患 C 賊有 之-一 於テハ 、爲皇 國必制 壓之功 ヲ奏シ 忠勤 ヲ遂 

ン トス、 夫 レ古明 中- ハ殷之 頑 民 ヲ洛邑 ニ遷サ レ シ典 モア リ、 況ャ、 北 地 開拓 之業ハ 、今日 之 好機 會ヲ 失フ へ 力 ラサル 事、 日 


本國之 爲メ 一  大 至要 之 事 二 付、 同所 ハ 、以 I 川 家 H 永久 御 1 御沙汰 二 相 成、 其 旨 主人 3 リ 私共 へ 申達 有之樣 仕度、 今般 

匕 地へ 罷越 I 意、 如 I 聊審無 之 候 間、 心事 御 憐察可 然御執 奏千祈 萬禱仕 候、 若此旨 閣下 二 ヲィテ 御 聞屆無 之歟、 

又、 曉 や：： 干 人 之 爲メ 下情 塑塞 天朝 ェ不相 達候ハ 、、數 千 敢死之 士北地 開拓 之 志 畫餅ト ナリ、 且 ハ身ヲ 容ル、 一一 地 ナキカ 

故、 御沙汰 之 次第 二 依而ハ 、無 餘儀カ ヲ以テ 御請 可 仕 候、 是 我輩 之 分 ヲ知リ 職ヲ守 リテ、 士人之 道 ヲ污サ 、 ル微志 二 テ、 W 

他意 無 之 候、 偏以襲 至 仁 之 皇 議覽ァ ラン 事 不靈靈 願 候、 敬白。 ^141 海 I 一  同 

奉 四 .》-?ス>、 以上 總督 

〇 麥灘二 云、 九月 中 開 陽、 I 天、 £ 龍 、神速、 千代 m 形、 長鯨、長畸 、大 江、 鳳凰 九艘ノ  S 虱 澤及ヒ 柬名濱 二  I シ、 i ラ 

ムロ、 諸 |島洋 一一 テ 破損 セシ所 ヲ饍 ヒ居タ リシ 一一 、奧 羽越連合 ノ軍、 米澤 伏罪 ノ擧 動ョ if 會津 ハ殆ト 落城 一一 等シ れ 

ノ輩終 二 降 犬 謝罪 シ命ヲ 軍門 二 乞 二 至ル、 獨リ莊 內ノ兵 官軍 一一 抗抵ス ト云、 已 一一 シ テ裏漸 仙 臺城 下 及 ヒ疆邊 二 

シ 故-一、 靈憂 走ノ大 鳥圭 介？ 始 トシ テ會津 其 他 ヨリ 落來 リシ 者、 進 管 二 窮ル- 一 ヨリ 海軍-一 援 ラ乞ヒ 合同 シ 

テ 再擧ノ 策ヲ與 一一 倶ニ セン トス、 是 一一 於テ、 大鳥圭 介、 土方 歳 三、 古 星 作左衞 門、 本 多幸 七郞、 人" -勝 太郞ヲ f.? 隊ニ千 五 百 

： 十 開 #、P57 天、 潘，、 神 *^、 長鲸、 大江、 鳳凰 七艘 一一 分 チ乘リ 、十月 九日 柬名 濱拔 錨、 田、 長 崎ノニ 隻洒田 一一 廻ス、 あ 濱へ碇 

泊 場ヲ替 原註、 十 束 八 名 ％ 開 陽艦ノ 修理 ヲ急キ 、加 ル 一一 我黨ノ 蝦夷 一一 赴ン ト ス ル ノ 趣意 ヲ、 宫家奧 羽 ノ鎭將 四條殿 へ 書ヲ 以テ告 

1 、、1^、此時仙桌額兵隊展拘太3、ヲ，^ー1^« 司卜 二日 諸 船 悉ク折 ノ濱ヲ 出船、 翌十 三日 南部 領宮古 港 二 至ル。 

知 フ 餘 名我隊 一一 合 兵 開囘ノ  ニ隻 一一 乘込ム r  -  1^ 

0 雜 上申書 

去 ル ^  一  口、  i 一字 萵城驛 二 テ小休 之 節 兵 室 丈 籠 行 致シ候 趣、 追々 配下 之者ョ リ 申出 候 付、 直 二 取調 二 遣シ候  1  處、 早 

ぬ 島 迄 參リ候 趣 -ー 付、 追 驅候處 松 島 船 場 二 罷在候 付、 其 隊長 へ 及應接 候處、 仙 臺衝擊 隊長 細谷武 一 郞石卷 ョ り 兵隊-. 纏 城 

復古 外 記 平 51  ロ戰記 第五 明治 元年 十月 十日 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十月 十一 日  五 二 四 

下 へ 罷歸 候ト申 -ー 付、 段々 及 詰問 候處、 仙 靈脫走 額 兵隊 へ 說得 二 參リ、 只今 罷歸候 由 申 候 得 共、 何様 仙 臺謹愼 恭順 之 折 柄、 

軍装 之 上 拳 銑 采配 等 fflii 居候 事故 甚 如何 敷、 依 之 小 野 驛迄鬼 モ角引 屄候樣 申 聞 候處、 K 藩 兵隊 竝藝州 兵隊 追々 驅付、 因 州 

兵隊 者 彼是 致 相談 候 條モ有 之 候 一一 付、 一 一藩 申 合 一 分隊 二 テ警 M 致シ 小野驛 迄連參 候、 其 節 高 城驛中 二 テ丘ハ 隊四人 茶屋 坐 敷 

奧之間 -ー 休息 致 居候 二 付、 此 又承亂 候處武 一 郞手之 由 申 候 付、 同 樣引戾 シ候樣 申 聞、 同 樣之警 固 二 テ 同所 へ 召 連 S. 候、 尤右 

之譯 二 付 日夜 轧問之 上、 因 藩 立 會帶刀 預リ當 所 迄 前 同様 一 一藩 警固召 連 申 候、 此段御 屆申上 候 事。 

十月 十五 日  伊 州 藩 除 長 藤 堂 豐 前 藤 g| 

0 雜 申請書 

弊 藩 脫走額 兵 除 牡鹿 郡 石 ノ卷邊 -ー屯 集 罷在候 由 之 儀 者 別 テ申上 置 候 通-一 御座 候處、 然ル -ー、 年寄 和 田 織 部儀爲 鎮撫 之 出張 

篤 ト說得 仕 候處、 右 兵隊 之 内 七 拾人眞 -ー 悔悟 仕 哀訴 歎願 申出 候 二 付、 同人 儀 右 之 者 共 召 連 城下 近在 福 田 町 へ 指 置 取締 S 能 在 

申 候、 所持 之 器械 等 者 其 隊長 竝德 川脫走 i\ 一臣 等 -ー被 奪取 候 段 共 申出 候、 右 之 者共眞 -ー 悔悟 仕 候 上 者 御 寬典之 御沙汰 被 成 

下、 於 仙 表 謹愼爲 仕度 奉 歎願 候。 

十 月  仙臺 家臣 鹽澤武 司 

〇 批紙 

銘々 自宅 へ 爲 引取 屹度 取締 可 有 之 事。 g 督 .1 

十 一 日、 大總 督府、 移牒 シテ、 仙臺及 流寓諸 藩主 客 兵等ノ 處分ヲ 督促 ス。 

M. 追々 奧羽 ノ諸賊 降伏 相 成 候處、 萬縷 瞹昧タ ル樣子 一一 テ 何分 御 處置付 兼 煩 念此事 一一 候、 就テ ハ 何卒 此度ハ 朝廷 ノ 御爲 

判然 タ ル御處 置 相 成度存 候、 別紙 ノ通 會津 中 村 

兩藩 ノ俊ハ 判然 タ ル御處 置 一一 相 成 中 候 、是迄 兵 ノ 苦 戰數百 ノ 人命 ヲ斷チ 宸襟ヲ 奉惱、 聊ノ 情實 姑息 ノ 愛 ヲ以テ 事 ヲ過リ 

候樣相 成候テ ハ 皇國御 一 新ノ 瑕瑰此 事ト存 候、 依テ 各位 御 睐ハ無 之 事 ト存候 得 共、 弟 等 老衰 氣短ク 何卒 急 一一 仙臺 ノ御處 


置是 祈、 其 外 蔡幕ノ 脫賊脫 走 大名 並 一一 家 來共今 一 歷御掃 攘被成 下 度、 若 金 彈兵ノ 三種 一一 乏敷ノ 故 ヲ以テ 御處置 一一 妨ケ有 之 

事 ニ候ハ 、 、從今 急 飛 ヲ以テ 御 申 越 相 成候ハ 、 、 金彈ハ 早速 兵隊 モ千五 百位ノ 精兵 ハ可差 向 候、 何卒 急々 嚴然タ ル御處 置 

4« 遊 度. M  、尙又 其 御 地 -ー 遁レ 居候 脫走 大名 桑 名、 小 笠 原、 越 州、 松 山、 福 島、 棚 倉、 二 本 松 等 早々 東京へ 護送 被 下 度 候、 其譯ハ 

其 主人 無 在 一一 テ ハ 御處置 モ出來 兼、 一 一本松、 福 島、 棚 倉、 湯 長 谷等モ 沙汰 ノ致カ モ無之 荏苒 事々 遷延 相 成 申 候、 

來レ 4- 二日 御 著輦， 一 相 成 候 ハ、、 早速 仙 米 ノ御處 置 可 被 仰 出 候、 就テハ 諸彥實 地ノ御 見込 モ可有 之 候 間、 此 飛脚 著ジ 

第 御 見込 被 仰 越候ハ 、別 而仕合 可 申 候、 御 見込 御 處置ノ 品 二 依 テ不得 止 今 一 戰爭ハ 可 有 之モ難 計ト存 候。 

兵 金 彈ノ事 御 見込 ノ事 是ハ 仙臺ノ 御處置 一一 付減祿 何程 位、 

前件 ノ 次第 一一 候閒、 乍 御 苦勞此 飛脚 著 次第 事實御 承知 ノ御方 御 一 人 御 歸府是 祈、 

十月 七日 七ッ時  大村 益次郞 

士ロ 村長 兵 衞 

一 會津 始末 大略、  一 降伏 家來共 別紙 之 通、 

1 巴 ま 父子 紀州 へ 御 預ケノ 事、  一民 攻ハ 當分 ノ  £ 越後 總督宮 へ 御賴御 委任 ノ 事、 

一 重臣 竝 -ー 事 ュ 與 ル 謀臣 ハ越 前へ 御 預ケノ 事、 一 若松 守衞兵 越後 口 ョ リ 一 大隊 當府 ヨリー 大隊、 

右 二 テ 若松 御處置 相濟諸 兵隊 引揚、 何卒 何レ モ如斯 早々 御 承知 相 成 度、 

奧羽 ノ 內御處 置 ハ 一 一 一春、 若松 、中 村ノ三 藩ナリ 、何卒 殘 リ藩モ 早々 御 處置付 度御盡 カ是 祈、 

一  ± 分 以上 兵隊 役人 軍事 治官共 

其方 共追テ 何分 ノ 御沙汰 有 之 迄 御 扶助 米 二人 扶持 被 下 候 事、 

爲差 罪科 無 之 者 ハ產業 ヲ求メ 農商ト 成、 或ハ 他家 奉公 不苦候 事、 

一  士分 下 兵隊 千 六 百 九 人 
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其方 北 ハ事實 辨へ無 之 者 ト雖、 王師 一一 抗シ候 段 皇國ノ 大典 不可 許、 百日 謹慎 被 申 付、 尙御 扶助 米 二人 扶持 被 下 候 事、 

右 同斷、 

一  病院へ 

手 負 怪我人 ノ儀ハ 、敵 我 一一 論 ナク賴 ミ依ル へ キ所 ナキ者 ハ不愁 一一 被 思 食 候、 依テ 精々 令 療養 平 愈 ノ後各 其 本 一一 可 令歸旨 

御沙汰 候 事、 

病 者 五 百 七十 人 

右 病院 取 建 保養 ヲ 加へ 全快 ノ後 前欽ノ 種馬へ 被歸候 事。 

〇 十三 日 參謀大 村 永 敏晝柬 

g、 先便 申 上 候 通 何分 奧羽之 御處置 遷延 相 成 苦心 不 一 方 候、 現地 之 模樣者 如何 可 有 之 哉、 何分 遠路 懸隔 リ御地 之 樣子不 相 

分處 ヨリ シテ 愚考 候處、 仙臺之 樣子三 條公東 下 之時ト 一 般仙藩 IMS 半ハ 降伏 半ハ暴 逆、 加 之 桑 名 舊幕之 脫丘ハ 等 相 加 リ逆正 

兩端、 何 レ此儘 二 テ ハ 決 局 之 目途 更-ー 無 之、 依 テ金彈 兵 共 急々 差 送リ候 間官兵 ヲ以テ 逆賊 征討 被 成 下 度 候、 诀テ仙 臺之手 

ヲ 借リ不 申シテ 、殘賊 へ 急々 御手 ヲ 被 付 度 候、 然 一一 現地 之模樣 " 更 一一 承知 不致、 箇樣 激烈 一一 申 上 候 トテモ 不出來 事 ハ 不行 

候 得 共、 何分 仙臺之 遷延 殆ン ト 退屈 此上御 盡カ是 祈、 

十月 九日 

追 啓、 

長 州 之 遊撃隊 四百 人 明日 ョ リ爱元 登 足 御 地 へ 被 差 越 候、 

先達 テ藝州 兵隊 五 百 人 御 地 一旦 へ 被 差 越 候、 

尙叉筑 後 兵隊 五 百 人 御 地 へ 被 差 越 候、 是 ハ 岩 城 平 詰 之 分、 當分其 御 地 へ 差 向 候、 

1 一本松 口 ヨリ 福 島 白 石 へ 向ケ 進軍 之 沙汰 致 置 候 事、 


彌來ル 十三 日 至尊 御 著 相 成 候 事、 弟モ 老衰 最早 奧羽之 荏苒 一一 クタ ビ レ申 候、 依テ 近日 其 御 地へ 發途カ 叉者御國^5へ休 

息 力、 兩條 進退 可 仕 候、 戰爭 遷延 困ルハ 會計、 薩， 長、 土、 彥、 大垣五 藩、 東 山道 之 分 ハ歸國 休 兵 相 成 候 間、 此段御 安 意 可 被 下 一 

。以上 總督 

1 府日 誌 

十一 一 日、 總督府 、相 馬季 ヲ仙臺 一一 召 シ、 朝 旨ヲ傳 へ 、其 封ヲ 復ス。 

相 馬 因幡  I 

奧 羽諸賊 官軍 二 抗候折 柄大藩 -ー 被 凌逼、 不得 t 一  旦 賊徒 二 黨與候 得 共、 王師 封 境 二 臨ミ速 -ー 降伏 歸順 官軍 ヲ迎 へ 仙賊 一 

ラ 攘候段 被 聞 盒屆、 出 格 之 御仁 恤ヲ以 テ城地 所領 是迄之 通 被 下 置 候條、 爾後 天 裁 ノ厚ヲ 奉戴 シ、 闔藩 王事 一一 勤 一一 

勞可相 働 S 御沙汰 候 事。 

十 月 

〇 九日 督府達 書 

相 馬 因幡 

御 川 之 儀候條 早々 仙臺城 H 可罷出 g 御沙汰 候 事。  一 

卜 1 總 督府 日誌 

十 月相 誠 规家記  _、， ， 

〇 諸道 記槪略 二  、江 城 九 a 一十 九日 發書、 十 九日 到來、 相 馬 因幡 城 地 所領 是迄ノ 通 被 下 候 旨 御 達 二 付 其 g 申 渡 i  J 

因幡 東京へ 爲御禮 出京 可 致 旨 申 渡ト、 按ス ル 二 十二 日 ノ字其 旨ノ上 一一 在ルへ シ、 相 馬 誠 胤 家 記 十三 日 トス レ トモ 三 ハニー 

ノ誤ナ ラン、 故 二 本日 二 收ム。  一 

〇 督府、 入道 公 現 親王、 及 仙臺首 謀臣 但木成 行 I、 以下 五人ヲ 東京-一 護送 ス。 

〇 自證院 記-一 云、 十日 御 發途ノ 害ノ處 都合 有 之、 十一 一日 御 發駕、 御旅 行 支度 賄 向 百事 伊 州 會計掛 野 村 勝 之 進出 張 相 計、 辰 半 一 
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刻 御 出立、 御警衞 多人数 藤 堂 仁 右 衞門除 長 一一 テ嚴重 ノ御事 ナリ。 

〇^ 自證院 申請書 1 一通 

覺、 

今度 宮御方 御 哀訴 之 上 東京 へ 御 歸被成 候 樣相成 候、 就而者 諸事 御 都合 之 儀 左 之 通 奉伺 候、 

一 爱許御 發輿之 御 日限 等宜敷 御 差圖被 下候樣 仕度、 右 -ー 付 御旅 装 御手 輕 -ー 御 支度 相 調 へ 可 仕 候、 

一 東京 御 著 之 御旅館 之 儀 如何様 -ー 相 成 可 申 哉、 且 御供 之 面々 者 御 附添之 儀 勿論 之 儀 ト奉存 候 得 共、 附屬 僧侶 之 分 東京 著 之 

上自坊 又^ 法 類 之 寺院 -ー 罷在、 御旅館 H 相 勤 可 申 哉、 又 者 御旅館 江 相 詰 居候 樣可仕 哉 奉伺 候、 

一 御 道中 御 警衞之 御 次第、 且又 御旅 行 海道 筋 之 儀 奉伺 候、 

一 -; 呂御方 仙 岳院御 逗留 中、 御 淸所之 儀 者 御上 京拉 日光 御 登山 之 御 振 合ヲ以 御手 賄 -ー 相 成 居候 間、 今般 東京 迄 之 御旅 中モ矢 

張 御手 賄 -ー 相 成 可 然候哉 奉伺 候、 且 御供 方 一 同 御木 陣 へ 御休泊^^ハ相詰候心得 1 一 御座 候 -ー 付、 御 賄 被 下 候 御 事 ト奉存 候、 

尤 僧侶 之 分 者 下宿 被 仰 付 御 賄 被 下 候 哉、 自分 賄 二 可 仕 哉 奉伺 候、 

一 別紙 人 數書之 通 御供 被 仰 付 候 -ー 付、 人馬 拉御 印鑑 被 下 候 様 奉 願 候、 

一 右 別紙^ 侶 人數之 内、 東京 御 配下 之 寺院 並 在東京 之 御 家來之 面々 へ 前 以愼方 等 被 仰 iM 度 思 召 -ー 付、 別紙 首 書 之 者 共 

三日 程 御先 へ 出立 被 仰 付 度 候 問、 何卒 人馬 並 御 印鑑 共 御 渡 被 下 候 樣奉願 候、 

一 御 道中 御旅 装 之 儀 總而御 道具 類 等 省キ御 質素 之 儀 -ー 御座 候 得 共、 何分 長途 之 御 道中 1 一 付當番 非番 -1 テ相勤 候 故、 御人少 

二 テ差支候1ー付、無餘儀御小人三人、御輿之^}^八人、御手廻リ之者四人、右之分御雇被成度候間、御取計被下候様仕度奉 

存候、 以上。 

辰 九 s  自證院 

〇 別紙 


小 林 右近 下 村 主殿關 右京 

福 田 左 門 鬼 平恒藏 南閒 謙次郞 

朝倉鐵 之 助 八木澤 眞八郞 山 田鐵藏 


佾侶 上下 人 數覺、 

御供 自讃 院 侍 二人 名前 略 御先へ 出立 松林 院 侍 二人 

御供 顯性院 侍 二人  御先へ 出立 元光院 冊子 一 

人專 病氣 付？！！ a 國玉造 郡 赤 湯 f.^  4#KJ.^  i 寸ー、 卸 先へ^ 立 東光院 诗 二人 

場所,^ 相 越 居候 間追而 出立 可 仕 候 丘 一 胸 f ーリ タ へ f  -  7 

御供 淨 門院 御先 へ 出立 常應院 侍 一 人 

同 理乘院 侍 一 人 

御供 名， S 

麻 生將監 山 本 主 膳 

柴 m 元 純 山 口 丈 喜 

靑 村要藏 江川 茂 助 

右 之 通-一 御座 候。 

辰 九月 

〇 批紙 

第二 條、 東京 御 著 之 上 何分 之 御沙汰 P 有 之 事、 

第三 條、 御 警衞之 儀 ハ藤堂 藩へ 被 仰 付 候 事、 

第 四條、 御 本 陴詰之 儀 ハ 其 隨被仰 付 下宿 致 候 面々 ハ 自分 隨 意之 事。 

〇 

願 上 候 口上 覺、 

今般 宫御方 御 陣謝御 哀訴 被 仰 立 候處、 追々 御 取扱 ヲ以御 首尾 能 近々 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十月 十二 日 


安藤 直 記 永 井齋司 

神 山 榮五郞 小 林 銑 之 助 

御 仲間 五 人 


御 東上 之 御手 績 -ー 相 成、 難 有 仕 合 -ー 奉存 候、 然 

五 二 九 
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ル處 東歙山 事件 後 聊モ御 收納無 御座 候 一一 付、 多人数 之 御家來 勿論、 其 外 是迄山 內勤輕 輩 之 者 迄 全 ク盒祿 -1 相 離レ、 殊ニ 

妻子 等 引 纏ヒ、 必至 困難-一 相 迫 リ候得 共、 五月 以來 一 紙 半 錢之御 宛 行 モ無之 故、 今度 御 歸東之 上 者 何 ト歟御 救助 無 之候而 

者 必定 惑亂 沸騰 仕 候、 自然 御 慈愍之 思召モ 御行 屆難相 成、 君臣 之 情 實深ク 御 心痛 可 被 成 儀 ト奉恐 入 候、 方今 之 御 場合 外 

二手；？， 乂. モ絕テ 無 之、 下 #止 儀ト 私共 深 心配 仕 候處、 仙 藩 一一 モ被察 上 候 得 共、 用途 相 嵩 拂底之 折 柄 二 付、 不都合 之 儀 二者 御座 

候 得 共、 米 貳千石 被 差 上、 就 而者右 之 分 東京 江 廻 米賣拂 代獻納 仕度 段 被 申 上 候、 然 ル上 者、 右 廻 米 通 船 之 儀 御 總督府 御 印 

鑑無 之候而 者、 難 相 成 儀 ト奉存 候 間、 何卒 出 格 之 御 取扱 ヲ以、 御 印鑑 等 早速-一 モ被下 候 樣此段 無 餘儀奉 願 候、 右 廻 米 無 滞 出 

來候ハ 、、東京-一 テ賣拂 代金 ヲ以 宫御方 當分之 御 人 筒 筋、 a 御 家 來之者 御 救助 力 、如何様-一 モ 一先 行屆可 申ト難 有奉存 

候、 此 段可然 御沙汰 奉 願 上 候， 以上。 

辰 十月 六日  自證院 

右 之通リ 申出 候 處無餘 儀 事 -ー 付、 御 印鑑 被 差 下 候 事 QM 上日總 M 

〇| 自證院 記 叉 云、 日光 山 東照宮 御 神像ノ 儀、 過ル 五月 中 宇都 宮 へ 官軍 進撃 日光 山 危急 ノ砌、 別 當大樂 院顚倒 周章 シ 、衆徒 

熟議 モナ ク 社家 住人 ヲ語ヒ 長 持 へ 遷坐シ 、會津 へ捧行 候會議 迷惑 ヲ以 テ斷候 由、 然レ トモ 官軍 日光 山 屯 集ノ事 ニテ 進退 窮 

ル 二 衣テ、 社頭へ 安置 守護 罷在、 會 落城 ノ節 日光 大切 ノ品ト 唱へ羽 州 山寺へ 持參、 此度仙 岳院へ 移シ有 之處、 實ハ御 本 像 二 

付、 日光 御 還 座 相 成 候 様 被 成 度、 宫御方 御 願 志亮榮 へ 命 セラ レ候處 朝廷へ 明白 建願ノ 方條理 一一 付、 藤 堂 仁 右衞門 へ 始終 

ノ 爲體逐 一 申入 候處、 大 一一 可 トシ 四條殿 へ 周旋 致シ御 印鑑 ヲ下 サレ、 僧俗 及 仁 右衞門 家來ヲ 添、 首尾 能 日光 御宮 へ 御 還 座 

ナリ 0 

〇 督附達 書 

伊達 陸 奧家來 佤 木 土 佐 坂  英カ 瀕 上主瞎 

田 邊覽士 n 赤 坂 孝 太夫 


右 御 吟味 之 趣 有 之 東京 へ 被 差 出 候 間、 締能相 圍大洲 藩 へ 引渡 被 申 付 候條、 可 得 其 旨候樣 御 達 有 之 候 事。 

十 月  ， 

〇 

大洲藩 

伊達 陸 奧家來 伹木土 佐 其 外 東京 へ 送出 被 申 付 候條、 道中 警衞 ト シ テ 護送 候 様 御 達 有 之 候 事。 

t  CP 以上 總督 

+月府 日 誌 

〇 

參謀世 良 修藏ヲ 殺害 候 者 相 顯候左 之 通、 

伊達 陸 奧家來 田 邊覽吉 赤 坂 孝 太夫 

右 殺害 人 ナ リ 

瀨上主 膳 

右 殺害 指揮 致 候 者ナリ 

.  但木士 佐 坂  英カ 

,  右 殺害 ノ 張本人 ナリ 

右 之 通、 仙臺 家老 遠 藤 喜 右衞門 申出 候 二 付、 大洲藩 百 人嚴重 -ー 警 衞申附 護送、 十 E: 十六 日出 足 仕 候 事 OI 道 I 

〇 仙臺 家臣、 督府 二 上書 シ 、今 神、 今 泉ノ鹽 田、 舊 二 仍テ、 其 業 二 就 カン コトヲ 請フ。 

宇田 郡 今 神、 今 泉兩鹽 場、 先達 テ中戰 地 二相 成 候 節、 兼 テ盥煮 渡世 一 扁ヲ以 テ家內 扶助 仕 候 百姓 共立 除 候 一一 付、 歸村 仕出 體 

製 導 之 儀 申 付 候處、 就テ ハ 役人 共 差下シ 前々 之 通、 夫々 取 掛製導 不爲仕 候 へ ハ 、自然 不行届 國土之 費 一一 渉 候 儀 -ー 御座 候 間、 

早速 差 下民 育 製導爲 仕度 奉存 候、 御 差 支 被 爲在閒 敷 哉 此段相 伺 申 候、 以上。 
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ト弓卜 一, ョ 總督府 

T  S  T  二 日日 誌 

〇 指令 原記ヲ 佚ス。 

〇| 卜 一 日仙臺 家臣 申請書 

覺、 

一 今 神 濱等御 分 柿之鹽 歎願 申 上 置 候 事、 

一 宇田 郡 駒ケ峯 へ 役所 等 補 理之儀 之 事、 

右兩條 歎願 申 上 候 趣、 何分 宜敷 御沙汰 被 下 度奉存 候、 

一 在々 田野 一一 ヲ 4 テ 各藩 之 御 人 數鳥擊 被 致 候 由、 於 弊 藩 ハ 謹慎 中 二 付、 家中 ハ 勿論 山 立 師等 一一 至 迄、 鐵砲 擊方嚴 敷差留 

置 候 得 共、 自然 砲聲 御座 候 得 者、 弊 藩 之 者 共 二 可 有 御座 哉 ト相紛 レ 、役人 共 心配 罷在候 間、 御 野 出 之 節 者 城下 出口 出口 之 

關 門番 へナリ トモ 御 斷被成 下 候 様 二 モ 相 成 間 敷 哉、 奉伺 候、 

一 官軍 御人數  一ノ宮へ 御 參詣、 夫 ョ リ直 ュ 松 島 等 へ 御 渡海， 亦 者 陸 道 所々 へ 御 往行之 節、 船 亦 者 人馬 御望 罷成候 儀 時々 有 之 

由、 右樣之 節^ 御 印鑑 ナリ共 拜見仕 御 繼立申 上 度、 品々 役人 共 伺 申出 候、 最邊鄙 之 土地柄へ 御 越 被 成 候 節、 俄 二人 馬 御望 

遲々 令 候 得 者、 御用 欠 相 至 リ嚴度 御呵等 -ー 相 成 恐怖 却テ 御用 支 -ー 罷成候 儀モ有 之、 可成 丈 ハ 前日 御 掛合被 成 下 御 通行 被 

成 下 度ト之 次第 モ 申出 候 得 共、 是者 右別廉 ヨリ 御極メ 相附、 御 往復 ハ 格別 御 差掛御 參詣先 ョ リ御 渡海 等 之 折 配 符被相 出 

候 ト申儀 者 素 ヨリ 不被爲 成譯ト 奉存候 間、 御用 之 外 御 自分 一一 テ御 通行 之節ハ 、御 案内 之 者モ差 出不申 候閒、 御 印鑑 ナリ 

トモ 拜見被 成 下、 右二 向 ヒ御休 泊 御 賄 向 等 申 付 度奉存 候、 

一 福 島 ロヨ リ參！ JB^t 御 始御人 數御繰 込、 白 石 城 御 引渡 申 上 候 節、 城主 片倉小 十郞儀 仙臺表 -ー 詰 合 候 二 付、 名代 片倉 豐七郞 

罷出相 濟候段 申 越 候處、 追 テナ カラ モ右小 十 郞白石 へ 罷出候 樣可仕 哉 之 事、 

一 白石减 へ 御 人 數御繰 込 二 付テ パ 御用 モ 可 有 御座、 當分 ハ 年寄 役 泉 田 志 摩 儀 同所 一一 詰 合 居候 一一 付、 家老 代 リノ 御用 相辨居 


候 間、 早速 家老 共 爲罷出 置 候 樣可仕 哉 之 事， 

一 相 馬 侯 御總督 5^ へ 被 召 候 二 付、 被 相 越険節 宿所 之 儀 者、 弊 藩 柴田中 務星敷 へ 企 宿 被 致 候樣向 役人 共 へ 申 付 置 候 問、 御 

承知 迄 申 上 置 候 事、 

一 城 中備米 へ 取 入 候 費 萬 俵 丈 今日 ョ リ駄送 仕 険樣被 仰談趣 用人 共 へ 申 談候處 、米 五 千 俵 之 外 粗 -ー テ七千 傻備置 候 由、 右 粗 

M 斗 五 升 S  - 一直 候 得^ 三千 五 百 俊 1 ー罷 成、 左候ハ 、 八 千 五 百 俵 丈ハ備 御座 臉閒 * 不足 之 分 新穀 早速 村々 へ 申 渡 駄送爲 仕 

候 趣 申談候 間、 御 聞 置 被 成 下 度 奉存候 事、 

右 之 通 リロ 上 之 覺ヲ以 申 上 候 間 ケ條每 御 付 札 ラ以被 仰 渡候樣 仕度 奉 内 願 候、 以上。 

十月 十一 日 

〇 批紙 

第 一條、 第二 條、 此儀不 相 成 候 事、  第三 條、 鳥 擊差止 之 儀 各藩へ 相 達 置 候 事、 

第 四條、 御用 之 向 印鑑 相 渡候閒 人馬 取扱 可然、 印鑑 之 者 不及其 儀 候 事、 第 五條、 小 卜 郞罷出 候-一 不及候 事、 

第 六條、 泉 田 志 摩 相 詰 居 其 餘罷出 二 不及候 事、  第 七條、 伺 之 通可爲 事、 

第 八條、 伺 之 通可爲 事。 § 督 I 

十四日、 督府、 林 忠崇、 及ヒ東 a 山 執 當覺王 院義觀 、龍王 院堯 忍ノ死 一 等 ヲ宥シ 、東京 二 詣テ罪 

ヲ待 シム、 又 仙 臺諸客 兵 ノ降ヲ 容シ、 是 日、 諸 藩 兵 二 令 シテ、 之ヲ 東京 - 一 護送 セ シ厶。 

林 昌之助 

右 降伏 謝罪 被 聞 召屆、 死 一 等 被 免 東京 へ 護送 候條 御 達 有 之 候 事。 
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〇  . 

林昌之 助家來 大野 友彌 伊能 矢柄 木 村 嘉七郞 

長 谷川 源 右衞門 中 村 三十 郞 北 爪 善 橘 

岩 瀨经之 助 小幡 武次郞 加 藤 雄 之 助 

安藤 信 三 郞 

徒 士小倉 錢三太 中 野 秀太郞 橋 本松藏 

加納 佐太郞 水田 萬士 n 篠原 愛 之 助 

篠原 竹次郞 小 林 淸太郞 滑 川彥七 

.s&Ht ョケ 。上文 二 同シ 〇 以上 總 

右 降伏 云々 督府 日誌 林忠崇 私記 

〇 忠崇 私記 二 云、 十四日、 夜 書付 相 達ス、 卽時 正服 シテ片 倉 邸 二 到ル、 夜 深 クシ テ事 辨ス へ キナラ ネハ、 暫ク寢 二 ッ クへキ 

由 田 村 氏 云 ヘリ、 卽チ之 二 從フ、 十五 日 辰 刻 比、 伊 州 藩 青木 準 平 ナルモ ノ片倉 邸 二 來ル、 田 村 氏 面接 ス ル 一一、 我輩 ノ 護送 ハ 

伊 州 藩へ 命セ ラレ 今日 發途 ノ害ナ ル 旨申セ シ由、 田 村 氏 申 聞 ラル、 卽チ林 香 院へ申 遣 シ未ノ 刻 比 一 統 旅装 シテ片 倉 邸 一一 來 

ル、 仙ノ 監察 久世平 八 郞左ノ 書付 相 達 セ ラル、 

木 ョョ， \ 一力.？. 匿と 蒙 五 通 原 記 之 ヲ載セ ス、 按ス ル 一一、 忠崇及 家臣 各 一 通、 龍王、 月. I- £ 日 尹？^ 蕃 一.3， 、呈寸 _R、5g; ケ q 頃 南 一波 rag- 

ぉ昌 1\- お：^ 另細 £ 通 之 寒 院、 畳王院 一 通、 惠川 丘.、、 水ョ 兵 各 一通 ヲ指ス モノ ナ ラン、 Rr.T5 日 0?- リ T; 铕 KH  ノも， WW  I づ； l^fsfw; もォも 

候 間、 一 同片倉 小. I 郞 屋敷へ 引 揃 置 可 申、 尤於 同所 帶刀被 召 上 候 害 二 候 間、 心得 迄 申 聞 候 旨 軍 監林半 七殿ョ リ被仰 聞 候 間， 

別紙 五 通 差 添 此段相 達 申 候、  ， 

十月 十四日 

右 之命ァ ルー 一 ヨリー 同 帶刀ヲ 久世氏 一一 相 渡ス、 此日 同シク 護送 セラ レシ ハ輪王 寺 宮執當 、龍王 院、 覺王院 其 外遊 擊除 ト稱 

セ ル舊 幕府 脫臣 ナリ、 未 ノ下刻 一 同 旅装 相 調 ヒ片倉 邸 出立 護送 セ ラル、 予竝 龍王、 覺王ノ 兩院へ ハ 朝廷 ヨリ 駕ヲ 賜フ。 


覺王院 龍王 院 

降伏 謝罪ぎ 聞 召 届、 東京へ 被 差 出 候條、 著 之 上謹愼 天 裁 相 待候樣 御 達 有 之 候 事。 

. 十月 

〇 十一 一日 達 書 

.  伊 州 藩 

^此度 林昌之 助、 覺王院 、龍王 院其外 舊幕之 者 東京 へ 被 差 出 候 付、 道中 護 衞候樣 御 達 有 之 候 事。 

十 月 

〇 仙 臺客兵 降伏 書類  ■ 

德川脫 走 ノ臣大 久保七 郞左衞 門 等、 名分 順逆 ヲ誤 リ奉抗 官軍 候 段 至極 奉 恐縮、 先非 悔悟 降伏 奉 謝罪 恭順 謹慎 罷在、 奉 仰 

朝 裁 別紙 ノ 通弊 藩迄欵 願書 指 出 候 間、 一 同 御 寬典ノ 御 處置被 成 下 候樣奉 歎願 候、 依 テ名元 丼 人員 相 調 差 添 奉 願 候、 以 

上 0 

十 nT>  仙 臺古內 可 守 

〇 

臣 忠造 先達 江 戶脫走 以來奧 羽  一一 i 能 下 リ、 出先 ニ於テ 奉抗 官軍 候 段、 實以 順逆 ヲ誤リ 臣子ノ 分 ヲ失ヒ 至極 恐縮 ノ至 一一 奉存 

畢竟 主家 恢復 仕度 一 心 ヨリ 差 起 リ候事 二 テ、 外 二 他事 ナク 候、 然 ルニ旣 二 主家 ノ儀， 寬典ノ 御處置 ヲ以テ 七十 萬 封 二 被 

立 下 難 有 仕 合奉存 候、 此上 ハ 兵隊 一 同 仙 臺領松 山 一一 於テ 恭順 謹慎 扉 在、 幾重 一一 モ寬大 ノ奉待 朝 裁 候、 誠 惶誠恐 頓首頓 首。 

K 應四年 九月  誠意 隊長 德川臣 大 久 保 七 郞左衞 門 
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〇 

私共 儀當 四月 江戸 開城 德川家 一 時 威 却ノ姿 一一 相 成 * 且 主人 一一 ハ 朝敵 ノ蒙 名、 於 臣子之 分 一一 ハ 何共 申樣無 之、 不堪 悲欵痛 

心罷在 候、 折 柄奧羽 諸侯 爲 天下 同心 協 カノ 御 决約有 之 候 趣 及承険 間、 同志 ノ者共 申 合 江戸 表出 立、 尤 途中 戰爭 -ー 及 候 儀 モ 

有 之 候 得 共、 右 者全ク 主家 囘復 仕度、 一 圖ノ迷 心無 據場化 ヨリ 起 リ候事 一一 テ、 奉對 天朝 候テ ハ素 ヨリ 御 敲對可 奉 申 上 所 

存ハ 毛頭 無 御座、 道路 困難 相 凌 漸當表 迄罷越 候處、 今日 ノ 形勢-一至 リ奧羽 一 體 降伏 謝罪 被 成 御 願 候 旨 御 布告、 且 主家 ノ儀 

モ夫々 御所 置 相濟候 由、 左 候 へ ハ 最早 强訴可 仕 次第 更 -ー 無 御座、 宿望 殆爱 -ー 盡果 悔悟 發明仕 候 上 ハ 、百事 奉 恐 入 候 間、 偏 二 

謝罪 奉 願 候 外 無 他事、 因テ ハ 一 日 ー御當 家へ 御 依 賴仕候 私共 ノ儀 一一 候 得ハ、 此上 浮沈 共 御 差圖ヲ 可願コ ソ當然 ノ本理 ト奉存 

候、 刖隨 命令 藥師坊 中 二 謹 愼罷在 候 儀 M 御 坐 候 間、 御 品 宜被仰 立 寬典ノ 御 處置御 坐 候 樣御執 成 ノ程偏 -ー奉 願 候、 以上。 

九 a  純 義除頭 渡邊綱 之 介 判 

信 純 

外- 1  士官 九十 八 人. 兵卒 二百 二十 一人 

仙臺 議事 應接局 御 懸リ衆 I 上日總 I 

〇 神 靑龍隊 士{01 椎橋 兼吉外 二  士官 四 人、 步兵 十九 人、 傳習除 士官 星野捨 4S 、外 二  士官 一 人 、歩兵 八 人、 降伏 書 本文 二 同シ、 

故 ニ之ヲ 略ス。 

〇 

私隊ノ 儀、 於 江 戶表當 一 一月 以來 組立 一一 相 成、 越後 國水原 表鎭撫 御用 被 仰 付 罷下申 候處、 德川家 御所 置濟 -ー相 成奉對 官軍 

不敬 仕 候， 心得 毛頭 無 御 坐 候 得 共、 何 分隊 中 扶助 方 等 必至 差 支當惑 仕リ、 終 -ー 不敬 ケ間敷 次第 罷成 心得 違 之 段、 幾重 -ー モ恐 

入險 次第 奉存 候、 今般 眞 二 悔悟 仕 謝罪 之 儀 伏テ奉 嘆願 度、 依 テ於仙 臺表悉 謹慎 罷在候 間、 何分 出 格 之 御 哀憐 御 寛大 之 御所 

置 奉 蒙 度 奉 歎願 候、 此段宜 様 御 執 成 被 下 度 偏 -ー 奉 願 上 候、 以上。 


辰 九 en  新 遊撃隊 頭 土 田 善左衞 門 印判 

仙 臺 軍事 局 

〇 

乍 恐 以書附 奉 歎 顧 候、 

傳 習第豐 義勇 隊秋山 主 殿 介、 組 町 兵 總代喜 市、 拉初司 奉 申 上 候、 我等 共儀當 四月 十七 日 江戸 表 ヨリ 主 殿 介 手 f,- ーレ相 一成 afl,. 

此 tn: 十五 日當 御 屋形様 御領 地 迄罷越 候處、 主 殿介モ 我等 共 持 具 扉 在 候 器械 不殘、 頭取 之 意 光 ヲ以慎 持 荷， Hi ァ ラン、、.." 

同様 之 次第、 且又 我等 共 置 落 -ー 相 成 無據御 役々！；^ 江 御 屆申上 候處、 格別 之 御 思 召 ヲ以是 迄 御 賄 頂戴 罷在難 有 仕 合 奉存候 

猶又 恐不顧 奉欵願 候、 何 率 御屋形 樣御憐 愁ヲ以 我等 共 一 同行 立 候樣御 慈悲 之 御沙汰 偏 -ー 奉欵願 候、 以上。 

慶應四 辰年 九月 廿 六日  德川傳 習 第一義 勇隊 町 兵總代 喜  市 印判 

初  司 印判 

當御 屋形樣 御 役人 衆 中 ほ 

〇 

德川脫 走 之臣、 悔悟 降伏 謝罪 奉 歎願 候、 名 元 ® 人員 器械 調、 

一 誠意 隊長 大久保 七 郞左衞 門 外 百 四 拾 三人 器械 所持 不仕由 

一 純義 隊長 渡 邊綱之 介 外 士官 九 拾 八 人 兵卒 貳百貳 拾壹人 小銃 拾 五 挺 咐屬品 共 所持 罷在候 付 奉 指 上 候 由 

一 神 靑龍隊 士官 椎 橋兼吉 外 士官 四 人 步兵拾 九 人 器械 所持 不仕由 

一 專習隊 士官 星 野捨吉 外 士官 ft 人 步兵八 人 器械 所持 ヌ仕由 

一 新 遊撃隊 頭 土 田 善 左衞門 隊士四 拾 六 人 小 銑 拾 挺 所持 罷在候 付 奉 指 上 候 由 

一 傳習 第一義 勇隊 町 兵總代 喜 市 初 司 外 四 拾 八 人 器械 所持 一 イ^ 由 
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復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十月 十四日  五一 1 一八 

^  以上 總督 

t ュ府日 誌 

〇 本 條隊號 人員 後條 ノ達書 及 仙臺錄 上人 名 ト往々 相 符セス 、然レ 別 一一 攻ル所 ナシ。 

〇 

水 藩 三 拾 九 人 先達 テ中 ョ リ當國 へ 罷越 散在 仕 居候 二 付、 存慮承 屆候處 、欵願 之 次第 別紙 之 通、 齋藤領 介 へ 申 聞 候、 素ョ リ水 

戶 領内 擾亂 一一 相 及 候 一一 付、 其場ヲ 避候タ メ 當國 へ 罷越 居候 儀 一一 テ靜謐 一一 相 成 候 上歸國 仕度、 其 間 出立 見合 居 度 由 無 餘儀譯 

二 相 見得 候閒、 右 國情相 定候迄 寛大 之 御 處置ヲ 以當所 村落 之 中  > 一 成 共 差 置 候 儀 相 叶 申閒敷 哉、 此段相 伺 申 候、 以上。 

辰 十月  仙臺 家臣 鹽澤武 司 

〇 

一 去ル 子年 巳來、 水戶表 之國情 彼是 混亂 仕、 當春 - 一至 候テ ハ 猶々 相 募 候處、 於 國許盡 力 仕 候得ハ 却テ對 主君 弓 ヲ引候 姿 二 

成 行、 臣子之 分別 テ恐入 候 二 付、 無 據脫藩 仕 御 當家之 儀 ハ近キ 御 親戚 之 御中 故 奉 依賴、 何分 家中 熱 和 致 候 様 御 聲懸之 程 

哀祈奉 欵願候 儀 一一 テ、 元來 器械 等 所持 仕 候 儀 二 モ無 之、 全ク 歎願 筋 ヲ以御 當家ヲ 奉 仰 慕 罷出候 者 共 一一 有 之、 勿論 官軍 

へ 御 敵 對等仕 存念 ハ 毛頭 無 之、 往々 ハ 舊君 へ 奉仕 累代 之 恩 儀 一一 奉 報 度 至 願 二 テ 、旣 一一 面々 妻子 等 ヲモ國 許 へ 指 置 罷出候 

處、 當御 時節-一 罷成 候テハ 一同 奉 恐 入 候 次第-一 付、 此上ハ 伏 テ奉仰 天 裁 外 他事 無 之、 嶁蟻之 微衷 何分 二 4 御 諒察 被 成 

下、 國許 平和 不仕候 内 ハ 御領 内 へ 御 差 置 被 下 置候檨 仕度、 偏 一一 御 憐愍 ヲ以宜 敷 御 執 成 被 下 度 謹テ奉 歎願 候、 恐惶 謹言。 

辰 十月  齋藤領 介 


村 上 源次郞 

代 田信藏 

野 村 八十 次郞 


同 僳 介 渡邊 鐵次郞 

同 吉 郞堀 ロ萬吉 

松 井秀藏 金子 久三郞 

為 羽留吉 岩 上留吉 


高 山 豐次郞 

同 萬太郞 

同靜藏 

細 c<t" 萬 吉 


助 川 鐵太郞 

瀨尾辰 之 介 

秋 元信彥 

m 瀨內藏 之 介 


.  井上 淸 

大內彥 

右 之 通 御座 候、 以上。 瞻督赚 

〇 以上 八 teja 一一  上申 ノ日 ヲ審 二 セス。 

〇 督府達 書 五 通 


八 

介 


白 石 又兵衞 

田 山 鐵之介 

柴田大 介 

海 野 彥三郞 

田 中 城 之 介 

欠 森 喜 ー郞 眞野總 八 


太內 酉次郞 

佐々 木 幹次郞 

深 田五郞 

高 倉 源 次 左衞門 

餓村文 之 介 


小 室 作次郞 

河 島 介之丞 

河 和 田 四 郞右衞 門 

同 半 兵 衞 

寺 門 左ー郞 

\ 三 十九 人 


各 通 


元 德川新 遊撃隊 

元德川 純義隊 

同 

陸 軍隊 

神 靑龍隊 

傳習隊 
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神靑龍 分隊 赤心 隊 

第一 

明治 元年 十月 十四日 


土 田 善 左衞門 

渡 逢 鋼 之 介 

佐賀 包八郞 

岩 城 大和 

森 m 木 一郎 

八橋 半 之 助 

星 野捨吉 

秋津 貞治郞 

森 四 

柴田 善太郞 


以下 四十 六 人 

以下 四十 一 人 

以下 三十 五 人 

以下 二十 二人 

以下 

以下 , 


郞 以下 


五一 11 九 
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右 降伏 謝罪 被 聞 召 届、 死 一 等 被 冤 東京 へ 被 差 送 候 條御達 有 之 候 事。 g 督 M 

〇 大 久保忠 造へ ノ達書 原 記 ラ佚ス 、然レ トモ 其 同 ーナル 知ルへ シ、 又 彰義除 撒 兵方ァ リ、 降伏 書 達 書 並 ニ之ヲ 佚ス。 

〇 

舊德 川歩卒 開 陽 丸 水 主 共 二百 九十 五 人 

右 降伏 謝罪 被 聞 召屆、 屹度 御咎方 モ 可 有 之 候 へ トモ、 格別 ノ 御仁 慈 ヲ 以テ 生國 へ 被 差 返 候條、 歸國 ノ上ハ 夫々 產業可 相 

勤 候 樣御達 有 之 候 事。 g 督 I 

〇 此 外步卒 四百 四十 五 人 ァリ、 仙臺 上申書 中 一一 見ュ、 達 書蓋シ 同文 ナ ル ヘシ、 別 二見 ル所 ナシ。 

〇 

水 戶脫藩 村ヒ 源次郞 以下 三十 九 人 

御 吟味 ノ 趣 有 之 藝州藩 護送 東京 へ 被 差 出 候條、 著 ノ 上謹愼 天 裁 相 待 候 様 御 達 有 之 候 事。 

〇 

長 州 藩  因 州 藩 

右舊 幕臣 脫走ノ 者 召連レ 東京へ 相 達 候 樣御達 有 之 候 事。 

〇  . 

藝 州 藩 

舊 幕臣 拉 水戶脫 藩 ノ 者 云 々 。細 « 鼓 ^1 上 

〇 長 門藩ハ 神 靑龍隊 分隊、 赤心 除、 敬 身 隊及新 遊撃隊、 誠意 隊、 傳 習隊、 I 八 JJ、 一  聯隊、 因幡 藩ハ純 義隊、 渡 邊綱之 介 及 

佐賀 包八郞 以下、 安藝 藩 ハ純義 除， 岩 城 大和 以下 及水戶 脫兵ヲ 護送 セリ、 以上 達書ハ 十七 日ョ リ廿 四日 ニ至ル モノ ヲ合 

叙ス、 又 仙 S 錄進客 兵 人名 數所 一一 散見 スル者 ヲ列叙 シテ下 一一 附ス。 


〇 客 兵 人名 

元 德川臣 


渡 邊 綱 之 介 

神 尾 好 治 

兒野左 仲 次 

金 萬 良 之 助 

立 野 尉 助 

關東作 

加 藤 直 記 

大 塚 兵 次 郞 

堀田與 三 郞 

飯 富 忠次& 

小 林義助 

森 山勇吉 

鈴 木 市五郞 

大石誠 一 郞 

渡 邊誠之 助 

伊東 勇 之 助 

復古 外 記 


高 

黑 

吉 


三 

石 


賀 包八郞 

坂 登 京 

部 庫治 郞 

枝 純 之 助 

鐵 母 

勝馬 之丞 

P  零 

原 內藏之 助 

盆 捨治郞 

田 佐ー郞 

邊 

浦 三 四 

井 改心 

岡 善 

1  P 


數 馬 


登 

水 


岩 城 大和 

上田 浦 之 助 

秋 元 富 久 馬 

村 瀨翁助 

西 村 錯之助 

山 垣 雄 

白 川 伊十郎 

本山 貫淸齋 

織 田 常治郞 

內 藤 定 吉 

眞 田  族 

妻 木 源 三 

戶田  榮 

木 下 登 

高木 大助 
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城  錦 家 

島  泉 

；!^ 田 太. B; 

高 田. 鐵 之 助 

满井 松治郞 
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E 安中 納ー i 來 龍 卿 Ms 麟教男 森 

sli  洒井六 三 郎家來 g  ^  \  ^ 

^^n^0  湯 川 松 之 助 弟 每面尸 6; 

新 遊撃隊 

牟 5 川臣 
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總計 一 千 零 七十 八 人 

〇 督府、 仙臺  一 I 令 シテ、 軍艦 ノ數ヲ 錄進セ シム。 

所持 ノ 軍艦 員数 取調 御 屆可仕 旨 御 達 之 趣 承知 仕 候、 軍艦 ユ ハ 無 御座 候 得 北 r 蒸氣船 一 艘外國 人 へ 內金指 入 引 請罷在 候處、 

先達 テ於 浦賀 天朝 御用 被 爲在奉 指 上 候 樣被仰 渡 指 上 候 段申來 居、 外 二 帆前船 壹 艘外國 ヨリ 買 取 所持 罷在 候處、 右 ハ於相 

州 竹ノ下 破船 仕、 當時蒸 氣船帆 前 共 所持 不仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

十月 十四日  仙臺 家臣 鹽澤武 司 

總督府 日誌 

〇 本條、 達 書 原記ラ 佚ス。 

十七 日、 安藝 藩 後軍、 31:^ ゃ亘館 二 至 ル 。s 督 i 

〇 白 川口 參謀、 督府 二 移文シ テ 、本 軍 ノ 凱旋 ヲ 報ス。 

1、 其表モ 追々 御鎭壓 南部 降伏、 九條； g -ー テ御 指揮 之 趣、 就テ 《此方 一手 更 二 無用 之 事 盡ク凱 陴之御 決議 一一 テ、 咋日ョ 

リ佐土 原 兵隊、 舊ー 一本松 主人 大村 兵隊、 舊棚 倉主 人並 養 浩警衞 連々 引繽 廿日 迄 -ー 總軍束 京 へ 引揚申 候、 依 之 人馬 甚相 湊當 

分 ハ 聊之 通行 モ難相 成 候、 旣 二 輪 王 寺せ：； 御 通行 不相成 桑 折 へ 御 留リ候 位 -ー 御座 候、 

杉澤角 右衞門 明日 網駕 ュ テ備前 兵隊 譬衞 東京 へ 相 送 申 候、 

先達 白 石 出兵 之 折、 城 中盡ク 爲引拂 封印 仕置 候 間、 此後御 處置宜 敷奉賴 候、 

仙臺降 人共甚 不敬 之 趣 追々 相 聞 申 候、 御高 配 之 儀 ト奉存 候、 

鳳輦 者去ル 十三 日 東京 へ 御 著 之 趣 二 御座 候、 

越後 口、 總督宮 十五 日 當リ新 發田御 出陣、 若松 御通リ 東京へ 御 越 之 趣-一 御座 候、  . ， , 


右 急 便 一 報 如是 御座 候、 頓首。 

十月 十五 日  渡邊淸 左衞門 は督ぎ 

十 A 日、 久留米 藩 後軍。 55 ぞ磐城 平 二 至ル。 S 督 fi 

廿日、 本 多 忠紀、 內藤政 養、 安藤信正 千 住 驛献、 -ー 抵ル、 大總 督府、 令 シテ忠 紀ヲ岡 崎 藩 二、 政 養 

ヲ延岡 藩 二、 信正ヲ 安藤 信 勇 一一 付 シテ. 之 ヲ 幽ス。 

各 通 本 多 能 登 _ 

內藤 長壽丸 

其方 事 還 官軍 二 抗敏シ 、剩へ 在所 ヲ脫 シ士民 ヲシテ 向背 ラ失ハ シメ、 竟 二 仙臺表 ニ於テ 降伏 スト 雖モ、 不容 易之 所業 一一 

候條、 依 之 先 同姓 美 濃 守 へ 御預ケ 謹慎 申 付 候 事。 

, TJ 本多忠 伸、 內 

1 月 藤 政 憲家記 

〇 政養ハ 同姓 備後 守-一作 ル。  . 

〇 十九 日 達 書  一 e  r 

各 通 本 多 美 濃 守 

內. 藤備後 守 

其方 同姓 本 多能 登 屡 官軍 二 抗シ、 在 處ヲ脫 シ士民 ヲシテ 向背 ヲ失ハ シメ、 竟 一一 仙臺表 ニ於テ 降伏 スト 雖モ不 容易 ノ 所業 二 

及 候條、 於 當地先 其方 へ 御 預ケ謹 愼申付 候 事。 

t 弓 本 多 忠直內  .. 

十 月 藤 政 擧家記  ， 

〇 政擧ハ 同姓 內藤政 養-一作 ル。 
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〇 十九 日 安藤 信 勇へ 達 書 

對馬守 養 祖父 鹤 翁儀厦 官共 二 抗シ 、竟 二 仙臺表 二 於テ及 降伏 候 段、 一 時不得 止事ト ハ 乍 申 不埒 之 至 二 候條、 於當 地先ッ 

對馬守 二 御預ケ 謹愼被 仰 付 候 事。 

ト a, 安藤 信 

H  g 守 家 記 

〇 相馬季 胤、 書 ヲ督府 一一 上リ、 軍貲金 J^^.- ヲ獻シ 、及 ヒ抗敵 死者 ノ罪ヲ 宥シ、 弔祭 ヲ行 ヲ得ン コ 

トヲ 請フ、 IS 一一  皆 之 ヲ聽ス C 

私儀 先般 降伏 謝罪 奉 申 上 候 ノ處、 不得 止情實 御 照 察 被 下 置、 早速 嘆訴 御 聞 屆相成 、寛大 之以 思 召 實効相 立 前 罪ヲ償 

ヒ候様 被 仰 付 難 有奉感 戴、 仙臺 嚮導 兵食 方ハ 勿論 萬 事 御沙汰 之 趣 違 奉仕、 畢 世ノ盡 カニテ 一向 從前 罪科 ヲ償候 心事 二 

i 能 在 候處、 追々 奧羽ノ 諸 藩 降伏 謝罪 申立 候 上ハ、 不日 御 平定-一 モ赴候 御 儀 ト恐悅 至極 奉存 候、 然ル 一一 弊邑 果敢々々 敷 成功 

モ 無 之、 恐 惧扉在 候 折 柄、 今般 出 格之以 御仁 恤城地 所領 是迄之 通 被 下 置、 王事 -ー 勤 勞可相 勵旨蒙 御沙汰 重 疊難有 仕 合 

ニ奉存 候、 且又 竊 奉伺 候處、 御 鳳輦 東京へ 行幸 被 遊 候 趣、 王師 御軍須 莫大 之 御 儀ト奉 恐察、 如何-一 モ 分量 丈ノ財 寳進獻 

仕 候 ハ 當然ト 奉 存候處 、癸丑 S. 寅以來 無限 人 費、 殊 一一 當春 以後 軍用 S 外 ノ經費 夥敷國 力 殆竭盡 一一 向、 獻金 ノ 心事 空 敷 相 成 

候 儀 遺憾 至極 奉存 候、 付テ ハ 官軍 御 軍資 前條 行幸 御 入費 九 牛 之 一毛-一 モ 至 兼 候 へ 共、 僅 一 萬 金出來 候閒、 刖獻納 仕度 

奉存 候、 何分-一 モ微哀 御 照 察 被 下 置 願 之 通 上納 被 仰 付 候 者 難 有 仕 合奉存 候、 此段奉 願 候、 以上。 

十月  相 馬 因幡 守 

〇 批紙 

本書 申出 之 通 被 仰 付 候 事。 


私義 先般 降伏 謝罪 奉 歎願 候處、 天朝 覆 載ノ以 御大 仁 不得已 ノ情實 深 御 憐察被 遊、 實効相 立 前 罪ヲ憤 候樣被 仰 付、 猶 

又 今般 出 格之以 御仁 恤城地 所領 如 元 被 下 置 候 旨 被 仰 付、 臣 父子 ハ 勿論 僕隸 二 至ルマ テ 望外 至 仁 之 御沙汰、 冥加 至極 難 

有 感泣 奉 拜戴之 外 無 御座 候、 此上奉 嘆 訴候儀 重々 恐懼 至極 奉 存候得 共、 賊徒 ノ爲メ  -ー被 相 迫 家僕 共 不得止 棚 倉以來 所々 出 

兵 一一 及、 於 其 場 蒙 御 誅罰候 者 共 素 ヨリ 順逆 之 道 乍相辨 居、 且夕 邦家 之 顚覆ヲ 相 嘆 無餘義 出陣、 實 一一 途方 ヲ失 ヒ含淚 呑聲テ 

戮 二 就 候.^ 共、 死後 千 其 罪 ヲ可償 時 無 御座 空ク 原野 不祭之 鬼 ト相成 候 段、 數十世 主 從之親 一一 取候テ ハ 私情 トハ 乍 由 痛 悼 

又 難 忍、 彼等 罪 雖重全 ク微臣 之 過 ョ リ 一 筒 之忠心 ヲ懷候 者 共ヲシ テ 永久 不可 償 大逆 一一 陷候儀 日夜 悲嘆 二 不堪、 若 彼等 存命 

二 モ有之 候へ ハ、 主從北 ハー 一 歸順歡 喜 ノ眉ヲ 開 キ恭敷 天命 ヲ奉シ 、互 二 先登 ヲ爭ヒ 奮 戰彈丸 矢 石之閒 ニ命ヲ 失候モ 快然ト 

メ 遺憾 有 之 問 敷 ノ處、 其 場 二 不至死 二 就 候 心中 尤 可憐 之 至、 乍 去 亡魂 若 有 知 ハ 當時如 此廣大 之 御仁 德 -ー 浴、 必滅 之 社稷 

復 安堵 之 蒙 御沙汰 候義 泉下 之 大慶 無限 事 - 一可 有 之奉存 候、 仰願ク ハ 臣 不肖 一一 シテ 家僕 重罪 一一 陷リ、 長 ク不祭 ノ鬼ト 相 成 

候 段、 蒼海 ノ以 御憐懲 彼等 生前 ノ 重科 蒙 御 宥免之 御沙汰、 弔祭 之 儀 親族 共 取 斗 候樣被 仰 下 置 候へ ハ 彼等 死 而始可 瞑" 

天恩 實 -ー 及 枯骨 重々 難 有 仕 合奉存 候、 此段乍 恐 奉欵願 候、 以上。 

十月  相 馬 因幡 守 

〇 批紙 

本 害 申出 之 趣 不苦候 事。 gilM 

廿 二日、 大總 督府、 移牒 シ テ 、伊達 慶邦及 宗敦ヲ 東京 二 護送 シ 、 且本路 ノ軍ヲ 3 セシ ム。 

〇 大總督 府參 謀書柬  . 

^達 陸 奥 父子 之 儀 ハ早々 東京へ 護送 可 有 之 候 事、 

一 護送 ノ 兵隊 ハ 百 人 宛 一一 可 限 候 事、 

一 伊達 陸 奧家來 重臣 參攻 重罪 ノ者 三十 人 御 撰 二 相 成 東京 へ 護送 可 有 之 候 事、 

復古 外 記 平 渴ロ戰 記 第五 明 ^55 元年 十月 二十 二日  五 五一  . 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十月 二十 一一 一日  五 五 二 

一 自餘 ノ家來 ハ 於 自宅 謹慎 可 被 申 付 候 事、 

一 大小 銑 砲彈藥 ノ儀ハ 悉皆 東京へ 御送ノ 事、 

一 最前 爲鎭壓 差 出 シ候藝 州藩ハ 直へ 御 差置ノ 事、 

前件 ノ廉々 御處置 扣濟候 ハ 、 諸 兵 御 引 纏 凱 陴可有 1\ー、 最仙臺 城下 へ 鎮撫 兵 入用 候 樣被思 召 候 尸 、 、御 引揚 ノ後更 一一 兵隊 可 

差 出 候 事。 I、 

十月 十八 日 

〇 

今般 護送 二 相 成 候 藩々 ノ家來 五 人 一一 限 リ候樣 申入 候 へ ト モ、 以御 憐愍 十五 人迄不 苦、 尤 正義 ノ者人 撰可然 3：： 御 申 聞 可 給 候 

也。 

卜月ト A ョ  經 度 無 13 

廿 三日、 督府 伊達 慶邦 及宗敦 一一 命シ、 東京 一一 詣リテ 罪 ヲ待タ シ厶。 

伊達 陸奧 父子へ 

降伏 謝罪 被 聞屆候 二 付テ ハ 、早々 東京 へ 罷出 謹慎 奉 待 天 裁候樣 御 達 有 之 候 事。 

卜 3 總督府 日誌 

i 月 仙 « 藩 記 

〇 督府演 達 

陸奧 父子 降伏 謝罪 被 聞盒、 今般 東京へ 被 差 出 候條、 著ノ上 謹慎 天 裁 ヲ相待 候樣、 就テハ 留守中 末 家 始家來 共 自然 動搖 

之 義等有 之候テ ハ 重罪 ノ 次第 -ー 立 至 リ甚不 宜義ニ 候條、 其 段 篤 ト示シ 置 候 様 被 仰 含 候 事。 g| 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 右 之 通 被 仰 含 候 一一 付、 慶邦 大小 ノ諸臣 ヲ集メ 左 之 通 申 聞 カセ候 

予等 父子 降伏 謝罪 御 聞 屆相成 東京 へ 被 相 登 候 -ー 付、 於 同所 謹慎 偏 -ー 奉 待 天 裁 候 ョ リ外 他念 無 之 候 間、 此旨篤 ト相辨 へ 


留主中 屹囊順 戰可罷 在、 萬 一 暴動 脫走等 之義有 之、 再ヒ 天 顧 ヲ蒙リ 候様 ノ儀有 之 候 テハ是 迄 謹 愼ノ廉 モ不相 立、 

實 二 以 恐縮 ノ至此 上 重罪 二 立 至 リ可申 候 條嚴肅 罷在候 樣申聞 候 事、 

右ハ 當時ノ 流 裏 藝絕、 父子 ハ i  二 可 被處ト テ 羅搖ス ル 二 依 テ別テ 厳 ク申付 候、 一 一十 七日 ハ 乂子糧 四丈餘 二 テ仙 

臺ヲ 發ス、 右 取締 軍 監林半 七 御 使 番礒部 虎之 進 外 一一 筑後 兵隊。 

0  筑後藩 


百 人 


伊達 奧ハ乂 子 東京 へ 被 差 出 候條、 護送 候 樣御達 有 之 候 事。 


十 月碰督 i 


〇 


. 通リ於 自宅 


卄 七日、 陸奧 父子 東京へ 護送、 家來 重臣 重罪 ノ者但 木、 土 佐 以下 五 人 過日 護送 相濟、 自餘ノ 家來ハ 夫々 御沙汰 

謹 鎮申附 候 事、 

大小 銑 砲彈藥 ノ儀ハ 悉皆 取上ケ 過日 以來中 村 迄 繰出シ 置、 相 馬 藩 へ 嚴重守 衞申附 候 得 共、 數千ノ 器械 彈藥故 陸地 運送 六ケ 


敷 候閒、 蒸 氣船御 廻シ方 東京 へ 申立 置 候 事 CI 道 ま 

廿 S 日 、大總 督苻、 令 シ テ 佐 倉 藩 兵 ヲ撤歸 セシム 


佐 


倉 


藩 


其 藩 岩 城 平 出張 之 兵隊 不殘引 揚歸國 可 致 旨 御沙汰 候 事 Q 

十月 廿四 日 g き 

〇 正へ J 家 記 一一 云、 平 潟 へ 分隊 ノ兵除 モ 同 樣引揚 候 テ宜候 哉 相 伺候 處引揚 候 様被談 候， 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十月 二十四日 


五 五一 11 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十月 二十 七日 

廿 七日、 大總 督府、 仙 臺罪臣 但木成 行 等 ヲ宇和 島 藩 二 幽ス。 §fl 

晦 日、 總督四 條隆謌 、仙臺 ヲ 發シテ 凱旋 ス 。 

〇 廿 五日 督府達 書 

御 凱旋 次第 

來廿 八日 中 街道 長 州 藩 海岸 道 筑前藩 

同廿 九日 中 街道 筑後藩 前著 海岸 道 肥 後 藩 

同 三十日 中 街道 總督卿 御守衞 徵 兵隊 館 林 藩 

十一 e: 一日 中 街道 薩州藩 海岸 道 因 州 藩 

同 二日 中 街道 第 四 中隊 會計官 器械 方 . 

右 之 通 御 達 有 之 候 事。 

十 月 

〇廿 七日 達 書 

伊 州 藩 


五 五 四 


海岸 道 第三 大隊 


後者 肥 


该 


總軍輜 重 警衞可 致 33、 御 達 有 之 候 事。 

但、 當 所發陣 ノ儀ハ 、會 計官 へ 談合 可 有 之 候 事。 

〇 

右、 此度 海道 凱陣致 候付テ ハ 、參謀 木 梨 精 一 郞 外使番 三人 一 同罷歸 候、 此段爲 心得 相 達 置！^ 事。 


筑 


藩  ii 


〇廿 八日 達 書 

長 州 藩 

右二 本 松 在 陴ノ處 不殘引 揚候様 御 達 有 之 候 事。 

〇 

郡 山 藩 

右會計 御用 物 護 衞候様 御 達 有 之 候 事。 

〇廿 九日 徵 兵隊 館 林 藩へ 達 書 

一 明 晦日 八 字 城内 整列 之 事、 一 御行 軍 都テ腰 兵糧 之 事、 一 御 出馬 合圖 喇叭 被 用 候 事、 

一番 支度 二番 整列 三番 御 出馬 

右 之 通 御 達 有 i\! 候 事。  • 

r ョ 以上 總督 

T 月府 日 誌 

十 一 月 三日、 公 現 親王 千住驛 一一 抵ル、 大總 督府、 朝 命ヲ傳 へテ、 之ヲ 京師 一一 護送 シ、 伏 見 宮ノ邸 

ニ幽ス ◦ 

〇 自證院 記 -ー 云、 桑 折 宿 御 滞留 ヨリ 東京へ 常應 院守慶 差遣 候處、 十 一 月朔 日夜 古河 驛自 證院旅 宿へ 立 戾リ悲 泣告テ 曰、 宮 

御方片 $ 御 滞在 ナク千 住 宿 ヨリ 素 通、 剩へ因 州 藩へ 御 預ケ御 幽閉 仰 付 ラレ 候、 朝議 御 诀定ノ 由侬テ 報知 仕 云々、 亮榮 愕然 

UL  ノ舞 ノ  @ ム听ヲ 知 ラス、 曰、 是 マテ 輔佐 シ奉リ 今日 如此、 身命 ヲ拋 テ是 ヨリ 早 打 二 テ 東京 著ノ上 有栖川 親王 一一 欵願繾 

リ奉ラ ン ト シ、 藤 堂 仁 右衞門 へ 書中 槩略申 送リ古 賀驛發 足曉七 半時 千 住 宿 一一 著、 然 ル 一一 伊 州 監察 荒木 庄三郞 早 打 一一 テ追 

ぉリテ 曰、 何 ノ所爲 ナルャ 、亮榮 曰、 臣子ノ 分ヲ盡 サン ノミ、 荒木 曰、 御 處分行 違ヒ殊 一一 因 州 御 預ノ義 曾 テナ シ、 御 里 伏見宮 

复古外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十一月 三 H  五 五で 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 明治 元年 十一月 七 • 十日  五 五六 

二 テ御謹 愼ニ極 レリ、 是事實 二 止 ヲ得ス 、君 二 密告 ス、 亮榮 躍然ト シテ 曰、 子ノ言 ノ如 クナラ ハ 三年 ノ御 幽欝 モ君 厭ハ ス、 

臣安シ 、我 不明 二 シテ 勞ス、 罪 萬 死 二 中ル、 幸 二 宥怒ヲ 願 フト、 三日 千 住 宿 御 一 治、 四日 大總 督ノ 御使番 井後 最中 出頭、 宫御 

會、 直 一一 御上 京、 伏見宮 へ 御 謹慎 成サ ル へ ク 御沙汰 ノ旨 上申 敬 承 仕 ノ段御 返答、 最中 叉 下陣へ 家臣 麻 生 將監、 山 本 主膳ヲ 

召 シ宮御 方 直 一一 御上 京 一一 付、 其方 一 一人、 中間 一 人 切 御供 附ラ ル、 只今 ヨリ 用 向 其方 一 一人、 自 證院ノ ミ相許候、其餘ノ^|9總テ 

下宿 スへキ 旨 ナリ、 是 ヨリ 京都へ ノ 警衞藤 堂 佐 渡 守 へ命セ ラル、 最中 又亮榮 ラ 召 シ 尾 州 家 へ 御預 謹慎 仰 付 ラ ル 、 宫 御門 室 

ノ御 家臣 仙臺 ョ リ 御供 ノ輩 其々 へ 御預 謹慎 被 仰 付。 

〇 十月 二 卜 五日 大總督 府達書 

伊 州 藩 別 除 

輪 王寺宮 近々 著府直 二 京都 へ 被 差 越 候條、 途中 警衞可 致 旨 御沙汰 候 事。 

41 弓 藤 堂 高 

i  邦家 記 

〇 高 邦家 記 -ー 云、 宗 藩人數 へ 加入 東京 へ 繰込ミ 居、 十月 廿五 日輪 王寺宮 京都 被 差 越、 御 途中 御 警衞可 致 旨 伊 州 藩 別隊ト 

シテ蒙 御沙汰、 宗藩 ヨリ 長官 一 人、 同 附屬四 人、 使番ー 人、 其 他 久居藩 加入 人數 ヲ以テ 護送 相 勤候ト C 

七 曰、 林忠崇 東京 二 抵 ル、 大總 督府、 令シ テ之 ヲ唐津 藩邸 二 幽ス。 g 京 i 

〇 林 忠弘家 記 一一 云、 - 七日 忠崇 東京 著 ノ節於 千 住 唐津藩 重役 御 呼 出、 忠崇儀 其 藩 へ 御預被 仰 付 候 御 達 御 坐 候ノミ 二 テ 、 忠 

崇 へ ハ 別段 御 達 無 御 坐 候。 

忠崇 私記 一一 云、 家 來ハ猶 伊 州 兵 護送 シ テ松平 圖書頭 邸 一一 各藩 ノ脫走 人 降伏 シ、 尾 州藩ノ 警衞セ ル所 一一 誘 ヒ尾藩 隊長 江 引渡 

サ ル。 

十日、 伊達 慶邦 及宗敦 東京 二 至リ、 良 源院， § ゆ 二屛 居ス。 »^ 


十四日、 總督 四條隆 謌凱ヲ 東京 城 一一 奏 ス 、詔 シ テ 、其 功 ヲ賞シ 、物ヲ 賜 フ 

凱 至ス、 賞 賜 各 差 ァリ。 


藩 兵、 前後 


〇 十五 日 達 書 

四 條少將 

久々 之 軍旅 勵精盡 力 速 一一 東北 平定 ノ功ヲ 奏シ候 段、 叙 感不淺 候 段 今般 凱旋 一一 付、 不取 敢此品 下賜 候 事。 

卜  一 a- 東京 城 

^  一  日 誌 

〇 朔日達 書  、 - り 

各 通 木 梨 精一 郞 河 田 左久馬 寺 島 秀之助 

高 橋 熊太郞 堀 直太郞 姉 川 榮 藏 

春 來久々 ノ 軍旅 勵精寶 I 苦心、 速 二 東北 平定 ノ功ヲ 奏シ蟹 憲不淺 候、 今般 I  二 付、 不 取敢爲御 太刀 料金ー 一 百 

兩 下賜 候 事。 


十 tn: 


東 京 城 日 誌 

河田景 與事鎮 


〇 寺 島 直 方 以下 戰略 苦心 ノ 四 字 ヲ除キ 、直 方 及 高 橋勝攻 ハ 百 五十 兩 以下 ハ百 1^  - 一作 ル 

〇 諸 藩 兵隊 へ 達 書  ， 、 

久々 ノ 軍旅殊ニ苦戟 寶ノ 段、 連々 被 聞盒 憲不 淺候、 此秦京 i 輦ノ折 柄 歸陣ニ 付不 取敢靈 勞、 ■ 肴 候 事 

但束ヒ 一 先 平定 一一 至ル ト雖モ 前途 皇國御 維持 ノ儀、 深ク 御 苦慮 被 爲遊候 一一 付、 尙此上 紀律 厳肅 一一 想寸 誠實ヲ S トシ 

緩急 可遂 奉公 旨 御沙汰 候 事。 


十 京 減 
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五 五 七 


名 


二 後月 ク七 五 
屬白十 ノ人百 
ス河 三外ヲ a; 
口 日 八 除 十 


城外 府本 府本 府本 府本 


拉 
人 


八月 十三 

佐 土 原 藩 日 後 白 川 

ロー I 屬ス 


大 


村 


F 八月 十三 

藩 日 後 白 川 

口- 1  S ス 


番 砲 


番 銑. 


百 四十 三 人拉 大砲 一門 


六月 十六 

平 潟 著 


同 上 


同 上 


六月 十六 日 


百 四十 三人 


復. 古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 官軍 兵員 表 

平 潟 口 官軍 兵 員 表 


五 五八 


私 

私 


番 


除 百 二十 五 人 一 


除 百 二十 一 11 人 


五 百 三十 七 人 


六月 十六 日 

^ 上 

同 上 

九月 十七 日 

中 村 著 


著 


七月 九日 

平 潟 著 


七月 十日 

同 上 


六月 十六 日 

同 上 


七月 十日 

同 上 


七月 九日 

同 上 


合 


-Ilia 


千 四百 十三 人 


小銃 九番隊 百 二十 七 人 

小統 十一 番隊 百 三十 五 人 

小 鋭 十二 番隊 百 五十 九 人 

三 番 砲 隊八 十五 人 

番兵 一番 隊 百 二十 二人 


s 百 二十 

五  八 七 

^         十 砲 

二 小 

人隊除 


備 


口 日 八 

二 後月 
屬白十 
ス川三 


百 
九 
十 


八 


十 


百 
九 
十 


人 


人 


人 


mM 藩 同上 


三 百 三 十六 人 


5,a". 一  隱 1 一 百 十 A 人 


笠 


ね 砲 百 四 人 


外 二 奧州陣 星 詰 六十 人 許 


六月 二十日 

平 潟 著 


三百 三十 六 人 


六月 廿 九日 

平 潟 著 


八月 十三：：！ 

磐 城 平 著 


三百 二十 二人 


因 


幡 藩 


除 永 田 秀藏隊 


七月 三日 

平 潟 著 


隊 池田德 定人數 


隊 森 川某隊 


ヒ 


六 


三 


竝 二 大砲 五門 

近 藤 佐 分利 隊 

S 脇缝殿 助隊池 

田德澄 人數合 ％, 

I 建 部 古田 山极中 

村大橋 天野隊 

認谷藤 田 

山田隊 


1 _ 


ま 佐 分利 隊 


同 上 


七月 十 一 日 

平 潟 著 


同 上 


七月 十二 日 

小名 濱著 


同 上 


七月 十三 日 

平 潟 著 


同 上 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 官軍 兵員 表 一 


六月 二十日 

平 潟 著 


七月 四日 

同 上 


追々 到 著 


六 百 六十 九 人 一 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 官軍 兵員 表  五六 〇 


久 

田 

米 
藩 

安 ： 

m 

1 

藩 

徵 
丘 

隊 

山 

石 

國 

藩 

ま 
門 
藩 

郡 
山 
藩 

五 
百 

ノ ゝ 

十 
九 
人 

1 

四 

百 

十 
人 

百 
五 
十 
八 
人 

丘 
數 
未 
詳 

七 
番 
除 

義 
除 

中 
除 

城 良 

中 
除 

大第 
隊ー 

# 
# 

隊 

銳 
JR. 

中 

百 

十 
人 

七 
十 
人 

百 
八 
十 

人 

小 

隊 

池 
田 
德 
澄 
隊 

小 

隊 

和 
田 

岐 

家 

同 
上 

磐 十 
城 月 
平 十 
著 八 
曰 

小 七 

名 

濱 月 

著 詳曰 
東 七 不 
京 月 
發廿 

亘十 
月 

著 十 
七 

小 七 
名月 
濱ニ 
著 十 

小 七 
名月 

濱ニ 
著 十 

曰 

同 
上 

同 
上 

同 
上 

平 七 
潟 月 
著 十 
九 
曰 

同 七 

月 

七 

平 七 
潟 月 
著 三 
曰 

中 九 
村 月 
著廿 

曰 

同 
上 

千 

i 十 
人 

一 

If 
五 
十 
八 
人 

一 
大 

中 
隊 

四 

中 
P 余 

百 

十 
人 

兵 ' 

三 砲 


銃： 戰 I 四 I 四 

卒 士  i 百 I 曰 一 
六 八 

十 十 
一 九 
人 I 人 


十 


人 


四 

百 

十 

ノ、 

人 


百 
七 
十 

ハ 

人 


二  ！百 


八 
十 
七 

人 人 


百 
八 


同 
上 


平 九 中 七 

潟 月 I 村 
著 十 著 月 

詳 日 


筑 前 藩 


律  藩 


肥 後 藩 


P  ^  0 八月 六日 

中 ネ 键 以後 

復古 外 記 平 


七 百 七十 三人 


八 百 三十 人 


九 百 五十人 


二十 九 小隊 

二. 砲 隊 

五六 一 


錢士  二  b  0 

銃卒： バ a 

？ロ戰 記 第五 官軍 兵員 表 


同 上 


同 上 

八月 七日 

今 神 村 兵 


七 UH  二 十四日 

小名 濱  

九 ほ 六日 

力 月 十九 日 

同 上  

七 月剥不 

小名 濱著 ssil, 

I 八月 十六 日 

屮村著  . 

十月 朔日 

同 」  

九 月 r 

巾 村 具 l&s 


ti- 月 六日 

各所 配 兵 


磐 
城 
平 
藩 


五 
十 
人 


中 九 

村 月 
著 七 
曰 


五 
十 
人 


五 

五 


大 

中 


合 


計 


七 千 九 百 九 4- 五 人 

外-一 間 藩 奥州 陣屋 詰 六十 人 許 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 官軍 兵員 表 一 


五六 二 


大 洲 


林 


in  倉 


兵 


十 
七 

士 

農 銃 
兵卒 

士 

小 

小 

小 

小 

除 

除 

隊 

隊 

玉 八 

野 H 
村廿 
增八 
兵 日 

笹八 

野 H 

兵 七 
曰 

小 八 

國月 
村 九 
增日 
兵 

百 


十 人竝 大砲 二 門 


百 


し 

ブ 


百 七十 


人 

人 


第 三 大 隊 二百 五十一 一人 


八月 十九 日 

中 村 著 


八月 廿 二日 

中 村 著 


九月 二日 

平 潟 著 —I 

九月 111 日 

同 上 


九 お 三日 

中 村 著 


百 二十 人 


一 百 八十 五 人 


一 百 五十二 人 


因 

柳 

m  j 

大 

佐 
土 

薩 

隊 

藩 

復 

幡 

川 

則 

村 

原 

摩 1 

號 

名 

古 

死 

監大 

外 

記 

隊 

平 
潟 

P 

人 

後 
死 

人 

後內 
死一 
ス人 

人 

軍長 

戰 

記 

人 

人 

死 

長 

m 

五 

十 

十 

以 
下 

士 

官 

官 
軍 
死 

人 

人 

人 

後内 
死 一 
ス人 

人 

人 

後 
死 

表 

十 
人 

人 

人 ― 

四 

人 

四 
人 

死 

丘 

八 
十 

人 

後內 
死 土 

A 

十 
八 

人 

後內 
死一 
ス人 

七 

人 

後內 
死 三 
ス人 

小 

四 

人 

ノ1 

人 

同內 
上人 

四 
十 

四 

人 

後内 
死一 
ス人 

隊 

人 

人 

死 

人 

七 

人 

人 

人 

人 

人 

夫 

五 

^    III    4  ^$1 

傷? E 

P3 

*  X  ニニ 

後 

死 十 
： ス 

、 人/ 

十 
五 

J 人 

傷 死 

X 十モ 

後 
死 

人ノ、 

傷? I 

-X 四ズ 

後山 
死 十 

八 
. 人/ 

： 合 一 
、 計 藩 

I 中 村 藩 兵食 總計 

一 米 七 千 七 百 二十 六 石 一斗 八 升 八 勺  I 玄米 一升-一 

是ハ 官軍 八月 七日 ヨリ 十月 朔日 マテ 日數 五十 四日 通計 百 十六 萬 八十 パ人ー 日 一 人 白米 六合 ノ # 付 一 合 波 

同人 馬總計 

, 尺 足 八 萬 四千 六 百 八十 一人  官軍 各藩 使 高 

一 馬 一 萬 四千 四百 七疋 

平 潟 口 官軍 死傷 表 


1  m 

大 

中 
村 

肥 

津 

筑 

久 

m 

安 

徵 
兵 

山 

JET 

長 

林 

洲 

£1 六 八 
後日 月 

後 

前 

米 

藝 

隊 

國 

門 

人 

人 

後 
死 

人 

- 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

四 

十 

五 

人 

人 

後内 
死 一 
ス人 

人 

人 

後內 
死 三 
ス人 

人 

死 一 
ス人 

人 

人 

後内 
死 一 
ス人 

人 

十 
七 
人 

八 
人 

八 
人 

十 
四 
人 

七 
人 

人 

五 
人 

四 

人 

十 
人 

人 

後内 
死 二 
ス人 

入 

七 
十 

後内 
死 十 
ス人 

十 
九 

後内 
死 七 
ス人 

四 
十 
七 
人 

後內 
死 十 
ス人 

十 
九 
人 

後內 
死 十 
ス四 
人 

十 
七 
人 

後内 
死 二 
ス人 

五 
十 
八 
人 

後內 
死 十 

人 

十 
人 

十 
八 
人 

後内 
死 一 
ス人 

十 

人 

後內 
死 六 
ス人 

人 

人 

人 

人 

人 

十 

五 

五 

四 

人 

人 

後內 
死 三 
ス人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

傷 死 

内 

後 
死 

傷 

傷 死 
内 

5 八十 

人 し 

後十丄 
死 九 
ス八 

傷 死 
円 

； J 四十 

死 十 
ス 

傷 死 

t 五十 

後 

死 十— 

傷 死 

内 

A 七十 

人 -. 

後 十 ， 

死 七 
ス七 

傷 死 

内 

十八 

後 
死 

スノ、 

傷 死 
士七七 

後 十 

死 

ス七 

傷 死 
十六 

九 

傷 死 

内 

X 十七 

後 
死 

スノ 

傷 死 

V3 

A 七十 

死 十— 
五 

人人 

人 

人人 

人人 

人人 

人人 

人人 

人人 

人人 

人人 

人人 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 官軍 死傷 表 


五六 £ 


^1 

m 

泉 

中 1 

米 

1 

仙 

、yf 
潘 

部 

城 
平 

村 

日 八 
以月 

HU 六 

澤 

臺 

名 

七 

十 

軍參用 大家 
隊 

人 

人 

監謀人 長老 

ハ 

十 

七 
十 
七 

人 隊 
數 

人 

人 

人 

人 

締 長 

一 

小 

一 
大 
除 

十 

小 

四 

人隊 

百 十 

五 . 
十 

四 小 
人隊 

1 - 

X 
隊 

四 
外大 

-"9 隊 
隊四 
兵 十 

桑 や 
詳小 
隊 

隊 

百 

人 

四 
人 

夫 

小 

隊 

大 

除 

十 

小 
人隊 

七三 

百 十 
四 一 
十 

_ ^小 
入隊 

大 

1 

九 四 
外 大 

十隊 
隊 四 
兵 十 

貢 九 八 
不 I 

詳 小 

入隊 

藩 

八 

計 

、 

ん 


計 


人 六 人 


内 三人 

後死ス 


十二 人 


五十八 人 


fin 九 人 五 百 九十 一 入 

內 八十 二人 後死ス 


十四 人 


四 十 四ノ 筏死ス 


總計 死 百 三 ト六人 傷 六 百 九十 九 人 內九 十七 人後 死ス 

平 潟 口 賊軍 人員 表 


復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 賊軍 人員 表  五六 五 


小 

客 

湯 
長 

計 

谷 

十 

力 

ノし 

人 

百 
四 
十 

五 

人 

人 

四 六 

な百大 

！九隊 

兵+九 
員 十 十 

1 四 小 
入隊 

百 五 

外 

ドみ 

小 

員 六 

不 

詳 

人隊 

一 
小 
除 

十 
四 
人 

百 五 
外— 

fe 十 小 

員 

小 

^ 一 
人隊 

隊 

磐 

泉 

中 

米 

仙 

藩 

平 

村 

以六八 
前日 月 

澤 

臺 

名 

人 

死 

軍參大 

八 

隊 

人 

後 
死 

人 

傷 

監謀長 

人 

人 

人 

十 
人 

死 

入隊 



十 

十 

數 

人 

後内 
死一 
ス人 

-ノ 

1 お K 

傷 

締長 

八 四 
人 十 

人 

四 六 
人 十 

十 
人 

一四 
百 
人 十 

死 

兵 

im  くべ 

四 
十 

人 

内 百 

人? 
後 十 

死 五 
ス人 

隊 

八 
人 

死 

人 

人 

傷 

夫 

傷 死 
二 四 
十 十 
六 八 
人人 

死 
人 

傷 死 

ft 

A 五 七 
死 十 十 
四 四 
人人 

死 
十 

七 

人 

傷 死 

內 

ま 三 四 
後 百 B 
死 五 二 
ス十十 
九 3l 
人人 

八 

計 

藩 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 賊軍 死傷 表  五六 六 


總計 六 大隊 九十 小隊 九 百 九十 三人 外-九 隊 兵員 不詳 

平 潟 口 賊軍 死傷 表 


小 

容 

湯 

長 

計 

丘 

尋 

― ― 

人 

九 

人 

後内 

死一 

ス人 



十 

人 

十 

七 

八 

後内 

死 一 

ス人 

十五 

五 百 

人 四 

A 

A 

四 

百 

人 

人 

八 

人 

人 

傷 死 

死 

人人 

1 入 

總計 死 五 百 七十 一人 慯 四百 四十 人 內五 人後 死ス  - 

復古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 終 

；ほ古 外 記 平 潟 ロ戰記 第五 賊軍 死傷 表 


一等 編修 官 長 松 幹校閱 

舊 三等 協修 藤 川 三 溪 纂 修 

五六 七 


復古 外 記 稿本 

J  ^  3  ^  B  fi  ^  自明 治 元年 六月 十四日 

超. #  口 勒 llg ん牙ー  至 同 七月 朔日 

明治 元年 i 六月 十四 曰、 軍務 官 知事 嘉彰 親王 J^il 、ヲ拜 シテ、 會津 征討 越後 ロ總 督ト爲 シ、？ 娜？、 

三等 陸軍 將西園 寺 公望、 讓 liKI や 壬 生 基修、 縣 |們 ヲ參謀 ト爲シ 、ねな 如 軍 1 楠田英 世、 ほ囍 5〕 ヲ 

副 參謀ト 爲シ、 土 倉 正彥、 條、 理荒尾 成 章、？ 贿 潘  1? 松 平 正直、 謹ま f 越ヲ 軍監ト 爲ス、 軍務 官 判事 

吉井督 春、 |麵、 士應 小軍監 三宮義 ST 歸 5〕 近 宮川長 春、 i お 小 監察 片岡利 和、 I 塑潘 人な- 芳 野親義 、き、 太 

S や 及ヒ明 石、 福 知 山、 高 鍋、 足 守、 三日月、 小 野、 小 松 七 藩 兵 之 二 屬シ、 小 濱藩兵 之 力 先鋒 タリ。 

仁 和 寺 兵 部 卿 

當 官ヲ以 テ會津 征討 被 仰 付、 可爲 越後 ロ總督 事。 

但、 至急 出馬 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

J、 弓官 中日 記 

す 月 東 伏 見 宮家 記 

〇  、 

西 園 寺中納 言 

北陸 道 鎮撫 使 被 免、 此度仁 和寺宮 爲會津 征討、 越後 口へ 出馬 二 付、 其 參諜被 仰 付 候 事。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 十四日  五六 九 


復古 外 

,官 中 


日 記 


越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 十四日 


五 七 〇 


西 園 寺 公望 家 記 


〇 按スル 一一 、官 中日 記閏 四月 二十 三日 一一、 公望 ヲ以テ 北 國鎭撫 使 ト爲ス ノ條ァ リ、 職務 進退 錄、 太政官 日誌 等 之 ヲ載セ ス、 

而 シ テ 進退 5* 翌 日 ノ條ニ  、三等 陸軍 將 ニ拜ス ルノ命 ァリ、 之ヲ 公望 二 質 ス 一一 、亦 鎮撫 使 ノ 命ナシ ト云フ 、然 ラ ハ 則 本條北 

陸 道 鎭撫使 被 免 ノ八字 蓋 シ誤 レリ、 又 公望 家 記 一一 、六月 十九 日 柏 崎 一一 著、 總裁 ヨリ 書翰 ヲ以、 宫御 進軍 之 事 申來、 改テ當 

口. K 參謀被 仰 出 云々 ト ァリ。 

〇 


此度仁 和寺宫 爲會津 征討、 越後 口 へ 出馬 一一 付、 當官ヲ 以テ其 參謀被 仰 付 候 事。 

ffll 、至急 發途可 致 御沙汰 候 事。 


TJ 官 中 日 記 

月 壬 生基修 事蹟 


〇 


會津 征討 二 付、 御 雇 ヲ以テ 仁 和 寺 宮副參 謀 被 仰 付 候 事。 

但、 至急 發途可 致 事。 

,官 中 日 記 


月 


搬田英 世履歷 蒈 


〇 


各 通 


壬 生 左 衞門權 佐 


楠 田 十 左衞門 


土 

荒 


倉 修 理 

笔 駿 


介 


會津 征討-一 付、 御 雇 ヲ以テ 越後 口 軍監被 仰 付 候 事" 


但、 至急 發途可 致 事。 

,、 弓官 中日 記 

户 月 池 田 輝 知 家 記 

〇 


會津 征討 -ー 付。? 訂シ 上-文 

但、 至急 之 儀 二 付、 國許 ョ リ直 二 發途可 致 候 事。 


0: 


官中 

m 己 

一一 一一 n 


〇 正直、 七月 五日 柏 崎-一至 ル。 

〇 

當官ヲ 以テ、 仁 和寺宮 二 附屬、 越後 口 へ 至急 出張 被 仰 付 候 事。 

,、 TJ 官 中日 記 

プ 月 松 尾 相 永 履歴書 

〇 時 一一 、相 永 軍務 宫權 判事 タリ。 

〇 

に 和寺宮 二 附屬、 越後 口 へ 至急 出張 被 仰 付 候 事。 


六 月 昨； S 

E. 言 


〇 十三 日 1 


復古 外 記 越後 口 戦記 第一 明治 元年 六月 十四日 


松 平 源太郞 


^尾但 馬 


山 科 能 登 介 


吉 幷幸輔 

五 七 1 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 十四日  五 七 二 

越後 表 賊焰再 熾 -ー 付、 當 官ヲ以 早々 出張 被 仰 付 候 事。 

,、 太 政官日 誌 

プ 吉 井友赏 履歴書 

〇 二十 二日 三宮義 胤へ 達 書 

仁 和 寺 宫北越 出張-一 付、 小 軍監被 仰 付 候 事。 „g 《^鶴 

〇 同日 片岡利 和、 芳 野親義 へ 達 書 M 

仁 和 I 北 越 出張-一 付、 小 監察 被 仰 付 lnii 腿醒 $ 

〇 宮川長 春ノ宣 達書ハ 、原 記 ヲ佚ス 、山中 獻所 撰、 長春ノ 碑銘 一一、 明治 元年 戊辰 六 0: 總督東 伏見宫 東征、 君 以軍監 、從在 北 

越 云々 ト ァルヲ 見レハ 、蓋 三 宮義齓 ト同シ ク 小軍監 ニ任セ シナ ラン。 

〇 

各 通 松 平 兵 部大輔 朽木近 江 守 秋 長 門 守 

木 下 備中守 森 對馬守 一柳 對馬守 

一 柳 因幡 守 兵隊 

兵 部卿宮 越後 へ 出張 二 付、 隨從可 致 御沙汰 候 事。 

但、 人數書 早々 可 差 出 候 事。 

六 d!: 十七 日 

右、 御 召 之 上 一一 テ御達 一一 可 相 成 之處、 至急 之 儀 一一 付爲持 達シ候 也。 

六月 十七 日  軍務 官 

明 石 三日月 藩 記转木 

綱鑑 一柳 賴明家 記 


〇 本條、 秋 0: 種殷、 一 柳 末德家 記、 拉 一一 十五 日 トシ 、足 守 藩 記 十六 日 トス 、今 明 石 三日月 藩 記、 綱 鑑賴明 家 記 二 從フ 。 

〇 十八 日 達 書  • 

酒 井 若狹守 兵隊 

今般、 丘ハ 部卿宮 越後 へ 御 出張 1ー 付、 爲 先鋒 急々 出兵 可 致 旨、 御沙汰 候 事。 

但、 可成 丈 海路 ヨリ 至急 二 可 指 廻 候 事。 

」、 3 洒井忠 

/ 月 綠 家 記 

〇 

今般、 越後へ 出兵 被 仰 付、 海路 ヨリ 至急 相 廻 可 申 旨 御 達 之處、 蒸 氣帆前 共 早 走 之 船 所持 無 御座 候 二 付、 和 作 商船 二 テ漕付 

候テ ハ 、風 手 一一 寄、 宮御方 御著陴 ョ リ延著 仕候テ 、ノ  、甚以 奉 恐 入 苦心 仕 候 間、 何卒 敦 賀表 ョ リ御 軍艦 御先 乘之內 へ 乘組候 

樣、 被 仰 付 被 下 置候ハ 、、難 有 仕 合奉存 候、 此段奉 歎願 候、 以上。 

六月 十九 日  酒 井 若 狹守內 藤 井淸ニ 

軍務 御 役所 

〇 軍務 官批紙 

御 軍艦 乘組之 儀 ハ 難 聞 届、 仍テ ハ 陸地 出 進可爲 勝手 事。 III 

〇 

今般、 兵 部卿宫 越後 表へ 御進發 一一 付、 兼 テ滯京 仕 居候 對馬守 兵隊、 隨從可 仕 旨 被 仰 出 之 趣、 早速 急 飛脚 ヲ以申 遣 候處、 

於 在所 表敬 承 仕 候、 乍 併 御 隨從半 小隊 程 之 儀 -1 付、 餘リ 小人数 -ー テ奉恐 入 候 間、 馳付上 著 次第 半 隊增加 之 儀 奉 願 上 度 、依 之、 

聊人數 上京 申 付， 昨夜 到 著 仕 候處、 御 進發御 日限 御 間モ無 御座 候 得 共、 前 條申越 候 儀  >ー 付、 別紙 之 通 總人數 差 出 申 度、 此段 

奉 願 上 候、 以上。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 十四日  五 七三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 十四日  五 七 四 

六月 廿 一日  一 柳對馬 守家來 湯淺  齊 

軍務 御 役所 • 

。別紙 

覺、 

一兵 員 四拾豐 人 難隱減 一兵 夫 十五 人 

右 之 通 御座 候、 以上。  ， 

六月 廿 一日  一柳 對馬 守家來 湯淺  齊 

軍務 御 役 所 ill! 

〇 末 德家記 二 云、 右 差 出 候處、 神妙 之 至 思 召 候 -ー 付、 早々 人 數差加 可 申 旨、 御沙汰 有 之 候 事。 

〇 

昨 十七 日 御沙汰 御座 候 朽木近 江 守 兵隊、 今度 兵 部 卿 宮樣御 出張 御 隨從之 儀、 當時 京師 詰 合 居候 兵隊 -ー テ宜 御座 候 哉" 

右 御隨從 出張 中、 諸 賄 如何 相 心得 候テ 可然候 哉、 

冗費 ハ 屹度 可 相 省 候 得 共、 一 隊之ケ ット類 爲持候 人夫 召 連 可 申 哉、 又ハ 途中 宿 人足 遣 侯 テ不苦 候 哉、 

右 等 之 儀、 爲 心得 奉 窺 候、 以上。 

六 0: 十八 日  朽木近 江 守 公務 人 中 野 齊 

軍務 官御 役所 

〇 軍務 ioL 批紙 

第 一條 京師 詰 合さ 人 數亍ァ 不苦候 事、 

第二 條 諸賄官 ヨリ 御 辨へ被 下 候 事、 


第三 條 器械 持 運 人夫 召 連 可丰候 事。 歸穌確 

一 御隨從 -ー 御 坐 候 ハ 、 、萬 事 御 親 兵 同樣相 心得 候 テ宜御 坐 候 哉、 

一 途中 休 治 御 同宿、 海上 ハ 御 同船 二 御 坐 候 哉、 

一 休 泊 二 付、 旅籠 科 之 儀 尸 會計御 方 ョ リ御拂 被 成 下 候 哉、 弊 藩 へ 御 渡 二 相 成 候 哉、 

一 宿釗之 儀、 官 ヨリ 被 仰 付 被 下 候 事 哉、 藩々 二 テ宿釗 之 者 差 出 可 申 候 哉。 


朽木近 江 守 

一 柳 因幡 守 

一 柳 對馬守 


森 對馬 守 

松 平 兵 部大輔 


〇 軍務 官批紙 

第 一 條 右 同様 相 心得 可 申 事、 

第二 條 同宿 同船 之 事、 

第三 條 右 ハ宮御 拂被下 候 事、 

第四條 右ハ 差出シ 候-一 不及候 事。 l»s 

〇 

一 玉藥竝 要具 等 一一 持 夫、 宿 人足 或 ハ通シ 人足 等 一一 テモ、 可 被 下 置 候 哉、 

一 兵粮 其 外 御手 宛 等 之 向モ、 可 被 下 置 候 哉、 

右 之 通 奉伺 候、 以上。 


木 下備. 中 守 

秋 月 右京 亮 


復古 外 記 


松 平 兵 部大輔 留守居 


越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 十 Bin 


友 部 I 

五 七 五 


六 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 十四日  五 七 六 

軍務 御 役所 

〇 軍務 官批紙 

第 一條 人足 ハ不被 下、 自分 雇 之 事、 但、 宿 繼難相 成 、依 之、 通シ 人足 之 事、 

第一 一條 兵粮 S 旅籠 被 下 候 事、 御手 宛 向 ハ 不被下 候 事。 翻 i 

〇 以上 一 一條、 竝 一一 上申 及ヒ 批紙ノ  B ヲ佚 ス。 

〇 

1^ 拾 人 兵隊 到 著 仕 候、 兼 テ御届 申 上 置 候 三 拾 人 之 兵隊 ト合シ テ五拾 人 -ー 相充由 候、 此段御 屆申上 候。 

六月 十八 日  朽木近 江 守 公務 人 中 野  齊 

軍務 官御役 所 ||確 

〇 

今般、 兵 部卿宫 越後へ 御 出張-一 付、 爲御 先鋒 若狹守 兵隊 急々 出兵 可 仕 旨、 被 仰 出 候-一 付、 兼テ 御沙汰 之 通、 國 許ニ殘 

置 候 武百五 拾 人、 急速 彼 地 ヨリ 出兵 可 仕 心得 -ー 御 坐 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

六月 十九 日  酒 井若狹 守內 福 岡 小 源 太 

軍務 御 役 所 ipj 

〇 一 一十 日 上申書 

一 兵隊 五十 三人 一兵 夫 二十 六 人 

但、 玉藥竝 要具 雨具 等 之 持 夫 二 御 坐 候、 

總人數 合 七十 九 人 

右 之 通 二 御 坐 候、 以上。 


:a 平 兵部大 輔家來 友 部 


0 しヽ 

ffi  -ゾ 

松 平 直 致 家 記 


〇 


秋 月 長 門 守 重臣 武藤 柬四郞 

以下 兵隊 八十 四 人 

夫卒 十五 人 

此度弊 藩 兵隊、 兵 部 卿宮爲 御隨從 出張 可 仕人數 付、 可 差 出 B 被 仰 出奉畏 候、 卽右之 人 數ヲ以 操 出 可 申 候、 尤 先達 テ 在所へ 

にハ隊 迅速 差 登 候樣、 急 飛 差 立 置 候 二 付、 參著之 上 ハ 、右人 數モ增 益 出張 爲仕候 心得 御 坐 候、 此段御 届 仕 候、 以上。 


六 


月 二， r 

軍務 御 


秋 月 長 門 守 S 黑 水 


ULV  JJ  一一  3 一 

秋月稻 

5  己 


〇 

覺、 

兵粮 方 


三十 二人 ー鈹手 二 人 ー醫師 一 人 

二 人  一同 下役 二 人  一平 夫 五 人 

ダ四拾 四 人 

右 ハ 此度 兵 部 卿 宮様 越後 へ 御 出張 一一 付、 御 隨從差 出 之 人數、 右 之 通 御座 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

六月 廿日  木 下 備中守 家來 禰屋儀 左衞門 

木 下 利 恭家記 


〇 


復 古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 十四日 


•  五 七 七 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 一日  ^^1七八 

覺、 

隊長 爱人 陪從 « 人 

嚮導 三人 鼓手 贵人 輜重方 ft 人 手先 之 者 壹人 

兵隊 拾 六 人 醫師 費 人 

ダ菟拾 五 人 外-一 兵 夫 八 人 

ダ合三 拾 三人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

六月 廿日  森對馬 守家來 平 井代 治郞 

軍務 御 役 所お 日 謎 

〇 小 松 藩ノ上 e. 書 ハ之ヲ 佚ス、 各藩 戰功錄 二  、小 松 出兵 五十人 ト ァリ。 

一十 一 日、 督府、 軍令 ヲ諸軍 一一 頭ッ。 

御 軍令、 

一越 後口 之贼徒 益 暴 逆ヲ恣 一一 シ、 萬 民 塗炭 之 苦 ヲ被爲 救 候 聖慮不 貫徹、 大 一一 被爲惱 窟襟 候條、 御 軍 列-一 被 召 加 候 大小 

諸 藩、 一 同 勉勵盖 忠戰、 速 -ー 可 奉安 叙 慮 事、 

一 私論 ラ以 公事 ヲ誤リ 、各藩 區々 一一 不相成 樣深ク 心 ヲ用ヒ 、同心 一 和 可 爲專要 事、 

一 海陸 兩軍不 失 時機、 互 -ー 相 救 應援可 致 事、 

一 別紙 諸 法度 條々、 堅 ク可相 守 事、 

右條々 於 相 背ハ、 可被處 御 軍法 者 也。 

六 月 


〇 別紙 

諸 法度 條々、  . 

一 長官々 々 之 指揮 二 隨 ヒ 、諸事 嚴肅 二 覺悟可 有事、 

一 一勝-! 驕 m シ、 一敗 一一 挫折 スへカ ラサル 事、 

一 行軍 ハ 六 里 内外 之 定則-一 候 得 共、 先鋒 寡兵-一 付、 可成 丈 ケ速ニ 應援之 覺悟可 有 之 事、 

一 各藩 ヨリー 兩 人ッ、 、御 本管 へ 可 相 詰 事、  ， 

一 賊地 近傍 之 小 藩、 不得止 之 情 態 モ可有 之 候 間、 先鋒 之隊々 其 心得 可 有 之 事、 

一 於 驛々、 聊モ權 烕ケ閒 敷 振舞 無 之 樣可相 心得 事、 

一 未 方向 不定 藩々 モ有 之、 道中 筋 賊徒 潛伏モ 難 計 候 間、 無油斷 探索 セ シ メ  、不審 之 條モ有 之 候 ハ 、 、早速 中 軍 へ 可 *. 出 事、 

一 ^ 一一  神社 佛閣ヲ 毀チ、 民家 ヲ 放火 シ、 家財 ヲ掠 等、 亂妨 狼藉 ハ 勿論、 押 買 等 堅 制禁之 事、 

一 喧 1. 口論 又 ハ陣場 之爭ヒ 等、 堅 致 間 敷 樣可相 心得 事、 

一外 國 人-一 行 違 ヒ 、亂妨 無 禮難捨 置 節 ハ 召 柿 置、 中 軍 へ 申出 候 ハ 、 、曲直 其國々 公使 へ 相 礼、 至當之 御所 置 可 有 之 候 間、 猥 

二 放 砲 斬殺 等堅ク 禁制 之 事、 

一 銃砲 彈藥 竝金穀 等分 柿 之 品々 ハ 、中 軍 へ 可 申出 事、 

一 病人 手 負 療養 方 之 儀、 病院 二 テ精々 盡 評議、 折角 行 屆候樣 可 相 心得 事、 

I 々、堅 ク可相 守者 也。 綠 

〇 本條、 北征 日誌 載ス ル所ト 異同 ァリ、 蓋シ 日誌 ハ 他日 删正ヲ 加へ シナリ 、今  一 二 藩 記 家 記-一 從フ。 

〇 森 俊滋家 記 -ー 云、 六月 廿 一 日、 今度 出兵 之 兵隊 へ 御 軍令、 諸 御法度 條目御 渡、 右 之 通。 

二十 二日、 總 督嘉彰 親王、 親 兵 、徴兵 及ヒ明 石、 福 知 山 以下 七 藩 兵ヲ率 ヰテ陛 辭ス、 天皇、 親王 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 二日  五 七 九 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 二日  五八 〇 

ヲ小 御所 ニ延見 シテ、 錦旗、 節 刀 ヲ賜ヒ 、且 出テ其 軍容 ヲ觀ル 、參謀 壬 生基修 以下、 恩賜 差ァリ 

旣 ニシテ 親王 宣秋門 ヨリ 出ッ、 諸 險次ヲ 按シテ 啓 行 シ、 大津驛 i-  二 抵ル。 

〇 北征 日誌 一一 云、 六月 廿 二日 早朝、 總督宮 始メ諸 軍、 軍務 宫へ齊 列、 其 ヨリ 御參 朝、 宮於御 學問所 御對 面、 錦旗 拉ニ 

御劍、 御酒 ヲ賜フ 、壬 生 殿 以下 諸 僚 賜ラ拜 スル差 ァリ、 竟テ 出御 于南 殿、 行軍 御覽、 宮 以下 參謀、 軍監、 軍曹、 諸 隊長 等、 

s: 華 門 ヲ入リ 、階下 一一 於テ拜 龍 顔、 直 ニ宫秋 門 ヨリ 出ッ、 兵隊 一 同 南 廊下 ニ於テ 御酒 ヲ賜ヒ 、南門 外 ュ於テ 拜辭シ 、河 東 

操 練 場 二 於テ 大小 砲 ヲ發シ 、以テ 首途ヲ 祝ス、 晡時 大津驛 一一 御 著陴、 

又 云、 賜 總督宫 御劍  一 口、 御 紙 入、 哂布 一 匹、 壬 生 殿 鎮扇ー 一握、 哂布 一 匹、 吉井幸 輔鎮扇 一 握、 御 紙 入 一 、楠 田 十 左衞門 同上、 

松 尾 但馬鎮 扇 一 握 、晒 布 一 匹、 土 倉 修理 介、 荒 尾駿河 同上、 右 於 虎 間 千 種 少將授 之。 

0 東 伏 見宮 家 記 -一 云、 六月 廿 二日、 晴、 陰、 時々 雨、 卯 刻 御 出馬、 fffef 軍務 官へ御 出仕、 夫ョ リ 兵士  ^^%丘£货小丘^^ 

llj;^ 飾、 合 六 百 人餘引 卒御參 朝、 滅雜： 宮於小 御所 御對 面、 錦旗、^ 脆： 御 劎等ヲ 賜、 壬 生 殿 賜 御劎、 其 後観雕 役 

出御 干 南 殿、 行軍 天覽、 宮 以下 參謀、 軍監、 軍曹、 諸 隊長 等， 月 華門ラ 入、 階下 二 於テ拜 龍 顔、 直 二 宜 秋門ョ リ 進發、 1 ユー ^  I 

赚 先是、 宮、 參謀、 軍 監迄賜 祝 酒、 兵隊 一同 賜 酒 看、 行軍 川端 操 練 場 二 至リ發 祝砲、 ii  、サ 隊伍 整列、 五 時 行軍、 大津 

驛- 一達、 御 治、 

又 云、 賜物 御劍賣 腰、 晒 布 愛 匹。 

〇 松 尾 相 永 履歴書-一 云、 六月 一 一十一 一日、 出陣 二 付、 御鐵 扇、 哂布等 下賜 候 事。 

〇 三日月 藩 記-一 云、 六月 一 一十一 一日 已之 剋、 軍務 局 御 出馬 二 テ御參 内、 各隊 御 築地 內 二 整列、 然ル處 、片岡 源 馬、 三 宮耕庵 

方兩人 ヲ以、 御酒 御 看 被 下 候閒、 頂戴 可 致 旨 演達有 之 候 一一 付、 一 隊々々 頂戴 致ス 、 

卸 中 軍 ヨリ 相 Si 有之険 一一 付、 各隊御 築地 外-一整 列ス、 除 長-一 ハ承明 御門 一一 テ 天顔 ヲ拜ス 、諸 兵除ハ 南門 外-一 テ 天顔 ヲ 


拜ス、 夫 ヨリ 順序 二 行軍、 荒神 ケ原 調練 場 一一 テ御 祝砲 有 之、 暮六ッ 時、 御 泊 大津驛 へ 御 著陣。 

0 遊 軍隊 出張 日誌 二 云、 戊 震月廿 一一 日、 if  i 從被仰 付。 18a 膽 rsKsc^i 腿^ ifife ゆ 

改 

〇 池 田 輝 知 家 記 節 略 二 云、 軍 監御夏 家老 荒尾駭 河、 同人 附屬 河田弘 吉^、 柴 捨藏、 橫井貞 一 郞、 第 十一 一番 隊、 徵兵 隊長 岡 村 喜 

t: ハ衞、 六月 廿ー 一日、 越後 表 へ 致 出發候 事" 

〇 脇 坂 安斐 家 記 節 略 -ー 云、 徵兵 八番隊 取締 新宫音 三郞、 兵卒 三 浦 松 造 以下 十五 名、 六月 廿 一 日、 仁 和 寺宮越 後口 御 出陣 二 

付、 警衞被 仰 付、 新宮音 三郞ハ 小 荷駄 會計方 兼務 候 事、 伹八番 隊長 髙鍋藩 森 齊輔。  - 

〇 二十 一 日 督府囘 達 

1 木 白 4 被 下 t^it 事、 

但、 印鑑 御 渡 二 相 成 候 間、 其 印鑑 二 何 之 守 兵隊 |f い 何十 人 fMtys(l、 歟之 姓名、 印形 相認候 事、 猶又、 明廿ー 一日 晝丈 

ケ ハ 、銘々 兵粮 用意 之 事。 

會計方 森 左 馬 介 

田 中 太 郞左衞 門 

右、 人名 會計之 儀 候 得ハ、 相 伺 可 申 事、 

一 病繼 人足 被 下 候 事、  . 

徂、 驛場 問屋々 々 へ 會計方 ヨリ 沙汰 有 之、 壹人ッ 、 役人 相 詰、 且又 何 之 守 兵隊 へ 何十 何人 ト申事 達 置 有 之 候 事故、 問屋 へ 

罷越、 手札 差 出 候 得ハ、 早速 繼立候 事、 

一 明廿ー 一日 曉六ッ 時、 人 込 二 テ持 出シ、 人足 御 渡 相 成 候 事、 

ー廿 二日 辰ノ剋 御 出馬、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 二日  五八 一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 二日  五 二 

伹、 御 式臺前 整列 之 上、 御中 軍徵兵 ヨリ 太鼓 相圖之 事、 

一 毎日 御 出馬 之 節、 右 同斷、 

一 御 休、 御 泊、 各徵兵 ョ リ 喇叭 相圖之 事、 

ュヒ 0 足 守 藩 記 

ki 三日 0; 藩 記 

〇  . 

一明 二十 三日、 卯ノ刻 御 出陴之 事、 

一 同日 中 食 草津、 御 泊 守 山、 

一 御 玄闢番 之 儀 尸 、御手 元 兵隊 -ー テ 可 致 事、 

一 明日 ョ リ御相 圖 之 儀 ハ 、御手 元 兵隊 ョ リ可致 事、 

一 御 親 兵、 徵兵、 各藩 御供 半減 被 爲免候 事、 尤非 常人 數ヲ以 、夜中 巡邏 御 門番 等 可 致 候 事。 

一六 E! 廿 二日  田 中 太 郞左衞 門 

森 左 馬 介 

御 親 共 隊 S 中 

徵兵除 長 中 

各藩 隊長 中—，^： nlM 

〇 足 守 藩 記 一一 、六月 廿ー 一日 夜、 大津驛 二 テ御囘 章トァ リ。 

〇 

一 毎朝 卯 刻、 御 出馬 ト奉 承知 候 事、 

伹、 詈番 喇叭 支度 之 事、 尤 下宿 吹 廻 之 事、 貳番 喇叭 御供 揃、 三番 喇叭 御 出馬 之 事、 尤菟番 、三番 ハ 御 本 陴ニテ 御相圖 


之 事、 

i 御 小 休、 右 同斷、 

一 明廿 四日、 腰 兵粮 用意 之 事、 

一 是迄 彈藥之 1、 其. 隊々々 へ 相 加 リ候處 、明日 ョ リ、 後軍 ハ 器械 方 へ 附屬可 致 事、 

右 之 通 被 仰 出 候-一 付、 此段相 達 申 候、 以上。 

六 K 廿 三 日  軍  監 

0 長 中 Ms 

〇 

一 W 廿五 日、 鳥居 本 御中 食、 長濱御 泊リ之 事、 

一雪 炎 之砌、 路程 聊相 增、 宮 一一 モ 大儀-一 被爲 思 召 候 得 共、 湖水 溢レ、 水 損 之 場所 有 之、 不被爲 得 止 候 事、 

一 當驛 ヨリ 越 前敦賀 迄、 毎朝 卯 魁 御 出馬 御 決定 之 事、 

一 咋夜御 布告 之 通、 御 休 泊 動 止 共、 爾後 御 相 圖 喇叭 -ー御 決定 之 事、 

但、 * 番 喇叭 支度、 一 一番 喇叭 整列、 三番 喇叭 御 出陣 之 事、 

一 行軍 中、 各 隊前中 後軍、 去 離 見 計 行進 可 致 候 事、 

一 明廿 五： ：！ ョ リ、 中 食 之 儀 ハ 、其 場所 -ー テ 用意 爲 致候閒 、兵粮 持 參被廢 候 事、 

右 之 通 被 仰 出 候 間、 此段相 達 候 事。 

六月 廿 四日  軍  監 

〇 足 守 藩 記 二、 越智川 一一 テ 御達ト ァリ。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 二日  . 五八 三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 七 •  二十 八日  五八 四 

〇 

布令、 

一 變事有 之 節 ハ 、^圖 可 致 候、 右相圆 次第 御 本陣 へ 駅 付 可 申 候、 

一 道中 宿驛 二 於テ 諸赁錢 等、 此迄 一 割引 二 拂來候 付、 右 様相 心得、 押付ケ 間數義 モ 有 之 哉 二 相 聞、 以 之外不 相濟義 二 候 * 向 

後 右 様 之 義無之 様 可 致 候、 萬 一 心得 違 ノ者有 之節ハ 、屹度 御所 置 可 有 之 事、 

一 昨今、 武器 ヲ 人足 -ー爲 負 通行 之 族 モ見受 候、 右ハ第 一 之 要 器、 病人 ハ 格別、 巳來 非番 之 者 二 テモ茵 樣之儀 決 テ無之 樣可致 

f  、 

右條々 相 達 候 事。 

六月 廿 五日  軍  監 

北征 日誌 

足 守 藩 記 

〇 足 守 藩 記 一一 、長濱 二 テ御 布告 トァ リ。 

二十 七日、 總督、 敦賀？ II ま 一一 抵ル、 小濱藩 兵來會 ス 。 

〇 東 伏 見 宮家 記 -ー 云、 六月 廿 七日 午後 一 一時、 敦 賀著陣 泊。 

〇 酒 井 忠祿家 記 節 略 -ー 云、 銑 隊百九 拾 人、 砲贰 門、 右 司令 士 砲手 共 拾 七 人、 輜重掛 等、 要務 之 者 四 拾 人餘、 夫 方 四 拾 人餘、 醫 

師 三人、 以上 三百 人餘、 兵 部卿宮 越後 表 御 出張-一 付、 先鋒 被 仰 付、 出兵 支度 中、 宫御方 領分 敦 賀表へ 可 被 爲入之 旨-一 付、 

六月 廿 三日、 先鋒 兵隊 之 W  、不 取敢 一 小除餘 同所へ 差 出 置 候處、 同廿七 H 御 著駕、 御 滞留-一 付、 同所 迄 兵隊 追々 繰出シ 、七月 

朔 日中 二 城下 出拂申 候。 

二十 八日、 總督、 軍 ヲ敦賀 一一 駐厶 、敦賀 藩 一一 令 シテ、 供 待 厚ヲ加 フル コト勿 ラシ メ、 且從 兵法 ヲ 


犯ス 者ァラ ハ 、之ヲ 申吿セ シム G 

0P^§ 一一  テ御 滯留被 仰 出 候、 時機 一一 寄 何時 御 出船 之 程 難 計 候閒、 兼テ 心得 可 罷在候 事。 

六月 廿 七日  軍  , 

隊 長 中 in  . 

〇 再 達 書 

一 時機 -5、 尙 一 兩曰モ 御 滯留可 有 之 候 間、 彌御 出陣 御 決定 之 上ハ、 前 以可及 御沙汰 候 間、 夫 迄 ハ滯陴 之 心得 二 可 罷在候 事 _ 

n 一、 於 下 陴兼テ 御 軍令 之 通、 不作法 之 儀 诀テ無 之 樣可相 心得 候， 漫 二 散歩 致 閒敷候 事、 

右 之 通 被 仰 出 候閒、 相 達 候 事。  . 

六 m: 廿 八日  軍  監 

月 Ih き 己 

隊 長 中 II 霞  . . 

〇 東 伏 見宮家 記 二 云、 六月 廿 八日、 御 滞陣 彼 仰 出 oil、，  一 %\ 軍、 ぶ  . 

〇 本日 敦賀 藩へ 達 書 

事宜 一一 寄リ今 一 兩日御 滞陣 ノ程モ 難 計 候、 就テ ハ 御 趣意 抦 屹度 相 心得、 馳走 等 無 之 樣可致 事、 

一 總鉢下 乍 法 之 儀 ハ決テ 無之箦 一一 候 得 共、 萬 一 不作法 之 者 モ有之 候 ハ 、 、無遠慮 監察 役所 へ 可. &出 候、 

右 之 通、 當所 W 中 へ モ 可 相 觸候事 osfi  . 

〇 

一 常 地 御 滯陴中 ハ 、各 隊每朝 五 ッ時 ヨリ 、勝手 -ー 諫兵可 致樣被 仰 出 候 事、 

一 兼テ 二 散歩 致 間 敷 段 御 布告 有 之 候處、 漸々 遊蕩 之 人々 有 之 趣、 以之外 之 事 二 候、 今後 右樣之 事件 見聞 候 ハ 、 、斷 然虚置 

可 致 ほ 被 仰 出 候 事、 

復古 外-記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六お 二十 八 口  五八 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 六月 二十 九日  五べ 六 

右 之 通 被 仰 出 候 間、 御 趣意 之 趣 奉戴、 心得 違 無 之 樣爲念 申達 候。  ： 

六月 廿 九日  軍  監： 

象  t  .ff. 明 石 藩 記  一 

^  B 中 三 口 H 藩 記  ， 

二十 九 曰、 總督、 氣比 神社 I？」 一 二 詣シ、 且諸軍 ノ操練 ヲ今濱 村 二 觀ル、 又 武田正 生 1% 耕ホ 一 

ノ墓 、ヲ 吊シ、 香華 料ヲ 賜フ。 ■  ,  一 

〇 二十 八日 達 書 

明 二十 九日、 五ッ 半時 ヨリ、 當所濱 砂原 二 於テ、 練兵 御覽被 仰 付 候 事，  ： 

但、 火 藥之儀 尸 器械 方 ョ リ 相 渡 候 間、 各 除 ョ リ 受取 二 可 罷出候 事、  ，  一 

御 出馬 掛ケ、 氣比 神社へ 御 拜詣被 仰 出 候 事、  ，  一 

但、 御 列 之 儀 ハ 、是迄 御行 軍 通 之 事。 

ブ 月日 誌 

〇 

竹 m 耕 雪 齋之墓 IS 戰. H 之墳 へ 御 參拜被 爲遊候 問、 各 隊參詣 勝手次第 之 事、  」 

但、 御 參拜之 節 ハ御親 兵 計 二 テ 、各隊 御供 二 不及候 事。 

六月 廿 九日 

〇 

練兵 -ー 付 勤勞被 思 召、 依 之、 御酒 御 肴 下賜 候 間、 難 有 頂戴 可 致 事、 


軍  監 

一一； 日月 藩 記 


右 之 通 被 仰 出 候條、 此段 申達 候。 

六月 廿九日  P  軍 

一 II 日月 藩 記 

〇 北征 日誌 一一 云、 六月 廿カ日 早朝、 御本營 へ 諸 軍 整列、 暫ク シ テ 御 出馬、 氣比 神社 へ 御 參詣、 直 二 今濱村 松原 一一 於テ練 

，し、 御 、竟テ 酒肴 ヲ 兵士  二 賜 ヒ 、其勞 ヲ犒 ハセ ラレ、 宫先ッ 親 カラ 杯ヲ執 ラセ ラレ、 其 半ヲ樽 中二 洒キ、 諸 軍 ヲシテ 之 ラ 

酌シム 、諸 軍 咸ナ御 杯 ヲ賜ノ 心 ヲ成シ 感激 セサ ルナ シ、 旣 ニン テ 武田耕 雪齋等 ノ 塚 一一 過リ、 其寃魂 ヲ吊シ 、兵士  二 參詣 ヲ 許 

サ ル、 御歸營 後、 永 厳 寺 ノ僧ヲ 召シ、 耕雪資 以下 三百 餘人ノ 姓名、 及ヒ 事蹟 ヲ問ハ セ ラル、 此日、 氣比ノ 祠ニ黃 金 若干 ヲ 寄付 

シ 、 永 厳 寺 一一 モ又 香花ノ 料 若干 拉 一一 追悼 ノ咏 欹ヲ 賜フ、 

又 云、 練兵 順次、 一 番秋月 長 門 守 兵隊、 松 平 兵 部大輔 兵隊、 木 下 備中守 兵隊、 淼對馬 守 兵隊、 一 一番 一 柳 因幡 守 兵隊、 朽木近 江 

守 丘 ハ隊、 一 柳 對馬守 兵隊、 徵兵 十一 一番 隊、 三番 徵兵、 五番 隊、 御 親 兵。 

〇 三日月 藩 記 略 二 云、 六月 廿 九日、 各隊相 揃、 御 軍 列 之 通、 氣比 神社 へ 御 參拜、 夫 ョ リ濱邊 松原 へ 御著陴 二 相 成、 組合 御 

書付 出ル、 一 番高鍋 兵隊、 明 石 兵隊、 足 守 兵隊、 三日月 兵隊、 一 一番 小 松 兵隊、 福 知 山 兵隊、 小 野 共隊、 五番 隊徵 共、 三番 御 親 兵、 

十一 一番 隊徵 兵、 右 之 組々 -ー テ 練兵 有 之 候、 然ル處 、高 鍋 兵隊 へ 別段 被 仰 出、 散兵 調練 有 之 候。 

七月 朔日、 是 ヨリ 先、 參謀西 園 寺 公望 高 田^ II 微 二次 シ、 奥 羽 征討 越後 口 總督府 參謀黑 田淸隆 

山形 有朋、 監察 使 府軍監 岩 村 高 俊 土 ト共 二  、加 賀、 薩摩、 尾 張、 長 門、 高 田、 大垣 

松 代、 富 山、 高 崎、 松 本、 府中、 ™、 上田、 高遠、 高 島、 飯 山、 與板、 田野 口、 岩 村 田、 飯 田、 須坂、 大垣 

新田、 椎谷 二十 一 一藩 兵 ヲ分テ 、出 雲崎驛 以東 六十 里 越 口  二 至ルノ 各處ニ 據守セ シメ、 以テ賊 兵 
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ノ衝路 ヲ扼ス 、仙 臺、 會津、 米澤、 莊內、 桑 名、 新發 田、 長 岡、 山形、 村 上、 上 山、 村！ r 天童、 三 根 

出ノ 兵、 及 ヒ舊慕 府水戶 藩 述逃ノ 徒 等、 亦米澤 老臣 千 坂 高雅 まヲ推 シテ、 總督ト 爲シ、 せ 柏 

繼成 1、 ヲ參謀 ト爲シ 、寺 泊驛 以東 橡尾驛 二 至 ル ノ耍銜 二 分 據シ、 以テ 官軍 ト對 壘ス、 是 二 於 

テ、 兩軍ノ 砲墩、 櫛比 二十 許 里  一二 旦リ、 曰 夜 戰爭、 迭 一一 勝敗 ァリ、 是曰、 官軍 嘵ニ乘 シテ、 賊兵ヲ 

一 之 貝、 西 中 股、 荷顷、 土 ケ谷等 諸 村 二 破リ、 進テ 橡尾驛 二 逼ル、 賊險 二 據テカ 担ス、 官軍 克ス 

シテ 退ク。 

〇 岩 村 高 俊 華蹟 一一 云、 明治 元年 戊辰 六月、 監察 使府- 軍監タ ルノ命 ラ拜ス 、爾來 官軍 山手、 栃尾 ヨリ 見附、 與板、 濱手、 出 雪 崎 

二 到 ルノー 一十 里 間、 壘 ヲ對ス ル殆ン ト五 旬、 其 閒連戰 互 一一 勝敗 ァリ、 高 俊等關 原、 與板、 川 袋、 長 岡ノ間 一一 在テ、 晝夜 從事奔 

走ス。 

〇 長 門 藩戊已 征戰紀 si 略 一一 云、 戊辰 六 □： 二 曰、 一 一番 小隊、 薩州、 加州、 高 E 兵 ト出雪 崎 三 道 進攻 シ、 小島 谷、 島 崎ヲ攻 取、 島 

崎 地形 便ナラ ス 、出 雪 崎 一一 返ク、 宫 軍 こ 茂 口、 山 田 口、 劍ケ峰 等諸處 二 壘ス、 於 是出雪 崎 ヨリ 與板、 川 袋 一一 至ル マテ、 數十ノ 

堡燉、 連接 ス ル コ ト殆五 M 餘、 日々 戰鬪 ァリ、 四日 見附 モ亦 孤立 難 守 ヲ以テ 、次第 二 引 揚ケ、 信 濃 川ヲ左 二 シ、 川邊、 下條、 筒 

場-十一 一 潟、 大黑、 福 井、 百 束、 浦瀨、 桂澤、 淼立嶺 、橡 尾、 半藏金 等ラ分 守ス、 於是、 川邊 ヨリ 以南 六十 里 越 口  S 柳、 穴澤、 大白 

川 マ テ 十四 五 里 間、 砲壞 連接、 賊ト 對壘、 日 トシ テ戰 ハサ ルハ ナシ、 海濱ョ リ山ノ 手 マ テ、 越後 ノ國ヲ 半截シ テ之ヲ 守 ル、 宫 

軍兵 赛ヲ 以テ、 未タ 進取 ス ル n ト能 ハサ ルナ リ。 

〇 米澤藩 戊辰 事情 槪ほ節 略 一一 云、 六月 一 一 日、 米 家老 千 阪太郞 左 衞門大 面 -ー ァリ、 兵ヲ 督ス、 十三 日 諸 藩 ヲ會シ , 大 一一 軍事 ヲ 

議ス、 先キ 二 加 茂 二 在 ルャ、 會津、 長 岡 一 一藩、 越 軍總括 ナキヲ 憂ヒ、 米 澤之ヲ 統御 ス ルヲ 乞フ、 聽 カス、 旣 ニ戰フ 二 及テ、 諸 小 


藩 及 ヒ會、 長 ノ諸將 モ亦皆 我 力 節制 ヲ承ク 、故 ヲ以テ 今 曰議又 起ル、 會ノ佐 川 官兵衞 、長 岡 ノ河井 繼之助 等、 前議ヲ 主張 シ 

テ 曰 、諸 藩 ノ 丘ハ 烏合統 一 セ ス 、規律 節制 主 トシ テ之ヲ 立 ツル 者 ナシ、 是レ敗 離 ノ基ナ リト、 我 力 家老 千 阪太郞 左 衞門及 ヒ 甘 

粕備褒 二 諸 軍ヲ統 へ、 之ヲ 指揮 スルヲ 乞フ、 會々 、會津 容保書 ヲ 其 家老 一 之瀨 要人 一一 與へテ 曰 * 米 澤侯旣 一一 軍 ヲ越 地-一進 ム、 

矣ノ命 猶我カ 命 ノ如シ 、敬 テ食ノ 指揮 ヲ承ク へ シト、 故 二 要人 モ亦深 ク太郞 左 衞門ヲ 椎ス、 君ノ 指揮 猶食ノ 指揮 ノ如 シト、 

是 二 於 テ兩人 止 ムヲ 得ス、 太 郞左衞 門 越 地 諸 藩 ノ總督 タリ、 備後 參謀タ リ。 

〇 奧 g 戰爭曰 記 -IMI、 一一 云. 六月 十日、 仙臺、 會津兩 藩 凡 八 百 人 計リ、 見附 宿へ 繰 込 相 固メ、 續テ 諸方 固 場 ヲ定メ 、應援 達 

響 之 道 ヲ定ム 、寺： S 宿 ハ庄内 藩、 上 山、 地藏 堂、 與扳 ロハ 桑 名 藩、 中 之 島 先、 押 シ切ト 申 處ハ衝 鋒隊、 米澤、 山形 藩、 見附 宿 先 

長 岡 城 口 ハ 仙臺、 會津、 山 口村 ハ 新 發田勢 五 百 人 一一 テ固メ  、凡 ソ山ョ リ濱手 迄 十貳里 之閒固 メ致シ 、 晝夜 無差別 戰爭有 之、 

此日數 凡 五十 日計 リ。  ー 

〇 泣血錄 讓 §1 触 I 对 節 略 二 云、 £ 月會加 茂、 議 進取、 因 分兵爲 一一 一、 會 岡 等爲左 軍、 向 長 岡 口、 我兵與 會津丄 山. 村 

上等 爲右 軍、 向與板 口、 莊内 與會津 • 水 戶* 山形 爲翼 兵、 向出 雪 崎、 六月 東西 壘不 相诀、 積 至 五十 餘曰、 左 軍 擔福井 • 大黑 A 尾 

盛 立、 斬逼長 岡、 右 軍 當乙茂 ，萵 畑 者、 爲馬艸 • 木理 嶺， 日 浦 之營， 雷神 • 神風 與會， 莊守 之、 其 當本與 板 *原* 陣峰 者、 爲馬越 *大 

山 之 EST 致 人與會 • 水分 據之、 以蹙與 板、 翼 兵 當久田 ，落 水 者、 爲山田 • 村 田 之壘、 會 ，莊* 水 守 之、 以臨出 雪 崎、 而翼 兵不過 ra: 

百、 右 軍 縫 五 百 人、 左 軍會， 米 • 長 岡 等 ニ千餘 人、 皆無 後繼、 而軍氣 曰 振、 人民 亦悅 服、 爭餽賣 酒 食 魚 餅、 營 外常爲 市。 

〇 

越後 長闹 近所： J? 々要地 へ 出張 之 各藩、 

一 筒 場 村 薩州 三番 一 小隊 同 砲 一門 田野 ロー  小隊 

一 十一 一 潟 村 長 州八番 一 小隊 加州 一 小隊 同 砲 一門 

一 川邊村 薩 州四番 一 小隊 上田 一 小隊 同 砲 一門 
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森 立 峠 長 州 三番 一 小隊 加 

尾 州半險 

右手 福 島 村 富 山 一 小隊 


第 


明治 元年 七月 朔日 


五 九 〇 


筒 場 村 


一 半藏金 

一 福 山村 

一 須原村 

一 小 出 島 

一 乙吉村 

一 大黑村 


小 隊 


同 


包 1 

5.  一  P 


飯 田 一 小隊 


長 州四番 一 小隊 

高 田 一 小隊 

長 州十番 一 小隊 

松 本 一 小隊 


松 代 

L 毛 州 


同 


& 1 HJ 

石 I  P 


大垣ー 小隊 


同 砲 一門 但シ 、福 島 ョ リ 大黑村 ノ 間 水涯 居 付、 

一 小 除 

^ 一  門 

小 隊 


高 崎 

加 州 

高 島 

高 田 


小 隊 

小 隊 

小 隊 


薩州十 番半隊 


同 砲 一門 

松 本 二 小隊 

一 黑津 高 田 一 小 除 

上田 一 小隊 

野，， DJi ふ Milt 


松 5^ 一  小隊 


同 砲手 半隊 


尾 州 砲 一門 


同 


包 1 aj 


尾 州 一 小： 廣 


右 ハ 、長 岡 邊御固 場 出張 之人數 一一 御座 候、 此外長 岡 一 1 遊軍 御座 候、 與板、 出 雲 畸等ノ 所々 要地 一一 官軍 相固メ 居候 事。 

〇 按ス ル 一一 、是時 、官軍 ノ 越後 ニ在ル 者、 加 賀藩兵 三千.？ < 百 四十 餘人、 薩摩藩 兵 千 六 百 一 一十三 人、 尾 張 藩 兵 千 百 四十 一 一人、 

長 門 藩 兵 十 小隊、 大坂藩 兵 百 三十 六 人、 松 代 藩 兵 千 四百 八十 七 人、 富 山 藩 兵 四百 四十 三人 、高 崎 藩お 一 小隊、 松 本 藩 兵 三 

百 十三 人、 府中 藩 兵 四百 一 一十 人、 上 m 藩 兵 一 一 百 八十 七 人 、高遠 藩 兵 八十 六 人、 高 島 藩 兵 八十 四 人、 飯 山 藩 兵 百 四十 一 人、 與 

板 藩 共 一 一 百 五十 五 人、 田野 口 藩 兵 八十 1 一人、 岩 村 田 藩 兵 六十 一 人、 飯 田 藩 兵 八十 人、 須坂藩 兵 百 人、 大垣 新田 藩 兵 ぼ 一 一人， 


椎谷藩 共 百 六十 九 人、 其 餘高田 藩 ハ 兵員 詳ナラ ス 、賊軍 舊 幕府 逋逃兵 千 八 百 許 人、 水 戶藩逋 逃 兵 六 百 人、 仙 臺兵四 小隊、 

桑 名 藩 一 一 百 人、 新 發田兵 四百 餘人、 長 岡 兵 一 一十三 小隊、 上 山 丘 ハー 一 小 除、 三 根 山 兵 半 小隊、 其 餘會津 、米澤 、莊 e 、村 上、 村 松、 , 

山形、 天童 ハ兵 員詳ナ ラス。 

〇 贪澤藩 記 二 云、 六月 廿九 日、 參謀， -リ明 曉總軍 進撃 可 有 之 旨、 淼立嶺 在陣之 官軍へ 申來 候、 同夜、 小川 仙 之 助隊、 薩 、長雨 

藩 森 立 峠へ 一 小隊 宛 進ム、 七月 朔日、 拂曉 ヨリ 軍ヲ 進ム、 一 ノ貝 村東ノ 山、 賊砲壘 ヲ築キ 、射 砲 甚タ急 ナリ、 小川 隊ハ 右ノ山 

上 ニ備へ 、砲 戰晝 四時 二 至リ、 賊 勢少シ ク挫ス 、因 テ其壘 一一 迫リ、 遂 二 砲壘ヲ 奪ヒ、 賊營ヲ 火ス、 時 二 半 藏金ノ 苦戰ヲ 聞ク、 

因テ直 一一 西ノ又 村へ 進 i  、先 坂 下 ノ 賊田 li ヲ急擊 シテ此 ヲ奪フ 、西ノ 叉村ノ 屯賊モ 亦 皆遁去 ス 、其 所 ヲ火ス 、中 村へ 進ム、 途 

中 二 在 ル所ノ 賊此石 マ タ空虛 、東 ノ山ョ リ贼砲 叉 至 ル、 此ニ 當 ル事 須臾、 遂 二 半藏金 二進 ミ、 田 ノロ 村ョ リ荷頃 村 迄 進 ム 、 藥 

師峯 ヨリ 贼砲 又烈シ ク至ル 、因 テ薩、 長 ト合シ 、山背 ヨリ 攀登ス 、賊勢 益盛ン ナリ、 漸 クニ シテ 山上 二 達ス、 賊旣 一一 竄走 ス、 

直 二進 ン テ權 堂 山賊 砦 ヲ奪フ 、日旣 一一 昏黑 二 及、 一 分隊 ヲ比禮 村 一一 殘シ 、餘兵 引 纏、 叉先キ ノ森 立峙ヲ 固ム、 同日、 原 余所 

太郞 分隊、 砲門 ヲ 一 ノ貝村 口 一一 備 へ 、賊屯  一 ノ壘ヲ 攻擊、 賊ー 丁壘へ 遁テ 抗戰、 我 砲門 ヲ賊 Ei^ 近 キ小丘 へ 進メ衝 擊ス、 宫兵 

奮戰、 賊漠 散、 田ノ  口村 ヨリ 荷 頃 村 へ 尾擊 ス 、贼 同所 要區 一一 據テ 防ク、 因 之 薩兵ト 合 シ本衞 へ 進ム、 賊 又ニ壘 ヨリ 射 砲頻リ 

ナリ、 我 砲門 ヲ其地 一一 備へ 、薩、 長ノ 兵隊 ハ 山麓 ニ據リ 橫衝セ ン トス、 此 地山峯 ヨリ 荷 頃 村 藥師堂 ノ嶺々 二 至リ、 賊 不意 二 

突出 シ、 彈丸雨 集、 因 之、 一 ノ  ノ壘 一一 引、 此時 小川 嫁 藥師山 ノ贼ラ 衝擊セ ン トス、 因テ原 分隊 砲 ラ其地 一一 進メ、 賊ヲ 擊チ、 

又昏森 立 峠-一到 ル。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 七月 朔日、 朽 尾へ 進撃、 十 番隊及 一 一番 遊撃隊 半隊、 加州 一 小隊、 長 州、 松 代 等 合シ、 未明 森 立 峠 ヲ繰出 

シ、 一 之 03 ハ村迄 進軍 セ シカ、 山道 幾路モ 間道 有 之 、遊撃隊 半 隊ハ不 圖モ朽 尾 本道へ 進ム、 然處、 山中 諸處へ 砲臺ヲ 設ケ、 賊手 

嚴シ ク 防禦 ス、 侬テ 急擊大 音シテ 一 同 駔込ミ シ 一一 、賊 敗走 シ、 遂 一一 數ケ 所ノ 砲臺乘 取リ、 荷 比 村 迄 追込シ 力、 村 先 一一 テ又相 

支 へ 、尙 攻擊、 無程賊 散乱、 此時 深手 一 人、 n、 叉 右 街道 山手 ノ賊ハ 、十 番隊等 掃 攘ス、 晝 十一 一字 頃、 荷 比 村へ 各隊 會軍シ 
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テ、 旣 一一 枋尾 進撃 ノ策ヲ 诀シ、 兩道 ヨリ 是 二進 ミ、 賊ハ 高山 ニ據リ 防戰ス 、遊撃隊 半 隊ハ藥 師山ト 云險地 一一 走 登リ、 砲 發シ、 

.W ォ刻 押移リ 、一先  ーノ貝 村へ 繰揚、 同 十四日 迄、 同所 へ 滯陣， 番兵 十番隊 ハ、 日 モ暮ニ 及ヒ、 地形 モ 惡シ ク故、 比禮村 へ 揚丘ハ 

相 守 候、 戰死 一 人、 M 跟 同 二日 ョ リ 同一 一十三 日 マ テ 、右 比禮村 山上 一 一 ケ所 一一 テ砲臺 相 設ケ、 晝夜致 防戦 候、 外 城四番 除、 朔 

日、 栃莲 峠へ 賊屯集 一一 ツキ、 可 致進擊 承知、 浦瀨村 曉七ッ 時分 繰 出、 栃 窪峠賊 正面 ヨリ 攻 メカ ケ相戰 申 候處、 四ッ 時分 同所 

攻落、 其 節 手 負 一 人、 |§ 彻、 贼 打取 首 十 人位、 夫 ヨリ 長 藩 於 裕谷及 苦戰候 付、 左半隊 -ー テ爲 應援差 越、 日 暮前打 退、 引續同 

廿 三日 マ テ栃瘦 峠 連戰致 、守兵 長 藩 へ 致 交代 申 候。 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 七月 朔曰、 橡尾 ノ賊ヲ 一 掃セ ン ト 、奇兵 三番 隊、 干城 三番 隊、 il_ 九 隊% 平薩 州、 加州 兵、 森立嶺 ヨリ 一 

ノ貝 ノ賊ヲ 擊チ、 一 時間 砲臺四 五所 ラ奪フ 、奇 兵隊 右手 太平 山 二 上リ下 射ス、 賊支ヱ ス、 荷 比 二 走ル、 我 兵 追 テ橡尾 ニ近ッ 

キ 又戰フ 、地形 不便 ナ ルヲ 以テ、 一 ノ 貝、 比 禮兩處 一一 退 ク 、奇兵 四番隊 、干城 一番 隊、 薩州、 松 代、 大垣 兵， 栃窪ロ ヨリ 裕澤ノ 

間道 ヲ奪ヒ 、成ノ 後山 一一 上ル、 賊走ル 、僵屍 七 八 人、 生擒ー 人、 半驟金 ヨリ ハ 奇兵 七 番隊、 報國 一 小隊、 松 代 兵ト西 中ノ股 一一 

し  . i  ？:  -  41- i ナ き、、. 匕 1  >、 長笔 l&MI 、。湯 淺武 造、 林 英太郎 、島 m 健吉、 豊 m 半 三部、 兒 

戰 フコト 半日、 田 ノロ ヨリ 荷 比 二 出テ、 賊ト 對壘ス 死 一人 翻、 慯七人 fil 郞、 g 半長 1 ぉ次郞 1 ぉ次郞 後遂- 一死 ス、 

〇 戶 m 氏 共 家 記 二 云、 娃澤村 赤 坂 峠 弊 藩 拉末家 淡路守 人数 一 小隊 半 二 テ、 連 旬防戰 一能 在 候處、 七月 朔日曉 、薩、 長、 松 代 藩 合 

兵、 栃久保 村、 格澤村 之兩山 へ 分隊 進擊、 弊 藩 拉淡路 守 一 小隊 半 人 數ハ、 朽尾 街道 右手 ノ 山へ 進擊、 賊徒 所々 一一 臺場ヲ 築キ、 

及 發砲候 得 共、 直 一一 衝撃、 賊兵ヲ 打 散シ、 一 一箇所 之臺 場ヲ乘 取、 栃久促 七 ケ谷村 境 迄 尾擊仕 候、 其節賊 三人 打 斃シ、 其 他死慯 

不少、 尤 左手 ノ 山へ 淡路守 半 小隊、 長 藩ト合 兵、 粮澤村 山道 ヨリ 進 擊之處 、拔劍 接戰、 賊兵 敗走、 是亦ー 一ヶ所 之 臺場乘 取 申 候- 

ョ寸 一  に、 銃卒田 g 木 て、 统卒加 藤 格 之 一  一、。，！ t^， 

,5.ns 日 一 /„S 死 一 ゾ 中 千：^ せ、？ >Mwi  ーノ 助、 山 田； IS 藤、？^ 弓- ーゾ 三津ニ 

〇 眞田幸 民家 記 一一 云、 七月 朔日、 半 藏金村 在陴ノ 官軍、 一 ノ貝、 比 禮等ノ 各藩 ト約シ 、枋尾 ロノ 賊ヲ 進撃 ス、 拂曉、 我 一 番小 

隊、 長州奇 兵隊 、長府 報國隊 ト 共 一一 半藏金 ヲ發シ 、西 中 之 叉 村 間道 ヨリ 進ム、 贼東中 之 叉 村 山上 ノ 壘 一一 據テ 拒 守 ス、 長州拉 

二 我 斥候 先 ッ進ン テ之ヲ 取ル、 賊 又木 山 澤村 一一 止リ 禦ス、 乃チ 我兵ヲ 中分 シ テ、 半 隊ハ報 國隊ト 共 二 右方 ノ賊ヲ 擊チ、 半 


隊竝 一一 大砲 一門 ハ 奇 兵隊 ト共ニ 左方 ノ賊 ヲ擊ッ 、左右 竝 ヒ 進 ン テ 激戦 時 ヲ移ス 、賊 兵漸々 却 退 シ 、瞎前 二 至 リ終ニ 敗走 ス、 

追 擊シテ 荷 頃 村-一到 ル、 時 一一 一 ノ貝ロ ヨリ 進擊ス ル薩、 長ノ兵 、巳-一 賊ヲ破 ッテ先 ッ在リ 、然ル 一一 前 路地 形便ナ ラス、 乃チ 

會 議シテ  一 ノ貝 ロ薩、 長 ノ丘ハ ハ歸テ 原 地 ヲ守リ 、我 兵、 奇兵、 報國ー 一 險ト共 二 止ッテ 田野 口村 二 陣シ、 本道 荷 頃 ロト 間道 天 

狗澤ノ 各所 二 砲臺ヲ 築キ、 分隊 シ テ之 ヲ守ル 、同日、 我 六 番組 擊隊、 四番 小隊、 薩州半 小隊 ト共 - 一浦 瀨 口上^ 嶺 ヨリ 進 擊ス、 

同時 栃窪嶺 ヨリ モ長 州、 大垣 一 一藩 進撃 ス 、我 兵 先鋒 トナリ 、賊壘 二 對スル 孤山 二 登リ、 烈 シ ク 砲擊 シ 、急 二 進 ン テ 壘下 二 逼 

リ、 薩兵ト 相 會シ、 薩兵 、ノ 蠱北ョ リ シ、 我 兵 尸 壘西 ョ リ進ン テ挾 擊ス、 賊亦 路傍 ノ壘ョ リ我 側面 ヲ擊ッ 、長 州、 大垣 ノ兵更 二 

進ンテ 其墾ヲ 攻ム、 姑 クシ テ長 兵已 二 路傍 ノ壘ヲ 奪ヒ、 轉シテ 我 一一 抗ス ル賊壘 ヲ撃ッ 、賊 腹背 敵 ヲ受テ 周章 ス、 我 兵 ー齊 一一 

突撃 先登 シ、 薩兵ト 共 二 其壘ヲ 取ル、 賊已 二 一 ー壘ヲ 失ヒ、 山 谷ノ間 二 散 亂シテ 逃ル、 他 壘戰ハ ス シテ 潰ュ、 賊 死傷 許 多、 遺 屍 

四ァ ルラ 見ル、 於是、 兵 ヲ分チ 、長 兵ハ 路傍 ノ壘ニ 入リ、 我 兵 ハ先キ ニ取ル トコ 口 ノ壘ト 、彼 孤山 ノ上ヲ 守リ、 薩兵ハ 長兵ト 

我 兵ノ閒 ユア リ 、徹夜 警備 ス 、後 我 四番半 小隊 ヲ 留テ屯 戌 セシメ  、餘ハ 皆 原 地 二 歸ル、 是日 八 番組 擊隊、 三番 小 除 モ 亦龜崎 

砲臺 一一 在 テ賊ト 戰ヒ、 各藩 進 擊ノ勢 ヲ援ク 、討死 一人、 駄« ^麵 ™ 港 手 負 二人 0|!»#隊 井, §5 

〇 松 平 忠禮家 記 二 云、 乙 吉村之 方、 七月 朔日曉 天、 山 之 手 ヨリ 戰爭相 始リ、 森 立 峠 ヨリ 加州、 長 州、 飯 田 等 之 勢、 ーノ貝 口へ 

押シ、 浦 瀨之山 之 方 長 州、 松 代 勢 竝半藏 金ト申 處モ、 薩州、 大垣、 松 本 等 之人數 夫々 分配、 一 時 -ー 及 進 擊候處 、賊兵 散々 二 敗 

走 致シ、 忽 臺場乘 取、 器械 等分 柿 モ有之 候、 當人數 こ 吉村之 儀 ハ晝後 一一 相 成、 高 田 勢ト打 合、 浦 瀨之山 高 森 之 賊兵ヲ 致 進撃 

候 樣御達 -ー 付、 直 樣人數 高 田 勢 トー 一手 - 一分 レ、 右山 麓 迄 押 寄 候處、 何分 賊之動 靜腚ト 不相分 候 得 共、 五六 人 計 ハ正敷 相 見 候 

二 付及發 砲、 直 様 山上 迄 攻登候 積 一一 テ取 掛リ、 無難 臺場迄 押 寄 候處、 何レ へ 逃 去 リ候ャ 、更 一一 置 人 モ不居 合 候 一一 付、 則賊之 

陴 小屋 其 儘 有 之 候閒、 不取敢 人数 繰 込 置、 番兵 嚴重 -ー差 置 相 守 リ候處 、翌ー 一日、 御 達 一一 テ高森 之 方ハ薩 州、 加州、 高 田 二 テ請 

持 候閒、 長 州、 加州、 薩州 -ー テ乘取 相 守 居候 三角 山 之方ト 、入 代 リ候樣 -ー ト之事 二 付、 則 長 州勢ト 右三 角 山 之 方 相 守リ、 代リ 

代リ 番兵 差 出 置 相 守 申 候、 當時賊 兵 ハ浦瀨 之 山、 n コ "之 山、 富 士權現 之 山 並 栃尾之 城 山 等へ 追々 臺場ヲ 築、 天幕 ヲ張屯 集 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 七月 朔日  五 九 三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 七月 朔日  五 九 四 

致シ 候。 

〇 戸田 氏 良家 記 二 云、 弊 藩 一 小隊 赤 坂 峠 -ー 於テ 分隊、 各所 之臺場 ヲ宗藩 或ハ長 州、 松 代 藩 之 人數ト 夫々 合 兵、 連 曰 防 戰罷在 

候處、 七月 朔日 拂曉、 薩、 長、 松 代 宗藩ト 合 兵、 栃久保 村、 椿澤村 之兩山 へ ニタ手 一一 相 分レ、 弊 藩 S 宗藩 一 小隊 半 ハ 栃尾 街道 

右手 ノ 山へ 進 擊ス、 賊ハ 所々 一一 砲臺ヲ 築キ、 烈敷及 發砲候 得 共、 直 一一 攻寄、 賊兵致 散亂、 遂 -ー 一 一ヶ所 之臺 場ヲ乘 取、 栃窪、 七 

ケ谷村 境 迄尾擊 ス 、其 節賊兵 死傷 不少、 內三 人面 リ討斃 申 候、 左手 椿 澤村之 山 へ 弊 藩 半 小 除、 長 藩 半 小隊 ト合兵 二 テ 及進擊 

候處、 賊所々 之臺場 ヨリ 烈敷致 發砲候 得 共、 奮然 正面 ニ攻 寄、 遂 -ー 賊壘 1 一ヶ所 乘取 候處、 賊又 前面 之臺場 ヨリ 烈敷 打掛候 ュ 

付、 弊 藩 半 小隊 一 分隊 二分 チ、 山 i 轮 間道 ヨリ 賊壘之 後へ 囘リ 候處、 賊 左右 山腹 一 一ヶ所 ノ臺場 ヨリ 烈敷 組擊、 當手 一 分隊 二 テ 

大 一一 苦 戰之處 、發愤 不撓、 遂 一一 拔刀 シ テ賊壘 へ 斬 入 候 所、 賊 之カ爲 二 狼狠 シ テ散亂 、終 二 當 手ノミ 一一 テ叉々 一 一ヶ所 之 臺場乘 

取 候^ 共、 少人數 故 難 守 之處、 長 藩 之 援兵、 或ハ 右手 之 山 へ 進 候宗藩 人數等 追々 援兵、 彌以防 戰罷在 候處、 賊兵 多分 -ー 相 成、 

乘取 候臺場 へ 三方 ヨリ 烈敷 打掛候 付、 芝居 モ 不宜、 且 雨中 夜 -ー 入 候 事故、 乘取候 第一 一之 臺場 へ 引揚、 奮然 防戦 ス 、 此日當 手 

死 1 人 、纖箱 P 慯 1 人、 械 、賊 死傷 多分 有- \ー候。 

〇 若松 記 節 略 -ー 云、 七月 朔日曉 、敵 荷 頃 村 守衞場 土蒂； へ 相 迫、 俄 發砲候 -ー 付、 守兵 三 拾 人 程 -ー テ奮戰 担 發相盡 候 得 共、 敵 徒 

喑夜 二 紛 レ 進行 候ャ 、巳 二 通路 ラ遮リ 發砲嚴 敷、 銑 丸 散亂頗 ル 苦戦 寂 中、 敵 ハ 早 街道 ヨリ 村 方へ 亂入 候樣 子、 本陣 ヨリ 繰 出 

候 分隊 ラ以 對戰、 夫 ヨリ 先、 本 營ノ諸 荷物 運送 ノ 人足 等 必至 ト差 支、 無餘儀 兵粮 方鄉 夫役々 ト モ 一一 、器械、 彈藥、 諸 荷物 等 手 

自繰持 運轉盡 力、 荒 方 取 片付、 速 一一 佐 藤 織 之 助、 堀 井 源 之 助 一 同 登山、 兵士 トモ 一一 都合 一 一 拾 人 程 -1 テ、 村 中 へ 打 下シ發 砲、 又 

喿營 ヨリ 引揚ノ 番兵、 嶺ノ徑 -! 踏 止リ、 分隊 ノ 一  手ハ 街道 ヨリ 突擊报 戰頻リ 一一 候 得 共 * 敵 ハ撒兵 一一 組立 烈敷發 砲、 銃丸 零亂 

而已 二 テ、 更 一一 人影 不相 見、 我兵大 一一 诀戰、 午 上刻 比、 敵方 四度路 一一 相 見 へ 、殊 一一 彈丸 薄ク、 味方 之 レ 一一 氣ラ得 テ頻リ n 激戰 

罷在 候處、 麓 二 當リ 鯨波 雷鳴 三聲 一一 シ テ、 森樹 ヨリ 敲兵相 迫リ、 厘對戰 候得ト モ 、衆 募 難敵、 遂 總引揚 二 相 成、 尾擊 迅速、 發 

砲 銑丸烈 敷、 退 口 顔 ル 難儀、 切 所ノ栃 尾被擊 拔候樣 二 テハ 一 大事 成 儀 二 付、 拾 丁 餘引揚 、大野 村 二 於テ 踏丄、 一 統 決心、 大 二 


窗 ffi 戰中、 仙 臺藩栃 尾 ヨリ 速 一一 應援、 山 ノ半腹 一一 居敷 發砲 橫搫、 敵 敢テ不 得 進、 夕陽 迄 砲戰、 遂荷比 村 へ 退 走 候 -ー 付、 直 二 防 

禦之 手當有 之、 敵方 迚モ 同樣、 所々 砲 臺築立 固守 候 様子-一 相 聞 候、 叉 田 ノロへ ハ 衝鋒隊 守 衞罷在 候處、 是叉 同様 ノ 苦戦-一時 

ヲ 移、 疾荷比 村 尸 戰場 一一 相 成、 退路 塞リ引 揚ケ甚 難儀、 稍 山 徑ヲ遠 ク栃尾 へ 參著候 由、 右戰爭 二 付 討死 四 人、 |£%1&||、 

、右 ノ外長 岡 藩 死傷 六 七 人ト覺 候、 諸 藩ノ分 不詳。 

〇 戊辰 事情 槪旨 一一 云、 七月 朔日、 荷 頃、 土 ケ谷 一一 戰フ、 利ァ ラ ス 、死 一 人、 傷 十三 人。 

〇 長 岡 藩 戰爭記 二 云、 七 GT: 朔日、 前 月 十四日、 土ケ 谷へ 退 軍 後、 日 トシ テ對壘 砲 戰セサ ル ハ ナシ、 昨日 斥候 云フ、 官軍 增加 ス、 

近： n 來撃ァ ラン ト、 我鋭士 隊長 鬼 頭 六 左 衞門之 一 小隊、 米 藩 一 小隊 ト 本道 ノ壘ラ 守 衞シ、 鈇士 隊長 小島 久馬 右衞 門、 鋭卒隊 

長 横 小 太郞之 一 一 小 除、 左 山上 十 町計リ 西南 山上 ノ壘ニ 備フ、 未明 果シ テ來リ 、我 西南 山上 ノ壘ヲ 挾 擊ス、 横 之 一 隊 南方 二進 

ム コ トニ 町 計リ、 布馓シ テ邀ヒ 戰フ、 小島 ノ 一  隊ハ壘 中二 止テ拒 戰ス、 本道 ノ砲臺 叉 斜射應 援ス、 暫 クシ テ 官軍 二三 小隊、 更 

二 本道 ノ壘 一一 突 衝ス、 我戮カ 防禦 時ヲ移 スト 雖モ、 氣 勢抗ス ル能ハ ス、 退 走ス、 官軍 機 一一 乘シ、 我 西南 山上 ノ墨 後一 一進？、 向 

背 烈擊、 我 必死 苦戦、 爾時 死傷 已 二 多 ク 、勢力 殆 ン ト盡キ 、進退 維 レ谷ル 、乃チ 身 ヲ溪谷 一一 投 シ 、深 莽荆 蕪ラ經 テ菅谷 S 村 外 

-ー 艮 U ナみ rt\  J, 銃 士瀧澤 準 治、 隅 田 廳四郎 、彈藥 方 士分 谷 口 茂、 銃 卒小令 杉 本庄助 銃卒小 £ 薩 七ん、 统 ほ-ま, i 一 曰 13 瑯：； 196^ ほーパ 

二 返守ス 死 「ノ. S 林 辰 太、 今 井 治 兵衞、 小 林 權四郞 、銃士 隊長 小島 久馬 右衛門 家來 政吉、 l+^J 加 藤 治 部 右衛門 傳令附 馬士丸 

御8^^,統％、^«戏^1、 同日 森立ノ 官軍、 一 ノ貝 ヨリ 荷頃ヲ 襲撃 ス、 會津 一 小隊、 村 松 一 小隊 其衝 一一 當ル、 我 大隊 長稻垣 

主稅、 軍事 掛川島 億 一 ー郞、 銃 t 隊長 柿 本 五左衞 門、 渡 邊進之 一 一 小隊. 其 北 二 陣シ. 、仙臺 一 小 除 又 其 北 二 布 列ス、 皆 一 ノ貝ノ 間 

道暨ヒ比1^|嶺ョリノ道-ー備へ 、以テ遠ク土ケ谷ト戰線ヲナスナリ、我兵防禦時ヲ移ス、而シ テ仙兵 先 ッ退キ 、會津 、村 松 兵 

亦 守 リ得ス 、第 十二 字 頃 、官軍 旣 一一 荷 頃 村 - 一入 ル "我 二 小 除 乃 チ相 戒メテ 間道 大野 村 一一 退ク、 爾時 會兵旣 一一 大野 村-一 ァリ、 

仙 兵、 村 松ト共 二 布陣 シ テ栃尾 ノ町ヲ 守ル、 我 亦 ニ隊ヲ 分チ、 柿本ハ 左、 渡邊ハ 右山 上 一一 布 列ス、 亦 以テ栃 尾 ノ町ヲ 守 ルナ 

リ、 晳 クシ テ 官軍 整列 進 擊ス、 味方 諸除發 砲.、 而我東 山ノ柿 本隊 尤モ 勉ム、 官軍 囘返ス 、死 三人、 S 触が い < 村 之 友 助 次 雄 記£應 

重傷 一 一人、 iisKM-PH 輕傷 一 人、 隨 iS 肺 ゆ 同日 朝 第 七 字、 半藏金 在陣ノ 官軍 數隊、 西中ノ 俣村ョ -吹谷 二 ァ ル鉄士 隊長 花 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 七月 朔日  五 九 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 明治 元年 七月 朔日  五 九 六 

輪 彥左衞 門 之 一 小隊 ヲ擊ッ 、我 兵 防禦 尤モ 勉ム、 官軍 亦 鎏戰ヲ 欲 セス、 去テ田 ノロ 村 二 入ル、 旣 二 シ テ土ケ 谷、 荷頃ノ 各所 

不利 ノ報ヲ 聞 クャ、 返 テ天ケ 島、 瀧 ノロ 一 一村 ヲ護ル 、石嶺 、栗 山 澤ヲ守 ル我三 小 除、 亦栃尾 二 退キ、 近傍 要所 ヲ 固守 ス、 吹 谷 

一一 於 テ重慯 一 人、 減 輪 輕傷  一 A。i^jf&  . 

〇 溝 口 直 正 家 記-一 云、 七月 朔日、 明 六 時 頃、 官軍 田 井口 へ 不意 -ー 襲來、 當藩拉 米 藩 持 場四ケ 所、 番兵 休息所 一 ケ所被 乘取候 

二 付、 應 援兵 至急 繰 出 シ烈戰 、當藩 死 一 一人、 傷 六 人 有 之。 

〇 堀 直 弘家記 二 云、 七月 朔日、 今朝、 敵方 ョ リ十 ケ坂臺 場へ 總懸 一一 打掛、 堀 太平 多隊、 會津、 長 岡 合 兵、 一 ノ貝村 一一 テ防戰 、出 

村隊、 速水隊 ハ 會津桃 澤險、 長 岡 保 地隊、 米 澤淺井 隊合丘 ハ防戰 ノ處、 荷 頃 口 ョ リ總崩 一一 相 成、 堀 太平 多 隊荷頃 村 一一 テ砲戰 敗 

軍、 大野 村 へ 引揚、 速 水隊、 山村 隊田ノ  口村 へ 引揚、 速 水 隊下櫻 井 靜三郞 手 負、 敵方 益 進撃 -ー 付、 荷 頃藥師 ョ リ橫合 二 打 込， 

大野 口 一一  テ漸々 喰留 ル 、松 尾隊、 上 村 除 ハ 木 山澤ロ 不動 坂 一一 テ戰爭 、松 尾 藏右衞 門、 同 隊下高 橋 藤 兵衞手 負、 同 隊上村 下知 

ラ加 へ 烈戰 ノ處、 荷 頃、 田ノ  口 敗軍 一一 付、 宮澤村 へ 引揚。 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 終 

十八 年 十月 二十 八日 八 等 掌 記 豐 原資 淸 


復古 外 記 稿本 

S  ^  3  ^  B  f  ^  自明 治 元年 七 K 1 一 日 

S  P  ^  ki 々牙 二  至 同  二十 三日 

七月 一 一 日、 參謀西 園 寺 公望、 移テ 柏綺驛 - 一次 ス。 

〇 西圚寺 公望 家 記 二 云、 七月 一 日、 高 田 表出 立柿畸 著， 高 田 兵 一 小隊 隨從、 一 一日、 柏 崎 著、 以後 當所 ヲ以テ 本陣 トス。 

〇賊 兵、 曉 一一 乘 シテ大 黑、 筒 場 等 諸 村 ヲ襲フ 、宣 軍、 邀へ擊 テ之ヲ 卻ク。 

〇 金 澤藩記 二 云、 七月 一 一日 拂曉、 賊 大砲三門 ヲ以テ 、我 筒 場 村 壘ニ迫 擊ス、 我 兵、 決死 奮 戰之ニ 當ル、 賊遂 二 其壘へ 

遁ル。 

〇 慶應 出軍 戰狀節 略 二 云、 大黑 村臺場 之儀ハ 、高 田 藩 請 持 之 場所 -ー候 得 共、 從 此方 モ本府 七番除 一 分隊 宛 加リ、 筒 場 村 一 ケ 

所 へ 一 分隊 宛 相固メ 居、 書 夜 防戦 仕、 七月 一 一日 未明、 大黑村 へ 賊徒 三 四 小隊 位 襲來、 烈戰、 三番 分 嫁、 爲應援 繰 出、 致 橫擊候 

得 共、 賊ノ 勢ヒ盛 一一 有 之、 又 候四番 分隊 繰 出 、同様 橫擊、 又 ハ 筒 場 村 一 一ヶ所 之臺場 ヨリ モ 致撗擊 候處、 夫 ヨリ 賊モ 引 色 一一 相 

得、 益々 致 放 發候處 、五ッ 時分 頃、 賊徒、 終 一一 本ノ福 井村へ 逃 去， 賊 ノ死體 四十 位、 其 外臺場 前田ノ 中等へ 倒 居候 者モ 御座 

候 得 共、 取調 出 來兼申 候、 最、 高 田 藩 二 モ 同様 致 防戦、 當 日八ッ 時分、 御 親 兵 一 小隊 出張、 高 藩 半隊ト 交代 固メ相 成、 此日 

-、  > 、半 隊長 之 場 村 E 萬 次郎、 戰兵税 所 正吉、 久木田 溝 じ 木 va,-.^  V  、小頭 西 田 藤 兵衞、 田 中 仲藏、 戰兵池 E 银之 助、 二 之 {呂 藤 次郎， や 

G タ プノ 次郞、 堀 之內平 八、 白 石 吉左衞 門、 隈元八 次郞、 & 手パノ 池 端 宗之丞 、田 尻 吉兵衞 、野 付 助左衞 門、 喇叭 役 伊勢 仲 七、 

一 、。戰 兵 野 村 

一 リ 正左衞 門、  . 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云 、七月 一 一日 早曉、 賊大擧 、大黑 、水門 等ノ砲 臺ヲ急 擊ス、 干城 四 番半隊 、顔 翻 番 小隊、 ま Ifeil- 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二日  五 九 七 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二日  五 九 八 

^ぼき、 高 田、 薩州、 龍 岡等ノ 兵、 激戰之 ヲ却ク 、賊、 僵尸 三十 餘、 是日、 高 田 兵、 前日 ノ敗ヲ 愤リ、 殊ー 一死 戰ス、 死 十 人、 S 麵 

仁 又左衞 門、 干城 隊 江川 市 之 助、 張 司 馬、 草 刈 右衞門 七、^ 野榮 蔵、 募 卜，^。 干城 隊長 一一 一浦 政 II 一郎、 補助 長官 湯淺省 一一 一郎、 河 f 隼 人 助、：^ 伯 

iirjjg" お 進、 SJii 太郞、 竹 田作 次郞、 上田 八十 郞、 佐 方 内蔵 之丞、 信十ス 龍葳、 山 本 彌太郞 、渡 邊淑 兵衞、 桂 辰 之 進、 平佐彥 七、 佐々 木 

蔵、 杉山淸 兵衞、 

後遂 -1 死ス、 

〇 榊 原攻敬 家 記 -ー 云、 七月 二日 曉七ッ 半時 頃、 弊 藩 竹 田 十 左 衞門隊 持 場. K 黑 村砲臺 へ 、賊 兵、 大雨 深 霧 -ー 紛レ、 稍 五六 間 迫 

近シ 、多 人數押 寄來候 一一 付、 守兵 速 一一 相應シ 、 稠敷 及砲戰 候內、 賊兵 大凡 百 人 計、 砲 臺右之 方 ョ リ迫 兵、 俄然 ト 突入 劇 敷 砲 

擊候 -ー 付、 微勢之 味方 甚タ 苦戰、 危殆 一一 モ可及 折 柄、 監軍 伊奈平 八郞、 松 井 庄左衞 門、 旗 奉行 吉田已 之 助、 曁ヒ萵 田表ョ リ應 

援 トシ テ繰 込、 去 ル朔 日夜 著、 大黑 村下陴 二 暫時 憩 息罷在 候、 銃 士等合 テ拾餘 人、 右、 烈戰之 砲聲ヲ 聞、 一 齊 猛進 吶喊 及砲發 

候 得 共、 賊兵、 旣 一一 砲臺內 へ 衝突 接近 候 故、 繼テ銃 ヲ發ス ル ノ暇 ナク、 直 一一 短 兵、 手 詰 之 勝負 ト成、 殊死 奮勵及 激戦 候 得 共、 

賊等、 窮寇 必死 ヲ期 候ャ 、 容易 奔敗之 色 モ不相 見、 數 刻烈戰 中、 弊 藩 新 兵隊 之 内 分隊、 潢合 ョ リ稠敷 打 立、 且薩 州勢モ 援兵 

トシ テ繰 込來、 戮カ及 合 擊候處 、縱橫 之 兵 勢當リ 難ク、 辟易 致 敗 潰 候、 右臺 場之內 一一 ォヒテ 討 取 所 之 賊拾九 人、 傷者 其員テ 

不知、 且、 大黑村 砲臺之 儀ハ、 薩藩持 場、 弊 藩 持 場ト相 接シ、 長 藩 持場モ 近傍 - 一有 之 候處、 賊兵， 同時 -ー劇 敷 打 懸リ候 得 トモ、 

一 同 奮激、 手痛 及 砲撃 候 -ー 付、 賊等 進ミ不 得、 其 上、 前件 弊 藩臺場 へ 衝突 進入 之賊、 敗 漠散走 二 付、 旁氣 勢相沮 候ャ、 已ノ刻 

頃、 終 二 大敗、 總崩 二 相 成、 或 ハ 葡匐田 畔ヲ傳 ヒ、 或 ハ傷キ 深 田 二 陷沒シ 、轉々 遁去候 二 付、 愈烈 數組擊 イタ シ 候處、 墨 外 二 

r  . -, 寸& 5 も t き、 Eg 午 u、t、2f?<it 矣、 .y、ip、  .^i 寸 E 卜 g 、、用人 伊奈平 八郞、 目 付 松 井 庄左衞 門、 旗 奉行 吉田巳 之 助、 统士 

ォヒテ 討斃候 賊徒 死傷 許 多 ま 數難量 候 其 t 解葡 死 十四. S 大須賀 只 四郞、 松 下 三 郎左衞 門、 中 材ォ吉 、山 口 半右衞 門、 山 下 

や； S 作、 神 田 重藏、 渡 部 伴 次郞、 今 井利 vo, 歲ト ヒ、。 统士鈴 木 運 八、 銃 隊足輕 村 上 絲右衞 門、 竹 田 十左衞 門、 家 f 須藤 三，、 以上， 一一 一.^ ぺ i 遂 

助、 北 條德藏 、小川 耍八、 軍夫 壹人、 字 負 チ七ソ 死ス、 用人 桑原 七郞 治、 目 付 水 野 瀧 之 助、 銃 隊差圖 役 島 川 杏 藏銃士 生 田彈治 前 田 門 

之丞、 關 本文 四郎、 金 澤又藏 、統隊 足 輕早津 喜 十郞、 山 岸 

啓藏、 宮崎鬼 市、 安原 友吉、 岡田彌 助、 關要吉 、軍夫 壹人、 

〇 前 田 利 同家 記 -ー 云、 福 井、 百 束 兩村之 際 -ー屯 集 之 賊徒、 七月 一 一日 卯 刻 前、 長 藩 持 場 水門 之臺揚 へ 襲來候 二 付、 弊 藩 持 場 一 

ッ星臺 場 -ー 於 テ担戰 及 發砲候 得 共、 賊兵盆 進戰、 長 藩 前 原 兵 部 介 任 指揮、 大砲 兵隊 共、 一 且 福島邊 へ 引揚、 直 -ー 佐 五右衞 門、 

新田 堤、 弊 藩 持 場 へ 轉陣、 發砲 激戦、 田野 口 藩 ト應援 及 進撃、 一 ッ屋臺 場、 辰 刻 後 守 返 申 候、 其 節 淺手ー 一人、 II 纏 151? 深 


UL 1 ゝ R>s ノ夫 

す プノ チ、 人、 

〇 松 平 忠禮家 記 二 云、 七月 三日!?  一 I、 日 曉、 大黑之 方、 大戰爭 -ー テ 取合 始 ャ否ャ 、直 -ー 直接 相 成リ、 薩州、 高 田等餘 程苦戰 二 

御座 候 得 共、 敗走 等 之 儀ハ無 御座 ti、 一  鉢、 右大黑 S 筒 場、 十一 一 潟、 福 島 等 之 場所 ハ 、 味方 之 地形 至テ 惡鋪、 賊掛リ 安 キ勢有 

之、 右 故 度々 烈鋪戰 爭有之 候。 

〇 龍 岡 藩 記 一一 云、 六月 廿 九日、 福 島 村へ 轉陣、 大 堪ノ臺 場、 當藩持 ト相定 、七月 一 一日、 曉霧 深ク、 敵勢 腚ト難 見定候 所、 百 束、 

福 井 兩村ノ 問 一一 屯 集 ノ敏、 當村内 長 州 干城 隊持 水門 ノ臺 場、 富 山 藩 持 一 ッ星臺 場 等 ヲ襲フ ノ勢、 俄 一一 砲 聲烈ク 相 響キ候 二 

付、 屯所 へ 急報 一一 及ヒ、 巡邏 ノ兵與 一一 鯨聲ヲ ァ ケ、 持 ノ舊場 へ 馳セ 集リ候 所、 長 藩、 富 山 藩 苦戰、 水門、 一 ッ家 兩壘相 敗、 彈丸 

飛 走 雨 ノ如ク 、長ノ 敗 兵、 當藩隊 へ ナ タレ 力- リ候 間、 必死 防戦 仕 候、 且ッ富 山 藩 隊長 渡 瀨守馬 、進撃 可 致 談判 ヲ遂ケ 、士隊 

隊正内 藤 初右衞 門、 卒 隊長 熊 谷 儀 八、 富 山 兵ト 合併、 分隊 ヲ 指揮 シ、 操 リ討チ 一一 相 進、 持 ノ臺場 ヨリ ハ 、是ヲ タス ケテ 橫擊 

致シ 、富 山兵與 二 奮 發激戰 二 及ヒ候 所、 敲、 暫時 相 支 候 得 共、 水門、 一 ッ家兩 壘ヲゥ チ捨テ 敗走、 機 二 乘シ 追討 チ、 兩壘取 返 

シ 、愉快 ノ 勝利 ヲ爲 ス 、水門 臺場 ハ 干城 隊監軍 中島 初 之 進 へ 相 渡 シ 、持 ノ臺場 へ 揚取リ 申 候、 此戰爭 、敵、 遁逃ノ 際、 壘外茅 

ノ中 一一 テ手 負ヒ候 若モ之 レ有リ 候 得 共、 ゥ チ捨置 申 候、 此時、 重傷 一 人、^^ 5、 田 同夜、 宮下村 へ 再度 轉陣可 致 旨、 長 岡 會議所 

ョ リ達孰 H 到來、 大堰 ノ臺場 干城 隊へ相 渡シ、 宮下 村へ 著陣、 兼 テ設ケ 置 ク三ケ 所ノ臺 場へ 番兵 分配、 餘隊ヲ 以テ、 當村富 島 

村、 龜貝 村、 拉 一一 福 島 村 口、 浦 瀨村ロ 迄、 刻々 巡邏 ス、 是迄 苦戰、 且ッ 炎暑 -ーテ 病 兵 多、 小人 數增々 人少 一一 相 成リ、 萬 一 敲襲來 

ノ時ハ 、防禦 無 覺柬候 間、 宮下、 富 島、 龜貝 三ケ村 ノ內へ 、援兵 增加ノ 儀、 只管 欵訴 一一 及ヒ候 所、 當時、 官軍 諸手 钾 分配 一一 テ、 

遊軍 之 レ 無 ク、 當藩持 場 ノ儀ハ 、斥候 ヲ主 ト致シ 、敲 勢變ァ ル時ハ 、右ハ 浦瀨、 左 尸 福 島 ノ 味方へ 報 吾、 互 一一 應援 協力、 防戰 

可 致 達 -ー 付、 刖チ兩 村へ 打 チ合セ 、晝夜 厳重 巡邏 斥候 ヲ成シ 、壘外 四 ケ所 一一 篝ヲ 設ケ屯 戌ス。 

〇 高 田 藩： b 田景高 筆記 -ー 云、 七月 二日、 小雨 降、 曉七ッ 時頃ョ リ、 大黑村 二 當リ、 俄 二 大小 砲 烈敷相 聞 候 -ー 付、 隊長 竹 田 十 左 

衞門、 直 様 出張 一一 相 成へ キ積リ -ー テ、 皆々 仕度 致 居候 處、 大黑村 ヨリ 新兵 一 人、 長 岡 本陣-一 驅來リ 、只今、 賊兵共 多 人數襲 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二日  五 九九 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二日  六 〇〇 

來 ル之旨 注進 -ー 付、 卽刻 出張 致 候處、 兵 三百 人餘モ 闇夜 一一 紛 レ 、畔道 溝ヲ ハヒ傳 へ、 新兵 差 出 置 候 斥候 場 へ 乘込、 爱 一一 テ新 

兵 三人 程 討死、 其內 早、 敵 丘ハ、 宿陣前 へ 百 人餘モ 馳集リ 、小隊 打テ ト聲 ヲ發シ 、俄 二 發砲、 亂妨ニ 及フ、 スヮャ ト宿陣 所 ュ 居 

合 伊奈平 八郞、 松 井 莊左衞 門 ヲ始、 前夜 著 小銃 方 拾 人、 一度-一 拔 連切テ 出、 其 隣 リヨ リハ. 休足 ノ 新兵 拾 人、 是叉、 一 時 - 一打 懸 

切 込 候處、 何分、 闇夜 一一 テ物ノ アヤ メモ 相 見 ヘス 、敵モ 味方 モ入 交リ、 烈敷 切掛 打懸、 實 一一 亂軍之 有様、 然ル處 へ、 薩藩 ヨリ 

援兵 贰三拾 人 甌來リ 、是 又、 烈 敷打懸 切込ム 、當手 之 大臺場 ヨリ モ 、 烈數打 懸ル、 又 大臺場 之 方 へ モ敲兵 襲 來リ、 桑原 氏、 新 

共 諸共 力 ヲ合セ 、今日 ヲ限リ 雨霰 ト打 掛ル、 然ル處 、敵 兵共少 シ色メ キ渡リ 、段々 二 引退、 猶モ 味方 ヨリ、 大砲 散 彈等烈 敷 打 

立 候處、 賊兵 諸共 進ミ 兼、 遂 -1 切マク ラレ 、打 立ラ レ 、追々 逃 去 候 所、 追 詰 追 詰 打 立 切 マ クリ、 賊兵 共止リ 兼、 右往左往 二 散 

亂 シ 、遂 -1 元ノ福 井村 へ 逃 退 候 事、 時刻 朝 五 ッ時過 ナリ、 此日 同時 一一 、福 島 之 方 へ モ 敵 兵襲懸 ル 、福 島臺場 二 ハ 長 藩 干城 隊、 

富 山 藩 等、 是又餘 程 之烈戰 ナリ、 長 藩 一一 モ 討死 手 負 等 多分 有 之 候 由、 誠 一一 此 日之戰 ヒ 、稀 ノ大合 戰ナリ 、敵 兵、 當宿陣 前 -1 計 

リ拾九 人 切 死致シ 居候 事、 何分 、敵 味方 間近 之 砲戰、 不絕打 合 候 故、 腚ト相 改候事 モ不相 成 候 得 共、 敵地 近ク 迄、 賊兵 死骸 大 

凡 七 八十 人 程、 討死 ィ タシ オリ 候 由 一一 御座 候。 

〇 戊辰 事情 槪旨 二 云、 七月 二日、 大ニ 大黑村 ヲ壟フ 、遂 ニ烈戰 二 至ル、 砲ヲ捨 テ刀ヲ 揮フ、 一 百ニ當 ラサル ナシ 、越 兵 ヲ出ス 

ヨリ、 未タ此 ノ若キ ノ 劇戰ァ ラサル ナリ、 初メ大 一一 勝ッ、 後チ 長岡ノ 兵、 故 ァリ期 二 後レ、 且ッ彈 藥盡ル ヲ以テ 退ク、 死 四十 

六 人 、傷 二十 七 人。 

〇 長 岡 藩戰爭 記-一 云、 七月 一 一日 未明、 米 藩 一 一 小隊、 四ッ谷 ヨリ 大黑、 一 ッ星ノ 砲 臺ヲ襲 擊ス、 第 六 字、 米 一 小 除、 我銃士 隊長 

本 富 寬之丞 、池 田 彥四郞 之 二 小隊 ト共 一一 、大黑 村 西 ノ 砲臺 ヲ 進擊ス 、官軍 邀 ヒ戰ヒ 、銃砲 亂射、 飛 丸 雨 ノ如シ 、我猶 猛進 烈擊 

ス、 官軍、 殆ント 動 搖ノ色 ァリ、 我、 機 二 投シテ 奮 戰突衝 、壘前 咫尺 二 逼迫 ス、 爾時、 官軍 多少 來リ 援ヒ、 其 氣勢頗 ル烈シ 、我、 

一一  もリ ノ  、； /  、へ£  ,ー  v^i,  k.i  一一  i レ、 し に， 傳令恩 田 久右衞 門、 銃士半 令、 牧野 勘 兵衞、 大野 顧 助、 銃 士山本 新吉、 

t 身岁ー U カレ 死傷 亦 多ら 遂- 一敗 本壘 ニ還ル 死^^人 中島 文 次郞、 金 津組之 助、 宮原岩 次郞、 金津 虎三郎、 横 山 健 一一 一郎、 

t, 易」、 《 ^、銃 士 隊長 池 田 彥四郞 、銃 士吉田 政 之 進、 本 富 時？ 易 三、、 銃士小 令吉、 田 噶右衞 門、 嚅士、 司 曰ん- i 中 吋、£ 募 一 人。 l^ul^p 

重 „ ^プ入 太郞、 牧野 啓 次郎、 村 越 正 一 郞、 飯 守 敬 太郞、 £ 葡三ノ 池 守 軍 之 助、 銃 士中川 乙 三郞、 ^日 カー ポ^お 11  一  ノ 道 之 助 


三 曰、 賊兵、 阿 彌陀瀨 村 ヲ侵ス 、官軍、 擊 テ之ヲ 卻ク。 

〇 堀 直 明 家 記 一一 云、 七月 三 曰、 弊 藩 人數、 與板 ヨリ 二 本 松 へ 進軍、 賊、 阿彌陀 瀨村ヲ 放火 セ ン トス、 土民 號泣シ テ訴フ 、急遽 

ノ閒、 砲壘 ヲ設ル 二 暇 ナク、 農家 有 合 ノ舂臼 數箇相 連ネ、 是レ 二 身 ヲ寄セ 、砲戰 一一 及 フノ處 、賊 不虞 ヲ伐 レテ、 ー支モ 不能 シ 

テ 逋直 ス 、捍禦 ノ爲メ  、砲 壘處 々 一一 相設テ 、晝夜 連戰。 

四日、 是 ヨリ 先、 北陸 道鎭撫 副總督 四條隆 平、， 高 田 二 在 リテ、 專ラ 民政 ヲ掌ル 、是 日、 移テ柏 

崎驛- 一次 ス。 

〇 四 條隆平 北 征紀事 一一 云、 七月 三日、 高 田ヲ發 シ柹畸 一一 轉ス、 四日 一 一字、 柏 崎 一一 著ス、 安井 和 介 以下 來謅ス 、八日、 市中 ヲ巡 

視シ、 民政 署ー 一人 リ、 日 々一一 民事 ヲ掌 ル。  . 

〇 按ス ル 二、 五月 二十 八日、 柏 畸縣ヲ 置キ、 安井 顯比 £1  士カ、 等 ヲ以テ 判事 ト爲ス 、然レ トモ、 別 二 知事 ヲ置 カス、 蓋、 隆 

平、 北陸 道 鎮撫 副 總督ヲ 以テ、 假 一一 知事 ノ事ヲ 攝行セ シナラ ン。 

五日、 總督、 將 一一 明日 ヲ以テ 汽船 一一 駕シ、 敦賀 ヲ發セ ン トス、 乃 チ諸軍 ヲ分テ 一 一 ト爲シ 、親 兵、 

徵兵？ si 半 及 隊ヒ、 十 ハ 海路 ヨリ シ、 總督 之ヲ率 ヰ、 徵兵、 、及ヒ 小濱、 明 石 以下 八 藩 兵 、ノ 陸路 ョ 

リ シ 、 軍 監土倉 正 彥等之 ヲ督ス 、因 リテ 陸路 諸 軍 ヲ戒飭 シテ、 法令 ヲ 嚴守 セシム 、又 沿路 各驛 

ifiSJ 一』 问 二 令 シテ、 傳遞ヲ 措辨セ シ厶。 

W 六日 曉天、 當港 御 出帆 相 成 候條、 可 相 心得 候 事、 

但、 船中 乘込之 輩、 今夕 可乘込 候、 陸行 之 輩 ハ 明朝 出立 可 致 候 事。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 一一 I, 四. 五日  六 〇 一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 五日  六 〇 二 

七 EC 五日  軍監 

除 長 if£ 

ー是迄 隨從之 七藩ハ 陸行、 

一 乘船之 輩、 各 隊從僕 無用 之 事、 

一 陸行 之 面々、 彈藥 持參之 外、 用意 無用 之 事、 

一 彈藥諸 荷物 總テ 御舟 廻シ 二 相 成 候 間、 不殘輜 重 方 へ 可 差 出 候 事。 寸 

〇  . 

一 各 除 彈藥諸 荷物、 明 六日 四ッ時 ヨリ 積 込 候 都合-一 候 間、 各 隊之輜 重 方 壹人ッ 、、荷物-一 付添 乘込可 申 事。 

七 0: 五 日 P 

〇 陸路 諸 軍 へ 達 書 

此度、 陸路 進軍 被 仰 付 候 面々、 總テ是 迄 之 通リ相 心得、 諸事、 軍 監府ノ 令 ヲ受、 心得 違 無 之 樣可致 事、 

一 行 被 之 儀 ハ 整列 ラン テ、 一隊々々 勝手 一一 進行 不苦候 事、 

； 毎朝 卯 刻 發足之 事、 

ー各隊 兵士、； S 々へ 著 致候ハ 、、其 旨 、隊長 ヨリ 軍 監へ可 届出 候 事、 

一 行軍 中、 庶 人へ 對シ威 權ヲ 震ヒ、 粗暴 ノ 振舞 無 之樣、 屹度 可 相 心得、 萬 一 民心 ヲ失 ヒ候テ ハ 、御 法令 之 御 趣意 一一 背 房 致 候 

閒 、厳重-一 勤 愼可致 事、  ， 

右 之 通、 可 被 相 心得 候 事。 

七月 五日  軍  監 


北征日 誌 

一一 一日 月 藩 記 

〇 北 正 日誌 -ー 云、 七 s: 三日、 越 前 富有 丸 入港、 同 四日、 加州 豐島形 入港、 同 五日、 今夕、 富有 丸 へ 御 乘船被 仰 出、 

又 云、 富有 丸參謀 以下 諸 役 四 人、 徵兵 十一 一番 隊、 御 旗本 隊醫師 三人、 會計方 一 人、 嚮導 方 三人、 御 旗 守 上下、 豐島形 軍曹 四 人、 

徵兵 五番 隊、 御 親 兵、 住 吉丸輜 重 方、 器械 方、 彈藥諸 荷物。 

〇 東 伏 S 呂家記 -ー 云、 七月 五 曰 、晴. 蒸 氣船未 報 無 之、 段々 御 滞陴、 御發馬 遷延 二 付、 明 六 曰曉、 御 出帆 決定、 今夕、 富有 丸 御 

乘船、 役々 御 同船、 兵隊 御 旗 本隊、 徵兵 十一 一番 隊半隊 、都合 貳百餘 人、 豐島形 乘込徵 兵 五番 隊、 御 親 兵 都 一 一 百 五 拾 人餘、 住吉 

丸乘 込。  ， 一 

〇 明 石 P 記 二 云、 富有 丸 乘込參 謀 以下 諸 役 四 人、 徵 兵士 一番 隊 兵士 九十 七 人、 御手 許隊 七十 一 人、 醫師ー 一人、 敎導役 三人、 會 

計 一 人、 御給 仕方 師 三人、 豐島形 軍曹 四 人、 御用 掛ー 一人、 徵兵 五番 隊 八十 一 一人、 御 親 兵 百 一 一十 一 人、 住 吉丸輕 重 方、 器械 方、 彈 

藥諸 荷物。 

〇 洒井忠 祿家記 節 略 二 云、 七月、 弊 藩 先鋒 兵隊、 越後 高 田 表 迄 進軍 候 様、 御指禪 御座 候。 

〇 按ス ル 一一、 秋 月 種 殷家記 一一、 七 0: 六日、 弊 藩 兵隊 S 明 石 以下 六 藩 兵、 小濱兵 ト 陸路 ヲ取リ 、十三 日、 東 岩 瀨-ー 著陴、 十一 一 

番隊 之徵兵 一 隊竝明 石兵ト 小船 一一 乘、 出帆 云々 ト ァリ、 是 一一 由 テ之ヲ 觀レハ 、徵兵 十一 一番 隊半 除モ、 亦 陸路 進行 ノ命ァ リ 

シナリ 0 

〇 木 日 沿路 各 驛へ達 書 

兵 部 卿 宫隨從 之 兵隊 七 百 人、 越 前敦賀 ヨリ 越後 萵田迄 通行 二 付、 驛々 無 滯繼立 可 致、 尤賃拂 之 儀 尸 、 會計方 ヨリ 可 相辨候 

條、 可 相 心得 事。 

〇 官軍、 賊兵ヲ 藥師山 一一 擊ッ。 

〇 金 澤藩記 一一 云、 七月 五日、 今 井久 太 郞隊、 藥師山 ノ賊ヲ 擊ッ。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 五日  六 〇 三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 六 口  六 〇 四 

〇 長 岡 藩 戰爭記 -ー 云、 七月 五 日夜、 銑卒 隊長 根 岸 信 五郎 之 一 小 除、 荷 頃 村 藥師嶺 へ 登ル、 官軍、 頻 一一 注射、 我 兵應射 ス 、翌六 

日、 晝後第 一 字 - 一至， V  、官軍、 荷 頃 村 -1 縮ス、 重慯 一 人、 經慯 三人。 igl^ 田 左 fep 林 

六 B 、參謀 山 縣有朋 ノ請ヲ 聽シ、 其 參謀ヲ 罷メ、 前 原 一 誠|は蘭、ス初、^|麵姐浪 ヲ以 テ之ヲ 代フ。 

.  山 縣狂介 

北 越 出張 盡カ 不一 方 候處、 今般 依願 參謀被 免、 同藩 佐 世 八 拾 郞へ右 代リ被 仰 付 候 事。 

ご CP 職務 進 

七 月 返 錄 

〇 

佐 世 八拾郞 

同藩 山 縣狂介 儀、 北 越 官軍 參謀、 依願 被 免、 其方へ 右 代 被 仰 付 候 事。 

じ 職 務 進 返 錄 

七 月 前 原 一 誠 履歷書 

〇 按ス ル 二  、佐 世 八 拾郞、 宜シク 前 原 彥太郞 一一 作ル ヘシ、 一 誠、 此時旣 二 前原彥 太郞ト 稱セシ コ ト、 下條、 督府ノ 達 書 一一 徵 

シテ明 カナリ。 

〇 十六 日 督府囘 達  _ 

肥 前 藩 楠 田 十 左衞門 

長 州 藩 前 原 彥太郞 

右、 越後 口 參謀被 仰 付、 出張 致 居候 事 C 

七 月  本  陣 

諸 藩 各 中 i 田 岡 幸 i 港 家 ：1 

〇 總督、 將サ ニ敦賀 ヲ發セ ン トス 、大風 雨ヲ以 テ果サ ス 、陸路、 諸軍ヲ シテ 先發セ シムっ 


_ 化 祉 日誌 二 云、 七月 六日、 强 風雨、 敦賀港 御 碇泊。 

〇 酒 井忠祿 家 記 節 略 二 云、 弊 藩 先鋒 兵隊、 七月 六日、 敦 賀表 出立、 降路 ヨリ 行軍 仕 候。 

〇 三日 0: 藩 記 二 云、 七月 六日 卯 ST 敦 賀表 二 テ荒尾 1^ 陣前 二 整列、 夫 ヨリ 各隊 勝手 二進 軍。 

b 秋 月 種 殷家記 節 略 二 云、 七月 六日、 弊 藩 兵隊 S 明 石 以下 隨徒六 藩 兵、 小 濱兵ト 共 二 陸路 ヲ取 ル。 

〇 

一 明 九日、 宿 駕籠 四 挺、 兵隊 之內 へ 被 下 候 事。 

七 K 八日  軍監 

一一 一 日月 藩 記 

〇 

一 明 十日、 晝飯之 外、 腰 兵粮 持參、 勝手次第、 勝手 之 場所 二 テ相用 候 事 

ー包ハ 第一 之 要 器、 申 迄 モ無之 事 一一 候 得 共、 殘暑 之砌、 遠路 費 勞之者 モ有之 候 問、 手 入等屆 兼、 急場 速 用 難 致候テ ハ 、甚殘 念 

之 至 一一 候閒、 尙此上 心 ヲ用ヒ 、兼テ 不覺之 儀 無 之樣、 專要 一一 有 之 度 候 事。 

七月 九日  軍監 

々n  fefj-  i  .p 妒石 藩, 

各 除 長 中 三日月 藩 記 

〇 明 石 藩 記 -ー 、七月 九日、 小 松泊リ 之 夜、 御 布告 ト ァリ。 

〇 九日 達 書 

一 明 十日 限リ、 各 隊十人 二  « 挺ッ 、 之 割 -1 テ、 宿 駕籠 相 渡 候 事。  . 

軍  監 

隊 長 中 S 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 六日  六 〇 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 六日  六 〇-; ハ 

〇 藩 記 一一 、七月 九日、 於 小 松 宿 御 達トァ リ。 

〇 

一 諸 軍 中 不法 之 所業 有 之、 曲事 可 被 仰付笞 之處、 宫、 深 思 召 被 爲在候 間、 此度之 儀ハ、 不被及 御沙汰 候 事。 

向後、 頭々 其締 不能 申 練 候 事 ollgty 

七月 十二 日  軍  監 

.  明 石 藩 記 

〇 官軍、 賊 兵ヲ柹 木、 籐卷、 田 口 等 諸 村、 及ヒ 陣ケ峰 一一 擊テ 之ヲ破 ル 。 

〇 金 澤藩記 一一 云、 七月 六 日、 近 藤 新 左 衞門隊 、各藩 ノ 兵 ト 共 二 柿ノ木 村へ 進撃、 賊、 山上 へ 遁ル、 同所 二 墨 築 ス 、 

又 云、 七月 六 曰 午後、 藤 卷村等 薩藩持 口  ノ臺 場ヲ、 賊來 襲、 我 兵 II 瞧、 急 二 橫擊、 夕 七 半時 一一 至テ、 賊勢少 ク挫ク * 同夜 

四時、 賊、 大寺村 ヲ火シ 、且ッ 馬 草 村邊張 村山ョ リ、 頻 一一 射砲來 襲、 我隊 ヲ各處 二分 テ、 此ニ 當ル、 賊皆 敗走、 我 兵モ亦 死傷 

ス 0 

〇 眞田幸 民家 記 一一 云、 七月 六日 昧突、 栃尾 ノ賊、 荷 頃 村 右方 ノ 山上 ョ リ、 陣ケ峯 へ 襲 來ス、 我 一 番 小隊、 半除ヲ 分配 シ テ、 十 

ニノ 森 一一 在リ、 乃 チ又其 一 分 除ヲ分 ッテ、 長 州 ノ兵數 人ト共 二  、尾 州 ノ兵守 ル所ノ 陣ケ峯 前面へ 進ミ、 尾 州 ノ兵ー ー伍ヲ 合セ、 

賊ヲ 逆へ テ奮 戰シ、 遂  一一 f 破リ、 且砲臺 ヲ築テ 歸ル、 討死 一 人、. SII ま 手 負 一人 ols 胁隱、 

〇 松 本 藩 記 略 二 云、 七月 六日 拂曉 前、 田ノ  口村 在 陣之水 野 伊 左 衞門手 へ 向ヒ、 賊勢忍 ヒ 寄リ發 砲、 鯨波 ヲ作リ 押 掛リ候 間、 

味方 嚴敷發 砲 イタ シ 、休 兵 モ 繰 出 シ 、終日 鬪爭、 夕^ 一一  至 リ 、賊勢 逃去リ 、暫時 砲 戰相止 メ、 夜 一一 入、 叉々 雙方土 壘之內 ョ リ 

烈敷擊 合、 拂曉- 一至 リ、 賊 敗走 ス。 

〇 賊軍、 軍令 ヲ定メ テ、 之 ヲ各除 一一 頒ッ Q 


〇 堀 直弘家 記 -ー 云、 七月 六日、 各藩 總 軍議 軍令 書 相 廻 ル 、 

軍令、 

一 一勝 ノ爲 ニ驕 ラス、 一敗 二 不撓、 始終 ノ勝 ヲ以 目的 ト可致 事、 

一 攻守 トモ 一一 、其 險頭ョ リ無 下知 €： ハ 、何等 危迫 一一 及 候 トモ 、诀テ 私 一一 退 間 敷 事、 

附、 約束 之 時 不可 違 事、 

一 敵、 味方 之 浮說申 觸シ、 軍 氣ヲ撓 候 儀堅禁 之、 若 難 捨置實 說聞得 候 モノ ハ 、本陣へ 可 申出 事、  . 

一敏、 不意 二 襲來候 節ハ、 諸 隊各持 場 ヲ固メ 、死 ヲ決テ 防戰ス へ シ、 或 ハ後ヲ 斷レ、 或ハ 一 方 敗 候 トモ、 芝居 ヲ動間 敷 事、 

一 一方 危急 之 節ハ、 其 向 之 諸隊、 少モ 傍觀ス へ カラス、 速 一一 應援盡 力 可 致 事、 

一 實戰 二 臨候テ 、ノ  、隊 頭、 隊長 死傷 二 オヨ ヒ候 トモ 、其隊 下；^ テ 動搖ス へ カラス、 一 兩人 介抱、 其餘 、ノ 一  同 勇 奮、 復籌之 一 

戰 ヲ可遂 事、 

一 民家 町家 ヲ亂暴 イタ シ、 或 ハ押買 押 取 等 堅禁之 事、 

一 生 捕 有 之 節、 猥 二 殺へ カラス 、其 除 頭 へ 申出、 差圖 ラ可受 事、 

右 之條々 、堅 可 相 守 之. 若 違犯 ノ モノ 於 有 之ハ、 不論甲 こ 可 行軍 法 モノ ナリ。 

慶應四 七月  奧羽越 各藩 軍 攻 府 

七 m 、總督 、親 兵、 徵兵ヲ 率 ヰ テ 汽船 二駕シ 、敦 賀ヲ 發 ス 。 

〇 北征 日誌 二 云、 七月 七日 昧早、 敦 賀御揚 帆、 翌朝、 能 登 崎 二 達 ス 、行程 六十 餘里、 通夜 便 風、 星 光爛燦 タリ 。 

〇 秋 月 稀 殷家記 -ー 云、 七 Di: 、宮樣 御 親 兵： §1 徵兵 一 除 被 召 連、 海路 二 ョ リ被爲 進。 

〇 官軍、 曉 ニ乘シ テ、 賊兵ヲ 日 浦 村 I 一  破ル。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 七 口  六 〇 七 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 八 • 九 十日  六 〇 八 

〇 金 澤藩記 一一 云、 七月 朔日、 原 余所 太 郞隊、 瀧 谷 村 ト柿ノ 木 トノ^  二 築壘、 日ノ 浦、 木 ノ目峠 數所ノ 賊壘ト 日夜 挑戦、 同 六日 

夜、 高 畑 村 ノ山峯 一一 築壘、 翌 七日 拂曉、 賊壘ヲ 進擊ス ル 一一 、賊 山間 ョ リ 突出 撗衝、 我 大礙、 日 ノ浦ノ 賊壘ヲ 急衝、 賊敗 レテ、 其 

根壘へ 遁ル、 同夜、 賊、 山 峯ノ壘 ヲ增シ 、日夜 射 砲ス。 

八日、 參謀西 園 寺 公望、 移 テ長岡 二次 ス。 

〇 西 園 寺 公望 家 記 二 云、 七月 八日、 長 岡 二 出張、 以後 當所 滯陴。 

九日、 總督、 今町驛 二 抵ル、 榊 原 政 敬 sl〕 奉迎 シ、 藩 兵 ヲ出シ テ行 營ヲ警 守ス。 . 

〇 北征 日誌 二 云、 七月 八日、 便 風、 艦 行 如 火 輪、 五 字 風 稍强、 六 字 小 降雨、 八 字 風雨 稍强、 十字 -ー 至リ 電光 射發、 雨 盆 烈風 亦 强- 

海上 嗜黑咫 X ヲ分タ ス 、激浪 屢入 船中、 能 ク起ッ 者、 只、 船 將ト水 主 トノ  £  、天明、 越後 今 町 港 一一 達 ス 、衆 始テ 安堵、 夜來難 風- 

出 格 之 骨折、 無 恙御著 港 -ー 付、 左 之 通 被 下 之、 金 二十 兩、 富有 丸 船 將渡邊 詰 三、 福 島彌太 六、 金 三十 兩、 水 主 一 同、 金 三十 兩、 

水先 一 同、 九日、 風 濤益激 、七 字 頃、 風少ク 定リ、 宫、 小船へ 御乘 込、 廿町計 リノ 間 舵 入 波間 三度、 漸ク 一一 シテ今 町へ 御上 陸 • 

榊 原 式部 大輔、 爲御迎 海岸 迄罷 出、 爲御 守衞ー 小隊 差 出ス、 十日、 晴、 朝來 海上 平穩、 本船 ノ 兵隊 追々 上陸、 十二時 前、 總軍御 

本陣 二 來著。 

十 曰、 總督、 今 町驛ヲ 發シ、 高 田 二 抵ル。 

〇 東 伏 見 宮家 記 -ー 云、 七月 十日、 晴 、十一 一時、 今 町 驛御發 、五 時、 高 田 御 著陣、 御 泊、 十 一 日、 陸軍 未 達、 輜重船 モ亦未 著 二 付、 

本 地 御 滯陴、 豐島 形、 昨 一 一字 今 町 入港、 今 八 字當所 著陣。 

〇 賊兵、 夜 一一 乘シテ 諫訪山 ヲ襲フ 、官軍、 邀へ撃 テ之ヲ 破ル。 

〇 金 澤藩記 二 云、 七 0: 八日、 近 藤 新 左 衞門隊 、高 畠 村識訪 山へ 出兵、 壘築ス 、賊、 高 畠 村、 日 ノ浦ニ 屯シ、 日夜 砲 射、 同 十日 夜、 


賊、 高 畠 村 ョ リ來 襲、 急 二 近 藤半隊 ヲ分テ 當之、 賊燄益 盛 ン 一一 、兵 勢猶張 ル 、因 之、 丘ハヲ 各所 一一 分ッテ 逆戰 ス 、這 中、 長 藩共隊 

來リ 援ク、 賊、 忽チ 山上 へ 逃ク、 機 一一 乘シ 追擊、 高 畠 村 二 テ激戰 、賊、 殺傷 無算、 須臾 一一 シテ北 走、 戍ヲ其 地 一一 置ク、 翌日 一一 至 

リ砲 戰。 

十 一 曰、 總督、 副 參謀楠 田 英世等 ヲ戰地 一一 差遣 ス、 又 酒肴 ヲ從兵 一一 賜テ、 航海 ノ勞ヲ 慰ス。 

〇 北征曰 誌-一 云、 七月 十 一 曰、 楠 田 十左衞 門、 三宮耕 巷、 長 岡 先陣へ 發ス。 

〇 本日 達 書 

諸  隊へ 

酒 ra: 榑 綺百頭 

過日 來、 航海 風 禱 激烈 之處、 您 軍無異 上陸、 御 満足-一 被 思食、聊酒看被下候事。^^| 

〇 是 ョ リ先、 諸藩會 議所ヲ 關原驛  一 I 設ケ、 軍事 ヲ議ス 、是 日、 之 ヲ長岡 二 移ス。 

中 軍會議 所、 今日 ョ リ長岡 へ 進メ候 間、 左様 御 承知 可 被 成 候、 以上。 

七月 十一 日  會議所 

加州 尾 州 松 代 高 田 富 山 大垣 松 本 上田 龍^ 

飯 田 飯 山 高 島 須坂 椎谷 高遠 岩 田 村 與板 次第 不同 

諸 藩 ft 人ッ 、 會議所 御 詰 之 傻ハ、 是迄之 通 候 間、 關原御 詰 合 之 御 方々 御 一 同、 長 岡 へ 御 引 移 可 被 成 候、 以上。 

十二 日、 官軍、 贼兵ヲ 和歌 浦 村  一 I 擊ッ、 克ス シテ 返ク、 是日、 賊兵、 方丈 山、 及ヒ陣 ケ峰ヲ 襲フ、 

官軍、 邀へ擊 テ之ヲ 破ル。 

復古 舛記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十 了 十二 日  六 〇 九 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十三 日  六 一 〇 

〇€: 藤賴^ 家 記 節 略 二 云、 七月 十一 一日、 長 州隊、 高 田 一 小隊、 我 一 小隊、 和歜 浦賊寨 へ 進撃、 賊、 堅 實之體 二 因テ 、笠脫 山元 ノ 

陣營- 一 引 揚ル。 

〇 金 澤藩記 二 云 、青地 半 四 郞隊、 七 0: 五日、 一 ノ 旦へ 出兵、 尾、 飯 兩藩ノ 固 所、 陣ケ峯 二  一 ノ壘ニ 代リ、 各所 ニ兵ヲ 布置、 三 所 

ノ 賊 SS- -ー  當 ル 、同 十 一 一 日 、黄昏、 賊、 來襲急 ナリ、 一分 隊ヲ以 テ之ヲ 橫衝ス 、賊、 荷 頃 村領山 藥師堂 へ 遁走。 

〇 前 田 利 同家 記 一一 云、 弊 藩宮崎 久兵衞 一 小隊、 豫テ出 雪 崎 へ 出張、 七月 十一 一日、 久田村 へ 繰 出 候處、 賊兵、 村田領 方丈 山 へ 攻 

撃、 依テ 、松 代 藩 へ 爲應援 、右山 之 手 へ 繰 込、 同藩 固 場 字爺ケ 山、 曁、 繽 山手 へ 兵ヲ 分配 及砲戰 候、 賊兵、 新手 相 加リ、 飛 丸 勢 

甚猛ク 、擧除 粉 骨、 尖 ドク 打 立、 賊兵、 大死慯 散亂、 松 代 藩 示 合、 方丈 山 へ 衝入、 直 二 乘取、 賊兵、 敗 離 致 散 走 候、 然 ル處、 右、 方 

丈 山 ハ 地 利 不便 M 付、 爺 ケ山固 場 へ 引取、 嚴守罷 在候賊 兵、 再擧 方丈 山 へ 襲來、 擧險愤 發砲戰 、賊 兵、 過半 死 慯致敗 散 候、 方 

丈 山 近傍 之 諸. E 等 迄 モ進擊 、申ノ 時 前、 賊兵、 致 逃 去 候、 弊 藩 一 小隊、 松 代藩ト 相與ミ シ、 爺ケ山 M 寸、 翌朝、 久 E 村へ 引揚申 

候、 其 節、 戰死 一 人、 淺手 一 人。^_』»、 

十三 日、 督府、 參謀壬 生 基 修等ヲ 各 病院 二 遣 シテ、 創痍 者ヲ 慰問 シ、 砂糖 ヲ賜フ 、又 北 征ノ旨 趣 

ヲ榜 論シ、 土民 ヲ安 撫ス。 

薩州 長 州 加州 

高 田  富 山 

此程 中、 連 戰及手 負、 當所 病院 養生 罷在候 輩、 宮御方 達 御聽、 煩 勞察シ 被 思 食、 安否 被尋下 候。 

七 月 S 赃 

〇 北征 日誌 二 云、 右 病院 十 一 简所 、人数 百 七十 五 人 へ 、砂糖 七撙、 御沙汰 書 持參、 軍監. H 倉 修理 介、 芳野昇 太郞、 爱局山 科 

能 登 介 差 添、 壬 生 殿 被 差 向。 


〇 掲示 

官御方 御 北征之 儀、 萬民更 亍 仑遣ヒ 不可 致 候、 逆 ヲ討チ 順 ヲ撫テ 、民ノ 疾苦 ヲ御救 ヒ被遊 之 御 一 途 一一 候 得ハ、 何モ 安心 可 致 

御 軍勢 之 中、 萬 一 心得 違 ヒ致シ 、民 之 迷惑 一一 相 成 候 様 之 事 有 之 候 得ハ、 少モ 憚リ無 御 軍門へ 可 申出 事、 

右之條 々被 仰屮： 候 間、 何 レモ 致 安心、 銘々 家業 大切 二 出精 シ、 專ラ 王事 二 可 勤^ 也。 

七 月  總督宮 參  謀 

北征 日誌 + 

〇 東 伏 見 宮家 記-一 云、 右、 御 出張 先々 高札 場へ 可揭示 御沙汰 之 事。 

〇 軍監土 倉正彥 等、 陸路、 諸 軍 ヲ督シ テ、 岩瀨驛 f-  二 至 ル 、總督 、已 二 越後 二 至 ル ト聞キ 、徵兵 

及ヒ 明 石、 高 鍋 一 一藩 兵 ヲ率ヰ テ、 海路 ヨリ 高 田 二 赴ク。 

一 宫樣 一一 モ 先達 テ、 越後 表へ 御 著 帆 一一 相 成 候 趣、 付テ ハ 兵隊 向ハ 、猶又  一 モ早ク 不奉追 付候テ 尸 、不都合 筋モ可 有之ト 

深 奉 恐察 候 問、 常驛 ヨリ 高 田 表 迄、 左 之 方々 引 連、 乘船罷 越 候 問、 此段爲 御 知 相 達 申 候 事。 

七月 十三 日  軍  監 

徵 兵兩隊 秋 1ハ除 明 石 兵隊 翻 M 

〇 藩 記 二  、七月 十三 日晝、 岩瀨驛 一一 テ御 布告 トァ リ。 

〇 徵兵 I、 及ヒ明 石、 高 鍋 一 一藩 兵 へ 達 書 三 通 

一 今日、 當湊 ヨリ 乘船之 害 二 相 達 置 候處、 雨天 且ハ風 合 等 之 儀 モ有之 候 二 付、 明 十四日、 極 早朝、 乘船之 手 害-一有 之-候 間、 此 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十三 日  六 二 


復古 外 記 越後 口 戦記 第二 明治 元年 七月 十三 日  六 ニー 

段 相 達 候 事、 

但シ、 船々 へ 、藩々 書記 シ有之 候 事。 

七月 十三 日  軍  監 

明 石 藩 記 

〇 藩 記 二  、七月 十三 日夕 方、 於 岩 瀨驛御 布告 トァ リ。 

〇 

一 咋夜 以來、 風波 不穩 一一 付テ ハ、 各隊、 其 所々 港口  二 旋泊之 儀 ト察申 候、 軍監 一一 オイ テハ 、當 泊津 二 投錨 蔭致シ 居候 間 、左様 

御 心得 可 被 成 候、 乍 去、 風浪 穩 一一 相 成 候 ハ 、 、早々 出帆 之覺悟 一一 候 間、 各隊 一一 オイ テモ 、其 御 心得 可 有 之 候、 依 テ此段 申 伸 

候、 以上。 

七月 十五 日  小  監 察 

明 石 藩 記 

〇 藩 記 二 云、 七月 十五 日、 新 濱人津 之 節、 治リ驛 ヨリ 之 御 布告 トァ リ。 

〇 

i 明 十八 日朝 七ッ 時、 可 致 出軍 之 事、 

一 泊リ、 外 波、 歌 右 兩驛、 中飯、 市 振 驛ト可 被 相 心得 候 事、 

但シ、 不知 親、 不知 子等 之 難所 モ有之 候閒、 萬 一 同所 通行 不被致 候節ハ 、市 振 驛ト可 心得 候 事、 

一 此度 行軍 中、 病氣之 者ハ、 宿 駕籠 免許 -ー 相 成 居候 處、 以後 一 切 被 止 候 事、 

但シ、 病氣柄 二 寄、 步行難 致 者ハ、 當驛へ 被 差殘、 全快 之 上 御 出張所 へ 可 致 出張 候 事。 

七月 十七 日  軍  監 


〇 藩 記 二  、七月 十七 3 夜、 治 宿 二 テ御 布告 トァ リ C 

〇 秋 月 種 殷家記 一一 云、 弊 藩 兵隊 S 明 石 以下 隨從六 藩 兵、 小 濱兵ト 共 一一 陸路 ラ取リ 、七 8 十三 日、 越 中東 岩 瀬へ 著陣、 御軍監 

ノ抬揮 一一 依テ、 徵兵 一 隊 1 孤 明 石 兵ト 小船 一一 乘、 翌 十四日、 當港 出帆 候處、 風波 惡シ ク、 緣十里 一一 シ テ新濱 ト申處 へ 碇泊、 爲雨 

滞留 ス、 十七 日朝、 上陸 ヲ被命 候、 其 夜、 明日 ヨリ 親 不知、 子 不知 ト唱 フ險路 一一 掛リ候 故、 病人 ハ殘置 候 樣被命 候 一一 付、 弊 藩 

病卒貳 人、 看病 « 人 殘置、 廿 一 日、 越後 高 田 今町ョ リ、 士 一番 隊之徵 兵 竝明石 藩 兵ト、 筑 前大鵬 丸へ 乘船。 

〇 小濱、 福 知 山 以下 六 藩 兵 へ 達 書 七 通 

一 明 十五 日 ヨリ、； H リ宿ョ リ總隊 、越後 今 町 迄乘船 二相 成 候條、 當驛、 明 七ッ時 出立 可 有 之 候 事。 


七 tin 十四日 

隊 長 


監 


中 


足 守 

■ 藩 記 


〇 


十七 日 


一 明 十六 日、 例 、常驛 出立、 道 割 左 之 通、 

十六 日 歌  晝食  同 絲魚川 泊リ 

十八 日 大 豆 晝食  同 髙田著 

右 之 通 之 道 割 -ー テ、 明朝 出立 之覺悟 -ー 有 之 候 得 共、 嚮導 方ョ 

趣 * 申 來候得 《、尙 其 上 二 テ廻達 可 致、 爲 心得 申達 候 事。 

七月 十五 日  . 

^  I  r;. 足 守 藩 記 

隊 長 中 三日月 藩 記 

〇 足 守 藩 記 一一 、七月 十五 日 泊リ宿 二 テ 御達ト ァリ。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十三 日 


生 晝食 


同名 立 治ハ 


道 之 通 不通、 今夕 迄 二 可 e. 來候、 萬 一 風雨 二 テ 通行 出 來兼候 


軍 


監 


六 一 三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十三 日 


六 1 四 


〇 

明 十六 日、 腰 兵粮 持參 一一 テ、 卯ノ刻 出立 可 有 之 候、 此段爲 心得 相 達 候 事。 

七月 十五 日 


軍 


長 


中 


足 守 藩 記 

三日月 藩 記 


〇 

旣 二 咋夜兩 度 迄、 今曉 出立 之 儀 相 達 候處、 風雨 不相 止、 行 先 通路 難 計、 嚮導 方 差遣 有 之 候處、 未 タ何之 爲知モ 無 之 候閒、 嚮 

導方ョ リ 通行 之 可否 申來候 迄、 一 同 出立 被 見合 候、 追 テ相達 候 迄 可 被差扣 候、 此段吃 度 相 達 候 事。 


七月 十 


P 


軍 


監 


長 


中 


足 守 藩 記 

三日月 藩 記 


〇 

画 方 


七 


、只今 道路 指 支 無 之 旨 申來候 間、 卽剋 出立 可 致 候 事。 

月 十六 日 


監 


長 


.P 足 守 藩 記 

ゆ 三日月 藩 記 


〇 

宫樣 -ー 尸 、先達 テ 、高 M 表 へ 御 著 陣被遊 御座、 總勢御 待 兼ト奉 恐察 候、 是迄 行軍 無 滞、 寂 早 明日 一 日 二 相 成 候 得 ハ 疲勞之 方 

方 モ可有 之 候 得 共、 高 E 著 次第、 旅館 不定，； 1、 直 -ー^^カ陣、 御機嫌 奉伺 候 樣可被 致 候、 此段 屹度 相 達 候 事。 

七月 十七 日  軍  監 

余  S  4;- 足 守 藩 記 

i  ，  ネ 三日 J« 藩 記 

〇 足 守 藩 記 二  、七月 十七 日、 名立驛 一一 テ 御達ト ァ リ。 


〇 

宮 t 一一  ハ 、先達 テ、 柏 崎 迄 御發行 一一 相 成 候 段、 咋夕迄 分明 不相成 候 故、 高 田 候 滞陣 之 心得 一一 テ及相 達 候處、 旣 一一 柏 崎 へ 

御進ミ ， ぬ 成 候 上 ハ 、此 上、 遠路 所々 難所 モ 之 有 候テ、 疲勞之 者 モ 不少被 察 候 得 共、 總督宮 、敲地 へ 御 進軍 之 儀 -ー 候 得 ハ 、 

一 同  一 口 モ早ク 奉 追 付 度 故、 明 十九 日、 當表例 剋 出立、 明後日、 柏 崎 著 次第、 昨夕 相 達 候 通、 直 二 舉陣、 奉伺 御機嫌、 著 到 相 

屆候樣 、可 被 相 心得 候、 此段相 達 候 事、 ， 

道 割 左 之 通、 

ー黑井 書； 食 一柿 崎 泊リ 一 柏 崎 著陴 

n-、i^.^ ョ リ柏崎迄之處*中食無1\ー、^!ノ陣之上、中食可被致候事。 

,  . ； ]  軍監 

七月 十八 日  局  I 

さ ま ，p 足 守 藩 記 

隊  長  中 一一 一日 月 藩 記 

〇 足 守 藩 記 二  、七月. ！• 八日、 高 田 一一 テ御達 ト ァリ。 

十四日、 安藝 藩 兵、 1i  、今 町驛 二 至ル。 is 

十五 日、 ゆ ひ 瞀、： 驛 -! 抵ル 、北陸 道鎭撫 副總督 四條隆 平、 參謀西 園 寺 公望 等來謁 ス 0 

〇 北征曰 誌-一 云、 七月 十三 □ 、芳野 昇 太郞、 三宮耕 巷、 長 岡 ヨリ 歸陴、 前軍 之模樣 言上、 宮、 明 十四 曰、 御 進軍 決定、 

十四 曰 早天、 高 田 御 出馬、 徵兵 五番 隊、 前軍 二 備 へ 、徵 兵士 一番、 中 軍 二 備 へ 、御 親 兵、 後軍 二 備 フ、 夕景、 柿硫候 宿陣、 

m  、柏 tl 御 著陴、 暫時 此地ヲ 以テ御 本營ト 被定、 西靈寸 中納言 殿、 吉井 幸輔、 楠 田 十左衞 門、 長 岡 ヨリ 來謁。 

〇 四條隆 平、 北 征紀事 節 略 二 云 、七月 十五 日、 兵 部 卿 仁 和 寺 親王、 北 越 大總督 トシ テ至ル 、卽 日、 營ー 一就 テ之レ ニ謁ス 

〇 岩 村 高 俊 事蹟 節 a* 一一  云、 高 俊、 六月、 監察 使 府軍監 タル ノ命ヲ 拜ス、 示來關 原、 與板、 川 袋、 長 岡ノ閒 一一 在テ、 晝夜從 事 奔走 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十四 *十 五日  六 一 r 


, 復古 外 記 越後 口 戦記 第二 明治 元年 七月 十五 日  六 一六 

ス、 旣 二 シテ仁 和寺宫 、越後 口 總督ト シテ柏 崎 一一 著 ァリ、 高 俊 等、 卽時、 柏 崎 J 一至 リ、 親王 一一 謁シ、 戰狀ヲ 具申 ス。 

〇 堀 之 美 家 記 略 -ー 云、 七月、 總督府 仁 和寺宫 様、 柏 崎へ 御滯 陣中、 御 警衞被 仰 付、 宮川 兵隊 引 上ケ、 御 本營警 衞罷在 候。 

〇 總督、 手書 ヲ諸藩 兵 一一 下シ テ、 北 征ノ旨 趣ヲ論 吿シ、 勗シ ムル 一一 成功 ヲ以テ ス 。 

松 平 肥 後、 始終 暴 逆ヲ恣 二 シ、 近傍 諸藩ヲ 煽動 シ 、屢 王師 二 杭 衡ス- 故 一一 、萬 民 塗炭 之 苦 ヲ被爲 救 候 叙 慮、 貫キ 兼、 且、 勤 

王 之 大小 藩、 數旬對 SI. 一 及 難戰、 死傷 不少 段、 達 天聽、 大 二 被爲惱 i 辰衷 候、 依 之、 今般、 北軍爲 總督、 早速 出馬 遂 成功、 奉安 

窟襟 候樣、 厚 蒙 動 命、 不肖 之 身、 曾テ雖 不當其 任、 危急 之 場合 辭ス ル 二 無 暇、 今日 當地 へ 致著陴 候、 此上、 偏 二 諸藩ト 同心 

合力、 奏 成功 度賴存 候、 右 勅意 之 次第、 且、 著 陣之儀 、布告 爲可 致、 如 件。 

七月 十五 日  嘉  彰 花押 

越後 口 出張 諸 藩へ ii 通 gws 

〇 北征 日誌 二 云、 越後 口 出張 之 藩々 へ 御 布 ii 口、 片岡源 馬ヲシ テ、 長 岡 先陣 一一 至リ、 以テ命 ヲ傳シ ム。 

〇 督府、 出征 諸 藩 二 令シ テ、 兵員 及ヒ其 屯所 ヲ錄 上セ シム。 

〇 

御 出張 之 現人數 付、 戰士何 拾 人、 夫卒何 拾人拉 出張 場所 御 記シ被 成、 大急御 差 出 シ可被 成 候、 尙、 長 岡會議 所へ 御豐人 ッッ、 

御 詰 可 被 成 候、 以上。 

七月 十五 日  長 岡 本  陣 

井伊 直 安家 記 

內藤正 誠 家 記 


足 輕銑手 十六 人 右 隊長 士分 六 人 夫卒 九 人 

右 之 通、 當時閥 原 二 出張 罷在 候、 以上。 

七 十五 日 


〇 


. 覺、 


^v'fel  士统隊 S 人 共 二十 三人 

城ケ 3#sas-  ^卒 二十 四 人 


同 

同所 出張 

右 之 通 御座 候、 以上。 

七 月 


士銃隊 役人 共 二十； 二人 

夫卒 十四 人 


〇 

與板 中島 出張 

本 與板村 出張 

^市 屮兑張 所 

木 與板ロ 出張 

出 ® ^ロ高 

畑村邊 出張 

れ之通 御座 候、 以卜 


六 日 


賣番隊 役人 共 

三番 隊 役人 共 

大砲 方 

一 一番 隊 役人 共， 


岩 村 田 藩 

內藤正 誠 家 記 


同 


城 山 出張 


大砲 方 六 人 

夫卒 十四 人 


同 


成 賈.. 長 士銃隊 役人 共 二十 一一 一人 

城. =鑌 出張 夫卒 十四 人 


飯 山 藩 石 


川 平 

本 多 助 順 家 記 


四 拾 人 

三 拾 八 人 

七 人 

四 拾 人 


夫卒 四 拾 人 

夫卒 四 拾 人 

夫卒 十 人 

夫卒 四 拾 人 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十五： 


六 一 七 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十五 日  六 一 < 

七月 十六 日  井伊 右京亮 家來 乘松多 門 

井伊 直 安家 記 

〇 松 本 藩 上申 寄 

覺、 

一人 數 三百 拾 三人 

内 百 九 拾 五 人 士分 ヨリ 以下 小役人 迄 百 拾 八 人 夫卒 

右ハ、 兼 テ御屆 申 上 置 候 人員、 

一 人 數五拾 七 人 

拾 五 人 士分 ヨリ 以下 小役人 迄 貳拾貳 人 鄕足輕 貳拾人 夫卒 

右ハ 、常 月 九： n ヨリ 追々 參著仕 候、 

ダ 總人數 三百 七 拾 人  • 

右 之 €:、 當時、 左 之 場所 へ 分配 在 陣罷在 候、 

一 小隊 穴澤村  一 小隊 上 來傳村  一 小隊 田 之 口村  一 小隊 一 之 貝 村 上下 七 人 長 岡 

rt^h  。松 本  . 

UJ  ，つ」 

〇 本條、 上申 ノ日 ヲ佚ス 、又 上申書、 以上 四藩ノ 外見 ル所ナ シ。 

〇  . 

出張 持場轉 陣之砌 、其 時々 可 被相屆 旨、 先達 テ被 仰 出 候 趣 申達 候處， 中-一 ハ 日 ヲ隔テ 被 相 達 候 向モ有 之、 指 支 候 筋 有 之 候 

條、 以來 右樣之 儀 無 之樣、 可 被 相 心得 候 事。 

七月 十九 日  長 岡 本  陴 


金 澤藩記 

oil 令ハ 、諸 書見 ル所 ナシ。 

〇 越 前 藩 兵、 長 岡 一一 至ル、 督府、 之 ヲ與板 口、 及 ヒ出雲 崎 口 一一 差遣 ス。 

〇 松 平 茂 昭 家譜 節 略 二 云、 越 前 守 先隊、 七 0: 十五 日、 越後 國長岡 表へ 著、 直 二 御 本營ョ リ御達 -ー 付、 十六 日、 十七 日兩 日、 與 

扳 ロ六ケ 所へ 出張、 同 十六 日、 同 斷御達 二 付、 同 十八 日、 出 雪 崎 ロニ ケ所 出張、 日々 敲壘へ 相 對シ及 砲戰、 


川岸 

右一 ケ所 

右 一 ケ所 

右、 七月 卜 六日 出陣、 

笠脫、 山ノ尾 高遠 持 場 一 小隊 

右 一 ケ所 

見 立山 之先キ 長 州 富 山 持 場 二 小隊 但、 €： 富山ト 交代 

右 一 ケ所 

阿 彌陀瀨 山 之 上 高 田 持 場 

右 一 ケ所 

元 與板之 山上 徵山持 場 一 小隊 

右 一 ケ所 

右、 七 □： 十七 日出 陴， 

復占外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十五 日 


遊撃隊 五番 坂 野 壯九郞 


橡星攻 之 助 一 小隊 _ 


武曾 權左衞 S 


ト隊 


遊撃隊 六番 織 S 三 太夫 


^  ，五 郞 一 小 除 


本 多 門 左衞門 一 小隊 


六 一 九 


越後 口 戦記 第二 明治 元年 七月 十六 日 

大砲 一門 ッ、  . • 

大砲 隊 一 隊分ッ 、 


復古 外 記 越後 口 戦記 第二 明治 元年 七月 十六 曰  六 二 0 

川岸 見 立山 之先キ 

右二 ケ所 

右、 七月 十八 日 出陣、  . 

一 乙 茂 有 賀淸門 一 小隊 高 村 藤 兵衞ー 小隊 大砲 除 

右、 七月 廿日 出陣、  、 

ー藤卷 堀 十 兵衞ー 小隊 菅沼司 馬 一 小隊 

右 Ik 曰出& 

右、 何モ諸 藩ト致 交代 候 事。 

〇 賊兵、 株 木、 荷 頃 二 村 ヲ襲フ 、官軍、 撃 テ之ヲ 卻ク。 

〇 金 澤藩記 一一 云、 七 s 十五 日、 太 S 小 又 助隊、 瀧 谷 村 竝柹木 村へ 轉陴、 日ノ 浦、 中 村 等 ノ屯賊 、楝木 村ノ固 所ヲ來 襲、 隊兵、 之 

レ ヲ拂擊 、賊、 木 ノ目峠 ヨリ、 麓、 日ノ浦 ニ到ル 迄、 數所 二  Es^ 築 シ 、日夜 砲 擊ス。 . 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 七月 十五 日、 賊、 荷頃ヲ 攻メ、 壘外ヲ 放火 ス、 奇兵 七番 小隊、 擊テ 之ヲ 却ク。 

十六 日、 參謀壬 生 基修、 長 岡 一一 至リ、 勅旨 ヲ傳 へテ、 諸 藩 兵 ヲ犒ヒ 、且其 創痍 者ヲ 慰問 ス。 

數月 滞在、 諸藩不 容易 盡カ、 叙 感被遊 候、 依 之、 軍士 爲慰 勞、 刺 使 被 差 立、 乍聊 酒肴 下賜 候 事。 

J 弓 」 」、 日 北征ロ 誌、 德川義 

七月 十一 ゾ 日宜、 眞田幸 民家 記 

〇  . . 

諸 藩 兵隊、^ き 碎身之 至、 叙 感不斜 3:! 被 仰 出、 猶此上 盡カ致 候樣、 勅 壬 使 生 殿 ヨリ 御 添書 ヲ以被 仰 渡 候 事。 


辰 七 m: 


藩 記 


〇 

勅使 被 仰 渡 之 有 之、 明 早朝、 各藩 一 人 宛 御 參營可 被 成 候、 以上。 

七 0: 十八 日  本  陣 

薩州 長 州 加州 尾 州 高 田 松 代 大垣 富 山 高 崎 松 本 上田 高遠 

高 島 飯 山 與板 龍 岡 飯 田 岩 村 田 須坂 椎谷 

長 官 各 

〇 北征 nn 誌 二 云、 七月 十六 日、 壬 生殿爲 勅使、 長 岡 へ 御 出張、 諸 藩 軍士 へ 御沙汰、 酒 看 料金 三千 兩被下 之" 

〇 德川赣 宜家記 一一 云 、七月 、勅使 壬 生 殿、 長 岡 へ 御 出張、 軍士 へ 御酒 看 料 ヲ賜フ 、代金 百兩" 

〇 松 代 藩 記 二 云、 七 C 十九 日、 御 達 -ー 付、 參營 候處、 勒使壬 生^、 西圊 寺！^ 御 列 坐 -ー テ、 刺 読 御 讀渡之 上、 御酒 看 下賜 候 

條、 難 有 戴 可 致 g 、御 口 達 有 之、 御 書付 御 渡、 夫ョ リ御兩 <^ ョ リモ、 兵 除 御 慰勞有 之。 

〇 戶田光 刖家記 節 略 二 云、 弊 藩 人數、 御酒 肴 料爱人 -ー 付、金1^^百疋被下。 

〇 堀 直 明 家 記 -ー 云、 須坂藩 へ 御酒 御 肴 料貳拾 八兩貳 分。 

〇 

各藩 病院 一 日 歴視、 蒙 傷 候 者 可 致 勞問處 、病院 各所 -ー 分 レ 、不能 其 儀 候 間、 至 渥 之 御 趣意 貫徹 候樣 、長官 中ョ リ可申 聞 候、 

怪我人 へ 被 下物、 乍聊 夫々 分配 可 致 候 也。 

七月 十八 日  壬 生 左 衞門權 佐 

各藩 病院 へ 

〇 

別紙、 ノ nl^ 售從 勑使被 仰 出 候、 不洩樣 御 布告 可 被 成 候、 怪我人へ 被 下物 ハ、 前日 之 酒 看 一同、 會計方 ヨリ 分配 可 致 候、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十六 日  六 ニー 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十六 日  六 ニニ 

以上。  , 

七 e: 十九 日  本  陣 

各藩 連名， 

f  、當時 怪我人 入院 無 之、 藩々 へ ハ 不及廻 達 候。 g 田 I^T^li 

〇督府 、朝 旨 ヲ諸軍 二 傳へテ 、庶民 ヲ 虐使 ス ル コ ト勿 ラシ ム。 

布令、 

春來、 賊徒、 處 々 二 於 テ宫軍 二 相抗 シ 候砌、 其 土地 人民、 兵火 二 權リ 、賦役 二 疲レ、 或ハ 粮食ヲ 送リ、 或 ハ 彈藥ヲ 運 ヒ 、朝夕 奔 

走、 實 一一 戰地ノ 習 ヒ無據 事ト雖 トモ、 均シク 朝廷 之 赤子、 深ク 御 憐愍 被 思 召 候 一一 付、 厚 ク好生 仁慈 之 御 旨趣ヲ 奉戴 シ、 

彌以、 安 撫救恤 \ 一道 一一 心ヲ まや ン 、假初 一一 モ 、非道 之 驅使無 之、 人民 令 安堵 候 様 御沙汰 候 事。 

右 之 通 被 仰 出 候 問、 心得 逮無 之樣、 急 度 可 相 守 總督 {:« 御沙汰 候 事。 

ヒ 北征ロ 誌、 m 伏 見 宮家 

+- 戶 記、 松 代 藩 記、 高 E 藩 記 

〇督_ ^、鯨波 村民 ノ 兵燹 -ー 罸リ シ 者ヲ賑 恤ス。 

鯨波 村 中へ 

今度 兵火-一 付、 村 中 多分 燒失之 有樣、 宫御方 御 通行 之 節、 被 遊 御覺、 不愁ニ 被 思 召 候、 聊御救 トシ テ、 金 百兩、 一同へ 被 

下 置 候 事。 

七 s: 十六 日  兵 部卿宮 執  事 

北征 日誌 

〇 賊兵、 久田村 ヲ攻ム 、官軍、 擊テ 之ヲ 卻ク。 


〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 七月 十六 日、 賊、 久田村 ヲ攻ム 、奇兵 一 一番 隊、 戰フ テ之ヲ 却ク。 

十七 日、 總督、 參謀黑 田 淸隆、 及 ヒ山縣 有 朋ノ戰 勞ヲ慰 賞シ、 勗シ厶 ル 一一 成功 ヲ以 テス。 

各 通 黑 S  了 介 

• 山 縣狂介 

越後 口 參謀奉 命 以來、 不 容易 盡カ被 遊 御感 候、 當表御 出張 之 上ハ、 迅速 賊徒 平定、 奉安 宸 襟度 思 食 候 間、 彌盡カ 之 儀、 

御 侬賴被 遊 候 in、 總督宮 御沙汰 候 事 G 

ヒ,. ^ ト ご ョ北征日誌、黑田^5£隆 

七 月 十 七 日 山 驟有朋 履歷書 

〇 本條、 淸 隆履麼 書、 十九 日 トス、 今日 誌 一一 從フ、 按ス ル 二  、淸隆 履歴書-一、 目錄金 一 萬疋、 爲慰勞 被 下 候 事 トァリ 、蓋 シ、 

有朋モ 亦、 同  一 ノ 恩賜 ァ リシナ ラ ン。 

〇 督府、 親 兵 及 ヒ 出征 諸 藩 一一 令シ テ 、創痍 者 ノ 病院 二 在 ル者ヲ 錄上セ シム。 

當時、 各藩 病院 入 込 之 怪我人 姓名 付、 極 急 御 付 出 シ可被 成 候、 以上。 

七月 十七 日 


須坂 


尾 州 

松 本 


富 山 松 代 

岩 村 田 與板 


大垣 上田 


一岡 飯 田 ^丄 


本 

高袁」 高埼 


營 


高 田 


椎谷 i 兵 次第 不同 S 田 y 潘家 i 


〇 


覺、 

司令 士 山 越 新八郞 

軍監 條崎源 五郎 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十七 日 


； 古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十七 日 


六 二 四 


游軍 金 井 鐵之進 小 泉 淺右衞 門 

一 番 小隊 高木 重 作 山中 文 太 

一 一番 小隊 中 川 八十 五郞 

四番 小隊 中村芳 三 郞 笠 井 富 載 

彈藥運 夫 祖右衞 門 磯 右衞門 嘉 吉 

當國龜 崎 村人 足 長 左 衞門女 房 

右、 長 岡 於 病院 療養 罷在 候、 

二番 小 除 西 村 岩次郞 

右、 於 出 雪 崎 同斷、 

五番 小隊 北澤 千代 藏 

右、 於與板 同斷、 

右 之 通 御座 候、 以上。 

七 0: 


八 田 嘉 吉 

村澤 高五郞 

越 坂 喜十郞 

文 士ロ 


岡 田 多 之 助 


出 雪 崎 人足 常 右 衞門ー 


松 代 藩 


近 藤 民 之 助 

松 代 藩 記 

〇 上申書、 松 代 藩 ノ 外 、皆 之 ヲ 佚ス。 

〇 督府、 令シ テ從兵 ヲ戒飭 ス 0 

京都 御發馬 以來、 御 休 泊 之 所々、 事 其 外 萬 事 質素 之 儀、 嚴鋪被 仰 渡 候 得 共、 鬼 角 舊弊難 相 上、 兼テ之 御 趣意 柄 貫徹 不致、 

宮御 方、 深 御 配慮 被 遊 候、 已 二 昨日、 當所 御著陴 二 相 成、 戰地 接近 之 儀、 旁以 斷然、 宮御始 、總テ 兵粮 之 取扱 二 可 致 旨、 會計 

方、 町役人 共 等へ 厳重 被 仰 付 候 間、 各 御 趣意 柄 相 守、 心得 違 無 之樣被 仰 出 候 事、 


兼テ、 度々 被 仰 渡 有 之 候 儀 一一 ハ 候 得 共、 決テ猥 一一 歩行 致間鋪 候、 當所 之儀ハ 、 殊 二 諸 藩 多分 入 込 一一 モ相成 候 得ハ、 尙更 厳重 

可 相 心得 候 事。 

七月 十七 日 2,1 

〇 按ス ル 二、 總督ノ 柏 崎ニ抵 リシ ハ 十五 日 一一 ァリ、 文中、 所謂 咋日ハ 、蓋シ 一 昨日 ノ誤ナ ラン、 叉會計 方、 町役人へ ノ達書 

ハ、 之ヲ 佚ス。 

〇 賊兵、 久田村 ヲ侵ス 、官軍、 邀へ擊 テ之ヲ 破ル。 

澤藩記 一一 云、 津田權 五 郞隊、 七 巧 十六 日、 越後 出 雪 崎 口、 爺 力 山 本道 ヨリ 久 S 村 一一 次シ、 舊壘 ヲ修シ 之、 翌日、 拂曉、 

贼、 津 E ノ固所 二 向ヒ、 射 砲頻リ 也、 我 兵 逆戰、 賊旗ヲ 拔キ、 賊壘ヲ 火シ、 其 巢窟山 田 宿 二 薄ル、 賊、 多ク 死傷 ス、 令 有テ、 海濱 

ノ躉場 ヲ御親 丘ハト 代ル。 

〇 小濱藩 兵、 柏崎驛 -i ル。 ig、 

十八 日、 督府、 理匦ヲ 軍門  一 I 置キ、 庶民 ノ訴 狀ヲ 受ク。 

〇 揭示 

下情、 上 一一 通セサ ル ヨリ、 萬 民 難儀 一一 及ヒ候 事、 儘コ レ有 ナリ、 此度、 宮様 御北征 之儀ハ 、專ラ 萬 民 之 難儀 ヲ 御 救 被 遊 候 

思 召 一一 候 得 ハ 、御 軍勢 之 内、 萬 一 心得 違 之 者 是ァリ 、民 之 難儀 一一 ナリ 候樣之 事、 其 外 何 一一 ョ ラス 、善悪 共存 付 候 事ァラ ハ 、遠 

慮ナク 寄付 致シ、 此箱ノ 内 へ 可 差 入 者 也。 

七 0:  總督所 執  事 

北 日誌 

,  束 伏 見 宮家 記 

〇 北征 日誌 -ー 云、 七月 十八 日、 御 軍門 外 へ 、目安 箱 被 出 鼓 高札 之寫。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十八 日  六 二 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 十九 •  二十， 二十  一口  六 二 六 

〇 督府、 小濱藩 兵ヲ出 雲崎驛 一一 差遣 ス。 

〇 酒 井 忠祿家 記 -ー 云、 七： ir: 十八 日、 朝、 宫 御本營 へ 、隊長 御 呼 出、 弊 藩 人數、 急速 長 岡 表 へ 繰 出 可 申 旨、 御 達 有 之 候 -ー 付、 

午刻 、可 押出 場合 一一 望、 再 御 呼出シ 一一 テ、 海岸 御手 薄 一一 付、 出 雪 崎 へ 可 繰 出 旨、 御達替 一一 相 成、 直 樣向ヲ 海岸 -ー 取 押出 シ 、 

亥 剋 過、 出 雪 崎 到 著。 

十九 日、 督府、 二見 正則 ii 讀〕 ヲ以テ 小 監察 ト爲シ 、出 雲 崎驛ニ 差遣 ス。 . . 

小 監察 被 仰 付、 出 雲 崎へ 出張 可 致 事。  • 

メ. I  J  ^  し rrtJIT 征 

七 月 T ゴ 日日 誌 

二十日、 福 知 山、 足 守、 三 曰 月、 小 野、 小 松 五 藩 兵 柏 崎驛ニ 至ル、 明 曰、 徵兵 Kfe 、及ヒ 明 石、 高 鍋 

二 藩 兵モ亦 至ル。 fisK 

二十 一 曰、 是 ヨリ 先、 溝 口 直 正、 誠 g 主漑 賊兵ノ 脅迫 ス ル所ト 爲リ、 兵ヲ出 シテ之 一一 應ス、 旣 ーーシ 

テ使ヲ 督府ノ 軍門 二 遣シ、 官軍 ヲ迎へ テ、 以テ 賊徒 ヲ討セ ン ト請フ 、是 日、 督府、 山 田 顯義、 

怖 a.lr 、長 本 田 親 雄 、画 ヲ以テ 海軍 參謀ト 爲シ、 陸軍 參謀ヲ 兼 ネシメ  、監察 使 府軍監 岩 村 高 俊 

ヲ督府 軍監ト 爲シ、 徵兵 g ま屮  11 及ヒ薩 摩、 安藝、 長 門、 明 石、 福 知 山、 高 鍋 六 藩 兵ヲ率 ヰテ、 海路 

ョ リ新發 田 二 赴 カシム、 又 小軍監 三宮義 胤、 宮川長 春、 小 監察 片岡利 和、 芳野親 義ヲ軍 監ト爲 

シ、 親 兵に 嘴ヲ出 雲崎驛 二  、足 守、 三日月、 小 野、 小 松 四 藩兵ヲ 關原驛 二 差遣 ス。 


山 田 市 之 允 

海軍 參謀被 仰 付 候 事、 但、 上陸 可 爲同樣 事。 

ヒ ョ山 E 顯義 

七 履歴書 

〇 本 田 親 雄 へ 達 書 

海軍 參謀兼 陸軍 參謀被 仰 付 候 事。 I 曰 %|  . 

〇 岩 村 高 俊 へ 達 書，  ， 

越後 總督府 軍監被 仰 付 候 事、 但、 軍艦 乘組、 新發田 表出 張 被 仰 付 候 事。 g 村 ^ 问 ■ 

〇 三 I 我 胤、 片岡利 和へ 達 書 M 

軍監被 仰 付 候 事 05yl 和廳歴 M 

〇 芳 野親義 へ 達 書 

軍監可 ffl 務 s 御沙汰 候 事。 

大總督 W 參 謀 

芳野親 義履歷 書 

〇 以上 五條、 履歴書、 皆日ヲ 佚ス。 

〇 北征 日誌 ュ云、 七月 廿 一 日、 

長 山 田 市 之 允 薩本田 彌右衞 門 

右、 海軍 參謀被 仰 付 候 事、 宫、 御對 面、 壬 生 殿御 書付 ヲ渡 サル、 

長州久 保無 二三 同 白 井 小 介 

宮、 御對 面、 御 直-一海 軍 周旋 被 仰 付、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二十 一日  六 二 七 


復 古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二十  一： W  六 二， ハ 

三 宫耕庵 芳野 昇太郞 片岡源 馬 宮川助 五郎 岩 村 精一 郞 

右、 監軍！ fp 谅監被 仰 付、 

藝州兵 ji 州 兵 高 鍋 兵 明 石 兵 長 州 兵 五番 隊 十 二番 除 

右、 海軍 被 仰 付、 

御 親 兵 

右、 出 雪 崎 進軍 被 仰 付、  , 

一柳 因幡 守兵 除 一柳 對馬守 同 木 下 備中守 同 森 對馬守 同 

右、 卽刻關 原へ 出陣 被 仰 付。 

〇 二十 三日 達 書 

肥 後 兼 坂 熊四郞 

右、 攝津艦 指揮 被 仰 付 候 事。 ほ I 

〇日 誌 二  、士官 等 ハ 其方 見込 ヲ以、 人 撰 可 致 旨 口 達 ト ァ リ。 

〇 岩 村 高 俊 事蹟 一一 云、 七 月 、柏 崎 一一 於テ、 越後 口 總督府 軍監タ ルノ命 ヲ拜シ 、併 セテ 軍艦 乘組 新發田 表出 張ノ コトヲ 命 セラ 

ル、 是ョ リ先キ 、新發 田藩ハ 、賊兵 ノ强迫 二 ョ リ、 藩 兵 ヲ貸ス ト雖 トモ、 王師 ノ至ル 二 及テ、 賊兵ヲ 討伐 セ ン コ トヲ 請フ、 是 

ニ於テ 、官軍、 海路 新 潟 ヲ衝キ 、陸路 松 ク崎ニ 上リ、 直チ 二 新 發田城 二 入リ、 敵ノ 背後 ヲ襲ハ ン コ トヲ 謀リ、 兵 艦 ヲ柏崎 港 二 

艤ス。 

〇 戊 已征戰 記 略 一一 云、 七月 廿 三日、 先是、 新 發田藩 使 ヲ遣シ 、官軍 ヲ迎へ ン コトヲ 乞フ。 

〇 明 石 藩 記 一一 云、 七月 廿 一 日、 於 柏 崎 表、 薩、 長、 徵兵、 秋 月、 朽木、 弊 藩 等、 海路 一一 テ 出兵 被 仰 付。 

〇 秋 月 種 殷家記 節 略 二 云、 七月 廿 一 日、 弊 藩 兵 除、 士 一番 隊之徵 兵 竝明石 藩 兵 ト柏崎 へ 著、 卽晚、 布令 次第、 薩、 長、 同様、 


露 二 テ新潟 出張 ラ被 命。 

〇 遊 軍隊 出張 日誌-一 云、 一 一番 御 親 兵、 七月 廿 一 日、 於 御 本營、 出 雪 崎 口 可 致 出張 旨 御沙汰 有 之、 卽日 同所 著陴、 同廿 三日、 和 

會議 所仍御 達、 久田村 拉細木 山 へ 進軍、 中 村 耕藏組 一 小隊、 加州 持 場濱手 ノ臺場 へ 交代、 林靜組 一 小隊、 薩、 長 ノ持場 山手 ノ 

要 場へ 交代。  I 

〇 足 守 藩 記 節 略 一一 云、 七月 廿 一 日、 柏 崎 一一 テ關ケ 原へ 出張 被 仰 付、 暮六ッ 時、 柏 崎 宿 出兵、 同廿ー 一日、 關ケ原 二 テ長州 片野ト 

郞 ヨリ、 明日 與板 へ 繰 込 候 様 演舌有 之、 與板 出張 薩藩 西德ー ー郞、 長 藩 杉山庄 一 郞、 品 川 省 吾、 梶山ま 、助、 右 四 人 之指圖 二 テ進 

退 可 致 ほ 被 申 聞 候、 同廿 四日、 與板 宿陣。  . - 

〇 木 下 利 恭家記 ，ー 云、 七 s  、三日 s  、小 野、 小 松、 弊 藩 共、 與扳表 迄 繰 込 候 樣被仰 付、 一 同 同所 へ 進軍、 巡邏 罷在 候。 

〇 森 俊 溢 家 記 二 云、 對馬守 人数、 七 K 廿 三日、 與板 へ 到 著。 

〇|、 竹 田景高 記 -ー 云、 七 ほ 十六 日、 長 岡 一一 テ暉承 ル 、與板 表 之 者 一一 テ 、 職人 之 由 三人、 兼テ 新潟邊 へ 奉公 筋 一一 參リ 居候 

處、 會 g 一一 被 差留、 一 咋 日頃 迄、 會藩 兵粮 方 人足 一一 被 雇罷在 候處、 ハ乂母 之戀シ サ 一一 、漸々 ノ事 二 テ其 場ヲ拔 出、 與板表 へ 立歸 

リ. K 由、 右 之 者相噺 申. M 由 二 テ、 此節、 奧州ロ 之 官軍、 追々 會 津近邊 へ 進撃 之 由-一 付、 會 津表ョ リ 出兵 之 人數、 過半 國許 固メ 

ノ爲、 人 數引揚 候 由、 仙臺ョ リ モ 多分 出兵 御座 候處、 右、 同様 之 振 一一 テ 引取 候 由、 相咄シ 、此 節、 新潟邊 ハ 、出兵 人數 多分 無 之 

由、 右 一一 付， 長、 薩 五六 百 人、 軍艦 一一 テ新潟 へ 乘込候 由、 尤、 見 付 ト申所 二 ハ 、未 タ仙臺 藩 八 小隊 程、 兼 テ屯集 致 居候 由、 噂 御 

座 候 事。 

〇 溝 口 直 正 家 記 節 略 一一 云、 戊 申 六月、 會、 米、 仙、 庄等ノ 諸 藩、 兵隊 ヲ率ヒ 城下 へ 迫リ、 强テ 出兵 ラ促シ 候處、 闓藩、 痛憤 二 不 

堪ト 云へ トモ、 實ニ强 賊中ノ 孤城、 可 保ノ術 ナク、 且ク 虐焰ヲ 避ケ、 終 -1 〈素志 ヲ達ノ 外、 他ノ策 無之ト 衆議 一 決、 出兵 ノ儀 

決 答 二 及フ、 同月 十 一 曰、 組頭 溝 口 半 左 衞門長 養、 兵隊 二百 員餘、 砲 三門 ヲ率ヒ 、米 藩 潢山與 市 一 小隊 ト俱 二、 新發田 進發、 

笠士 一日、 猶 又强談 二 ョ リ、 沼垂 出張 ヨリ 二百 員、 砲 一 一門、 見附 口 へ 繰 廻ス。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二十 In  六 二 九 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二十 一日  六 三 〇 

〇 督府、 飯 山 藩- 1 命 シテ、 千 曲 川 旁 近？ 魏、 ヲ警 守シ、 行旅 ヲ譏 察セ シ厶、 尋テ關 門 ヲ桑名 川 村 

龍、 二 設ク。  . - 

越後 地戰爭 -ー 付、 行旅 往來爲 取締、 其 藩 兵士 一  小隊、 信越 國境千 曲川邊 へ 爲致 出張、 越後 へ 入 込 候 者 、ノ  、官軍 御用 之 外、 堅 指 

留、 嚴 重-一 取締 可 致 S 、越後 口 總督宫 御沙汰 候 事。 

辰 七 all 

〇 

八 C 六日、 以圖面 御 差圖相 伺候 通、 同 十日、 信 州 桑 名 川 へ 一 小隊 出張 仕、 新規 關門相 建、 往還 等相改 、厳重 二 相 守 申 候、 此段 

御 屆申上 候、 以上。 

八月 廿 三日  飯 山 藩 奧 平準 藏 

食 藩 き" 

〇 六日 ノ申 稟書ハ 、之ヲ 佚ス。 

〇 是 ョ リ先、 攝津、 丁 卯 1 一 艦、 能 登 七 尾 港 二 在リ、 是曰、 柏 崎 港 二 至 ル 、汽船 三隻 ii， モ 亦 至 

レ リ 

ノ 

〇 北征 日誌 1 一 云、 七 s 廿 一 日、 攝津 艦、 筑 州大鵬 艦、 柳 河 ハ千別 艦、 長 州 丁 卯 艦、 加州 錫懷 艦、 柏 崎 人 港。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 七月 三日、 丁 卯 丸、 石炭 乏敷、 能 州 七 尾 港 二 來ル、 同 十六 日、 攝津 丸、 柏 崎 ヨリ 七 尾 二 來ル、 同 艦 大砲 損 

シ、 且銅砲 等 不良 之 製 一 1 テ、 吾 乾 行丸ノ 大砲 拉 砲手 數人ヲ 移載セ ン事ヲ 、船 將兼坂 熊四郞 ヨリ 請フ、 且、 本營 判事 ヨリ モ、 其 

趣 相 達 セリ、 仍テ、 大砲 四 門、 彈藥ヲ 積 移シ、 同 十九 曰、 士官 以上、 水夫 頭已 下、 攝津 艦へ 移 リ乘リ 、七 尾港ヲ 發船ス ル 人員， 一 


左 之 通、 本 田 彌右衞 門、 山城 新兵 衞、 高木 建 吉郞、 伊東 六郞、 坂 本 幽齋、 原 田 宗英、 外 -ー 水夫 頭 華 田 源 之 助、 緒 方 熊 次郞、 竝ガ 

夫 等せ 四 人、 乾 行 丸 -ー ハ 北鄉主 水、 撟ロ 源右衞 門、 鲛島 新之丞 三人 居殘リ 、水夫 等 數名ヲ 置ク、 丁 卯 丸、 千 別 丸、 加州 錫懷丸 

モ同敷 出船、 同 廿日、 柏 崎へ イツ レモ 著到ス C 

〇 黑田長 知 家 記 節 略 二 云、 大鵬 丸、 七月 廿 一 日 今 町 出船、 同日 柏 崎 著 船" 

二十 二 日、 督苻、 加賀、 大聖 寺、 富 山 三 藩 一一 命シ テ、 軍需 ヲ 運輸 セ シ ム 。 

一白 米  加賀 藩へ 貳萬偯 

右、 今度 越後 口 御 進軍 -ー 付、 至急 二 御用 候閒、 柏 崎 御本營 迄、 速 -ー 輸送 可 有 之 候、 御 償 方 之 儀 ハ 、追テ 軍務 宵 ョ リ 御沙汰 可 有 

之 候條、 總督宮 御沙汰 候 事。 

ヒ 1 ±1 二 ョ東伏 見 宮家 記 

七 月 廿 二 日 金 澤藩記 

一 ミニへ.， 'ルハ トコ ン 雷管 共 貳 拾萬發 

右、 越後 口 御 進軍 一一 付、 御用 候條、 至急 -ー柏 崎 御 本 營可被 差 送 候、 代 料 之 儀 ハ 、追テ 軍務 官ョ リ御取 賄 一一 可 相 成 候、. 相 達 

七.：： 廿ニ曰  兵 部 響 參  ^ 

大聖 寺 重臣 中^ 錄_^ 

一 草鞋  拾 萬 足 

右、 越後 n 御 進軍 二 付 cfl; 上、 文 

M 古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二十 二日  六 三 一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治； 兀年 七月 二十 三日  六 三 二 

七月 廿 二日  兵 部卿宫 參  謀 

ずお f"  5  .p ま 伊 見 

乞： n  .u- き rE  TT 宮家 己 

〇 東 伏 見 宮家 記  >ー 云、 右三 藩 へ 爲御 使、 軍曹 里 見 鋼 之 助 發ス。 

〇 前 田 慶寧家 記 -ー 云、 七月 廿ー 一日、 越後 口 御 進軍 二 付、 白米 一 一 萬 俵、 至急 御用 候條、 柏 崎 御本營 迄、 速 二 輸送 可 仕 g、 總督宮 

ヨリ 御沙汰 二 付、 不取敢 輸送 仕 候： 

〇^E 利 i.? 家 記-一 云、 七月、 越後 口 御 進軍 一一 付、 爲 御用、 ミ 二へ ー ルハ トロ ン竝 雷管 一 一十 萬發、 柏 崎 御 本 營迄差 出。 

二十 三日、 軍務 官 副知事 心得 久 我通久 ヲ以テ 、東北 遊 擊軍將 ト爲シ 、議定 ノ事ヲ 兼 知シ、 奥 

羽 鎭撫總 督九條 道 孝 駄^< 等ト倶 一一 、賊徒 ヲ 戡定セ シ メ、權判事船越衞、|^^池田種德、|1^|§ぉ、 

ヲ副參 謀 ト爲ス 、尋 テ衞、 種 德ヲ改 テ、： a 一一  參謀ト 爲ス。 

久 我大納 lis 

東北 遊撃 軍將被 仰 付 候 事、 位、 出張 中、 議定 同樣之 心得-一 テ、 萬 事 處置可 致 事。 

七 月 

〇 

久 我大納 lla 

去 六月 以來、 賊焰 再馓、 益肆狂 悖、 梗 王師 候 一一 付、 至急 發途、 北海 航行、 九條 左大臣 始メ、 夫々 等へ 商議、 賊徒 勦絕、 速 一一 奏成 

功 候樣、 御沙汰 候 事。 

ヒ .ism 中ロ 記 

七 月 久我通 久家記 


各； 迎 船 越 洋之助 

池 田 德太郞 

當官ヲ 以テ、 東北 遊 擊軍將 副 參謀被 仰 付 候 事" 

,し 弓官 中日 記、 船越衞 

七 月 池 田種德 履歴書 

〇 

吉 田 遠 江 

當宫ヲ 以テ、 東北 遊撃 軍 將附屬 被 仰 付 候 事。 

J  せ 中日 記 

^ 月吉 田良榮 履歴書 

〇 八月 五日、 衞、 種 德へ達 書 M 

當官 ヲ以、 東北 遊 擊軍將 副 參謀被 仰 付 置 候處、 今度 改テ參 謀 被 仰 付 候 事。 

〇 軍將、 八月 朔日ヲ 以テ、 途ニ 上ル、 其條ヲ 參看ス へ シ。 

〇 總督、 薩摩、 安藝 以下 六藩ノ 隊長 等ヲ召 シテ、 軍令 ヲ須ッ 、是 夜、 參謀黑 田 淸隆、 海軍 參謀 蒹 

陸軍 參謀山 田顯義 等、 攝津、 丁 卯 二 艦、 及ヒ 汽船 四隻 一一 搭 シーア、 柏 崎 港 ヲ發シ 、新 發田二 赴ク。 

御 軍令、 

一 宫賊 之辨、 勝敗 之诀、 此 一 擧 二 ァリ、 別テ 人心 一 和 肝要 之 事、 

一 敵 之 使者、 書翰 等 到來之 節、 直樣中 軍へ 可 相 通、 决テ 一 人 之 見識 ヲ以、 取 計 不可 致 事、 

一 銘々 其 長官 之 指 禪ヲ可 守、 必 自己 之 見込 ヲ以、 進退 不可 致 事、 

右 之條々 、堅 可 相 守 者 也。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二十 三日  六 三 I 一  一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二十 三日 

辰 七月 

〇 

手續 書、 

一 諸 兵 共、 晝ー 一字 ョ リ四字 迄ノ間 一一 乘船之 事、 

一 諸 艦 一 同、 暮七ッ 時、 揚碇 出港 之 事、 

一 乘艦 中、 素ョ リ 不自由、 諸 軍 難^ 之 事 -ー 付、 銘々 不心得 無 之、 可 致 和睦 事" 

右 之 通、 御 決議 相 成 候條、 銘々 心得 違 無 之樣、 可 被 申 聞 候 事。 


六 三 四 

御 花押 


七月 廿 三日 


北征 日誌、 東 伏 見 

宫家 記、 明 石 藩 記 


〇 北征 日誌 1 一 云、 七月 廿 三日、 海軍 諸 藩 隊長 外 役々 へ 

除 長 拉ニ諸 役 姓名 


軍曹 松 島 

同 竹 野 

軍曹 輜重兼 

薩州 司令 

長 州 奇兵 隊長 

同 干城 隊長 

高 鍋 隊長 

徵兵 五番 除 長 

福 知 山 隊長 


太 

P 


同 

同 


干 

千 


口 

西 

野 村 三千 造 

原 田暨吉 

武藤 東四郞 

森 齊輔 

榊 原甚五 右衞門 


宫御對 面、 軍令 竝 -ー 手績 書付 被爲 渡。 


同 中 川 秀之助 


長 谷川 邦 之 助 

新 井 陸 之 助 

同納富 育太郎 同秦 泰之 進 

町 田武輔 村 E 勇 右衞門 同大 砲 方 宇 藤 宇」 

同報國 隊長 岡 村 富太郞  山中 梅太郞 

同大 砲 方 島 田 半次郞 李 家 新之丞 

鈴 木來肋 明 石 隊長 潮 田覺衞 

徵兵 十一 一番 隊長 南 條 熊 之 助 岡 村 喜 兵 衞 

藝州除 長  寺 ffl 盛 登 


又 云、 七 DZ: 廿 三日、 爲總軍 見送、 壬 生 殿 海 濱迄御 出張、 諸役竝 -ー 兵隊 へ 洒宥被 下 之、 同日 五 字、 諸 艦 解纜、 佐 渡 小， 木 港 -1 達ス。 

〇 東 伏 見 宮家 記 二 云、 七月 廿 二日、 S  、ノー  L 十、 三 海軍 乘込諸 藩 隊長、 其 外 役々 宮御對 面、 軍令 竝手續 書 等 御 渡 之 事。 

〇 淺野長 勳家記 二 云、 七月 廿ー 一日、 明廿 三日、 海路 進入 致 可 申、 就テ配 兵書 付 並 -ー 官軍 相 印、 風月 嗜號之 儀モ、 參謀中 ヨリ 口 

達、 

新 發田ロ 進撃、 

二度目 上陸 薩兵百 人 長 兵 百 人 藝兵 二百 三十 人 長大 砲 二 門 

右、 島 見、 夕 口" gj^If: 、ン 蓋、 大夫兩 村 之 間、 濱 手ョ- 上陸、 直 樣新發 田へ 進入 之 事。 

松ケ崎 口、 

此 分先ッ 上陸 薩兵百 人 長 兵 百 人 秋 月 兵 九十 人 薩 大砲三門 

右、 上陸、 直 様 松ケ畸 進入 之 事、 

大鵬 丸乘組 徵兵百 八十 五 人 明 石 兵 百 五十人 右三 百 三十 五 人 

右、 島 見 上陸 豫備 兵、 時機 -ー 寄 急應之 事、 

朽木兵 五十人 

右、 兵糧 焚 出 之 外、 萬 事 差圖之 事、 尤モ 時機 -ー 寄、 援兵 勿論 之 事、 

千另ヌ 

右、 諸 兵 上陸、 一 報知 次第、 柏崎ョ リ 注進 之 事、 

兩 軍艦 

右、 松 ケ崎沖 碇泊 之 事、 

大鵬丸 錫懷丸 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第二 明治 元年 七月 二十 一一 一日  六 三 五 
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右、 島 見 沖 碇泊 之 事、 

一 腰 兵糧 1 一度 分、 用意 之 事、 一 彈藥ー 日 分、 自分 持參之 事、 

又 云、 七月 廿ニ 曰、 g 、ノー y: ミ夜、 隊長 三 村 槌之丞 、御 本營 -ーテ 宮様へ 拜謁被 仰 付、 御 軍令 書 拜見被 仰 付 候 事。 

〇 明 石 藩 記 二 云、 七月 廿ー 一日、 £ 、ノー y, 、一一 一 柏 崎 表 二 テ、 御 本營へ 隊長 御 呼 出シ之 上、 左 之 通 御 達、 

一 兵隊 海軍 出張 被 仰 付、 今夕 二 モ乘船 可 致 儀 難 計、 侬テ 心得 相 達 候 事、 

一 今晚乘 船、 島 見 上陸、 爲豫 備隊、 時機 二 寄 急 援兵 之 事、 

一別 紙 御 軍令 御 指揮 狀 ；、 之 通 相 心得、 一同 心 力 ヲ盡シ 候樣、 從 宫、 御 直 二 被 仰 出 候。 

^  -ノ 

〇 岩 村 高 俊 事蹟 節 略 二 云、. V- 月廿四 曰、 S  、ノーす i: 一一 一丁 卯、 春 曰 |§  A  、兩艦 ヲ以テ 先鋒 トシ、 大鵬、 千 別 兩艦ヲ 中 軍 トシ、 萬 年、 

李 百 里 g プ！ T 兩艦 ニ彈藥 饍食ラ 積-、 之レ 一一 次 力 シム、 共艦總 テ六艘 、參謀 黑田了 介、 之 レヲ統 へ、 大鵬艦 一一 在リ、 高 俊 

等 之 レニ 從フ、 翌曉、 新 潟 港 二 著 スルヲ 期ス、 此夜、 風ァリ 、波濤 起 ル ヲ以テ 、海路 甚難 シ、 佐 渡 二 到ル頃 ネヒ、 天明 ク、 依テ、 

佐 州 ノ小木 港 一一 碇泊 ス。 

〇 慶應 出軍 戰狀 -ー 云、 七 S 廿三 日、 新 潟 拉新發 田ヲ進 擊ノ議 一 诀シ、 薩、 長、 藝州、 秋 月、 明 石 IS 徵兵凡 一 千 拾 五 人 

之 兵ヲ、 千 別 丸、 大鵬 丸、 錫懷 丸、 藝州ノ 萬 年 丸四艘 一一 乘セ、 攝津 丸、 丁 卯 丸 之兩艦 ヲ以、 嚮導 護衞ト シ 、夜 一 一更 一一 、 柏崎ラ 一 

同 出船 ス 、此 時、 沖 直 次郞、 毛 利 覺之丞 、攝津 艦 へ 乘付、 廿 四日、 佐 渡 國小木 へ 著 港。 

〇 島 津忠赣 家 記 節 略 二 云、 攝津 艦、 七 s: 廿 三日、 柏 崎 ヨリ 長 州 艦 丁 卯 丸、 外 二 加、 筑、 藝、 柳 河蒸氣 商船 四艘 へ、 陸軍 千 人餘乘 

込、 一 所 二 出船、 佐 渡 小 木 一 泊。 

〇 戊已征 戰紀略 二 云、 七月 廿 三日、 奇兵 五番 隊、 干城 七番、 大隊 郎長、 岡八番 ll^fl 長-山 隊、 報國ー 小隊、 第一 砲 分隊、 薩州其 

他 諸 兵、 計 一 千 一 一 百 人、 柏 崎 ヨリ 蒸氣 艦六隻 ニ駕シ 、海路 ヨリ 新 潟、 松ケ崎 二 赴ク。 

〇 毛 利 元 敏家記 節 略 二 云、 弊 藩 一 小隊、 七月 廿 三日 黄昏、 柏 崎 ヨリ 乘船、 同夜 半 出帆、 翌廿 四日 黎明、 佐 渡へ 著 港。 


〇 朽木綱 鑑家記 二 云、 弊 藩 人數、 七月 一 一 4- 五 曰、 S だ 、一一 一越 後路 柏 崎 ヨリ 軍艦 二 乘組。  _ 

〇 秋 e: 種 殷家記 節 略 二 云、 弊 藩 兵隊、 薩、 長 同樣、 海路 二 テ新潟 出張 ヲ被 命、 七 0: 廿三 曰、 大鵬丸 乘船被 仰 出、 此 程彌彥 山、 寺： 

泊邊 所々 へ 賊徒 屯 集、 勢 頗强盛 -ー 付、 薩、 長 兵 各 百 人、 大砲三門 鼓 弊 藩 兵隊、 松ケ 崎へ 進擊 之積リ -ー テ、 同夜 出船、 翌廿 四日、 

討 入ノ手 箦 之 由。 

又 云、 七 e: 廿 三日、 松ケ崎 進軍 ノ命 ァリ、 軍艦-一 テ相 廻、 猶 軍議-一 ヨリ、 一 旦佐渡 二 入港。  一 

〇 黑 S 長 知 家 記 節 略 -ー 云、 大鵬 丸、 七 0: 廿 一 曰、 柏畸著 船、 然處、 新 潟戰爭 最中 二 付、 諸 藩 之 兵隊、 新 潟 ヨリ 五 里程 下 モ >|. 

ト申所 ョ リ 揚陸、 雙方戰 爭之由 一一 テ、 同廿 三日、 薩、 長 兩藩之 兵隊 乘セ 組、 同 夕 出船、 佐 渡 著 船。 

〇 官軍、 賊兵ヲ 赤 谷 村 一一 破ル。 

〇 金 澤藩記 二 云、 七月 一 不 三日、 津田十 之 進 一 分隊 ヲ 、青地 半 四 郞隊ト 合シ、 赤 谷 村 賊屯ニ 攻撃、 賊、 倉皇 奔竄、 此時、 賊壘ョ 一 

リ烈 砲、 我 兵 激擊、 賊、 又 敗走，」  , 
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越後 ロ戰記 第三  明治 元年 七月 二十四日 

七月 一 一十 四日、 是 ョ リ先、 朝廷、 松 平茂昭 iil ，將、 二 命シ 、兵 ヲ率キ テ 越後 一一 赴 カシム、 お l^il 

な 適、 茂昭、 疾 ァリ、 因リテ 重臣 本 多 某 12 ヲ シ テ、 代 リテ之 二 赴 カシム 、是 曰、 某 藩 兵; 5 ね、 千ヲ 

率 ヰ テ柏崎 二 至 ル 、督府 、之 ヲ出雲 崎 口  二 差遣 ス。 

〇 松 平茂昭 家譜 節 略 二 云、 爲會津 征討、 越後 口 へ 出張 被 仰 付 候 -ー 付、 兵隊 五 百人餘 出張 爲仕、 引續 出馬 之 心得 二 候處、 持病 

之 脚氣未 タ爾々 不仕、 出馬 之 處ニ到 兼 奉 恐 入 候、 依 之、 重臣 本 多 興 之輔、 兵隊 百 五十六 人、 夫卒 六十 人 引 纏、 七月 四日、 出張 

爲仕 候、 同廿 四日、 柏 崎 へ 著、 直 二 御 總督府 ヨリ 御 達-一 付、 卽晚， 出 雪 崎 へ 人數 出張、 興 之輔儀 モ、 八月 二 日、 同所 へ 出張 致 

〇 官軍、 賊ト出 雲崎驛 以東、 六十 里 越 口  二至ル ノ諸處 二相 持ス ル コト、 殆ト六 旬、 是 -I 至リ、 相 

議シ、 將サ -1 明旦ヲ 以テ、 海軍 ト椅 角シ テ、 賊巢ヲ 進剿セ ン トス 、部署 旣 二 定ル、 是夜、 賊兵、 路 

ヲ 分テ宮 下、 福 島、 富 島、 川邊、 石 內等諸 村 ヲ襲ヒ 、勝 二 乘シ テ長岡 城 二 薄ル、 官軍、 防戰 利ァラ 

ス 、天明、 城、 遂 一一 陷ル、 參謀西 園 寺 公望、 軍 ヲ收メ テ關 原驛、 及ヒ妙 見、 大島、 « 下 、浦 瀨等諸 村 

二 退 守ス、 賊又、 與板 口、 出 雲 崎 口、 橡尾ロ 等 諸處ヲ 侵ス、 官軍、 邀 へ擊テ 之ヲ卻 ク.， ソ 


〇 北 征曰誌 節 略 一一 云、 七 巧廿四 曰、 長 岡 之 諸 軍 海軍 ト應 援ヲ相 成シ、 明朝 ョ リ 進撃、 八彥、 新 潟、 小 千 谷邊之 諸賊ヲ 掃攘ス ル 

策 诀ス、 同廿 五日 十字、 長岡會 議所ョ リ 報知、 今曉三 字、 賊、 長 岡へ 襲來、 事 不意-一 出、 官軍、 必死 苦戰、 終-一 支フ ルコ トラ 得 

ス、 西圓寺 卿、 關 原へ 御 退陣、 吉 井幸輔 以下 諸宫 長、 不知 所在 ト云、 

賊、 部署 大略、  - 

福 井村、 百 束 村 -ー 屯 集 長 岡 賊魁河 井繼之 助、 上田 重 兵衞等 三百 餘人、 八 町 潟 小徑ョ リ潛 行、 長 岡 へ 襲擊、 

见附村 屯 集 米澤、 村 松 之賊、 福 井村 ヨリ 大黑 村へ 進入、 終 二 長 岡 ラ襲フ 、廿 六日、 棬 澤村ョ リ浦瀨 村へ 擊人、 

大保 村、 杉 之 森 村-一 屯ス ル米 澤賊、 川邊村 ヨリ 長 岡へ 襲來、 

今 町、 五百刈 邊 群集 米 澤賊、 大口 村 ヨリ 長 岡 へ 進入、 

新發 田、 庄內之 諸賊、 關根村 邊或ハ 與板ロ 防禦、 會津賊 佐 藤 織 之 助、 伊東 達 之 助 等 一 一 百 人、 庄內賊 四百 人、 小 田 口、 與 板邊往 

復防戰 、仙 臺賊ー 一 百 人、 栃尾、 城 山 ヨリ 士嶺臺 場 進撃、 伊東、 佐 藤 ハ多ク 山 田 村 ヲ防ト 云、 

又 云、 某氏 ヨリ 報ス、 長 岡 之 敗、 我 軍 狼 狼、 病院 ヲ顧ル 一一 暇 ナシ、 米澤色 部長 門、 千 坂 太 郞左衞 門、 長 州 干城 隊ノ 病院 一一 人リ、 

其 手負タ ルヲ 愁ミ、 關 原へ 護送 スト 云。 

〇 柬 伏見宫 家 記 節 略 二 云、 七月 廿 五日、 十 時 過、 長 岡 會議所 ョ リ 報知、 今曉 三時 、賊軍、 長 岡襲來 、官軍 苦戰、 華 -ー 相 守 コト不 

能、 追々 信 濃 川 ヲ渉リ 、引揚 候 由、 西圚寺 卿ハ先 無難 之 由、 麥謀吉 井 以下 不辨 居所 上 H  、廿 六日、 早曉 報知、 關原 本陣 無 異、. K 

島 村 隔信濃 川 砲戰、 勝敗 未诀ト 云、 吉井 以下 參謀關 原 一一 會ス 、官軍、 半、 妙 見 山、 小 千 谷 口  - 一陣 ス、 

〇 西 園 寺 公望 家 記 二 云、 七月 廿 四日、 夜 十 一 一字 頃、 當所 I、 北 之 木 戸邊 出火、 追々 火勢 盛 二 相 成處、 加州 斥候 駆 付、 只今、 筒 

場 村 其 外 諸 壘之賊 、大擧 襲來、 處々 放火、 甚苦戰 之 由、 何分 小人 數、 防禦 六 ケ布趣 也、 是 ヨリ 先キ、 御 軍議 相 決、 今 I ノ  1r 黎 

明、 筒 場 其 外、 近郊 之賊、 進 擊掃攘 之 積リ、 則 公望、 輕装、 家士 五六 名 相 從ヒ、 旣ュ 出張 之 頃 也、 軍監 水平 源 太郞、 長 太 郞等駔 

付、 何分 大 苦戦、 ー且、 兎モ 角 速 -1 引揚、 衆議 可決 治定、 信 濃 川 一一 至ル 頃、 最早、 當城內 外數ケ 所、 放火 ス 、六 字 頃、 漸ク大 島 村 
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二 引揚、 刖、 信 濃 川 西岸-一到 リ、 目擊ス ル處、 官軍、 過半 引揚、 薩、 長 之 兵 一 一 小隊 計、 猶賊地 一一 留リ苦 戰ス、 依 テ散亡 之 餘卒、 竝 

二 家士等 ヲ集メ  、砲撃 ヲ命シ 、西岸 ヨリ 應援ス 、十字 頃 二 至リ、 諸 隊不殘 引退、 則、 長 州 振武隊 一一 合シ、 家 士共不 殘留メ 置、 防 

禦相 命シ、 關原迄 退ク、 同夜 再ヒ、 宫本村 迄 退陣、 廿五 曰、 賤、 ノー  y. 、六 朝 六 字 頃、 關原迄 相 進。 

〇 陸軍省 戰爭 届書 三宫 義胤ョ リ長岡 某へ 贈ル 書翰 節 略 -ー 云、 七月 以來、 當地之 苦戰不 容易、 長 岡 落城 後、 山手 ノ方、 半藏 金、 

橡尾邊 ヨリ 始リ、 福 井、 福 島、 與板 口、 出 雪 崎 -ー 至 迄、 二十 四 里 計 之 際、 彼我 對壘、 日夜 砲聲絕 間ナク 接合 致 居候、 同廿 四日 之 

曉天 ヨリ、 精兵 千 人 計 取調、 蒸氣 軍艦 五艘 計 一一 テ爲乘 込、 新 潟 繽キ松 ケ崎ヲ 目的 トシ、 發帆爲 致 候、 長 岡 口、 兼テ 海軍 ト牒ラ 

合セ、 進軍 決議 之處、 廿 四日 之 夜七ッ ョ リ、 薩州 先鋒 衝 入相 定 居候 處、 同夜 八ッ 頃、 敵 ヨリ 竊 -1 兵 ヲ囘シ 、城下 在 ヨリ 八方 

二 放火、 火閒 ヨリ 縱橫 突入 候 二 付、 不圖及 敗衂、 一 先兵 ヲ繰 揚ケ、 信 濃 川 ヲ渡リ 、大島 二 壘ヲ 築キ、 川ヲ挾 テ防戰 云々。 

〇 十 津川鄉 事錄 一一 云、 七月 廿五 曰 寅ノ上 剋、 II 頃廿 せ, 日-夜長 岡 城 へ 、賊、 不慮 一一 迫リ 、官軍、 不意 ヲ討レ 、 遠 戰、 土地 

不案內 、狼 狠不少 、暫時 防戰之 間、 賊、 四方 一一 縱火、 砲 發烈數 、城下 ハ 勿論、 近在 所々 一 圓火ト 成、 先鋒 本陣 ヲ始メ  、西 園 寺 卿 

御 本陣 關ケ原 二 引揚、 諸 藩 人數、 病院 等、 悉ク川 西 I 職 3- 川上 へ 引退 ク、 遠近 皆賊 之 有 ト成ル 、我 隊、 戰死 三人、 TP- 

羽根 富 ニ郎、 

和平 isl 次、 

又 云、 七月 一 一 日、 我 一 番 小隊、 長 岡 ョ リ筒場 へ 出張、 翌日、 大黑之 臺場ヲ 守 ル、 薩州、 髙田之 兵隊 ト倶- 一 晝夜 防戦、 同廿五 日 

曉天 ョ リ進擊 之處、 同夜、 g」 ^ーノ 十 P ，、賊 、竊 二 忍來、 隣村 福 島始メ 所在 及 放火、 遂 二 長 岡 城 へ 迫 ル、 我 兵、 持 臺場堅 相 守 候處、 翌 

夕 二 至リ、 參謀方 ヨリ、 長 岡 城、 賊之爲 二 敗レ、 歸路可 梗塞 候 間、 操 引 二 テ、 下條村 之後ョ リ信 濃川ヲ 渡、 退 軍 候 様 申 來候得 

北ハ、 賊輩、 追々 近ク寄 來リ候 -ー 付、 暫抗戰 、我 兵隊、 殿 一一 テ引揚 候、 手 負 四 人。 井 ぼ 文  1f、ll^i,sr> 

〇 慶應 出軍 戰狀節 略 一一 云、 七月 一 一 汁 四日、 明廿 五日、 曉四字 ヨリ 五 字ノ閒 、官軍、 總攻ロ 進擊ノ 軍配 相定リ 居候 處、 長 岡 賊徒 

へ洩 聞へ、 一 * 一字 過ョ リ、 本府拾 三番 隊ノ堅 メ宮下 口 へ 逆 寄セ、 砲 一 聲 二 テ鬨ヲ 作リ、 賊ー ー百餘 人、 一 時 一一 打破 リ、 在家 ヲ放 

火シ 、無 間モ 本陣 拉 病院 ヲ破リ 、長 岡 城 モ乘取 候 段 相 聞 得、 終 二 亂軍ト ナル、 依テ拾 三番 隊半隊 ハ臺場 ヲ堅メ  、半 隊ハ長 岡 


城へ 相違 ム、 未明 ヨリ、 藏王 村、 石 £ 町 口 砲 戰烈ク 、銃丸 雨 ノ如シ 、官軍 不撓、 進 テ四字 比、 城門 迄 攻寄セ 、拾 三番 隊ハ 裏門 口 

ヲ堅メ  、五 字 過、 福 島 村 へ勢ヲ 引揚ル 、賊共 ハ 射捨、 切捨、 死傷 不少ト ィへ トモ 、亂軍 一一 テ數 一一 不暇、 其 曰、 上 形勢、 彌、 增勢 二 

乘シ邈 一一 ョッテ 、前後 ニ敵ヲ 請 ク 、然處 、軍議 變テ 、 一 往 I 心 勢 可引揚 トノ令 ァリテ 、俄 一一 信 濃 川 迄 繰 引 ス、 此日、 實ニ  軍 之 

fcr 戈 J1 、き If へ 裂、 戈. t 三、、 監軍 牧野 正 之 進、 小頭 川上 V4,snfral ん、 伍長 池 田 喜 兵衞、 戰兵 石， 原 一 郎左 $  二  、戎ノ I 々ヒ. 一一き ァ 、ぎ 

苦戰^ 抬 三番 隊 戰死 ニー ノ  .； ^右衞 門、 戰兵町 E 洁ニ 郞、？ ^匹ノ 衞門、 G 田 山 孫 之丞、 川 误金之 進 P  一  ノ多ヒ isi 一一：^ フ iG 

軍、 信 濃 川 ヲ堅ム 、拾 三番 隊 一 小隊 ハ、 刈 羽 郡 裙下村 黑洲ノ 渡 口へ 陣ス、 川ヲ隔 テ晝夜 激戰、 同 B  、本 麻 七 番隊半 隊ハ、 筒 場 

村 砲 護丘ハ -ー備 、半隊 ハ 百 束 村 へ 致 攻撃 候 様 致 承知、 大黑村 臺場之 一 分隊 ハ 、夜 入候テ 引揚、 夜八ッ 時分、 筒 場 村 ョ リ南 二 當 

リ、 遙 二 一  聲放砲 ノ懂相 聞 得、 速 ニ聲ヲ 揚ケ、 放火 相 見得、 火矢 ァ ケ、 直 二 大砲 諸 所 ヨリ 致放發 、官軍 ョ リ モ烈敷 砲撃、 刖、 右 

半隊 ヲ南ノ 方、 福 島 村 迄 繰 出 候處、 最早、 城下 近キ 在家へ 、追々、 放火 相 見得 候 一一 付、 先 ヲ防ク 爲メ、 益々 相 進 候 得 北 (、難 追 付、 

城下 へ ハ 官軍 千 人 計モ、 守兵 有 之 段 承 居候 一一 付、 念 遣 無 之ト考 へ 、 下條村 ハ 兵粮 方 S 彈藥等 格護ノ 場所 -ー テ、 彼方 ヲ 防禦 

ノ爲メ 進 居候 處、 左 半 隊駅付 候テ、 城下 へ ハ 官軍 守兵 無 之，！^、 申 聞 候 一一 付、 下條村 へ ハ 十 人 計 モ差向 候テ、 速 二 城下 方 へ 急 

進 候處、 町 口 手前、 新徳村 在家 へ 斥候 行懸リ 候處、 十四 五 閒計ノ 所へ 、多勢 屯 集 二 付、 何方 歟ト問 懸候得 共、 答 無 之、 又ハ合 

詞等掛 候 得 共、 同 斷答無 之 故、 速 二 溝 土手 拉畦等 へ 馓開、 致 放發、 一 時計 モ打合 候テ、 夜 モ明ケ 、盆々 烈敷、 賊ノ勢 ヒ退鉢 

二 モ無 之、 苦戰 一一 及ヒ 居候 處、 六ッ 半時 分 頃、 十三 番隊 一 分隊 位、 五ッ 時分 -ー 、番兵 一 一番 隊半隊 位、 一 一番 砲隊 一 砲車、 爲應援 

断 付 候處、 大 一一 勢ヒ ヲ得、 刖、 半 隊ヲ以 テ左ノ 田 ノ中ョ リ横擊 、頻 一一 致 放 發候處 、終 一一 賊徒、 四ッ過 時分 逃 去、 臺場乘 取、 賊ノ 

死 體モ有 之 候 得 共、 急 擊故調 兼、 致 追討 候處、 賊モ諸 所 へ 逃 去、 半隊 尸 石 €： 方ョ リ西、 神 田 方 へ 進撃、 賊數多 打取 リ、 諸 所 へ 

致 追討、 城下 神 田 町 へ 引揚、 兵粮 杯仕ヒ 居候 處、 外 ノ半隊 モ南ノ 方 致 追討 候テ 、同所 へ 引揚、 同樣 兵粮 仕 ヒ 、 各隊、 城 中 へ 攻 

入 之 軍議 二 テ 、致 攻撃 候處、 賊徒、 町家 ノ 裏 一一 致 防禦 居、 致 放發候 一一 付、 一分 隊ハ 砲 護 共 ニ備 へ、 其 餘ハ諸 所へ 馓開、 互 二 致 

烈戰 候處、 旣 二 日暮 二相 成、 假リ ニ疊ヲ 以テ、 市中 一一 臺場 築、 防戰、 十 番隊、 一 一番 砲隊 一 砲車、 番兵 一 一番 隊、 長 州 一 一 小隊 位 二 テ、 

小路 等ヲ ffl 阁メ 居候 處、 暮 時分 ヨリ、 城近邊 へ 、贼ョ リ致 放火、 大 二 燃 立、 賊徒 ョ リ砲銃 盆々 放發 致烈戰 居候 折、 關原迄 引 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 一一 叨治 元年 七月 二十四日  六 四 一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十 四 H  六 四 二 

揚、 可お 固 申 來リ、 信 濃 川 黑津之 渡 シ ヲ 押渡リ 候 處、. Ka 崎 渡 場 可 相^ 旨 致 承知、 夜半 時分、 大島崎 へ 著 陣之處 、加州、 長 

州 藩、 其 si? 居、 If  、此 曰、 卽， 人、 SSBgns4s£  ，八 手 負 丈、； tiK 

雜 SJa 謹 S 髮 wss^  環、 十 番隊 、川邊 村 へ 出兵、 擎央. 賊、 宮本ョ リ t へ 忍込、 諸 

所 ニ火ノ 手ヲァ ケ 候せ、 彼 表 へ 急 援致候 様 報知 有 之、 朝 六 ッ 時分 ヨリ、 其 儘 馳セテ 長 岡 へ至リ 、官軍 一同 一一 攻撃 候處、 賊勢 

散々 一一 追 散シ、 漸ク城 中 迄 追 込 候 得 共、 何分、 宵 軍 勝利 ヲ失ヒ 、迚モ 不被守 所 ヨリ、 夜 六ッ半 過、 無據、 關 原へ 揚陣、 相 守 候樣 

き， Jf こ， 匕-、  > 、半隊 畏^ 勢齊 七、 戰兵川 村榮之 助、^ 地 知 休 左 uk 氣. 4" 一  rv, 監 ：| 若松 平 八郞、 分隊 畏橋 ロ權ー A 郎、 小頭 見習 井 

差 M 有 之 事戰死 1 ゾ人 ！ 峙宗 之丞、 有 川 ぼ 兵衞、 夫卒武 八郞、 弓 負 4  ニノ 上 左衞 門、 戰兵塚 E 十 右衛門、 羽田 宗太郞 、和 

瑯リ说 S は 法ヌ Higgjl おさ ，彥、 同夜、 十四 番除持 口川 邊村 一一 モ 、賊、 潜來シ テ、 鬨ト共 二 發砲、 越 壘突人 ス 、 

隣壘高 S 、上田 ノ持ロ モ 乞援、 分配 盡カ 追散ラ ス 、雖然 、飛 丸 彌繁シ 、 戰聲 ニ應シ テ 十番隊 來援、 卽死ー 一人、 深 

手 三人、 1.1、 卒 、祐 Issf- 一長 死 ^# 五日、 長 岡 へ 一 分隊 趣 援ク、 利ァ ラ ス 、深手 一 人、 I 貼 暮 二 及 テ關原 二 揚ク、 三 

分隊 ハ 、深夜、 與扳 一一 揚ク、 一 一番 砲 隊之ー 一 砲門 ハ、 廿 五日 曉 ヨリ、 士 一 潟へ 繰 出 シテ、 終日 相戰、 夜 二 入テ横 下へ 引揚、 戰死 一 

人、 P ゆ" 手 負 一 一人、 き Is は驾、 外 城 番兵 一 一番 隊、 大黑村 一一 テ 一 小 除 一一 合シ 居候 處、 廿四 日夜、 大凡 一 一字 比ョ -、 賊兵、 宮 

下 村邊ヲ 打破 リ、 背面へ 追々 火光 相 見得、 最早、 長 岡 ヲ 乘取 ル杯、 斥候 之 報知 ヲ 得候處 ョ リ、 直 様 右 半 隊ヲ以 、下條 村 へ 差 向 

ケ操 出、 常 村 些ト過 候テ、 賊 、相 屯 S. 候 付、 戰ヒ始 、左 半 除 一一 ハ 一分 除ト、 大黑 村へ 防 戰爲致 置、 殘ル 一分 除ハ、 亦々、 右半隊 

へ 引 續キ操 出 シ候處 、最早、 戰ヒ央 一一 走 付 候テ、 向々  一一 ffl 戰ヒ 候處、 贼 之固壘 追々 乘落シ 、終 一一 長 岡 町 口 迄 押 破リ候 付、 三分 

除 二 合シ、 當城ヲ ノソミ 突入 候處、 城涯 一一 於テ被 取卷、 頗ル 苦鬪、 然ル處 、旣 一一 日 モ傾キ 候處ョ リ、 無利シ テ町ノ 中央 マテ 引 

揚、 イト ミ戰ヒ 居、 然ル 一一、 總勢、 一 且關原 可引揚 報知 有 之 候 付、 亦々、 一 分隊 ヲ以、 信 濃川黑 津渡シ 口へ 差 向、 四方 之 賊徒 壟 

來爲 防禦、 同所 相 固、 殘ル半 隊-ー ハ操引 一一 テ、 構 下 渡 ヨリ 引揚、 相 固、 然ル 一一 黑洲渡 ロノ 分隊 竝大黑 村 防戦 之 分隊 一一 モ、 一 

同 横 下 渡シ場 一一 テ合 隊シ、 壘ヲ 築キ、 廿九曰 迄 致防戰 21i 、外 城 一 一番 除、 右 半 隊請取 ノ筒場 村 之 内、 E 中 之 臺場ハ 、外々 官軍 

請 ノ臺場 ヨリ 一 町 餘モ敵 近ク、 其 上、 敲ヲ 三方 一一 引 ゥケ、 早ゥ致 進撃 候得ハ 、橫ヲ 被突ノ 懸念 有 之 場所 故、 外々 ノ臺場 打 


込 候 アト ヨリ、 一 一番 隊 兵隊、 福 井 臺場乘 取、 火 ノ手揚 候 時期 限 一一 シ テ、 進 搫ノ賦 一一 テ 、廿 四日、 終夜 不寢、 平常 ノ打形 一一 テ相 

待 候、 尤總 進擊ノ 期限 ハ、 大黑 臺場ョ リ 大砲 三發ヲ 相圖 一一 テ、 朝 五字ョ リ總進 擊ノ害 一一 候、 左 半隊、 押切 村 臺場ノ 儀ハ、 川 

ヲ相隔 居候 一一 付、 右、 川ヲ 夜分 ヨリ 押 渡、 伏 居候 處、 夜 八ッ比 ヨリ、 四方 へ 砲 聲ハケ シク、 或 ハ時 ノ聲ヲ 發シ騷 立、 追々、 城下 

邊ニ當 リ火燃 揚リ、 如何 ト 狐疑 ス ルゥチ 一一 、左 半 隊ハ、 味方 相 圖ノ火 ト察シ 、七ッ 前、 敲臺 場へ 三十 步位忍 込、 短 擊六ッ 比 二 

至リ、 敲臺 場半乘 トリ、 勵戰シ 、四方 ノ 官軍 ノ 進撃、 今 ャ今ャ ト相待 候 得 共、 不相掛 、左ス ル内 一一、 賊、 城下へ 忍 込、 病院 等へ 

召 仕 候 女 童 等、 火 ヲ掛、 或 ハ輜重 ヲ焚キ 候 段 知 シ來リ 、左 半隊、 至極 ノ難 戰ュ へ、 應援申 來リ、 右半隊 ヨリ 六 人、 加州 勢 15^ 拾 

人 計、 援兵 一一 差 越、 亦 候 拾 人 差遣 候處、 中途 一一 テ 本營ノ 方-一行 逢、 被 差留、 後患 有 之 故、 請 持 ノ筒場 力 タク 相 固 候 樣被相 達、 

無據 引返 シ候處 、叉 候 至極 ノ苦戰 故、 何方 兵 一一 テ モ應援 賴入吳 候 樣申來 、直 二 福 島 村 一  へ 差 越、 十三 番隊 一 分隊 賴入、 

朝五ッ 過、 押切 へ 差 越 候 得 共、 五ッ 時分 引揚 一一 相 成、 討死 手 a 餘多、 無疵 ノ者纔 一一 三人、 實 一一 難 戰ナリ 、左 候テ、 本營 ヨリ 進 

擊差留 一一 相 成、 七ッ 時分 二 相 成、 叉候敲 ヨリ 早鐘 等嚴シ ク相撞 、官軍 他 藩 ノ福島 臺場邊 へ 相掛、 他 藩 弱 兵、 殊 -ー輜 重 等モ燒 

力 レ 、迚モ 難 守 得 候 ュ 付、 暮 六ッヲ 期限 二 シ テ、 三 里程、 關原ト 申 所 マ テ返軍 ノ命ァ リ、 此時、 尙、 城下 II、 之戰不 止、 贼ヲ 

空 城 二 追 込、 四方 一一 守 リラ 付ル トイ へ ふモ、 命 二 依テ、 大砲 等 取 崩シ、 川又ハ 溝ナト へ 埋メ置 二 分隊 一分 隊ッ 、 、信 濃 川下 

条 4\ー*><,.チ 甲 f  、  H^uax  、 ー 募矣、 七ョ寸 v:-r> に、 西 剛右衞 泊庄之 助、 木場 良 右衛門、 上 原 周左衞 門、 人- >、 戰兵池 田 俊 治、 

條之 渡リヲ 押渡關 原へ 弓锾！ ^此日 一一 一一 ^ 死/人 山 下城 之 助、 川 村 源 七、 曰 渡 十 次郎、 夫卒助 次郞、 手.^ ノ 靑成兵 S 左衞 

門、 緒 方 綠兵衞 、松 轔平、 宮內 喜藏、 松 元 彥右衞 門、 田 iiBtuu. ニニ  V、 監軍 石祌彥 七、 戰兵重 信 良右衞 門、 赏吉祐 造 >赏吉 友 助、 外 山!. 

：;^ 价兵衞 、黑川 戶右衞 門、 麟平 以下 五 人、 後遂- 一死 ス、 薄手， H ニノ 門 E 屮宗 太郞、 水 場 良輔、 宮內 幸藏、 濱田藤 七、 山 之 內半藏 東條武 

Ife^ 一七、 外 城 四 番隊、 廿 四日、 拾 一 一 潟村臺 場、 長 藩 一一 交代 致シ 居候 處、 當 夜八ッ 時分、 賊ョ リ進擊 相懸、 及 砲發候 ツキ、 

一 同致應 砲、 暫時 苦戰、 然 一一 長 岡 へ 、賊、 攻入申 候 付、 右 半 除 -ー ハ應援 トシ テ 、同所 へ 差 出、 尤於兩 所、 賊ー 一 拾人餘 打取、 兵隊、 

t 皮、 ま f  10  一一  nns.& 矣、 nL< 七 1 一  >  、戰兵 洒勺 七、 „^,.^g,^o 戰兵花 北 宗右衞 門、 前 田 善 兵 

$  1^ へ 弓 接 一一 ォ成申 候 Ip^ 一  ーノ 税所孫 太郎、 宇 負四ノ 衞、 iiS 藤 傳太郞 、松 下龜之 助、 

〇 戊已 I 戰紀略 二 云、 七月 廿 四日、 大白 川ョ リ出雪 崎 二 至ルマ テ 二十 餘里 間、 砲 堡布列 連珠 ノ如ク 、賊ト 對壘ス ルコ ト殆六 

十： n 、日 トシ テ戰 ナキハ ナシ、 奇兵 隊死慯 尤多ク 、所 餘僅ニ 一 一 百 人、 分テ 方面 二 當リ、 給ス ル コ ト能ハ ス、 或ハ 一 伍、 或ハニ 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十四日  六 四 三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十四日  六 四 四 

伍、 散シ テ諸藩 共 二 交リ、 晝夜、 砲臺上 二 立テ、 疲勞尤 極 レ リ 、其 間、 厦々 攻擊 セラ レ 、大 戰數度 一一 及へ トモ 、官軍 寡少 ナ ル ヲ 

以テ、 大 二進 取ス ルコ ト能ハ ス、 近日、 諸 軍 稍 集ルヲ 以テ、 旣 二 一  軍 ラ以テ 、海路 ョ リ松 ケ碚ヲ 衝キ、 陸路 モ 進攻 ノ略ヲ 定ム、 

與板 口、 出 雪硫ロ ハ モ ト ノ如ク 厳守 シ、 長 岡 口川 邊ョ リ沛瀨 マ テハ薩 州 一 手、 及 諸 藩 兵 之 一一 當リ、 栃尾ロ 沛瀨ョ リ 桂-: 領、 荷 

顷、 半藏 金、 石嶺 マ テ ハ 我 長 州 一 手、 諸 藩 兵 之 一一 當ル、 分配 旣 一一 定リ、 諸 兵 各 信 地 一一 進ミ、 明朝、 進攻 セ ン ト ス 、長 岡 ハ 諸藩輜 

重等ァ ルノミ 、夜 一 一字 餘、 長 岡ノ賊 四百 許 人、 大黑、 浦瀨 ノ閒ョ リ、 田 禾沿葦 ノ間ヲ 匍匐 シ 、潛ニ 城外 二 入リ、 急 一一 起テ宫 下 

村 二 放火 ス、 龍^ 兵、 大ニ 敗ル、 干城 四番半 除、 之 ヲ援フ 、浦 瀨ョ リ、 賊、 直 二進 テ諸 村ヲ 放火 シ、 長 岡 ュ逼ル 、城下 ノ 市街、 火 

已ニ 起リ、 斬：： 時 二 八方 二 満ッ、 蓋 シ、. s: ョ リ應 スルモ ノ有ト 見ュ、 賊ノ彈 丸、 巳 二 本陣-一 及ヒ、 匆 皇手ヲ 措ニ遑 アラス、 現在 

ノ兵 、奇兵 一 番、 八 番隊、 報國ー 一 小隊、 加州 一 小隊 ヲ進メ 、賊ヲ 招 戰ス、 賊勢 銳甚、 加 之、 我 兵、 地理 ヲ諳ン セ ス、 火勢 已 二、 歸 

路 ヲ絕ス ル ヲ以テ 、奇兵 一 番隊、 報國ー 一 小隊 ハ 妙 見 二 退キ、 奇兵 一 番除、 加州 一 小隊、 干城、 松 代 十 許 人、 第 一 砲 一分 除ハ、 信 

濃 川 堤 二 戰 ヒ 、終 二 中島 二 迫蹙セ ラ レ、 川 ラ背シ テ 死守 ス 、本陴 、及 諸 藩 ノ輜重 貝 役夫 病人 等 ハ、， 妙 見、 大 島兩處 二 退ク、 

大島ノ 渡 舟、 溺死 ス ル者 モア リ、 不意 急遽 ノ際、 其 勢 甚危シ 、但、 栃尾ロ 諸 丘ハ筒 場、 十一 一 潟 川 邊等ノ 官軍 ハ、 尙、 砲臺ヲ 守リ、 

賊ト對 壘ス、 長 岡 ノ賊ハ 其 後 二 在リ、 廿五 、妙 兄ノ宫 軍、 村 松、 金 貧 山 等 二 兵ラ分 ッテ、 之 ヲ守リ 、大島 ロハ 諸 藩ノ殘 兵、 僅 

二 六十 人 ヲ以テ 、信 濃 川ヲ前 一一 シ テ 招 守ス、 奇 t: ハ 一 番隊、 第 一 砲 分隊、 加州、 松 代等ノ 兵、 猶、 中島 ヲ保シ 、賊ト 戰フ、 彈藥將 

ニ盡ン トシ、 粮食巳 二 絕ス、 大 a ョ リ 運送 セ ン ト欲ス レ ト モ、 數村ノ 人 皆 遁レ、 役夫 一人 モア ルモ ノナシ 、日暮 、稍 ク舟ヲ 渡 

シ、 我 兵、 引 揚ルコ トヲ得 タリ 、直-一大 島 渡 ロヲ守 防ス、 是曰、 午前、 振武 一番 隊、 If 多 司 門 八^長 岡 ノ敗ヲ 聞キ、 森立嶺 ヨリ 下リ 

援ヒ、 薩兵、 亦 十一 一^ 邊ョ リ來リ 、同 ク長岡 一一 入リ、 大 ニ賊ト 戰フ、 賊、 城 一一 入テ出 テス、 妙， 見、 大島ノ 官軍、 未 タ之ヲ 知 ラス、 

振 武隊、 薩兵、 遂 二十 一 一 潟 二 退ク、 大島ノ 丘ハ、 城下 ノ砲聲 ヲ閬キ 、妙 見ノ 官軍 返戰ス ルカ ト疑 ヒ、 六十 許 人 ヲ以テ 、急 ニ川ヲ 

渡 ラン トス 、賊ノ 伏兵、 俄 一一 魔 葦間ョ リ 放射 ス、 遂ニ 渡ルコ ト能ハ ス、 妙見ョ リ返北 川 ヲ界シ 、 高 梨 浦村ョ リ稹下 一一 至ルマ 

テ五 里餘、 敲 皆渡ル へ シ、 大島ョ リ 少共ヲ 分配 シ、 練々 之 ヲ守ル 、危 甚シ、 川邊、 福 島 等 諸 砲 臺賊、 盛 二 追 攻ス、 薩州、 加州 死慯 


尤多、 夜、 皆 砲臺ヲ 棄テ、 横 下 ヨリ 川 ヲ渉リ 、關原 一一 退ク、 戰死四 人、 看腳 M ま 略 制？ 早慯 十七 人 C 縣細 fswlf^ 贩 

卯 助  >  森 榮藏、 久保龍 助、 繁？ S 行 蔵、 陶山 直次郎 、佐 伯 又 四郞、 作間專 助、 大藤幸 助、 西 

村 和 吉郞、 一 歸 一 、相 島右衞 門、 柳 原 兵衞、 竹 森 源 次、 兵衞、 源 次 二人、 後遂 -I 死ス、 

〇 金 澤藩記 節 略 -ー 云、 七月 廿 五日 拂曉、 官軍 諸隊、 大擧可 致 進撃 旨、 參謀ョ リ差圖 有 之、 各、 按軍待 期 候處、 a 牌 頃、 賊徒、 福 

a 村 等へ 不意 一一 侵入、 長 岡 城下 一一 火 ヲ放チ 、勢 迫 危急 候 -ー 付、 各藩 諸隊 追々 引揚、 續テ弊 藩 家老 津 S 玄蕃モ 手兵 ラ引 纏、 柳 

原 土手 川上 一一 散開 シ、 暫時 致 防戰、 長 兵ト相 同シ、 退 テ信濃 川 ノ長堤 ヲ後ニ シ、 一 同 奮激 致死 鬪候內 、蓑 輪 知 太夫 隊兵 S 諸 

藩 兵 モ加リ 候 得 共、 何分 彈藥不 相 繼且參 謀 ヨリ 引 揚候樣 申來候 一一 付、 同夜 酉 下 稗、 總 軍川ヲ 越、 大島村 一一 却キ、 致防戰 候、 

同曉、 士 一 潟 等 諸 口 へ 、 賊徒 同時 相 迫 候 二 付、 士 一 潟 ハ 弊 藩 今 枝 民 部 一 中隊、 一 砲門 竝蓑輪 知 太夫 一 分隊、 筒 場 ハ 今 井久 太 

郞 分隊、 司令 宫奧田 九左衞 門、 曁 一 砲門、 山 田 定右衞 門 ハ別  一二 分隊 ヲ率ヒ 相 加リ、 坪 根 ハ 司令官 雪 野 順太郞 一 分隊 ヲ率 

ヒ 、 各、 猛進 致 蜜戰候 2:、 長岡ノ 方-一 當リ、 兵燹 相 起リ、 總軍、 敲中 一一 陷リ、 一 同 必死 ヲ極、 致 鏖戰、 遂 一一 賊徒、 灰 島 村 迄 追 

込 申 候、 然 ル 一一 、賊 勢昌 熾、 再 ヒ坪根 等 へ 相進ミ 、更 一一 致 酣戰候 2、 參謀ョ リ 急速 可 引揚旨 申來、 依 テ總軍 引 纏、 川ヲ 越、 關原 

J 乙 11 艮 -3 矣、 戈-七 1 一 卜 一 一  >、 津 S 玄ー 番手 兵 松 枝 十 之 進" 石 田 縫 右衞 門、 安 E 周 蔵！^ 村 卯左衞 門、 山 下 "お 之 助、 宮村 敏祐、 本間昌 太夫、 

迄 「り 退 申ぎ 單死ー 一. r ニノ 河 村 竹 次郞 -{£ 澤次郞 吉-横 井 市 兵衞、 吉本 仁三郞 1 お 輪 知 太夫 隊 荒木 太 四郞、 岸 九右衞 門-高 橋 小 太郞、 今 

井久 太郞隊 111 田 村忠 五郎、 奥 S 九左衞 門、 加納 八十 太郞， 上田 與 一  二， 人 、、 家老 津田 玄蕃、 監軍方 山 H 定右衞 門、 錙重方 中村吉 五郎 

三 之 助、 村 上玉 吉、 河 村彌之 助-野 村 仁 兵衞、 大砲 方 大橋左 平 次、 弓 も 一 一寸- ノノ 津 田玄蕃 手兵 奥 H 定之 助， 加 藤： 男、 北 村 ^ ^五郎、 木峙右 

守、 屮村權 之 助  >  岸 本源 太  >  下 村 義兵 衞、 別 所 市 郎兵衞 、高 桑 甚太郞 、松 野 幸左衞 門、 伍堂 與三 兵衞、 宫本庄 太郎、 田屮ォ 三郞、 今 枝 民 部 手兵 

三 村 麓：^ 松、 吉 E 秀太 郞、 E 屮勇吉 、宫本 太郞 、諸 田 九 兵衞、 久德直 之 助、 西 藏、 金 E 伢三郞 、中 村 助 次郞、 安川 理兵衞 、石 川 (ん 次郞、 iaw 

十 之 進 隊篠川 米 次郞、 

夫卒 三人、 篝卒 二人、 

又 云、 蓑 輪 知 太夫 隊大島 村 ヲ固ム 、七月 廿 五ョ、 曉八ッ 時、 賊、 出 雪 崎、 三條、 六十 里 越 ノ三所 一一 火 ヲ揚ケ 急襲、 筵 輪隊 逆戰、 

忽チ、 賊、 長^ ヲ火シ 、下 條ヲ 襲ヒ、 十一 一 潟 村 ノ背路 ヲ絕ン トス ル ヲ 聞ク、 薩兵ヲ 十一 一 潟 土手 へ 布 設シ、 我 分隊 ヲ以テ 防戰、 

同夜、 共 ヲ關原 驛へ引 C 

〇 榊 原 攻敬家 記 二 云、 弊 藩 竹 m 十 左衞門 持大黑 村臺場 へ 、 七月 廿 四日、 黃昏ョ リ、 賊徒 烈敷發 砲 -ー 付 相應シ , 大小 砲 打 立、 

烈戰罷 在 候虛、 翌廿 五日、 曉子 ノ刻ョ リ、 賊徒、 長 岡 城近鄉 村々 及 放火、 城下へ 討 入、 所々 放火 之上發 砲、 同所 在陴之 官軍 苦 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 ーー一 明治 元年 七月 二十四日  六 四 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第三 明治 元年 七月 二十四日  六 四 六 

戰、 一 ト先ッ 、信 濃 川 西南へ 轉陣 二相 成 候 二 付、 同日 未 之 刻 頃、 本營ョ リ揚取 之 儀、 達 有 之 候 得 共、 賊兵、 烈敷 打懸、 揚取之 機 

無 之、 彌奮戰 候處、 賊兵相 弱 候 二 付、 一 隊 相纏メ  、 草 生津村 へ 渡船、 日暮、 關原 へ 揚取申 候、 一 族 榊 原 若 狹隊之 内、 番頭 榊 原 

左 近 、竹 €： 酒造 之 助、 森 三 郞左衞 門 三 手 S 大砲 隊等、 天 祌村臺 場 固守 罷在 候處、 廿 五日、 長 岡 城 へ 賊 進入、 官軍 諸 藩 一 旦揚取 

二 付、 同廿 六日 寅 之 刻 過、 信 濃 川 西 へ 揚取膀 上、 尙又、 朝日 村 へ 繰 出ス。 

〇 眞田幸 民家 記-一 云、 弊 藩總括 河原 左 京、 長 岡 傍 近石內 村-一宿 陣罷 在、 諸 持 口 巡歴 致 指揮、 七月 廿 三日、 田 之 口、 土ケ 谷、 龜 

崎 等 之 持 場 へ 致 出張 居候 處、 廿四 日夜、 長 岡 御 本營ョ リ、 明曉、 筒 場、 大黑邊 進 擊可相 成 旨、 石 内在 陣之者 へ 御内 達 有さ 候 

處、 追々 砲 聲烈敷 相 聞 候 二 付、 進擊 之儀ト 心得、 刖諸持 場 へ 彈藥 運輸 之 儀 等、 致 手配 居候 内、 富 島、 新穗邊 出火 之體、 砲聲モ 

程近 二  ffl 聞 候閒、 直 -ー 斥候 差 出 候 得 ハ 、 賊兵、 襲 來之趣 二 付、 石內村 -ー ハ 諸 役員 玆病兵 計  >ー 御座 候 得 北ハ、 不取敢 分 兵、 藏王 

口 並 極 樂寺裏 等  一一 i, 又 砲 一 門 ヲ以、 同 寺 門前 一一 備 居候 處、 贼兵彌 諸 口 ョ リ押來 、致發 砲 候閒、 相應シ テ致 防戦 候 得 共、 

賊 ハ頻リ 一一 群來、 我 ハ 一 兵 之 繼援無 之、 實 一一 至難 至艱 之戰爭 一一 立 至 リニ 同 死力 ヲ盡シ 、 奮激 猛打、 悪 戰數剋 二 及 候 E 、巳 

二 長 岡 城下 新 w、 神 田 町、 藏王村 等數所 二 放火 シ、 三面 烈火 ト相 成、 一 面ハ 元 來信濃 川 二 相 臨 候 場所 二 テ、 活路 無 之 ヨリ、 

川 沿 之 堤上ヲ 且打且 返、 長岡藏 屋敷 裏 一一 至リ候 得ハ、 猶又、 前面 一一 賊ァリ 、火中 ヨリ 砲撃、 前途 ヲ遮リ 候 間、 更 二 奮 勵激鬪 

シ、 一 條之 血路 ヲ開、 中島 二 出、 草 生 津渡ロ  二 至リ、 舟 ヲ求テ 、重 傷病兵 ヲ關 原へ 護送 シ、 稍 輕怏之 者 ヲ率テ 、浦 村ノ 方へ 

引揚 候、 此時、 先-一進 ミ、 前 路ノ贼 ヲ掃攘 候者ハ 、此地 一一 止リ、 長 州 藩ト共 一一 千 手 町 裏 ノ賊ト 戰ヒ、 又進テ 本道 ノ賊 ト烈戰 

シ、 妙 見村ノ 方へ 引揚 候、 途中、 長 藩ト相 議シ、 長 岡 近郊 迄 致 斥候、 歸テ三 俵 野 村 先、 信 濃川畔 一一 屯 守ス、 又殿シ テ追 躡ノ賊 

ヲ拒ミ 候 者 ハ 、中島 二 止リ、 其 堤ヲ前 二 當テ、 長 州、 加州 之 兵ト相 會シ、 銑 砲 ヲ打發 致稈禦 候、 然 ル 二 孤軍 四 絕之地 二 在、 兵 

粮彈藥 尋モ旣 二 空乏 一一 及ヒ、 痛苦 無量 之 折 柄、 先 二重 傷病兵 ヲ關原 へ 護送 セ ル者共 引返 シ、 折節、 弊 藩 出 雲 崎 口 出張 人數之 

内、 \H; 候 トシ テ來リ 候 者 相 會シ候 得 共、 何分 楫師無 之、 不得 渡船、 彼此 周旋 移 時候 內、 漸、 彈藥 兵粮 ヲ積渡 候 船 ヲ得テ 、致繼 

援 -KT 已 一一 シ テ、 賊ハ漸 城 E へ 致 退避 候樣子 一一 付、 三 藩 申談之 上、 爲 斥候、 弊 藩人數 ヲ以テ 大手 前 迄 相 進ミ、 粗、 懸念 之儀モ 


有 之 候 間、 徐ク 引揚候 途中、 一 賊 二 遇、 直 二 擊留 候處、 忽四邊 潜伏 之賊、 一 齊 -ー 致 砲發、 包擊之 伎倆 顯然相 見 候 二 付、 M 、中島 

へ 歸リ、 1 一藩 ト共、 -ー 致 防戰、 其 後 會議所 ョ リ度々 達 有 之、 西岸 へ 渡 リ砲臺 ヲ築キ 、致 屯 衞候、 先是、 四郞丸 村拉宮 村 へ 出 

張 居候 若ハ 、賊ノ  8S 一一  陷リ候 一一 付、 必死 奮戦、 漸 一 方ヲ 打破 リ、？ f 村ノ 方へ 引揚申 候、 又 石 內村ョ リ浦 村へ 引揚候 一手 ハ、 

於 同地、 諸 口 ョ リ引揚 候 人 數相纏 居候 處、 河 東 諸 藩、 盡ク妙 見 村 迄 引 揚候趣 -ー 付、 乃 三 佛生村 へ 徙リ 、妙 見 村 會議所 ョ リ達 

首 之、 卽 土ォ、！^ 東へ 度リ、 先 一一 三 俵 野 村 ヲ相固 候 人 數ト會 合シ、 長 州 一 小隊 ト共 一一 、廿 六日 ョ リ廿 八日 迄、 其 村 先；？：： 逢 ヲ相守 

.! 、吞せ i き 家£ け 多. 1 之 2、r<- 番祖擎 家 松 村 作 右い i 門、 山 本 - 1 VO 六番 狙擎隊 番頭 海野寬 男、 遊軍 海 

候、 右、 苦戰之 節、 討死 六 人 7i» 職, 小 観 町 郎ん、 手 多 ー 一 人 沼忠 蔵、 小. W 新藏、 小幡助 市附屬 

1?^本和作、以上11人、後遂 -_ 死 ス八番 狙擊隊 番頭 小 K 助 市、 軍監前 mft: 次郎、 八 潜ま 

^判せ 4%W5，J11%4^§ ぉ附 歸島鍋 治、 海 野 宽男家家來 飯 島 安次郎、 彈藥運 夫 長次郞 

〇ilm 利 同家 記 -ー 云、 七月 廿 四日、 弊 藩 持 場 福 島 村 於 臺場及 砲戰、 斥候 差 出 固守 罷在 候處、 翌廿 五日 曉八ッ 時 頃、 龜 貝村宫 

下邊 二 當リ、 鬨聲相 響、 官賊 極 兼、 斥候 差 出 候 得 ハ 、 賊徒 多人数、 不 容易 擧動有 之 候 二 付、 鋭 砲 連發、 大 -ー 進撃、 粉 骨 候 

得 共、 兩面 ニ敲 ヲ受. 甚苦戰 二 陷リ、 其 内 賊徒 ヨリ、 龜貝村 等 之 聚落 ニ火ラ 放、 直 二 長 岡 城下 一 圓之 兵火 二相 成 賊勢益 盛、 

弊隊、 彈藥 糧食 等 運輸 道絕、 兵モ及 疲勞候 二 付、 同日 夜、 宮本驛 へ 引揚申 候、 其 節 手 負 一 人。 It 劇 ltli、 , 

〇 松 平忠禮 家 記 節 略 一一 云、 七 0: 廿 四日、 總軍御 進擊之 御手 害 二 テ、 早天 ヨリ、 長、 薩 之人數 過半 繰 出、 諸 藩 へ モ夫々 進掣之 

&達有 之、 何レ モ 手配 等 致シ、 長 岡 城下 空虚 一一 相 成 候處、 ^半 後、 俄 二 川 手 之 守衞、 殊 一一 砲 聲烈ク 、龜 貝、 福 島、 稻葉等 之 村々 

一 キ 一一 出火 相 成、 火聲甚 猛烈 一一 テ、 如何 之 樣子哉 相 分 リ兼候 内、 最早、 長 岡 入口 新 保 村へ、 贼兵 放火 一一 及ヒ、 鋭 丸 飛 來候由 

一一 テ、 市中 一 時 二 動搖、 引鑌 城下 數ケ所 へ 及 放火、 砲聲尤 甚數、 御 本 營近邊 ® 當 方下陴 迄、 銖丸雨 之 如ク、 賊多人 數乘込 

i.  二 テ、 諸 藩 之 下陴モ 手廻シ 次第、 立 退 候 勢、 然 ル處、 前書 之 通、 進撃 之 御手 害 故、 城下 之 兵員、 至 テ少分 二 テ、 殊 ニ急龔 

之 儀、 旁以、 防禦 之 術施シ 兼、 不得止 小 荷駄 引 纏、 一 先 下條村 寺院 へ 立 退、 翌廿 五日 二 至リ、 小 千ハ， t= 表 へ 引揚. &候、 右 之 節、 

手 負 一 人、 If  、太夫、 當時、 當家之 人數、 山 ノ手ュ 奴川ノ 手兩所 二相 分、 何 レモ 掛隔候 場所 二 テ 、 長 岡 之 方 ハ 小 荷駄 方 計 

故、 何分 iSSf  丁  由 ニテ、 暫宇之 間 長 岡 一 圓、 賊手 一一 落 候、 川 邊村之 方、 出張 之 人數、 前 同斷、 廿 五日 一一 ハ彌進 擊之手 

复古外 記 越後 ロ戰記 第三 明治 元年 七月 二十四日  六 四 七 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第三 叨治 元年 七月 二十 e:  口  六 四 八 

配 相附置 候處、 廿四 日夜 八 時 過 頃、 大砲 臺場之 筋 違、 凡 一 一十 閒 内外 へ 、査原 或 ハ小溝 ヲ傳へ 、賊徒 潛入、 俄 一一 連 發致シ 候 一一 付、 

常 方 ヨリ モ頻リ 一一 致發 砲、 及 防禦 候處， 賊、 深 溝ヲ傳 へ、 或ハ 査原 一一 潛伏 シ 、 猶モ 進入 之 勢 机 見 候 二 付、 大砲 隊 ョ リ 散彈數 

發打掛 候 得 共、 贼兵、 少々 ハ 畏縮 之 様子 二 候 得 共 #; 原、 溝 沼 之 地形 故 散 彈之功 モ 十分 ニハ 無 之、 其 内 二 大口 村竝 十一 一 潟 筒 

場、 大黑等 之 方 モ 、發砲 之 聲稠鋪 相 響、 何 レ モ襄戰 之樣子 二 相 聞、 叉 長 岡 之 方 一一 當リ、 火勢 相 見 へ 、追々 大火 相 成 候 二 付、 夫 

夫、 斥候 差 出 置、 銃 丘ハハ ー圖 一一 防戦-一力 ヲ盡シ 、甚苦 戰致シ 候 得 共、 賊モ又 必死 ヲ以テ 更-ー 不退、 動ス レ ハ、 及 接戦 候 場合 

二 相 運 ヒ 候 勢 一一 付、 其 段、 薩州除 へ 致 報知 候處、 薩兵 分隊 程當手 へ 應援致 シ候得 共、 長 岡 之 方、 火勢 愈 盛 一一 相 成 候 一一 付、 爲 

加勢、 下 條村之 方 へ 繰 出シ& 候、 扨、 對戰時 ヲ移シ 候 内、 次第 一一 黎明 相 成、 敵 之 進退 伏 仰、 朧 一一 相 見 へ 、銑士 尸 盆 烈ク發 砲 致、 

大砲 隊 -ー テ ハ 散彈ヲ 打掛、 彼是 之 間、 賊 兵溜リ 兼、 本道 ヲ指テ 散亂、 遂 一一 敗走 一一 及 候、 暫有テ 、賊、 散布 之 路ヲ檢 候處、 流血 數 

ケ 所有 之、 中 -ー ハ 而部吸 肉 等 落 散 候 モ有之 、死傷 不少儀 ト相見 へ 候、 翌廿 五日 二 至リ、 io: 軍 進 擊之氣 盛 二 候 得 共、 長 岡燒亡 

ュ 付、 彈藥等 取績方 無覺束 二 付、 長 州 參謀方 ョ リ 達 有 之、 ー且、 關 原へ 引 揚候樣 -ー ト 之 儀 二 テ 、 Mil 藩 へ 打 4  口、 夫 々 引揚之 

、》^5^I-li、iy.fi-;;T.H、  4;:」、 ョ3セす.^.=-、  、  Mm、.：7-ft  一  .ft;-- 、バ 统隊. fip-  乂 導 i% 彌三 左衞門 大砲方岡.4&：^^  ^ 

ギ酉 ノ数 r リ iK-  ^中： US  =?ゾ 日 匹畤ま 評& 3 へ 著 ff^  ーノ 島 誠 之 助、 手 負四ノ 筑壯之 進 組 手 塚 林 之丞、 一 1 一 宅 安次郎、 

〇 毛 利 元 敏家記 節 略 -ー 云、 弊 藩 一 小隊、 七月 廿 四日、 長 岡 へ 繰 込 候處、 廿 五日、 筒 場、 十一 一 潟、 其 他 之 諸 口、 曉天 ヨリ 進 擊相成 

候 手 苦 二 決定 仕 候 問 、同 H 早朝、 發陴可 仕覺悟 二 テ、 宿 陣罷在 候處、 同夜 子 刻ま (ョ リ、 筒 場、 士 一 潟 二 當リ、 大砲 小 鋭 共烈シ 

ク砲聲 相 聞、 無 問處々 二 火ノ手 揚リ候 二 付、 定テ 約束 ノ通リ 、從 是進擊 放火 相 成 候 事 ト相考 候、 豈圖ン ャ、 彼 ヨリ 來、 福 島、 

宮下 村邊ノ 敗報 祁聞候 一一 付、 迅速、 弊 藩 一 小隊、 荒 町 口 へ 繰 出シ、 尙別 二 一  小隊、 足輕町 口、 至極 掛念之 場所 一一 付、 繰 出 置 候 

處、 賊、 旣 一一 兩ロ 一一  迫リ、 頻リ 一一 砲 戰候得 共、 何分 夜中 ノ事 一一 テ、 或 田畑 ョ リ打 出シ、 叉 ハ 民家 ョ リ組 擊シ、 前後 意外 ノ變 一一 

テ、 同所 婦女子 人足 等ヲ 初、 騷動不 一 方、 其 上 路 ノ戰爭 一一 テ、 動モ义 レ ハ 、腹背 一 一敏 ヲ受ケ 、所詮 防禦 ノ 目途 モ無 之、 殊 一一 

死慯モ 不少候 一一 付、 一 歩 引揚、 勝地 ニ依リ 食留 可申ト ぉシ、 且戰且 返、 下 條村迄 引 揚候處 、翌廿 五日、 諸 兵隊 纏メ 次第、 恢復 

相 謀 候 二 付、 一 應妙見 迄 繰 込 候 様、 本陣 ョ リ申來 候 二 付、 一 小隊 ヲ金倉 山へ 上セ、 一 番 小隊、 妙 見 川端 ヲ 厳重 固守 ス 、 然處、 


賊徒、 追々 繰 出シ、 又對 s§f 數日。 

〇 龍 M 藩 記 節 略 一一 云、 當藩宫 下 村三ケ 所ノ臺 場へ 番兵 分配、 餘隊ヲ 以テ、 當村、 富 島 村、 龜 貝村拉 一一 福岛村 口、 沛瀨村 口 迄、 

刻々 巡邏 ス、 七月 廿四 日夕、 長 岡 會議所 ョ リ 、 明廿五 日朝、 福 島 村 水門 ノ 臺場 一一 於テ 發砲ヲ 合 圖 一一 、 總軍 進撃 ノ  3:! 達 一一 せ、 

賴 村長 藩、 福 ft- 村 薩藩ト 打 チ合セ 、進軍 用意 候 所、 同廿 五日、 曉子ノ 半 刻 頃、 富岛村 E お， 外 二 テ 多人数 ノ足昔 相 響キ候 一一 付、 

si.: 上 ヨリ 臨 候 所、 敲、 凡 一 小隊 程、 恰 モ地ョ リ生セ シ如ク 、短兵急 一一 差 迫リ發 砲、 脇道 ョ リ壘 e へ 切 込 接戰、 亦 一 隊、 福 島 村 

ョ リ龜 M 村 へ ノ問道 ヲ壟來 、富 島村邊 一一 テ長岡 へ ノ 往還 ヲ相 支、 宮下、 富 島 所々 出 浚 放火、 四 而忽チ 烈火 ト相 成リ、 必死 奮 

戰ス ルト 雖モ、 敏ハ 倍々 多勢 突入、 依テ、 浦瀨ノ 味方へ 援兵 ヲ乞フ 、然ル 二、 同所へ モ 敲烈ク 襲來、 必死 防戰ノ 際、 不遑應 

援、 長ノ 分隊 斬ク 5=： 張 相 成 リ候ト 雖モ、 常 藩 持 口、 最早 相 敗、 討死 手 負 等 モ之レ 有リ、 素ョ リ 小人 數ノ债 一一 付、 一 方ノ 血路 ヲ 

開キ、 且ッ戰 ヒ且ッ 防キ、 浦瀨 村へ 漸ク 引揚申 候、 戦死 一一 人、 報 sigl: 銃 重慯 一一 一人、 li 建 ssi きま 曜.^ 

輕 i 一人、 mfjj^^f 屮 Ip^f 討 取 一 一人、 赃谰 ％ 川 鬼文頭% 次 同日、 朝敵、 長 岡 城 囘復ノ 趣 二 付、 加州 藩、 長 州 藩 合併、 せ 下 

村 口 麻 ra 村、 音 田 村 等へ 兵隊 分配、 敏情 探索 ノ所、 申ノ 刻頃ョ リ、 斥候 ノ兵相 見 候 一一 付、 無 油 斷相守 候 所、 夜中、 敵 風雨 一一 紛 

レ 、間道 ヲ潜ミ 來リ、 放火 セ ン トス ルノ勢 二 付、 發砲 防禦 ス。 

〇 松 本藩記 二 云、 軍事 周旋 方 會議所 詰 之 者 等、 長 岡 城下 在陣 之處、 七月 廿 五日 拂曉 前、 不意 二  、 賊勢 所々 へ 放火、 次第 二 城 

下 ュ 襲來、 烈敷發 砲、 迚モ 防禦 難 有 成 勢 相 見、 御本營 御移轉 二 付、 小島 甚 五兵 衞、 岡 村 文 太夫 等、 西 園 寺 中納言 殿御 供 -ー 

テ、 關原宿 一一 至リ、 右 動 亂之儀 一一 付テ ハ 、御木 營 御手 藩 故、 會議所 詰 之 者 御 守 衞可致 、依 命 晝夜盡 力、 其 後、 松 本表ョ リ 軍事 

掛近藤 敬 次郞參 著、 同様 御 守衞相 勤。 

〇 内 藤 賴直家 記 節略ュ 云、 長 岡 城、 西 園 寺 中納言 殿御 陣營 被爲在 候處、 賊軍 潜 込、 七 ET: 廿 四日、 不意 二 放火、 口々 ョ リ 襲来、 

宫 軍、 防禦 至 苦戦 候 一一 付、 俄 一一 御 動 座 相 成、 御供 勢 モ不相 揃 候 -ー 付、 兼 テ會議 所 へ 差 出 置 候 弊 藩 野 木 捨三郞 、拉椎 谷藩责 人、 

關原驛 迄 御供 仕、 御 安居 被爲在 候。 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十四日  六 四 九 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 一一 明治： 兀年 七月 二十 四 H  六 五 〇 

〇 德川赣 宜家記 -ー 云、 七月 廿四 日夜、 長 岡 へ 賊徒 忍 入、 所々 放火、 官軍 諸 藩陣場 夜襲、 藩々 盡 カ之處 、苦戦 之 趣、 廿 五日 曉以 

來、 追々 小 千 谷 へ 報知 有 之 候 付、 卽 刻、 弊 藩 津田九 郞次郞 一 除 妙 見 村 へ 、 高 橋 民 部 一 隊浦村 へ 出張 爲致 候、 右、 變動 二 付、 

諸 藩 小 荷駄 方 散 亂之趣 相 聞 候 付、 同所 民政 局 へ 掛合、 卽時、 兵粮 爲焚 出、 三 佛生村 -ー 於テ モ爲焚 出、 妙 見 村 等 へ 引 揚候諸 藩 

隊々 へ 運 輪 仕、 其後モ 日々 爲焚出 申 候、 九郞次 郞隊、 妙 見 村 へ 出張 之 上、 六日 市、 蛇 山ノ方 へ 一 同 進撃、 本道、 間道 ニケ所 二 

土 築 立、 長岡ョ リ引揚 候 長 州、 松 代 兵 ト戮カ 守 衞、 晝 夜不斷 斥候 差 立、 諸 藩へ 兵粮 彈藥等 通融， 廿 六日、 薩、 長 兩藩三 小隊 

操 込 -ー 付、 本道、 閒道兩 所 之 土壘、 右兵 ト 交代、 同夜 中、 妙 見 村 へ 引揚、 見張 巡邏 無 閒斷取 計 申 候、 然 ル處、 賊徒、 蛇 山村 へ 人 

込、 土 s| 築 立 屯 集、 廿 七日、 山縣參 謀差圖 - 一依 テ、 九 郞次郞 、右 之 半隊、 瀧 谷 村 峠 へ 陣取、 左 1\> 半隊 尸 本道 ト堤ノ 間、 畑 中 二 

土 壘三ケ 所 築 立、 斥候 巡邏 等 厳重 守 衞御處 、賊徒、 頻 -ー發 砲、 弊藩ョ リモ相 應シ、 交互 連發、 浦 村 一一 出張 之 高 橋 民 部隊 ハ、 廿 

五日 手配 中、 長 州 參謀ョ リ差圆 二 依テ、 浦村ョ リ 下手、 澀海川 堤 迄 一 里 半 餘之處 、固守 候 樣達有 之 候處、 一 小隊 ノ人 數ニテ 

尸 、充實 之 守 不行屆 、無 餘儎、 兩 三人 ッ 、所々 へ 分配、 全 斥候 番兵 ノ 心得 ヲ以守 衞致シ 、援兵 ラ乞 候處、 廿 七日、 高 ffl  、富 

山ノ 勢、 兩藩共 二 小隊 程、 加勢 候テ 守衞、 時々、 川 ヲ隔テ 砲戰。 

〇h 藤 正 誠 家 記 節 略 二 云、 弊 藩 人數、 關原 -ー滯 陣罷在 候處、 七月 卄 四日 夜半 頃、 長岡邊 ニ當リ 砲堀甚 敷、 終 二 放火、 不 容易 火 

勢 相 見 候 -ー 付、 火元 見 届、 斥候 差 出 候處、 全長 岡 放火 之 由 二 テ、 御人數 追々 操 引 -ー 相 成 候 趣、 途中 ョ リ立戾 候 -ー 付、 不 取敢、 

未明 ョ リ、 上除邊 へ ハ隊指 出、 道筋 固 {ま 能 在 候處、 無 程、 六 半時 頃、 參謀長 太 郞，^ 差圖 -ー 付、 西 園 寺殿爲 御迎、 大ひ？ 村 へ 斥候 

兩人指 出 S 爲應援 共隊操 出、 關原 巡邏、 其 外見 張 所 守衞等 分隊 差 置 候テ、 進軍 之處、 於 途中、 西圓寺 殿、 御馬 上ョ リ御直 二 

御指圖 一一 テ、 斥候 兩人 尸 御 守護、 關原 へ 御供 致シ 、 兵隊 ハ 急速、 大島村 へ 進撃、 長 州 勢ト合 兵、 大島村 河原 信 濃 川ヲ境 二 進 

擊、 一 一ヶ所 之 築堡ョ リ嚴敷 砲擊、 未 半 刻、 賊兵引 去 候 -ー 付、 河原 之方ョ リ信濃 川 際 -ー 操 詰 候處、 深樹茅 二 潜伏、 縫 之 賊兵ョ 

リ、 丘 ハ隊ヲ 目 掛擊掛 候 -ー 付、 ^又 及 砲撃 候處、 賊兵 忽散亂 -ー 付、 晚景迄 取固罷 在、 暮六 時、 一 旦、 大島村 へ 引揚、 兵粮 相濟、 

前件 備場 へ 操 出 取！：。 


〇 加納謙 II、 手記 二 云 、東征 之 役、 余以 十四 番隊 兵士、 從軍赴 役、 七月 十七 日、 達 越後 長 岡、 先是、 官軍 雖取其 城、 城外 四方 

戰方 盛、 卽日、 代 我 外 城 三番 隊、 而守河 邊砲墩 、與賊 放 銃、 晝夜相 拒、 河 邊去城 一 一里、 越至廿 四日、 猶相 持、 更無 勝敗、 衆 皆 疲. 焉、 

^ 一  隊， >b で ：！ー 一、 毎 一 害； 夜 交番、 其 非番 者 休息 高見 邑， 邑去壞 五六 丁、 此日、 余爲 非番、 日 暮與町 赤 山！ 一名 歩邑 外、 忽與^ 勢 

齋七會 、齋 七余舊 同僚 也、 今 爲十番 半 隊長、 自 福島來 會我隊 也、 握手 勞苦、 刖相携 而歸營 、汲 酒 共 談戰鬪 之 事、 時 營中傳 令 曰、 

黎明 進軍 討賊、 夜半 齋七辭 去、 臨 別 共 約、 明 早 破賊再 痛飮、 余 就 枕輾轉 不寐、 須臾 而火 光照 天、 決起 呼 土人、 問 之、 曰、 長 岡 也、 

首 未竟、 砲聲 四發、 彈丸 雨注、 陣中 傳言賊 襲來、 事甚 急、 倉皇 赴 担 、賊之 先鋒 已越墩 、而 刀槍來 迫、 我隊 切倒數 人、 自餘逃 去、 

賊 不得意、 增兵 來攻、 我隊善 担、 十番 隊亦來 救、 兵勢大 振、 天明、 賊逃 去、 傳餐暫 休、 有 飛報、 自長 岡來曰 、昨夜 賊 潜軍來 壟、 事 

出 不意、 防戰甚 苦、 刖分十 番隊赴 救、 賊勢盆 張、 再 分 我 半隊赴 救、 過 午 亦來報 曰、 爲 賊所陷 官軍、 退屯關 原、 隨 便宜 來 會焉、 一 

軍 聞 之 愕然、 士氣 甚沮、 欲 退 則 孤軍 深 入畏尾 撃、 欲 進刖見 兵不過 四十 人矣、 而 道路 斷絕、 糧丸不 支 半日 矣、 進退 維 谷、 於此、 

人 皆 決死 已而、 賊再來 、攻龜 貝， 土 場 *大黑 之 諸壘、 壘 去河邊 半里、 或 一 里、 砲聲甚 盛、 日暮、 諸壘皆 破、 賊共擱 入、 夜 一 鼓、 

我 隊故增 篝火張 兵 勢、 乘喑 遺棄 輜重、 自 間道 窃引兵 去、 行 五六 丁、 暴雨甚 雷、 一 身 皆 水、 道路 泥濘、 辛苦 至 黑津、 將濟信 濃 川、 

土人 恐怖 逃 去、 殘舟 五六 艘、 織 可 容十數 人、 加 之、 暴 雨水 漲、 望涯如 海、 諸方 敗兵躉 至、 有爭 渡而溺 者、 舟 中 之 指、 實可掬 也、 我 

一隊 皆 渡焉、 余 及 五六 輩、 後而不 及、 賊乘勝 而来、 砲聲已 近、 頗塞窮 、不知 所爲、 於 此诀策 曰ノ個 而溺、 不如、 戰而死 之、 愈 也、 

刖皆 11^ 身而待 賊之來 已而、 有 一 舸、 自 上流 揮 刀 叱 舟 夫、 而來者 候 之、 則 海老 原 某、 來迎 我輩 也、 皆 相 顧、 加 手 干 額、 其 喜 可 知 

也、 卽共 追及 軍、 此日、 死 偽者 八 九 人、 黎明 達 與板屯 城外、 西吉甫 在焉、 訪之、 吉甫 愕然、 喜 其 無恙、 余告以別後至今日^！事、 

吉甫 廣然、 談話 數刻、 酒 後 耳 熱、 感慨 淋滴、 時諜 者來告 曰、 賊乘 勝、 屯 黑津、 將渡信 濃 川 來攻、 其 兵 千餘、 勢 甚銳、 須臾 而亦報 曰、 

巳 濟川矣 、倉皇 辭吉 甫而歸 屯所、 一 隊 皆戒而 起、 以待賊 之 來矣、 官軍 合 土 兵、 不過三 四百 矣、 満城皇 恐、 賊固畏 我 藩、 知 其 有 備- 

故 不來、 徒 流言 以畏我 也、 夜 一 一鼓、 自關原 有 報、 曰. 引 兵 來會、 卽發、 鶴 鳴 達 顯 原、 自廿 四日 至 今日、 東西 奔走、 不能 一 睡、 故 兵 

大疲、 於 此得少 休。 
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〇 十津川 鄉丘ハ 出張 事錄 二 云、 我 一 一番 小隊、 浦瀨 へ 出張、 加州 半隊、 長 州 奇兵 隊ト共 二 臺場ヲ 守、 七月 廿四 日夜、 ノ上魁 項、 

賊、 浦瀨、 福 島 之 問ヲ忍 來リ、 宫下邑 へ 火 ヲ放ッ 、斥候 馳歸リ 、本陣へ 報知 ス、 早速、 諸 兵 分配 一一 相 成 候、 我隊 ハ 宫下邑 二 迫ル、 

翌廿 五日、 賊、 終 一一 長 岡 城 へ 打 入 候 得 共、 當所 ハ 諸 藩ト厳 一一 相 守 候處、 申ノ 上^ 百 束 村 ョ リ賊兵 一 一 中隊 餘リ、 桂 澤ノ方 一一 

相 進 候 模様 二 付、 我隊ヲ 二手 二分 チ、 直 二 進撃、 距離 七 八丁 迄 相 進、 沼ヲ 隔テ擊 合候處 へ 、奇 兵隊 一分 隊來リ 加リ、 我 隊ト戮 力 

奮 戰ス、 日暮 二 至リ、 賊、 終 一一 百 束 村 へ 引退 ク、 味方 モ引揚 -1^ ハラ 散 鮮シ相 守 候、 夜 二 入， 賊、 大 黑村ヲ 放火 シ、 押 寄 候 得 共、 我 兵 防 

戰シ、 之 ヲ却ク 、同 曰、 寅 下 剋 『本津 川、 ポ m ま 一 ^^%%陣 藥師山 一一 於テ 、賊三 小隊 計 、闇夜 二 繁樹中 ヲ忍テ 、我 臺場ヲ 目的 ト 

シ テ 、其 間隔 半 町 迄 迫リ、 遽聲ヲ 發シ、 三十 人 計 連 發ス、 我 兵、 臺場ヲ 守 者 八 人、 散兵 シテ 迎撃、 暫戰、 我 兵 烈シク 砲 發ス、 賊、 

不能 進、 三 丁 計 返ク、 同 山 之 麓、 上田 藩 持 之臺場 二：？」 ル、 我 兵 追 擊ス、 ス忠謙 山ノ上 ヨリ 賊之 撗ヲ目 掛ケ、 下ケ矢 ニ烈敷 

打ッ、 賊、 困窮 シ、 取 テ班シ 、我 丘 ハー 一迫 ル、 I 蘇 Hlf J;^f§5 -々 衆、 奮激、 臺場ヲ 躍 出、 進擊ス ルコトー 丁餘、-||四此人内來1長加州ル奇、 

戮カ 奮戰、 賊八人 ヲ驚ス 、首 一 級ヲ 得、 ぼ,、 f 鎌 f^tf、 餘賊漠 走、 三 丁 計 追 擊シ駐 軍、 贼手負 等 ヲ助ケ 、芋 道具 彈 

藥ラ捨 敗走、 此戰、 二 時 之 間 ナリ、 味方、 手 負. 貳人、 M 職 ^ お # 大助ョ い 死嫌ス f 分铺ミ 二へ ー ルー 挺、 ケゥヱ ー ル 一挺、 金子 

入鉢卷 一 ッ、 笠 三枚、 刀 二 腰、 脇差 二 本、 彈藥少 々、此 所 一一 テ戰シ ハ 、四番 小隊 之 左 半 隊ト、 二番 小隊 之 左 半隊ト ナリ、 同日 同 

剋 頃、 右、 藥師山 西北 之 方、 土 ケ峠我 兵ト、 長 州 振武隊 之持臺 場へ、 賊 三百 人 計、 闇夜 -ー 樹木 繁茂 之 中ヲ忍 來リ、 四ケ 所之臺 

場へ 同時-一迫 ル、 我 ハ守 者無數 、不慮 急遽 之 事故、 少々 防 戰スル トモ 難 支、 一 且根據 之 陴迄引 上、 整兵迅 進、 MI4lf ス潘其 問 

十一 一三 間 迄 迫ル、 衆 皆、 必死 ヲ極 激戰、 直 ニ蠆場 ヲ復シ 、進テ 及 接戦、 十四 人 伐斃ス 、賊、 此勢 一一 辟易 シ 、 戰事 不能 シ テ 、 散々 

逃走， 我 兵 响喊シ 、追 擊スル n ト三丁 計、 捷歌ラ ァケ駐 軍、 賊 幾尸ト 五六 人、 き项^ 一.； 8;^^ き ，ノ 此 

戟 V4, 良 一 一、、 岡 村 左 平 太夫、 nit 一  に 。雇人 足 

單ま^ ニソ 卒吉 五郎、 き 死ーノ 一人、 

〇K 應 出軍 戰狀 一一 云、 七月 廿 五日 未明 ヨリ、 與板關 門 へ 賊迫 ル 、 本府八 番隊、 右 半 除、 壘テ越 テ橫擊 敗 之、 深手 一 一人 C IM 

K 源 五兵 衞、 地 知 市左衞 

門、 市左衞 門、 後遂- 一死 ス、 


〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 七月 廿四 日夜、 賊、 薬師 山ノ壘 ヲ侵ス 、 奇兵 三番 隊、 之 ヲ却ク 、廿 五日 朝、 橡尾 口、 與板 口、 賊 來リ衝 

ク、 朴峰ハ 干城 四 番隊、 斥候隊 II 次隊 J 等 之 ヲ却ク 、土ケ 谷、 一 之 貝 ハ振武 、一番 三番、 一一 一番、 11 番隊、 之 ヲ担ク 、城 山ハ 奇兵 

. -に. 、、，に 一 1 、t:J, 戈 _ レニ  、、！ 候隊 一本 I ぶ 町 ia? 一、 。斥候隊 江 原 久太郞 、田 中 

六 番隊、 之ヲ 1^4 ク 榜峠戰 死 一人 れ； i ノ %^リ l^KI  二人 新 次、 二人、 後遂- 一死 ス、 

〇 金 澤藩記 二 云、 七月 廿四 日夜 子 時、 長 岡 等 所々 火揚 ル 、 栃尾 谷、 城 山邊ノ 屯賊、 狼煙 ヲ揚ケ 、筒 場、 沛瀨邊 へ 迫ラ ン トス、 

仍之、 廿 五日 、青地 半 四 郞隊、 陣ケ峯 二 半隊ヲ 殘シ、 森 立 峠 -ー テ防 戰ス、 別-一 分隊 ヲ以、 成 願 寺 ヲ候シ 、賊拾 五 人 ヲ柿フ 、森 立 

沖 賊來襲 ヲ告ク 、急 一一 兵ヲ 布テ此 一一 備フ此 時、 賊 一 人 來テ、 我陴ヲ 候ス、 討 テ之ヲ 殺ス、 同夜 四時、 成 願 寺ノ我 分隊 告ク、 賊 

來襲ノ 機 有 リト、 因テ、 更ニ 一  分隊 ヲ增ス 、同日、 賊、 我 赤ハ仓 村領高 釣瓶 ノ壘 へ、 射 擊甚急 ナリ" 原 余所 太郞除 兵、 之 一一 當テ、 

日夜 支 防ス。 

〇 榊 原 政 敬 家 記 二 云、 榊 原 若 狹隊之 £、 物 頭 安松 勘 四郞、 原 三 郞兵衞 、竹 田 十 左 衞門隊 之 内 大砲 一 門、 打 方 之 者 共、 六月 以來 - 

澤、 龜崎邊 へ 出張、 日夜 遠擊砲 戰镜在 候處、 七月 廿 五日 曉、 賊兵、 長 岡 進入 之 節、 對陣 之賊、 栃尾、 城 山 之 方 二 テ、 狼煙 三 四 

度 立 候 哉 否、 嚴敷打 懇リ、 就中、 長 州 干城 隊 斥候 臺場、 賊兵 多人数 壟 來候處 、味方 奮戰 一 時計、 遂 -ー 賊徒 散 走ス、 伊藤 彌總隊 

ハ 、與板 表 へ 在陴、 同所 臺場 一一 オイ テ 日夜 砲戰、 小 迫 合及ヒ 居候 處、 廿四 日夜、 長 岡 表 烟火ト 均 シク、 砲臺閒 近ク、 賊等押 來- 

厳教， 打 掛リ候 得 北ハ、 砲 臺ヲ嚴 備シ、 烈戰及 ヒ候處 、終 一一 賊徒 退散、 其後廿 九日 迄、 日夜 遠 擊罷在 候。 

〇 戶田氏 共 家 記 二 云、 弊 藩 1? 一分 家淡路 守人數 一 小隊 半 ハ 、古志 郡 栃窪村 山 之 手 花 a„ -澤 -ー臺 場 築 立、 同 小隊 半 S 大砲 一 門、 龜 

崎 村 山 之 手、 大砲 一門 ハ勝尾 澤村小 丘 -ー 砲臺 築、 各所 要地 二 布 列 仕、 六月 上旬 ヨリ 連々 防 戰罷在 候處、 七月 廿五 曰曉 ヨリ、 

い,： 軍 諸 勢 進 擊之趣 -ー 付、 猶、 持 場 厳重 -ー 相 備候様 御 達 二 付、 時宜 相 待 候處、 同日 曉八ッ 時 頃 ヨリ、 福 井村" S 長 岡、 其 外 近 

村 一 圓 放火、 烈 敷接戰 -ー相 成、 彼 ヨリ 頻リ- 一 及發砲 、 旣 -ー 進 襲 之 鉢 -ー 付、 持 場 ヨリ 大小 砲 ヲ以、 頗ル戰 闘-一 及、 終 -ー 賊勢相 

挫 候處、 彼 レ臺場 へ 引退、 同日 早天、 栃窪 村長 藩臺場 へ 賊 襲來、 旣 二 臺場 乘取リ 候-一 付、 直 -ー 建 藩 S 分家 人數、 頻 二 橫撃應 

谖土 虎處、 、散々 引退、 其 後栃裔 村：！ 処龜 崎、 勝 尾澤村 二 テ、 え 小 砲ヲ以 及防戰 候處、 賊、 長 岡 城 へ 亂入、 一 時 一一 勢 ヲ得候 得 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十四日  六 五三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第三 明治 元年 七月 二十 四 口  六 五 四 

共、 奮然 不撓、 晝夜 及防戰 候" 

〇 眞田幸 民家 記-一 云、 弊 藩 分 兵 之 C 、龜崎 砲 臺屯守 之 八 番組 擊險、 三番 小隊、 及 砲 一 一門 ハ 、七月 廿四曰 夜、 明朝、 筒 場、 大黑邊 

進擊 -ー 付テ ハ 、拂曉 ョ .リ 嚴敷發 砲 候 様， 5^ 瀨會議 所 ョ リ 通達 有 之 候處、 五更 頃、 忽賊壘 ョ リ 統砲繁 打、 頗 ル 龔來之 勢 有 之、 

折節、 總括 河原 左 京 儀， 當所 -ー 居 合 候 -ー 付、 出發、 砲壘 -ー 至リ、 夫々 指揮 致、 {.K 禦候 内、 追々、 西南 之 方 -ー火 氣八九 ケ所モ 有 之、 

殊 -ー 長 岡、 沛瀨之 通路、 宫下、 富 島、 龜貝、 新穗等 村々 、 火勢 盛 -ー 相 成、 叉 長 岡 之 方 二 砲 聾 相 聞、 甚 懸念 候 得 共、 差 向 前面 之賊 

ラ 致打擊 居候 處、 其. s: 、長 州藩拉 加州 藩 モ 一 伍爲應 援來リ 、 須臾 之 休息 モ 不致、 烈擊 一一 及 候、 是夜、 大黑、 筒 場 等 之 官軍、 已 

二 ー 易 二  □= 戈 fe? 戈、 t え、、 斤 £ナ々  一一. W, 、、ぐ 一 sr ぇチ 害ス、 ォ. 七 一、、 軍監西 、、 八番 狙擊隊 伊藤 庄吉、 一一 一番 小隊 瀧渾島 

一一 弓 接ニ才 傅： ffd-  fH;'.J;^.^々 二お.^ ヅ集 ヌラ； 一 ^〔ス -=5  ^ ーク 角 一 5  ノ  、器！ § 方 附屬長 中 宅 治郞、 兵粮 運 夫 

謹 P 娘 人、 足 同時、 與板 口、 出 雪 崎ロモ 亦、 賊徒、 長 岡ノ變 一一 投シ、 侵擊 猛烈 ナリ ト雖、 我 兵、 所在 各藩 ト共ニ  、擊 テ之ヲ 退ケ、 

伏" トン テ ナスぶ、 a 、反 一 一、、 五番 小隊 宇 敷 W1 右衞 門， ？まー 七番 狙擎隊 

シテ固 it フ 方跑 Z 板 f 歹 ニノ 七 番狙擎 隊森山 熊 之 助、 負ーノ 髙井榮 司、 

〇 前 田 利 同家 記 -ー 云、 七月 廿 五日 辰 刻、 前 原村邊 へ 賊徒 襲來候 付、 兼 テ與板 W 稻荷祠 2：  二 搆置 候、 弊 藩 之 大砲 參謀役 之 任 

指揮、 直チ 一一 繰 出 候處、 賊徒 五六 拾 人 許、 旣 二 原 村 へ 乘入、 固守 之、 尾 州 藩、 松 代 藩、 小统 一一 テ及担 戰候得 共、 賊徒、 未 致 退散 

候 故、 大砲 連 發及奮 戰候處 、賊徒 大漠崩 致 敗走 候、 依テ 大砲 ヲ 引取、 稻荷祠 e  -ー 固守 罷在申 候、 

〇 戸田 光則 家 記-一 云、 越後 國 古志 郡 一 之 貝 村へ、 弊 藩 近 藤傳次 郞隊、 七月 三 曰、 著 陣門、 松 山士壘 守衞、 長 藩ト合 兵、 砲戰固 

{ま 能 在 候處、 同廿 四日 夜、 賊兵 ヨリ 烈敷發 砲 致 候 二 付、 是又嚴 敷 擊拂、 然ル處 、丑ノ 剋 頃、 乾 之 方-一 當リ、 遽-ー 火焰相 立、 拂曉 

一一 至リ 、長 岡 城 へ 賊徒 忍 入、 抗戰 イタ シ候 報知 有 之、 就テ ハ 、弊 藩 半 小 除、 輕 井澤 村 ョ リ森立 峠 一一 至 迄、 巡邏 可 致 旨、 長 藩 

ヨリ 任談、 急速 出張 仕 候。 

〇 松 平 忠禮家 記 二 云、. E 手 之 方、 七月 廿 四日、 夜 七 時頃ョ リ 、頻リ 二 砲 聲相聞 へ 、比 禮村之 方 へ 當リ 、放火 之 由、 右 -ー 付、 長 藩 

ョ リ人數 繰 出 候 様 申 越、 直 様繰 出お-候、 然ル處 、程 川村當 手之臺 場へ、 藥師堂 御 固、 御 親 兵 ヨリ、 頗 ル難戰 二 付、 程 川 村 中へ 

繰 出 シ應援 致 シ候様 申 越 候 一一 付、 兩道ョ リ及進 擊候處 、賊 兵、 村 之 中 比 一一 散布 致シ、 頻リ 一一 致 發砲候 間、 當手之 人 數ハ、 畑畔 


或ハ 木立 ヲ榍- 一致 シ、 烈ク 及防戰 候處、 賊兵引 色 一一 相 成候處 へ 、高 田 勢 十 人 計、 爲 援兵 出張、 直 樣雙方 ヨリ * 丁 餘モ及 進撃、 

一 手 之 問 ハ烈ク 及 接戦 候、 然 ル處、 又 山上 之 御 親 兵 御 繰 出 一一 テ， 諸手 大 一一 氣ヲ 得、 一 同總押 一一 テ、 賊兵盡 ク散亂 敗走 致シ 

候 -ー 付、 直 様 追討 可 致 之處、 地形 甚惡鋪 候 二 付、 深追不 致、 其 儘 相留リ 申 候、 同廿 五日 夜 五 時 頃、 又々 、今 曉戰爭 之 場所 へ 、賊 

に ハ襲來 之 趣、 篝焚 之者ョ リ 報告 有 之 候 二 付、 直 樣人數 不殘繰 出、 所々 斥候 差 出 候 得 共、 賊兵賣 人 モ入込 不申候 二 付、 臺場迄 人 

數リ揚 e. 候 討死  一 ノ 內喜 久左衞 門、 

〇 井伊 直 安家 記 二 云、 七月 一 一十 五日、 信 濃 川 東之賊 兵、 長 岡 城 侵入 之機會 ニ乘シ 、當ロ  f 液 之賊 モ、 諸方 一時 二 壟來、 就中， 

本與板 村、 原 村 へ ハ 稻中ヲ 潜 リ來リ 、眼前 一一 出沒、 烈敷及 砲發候 -ー 付、 長 州、 松 代、 高 田、 富 山 等 之 各藩、 弊 藩 小 野 八 郞左衞 門 

除、 大砲 隊、 it リ方、 番兵 等 二 至 ル迄、 憤 勇 ヲ極メ 防戰候 事、 稍 一 一時 計、 賊徒、 遂 二 敗走 二 及 候 一一 付、 直 二 追撃 一一 可及箦 之處、 

長 岡邊ノ 火勢 未タ鎭 ラス、 且、 戰狀之 確報 モ無之 二 付、 敢テ 輕擧難 致、 其 儘 止戰、 持場ヲ 固守 罷在 候。 

〇 戶田氏 良家 記-一 云、 赤 坂 峠 花見 澤ト申 所 -ー臺 場 築 立、 弊 藩 一 小隊、 日夜 防 戰罷在 候處、 七月 廿 五日 曉ョ リ 、官軍 諸手 一 同、 

可進擊 軍議 二 付、 尙、 持 場 厳重 二 相備、 時宜 相 待 候處、 同曉ー 一字 頃ョ リ 、福 井村 お 一長 岡 近 村 一 圓 放火、 烈 敷接戰 -ー 相 成、 賊 

頻 二 發砲 、進撃 之狀 -ー 付、 花見 澤持場 厳重 -ー 防 戰之處 、栃窪 村長 藩臺場 へ 賊 襲來、 一 時 臺場乘 取 候 二 付、 花見 澤持場 ヨリ 宗 

藩ト合 兵、 迪 一一 進 テ潢擊 致應援 候處、 賊 周章 敗走 ス、 其 後、^ 窪 村、 龜崎 村、 勝 尾 澤村等 一一 テ、 大小 砲 ヲ以及 防 戰候處 、賊、 長 

岡 城 へ 閬入、 一 時勢 ヲ得候 得 共、 奮然 不撓、 晝夜及 防戦 候、 

又 云、 淡路守 大砲 隊竝 大砲 一 門、 脇 川 村 一一 於 テ信濃 川ラ前 一一 取、 臺場ヲ 築キ、 日夜 防 戰罷在 候處、 七月 廿 五日 曉、 川 東 長 岡 

表、 其 外 所々 放火 有 之 、賊徒 侵入 之樣子 二 テ 、諸 藩 兵隊 川 西 へ 引揚候 一一 付、 脇 川 村臺場 へ モ 、 賊徒 大勢 一一 テ、 大小 砲 烈敷打 

掛候 間、 富 山 藩、 尾 州藩モ 同所 -ー 防 戰之處 、追々、 與板表 へ 操 引 仕 候 得 共、 弊 藩砲隊 ハ 芝居 ラ踏 へ 防戰。 

〇 酒 井 忠祿家 記 節 略  >ー 云， 弊 藩 兵 除、 七月 廿 一 日、 こ 茂 口論 訪 m 著陣、 同廿五 曰已刻 前、 斥候 之 者 罷歸、 大黑 邊大戰 -ー 相 成、 

賊軍 ョ リ長岡 城下 S 村々 放火、 勝敗 未 相 分 趣 相 聞、 同 刻、 參 謀御陴 ヨリ、 長官 御 呼 出 二 テ、 一 小隊、 劍ケ峯 へ 出張 守 衞可致 

古 外 記 越後 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十四日  六 五 五 


復 せ 外 記 越後 口 戦記 第三 明治 元年 七月 二十四日  六五ナ 

旨 御 達 一一 ォ、 午刻； 1、 出張 仕 候處、 叉々 御 呼出シ 一一 テ、 弊 藩、 本 陴居殘 候之內 一 小隊、 藥師 峠へ 出兵 可 致 旨 御 達 有 之、 未 刻 過、 

繰 出シ申 候。 

〇 木 下 利 恭家記 1 一 云、 備中 t 寸 ハ隊 、與板 表 進軍、 巡邏 罷在 候處、 七月 廿 五日 早 曉、 長 岡 市中 及 放火、 夫ョ リ戰爭 -ー相 成、 砲聲 

無 間斷、 一 同 m 激仕 候處、 同日 午 時 過、 與板東 中 S ト申處 へ 致 進軍 候 様 御指圖 一一 付、 卽剋 繰出シ 、 信 濃 川 ヲ隔テ 滯陴籠 在 候 n 

〇 森 愛， g 家 記 ，ー 云. 對 £| 守 人數、 七月 廿 五日、 與板滞 陴罷在 候處、 七 ッ時、 十一 一 潟 村 官軍 苦戰 二 付、 早々 致 可 應援旨 、 中 軍 御 

指揮 有 之、 卽刻 出發、 暮六ッ 時、 黑津之 渡 場 迄 進軍 候 所 、官軍 御 引 上 -ー相 成、 不 及應援 旨、 重テ御 指揮 有さ、 直 -ー操 上ケ、 與板 

-ー 歸陣仕 候。 

〇 長 岡 藩戰爭 記 一一 云、 六月 一 一日、 今 町 之 一 戰以來 、官軍 陣ヲ 縮メ、 長 岡 城下 ョ リ 一 一 "一三 里 之 外、 巽 之 方 半藏金 村邊ョ リ 東北 

へ 廻 ラシ、 乾 之 方 十一 ； 潟村邊 迄、 大凡 廣袤十 里程、 山川 之 要害 二 據リ、 胸壁 ヲ築キ 固守 ス、 我 兵 對壘、 五十 日程 之閒、 信 濃 川 

西與 1^^ 北 ヨリ、 海 濱出雪 崎 邊迄モ 同 樣之姿 一一 テ、 晝夜 砲聲不 相絕、 屢進擊 大小 戰、 毎度 徒ラ 一一 人數ヲ 傷ヒ、 彈藥ヲ 費シ、 何 

ッ可休 體モ不 相 見、 總督 ：！： 井繼之 助、 策 ヲ決シ 、七月 十七 日、 夜、 栃尾町 一一 於 テ諸藩 集會、 同 廿日 夜、 長 岡勢ハ 間道 ョ リ長岡 

へ 打 入リ、 諸藩ハ 本道 ョ リ您 進撃-一 決議 ス、 但、 雨後 田閒水 多ク、 廿四 曰迄延 日、 同 十九 日、 栃尾在 陴之我 十 小 除、 大砲 一 一門、 

仙臺、 米澤、 會津、 村 松 諸 藩 之 兵 二 交替 シ テ 、見附 へ 轉陴ス 、特 二 荷 頃 口 守 壘ノ 砲手 十餘 名、 大砲 一 門、 舊 二 依 リ衝道 ヲ守衞 

ス 、同廿 g 日、 前哨 兵 十 人、 次 二 前軍 銑士隊 長大 川 市左衞 門、 銑 卒除長 千 本木 林吉、 軍事 掛リ川 島 億 一 一郎、 鋭士 隊長 花輪 彥左 

衞門、 銃卒 隊長 模小 太郞、 大隊 長 山本帶 刀、 一 一軍 鋭士 隊長 稻垣林 四郞、 銃卒 隊長 篠原 伊左衞 門、 銃士 隊長 鬼 頭 六左衞 門、 銃卒 

隊長 小 野 S 伊織、 軍事 掛リ三 間 市 之 進、 三軍 銃士 隊長 渡邊 進、 銃卒 隊長 望月 忠之丞 、銃士 隊長 小島 久馬 右衞 門、 銃卒 隊長 奧 

山 七 郞左衞 門、 軍事 掛リ 花輪 求 馬 、本陣 總督河 井 繼之助 ® 諸 役員、 後軍 銑. H 隊長 稻葉又 兵衞、 今 泉 岡右衞 門、 銃卒 隊長 內藤 

直 記、 大隊 長 牧野 圖書、 銑 卒嫁長 河 井 平吉、 橫田大 助、 大除 長稻垣 主税、 總計 十七 小隊、 役員 トモ 六百餘 人、 約束 ヲ嚴 令シ、 

糧食 ヲ負 擔シ、 旗ヲ捲 土、 鼓 ヲ包ミ 、夕 第 六 字、 附ヲ 發シ、 字ナ八 W 沖 上 深 田 沼 川 ノ中ヲ 潜行 シ、 將ー 一宮 下 村 一一 至 ラン 


トス 時 一一、 月 東 山 之 間 二 出テ、 番兵、 道 ニ當リ « ヲ焚キ 、胸壁 間、 相性 來ス ルヲ 見ル、 竊 一一 傳令、 總軍稻 田 之 中 一一 伏シ、 忍フ 

コ ト 一 字間、 遇々、 月 雪 間 二 隱レ、 i^2< 不辨、 乃 チ宮下 村 ニ入ル 、官軍 敗退 ス、 玆 一一 於テ、 全軍 道 ヲ分テ 長 岡 二 入ル、 同廿五 

日曉、 前軍 ヲー ；分シ 、大 川、 千 本木 之 一 ー除ハ 、浦 瀨等ノ 官軍 ニ備へ 、花輪、 稹ノ 一 一隊 、ノ  、福 島 ノ衝道 一一 當リ、 富 島 村 二 放火 ス、 

二軍 之 四 小隊 ハ 、龜貝 本道 ョ リ新保 二 至リ 、所々 放火、 稻垣、 篠原之 一 一隊 ハ 、藏王 石 内 -ー 入 ル 、官軍、 散亂 敗走、 鬼 頭、 小 野 田 

之 二 隊ハ、 直 二 新 町-一入 ル 、官軍 拒擊、 暫時 二 シ テ 叉 敗退 ス 、是 二 於 テ 、四 除 集合、 新 保 橋 上 二 陴 ス 、第 七 字 前、 官軍、 城 岡 堤 

東西 ヨリ 來擊、 我 邀戰、 晝後 第三 字 一一 至ル、 三軍 ノ四小 除、 龜貝通 リ三ノ 江 土 堤 ノ閒道 ヨリ、 長 岡 二 入リ、 渡邊. 望月 之 一 一隊 

ハ 、神 田 W 放火 、官軍 狼 狐、 表町逄 探索、 町 口 ヲ固ム 、小島 、奥山 ノニ 除ハ、 山 田、 草 生 津諸村 - 一進 ム、 官軍、 信 濃 川邊、 草莽盧 

筆 中、 各所 ョ リ 發擊、 渡 邊隊、 內 藤 ノ半隊 來援、 共 一一 奮戰之 ヲ破ル 、官軍 敗走、 信 濃 川邊慮 荻ノ間 一一 隱 レ 、後、 辛フ シ テ川ヲ 渡 

ルト 云フ、 後軍 ノ五 小隊 ハ 、永 田 ヨリ 堀 金 通 リ地藏 町 二進 ミ. 稻葉、 今 泉、 內藤ノ 三 隊ハ、 近邊 探索、 城 北 二 入リ、 守衞河 井、 

潢田 ノー  ；除ハ 、地 藏町ョ リ長倉 へ 進ミ、 火 ヲ放チ 、退 テ四郞 丸 口 ヲ固ム 、當初 浦瀨、 福島ノ 官軍 尾擊 一一 備ル四 小隊、 我 各隊ノ 

長 岡へ 入ルヲ 認メ、 兩所ノ 守衞ヲ 解キ、 長 岡 地方 一一 進ミ、 大川、 千 本木 ノニ隊 《、川 崎 口 一一 備へ、 花輪、 稹之ー 一隊 ハ長岡 之 南、 

宮原 村へ 進ム、 官軍、 要地 一一 據テ 防禦 ス、 我 一 隊、 其 背後 一一 出テ、 椅角之 ヲ破ル 、福 井、 百 束 二 村-一 ァ ル我 大砲 一 一門、 米 藩ト合 

併シ 、曉 第三 字、 富 島 村 ノ火焰 ヲ望ミ 、筒 場、 大黑ー 一村 二 向ヒ發 砲、 拂曉 一一 至 ル迄 間斷ナ シ 、第五 字 頃 、官軍 押切 村ョ リ 進攻 

ス、 而、 米 藩 固守、 晝後第 四 字 後、 米 藩 三 小隊、 百束ョ リ大黑 、水門 ヲ 攻擊ス 、黄昏-一至 リ官軍 敗退、 米 兵、 大黑- 一 入テ 放火 ス、 

我 砲兵 十餘 名、 米 兵 ト合シ 、七 軒 口 胸壁 ヨリ 筒 場 村 一一 入ル、 官軍 退 走、 進 テ下條 村 一一 至ル、 官軍、 遂ー 一川 ヲ渡テ 西ス、 是 二 於 

テ、 我 砲 隊長 由 良 安 兵衞、 砲兵 ヲ進 メテ、 新 保 村 一一 至ル、 爾時、 長 岡 市街 郊野、 火 焰天ヲ 覆ヒ、 彼我 分明 ナ ラス、 乃チ、 新 保 村 

ニ止テ 捜索 ス、 此役ャ 、寡 ヲ以テ 衆 ヲ制ス ルカ 爲メ、 喑 二 乘シ四 軍ヲ八 分シ、 預メ 方向 ヲ約シ 、分課 ヲ定メ  、八方 道ヲ異 -1 

シ、 各所 火 ヲ放チ 、或 ハ鼓シ 或 ハ喊シ 、諸方 ノ攻ロ 尸 栃尾、 城 山、 田 井、 上 山 二 於テ、 相 圖ノ流 火星 ヲ揚 ルャ、 大砲 連發、 頗ル 

猛烈、 勉メテ 虚勢 ヲ盛ン 二 シ、 其 勢 ヒ計ル へ 力 ラサ ルヲ 以テ、 官軍、 途ヲ 失ヒ、 各所 宿陴、 皆 狼狠、 或ハ 西奔川 ラ渡リ 、又ハ 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第一 一一 明治 元年 七月 二十四日  六 五 七 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第三 明治 元年 七月 二十四日  六 I 八 

南 走 山 一一 登リ、 一旦 額 敗 スト 雖 トモ、 天明 クル 二 及 ンテ、 殘兵 返戰、 援軍 又 多 ク 、終日 來擊 數囘、 我 之 二 當リ 、虔 之ヲ 退ク、 

甫き、 我 兵 除悉ク 城址 二 集リ、 各隊 方面 ヲ分テ 守 衞ス、 官軍 奮戰、 時ヲ移 スト 雖 トモ、 我 兵 亦、 死力 ヲ極メ  、苦戰 必勝 ヲ期 

ス メ 、福 井口  ノ 官軍 旣 二 敗レ、 其 勢 ヒ支ス へ カラス、 遂ニ 總 敗軍 二 至ル、 咋夜ョ リ 各所 進撃、 死 六十 三人、 i^is 赚縣 

P え 4f に lTh^.sv?i〕Jk. が 嘉涛 ふ、 育 水 倉 右衛門、 村 田 佐 平 太、 渡 邊建藏 、小 出 養輔、 丸 山 * お 蔵 中 村 加^ 左^ 門， „ ^賀ほ 


丞 i?H?sx 三郎、 せ # 雲 平 isTS リ士叫 田" 廣之 進、 內藤六 郎右衞 n  、栂野 直彌、 根 岸 鉚之丞 、傳 令く 附 M, 士、  P ド削， 藥， ホ は^ 

s 平 J  一  r 、： 51% 太 ま 一 一ぉ4?4&  、以ち 一 f 十四 人、 き JV 死 ス 、銃 卒山部 左吉、 水澤與 S 衞門、 小 林 ぼ 新 木 好 之 助 f ひ V き 

4 お l^yp^r 问： f  、&藤 寅 次郎、 高 橋 丹 治-若 林 今右衞 門、 小 黑小子 太、 阿部 長 作： i。， ，丹 栗. 3:ijf  .^ 輕寡九 人、 

肺 f& 、だお &%鄉 職お 5、 ぎ iil &啓 次郞、 恩 i 吉、 隊付 中間 出口 林 七 加 藤 富 藏大高 倉 太 £ ？ン 梅次郞 銃 士バ 

令 竹 一お： 權六、 銃 士湾導 本 間 侍學、 砲士牧 、山 1  太.？」 機士 fsts 、同 廿六曰 詰且、 新 保 村 二 止 マリ シ 大砲 一 一門、 長 岡 二人 ル、 一門、 

稻坂銀 冶、 古澤 儀右衞 門、 屋井文 之 助 傳令附 屬士山 口 雄 次 rl / 

草生津 一一 赴キニ 門、 攝田屋 二 進 ム 、小 鋭隊、 亦 攝田屋 、草 生津等 各所 -ー 備 フ 、米 澤、 新發 田、 會 津等ノ 兵、 亦 長 S 一一  入 ル 

〇 若松 記 二 云、 七月 廿 四日、 餘 IMi^ 與佐川 氏 在 見附、 此日、 長 岡 藩 相 河 井繼之 助、 诀策、 將敢 死之士 五百餘 人、 每人携 一 

日浪原 smii 一  彈藥ー ー百發 許、 待 曰暮、 潜 兵 徑八町 沖、 過 敵 連營之 後、 直 衝長岡 城、 火 市塵 而襲 之、 敵 狼 m 敗走、 初 約 以火爲 

虎 「我總 軍 進撃、 於此、 火發三 所、 乃 我 諸壘壁 一 時發 砲、 力 戰雖數 進撃、 彼 善 拒、 我 兵 數郤、 至廿 五日 申 牌、 未能拔 一 壁、 而我士 

卒良 疲勞、 米 總督千 坂 某、 倒伏 胸壁、 參 謀甘粕 某、 稱病退 憩 本營、 餘謂、 長 岡 之 孤軍、 深 入 敵中、 及 今日 拔敵之 諸 „ 楚而不 合 m ハ 

長 岡之士 衆、 盡沒、 乃 說佐川 氏、 共 到 米陣、 促大擧 進撃、 時齋藤 某、 米 之勇將 也、 此時轄 栃尾之 軍、 亦 來會、 共 激勵士 衆、 千 坂 

亦. 一.^ 發、 酌洒慰 將士、 乃 命 進擊、 於是、 士氣大 振起、 迫 大黑之 胸壁、 或 坐 或 伏、 銃砲 亂發、 別 出 一 除 於 敵 之 背後、 縱火、 彼擾亂 

不能 當此 時、 我 諸 軍鼓 躁齊 進、 聲震 地、 敵遂 大敗、 乘勝追 北、 斬首 無 # 、廿六 日朝、 我 諸 軍 進 到 下條、 因 敵 之粮傳 後、 午前、 


會於長 岡 城、 城内 外 老幼 男女、 簟 食壺漿 以迎、 

此 c# 戰勝、 決： 1: 井 繼之助 方寸 也、 始、 河 井 謂、 相共擧 義兵 數月、 諸道 軍數 不利、 及 今不攘 此賊、 則賊兵 加勢 振、 我 兵勢蹙 縮、 城 

辟 8 陷、 刖 不能 保 奧羽越 之 同盟 也、 夫 盟散則 亦 不可 爲也、 余 今 曰 襲 長 岡 城必據 之、 諸君 乘此 機、 大擧進 擊焉、 敵必 不能 保諸壘 

而 敗走、 乃 追 北 會長岡 城、 直 渡 信 濃 川、 長 驅越米 山、 則、 高 田 之 君臣、 當如崩 其 角、 然則、 加州， 越 前 必顧請 降、 加 • 越 井 力 於 我、 

先 倡義、 則、 天下 之 侯伯、 過半 左祖、 天下 之 安危 在此 一 擧、 請 勉旃矣 、是 所以 今日 有此擧 也、 而惜 哉、 河 井被统 創、 不日 而死、 自 

此、 我 北 越 之 軍 不振、 鳴 乎、 亦 命耶。 

〇 戊辰 事情 槪旨 一一 云、 七月 十日、 千 坂 太 郞左衞 門、 見 付 本陣 二 於テ、 甘柏備 後、 齋藤 主計 等、 及ヒ諸 軍監ヲ 集メ、 議シ テ nr 我 

師ヲ 出ス、 以來、 巳 二三 ヶ月 二 至ル、 未 タ甞テ 敗 衂セサ ルモ 亦、 大勝 利 ヲ見ス 、曠日 持久 ノ際、 恐ク 、ノ 兵 疲レ、 彈 藥盡キ ハ 、 

坐 ナカラ 亡ヲ取 ルノ道 ナリ、 如 力 ス 、決 策 大擧、 以テ 敲軍ヲ 掃蕩 セ ン 二  、公 等 何ソ策 ラ建サ ル、 是 二 於テ、 備後、 福 井、、 福 島、 

再 擧進壟 ノ議ラ 建テ、 主計 見 兵、 十二 潟 ヲ攻メ  、別-一死 士 ヲ募リ * 長呂ノ 芦洲 ヨリ 潜行 、敲背 ヲ衝キ 、遊軍 其 虔ヲ擊 ッノ議 

ヲ建 ッ、 太 郞左衞 門、 亦 之 ヲ然リ ト シ 、明日、 諸藩ト 合議 スルヲ 期ス、 是 ニ於テ 、主計、 先 ッ橡尾 一一 歸ル、 適々 、備 後、 尾 シ テ 橡 

尾 ノ營ニ 來リ、 長 岡ノ河 井繼之 助、 及 ヒ溝間 市 之 進、 花輪 求 馬 等 ヲ招キ 、太 郞左衞 門 力 内旨 ラ陣 へ、 及 ヒ諸砦 進擊ノ 策ヲ謀 

ル、 市 之 進 等、 敢テ可 K ロス ルナ シ、 獨リ繼 之 助、 思 フ所ァ ル如 クー 一 シテ、 敢 テ言ハ ス、 備後等 之 ヲ促ス 二、 曰、 我 異見 ァリ、 tsl- 

常 二進 襲セ ハ 、敏亦 能 ク防ク 、勝算 ノ理 ナシ、 遍ク 敵營ヲ 視察 ス ルニ、 一  旦、 忽チ長 岡 城 ヲ拔テ 、之 一一 據リ、 或 ハ自驕 ルノ色 

ァリ、 長 岡 西北 面 八丁 沖、 水田 萬 頃、 故 二 警備 太タ 嚴ナラ ス、 因テ、 我 自ラ見 兵 ヲ盡シ 、水田 中ヲ 潜行 シテ進 マ ン 、敲ノ 番兵、 

忽チ 之ヲ見 ハ 、必彈 丸 雨注 セ ン 、不幸、 我 先 二 倒 レハ、 尸ヲ傍 一一 捨テ 、市 之 進 等、 我 二 繼ク へ シ 、此 閒、 髪ヲ容 レス、 一 二死 慯 

ヲ度外 ニ付シ 、速 二 郭外ノ 川 流 ヲ涉リ 、敲營 二 放火 スルヲ 以テ著 眼 トス、 敲ハ 郭 中某ノ 寺院 一 一所 二 在リ、 但、 我 見 兵寡シ 、此 

擧ャ、 死傷 亦測ラ レス、 幸 二 貴 藩、 精銳 ヲ盡シ テ之 二 繼ケ、 我兵ラ シテ全 沒セシ ム ル勿レ 、我 若シ、 舊城ヲ 恢復 ス ルァ ラハ、 

以テ聊 カ耻ラ 雪メ、 小 憤ヲ逞 フスへ シト 、備 後、 主計 等大 二 之 ヲ然 トシ 、備 後、 急 二 見 付 二 返テ、 太 郞左衞 門 二 報ス、 遂ニ 其 
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策 一一 從フ、 時會々 、七月 旣望 也、 大 議定 ル ヲ以テ 、酒 ヲ擧ケ 、大 一一 軍欝ヲ 排ス、 因テ、 諸軍ラ 揮指ス ル方處 ヲ議シ 、廿ー 一日 ノ夜 

ヲ期シ 、丑 牌、 長 岡 兵、 八丁 沖 ヲ涉ル 二 及テ、 百 束 砦、 合 圖ノ锋 火 ヲ擧ル 、諸方 面 一 同、 進擊セ ン コトヲ 約ス、 ト 九日、 繼之 助、 

栃尾ノ 藩兵ヲ 盡シ 、事 一一 託シ テ 、姑ク 見附 一一 赴 テ休ス 、事秘 スル ヲ以テ 、外 閒之ヲ 知 ル者ナ シ 、期 二 及テ 、 適々 驟雨、 水田 漲 

リ行ク へ カラス、 故 二 果サス 、是 ヨリ 、長 岡 小隊 長 花輪 彥左衞 門、 夜々 潜 力 二 八丁 沖 二 至リ、 水 ノ淺 深ヲ試 撿ス、 水勢 減セ サ 

ルヲ 以テ、 漸遲延 セリ、 廿四 S  二 至リ、 始 テ司官 以上 二、 今夜 進 襲 ノ策ヲ 告ケ、 密 二方 處ヲ 爲サシ ム、 故 二 夜 二 至リ、 諸隊各 

所 警備 ヲ調ヒ 、以テ 合圖ヲ 待ッ、 廿 五日 、曉寅 牌 ヲ過キ 、始テ 狼烟ヲ 見ル、 因テ 各方 諸 軍、 奮 テ進 擊ス、 是日ャ 、敵軍、 亦、 大擧 

進撃 ヲ期ス ルノ際 タリ、 閒ニ髮 ヲ容レ ス、 我 軍 先 ッ之ヲ 衝ク、 河 井繼之 助、 果シテ 長 岡 城 ヲ復ス 、我 兵、 亦 力 ァリ、 敵軍、 衆多 

能 ク防ク 、星 ヲ見テ 戰ヒ、 日已 一一 傾テ、 未タ 勝敗 ヲ诀セ ス、 於是 * 千 坂 太 郞左衞 門、 更 二 小隊 長 相 浦 三 郞右衞 門、 山崎總 次郞 

ヲシテ 精說ヲ 率ヒ、 且ッ 家 兵 ノ內、 死 士六七 輩 ヲ募リ 、直 二 彈丸 雨注 ヲ胃 カシ 、福 井、 百 束 等 ノ敵 壘ヲ衝 カシム 、敲支 ュ ル 能 

ハ ス、 退テ 南地ヲ 保ス、 

叉 云、 初メ 長 岡城陷 ル 當時、 專 ラ鎭 撫ヲ主 トス、 更 一一 决戰 ノ 念 ナ シ 、是 一一 至 テ 恢復、 始テ 同盟 ノ義 ヲ踐 ムラ 得 タリ、 我 力 兵、 

死 五十六 人、 傷 三十 五 人。 

〇 溝 口 直 正 家 記 二 云、 七月 廿 四日、 米澤 本陴ョ リ、 上ハ寺 泊邊ョ リ、 下ハ栃 尾迄ノ 諸手、 總 進撃 ノ 申合セ 一一 テ、 今夕 七 半時、 

支度 ノ上、 二度 ノ 兵粮 彈藥、 百發ッ 、用意、 八丁 潟 砲聲、 田 井口 放火 相圖 一一 攻擊可 致 旨 申 聞、 大口 方正 面、 當藩砲 一 門、 米 藩 

一 一 小隊、 灰 島 正面 ヨリ 當藩里 村 縫 殿、 服 部 吉左衞 門 一 一 小隊、 砲 一 門、 米 藩 一 小隊、 各 持 場へ 繰 出ス、 翌廿 五日 曉、 寅ノ 刻頃ョ 

リ、 大口 方 諸手 烈戰、 夕刻. - -士 一 潟邊ノ 官軍、 追々 長 岡 方へ 引退 ？ ノ處、 今曉 ヨリ ノ戰 一一 テ、 兵 疲レ候 

二 付、 今晚 休息、 翌廿 六日、 十一 ー潟ョ リ長岡 城下 迄 進撃。 

〇堀% 弘家記 二 云、 七月 廿 五日、 長 岡 勢、 咋夜ョ リ、 長 城下 へ 襲擊 二 付、 筒 場、 大黑、 森 立、 栃尾 谷々 ョ リ、 總懸 二 打掛、 筒場ノ 

敵 ハ 後 ヲ被斷 切、 押切 村 へ 切 込， 米澤 敗軍 、臺場 將被乘 取 二 付、 援兵 堀 主計 隊、 片岡 除、 靑木隊 操 込 烈戰、 討死 一 人、 l、sll、 


蒲 手 一 人、 直 片岡九 左衞門 ハ 隊十 三人 召 連、 右側 ョ リ 撗打、 多 人 數ヲ观 ヒ 打 ス 、敵方 狼 狼、 死骸 十四 運 ヒ殘シ 、筒 

場 へ &走、 押切 、募： 場 取 返 シ 、終日 砲戰、 夕刻、 森 士分 隊ト 交代、 片岡隊 ハ 米澤合 兵、 筒 場 へ 進撃、 同所 乘取、 同廿六 日、 敵方 總 

敗軍、 信 濃 川 向 へ 引揚 -ー 付、 片岡隊 尸 長呂 へ 操込、^1<澤合兵、堤通 -ー テ砲戰 、同廿 七日、 堀 主計 隊、 會津、 米澤合 兵、 久呂津 村 

へ 操 込、 村 松 外 隊ハ見 付へ 歸陴。 

〇水野忠^:-家記節3^さ -ー 云、 樊藩總 司 拜鄉族 兵隊 引卒、 f 藩ト合 兵、 百 束 村 番兵 藩罷在 候、 七月 廿 五日、 諸 藩 長 岡 へ 進撃、 所々 

放火 之 節、 弊 藩 ハ 於 胸壁 互 -ー 發砲、 其 儘 右 百 束 村 へ 、同廿 七 日 迄、 番兵 罷在 候、 同廿 八日、 長呂村 へ 轉シ 番兵 罷在 候。 

〇 奥 越戰爭 日記 -ー 云、 七月 廿五 日、 米 澤藩徹 兵隊 ト 、長 岡 橫山隊 一一 テ 、長 岡 城取戾 シ 、城下 先 キ下條 村 へ 押出 候。 

〇 泣血錄 二 云、 東西 久相對 、軍士 疲行 伍、 土民 困 供給、 長 岡 老臣 河 井繼之 助、 誓欲復 城下、 於是、 招 死 ± 七 百、 發書誓 衆、 以七 

月 廿四曰 三更、 結束 經稻田 中、 潜入 鈸中、 人民 爭應、 所在 放火、 大鬨 喊聲如 雷、 不知 其 幾 萬、 敵狼狠 不知 所 出、 正兵 繼進、 自大 

黑 h 外 夾擊、 敵 盆 漠亂、 粮仗 死傷 遣 棄奔竄 、風聲 鶴 i-、 、お： 疑其爲 敵、 城下 之 民、 爭荷酒 食 而迎謁 、而河 井、 遂以此 役慯、 於是、 我 

丘 ハ氣巳 振 全 越。 

〇仙_崇， 藩 記-一 云、 七月 十日、 土 ケ谷ト 申處へ 出兵、 山上 へ 數十 ケ所ノ 胸壁 ヲ築キ 、各藩 合併 、官軍 方 一一 モ、 山上 へ 胸壁 數ケ所 

築 立 幾 砲、 晝夜 砲戰、 數日 對陴致 候、 同 十八 日、 各藩 軍議、 長 岡 藩 家老 河 井繼之 助、 中 出 候 -ーハ 、激 戰ー擧 シテ、 長 岡 城 ヲ囘 

復致度 由 一一 付、 策 ヲ决、 明 十九 日、 夜擊ノ 手配 及候處 * 連日 ノ霖 雨、 川々 出水 二 テ指 支へ、 同廿 四日 夜、 各藩 手ヲ 分チテ 進軍、 

三方 ョ リ發 砲、 兼テ 密^ 申 合 置 候 長 岡 藩 一一 ハ 、夜 一一 紛レテ 、間道 ヲ求テ 、長 岡城ノ 後へ 忍ヒ、 士 一字 頃、 放火 シ候ヲ 合圖ニ 、 

總軍 鯨波 ヲ作テ 攻入リ 、奮 戰シ、 官軍、 胸壁 ヲ捨テ 敗走、 追擊シ テ 本道 柴 崎へ 廻リ、 會、 f へ 合併 應援致 候 、官軍、 敗 兵ヲ集 

テ、 要地 ニ循 籠、 發砲シ 候、 セリ詰 戰爭、 夜 巳 二 明 ケ渡リ 、大合 戰ト相 成、 劎擊 接戦、 黑澤 童岐手 死傷 多分、 米、 會ー 一藩 同様、 iB 

軍 方 一一 モ 死傷 夥敷、 満地血 一一 染ミ大 苦戰、 官軍 應援、 四方 ョ リ 集合 シ烈戰 、會ノ 大隊 長長 井 蠖伸齋 戦死、 隊下 敗走 シ 、 終 二 

ゃ薛 VJ5fl§3i  、戈-七 ヒ、、 周旋 方 我 妻 敬 三郎、 统士  二？^  二  、。足 輕 一人、 黑澤 

^^藩^?解弓揚^.候 ^^死七人 人、 黑澤壹 岐家來 四 人、 手 負 ニノ 壹岐 家來 一人、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第三 明治 元年 七月 二十四日  六 六 一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第三 明治 元年 七月 二十 四 口  六 六 二 

〇 戊辰 事情 槪 g 一一  云， 七月 廿 五日、 橡尾、 土ケ谷 一一 於テ、 亦大 一一 戰フ、 先 ッ敵壘 ヲ拔キ 、利 ァリ、 敲能ク 防戰、 終 二 我 兵 利ァラ 

ス、 死傷 殆ン ト 四十 人つ 

〇 溝 口 直 正 家 記 二 云、 田 井口、 ま 藩 柿 崎 和 泉始、 當藩窪 田 嘉右衞 門、 高山 安 兵衞、 耳 取 村 米 藩 拉當藩 鈴 木 長 次郞、 溝 口 成 助、 

砲 三門、 七月 廿 五日 曉、 寅 ノ刻頃 ヨリ、 各壘 一一 テ砲戰 、未明 ョ リ總 進撃、 官軍 敗レ、 追々 諸壘乘 取， し 

〇 堀 直^ 家 記-一 云、 七月 廿 五日、 土ケ 谷、 米澤、 仙 臺苦戰 、追々 討死 有 之 趣-一 付、 後援 山村 隊 出兵、 管 名 但馬合 兵 砲戰、 速水隊 

ハ 桂 峠 へ 進撃、 烈戰。  j 

〇PI 井中 S 寶家記 一一 云、 七月 廿四 日、 越後 一一 於 テ 、米、 會ノ 諸 藩 ト相會 シテ、 日ノ 浦、 中 村 ノ 味方、 東ハ 備後 峠、 笠脫 峠、 劍 ケ峯、 

西ハ こ茂ノ  f リ 日夜 大小 砲 打懸ラ ル 、 故、 味方 死傷 多 シ 、 ^減 J^gl 贿？ 木 村 田 妙法 寺 後ノ山 二 胸壁 ヲ築、 こ 茂 

ノ敵ヲ 惱シ、 曰ノ 浦、 木 萌峠之 味方 ヲ救ハ ン ト議シ 、大砲 隊長 榊 原 十 兵衞、 夜半 ョ リ村 田、 方丈 山兩所 一一 忍 入テ、 胸壁 ヲ築ク * 

敵 不知 之、 廿 五日、 咋 夜築シ 胸壁 ヨリ、 會藩、 共 二 大小 砲 ヲ發シ 、久 田、 乙 茂 ノ敲ト 戰フ。 

〇 結 草 錄節略 二 云、 七月 廿 四日、 夜、 長 岡ロ總 進撃 二 ヨリ、 與板ロ モ烈敷 砲戰、 聲援ス へ キ旨 、本陣 ヨリ 布告 ァリ、 乃チ 

用意 シ テ待 ッ、 子ノ 下 刻、 長 岡 方位 二 火 アル ヲ見、 直 二、 砲隊 ヨリ 號砲 ヲ發射 スルャ 否、 諸隊發 砲、 昧爽、 水兵、 田 村隊、 與 

板 城下 鑌キ原 村 ノ敏へ 進擊、 ニッノ 胸壁 ラ乘 取、 山砲竝 彈藥ヲ 分柿タ レ トモ、 終 二 取 敷 難 フシ テ退ク 、廿 五日 拂曉、 - 砲兵 

隊 十六 名-木本 ゃ士ー 一名 竝附屬 衝鋒隊 九 名、 水兵 久賀隊 十 名、 一 ノ 胸壁 ヨリ、 元 與板ノ 敵壘へ 進撃、 敵、 力 戰破ル コ ト能ハ 

ス、 加 フルー 一 、敵 又、 左撗 ヨリ 大砲 ヲ發 射ス 、我 軍大 一一 苦戰、 竟 一一 繰 打 シ テ退ク 、^^谷源藏、關脇政太郞、 佐々 木 八 次郞、 馬場 

文藏、 曰 向 榮三郞 、神 指 大三郞 、渡 部 市 之 助、 本 鄉次郞 殿 戰シ、 追 兵 ヲ防キ 、頗ル 烈戰ス 、四ッ 半時 過、 漸 ク元ノ 胸壁へ 退ク、 

： 砲兵甲士關脇政太郞、甲士淺田五左衞門、水戶田村隊目付磯募，，-、。 甲；^上遠％|^五，，、 一 ゾ^曠巧^^ハ，，%11迪囌|| 

此日死 偽 六 人 釈き ノー^、 田 村が 士深田 八郞、 钣塚幸 之 助-木本 隊長 重臣、 ，信 プノ 蔵、 水 戸田村 隊士杉 山 松 之 助 中 村 乙 次郞 小 園 

幸 八、 淺 雜 伊 兵衞、 佐 藤 

丹 治、 木本 兵 夫 一 人、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第三 終 

鲁 

十八 年 十一月 二十 五日 八 等 掌 記 豐 原 資 淸 li 纂 


復古 外 記 稿本 

越後 口 戦記 第 四 . S1 治 元年 セ" 二 t§s 

七月 二十 五日、 督府、 饋銅ノ 費 額ヲ定 メテ、 之 ヲ各驛 二 布吿ス Q 

〇 各驛 へ 布告 

今般、 in: 軍人 數諸 宿へ 通行 休 泊 之 節、 賄 之 儀、 七月 廿 五日 ヨリ 別紙 之 通 相 極 候 間、 上下 之 無差別、 總テ焚 出 同様、 相 賄 可 申 候 I 

自然 賄 向 二 付、 彼是 逢 背 申 聞候ハ 、 、其 藩 ® 姓名 等 可 達 出 候、 右 之 趣 得 其 意、 下々 へ 不 洩様觸 置、 心得 違 無 之 様 可 致 者 也 C 

但、 自分 拂 二 テ通行之^！^ハ 、相對ヲ以、相當之宿錢請取、相賄可申事。 

〇 別紙 

一 泊 賄 一人 二 付 

白米 四 合 錢 四百 文 但、 菜 之 義ハ、 梅干 香 之 物 タルへ ク事 G 

ー晝賄 一人 二 付 

白米 .貳 合 錢 百 文 但、 右、 同斷、 

右 ツー s、4^ 料 御定 -ー 相 成候テ ハ 、前書 之 外、 諸 物 一 切 構不及 申、 以來、 此段急 度 心得 可 申 事" 

一 5^ 1 一一 一" 

〇 本條、 日 ヲ佚ス 、因 リテ 本日 一一 收ム" 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 五 口  プム三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 五日  六 六 四 

〇 長岡ノ 警報、 柏 崎本營 U 到ル、 參謀壬 生 基修、 副參謀 楠田英 世、 兵ヲ獨 ヰテ、 直チ -1 關原驛 一 1 

赴ク、 時 二 諸 軍 四 出シ、 柏 崎、 守 一一 乏シク 、人心 叱々 タリ、 衆、 本 營ヲ高 田 ニ移サ ン コトヲ 請フ、 

總督、 $: セス、 衆ヲ 叱シテ 死守 セ シ厶、 衆、 畏服 シ、 人心 始メ テ定マ ル。 

〇 北征 日誌 二 云、 七月 廿 五日 十字、 長 岡 會議所 ヨリ 報知、 今曉三 字、 賊、 長 岡 へ 襲來、 木陴ハ 勿論、 市中 一 圓 放火 ス、 事 不意 

二 出、 宵 軍 惚恍、 爲 ス所ヲ 不知、 必死 苦戰、 終 二 支 フル コトヲ 得ス、 追々 信 濃 川 ラ渡リ 、漠散 ス 、西 園 寺 卿、 關原 へ 御 退陣、 吉 

井幸輔 以下 諸官 長、 不知 所在 ト云、 卽刻、 壬 生 卿、 越 兵 一 一 小隊 ヲ率ヒ 、關原 へ 御 出馬 ズ夜 火勢 盆 熾、 加州、 富 山 等ノ潰 IT 彈 

藥 器械 ラ荷ヒ 、遁逃 シ歸ル 、土民 動搖、 疊ヲ 揚ケ、 荷物 ヲ運 一一 至ル. 當此 時、 諸 兵 四 出、 柏 崎、 守 一一 乏シ、 左右 皆、 御 本 營ヲ高 

田 ニ移ン ト乞、 官、 斷然策 ヲ诀シ 、衆 ヲ叱シ 、死 ヲ以 テ守シ ム、 衆、 畏服、 人心 始テ 定ル、 

又 云、 ハト D ン 及 舍穀鹽 嗜爲運 輪、 會計方 m 中 太 郞左衞 門、 關原 へ 出張。 

〇 東 伏 見 宫家記 節 略 二 云、 七月 廿 五日 十 時 過、 長 岡 會議所 ヨリ 報知、 今曉 三時、 賊軍、 長 岡 襲來、 本營 以下 市中 一 圓放 火ス、 

t= 軍 苦戦、 華 二 相 守 コ ト 不能、 追々 信 濃 川 ヲ渉リ 引揚候 由、 實以 殘懷、 切齒之 至 リナ リ、 西 園 寺 卿 ハ 先 無難 之 由、 參謀吉 井 

以下、 不辨 居所 ト云、 依テ卽 刻、 壬 生 卿、 楠 田 等、 越 兵 一 一 小隊 引率、 關原迄 出張、 斥候 或ハ諸 藩. H 、追々 報告、 賊勢益 猛烈 、官軍、 

關原迄 操揚、 先鋒 隊ハ漸 々大島 村 ラ爭ヒ 、犬 戰爭ト 云々、 入 夜、 大勢 益 激烈、 浮 說紛々 、関 原已 破、 賊、 妙法 寺 迄 迫 ルト云 、土 

民 動搖絕 言語、 妙法 寺 越 前 兵 一 小隊、 一 一 砲門 出張、 御本營 御手 本隊、 僅 一一 一 一 小隊 二 不足、 實 一一 如累 卵、 急 令 ヲ出シ 、 土民 ラ鎭 

撫ス、 十 時 過、 \^ 候 報ス、 關 無異、 大 島村尙 接戰ス ト云、 衆、 此 一一 鎭靜ス 、先是 、營中 動搖、 衆、 御 陣ヲ高 田 二 移 サン ト乞 フ、 

宮、 泰然、 斷 トシ テ衆ヲ 叱ス、 衆、 畏服 ス、 實ニ宫 軍 之大幸 ナリ、 始テ營 中 ノ動搖 止、 廿 六日、 諸道 出兵 末 至、 御 本 營空虛 、元 

來 當所敲 地、 人心 疑惑 末 全、 間諜 之 出 人 甚無覺 束、 巡邏 ノ兵 不足、 進退 殆窺ス 、入 夜、 驛々 諸 口 大雜テ 燃、 町 毎 一一 見張 番ヲ 置、 

三 四 町 問、 亦 大衙ラ 燃、 火 一一 兵 勢ヲ張 ル 、 當所 病院 手 負、 高 ra 病院 へ 追々 差 送 ル 、昨 曉來、 手负 追々 當所 病院 へ 著ス ル故 也。 


〇 北 征紀事 一一 云、 七月 廿五 曰、 星 野齊、 遽ニ歸 リ報シ テ云ク 、咋 曰、 賊、 長 岡 城 ヲ復ス 、黃門 公、 g^lf  、僅 二 身 ヲ以テ 脫ス， 一 

民政 局、 及 諸麥謀 隊長 等、 皆 返 テ關原 二 據ルト 、直 二 齊ヲ率 ヒテ、 兵 部卿營 二 詣リ、 備サ 二 之 レ ヲ報ス 、圏 ま.^ ゅュ 一 

gfgS  、同日、 杉 本 耕藏ト 議シ、 小 林 文 作 ヲシテ 、金 穀ヲ齎 シ、 關ケ原 一一 赴 カシム、 廿 六日、 宇 和 島 藩士 山田甚 作、 來 リ報テ 一 

曰、 賊、 長 岡 ヲ復ス 、小 千^ 兵備 ナシ、 暫時 モ保ッ へ カラス ト、 兵 部 卿， 本營ニ 就キ、 之レヲ 告ク、 直 ニ丘ハ ヲ出シ テ之レ ニ備フ 0: 

〇 

去 日 以來、 海陸 御 進軍 一一 付、 參謀 以下、 追々 出張 一一 相 成、 御 本營實 一一 御 無人 之 折 柄、 長岡變 動、 百事 頓湊、 左右 ヲ顧候 隙 モ 無 

之、 一時 任 ヲ冒シ 奔走 仕 候へ トモ、 實 二三 軍ノ 基礎 タ ル御 本營、 已ニ楠 田 モ登京 仕、 專權ノ 人 無 之、 庸劣 不才 ノ 私共、 假リ 一一 

モ專務 -ー關 係 仕、 自然 一 事 疎漏 一一 渉 候 テモ、 三軍 ノ進返 ヲ誤チ 候 儀、 實亍以 不堪 戰慄 之至リ 候閒、 宜御英 斷奉冀 候、 恐々 頓 _ 

曾 敬白" 

義 胤 

七月 廿 九日  再拜 

相 永  I 

東 伏 見 宮家 記 _ 

〇 參謀黑 田淸隆 等、 松 ケ畸驛 二 至ル、 溝 口 直 正、 老臣 ヲ遣シ テ、 之ヲ迎 へ、 功 ヲ立テ 以テ、 犯 順 一 

ノ罪ヲ 贖 ハント 請フ、 因テ命 シテ、 嚮導 ト爲ス 、是ニ 於テ、 兵ヲ 分チ、 一 ハ新發 田 二 赴キ、 一 ハ< 

新 潟 二 向ヒ二 ハ祌 谷內村  一！ 進厶、 直 正モ亦 兵ヲ發 シテ、 其 封 疆ヲ扼 守ス。  一 

〇 北征 日誌 節 略 二 云、 七月 廿 七日、 山 E 市 之 允、 海軍 ョ リ來 リ報ス 、廿五 日曉、 佐 渡 小 木 港 出 艦、 直 二 大夫濱 へ 進軍、 溝 □ 誠 _ 

之 進 ヨリ、 兼テ 5： 應有 之、 一分 隊ヲ シテ、 一 翰 ヲ持チ 、新發 田 ニ向ハ シ ム、 誠 之 進、 急 二 重臣 二 命シ、 王師 ヲ迎へ 、反 正ノ 効： 

ヲ奏セ ン ト乞フ 、是 一一 於テ、 新發 田兵ヲ 嚮導 トス、 此擧、 新發田 內應ノ 所以 ヲ以テ 、不戦 而 一 日 方 十里ヲ 定ムト 云、  一 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 五日  六 六 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 五 H  六 六 六 

叉 、徵兵 十一 一番 隊戰報 節 略 一一 云、 七月 廿五 日朝、 軍艦 盡ク 大夫濱 二 著 船、 直 二 上陸、 大夫濱 村 近邊、 山林 沮澤手 ヲ分テ 探索 

ス 、長 州 兵、 松ケ崎 一一 於テ、 庄內士 一  人 討 取 外、 歒兵更 二 一人 ヲ見ス 、夫 ヨリ、 大夫濱 一一 於テ糧 ヲ喫シ 、 諸 口 手配 二 付、 長 藩、 

五番 徵兵、 明 石 兵、 藝州兵 凡 五 百 人、 島 見 ヨリ 新發田 二 向フ、 長 州 一 一 小隊、 薩州 一 小隊、 秋 月 一 小隊、 長大 砲 一 ； 門、 藝ー 一門、 松 

ケ崎 二進 ム、 士 一番 徵兵、 右 小隊 ハ 神谷內 二 進 ミ 、左 小隊 ハ 朽木兵 一 小隊 ト 大夫濱 一一 屯シ、 大小 荷駄 ヲ守衞 ス 、 右 小隊 ハ 祌 

ハ，^ 内ョ リ、 名目 床 村 二 斥候 ヲ出シ 、土民 ヲ 慰撫 シ、 出師ノ 大義 ヲ讒シ 候處、 村民 等 憤發盡 力、 終夜 奔走 周旋、 廻番 等^ 勤、 其 

情 憨然、 感歎 ニ堪へ ス。 

〇 東 伏 見 宮家 記 節 略 二 云、 七月 廿 七日 十一 一時、 山 田 市 之 允、 海軍 ヨリ 到ル 、海軍、 佐 渡 小 木 港 揚碇、 直 -1 松ケ崎 へ 進軍、 揚陸、 

直 二 分隊 一 隊ヲ シテ、 新發田 二 向、 一 翰 ヲ達ス 、，瞻 Jtf 郞內、 麵 i き^ |£ 周 新 旋發ス f 速 二重 臣ヲシ テ、 王師 ヲ迎、 歸順 明瞭、 則、 

同藩 兵ヲ 嚮導 トス、 此擧、 新發 田、 連 二 歸順ス ルヲ以 、官軍 不戰シ テ、 此日方 十里ヲ 略ス。 

〇 岩 村髙俊 事蹟 節 略 二 云、 七月 廿 六日 g 、ノー li 五曉、 松ケ崎 二 著ス、 敏、 守備 ナシ 、陸兵 悉ク 上ル、 戍兵 ヲ置キ 、全軍 直チ 二 新 

發ニ 入ル、 此夜、 兵ヲ 四方 二 出シ、 敵ノ 來襲ヲ 警ム。 

ひ 島津 忠義 家 記 節 略 -ー 云、 攝津 艦、 丁 卯 丸、 加、 筑、 藝、 柳 河蒸氣 商船 四艘、 七月 廿 四日 半夜、 佐 渡 小 木 出船、 翌廿 五日 曉、 新 潟 

ヲ三里 過、 新發 m 領内 松 ケ崎濱 ロ錯ヲ 下シ、 軍艦 《、陸兵 都テ 上陸 相濟 迄、 守衞 イタ シ居、 其 夜六ッ 過、 巡視 之 爲メ、 新 潟 海 

濱へ 轉航。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 七月 廿 四日、 暮ルヲ 待テ、 攝津、 丁卯兩 軍艦、 先 ッ小木 港 ヲ發シ 、諸 船 前後 拔錨、 廿 五日、 早天、 賊ノ背 

後大夫 濱へ乘 込， 直 様 上陸 シーア、 四方へ 斥候 探索 ヲ出セ シ 一一 、賊 一人 モ不相 見、 然 トモ、 庄内 家老 歸路ノ 處へ行 逢、 直 ニ是ラ 

斬殺 シ、 夫ョ リニ 手 一一 分レ、 松ケ 崎へ ハ 長 藩 及 ヒ外城 一 番隊 等、 新 發田ロ へ ハ 長 州 及 ヒ 一 一番 遊撃隊、 四番 大砲 隊、 右 半砲隊 

等，！ テ相 進ミ、 然ル 二  、新 發田ハ 無難 降伏、 夜 入 頃、 同所 城下へ 繰 込.. 翌廿 六日 迄滯陴 セリ、 

又 云、 攝津、 丁卯兩 軍艦、 七 S 廿五曰 朝 七 字 頃、 新 發田領 松ケ崎 沖へ 著 船、 午後 二 到、 諸 船 皆 會ス、 所 牽之漁 舟 ヨリ 兵隊 ヲ卸 


シ、 軍艦 ョ リ 空砲 ヲ發シ テ、 勢聲 ヲ扶ク C 

〇 毛 利 元 德家記 節略ト 云、 丁 卯 丸、 攝津、 大鵬、 千 別、 萬 年、 錫懷五 軍艦 一 同、 七月 廿 五日  一^ ノー  y.- 四 夜 十字、 佐 渡 小 木 出港、 廿 

六日 S  、ノー！ A 五 朝 六 字、 松ケ 崎へ 著、 直 二 陸へ 繰揚。 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 七月 廿 五日、 海路 ノ 官軍、 昨日、 佐 渡 二 泊シ、 今朝、 大 夫濱ョ リ 上陸 ス、 近傍 賊ヲ 見ス、 干城 七 八 番隊ハ 

第 一 砲 分隊、 薩、 藝等ノ 兵ト、 松ケ 崎、 新 潟 二 向 ヒ 、奇兵 五番 隊、 報 國隊、 薩兵等 ハ 新發田 二 向フ、 新 發田藩 迎接シ 、夜、 城下 二 

入ル。 

〇 淺野長 勳家記 二 云、 樊藩 人數、 七月 廿 五日、 松ケ崎 上陸 後、 御 指揮 之 趣 ヲ以、 同所へ 大砲 隊 一 隊、 大砲 一 一門 S 一  小隊、 笹岡 

口へ 一 小隊、 山 内 口へ 一 小隊、 三日 市 口へ 半隊、 五十公野へ 半隊、 水 原 口へ 遊撃 一 小隊、 差 出 置 申 候。 

〇w 石 藩 記 二 云、 七月 廿 五日、 大夫濱 へ 著、 直 -ー 薩、 長、 獎藩新 發田表 へ 繰 込。 

〇 毛 利 元 敏家記 節 略-一 云、 樊藩 一 小隊、 七月 廿四 日夜 四時、 佐 渡 揚碇、 翌廿 五日 朝、 新 發田領 大夫濱 へ 著 艦、 卽刻 揚陸、 本道 

本 藩 一 小隊、 薩州 一 小隊、 閒道薩 州 一 小隊、 薩藩 一 小隊 相 進、 佐々 木 村 二 テ 合併、 同夜 四時 頃、 新發田 城下 へ 著： 

〇 朽木綱 鑑家記 二 云、 弊 藩 人數、 七月 二十 五日、 大夫濱 へ 上陸 C 

〇 秋 月 種 殷家記 節 略 一一 云、 七月 廿 四日、 夜、 佐 渡 島 港 ヲ出テ 、火 輪 船 六艘、 島 見、 大夫、 松 ケ崎三 村ノ沖 ヲ指シ テ進ミ 、廿 五日、 

弊 藩、 蔬、 長 先鋒 二 テ、 筑前 大鵬丸 ニ乘組 居、 端 船ラ以 一 時 二 上陸、 松ケ崎 ヲ指シ テ登リ 、此ニ テ長 兵、 庄内之 重臣 ヲ剌シ 申 

候、 此夜、 松ケ崎 ノ會津 川ノ岸 一一、 所々 壘ヲ 築キ、 三 藩 竝藝州 大砲 隊相 固メ、 新潟ョ リノ 敵 ニ備申 候。 

〇 溝 口 直 正 家 記 節 略 一一 云、 七月 廿 五日、 奧羽 征討 之 官軍、 柏 崎表ョ リ、 軍艦 一一 テ領 內 大夫濱 、松 ケ崎濱 へ 追々 著 岸 上陸 ノ趣 

キ、 濱方ョ リ 急報 二 付 、速力 一 一吉 田斧大 夫、 農 装 ヲ著ケ 姿ヲ替 へ 、竊 一一 大夫濱 へ 差 向、 參謀中 へ 面會、 藩 情 申述、 新 潟 へ 進軍 

ノ 手續キ 等 申談、 嚮導 ノ 者 等 申 付、 其外粮 米鹽噌 ノ 手配、 夫 々周旋 ス、 

又 云、 七月 廿 五日、 官軍、 卽日、 一手 ハ新 潟へ 進撃、 一 手 ハ 新 發田表 へ 繰 込 一一 付、 迅速 宿 陴等ノ 手配 致シ、 重臣 ノ者 出張、 參謀 

古 外 記 越後 口 戦記 第 四 明治 元年 七月 二十 五日  六 六 七 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 五日  六六パ 

中 二 面謁、 國情 陳述 -ー 及 候處、 速 二  口々 谁： 擊ノ 手配 二 付、 出兵 盡カ、 實効相 立 候樣談 -ー 付、 卽夜， 城下 口 々 へ 人 數繰出 候、 

同日 夜 、参謀 中 ヨリ 面 會ノ義 申越サ レ 、 卽刻、 堀 主計 宿陴へ 出頭、 福 原 又 市外 五名 而會、 軍議 有 之、 且粮食 ヲ始、 臺場築 立 用 

物 等、 悉皆 常 藩 二 テ受持 可 申 ilH 談 一一 付、 夫々 手配 申 付、 進軍 先々 へ 繰 出ス、 

同日、 米澤 口先 鋒 大西孫 右衞門 一 小隊、 砲 一 一門、 湯淺彌 一 左衞門 一 小隊、 砲 一 門、 夜 戍ノ刻 進發、 米澤ロ 三日 市 方 領内 境 島 潟 

村 へ 、 石 川 四郞、 小川 顥太郞 一 一 小隊 ハ 、村 上 口 領内 境 長 畑 村 へ 出張、 臺場 ヲ築キ 守備 ス 、庄内 口先 鋒 一 一 小隊、 砲 一 一門、 村 上方 

領内 境 長 畑 村 へ 出陣、 臺場 ヲ築キ 守備 ス 、後陣 一 一 小隊 モ、 引 續キ繰 出ス、 

廿 六日、 先隊 塞田嘉 一 郞、 窪 田 源 五右衛門 一 一 小隊、 砲 一 一門、 當領 會津境 山內村 へ 出陣、 賊、 山 谷 要地 へ 堅壘ヲ 築キ、 嚴シク 相 

備候 二 付、 早急 所々 へ 對壘ヲ 築キ、 番兵 ヲ出ス 、水 原 方 領內境 本 田 村 へ ハ 、佐 分利 雄吉、 喜 多 尾 勝 藏 一 一 小隊、 砲 三門、 瀧澤 村、 

月 岡 村、 荒 川 村 等 へ 配 兵、 要地 へ 臺場ラ 築ク、 卄 七日、 弊 領境赤 谷 口 ハ 、會津 本道 ノ 要地 二 付、 賊徒、 中 山嶺 或 ハ 蛭 岩山、 右 ハ 

八方 山 等 ノ嶮ニ 據リ、 數ケ所 ノ堅壁 ヲ設ケ 、防 戰ノ手 宛嚴重 一一 相： 候 間、 不取敢 、山 内、 中 山 兩村境 S 城 山へ 臺場ヲ 築ク、 時 

々、賊 ヨリ 頻ニ發 砲 スト 雖 トモ 、樹木 二 據リ 防禦 シ、 不移 時刻 築 立、 统兵ュ S 大砲 等 相 配リ、 其 外 鳥 起、 傳藏澤 、「 ュッ リハ」 平 

等數ケ 所對壘 ヲ築キ 、人数 致 配分 候 得 共、 何分 人 少-ー 付、 後 勢 繰 込 ノ義、 早打ヲ 以テ& 起、 翌廿 八日 朝、 參謀中 巡 見、 夫々 指 

揮 有 之、 水 原 口 大砲三門 繰 込、 晝午時 頃、 藝州 一 小隊 到 著 二 付 申 合、 城 山 等へ 配 兵、 日夜 大小 砲 二 テ接 戰罷在 候。 

〇 若松 記 節 略 二 云、 七月 廿 六日、 1、 ノー  ny: 五明 ケ方、 新 潟 沖 海、 蒸氣 軍艦 六 艘相見 候 由 注進 有 之、 早速 食事 兵粮 貯 支度 ィ タ シ、 

LU  ノ  一 j 一- ni 

予、 g 驅、 片桐彌 九 郞始、 支配 拾 六 人 引率、 軍議 所 53」ー へ 出張 致 候處、 新 發田藩 山 ffl 某兩人 二 テ、 同藩 領松ケ 崎、 右 六艘著 

船 致、 依テ、 同藩 關門 佐々 木 ト申所 へ 人 數繰出 候 由、 隨テ爱 元 之 御 軍議 、如何様 -ー 御 诀斷- 一 扣成候 哉 ト問フ 、其 時、 軍議 最中 

二 テ、 奧羽之 藩士 軍配 不相附 、左 候 内、 予へ松 崎 上陸 人數 彼是 之 形勢、 斥候 被 仰 付， 是日、 五 ッ半頃 二 モ. 候ャ、 直樣罷 出、 其 時- 

予申候 一一 パ 、爱元 へ 歸候迄 ハ 、新發 田 御歸被 下候テ ハ 不 相 成ト、 手代 木^ へ 申 置、 直 一一 松 ケ崎向 フ下居 山村 へ 參リ、 同所 ョ 

リ此 間道 程 三 里程 有 之、 色々 探索 致、 阿賀 川 ラ隔、 雙 眼鏡 一一 テ見候 得ハ、 松 ケ崎ョ リ ft 里程 先、 大 夫濱ト 申所ョ リ 上陸 致、 右 


人 數八九 百 人 程 -1 相 見 候、 夫ョ リ七百 人 程ハ、 直 様、 新發田 城下 ヲ差テ 繰 込 候 由、 其 時、 佐々 木關 門へ 差 出 置 候新發 田人數 

ハ 、印 ヲ脫 シーア、 先 案 內致候 由、 松 ケ崎殘 人 數千人 餘ノ內 、六 百 人 程ハ新 潟へ 向ヒ、 沼垂 宿へ 其 曰 夕刻 迄 繰 込 候 由、 殘 五六 百 

人 ハ 、刖、 廿 七日 -1 水 原 へ 取掛候 由、 夫 二 テ 軍艦 六艘之 S 、四 艘人數 、ノ 上陸、 威 艦人數 尸 上陸 不致、 先夫 迄ノ 探索 一一 テ 、新 川 

ト申所 ョ リ川船 -1 テ乘 下リ、 同 夕 七 ッ時頃 著ス、 右 之 次第、 一 々  一一 口 告ス、 新發田 藩士 兩人 被歸、 此者兩 人、 果シ テ 間諜 二 有 

之 「夜半 頃、 新 發田藩 中 者 三人、 閒者ー 一人、 仙 藩士 打留 、竟人 ハ逃候 由、 名前 不相 分。  ， 

〇 酒 井 忠寳家 記 節 略 一一 云、 七月 廿 五日、 家老 石 原 倉右衞 門、 兼 テ新潟 一一 在、 用 向 有 テ庄内 へ 歸路ノ 途中、 松ケ崎 一一 テ 官軍 ノ 

上陸 二 行 逢、 害セ ラレ ヌ Q 

〇 官軍、 夜  一 I 乘シ テ、 賊兵ヲ 赤 谷 村 -ー 擊ッ。 

〇 前 田 慶寧家 記 二 云、 七月 二十 五 日夜 子脾、 津田卜 之 進隊 、長 岡 ノ急ヲ 聞キ、 之 ヲ救ハ ン ト欲シ 、高 崎 藩 ノ兵ト 合シ、 進 テ 赤 

谷 村 ヲ火シ 、急 一一 賊壘ヲ 攻ム、 利ナ ラス シ テ退ク 、賊、 尾 擊ス、 原 余所 太 郞ノ隊 來援、 礮擊シ テ 之ヲ卻 ソク。 

〇 大河 S 輝聲家 記-一 云、 七月 一 一日、 加藩ト 協力、 來傳村 山際へ 胸壁 築造、 守備 罷在 候處、 赤 谷 村 邊屯集 之 賊徒、 砲臺 ヲ營、 日 

夜 對壘、 無 問 斷砲戰 等 有 之、 同廿 五日 - 一至 リ、 近々 總進搫 之 焚 略、 軍曹 ノ指禪 ヲ以、 同夜 嗜昧 一一 乘シ、 同村 へ 加 藩 及 弊 藩 半 小 

隊ッ 、 、合 丘ハ 二 テ進擊 仕、 間 牒ヲ以 、所々 放火、 賊巢 燒拂、 小 銑 一一 テ烈敷 及 放 擊候處 、賊、 敗走 一一 付、 一同 一一 歸營仕 候。 

〇 松 本 藩 記 二 云、 七月 廿 五日、 神 方 新 五 左 衞門隊 、上 來傳村 二 守 衞罷在 候處， 軍曹 淵 川忠之 助^、 參謀代 高野廣 馬， ぬ 等被罷 

越、 長^ 其 外 官軍 方 敗走 -ー 付、 別テ盡 力、 一 際 厳重 相 守 候 様 御 沙沫有 之、 同夜、 加 藩 津田十 之 進隊、 高 崎 藩 宮部八 三 郞隊、 子 

刻 ヲ期シ 、赤 谷 村ヲ可 燒拂、 其 節、 常 手 赤 平 山 ヨリ 小 向 へ 進 擊ノ虛 勢 ヲ張リ 、赤 谷 村 へ 進 擊ヲ可 相 助 軍議 二 テ、 子ノ 刻、 赤 〔43 

村烧拂 ヒ 、赤 平 山 ョ リ贼壘 へ 發砲、 鯨波 ヲ揚ケ 、小 向壘壁 へ 進擊、 虛勢ヲ 張 ル。 

〇 攝津、 丁 卯 二 艦、 新 潟 港 二 至ル、 英國 商舶ー 一隻、 港 中 -ー 碇泊 ス、 因テ論 シテ、 速-一 退去 セシ 厶、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 五日  六 六 九 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 五日  六 七 〇 

英人肯 セス、 辯 論 數囘、 始メ テ命ヲ 奉ス。 

〇 慶應 出軍 戰狀節 略 -ー 云、 攝津、 丁卯兩 軍艦、 七月 廿五 日朝 七 字 頃、 新 發田領 松 ケ崎沖 へ 著 船、 午後 -ー 到、 兩 軍艦 新 潟： W へ 

到リ 、{ ^治 之夷舶 Is  二  、"ま 巧が MM 一 や  1 " 

當港 €： へ 賊兵屯 集 -ー 付、 砲 擊掃攘 二 及 候 間、 早々 此處ヲ 可 立 退、 此事、 日本 政府 外國 事務局 ヨリ 告示 候樣奉 命候條 此旨 

申讒 候、 巳 上。 

七月 廿 五日  日本 政府 軍艦 船將 

右 畢テ、 又松ケ 崎へ 到ル、 廿 六日 薄暮、 兩艦又 新 潟 海岸 一一 到ル、 夷舶猶 繋在セ ル 二 一一  ヨリ、 再度 面接 シテ、 此地 ヲ退シ ム、 廿 

七日 朝、 夷 舶再來 リテ、 沖合 一一 掛ル トイへ トモ、 砲 臺トノ 間、 彈道ヲ 避ケテ 碇泊 セリ、 八月 朔日、 應接相 濟テ、 夷舶當 港ヲ出 

〇 北征 日誌 攝津艦 指 禪役兼 坂 某 戰報節 略 -ー 云、 七月 廿 六日、 攝津 艦、 丁 卯 艦 之儀ハ 、陸兵 爲應援 、新 潟 港 へ 廻 舶之處 、英國 商 

船 一 一艘 繋碇、 同地 へ 互市 致 候樣子 -ー 付、 直樣及 談判、 賊徒 屯 集 之 地 故、 當港速 -ー 致 退 船 候 様、 申 li 置 候。 

〇 金 川 誌 别集節 略 一一 云、 新 潟 iB 軍艦 ヨリ 到來セ シ 書狀ノ 富、 

新 潟、 英 船ニ艘 碇泊、 

一艘 名 大坂 一艘 名 委シク 不存、 此分ハ 、二十 五日 I、 暮前、 新 潟 著、 

應接ノ 次第、  ， 

廿五 日夜 八 時 頃、 攝津 丸、 丁 卯 丸 トモ 新 潟 へ 罷越、 攝津丸 ヨリ 柳 河 人 笠間循 雄、 薩 人通辨 ヲ善ス ル人 一 人、 今日 暮方 著ノ船 

へ 罷越、 應 接ス、 

問 曰、 何處 ヨリ 來リ、 又何ノ 用事 ァリ テ此處 一一 來ル ャ、 

彼 答 曰 月 六日 頃、 長 崎 出帆、 兵隊 五 百人バ カリ、 其 外 器械 等 載セ、 秋 田迄罷 越、 夫 ヨリ 何 力 用事 有 之、 只今 當 港へ 罷越 候、 


當港 へ 罷越候 次第 ハ 、全ク 水 ニ盡キ 、且、 新 潟 近況 不相分 事故、 旁 立 寄 申 候、 

兩人問 曰、 左様 ノ儀 一一 候ハ 、承知 ナリ、 當港ハ 賊地 ノ 事故、 何時 砲 擊可致 モ 難 計 、今晩 二 テ モ 戰爭 一一 可 相 成 候 間、 早々 立 去 

リ可. &、 万 一 其方 共 一一 怪我 等致サ セ候テ ハ 不宜 事-一 付、 何分 一一 モ 早速 立 去申ス へ シ、 

彼 曰、 御懇 ノ 御言、 難 有 候、 早速 出帆 可 仕 候、 併 シ 水拂底 ノ 事 一一 付、 汲取 次第 出帆 可 仕 候、 

兩人 曰、 其 段 今 一艘へ モ 可申傳 事、 彼 日諾、 

右次 第 二 付、 廿五曰 夜半 頃、 新 潟 出帆、 松ケ崎 へ 歸ル、 

廿 六日、 朝 ョ リ晝 二 到リ、 イマ タニ艘 -ぱ 5f  f  jtMH ト モ 出港 不仕 二 付、 兩艇、 囊、 新 潟 へ 罷越、 丁 卯 丸、 昨日 來リ候 船 

きハ， 口 日; -、 ノ近邊 へ 行 候處、 彼頻リ ニ來レ ト呼フ 二 付、 河 野 又 十郞、 原 顯齊、 彼 船 ニ罷趣 候處、  - 

彼 曰、 中段 二 役人 ァリ、 其 人 用事 ァリト 言フ、 

兩人 曰、 諾、 直 二 中段 二 下リ、 右 役人 ニ面會 候處， 彼 者 曰、 何ノ 用事 ァリ、 此船 ニキ タル ャ、 兩人 曰ク、 tM^^SI リ 此人、 我 

ヲ呼 フニ  K テ キ タル、 

彼 曰、 此處 二 テ戰爭 ヲ始ム ルャ、 

兩人 曰、 只今 ョ リ 砲撃 スル 一一 付、 直 一一 當港 出帆 ス へ シ、 

彼 曰、 直 二 出帆 ス ル譯ニ ハ 不相 成、 此度ハ 「フ 口 イセ ン」、 「ヲ ラ ンタ」 、「ス ィ ー ッ ル」 三國コ ン シュル ノ命 ヲ受、 罷越候 事 二 

テ、 其 上 一 萬 トル 位ノ 荷物 モ陸 一一 揚ケ 置、 人 モ七八 人 揚陸 イタ シ 居候 事ュ ヱ、 是非々々、 直 一一 出帆 ハ 出 來不申 候、 

兩人 曰、 是非 出帆 イタ ス ヘシ、 

彼 曰、 出帆 不相 成、 

右 談判 中、 首談 不通、 

朝廷 ヨリ 被 仰 出 候 次第 等、 兩人 ヨリ 申 聞 候 得 共、 一 切 聞人不 申、 旣 一一 喧曄ト 相ナル へ ク處、 會 人力 又 ハ庄. 2： 人力 不相 分、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 五日  六 七 一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 五日  六 七 二 

お 六 人、 突然、 劍ヲ提 ケ出キ タ リ 、兩人 二 向テ 曰、 御手 前 長 州 人 ト被申 候處、 眞乎、 兩人 曰、 然リ 、 

五六 人變 色、 已 二 斬 力、 ラン トス ルヲ、 外國人 等引留 、奥 一一 押 込、 ソ レ ョ リ外 國人モ 言葉 ヲ和 ラケ、 色々 謝 候 様相 見 候 一一 付、 

兩人 曰、 其方 ト 議論 致シ候 テモ、 始終 言語 不通 シ テ、 意味 猶更 不通 様相 成 候 一一 付、 後程、 通 辯 ヲ善ク ス ル人 ヲ遣シ 可 申ト言 

置、 直 一一 攝津 丸へ 行キ、 委細 ノ 始末 談合 ス。 

同時、 攝津艦 ヨリ 兩 三人、 大坂ト 申 船へ マイリ、 朝廷 ョ リ被 仰 出 候 次第 申 聞、 旣 -ー 今晩 中 、砲撃- 1 モ可相 成-一 付、 早々 可 立 

去 ト&談 候處、 其 儀 一一 せ、 書物 一通 吳レ 候へ ト申 一一 付、 直 様 書面 差遣 シ候處 、直 二 承知 ィ タ シ 、出帆 可 致 由 返答 ス 、 

攝津艦 ヨリ 昨日 著ノ 船へ、 兩 三人 又參リ 候處、 彼 曰、 先 剋、 長 州 船 tlf、 ヨリ キ タリ 候 人へ 對シ、 甚失禮 ノ事ハ イク ヱモ 

御免 可 被 下 候、 併 シ 長 州 人 モ 無禮ヲ S. 候、 尤、 言語 不通 ヨリ 也、 

攝 津艦ョ リ マ イリ 候 人 曰、 何故、 是非 出帆 不相 成ト 申ャ、 

彼 曰、 荷物 人 等 揚陸 二 付、 直 二 出帆 ト申 ス譯 -ーハ 不相 成ト申 候、 何卒 明 日 迄待吳 へ シ , 併此處 ハ、 朝廷 ョ リ條約 外 ノ國 ト 

存候、 通商 イタ シ候テ モ不苦 ヘシ、  - 

兩 三人 曰、 條約外 ノ國ト 申驛ハ 無 之決テ 、先頃、 外國 事務局 ヨリ 御 達 モ有之 ヘシ、 

彼 曰、 一 切 存シ不 申、 

兩 三人、 種々 意味 ヲ分チ 申キカ セ 候へ ト モ、 十分 一一 分 リ兼候 様 一一 付、 

兩 三人 曰、 明日 迄 待吳候 様ト申 事、 條約外 ノ國ト 申 事、 此ー ーケ條 一一 付テ ハ 、重役 ノ人モ 有 之 候 事故、 後程、 攝律 艦迄キ タリ 吳 

候 様 申 置、 歸リ申 候、 

攝津艦 二 テ 評诀、 

右次 第 二 付、 明日 何時 迄 ト剋限 ヲ定メ  、ソ レ迄 荷物 人 等 船へ 引取 ラス 節ハ、 ソノ儘 一一 テ砲擊 ニ及フ ヘシ、 

コン シュル 一 ト中人 モ 、自分 二 ハコ ンシ ュル ト申サ ス 、只ミ 二 ス ト ル」 ョ リコ ンシュ ル」 ノ 用事 ヲ務ム ル様、 申 付 候ト申 居候- 


新 潟 市中 一 一統 ヲ上ケ 居候 様、 相 a 申 候。 

〇 若松 記 節 略 -ー 云、 七月 廿 七日、 貳艘 軍艦、 松 ケ崎ョ リ乘 廻リ、 新 潟 日和 山 沖ニ滯 船ス、 此時フ ロイス? §、 人スネ ル、 兩度 

お直 艦 へ 乘込、 應接之 事、 ス ネル、 當湊 I、 戰場 一一 相 成候テ ハ 、開港 ト 天朝 ョ リ被仰 出 候 障 一一 相 成、 尤、 ス ネル、 賫船 兵器 

共 數多入 置 候 間、 何卒 兩 三日、 砲 戰扣吳 候 様 二 ト 云、. i 人 軍事 方、 當湊詰 合 諸人 數引 上候ハ 、 、手充 ヨリ 砲 發致間 敷 由 申、 此 

邊ノ 所、 異人 共 へノ 應接ハ 、田 中 茂 手 木 一一 候へ ト モ、 同所 二 テ 討死 致 候 故、 不詳。 

一 一 十六 日、 諸 軍 中 訛 言 百出、 人 々 疑懼 ヲ懷ク 、督府 、乃 チ令ヲ 下 シ テ 、嚴 一 1 之 ヲ戒飭 ス 0 

今 m ハ 衆 心 ヲ惑シ 、諸 兵隊 動 搖致候 段、 甚 心痛 存候、 本陴之 地、 兵隊 動亂 致候テ ハ 、人民 途ヲ 失ヒ、 方向 モ不相 建、 殊諸 

隊長 之不節 二 當リ、 甚以不 届 之 至、 向後 右 様 之 義無之 様、 急 度 相 心得、 兵隊 へ 相示シ 可 申 事、 

ー陴中 一一 ォヒ テ 平日 發砲、 譯テ不 相 成 候、  • 

一 急變 之節ハ 、速 二 支度 相 調、 整列 シテ 出陴 之命ヲ 待へ シ、 リ 一一 動搖之 ハ 、可 任 軍法 候 事、 

右 之 通 申 付 候 間、 心 得 違 無 之 様 可 致 候。 

七月 廿六 日 li 

〇 松 ケ崎ノ 官軍、 賊兵ヲ 本 所 村 二 攻ム、 賊兵支 へ ス 、新 潟 ニ走ル 、官軍、 追擊シ テ沼 垂驛ニ 至リ I 

贼ト信 濃 川 ヲ挾テ 相 持ス。 

〇 北征 日誌 新 井 一 業 戰報節 略 二 云、 七月 廿 六日、 越後 國藩原 郡 本 所 村 へ 、米 澤賊屯 集 之 由 報知 有 之、 薩、 長 ® 高 鍋 半隊、 松ケ 

崎ョ リ 阿賀 川 ザ 渡リ、 直 一一 巢窟 一一 迫 リ候處 、贼 兵、 狼 狼 遁走 ノ姿 一一 付、 機 一一 乘シ テ高鍋 ノ兵ヲ 指揮、 追討 爲致、 猶 途中 ヨリ 手 

配 二 寄テ、 中 山村 之 間道 ヲ進ミ 、黄昏、 沼垂 一一 押 詰 候處、 賊、 新 潟 二 敗走、 薩、 長 兩隊已 一一 著 陣相成 居、 同所 一一 テ三藩 合 集、 各 持 

場 ヲ定メ  、壘ヲ 築 キ砲擊 、廿 七、 八兩 日、 藝州 大砲 隊竝高 鍋 兵隊 操 出シ、 同所 下 所 村 一一 テ小戰 一一 及 候處、 高鍋隊 一一 慯者 一 人、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 六日  六 七三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 六日  六 七 四 

賊徒 手 負 モ 有之樣 候。 

又、 徵兵 十一 一番 隊戰報 節 略 一一 云、 七月 廿 六日、 新 發田藩 ョ リ本所 村 一一 、 米 賊屯集 之 趣 報知 二 付、 松ケ崎 會議所 二 於テ 算ヲ定 

メ、 薩、 長、 高 鍋、 阿賀 川 ノ西堤 ラ進ミ 、十一 一番 徵兵左 小隊、 藝州 砲隊ト 阿賀 川柬ラ 上リ、 七ッ 半時、 本 所 二進 入ス、 賊兵、 旣 二 

薩、 長 ニ追ハ レ、 只、 殘 二 小 兒ノ集 游ヲ見 ルノミ 、夫 ヨリ 急 歩 進軍、 初更 ノ比、 沼垂ニ 入ル、 薩、 長、 高 鍋兵旣 二 著シ、 信 濃 川 

ヲ隔テ 、 、新 潟 賊兵ト 砲撃 ヲ始ム 、徵 兵、 卽 チニッ 二分 チ、 半隊ハ 賊ノ洲 崎砲臺 二 當テ、 壘ヲ 築キ、 半 隊ハ附 寄 島 二進 ミ、 三 

Elf: ヲ造リ 、薩、 長、 藝 兵、 新發田 兵ト與 二 放 擊ス、 賊勢挫 屈ス、 廿 七日、 時々 互 一一 放 撃、 新 發田藩 一 人、 徵兵從 僕 一 人、 薄 蔽ヲ受 

ル、 右 小隊、 亦 到 著、 蒲 原 ノ壘ヲ 守ル、 左 小隊 三 四 分隊 附寄 ヲ守ル 者、 長兵ト 交代、 一 一 - 一分 隊ト 合併、 廿 八日、 敵衝ノ 小島、 蘆 

荻ノ中 一一 忍 入、 壘ヲ 築キ、 忽チ 藤ヲ切 テ賊ニ 對ス、 賊、 惶愕シ テ、 砲 擊颇ル 盛 ナリ、 此間、 敵 ノ閒合 三百 ャ ー ルト、 此日、 高 鍋、 

藝州ハ 上 所 一一 進ミ 戰フ。 

〇 慶應 出軍 戰狀 -一 云、 外 城 一 番隊、 七月 廿 六日、 太夫 濱 ヨリ 本 所、 沼垂迄 進撃、 賊米兵 大敗 走。 

〇 淺野長 勳家記 一一 云、 弊 藩 人 數松ケ 崎 之 分、 大砲 隊 S 半隊、 沼垂 へ 差 出、 七 K 廿七 日夜、 下 所 へ 砲臺ヲ 築、 信 濃 川 ラ隔、 新 

へ 砲發、 人家 燒失、 或 ハ 破 as 、翌廿 八日 モ度々 砲戰 e 

〇 秋 月 種 殷家記 一一 云、 七月 廿 六日、 本 所 村へ 米澤賊 一二 十 人位 屯 集 之 由 一一 付、 軍曹 新 井 陸 之 助屆書 ま、 之 通 二 テ、 沼 垂ラ相 

固、 翌廿七 曰 一一 至リ、 總 勢沼垂 一一 會合、 廿七 曰、 廿八曰 ハ下所 村 迄 操 出シ、 曰 衣川 ヲ隔テ 砲戰。 

〇 溝 口 直 正 家 記 一一 云、 七月 廿六、 日 松ケ畸 上陸 人 數ノ內 、薩、 長 、高 鍋 藩、 阿賀 川ヲ越 、律き 5 星 村へ 出兵、 一 手ハ 海老 ケ瀨 村、 

一手 ハ堤通 リヨ リ本所 村へ 進軍， 一 付、 弊 藩 高久六 左衞門 一 小隊、 沼垂 警衞 出張 先 ヨリ 發向 之處、 本 所 村 屯素ノ 賊徒、 一 戰 モ 

モ不 及、 盡ク 敗走、 卽 * 追討 致シ、 海老 ケ瀨 新田 一一 テ、 右三 藩 人數落 合、 總勢 一一 テ追 詰、 暫時 及 砲戰、 忽散走 一一 付、 無 透 間 致 進 

擊候處 、寺 山 新田 一一 テ 、贼 兵少々 相 加 リ 、此所 一一 モ 及 砲戰、 賊四人 討 取、 直 一一 沼 垂迄追 詰候處 、賊徒、 信 濃 川ヲ打 越、 新 潟 へ 

敗走、 浪早申 ノ 下 刻 一一 及 ヒ 、敵情 難 計 二 付、 要地 二 臺場 ヲ構ヒ 、 沼垂 出張 弊 藩 人 數馳加 リ、 同 衣 ヨリ 新 潟 屯 集 ノ 賊ト、 信 濃 


川 ヲ挾テ 砲戰。 

〇 仙臺藩 記-一 云、 新 潟 開港 場、 各藩 少人數 出兵 ノ處、 七月 下旬、 新潟ョ リ僅 隔テ、 新 發田領 松 ケ崎ト 申處へ 、官軍 蒸氣 船三艘 

著、 上陸 致 候 否、 廿五 P 、新 發田 藩、 反覆 破盟 、官軍 合併、 新 潟 へ 進擊發 砲、 仙 藩 牧野 新兵 衞、 大石源 之 進、 僅 -ー 一 小隊 半ノ兵 

ヲ 散布 シ、 同所 ノ川 ラ隔テ 防戰、 追テ 官軍、 大軍ヲ 進メテ * 烈敷發 砲 、源 之 進 激戰、 iB 軍 死傷 モ相見 候、 同日 ヨリ 廿 九日 迄 五 

u  ノ間、 不撓 U 々 苦戰盡 カ罷在 候。 

〇 若松 記 節 略-一 云、 七月 廿 六日、 沼垂 向新 潟 大川前 番所 ヨリ 多 門通リ 川端、 柴守三 指揮 二 テ壘壁 築 立、 米 藩 人 數貳百 五 拾 人 

程、 海岸へ ハ 仙 藩 人 數百五 拾 人 程、 予 支配 卜 六 七 人、 外 二 米 藩 之 者 三 小隊 程、 大砲三門、 右 固 居候、 同夜 五ッ 半頃ョ リ、 

沼垂 ョ リ 大砲 燒丸 打懸 ル事、 數フ ル 一一 有餘、 市中 老若男女 ナ キサ ケフ聲 夥シ、 侬テ、 市中 ノ 者へ 夫々 手當 イタ シ 、家 上へ 火 

附候ハ 、 、如何 樣相成 候トテ モ鎭火 致 候 様、 同所 奉行 ヨリ 爲觸候 故、 放火 二 不相成 候、 其 時、 予、 片桐彌 九郞、 海岸 巡邏 止 時 

ナ シ 、此 夜、 九 ッ半過 一一 モ候 哉、 白山 宫 へ 諸 藩 人 數引纏 候樣、 御 差 圖有之 候 一一 付、 仙 藩、 米 藩 へ 相傳可 t ト存、 屯 場 へ 罷越候 

處、 予 へ 無 案 内 引 上ケ、 * 人 モ 不居合 候、 依テ 、予 支配 相 纏 ヒ 、白山 宮 へ 引揚候處、奧羽藩士頤分之^|< 會集 最中 二 候處、 予、 

お 候 一一 ハ 、海陸 共 -! 大人 數 二 テ被取 込、 尤、 右 場所、 死地 二 入 候、 地 利 一一 アラス 、夜 明ヌ先 一一 、爰許 引 上ケ、 信 濃 川上 關屋 村ョ 

リ _f f 、ス 一、 里 大野 宿、 ，， 夫 ヨリ 酒屋 川 へ 渡リ、 新津宿 へ 懸リ、 阿賀 川 ヲ越シ 、分 田 宿 近 村、 水 原 近 村、 小 里 村 水 原 ヨリ 新發 

田道篏 岡、 右三 ケ所 へ 人數相 配リ、 越 地 長 岡、 與 板方而 へ 出張 致シ 居候 諸 藩 人数 、若松 ヨリ 達 響 通路 ヲ西兵 n 被 立 切 候 ヨリ 

尸 、此地 ヲ捨、 水 原 近、 右 之 場所々 々 へ 、爰許 諸 藩人數 五六 拾 人 二 テ、 取 敷 ヨリ ノ要策 有之閒 敷ト、 再三 申入 候、 II  一一 jJI 

解 由 ト覺中 候、 頭分 喪 藤 安右衞 門、 大石源 之 進、 米 藩 色 部長 門、 大瀧新 44- テ 所；；； t ケ、. s、？ 記さ 矣義 二  ^5=4^、者港1\!人数、白カ1\ー{呂 

藏、 庄內藩 一一 一人、 名前 不明 、幕府 兩人 之內壹 人、 安田 洒造 尾、 壹人 不明、 仏激弓 J ク * 弓酉^\ーぉ§  5^5«;^1\ノ#-  mL1M& 

へ 相 纏 候 樣申觸 候 得 ハ 、追々 馳集リ 候處、 米 藩 ノ 者 共、 誰 申 トナク 、皆 死 -1 成 候 トモ 、此場 引 事 不相成 杯 ト 、傍若無人 之 口上 

ヲ發シ 、誠 一一 殘 念成義 一一 候 得 共、 夫 故、 叉々、 大川前 多 門 通 リ壘壁 へ 罷出、 砲戰相 始リ、 依 テ柴守 三、 片桐彌 九郞、 予 等始、 支 

配 卜 七 人 二 テ 、白山 前 信 濃 川端 四 五 丁 計 之 間 持 切-同夜 明 方 ヨリ、 砲戰 ま時ナ シ 、 f  M 呷 f> 此同& 片 IMk も 本ば M 
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g、  所 十七 八 人 一一 テハ、 何 トモ 防 兼 候、 尤モ信 濃 川 ヲ隔、 敵 ハ 川端 声 谷地 之 中 ョ リ烈敷 打 懸ケ、 漸踏 コラへ 居ル、 其內 

-I 廿 七日 八 ッ 頃-一 、御 新 領田ノ 村 ト申所 之 庄屋、 渡 部 三郞兵 衞ト申 者、 兼 テ心懸 置 候 農 共廿 人程爲 呼、 直 樣予カ 支配へ 合 兵 

爲致、 頻リ -ー 苦戰/ 所、 外 二 越 地 五泉 代官 寺 田 信 三郞、 |§ 御水 刀 出、 羽 兼々 組立 置 候 町 農兵 四 拾 人 計 引率 シテ、 同所 へ 出張、 

侬テ、 是 ハ 同所 ョ リ 川上 關屋村 ト申所 へ 軍配 二 相 成、 §f 里 新 ~u ョ上リ 、道 外 二  、仙 藩 同所 詰 合 之 人 數齋藤 安右衞 門、 大石源 之 進 

Klfa  一、、 rj 斤 . き 又 。原註、 廿 六日 、小人数-一 テ 何共 配 兼 候- 付、 唐澤源 吾、 早 打」 一 テ、 島 崎 i^!^ 、へ；； IfSj パぉま 

始 寺 田 ト申合 同 tw 'へ 陣取 趣 【1"、 横 山 傳藏隊 跺込候 答-一 候處、 新 潟 表同廿 九日 朝破レ 間-一 不合空 敷 相成ル 

〇 新 發田ノ 官軍、 書 ヲ村上 老臣 二 贈 リテ、 向背 ヲ問ヒ 、二十 八 曰ヲ期 シテ、 之 二 答へ シム、 翌日 

老臣 廣瀨某 I、 等、 書 ヲ上リ 、城主 內藤信 民 I， 病 篤ク、 考臣皆 出テ外 一一 在ルヲ 以テ、 姑 ク其期 

ヲ 緩クセ ン コトヲ 請フ。 

今般、 松 平 肥 後、 上 杉 彈正爲 討滅、 官軍 長 岡 口 へ 被 差 向、 就中 一 軍 ハ 、咋廿 五日、 軍艦 六艘、 總勢五 千 人、 爲賊巢 進撃、 取途于 

新發 田、 揚陸、 同藩 致應控 候處、 年來勤 王 之 素志 一一 有 之 候 所、 賊焰之 タメ 被 鎭壓、 國情 哀訴 及 通延候 段、 頻 一一 歎願 申立 有 之、 

其 段 委細、 總督府 へ 申 越 候、 然ル 所、 於 貴 藩、 御國論 如何 候 裁、 御領 境 接近 之 事故、 此 段兼テ 承知 致 置 度 候、 若 御國情 徹底 不 

致、 墜塞 - 一打 過 候 憐モ有 之候ハ 、 、其 段、 明 後 廿八曰 迄、 新發田 本陣 迄 御 重役 兩 三人 被 成 御 出、 委細 國情可 被 申 仲 候、 萬 一 日.. 

限 及通延 候節ハ 、兵士 差 向、 於 御城 下 御 闺論可 承 候、 此 御領 掌 可 被 成 候、 先ハ 爲其馳 一 書 候 也、 草々 不 一 。 

新發田 出張 iB 軍本陴 

七月 廿 六日  各  中 

村 上 御 重役 各 中 抱 鎖雄瞻 

〇 信 美 家 記 二 云、 七月 廿 六日、 新 發田御 繰 込 1\ー 官軍、 御本當 ヨリ 村 上城內 へ 以使、 右 之 御 剪 紙來。 


咋廿 六日 出 之 御 剪 紙、 今廿 七日 申 下 刻 相 達、 拜見仕 候、 然ハ 今般、 松 平 肥 後、 上 杉 彈正爲 御 討滅、 官軍、 長 岡 口へ 被 差 向、 就中 

一 軍ハ 、去廿 五日、 軍艦 六艘、 總御勢 五 千 人、 爲賊巣 御 進撃、 新 發田迄 御 出兵、 同藩 被爲及 御應接 候處、 年來勤 王 之 素志 有 

之 候處、 爲賊 滔被鎭 ir 固 情 哀訴 及 遲延候 段、 頻 歎願 S. 立 有 之、 其 段 委細 總督府 へ 被 仰 進 候、 然處、 於 弊 藩國論 如何 候 哉、 

領境 接近 之 事故、 此段 兼テ御 承知 被 成 度 g 、若 國情不 致 徹底、 壅 塞 -ー 打 過 候 儀 モ有之 候 ハ 、 、 其 段、 明廿 八日 迄 二 新發田 

御木 陣迄、 重役 之お 兩 三人 罷出、 委細 國情可 申 上、 萬 一 、日限 及遲延 候節ハ 、兵士 御 差 向、 於 城下 國論可 被 成 御 承知 3=、 御 紙 

表 之 趣奉畏 候、 然 ル ュ 、紀伊 守 病 氣之處 、此節 及 大切、 C 外 混雜、 無人 之 重役 共 四方 へ 奔走 致シ 居、 內情之 意味、 明白 申 上 候 

儀無覺 束、 深 心痛 仕 候、 依 テ甚恐 人 候 得 共- 出 期日 限， 哲御、 豫被 下候樣 仕度 奉 願 候 右 等 之 情 實爲可 申 上、 不 取敢、 此者差 

出 候 sr 宜敷御 聞 上 可 被 下 候、 猶、 不日 別人 sr 委細 可 申 上 候、 右、 御請 爲可申 上、 如斯 御座 候、 恐惶 謹言。 

七月 二 卜 七日  村 上 藩 廣瀨阜 太 

藤 田 新兵 衞 

新 發田御 出張 

官軍 御 本陣 各 御 衆 中 様 は § 

〇 按ス ル 一一 、信 民、 本 月 十六 日 ヲ以テ 病歿 ス、 本條、 此節及 大切 トァ ル ハ 、蓋、 其死ヲ 隱蔽セ シ ナリ。 

〇 信 美 家 記 叉 云、 七月 十六 日、 紀伊守 信 民 死去、 藩士 方嚮 一 途 二 不出、 依 之、 御 受罷出 候 重臣、 一 兩日御 猶豫被 下 度、 應接懸 

近 藤 龍 八、 外爱 人、 御 本陣 へ 差 出 候 所、 右兩人 共、 途中 -ー 被 支留、 一 應之 御請 不相 達、 右 御請 及遲々 候 €:、 廿 九日 ョ リ莊内 之 

兵隊、 追々 村 上 城 へ 繰 込、 犯 順 之 藩士 ヲ 指揮 シ、 歸順之 者 共 不殘遁 逃、 所々 へ 致 潜伏。 

〇g 北征 日誌、 村 上 藩 鈴 木 乙 五郞、 七月 下旬、 於 新 發田關 門、 左 之 通 申立 臉 二 付、 先 入牢 申 付 置 候處、 情實 相違 モ 無 之 趣 ュ 付 

八 e: 下句、 村 上會議 所へ 送 附ス、 

弊 藩 
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尊王 之 儀ハ、 君臣 共 厚勤 勞 „ 能 在、 旣 二 先君、 sf;; ハ y 定 府中、 關東爲 御 征伐、 大御總 督宮御 下向 之砌、 砲 器 類 默上仕 候 

程 之 儀-一 御座 候處、 江 戶表ノ 形勢、 不 容易 時 鉢 二 押 移リ、 先君 儀、 定府家 來共召 連、 江 戶發足 歸國仕 候 途中 、奥州 街道 三國 

通リ ハ 、戰爭 モ有之 一一 付、 滑川邊 ヨリ 乘舟 一一 テ歸著 可 仕 心得 一一 テ、 信 州 路罷下 リ候處 、是又 往來差 支、 信 州 岩 村 田 二 逗留、 

尤其 以來、 道路 隔絕、 音信不通 一一 テ、 模様 モ相分 リ兼候 得 共、 此節ハ 、高 田 官軍 方へ 人數 出兵 ノ 趣-一 モ相 聞、 全 尊王 徹 

底  一一 S 能 在 候 得 共、 國許ノ 攝ハ、 會藩 ヨリ 追々 差 迫リ、 其 上、 奧羽 列藩 申 合ノ趣 ヲ以、 仙、 米 ヨリ 同盟 ノ申談 有 之、 小 藩、 勢ヒ 

唯 及、 無餘儀 盟約 仕 候處、 若松、 米澤、 庄內 一一 テ 越後 出兵 ノ砌、 弊 藩 ノ印ラ 用 、官軍 ト及爭 戰候趣 一一 付、 嚴 敷及掛 合、 印ヲ改 

サセ 候處、 出兵 ノ 催促 有 之、 不得 上、 誰 大將ト シ テ 凡人 數ー 一 百 五十人 位 差 出、 會、 米、 ffi 三 藩 一一 相 加リ、 寺 泊邊迄 出張 仕、 iB 

軍 ト專ラ 及 接戦 候 儀 ハ 、全 小 藩 孤立 ノ勢難 相 立、 無據 次第、 何共 可 申 上様 無 之、 恐 入罷在 候處、 今般、 官軍 新發 E へ 御 繰 

入 ノ趣ヲ 承知 仕、 * 澤表 ヨリ 追々 人數繰 出シ、 其 勢、 凡、 七 百 人位 二 モ可有 之 哉、 村 上 ヨリ 荒 井 濱邊迄 一 圓、 所々 一一 屯 集、 

海陸 共 旅人 通行 ヲ差留 、且、 人數、 村 上 城下へ 繰 込 候 積、 因テ ハ 、弊 藩 ヨリ 增人數 繰 出 候 様、 若及異 儀候ハ 、、直 チニ 

同盟 ノ諸藩 一一 踏斃 サレ、 尊王 ノ 誠意 モ相立 兼、 其實情 天朝へ 爲申譯 、先主 人、 去月 廿 七日、 致 自傷候 様子 一一 相 聞、 旁殘 

念 至極 一一 付、 抛 一 身、 {ほ 軍へ 國情 ノ趣ヲ 申立、 君臣 ノ 誠意 貫徹 爲致 度ト存 込、 去月 廿 九日 ノ夜、 密 一一 國許 出立、 山路 間道 ヲ 

忍ヒ 越、 漸 御領. M へ 相 掛候處 、關 門-一 テ 通行 被 差 i 候 問、 次第 柄 段々 御 歎 申 上 候處、 警固人 御 差 添、 當御 城下へ 御 差 送 二 

相 成 候 俄 ハ 、 一 心 天理 一一 相 叶 候 儀 一一 テモ可 有 御座 哉、 實 一一 主人 ノ 誠意 ラ致 貫徹 候 上 ハ 、 如何様 ノ御 仕置 被 仰 付 候 共、 聊、 

御 恨 不申上 候 間、 宜御汲 分ケ， 其 御 筋へ 被 仰 上、 被 成 下 度 奉 願 候、 此段、 再 應侬御 尋申上 候。 

nr 日  鈴 木 乙五郞 

〇關 原 地方 ノ 官軍、 妙 見、 大島 、橋 下、 六日 市 等 諸 村 二分 據シ、 長 岡 傍 近 ノ賊ト 戰フ、 是 ヨリ 交 

戰數日 1 二 旦ル。 


〇 慶應 出軍 戰狀節 略 二 云、 七 K 廿 六日、 本府拾 番隊、 關原 ヨリ 六日 市へ 出張、 直 様 防戰、 同廿七 日、 六 日 市 諸 所 二 分隊、 晝夜 

發砲、 手负 一 人、 i^lf- 四番 大砲 隊左半 座 之 儀、 ニト 五日 夜半、 關 原へ 著陴、 二十 六日、 彈薬 等手當 仕、 横 下 ト申所 迄 砲車 繰 

出、 小銃 拾 三番 隊共 -ー 、同一 ート 八日 晚迄、 川ヲ隔 砲戰、 外 城 一 一番 隊、 廿 六日、 黑津之 渡 手薄 二 ル キ 、相 固候樣 承、 直 一一 關原 ョ リ 

繰 出 シ、 地ノ利 立 、躉場 等 築 立、 相 固 メ 居候。 

〇 戊已征 戰紀略 二 云、 七月 廿 六日、 關原 ヨリ 薩州諸 藩 ノ兵ヲ 分遣 シ、 妙 見、 大島兩 口 一一  分遣 シ、 川端 ノ守禦 ヲ增シ 、與 板、 出 

雪 崎 ヨリ モ、 兵ヲ分 テ來リ 援フ、 廿 八日、 賊、 數々 川ヲ渡 ルノ勢 ァリ、 大島ノ 東西 一 帶ノ 地、 砲 戰尤烈 、川ヲ 守 ルノ諸 兵甚薄 

ク 、殊 一一 人心 動搖、 風 聲鶴疾 ノ勢ァ リ C 

〇 金 澤藩記 節 略 二 云、 雪 野 順 太 郞隊、 七月 廿 六日、 關原 へ 引、 更 一一 大島村 へ 進ミ 、川 ヲ隔テ 防戦 ス 、雪 野隊、 モ ト 寡兵、 加 ル 二 

數々 ノ逆 戰ヲ以 テス、 故 一一 兵 病 ム者尤 多シ、 餘兵 五六 人 ラ以テ 、其 所 ヲ固ム 、津田 玄蕃隊 、廿 五日、 信 濃 川 西岸 二 引、 廿 六日 

晝 九き、 下山 村へ 出陴、 其 所 ヲ固ム 、今 枝 民 部 一 中隊、 廿 六日、 關原法 林 寺-一陣 シ、 廿 七日 曉、 河 袋村镜 キノ 河 上 ヲ固メ  、半 

除ヲ分 テ；^ 邊 一一 墨 築ス。 

〇 榊 原 政 敬 家 記 二 云、 七月 廿六 日朝、 達 -ー 付、 家老 竹 田 十左衞 門、 關原 ヨリ 大島村 へ 出張、 同所 川端 へ 砲臺築 立、 遠 擊罷在 候- 

同廿 七日、 數日ノ 勞兵相 成 候 二 付、 越 前人 數ト 交代、 新 町村 へ 揚取、 休息 S 能 在 候、 同廿 八日 午後、 寺 島 村 へ 繰 出 シ候様 達 有 

之、 同所 へ 出張、 a 夜 砲戰、 

又 云、 一 族 榊 原 若狹、 與扳 城下 -ー 休 兵罷在 候處、 七月 廿 五日 拂曉、 會議所 ョ リ達 二 付、 原 村臺場 へ 出張、 午 時 頃、 大島臺 へ 轉 

陴、^ 廿六 日朝、 藤 pew へ 移陴、 同所 臺場嚴 守。 

〇 松 平 忠禮家 記 節 略 二 云、 常 方 人數、 七月 廿 六日 四時 前、 關原 へ 著、 從 御 本營、 早々 大島村 へ 繰 出 候 樣御達 二 付、 直樣人 

數繰 出シ、 大島村 へ 到 著、 松 代 藩、 高 田 藩ト草 牛； 津之 渡船場 上手 二 於テ、 敵 之 渡船 ヲ相守 候 様 御 達 有 之、 川原 中 一一 於テ、 夫々 

請 持場ヲ 相定、 晝夜對 發致シ 候。 
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復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 六日  六 八 〇 

〇 内 藤 正 誠 家 記 節 略 二 云、 七 廿 五日、 弊 藩 人數、 大島村 河原 之 方 ヨリ、 信 濃 川 際 二 操 詰 取 固、 同廿 六日 早曉、 御 親 兵ト交 

代、 大島村 一一 テ 暫時 休息、 朝 五 時 頃、 尙叉操 出、 高 田人數 ト交リ 合、 翌廿 七日 晝前 迄、 持 切 取 固 候 所、 御 親兵ト 交代 -1 テ、 近 

村 へ 引揚 休息、 同 夕 八 半時 頃、 會議所 ョ リ差圖 二 テ、 御 親兵ト 交代、 一 手 一一 テ同廿 八日 迄、 晝夜守 防、 斥候 專要 二  i 能 在 候處、 

賊兵、 川テ境 二 近寄、 所々 之 搿火及 斥候隊、 或 ハ備場 處等ヲ 目掛、 頻 一一 發砲烈 敷、 由テ長 州、 松 代 藩 へ 軍議 之 上、 備場處 等 守 

防 之爲、 尙所々 へ墾ヲ 築キ、 嚴敷 防禦 罷在候 C 

〇 酒 井 忠祿家 記 一一 云、 七 0: 廿 六日、 出 雪 崎 御中 軍府 ョ リ、 劍 ケ峯、 藥師 峠兩所 へ 指 出 置 候 弊 藩 一 一 小隊、 長 岡 ロ應援 トシ テ出 

張 可 仕 御 達 二 付、 同日 亥 刻 頃、 關原宿 へ 著陴、 西 園 寺 殿御 木營 へ 御屆仕 候處、 大島村 へ 繰 出 可 申 旨 御 達 二 付、 同廿 七日 寅 

刻、 同村 著陴、 無 間 信 濃 川岸 松 代 藩、 是迄之 固 場 へ 出張、 交代 可 仕 旨 御 指揮 二 付、 同所 堡壘持 守 仕候處 、敵陣 ョ リ頻 二 砲發 -1 

付、 直-一 川 越 -ー 及 鋭戰、 同日 未 刻、 劍ケ峯 ヨリ 総出 候 人數モ 著陴， 同處 川上、 元 大島ト 申處へ 出張、 鈇戰仕 候。 

〇 三日月 藩 記 二 云、 對馬守 人數、 七月 廿三 曰、 與板 へ 著、 同廿 六日、 中 軍 會議所 ョ リ御呼 出、 川 袋 村 へ 出張 被 仰 付、 臺場 一 ケ 

所 御預相 成、 廿 六日 ヨリ 廿 九日 迄 之閒、 晝夜 砲戰仕 候。 

〇 是夜、 攝津 艦、 新 潟 港 二 至リ、 新 潟 ノ賊ト 戰フ、 嘵ー 一至 リテ交 鞍ス。 

〇 北征 日誌、 攝津艦 指 ffi 役 兼 坂 某 戰報ニ 云、 七月 廿六 日夜、 新 潟 濱邊砲 銑 相 響 候 付、 陸兵 聲援ノ 爲メ、 沿海 ヲ致 砲撃 候。 

〇 慶應 出軍 戰狀 一一 云、 七月 廿 五日、 新 發田之 賊徒、 官軍 ヲ迎 へ降ル 一一 付、 兼テ 軍議 ノ如 ク、 一 半 ノ宫兵 ヲ分チ 、新 潟 放擊ス ル 

二 ョ リ、 廿六 曰、 攝津、 丁卯兩 軍艦、 叉 新 潟 海岸-一至 ル、 丁 卯 丸、 夜士 一字 一一 再松ケ 崎-一到 リ、 iB 軍 ノ諸蒸 舶ヲ護 衞ス、 攝津艦 • 

此夜 一 字顷 ヨリ、 裹場ト 互 一一 砲戰ヲ 始ム、 喑夜 目的 分明 ナ ラス、 曉天 二 止 砲。 

〇 賊兵、 路ヲ 分テ、 土ケ 谷、 浦瀨、 橡雀、 龜崎、 赤 坂 等 諸 村 ヲ襲フ 、官軍、 防戰利 アラス、 明日、 半 

藏金村 二 退 守ス、 森 立 峠、 及ヒ荷 頃、 田 之 口 等、 諸村ノ 官軍 モ亦、 返テ 半藏金 ヲ 保ス。 


〇 卜 潘川鄉 兵 出張 事錄 二 云、 七月 廿 六日、 土 ケ峠、 大垣 藩、 長 州、 振武、 千 城、 奇兵 之 諸 隊竝我 兵 1、..- 持臺場 へ 、 賊、 大勢 迫 

リ 、 防戰 中、 沛 瀨近邊 S 枋尾、 比 禮近邊 山々 之 官軍 悉ク破 レ 、 賊、 四方 之 高山 一一 登リ、 官軍 之陴々 へ 放火 シ 進 ム 、 官軍、 要 

所ヲ被 破、 不能 防 コト、 陴 小屋 ヲ 自燒シ テ退ク 、土 ケ峠之 諸隊、 我 兵 等、 後口 ヲ取 切ラ レ引揚 候處、 此 遠近、 官軍 陴々 悉ク火 

ト成ル 、諸 藩 共、 一 一 一ヶ所 之 小高 キ所 一一 1^ 湊シ、 此夜 防戰、 翌廿 七日、 卯 上刻 頃ョ リ 、官軍 悉 ク此邊 引拂、 我隊 ハ 長 州、 振武 

隊杯ト 一 之 貝指テ 返ク、 一 之 貝 二 テ、 我 兵、 一 一番、 四 番隊ト 逢、 共 二 半 藏 金 へ 引 上 候、 一 之 貝 口 藥師山 之 一 手ハ、 illll? リ 

廿 六日 終日、 臺場 -ー テ防戰 候處、 浦瀨、 枋窪ロ 要所 敗レ候 故、 此處 一一 宫 軍モ可 引上樣 一一 ト、 參謀ョ リ命 ァリ、 I 木津 川、 荷 頃 遠 

近 之 官軍、 郷 肚. S い g ぃ滅 |ハ2 问、 田、 我 兵 共 悉ク合 策シ、 廿 七日 卯 下 S 頃ョ リ整 兵、 一 之 貝 二 返ク、 此所 一一 テ、 土 ケ崎之 三 

番隊 -ー 逢、 共 一一 半藏金 一一 退ク、 一 一番 小隊、 沛瀨へ 出張、 廿 六日、 長 州 奇兵 隊ト申 合、 斥候 ヲ室下 村へ 差 出 候處、 同村 ハ賊多 人 

數入込 居候 一一 付、 味方 僅 ノ人數 一一 テ難 進、 無餘議 本道 一一 向ヒ、 溝ヲ循 一一 トリ 砲 發候處 、午 ノ下剋 頃、 本道 ョ リ 一 之 貝へ 引取 

候 様 申來候 一一 付、 比 禮 峠 迄 引 揚候處 、土 ケ峠ノ 味方、 比禮山 二 テ爭戰 之 最中 也、 不 取敢、 右 之 山 へ 進撃 候處、 賊勢更 -ー 不動、 

夜 二 入、 遂 一一 我 斥候 場ヲ 放火 ス 、味方 彈藥打 ッ クシ 、防戰 難 出來候 一一 付、 一 之 貝 迄 引 揚候處 、爱 二 彈藥 ヲ得タ リ 、依 之、 長 州、 

振武隊 、干城 隊ト共 -ー 、又 候 比禮村 へ 進 搫候處 、夜 明 頃、 一 之 貝 本陴ョ リ、 |、5 軍 同所 へ 可 引揚、 再 令 有 之 候 -ー 付， 一 同 引揚候 

テ、 我 左 半隊、 三、 四 小隊 ト合 隊シ テ、 半藏金 へ 引揚 候。 

〇 戊 巳 征戰紀 略 二 云、 七月 廿 六日、 枋尾ロ 官軍、 賊ト 戰フ、 千 城、 四番隊 斥候隊 、括 峠 -ー 戰ヒ、 振武、 一 一番、 五番 隊、 比禮、 栃窪 

二 戰フ、 廿七 na 、栃尾 ロノ 諸 兵、 退テ半 藏金ヲ 固守 ス C 

〇 榊 原 政 敬 家 記 略 二 云、 榊 原 若 狹隊之 内、 物 頭 安松 勘 四郞， 原 三 郞共衞 、竹 田 十 左 衞門隊 之 内、 大砲 一 門、 打 方 之 者 共、 桂澤、 

龜崎邊 へ 出張、 日夜 遠擊砲 戰罷在 候處、 七月 廿六 日朝 辰 之 刻 頃、 賊兵、 味方 之 裏 ヲ取切 ン爲、 ： 枋蜜村 へ 相 廻 候 二 付、 長 州 干 

城隊、 振 武隊、 大垣兵 除， 弊 藩 大砲 隊、 枋 窪之賊 二 當リ 、數刻 及 烈戰候 得 共、 不利 二 付、 一 同 桂 峠 へ 揚取、 此時、 贼兵烈 敷尾擊 

二 付、 原 三 郞兵衞 踏留リ 、勇戦 一一 ォ ョ ヒ、 其 場 ヲ不去 討死、 安松 勘四郞 儀ハ、 桂 峠 際 一一 テ 守 返シ、 大 垣勢ト 一 同防戰 イタ シ、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 六日  六 八 一 


复古外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 六日  六 八 二 

諸手 追々 繰 引 、黄昏 之 頃、 半藏金 村迄揚 取、 同廿 七日、 妙 見 迄 繰 引、 同日、 小 千 〔合 迄 揚取申 候。 

〇 戶田氏 共 家 記-一 云、 弊藩拉 分家 淡路守 人数 一 小隊 半ハ、 枋 村 山 之 手 花 a 澤-ー 場 築 立、 同小 隊半竝 大砲 一 門、 龜崎村 

山 之 手、 大砲 一門 ハ勝尾 澤村小 丘 ニ砲臺 築、 各 要地 - 一布 列 仕、 防 戰罷在 候處、 七月 廿 六日、 枋瘦 村長 藩 屯所 へ 、彼 進 擊致シ 候 

一一 付、 弊 藩 持場ョ リ 及橫搫 候處、 猶叉、 追々 賊勢馓 一一 相 成、 弊 藩 へ モ 進擊候 一一 付、 分家 人 數ト合 兵 及 接戦、 拔刀 シ テ賊擊 挫 候 

處、 同所 高 E 藩臺場 へ 接戰 -ー 相 成、 援兵 賴越候 二 付、 猶又相 進 及 救援 候處、 賊勢撓 候 得 共、 諸手 へ 進 龍、 終 二 進退 之 通路 ヲ絕 

切 候 二 付、 猶 l;M 發苦戰 、操 引 -ー テ殿戰 仕、 長 藩、 高 S 藩、 弊 藩 分家 人數、 一 旦、 赤 坂 峠 之 要所 -ー 引揚、 及 防戦、 比 禮峠松 代藩臺 

場 迄、 猶又 引揚、 同所 二 テ總勢 配列 シ、 松 代 藩、 弊 藩 幕下 人 數ハ、 山腹 豁間 二 散布 シ、 烈敷接 戰及ヒ 、其 夜、 諸 藩 共 一 之 貝 村 迄 

引揚、 弊藩拉 分家 人 數ハ、 森 立 峠へ 操 込、 同所 -ー テ 一 戰 、費 人 切捨、 翌曉半 藏金村 迄 引揚、 長 州、 加州、 高 田 拉弊藩 幕下 人數 共" 

同所 二 蹈止リ 防戦 g 化 在 候、 

龜崎 村、 勝 尾 澤村持 場 人數之 儀ハ、 廿五 0 曉 以来、 晝夜 前件 之 通 烈戰、 翌廿 六日 四ッ 半時 頃ョ リ、 高 S 藩 持 場へ、 賊、 切 込、 追 

追 難戰、 旣 二 弊 藩臺場 へ モ 、烈敷 壟來、 高 W 勢、 赤 坂 峠 之 方 へ 引揚候 二 隨ヒ、 賊ハ 山ノ絕 ョ リ進來 候 二 付、 頗烈戰 之 上、 操 

引 二 引揚、 殿戰 仕、 祥澤村 二 テ 集合、 夫 ヨリ 長藩ハ 浦 瀨村出 之 方 ヨリ、 一 之 0^ 村 へ 引 揚候處 、比 禮峠戰 烈敷候 二 付、 龜 崎村ョ 

リ 前件 之 通 及 接戦、 同様 森 立峠ョ リ半藏 ま 村 へ 引揚、 同所 二 防禦 罷在 候。 

〇 眞 m 幸 民家 記 節 略 二 云、 弊 藩 分 兵 之 内、 土 ケ 〔4: 砲 K 屯 守 之 六番讽 擊隊、 四番 小隊、 七 廿 六日、 枋 ii!^! 村 へ 賊兵ー 一 百 人 程 襲 

來 報知 有 之、 則 致 警備、 其來ラ 待 候 内、 忽、 賊兵 群集 シ、 長 州 藩 砲 £| へ 向、 致 打撃 候 間、 我 斥候 營之 兵士、 其 地 一一 排列 シ、 又 一 

手ノ 兵、 山 二 登リ 、各 其 側面 ヲ打、 或 ハ 壘下 之道ヲ 守リ、 叉 2^ 南 ノ澤中 二 備、 百方 致 打撃 候處、 追々 、 赤 坂 山手 官軍 引揚 二 相 

成 候 様子 -ー テ、 賊共、 白旗 ヲ振テ 諸 =1: 一一 入、 放火 ス、 此 一一 氣 ヲ得テ 、枋蓬 村 之賊モ 暴威 ラ逞ク シ、 我壘 へ 攻來 候處、 隣 傍 之 諸 

壘、 皆已 二 引揚、 賊兵、 彌 進入、 巳 二 我 背後 二 出、 彈藥 兵粮 之 運路ラ 遮. 絶 候 間、 御 親 兵 a 長 州 藩 へ 相談 之 上、 一 先 繰 引致 シ 、 

地 杉  一一 K テ可致 摔禦ト 評決 シ 、上 鳩 嶺砲壘 迄 引 揚候得 共、 組擊隊 尸 未 引揚、 大垣 藩ト共 -ー 致 苦戦、 疲勞 尤極ル 由、 依 之、 四番 


小隊 flv リ 、長 州 藩 ハ 大ぉ 一藩 二 代 リ發砲 致捍禦 候、 此節之 戰爭、 實 二 無量 ノ苦辛 一一 御座 候、 已 一一 シ テ 、 諸 藩 又 相議シ テ 、 持 

ロヲみ t:J メ、 賊ノ 衝突 ヲ挫 折セ ン トス、 忽賊兵 山上 一一 來リ、 我 先 隊ノ後 面へ 出 候 折 柄、 龜崎 砲臺ョ リ引揚 候 八 番組 擊隊、 三番 

小缘、 マ. 援來 會シ、 此 一一 於 テ惡戰 移 時候 處、 追々 賊丘ハ 增多シ 、不可 支持、 依テ、 一 一更 過、 兵隊 ヲ相 纏、 致 繰 引、 廿 七日、 遂 二 半 

§ へ 引揚巾 候、 此節、 分 丘ハ之 €:、£ 之 口 砲 臺屯守 之 一 番 小隊 ュ§ 砲 一 門 モ引揚 來テ相 會シ、 猶會 議所ョ リ之達 二 依リ、 連日 

苦 戰ノ勞 兵 一一 ハ候得 共、 右 一 番 小隊、 砲 一 門 竝四番 小隊 ヲ殘シ 、此地 一一 備、 其 他 兵士 ヲ相 纏、 午 時 同所 出發、 初更 滴 柄 村 迄 引 

揚、 長 州 藩ト相 議シ、 同地 一一 屯衞爲 致、 總括 河原 左 京儀ハ 、 一 先 小 千 谷驛へ 引揚中 候、 

飽 t 砲 躉屯守 之八番 m 擊隊、 三番 小隊 及 砲 一 一門 ハ 、前面 ノ賊ヲ 致 打撃 居候 處、 廿 六日 午 時、 山手 官軍 屯營 へ、 賊兵 放火、 遂 二 

致 進 擊候體 、此 時、 長 岡 之 動 靜未タ 確報 無 之 候 得 共、 巳 二 龜崎 以外 ハ 皆 贼巢ト 相 成 候 由、 加、 旃 ii 藥、 兵粮 ノ運路 斷絕、 追々 

缺乏 二 及 候 得 共、 勢 不可 止、 彌勉 テ發砲 致捍禦 候處、 豈料、 隣 壘大垣 藩、 最早 人 數引揚 候歟、 賊兵來 テ其營 ヲ燒、 暴威 ヲ張テ 

我壘 ヲ打擎 ス 、依テ 、孤軍 屹立、 大 二 及 激戦 候 得 共、 何分 中、： 賊丸 雨注 シ 、 且 一 兵ノ繼 援モ無 之、 實 一一 進退 維ハ， リ、 各 萬 死 

ラぼシ K 候處、 會 議所ョ リ、 一 先 繰 引 - 一致 シ候様 達 有 之、 稍々 浦 瀨へ引 揚來、 夫ョ リ比禮 峠 一一 登レ ハ、 山 外 上^ 嶺-ー 於テ烈 

戰有 之、 是 M 、弊 藩、 六 番組 擊隊、 四番小 除、 其 他 諸 藩 苦戦 中 二 付、 直 一一 致應援 候、 於龜 崎、 手 負 一 人、|^^|?1|?、ー 

又 云、 七月 廿 六日、 我 砲隊、 長 州 藩 ト荷頃 村 宗源寺 山 一一 在リ、 參 謀衆ョ リ引 揚ノ令 有リ、 則 兵 ヲ收テ 半 藏金村 二 入 ル、 

廿 七日、 一 、四 番ニ小 除、 八番 大砲、 半 藏金村 一一 ァリ、 此夕、 賊、 森 上 村へ 來リ、 砲臺ヲ 築ク、 我 兵、 是ヲ烈 擊ス、 贼兵、 築 クヲ不 

得、 其 地 ヲ捨テ 、同村 左方" 故壘 二 入、 互 一一 砲戰、 廿 九日 一一 至ル C 

〇 松 平 忠禮家 記 節 略 ， 一 云、 七月 廿 五日、 程 川 村 臺場迄 人 數引揚 、同廿 六日 晝九時 頃、 浦 瀨山之 戰爭、 殊之外 砲 聲烈ク 相 聞 候 

内、.^ 方 之 陴打敗 レ 、賊 兵、 追 々進撃 之 樣子、 右 二 付， 諸手 引 揚候節 ハ 、打 合 之 上 引揚候 様、 長 藩 ョ リ 通達 有 之、 然 ル處、 比禮 

村 拉沛瀕 村 之 諸陣、 追々 引 揚候模 樣有之 候 得 共、 當手之 方 へ ハ 賊兵更 二 進擊無 之、 夜 四時 頃、 諸陴 一 之貝邊 迄引揚 候樣、 

長辦 ヨリ 通達 有 之 候 問、 一 之 貝 村 八 町 程 手前 迄 引揚申 候、 又々 諸陣 元之臺 場へ 繰 込 候 樣御達 -ー 付、 卽繰込 候處、 猶又御 達 二 
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テ 、直樣 一 之 貝 村 へ 引揚、 廿七 日 、半藏 金 卜 申處 へ 宿陣致 シ、 山上へ 臺場等 築 立、 固守 仕 候。 

〇 龍 岡 藩 記 節 略 二 云、 七月 廿 五日、 當藩 入數、 浦瀨 村へ 引揚、 加州 藩、 長 州 藩 合併、 宫 F 村 口 麻 田 村、 音 由 村 等へ 兵隊 分配、 敵 

情 探索 ノ所、 廿 六日 已ノ刻 頃 ヨリ、 敵、 多勢 浦瀨ロ へ 襲來ノ 所、 一 之 貝 村へ 引 揚可申 旨、 長 藩 ヨリ 談判 一一 付、 手 ftr 人拉 一 一大 

砲 彈藥等 護衞、 浦 瀨村ノ 方 ハ比禮 峠、 麻 田 村、 音 由 村 ノ方ハ 森 立 峠へ 引揚候 所、 敵 追 來リ候 一一 付、 討チ 拂操リ 引シテ 一 之 見 

村 へ 申 ノ半刻 著陣、 一 隊 ハ 同村 巡邏、 一隊 ハ山ノ 手 一一 テ防 戰ス 、同廿 七日、 半 藏舍村 迄引揚 候樣、 長 藩 ョ リ 談判 二 付、 同所 

出發、 已ノ刻 、半裁 金 村へ 著陣 G 

〇 戶田氏 良家 記 二 云、 赤 坂 峠 花見 澤ト申 所 二 臺場築 立、 弊 藩 一 小隊 防 戰罷在 候處、 七月 廿 六日、 栃 i ま 村長 藩 屯所 へ 賊致 進撃 

候 付、 宗藩ト 合 兵 及撗擊 候處、 尙又、 賊勢馓 二 相 成、 弊藩躉 場 へ モ致 進擊候 二 付、 猛烈 及 接戦、 賊勢 一 ヒ挫 候處、 同所 萵田藩 

臺 場へ、 賊壟來 、旣 二 接 戰ト相 成 候 付、 及 救援 候處、 一 且、 賊勢 一一 接 候 得 共、 外 諸手へ 進ミ、 圍 テ攻ル コ ト甚急 一一 シテ、 終 二進 

退 之 通路 絕切候 一一 付、 尙奪發 苦戦、 漸ク 一 路ヲ 取リ、 繰 引 二 テ致 殿戰、 長 藩、 高 田 藩、 宗藩人 數ト、 一 旦、 赤 坂 峠 之 要所 へ 引揚 

及 防戦、 比 禮峠松 代 藩臺場 迄、 路無 キ處ヲ 乍發统 引揚、 同所 一一 テ總勢 配列 シ、 松 代 藩、 弊 藩人數 共、 山腹 豁閒 一一 散布 シ 、 烈敷 

及 接戰、 其 夜 諸藩ハ 一 之 貝 村 迄 引揚、 宗藩竝 弊 藩 人 數ハ、 森 立 峠へ 繰 込、 翌曉、 半裁 金 村 迄 引揚、 長 藩、 宗藩妓 弊 藩 人數ハ 

同所 -ー 蹈.^ -、 防禦 5能在候 、尤、 廿カ日 防戦 之 節、 弊 藩慯ー 一人、 iiilJK 巧 

又 云、 七月 廿 六日、 栃建、 比禮峠 、森 立 峠、 接戰之 節、 眼前 賊徒 切捨、 又 ハ 討 斃事七 人、 其餘 死傷 不少。 

〇 金澤藩 記-一 云、 七月 廿 六日、 來傳、 森 立嶺、 半藏 金、 浦瀨等 出軍 ノ弊藩 諸 除 S 砲門 順次 引 揚候様 差圆有 之、 追々 引取 候處、 

賊、 追躡致 、攻撃 候  >ー 付、 各隊 且戰且 退、 同廿 八日、 遂 二 小 千 谷 迄 致退陴 候。 

〇 戶 E 光 刖家記 節 略 -ー 云、 越後 國 古志 郡 田 之 口村 字 十一 一森 土壘 二  、 弊 藩 水 野 伊 左 衞門隊 守 衞罷在 候處、 賊 兵長 岡 へ 乘込候 

趣 報知 有 之、 就 テハ當 所 難 相 保- 一 ト先、 半裁 金 村へ 人 數引揚 候 手 箸 之 旨、 七月 廿 六日、 長 藩 ヨリ 任談、 翌廿 七日 拂曉、 右 土 

蠱ヲ 引揚、 朝 五ッ時 過、 同村へ 罷越、 字 御殿場 拉宮波 多雨 所 之 土 墨守 衞罷在 候處、 夕 七ッ時 過、 西 中 野 俣 村 山上 へ 、賊兵 一 


小隊 計 繰 出、 右 之 內拾人 計 斥候 之體 一一 テ 、 右 御殿場 之土壘 へ 竊 一一 近寄、 發砲 イタ シ 候-一 付、 弊 藩 ヨリ モ 不取 敢擊出 候處、 

賊、 銃丸 二 當リ、 壹 人相 倒候ヲ 介抱 イタ シ、 山上 之 方 へ 逃 去 申 候、 然 ル處 * 弊 藩 近 藤傳次 郞隊、 一 之 貝 村 ヨリ 引揚、 合 兵 ュ テ 

福 U 道、 其 外道 筋へ 人數 分配 守衞 S 能 在 候處、 同夜、 右 之 方 山上 松明 夥數、 追々 近寄 候 -ー 付、 弊藩隊 ヨリ 嚴數 擊拂、 遂 -ー賊 兵 逃 

去リ 候、 近 藤 傳次郞 除、 右半隊 之. 2： 一  分隊、 廿六 日加 藩ト合 兵、 森 立 峠 絶頂 土 壘守衞 、然 ル處、 門松 山守 衞之 儀、 長藩ョ リ 

談有 之、 右 半隊引 上、 同所 固守、 廿 七日 未明 一一 至リ、 賊勢 諸方 充満、 追 々襲来 一一 付、 近壘 各藩 引 上 候 迄 斥候 イタ シ、 長 藩、 弊 藩 

ュ テ殿戰 I 能 在 候處. 半藏金 村へ 一 先 退陣 可 致 旨、 右 同藩 ヨリ 談有之 二 付、 則、 返陴仕 候處、 弊 藩 水 野 伊 左 衞門隊 、田 之 口村 ョ 

リ引揚 、合 兵 -ー テ福 山道 山上、 字 御殿場、 宮波 多土壘 固守 罷在候 e 

〇 松 本 藩 記 節 略 二 云、 七月 廿 五日、 神 方 新 五 左 衞門隊 、上 來傳村 二 守 衞靡在 候處、 同廿 六日、 官軍 方 旗色 惡敷難 守 二 付、 明日 

ハ 諸手 退 軍 可 致命 有 之、 同夜、 赤 平壘壁 一一 テ撗笛 太鼓 ヲ打、 軍 暇ヲ示 スへキ 由 一一 テ 、味方 砲聲 二 和 シ、 彈射響 モ 交 候、 戰士徹 

夜 ノ勞ヲ 不知、 同廿 七日、 吹 谷、 田 之 口、 荷 頃、 一 之 貝等ノ 官軍、 退 軍 之 由、 其 手 參謀代 鳥 山 鎌 ヨリ 達 一一 付、 當手モ 石 峠 迄 

引揚、 尤、 辰ノ中 刻、 見張 小屋 一 一ヶ所、 休息 小屋 四ケ 所、 加 藩 休息 小屋 一 ケ所取 片付、 右 七ケ所 追々 燒拂、 赤 平 山 於テ、 賊軍 壘 

へ 總軍 連發、 然 ル處、 森 立 峠 官軍 敗 レ 、 一 之 貝、 荷 頃、 田 之 口、 吹 谷 官重壘 壁 之 休息 小屋、 不殘燃 上ル、 軍曹 淵 川忠之 助夂、 參 

謀 代 高 野 廣馬夂 ヨリ、 當 手引 上ケ方 遲々 二 テ不宜 、早々 可 引 上トノ 催促、 數度 一一 及へ リ、 當手ハ 晝後ノ 約 一一 テ、 未 タ午ノ 上 

0  二 不相 成、 約 二 相違 ヲ憤リ 、遲々 ト シ テ引 上ル、 加 藩、 高 崎 藩 兩手ト モ 、當手 ヲ不待 引 上 ル 、賊旣 、上 來傳、 松 尾、 石 峠、 栗 山 

澤等 へ 彌相 迫リ候 也、 兼テ ノ約ト 相違、 引 揚之義 催促 一一 及 ヒ ：ノ トノ、 軍曹 參謀代 衆 ョ リ追 テ斷有 之、 當手 石峠峯 へ 引 上ケ、 

栗 山澤、 貫 村へ 之 道ヲ相 固ム、 賊、 石 峠 麓へ 襲來、 高 一一 據リ 頻リ ニ發 砲、 尾 藩 當手應 戰ス、 賊、 次第 一一 迫リ、 三方 ヨリ 發砲 ス、 

最早 石 峠 峯ノ守 無詮、 須原 村へ 可 引取 由-一 テ、 尾 藩 十 人、 當手半 小隊 一一 テ後 殿、 諸手 一一 暫時 相 後レ、 尙、 連發之 上、. 鯨波 ヲ揚、 

橫笛ラ 吹キ、 尾 藩 十 人 ヲ先ニ 立、 隊伍 ヲ不亂 、寬 爾ト引 上ル、 第一 一半 除 モ栗山 澤防戰 之處、 是亦、 引 上 之 令 有 之 二 付、 隊長 ノ 

令 ヲ守、 尙、 連 發之上 引 上ル、 石 峠 中腹 ョ リ、 第 一 半 隊ト共 二 後 殿ス、 貫 村 一一 至リ 暫時 休息 之 上、 黄昏 之 頃、 須原村 丸 山土壘 
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へ 參著 、固 {.H 能 在 候" 

〇 大河 輝 家 記 一一 云、 弊 藩人數 加藩ト 協力、 來傳村 山際へ 胸壁 築造、 守備 罷在 候處、 七月 廿七 P  、賊徒、 模様 柄 モ有之 一一 付、 

諸 軍 攻ロ相 弛メ  、 砲臺 へ 可立廣 軍監之 指揮 有 之、 加 藩 *. 合 居候 €:、 賊、 卒爾 ラ襲來 候 二 付、 頻リ -ー 及砲戰 候處、 背徑 へ 相 

^リ 候動靜 -ー 付、 弊 藩、 上 來傳村 之 道筋 へ 相 備候處 、賊、 同所 山際 ョ リ發砲 二 付、 此方 ョ リモ烈 敷 及砲戰 候處、 賊 敗走 -ー 付、 

兩藩共 追 々退陣 仕 候、 尤、 討死 手 負 等 無 之、 其 後、 弊 藩 半隊、 尾、 加 兩藩申 合、 福 山村 山際 砲臺 守備、 殘リ 半隊、 松 本 藩 申 合、 須 

原 村 細 野 ロ砲臺 守備 罷在 候。 

〇 萵島藩 記 -ー 云、 七月 廿 六日 半 藏金村 へ 人數繰 込.^ 同所 ョ リ長岡 へ 之 新道 筋、 加州 藩 一 同 嚴重相 固罷在 候處、 同廿 七日 二 

至、 賊勢 追々 相 募、 一 之 貝 村 へ 出張、 藩々 追々 半 藏金村 へ 引揚候 付、 加州 藩 一 同、 同村 迄 引揚、 又々 新道 筋 へ 進軍 之處、 長 藩 

ョ リ談示 有 之、 烏 脩 子 山 下、 左右 之 山 へ 半 隊ッ、 分配、 土 壘相築 守 衞罷在 候。 

〇 仙 臺藩記 二 云、 七月 廿 六日 拂曉、 各藩 手ヲ 分ケ、 本道 口 柴崎峠 ヨリ 、黑 澤覚岐 手 猎狩兵 左衞門 先鋒， 白幡嘉 膳、 黑 澤愛岐 

手勢 應援、 進軍 烈戰、 官軍 方ノ 胸壁へ 押 詰 候處、 E 車 敗走 、数十 ケ所ノ 胸壁 ヲ捨テ 、桂 峠、 古城 山 ノニケ 所へ 據テ發 砲、 米 藩、 

山ノ 左右 ヨリ 撃 入、 夜 八 字 頃、 古城 山ノ 官軍 ヲ追 下シ、 仙 藩、 入 代リテ 止陴致 候、 同廿 七日、 森 立 峠 迄 M 車、 牧野 權十 郞、 一 之 

貝ト申 處迄擊 入、 猪 狩 兵 左衞門 一一 ハ 長 岡 城 へ 押 詰、 山上 ノ宫 軍ヲ 追掃シ 、其 趣 長 岡 藩 へ 報知 致、 同廿 八日、 總軍栃 尾 へ 引接 

申 候。 

〇 若松 記 一一 云、 七月 廿 四日、 長 岡 ロノ 總 攻撃 ノ旨、 見附 方 ヨリ 報知 一一 付、 栃尾 出張 ノ 各藩 軍議 中、 敵 徒、 荷 頃 村 退散 候 由 相 聞、 

仍テ廿 五日、 蓋、 一 y: 六 米 藩 衝鋒隊 一 同、 尾 出兵、 卽日 一 之 貝 村 屯所 へ 攻擊 候處、 忽チ 敗走、 大勝 利、 分 招 ノ諸品 多分、 f 藩 

ハ 直, 一盛 立 峠へ 進 擊候處 、是叉 遁走 候 1 一 付、 同所 取 敷、 衝 鋒隊ハ 一 ト 先ッ栃 尾へ 引揚、 敵 首 一級 討 取 持參、 又 土ケ谷 口へ 、ノ 

長 岡 隊攻擊 候處、 是又 遁走、 諸 口 何 レモ 掃 攘-ー 付、 敵 徒？ IS 走、 半 藏金村 へ 湊集ノ 由 相 聞 候 -ー 付、 井深 嫁、 廿七 日夜、 大野 村 出 

兵、 直 一一 森 上 村 へ 著陣、 土人 ヲ以 探索 候處、 敏四五 百 人、 半 藏金村 へ 屯 集ノ趣 一一 付、. 同 隊而已 一一 テ ハ 至極 不安、 何時 襲来 候 哉 


モ難 計、 仍テ枋 尾、 早 打 ヲ以應 援ヲ乞 候處、 遊兵更 一一 無 之 旨 二 テ、 急報 空 敷、 敵 ハ 次第 相 迫 候 形勢 一一 相 聞 候 一一 付、 再 報 促、 明 

ルせ八 n  二 至リ、 仙 藩 一 一 小隊、 爲應援 著陣、 一 統カヲ 得、 左右 ノ山 へ 砲臺築 立、 要害 一一 據 M 寸候處 、敢 テ襲來 模様 モ IliA 

ン、 互 一一 砲 臺-ー 於テ發 砲、 固罷在 候。 

〇 戊辰 事情 槩旨 一一 云、 七月 廿 六日、 敏軍方 二 靡ク、 我 兵大ニ 奮ヒ、 桂嶺、 盛 立嶺、 無 數ノ敵 ヲ燒テ 之ヲ走 ラス、 山村， 一 之 貝、 

西 軍 ノ本營 タリ、 輜重 ヲ棄テ 遁ル、 大ニ 獲、 死傷 各 一 一人、 廿 七日、 敲ヲ枋 窪 村 一一 驅ル、 死 一 人、 廿 八日、 半 載 金山、 桂澤 二 驅ル、 

二人 死ス。 

〇 溝 口 直： 止 家 記 節 略 -ー 云、 田 井口、 米 藩 楝崎和 泉始、 當藩窪 S 嘉右衞 門、 高山 安兵衛、 耳 取 村、 米 藩 拉當藩 鈴 木 長 次郞、 溝 口 

成 助、 砲 三門、 七月 廿五 曰、 追々 諸 # 乘取、 廿六 曰、 浦瀨 村、 乙 吉村邊 進擊、 廿七 曰、 長 岡へ 繰 込。 

◦ 長 岡 藩 戰爭記 二 云、 七月 廿 六日、 淼立嶺 二 於 テ死ー 一人、 麵き 網、、 同廿 七日、 坊尾、 荷 頃 □ -1 ァ ル我 大砲 一 門、 森 立 

嶺 二 進ミ 、官軍 ノ壘 一一 替リ守 衞ス 、土ケ 谷、 一 之 貝 等、 各所 官軍 退 クヲ以 テナ リ。 

〇 堀 直弘家 記 二 云、 七月 廿六 曰、 枋尾 谷-一 テ、 山村 除 ハ枋建 ヨリ 進入、 速 水隊ハ 土ケ谷 ヨリ 進入、 敵方 所々 放火、 廿 七日、 ェ 

藤隊、 堀 太平 多隊、 吹 谷 峠 ヨリ 進 擊烈戰 、高 倉 村 迄 追 詰、 松井隊 ハ 栗 山澤村 へ 進擊、 上村隊 ハ 傳上 5f 、傳 ノ敵ノ 小屋々 々 

放火。 

〇 贼兵、 村 田 村ヲ襲 フ 、官軍、 擊テ 之ヲ 郤ク。 

〇金澤 藩 記 一一 云、 七月 廿五 曰、 賊、 急 二 妙法 寺 山 一 ー臺 ヲ築キ 、我 兵 PIT  ノ 三面 二 當ル、 此地要 區久田 等 ノ界ヲ 、嚴ク 防へ 

キヲ參 謀 告ク、 同廿 六日 朝、 賊、 村 田 村民 家 ヲ火ス 、斥候隊、 討テ退 之、 此地民 星 一一 火藥ヲ 酒樽 一一 實チ、 引火 ノ具 トス ルヲ探 

リ得 タリ、 須臾 一一 シテ、 賊 三十 人 許、 再 襲、 一 分隊 ヲ出シ 、斥候隊 ト合シ 擊戰、 賊、 七 八人ヲ ス Q 

二十 七 曰、 北陸 道 鎭撫副 總督四 條隆平 ヲ罷厶 。糊 ザ  1i や 
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四 條大夫 

是迄之 職務 被 免、 越後 國柏 崎縣 知事 被 仰 出 候 事。 

-  職務 1 退 錄 

七 月 四 條隆平 履據書 

〇 諸 軍、 往々 庶民 ヲ 虐使 ス ルヲ 以テ、 督府、 令シテ 之ヲ戒 飭ス。 

人心 不穩候 二 付、 人夫 大 二 差 支、 兵粮 彈藥等 運送 夫爱人 モ無 之、 宿 役 村 役 之 荐盡カ 候 得 共、 致 方 無 之、 終 -ー ハ 遁走 候 様 立 至 

リ、 實ニ 實-丁 心痛 イタ シ、 今 曰-一至 リ、 稍少々 宛 相 集リ候 様相 成 候 得 共、 昨 曰 之 如ク、 手荒 キ 振舞 等 有 之候テ ハ 、以後 之處、 

彌差 支、 何事 モ出來 不申候 様相 成 候 間、 何モ厚 ク勘辨 致、 相 成 丈、 穩-ー 召 遣 候 様 可 致 候、 尤、 宿 駕籠 之儀ハ 一 切 不相成 候 事。 

伹、 人夫 方 之 手 ヲ經ス 、兵隊 之 者、 1^  -ー  近 村 一一 至リ、 勝手 二 人夫 取揚候 事、 禁 之、 

七月 廿 七日 

右 之 通、 軍將府 ヨリ 被 仰 出 候 間、 心得 違 無 之 様、 御 布告 可 被 成 候、 以上。 

本  陴 

.  龍 岡 藩 記 

〇 

人夫 之 儀-一 付、 諸 藩 注來之 者、 追々 手荒 振舞 有 之、 人夫 彌拂 底、 兵粮 彈藥 怪我人 運送 之 人、 覺人モ 無 之 様 立 至 リ候閒 、會議 所 

詰 之 5: 三人、 妙法 寺 出 役人 夫 往來等 之 儀 、厳重 取締、 粗暴 之 儀 無 之、 無用 之 物品 宿 駕籠 等、 譯テ繼 立不致 様、 御 心配 可 被 下 候、 

以上。 

七月 廿 七日  .  參  ま 

金 澤藩記 


〇 長岡ノ 役、 官軍 多ク 兵器 ヲ喪フ 、是 日、 督府、 書ヲ 加賀藩 一一 致 シ テ、 銃器 彈藥ヲ 供給 セ シ 厶 。 

當廿 四日 夜、 長 岡 口 賊徒 襲來、 不圖モ 我 軍 致敗績 候、 就 テハ、 彈藥 S 器械 多分 燒失致 候-一 付、 差 懸彈藥 匱乏、 夫々 致 方 無 御座 

候、 贵藩 ニ於テ 用意 有 之候ミ 二 へ ー ル四斤 旋條砲 彈藥、 不殘 借用 申請 度、 尤、 其外ミ 二へ ー ルハ トロ ン六拾 萬發、 四 斤旋條 

砲數 萬、 是非共 製造 致侬賴 候、 兼テ 軍務 官へ 至急 運送 申 遣 置 候 間、 不曰到 著 可致ト 承知 致 候 得 共、 差懸 無餘義 次第、 委曲 ハ 

使者 ョ リ可申 通 <M 也。 

七月 廿 七日  兵 部卿宫 參  謀 

加賀 重臣 中释 I 

〇 按 スルー 一 、北征 日誌 一一、 加州、 其 外、 近國 大小 藩へ ノトロ ン 調進 被 仰 付、 嚮導 方 和 田 武雄使 之 トァリ 、然レ トモ、 參謀書 

東 ハ加賀 藩へ 贈 リシ 者ノ 外、 諸 書見 ル所 ナシ。  • 

〇 新發 田ノ 官軍、 新發 田 藩 兵 ヲ以テ 、先鋒 ト爲シ 、賊 兵ヲ水 原、 笹 岡ニ驛 一一 擊テ、 之ヲ 破ル。 

〇 北征 H 誌、 徵兵 五番 隊戰報 節 略 -1 云、 七月 廿六 日夜 八 時、 笹岡ロ 進撃 長 州 隊長、 野 村道 藏ト申 合、 長 州 兵 ハ 間道 ョ リ澤ロ 

山、 陣ケ峯 へ 進撃、 當隊ハ 本道 ョ リ進擊 仕 候處、 賊ノ 斥候 一 人生 捕. 追 々進撃、 賊ノ 地雷 線ヲ 切リ、 砲 臺ヲ乘 越シ、 堤 村光圓 

寺ヲ 園ミ、 一 戰ニシ テ直 一一 放火 シ、 賊、 敗走 シテ、 丸屋村 砲臺へ 退ク、 長 州兵ハ 砲臺ノ 正面 山上 ヨリ 砲戰、 當隊ハ 半隊ヲ 以テ、 

IS 合 小 栗 山 ョ リ 進撃、 賊、 終 一一 桔梗 峰 へ 逃走 ス 、當隊 一 同、 砲臺 ヲ 乘取申 候、 此時、 半隊 ノ 指令 宫 綾部 第 藏手負 仕 候、 生 怖 三 

人、 討 取 四 人。 

〇 岩 村 高 俊 事蹟 二 云、 七月 廿 七日、 新發 田ヲ距 ル五 里、 會津ノ 陣屋；^、 ラ攻メ  、之 レヲ 拔ク。 

Q 慶應 出軍 戰狀 -1 云、 七月 廿 六日、 敵情 探索 ノ上、 笹岡 水 原 攻撃 ノ 軍議 相 決シ、 水 原へ ハ藝州 一 小隊、 明 石 一 小隊、 及薩砲 

一門、 二番 遊撃隊、 笹 岡へ ハ長州 一 小隊、 藝ー 小隊、 徵兵 一 小隊、 新 發田ニ 小隊、 薩砲 ニ門ヲ 以て， 當夜 十二 字、 兩道 ニ新發 ffl 
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ヲ. 發シ、 廿 七日 未明、 水 原 ヨリー 里程 手前、 中 通 山倉邊 二 テ賊ノ 斥候 ヲ追 散シ、 一人 ハ打 伏セ、 急 二 水 原へ 攻掛リ シカ、 驛 

口 へ 砲臺ヲ 設ケ、 稍暂ク 防戦 スレト 、遂 一一 攻破 ラレ 、其 儘 追擊シ テ 市中 へ 突入、 賊營 二 迫 ル 、賊ハ 市中 諸 所 へ鈇、 或ハ、 刀鎗 

ヲ 以向 フ者 ァリ、 亦逃ル モア リ、 多 クハ射 伏ヒ、 打 伏セ、 遂ニ水 原 ヲ破ル 、死骸、 或 ハ 、大小 砲 彈藥糧 米 等 數多捨 置、 保 田 口 等 

へ 悉ク 敗走 ス、 市中 ハ 、賊、 過 午 放火 セリ 、然處 、笹岡 進撃、 官軍 モ 勝利 ヲ得、 夫ョ リ 暫時 ハ、 兩所 滯陣シ テ 、 互 一一 軍議 一一 及 ヒ 

ヌ、 此時、 夫卒 一 人手 負" 

〇 戊已征 戰紀略 -ー 云、 七月 廿 六日、 新發田 ロ新發 K 兵ヲ 先鋒 トシ 、薩 州、 藝州、 明 石 兵 ハ水 原-一向 ヒ 、奇兵 五番 隊、 薩州 兵、 徵 

兵 ハ 一 - 一路 二 分 レテ笹 岡 二 向 フ.， 廿七 日朝、 笹岡、 水 原 一 一虚 ヲ破ル 、賊、 赤 坂 二 走ル、 官軍、 進テ 陣ケ峯 二 上ル： 

〇 淺野長 勳家記 二 云、 水 原 口 弊 藩 人數、 遊撃 一 小隊 之 儀 ハ 、 七月 廿七 日朝、 進擊仕 候處、 賊兵、 直 -ー 散亂、 行方 相分不 申、 同 

日、 徵兵 五番 小隊、 長 州 奇兵 一 小隊、 新發田 一 小隊、 薩砲 一 門、 及 弊 藩 一 小隊 ッ 、、笹 岡 表出 張 之砌、 堤 村 於テ、 光 圓寺ト 申 

寺 内 へ 、賊徒 屯 集 之 旨 二 付、 諸 藩 一 同 進 擊發砲 之 所、 賊、 忽奔漠 、ナ ヲ殘賊 寺. 2： へ 潜 匿 致 居候 二 ヨリ、 同 寺 燒拂、 去 テ笹岡 へ 

著 之處、 猶叉宮 下 へ 繰 込 之 御 達 二 付、 直 様 同所 へ 繰 込、 翌廿 八日、 重 テ保田 表 進擊之 旨、 長 州 ヨリ 通達 二 は、 同 夕 著 陣" 

〇 明 石 藩 記 二 云 、七月 廿 六日、 g 、ノー Lt 七 依 御 達、 薩、 藝、 新 發田、 弊 藩、 水 原 口 へ 繰 込、 弊 藩半隊 ハ 間道 へ 廻リ、 半 隊ハ致 先 

鋒、 薩州 斥候 ト 合併 進撃 之 處、 敵ョ リ烈敷 打掛候 -ー 付、 及應 砲、 盡 死力 雄 伐、 敲四五 人打斃 候處、 餘賊忽 潰走、 同廿 八日、 保 S 

村滯 障，) 

〇 溝 口 直 正 家 記 二 云、 七月 廿 七日、 水 原 へ 進擊 二 付、 先鋒 當藩朝 倉 勇 次、 一 小隊、 薩、 長、 明 石、 藝州ノ 兵 進撃、 上 市、 歩澤 口、 

堤 村 等ノ賊 敗走， 水 原 ノ賊、 市中 放火 散 亂ス、 諸 隊進擊 、出湯 山ヲ乘 越へ、 陣ケ峯 迄 進ム、 勇 次 一 小 除 ハ水原 新橋 口  二 止リ、 

躉場ラ 築キ守 衞ス、 同日、 本 田 村 地境？ 場相阁 居候 弊 藩、 佐 分利 雄 吉隊、 薩、 長 藩談ニ ヨリ、 瀧澤山 樵路ヲ 越、 兩藩 供、 堤 村 屯 

集 罷在候 賊ノ橫 手へ 出、 不意 ラ諶 候處、 賊 防戰不 叶、 お 寺へ 火 ヲ掛ケ 潜 走 二 付、 陣ケ峯 迄 尾擊、 絕 頂へ 砲臺ヲ 築、 雄 吉隊拉 二 

大砲 一 門 相備、 葉 川口 固 一 一番 隊モ繰 込，^ 守罷在 候" 


〇 若松 記 節 略 二 云、 目黑九 八郞、 七月 廿 一  一 3 、萱野 gli^ ハ 殿 一 同、 三條罷 越、 廿 f、 酒屋 陣： 8 邊地利 見 分 トシ テ罷 越、 同夜 

八ッ時 頃、 吉岡武 橘、 關 場馬圖 之助兩 人、 早 打 一一 テ罷 越、 松 崎 表へ、 敵、 六 艘蒸氣 船 二 テ 上陸 セ シ趣 申來候 一一せ、 直 様 水 原 表 

へ 歸陴ス 、同所 大混雜 二 テ、 老少 男女 騷立、 不穩 候-一 付、 斥候 探索、 夫々 差 出 申 候處、 彌以 上陸 致 候 趣、 依 之、 當所詰 合 丈ケ之 

御 人數、 口々 へ 夫々 出張 1 一 相 成 候 得 共、 拙者 儀 ハ 、ず 一 野 殿 へ 附添、 水 原 表 へ 居殘、 胸壁 始人數 手配 候 様 被 仰 付 候 二 付、 山 

口 孫 助、 木 藤 盛 鉄、 關場馬 圆之助 一 同、 胸壁 手配 致、 番兵 罷在 候處、 廿 七日 未明、 笹岡 方面 二 テ 砲聲、 火 之 手相 上リ 候 -ー 付、 

探索 人 差遣 申 候處、 味方 敗走、 山 越 致、 會津ヲ 志 シ 、引揚 二 相 成 候 由 報知 ス 、敵、 直 二 襲来 候 形勢 相 見 候 二 付、 右 四 人 申談、 斯 

相 成 候 上ハ、 陣星ヲ 枕 ニ戰死 致候覺 悟一 一 テ、 萱野 殿へ 右 之 段、 注進 申達へ クト 存罷越 候處、 敵、 天神 街道 ョ リ大 軍、 鬨 ヲ作テ 

獎來致 候 二 付、 右 四 人 、陣屋 へ 罷越候 路次中 -ー テ 、蒼 野 殿、 過 剋 被 立 退 候 由 爲聞候 者 有 之 候 -ー 付、 三人 之 者 引 揚候策 相 立、 間 

道ョ リ引 揚ル、 其 節、 山 口 孫 助手 負 二 相 成 候 由、 私壹 人、 萱野殿 私共 へ 布告 モ無 之、 引揚 二 相 成 候箦迚 ハ 絕テ 無之條 -ー 付、 陣 

星 迄 相 申 候處、 疾 一一 引揚 一一 相 成、 誰 S 人 止 居 致 候 者 無 之 候 一一. 付、 同所 ラ罷 出、 日旣 二 瞎 一一 及 候 二 付， 石閒ロ ヲ志 シ引揚 、草 

水 村 二 水 原引揚 -ー 相 成、 人 數屯集 之 由 承リ候 二 付、 草 水 村 へ 趣 候へ ハ 、夜旣 二 明 ク 、鈴 木 運 治、 水 原 へ 詰 合罷在 候處、 廿 七日 

未明 ョ リ、 敵方 多人數 二 テ水原 へ 人 込、 方々 ョ リ砲發 、放火 二 及 候 "一 付、 不殘石 問 へ 御引揚 二 相 成、 夫ョ リ 同所 胸壁 築 立 候 

ニ付テ 尸 、人足 差 出方、 お、 右人 用 之 諸 品 取 配 リ罷在 申 候處， 敏方、 山々 打 越 シ參候 由 相 聞 候 -ー 付、 竇正山 ト申山 へ 、淸水 作 

左 衞門殿 外 、獵師 ト モ 始、 都合 貳拾 人餘 二 テ 相 固 メ 居 申 候、 

七月 廿 五日、 松ケ崎 へ 軍船 數艘 著、 直 二 上陸 致、 小船 ヲ引 上ケ、 砂ヲ 詰、 胸壁 二 取 立 候 由 二 テ、 甚タ騷 々敷. 酒屋 陴星 へ 相 聞 

候 二 付、 急速、 物見 探索 之 者 差 出 候處、 聞 之 通、 軍船 六艘 著、 上陸 人 數之內 、直 二 新發田 へ 罷越、 其餘 ハ 、新 潟 へ 打懸候 手配 之 

由、 相 聞 候 旨 申出 候 二 付、 新 潟 S 水 原 口 へ モ 急速 模様 承ト シテ 差遣 候處、 新 潟 之赣、 米、 仙 共 一一 縫 之 人 數ナラ テ不居 合、 御 家 

迚 モ 同斷、 御手 藩之義 二 候 得 共、 專防戰 手配 有 之 旨 申出、 水 原 之 養、 有 泉 除、 其 前 東方 面 切迫 之 由 二 テ 、若松 表 へ 御 引返 -ー 相 

成 候 跡、 地宫之 外、 寄 合 組 土工 兵 ナラテ 不居合 候 得 共、 土工 兵隊 ハ、 新發田 街道 山屋村 方面へ 出兵 被 仰 付、 專防戰 手配 之 旨、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 七日  六 九 一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 七日  六 九 二 

是又 申出、 新 潟： g 水 原へ 打懸、 夫ョ リ 酒星陣 星へ 取 懸リ候 聞 有 之、 酒 星 迚モ地 官之役 々、陣屋 一一 罷在候 者ハ、 拾貳 三人 トナ 

ラテ無 御座、 病人 共有 之、 婦女子 モ罷在 候 一一 付、 病人 婦女子 等 爲立退 候 手配 罷在 候處、 同廿 六日、 夜 九 ッ時頃 -ー モ可有 御 

座 哉、 新 潟 方 -ー 當リ、 大砲 之 音 相 聞、 引續 砲聲甚 敷、 夜明ケ -ー相 成 候處、 水 原 方 ニ當、 火 之 手相見 候 二 付、 物見 之 者 差遣 候處、 

專、 水 原 切迫 之 趣 注進 相 成 候 二 付、 病人 婦女子 ハ 乘船爲 致、 引 船 -ー テ石閒 口 へ 差配 取 片付 罷在候 内、 敵 船、 酒屋 裏 鳥屋 野 潟 

t 乗ん 一 候閒、 御用、 3 有 之 候 様、 爲御知 申 候 趣、 米 藩、 早馬 一一 テ申 置、 直 二 加 茂 方面へ 罷越、 酒屋 之義、 東ハ 阿賀 川、 南ハ小 河川" 

西 ハ き 口 濃 川、 北 尸 鳥屋 野 潟 二 テ甚タ 難澀成 場所、 酒屋 村 之 外、 最寄 一 圓新 發田領 一一 テ、 百姓 共 蜂起 籠 在、 少人數 一一 テ 可保樣 

無 御座 模様 二 寄、 俄 一一 引 揚ケ候 道モ無 御座、 不安 至極 之義 -ー 候 閒引揚 、水 原 へ 可罷越 之處、 水 原迚モ 切迫、 引揚 一一 相 成 候 哉 

二 相 聞 候 -ー 付、 同廿 七日、 四ッ時 過、 酒屋 陣屋 一 同 引揚、 桑名樣 御領 分新津 通、 夫 ョ リ御新 領馬下 村 へ 懸リ、 草 水 村 へ 著、 草 

水 村 分 赤 坂 山 胸壁 築 立、 其餘、 馬 下 村 渡船場 番兵 ヲ モ 相 勤 申 候。 

-〇 妙見ノ 官軍、 賊兵ヲ 十日 町村 一一 撃ッ、 半 藏金ノ 官軍、 兵 ヲ分テ 妙 見 ロー 一進 厶。 

〇 戊已征 戰紀略 二 云、 七月 4= 七日、 妙見ノ 兵、 賊ト 戰フ、 振武 一 番隊、 十日 町 ノ賊ヲ 擊ッ、 栃尾 ロノ 諸 兵、 退テ半 藏金ヲ 固守 

シ、 兵 ヲ分テ 妙見ヲ 援フ。 

〇 十 津川鄉 兵 出張 事錄 一一 云、 七月 廿七 日、 我 兵 半藏金 一一 退キ、 兵粮 ヲ遣ヒ 、山 ヲ越シ 、此夜 丑 刻 頃、 長 岡 ノ 川上 一一 妙 見 村 二 出 

テ、 師難 24、s 村 徹夜 巡邏 シ、 一 小隊 一一 テ妙 山ヲ守 リ、 翌-廿 八日、 三隊 トモ- I 翻、 に || 隠お 【ミ 申划 ヨリ 妙 見 村 ヲ發シ 、金 倉 

USL 妙.^ は "に 一？、 へ 上リ、 參謀ノ 命令 ヲ待、 一一 一番 小隊 ハ金倉 山ヲ打 越、 獨リ澤 ヲ經テ 蓬 木 平-一 著。 

〇 金 澤藩記 節 略 二 云、 七月 廿 七日 、青地 半 四 郞隊、 田 代 村 領福山 ロノ 間道 二 備フ、 同廿 八日， 小 千 谷ロ官 兵、 甚 タ苦戰 因テ 

直チ 二、 妙 見 村へ 一 砲門 ヲ援 トシ 進ム、 原 余所 太 郞隊、 同夜、 熊 取 ヨリ 妙 見 村 二 到ル。 

〇 戸田 氏 共 家 記 二 云、 七月 廿 七日、 半 藏金村 一一 テ 防禦 罷 在候處 、進撃 一一 付、 弊 藩 S 末 家人 數之內 一 小隊 半 尸 、桓峠 へ 相 進、 夫 

ョ リ妙見 之 方 へ 操 出シ、 十日 町 山 之 手臺場 -1 テ發砲 致シ、 賊、 散々 引退 候 一一 付、 猶叉攝 田 屋村迄 進、 同所 一一 相 備罷在 候。 


〇 眞田幸 民家 記 節 略 二 云、 七月 廿 七日、 砠擊隊 、三番 小隊 等ハ、 半藏 金村ョ リ浦柄 村 - 一到 リ、 妙 見 口  -ー屯 守ス、 廿八 曰、 大砲 

方 長 州 藩 一 同、 妙 見 村 ヨリ 六日 市 村 へ 操 出シ、 砲 墨 ヲ造築 致、 守禦候 e 

〇 龍 岡 藩 記 一一 云、 七月 廿 七日、 半 藏金會 議所ョ リ妙見 宿 へ 相 i! リ可申 旨 達 一一 付、 半藏金 進軍、 亥ノ 刻、 妙 見 宿 へ 著陴、 懸念 ノ 

道へ 胸壁 相設、 巡邏 ス。 

〇 戶田氏 良家 記 -ー 云、 七月 廿 七日、 半 藏金村 -ー テ 防禦 罷在候 處、 賊致 進撃 候 二 付、 宗藩 ® 弊 藩 人 數之內 一 小隊 半 ハ 、植峠 へ 

^進、 夫 ヨリ 妙 ノ 方へ 繰 出シ、 十日 町 山 ノ手臺 場 一一 テ致發 砲、 賊、 散々 敗走 一一 付、 尙叉攝 田 屋村迄 相 進、 同所 一一 止 陣ス。 

〇 德川義 宜家記 節 略 二 云， 七月 廿 七日、 官軍 追々 妙 見 村 へ 繰 込、 廿 五六 小隊 相 成、 臨 期 一 ニニ 百 人前、 或 五六 百 人前 兵粮、 弊 藩 

津田 九郞次 郞隊中 -ー テ、 晝夜粉 骨 無 滯蓮輪 仕 候、 廿 八日、 官軍 猶叉繰 込、 三十 五六 小隊 ト相 成、 發砲仕 候 得 共、 賊徒 不應。 

〇 若松 記 節 略 一一 云、 遠 藤 伊之吉、 七 e: 廿 六日、 長 岡 へ 操 込、 同日 セッタ ャ迄 出張、 半道 程先ノ 村へ 番兵 罷有 候處、 廿七 日朝 

五ッ時 過、 十日 町へ 火ノ手 上リ、 追々 敵 兵 押 寄 候 一一 付、 一 番 小隊 鼓 素 藩 人 數ト合 兵、 進軍 防戰仕 候處、 敵 兵、 十日 町 ヲ引上 

ケ、 蛇 山村 ヨリ 馓共 ニテ、 十日 町へ 打懸候 二 付、 味方 一 番、 二番 ト合隊 、於 十日 町烈敷 砲戰、 八 ッ時過 迄 打 合 申 候處、 敵不叶 

シテ蛇 山村 へ 火 ヲ懸、 敗走 致 候 一一 付、 同村 迄 追 打、 村北ノ 土手 へ 胸壁 ヲ築キ 、番兵 罷有申 候、 此日死 一 一人、 ill^rf ^人力 傷 

一 人 cg、 

〇 長 岡 藩 戰記爭 記 二 云、 七月 廿 七日、 官軍、 十日 町村 ヲ 放火 ス、 攝田屋 村 一一 備ル 銃士 隊長 花輪 彥左 衞門ノ 一  小隊、 砲 一 門、 十 

日 町村 - 一進 ム 、官軍 退ク、 銑卒 隊長 望月 忠之 丞ノ 一  小隊、 村 松 村 二進 ミ、 會津 一 小隊、 蛇 山村 ニ備 へ、 米澤ー 小隊、 前 島 一一 進 

ム 、草 生津 以北 黑津村 ノ間、 所々 、信 濃 川 一一 沿テ 守衞 ス 。 

〇 攝津 艦、 復タ新 潟 ノ賊ト 戰フ、 賊ノ 砲彈、 其 左舷 -1 中リ、 右舷 ヲ洞 ス、 旣-ー シ テ、 丁 卯 艦來リ 

援ケ、 砲戰 夜半-一至 ルリ 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 七日  六 九 三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 七日  六 九 四 

〇 北征 日誌、 攝津艦 指揮 役 兼 坂 某 戰報節 略 二 云、 七月 廿 七日、 新 潟 臺場ョ リ御艦 1^ へ 及 發砲候 二 付、 直樣 應擊、 大砲 數門 

ヲ連饮 、互 一一 打 合 候內、 賊之 砲彈、 吾 左舷 ヨリ 右舷へ 打 莨 候砌、 水夫 八丈島 ノ菊四 郞ト申 者 戰死仕 候、 午後、 丁 卯 艦、 松ケ崎 

ョ リ充來 、相 共 一一 致 操 打 居候 得 共、 御 艦 之 儀ハ急 御用 有 之、 松ケ 崎へ 進航 致シ、 丁 卯 艦、 新 潟 へ 殘リ 居候。 

〇 慶應 出軍 戰狀節 略 一一 云、 攝津 艦、 七月 廿 七日、 晝八字 頃 ヨリ、 又 新 潟 臺場ト 砲戰ヲ 始ム、 賊、 礮臺ヲ 凡  一丁 餘ノ 距離 二 並 

へ 設テ、 沙堤 ノ內ラ 靈 チ、 兵 ヲ潛メ 、砲門 ヲ隱 蔽シ、 頻 一一 發砲組 擊ス、 吾艦モ 亦、 不絕 砲撃 ス ル 一一、 賊ノ彈 丸、 吾艦ノ 左舷 二 中 

リ、 水夫 菊 四 郞カ頭 腦ヲ射 碎キ、 右舷 ヲ洞 穿ス、 或ハ 中檣ノ 续章ヲ 射落セ リ、 砲 戰數刻 一一 シ テ、 暫ク止 砲シ、 死人 ヲ 水葬 シ、 

食事 二 就キ、 或、 此港 輻湊之 商船、 帆 ヲ揚テ 遁去ル 者 多キニ ョ リ、 鳴 船 ヲ以追 留メ、 是ヲ檢 查シ、 疑 故ナキ モノ ハ免シ 遣ル、 

時 二  丁 卯 丸、 松ケ崎 ヨリ 來ル、 又 共-一進 ンテ 砲戰ヲ 始ム、 三 字 後、 大鵬丸 來リテ 報知 ァ リ、 兩艦 暫ク止 砲、 攝津丸 ハ松ケ 崎 二 

到 ル、 丁 卯 丸、 夜半 迄 砲 擊シ、 翌朝、 松ケ崎 一一 會ス。 

〇島津 忠義 家 記節 略 二 云、 攝津 艦、 七月 廿六 曰、 新 潟 沖 -ー 滞 泊、 同廿八 曰、 f ノー  一 i. 、七 朝 五 時、 賊地 近ク艦 ヲ進 候 二  、亦賊 ヨリ 

放 發相始 候 二 付、 互 一一 放擊 之央、 丁 卯 丸モ松 ケ崎ョ リ航來 、共 一一 八 時 迄 砲撃 候 得 共、 元 來疎間 ノ砲臺 故、 目的 不相定 、且 陸軍 

乇未 逼候テ ハ 、迚モ 落 去 之算無 之閒止 放、 七ッ 過、 松ケ 崎へ 引取 碇泊、 此期、 賊 之砲彈 一 個、 左舷 ョ リ 右舷へ 貫 洞、 爲此、 攝津 

艦 水夫 砲手 一 人 戰歿仕 候、 餘彈ハ 都 テ舷上 ヲ越シ 、海中へ 沒シ申 候。 

〇 若松 記 節 略 一一 云、七月廿七曰、1^^艘軍艦松ケ崎ョリ乘廻リ、新潟曰和山沖-ー滯船ス、依テ、新潟市中動播ス ル事、 言語 二 難 

IT 此時、 フ ロイス 、人 スネ ル、 兩度、 右 軍艦へ 乘込、 應接之 事、 人數ノ 儀ハ、 軍艦 贰艘へ 三百 五十人 程、 降、 長、 藝藩之 

内、 尤 今夜、 當湊 へ 上陸 ト相見 候 間、 诀テ無 油斷、 海岸 固 候樣、 ス ネ ル申間 モナ ク、 右兩濫 二 テ 流星雨 三度 ッ 、 打 上ケ、 刖、 是 

砲 戰ノ合 圖ト相 見、 閒 モナ ク沼垂 ヨリ 打懸 候。 

〇 賊兵、 栗 山 澤村ヲ 襲 フ 、官軍、 擊 テ之ヲ 卻ク。 

〇 金 澤藩記 一一 云、 七月 ±- 七日、 贼、 栗 山澤ヲ 襲フ、 津田十 之 進隊、 石 峠 間道 ヨリ 同所へ 赴キ、 直チ 一一 擊チ 拂フ、 此時 、栗..^ 澤ノ 


尾 州、 戰田藩 兵、 勢 ヒ少ク ffi ス、 津田隊 ヲ福山 -ー留 メテ、 援 二 備フ、 同夜、 尾、 餓兩 藩、 賊ノ 再襲セ ン コトヲ 慮リ、 其所ヲ 引ク、 

、之 ニまシ テ、 歸テ其 所 ラ守ラ シ ム C 

二十 八日、 新 發田ノ 官軍、 兵 ヲ分チ 、新 發田藩 兵 ヲ以テ 先鋒 ト爲 シ、 進 テ米澤 口  二 向フ、 是日、 

加 治驛ニ 至ル、 柳 澤德忠 、 llSil 一一 新發 田 藩 兵 二 因 リテ、 罪 ヲ謝シ 降 ヲ乞フ 、乃チ 命 シーア、 藩兵ヲ 

出シ、 實効 ヲ奏セ シム。 

〇 溝 口 直 正 家 記 節 略 -ー 云、 七月 廿 五日、 先鋒 大西孫 右 術 門 一 小隊、 砲 一 一門、？； I 淺彌 一 左 術 門 一 小 、称、. 砲 一 門、 f 澤ロ 三日 市 方 

領 5: 境、 島 潟 村へ 出張、 同廿 六日、 藝藩 一 小隊、 島 潟 村へ 繰 込ム、 同廿 八日、 加 治 川 ヲ渡リ 、三日 市領加 治驛へ 進ム、 三日 市 藩 

ョ リ常藩 隊長 へ 依賴、 降伏 謝罪 歎願 一一 付、 則、 參謀中 へ 申達 候處、 先鋒 ノ兵ヲ 出シ、 實効相 立 候 ハ 、 、御 詐容ァ ル ヘシ トノ儀 

一一 付、 其 旨 相 達 候處、 素 ヨリ 少人 數ノ 上、 東京 家族 迎ノ 爲メ、 出京 等 一一 テ 差出ス へ キ人員 無 之、 僅 一一 五 人出 丘ハ 一一 付、 參 謀中ョ 

リ差圖 一一 テ、 當 兵隊 へ 合併 ス。 

〇 三日 市 藩 記 二 云、 戰士五 人、 輕卒兩 人、 七月 廿 七日、 新發田 表出 張 之 參謀久 保無 一 三 一 殿 へ 屆之 上、 八月 四日 中條表 へ 出兵、 

新 發田藩 大西孫 右 術門隊 へ 合 兵、 兵士 拾 * 人、 農兵 貳百 人、 右 ハ 領内 口々 爲 番兵 差 出 候樣、 新 發田表 參諜衆 ョ リ達 -ー 付、 七 

月廿 八日 夜 ヨリ 差 出 候。 

〇參 謀 壬 生 基修、 關原 驛ヲ發 シ 、柏 崎驛 一一 歸ル 。⑩ i 

〇 賊兵、 村 田 村ヲ襲 フ 、官軍、 邀 へ 擊テ 之ヲ 卻ク。 

〇4!- 澤藩記 一一 云、 七月 廿 八日、 賊、 村 田 村 ヲ襲フ 、杉 浦 善 左 術 門隊、 半 隊ヲ以 テ擊退 之" 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 終 

十八 年 十二月 十七 日 八 等 掌 記 豐 原資 淸 蟇 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 四 明治 元年 七月 二十 八日  六 九 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九日  六 九 六 

復古 外 記 稿本 

越後 ロ戰記 第五  明治 元年 七月 一一 十九 日 

七月 二十 九 曰、 參謀前 原 一 誠 ヲ罷厶 、輔 f If > 尋テ 督府、 一 誠 二 命シ テ、 本營 二 駐在 セ シム。 

前 原 彥太郞 

徵士 越後 府 判事 被 仰 付 候 事" 

ご 弓 職 務 進 退 錄 
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條村ヲ 攻擊ス 、進 援テ拔 之、 諸方 へ 追 擊ス、 土 場ノ臺 二 依 テ固守 ル、 努兵殆 苦 戰ス、 暮ニ 及ヒ、 央ハ今 町ヲ討 テ陣ス 、卽死 一 

K, 兵士 提 V4,, ノ Ytd ん、 半 隊長 ノ場橋 口 吉左衞 門、 兵士 川上 喜 助、 山 峰 梢、 島山 卜 三 14 ォ象 、き 卩寸、 ノ度 n ゝ寧 ん、 

/ 彥太郞 、弓^ 五ノ^ 八郎、 夫卒 幸次郞 、鉢 八、 幸 次郎、 二人 後遂- 一死 ス、 ±ーー番 隊ヒも I*-  ist ノ渡 口へ！： フ 

同日 曉 ヨリ、 薩、 長 ノ各隊 、妙 見 山 口 ヨリ 進撃、 七 字 二 ハ 砲 聲烈ク 、長 岡 城 二 迫ル、 卽刻、 半 嫁 大島渡 ヲ渉リ 、妙 見 口へ 繰 出 

シ 應援 ス 、此時 、 官軍 城 中 へ 攻入ル 、賊、 敗レテ 筒 場 S 大黑村 へ 迸 去ル、 裏、 是 ヲ 追討 シ テ 、福 井、 百 束 村 二 追 詰 メ  、 暫吐は 

互 二 砲 擊ス、 半 隊ハ、 百 束 ノ撗合 ヨリ 攻掛ル 、故-一 賊叉 敗走 ス、 同夜、 大 黑村竝 水門 口 ヲ守ル 半 隊ハ、 同 九 字 頃 ヨリ、 黑 

洲 ノ渡ヲ 押涉テ 進擊シ 、分隊 シテ 大口 村 諸所臺 場ヲ乘 取ル、 一 分隊 ハ川邊 ヨリ 中島 迄 追討 シテ、 今 町 之 先陣 也、 同夜、 同所 

へ 陣シテ 和 堅ム、 此日、 賊ノ 死慯夥 トイへ トモ、 數里ノ 攻撃 二 テ、 首級 打 捨ル、 戰死 一人、 賊 Ml 手 負 一人 、飾 肺 ti、 

四番 大砲 隊左半 座 之 儀、 掼下ト 申 所 迄 砲車 繰 出、 川 ヲ隔、 砲戰 一一 相 及ヒ、 同日 未明、 官軍、 妙 見 口 ヨリ 進撃 相 成 申 候處、 追々、 

iR 軍川ヲ 渡リ、 賊兵陣 星 へ 砲發、 叉 " 火 之 手相 掛、 賊兵 追拂、 先、 相 堅 居候 筒 場 臺場迄 進撃 候處、 賊徒 モ本 祁堅メ 居候 福 

井、 百 束臺場 へ 罷在申 候 二 付、 小 鉄 1 一三 小隊 二  、五番 砲車 一 門 繰出シ 、進 擊相成 申 候處、 暮 二 ハ 、 賊臺場 乘取申 候、 何分 夜中 

二相 及ヒ 申候ュ へ 、同所 迄 相 堅 メ居申 候、 外 城 一 一番 隊、 黑津之 渡 臺場等 築 立、 相固メ 居候、 一  里 同 曰 早朝 ヨリ、 

三 里程 東 一一 當リ、 砲 聲繁ク 、火ノ 手相見 得、 如何 トォモ フゥチ 二  、妙 見ノ 味方 也ォ 進擊、 早 城下 へ攻 入、 城 中へ 火力 

カリ、 或ハ 地雷 等 發動シ 、間 モナ ク 贈 ■ 八 „f、 長 岡 城モ守 返シ、 城 中 ノ賊モ 追 落 相 成 候 付、 早々 稹下、 黑洲ノ 方 モ進擊 イタ シ 

候樣申 來リ、 直  一一 ws^^. 船 手 當致シ 、黑洲 ノ渡押 渡 進撃、 下 條村相 守ル米 賊ヲ、 暫時 二 追拂尾 擊ス、 又賊、 元 ノ福井 

村臺 場へ 留守 ス、 番兵 1 一番 隊、 十四 番除、 御 親 兵隊 ナ ト ハ 、正面 ヨリ 我 一 一番 隊， 長 之 干城 隊ト、 北 ヨリ 討 込、 讓〕 兀リは % 我 隊、 

小鈇ー 三ー發 ヲ限リ 、外隊 ョ リ 一 町餘サ キ 一一 、先鋒 一一 討 入、 段々 切 戰致シ 、至極 之 勇戦 一一 テ、 無 程 追 落シ、 四 斤 半 砲彈藥 等分 柿， 

一 一番 大砲 隊 へ 相 渡、 人家 等 へ 火ヲカ ケ、 大勝 利 ナリ、 日 モ暮果 、六 ッ 時分、 筒 場 村 へ 凱陴ス 、 此日戰 死 一 人、 j^M、 手 負 三人、 

l、J^isl、f  番兵 一 一番 隊、 横 下 渡シ場 二  f 築キ 致防戰 居候、 同 曰 未明、 妙 見 村 力 ヨリ 進 擊相成 二 付、 其 機 合 


ヲ計リ 、押 渡リ、 乘 入へ クトノ 決 策 一一 テ、 大槪、 十字 比 ヨリ 右 半 隊ヲ以 、大島 渡 口へ 操 出シ、 妙 見 村 戰ヒノ 機 ヲ伺ヒ 、目前 守 

備ノ賊 へ 押掛、 追々 打 退ケ、 終 二 長 岡 城 大手 ロヨ リ攻 入、 是亦乘 落シ、 一 先 凱歌 ヲ唱 へ、 溺 手口 ヨリ 操 出シ、 大黑 村へ 進擊ィ 

タ シ、 下條 村人 口 ヨリ 相戰、 得 勝利、 大黑 村、 筒 場 村 之 間 マ テ追擊 イタ シ 候處、 此兩邨 へ 踏留リ 防戰、 コ レ マ タ乘落 シ候ニ 

付、 右 筒 場 村へ 屯 集 イタ シ居、 且左半 除 一一 ハ 、右 半隊、 大島ノ 渡 シ乘入 ヲ相圖 二、 橋 下 ヨリ 目前 之賊 畢 ニグ 所へ 、分隊 ッ 、突 

入、 夫 ヨリ 福 井、 百 束ノ兩 村へ 相 進ミ、 追々 攻拔、 今 町 マテ 衝突 イタ シ、 當邨 乘落シ 候處、 最早 初更 之 比 一一 モ相 及、 追 擊モ不 

調、 同所へ 守備 イタ ス。 

〇 戊已征 戰紀 略-一 云、 七月 廿 八日、 關原、 柏 崎 訛 言 S 與リ、 或ハ高 田、 三 國峠兩 道 二 引 揚ケン ト議ス ル者 ァリ、 一 處守 ヲ失ハ 

ハ 、全局 皆 破 レン トス、 今ノ 勢、 甚難守 ヲ以テ 、數々 進攻 ノ策ヲ 妙 見 一一 促ス、 妙 見モ 亦、 兵 寡 ヲ以テ 、未 タ發ス ル コ ト能ハ ス 、 

廿 九日、 妙 見 口 奇兵 八 番隊、 干城 一番、 三番、 四番、 五番 隊、 報 國ニ小 除、 薩兵等 合 八 小隊、 本道、 川 手 兩路ョ リ、 曉 霧-一 乘シ、 

急-一十 曰 町ノ賊 墨ヲ壟 奪シ、 進 テ六曰 町 等 諸 所ヲ進 擊ス、 賊、 不意 ヲ襲ハ レ、 支 吾 敗走、 我 軍、 火 ヲ放テ 勢 ヲ助ケ 、奮迅 猛進、 

w$ 一一  長 岡 城外 マテ 攻付、 大 一一 市 端 二 戰フ、 山手 ョ リハ 振武ー 番隊、 御 親 兵、 尾 州 兵、 金 貧 山、 村松ョ リ、 高 一一 ヨリ テ賊ヲ 追 

ヒ、 勢 二 乘シテ 勇進 ス、 大島 口、 飯 島 等 諸 村 ヨリ、 機ヲ a テ 一時 二 川 ヲ渡ル 、奇兵 一 番隊、 第 一 砲 分 除、 尾 州、 加州 、上田、 高 田 • 

ii 州、 御 親 兵、 若 州、 岩 村 田、 富 山 等、 兵火 ラ草 生津 一一 放チ、 道ヲ分 ッテ奮 進攻 擊 シ、 妙 見 ロノ 味方 ヲ援ク 、賊 兵、 大 二 敗ル、 

半 藏金ノ 官軍、 干城、 二番、 六 番隊、 振武 三番、 六番各 半隊、 花 立嶺、 萱峠ョ リ下リ 擊ッ、 官軍、 三面 急擊、 勢 驚 濤ノ 如シ、 城下 

悉 ク火ト ナリ、 賊 ノ彈藥 迸炸シ 、猛聲 雷 轟ス、 我 兵、 打 鼓 吶喊、 愤進 長驅、 筒 場、 十一 一 潟、 浦 瀧、 桂澤等 マ テ追 擊ス、 稹 下等 ョ リ 

モザ I 州 諸 藩 兵、 川 ヲ渡リ 、與板 ヨリ モ兵ヲ 渡シ、 沿江ノ 村家ラ 放火 シ、 勢 ヲ助ク 、賊、 急 爐狼狠 、禦 -ー術 ナク、 終 一 一大-一敗 績シ- 

福 井、 百 束、 坪 根、 寳所等 ノ疊、 皆 守 ラス、 奇兵 八番 嫁、 水門、 大黑ノ 砲臺ヲ 奪フ、 官軍 ノ 先鋒、 今 町 二人 ル、 橡尾 ノ贼モ 長澤、 

八 |里越 二 退ク、 奇兵 七 番隊 、謹 兵 ト追テ 、橡尾 -一 入ル、 f 人、 siRS3% 市 # 梅 If" 慯 e. 一一 一人： BgsH 

兵士お 本 市^、 木屋彥 一一 一郎、 井上 彌八郎 、中 所 兵 吾、 草 刈 百合 之 助-粟屋 虎之 丞、 益田與  一一 |- 兒玉 五郎 兵衞、 香 取 能 i 之 助; 絲：. 水 五^ 岡.^, 八、 

5^3^^^0?本1^ザ以^^ぉん%%-- 死" -S 條 IK 允. 井上 百合 祐， 內藤 次郎 作、 光永 三郞 -fi: 市 之 助、 馬屋 原 一一 一吉 山 f ハ 一 郞 平 岡 

復 古 外 記 ノ越 後口 戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九 H  七 〇一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九 B  七 ，〇 二 

甲 太郞、 山 田 贫次郎 、河 野彌 次郞、 ^藤 幾 之 助、 屮所敏 之 助、 內藤 百合 之 允  >粟 魔 千 蔵， 小 澤七之 助， 井上 彌ー 一一、 小 方 兵馬、 小 倉 脇 之 

助  >武 安留 三郎， ェ藤源 次郎， 西 島 新兵 衞 、長 淑松之 助， 山本武 三郎， 飯 E 登槌， 村 岡 初 五郎" 横山傳 五郎、 武田涛 兵衞、 加 藤 伊三郎、 

GK 左 p^. 藩 記 節 略 一一 云、 弊 藩 家老 津 E 玄蕃 手兵 一 中隊、 一 砲門、 暨、 司令 inn 雪 野 順 太郞相 率ヒ候 一 分隊、 旣 一一 長 岡 ヲ引揚 、下山 

村 等 一一 於テ 致砲戰 居候 處、 七月 廿 九日 黎明、 妙 見 口 等 二 當リ 、兵燹 數處 二 起リ 、 官軍 必勝 ト相 察シ 、玄 蕃、 兵 機 二 乘シ 、信 濃 

川ヲ 越、 從堤 下橫衡 シ 、賊軍. 巳 一一 致 敗衂候 -ー 付、 諸 藩 兵 ト 共 一一 銳進、 長 岡 一一 相 廻リ、 遂 一一 半 隊ヲ以 子 城 ヲ致 先登 候、 續テ 順 

太 郞隊、 兵ヲ 率ヒ馳 加リ、 a 川 袋 村へ 出軍 ノ弊藩 今 枝 民 部 手兵 一 中隊、 一 砲門 モ右 戰聲ヲ 聞、 神速 川ヲ 越、 大保村 等 之賊ヲ 

耀退シ 、遂 一一 官軍 諸隊 相合シ 、轉 鬪數 里、 三條ロ 安田 村 迄 致追擊 候、 

又 云、 七月 卄 七日、 今 枝 民 部隊 、 河 袋村鑌 キノ 河 上 ヲ固メ  、半 隊ヲ分 ッテ河 邊ニ壘 築ス、 同廿九 日 、 信 濃 川 ノ 下流 ヲ渡リ 、品 

ノ木村 賊墨ラ 急 衝ス、 賊、 倉皇 奔實、 我 兵 躡尾シ テ、 直チ 一一 猿 橋 川 ヲ渉シ 、進 テ大保 村 二 到ル、 民 部 半 除ヲ男 芝太郞 二 授ケ、 

髙畑村 ヨリ 杉 ノ森村 ノ進擊 ヲ命シ 、民 部隊 ハ、 品ノ木 ヨリ 關根、 潢山兩 村へ 進擊、 中 ノ島ュ テ合シ 、賊巢 今町ヲ 衡擊セ ン ト 

ス、 賊、 外 谷 S 川 ノ撟ニ 積 草 ヲ火シ 、路ヲ 塞キ、 且ッ堤 一一 據テ 防ク、 今 枝隊、 橋 上 ヨリ 賊ラ斜 擊ス、 遂ニ 今町ヲ 取、 本道 ヲ岡 ム、 

青地 半 四 郞隊、 廿 七日、 田 代 村 領福山 口  ノ 間道 一一 備 フ 、廿 八日、 妙 見 村 へ 一 砲門 ヲ援 トシ 、 又 半藏金 へ 進ミ , 花 立峠ヲ 固 ム 、 

同廿 九日、 妙 見 ロノ 宫兵 進軍、 所々 ヲ火シ 、長 岡へ 進ム、 因テ靑 地隊、 長 藩 兵 ト合シ 、栖吉 村へ 追擊、 賊兵遁 逃、 其 彈藥ヲ 取ル、 

更 二 我 一 一 分隊、 長 藩 分 除 ト合シ 、栖 吉村ョ リ長岡 へ 進軍、 城旣 二 陷ル、 因テ筒 場へ 進ム、 賊、 四ッ屋 村、 百 東 村、 大黑村 一一 分據、 

因テ我 丘ハ分 ッテ、 八丁 沼 土手 續キ 臺場 一一 伏シ、 且、 一 分隊 ヲ以テ 長 兵半隊 ト 合 シ 、賊背 二 迫ル、 賊、 我 伏 一一 陷ル、 本道 ノ 官兵 

ト共ニ 夾擊シ テ賊ノ 三面 ヲ衝キ 、遂ニ 四ッ屋 村、 賊巢ヲ 火ス、 須臾 一一 シ テ、 火數所 一一 揚ル、 賊、 膽 落魄 權、 忽チ奔 寬ス、 夜 五 時、 

兵 ヲ引キ 福 島 村ヲ固 ム。 

〇德 川 赣宜家 記 節 略 -ー 云、 七月 廿七 日、 弊 藩 津田九 郞次郞 、右 之 半 隊瀧谷 村 峠 へ 陴取、 左 之 半 除 ハ 本道 ト堤ノ 間、 畑 中 二  土 

墨 三 ケ所築 立 、厳重 守衛 候處、 廿 九日、 長 州 干城 隊 一 手、 東方 山上 ヨリ 十日 町ノ 際へ 押出、 官軍、 東西 南 三方 ヨリ 」 時 二進 擊 

候處、 賊 敗走 ス、 官 軍 勝利、 此時、 九郞 次郞隊 二 テ討取 分捕 有 之、 薩、 長 IS 九郞 次郞隊 トモ 四五隊 ハ 駐隊、 土 墨 厳重 守衞 候お 1、 

夜 二人、 關原參 謀 ヨリ 差圖 二 依テ、 九郞次 郞隊、 妙 見 村 迄 引上ケ 固守、 S 朔日、 小知 谷へ 引揚申 候、 廿 七日、 分隊 1\! 九郞 次郞、 


右ノ 半隊ハ 御 親兵ト 併合、 廿九 日朝、 長藩參 謀差圖 一一 依テ、 村 松 村 ヨリ 山手 へ 、順路 長 岡 へ 進軍、 夫 ヨリ 富 島 へ 進ミ、 此時賊 

爱人 ァリ、 追驅シ テ宮 地、 浦瀨ノ 間、 山手-一至 リ、 右賊ヲ 注目、 發砲候 折 柄、 山上 ヨリ 賊徒 小 t 弑連發 、味方 ヨリ モ發 砲數刻 二 

及 ヒ候處 、賊發 砲 稀 ナリ、 陴後富 岡 ヨリ、 官軍 多勢、 鯨波 ヲ發シ 進軍、 賊 山上 ノ 臺場ョ リ？^ 瀨へ 下リ、 椅澤 村へ 逃 去 候 付、 薩、 

長、 高田始 同村へ 進軍、 九 郞次郞 隊ハ浦 瀨村ノ 峠へ 進撃 、黄昏、 村民 三十 人 計 引率、 鬨ラ 作リ、 出 上へ 進ミ、 賊遁 逃ス、 因テ同 

夜、 浦瀨村 へ 引揚、 討留賊 一 人、 浦 村 一一 出張 之 高 橋 民 部隊 尸 、浦 村 ョ リ 下手 澀 マ说 川 堤 迄 一 里半餘 之處阁 守、 時々 川 ヲ隔テ 砲 

戰、 廿 九日 曉 一一 至リ、 十日 町ノ方 一一 砲聲劇 敷、 妙 見 村 ョ リ iB 軍總勢 進撃 、賊徒 敗報、 川向ヒ 一一 群リ 潰走 ス、 川 越 一一 發砲、 浦 村 

賴キ 中島 村 迄、 賊徒 ヲ橫衝 砲 擊シ、 午後、 川 ラ渡リ 、十日 町 邊之殘 賊掃擊 、長 岡へ 進入 候 様、 關原參 謀差圖 -ー 侬テ、 所々 探 案 

之處、 賊實人 モ 不 其 夜、 長 岡 宿陴、 進 返、 大島 出張 之參謀 へ 問 合 候處、 淼立 t- へ 進軍 候樣達 二 付、 八月 朔 日朝、 操出シ 候處， 

猶又長 岡 會議所 ヨリ、 今 町 相 固 候 様差圖 二 付、 加州 藩 一 小 除ト、 右 村 巡邏 斥候 等差 出、^ 守罷在 候、 川 袋、 脇 川へ 出張 罷在候 

弊^、 中 川 庄藏隊 ハ 、廿 九日 午刻、 荒 尾駿河 ョ リ 差圖 ニ侬テ 、分配 一 小隊 程ノ 人數、 川 ヲ越ス 、裏手へ ハ 加州 勢 出兵、 庄藏分 

隊 ハ 川通リ ヲ進、 天神 村 ョ リ川邊 村、 關根 村、 宮 S 村、 長呂 村、 島 田村邊 迄、 賊徒 屯 集 之 所、 擊掃 進軍 ス、 同日 夕、 川 手前 へ 移 

陣、 ^:{寸、^ 爲 斥候、 長呂 村へ モ人數 差 出 候、」 

〇 榊 原 政， 敬 家 記 節 略 二 云、 七月 廿九 日朝、 諸手 長 岡 城 へ 進撃 之 旨 達 シ有之 候 -ー 付、 弊 藩 家老 竹 田 十左衞 門、 大 S 村 ヨリ 渡船、 

城下 へ 進入 候處、 賊徒、 敗 潰 散 走 一一 付、 宫下村 迄 及尾擊 候處、 浦 瀧村邊 二 ォ ヒ テ御親 兵 151 尾 藩、 長 藩 等 烈戰中 之 趣 相 間 候 二 

付、 直樣 同所 へ 繰 込、 倶 一一 盡カ及 奮 戰候處 、賊等 支 ヒ 不得、 桂澤之 方 へ 引退、 聊守返 シ發砲 一一 及フ トイへ トモ、 味方、 彌奮勵 

進 擊候處 、終 一一 龜崎之 方 へ 散亂、 敗走 ィ タ シ候 一一 付、 尙 一 同 追撃、 同所 放火 之 上、 娃澤村 へ 揚取、 一 族 榊 原 若狹、 藤 澤村臺 場 

嚴守、 同日、 長 岡 進撃. 之 節、 若 狹及ヒ 附屬之 兵隊、 信 濃 川 ヲ渡リ 進入、 落 行賊ヲ 尾擊、 筒 場 村 二 至リ 候處、 賊兼テ 設置 候砲臺 

二 據、 稠敷 防戰候 -ー 付、 御 親 兵 S 若 狹隊、 協力 勇進 及 攻撃 候 得 共、 贼 等尙嚴 -ー 相 支 候 -ー 付、 若 狹條、 衆 -ー 先立、 賊壘閒 近ク愤 

激及指 f 候處、 味方 彌 勇進、 賊勢大 -ー 相 挫、 奔漠之 機 相 見 候 折 柄、 賊頻 發之彈 丸、 若 狹臍傍 打 赏キ、 卒 二 遂 討死 候 一一 付、 其 手 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七 U;  二十 九日  七 〇 一一 一 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 S 明治 元年 七月 二十 九日  七 〇 四 

之 戦士 不堪 憤怒、 盆 奮戰及 追討 候、 若 狹隊之 、番頭 榊 原 左 近、 竹 内 酒造 之 助、 森 三 郞左衞 門 三手拉 大砲 隊等、 朝日 村へ 繰 出 

シ 、同日 黎明、 隔岸、 賊壘烈 敷 及 砲撃 候處、 賊追々 漠敗之 折節、 妙 見 山 之 官軍 進撃 相 成、 長 岡 城下 へ 敗走 之賊 等、 向 岸 引退 候 

二 付、 大小 包 ヲ以、 烈數 及橫擊 候處、 彌散亂 イタ シ候、 此時、 長 藩 干城 隊ト萬 端 示 合、 一 同信 濃 川 打 渡リ、 草 生津ロ ヨリ 進撃、 

賊兵 暫時 -ー 打 散 シ 、夫 ョ リ 右手 之 方 田 ^ ョ リ相 進、 町家 裏手 -ー 屯 集之賊 打破 リ、 直 一一 進軍、 長 藩人數 二 繼キ、 ート 先、 城内 

二 乘 入- 5 ^上、 尙又尾 擊之處 、福 井村 二 テ賊相 支 候 二 付、 兩 藩半隊 ッ 、 分隊、 同村 裏手 へ 相 廻 及夾擊 候處、 賊忽散 走 -ー 付、 彌尾 

撃 之 上、 其 夜 福 島 村 相 固 居候。 

〇 酒 41..^^ 祿家記 節 略 -ー 云、 弊 藩 一 ー小隊、七月廿七日、信濃川上元大^^ト申處へ 出張、錢戰仕候、同廿九日早天、尙又砲戰中、 

長 岡 成 進撃 依 御 達、 同處堡 壘守衞 兵隊 川上 ヲ渡、 河原 一一 テ烈敷 砲戰、 草 生津村 へ 進軍、 益 砲 戰仕候 5:、 川下 壘守衞 之 兵隊 モ 

^^乂.i^^^.合併、追々進擊、遂 一一 長 岡 大手 口. へ攻入 候處、 賊兵 散亂、 已 一一 本丸 ハ 放火、 炎 勢 盛 一一 付、 ニノ 丸へ 第三 番乘 入、 討死 一 人、 

伊藤 itlS 兵衞隊 ？良 一 尺 0 統士 岡、 

藤田甚 助、 弓 負 一 ソ 森 之 進 

〇 眞田幸 民家 記 節 略 二 云、 七月 廿 九日 昧突、 長 州 藩、 先進 テ贼壘 へ 迫 進 砲 發ス、 則 弊 藩 三 俵 野 村 先 屯 衞人數 モ可應 援旨達 

有 之、 兼テ 先日 之 退 軍、 満胸愤 怒 一一 不堪、 切 齒罷在 候 事故、 躍然致 突起、 行事 十 町 許、 忽ー 一路 一一 分レ、 一 軍 三番 小隊 ハ 中道 ョ 

リ進 擊シ、 一 軍 六番、 八 番之組 擊隊ハ 川邊ョ リ驅 逐シ、 靑 山村 二 至リ、 長 州 藩 ト會議 之 上、 同藩 ハ 中道 ョ リ進ミ 、水 梨 村 二 

至リ、 弊藩ハ -笹花 村 へ 出、 飯 島 一一 至 リー 戰ス， 賊兵 散々 一一 致 敗走 候 故、 頻 一一 尾擊 シ 、 叉 長 藩 ト相會 シ 、 左 近 村 迄攻入 候處、 

賊兵、 豫メ砲 臺ヲ數 所 一一 造 築シ、 此 ニ據、 頻 一一 發砲 防禦 候 一一 付、 此方 ョ リモ致 烈擊候 得 共、 勞逸 复然、 實 一一 及 苦戰候 内、 薩州 

藩モ來 會シ、 一 同 致 打撃 候、 然ル處 、萬 一 賊兵、 我 背後 二 出 候 儀モ難 測、 則 議シテ 、弊 藩 人 數ヲ以 川. 逸へ 廻リ、 贼壘へ 向、 且 

打 且進候 節、 薩州藩 叉 來會ス 、且、 川 西 加州 一 小隊、 渡 舟 繰 込 申 候、 於 此議シ テ薩州 藩 ヲ以テ 、川 邊ヲ儆 備シ、 弊 藩人數 朝餉 

ヲ喫シ 居候 節、 長 藩甚苦 戰ノ趣 故、 不終盒 シテ 疾驅、 致應援 候、 此時、 賊兵不 支 及 敗北 候 一一 付、 耦ヒ 追テ致 行進 候、 時 一一 本 

道 之 方、 尤 苦戰ノ 由、 仍テ長 藩 一 同、 更ー 一致 疾進候 折 柄、 引 續キ川 西-一 備 居候 諸 藩 兵隊 S 弊 藩 人数、 砲 一 門 モ繰込 候 -! 付、 


彌進テ 草 生津ロ ヨリ 先登 シ テ、 火手 先 迄攻入 候處、 已ニ 城内 放火、 賊兵 敗北 一一 及ヒ 候-一 付、 則 城下町 外 迄 致 追討 候、 此時、 

三番 小隊 來會ス 、又？ お 朝、 一 路ョ リ相進 候 弊 藩 三番 小 除ハ、 中道 ヲ進ミ 、十日 町 - 一至 リ候處 、賊已 一一 當所ヲ 逃ル、 刖、 如 湧 潮 追 

蹄 シ、 ii 州 藩 ト會シ 、又 長 州 藩ト同 進、 宮内 村-一至 リ候處 、賊、 宮原ニ 砲臺ヲ 築キ、 以 死守 禦ス、 砲 鈇之彈 丸 雨注 霰 飛、 大ニ及 

苦戰 候、 此時、 前面 二 小川 有 之、 刖進 ン テ川中 二 入、 岸ヲ循 二 シ テ致 打撃、 兵卒 腰 下 悉沾濡 ス 、於 此、 激闘 ス ルコトー 時半 餘、 

颇ル 飢餓 二 及 ヒ候得 共、 午 傲 ヲ喫ニ 不遑、 且銃 筒熱シ テ如火 ト雖、 勉勵シ テ賊 兵ヲ打 擊ス、 賊終 二 不能 支、 四方 二 敗走 ス、 則、 

叱陀電 進シ、 急 一一 、別 eS; ヲ守リ 候賊兵 之 側面 ラ打、 長 州藩モ 突進 シ テ、 叉 本道 ノ賊ヲ 敗リ、 相 共 -1 城 一一 入ラ ン トス、 然 一一 本道 

ノ丘ハ 卒^ キヲ 以テ、 長 州 藩 ト議シ テ、 本道 ヨリ 致疾 進、 遂 -1 今朝、 分 除 之 組 擊隊ト 相會シ 候、 此時、 藏 王村邊 一一 砲 聲相聞 候閒、 

叉議シ テ石 E 村 ョ リ 入、 藏王 村邊致 斥候 候處、 最早、 賊軍 鼠竄 シ 、下條 村 一一 嘯 集 シ 、以 テ 宫 軍 一一 抗 シ 候 趣 一一 付、 反テ 長 州藩ト 

扣會シ 、競 進 尾擊、 池 之 島 村 二 及ヒ、 卽夜、 其 砲臺ラ 守ル、 今日 之戰、 妙 見 ロノ 官軍-一 始リ、 各所 ノ 官軍、 期セ スシテ 赴キ、 駢 

進 協擊、 一 時 二 城 ラ復シ 、賊ヲ 屠リ、 擧國ノ 平定、 日ヲ 期シテ 待へ シ、 實ニ大 快事 ト 謂へ キ哉、 此節 討死 一 人、 ^^ほム 纏^ 

Mr  rar  、。六 番狙擊 隊島津 左 織、 三番 小隊 竹 内 伊太 

ま 匹ソ 郞、 永井芳 一一 一郎、 軍 監附屬 小 池 乙 司、 

〇 前 田 利 同家 記 二 云、 浦 村 へ 出張 之 弊 藩 兵隊、 七月 廿 八日、 岩 野 村 へ 繰 出、 高 梨 等 之河邊 へ 見張 指 出、 固守 罷在 候、 然 ル 二  、 

翌卄 九日 曉六ッ 時、 信 濃 川 向、 六 日 市 村 邊進擊 之體有 之、 參諜之 指揮 一一 任セ 、浦 村 本陣 へ 繰 込、 徑チ -ー 川 流 致 橫絕、 セッタ 

ャ村邊 へ 繰 出、 野 崎 村、 曁、 近傍 之 諸 村落 へ 致 放火、 烈ク及 進擊、 音 吉村迄 賊徒 ヲ致追 伐、 曲リ方 村祠內 へ 固守 罷在、 夫 ヨリ 

龜貝村 へ 繰 出、 下 條-邊 へ 繰 込、 稹下村 へ 引取 申 候、 获野村 同 守 之 弊 藩 半隊、 廿 九日 未 後、 高 田 藩 半隊ト 相與ミ シ、 信 濃川テ 

打 渡、 筒 場 七 軒 町村 へ 繰 出、 迅速 -ー 七 軒 町、 大黑兩 村 之 中間 ヨリ 發大鬨 、及 愤擊 候處、 賊徒、 忽散亂 及 敗走 候、 薩 藩 之 兵隊 ト 

及 應援、 百 束、 四 ッ屋之 村 先へ 進戰、 致 放火 候、 夜半、 宗藩 兵隊 ト行 逢、 同 ク七軒 町村へ 引取 申 候、 翌 朔日曉 天、 宗藩津 田玄蕃 

兵隊 ト相 與ミ シ、 今 町 へ 繰 出 申 候。 

〇 松 平 忠禮家 記 節 略 -ー 云、 常 手 人數、 七月 廿 六日、 大島村 へ 到 著、 松 代 藩、 高 田 藩ト草 生津之 渡船場 上手 二 於テ、 敵 之 渡船 ヲ 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九日  七 〇 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九日  七 〇 ブ 

相 守 候 樣御達 有 之、 川原 中 ニ於テ 夫々 請 持場ヲ 相定、 晝夜對 發致シ 候處、 廿 九日 曉ョ リ、 諸手 進撃 之 手配 二 テ、 當 手モ烈 

ク砲戰 仕 fe^ 處、 喊徒遂 一一 敗走 致シ 候-一 付、 直樣 追討 可 致覺悟 之處、 猶 長藩ョ リ演說 有 之、 直 一一 信 濃 川 ヲ渉リ 、晝八 時 過^ 長 

岡 迄 相 進 候處、 猶又宫 下 村、 浦瀨 村へ 相 進 候 様 、参謀 衆ョ リ達 二 付、 夜 五 時 過、 浦 瀨村迄 著 陣致シ 候、 右 之 節、 手 負 一 人。^^ォポ 

E 雄 

Ml 利 元 J お 家 記 節 略 二 云、 七月 廿 五日、 弊 藩 一 小隊、 金 倉 山 へ 上セ、 一 番 小隊、 妙 見 川端 ヲ嚴重 固守、 對壘數 日 之 中、 本 藩 兵 

隊、 其 他 諸 兵隊、 半 藏金其 外 ヨリ 繰 込、 人數 十分 相 加リ、 同廿 九日 曉天、 山手 川 手兩道 ヨリ 進撃 相 決シ、 其 節、 川手ノ 先鋒 本 

藩 一 ト隊、 弊 藩 一 小隊、 又 本 藩豫備 ！ 小隊、 右三 手喑夜 一一 乘シ、 田 間へ 潜伏 致シ 居、 別-一 本 藩 散兵 - 一布 列シ、 賊壘ヲ 正面 ョ リ 

擊立テ 、替伏 ノ三手 モ機ニ 投シ、 不意-一起 リ賊 壘ヲ乘 取リ、 夫 ヨリ、 十日 町賊ノ 巢窟へ 進撃 候處、 曉眼 未醒、 賊等大 一一 周章、 

欧走 ス 、我 軍 勝 一一 乘 シ 、直 一一 長 岡 城 ヲ 圍 ム 、其 節、 弊 藩 ハ 、艸 生津 ノ渡ヲ 相 固 居候 賊ト 相戰、 頗ル苦 戰ノ央 、川 向ノ 諸隊 I 來 

リ、 大 一一 勢ヲ 得、 盆 奮戦、 遂 二 落城 ニ及ヒ 、味方 益 勝 一一 乘 シ 、池 島邊迄 追撃、 日旣ニ 暮ル、 依 テ 同所 二 テ 固守 ス、 死 四 人、 向衞、 

大. &©l^s、ra- 新兵 き-」 さ 佐々 木 熊槌、 白 井 友 次郎、 吉 is 

お IT に 31^  , 化 5 人 次郎、 立 花 隣 平、 藤 野 孫四郞  - 卜し ：、、C1,,.I 

5 龍 ^ 藩 i- 一  云、 ず S 藩、 七.： 廿 八日 薄暮、 六日 市 村へ 相 進 候 様 達 -ー 付、 妙 兑宿ョ リ 同村へ 進軍 巡邏 ス 同廿 九日 早天 長 岡 

道ノ方 一一 砲 聲烈ク 相 聞 候 所 、官軍 進擊 一一 付、 薩藩 持臺場 へ 交代 可 致 in 、參 謀山縣 狂介ョ リ差 圖 一一 付、 速 一一 出發、 it 藩ョ リ臺 

場 請 取リ祁 守ル、 敵 敗走 ノ跡ヲ 詰 候樣、 先鋒 ョ リ達 一一 付、 右 臺場大 垣 藩 へ 相渡シ 、進撃、 遂 一一 長 岡 落城、 同所 へ 繰 リ込ミ 候 

、浦瀨 口 へ 相 進 候 様 達 -ー 付 進軍、 宮下村 二 宿 陣ス。  . 

OS 藤 正 誡家記 節 略 一一 云、 弊 藩 人數、 大島村 へ 繰 出、 信 濃 川 際 二 繰 詰、 長 州、 松 代 藩々 軍議 之 上、 所々 へ 壘ヲ 築キ、 嚴敷 防禦 

罷在 険處、 七 廿 九日、 曉 一一 至リ、 信 濃 川上 手 之 方 一一 當リ、 烈敷 砲聲相 聞、 旣 一一 シ テ 未明 一一 至リ、 妙 見 官軍、 賊徒 ヲ破リ 、盡ク 

御 勝 1™ 之 報知 有 之、 無 程 五 時 過、 賊兵益 敗走 一一 付、 兼 テ築置 候 壘壁ョ リ、 長 州、 松 代 大砲、 弊 藩 小銃 ヲ以、 川ヲ 隔ヲ嚴 敷砲擊 

二 及ヒ 處、 賊兵 忽散亂 一一 由テ、 追々 信 濃 川 際 へ 兵隊 繰 詰、 九 時 頃、 長 州 藩 打 合、 川ヲ渡 テ少シ 進軍 致シ 候處、 參諜 山縣狂 


介 殿 一一 出合、 差 圖ヲ以 、高 田 勢ト相 合、 長 岡、 神 田 町 迄 追撃、 同所 一一 テ暫滯 陣中、 舉謀衆 ヨリ 差圖 一一 付、 當 藩人數 一一 テ長岡 星 

敷 町長 星 へ 火ヲ 放、 盡ク 燒拂、 其 節、 大砲 一 門 分 柿、 夫ョ リ晚景 、龍 岡 藩 ト宫下 へ 進軍、 同所 壘壁 固守，」 

〇 戸田 光 M 家 記 節 略 -ー 云、 軍事 周旋 方 會議所 詰 之 者 等、 長 岡 城下 在 陣之處 、七月 廿 五日、 御 本營御 移轉ニ 付、 小島 甚 五兵 衞、 

岡 村 文 太夫 等、 西圚寺 中納言 殿御 供 二 テ、 關原 宿-一至 リ、 御本營 御手 薄 故、 會議所 詰 之 者 御 守 衞可致 依 命、 晝 夜食 方、 什 九， 日 

ョ リ宫軍 勝利、 大進擊 ト相成 候 付、 御木 營、 追々 御 進轉、 右 御供 御 守 衞被仰 付" 

〇 加納謙 手記 節 略 二 云、 t 四 番隊、 七月 廿 八日、 日中 達 妙 見、 我 七 番及十 番隊、 與賊相 挑、 我 軍 代 七番隊 而戰、 自晝及 夜戰未 

诀、 天 未明、 進軍 突 賊壘、 長 州當其 面、 我 藩 衝其橫 、贼善 拒、 iB 軍耻 前日 之敢、 故 攻擊甚 力、 賊終 不能 支、 且戰且 走 、追撃 三 里、 

伏 尸 满路、 追 至 長 岡 城外、 賊反兵 據險、 殊死戰 、我 一 隊、 乘勝 孤軍 深入賊 中、 戰甚 苦、 殆爲所 破、 長 州 及 松 代 之兵來 救、 卽戮カ 

攻之 時、 城中自 放火 迸 去、 餘賊見 之 皆 走、 鼓譟 入城、 此曰、 自晨至 曰 中、 速 戰不暇 食、 兵 皆 飢且疲 、卽 傳餐少 休、 放火 諸方、 尾賊 

之 跡、 而 進行 半里 許、 賊據 山、 放 砲 拒 之、 衆 皆 爭先競 進、 賊亦 不支而 走、 又 追 一 一里、 賊亦入 河 邊土場 之 舊壘、 拒 之、 我 一 隊分爲 

一 一、 一 攻河邊 之 賊至今 町、 一 攻土揚 之 賊余向 土 場、 暫時 攻撃、 賊亦 走、 保 大黑之 舊壘、 放 大砲 拒 之、 我 兵 攻撃 甚急、 日 將晡、 賊 

棄砲、 分 兵 短戟來 迫、 前者 倒 後者 躍、 而來意 在 必死、 事甚 危急、 時 我 十三 番隊及 長兵來 救、 橫衝 之賊、 終棄 兵器 輜重而 走、 時已 

夜、 此 日大戰 、追撃 六 里、 諸 軍 疲甚、 兵 皆 四散、 我 一 隊收兵 屯大黑 舊壞、 能來 會者不 過三ト 人、 今夜 寒冷 以藁纏 身、 困 臥 泥中、 

遂不覺 其 寒 也、 此日殺 賊無數 、我 一 隊 死傷者 縫 五六 人、 自長岡 達 若松 四十 里 之 間、 連 戰無虛 C1 、然未 有 如 今日 戰者 也。 

〇 若松 記 節 略 一一 云、 遠 藤 伊之吉、 七月 廿 七日、 蛇 山村 北ノ 土手 へ 胸壁 ヲ築キ 、番兵 罷在 候、 同廿 八日、 米澤、 新 發田兩 藩へ 胸 

壁 相 讓リ、 十日 町-一 休息 罷在 候處、 同廿 九日、 明 ケ七ッ 半時 過 ヨリ、 砲 發之音 相 聞 候 二 付、 直 樣罷出 候處、 敲、 早 押 寄 蛇 山村 

取卷、 砲發 一一 及 候 一一 付、 直 一一 應戰 候處、 事 不意 一一 起リ、 衆寡 難敵、 難戰 一一 テ、 味方 打 死 手負モ 不少、 無據セ ッ タヤ 迄 引取、 喰 

留候 積- 1 テ、 同所 川端 へ 米澤、 長 岡、 新 發田ト 合 兵、 撒 兵 一一 テ待 居候 處、 米 藩 持 口 ョ リ相 敗レ、 後 D ヲ取切 ラレ 候-一 付、 不止 

得 引 上ケ、 長 岡 城下 啥違迄 引取 防 戰罷在 候處、 山手 ノ方 防禦 候 樣被仰 付、 出張 致 候 得 共、 敵 居合不 申、 依 テ森立 峠へ 相 登 候 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九日  七 〇 七 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九日  七 〇 八 

處、 &岡 落城 ノ 形勢 二  B 聞、 栃尾 へ 引取 候處、 敲軍、 見附 宿 迄 押 懸候由 一一 付、 小 綱 木 之 先 迄 番兵 相 勤 申 候、 此曰、 所々 ノ戰爭 

, -C  P,  :c  d-,-,:-  二  -  こ TV ヒー、 、、查 番 小隊 半隊頭 藤森庄 助、 同隊 小林覺 馬、 木 村龜募 三，、 f. 藤 A 之 助、 

討 取 候敵モ 御座 候 得 共 印 ヲ上ル 之 暇 無 之 此日 死广ス 、江川 又吉、 小 池 安次郎、 貳番 小隊 伊藤 永吉、 = ^三ノ 松 岡 鉄 之 助、 

只 I、 井深 隊、 森 上 村 左右 ノ 山へ 砲臺築 立、 要害 二 據、 固 {.H 能 在 候處、 廿 九日 夕刻 一一 至リ、 米 藩 一一 テ取敷 S 能 在 候 盛 立 峠 へ 、敵 

不意 一一 襲来、 报戰遂 一一 不相叶 引揚、 已 一一 一 之 貝村邊 迄、 敲相迫 候 由 一一 テ、 甚 危急 場合 立 至 候 様子 一一 相 聞、 此上差 迫 候 二 テハ、 

栃尾 へ ノ 通路 差 塞リ、 夾擊ノ 難 If  ；？ン、^ 然 一一 付、 森 上 村 引揚、 夜半、 大野 村 へ 著 陣候處 、栃尾 方面 在陣ノ 諸藩ハ 、夜前 ヨリ 

追々 八十 里 ロ竝森 W 方 へ 引 揚候哉 一一 テ、 明 ル朔朝 迄 二  、總 引拂 二 相 成 候 二 付、 井深 隊 二 テ後 殴、 朔日四 ッ時比 出兵、 夕刻、 萚 

谷 へ 移陴 二 相 成 候。 

〇 戊辰 事情 槩旨 二 云、 七月 廿 九日、 西 軍大擧 シ テ、 我 諸 軍 ヲ衝キ 、再 ヒ長岡 ノ砦ヲ 破ル、 千 坂 太 郞左衞 門、 甘 柏備後 等、 方 二 

新 潟 ノ敗ヲ 憂ヒ、 且ッ兵 疲レ、 彈藥 盡キ、 力 支ル能 ハサ ルヲ料 ルャ、 急 一一 橡尾 ノ齋藤 主計 カ營 一一 至リ、 相 共 二 謀リ、 諸方 ノ兵 

備ヲ 收ム、 死 十九 人、 傷 六 人。 

〇 溝 口 直 正 家 記-一 云、 七月 廿 八日、 長 岡 繰 込ノニ 小隊、 十日 町 迄 進軍、 f 藩、 長 岡 藩 等ト共 一一、 片田邊 固守 ノ處、 廿 九日 未明、 

官軍 大擧、 不意 一一 襲來、 米、 會 等ノ應 援兵 繰 出、 防戰ィ タシ 候へ トモ、 持 堪難ク 、長 岡 迄 引退、 猶 同所 一一 テ烈戰 二 及フト 雖モ、 

總崩レ 一一 相 成、 夜-一入 附へ引 揚ル、 當藩、 死 十三 人 、傷 十二 人 有 之、 同日、 暮六ッ 時 過、 米澤 本陣 ョ リ、 總隊 0- 附引揚 ノ義申 

來候ニ 付、 卽刻 同所 引拂、 大 面へ 行 キ掛リ 候處、 新發田 方へ 引取 候ハ 、、差 留リ可 申 旨 申 聞、 大面、 加 茂邊、 本道、 間道 共 所所 

關門 守兵 差 置キ、 相 支へ 候 二 付、 同夜 ハ入藏 村 二 宿ス。 

〇 長 岡 藩 戰爭記 一一 云、 七 月 廿 九日 詰 日 一、 む 日 ノ兵、 官軍 ノ侵壟 ヲ被リ 、東ハ 小山、 村 松、 西南 ハ 六日 市、 犬 茂嶋等 各所、 同 

き 二 進擊セ ラ ル 、偶、 烟霧 朦朧、 彼我 辨シ 難シ、 且戰 ヒ且 走ル、 第 十字 頃、 宫原ノ 要地 ニ據リ i£ 擊ス、 旣 一一 シ テ、 前 島、 草生津 

等听々 、亦 守リ ヲ失フ 、晝 後、 諸 藩 兵、 遠ク 見附、 栃尾ニ 走ル、 沿 江ノ守 衞亦瓦 觯ス、 我兵遂 二 支持 スへカ ラサ ルヲ 知リ、 乃チ 

St 藥 諸器戒 ヲ火シ 、城 北 二 走リ、 下條、 桂、 福 井 等 諸 村 二 於テ、 僅 ニ尾擊 ヲ支フ ト雖モ 、諸 隊亦土 崩、 勢禁ス へ カラス、 夜、 桑 


、荅カ i*、  二  ，一 ス 、 1^5卜三.^、 统士 隊長 花输 彥左衛 門、 统士小 令 桑原 文左衞 門、 砲士中 ft 軍 W 郞， 傳令^ 井. 

ま 5^ ロカ *f 見 g 等 一一 fil^7 死 ニノ 加 藤彌左 衞門、 市 野 又 十郞、 统士 仙田华 人-山 本 伊助-大野 ュ 5 助- 稻葉彌 太 助、 牧 

野 金 太 郎>  丸 山嶺 悅、 福 岛綠 之丞、 鈴 木 富  一二郎、 福 田 贫之助 、前 田 If 之 助， 妹 尾 束、 鳥 山 岩之丞 、花輪 秀八、 名 兒耶林 之 丞-松 木 保 右衛門、 石垣 

濱之 助、 九 里 幸 三郞、 E 中信ナ 衞 門、^ 藥方 士分 福 右衞 門、 和 田 忠九郞 、兵粮 方 丸 E 覺左衞 門、 隊外 士分 牧野 十 助： 須 藤お 之 助， 村 尾 孫 

平 太、 统卒小 合 佐 藤 小 平 次， 统卒屮 村 熊 三郎、 金子 國太、 渡邊助 三郞、 森 下^ 蔵、 加藤彌 曾吉， 小 林 孝 之 助、 话侯佐 喜 蔵 小林國 蔵、 佐 藤 愛蔵、 

戶井平 s: 郞 、佐 藤 W 一 一一郎、 中村留 五郎、 S  口 龍右衞 門、 雨 谷 寄右衞 門、 痛 藤 善 五兵衛、 傳令附 卒久保 綠右衞 門、 永 相 左 市左衞 門、 隊外卒 梅 野 

六 郎兵衞 、隊外 屮間宮 森 右衞門 >  igo" し、、 统卒 隊長 橫印大 助、 內藤直 記、 统-士 小 令 安田 孫 八郞、 am{i* 次郎 、砲 率 司令 士田中 脩 蔵、 

大塚瀨 平、 後藤 峯七、 平 井 共八郎 プス 砲 士深澤 何 右 衞門、 统士春 日 習 之 助 >栂 野 時 五郎、 高 野 裙 之 助 1 化 輪 藏 、伊丹 秀ー 一一郎、 

橘サ； ヒ洒之 助 ：2-E 武兵衞 、栗 本 行 蔵、 丸 山 福 次郞、 持田德 次、 E 村 光太郎、 條原八 之 丞> 竹 一お. 錢 五郎、 隊外 士分 鳥 山 K 之 丞>  统卒小 令 吉沛文 蔵、 

小 林 多够： 右衞 門、 统卒上 松 治 藤 太、 建 部 和 志 三、 水 澤梅吉 、鈴 木 伴 七、 堀傳 作、 內藤 百合 吉-佐 藤 藤 次郞. 廣江 千代 蔵 澤銕藏 、杉 山 文 蔵、 北 

慕- © 次、 加 茂 E 雄 八、 室 橋 新 助， 坂 内 熊 五郎、 田 島 賢 八、： _ 知 木； 郎、 金子 仲 七、 傳令附 卒松本 五助、 隊外卒 島 岡栢右 5lg に、 重役 牧野 

衞門、 同屮間 i^s 塚 五郎 兵衞、 村 田 音 五郎、 小 林 甚內、 埜ロ勇 七、 長 E 波 助、 満^ 德 次右衞 門、 山 口角 平、 長 谷川 孫 次 郞、. ^あ..^ P ス 圖 f 曰、 銃 

士概 林 繁彌、 统士吉 

田 長藏、 橋 本 政 之 助、 

同日、 森立嶺 一一 ァ ル我 大砲 一 門、 米 藩 一 小隊、 書； 後 第 四 字 頃、 半藏金 村 及 ヒ栖士 ロヨ リノ 官軍 侵襲ヲ 被リ、 $11 ハ先ッ 走ル、 我 砲 

手、 護 衞兵ヲ 失ヒ、 暫シ 應砲ス ト雖モ 、勢 ヒ支ス へ カラス、 且、 山路 崎嘔、 砲車 運動 ニ便ナ ラス、 乃 チ走テ 荷 頃砲壘 ヲ保ス C 

〇 仙 要， 藩 記 節 略 一一 云、 七月 廿 八日、 總軍栃 尾 へ 引揚申 候、 同廿 九日、 新 發田藩 官軍 ヲ迎テ 、加 茂 ト申處 へ 迫リ 、 至急 ノ 場合、 

總軍 必死 激戦 ト、 各藩 申 合 居候 處、 官軍、 長 岡 城 へ 迫リ、 長 岡、 再 落城 ノ 由 報知 有 之、 官軍、 諸 所 へ 放火、 四方 焰々 、iR: 軍、 大面 

ト申處 へ 進撃、 夜 四 字 頃、 各藩 議シ テ、 卷淵村 ヨリ 二日 町 ト申處 へ 引揚申 候" 

.〇 水 野 忠弘家 記 節 略 一一 云、 弊 藩 兵隊、 七月 廿 八日、 長呂 村へ 轉シ、 番兵 罷在 候處、 同廿 九日 已ノ^ 頃 ヨリ、 長 岡 之 方 一一 當リ、 

處々 火ノ 手揚、 次第 一一 烈 ク 、午 ノ 剋 頃、 諸藩潢 敗之體 一一 相 見へ、 未ノ  ^頃、 砲聲 次第 一一 間近 ク 相 成、 近隣 之 村落、 火 ノ手 揚リ、 

{ 伯 陴へ相 廻リ候 間、 見附 宿へ 一 ト先 引揚、 米 藩へ 申談 示、 八十 里 越 ヨリ 人 數不殘 引揚、 八月 トニ 日、 山形 表へ 歸著仕 候、) 

〇 堀 直 弘家記 節 略 一一 云、 七月 廿 九日、 敗軍 ノ敏、 守 返シ、 大進擊 、長 岡、 再 落城 二 付、 總 敗軍、 村 松、 會津、 米澤、 長 岡、 新發 田、 

駿州、 沼津、 山形、 下總、 佐 倉、 栃尾 ハ 長 岡、 會津、 米澤、 仙臺、 天童 等 ノ人數 八十 里 越、 沼 越ノ方 へ 散亂、 栃尾 ョ リ米澤 千 坂 太 

郞左衞 門、 甘粕備 後、 杉澤 ヨリ 長 岡 牧野 圖書、 三 間 市 之 進 等、 惣引 揚ノ旨 申來、 見 付引拂 見屆ノ 上、 淼隊、 片岡隊 、翌 八月 朔日、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九日  七 〇 九 


復 古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九日  七 一 〇 

夜 二 入、 村 松へ 歸陴、 

〇 按スル 二 、直弘 家 記、 所謂 沼 津 ハ 、沼津 藩兵ノ 其別邑 五泉 一一 在リテ 、賊 一一 黨セシ モノ ヲ指ス 、又 堀 田 正 倫 家 記 一一 出 羽お 

^郡 二、 佐倉ノ 封地 四 萬 石 ァリ、 柏 〈《- 村 二 小堡 ァリ、 士率數 十人ヲ 住セシ ム、 六月 八日 、東軍 、ヲ 柏 倉 二 迫リ、 兵 ヲ發セ 

シム、 巳ムヲ 1* スシ テ、 兵ヲ 越後 見附 宿 二 出シ 、八月 七日、 兵 ヲ歛メ テ柏倉 二 歸ル、 云々 トァ リ。 

〇 泣 血 錄節略 二 云、 七月 桑 名 軍事 奉行 山 脇 十左衞 門、 約與會 • 長 、左右 攻擊、 陷與 板、 脇 町、 乘銳北 向、 將以明 晨發敲 、先 以廿 

九日、 自 中島 襲 見附、 米 兵 瓦解？^ 走、 自 見附 至大 面、 一時 盡失 之、 長 岡 遂復棄 城下 而退、 右 軍 結束 已終、 而左軍 敗報 適 至、 衆 切 

齒扼 腕、 不復及 也" 

〇 沼垂ノ 官軍、 新 潟 ノ賊ト 、信 濃 川 ヲ挾テ 相持ス ル コ ト數 日、 是日、 昧爽、 海軍 ト特角 シテ、 新 

i ヲ. き 撃 ス 、賊 兵、 潰 H 走ル 、官軍、 遂 二 新 潟ヲ定 ム 、是 ョ リ先、 荷 蘭人 ス ネル、 新 潟 二 在リテ 、 

奥 越ノ賊 二通 シ、 兵器 彈藥ヲ 資給ス 、是ニ 至リ、 窮困シ テ哀ヲ 乞フ、 之ヲ 放ッ。 

〇 北征 日誌 -ー 云、 八月 四日、 入 夜、 軍曹 新 井 陸 之 助、 長 州 進 美 彌人歸 報、 去 ル廿 九日 曉、 薩、 長、 藝 十一 一番 徵兵、 高 鍋 兵隊 等、 

三道ョ リ進擊 、出 來島江 岸 一一 沿 テ上リ 、平 島對岸 暫時 砲戰、 鈇丸 雨注 霰 飛 ノ中ョ リ、 兵卒 自力 ラ 小舟 一一 棹シ 、 勇 奮 シ前岸 二 

達 ス 、賊、 狼狠壘 ラ 棄 遁走 ス 、 我 軍、 尾擊殆 ント 一里、 棄澤ノ 賊、 兵 ヲ 四方-一 伏セ 、其 半途 ヲ絕ン ト欲ス 、薩、 長 及 ヒ 徵兵、 高 

鍋 兵 等 苦戦、 賊 老臣 色 部長 門ヲ射 噎シ、 上 杉齊憲 カ與フ ル 軍令 狀ヲ得 タリ、 其 外. 賊徒 死者 多シ、 攝津、 丁 卯、 千 別 之 三 艦， 海 

上 ョ リ射發 、賊 惚恍、 器械 ヲ收ム ル 二 暇 ナク、 先 ヲ爭テ 敗北 ス、 海軍 皆 勝 ニ乘シ 上陸 ス、 於是、 兩軍共 一一 會ヒ、 新 潟始テ 定ル、 

是 ヨリ 先キ、 イタ リャ ？ 1、 人ス ネル、 奧越 二 往來シ 、賊 ノ爲ニ 器械 彈藥ヲ 資シ、 諸軍ヲ 指揮 シ、 自ラ 宇內ノ 軍機 テ知 ルト 

稱ス、 是ニ至 リ、, 返谷リ 、殆ン ト縛 一一 就ン トス、 叩頭 シ テ哀ヲ 乞フ、 其 外人 タ ルヲ 以テ、 放テ 本船-一 歸 ラシ ム、 所携ノ 妻妾 

及？？^ 母ハ、 尙會津 - ー在ト 云、 


又、 徵兵十  一 * 一番 隊戰報 二 云、 七月 廿 八日、 薩、 長 會議所 二 於 テ 、明日 新 潟襲擊 ノ策 ヲ定ム 、手配 左 ノ 如シ、 

同 薩州ー 小隊 村 田 勇 右衞門 


i0 


fcjhw 同 八 ッ時緣 出シ、 未 

明 渡 川 合圖黑 旗、 


第 一 先鋒 徵兵右 一 小隊 岡 

同 長 州 一 小隊 山 


喜 兵 衞 


中 


右ハ、 洛ノ手 ヨリ 市中 ヲ 衝ク、 

大砲 二 門 長 

右ハ、 中筋ヲ 進ム、 

S 州 一 ト隊 

^ ハ 、山 ノ手ヲ 進ム、 

k 分隊 


岡 部 富太郞 徵兵左 半 小隊 一一 一 |i 南 條 熊 之丞 高 鍋 半 小隊 


捨 


高 鍋 半 


右 


徵兵左 半 小隊 1^ 随柴 

、關屋 襲撃、 

河岸 砲臺、 凡 テ新發 田 兵 持 之、 

夜 七 ッ時、 總 軍沼垂 ヲ發シ 、未明、 上 所 二 著ス、 右 小隊、 一番 二 小舟 二 乘込、 信 濃 川 ヲ渡シ 候處、 賊、 前 岸 蘆荻ノ 

岡 村 喜 兵衞、 大聲號 令、 舟 中 ヨリ 賊兵ヲ 擊返ケ 、直 二 岸 二 達 シテ追 擊ス、 左 小隊 一 一 一分 除ハ、 下ノ渡 ヨリ 長兵レ 

四 分隊 ハ 、右 小隊 二 續テ急 渡、 右 小隊 二 會ス、 是ョ リ右 小隊 ハ、 薩兵ト 一 文字 二 新 潟 二進 ミ、 人 ロノ 番兵 ヲ 一 

市中 -ー 於 テ米、 會ノ賊 ト憤戰 、盡ク 打破 リ 、陣屋 ヲ取リ 、屯所 二 放火、 又 長 兵 ト合シ 、追撃 尤 勇猛 ナリ、 左 小隊 一 

兵 ト與ー 一 直チ ニ關屋 二進 ，1 、三 四 分隊 ハ平島 邊ノ賊 ヲ擊チ 、是 ヨリ 又 手 ヲ分チ 、一 手 ハ進テ 高 鍋 兵 二 合ス、 一 

星 二 進ミ、 寄 居 村 二 入リ、 米、 會賊 一一 會戰、 頗ル 苦戰、 長 兵ノ援 一一 依テ 、 忽 チ七賊 ヲ斃シ 、 追 斥ス、 直 一一 新 潟 裏 

ス、 四ッ 半き、 新 潟 二 入リ、 右 小 除 二 合 シ屯ス 、今日、 戰爭 六ッ時 二 始リ、 四ッ時 二 至テ、 新 潟凡テ 平定 、官軍、 

复古外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九日  七 一 一 


Z 中 ヨリ 砲撃、 

-渡リ 、半隊 三 

戰ニ追 崩シ、 

„ 一 一 分隊 ハ 、長 

手 ハ返シ テ關 

手-一進 ミ 探索， 

盡ク 市中 一一 屯 i 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 二十 九日  七 一二 

%、ii 、寸. t 一 、、櫻 木 喜. 紫 ui,gl>o 片柴爲 ニ郎、 中 川 半 ニ郞" 

集 徵^ 一 ー_|5 死  一 ノ 卜郎、 asHt-s ノ 水內平 兵衞、 田 周 蔵、 

〇 陸軍省 戰爭 届書 三宮 義齓ョ リ長岡 某へ 贈ル 書翰 節 略 -ー 云、 七月、 新 潟へ 進擊、 米 兵 三百 人 計 一一 テ戰候 得せ •(、 終-一 乘取申 候、 

兼テ 同所へ 、米 利 堅人 上 in 一  人、 附屬三 拾 人 計 滞留 二 テ、 賊ト黨 ヲ結ヒ 、器械 玉藥 運漕、 而已ナ ラス、 攻守 候 指揮 致 居候、 同 

日、 五 人 迄 生 柿 致 候、 斷頭可 致論モ 沸騰 之 趣 候 得 共、 夷舶 へ 追 返 候 由、 甚殘 念奉存 候、 卽時、 首ヲ斬 候歟、 亦各國 公使館 二 引 

出シ 、耻 シメ 候得ハ 而白、 事 之 遺憾 不少 候、 兎角 是迄、 同 港へ 細々 往來 致シ、 玉藥 器械 ハ缺乏 ナク運 候 由 一一 テ、 品々 餘程分 取 

仕 候" 

〇 慶應 出軍 戰狀節 略 一一 云、 七月 廿 六日、 攝津 丸、 松ケ崎 二 至ル、 丁 卯 丸、 翌朝、 松ケ 畸 一一 會ス、 同廿 八日、 陸ノ宫 兵、 先日 ヨリ 

新 潟 川 ヲ隔テ 、賊ト 對壘ス トイ へ ト モ、 渡 舟 一 艘 モナ ク、 臺場前 ノ：^ i 岸ハ 沙 洲遠淺 二 テ、 軍艦、 迫 リ進ム 事 ヲ不得 之處、 官軍、 

舟ヲ 上流-一獲 テ、 海陸 一時 一一 期ヲ 刻シテ 攻擊、 ー擧 一一 襲 破 ルノ策 ヲ决シ 、夜士 一字、 攝津、 丁 卯、 兩 軍艦 ヲ新潟 一一 進ム、 曉天 

ヨリ、 賊ノ 燈火ヲ 標準 ト シ、 發砲ヲ 始ム、 陸路 官軍 モ亦 同シ、 夜 明 ケテ、 賊 ノ砲臺 ヨリ モ頻 一一 防戦、 發砲シ 、攝 津艦ノ 舳先ヲ 

射 彈ス、 此時、 攝 津艦ノ 六十 封度礮 破裂 セリ、 七 字 後、 陸路 放火 ノ炳 上ル ヲ見テ 、官軍、 川ヲ渉 リタ ルヲ 察シ、 頻 一一 兩艦 ヨリ 

砲 擊ス、 此時、 千 別 丸、 柏 崎 ヨリ 來ル、 八 田 善 助、 是 一一 乘リ、 雪 州 ヨリ 歸リ、 攝津艦 一一 乘移リ 來ル、 旣ニ シ テ賊兵 大敗 シ、 濱手 

ノ 方-一 漠走ス 、砲 臺ノ 賊モ亦 不能 守、 遂 一一 砲 ヲ捨テ 奔ルヲ 、兩艦 ヨリ 組 擊ス、 暫シテ 、官軍 ノ追兵 ヲ誤リ 擊ン事 ヲ慮テ 、發砲 

ヲ止メ  、賊兵 ノ夷舶 へ 遁投ラ 防 ン爲、 兩艦 ヲ以、 夷 舶ノ周 邊ヲ囘 轉スル 事 三 四 1M  ノ後、 哨船ヲ 卸 シテ、 砲臺ノ 趾ヲ儉 査ス、 賊 

悉 ク敗テ 一人 モ不 居、 新 潟始テ 收復ス ルヲ得 タリ。 

叉 云、 七月 廿九 曰、 外 城 一 番隊、 沼垂 ヨリ 新 潟 進擊、 會、 f  、仙 之 賊兵 大敗 走、 手 食 一 人。 lillt、 

〇 島津 忠義 家 記 節 略 一一 云、 攝津 艦、 丁 卯 丸、 七月 廿 八日、 陸軍 ト 未明 二 進逼ノ 期限 牒シ 合 セ 、 其 夜 九 時、 松ケ崎 出船、 新 潟 

へ 轉航、 曉七 時分 ョ リ 、陸兵 相 迫 候歟、 砲 聲 間近 ク相聞 候 一一 付、 直 一一 放發、 賊 一一 モ激ク 放 發相防 候、 廿九 日朝 四時 前 陸 手 之 

賊 瓦鮮、 自ラ火 ヲ放候 テ逃險 一一 付、 沿海 之 砲臺、 自然  一一？ S 亂、 彌彥 へ 向ケ 敗走 イタ シ候、 猶追擊 之 上、 脚 船 一一 テ 上陸、 官軍 


新 潟 へ 操 込、 賊 一 人モ 罷居不 申、 靜、 謐相成 居^ 候 二 付、 其 儘 御 艦 f  II, へ 引取 申 候： 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 ヒ月廿 九日 、昨日 來、 新 潟 ロノ 兵、 沼垂 ヨリ 川 ヲ隔テ 、新 潟 ノ賊ト 戰フ、 丁 卯鑑、 攝津 艦、 海上 ヨリ 砲撃 

シ、 陸軍 一一 應ス、 悉ク 走ル、 遂ー 一信 濃 川 ヲ渡リ 、新 潟 二人 ル、 死 二人、 § 値 IS ，、傷 三人。 驗 I 戸^ 塞 r^f 射 

〇 毛 利 元德家 記-一 云、 七月 廿 八日 ヨリ、 海陸 相 應シ新 潟 攻撃、 廿九 日朝 八 字、 新 潟 落 去 致シ候 G 

〇 淺野長 勳家記 二 云、 七月 廿 九日 曉、 新 潟 へ 諸 藩 一 同 進撃、 半時 之 間 相戰、 賊四人 打留申 候、 夫 ョ リ 市中 探索 仕 候 得 共、 賊 

E-f 不申、 手 負 一 人、 II 職 1  ハ效生 柿 輕卒ー XC 

〇 秋 月 種 殷家記 二 云、 七月 廿九 曰曉、 薩、 長、 藝士 一番 徵丘ハ 拉弊藩 兵隊、 三 道 ヨリ 新 潟 へ 進撃、 弊 藩 一 隊ー 一手 二 分チ、 右 半 

隊 ハ 藝州竝 徵兵ト 出 來島ヲ 江 岸 一一 沿 テ上リ 、 弊 藩 獨リ、 平 島 村 對岸之 處迄押 行、 暫時 砲戰、 銃丸 雨飛ノ 中ヲ、 小舟 一一 掉シ 

テ 相 渡 候處、 賊、 壘ラ棄 テ逃レ 候-一 付 、探索 仕 候 得ハ、 彌彥道 落 行 足跡 顯然、 其 内徵兵 一 分隊 計 一一 出會、 共 一一 平 島 ヨリ 一 里程 

進 擊険得 共、 追及 候 儀 無覺束 奉存、 且ッ 軍議 之 次第 モ有 之、 新 潟 二 操 込候箐 二 テ 引返 シ 、 平 島 -ー 至 ル 途中 -ー テ 、 米 澤兵ー "一十 

人 計 二 出會 奮戰、 遂 二 六 名 ヲ斃ス 、 一  人 士官 山 口 謹 之 輔ト申 者 之 由、 依 之、 賊、 恒遽葦 中 二 隱 レ 逃 去 候、 左半隊 ハ 長 州 

お 徵兵ト 山手へ 進撃、 手 ヲ分ケ 探索 仕 候內、 賊ノ 伏兵 雙方 ヨリ 放 撃、 苦 戰ノ折 柄、 長 兵 二 出合、 其カヲ 得、 遂 一一 賊ヲ 追拂、 數 

名ヲ 斃ス、 2： 一  人、 隊長 ト見受 候 者 在 之、 軍曹 新 井 陸 之 助 指揮 シ打留 候處、 從賊其 首 ヲ斬去 候 一一 付、 死骸 相改、 米澤 重臣 色 部 

長 門、 確 證ヲ得 申 候、 新 潟 一一 操 込 候 後、 又 庄内兵 除 小 野 長 藏ヲ生 獲 仕 候、 抑、 今度 之戰、 意外 一一 都合 ヲ得 候ハ、 全 ク薩、 長 等 之 

i  J  --  -c  §c  ,.も--.;,矣、.《^匿1^_七  一 V  、兵隊 小島 复三ん 。嚮導 日 高 柳 助、 兵隊 江 « 

き；_1カ 二 依リ候^！？？ト奉も：^  ® 藩 外  一 ノ  -?? 兵衛、 犓三ノ  M 次郎、 松 E 平 左衞門 

同日、 一 H 子 頃、 買屋ロ へ 進撃 候 様、 薩、 長 ヨリ 沙汰-一 付、 直 様 武藤束 四郞半 小隊 引率、 進軍 候 得 共、 殘賊居 合 不申候 -ー 付、 兩藩 

申 合、 藝藩半 小隊 ト 同所 終夜 守衞" 

〇 溝 口 直 正 家 記 節 略 二 云、 弊 藩 人數、 七月 廿 六日、 沼垂 出張、 同夜 ヨリ 新 潟 ノ賊ト 、信 濃 川 ラ挾テ 砲戰、 同廿 九日 未明、 長 藩 

奧平謙 助、 信 濃 川 ヲ渡リ 、新 潟 隣 地平 島 村へ 斥候、 其 節、 弊 藩 古田 九 左衞門 嚮導 相 勤、 夫 ヨリ 諸藩會 議決 策 之 上、 新 潟へ 討 入 一 
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復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七： 《  二十 九日  七 一四 

十分 勝利、 賊徒 總 敗軍、 未ノ刻 頃、 及 鎮靜、 尤弊藩 二 ハ 諸 臺場ヲ 引受、 頻 一一 砲 發應援 仕 候、 其 節 手 負 一 人 OMIS^ 

〇 仙 臺藩記 節 略 一一 云、 七月 廿 五日、 官軍 新 潟 へ 進擊發 砲、 仙 藩 牧野 新兵 衞、 大石源 之 進、 僅 一一 一 小隊 半 ノ兵ヲ 散布 シ 、 同所 

ノ川 ヲ隔テ 防戰、 同日 ヨリ 廿 九日 迄、 五日 ノ間、 不撓、 日々 苦 戰盡カ i 能 在 候處、 同日、 米 藩 持 ロ懈惰 候虛ヲ 見込、 官軍 衝突 烈 

戰、 衆寡 難 支、 終 二 全軍 瓦解 仕、 食 津國境 八 ト里越 迄 引退 申 候、 傷 一 一 人。 |i 腐 銃 長士大 一石 名 源〕 之 

〇 若松 記 節 略 -ー 云、 七月 廿六 日夜、 柴守 三、 片桐彌 九郞、 予 n、 等始、 支配 十七 人 -ー テ、 白山 前、 信 濃 川端 M 五町 計 之 間 持 

切、 同夜 明 方 ヨリ、 砲戰 止時ナ シ、 同廿 九日 朝 六ッ時 過、 新 潟 ト關屋 村 之閒、 白山 前 ヨリ 十四 五町 川上、 敵、 川 船 三四艘 二 

取乘、 人數 三百 人 程、 手前 へ 上リ 、直 様 押 來リ、 大苦戰 、中々 、白山 前 之人數 一一 テ ハ 防 兼 候、 依 テ米藩 へ 注進、 應援 申入 候虛、 

右 藩 之 者 共、 追々 何方へ 歟引上 候 由、 依テ、 手代 木 殿へ、 予 支配 之 内 四 五 人爲附 添、 濱 手へ 御 引 上 可 被 成ト、 再三 申述、 跡ョ 

リ柴守 三、 片桐彌 九郞、 予 支配 之 者 共 引 纏ヒ、 白山 引 上 候、 左 候內、 白山 堀端、 敵 烈敷打 懸來リ 、味方 一 一十 四 五 人-一 テ、 聲ヲ懇 

ケ、 進テ打 立. is; 内 二  、沼 垂ョ リ船 二 テ渡リ 候、 多 門 通リ大 川前ョ リモ押 來リ、 依テ コ ラヒ 兼、 古町 ト申所 へ 引 上ケ、 寺 町 へ 出、 

ま 一丁  f  ilsfi  二 テ、 4^1、.^ 1 5  一一  0!4X、 に.. J  一一 一  n$"9^ ト b.5kT  二  ：、 原註、 廿六曰 之 夜、 引 上手 配 之 決議 空 敷 相 成 候、 大瀧始 メ米藩 

奉行 l^lls 通 二 テ i 藩人數 一同 二相 成 大请信 藏ト申 者 二 出合 し 之 者 共、 譬ヒ死 ス トモ、 爱元不 引杯ト ゆ、 敵烈敷 押來候 一一 付、 無 

案内 引 候ハ、 相違 之 口上 殘念 一一 存候條 〔爱- 一つ ァ 一 ほ it 致、 i 爱ニ テ米 人敎、 予 ハ苦戟 、其."？^、 缺、 賓手 ヨリ 一 文字 ニ聲ヲ 1-〕 押來、 

引 被 成埃テ ハ不 E 成 ト、： t 杖-一 テ、 大瀧ー 屑 先 ヨリ 打洛シ 候、 き ヲ， ノ婁 う ま fer  if ま 1 r£  ？ +17,^ 

被 打 立、 侬テ 味方 四方 へ 散亂、 夜 二 入、 予、 內野濱 へ 出、 八月 朔日、 地 藏堂宿 へ 著 致 候。 

〇 戊辰 事情 槩旨節 略 二 云、 七月 廿 九日、 新 潟大- 一敗 ル、 是 ヨリ 先キ、 新 發田藩 背盟、 敵 因テ、 兵船 六艘ヲ 以テ、 松 崎 二 上陸 シ、 

直チ二 壘壁 ヲ築ク 、爾来 日々 防戰、 互 二 勝敗 ァリ 、今 日 ニ至リ 、敵 新 潟 二 入ル、 遂ニ 短 兵接戰 二 至ル、 全 權總督 色 部長 門、 自 

ラ 劇戰シ テ歿ス 、我 力 兄 ハカ 大 二 賡ュ、 死 一 一十 六 人、 傷 十七 人。 

〇 酒 井 忠寶家 記 節 略 一一 云、 七月、 家人 四 五 人、 新 潟 二 留テ、 各藩 ト共 二 官軍 ヲ防ク トイ へ トモ、 不 叶シテ 、兵隊 ノ陣所 志戶橋 

村へ 引退 ク C 

0 按 スルー 一、 八月 二十 三日 二 至リ、 神 奈川府 、書ヲ 荷 蘭 領事 ニ致シ テ 、ス ネル ノ、 兵器 ヲ賊 一一 販賫 セシ ヲ責メ  、其 罪 ヲ亂サ 


シム、公^^ボルスブ ロック、 之 ラ訊ス 、ス ネル、 分 疏シテ 服 セス、 事遂ニ 寢ム、 事ハ本 記ニ詳 カナリ。  一 

〇：^-ケ崎ノ官軍、夜ニ乘シテ、賊兵ヲ荻島村ーー破ル。  i 

〇 清 口 直 正 家 記 二 云、 七月 廿 八日、 領内 阿賀 川 以西、 荻 島、 新田 渡船場 へ 、 賊徒 臺場ヲ 築、 相固罷 在、 賊、 河 東 一 一本木 村 へ 押 一 

I テ ハ 一 難事 -ー 付、 不取敢 、鄕村 取締 出 役ノ者 奔走、 土 兵 ラ起シ 、防禦 ノ 手配 中、 藝州、 福 知 山 巡邏 二 付、 右兩藩 へ 申談築 ； 

壘、 川 ヲ狹テ 砲戰、 其 內沼垂 表 兵隊 少々 繰 出シ、 廿 九日、 上田 ー學ー 小隊 モ加リ 、頻 一一 及 砲 戰候處 、賊潢 走 一一 付、 卽川 ヲ涉リ 一 

新^ 方 迄 尾 撃、 遂， 一 追 散 申 候、 八月 朔日、 朝 倉 勇 次 分隊、 水 ケ曾根 村 固 場-一 テ、 阿賀 川 脫走ノ 賊船捕 押、 賊 一 人生お  一 

〇 朽木綱 鑑家記 -ー 云、 七月 廿 五日 ヨリ、 弊 藩 人數、 太夫 濱小 荷駄 輜重等 御 守 衞罷在 候處、 同廿 八日、 荻島邊 へ 、 賊徒 多人数、) 

屯 集 之 趣 ヲ以、 軍曹 中 川 秀之助 ヨリ、 弊 藩 人 數ノ內 分隊、 早々 一 一本木 村邊 へ 繰 出候樣 御指圖 一一 付、 太夫 濱申ノ 刻 出兵、 翌廿 

九日、 一 ： 本木 村 へ 著陴、 直 二 藝藩ト 申 合、 臺場等 築 立 守 衞罷在 候 R 、追々 日暮 一一 至、 戌 ノ刻頃 ヨリ、 凡百 間 許ノ川 ラー & パ銃： 

ラ以ぼ 合. 5^2:、 子 ノ刻頃 ヨリ、 歒兵頻 一一 發砲、 旣 一一 寅 ノ半刻 一一 至リ、 互 一一 砲 戰候得 共、 更 一一 勝敗 不決候 一一 付、 藝藩ト 申 合、 ヌ- 

八 町 程 水上 ノ渡場 迄、 密 一一 驅拔、 小船 一一 テ速 一一 乘渡、 向 岸 土手 へ 敵 合 近ク驅 進、 兩藩申 合、 人家 之 表裏 ヨリ 一 度 一一 進撃 候處、 

i%々 一一 牧走、 賊走 一 人、 弊 藩 佐 原 將曹隊 一一 テ討捕 申 候、 八月 朔日 辰ノ刻 頃、 兵ヲ 引揚、 一 一本木 村 一一 至 リ候處 、賊共 再來リ 

烈シ ク及撃 砲 候 一一 付、 速 一一 相 應シ致 砲戰、 未ノ刻 頃、 賊兵 散亂仕 候。 

〇 是 ョ リ先、 朝廷、 岩國藩 -1 命 シ テ、 兵ヲ 越後 -1 出サ シ 厶 、是 曰、 藩 兵、 柏崎驛 一一 至ル、 督府、 ^ 

ヲ出雲 崎 及 ヒ新潟 二 差遣 ス。 

〇 岩 國藩記 節 略 一一 云、 弊 藩 建 尙隊四 小隊、 七月 廿 九日 晝九時 、柏 崎 港 -ー 著 ス 、卽刻 上陸 シ 、 同所 香 積 寺 二 陴所 ヲ 定ム、 夜中， 

大 總督府 ヨリ：；：： 雲 崎、 新 潟兩所 ヨリ 援兵 ノ報 ァリ 、兵隊 ヲ分チ 、兩 所へ 進軍 ス へ キノ 令 ァリ、 二番、 三番 ノ小 除ハ、 パ月朔 日 

朝 六 半時、 柏 崎 ヲ發シ 、夜 四時 頃、 出 雪 崎 二 到"、 光照 寺 ニ陣ス 、 一 番、 四番ノ 小隊 ハ 、同 四日 夕 七 時、 柏 崎 出帆、 同 &日曉 十ん 
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半時、 新 潟へ 著陣、 同所  一 ーノ町 一一 陴ス C 

〇 是 ヨリ 先、 松 平定 敬 III， 津川驛 一一 在リ 、是二 至リ、 松平容 保、 In? 會使ヲ 遣シ テ之ヲ 招ク、 

定敬、 乃チ 若松 一一 赴ク OI 血 

是月、 是 ヨリ 先、 舊慕府 及 ヒ會津 、桑 名 等 ノ逋逃 者、 交 來リテ 新潟ヲ 脅迫 ス、 舊新潟 奉行 田 中 光 

儀、 赚 リカ 之 ヲ制ス ル能ハ ス、 因テ、 本廳ノ 事務 ヲ米澤 人 一一 交付 シテ 去ル、 旣 一一 シ テ仙臺 會津、 

莊內、 一 一本 核 人 等、 新 潟 二 來會シ 、米 澤人ト 共 一一 廳務ヲ 管ス、 是-ー 至リ、 仙臺、 會 津等ノ 老臣、 連 

署 シ テ書ヲ 撗濱 駐在 各 國領、 事  一！ 贈リ 、奥、 羽、 越 諸 藩 聯合 シ テ 、奸 兇ヲ 掃蕩 スルヲ 吿ケ、 又使ヲ 

江戸 ニ遣シ テ 、舊 慕府 海軍 ヲ招 ク。 . 

〇 田 中 光儀 手記 節 略 一一 云、 五月、 會津脫 走 之浪士 輩推參 イタ シ、 當所 I、 受取 申 度 段 申立、 或 ハ 江 戶脫走 之 兵隊 共、 日夜 頻 

二 祁越、 借用 金 等 申入、 晝夜之 苦心、 是以可 忍 候 得 共、 何分 少人數  > 一 テ 、取扱 方 不行屆 候 -ー 付、 北 越 之 儀 ハ 、 上杉彈 正大 弼舊 

領 二 有 之、 土地 人民 モ慕ヒ 居、 且、 同人 御預所 -ー 引渡 候 得 ハ 、會津 脫走之 浪人 共、 其 外 暴行 仕 間 敷樣子 -ー 付、 差 向、 私儀 單身 

同樣 -ー 可成 行、 外國人 取扱 方 鼓 市中 政事 モ 難 出来事 情、 誠 二 不得 止、 米澤表 ョ リ 出張 罷在候 家老 色 部長 門、 其 外 へ 當分引 

渡 方、 及 談判 候 得 共、 一 應相斷 候 間、 前 條差支 之 件々 S 追テ 、 北陸 道總督 府 へ 事情 可 申立 趣 等 及 演說、 漸ク 承服 ィ タシ候 

二 付、 新 潟 表 之 儀、 上杉彈 正大 弼當分 御預所 -ー 、 晦日、 假 引渡 取 計 申 候、 六月 三日、 光儀、 新 潟 表出 立、 八月 初旬、 撗濱表 へ 

到 著。 

〇 戊辰 事情 槩旨 -ー 云、 五月 廿六 曰、 是 ヨリ 先 キ、 W 幕 ノ新潟 奉行 田中廉 太郞、 If  タ ヨリ リ、 カラ 新 潟 ヲ支ュ ル能 ハサ ルラ計 


リ、 霉史增 田 勝 八郞ヲ シテ、 藩 二 來リ、 新 潟 ヲ管ス ルヲ 請フ、 藩、 四方 多事、 カラ 給ス ル能ハ サル ヲ以テ 固辭ス 肯 カス 止 

ムコト ヲ得ス 、答テ 曰、 色 部長 門、 旣 一一 在リ、 全權 タリ、 越 ノ事ー 5S 分 一一 委ス、 歸テ之 ヲ長門 一一 謀 レト、 勝 八郞、 卽チ 囘テ、 

長 門 二 新津驛 -ー 面シ 、頻 一一 之 ヲ請フ 、長 門、 軍務 ヲ副總 督千坂 太 郞左衞 門 ニ委シ 、遂 - 一新 潟-一到 リ、 港務ヲ 管ス、 六月 十日、 

是 ヨリ 先 キ、 色 部長 門 ノ新潟 ラ管ス ルャ、 國議 曰、 我 藩 微力、 勢 ヒ久シ ク保チ 難シ、 如 カス、 各藩 ト 共和、 以テ之 ヲ衞ル ユ、 大 

瀧 新 1 ノ 新發田 二 赴 クャ、 遂ー 一 新 潟-一至 リ、 之 ヲ長門 一一 謀ル 、長 門 モ亦之 ヲ然リ トシ 、諸 藩 重臣 會儀 セン コト ヲ約ス 、葦名 

靱 負、. 夂野新 共 衞仙臺 ヨリ、 石 原 倉右衞 門、 加 藤 半 藏庄内 ヨリ、 梶原平 馬、 手代 木 直右衞 門會津 ヨリ、 相會シ テ事ラ 理ム、 後、 

葚 幕臣 安田 幹 雄、 松 平 兵 庫 等來リ 寓ス、 會議 一一 參セ シ ム。 

〇 仙 靈藩記 二 云、 慶應四 戊辰 歳、 五月、 會津、 f 澤、 庄內三 藩 二 テ、 越後 新 潟 開港 ノ義、 德川藩 二 テ條約 相 極 置 候 哉 - 一有 之、 今 

般、 右三 藩ョ リ 54g  、彌 開港 相 極度 候 間、 同盟 二 付 テハ、 仙 藩 ヨリ モ 出張 協力 相 成 度 3：! 依賴 二 付、 富 田 敬 五郎、 齋藤 安右衞 

門 原註、 ま 族 出張 致サ セ 、追 テ參政 葦名 靱負 へ 、監察 牧野 新兵 衞附屬 橫尾東 作、 星 拘太郞 、大石 源 之 進 一 小隊、 新 潟 へ 出張 候 

處、 米 藩 色 部長 門、 會藩梶 原 平 馬、 庄藩石 原 倉 右衞門 等、 兵隊 引率 出張 i 能 在 候 二せ、 靱 負等應 接、 開港 ノ義、 討論 及 候處、 更ニ 

9? 則モ疾 之、 判然 タ ル 開港 ノ證 相見不 申、 百事 瞹昧、 然ル 一一 、孛漏 生、 米 利 堅、 英吉利 三 ケ國乘 組 ノ蒸氣 船 一 一艘 入港、 上陸、 同 

所會所 一一 於テ、 各藩 應接、 貿易 ノ件々 ヲ 談判 致 候、 會藩梶 原 平 馬、 諸事 取 切 申 候 一一 付、 仙 藩 一一 テ ハ 傍 坐 致 險而已 一一 テ、 深ク關 

係不仕 候。 

〇 丹 羽 InK 眉 家譜 一一 云、 初メ 幕府、 本年 六月 ヲ以テ 、越後 國新潟 開港 ノ條 約ヲ、 西洋 諸國 一一 結フ、 然ル- 一 、春來 、兵馬 騒擾、 其 約 

き ニ絕へ ン トス、 此時ニ 當テャ 、仙、 米、 莊、 會ノ四 藩、 專ラ奧 羽 ノ權ヲ 執リ、 相議 シープ 云ク、 皇國ノ 不信 ヲ、 外國ニ 垂示 ス可 

ラスト 、是 一一 於テ 、各藩 重臣 一 兩人ヲ 出ス、 我 藩 奥 ffl 知 格、 II 門 f 之 ビー 會ス、 山 田 某 If  y 隨行 ス 、 五月 一 一十 八日 ヲ 

^^テ、ー 一本松 ヲ發シ 、六月 二 曰、 新 潟 二 到ル、 仙 藩 葦名 靱負、 牧野 新兵 衞、 富 田 省 三、 米 藩 色 部長 門、 大瀧 信藏、 黑井小 源 太、 會 

原 平 馬、 手代 木 直右衞 門、 莊藩兩 名、 同所 一一 ァ リ 、同 三日、 新 潟 奉行、 潜 一一 該地ヲ 脫ス、 是 レ ヨリ 各藩 共、 奉行 役所 -ー 出テ" 
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其 地方 ヲ 管轄 ス。 

〇 戊辰 事情 槩旨叉 云、 七月、 仙 臺橫尾 東 作、 會津 雜賀孫 六郞、 米 澤佐藤 市允ヲ シ テ、 舊幕ノ 海軍 植本 等ヲ 誘導 シ 、敲背 髙田ヲ 

衝ク ノ密策 テ授ケ 、且 ッ潢濱 一一 到リ、 i 利 堅、 和 蘭、 英吉利、 伊太利、 端 生、 普 魯士、 丁抹、 佛蘭、 俄羅、 葡萄 等 二 告ク、 書 二 曰、 

奧、 羽、 越 列藩、 軍務 總督等 、謹告、  . 

^1<利堅國領事宫、我日本國自定和親通商之事、而來海外各國相共來往、 萬 里 風 濤視如 坦途、 貴 國於是 亦抑盡 心焉、 刖不 

止 貿易 一 事、 百般 技藝 器械 諸 術 之 開、 亦 可 期日、 而待、 實我國 之大幸 也、 於是 乎、 奧羽越 列藩 亦 有 不可 不大告 者焉、 謹按、 

我 國自德 川 氏、 復 累世 繼承之 政權、 於 朝廷 天子 幼冲、 萬 機 草創、 而奸臣 乘隙挾 私意、 以擅 朝權、 是以、 其 所 令 無 一 有 出 乎、 

至誠 惻怛之 意、 而專 逞殘酷 殺伐 之 威、 壓服 天下 諸侯、 天下 諸侯 畏其 凶焰、 爭 爲之驅 役、 而 中心 不敢服 者、 盖 十八 九、 刖 祖宗 

神 靈之所 照鑒、 天下 億兆 之 所 切齒、 不久而 元 惡誅、 而大 赣顯、 兄弟 和而 君臣 睦、 亦 勢 之 所 必至 矣、 否 則 我 國獨無 天地、 無人 

倫 也、 寧 有此理 乎、 我 奧羽越 列藩、 君臣 上下、 察 其 如此、 公儀 一 定、 同盟 相 結、 以仲 大義 於 天下、 而彊暴 之 來者擊 却 之、 其 去 

者不必 追、 以 維持 我 國、 而待 天子 聖明之 治 而已矣 、顧 海外 各國諸 公使 領事 官等、 旁觀 熟視、 早 巳 有 洞察 之矣、 雖然、 我 列藩 

同盟 之 心、 苟非託 之 文字、 以 明お 其 情實、 刖邪正 曲直 之辨、 或不 了、 了、 而奸賊 等、^ 造 王 命、 以亂其 順逆、 亦 不可 不慮 也、 是 

以、 敢 告焉、 望 領事 官、 諒僕輩 之 至衷、 明 其 無 他、 則 於 結 信 締交之 事、 亦大有 所關渉 也、 伏 惟、 虛懷 商量、 勿咎其 唐突、 M 

幸甚 幸甚。  . 

慶應四 年 七月  仙臺 葦名 輟負  米澤色 部長 門 

盛 量 花押  久長 花押 

.  會津梶 原 平 馬  庄 e 石 原 倉 右衞門 

景資 花押  成 知 花押 

長 岡 河 井 繼之助 

秋義 花押 


〇 按スル 二、 本書 ハ、 米國 領事 ニ贈リ シ モノ  二 係ル、 金 川 日誌 別 集、 普國 領事 二 贈 リシ モ ノヲ 載ス、 書辭 本書 ト 11^ シ 

米 利堅國 ヲ普魯 士國- 一作 リ、 且云フ 、右 同文 ノ 書翰、 各國 領事 官へ モ 差遣 シ候 由、 文 作 仙 藩 大槻磐 溪ト、 又 日誌、 七月 ヲ六 

月 ニ作ル 、今 戊辰 事情 漑旨 - ー從フ C 

〇 酒 井忠寶 家譜-一 云、 六月、 家人 石 原 倉右衞 門ヲシ テ、 仙、 米、 會ノ 家臣 等ト 越後 ノ新潟 二 會議シ 、外 國へ奧 羽 兵 ヲ起セ シ本 

末 ヲ告テ 、銃器 彈藥等 ヲ求メ ンコ トヲハ カリ テ、 書ヲォ クル。 

〇 泣血錄 -ー 云、 六 S 、東西 對 ESii 不相 決、 積 至 五十 餘日、 於是、 謀 招 海軍 於 江戸、 以衝萵 田 今 町、 而 海軍 未 至。 

〇 金 川 日誌 別 集、 新 潟 官軍 書 柬節略 二 云、 松ケ畸 二 テ、 庄內 中老 石 原 倉 右 衞門ト 申 者、 討 取 候 節、 所持 ノ 書物 書面 ノ マ 、 

江戶碇泊ノ故ー；^！ノ軍艦 一 艘ナリ 、一 一艘 ナリ、 當國へ 廻 シ方ノ 儀、 明朝 出帆 ノ英 船へ、 雜に賀 SJ^Wf き者ノ l£i 乘 船- 

セヒセ ヒ盡 カノ 積リ、 付テ ハ 加賀 守、 急 二 入手 度 事、 

ノノ  皮- ョ 

加賀守 軍艦 ト奇健 丸 交易 シ 、當 節ハ御 爲可然 哉、 ス ネル モ大ニ 見込 有 之、 手早 二 加賀守 へ ノリ 組、 明日 一一 モ御國 へ 罷越、 

談判 イタ シ 可然ト ノ  0^ 込 モ有之 候、 

右 ノ外、 器械 等 買入夥 シキ事 一一 テ 、大 一一 商會 " 開キ 居候 様相 見 申 候、 奧羽 賊徒 等 モ 、 會議 館ト號 シ 、 大家 築造 ノ由 一一 御座 

七 e: 廿 七日、 夜七ッ 半時 認、 

是 ヨリ 以下、 石 原 ガ懷中 一一 有リ シ 書類 ナリ、 

口演、 

此度御 注文 ノ定 約書サ シ上 候、 御覽ノ 上、 御 返シナ シ下サ レ 度奉存 候、 

先達 テ御 注文 相 ナリ、 右 不足 品、 相 記 ス處ハ カリ 立 切、 御 遣 "シ 下サレ 度奉存 候、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 是月 .  七 一九 


復古 外 記 越後 口 戦記 第五 明治 元年 七 H 是： HJ  七 二 〇  . 

此度、 御 注文 ノ  M 分 一 舍； 子、 手金 トシ テ相渡 候 様、 スネ ル申 キケ、 尤ノ事 ナガ ラ、 如何 仕候テ ヨロ シ ク 御座 候 哉、 相 伺候、 手 

金 御ッカ ヮシノ 事 一一 御- M 候 ハ 、 、早速 御遣シ ナ シ下サ レ 度奉存 候、 

小 子 不快、 中々 快氣無 御座、 苦痛-一 タ ェ ス、 且、 隨分テ マト レ鹽梅 一一 テ、 大闲極 仕 候、 

右、 用事 而已申 上 候、 

七月 廿 四日  友三郞 

M  W  つ t,、 

左 ノ通リ 、注文 イタ シ候 タメ、 金子-; 1 方 四 分 一 遣シ候 事、 四 拾 一 ドル 一一 テ 三十 兩 二分 二相 ナル、 

覺、  ， 

ノゃ ビ，、 J  、ぎ廷 nw, 、トロ  Z  二ぎ ッ、 f 一挺、 先達 テ求ル 四十 一、 

シャ —ヒス 户百凝  §  ノ  ロン 二百 ソ、 リレ此 度 四 十 II イタ シ吳候 由、 

此方 ハ 、サ ン フラン シスコへ 取リ ニツカ ハ シ置候 間、 殊ニ ョ リ候ハ 、、百日 程 モ日數 力 、 リ候 半、 餘ハ ニー 十日 モ過 候ハ 

ハ 、 マ イリ 可 ゆ、 

同 パトロン W 一一  付 四 ドル 三分 六十 萬  アメリカ ミニ ゲ ー ル八枚 則六兩 三百 挺 

總 鎮ニ帶 ミニ ゲ ー ル卜七 枚 十二 兩 二分 七十 挺 附屬品 不殘添 

ビス ボル 卅八枚 一： 十八 兩 二分 拾 挺  ラッパ 九 枚六兩 二分 七 ッ 

日本 航海 圆 五 枚 火藥 但 小銃 百 斤 二. I ドル 五 樽 

右 ノ通リ 、極上 ノ處、 御 差 向 可 被 成 下 候 

辰 七月  庄内藩 本 間 友三郞 

エドワルト ス ネル 君 

列藩 御 重役： i 役人 中、 奉行 屋敷 へ 出勤、 當港萬 事 取扱 候 事、 


但、 上中下 ノ 役 席 ヲ分ケ 、重役 ハ 上院、 役人 ハ 中院、 下役 ハ 下院 -1 相 詰、 

軍備 ノ儀、 當節諸 口 切迫 中 一 1 候へ ハ 、先 以當分 只今 ノ通リ 、軍務 相 後 候ハ、 近 藩 交替 持 一一 テ可然 力、 

お、 諸 入 川ハ、 常 所 運上 金 ヲ以、 取 賄 可然、 

地 役人 ハ 、暫時 相 雇 置可然 力、 

上 杉 藩 i 役 色 部長 門 御 役人 佐 藤 源 右衞門 黑井小 源 太 山 E 八郞 落 合 龍次郞 

力 州へ 御 使者 宇佐美 勝 作 小 田 切 勇 之 進 內 聞へ 候モ、 參 

仙臺 參攻 葦名 靱負 監察 牧野 新兵 衞  • 

御 役人 玉虫 左 太夫 fl^ 、州 富 田 敬五郞 橫尾東 作 金 成 善 左衞門 星 拘太郞 新 井 常 之 進 fl%,"1 

會藩 重役 梶原平 馬 御 役人 手代 木 直 右衞門 神 尾 鐵之丞 唐 澤源吾 萱野 安之助 片桐 彌九郞 

E 中 茂 手 木 

二 本 松 藩 奧田彌 平 左衞門 山 田 次郞八 

村 上 藩 近 藤 幸次郞 II,, ヘー^ 平 井 伴 右衞門 鈴 木 四 郞右衞 門 

〇 按ス ル 一一 、是 時、 舊 幕府 軍艦 開 陽、 囘天 以下 八隻、 品 川 海-一 碇泊 ス、 舊 幕府 海軍 副總 裁、 模本 武揚、 之 ヲ督ス 、八 年ト 九日 

二 至リ、 武揚、 諸 艦ラ奪 ヒテ、 陸奧海 一一 走ル。  . 

〇 是 ョ リ先、 舊 幕府、 米國 ヨリ 購買 スル 所ノ 軍艦、 撗濱港 U 到ル 、神奈 川 裁判所、 將サ 一一 之ヲ交 

收セ ン トス、 米國 公使、 固ク 局外中立 ヲ執テ 、肯 セス、 是 一一 至リ、 仙臺、 會津、 米澤、 莊內人 等、 新 

潟 一一 會シテ 、本 艦ヲ 交收セ ン コトヲ 謀リ、 又 新 潟 港ヲ開 キテ、 互市 場 ト爲シ 、板 倉勝靜 11 山 11、 

ま sisis?4 ヲス f 陸 奥 ヨリ 迎へテ 、以テ 其 事 ヲ管セ シメン トス、 新 潟、 敗ル 、 二 及テ、 其 事 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 是月  七 ニー 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七 是 H  七 ニニ 

遂ニ 寢ム。 

〇 甲 鐵艦收 領顚末 -1 云、 慶應四 年、 服 ザ 戊辰 四月 一 一日、 最前 舊 幕府、 其 臣小野 友 五郎、 松本壽 太夫 等 ヲ米國 華盛頓 

二 派遣 シ 、彼國 二 製造 ヲ 委託 シ タ リシ、 5. 鐵 スト ー ン ゥヲル 艦 落成、 撗濱 二 入港 ス、 當時、 關東 征討 海軍 先鋒 前 侍 從大原 俊 

實、 其 艦 ヲ品川 海-一入 ル 、事ヲ 禁止 ス、 抑、 此艦ハ 、舊 幕府 ヨリ 內實、 洋銀 五 拾 萬 枚 ノ內、 四 拾 萬 枚ヲ付 渡シ、 殘リ拾 萬枚ヲ 

付 渡 スルニ 於 テハ、 代 憤 悉皆 付渡濟 ナリ トノ說 アル ヲ以テ 、元 來、 舊 幕府 、太 攻ヲ預 リシ 時 二 囑託シ 、製造 サセシ メシハ 勿 

論ナレ トモ、 德 川家ノ 私用 ナ ラス、 日本 政府 ノ 委託 ス ル所ナ レス、 朝廷 二 收領セ ラル 、 ハ條理 至當ナ リト、 四月 卜 八日、 

神奈川 奉行 ヨリ 官廳、 其他ヲ 收領ノ 後、 神奈川 裁判所 總 督東久 世少將 ヨリ、 收領ノ 談判 ァ リ ト雖、 米國 公使 ァ ルヒ— ゥ ワン 

ファ ルケ ン ボルク、 當 早春、 朝廷 竝 一一 舊 幕府 ヨリ、 兵器 及 軍艦 等 リ 一一 販賣ヲ 禁止 ノ照 會ァ ルヲ 以テ、 則、 各國ノ 公使 商 

議シ、 テ 局外中立 ヲ 布令 ス、 然ル 二、 其 末、 未タ 中立 解停ノ 時機 二 至 ラサ レ 尸 、 朝廷 二 モ亦、 舊 幕府 二 モ 付渡ス へ キ 一一 非ス、 

局外中立 ハ 重大 ノ 事件 二 テ、 一 己 ノ決斷 ヲ以テ 付渡ス ルノ權 ナシ、 强テノ 所望 ナ リセ ハ 、本國 政府 二 禀議 シ、 大統領 ノ 指令 

一一 因テ、 可否 ヲ答フ ヘシ ト、 更 ニ諾セ ス 云々。 

0 若松 記 平 山 縫 殿 助 軍務 調書 節 略 一一 云、 五月. r 九日、 長 岡 落城、 此上 ハ 、 海岸 之 防禦 之 手 立 無 之候テ ハ 不相成 儀ト、 當家 

拉仙、 米、 庄之四 藩、 其餘 五泉 代官 本 田 新 三 郞ト申 者、 一 同 談判 二 相 成 候處， 先年 板 倉、 小 笠 原 兩侯御 老中 N 砌、 舊 幕府 -1 ォ 

ィ テ 、 總鐵張 之 軍艦 スト ー ンゥ ヲル、 外 夷 アメリカ 買 請 之 約定 一一 相 成、 前金 モ夫々 被 差遣 置 候 一一 付、 厳 五十 萬ド ル 差遣 候 

へ 尸 、右 軍船 ヲ被買 取 候 手 都合 二 相 成 居候 處、 咋春出 來上リ 、撗濱 表 へ 差遣 置 候 得 共、 舊 幕府 斯ノ仕 合、 乍 去 前金 モ 受取 置 

候 儀-一 候へ ハ 、新 政府へ 可相讓 筋、 絕テ無 之 儀ト、 其 儘 差 置 候 哉-一 付、 前文 兩侯御 老中 之砌、 約定-一 相 成 候 儀-一 候へ ハ、 兩侯 

之 御 書面 一一 テモ被 遣 候 ハ 、 、引受 候 樣可相 成 儀、 就テ ハ 奧、 羽、 越 高 釗ヲ以 、五十 萬ト ル 出金 致、 右 軍艦、 越國 海岸 へ 備置可 

致 儀 ト決評 二 相 成、 右 四 藩餘之 藩々 へ申談 、熟談-一 相 成 候 様、 四藩ョ リ 壹人ッ 、罷 出可然 哉-一 付、 仙 藩 皆川德 治、 米 藩 竹 田 

吉 五郎、 itj 藩 小南貞 治、 五泉 守 田 新 三郞、 當藩ョ リ 私儀 罷出候 様 被 仰 下、 各藩 之 者 一 同、 新 潟 表出 起、 桑 名、 長 岡、 村 松、 一 ノ 


戶、 村 上、 三日 市、 黑川 等へ 及 談判 候處、 何 レモ 故障 之 筋 無 夫、 夫々 割合 ヲ以 出金 之 箸 一一 相 成 候、 頃ハ七 年中 旬、 追々 新潟會 

議所 へ 出金 一一 相 成 候 一一 付、 板 倉、 小 笠 原 兩藩之 御 書面 モ相 整、 新 潟表ョ リ蒸氣 船 へ 乘込、 撗濱表 へ 罷越、 右 軍船 スト ー ンゥ 

ヲ ル ヲ 買請ト シ テ罷越 候 者 等 ヲ始、 凡テ ノ 手 都合 相 整 候 所、 同廿 五日 之 夕、 新 發田沖 へ 軍船 三 艘相見 候 趣、 新 潟表ョ リ 注進 

有 之 候處、 新發田 表之義 ハ 、兼々 不審 之 件々 モ有之 候 二 付、 敵方 へ 内通、 一 同 押來候 一一 ハ 相違 有 之 間 敷、 仍テ ハ 、若松 表 へ 件 

件 至急 -ー 相 達、 急 出兵 二 相 成 候樣不 致候テ ハ 、不相 成 儀ト、 秋 月 悌次郞 、若松 表 へ 罷越、 私儀 ハ村 松へ 罷越、 出兵 相 求 候處、 

新 潟表ョ リ、 手早 一一 申入 置 三 小隊、 同所 方 へ 繰 出、 餘ハ 主人 使廻ノ 者ナラ テ無 之、 出兵 致 兼 候 趣挨接 -ー 付、 不止得 歸營致 候、 

水 原 表 之 儀ハ、 素ョ リ御備 之 兵 迚モ無 之、 皆以長 岡、 奥 板 方面へ 出張、 纔カ * 貳少隊 不満 位 之 兵 ナラテ 無 之、 迚キ 防禦 之 見 

詰 無 之、 尙又廿 七日 之 朝、 新 潟 へ 罷越、 松平駿 河守樣 ヨリ 兵 借 受候樣 、萱野 右兵衞 殿ョ リ被仰 聞、 水 原 表出 張、 七 八丁 罷越候 

處、 新發田 街道 ® 笹岡 街道 ョ リ、 水 原 御 陣營目 懸ケ、 砲 聲夥敷 相 聞 候 -ー 付、 御陣營 へ 驅付 候處、 最早 敵亂 入、 且又、 保 田 方 

へ モ敲相 廻 候 趣、 尤相聞 候 一一 付、 無 余儀 村 松 へ 引揚 同、 所 軍事 奉行 齋藤久 七 へ 面會、 右 之 件々 相 語 候處、 分 田 川 一一 オイ テ防 

戰之手 立 ト相見 候 得 共、 不行立 儀 ハ瀬然 - 一有 之 候處、 果シ テ然リ 、斯相 成候テ ハ 、新 潟 一 件 ヲ無詮 事 一一 相 成、 夫 ヨリ、 三月 澤 

越 二 テ草水 へ 薛越、 右兵衞 殿 へ 件々 申 上 候。 

〇 丹 羽長國 家譜 節 略 一一 云、 六月、 此時 一一 當リ 、舊 幕府 約 ス ル所ノ 新造 鐵艦、 撗濱 一一 渡來 ス 、其 憤 大切 四 萬兩金 ナ リ、 仙、 米、 莊" 

會之 レヲ販 ハント 欲ス ト雖、 數月ノ 軍費 貯蓄 將 二 盡 ン ト ス 、故 一一 新 發田藩 一一 就テ 、該資 ラ要來 ス 、 其 策 未 タ成ラ サ ルニ、 棚 

倉 藩 落城 ノ報 ァリ、 國境ノ 急ヲ諸 藩-一 告ケ、 七月 五 日、 奧田知 格、 山 田 某 兩名歸 藩 ス 。 

〇 金 川 日誌 別 集 新潟宫 軍書 柬節略 二 云、 是 ヨリ 左 リ松ケ 崎 一一 テ、 庄内 中老 石 原 倉 右 衞門ト 申 者 討 取 候 節、 所持 ノ 書物 二 テ 

相 分 ル 、雜 紙？ - ョ。 0 、セ 會； お、 リ 平 松 武兵衞 ト申者 弟 「 ス ネル」 ト申者 、ヨネ ド賊ノ タメ 外國ノ 事 周旋 ィ タシ候 由、 

兩三曰 中 出帆 ノ英船 へ 托シ、 奧、 羽、 越 列藩 申 合セ、 仙ハ 除キ、 會. 米、 ffi 一  萬兩ッ 、 、跡 四 萬 兩ハ本 間 ギ 立 替候テ 、鎮 

造船 買 入 候 事、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 是月  七 二三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 明治 元年 七月 是月  七 二 

此事 ハ 柴 fflglf  、ノ 誤、 人 ヨリ モ キク、 柴 S ヨリ モー 一 萬 兩差出 セ ト 、米、 會ナト e. 付 候 二 付、 不得 止、 一 萬 丈 ケ出出 ス 約定 二 

テ、 巳 二 新 潟 迄 持 出、 米、 會等 へ ffl 渡ス覺 悟ノ處 、官軍 松ケ畸 揚陸 一一 付、 柴田 へ 取歸候 由。 

〇 按ス ル 一一 、トー 一月-一至 リ、 各國 公使 局外中立 ヲ觯 停シ、 一 一年 正月、 朝廷 軍艦 ヲ交 收ス。 

〇 仙 臺藩記 二 云、 七月 中 參政 葺名靱 負、 新 潟 開港 赏易條 約 ノ義ハ 、山中 靜 翁、， 廳 Jit^ 、德山 四 郞左衞 門 M 編 仙臺 

へ 相 越 居候 二 付、 兩人ノ  ヲ新潟 へ 出張 致サ セ 、總 括可然 評議、 米 藩 同行 一一 テ鞦 負、 仙 臺領白 石 へ 著 致 候處、 其 頃、 日光 宮白 

石 一一 御 在 居、 山中、 德山 ノ兩人 モ^ 陴故、 開港 ノ趣 談判 シ、 宮へ モ御屆 仕、 德山四 郞左衞 門出 張 可 致 トテ、 靱負等 一 同 出張 

ノ 途中、 新 潟 加 被レ、 諸 藩 引接 候 旨 報知 二 付、 引返 歸藩、 開港 ノ義、 調 相 付不申 2、 瓦醉仕 候。 [I  , 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第五 終 

十八 年 十二  CC 十七 日 八 等 掌 記 豐 原資 淸纂 


复 4,n  2 稿本 

お It 夕 き a 


越後 ロ戰記 


第 六 


自明 治 元年 八月 朔日 

至 同  二日 


八月 朔日、 東北 遊擊 軍將久 我通久 京師 ヲ發ス 、安藝、 因幡、 小 倉、 佐 土 原 四 藩 兵 之 一一 屬ス 

〇 遊擊 軍將府 日誌 -ー 云、 東北 遊撃 軍 將久我 大納言 隨從、 


參謀 


摘 判事 船 越 洋之助 


會計方 書記 ま 

同  有 一 

軍監使 一 藤 

日記 方 

同 

同 

諸事 掛 

御 街守衞 


田 三 

ネ 


衆 

之 


之 


時 隆 

上 大 

島 敬 

林 政 之 

世 精 


丞 

tup 

進 

進 


副參謀 

器械 方 

同 


權 判事 

三 宅 


田 


高 


占 

邊 


池 田 德太郞 

寅 之 助 

才 之 進 

嘉 三 郞 

1： 次郞 


辰太郞 

上 干城 

本 友 右衞門 


大 監察 

筆生 

同 


铜旗持 


權利事 吉田遠 江 

副 島 左 源 太 


吉 

匕 


田 俊 男 

忠 之 進 

田貞次 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 朔日 


山 本 誠 之 助 


山 科 鄕士ト 人 

七 二 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 朔日  七 二 六 

隨從 兵隊、 

脔島 藩^ ほ 六十 人 一 小^  佐 土 原 藩 兵隊 同 一 小隊  小 倉 藩 兵隊 同 一 小隊 

軍艦 ット 一艘 但墨利 堅 ヨリ 雇人 風 帆船 麵き離 笛 一艘 但土州 ヨリ 雇人 

月朔日 、東北 遊擊軍 將已下 京都 雷發、 伏 見 泊陴、 一 一日 殿川乘 船、 同 未 刻 大阪八 軒 家 ヨリ 上陸、 直 二 東 本願 寺掛所 へ 人陴、 軍 

養 ァリ、 三日 ヨリ 七日 マテ 浪花 滞陴、 八日 米國 大輪 船 二 乘シ、 大坂ヲ 發ス、 十 一 日長 門 赤 馬關ュ 著ス、 十五 日 拂曉、 馬 關ヲ發 

ス、 夜 ニ入リ 風雨 暴 至、 諸 具 綱 索ヲ切 リ不得 進、 越 ケ濱へ M 泊ス、 11  、ノ 越北ケ -ー濱 在ハリ 長、 門 ト 七日 巳 刻、 越 ケ濱ヲ 發ス， 風波 不穩、 十 

八日 外ノ滞 ，入灣 、二十日 午前 第 九 字、 外 ノ浦ラ 發ス、 廿ー 曰已刻 、隠岐 西 鄕湊へ 碇泊 ス、 II、 ナ風リ 波、 惡廿 一ず 乘船之 處、 

風雨 暴 一一 至 リ發ス へ カラス、 廿 四日 同 港 ヲ發ス 、廿 六日 越後 柏 崎へ 著ス。 

〇 

軍令 犬、 

東北 之 賊徒 益 暴 逆ヲ恣 一一 シ 、其 地 之 人民 塗炭 之 苦 二 相陷リ 居候 由、 深被惱 1 辰 襟 候 二 付、 今般 速 一一 賊徒 平鎭、 叙 慮 富岳 之 

御仁 恤赏徹 致 候樣、 諸 隊夫卒 二 至ル迄 深奉銘 肝、 上下 一 和、 勉 勵盡忠 精、 速 二 可 奉安 宸襟候 事、 

一 戎也 近傍 之 藩々 中 一一 ハ 、不得 ± 坊從致 居候 者 モ可有 之 一一 付、 先鋒 之隊々 精々 探索 ヲ遂ケ 、玉石 不混、 王師 御仁 恤之 御 

趣意 致 貫徹 候樣、 深ク心 ヲ用ュ へ キ事、 

一 兵 ハ 人 和ヲ貴 フ事最 肝要 二 付 、温和 熱 議致シ 、私論 ヲ以テ 公事 ヲ 不可誤 事、  • 

一 各藩 兵隊 進退 之 儀、 軍將之 命令 ヲ奉シ 、區々 一一 不相 成樣深 ク心ヲ 可用 事、 

一 長官々々 之指圆 -ー 隨ヒ、 進退 聚合 厳肅 一一 覺悟ァ ル へ キ事、 

1 進 者 ハ賞シ 、退 者 ハ罰ス ルハ 兵家 之 常 典、 別テ 一 軍 一 隊之 士氣ヲ 鼓舞 シ、 勇 怯 ヲ均シ 、進退 ヲ同 フス ヘシ、 或ハ 匹夫 ノ勇 

ヲ窗ヒ 、拔懸 等 之 働 不可 爲 功名 事、 


一功 賞 ヲ貪リ 、妄 二人 ラ殺シ 、良民 ヲ 傷害 ス へ 力 ラサル 事、 

一 勝敗 ハ丘ハ 家 之 常 一一 候 得ハ、 一勝 一一 驕慢 シ、 一敗-一 挫折 スへ 力 ラサ ル事、 

一 一 隊 分身、 一 伍 同 體ト和 心得、 死傷 又ハ 病人 等、 互 二相 扶助 可 致 事、 

一 上下 賤寢 <M 等、 可爲 一様 事、 

一 喧嘩 口論、 總テ軍 中 之 耳目 ヲ驚シ 候 所業、 或ハ陴 場之爭 等、 一 切 禁止 之 事、 

一 火 之 元、 別テ 用心 可 致 事、  . 

一 流言 浮說堅 不可 唱、 味方 叉 ハ 敵 之 情實、 更 -ー 難 差 置 事件 聞 及 候 節 ハ 、 其 長官 へ 申出、 長官 ヨリ 速-一本 陴へ 可 申出、 尤別テ 

位 急 之 儀、 本陴 へ告ル ニイ トマ ァ ラス 候節ハ 、直 一一 最寄諸 除 へ 打 合セ、 臨機 ノ取計 不苦候 事、 

附リ 投書 又 ハ 敞之 書札 類 取 抑 へ 候節ハ 、封 之 儘 本陣 へ 可 差 出 候 事、 

一 丁場1\ー適度ーー至ラス、|^1發砲彈藥等費ス間敷事、 

一 總テ分 怖 之 品 ハ =  ャ速中 宫 へ 可 差 出 候、 尤 現前 賊ヲ斃 シ候隨 身 之 品 ハ 、差 出 候 上、 改テ當 人 へ 可 下賜 候 事、 

一 外國人 -ー 行 逢、 亂妨 無？ J 難 捨置候 トモ、 猥-ー 發砲 斬殺 等不 致、 召 柿 置、 直 二 本陣 へ 可 申出 候 事、 

一 田野 ヲ荒シ 又ハ作 木ヲ剪 取リ、 猥ニ 神社 佛閣ヲ 毀チ、 民家 ヲ 放火 シ、 家財 ヲ掠メ 、婦女 ヲ苦シ ム ル等、 亂暴 狼籍ハ 勿論、 押 

K 押惜リ 等 之 惡業堅 ク 制禁之 事。 M 織 龍 

〇 

海上 規律、 

一 艦 列 之 行 伍ヲ亂 ラス、 針路 航程 ヲ相定 、諸 港 碇泊 別テ 順序 嚴整タ ル へ キ事、 

附リ、 碇泊 ノ港 二 ォ 4 テ、 上陸 堅 停止 之 事、 

一 難船 又 ハ 晤礁等 之 患、 S  -ー  相 救應ス へ キ事、 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 朔日  七 二 七 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 朔日  七 二八 

一 逆風 暴颶等 不虞 之 變出來 候 時 ハ 、中 軍艦 ヲ 目的 ト相定 へ キ事、 

一 敵 艦 見 請 候 得 ハ、 直チニ 中 軍艦 二 相達シ 、可受 指揮 事、 

一 中 軍艦 ヨリ 陴貝 吹鳴 シ候 時ハ 、諸 艦 集 リ可申 事、 

1 船中 之 規律、 總テ 船將之 約束 ヲ可相 守 事 C 妹 . 

〇 七月 二十 八日 達霄四 通  . 

藝  州 

其 藩 精 銳之兵 一 大隊、 羽 州 へ 出張 被 仰 付 置 候處、 改テ此 地 之 兵 一 一 百 五十人 、束 北 遊撃 軍 將附屬 、越後 へ 出張 被 仰 付、 猶國 

元へ 備置候 丘 ハ隊ハ 、追テ 御沙汰 候 事 

〇  . 

因  州 

其 藩 當地兵 除 百 人、 羽 州へ 出張 被 仰 付 置 候處、 被 免、 國元 兵隊 而巳、 東北 遊撃 軍將へ 附屬、 越 後路 出張 可 致 旨、 御沙汰 候 

事、 

追テ、 蒸 氣船之 事 ハ 、以^ 之 通^ 心得 可 申 候 事。 SH^Iyi 

〇  • 

小  倉 へ 

其 藩國元 兵隊、 羽 州へ 出張 被 仰 付 置 候處、 改テ越 後路へ 出張 被 仰 付、 猶叉 在阪之 兵隊 五 4- 人、 同様 被 仰 付、 束 北遊擊 

軍 將附屬 可 致 旨、 御沙汰 候 事。 

七 月 

追テ、 蒸 氣船之 事 ハ 、以前 之 通 相 心得 可 申 事。 f 笠-^ 忠彻 家き 


〇 

佐  土  原 

其 藩 兵隊 一 小隊、 越後 出張 之 東北 遊撃 軍將 -ー 隨從可 致 旨、 御沙汰 候 事 C 

七 月 島 津忠寬 家 記 

〇 三日 再 達 書  — 

各通藝  州 因  サ 

小  倉 佐  土  原 

東 七 遊擎軍 將附屬 出に ハ之儀 被 仰 付 置 候處、 越後 表ョ リ 報知 ノ趣有 之 二 付、 同國 へ 至急 進軍 可 致 旨、 御沙汰 候 事 C 

\  TJ{:I:I 屮 n 記、 池 Elt 知 

バ月小 笠 原 忠忱家 記  . 

〇 八日 達 書 ， 

小  食 へ 


常節 在 阪人數 五 拾 人 、東北 遊撃 軍 將隨從 被 仰 付 候 事 C 

V  ： 小 笠原忠 

/ 月忱 家 記 

〇 十一 一日 達 書 

因  州 へ 

其 藩 g 表路へ 出兵 之 分へ、 兵 庫 港 ヨリ 廻 艦 之 儀 申達 置 候處、 御 都合 モ被爲 在 候 二 付、 越後 表 ヨリ 迎艦可 差 旨、 更-ー 被 仰 出 

候 事" 

HI シ 、大阪 表 へ 罷在候 兵隊 之 分 ハ 、敦貿 港 ョ リ 乘組ノ 積、 同所 マ テ 陸行 可 致 候 事。 

\  TJ 池 E 輝  . 

八 月 知 家 記 

； 3- 古 外 記 越後 口 戦記 第 六 明治 元年 八月 朔日  七 二 九 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 朔日  七 一一 一 〇 

〇淺 野 長勳家 記-一 云、 七月、 御 達 有 之 候 付、 ま 謀 中 示 合 候處、 京都 詰 合 之 兵隊 三十 人ハ 、久我 殿御 下阪 之 節 御供 可 被 仰 付、 

其餘ー 一 百 一 一十 人ハ 、其 儘 在 地 二 テ相控 居候 様、 御 差 圖有之 候 事、 

八月 一 一 日、 久我 殿御 下阪 二 付、 御宿 陣中 小 倉 藩、 佐 土 原 藩 二 モ 申 値、 晝夜拾 五 人 ッ 、 、番兵 差 出 候樣、 參謀中 ョ リ 口 達 有 之 候 

事、 但、 大隊 御 旗、 頁 印 並 御 軍令 狀、 海上 御 規律 書 共. 御 渡 相 成 候 事、 

八月 七日、 明 八日、 久我 殿、 大阪  ーノ州 ヨリ 御 乘船被 仰 付 候 付 、兵隊 一同 小 越 御船 場 迄 御供 被 仰 付 候 旨、 參謀 中中 ヨリ 

口 達 之 事、 

八月 八日、 明 九日、 兵隊 一 同 英國艦 へ 乘込 出帆 之 儀、 參謀中 ヨリ 口 達 之 事、 

十 日乘 船， 洋中 度々 不慮 乘艦 破損 之 儀 有リ、 漸 ク 十月 十 日 越後 新 潟 著。 

〇 池 田 輝 知 家 記-一 云、 八月 四日、 軍務 宫ョ リ御達 二 付、 左 之 面々、 卽日 京師 出發、 下阪 爲致候 事。 

軍事 方 兼參謀  驍雄隊 隊長 

永 井 與十郞  愛洲 貞 之 丞 II、 

大砲 護衞隊 司令官  軍事 方 

松 波徹翁 i 中 溪 正 身 

八月 廿 八日、 大隊 長 山 本 玄蕃、 兵 一 大隊 引率、 伯 州境 港 ョ リ乘 船、 九月 十 I 日 越後 新 潟 港 へ 著 船。 

〇 小 笠 原 忠忱家 記 節 略 二 云、 八月 一 一日、 ほ i?- 軍將 京師 ヲ發 シ大坂 二 至ル、 鈴 木 七郞兵 衞丘ハ 七十 餘人ヲ 率シ、 藝州、 佐 土 原 

ノ兵ト 合シ之 二 從フ、 且三藩 更番、 軍將ノ 營ヲ護 衞ス、 八日 軍 將蒸氣 船 ニ乘シ 大阪ヲ 發ス、 佐 土 原ノ兵 從フ、 其 一 艦ハ我 藩、 

藝藩ト 一一 給ス、 明日 ヲ以 テ繼 發ス、 . 

十 一 日、 夜長 州 赤馬關 一一 達ス、 軍將已 二 陸 一一 上リテ 營ス、 我 藩、 藝藩モ 亦 陸 二 上ル、 乘ル 所ノ艦 少シク 毀ッ、 因テ 脩繕ヲ 加フ、 

十五 日、 軍將赤 馬關ヲ 發ス、 我 艦修瑰 未タ完 カラス、 別 船 ニ乘シ テ發ス、船所諝帆船ナル^^其行颇遲シ、牙艦繩ヲ以テ之ヲ 


妾 シ 、率 テ而 シ テ進 ム 、北海 二 至ルャ 、俄然 風怒禱 立、 牙 艦 共 二 進退 二 困ミ、 繩ヲ斷 テ去ル 、終 二 牙 艦 繩相失 ス 、漂 蕩殆ト 覆 

S  二 逼ル、 九月 一 一日、 縫-一 越 前 敦賀港 二 達 ス 、行 營軍防 局 令 シ テ、 陸行 進發セ シ ム , 

廿日、 1 後 黑井驛 二 至ル、 時 二軍 將新潟 二 營ス、 之 ヲ聞キ 使 ラ馳セ 、促 シテ 前進 セ シム、 乃 一 人 ヲ遣リ 、馳セ テ新潟 二 至リ、 

兼行 ノ狀ヲ 報ス、 廿 六日 新 潟 二 至ル。 

〇 島 津忠寬 家 記 節 略 一一 云、 八月 朔日 、遊撃 軍將 へ 隨從ノ 五番 銃隊、 京師 ラ發ス 、朝 六 字、 軍務 官 へ 出張、 軍將 軍令 狀ヲ隊 へ 渡 

シ、 七 字軍將 出馬、 佐 土 原 五番 銃險馬 前へ 行軍、 軍 將參內 、兵隊 行軍 ノ マ 、 御所 內へ 隨從- 紫 { 辰 殿 脇-一 於テ 兵隊 及夫卒 

迄 酒肴 ヲ 、南門-一 於テ 行軍 天 覽ァリ 、此夕 伏 見へ 宿陣、 二日 浪華へ 至ル、 八 曰、 軍將 一一 從テ 米國 軍艦 一一 駕シ、 浪華 ヲ發 

シ、 ト日下 J へ 著 艦、 HI 十四日 出港、 時 二 風禱惡 シク、 隱岐 及處々 ノ港 へ 入 艦、 晦日、 越 ノ新潟 へ 入港 上陸。 

〇 溝 口 直 正、 參謀 二 就キ テ本營 一一 詣リ、 罪 ヲ謝セ ン コ トヲ 請フ、 之 ヲ聽ス 、是 日、 直 正、 本營 一一 

候シ、 悤. 督ニ 謁ス、 時-一直 正 尙幼シ 、老臣 溝 口 某 I ぶ 代 リテ藩 情 ヲ陳シ 、王事 ニ勤メ ン コトヲ 請 

フ、 總督之 ヲ聽シ 、且其 速 一一 歸順 セシヲ 賞ス、 直 正 又 請 ヒテ營 中二 直ス。 

〇 岩 村 高 俊 事蹟 二 云、 七月、 新發田 藩主 溝 口 誠 之 進、 柏 崎 ノ本營 二 到リ、 前 罪 ヲ謝セ ン ヲ請フ 、參謀 則 高 俊 二 命シテ 之ラま 

護セ シ ム， 依 テ再ヒ 松ケ崎 ヨリ 共 二 萬 年 II  二 乘シ テ、 柏 崎 ノ本營 一一 到ル C 

〇 北 征曰誌 -ー 云、 七月 廿九 曰、 藝州萬 年 艦 入港、 岩 村 精 一 郞 同船、 溝 口 誠 之進爲 御機嫌 伺 柏 崎 へ 參著。 

〇 東 伏 i 記 二 云、 八月 一 且ニ 時、 溝 口 誠 之 進、 f  fl;f4it§ 一一 ff 、總宮 御 方、 重 I 被謁， 今般 速 二 歸順御 褒詞、 於 御前 

nB 茶菓、 當主 幼年、 國情 自分 言上 難行 届 候 趣、 重臣 附屬 云、 元來 勤王 無 一 一念 候 所、 何分 四隣 賊地、 小 藩 孤立 ト相 成候テ ハ 、 迚 

モ難 flr 保、 爲賊應 倒 セ ラ レ 候處、 今般 官軍 御 進撃、 巳 二 王師 我 境 二 至 ル 、依テ 奉迎、 此 上擧國 王事 一一 奔走 仕度 段 言 
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上 ス 、誠 之進義 ハ 、宮彼 地 へ 御 進軍 二 相 成 候 迄、 御本營 -ー 滯在 仕度 旨、 御 聞濟、 

又 云、 誠 之進ョ リ御刀 一 、御馬 一 疋、 右獻 上、 誠 之 進 へ 御 使 太刀 馬 被 下。 

〇 溝 口 直 正 家 記 一一 云、 七月 廿八 ぼ、 柏 崎 表 總督宮 御本營 へ 御 用 伺ト シテ、 岩邨精 一 郞 同船、 藝州萬 年 艦 二 テ島 濱 ヨリ 發. 

艦、 翌廿 九日 柏 崎 へ 著、 其 段御屆 二 及 候、 八月 朔日 御本營 へ 被 召、 拜謁被 仰 付、 御 懇之蒙 御沙汰、 召 連 候 重臣 共 モ I ぎ ぼ； 

贿 拜謁被 仰 付 候 事。  一 

〇 出 雲 崎 口、 與板ロ  ノ賊、 長 岡 及 ヒ新潟 ノ敗ヲ 開キ、 皆 守 ヲ棄テ 遞逃ス 、官軍 北 クル ヲ追 テ彌： 

彥、 地藏等 諸驛ニ 至ル。  一 

〇 北征 23 誌 軍 監戰報 節 略 一一 云、 八月 朔日、 出 雪 崎 ロノ 賊兵、 俄 一一 木ノ 目、 馬草邊 張村濱 手、 山 田、 寺 泊 等 數所ノ 壘ヲ棄 テ遁去 一 

候 ハ 、蓋 先 0: 廿六 日 、我 海軍 新 潟 ノ 進撃 ヲ 恐ル、 故 也、 右松 ト郞太 、福 ffl 俠平、 伊藤 傳之 助、 諸軍ヲ 監督 シ 、高槻 村 -ー 陣 ス 、吉 

利郡吉 濱手ノ 軍ヲ 監督 シ 、寺 泊 二 陴 ス 、翌ー 一日 進軍 七 里、 島 崎、 長 崎 麓 及 ヒ 觀音寺 等 ノ數村 ラ過テ 、終-一彌 彥ー 一至 リ陴ス 、二- 

見  一 鷗齋繼 テ至ル 、賊ノ 巢窟ヲ 探リ、 守兵 ヲ 要所 二 置ク、 三日 進軍 一 一里、 吉田驛 一一 陣ス、 此地素 長 岡之領 知、 乞 降 者 ァリ、 四 

H 留陴、 

又 一 一見 正 M 戰報節 略 二 云、 八月 朔日 十一 一字 頃ョ リ出雪 崎 口 屯集ノ 賊徒 追々 漠散、 或ハ 婦女 ヲ奸 淫シ 、或 ハ 民家 へ 放火 シ 、或 一 

ハ 器械 ヲ棄去 候 者モ有 之、 三 字 、彌彥 へ 相 進 候處、 一 人 之賊ラ 見ス、 觀音寺 村 久左衞 門方ハ 一 圆燒 失、 同所-一 テ 軍配 致シノ 

與板ロ ハ 地藏堂 村 二 相 進ミ、 長 岡手モ 追々 進擊、 賊兵ハ 盡ク三 條加茂 へ 逃 去 候、 上 山 ハ 本國 -1 歸リ候 由、 村 上 ト會津 ト於山 

田大 議論 ヲ起シ 、不 容易 事件 ノ 由。 

〇 遊 軍隊 日誌 節 略 -ニ IT 一 一番 御 親 兵、 七月 廿 一 日、 出 雪 崎 著陴、 同廿 三日 久田村 i 严細木 山へ 進軍、 廿 九日 マ テ 終日 打 續砲戰 、一 

同夜 六字ノ 比、 賊ョ リ烈 シク致 砲發、 旣 一一 襲 來ノ勢 相 見へ 候 一一 付 嚴シク 砲戰、 翌 八月 朔日、 未明 ノ比、 三方 ノ攻ロ ヨリ 一 時 


二 使！ 擊致シ 候處、 賊兵大 二 恐怖 致シ 、及 賊走候 二 付、 砲 臺ヲ乘 捕 致 進撃、 山 田 宿 へ 討 入 候處、 賊兵防 兼、 寺 泊 リ其外 諸 所 間道 

一 ,X4I:J  、卽き -ー 一 一 小隊 ラ分ケ 、三 分隊 一一 テ寺 泊リ、 其 外 口々 ョ リ進擊 致シ候 事、 其 節 於 諸 臺場賊 兵 ト餘人 討 柿 候 へ トモ、 其 

儘捨置 候、 同日 書 四 字 頃、 寺泊リ へ 討 入 候處、 殘賊 八十 人 計 有 合 候 一一 付、 火急 一一 進擊致 シ 候處 、一戦 一一 賊 敗走 一一 及 ヒ 、追跡 直 

一 一彌 彥坂ヲ 相 越シ、 吉田宿 マ テ 進軍、 同 二日、 會 議所ョ リ達 二 テ、 山 田 宿居殘 リノ 兵隊 不殘、 寺治リ 二 繰 込 候 事。 

〇 麼應 出軍 戰狀節 略 一一 云、 本府八 番隊左 半隊、 七月 七日、 澤田ヲ 揚テ乙 茂 二 代 ル 、右 半隊同 十四日 長 岡 ヲ發シ テ與板 -ー 進軍- 

害；^: a 戰ス、 八月 朔日 午ノ 刻、 賊徒 引退 ク、 左 半 隊山田 一一 進ム、 翌ー 一日 ヨリ 寺 泊ノ方 一一 向 追々 進軍、 右 半 隊ハ與 板 ヲ發シ テ 

地 藏 《.- -ー 進軍 ス 、同 三日、 吉田村 -ー テ 左右 合隊、 外 城 四 番隊、 朔日、 奥 板 繰 出、 中條ョ リ與板 ノ賊裏 攻之積 一一 テ致出 共 候處、 

同所 手 負賊相 運模樣 一一 テ、 同所 川 中洲へ 伏兵 致シ 居、 賊相 見得 致驟打 候處、 追々 逃 落、 暫時 相戰、 ソノセ ッ賊十 人位 ゥチ取 

&候 G 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 八月 朔日、 奥 板 ロノ 賊走ル 、奇兵 六番 小隊、 加州、 松 代、 高 田等ノ 兵、 追 テ金ケ 崎、 地藏堂 一一 入ル、 出 雲 

碚 ロヨ リハ 奇兵 一 一番 隊、 越 前、 加州、 高 田 等 ノ丘ハ 、曰ノ 滞、 木 芽 峠 ノ賊ヲ 破リ大 一一 進 ム" 

〇 金 澤藩記 節 略， 一 云、 津田權 五 郞隊、 出 雲 崎 口 爺ケ山 本道 ョ リ久田 村-一 次シ、 固 之、 治 © 寺 山 一一 賊壘ヲ 築ク、 八月 朔日、 長 岡 

等 JIfi 道 成-大敗、 1|； 賊モ亦 風 ヲ瞰フ テ走、 津田急 一一 進 テ爺ケ 山 本道 ョ リ 其賊ヲ 尾擊シ テ島崎 村 一一 至ル、 遂 一一 坂 谷村ョ リ高森 

町ノ 賊壘ヲ 探リ， 地 藏堂驛 一一 テ賊ノ 大砲 一 門 拉彈藥 等 數櫃ヲ 取ル、 一 一日 拂曉、 我 藩 杉 浦 善 左 衞門隊 ト合シ 、彌彥 山へ 進ム、 

翌曉吉 田： 祸 ヨリ 入 テ米納 津村ヲ 守ル、 杉 浦 善 左 衞門隊 、朔 日、 大寺 村へ 進ム、 治輕 寺ノ賊 抗拒、 一 分隊 ヲ寺 後へ 廻シ、 賊ノ腹 

北 5 衝ク、 屯贼百 許、 馬 草邊張 ノ賊七 八十 許、 返 デ裕ノ 森 ノ賊ト 合 シ、 勢ヒ又 張ル、 我 兵 治 1  曰 寺 ヲ火シ 、殘 賊ヲ追 蹄、 賊島崎 

へ ヒク、 お 兵 皂之急 ナリ、 賊 三人 返 擊決戰 、其 一 人 會藩羽 谷川 助允ヲ 柿、 餘賊跡 ヲ昏マ シテ 亡ク、 治 寺 等 ノ賊ヲ 我 一 隊ヲ 

以テ 追擎シ 、砲 臺ヲ 毀チ、 賊營ヲ 火シ、 長 岡 庫 米 千 六 百 七苞、 莊內用 粗 百苟、 其餘 器械 等ヲ 取、 酒 谷 村 一一 陣ス、 同一 一日、 彌彥へ 

進、 翌 三日、 吉 m 村 1 一 到リ、 長 岡 藩 今 井 孫 次 郞ハ乂 子、 打 越 村 ノ民星 一一 潛匿ス ルヲ 蹄ラへ 、長 岡 用 米 竝火藥 等 ラ取ル 、同日 崎 時 • 
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復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 朔日  七三 四 

宮 小路 村へ 進ム、 太 田 小 又 助隊、 朔日 黎明、 半 隊ヲ以 テ日ノ 浦 ノ賊營 へ 進撃、 半隊 ハ賊壘 一一 衝擊ス 、賊 敗漠、 日ノ 浦へ 奔テ、 

其營 一一 入 ル、 太 田 半隊之 一一 尾 シ テ 、其 營ヲ火 シ テ 急襲、 賊壘 ヨリ 射 砲 甚タ急 ナリ、 我 兵 猶賊ノ 向背 一一 迫 ッ テ 狹擊、 遂 一一 賊ノ 

三壘ヲ 取、 賊 倉皇 奔走 ス、 我半隊 躡尾シ テ 小島 谷 一一 至ル、 半 除 ハ圓藏 寺 村へ 進ム、 同一 一 曰、 丘 ハラ 合シ、 島 崎村ョ リ彌彥 二進 ミ、 

其 所 二 陣ス、 同 三日、 吉田驛 へ 進ム、 

田 邊仙三 郞隊、 久田村 領爺ケ 山 ノ臺場 之、 村 田-妙 見 寺、 高山 拉古妙 見邊ニ 賊壘ヲ 築クヲ 告ク、 朔日 早曉、 賊壘ヲ 燒テ陷 之、 

同一 一日、 島 崎 ヨリ 西土 手 通 リ彌彥 宿 マ テ 進軍、 其 地 二 散盾ス ル賊ヲ 追 掃、 1 二日、 m 邊隊中 西 太 郞左衞 門 一 一 小隊 二 テ彌彥 宿 

ヲ固ム 、同 五日、 卷 宿へ 轉陣、 其 所 ヲ固ム 、中 西 太 郞左衞 門隊、 藤卷村 右京塚へ 轉陣、 木ノ目 山賊 ト對壘 、日夜 射發、 朔 日直 チ 

二 兵 ヲ進メ  、賊ノ 六 墾ヲ 取， 賊營ヲ 火シ、 進ン テ 中島 村ョ リ 小島 ハ， 一一  至 ル、 同一 一日 彌彥へ 進軍、 石瀨 宿等ヲ 戌ル。 

〇 德川義 宜家記 二 云、 原 村 -ー 松 代 藩 ト合陣 出張 罷在 候、 弊 藩 井ノ口 久 之丞隊 ハ 松 代 藩 申 合、 八月 朔 日朝、 信 濃 川 堤 二 滯陴罷 

在 候、 賊壘 へ 押 寄 候處、 賊兵遁 逃、 依テ右 臺場掛 小屋 共 都合 四ケ所 燒拂、 馬 越 村 へ 出 進、 直 一一 右ノ 半隊ハ 松 代藩ト 合併、 田 尻 

村 へ 進撃、 猶又、 同夜 大川津 村 へ 進ミ、 翌ー 一 日、 熊 野 森 村 へ 繰出シ 候、 左 之半隊 ハ 馬 越 村 光源 寺へ 滯陣、 同 三日、 熊 野 村 著 到 

仕 候、 川 袋、 脇 川 へ 出張 罷在候 弊 藩 中 川 庄驟隊 、與板 會議所 ョ リ 之差圖 -ー 侬テ、 朔日、 中條村 へ 進軍、 翌ー 一日、 地藏堂 へ 操 込、 

直 -ー 下 栗 村 へ 出兵、 右驛 守備、 吉 E 村 へ 斥候 差 出、 賊兵四 人生 怖、 地藏堂 會議所 へ 差 出 申 候。 

〇 松 平茂昭 家譜 節 略 二 云、 八 s 朔日、 一 一 日、 與扳、 出 雪 崎 口 ト モ諸ロ 進撃、 弊 藩 持 場 乙 茂 口 有賀淸 門、 高 村 藤 兵 衞隊、 敵壘馬 

草 村 へ 攻入、 砲 臺ヲ乘 取、 柿 木 藤 卷モ同 様相 進、 笠 脫ハ武 曾 權左衞 門 隊相進 烈戰、 敏 之巢窟 小島 谷 へ 乘入、 續テ林 藤. 郞隊 

竝見 立山 之 遊撃隊 進入、 柿 木、 山上、 栃星政 之助隊 モ 同樣相 進、 川岸 遊撃隊 ハ 與扳川 ヲ 打 渡 シ 相 進、 散兵 ヲ 以 小島 邊 ヨリ 三條 

口 敗走 之 賊兵ヲ 打散シ 、且又 堀 十 兵 衞隊、 菅治司 馬 隊モ共 一一 相 進、 元 與板本 多 門 左 衞門隊 モ同樣 進撃 致シ、 遂 一一 地 藏堂村 へ 

集會、 軍議 之 上 、遊撃隊 五番 坂 野 壯九郞 、中 條村迄 進軍、 同 六 番織田 三 太夫、 富 岡 村 迄 進軍、 本 多 門 左衞門 一 小隊、 田 尻 村 迄 進 

軍、 武曹權 左衞門 一 小隊、 林 藤五郞 一 小隊、 栃星攻 之 助 一 小隊、 島 崎 村 迄 進軍、 手 負 十 人 i 雌喊難 MM&、»» 縦お S 赌 まお 


幸 太夫、 林 藤 五郎 隊木村 網 n 一郎  >  有 

贺 itis 門 隊岩佐 林 太郎、 夫卒四 人、 

〇 榊 原 政 敬 家 記 節 略 一一 云、^ 藤彌 1-5 除、 與板表 へ 在陴、 同所 臺場 -1 於テ 日夜 砲戰、 七月 廿九 日夜 一一 至リ、 味方 一 同 合 圖ヲ約 

シ 、丑 之 時 過 ル頃、 一 時 大小 砲頻 二 打 立 候 所、 翌 八月 朔 日朝、 賊兵陴 星 自燒、 竊 二 逃 去 候 G 

〇 酒 井 忠祿家 記 二 云、 七月 廿 一 日 ヨリ、 こ 茂ロ識 訪山臺 場へ 弊 藩 兵隊 出張 後、 日夜 馬 草 山 之 敲ト對 陣砲戰 罷在候 内、 兵隊 貳 

人手 負 有 之、 且敲 il? 間遠 二 テ 果敢々々 敷 戰爭モ 無 之處、 八月 朔日 早天 -ー 至、 敲砦之 後手 ョ リ 官軍 進撃、 賊兵動 搖仕候 旨、 斥 

候 共 ョ リ 注進 -1 付、 加、 越兩藩 S 弊 藩 軍議、 持 場 へ ハ 小人 數殘置 、敵 砦 へ 進擊仕 候處、 賊何地 へ 力 敗 散-一 付、 島畸村 一 泊、 翌 

1 一日 右三 藩 共、 彌彥宿 迄 進軍 仕 候處、 依 御 達 同所 巡邏、 同 三日、 寺 治 へ 轉陣、 要地 -ー 斥候 等 設置 守衞 仕ぶ 伯 中 巡邏 等 晝夜相 勤 

罷在 候。 

〇 眞田幸 民家 記 節 略 一一 云、 與板 口原 村砲臺 尸 、兼テ 七 番犯擊 除、 又 一 壘 ハ 大砲ヲ相備、日夜砲戰罷在候處、八月朔日朝、赤堂 

對35^\ー賊發砲大 -ー 相 弛、 人員 モ相減 候樣子 -I 付、 直 二 致進擊 候處， 賊旣 一一 逃亡 ス. 、依 之、 大川津 村 へ 進ミ 、 三日、 燕驛 へ 入驛 

之 上、 下 口々 砲壘ヲ 築キ、 長 州 藩 大砲 ヲ以テ 守 之、 弊 藩 人 數ヲ以 テ其護 衞ト相 定候處 、原 村之壘 一一 備置候 大砲 來會候 間、 長 

州 藩 ハ 交代 シ テ致 進軍 候、 四日、 弊 藩 分 兵 之 £、 與扳 山手 陴ケ峯 砲 壘屯守 之六番 小隊 モ 、 敗賊ヲ 追擊シ テ來會 候、 五番 小隊 

ハ 先-一 與板 山手 三循 山へ 移リ、 砲 臺ヲ相 守リ候 以來、 日夜 間 斷ナク 致 砲 戰候處 、朔 日、 朝日 之 浦へ 放火、 追々 退去 之 趣 一一 付、 

隣 壘越前 藩へ 進 擊之儀 ヲ談シ 、則 砲臺 ヨリ 大砲 ヲ打 發シ、 一 手 小 鉄 ヲ以テ 且打且 進 候處， 賊軍 忽及敢 北 候 付、 其 機 一一 乘シテ 

追躡、 片田村 迄 進ミ、 賊之四 壘ヲ蹂 鑭シ、 猶十 町餘モ 行進、 賊情致 探索 候、 此時越 前 藩モ來 會ス、 

又 云、 八月 朔曰 ヨリ 與板ロ 七 番組 擊隊、 五、 六番ノ 一 一 小隊、 九番、 十番 大砲 一 一門、 出 雪 崎 口 五番 組 擊隊、 1 一番 小隊、 十 五番 大砲 

一門、 口 々進撃。  • 

〇 前 田 利 同家 記 節 略 -ー 云、 元 與板城 山 二 於 テ薩、 長 兩藩ト 相與シ 、臺場 固守 罷在候 弊 藩 半隊、 七月 廿 九日、. 賊徒 城 山 之臺場 

へ 向、 別 テ嚴ク 及 發砲候 一一 付、 大 二 憤激 連發 及砲戰 候、 翌朔日 天明 一一 至、 賊徒 砲 響甚疎 一一 相 成、 漠散之 體相 見得 候 付、 弊隊嚮 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 朔日  七三 五 
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導 等、 薩、 長 兩藩之 隊長 等 二 相與ミ シ -根 小屋 村 岩 方 邊迄及 進擊、 賊徒 地裁 堂 之 方 へ 致 敗走 候、 尾 州 等 諸 藩 之 兵隊 繰 込 候 二 

付、. S. 刻- ST 弊 隊城山 之 致 場 へ 引取 守 1 能 在中 候。 

〇sliii5、i 守 人數、 七月 廿二 曰、 與板 山ノ尾 先、 姊木村 上 之 手 謹 幕ル、 同廿九 1 夜、 ii 數里 

之， H もに 一一 ォ、. ^游兵 之 隊長 兵丄 引率、 山上 へ 驅登 斥候 探索、 贼之 諸營動 搖之體 故、 日 ノ浦村 之賊巢 へ 進 擊之策 相 催、 長 州 

，、加州、 與板等之藩々 へ 及談 判、 翌 八月 朔 日拂曉 、一 一手 -ー 分 レ 、弊 藩、 與板藩 ト宜ハ 、山間 ョ リ柿木 村 へ 讓、 長 州 藩弘中 

虎之助 始、 同所 表 之 方 ヨリ 喊巢へ 討 入、 又 裏手 ョ リ 進撃、 一 之 臺場乘 取、 賊 敗レテ 山林 中 二 漠散ス 、賊寨 忽兵熒 黑烟天 ヲ然フ 

此 形勢 一一 依テ 、近傍 之賊 寨悉 ク不戰 シ テ島崎 驛之方 一一 散 走 ス 、諸隊 之 官軍 一 整 一一 進撃、 弊 藩進テ 島畸驛 一一 至 ル 、此役 一一 至テ 

越後 更- 一掃 機-一至 ル。 

〇 本 多 力 S 家 記 一一 云、 八月 朔日、 與板近 逢賊營 放火 一一 付、 同所 へ 出張 之 兵隊 進 伐 致 シ候處 、賊徒 不殘 逃- M 一一  付、 追討 致シ、 其 

節砲臺 一 挺 分捕 致 候、 翌ー 一 曰、 御 達 二 因 テ地藏 堂 へ 、五 曰 本 成 寺 へ 、六 曰 見附 へ 、七 曰栃尾 へ 繰 込。 

〇 井伊 直 安家 記 二 云、 七月 1 一十 九日、 過日 柏 崎 港 出帆 之 海陸 軍、 新 潟港邊 ョ リ 上陸 之 捷報 有 之、 長 岡邊之 官軍 總 進撃、 賊徒 

に.. i 、長 岡 再 落城 一一 相 成 、常 口 I ハ^ 之 賊徒 モ 自然 同様 動搖候 一一 付、 諸 軍齊シ ク進擊 之處、 賊徒 果シ テ總敗 一一 及 候 一一 付、 上 柳 

ォ 出張 之 弊 藩 本務 隊、 薩州 勢ト共 -ー 信 濃川ヲ 渉、 關根、 長 呂兩村 之賊ヲ 追撃、 本 與板村 出張、 弊 藩 小 野 八郞左 衞門隊 ハ 、薩、 

ま、 高 E 等 之 勢 ト同シ ク遠ノ 浦 村、 岩 方 村 逢 之 賊徒 ヲ烈擊 、本道 山路 互 一一 進軍、 金 ケ崎ヲ 踰へ地 藏堂驛 一一 至ル、 猶御達 二 因 

リ中 S 村 へ 轉 軍致シ 候、 右 之 次第 二 テ 累月 對壘之 賊徒、 一 朝 チ掃擴 一一 相 成 申 候、 小 野 金 三 郞隊高 畑 村 山 へ 進軍、 八月 一 日曉、 

S 軍 進軍 之 御 達 一一 付、 長 州、 越 州、 高遠 勢 ト同砲 臺ヲ進 及烈擊 候處、 賊徒 果シテ 敗走、 日野沛 村へ 逃レ候 一一 付、 追擊及 放火 候 

處、 賊徒 再敗、 小 S 谷 村、 島 崎 村 之 方 へ 散亂、 依テ 一隊 ヲニ ツー 一分、 半隊ハ 山上 ョ リ 小島 ハ，^ へ 、半隊 ハ 本道 ヨリ 島 崎 へ 進撃 

±  二 テ人數 お i メ  、猶長 驅竹ケ 鼻 通、 觀音寺 村 へ 至リ 候、 然 ル處、 旣 一一 日暮 一一 及 候閒、 參謀衆 へ 伺 之 上、 其 儘 宿陣罷 在！^ 

〇 三日月 ii ュ云、 對馬守 人數、 七月せ ハ日、 川 袋 村 出 霞 ト對陴 、廿九 曰 迄、 晝逢 砲纖 候、 同日、 II、 官軍 御 


勝利 二 相 成 候 得 共、 與板 山上 陣ケ峯 賊徒 屯 集 有 之 候 二 付、 早急 及 婦擊候 御 指揮 有 之、 直 二  、一 I、  -r,- 揚 候處、 同日、 賊徒 退散 

ニ及ヒ 候閒、 村へ 進軍 可 仕 御 達 有、 八月 朔日暮 六ッ時 出發、 同所 ニ轉 陣、， 同 六日 迄 同所 滞在 仕 候、 同 七日 足 守 藩 同様 地 

藏堂驛 取締 可 致 旨 御 達、 同所. へ 罷越、 

叉 云、 八月 朔 H 陴拂 二 付、 軍監 荒尾駿 河.^ ヨリ 隊長 百々 半 左 衞門御 呼 出-一 テ、 晝夜之 砲戰被 賞、 御酒 一 一 樽 兵隊 中へ 被： 卜 置 候 

旨 被 相 達 候 事、 卽剋御 禮籠出 候。 

〇 戶 m 氏 良家 記 節 略 二 云、 淡路守 大砲 隊竝 大砲 一 門、 脇 川 村-一 於 テ信濃 川ヲ前 一一 取、 臺場 築キ、 日夜 防 戰罷在 候處、 七月 廿 

九日 一一 至リ、 賊徒 追々 退キ候 様子 二 付、！ E 東長呂 村、 島 田 村 ト申所 へ 斥候 ト シ テ 砲手 差 出 候處、 賊徒 致 脫走候 間、 其 ヨリ 地 

藏堂宿 へ 相 進、 叉々 三 條表迄 操 出 申 候。 

〇 一 柳来德 記 節 略 二 云、 弊 藩 人 數陣ケ 峰 へ 操出シ 、松 代拉 飯山隊 併合 二 テ 同所 胸壁 ニ據リ 對陴、 日夜 厳重 守 衞罷在 候 内、 

八 S: 朔日、 曉 {3 ハ刻 つ 兼テ御 布令 ノ依 合圖、 弊 藩 分隊 及 砲 戰候處 、賊ョ リモ是 二 應シ頻 一一 發砲 付、 尙又弊 藩 分隊 胸壁 ノ 1- 二 

散^、 蜜發及 砲戰申 候、 同日 朝辰别 頃-一至 リ、 賊陴 所々 自燒遁 去べ 體 二相 見へ、 出壑 一時-一 黑烟覆 天候 付、 追々 各藩 一 齊及 

進撃、 賊巣ヲ 屠リ、 燒殘ノ 小屋 放火 致シ、 所々 探索 候 得 共、 賊徒 一人 モ相見 不申候 付、 陴ケ 峰へ 揚取、 猶嚴重 相 守 候 所、 同一 ^ 

斥候 ノ 者殘シ 置、 兵隊 ート 先 引 揚候様 會議所 ョ リ 御 達 付、 同所 引揚、 同 五 日、 三條へ 操 出 シ被仰 付、 同 六 日 到 著" 

〇 若松 記 節 略 二 云、 佐 藤 茂 登、 七月 廿 八日、 一 1^ 島畸 一一 至ル、 同夜 亥ノ 刻、 見附 ョ リ小笠 原 家 ノ臣軍 目 役急駕 二 シテ至 

云ク、 不時 有リ ト、 侬リテ 一 瀨 要人 殿 二 告ク、 云ク， 今朝 ョ リ長岡 敗走 ノ兵等 再 押 來テ、 急 二 四方 ョ リ圍ミ 打、 長 岡 藩 十： 城 地 難 

守. 敗 シテ 八十 里越ノ 方へ 引退. 是 一一 次 クニ 新發 W ノ 丘ハ、 反 テ長岡 見附 近 村 へ 火ヲ放 テ去ル 、米 藩 見附 ヲステ 、加 茂 一一 退 クト、 

侬 テ又更 二 會シ テ 軍議 ヲ定、 加 茂 二 引揚ケ ン ト、 事诀シ テ、 臣 M、 命 ヲ受、 諸手 ノ陴營 二 傳フ、 夜明ン トス、 朱 雀 四番. H 中 組 

小 11 谷 村 ヨリ 七 八丁 南 n  、當桑 名領根 小屋 ト申 所有 之、 爱 へ 陣替  >ー 相 成、 八月 朔日、 與板 方面 總進 擊诀、 旣 1 一 其 仕度 -ー 及 候 

處、 何トナ ク騷々 敷 相 成、 東北 海岸 之 方 一一 當リ火 之 手 見へ 候 一一 付、 是 只事 一一 アラス ト、 更-ー 不安 成處 一一 、新 發田ー 一心 ヲ發、 敵 
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ヲ松ケ 崎へ 上睦爲 致、 夫ョ リ水 原、 新 潟 等 乘取候 由、 追々 注進 有 之 候 -ー 付、 總人數 引揚候 様相 成、 四 ッ時ほ 〈ョ リ 總人數 段々 

引 上、 列 伍 ラ不亂 、所々 へ 番兵 ヲ殘シ 、三 條差テ 引取 候處、 敲早ャ 舟數艘 二 取乘、 信 濃 川 ヲ三條 差テ漕 下ル、 又 小島 谷 村 之 方 

ヲ返 リ見レ ハ 、爱へ モ敏打 入 候ト相 見、 火 之 手 上リ、 然 トイ へ トモ 敵 容易-一 跡ヲシ トフ 事不 得、 右 引 上 口 大人 數之上 一一、 數 

多 之 諸 荷物 兵器 等 有 之、 殊 二 人足 ハ 不足、 其亂 雜何ト モ 可 申 樣無之 候、 且 夕方 ョ リ ハ 雨 降出シ 、夜 二 ハ入ヌ 、道 ハスへ リテ 

不 果敢 取、 時刻 モ移リ 、漸ク 夜五ッ 半時 頃 三 條へ著 陴ス、 其 難儀 何 トモ 難 申述、 其 夜 三條宿 四方 口々 へ 番兵 巡邏 厳 置， 砲兵 

隊、 七月 八日、 本 陴ヲ瀧 谷 村 二 移ス、 同廿 八日、 下 越後 新 潟 方 一一 當テ 煙焰天 二 立 上ルヲ 見テ、 一 同怪シ ミ煩フ 中、 卄 九日 布告 

有 之、 新發田 裏切 シ 、敲 新潟ョ リ 上陸 シ、 味方 敗軍、 仍テ引 上旨 申來、 一 統落膽 、八月 朔日、 靜々 ト地藏 堂 迄 引、 其 夜 直  一二 ニ條 

迄 引取、 道 大雨？ &雜 難儀 甚シ 、大澤 新 助 新 潟 引 上ケ、 朔日 地藏堂 一一 著 致 候 得 ハ 、 與板海 手 共 一一 引 上、 爱 一一 テ佐 川.^ 一一  面會シ 

テ被申 候 二 ハ、 是非 此處 ニデ 一 支シテ ニー 一條 町へ 引 上 度ト申 サル、 予 |> 中 候 一一 ハ、 爱ニテ 一 ト支被 成 度 儀 ニ候ハ 、、吉 田 

宿、 燕 宿 へ 御 人 數繰込 二 不相 成候テ ハ 、爱元 一一 テ 支候ト モ無 詮事ト 申、 右 御 軍配 二 不和 成候テ ハ 、其 節 一一 望 テ三條 町 へ 御 引 

上 不叶ト 申、 左 候. 2:、 諸 藩 之 人數 追々 三 條差シ テ引上 候 間、 依テ 御家人 數モ引 揚候外 有 之 間敷ト 決議 一一 相 成， 三條 町へ 引 揚- 

予隊總 後 殿、 同 三日、 同所 明 ケ方引 上ケ、 同日 晝過加 茂へ 著 陴ス、 f 藩 之^ 共责人 モ不居 合、 剩サ へ 彈藥 ハ不及 申、 武器 數多 

打捨、 何國 へ 瓦 鮮致候 哉、 後 二 承 候得ハ 、 八十 i 越或ハ 村松領 へ 懸リ、 御瀵領 三月 澤越 致、 津川 へ 出、 山三鄕 へ 懸リ候 由。 

米 藩 ハ 奧羽 恢復 之 一 國故、 飽迄 右盡カ 致候樣 -ー ハ 候へ トモ 、右 藩 ハ 固 

ヨリ 私慾 ヲ挾テ 越 地 へ 繰 出 候 者 ト相見 申 候、 是迄之 所業 左 モ可有 之、 

〇 酒 井 忠竇家 記 節 略 一一 云、 新 發田ノ 溝 口、 官軍 ヲ 海路 ヨリ 導テ 居城 ニ迎入、會、^1<其他諸藩ノ軍勢、 前後 一一 敲ヲ 受テ 進退 難 

儀 一一 及 ヘリ、 コ レニ ヨリ 總軍先 ッ三條 へ 退陣 之 事 二 評 诀シテ 、八月 朔日、 諸方 ノ 味方 追々 同所へ 引退 ク、 此時 敵軍 壟 來ルヲ 

所， ニテ防 戰シテ 引場 ケル、 右 防戦？ 傷 六 人、 ほ sir 、歸 151 ま II 議ま零 我 兵 二手-一分 リ、 一手 ハ 三 

條ョ リ八ト 里 峠ヲ越 へ 、會津 、米 澤ョ リ 最上 へ 出、 一手 ハ加 茂ョ リ、 會津 ノ津川 へ 廻リ、 夫 ヨリ 追々 庄 S 一一  歸ル C 

〇 奥 越戰爭 日記 節 略 一一 云、 官軍 會津 s: 場ヲ 打破 リ、 新 發田城 一 戰 一一 乘取リ 、水 原 宿 へ 乘込候 趣、 口々 固メ 場へ 注進 申來 一一 付- 


無 餘儀引 上 候、 手 ハ寺治 宿、 地藏 堂、 島畸、 與板ロ 之 固ハ、 七月 廿 八日 三 條へ引 上、 此所 -1 テ 八月 朔日迄 逗留。 

〇 結 草錄ニ 云、 七月 廿九 日、 新發 田藩變 心、 敲 丘ハヲ 誘引 シ、 松ケ崎 ヨリ 上陸、 新 潟 竝我水 原 府陷リ タル ヲ以テ 、與板 口 鼓海 岸 

總 收軍ノ 布告 ァリ、 八月 朔、 砲兵 除 持 場 胸壁 、陣屋 共、 不潔 ヲ拂ヒ 、酒 食竝膳 具、 火鉢 等、 諸器械 悉 ク相備 へ. 書 テ殘シ 、四ッ 時 

頃、 從容ト シ テ地藏 堂 へ 退ク、 夫ョ リ 先鋒 庄内藩 、後 殿 一一 尸 我西鄉 隊三條 へ 返テ 止宿 ス、 予 11、 及 ヒ 两 鄉刑 部、 坂 井 源 八 

郞、 原 源 次 郞最モ 後レ、 信 濃 川 長 堤 風雨 泥路 艱難、 且暗 夜咫 ヲ辨セ ス C 

〇 泣血錄 二 云、 八月 朔、 寺 泊 • 日 浦 • 大山 盡解 lir 高 畑 之 敵 已諜知 之、 急 起 襲 日 浦、 雷神 隊擊走 之、 已至 小島， 杏、 日？^ • 中 村 之營 

一 時 火 起、 衆爲之 悵然、 遂返次 三條。 

〇 長岡ノ 官軍、 進テ 大面驛 二 至 ル 、新 發田藩 兵 ノ賊中 二在ル 者、 軍門 二 就 テ降ヲ 乞フ、 乃チ其 

除 長 溝 口 某 I、 兵 一一 命シ、 見附 驛 一一 謹慎 シテ、 後 命 ヲ俟タ シメ、 明日、 藩 兵 ヲ以テ 先鋒 ト爲 シ、 功 

ヲ立テ 罪 ヲ贖ハ ンム、 是日、 橡尾ノ 官軍、 進テ膏 谷、 文納、 長澤等 諸村ヲ 取ル。 

〇 十 津川鄉 共 出張 事錄 -ー 云、 八月 朔日、 我 四 番小除 進撃 見附 二 至ル、 八月 朔日、 我四番 小隊 進擊、 a 附 二 至 ル 、同夜、 大面村 

二 宿 陴シ、 諸道 斥候 イタ シ 居候 處、 三 條 口へ 新 發田藩 五六 人 來リ、 當 手へ 出張 之 人數降 附ヲ請 ヒ候ュ 付、 應接之 上、 家老 始 

丘 ハ除六 & 人餘竝 器械、 大砲 五門、 小銃 三百 三十 七 挺、 槍 四十 本餘 相預リ 置、 右 之 段 見附 本陣へ 遂 注進 候處、 參謀方 出張 應接 

相濟、 家老 ヲ 見附 本陣 へ遣シ 置、 翌ニ 日、 右新發 田人數 ヲ 引率 シ 、月 岡 二 進 候。 

〇 慶應 出軍 戰狀 二 云、 八月 朔 日朝 六ッ 時分 ョ リ、 大 一お 候ト シテ筒 場村ョ リ本府 十四 番除、 番丘 ハー 一番 除、 外 城 一 一番 隊繰 出シ、 

諸 所 探索 致 シ候得 共、 敲逃 去リ、 見附 ト申 所へ 大砲、 彈藥、 米穀 等分 柿， 札 相 付殘置 候、 同所 ヨリー 一里 計ノ 所、 大面宿 二 テ長之 

御 親 兵隊 長、 我 -ー 引合、 新發田 降伏 ノ 一  條 申出 候 -ー 付、 番兵 一 一番 除 監軍西 鄉吉ー ー郞 方へ 同道、 得ト及 談判、 長 藩 隊長 ョ リ新發 
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E 軍使 兩人列 越 應接ィ タ シ、 器械 等悉ク 差出シ 降伏、 器械 等 尸 長 御 親 兵隊 長 受取 ナリ、 今日 三 里 ネト 進行、 大面宿 へ 上陴。 

原註、 fl 附  - 

〇 戊已征 戰记略 一一 云、 八月 朔曰、 長 岡 口 官軍 北 ヲ逐テ 、見附 大面等 ヲ取ル 、栃 尾ロモ 進テ蘀 谷、 文納、 長 澤等ヲ 取ル。 

〇 金澤藩 記-一 云、 靑地半 四 郞隊、 七月 廿 九日、 福 島 村 ヲ固ム 、八月 朔日、 見附 驛へ 進ミ、 又杉澤 村へ 出ッ、 成 願 寺 村 端 一一 テ賊 

一 人 ヲ捕フ 、又 長 倉 村 二 テ 一 人 柿へ、 竝ニ 此ヲ監 軍へ 送ル。  I 

〇 榊 原 政 敬 家 記-一 云、 八月 朔日、 上田 藩 半 小隊、 弊 藩 竹 田 ト左衞 門 手 半 小隊、 桂 澤村繰 出シ、 上田 藩 ト沛瀨 ヨリ 山手へ 登リ、 

卜 左 衞門隊 ハ 梓澤ョ リ相 進、 所々 探索、 兩手 山上 二 テ合兵 候 得 共、 賊徒 居 合 不申候 一一 付 賊壘ー 一ヶ所 燒拂 ヒ、 0^ 附へ 進軍、 同 

听巡羅 一 取締， 在 候。 

〇 松 平 i 謹 節 略 -ー 云、 川 手 之 人數、 七 s 廿九 曰、 大 S 村ョ 1! 擊、 夜中 浦 瀨村迄 相，、 5 御 達 二 テ高 田藩ト 合併、 見 

附之方 へ 進軍、 本道 並 間道 共兩手 二 相 分、 樹林 中 砲撃 斥候 仕 候處、 賊徒 旣 二 遁竄、 * 人 モ無之 二 付、 直 様 見附 驛 へ 進軍、 前 同 

斷高 W ト 合併、 驛中 巡邏 張 等 相 勤！ 能 在 候。 

〇 龍 岡 藩 記 一一 云、 當藩、 七月 廿 九日、 宮下村 -ー 宿 陴ス、 八月 朔日， 浦瀨村 へ 相 進 候 所、 長藩ョ リ 談判 一一 付、 同所 巡邏 ス 、同一 F 

Ht- 附驛 へ 相 進、 同所 會議所 ヨリ 達-一 付 巡邏 ス 。  1 

〇s: 藤 正 誠 家 記 節 略 一一 云、 弊 藩 人數、 七月 廿九ョ 0^ 下 へ 進軍、 八月 朔日畫 後、 龍 岡 勢 ト浦瀨 村 へ 轉陣、 同村 長 州 藩 ト打合 

斥候 差 出ス、 同 二日 朝、 附へ 移陴、 龍 岡隊ト 巡邏、 同 三曰朽 尾へ 轉陣。 

〇 前田慶 寧家觀 略-一 云、 八月 朔、 靑地半 四郞、 今 井久 太郞、 津田十 之 進 ノー 一 一隊、 礮ニ門 山路 ヨリ 進撃、 賊風 ヲ望テ 潰走 フ 

二日、 靑地 ノ隊、 八十 里越ョ リ長澤 二進 ム。 

〇 德川義 宜家記 -ー 云、 弊 藩 律 田 九郞次 郞隊、 七 S 廿 九日 浦瀨村 へ 引揚、 翌八 „n: 朔 日朝、 薩、 長兩藩 ノ差圖 一一 侬テ 御 親兵ト 

併き、 朽 ョ リノ 要路 こ 吉村峠 固守、 午刻 過、 長 州 八 番隊、 卜 番隊栃 尾 進擊之 由、 申 半 刻頃傳 聞、 因 テ御親 兵 ト戮カ 進軍 之 傲 


談合 中 及 黄昏 候 付、 山 下 比禮村 二 宿陣、 翌ー 一日 見附 宿 巡邏、 三日 朝、 小 千 へ 引揚候 様、 長藩ョ リ達 二 付、 引揚申 候。 

〇 眞 S 幸 民家 記 節 略 -ー 云、 半 載 金 村 二 相備 居候 一 番、 ra 番ー 一 小隊、 砲 一 門 ハ 、於 同地 厳重 守 衞罷在 候處、 八月 朔日、 半藏金 村 

諸隊、 栃培碟 迄 進軍 相 成 候 付、 斥候 可 差 出 旨 會議所 ヨリ 達 有 之、 長 州 並 松 本 藩ト共 二 致 進行 候、 賊ハ是 日 午 時 迄 二、 盡 ク同驛 

ョ リ八 I 鬼越ノ 方へ 逃 去 候. S- 一 付、 刖； 驛へ 人、 口々 致 厳守、 其 段 及 報告、 翌 二日、 諸 藩 兵隊 盡ク 進軍 相 成 候、 此ョ リ 四番隊 

ハ長府 一 隊ト 共-一森 町へ 進 ム。 

〇 大河 內輝聲 家 記 -ー 云、 弊 藩 半隊、 松 本 藩 申 合、 須原村 細 野 ロ砲臺 守備 籠 在 候、 八月 朔日、 軍曹 指揮 二 依リ、 尾 藩 S. 合、 大白 

川口 穴澤、 芋 鞘 村 兩所之 徑路爲 押 進軍、 芋 鞘 村 山際 砲臺 守備 罷在 候。 

〇 松 本 藩 記 節 略 -ー 云、 弊 藩 水 野 伊 左 衞門隊 、七月 廿 六日、 半藏金 村へ 罷越、 字 御殿場 並宫、 波 多雨 所 之 土壘守 衞罷在 候處、 八 

朔 0、 賊丘ハ 朽尾町 へ 多勢 屯 集 之 趣 相 聞 候 二 付、 軍議 之 上、 先鋒 弊 藩^ 左 衞門隊 、中 軍長 藩、 松 代 藩 一 同 進擊及 候處、 賊徒 散 

亂落行 申 候、 須原村 土 - 一守 衞罷在 候 弊 藩 祌方新 五 左 衞門隊 、朔 日、 參 謀方ョ リ 進軍 之 令-一依 テ 夜中 石 峠越ヲ 諸手 一一 先立、 

枋尾村 へ 進 及 ヒ候處 、賊旣 一 1 逃 去 候 一一 付、 賊之壘 壁 小屋 ヲ 放火 イタ シ 、翌ー 一日、 枋尾村 へ 轉陴、 賊徒 諸 在 一一 潛伏、 枋尾 村ヲ可 

燒 拂トノ 聞へ 有 之、 探索 之砌、 長^ 藩 古澤 儀 右衞門 親， 其 外 生 柿 有 之 候。 

〇 堀 直 明 家 記 節 略 一一 云、 弊 藩 人數、 七月 三： n 一 一本松へ 進軍、 八月 朔日 二 至リ、 賊兵 不殘退 竄ス、 由テ 追々 軍ヲ 進メテ 八十 里 

越 口 吉ケ平 村-一陣 シテ、 大江、 大谷ョ リノ 間道 ヲ 防禦 ス 。 

〇 溝 口 直 正 家 記 -ー 云、 七月 廿 六日、 新發 田表ョ リ、 咋廿 五日、 官軍 大夫濱 、松 ケ崎濱 へ 著 岸、 卽日 城下 へ 繰 込 二 相 成、 素 願ラ達 

候 二 付、 不取敢 口 々出兵 ノ 手配 二 及 候 段、 見附 在 陴當藩 總督溝 口 半 左 衞門方 へ 急報 二 付、 海軍 領 S へ 討 入 一一 付テハ 、城下 無 

心 元 一一 付、 至急 引揚候 旨、 米 藩 本陣 へ 相斷、 卽刻發 足、 加 茂 へ 引揚、 當藩 諸手 へ モ 引 揚ノ義 相 達 候處、 同夜 米 藩 本陣 ョ リ、 今 B 

半左衞 門引揚 ノ 義、 諸 除 疑惑 ヲ生シ 、人 氣以 ノ外ノ 次第 一一 付、 急速 引 屄候様 嚴談有 之 、速 一一 可遂ー 戰 評議 一一 モ及 候へ トモ、 

人數モ 散在 罷在候 二 付、 一 ト先 引戾、 穩便ノ 策 摸 モ可有 之 ト評诀 二 テ 、翌廿 七日、 見附 へ 引 歷ス、 諸隊 追々 集合、 長呂ー 一 小隊， 
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砲 一門 ハ 直-一 新發田 へ 引取、 八 0: 朔日 、官軍 見附 方ョ リ大 面、 帶織 へ 繰 込 相 成 候 二 付、 兩所 へ 中 村 助左衞 門、 尾 本 第一 一、 佐 治 

栀之 助、 七 里 和 四 郞ヲシ テ當藩 不得已 ノ情實 達、 謝罪 歎願 仕 候處、 大面 本陣 一一 於テ、 卽刻御 聞 屆ノ段 御 達、 器械 一 ト先御 取 

リ上ケ 之 趣 二 付、 御 親 兵隊 長江 木 良次郎 へ 引渡、 總督溝 口 半 左衞門 ハ 見附 二 於テ 謹慎 被 仰 付、 一 一日、 本陣へ 御 呼 出、 器械 御 

下 渡、 左 ノロ々 先鋒 實効相 立 可 申 旨 達 有 之、 各隊 繰出ス 、 

一 月 岡 口 服 部 吉左衞 門、 林 文 左衞門 、五十嵐 孝 次 郞三小 除、 

一 今 町 口 里 村 縫 殿、 窪 田 嘉右衞 門、 高山 農 一 郞三 小隊、 

一 大面 斥候 鈴 木 長次郞 一 小隊、 

一 砲 隊不殘 見附へ 繰 込ム。 

〇 仙 毫藩記 二 云、 八月 上旬、 越 地 出張 ノ 兵隊 不殘 引揚、 仙臺 へ 歸陣仕 候。 

〇 若松 記 二 云 八月 朔日、 見附、 三條邊 出張 ノ諸藩 等、 八十 里方 面 へ 繰 込 二 相 成、 萚谷、 吉ケ平 筋 兵、 米 竝 人足 必至 ト差 支、 器 

械彈藥 始諸品 運轉ノ 術殆ト 相盡、 不得 t 諸 藩 共 一一 自燒 致、 或 ハ 投捨、 傷病 人 等 ハ 兵隊 ノ中 一一 テ 自身 運送、 實 一一 難儀 至極、 中 

二 モ長岡 藩 老幼 婦女子、 右 口 へ 遁走 候 折節、 暴 雨 如 注、 持參ノ 雨具 モ無 之、 沾濕無 云 計、 實不忍 見 形勢 二 御座 候。 

〇 戊辰 事情 槩旨 二 云、 八月 朔、 越 ノ東境 吉カ平 ヨリ 八十 里 越 ノ嶮ヲ 越へ 、會 地ヲ過 テ米澤 一一 還リ、 國境ノ 防禦 ヲ謀 ル。 

〇 長 岡 藩 戰爭記 一一 云、 八月 朔曰、 諸 隊紛亂 整列 二 遑ァ ラ ス 、傷創 ヲ萚咎 等 諸 村 一一 送 ル  >枋 尾、 0- 附等ノ 兵隊、 前後 穆谷、 御 

側 等 諸 村 一一 入ル、 同 二日、 見附 ノ殘兵 悉ク萚 谷、 御 側 等 一一 集ル、 同 五日、 一昨 三日 ヨリ 八十 里 嶺ヲ踰 へ 奧ニ走 ラン 爲メ、 先 傷 

創？ ヲ肩 送シ、 殘兵ラ 纏メ、 交番 後 殿シ、 順次 吉ケ平 村 一一 入ル、 同 六日、 吉ケ平 ヲ發シ 、八十 里嶺、 鞍掛 山ノ險 一一 據リ、 我 小隊 

會兵 ト 共 二 守衞 ス、 同 七日 、鞍掛 山 ヲ 守衞 スル兵 ヲ除キ 、自 餘悉 ク奧ノ 阪下驛 二 集ル。 

〇 堀 直 5- 家 記 節 略 二 云、 八月 朔日、 見附 後 殿 片岡隊 、枋尾 後 殿 ェ藤隊 、其 外 諸 藩人數 總引揚 e 

〇 早旦、 保田ノ 官軍、 路ヲ 分テ、 賊兵ヲ 赤 坂 山、 及 ヒ草水 村 二 破ル。 


〇 北征 日誌 徵兵 五番 隊戰報 節 略 -ー 云、 越後 國 it 原 郡 會津領 草 水 村 へ 賊徒 屯 集 二 付、 八 EC 朔 日朝 七 ッ時、 長 州 報國隊 先鋒、 當 

隊ー 一手 ト シテ保 W 出陴、 本道 ヨリ 相 進 候處、 長 州 兵砲戰 一一 テ、 巳  一一 一 ノ砲臺 ヲ乘取 候 趣 一一 付、 當 隊モ頻 一一 進擊 仕、 兵ヲ 分チ、 

半隊ハ 正面 ョ リ 進撃、 半隊 ハ赤坂 山賊 砲 臺ノ橫 合 ヨリ 手强ク 進撃 仕、 賊散々 一一 敗走、 各隊 一 同 右砲臺 ヲ乘取 申 候。 

〇 慶應 出軍 戰狀節 略 二 云、 四番 大砲 隊、 七月 一 一十 九日 保 田へ 繰 出シ、 翌 八月 朔日、 曉 ヨリ 進撃 仕 候處、 賊諸 所へ 臺場相 構 候 二 

付、 大砲 小銃 手 强ク打 掛候處 、晝 時分 賊打 敢レ、 散々 -ー逃 去リ、 臺場等 乘取リ 同所へ 同 十日 迄 相 守 居候 事。 

〇 戊已征 戰紀略 一一 云、 八月 朔曰 未明、 報國 一 小隊、 徵兵、 1 州 砲 本道 ヨリ 赤 坂ヲ攻 擊シ、 明 石、 藝州兵 間道 ヨリ シ、 奇兵 五番 

隊、 新發 S 兵 山路 ヨリ 繞テ 赤坂ノ 後-一進 ミ、 砲 臺七所 ヲ破リ 、草 水 村 ヲ火ス 、賊走 テ石間 二 據ル、 赤 坂 二 壘シ、 諸 藩 兵 之ヲ守 

レ o  . 

ノ 

〇 淺野長 勳家記 節 略 -ー 云、 七月 廿 八日、 弊 藩 一 小隊 保 田 表 著陴、 八 月 朔日、 草 水 屯 集 之 賊徒 攻撃 之 手配 リ有 リテ、 諸 藩 兵隊 

三 道 一一 分チ、 本道 ハ 長 州丘ハ 一 小隊、 薩砲 一 門、 以テ相 進、 山 ノ手閒 道 ハ 長 州 先鋒 ト シ、 新發 m 是 一一 次キ 、田 間 之 間道 ハ 明 石 兵 

先鋒、 弊 藩 一 小隊 是 二 次キ 進撃 ス、 途上 賊之 斥候 ト覺シ キ者數 輩 相 顯レ、 發砲致 候 付、 忽打 留置 キ、 急追 仕 候處、 三 道路 遠近 

辽： d モ是ァ リ候ャ 、赤 坂賊壘 へ 推 寄 候 へ ハ 、弊 藩 兵隊 第 一 ト相成 突然 激戦、 大凡 賊 三十 人 程モ 打倒 候 様相 見 候、 折 柄 諸 藩 兵 

隊 モ同ク 相集戮 力； m 戰之處 、賊 辟易 シテ 抗ス ル能ハ ス、 終-一 潰、 官軍 大勝 利 也、 此日弊 藩 一人 モ 死傷 無 御座 候、 爾後 赤坂賊 

ト對 EST 折々 互 一一 砲發ィ タ シ 居候。 

溝 口 直 正 家 記 二 云、 八月 朔日、 水原會 議所ョ リノ 指揮 一一 ョ リ、 朝 倉 勇 次 除、 長藩倶 山手 屯 集ノ賊 進擊、 草 水、 赤 阪兩所 ノ臺場 

乘取、 賊草 水 村 放火 敗走、 其 節 生 柿 一 人、 § 雜 #11 請 棘 I ぜ賴鬼 右藝藩 へ 引渡、 同日、 朝 倉 勇 次 分隊、 梅 原 太郞兵 衞藝藩 二 加 

リ、 分 m 口 へ 進撃、 賊徒 敗走 ノ處、 水 原 ヲ襲候 哉 モ難計 二 付、 弊 藩ハ直 一一 引揚、 新橋 口 相 固、 翌 二日、 小 里 村 番兵 へ繰替 一一 相 

成、 三日 勇 次 半隊ヲ 合、 所々 番兵 巡邏 拉 一一 一 一本木 村、 潢越村 等へ 分 勢 相 固 候處、 液 寄 潜伏 ノ賊. 徒 散 走-一 付、 追々 中島 鼓水 原 

新橋 口へ 引揚、 固 {.H 能 在 候 C 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年ん H 朔日  七 四 三 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年-^ 月朔日  七 四 四 

〇 明 石 藩 記-一 云、 八月 朔日、 長、 藝、 新發 田、 弊 藩、 曉天八 ッ時頃 ヨリ、 赤 坂 山、 草 水 村 之 間道へ 繰 出シ、 追々 及 戰爭、 四 藩 交戦、 

敲數人 打取、 前兩所 邊速乘 取、 其 後藝、 新發 田、 弊 藩 同所 致 番兵 候-" 

〇 毛 利 元 敏家記 節 略 二 云、 弊 藩 一 小隊、 七 s 廿 八日 新發田 發陣、 夕 七 時 頃 保 田 へ 著、 近 方 敵情 探索 仕 候處、 赤阪之 要地 二 賊 

徒 厳重 土 壘ヲ築 立 相 固 居候 趣-一 付、 八月 朔 日朝 六 時、 保 田 出發、 赤 坂 進撃 トシ テ 本道 先鋒 弊 藩 一 小隊、 徵兵 一 小隊、 薩州 一 

小隊、 山手 ノ 間道 本 藩 一 小隊、 新發田 兵隊 夫々 約束 ヲ定メ 相 進ミ、 賊壘ニ 近寄 リ、 斥候 一 伍 差 出シ、 餘ハ 二分 二 致シ、 左右 路 

傍 ノ松樹 -1 隱レ相 進、 最早 斥候兵 ハ賊壘 ヲ距ル 五六 間、 左右 ノ兵モ 切 近 相 進 候處、 間 モナ ク賊ョ リ發砲 シ、 斥候 丘 ハ卽チ 之 二 

應ス、 左右 兵 直 二 拔刀相 迫 候處、 左右 ノ賊 壘ョ リ 砲丸 雨注、 我 兵 馓兵盆 奮 進、 右手 ノ賊曇 先ッ落 去リ候 一一 付、 左 山手 ノ賊壘 

ヲ烈シ ク擊立 候 内、 漸ク徵 兵 繰 込 候 一一 付、 右ノ 内半隊 ハ 本道 ヨリ 、半隊 ハ 左 山手 一一 爲進、 互 一一 進擊ス 、四時 頃、 賊 等悉ク 敗走 

致シ 候-一 付、 赤阪 口 へ 繰上ケ 候、 藝州其 外 ノ丘ハ ヲ以テ 、嚴重 守 ヲ置キ 、弊 藩 人数 ハ 保 田 へ 凱陴仕 候。 

〇 若松 記 節 略 二 云、 目黑九 八. 郞、 八月 朔日、 草 水 村 番兵 罷在 候處、 同日 未明 -ー 敲壟來 、味方 -ー テ ハ 國境 へ 被責候 事故、 奮 死相 

働 候得ト モ 、地 利 惡敷防 戰無覺 束、 且 死傷 數多有 之 候 一一 付、 膏丁程 後一 ーノ 胸壁 へ 引纏ヒ 防戦、 敵 益 進入 挑ミ 戰フ、 此時査 野 

右兵衞 殿 手 負、 什 澤駒次 郞同斷 、淸水 七 郞吉岡 武橘卽 、死 其 外 死傷 數多有 之、 

叉 云 、八月、 水 原 御 引揚、 草 水 村 へ 纏、 防禦 之 御 設之所 へ 、官軍 進 來防戰 二 及 候處、 無勢 一一 テ難應 、終 二 小 松、 石閒之 要所 へ 胸 

壁ヲ 築、 防禦 中、 若松 ヨリ 片桐、 太 m 隊加 勢、 西南 ヨリ 之宫 軍へ 應戰厳 敷 御 坐 候 G 

〇 新潟ノ 官軍、 兵 ヲ分テ 大野、 彌 彥ニ驛 二進 厶、 賊兵旣 一一 遁逃 ス。 

〇 北征 日誌 徵兵十 二番 隊戰報 節 略 二 云、 七月 廿 九日、 新 潟凡テ 平定、 官軍 盡ク 市中 二 屯 集、 八月 朔日 、進撃 手配-一依 リ、 右 小 

隊薩、 長兵ト 大野 口  -ー 進ミ 、大野 二 宿 ス 、左 小隊 ハ 長 州、 高 鍋 ト彌彥 口  -ー 進ミ、 内野 上 五十嵐 二 宿。 

〇 慶應 出軍 戰狀節 略 一一 云、 外 城 一 番隊、 七月 晦日^ 11、 大野 村 へ 進軍、 所々 之賊兵 探索 イタ シ候得 共 退散、 夫 ョ リ新發 田 

へ丘ハ ヲ引揚 C 


〇 秋 種 殷家記 -ー 云、 八月 朔 日朝、 長 州 徵兵ト 共 一一 、彌彥 ノ方內 野 ト申處 迄 進擊、 賊無之 C 

二日、 溝 口 直正旣 一一 歸順シ 、新-一報 効 ヲ圖ル 、乃 チ督府 一一 就 キテ、 藩兵ノ 東京 一一 在ル者 ヲ罷歸 

セ ン コトヲ 請フ、 是日、 督府、 書ヲ大 總督府 -I 致 シテ、 直 正歸順 ノ狀ヲ 報シ、 藩兵ヲ 罷歸セ ン コ 

トヲ 請フ。 

今般、 海陸 追々 進軍、 去ル廿 五日、 海軍 已 一一 松ケ崎 上陸、 兼 テ內應 之 次第 モ有之 候-一 付、 卽時 新發田 表へ 一 隊致 進軍、 一 翰 差 

立 候處、 則 重臣 以下 役々 出張、 歸順 明瞭 二 有 之、 是 迄無據 賊之爲 出兵 致シ候 向モ、 已前 ヨリ 段々 二 引 上、 尙又 一 咋廿 九日、 當 

主 誠 之 進、 重臣 溝 口 半 兵衞、 入江 八 郞左衞 門 付添、 柏 崎 御本營 へ 罷出、 勤王 無 一 一之 事情 言上 仕、 生 人 儀 ハ 御 本 營滯在 仕度 旨 

願 出、 縷々 國情モ 有 之 候 儀 -ー 付 御聞濟 一一 相 成 候、 此上 ハ 擧國盡 力 仕度 候 二 付、 可 相 成 儀 -ー 候ハ、 、江戸 表 へ 兼テ 出張 罷在候 

兵隊、 一 ト先歸 邑被仰 付 度 懇願 仕 候、 則 同藩 井上 源 次 郞ト申 者、 其御府 へ 願 出度 旨 二 御座 候， 委細 之 儀ハ、 同人 ョ リ御聞 取 

可 相 成 儀 二 候ハ .-、 歸邑 御聞屆 一一 相 成候樣 仕度、 賓 一一 同家 速 一一 歸順 一一 付テ ハ 、追々 近傍 藩々 モ歸降 之 色相 顯レ、 大 - 一都 合モ 

有 之 候 次第、 旁以 書面 差 添 出府 申 付 候 間、 宜布御 取 計 有 之 度 候、 以上。 

八月 二日  越後 口 總督府 

尺 包 隆 J 東 伏 見 i 呂家記 

ムぁ督 IX 東征 總督記 

〇 宮家 記 二 云、 八月 一 一日、 新 發田藩 願、 京都 鼓 江戸 等 へ 注進、 早 追 差 立 度 旨、 添書 頂戴 仕度 由。 

0 溝 口 直 正 家 記 二 云、 今般、 海軍、 領内 へ 御 繰 込 一一 付テ ハ 、擧 藩盡 力、 彌以勤 王之寳 効 相 立 申 度 -1 付、 關東 出張 ノ 兵隊、 一 

ト先歸 a 被 仰 付 度 旨 相 願 候處、 則 御 聞屆、 江戶 大總督 府へノ 御 添 翰 御 渡 被 成 下 候-一 付、 急 飛 差 立 候 事、 

又 云、 八月 四日、 東京 太總 督府ョ リ御呼 出、 左 之 通 御 達、 參謀大 村 盆次郞 ヨリ、 去月 廿 四日、 奧羽御 征討 之 官軍、 松ケ 崎へ 上陸 

之處、 貴 藩 速 -ー 出迎、 無人 境 ヲ往カ 如クト 申來、 兼々 申立 之趣少 モ違不 申、 實効相 顯レ、 依 之、 一 同 歸國被 仰 付 候-一 付、 尙 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 二日  七 四 五 


復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 二日  七 四 六 

國元 一一 於 テ盡カ 可 致 旨 被 申達 候 事。 

新 發田藩 

其 藩 兵隊、 歸國被 仰付條 事。 

八 e: 

右二 付、 同 十 一 日 東京 出發、 總 人員 三百 十三 人、 廿 五日 新發 田へ 引揚候 事。 

〇 彌彥ノ 官軍、 進テ 三 根 山 二 逼ル、 牧野 忠泰 寺院 二 屛居シ 、書ヲ 軍門 二 上 リテ、 犯順ノ 

罪ヲ 謝ス。 

乍恐以 書取 奉欵願 候、 

先般、 會津討 手 被 仰付候段、於京都表重役之^|^ へ 被 仰 渡 難 有 奉畏候 。然 ル虚、 當國 不穩、 浮浪 ノ徒 徘徊 仕、 領内 取締 ヲ モ 

一丁 兼、 i^i ー艮 一失 涂 1、 不得^ 事 鎭靜仕 候 迄、 暫時 出兵 之 義御猶 豫被成 下 度 段 歎願 書 持參、 五月 廿 一 日、 重役 神 戶十郞 右 衞門與 

板 邊迄差 出 候處、 如何 御聞濟 -ー 相 成 候 哉、 甘； (後更 -ー 便 告無御 坐 候處、 當國 へ 酒 井左衞 門人 數發 向、 奧羽 同盟 二 相加リ 出兵 

可 致 旨暴談 二 付、 前件 之 次第 種々 相 斷候得 共、 小 家 微力、 不得 止事遂 二 小人 數 出兵 仕置 候 之處、 奧羽之 賊徒 追々 敗走 仕 候 二 

付、 兼 テ申含 置 候 通 一 同盡 力、 地藏 堂村ョ リ咋朔 日 引揚、 不殘歸 共 仕 候、 一 端 小人 數ヲ モ 賊徒へ 相 加 候 段、 重々 奉 恐 入 候 得 

共、 小 家 之 微力、 國情 ヲモ御 洞察 被 成 下 、幾重-一 モ應分 之 御用 向 被 仰 付 候ハ、 難 有盡カ 仕度、 依 之、 菩提寺へ 退去 謹愼 i 能 

在 候 -ー 付、 御 憐愁之 御沙汰 被 成 下 置 候樣、 儡 二 奉 懇願 候、 誠 恐頓首 謹言。 

牧野 伊勢 守 

〇 神 戶某ヲ 軍門 ニ遣ス ハ、 五月 二十 八日 ユア リ、 事ハ 北陸 道戰 記ニ詳 ナリ、 參看ス へ シ C 


〇 北征 日誌 一 一 見 正 M 戰報節 略 -ー 云、 八月 朔日三 字 頃、 彌彥 へ 相 進 候、 三 根 山 尸 我 手 一一 就テ乞 降、 賊兵 追々 解散 ノ模樣 相 見 

又徴共 十一 一番 隊戰報 節 略 二 云、 八月 三日、 〔。ば、 左 小 除 赤 塚 二 進ム、 彌彥ロ ハ 三 根 山藩歸 降、 彌彥賊 退散 二 付、 五日、 長 州. 

ノ  ニーお 

髙鍋ト 共 二 新 歸陴 候。 

〇 秋 e: 種 殷家記 節 略 二 云、 弊 藩 兵隊、 八月 一 一日 赤 塚 迄 相 進、 三日 滞陣、 四日 新 潟 へ 歸陣仕 候、 彌彥雙 方至テ 崎嶮ソ 土地 二 テ、 

賊餘程 屯 集 之 趣 相 聞 候 得 共、 最早 退散 之 由 -ー 付、 彌彥進 擊相止 申 候。 

〇 忠泰家 記 -ー 云、 八月 朔日、 賊徒 敗走 二 付、 差 出 置 候 人數不 殘地藏 堂村ョ リ引揚 、三 根 山 へ 歸兵 候處、 彌彥 口、 赤 塚 村 口 へ 追 

々御 進軍-一 付、 雙方 へ 重役 差 出、 猶义 歎願 書 差 出、 右兩 ロ軍監 落手。 

〇 大面ノ 官軍、 進 テ月岡 村 一一 至リ、 賊兵 ヲ大崎 驛及ヒ 田 島 村 等 二 撃ッ 、 翌曉遂 -ー 之 ヲ破ル 、三 

條驛傍 近 ノ賊、 風 ヲ望テ 皆 遁ル、 今町ノ 官軍、 進テ三 條驛二 入ル。 

〇 東 伐 a 宮家 記 吉井德 春 書 柬節略 二 云、 諸 口 之 官軍 進 擊之處 、長 岡 ハ 見 付、 今 町， 一 一手 二 分、 今 町 ロ賊不 見、 無事 三 條迄乘 入、 

la^ 附ロ ハ 月 岡 迄、 八月 二日-一 進入 致 候處、 川テ 隔テ與 板、 出 雲 崎 之 敗 兵 賊討戰 、翌 三日 朝悉引 去。 

〇 十 津川鄉 お出 張 事錄節 略-一 云、 八月 朔曰、 我四番 小隊 進擊、 附 一一 至ル、 同夜 大西 村-一宿 陴シ、 翌ニ 曰、 新發田 人數ヲ 引率 

シ 、月 岡 一一 進 候處、 五十嵐 川ラ 隔テ 、賊 土手 ノ蔭 -ー 散布 シ 烈敷發 砲 ス 、味方 死 慯有之 候、 此戰曉 一一 徹ス、 翌 三日 早天 一一 至リ 、 

賊 引退 候 模様 一一 付、 薩州 斥候隊、 我 斥候隊 川 ヲ渡リ 候處、 賊悉逃 去 候 一一 せ、 大砲 等分 捕致シ 、進テ  一 ノ木戶 - 一泊 ス、 本隊 ハ 此 

丧新保 村 一一 宿陴シ 、翌 四日  一ノ木戸へ 進 e 

〇 麼應 出軍 戰 狀節#  二 云、 九月 一 一日 朝 五 ッ時ョ リ 、 本府七 番隊、 番兵 一 一番 隊、 我 外 城 一 一番 隊繰 出、 我隊 先鋒 二 テ 、 S 岡邨 ョ 

リ識訪 新 S マ テ 進行 、営所 庄屋 所 へ 番兵 一 一番 隊、 我 一 一番 隊 一 所 二 繰 込 休 兵 之 所、 四 五 丁 先 二 敵 相 見得 候 段、 當所 百姓 共 注進 
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イタ シ、 直 二 斥候 ト シ テ 我 一 一番 繰 出 候處、 川 向 へ 賊相 見得、 直 二 此方 ヨリ 砲發、 敵 ヨリ モ嚴 シク 打 出、 晝八 ッ 時分 ヨリ 其 夜 マ 

テ 終夜 砲戰、 外除モ 追々 繰 出-一 相 成、 此 曰七ッ 時分、 新 發田隊 モ半隊 我 隊へ被 相 付、 夜 曉六ッ 頃、 賊 退散 ナリ、 手 負 二人、； S 船 

§|衔千、 田 三日、 朝 五ツ^ 分、 識訪 新田 川 向 四 町 計ノ所 百姓、 又 半里 計 リノ 所 百姓 差 越、 敵ハ逃 去不罷 居候 付、 少ニ テ モ先ノ 

方 マ テ繰込 吳候様 願 出 候、 本營 ヨリ 淵 逢 直 右 衞門殿 川 向 へ 可 固守 様 承、 半隊ッ 、 川 向 へ 押 渡、 交代 一一 テ 相固メ 、募お 分 ヨリ 

物心 テ押 渡、 高 土手 ヲ切崩 シ臺場 一一 築 立、 新發 K 藩 モ 打 交 セ 、我 右半隊 ハ 暮六ッ ヨリ 九ッ 迄、 左半隊 ハ九ッ ヨリ 曉六ッ マテ 相 

固メ 候、 此川 へ 長 1\ー 築造 方 大石雄 太郞、 船橋 ヲカ ケ、 辨利宜 候、 本 府七番 除、 一 一 曰、 新德村 へ 繰 込、 川 舟 致 探索 候 へ トモ、 皆賊方 

へ引付有之、不得.^コト川畑へ相開、終夜致放發、斥候等度々差出ス、手負ニ人、|^5?郞.8|?ー  翌 三日、 未明 ヨリ 追 

追 砲 聲モ絕 々相 成、 夜 明 全 ク放發 不致候 -ー 付、 斥候 差 出 候處、 逃 去リ、 夕方 岡 村 へ 引揚. 夜中 致 巡邏、 翌 四日、 三 竹 村 へ 間道 有 

之、 右 へ 繰 出 候樣致 承知， 則 進軍 相 尚 居候. 拾 三番 隊、 一 一日、 月 岡 へ 進軍 ノ處， 三 島 郡 田 島へ 贼屯 集シ、 川 ヲ隔テ 砲戰、 晝夜 -ー 及フ、 

手 負 一 一人、^ SJ!^S8 つ 紙 f In 日、 田 島 一 貫 iUj, 冰 三條ノ 町 へ 進テ 賊ヲ 探索 ス トイ へ トモ、 前夜 逃去テ 一 人 モ不相 

見得、 番兵 一 一番 隊、 二日、 曲 淵 村 五十嵐 川 渡 シ場ノ 操 出シ、 漸ク 渡シ舟 一 艘ヲ 引付、 旣 一一 乘渡 ラント セシ、 所 右ノ渡 場へ 賊 大勢 

操 出 シ 、互 一一 渡 シ 場相爭 ヒ 、終日 終夜 砲 戰苦鬪 、未明 一一 及賊 退散， 戰死 三人、 難 il^ 評 ザ 手 負 九 人 。M^i? 蘭^? 

後遂 -ー 死ス、 加 肚田直 介、 久留 仙右衞 門、 伢地 

知彥 治、 橋 口 嘉太郞 、山 下 正右衞 門、 從卒與 介、  . 

〇 戈已征 戟紀略 一一 云、 八月 一 一日、 大面ノ 官軍 進テ e: 岡 二 至ル、 薩兵 五十嵐 川 ヲ隔テ 大崎ノ 賊ト桃 戰ス、 遂 二 結 テ解 ケス 奇 

兵 一 番隊 赴援、 川麟 豁屛驟 ナク、 賊ハ隄 二 據テ循 トス 、我 兵戰頗 苦、 曰晡賊 退ク、 討死 一一 一人 、謂 1， 藤 If 市 f.- 手 負 一 一人、 

、三日、 官軍 五十嵐 川 ヲ渡ル 、振武 四 番隊、 報 國除等 道 ヲ分ッ テ三條 ヲ擊ッ 、諸 ロノ 官軍 三條 一一 入ル。 

〇 眞田幸 民家 記-一 云、 六番、 八 番組 擊隊、 三番 小隊 拉大島 口 一一  備 居候 砲 一 門ハ 、長 岡 之 敗賊ヲ 追テ、 八月 一 一日、 1« 岡 村 迄進擊 

之.§|、三條拉西大崎^-ロ  二 於テ、 五十嵐 川 ヲ隔砲 戰有之 旨 承リ候 二 付， 直 二 川端 へ 進ミ、 夫々 致 準備 候處、 八十 里 越 之 道筋 取 

切，1^!1^-達有之、侬テ月岡山右方瀧戶山 へ 登リ 、 所々 渡 口 船 接 ヲ絕致 嚴衞候 巳 二 シ テ、 賊兵 次第 一一 八. r 里 越 へ 敗北 之 狀相見 


候 付、 お 山上 ヨリ 打下シ 候得ハ 、散々 一一 致竄奔 候。 

〇 溝 口 直 正 家 記 節 略 二 云、 八月 一 一日、 加 茂 口先 鋒 物 頭 林 文左衞 門、 加 藤 友左衞 門、 五 卜 嵐 孝 次郞三 小隊 ハ 、諸 藩倶 二 月 岡 村 へ 

i 軍、 續テ鈴 木 長次郞 一 小隊 爲應援 繰 入、 文左衞 門、 孝次郞 手、 五十嵐 川 堤 上 或 ハ 河原 渡船場 等 へ 分 除、 ii 、長ノ 兩藩俱 二 大 

.0^ ォ屯 集，' 威 トリ ヲ挾ミ 及 砲， 翁處、 味方 地形 惡ク、 無循 一一 テ 死傷 モ有之 候 得 共、 手繁ク 打掛、 夜半 一一 至 テ悉ク 致 掃擊、 同 

四 3、 友 右 衞門ハ 月 岡 ヨリ 三條へ 轉陴。 

〇 松 平 忠禮家 記 節 略 二 云、 當手 人數高 m 藩ト 合併、 見附 驛中 巡邏 能 在 候處、 八月 一 一日、 大面、 月 岡 之 方 へ 進軍 之 御 達 有 之、 薄 

暮 同所 へ 致 著 陣候處 、大曲 村 出張 之 長 藩 ヨリ 急報 有 1\ 一、 本 成 寺 之 方 頗難戰 二 付、 早々 應援可 致 旨 -ー 付、 直樣 進軍、 風雨 ヲ侵、 

夜半 後大曲 村へ 著、 直 -ー 本 成 寺 河原へ 進軍、 然 ル處、 賊勢旣 -ー退 縮 -ー 付、 五 卜 嵐 川 ヲ渡リ 、三 條町迄 相 進 候處、 賊徒 共 彈藥器 

械等捨 置 、何方 へ 歟遁逃 致 候、 右 二 付、 三 條北裏 通 裏 館 村 ト申處 要地 -ー 有 之、 右 場所 厳重 守 衞可致 旨 御 達 -ー 付、 見張 番所 取 

建 、東西 之 裏 館兩村 一 圓 -ー 致 巡邏 罷在 候。  I 

〇 毛 利 元 敏家記 一一 云、 八月 朔曰、 弊 藩 一 一 小隊、 各藩 兵隊 ト同ク 附驛 へ 繰 込、 翌ー 一日、 本 藩 一 小隊、 薩州三 小隊、 松 代 一 小隊、 

新發 El 一 小隊、 弊 藩 一 一 小隊、 加 茂 口 本道 ヨリ 岡 村 迄 繰 出ス、 折 柄 大崎渡 口 へ 薩州ョ リ 斥候 トシ テ 一 小隊 繰 出 候處、 賊兵三 

乂^^驛 ヨリ 加 茂へ ノ歸路 二 付、 敵情 相 伺候 處、 大 二 狼 狠ノ體 二 テ、 備 モ 立 兼 候樣相 候 E  、九 時 頃、 賊 ヨリ 發砲ニ 付、 薩州、 松 

代、 弊 藩 巾 合、 れ十嵐 川 堤 ニ據 リ戰爭 二 及ヒ、 弊 藩 一 小隊 ハ 渡 口 へ 繰 出シ、 別 二 一  小隊、 川下 本 城 寺 村 へ 繰 出 候處、 賊 荷物 運 

まノ 洛相絕 へ 、彌 必死 防 戰之樣 子 二 テ * 日 暮レ猶 引 去リ不 申、 終夜 相戰、 翌三 日朝 六 時、 西 大崎村 へ 引取 屯集ス 、實 ハ 加茂驛 

ヲ根據 ト致シ 、處々 二 臺場ヲ 構 へ 居 申 候、 木 藩、 弊 藩 ハ 三條驛 へ 直 ュ 乘込、 種々 賊情 探索 致 シ候處 、賊大 二 狼狽 致 シ 、彈 藥怪 

我人 等 殘シ置 引取 候 様子 二 御座 候 間、 本 藩ト申 合、 三條驛 外へ 備ヲ立 宿 陣罷在 候、 手 負 一 人 cll^、 

〇 若松 記-一 云、 八 S 二日、 三條 一一 於テ 軍議 有 之、 佐 藤 織 之 進隊ノ 持場ハ 北方 面 小須戶 宿へ 出張 致 候 手 箸-一 テ、 一 ノ木戶 迄 整 

列 一一 罷出 候處、 最早 敲兵川 向 迄 壟 ヒ來リ 、先陣 衝鋒隊 へ 打 掛候處 、暫時 應戰、 其 内 土手 ヨリ 繰 リ下シ 、衝鋒 隊ハ加 茂 海道 ハ 
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引揚、 續テ庄 藩 榊 原 十 兵衞、 是叉 暫時 砲戰、 右 同様 引 上ケ、 次 一一 織 之 進 へ 引受 砲戰 一一 及ヒ申 候、 敲兵 閧聲ヲ ァケ、 追 々援兵 相 

加リ、 頗 ル烈戰 二相 成、 原 駒 之 進、 秋 元 幾彌、 石山 常吉、 野島豐 太、 五月女 近 一 郞、 大森順 平、 福 十： 寅 一 ー郞、 湯口 慶之 助、 大砲 一 

門 土手へ 引出 シ嚴敷 打力 ケ、 庄藩 二 テ モ中林 七 郞右衞 門 三 小 除 ニテ、 一 ノ木戶 村ノ後 ョ リ川ヲ 渡 シ突戰 -ー 及、 敵 兵 終 二 漠 

裂敎 シ 、 申 刻 過 次第 -ー 砲聲 モ靜リ 、夜 一一 入引揚 ケ候樣 布告 有 之、 依 之、 人數引 上ケ、 加 茂 へ 未明 一一 著 致 候、 討死 一人、 II 

高 ほ、？^ 卜に、 伊藤 辰 之 助、 山 本 勇 治郞， 八幡 織 次郞、 和 田 庄次郞 、上野 重 太郞、 ヒ inl 次 i  、氏 r\  丁. KPJPIe-m*i、 、！' チ f^'t^ 

0M'¥f  -  ノ 藤 井 喜 代 助、 松 井 謙 次郞、 佐 藤 幸 之 助、 岸 丈 次郞、 田峙繁 I 一一郎、 止 献兵數 多 打 斃申候 得せ，' "ヲ隔 テ候 事故 首級 

^ ハ 無 之 候 事。 

〇 奧 越戰爭 日記 一一 云、 八月 朔日、 51^1、 日 三條 出立 之虚、 右宿ハ ッレ川 向萱原 ヨリ 官軍 四 五 百 人 一一 テ打 掛ケ、 九 時 頃 迄 戰ヒ、 

大崎村 迄 引 上 候 所、 川 向 月 岡 村 ヨリ 大砲 -ー テ 打出シ 、七 時 加 茂 宿 へ 引 上。 

〇 結草錄 二 云、 八月 一 一日 昧突、 三條 へ 著、 軍議 シ、 加 茂 鼓村 松 へ ハ 木 本隊、 砲 兵隊、 結 義隊、 桑 藩、 森 町方 面 へ 詉訪 險等ト 部署 

ヲ定メ I 爾刳 *i 餘失 ノス 諸、 隊 テ三條 ヲ發ス 、外 諸隊繼 テ發 スルノ 所、 敏早 ク跡ヲ 追テ、 五十嵐 川向ヒ ヨリ 佐 藤 織 之進隊  一 ノ木戶 

ヲ 發行ノ 折、 敵 俄 二 砲 射ス、 織 之 進 速 一一 應戰、 砲 兵隊、 水 藩 堤久賀 田村ノ 丘ハ殘 ラス、 桑 藩 砲手 馳セ 加リ發 砲ス、 高 橋 養 次郞是 

二死、 野村コ レヲ 見、 予 11、  ニ謂テ 曰、 川ヲ渡 リ戰ハ スンハ 利 アルへ カラ スト、 予固 ヨリ 思 フ處ナ リト、 共 二佐 川 

軍監 一一 詣テ コ レ ヲ述フ 、軍監 曰、 庄 內藩旣 二 渡 ルへキ ニ定 レリ ト、 又 曰、 此地屯 シテ是 哉 非 乎、 軍監 曰、 此處 凹ノ地 二 テ居守 

ス ル難シ 、然 トモ 必ス退 タノ 機 ァリ、 須ク防 戰シテ 我 力 令 ヲ待ッ へ シ、 軍監 一 ノ 瀨陴將 二 謂 テ曰ク 、此地 ヲ退キ 加 茂 一一 屯シ 

然ル へ シト、 陴將 曰、 退 ク時ハ 共 一一 ス へ シ、 我 何 ソ獨リ 先退セ ンャ、 軍監又 曰、 桑 名 藩 總督服 部 半 藏モ已 一一 退キ タリ、 願ク ハ 

上ル勿 レト、 陴將コ レ 二 從フ、 元 佐 川隊警 衞シテ 器械 輕重ヲ 悉ク蓮 輸ス、 夜 ニ及テ  一 ノ木戶 防禦 ノ諸將 退キタ ル說ァ ルヲ 

以テ、 佐 川 軍監へ 達ス、 隨卽 斥候 ス へ キ命ヲ 受ク、 予曰、 勞 ヲ厭フ ユア ラス ト雖 トモ、 寳況 ヲ察ス ル重シ 、願ク ハ予 一一 一人 ヲ 

附セョ ト、 時 二 庄 S 隊長 中 村 七 郞右衞 門 一 小隊 ヲ率 へ 來 ル ラ見ル 、佐 川軍監 大聲シ テ曰、 何故 二 退キ來 ルャ、 中 村 曰、 總退 

軍 ト聞キ 兵 ヲ收メ 来 ルナ リ、 若 シ事ノ 誤 リナ ラハ、 速 ニ舊營 ニ歸ル へ キ旨ヲ 答フ、 軍監 曰、 一 ノ木戶 ノ兵已 二 退 ク報ァ リ、. S 


同處へ 向フへ シト、 予先 一一 斥候 ノ命 ヲ受ル ヲ以テ 、乃 チ先ッ 馳セテ  一 ノ木戶ヲ過キ、田島舟橋,隠チ今i^sひf-ー.p"^y:«g提 

I か 、先 キ村端 ノ堤ニ 至 リ兒ル 二、 我 諸 隊已ニ 退ク、 敵 探 砲ノミ 一一 シ テ未タ 渡リ來 ラス、 直チ 二 歸ル、 途中 庄内 藩來ル 二 

逢フ、 防 戰ノ策 相 诀シ、 三條 ニ歸リ テ軍監 二相 達ス、 時 二軍 監始メ 桑ノ山 脇、 庄ノ中 村 等、 一 ノ木戶 ノ諸隊 、令 ヲ錢タ ス シテ 

返クヲ 怒ル、 時 二 子 刻、 柴太 一 郞、 柳 田 新 介、 予 一一 謂テ 曰、 最早 退ク ノ機是 一一 アルへ シ、 君 意 如何 ト、 予然リ ト 答フ、 兩士又 

曰、 侬テ 尸 過 刻 ヨリ 軍 盤 二 申告 ス ト雖ト モ聽 カス、 願ク ハ君 ヨリ 具申 ス へ ケンャ ト、 予諾シ テ軍監 二 告ク、 軍 監予ヲ 叱シテ 

曰、 衆 皆 先刻 ヨリ 退 軍 ラ進ム 、獨 リ汝ノ ミー 百ヲ 開カサ ル ハ 、旣 一一 我 力 意ヲ知 レリ ト 安然 ナ リシ 處、 豈科ラ ン、 汝モ又 衆ト言 

ヲ共 一一 ス、 我 ノミ殘 居シテ 殿戰ス へ シ、 衆 皆 去 レト、 予默シ テ起ッ 、夫 ヨリ 三條、 一 ノ木戶 間 斷ナク 巡邏、 而 不慮 二 備フ、 

原註、 庄內藩 中 村 手、 一一 一條 町 五十嵐 川 渡 口 一一  七 名 ヲ殘シ 、敵 ノ渡舟 ヲ警ム 、夜半 過 七 名 ノ內ョ リ 一 名來リ 、敵 大軍已 -ー 川ヲ渡 リタ ル由ヲ 報 

ス、 中 村 七 郎右衞 門 敵渡タ ル ャ ト問フ 一一 、渡リ シ ト答フ レ ハ 、拂フ ヘシ トノ ミ、 其 他ヲ云 ハ ス、 其 人唯シ テ起ッ 、其 言 要  一 I シ テ繁ナ ラ ス、 餱 

I： れ？ ：I^iH れ グ I、 ナせダ 後 由巾ヲ If レーフ キ 三日、 東方 白 明 一一 及ヒ、 退 軍 ノ令ヲ 一統へ 布告 シ、 三條 御坊 小路 一一 會シ、 我 西 鄉隊、 

庄 内中 村除ト 交々 護衞ヲ 張リ、 間道 ヨリ 午後 加 茂へ 退ク。 

〇 泣血錄 一一 云、 八月 朔曰、 衆 遂退次 三條、 於是諸 藩議欲 保三條 以東、 雷神 致 人 當守黑 水 鹿嶺、 二 曰 先發、 神風 欲與莊 

W 守 加 茂、 繼而發 、會兵 留守 三條、 敵 已據河 東 伺 我 過 要 之 、神風 進 據三竹 村 擊其橫 、會兵 聞戰起 來援、 敲分兵 要 之、 一 木戶神 

風 分 兵 救 之、 水戶村 上等 不戰而 走、 戰自巳 至 戌、 敵遂 返、 我 兵 亦 知 不可 守、 乃 棄三條 至 加 茂、 神風 爲殿、 於是 雷神 與莊 内守黑 

水、 致 人欲 守 鹿嶺、 先爲敞 所據不 某、 乃與 神風 守 加 茂、 會兵進 屯 保 内 C 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 終 

十八 年 十二月 十八 日 八 等 掌 記 豐 原資 淸 纂 

復古 外 記 越後 ロ戰記 第 六 明治 元年 八月 二日  七 五一 
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